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第 十八 卷 日記 下 


一 本卷 は、 著者が、 一九 一八 年 (大正 七 年) 以降 一 九 三 〇 年 (昭和 五 年) その 地 

上の 生涯 を畢 るまでの 十餘 年間、 每月ー 一十 六日に 始まり 翌月 二十 五日に 至る 生活の 記 

錄を、 「日々 の 生涯」 又は 「一日 一 生， 一 と 題して 其の 主筆せ る 『聖書 之硏究 J に褐载 

したる もののう ち、 其の後 半 を收錄 せる ものである。 著者の 六十 四歲 より 七十 歲に至 

る 期間で ある。 

一 本 卷に內 村祐之 「父の 臨終の 記」 を 加 ふ。 死の 數日 前に 絕 えし 著者の 筆 を 補 ひ 

其の 生涯 最後の 記錄を 全から しめんた めで ある。  ， 
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日々 の 生涯 

一 九 二 四 年より 一 九 三 〇 年に 至る 


九 二 四 年 (大正 十三 年) 


一月 一日 (火) 晴 引績き 寒氣强 し。 羅馬書 十三 章 を 家族 一 同と 共に 讀んで 此年を 始めた。 多く 

の 訪問客に 接した。 其 間 を 竊んで 說敎を 書いた。 醫 者と 坊主と に は 元日 はない。 平常の 通りに 働かね 

ばなら ぬ。 然し 樂 しみ 其 中に 在りで ある。 

I 月 二日 (水) 晴 遂に 風邪に？^ つて 床に 就いた。 相 變らす 精神 上の 好き 休息であった。 病 一め に 

成って 休む の は腦と 舌と 足と である。 何れも^ 養 を 要する 器官で ある。 唯 明後日の 大 責任 を 充 たさる 

る や 否や、 それが 心配であった。 

一 月 三日 (木) 晴 少しく 快し。 聖書 研究 會の 音樂 主任 吉澤重 夫君 今朝 永眠し、 驚き 且悲ん だ。 

我等 は 彼れ 以上の 昔 樂士を 得る 事 は 出来ない。 惜ん でも 尙ほ餘 り ありで ある。 然し 神の 聖旨で ある、 

服從 する。 彼が 過ぐ る 四 年 以上、 大手 町の 大 講堂に 於て、 我等 を 助けて 吳れ しこと を 神に 感謝す る。 

神 は必す 彼の 靈魂を 御自身に 納け給 ひて、 復活の 日に 於て、 我等 をして 彼が 再び 神と 羔とを 讚美す る 

其 妙へ なる ii 術 を 見せしめ 給 ふと 信す る。 


I 月 四日 (金) 晴 故： ts 乃武 氏の 葬儀 を 司るべく 依賴 されて、 其 任に 當 つた。 式 は 一 ッ橋 外商 

科大學 構內大 講堂に 於て 舉 げられ た。 會葬者 は 朝野の 名士 千 二百 人と 註 せらる。 神 田 君と 余と は米國 

ァ マ ス ト大學 の 同窓で あるが 故に、 余はァ マ ス ト 流の 質素 簡 短なる 法式に 順 じて 此式を 司った。 塚 本 

虎二が 神 田家の 友人た るの 故 を 以て 壇上に 余 を 助けて 吳れ た。 聖書 あり、 祈禱 あり、 讚美歌 あり、 最 

後に 余の 說敎 ありて、 純然たる 基督 敎 式の 葬儀であった。 斯 かる 莊嚴 なる 式が 斯 かる 場所に 於て、 主 

イエ ス キリ ス トの聖，名に由て舉げらる&と云ふ*^-は、 日本 國は旣 に 非 基督 敎國 でない 何よりも 善き 證 

據 である。 只 二三 日來 風邪に 械り、 爲に思 ふやう に 大任 を 果たす 事が 出来なくて 殘 念であった。 

I 月 五日 (土) 晴 風邪 大分に 快方に 向 ひ、 今日は 床に 就かす して 濟ん だ。 新聞紙に 淸浦 内閣の 

^者の 額觸を 見て 驚いた。 n: 本に 於け る 人物 拂底も 終に 此に 至った 事 を 思 ふて 實に 悲しかった。 是で 

は 口 本の 前途が 甚だ 危ぶまれる。 然し 播 いた 種が 生えた ので ある。 止む を 得ない。 日本 を此に 至らし 

めし 責任 は 所謂 維新の 大政 治 家 達に 在る。 伊藤、 山縣、 井上、 松 方、 大隈 など 稱 せらる i 人達が、 歷 

史の裁 刺に： 訴 へられて、 軍； 刑 を宣吿 せらる i 時が 遠から す來 るで あらう。 其 時 愛 國者は 豫曾者 M レ ミ 

ャの言 を藉 りて 曰 ふで あらう 「あ k 我れ 我が 首 を 水と なし、 我 目 を淚の 泉と なし、 我が 民の 爲に晝 夜 

哭ん もの を」 と 0 

1 月 六日 (日) 晴 今 井 館 聖書 講堂 改築 未だ 全く 成らす、 引 緩き 女子 學院 講堂 を 借 受け、 本年 第 


1 囘の 聖會を 開いた。 來會者 二百 四 五十 名、 平常より は 大分に 掛かった。 「年頭の 辭」 と 題し、 ピリ 

ビ書三 章 一 — 一四 節に 依り、 基督 敎の 目的の 罪 を 除く にあり て、 苦痛 を 除く にあらざる を 高調し、 會 

員 一同の 新たなる 決心 を 促した。 今より 益々 純 福 昔を說 くの 必要 を 感じた。 此 時に 際し 此淺 薄なる 社 

會 の寵兒 となりて は大 へんで ある。 

一月 七日 (月) 半晴 昨日の 說敎に 由て いくばくの 人が 我が 聖書 研究 會を 脫會 する であらう と 思 

ふて 居た 所、 其 反對に 之に 由て 決心 を 固め、 正會 員た らんこと を 志望す る 者が 今日 丈け で 三人あった。 

又會 衆の 一 人よりの 書面に 左の 如き 言が あった。 

新ら しき 年の 第一 日曜に 當 つて、 減 苦と 滅 との 大きなる 差異に 就いての 深い 厳正なる 眞理に 心 を 

燃えし め 1^ さいまして 感謝で 厶 います。 苦痛 は 却て いや 增す事 を 思 ふ 時 皮相な 昂奮に 驅られ す、 心 

の 奥底に 靜 かな 强ぃ 躍動 を 感じます。 正に 怖れで はなく、 喜びの 心で 厶 います。 

實に 「人の 衷 には靈 魂の 在る あり、 全能者の 氣息 之に 聰明 を 賜 ふ」 である。 福音の 眞理は 怖れす して 

唱 ふべ きで ある。 之 は 救 はるべからざる 者を擊 退す ると 同時に 救 はるべ き 者を惹 つくる 能力で ある。 

眞の 基督 敎は罪 を 除く、 然れ ども 苦痛 は 減じない、 返って 增す ことがあ ると は、 幾 11 も 繰 返す 必要の 

ある 大眞理 である。 

一 月 八日 (火) 晴 風邪 未だ 全く 癒えす、 不愉快で ある。 引镜 き入會 志望者の 訪問が あった。 大 

12- に 於て 婦人の 方が 男子よりも 遙 かに 眞劍义 熱心で ある。 青年 SR 子の 求道者 は 先 づ背敎 者の 卵子と 見 


て 懸からなければ ならない。 眞に 歎すべき であるが、 事 實が此 事を證 明す るので あるから 止む を 得な 

い。 何れに しろ 数百 人の 靈魂 を預 るので あるから 堪えられない。 「誰か 之に 耐 へん や」 である。 

一 月 九日 (水) 晴 多くの 事に 心 を 配ば り、 信じ 叉學ぶ 時の ®l い 事 を 悲しむ。 自分 も 知らす 識ら 

すの 間に 米 國宗の 信者と なる。 餘 りに 多く 人に 奉仕 せんと 欲する が 故に、 神に 奉仕す る こと を 忘れる。 

t すけいだ 

主よ 我 を 事業 宗 より 援 出し 給へ と 常に 祈らねば ならぬ。 

一月 十日 (木) 晴 久 振りに て カントの 倫理 說を讀 み 心が 淸々 した。 やはり 「高贵 なる カント」 

である。 小人 物の 支配 を 受けねば ならぬ 日本に 在りて、 自分自身が 小さく たるの 虞れ ある 時に、 眞の 

人人 物の 思想に 接して 世に 生れ 出た 甲斐が ある やうに 感じて 感謝であった。 〇 辯 護士今 村 力 三 郞氏方 

の 結婚式 を 司るべく 依頼され、 悅んで 之に 應じ、 氏の 杉 並 村の 邸宅に 於て、 質素に して 嚴肅 なる 式 を 

舉 げた。 氏の 長女 富貴 子 は忠實 なる 聖書 研究 會の會 員であって、 醫學士 北 原 早苗 氏を迎 へ て 蜂 谷 家 を 

嗣 ぐので あった。 法律の 事に 就て は 余 は 常に 今 村 君に 依頼す るので あって、 <!riii は 聊か 君に 報 ふる 事 

が 出来て、 大 なる 滿 足であった。 

I 月 十 一日 (金) 晴 細事 多端の 一 日で つた" 殆んど 目が 眩む 程であった。 生きる の は斯ん なに 

用事が 多い 者で あらう 乎。 然し 何れも 細事で ある。 {: ナ宙と 永遠と に 係 はる 事 は 一 つもない。 〇 十二 年 

前の 今月 今夜 ルツ 子が 死んだ ので ある。 其 時 醫師の 手 を 離れ、 只 我等 二人の 手に て 彼女 を 永き 眠りに 


就かせた ので ある。 其 事 を 思 ふて 胸が 一杯になる。 然し 乍ら 我國 家庭生活の 日々 に 腐敗し 行く 狀を見 

て、 彼女 は 決して 不幸の 女でなかった 事 を 知る。 彼女 は 長の 病苦に 罪 を 潔め られ て、 天 を 望んで 逝い 

たリ 我等 は 彼女に 就て 安心で ある。 今や W 會 不離の 希 は W が 我等 を 待つ のみで ある。 

一 月 十二 日 (土) 晴 ルツ 日で ある。 彼女の 寫眞を 飾って 紀 念した。 

I 月 十三 日 (日) 晴 上 一 一番 町 女子 學院 講堂 を 借 受けて 爲す 最後の 講演であった。 テサ 口  -1 ケ前 

書四窣 一— 八 節 を 「淸 潔の 道」 と 題して 講じた。 語る に氣 持の 好い 題目でなかった。 然し 一度 は 講ぜ 

ねばならぬ 題目で ある。 そして 講じ 終って 犬なる 責任 を果 したやう に 感じた。 之で 番 町へ as て爲 せる 

講演の 第五 囘 であった。 次！： より はまた 柏木の 古 巢に歸 るので あると 思 ふて 嬉しかった。 同時に 又 余 

の 如き 者に 喜んで 講堂 を 貸して 吳れ た學院 に對し 深き 感謝な き 能 はすであった。 「ュ ホバ備 へ 給 ふ」 

である。 すべての 基督 敎的團 體が五 年 前の 東京 基督 敎靑 年會の 如くに 情なく はない。 

一 月 十四日 (月) 晴 本當の ブル ー , モ ンデ ー (靑き 月曜 曰) であった。 身體は 疲れ、 精神 は 弱 

り、 萬 事 萬 物が 青く 見えて 不愉快であった。 斯 かる 時に 我等 は 皆ん な米國 人に なって 了 ふ、 卽 ち唯セ 

力 々 々と 働く 人に 成って 了 ふ、 そして 働いて 何の 愉快 もない ので ある。 願ふィ H スを 仰ぎ見ん こと を- 

亡び 行く 世界 ゃ國を 見す して、 永遠に 生き 給ふィ H スを 仰ぎ見ん こと を。 餘の事 は 如何で も 可い、 义 

如何す る 事 も 出来ない。 


H 々の 生涯  八 

一月 十五 日 (火) 半晴 八， 曉又復 大地震が あった。 伋し 差した る 被害が なかって 感謝であった。 

午後 改築せ る 八；.. 井 館 聖書 fi 堂の 獻堂式 を 行った。 札 幌農學 校の 同窓に して、 余と 同じく 札幌獨 立敎會 

設立者の 一人なる 伊藤 一隆 氏に 式 を 司って 貰い、 誠に 幸福であった。 來會者 百 六十 人、 孰れ も 改築 費 

寄附 者であった。 四十 六 年 前の 昔 を 同 顧し、 感慨無量であった。 寄附 者 は總數 三百 五十二 名、 金額 は 

六 千 八 百圓餘 であった。 大手 町の 會員九 百餘名 中、 是れ 丈け 残ったと 思へば 大 なる 感謝で ある。 我等 

がん，. 日 読みし ィザャ 書 六 章に 曰く 「其 中に 十分の 一 の 錢る者 あれ ども 此も亦 吞み盡 されん、 然 れど聖 

裔殘 りて 此 地の 根と なるべし」 と (十三 節)。 九 百 人が 三百 人に 減じて 我が 事業が 木 當に始 つたので 

あると 云 ふ 事が 出来る。 

I 月 十. K 日 (水) 晴 一 日の 好き 休養 をな した。 默示錄 研究から して 羅馬歷 史に與 味が 起り、 ネ 

口 ー、 ドミ シアン、 セ ナカ 等の 略傳を 復習して 有ハ であった。 引 綾き 煩悶 を 取って 貰 ひたしと て、 弟 

子ん り を 志願す る 者が 絡へ ない。 實に 困った ものである。 自分 は 寺の 和尙 ではない、 故に 煩悶 を 取 除 

くこと は 出来ない。 自分 は！ i 昔の 使者で あるから 賴を 除かれん と 欲する 者に は 多少の 援助 を與 へる こ 

とが 出來 る。 日本人の 多數は 怫敎と 基督 敎とを 混同して 基督 敎も 亦單に 慰安 を與 ふる 宗敎 であると 思 

ふ。 そして 今日の 所謂 基督 敎、 卽 ち米國 流の 基督 敎は 佛敎と 根本 を 同う する 者であって、 至って 低い 

宗敎 であると 言 はざる を 得ない。 人が 慰安 を 求めす して、 神の 正義 を 求む るに 至って、 彼 は 本 當の平 

安 を 獲る ことが 出來 るので ある。 


一月 十七 日 (木) 曇 午後 今 井 館に 於て、 聚書 研究 會昔樂 主任 吉澤重 夫君の 儀 を 司った。 會葬 

者百餘 名、 信仰 を 以て 溢れた る集會 であった。 今年に 人って より 余が 司った 第二 同の 葬式で ある。 第 

一 囘の神 田 乃武君 は^に も 稀なる 幸運の 人であった。 之に 反して 吉澤重 夫君 は 世に も 稀なる 不幸の 人 

であった、 そして 吉澤 君が 數 年間 神 田 男爵が 校長たり し 正則 中學 校の 音 樂敎師 でありし こと も 亦不思 

議 である。 余 は 默示錄 一 一章 九 節の 一一 =11 を 以て 吉澤 君に 就て 言 はんと 欲する 「貧しき と は 雖ど汝 は 富めり」 

と。 信仰の 立場より 見て 君 は 非常に 惠 まれた る 人であった。 君 は 四 年間の 大手 町の 大 活動 を 通う して 

余の 共働 者であった。 而 して 君 逝いて 君の 季妹直 子さん が 君に 代りて 柏木の オルガ 一一 ス ト として 務め 

て 吳れる 事に 成った。 主ィ H スの爲 に 生き 又 死す、 誠に 光榮の 至りで ある。 (仪活 の 朝、 我等 再び 相 遭 

ふ 時に 此 事に 就て 相互に 語る であらう。 

一月 十八 日 (金) 半晴 ヨハネ 傳八章 三 二 節の 研究に 全日 を 費した。 外に 二人の 訪問者が あった 

のみで ある。 

一月 十九 日 (土) 晴 相 變らす 厭な 事が ある。 人生の 暗黑的 半面 を 見て、 生れなかった 方が 遙に 

幸であった やうに 思 はる \ 時が ある。 然し 乍ら 神 を 信じて 人生に 對 して、 光明の 暗黑 よりも 遙に 多い 

事が 判明る。 そして 暗 黑も亦 光明 を增 すの 途 である 事 を 今日まで 幾囘 も實驗 した。 やはり 生れた # は 

善い 事であった。 〇 米國 地理 學雜誌 一 月號が 達し、 屮央 阿弗利加 開 發に關 する 面白き 記事 を 讀み樂 し 


かった。 英國の 一 陸軍 士官が 單獨 にて ダフ ー ルと稱 する 日本 帝 國大の 國土を 統治す るの 實験談 は、 克 

く 英國民 膨脹の 精 祌を代 炎して、 我國今 R の歉 態に 省みて 羨望 の 念に 堪 へたかった" 

一月 二十日 (日) 晴 E かなる 冬日 和であった。 改築の 今 井 館に 於て 第一 囘の 日曜日 集會を 開い 

た。 朝 は 二百 名、 午後 百 三十 名の 會衆 があった。 朝 は 「眞现 と 自由」 と 題し ョ ハネ傳 八 章 三 二 節 を、 

午後 は 「自由の 解」 と题し 3 呉の 自由の 何たる 乎に 就て 語った。 そして 前に は畔 上が、 後に は 塚 本が 助 

そふ  古- さ 

けて 旲れ た。 相 變らす 聖き歡 びに 充溢る & 一  日であった。 外の 世界 は 荒み 切って 居る が、 キリスト を 

通う して 祌を 仰ぐ ft の^ 界は 常に 新^の 光に 溢れる。 榮光 限りなく 彼に 在れで ある。 

一月 二十 一日 (a?) 晴 安息の 月曜日であった。 ヘッド ラム、 プラム マ ー 等の 註解 書に 目 を 曝し 

て樂 しき 一 日 を 送った。 今更ら ながらに 人に 謖ら る、 の 快 樂を覺 つた。 人 は 自分 を 幾る のであって、 

自分に 宿り 給 ふ キリス トを識 るので ない。 自分 は旣に キリ ス ト と共に 十字架に 釘 けられた 者であって 

死體と 同然で ある。 故に 自分の 幾らる、 は 死體を 鞭た る、 と 同然であって、 實は 少しも 痛 さ を 感じな 

いので ある。 此事を 知らないで、 基督 者た る 自分 を 攻撃した たらば， さぞ かし 痛み 且 怒る だら うと 思 

ふは大 なる 間違で ある。 「打って 恨みが 晴る k なら、 打て や 犬坊、 た、 け や 犬坊」 と 伊達 政宗が 11 う 

た 通りで ある。 それにしても、 擊 てば 人が 直る であらう と 思 ひ、 擎 つより 外に 人 を 直す の途を 知ら ざ 

る 今の 日本人 は氣の 毒な 人達で ある。 


一月 二十 二日 (火) 晴 雜誌 編輯が 始 つた、 二十 四 頁 分 を 秀英舍 に 送った。 久し振り にて ゥ ー ド 

ヮ ー ド著 『軟體 動物 學 摘要』 を 開いて 見て 面白かった。 博物 學硏究 は 平均せ る 判 斷カを 養成す る爲に 

も 必要で ある。 單に 蝸牛 や 土鍋に 就て 知る ばかりで はない、 之 を 知る の途 がまた 宇宙の 眞理を 探る 

厶<3 厶  < -厶. ：：厶<1<1<3  △△△ 厶厶厶 AAA 厶 <3<1厶<1厶 厶 AAA 

の途 として 非常に 貴い ので ある。 思 ふに 近代 人の 多數は 數學と 博物 學には 趣味 を 持た たいで あらう。 

フ" クト  ファン- ン—  とつ ；ク 

彼等 は事實 よりも 想像 を 愛する が 故に 突飛の 說を唱 へて 憚らない ので ある。 余 は 今に 至りて ふ、 自 

今 聖書 研究 會の會 員 を 選む に當 て、 簡單 なる 數學 並に 博物 學の試 驗を行 ふなら ば、 今日までの 如くに. 

多数 の 背敎 者を產 出せす して 濟む であらう と。 背敎 者と 云へば 十 中の 八 九 は 思想 又は 藝術 の 人で ある- 

现學 又は 實 行の 人の 內には 至って 尠ぃ。 口の 人なる 法律 (来と、 筆の 人なる 文 學者は 信仰の 事實を 知る 

に は ：^取 も 不適 當な る 人達 である。 

I 月 二十四日 (木) 晴 平和なる 勤勞の  一 H であった。 聖書 研究 會入會 の 希望者 絶えす、 之を斷 

はるに 大 なる 努力 を 要した。 今日に 到り 斯 くも 求道者が 增 して 余 は 之 を 如何と もす る 事が 出來 ない。 

彼等 は 何故に 敎會に 赴かない ので ある 乎、 敎會は 又 何故に 彼等 を迎へ 又牧容 しないの である 乎。 余の 

手 は旣に 一 ばいで ある。 余 はも はや 此上靈 魂 を預る こと は 出来ない。 余 は 背 敎者綾 出 を 忍びつ、 今日 

まで 此 任に 當 つた。 今や 適任者が 績 出して 此 任を頒 つべき 時で ある。 

I 月 二十 五日 (金) 晴 世に 批； t 家なる 者が ある。 彼等 は 他人の 信仰 又は 行爲を 批評す る 者で あ 

つて、 自分に 確た る 信仰 叉 は行爲 はない。 彼等 は 「汝は 斯く爲 して はならぬ、 又は 斯く爲 さねば なら 
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ぬ」 と 曰 ひて、 然 らば 自分 は 何 を 信じ、 何 を爲す 乎と 問 はるれば、 今 猶硏究 中であって 確答す る 能 は 

すと ず ふ、 彼等 は 他人の 平和 を 壊つ の才を 有つ が、 自分の 平和 を さへ 築く の 力が 無い。 そして 今の所 

謂 批評 { 豕、 ぇ士、 思想家 は 大抵 は此 類で ある。 我國 計りで ない， 界各 國が此 種類の 人達に 依て 其 平和 

を紊 され、 其 存在の 根本まで を危 くせられ つ、 ある。 何を爲 して 宜しき 乎 を 知らす して、 只爲 されつ 

つ ある 事 を 否認す。 此は サタンの 精神で ある。 而 して 是 等の 批評家 は サタンの 族に 外なら ない。 サタ 

ンは 否定 {豕 である、 批評家で ある、 そして サタン は 今や 何れの 社會に 於ても 活動す る。 世が 破滅に 倾 

きつ、 あると 云 ふ は、 サタンの 此践 S を 許して 居る と 云 ふに 過ぎない。 然れ ども 神 は 「永遠の 然り」 

である、 Eternalizes である。 彼 は斯く 有り 給 ふ 者であって、 ^り 給 ふが 如くに 成り 給 ふ 者で ある。 

眞の祌 を 信じて 我等 は 消極的 人物に 成りた くも 成り 得ない。 彼 は 壌ち 給 ふと 雖も、 壞 つや 否や 直に 造 

り 給 ふ。 彼に 接して、 「その 怒 はた 暫 にて、 その 惠は 生命と 共に 長し、 夜 は よもすがら 泣き 悲しむ 

あした  0  0  0  0  0 

とも、 朝に は 歡び歌 はん」 である (詩篇 三十 篇 五節)。 まことに 基督 敎は 思想で はない、 神の 恩惠の 

事實 である。 故に 健全なる 家庭 も 社 會も其 上に 起る ので ある。 試め された る 事實を 離れた る 思想に 勝 

さるの 毒物 はない。 我等 は 神の 恩 惠の歷 .a- なる 聖書と、 六 千年 に涉る 人類 實驗の 結 raK なる 常識 …… 

常 識とは K は此 事で ある …… に 頼り、 我等の 生涯の 梶を 取りて 航路 を 誤らない と 信す る。 自分の 如 

き は舊き 日本人、 叉舊き 基督 信者で ある。 舊き 日本 道 德と舊 き 基督 敎の 信仰な くして 自分に は 生命 は 

ない。 之 を 求む る 者は來 るべ し、 否る 者 は 去るべし である。 


一月 二十. K 日 (土) 曇 攝政宫 殿下 御成 婚當 日で ある。 午後 講堂に 於て 有志 祈 禱會を 問き、 日本 

國の爲 に 祈り、 ^せて^ 界傳道 協 贊會の 報 吿を爲 した。 閉會後 計らす も 日本 メソヂ スト 敎會前 監督 平 

岩；^ 保 君の 訪問 を 受け、 舊 きと 新しき とに 就いて 語った。 

I 月 二十 七日 (日) 雪 昨夜 發熱、 然し 差した る 事な くして 濟ん だ。 爲 めに 講演 は 午前に 止め、 

午後 は 休んだ。 近頃 偸 快に 思 ふ 事 は、 非戰 論者の マクドナルド 氏が 英國 の總理 大臣と 成り、 ピ ュ ー リ 

タン 主義者の ク ー リツ ヂ 氏が 米國の 大統領で ある 事で ある。 日本に 於て は 我が 理想 は 行 はれない が、 

^界に 於て は 稍 や 行 はれん としつ、 ある。 ナザ レのィ H スは 矢張り 人類の 王で ある。 其 事 を 思 ふて 心 

强く感 する。 

一 月 二十 八日 (月) 晴 病 未だ 癒えす、 半ば 床に 就いて 休んだ。 倫敦 『雜 誌の 雜誌』 に 政治 並に 

外交に 關 する ボン チ畫 を、 紐 育. 『ライフ』 に社會 ボン チを 見て 憂 を 慰めた。 西洋の ボン チに 日本の そ 

れの 到底 及ばざる 所が ある。 彼等 は 深刻で ある 計りで なく ヒ ュ ー メ ー ン である。 可 笑く あると 同時に、 

同情の 淚を 禁じ 得ない ことがある。 日本の ボン チと 云へば 大抵 は 惡意的 諷刺で あるが、 西洋の ボン チ 

の 多く は 好意的 警吿 である。 日本の 新聞 雜誌 を讀 めば 同胞が 益々 憎く らしくなる 計りで あるが、 西洋 

の 新聞 雜 誌に は 何處 かに 人類の 將來に 頼むべき 所 を 見る。 日本人 は 皇室に 對 して は 満腔の 敬意 を 表し 

て 止まない が、 相互に 對 して は 只輕侮 凌辱の 表すべき あるの みで ある。 余 は 毎日 東京の 新 閜を讀 むた 

び 毎に 日本人が それ 丈けば になり、 日本の 將來に 就き それ 丈け 失 を懷 かされる。 實に 困った もので 
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ある。 

一月 二十 九日 (火) 青 病氣の 振り ッ返 しあり、 人.' 日 は 終日 床の 中に 在った。 自分の 事を考 へる 

外 何も 爲 さなかった。 」 お 1- 颯は 不快で あるが、 時には 自分の 爲に のみ 時 を 送る は 決して 惡く はない。 毎 

01 この 人 かの 人の 爲に 心配して、 自分の 事を考 ふる 時 は 殆どない。 健康と 云 へば 働く ことであって、 

働く と は 他人の 爲に 働く ことで ある。 病 氣の時 丈け が 自分の 時で ある。 如斯 くにして、 死んだ 後に 永 

久の 休息が 來 るので あると 3 心 へ ば 感謝で ある。 

一月 三十日 (水) 晴 引績き 床に 就いた。 少しば かりの 讀 書を爲 した 外に 3： も爲し 得なかった。 

唯 新聞紙に 我國 目下の 混亂狀 態に 就て 讀み、 犬なる 不安 を 禁じ 得なかった。 M レミ ャ記第 七 章 第 十六 

節が 思 出された、 曰く  r 汝此 民の 爲に 祈る 勿れ、 彼等の 爲に 歎く 勿れ、 求む る 勿れ、 叉 我に； 成しす 

る：^ れ、 我れ 汝に聽 かじ」 と。 日本 國の爲 に 祈る に 段々 とカ拔 けがして 來た事 は 確で ある。 

一月 三 十 一日 (木) 啻 少しく 快し、 但し 未だ 床 を 離れ 得なかった。 床の 上に て ヘッド ラムの 基 

^傅 を 讀んで 大に敎 へらる k 所があった。 义 T  •  H  • グリ ー ンの 政治 原論に 就て 讀み、 英國の 政治の 

日本の それに 較べ、 大に擾 さる 所 ある 理由 を 窺 ひ 知る ことが 出來、 羨望の 念に 堪 へなかった。 此日衆 

議院 は 終に 解散に なった。 是 れで當 分の 間、 表面的な りと 雖も 平穏で あるで あらう。 それ 丈け なりと 

も 快くなる。 「夫婦1„^嘩は犬も喰はぬ」 と 云 ふが、 日本人の 政爭は 夫婦喧嘩 以上に 厭で ある。 


二月 一日 (金) 晴 漸く 床より 起き 上った。 今度の 此病氣 も 亦、 國. ：5^ や 社 會の事 を 思 はす (余の 

場合に 於て は 思 ふ も 何の 役に も 立たぬ が 故に)、 一 意專 心に 余が 命ぜられし 事を爲 せとの 神の 警告で 

あると 思 ひ、 大に 元氣の 囘復を 助けた。 

二月 二日 (土) 雪 今日は ー囘も 床に 就かす、 雜 誌の 校正に 從 事した。 

二月 三日 (日) 晴 午前 は 二百 人、 午後 は 百 人の 築會 であった。 自分 は 十五 分づ、 登壇して 僅に 

K 任を充 たした。 午前 は ヨハネ 傳 十四 章 十五 節、 「汝等 若し 我 を 愛するならば 我が 誠 を 守れ」 に 就い 

て 一 言 述べた。 我が 誡とは 相互 を 愛すべし との 誡是れ である。 若し 主ィ H スを 愛するならば 相互 を 愛 

すべし との 敎訓 である。 日本人が 皇室に 對し 忠誠 を 表する に拘 はらす、 同胞 相互 を畿 り、 甚だしき に 

至って は惡 徒を敎 唆して 相互に 危害 を 加 ふるが 如き 是れ 決して 陛下に 對 し忠實 なる 途で なきが 如くに、 

基督 者 も 亦 相互に 對し 冷淡で、 時には 淺 酷で、 決して キリスト を 愛する と 云 ふ 事 は 出来ない と 述べた。 

比 ニー lie なりと 雖も、 述 ぶる は 述べざる に 愈る と 思うた。 午後 は 第二 百 十 五番の 讚美歌 を 歌 ふて 後に、 

よび もビ  ひとへ ひ-, 

病 氣に摧 る 事 は 自分 を 元の 此美 はしき 信仰に 呼 戾す爲 に 有益で あると 述べた。 健康の 時 は 唯單に 他に 

奉仕 せんとの み 思 ひ、 自分の 事 を 忘れて 了 ふ。 然し 自分の 事 も 亦 甚だ 大切で ある。 自分が 神と 義 しき 

關 係に 於て 在らす して、 他の 爲に盡 す こと は 出来ない。 千代 經し 岩に 常に 抱かる &に 非す して、 我が 

奉 什 は 害 有って 益がない。 神 は 自分 を 御 自分に 引 寄せん が爲 に、 度々 病 を 降し 給 ふ は、 まことに 有難 


い 事で あると 述べた。 

二月 四日 (月) 半晴 立恭 である。 相 變らす 嬉しく ある。 短い 冬と は 云 ひながら 冬 はや はり 厭で 

ある。 風邪と 之に 伴 ふ 種々 の 病疾は 我等 を 困し める 事 多大で ある。 「春 立つ け ふの 風 やと くらむ」。 

立春の 名 だけで も 生命に 歸っ たやうな 氣持 がする。 今日は 少しく ベ ンが 取れて 樂 しかった。 〇 米國前 

大統領 ウィル ソ ン 逝去の 報に 接した。 彼 は 一 時 は-戊 主々 義の 神と して 我國 人にまで 崇められた 人で あ 

る。 余 自身に 取りて は 彼は大 失望であった。 彼が 米國を 代表して 對獨 戰爭を 宣告した 時に、 余の 人類 

に對 する 希望が 絕 へたので ある。 彼 はまこと に 余 を キリスト 再臨の 信仰に 追 やった 者で ある。 そして 

余の 豫 想に 違 はす 彼の 其 後の 計畫は 悉く 失敗に 終った。 米國 並に ウィル ソ ン の爲に 計る も 米 國は戰 (舟 

に參 加せ ざる を 可とした。 ヴ H ル サイ ュ條約 は 世界 歷 おに 未だ 曾て 見ざる 大失 耽であった。 而 して 其 

.5!.^ 影響 は 今後 益々 甚 しいで あらう。 ウィル ソ ンは 人なる 誘惑に 遭 ふて 之に ft けたので あると 信す る。 

彼に ピ ュ ー リ タンの 理想が あって 其 信仰がなかった 事が、 彼 をして 此 不幸に 陷 らしめ し 最大 原因で あ 

つたと 思 ふ。 

二月 五日 (火) 晴 二月 號の 校正 を 了った。 病に M つても 爲 さねば ならぬ 事 丈け は爲す 事が 出來 

て 感謝で ある。 〇 引 綾き 近代 人に 困 しめらる" 余の 到底 解し 得ない 者 は 彼等で ある。 彼等の 或 者は最 

も 克く余 を 知る 者で あると 自ら 稱 しながら、 思 ひ 切って 余が 到底 贄成 する 事の 出来ない 事 を 行る。 そ 
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して 之に 對 して 余が 反 對を唱 ふれば、 逆 捩に 余 を言箭 めて 余の 缺點 過失の 數々 を 述べ 立つ る。 玆に於 


て 彼等に 對 して 余の 態度 を，： 止 むれば、 彼等 は 曰 ふ 「かの 反駁 は 決して 惡 意に 出た るに 非す、 我が 先生 

を 思 ふ は 以前と 少しも 異 たらす」 と。 斯 かる 人達に 對 して 自分 を 如何に 處 して 宜しき や、 自分に は 解 

ら ない。 怒る 事 も 出来す、 去れば とて 親しむ 事も屮 Z 來す、 彼等 を赍 めて 宜しき や、 自分 を 責めて 宜し 

き や 少しも 解らない。 何れに しろ 彼等に 先生と 呼ばれた 事が 身の 不幸で あると 諦める より 他に 途がな 

い。 彼等に 舊ぃ 日本人の 單 純なる 所がない。 去れば とて 西洋人に 在る やうな 明白なる 主義 主張 を 認め 

る 事 は 出来ない。 自分が 愚なる 乎、 彼等が 誤れる 乎、 判斷に 非常に 困し む。 但し 今後 大に努 むべき は 

成るべく 彼等 を 近づけざる 事で ある。 

二月 六日 (水) 晴 余の 知人の 中に、 次ぎの 總選擧 の 際に 代議士 候 稲 者と たりて 打って出る 者 あ 

りと 聞いて 驚いた。 ^は實 に 様々 である。 諺に 曰 ふが 如くに 「蓼 喰 ふ蟲も 好き々々」 である。 自分の 

如き は 生命が 三 個 叉 は gl 個あって も、 其 一 個 を も 今 口の 日本の 政治 海な どへ 投入れ る 事 は 出来ない。 

此は 生涯の 签養 である。 然し 大抵の 日本人が 其の 生涯 を 空費し つ、 ある を 知る 時に、 代議士に 成る の 

は 特^に 惡ぃ 事で あると も 思へ ない。 何れに しろ 貴重なる 金と 精力と を拋棄 つて 代議士に 成らん とす 

る 人々 の氣が 知れない。 

二月 七日 (木) 晴 東京 女子大 學々 生 堀. G 尿 子に、 彼女の 切なる 希求に 從ひ、 バプ テス マ を 授け 

た。 彼女の 敎師ー 人、 學友 二人 證人 として 立 合うた。 彼女 は 余が パプ テス マ を 授けし 第 七 人目で ある- 

内 男 二人、 女 五 人で ある。 大抵の 場合 は 敎會の 牧師に 顿 みて 授けて 貰 ふ。 唯 止む を 得ざる 場合に 於て 


のみ 余 自身が 授ける。 r 此 外に は 我れ 人に パプ テス マ を 施し- - こと 有る や 否や を 知らす、 キリストの 

我 を 遣し. >, は バプテ ス マ を 施させん 爲に 非す 福 昔 を宣俾 へしめ ん爲 たり」 との バウ 口 の  一一 m は 之 を 我  一一 一一 口 

となす 事が 出来る (コ リント 前書 一章 十六、 十七 節)。 

二月 八日 (金) 半晴 昨夜 暴 風雨、 南風に て 暖かし。 H ぺソ書 を通讀 し、 其 意味 を 握らん と 欲し 

て 努力した。 たしかに 聖書 中 難解 書の 一 である。 偉大なる 書で ある やうに も 見え、 亦 平凡なる 書で あ 

る やうに も 見 ゆ。 其 中心的 眞理を 握らん と 欲して 努力せ しこと 今日に 至る まで 幾 同なる を 知らす、 然 

れど今 猶未解 の 書と し て殘 るは殘 念で あ る。 然し 讀 むた び 毎に 光明の 增し加 は る 事 は事實 である。 

二月 九日 (土) 晴 好い 一; 船 持に なったならば 働かう と 思 ふて ぎ 時まで 待っても 好い 氣 持に ならな 

い。 それよりも 目の前に ある 仕事に 着手 すれば、 直に 好い 氣 持になる。 働く に 優 さる 刺戟 劑 はたい。 

他^ を赛 する ものにして、 葡惰の 生涯の 如き はない。 若し 一人が 過 勞の爲 に 死ぬ るなら ば、 百 人が 瀬 

惰の爲 に 死ぬ るで あらう。 

二月 十日 (日) 雨 珍ら しく も 雨の 日曜であった。 朝 は 平常よりも 三 四十 人 ii なかった。 午後 は 

變ら す、 全體 にて 三百 人足ら すの 集會 であった。 靜 かなる、 落附 いたる 好き 集會 であった。 健康 はま 

だ 全く 囘復 しないが、 何しろ ニ囘共 登壇す る ことが 出来て 有難った。 午前 は 「軍人の 信仰」 と 題し 馬 

太 傳八章 五 I 十三 節 を 講じ、 午後 は 「不死の 生命」 に 就いて 語った。 二度と も畔 上が 助けて 吳れ た。 


此 泥濘 を 冒して 三百 人餘 りの 人が 柏木まで 來 て吳れ ると 思 ふと、 熱心に 成ら ざらん と 欲する も 得たい、 

此點 から 見る と惡 しき 一大 候 は 却て 感謝で ある。 

二月 十 一 日 (月) 曇 紀元節で ある。 此日 海外に 於て はニ惊 七千莴 弗の 日本 公 债が利 廻 七 分 一 厘 

と 云 ふ 高利に て賫 出され、 海内に 於て は、 木 村長 門 守、 直 江山 城 守と 云 ふやうな 三百 年 以前の 人々 に 

まで 贈位が あった。 自分に は n 本の 事 は 何が 何やら 少しも 解らない。 唯 子孫の 事が 心配で ある。 神よ 

n 本 W を憐み 給へ と 祈る のみで ある。 以上 を 書き終った 所へ、 熊 本 縣球磨 川上 流の 某 村の 某より 左の 

如き 端窨が 達した。 

私 は E 舍 の小學 校の 敎師 をして 居る 者です。 可愛い 子供の 前に 毎日 立って 自分の 不甲斐な さ を 悲し 

みつ. -ー G ：々 々を 送って 來 ました。 ふとした ことから 先生の 雜 誌に 接し、 大正 十二 年の 九月 號 から 

本年の  一 n 號 まで 今讀ん でし まひました。 私に は 私と しての 目的が 許され、 私の 仕事が 擴 げられ て 

居る 樣な 喜びが 充滿 して 來 ました。 私 は 一 生小學 校敎師 として 自分の 姿 を 見出さう と 思 ひました」 

先生、 この 一文 は 前後 も 何も 考 へす、 喜びに まかせて 書きつ つて 私の 心の 救 はれつ、 ある こと を 

ぉ吿げ いたします。 

此 はたし かに 吉報で ある。 日本の 片田 舍に斯 かる 人が あるが 故に、 都に 惡ぃ惡 い 政治家が あっても- 

日本の 遠き 將來に 希望が あるので ある。 小學 教師で 一 生 を 終る 事 は、 近代 式の 大學 敎授 として 終る よ 

り も遙に 名譽义 幸福で ある。 人 は 地位で もなければ 職業で もない。 如何に 低き 地位と 雖も、 之に 在り 

て 忠實に 務めて 自分 の 姿 を 見出す ことが 出来る。 此端 書の 筆者 は 球 磨 川の 岸 を 離る k の 必要 は 少しも 


ない。 一生 其 所に 踏 止まって、 祌の爲 に、 人類の 爲に、 日本 國の爲 に 大事 業を遂 ぐる 事，， が 出来る。 

二月 十二 日 (火) 曇 雜誌 二月 號が 出来た。 第二 百 八十 三號 であって、 後 十七 號で 第三 t: 號 であ 

る。 過去 を 顧みて 感 恩の 念に 堪えない。 多くの 不平 家が 余 を 去り 本誌 を魔讀 する 由 を 開かせら る k が. 

發 I 仃 部数の 少しも 减 じない 事 は事實 である。 敵が 出來る 丈け それ 丈け 味方が 出來 るので あると 見える „ 

,、 ラム シル  つの はず 

二月 十三 日 (水) 0 千島列島 中幌筵 島の 地现の 研究に 大 なる 與味を 感じた。 〇 附近 角 苦 在住の 

米 國 末 口 聖徒 耶蘇 敎會 (モル 乇 ン宗) の 宣敎師 一 一人の 訪問 を 受けた。 宗敎の 事 は 語らざる べしとの 條 

件の 下に 會 IIB^ した。 宗敎 以外 の 多くの 事に 就て 語り 相互に 大に 益す る 所があった。 寅敎 師と會 見す る 

時に 此條 件に 由る の 必要が ある。 宣敎師 は 會ふ人 毎 に 其宗敎 を說か ん とする が 故に 我等の 友人と なら 

すして、 大抵の 場合 は 却て 我等の 敵と 化する ので ある。 宜敎師 と 相 封して 宗敎は 禁物で ある。 宣敎師 

の 說く宗 敎程價 値の ない 者 はない。 I  メュ 11 ま 6  you  on  the  condition  that  we  will  not  sp  3ak  on 

religion である。 

二月 十四日 (木) 晴 持 好き 曰であった。 世界 地圖を 眺めながら、 日本 傳道は 亞細亞 大陸の 俾 

道 を 目的に 行 はねば ならぬ 事に 氣附 きて 左の 一 首 を 詠んだ。 

縱し極 は 秋津島 根に 絶 ゆると も 

戈 壁 ヒマラヤの 裾に 實ら む。 


斯う 思 ふ て 心配 は サッ パリ 消えて 氣が淸 々した。 日本の 爲の 傳道 で はない、 世界の 爲の 日本 傳道 で あ 

る。 唯 福音の 種 さへ 播 いて 置けば、 それが 世界の 何處 かで 實 るので ある。 日本人の 反 對叉は 背 敎の如 

き， 少しも 意を留 むる に 足りない。 

二月 十五 日 (金) 晴 風强 し。 重なる 仕事 は 英國偷 理學者 T  •  H  • グリ i ンの 政治 哲學に 就て 讀 

む 事であった。 說の 可否 は 別と して、 斯 かる 高貴なる 哲學に 思想 を 養 はれし 英國の 政治家と、 野卑 極 

まる 政治 論の 外に 眼 を 注ぎ 耳 を 傾けし ことなき 日本 多數の 政治家との 間に 雲泥の差 ある は 放て 怪しむ 

に 足りない。 日本の 前途 は 益々 暗黑 である。 

二月 十六 日 (土) 晴 今日 も 引 鑌き亜 細： C ュ傳 道に 就て 考 へた。 感想 は 之 を 左の 駄句に 表 はした。. 

荒れ Ei- つ る 武藏の 原に 聲 揚げて 

：亞 細 _亞 の 陸に 聖敎 を說 く。 

二月 十七 日 (日) 晴 匿 はしき 聖日であった。 朝 は 二百 人 以上、 午後 は 百 二三 十 人の 會 衆が あつ 

た。 歡喜 溢る k の 一 日であった。 他の 日 は 種々 の 厭な 事に 氣を 腐らせら る、 が、 聖日 計り はまこと に 

架 日であって 此^な がらに 天國の 香が する。 イエ スを學 び、 天國を 望んで、 我等 は此 食に 在って 此世 

もの 

の禱 でない 事を感 する。 


二月 十.：^ 日 (月) 晴 休息の 月 曜日で ある。 ボ ー サン ケ ー の 政治 論、 ク a ボ卜 キンの 社會 論を讀 

んだ。 我國 近代 人の 思想の 決して 彼等 獨 創の 意見で なく、 何れも 海外より 輸入の ものである ことが 克 

く 判った。 まことに 家庭 を 毀ち、 國を 亡す 者 は 文士と 藝術 家と である。 彼等 ほど 嫌 ふべき 憎むべき 者 

はない。 そして 彼等の 多くが 自分より 所謂 新 5 心 想を學 ばんと 欲して 自分の 所に 來た 乎と 思 ふと 實に身 

額 ひする 程 恐ろしく ある。 神の 御 護り に e り 自今 文士と 藝術 家と は 共 一 人 を も 我が 鬥內に 人れ ざらん 

こと を 0 

二月 十九 日 (火) 晴 雜 誌の 編輯 日であった。 不 相變樂 しふった。 〇 近代 政治 思想 研究の 序に 

『英 百』 に プリンス • クロポトキンの ぺ ンに 成りし 「無 政 J 肘 主 ii」 の 一項 を讀ん だ。 余に 取りて は敎 

會が 無敎會 主義者と して 余 を 嫌 ふ 理由が 略 ぼ 推測す る ことが 出 來て有 5 俭 であった。 然し 余 は 無政府 主 

義 者が 現在の 政府 を 毀たん と 欲する が 如くに 現在の 敎會を 毀たん と 欲する 者で はない 積り である。 其 

正 反 對に余 は 4. '日まで 出来 得る 限り 敎 きを 援 けんとして 來 りし 積り である。 現に 近頃 或る 女學 生が 余 

にバプ テス マ を 受けた しと 申込みし も、 余 は 彼女 を 彼女が ft に關 係せ し 或る 敎會に 送って、 其 牧師よ 

り バプテ ス マ を 受けし めた。 へ；； -は <{r 日まで 隨分 敎會を 助けた 積り であるが、 敎會が 余を拨 けて nl 犬れ た 

ため し 

例と て は 殆んど 無 いと 云 ふ ても宜 い 0 敎會が 余 を 敎會 の 無政府主義者 とし て 取扱 ふの は大 なる 11 違で 

あると 3 心 ふ。 然し 余 は自 から 求めて 敎會の 世話に はならない 積り である。 余 は 敎會は 自分に は 無い も 

の で あ る と 思 ふ て 生き 叉 働ぐ。 そして 余 は 之に 由て 少しも 不便 を 感ぜす、 叉 信仰 上大 に 利益す る 所が 

ある。 敎會に 無政府主義者 として 取扱 はる、 事 は、 自分に 取りて は 實は大 なる 幸！ i である。 


二月 二十日 (水) 晴 暖き 初春の 一日であった。 ペンと インキと を 以て 終日 働いた。 訪問者と て 

はハ ンナ 組の 少女が 一 人あった のみで ある。 內閣 では 佛敎の 管長 ゃ祌 社の 宮司 を 招いて 思想 善！ 3- 協議 

會 なる 者 を 開いた との 事で ある。 日本の 精神 界は歐 洲の屮 古 時代の それで ある。 到底 自分な どが 口 を 

出す 幕で はない。 To  the  Bible  I  (我 は 聖書に 往 かん) である。 

二月 二十 一日 (木) 晴 札 幌の金 澤常雄 君より 書面 あり、 かの 地の 獨立敎 會が舊 い 福音 的 信仰に 

歸復 しつ、 あるとの 葚 信に 接し、 衷心より 嬉しかった。 恰 かも 人が 失 ひしと 思 ひし 友を復 たび 得た る 

心で ある。 自分に 取り 之れ 程 喜ばしい 事 はない。 得る もの はや はり 失 ふ ものよりも 多く ある。 感謝で 

ある。 

二月 二十 二日 (金) 曇 或る 遠方の 讀 者より 左の 如き 通知が あった。 

本 『聖書 之 研究』 二月 號を 戴きました。 第 一番に 「近代 人に 就て」 を讀 みました。 父からで も 叱 

られる やうな 氣持 がしました。 次ぎに 「苦痛 か 罪 か」 を拜 見し ました。 今雜誌 を閉ぢ たま &で 祈り 

ました、 「自己の 爲に 信仰 を與 へられん 事、 靈の眼 を 開かれん 箏を 祈る のでな く、 天地の 內の 唯一 

人に まします 神様に 全くつ か へ る 事が 出来ます やうに なさし め 給へ」 と 云々。 

此 一人が 此 心に 成って 吳れ& ば、 かの 短 篤 を 書いた 目的が 充分に 達せられ たので ある。 願 ふ 他に も 近 

代人の 精神 を 去って 謙遞 なる クリスチャン と 成る 者の 綾々 と 起らん 事 を。 
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二月 二十 三日 (土) 曇 今朝 米 國加洲 ロスアンゼルスより 無線 電報が 達した、 曰く 「安洋 丸で ォ 

ルガ ン寄 送す、 在米 讀者」 と。 實に飛 立つ 程 嬉しかった。 彼 地に 我 を 思 ふ 此の 愛の 一 團 ある を 知りて、 

我が ゅ界. が 急に 廣く なった やうに 感じた。 世 は 未だ 全く 近代 人 化せられない。 然り 近代 思想 は 所謂 有 

識 階級と 稱 する 社會の 皮相に 浸潤した に 止まり、 日本人の 大多數 は 幸に して 今 猶ほ葡 い 元の 日本人で 

ある。 そして 彼等 奮い 口木 人 を 相手に する 我等 は、 廣ぃ溫 かい 活動の 世界 を 有つ ので ある。 安洋 丸の 

復航 安全 なれ。 我が 待 焦る. -樂器 を 無事に 持 来れよ。 我 は 之に 依りて、 我が 脣が閉 さる、 まで 我が； t 

を 讚美す るで あらう。 感謝！ 

二月 二十四日 (日) 晴 寒氣强 し。 午前に 二百 人 以上、 午後 は 百 二十 人の 築會 であった。 朝 は 

R 千 {5 の 制御」 と 題し、 馬 太 傳八章 一 一十三— 一 一十 七 節に 依り、 ィ H スの 宇宙 主宰 權に 就て 語った。 信 

仰 上の 大 問題であって、 此際 此時大 膽にィ H スを萬 物の 造 主、 萬 有の 支持者と して 提唱す る 事が 出來 

て大 なる 感謝であった。 午後 は 「個人主義と 自己主義と」 に 就て 話した。 自己主義 者 をして 一 人 も 余 

の 主る 集 會に來 らしめ ざらん が 爲に此 講話 を爲 すの 必要が あると 思うた。 不 相變樂 しき 充實 せる 聖き 

1 日であった。 

二月 二十 五日 (月) 晴 余 は餘程 人に 甘く見られ ると 見え、 近頃 職人の 一人に して H 彼 は 大工で 

ある. = 余が 少しく 服 を かけて やった 者が、 何に か 余の 爲す ことに 不平が あると 云 ふて、 酒 を 引っかけ 


て 夜中 余の 家に れ 込んだ。 余 は 翌日 仲間の 一人 を 連れて 来れと 云 ふて 其 夜 は 彼を歸 へして やった が、 

其 後 彼 は 一度 も 姿 を 見せない。 後に て 訊 た^して 見た所、 彼が 荒れ 込む 理由 は 何にもな いとの 事で あ 

る。 そして 彼れ 計りで ない、 余の 弟子と 自 から 稱 して 數 年間 余 を 先生と 呼び 来った 立派な 紳士で、 隨 

分と 思 ひ 切った 惡ロを 併べ 立って 余 を 責めつ ける 者 は 令に 至る も 絶えない。 彼等 は 到底 他の 先生に 對 

して は爲し 得ない 事 を 余に 對 して は爲す やうに 見える。 多分 彼等 は 愛 を說く 基督 敎の敎 師には 仞を爲 

しても 自分の 身 は 安全で あると 思 ふので あらう。 其點に 於て 日本の 職人 も 學士も 變る所 はない。 余 は 

勿論 斯 かる 人達に 對 して 何の 抵抗 を も爲す こと は 出来ない。 只 自身の 正當 なる 權利を 守る 外 は 彼等 を 

其爲 すが 儘に 任 かせる。 然し 悲しい S 驗 である。 今日まで 同じ 實驗を 幾度 嘗た 乎、 殆んど 數へ識 し 得 

ない 程で ある。 そして 今日までの 經驗に 由れば、 は 取 後の 勝利 はや はり 勝手に 惡ロを 言 はせ て 置いた 余 

の 方に 歸 する やうに 見える。 斯 かる 攻撃 を 受けて 余 自身 は 大に學 ぶ 所が あり、 叉 傳道上 大に改 むべき 

1W. ある を發 見して 神に 感謝す る。 唯 何 車 もゼン トル マン 的に 爲 して 貰 ひたい。 叉 彼が 自己に 要求す る 

權利 自由 を 余に も 認めて 貰 ひたい。 爭 論の い つまで も 絶えぬ， なる 哉。 

毎朝 H ぺソ窨 の 1 節 を讀み つ 、 

二月 二十 六日 (火) 晴 一章 一節。 「神の 33  C 意志) に 由り てィ H スキ リストの 使徒と 爲 れるパ 

ゥ 口」。 人が 基督 者と 爲るも 使徒と 爲るも 自分の 意志で 爲 るので はない。 人 は 勿論 自分の 意志で 多く 

の 事 を爲す ことが 出来る、 極 々の 者に 爲る ことが 出來 るが、 基督 者に 爲る こと は 出来ない。 基督 者 は 


神の 特刖の 被 造 物で ある。 神が 造らん と 欲 召して 成った 者であった、 基督 者 自身が 自分が 何故に 斯く 

成された 乎 其 事 を 知らない ので ある。 神が 御 自分の 榮 光を顯 はさんが 爲に 己が 器と 爲し給 ひし 此， 人" 

さう 思 ふと 勿體 なく も あり 畏 ろしく も ある。 た 聖 きをして 成らし め 給 へ と 言 ふ 迄で ある。 〇 或る 未 

亡 人が 身の上の 相談に 來た。 感情に 動かされす、 利害 を 省みす、 喉 明， 曰なる 義務の 道 を 歩みな さいと 

勸 めたら ば、 彼女 は悅ん で辭し 去って 自分 も 非常に 嬉しかった。 

二月 二十 七日 (水) 晴 一章 一節。 「エペ ソに在る^^-徒」。 聖徒 は 聖人で はない。 卽ち 特別に 聖 

い 人で はない。 神の 聚 器と 云ふ篛 であって、 特別に 神の 使用に 供せられ し 者を稱 す。 聖 器に 金 あり 銀 

あり 銅 あり 土 あり 木 あるが 如くに、 聖徒に も 亦 智者 あり 學^ あり、 偉人 あり 聖人 あり、 庸夫 あり 愚人 

ありで ある。 然し 何れも 「聖徒」 であって、 特別に 神の 聖 用に 供せられ たる 者で ある。 故に 聖徒で あ 

ると 云 ひて 特別の 淸淨 潔白 を 誇り 得る 者で ない。 神の 聖 3 ほに 由り、 彼が 善しと 見た まひし が 故に、 其 

聖 用に 徵發 せられし 者であって * 聖は 彼に 在りて 徵 せられし 者に 在る ので はない。 斯 くして 聖徒 は 使 

徒と 云 ふと 同じく 職名で ある。 そして 聖徒の 職に 就か しめられし 者 は 終に 聖き 者と 成るべき は 云 ふま 

でもない。 「H ぺソに 在る 聖徒」、 東京に 在る 聖徒、 M れも自 から 擇 らんで 練磨 研究の 結果 、基督 信 

者と 成りし 者で はない、 神殿 奉仕の 爲に 神に 召禁 されし 者で ある。 名譽 であると 同時に 重き 辛ら き-黄 

任で ある。 

二月 二十 八日 (木) 晴 一章 一節。 「ィ H ス キリストに 在りて 信す る 者」。 聖徒 は聖 器、 信者 は 


「キリストに 在りて 信す る 者」 である。 聖徒 卽ち 信者で ある。 上より 召されし 者 は 下より 信す る 者で 

ある。 而 かも 直に 信す るので はない、 「キリ ストに 在りて」 信す るので ある。 信者の 信仰 其 物 さ へ も 

自分で 維持す る 事の 屮 Z 來る もので ない。 信仰の 保藏 所と も稱 すべき 者が ある、 キリストが 夫で ある、 

信仰 は 神に 始まり 神に 依り 神に 終る。 榮光 はすべ て 神に 歸 すべきで ある。 〇 信 州 木 曾の 敎友ー 團が改 

築 聖書 講堂の 門 注 を 寄附して？^ れる 事に 成り、 徑七寸 樹齢 六十 年の 檜 丸太 三本 を 汽車に 積 込んだ との 

報に 接して 大 なる 感謝であった。 敎 友の 一人 松 島 縫 治 郎君 は 案 內狀の 内に 「門柱 樹齢 約 六十 年」 と 題 

して 左の 一首 を 寄せた。 ■ 

木 曾 山の 六十路 を 越えても だしつ \ 

今日 神の 家の 鬥 守と 立つ 

感謝の 餘り余 は 左の通り 返歌した。 

き そ やま  おな よは ひ おい ひの さ 

木 曾 山の 同じ の老檜 

とも  4* も  や み  みとの 

共に 守ら む 祌の聖 殿 を 

二月 二十 九日 (金) 晴 一章 二 節。 ^恩寵と-^M^」。 恩寵 は 自分 不相應 の 賜物で ある。 受 くるの 

價梳 なき 者に 賜 はる 惠み である。 神が 聖子を 通う して 賜 はる 賜は是 である。 そして 平 康は此 賜物 を受 

けて 起る 心の 狀態 である。 「人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平 旗」 と 云 ふ 信者 獨特の 幸福で ある。 召され， 

信ぜ しめられ、 惠 まれ、 平康に 居ら しめらる と 云 ふので ある。 〇 隨分 と^を 使 ふ。 雜 誌の 校 £、 著書 

の 校正、 その外に 毎週の 講演の 草稿、 讀む 事と 書く 事と が 主なる 仕事で ある。 六十 年間 使 ひ 通う せし 


此ー對 の^、 余 は 之に 關 して 如何に 神に 感謝して 宜しき や を 知らない。 

三月 一日 (土) 雪 一章 三 節。 「頌 むべき かな …… ま 心み たり」。 希 職 語に 於ても 英語に 於ても 同 

じ辭 である。 「祝 ふべき 哉 …… 福 ひし 給へ り」 と譯 したら ば 原語の 意味に 庶幾 からん。 祌は物 を 以て 

我等 を惠み 給へ り、 我等 は辭を 以て 彼 を頌め 奉る。 物に 酬 ゆるに 辭を 以てす。 此は 子が 父に 酬 ゆるの 

唯一 の途 である。 而 して 子に 父 を 讚美す るの 辭 なからん や。 〇 松 方 公 齢 九十 歳に して 今や 將 さに 死な 

ん として 居る。 一門 八十 人、 何れも 實 業に 從 率す。 其 富矩 萬に 達し、 一人と して 獨立傅 道 師と稱 する 

が 如き 割の 惡ぃ 業に 就き し^なし。 然し 余 は 公と 同時代の 日本人の 一 人と して 毫も 公 を 羨まない。 若 

し 公がん 「余に 地位の 交換 を. m. 出ら る& とも、 余 は 勿論 之に 應 じない。 明治 大正の 日本に 於て、 聖書 を 

日本人の 書と 爲 さんと て 努力せ し 事 は 日本銀行 を 設立せ し 以上の 名譽 であると 信す る。 そして 歷史は 

必す 余の 此 確信 を 證 明して 吳れる だら うと 思 ふ。 公の 危篤 を 痛む と 同時に、 余に 今日 此感 なき 能 はや 

である。 

三月 二日 (日) 晴 一章 三 節。 「天の 處に 旣に惠 みたり」。 恩寵 は 今、 地上に 於て 始まった ので 

はない、 天に 於て 旣に 施された ので ある。 地に 今 在る 事 は 天に 於て 旣に 定められた 事で ある。 神は旣 

に 其 聖旨に 於て 惠 まんと 定め 給 ひし 攀を今 行 ひ 給 ひつ ある。 祌の爲 し 給 ふ 事 はすべ て斯く あらねば 

ならぬ。 地上の 出来事 は 天上の 御 計 畫の實 現に 過ぎない。 然り斯 く あると 示されて、 我が 今日の 立場 

を說 明す る 事が 出来る。 〇 北風に て 寒し" 集會 平常と 異ら す。 午前 は イス カリオ テの ュダに 就て、 午 


後 は 愛の 消極的 半面に 就て 語った。 今 切に 祈る 事 は 聖靈の 我等の 間に 降らん 事で ある。 

三月 三日 (月) 晴 一章 ra 節。 「^の 基 を 置 かざりし 前より 我等 を キリストの 中に 簡 び」。 神の 

御 計畫が 成って 然る 後に 御 事業が 始 つたので ある。 其 計 畫の內 に 我等ん マ 彼に 召されて 其聖： 器と 成りし 

者の 救拯 完成 も 入って ゐ たので ある。 思へば 實 に勿體 なく ある、 然れ ども 元々 我等が 如何の 如斯 のと 

云ふ譯 ではない、 後に 言へ るが 如く 「我等 をして 彼の 榮の 讚美 せらる、 事を爲 さし めんた め」 である 

(十二 節 )o 我等が 目的で はない、 彼の 榮 光が 目的で ある。 其 爲に此 汚 器 を 益と して 簡び給 ひしと 

示されて、 我等 は 少しく の 在る 所 を 解す る 事が 屮 Z 來る。 〇 支那 山 西 省 平陽府 ウィルソン 紀念 病院 

長 スタン レ ー . ホイト 氏より 書面 あり、 我が 世界 條道協 贊會の 小額の 寄附が 該 病院 醫師 ドクトル 張 氏 

支持の 爲に 使用 せらる & 由の 報知に 接して 感謝に 堪 へなかった。 斯くて 計らす も兹 に キリストの 聖名 

に 依り 英支ョ の 愛の 共同 事業が 成立 したので あって、 是でこ そ 自分 等 も キリストの 本當 の敎會 に納れ 

て 貰った やうに 感じた。 背 敎者ゃ 近代 人の 攻 なぞ は 如何で も宜 い、 我等に は斯 んな樂 しい： t£ 事が 與 

へられた ので ある。 何 を 魔しても 此 仕事 丈け は繼 綾し なければ ならぬ。 

三月 四日 (火) 曇 一章 五節。 「キリストの 中に 簡び ：：： キリストに 由り て 我等 を 己が 子と 爲さ 

ん事を …… 」。 簡 ばれた。 然れ ども 自分 獨 りで 义は キリスト と共に 簡 ばれた ので はない。 彼の 中に 彼 

に 由り て簡 ばれた ので ある。 神の 御 目的 は 彼に 於て 在った のであって、 我に 於て 在った ので はない。 

彼れ キリスト を 崇めん 爲 の選擇 である。 我れ が 特^に 可愛い からで はない。 「愛 を 以て 預か じめ 定め 


給へ り」 と 云 ふ 愛 は 祌の其 子 キリストに 對 する 愛 を 云 ふので ある。 預定は 全然 キリスト 本位で ある。 

彼 を 愛し 給 ふが 故の 我が 選 採で ある。 斯く a- て 我 は 神が 此 II 人 を 愛し 給 ふ 理由が 判明す るので ある。 

三月 五日 (水) 晴 一章 六 節。 「恩 惠の榮 を 讚め しめんた め 也， T 祌 はすべ てに 於て 讚美すべき 

である。 其 能力、 智慧、 技巧、 何れも， m 美すべき である。 然れ ども 彼 は 特に 其 恩惠に 於て 讚美すべき 

である。 彼の 榮光は 最も 著る しく、 彼が I ま 人 を 极ひ給 ふ途、 卽ち其 W 心 鹿に 於て 顯 はる。 彼が 我等 如き 

者 を其聖 器と し て 用 ひんと て ； m め 其 聖旨 に 於て 定め 給 ひし 理由 は 主として 玆に 在る ので ある。 卽ち定 

めら れし 我等 は 勿論、 天の 萬 軍 をして 其 恩 惠の榮 を 讚め しめん 爲 である。 神に 歸 すべき 凡ての 榮 光の 

^ に 「恩惠 の榮」 は 最も 大 なる 者で ある。 〇久 振りに て キリスト 再臨の 信仰に 由て 慰められた。 此信 

仰 を 懐いて、 どんな 事が 起っても、 亦 どんな 人が 現 はれても 少しも 驚く に 及ばない。 「是 等の 事 は 皆 

ある 可き 也」 である r 馬太廿 四〇 六)。 光明の 前の 暗黑 である。 ハ レルャ である。 

三月 六日 (木) 晴 一章 六 節。 「愛する 者に 在る 我等に 賜 ふ 恩 心なり」。 「愛する 者」 は 獨子ィ 

H ス である。 彼 はまこと に 神の愛す る 者で ある、 愛せら る、 の资格 ある 者で ある。 我等 は然ら す、 我 

等 は 愛せら る、 の 資格な き 者、 たぐ 「愛する 者に 在りて」 愛せられ 叉惠 まる、 者で ある。 而 して 神の 

「恩. 惠 の榮」 は玆に 在る ので ある。 我等 如き 者 を さへ 愛し るの 途を 開き 給 ひし 事で ある。 キリスト 

に 在りて 祌は 我等 を 愛し、 我等 は 彼に 愛せら る。 聖き 神の愛 は義の 上に 立つ 愛で ある。 彼 は 人 を 愛 

せんとして、 罪 を 除く の 途を備 ふるの 必要が ある。 祌の義 に 由て 保 誇せられ ざる 愛は賴 るに 足りない。 


そして 「愛する 者」 に 由て 表 はれし 愛は此 愛で ある。 〇 夜 講堂に 於て 世界 傳道協 贊會の 例會を 開いた。 

きする 者 三十 人、 支那に 於て 我等の 代表者 を 獲た る 事 を 報告し、 それが 爲に 一同 活氣 立ち、 近頃に な 

き 生々 したる 會 合であった。 傳 道心 ありて 初めて 本當の 信仰 ある 事 を此夜 熟く 感じた。 

三月 七日 (金) 晴 一章 七 節。 「その 血に より 贖卽ち 罪の 赦しを 得るな り」。 恩惠の 第一 は 罪 

の赦 しで ある。 是れな くして 我等 は 聖徒た る 能 はす、 而 して 祌は之 を 其 子の 十字架の 死 を 以て 行 ひ 給 

かひ. -0 ズ-し  くる 

うた。 隳 は買戾 である。 罪の 手よりの 取展 しで ある。 キリスト 我等に 代り、 律法の 命す る 罪 相 當の苦 

難 を 受けて、 贖卽ち 罪の 赦しを 行 ひ 給うた。 是は 神の 恩 惠の豐 なる より 出た ので ある。 〇 叉復 口腔の 

改築が 始 つた。 講堂の 改築に 劣らぬ 事業で ある。 四 五 年に一度 づっは 行 はねば ならぬ 事業で ある。 

「亡ぶ る 此^、 朽ち 行く 我， せ」 を自覺 する に は 頗る 有用の 事業で ある。 

三月 八日 (土) 晴 一章 七 節。 「罪の 赦しを 得るな り」。 旣に聖 器と して 定められし 我等 は今キ 

" ストの 血に 由り て 罪の 赦しを 「得る 也」 である、 卽ち 得つ、 あるので ある。 旣に 全く 潔め られ たの 

ではない、 潔め られつ-^ あるので ある。 僅少の 辭の 相違で あるが、 過去と 現在との 間に は大 なる 相逮 

が ある。 我等 は 信仰の 生涯に 於て、 毎日 キリストの 血 を 注がれ、 毎日 毎時 潔め られつ k あるので ある。 

(へ ブライ 書 十 章廿ニ 節〕。 

三月 九日 (日) I？ 麗 はしき 聖日で ある。 今朝 感じた 事 は、 我 は キリストの 十字架 を 仰ぐ に 止ま 


らす、 更に 進んで 彼と 偕に 十字架に 釘 けられね ばなら ぬと 云 ふ 事で ある。 自分が 生きて 居る 間 は 自分 

に何の善き_?^は來らぬ。 自分が 死んで、 キリストが 自分に 代って 自分の _s ^に 生き 給 ふに 至って、 祌の 

すべての 祝福 は 自分に 臨む ので ある。 此簡 短なる 事 を 忘れて 基督 者の 生涯 を 送 る は 全然 不可能で あ る。 

但し 實に 有難い 事で ある。 〇 聖日の 例會變 りなし。 唯會 員の 此上 減少す る 見込な く、 新たなる 人會の 

巾 込に 應 する ことが 出來 す、 甚だ 念で ある。 何れに しろ 毎日 曜日が 我等 一 同に 取り 聖き樂 しき 祭日 

なる は事實 である。 

三月 十日 (月) 半晴 一章 八 節。 「神様々 の 智慧と 聰明 を與 へて 此恩を 我に 充 たしめ」。 第一に 

罪を赦 し、 ち靈を 潔め、 第二に 新たなる 智慧と 聰明 を 以て 之を充 たしめ 給 ふ。 先づ 洗滌、 然る 後に 

充實、 而 かも 此 世の 智慧と 聰明と を 以てに 非す、 靈の 事を辨 へる 神の 智慧 を 以てして 充 たしめ 給 ふ。 

斯 くして 恩憲の 上に 恩 惠が加 へらる。 〇 雜誌 三：：：： 號を發 送した。 發行 部数 三千 七 百、 增滅 なし。 

三月 十 I 日 (火) 晴 一章 九 節。 「我等に 其 旨の 奥義 を 示し 給へ り. f 神が 我等 を 惠み袷 ふ其最 

後の 目的の 何たる 乎、 其 奥義 (秘密) を 我等に 示し 給へ り。 そ は 他な し 「キリストに 在りて 嗣子と 爲 

る こと」 である (十一 節〕。 此恩惠 たる 勿論 今 は猶ほ 希望と して 存す、 然し 希望 を懷 かせら る、 事、 

卽ち 奥義 を 示さる V 事が 是れ叉 犬なる 恩惠 である。 の 救し、 靈の 充實に 次いで、 之 を恩惠 第三と 稱 

して 可から う。 〇 齒 なしの 權兵衞 である。 心 は 三十 だいの 靑年 であるが、 歯 を 見れば たしかに 滿 六十 

三 歳の 老人で ある。 然し 何ぞ薆 へんで ある。 


三月 十二 日 (水) 晴 一章 九— 十一 節。 「意の ま、」。 「自 から 定め 給 ひし 所な り」、 「其 意の 

ま \ に 行 ふ 者 己の 33 に循 ひて 我等 を 定め」。 凡てが 神の 聖 意に 依る。 故に 安心で ある。 此 宇宙、 此人 

世、 而 して 我が 一 生、 すべてが 神が 「自 から 定め 給 ひし 所」 であると 知りて、 その 失敗に 終らざる は 

. ^實 である。 人の は祌の 目的 を 破る こと は 出来ない。 神 は 必すィ ヱ ス キリ ストの 日までに 我 を 完成 

し 給 ふと 信す る。 〇 主婦 病床に 就き、 自分が 家事と 事務との 任務に 當 つた。 不相變 面倒であった。 

三月 十ミ日 (木) 雨 一章 十 節。 「期の 滿る 時に …… 萬 物 を キリストに 歸 せしめん 爲 に」。 キリ 

スト は 萬 物の 中心で ある。 萬 物 彼に 歸 してす ベての 不調和が 終る ので ある。 我等の 救と 稱 する も此大 

調和の 一 部分た るに 過ぎない ので ある。 救 は 萬 物の 復興と 共に 行 はるべき ものである 。人 は 天然と 共 

に キリストに 在りて 救 はる. -の である。 〇 鎭海灣 在勤 田 中機關 大佐の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 今や 

稀なる は キリ ス トを 信す る 日本 武士で ある。 其 一 人に 接する は 奮き 故鄕の 山風に 吹かれる やうな 氣持 

がする。 

三月 十四日 (金) 晴 一章 十一 節。 「キリストに 在りて 嗣子と 爲る こと」。 「キリストと 偕に 嗣 

子と なる 事」 とも、 亦 「キリストに 在りて 彼の 嗣業 となる 事」 とも 解す る 事が 出来る。 多分 後者が 眞 

现 であるで あらう。 キリストが 聖 父より 賜 はる 嗣 業と なること、 之に 優 さるの 榮光 はない。 まことに 

聖 器の 聖器 たる 所以であって、 終に 疵. なきものと せられて 彼に 讓り 渡さる。 斯 くな らんが 爲に 預め定 
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めら れし 信者の 榮光此 上な しで ある。 

三月 十五 日 (土) 晴 寒ぐ ポ强 し，。 一章 十二 節。 「彼の 榮の IS 美ら る、 事を爲 さし めんた め 也」。 

萬 物；： 取 終の E 的は是 である。 我等の 救に 定められ しも 是が爲 である。 卽ち 彼の 榮が 我等 は 勿論の こと、 

0000O0OOO  0000OO000OOOOO 

天の 萬 軍に 由て 讚美ら れんが 爲 である。 我が 爲の 救で はない、 祌の 榮の揚 らんが 爲の 救で ある。 祌本 

位で ある、 我れ 本位で ない、 故に 我が 救 はる、 も確實 である。 「神の 榮の 讚美 を 目的に」 と譯 すべき 

である。 

三月 十六 日 (日) 晴 架會變 りなし。 唯入會 志望者 多くして 之 を牧容 する に 場所な くして 困し む。 

敎會は 何故に 起って 是 等の 人々 を迎 へない 乎。 今や 聖書 其 儘の 福 昔を說 けば 何れの 敎會も 出席者 を以 

て 溢るべき である。 午後 は靑年 相手に テ モ テ 後書 三 章 を 講じて 自分 も 再び 靑 年に 成った やうに 感じた。 

まだ/ \ 活動 を廢 めて はならぬ 事 を 切赏に 感じた。 

三月 十七 日 (月) 晴 一章 十三 節。 「汝等 も 亦」。 聖徒 (SA 器) たるの 恩 惠に與 りし は 我等に 止 

まらす、 「汝等 も 亦」 同一 の恩惠 に與れ り。 基督 者 は 排他的なら す。 自分 丈け にて 恩 惠を專 有せん と 

欲せす。 r 汝等も 亦」 と 言 ひて 他人の 同じ 恩 惠に與 りし こと を 感謝す る。 r 汝等も 亦」、 信者の 愛 を 

表 はす 辭 である。 〇 簡 野道 明 氏の 講述に 成る 『名 詩 類 選』 を 買 求め、 少年 時代に 暗誦せ し 漢詩の 復習 

を 始めた。 第一 に 水戶烈 公の 賞 梅花の 詩に 「雪 裏 占 春 天下 魁」 の 一 句 を 讀んで 强く感 に 打 たれた。 此 


は 平凡の 思想 である やうで あるが 實は爾 うでない。 其內 に 深い 基督 者 の 希 を讀む 事が 出来る。 其 他 

李 白 や 杜甫の 詩 を讀ん で、 余に 之を敎 へて 吳れし 生みの 父が 想 ひ 出されて 淚が こぼれた。 

三月 十八 日 (火) 晴 一章 十三 節。 「我等が 業を嗣 ぐの 質なる 約束の 聖靈を 以て 印 せらる」。 深 

ぃ實 驗の辭 である。 之 を 題目と 成して 一書 を 著 はすこと が 出来る。 何れも 純 福音の 術語で ある。 唯然 

り然 りと 云 ふ 事の 外、 註解 を附 する 事が 出来ない。 Too  saci さ 1 imn  too  true! 〇 支那 山 西 省 平 陽 在 

留 支那 内地 傳道會 社所屬 宜敎師 スタン レ ー • ホイト 君に 比較的に 長い 英文の 手紙 を 書き、 彼 を 通う し 

て 支那 四惊の 同胞に 對し 同情 を 表する ことが 出来て 非常に 嬉しかった。 自分 は 今日まで 日本人で あつ 

たが、 今日より は 東亞 人に 成った 積り である。 天 山 以東が 悉く 我國 であると 思 ふて 我が 勞 働の 區 域が 

急に 廣く なった やうに 感じ、 隨て 我が 傳 道の 意味が 非常に 深く 成った こと を覺 ゆる。 若し 日本の 爲丈 

けの 我が 一 生であった たらば、 我 は 之 を 失敗の 一 生と 稱 せざるを得ない。 然し さう ではない、 黄河 楊 

子 江の 流域 は 悉く 我が 祈禱の 領分で ある。 日本に 於て 失敗しても 亜細亞 大陸に 於て 成功す る 事が 出来 

る。 キリストの 福音 は 抱 世界的で ある。 之 を 我が 武器と して 戰 つて 我 は 世界 征服の 榮譽 に與る ことが 

出来る。 

三月 十九 日 (水) 曇 一章 十三 節。 r 汝等 キリスト を 信じ …… 約束の 聖靈を 以て 印 せらる， T 救 

は 人と 神との 共同 事業で ある。 人 は 信じ、 祌は i ゃ靈を 以て 印し 給 ふ、 而 して玆 に 救が 行 はる」 ので あ 

る。 聖 靈を受 くるの 途も 亦兹に 在る。 キリスト を 信す るに ある。 信者の 生涯 は 信仰 を 以て 始まる。 信 

一 九 二  1! 年  1 二 五 
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仰な くして 神を悅 ばす こと 能 はすで ある (ヒ ブライ 書 十一 章 六 節 )o 〇 或る 兄弟の 取らん とする 決心 

を飜 さんと して 苦心した。 それが 爲に 精神 疲勞 を覺 えた。 爲 さすと も濟 むこと である けれども、 爲さ 

ねばなら ぬと 思うた 故に 爲 したので ある。 

三月 二十日 (木) 晴 一章 十三 節。 「業 を嗣 ぐの 質」、 r 嗣 業の 保 證」。 嗣子に 嗣業卽 ち 彼れ 相 

當 の资產 なかる ベから す。 而 して 彼 は 我等 を キリストに 在りて 嗣子 たるべく 定め 給 ひしと 同時に、 之 

に相當 する 资產を 賜 ふべ く 約束し 給うた。 而 して その 資産た る朽 つべき 此 世の 金 や 銀で ない、 朽 つべ 

からざる りなき 眞の 生命で ある。 而 して 其 生命の 一 部分 を 今旣に 我等に 與へ給 ふ。 それが 聖靈 であ 

る。 我等 は 今 世に 於て 旣に天 國の前 味 を 味 は しめらる。 我等 は 此世を 逝り て 突然 別世界へ と 移さる \ 

ので はない。 旣に 永生の 見本 (質〕 を 賜 はり たれば、 其 全部 を承嗣 がんが 爲に聖 固へ と往 くので ある。 

三月 二十 一日 (金) 0 柏木 日曜 學 校の 生徒 供が 其 親 達と 共に 余の 第 六十 三囘の 誕生日 を 祝 ふて 

吳れ た。 會 する 者 SR 女小兒 四十 餘名、 餘興、 暗誦、 演說等 あり 頗る 盛會 であった。 唯お 爺さんと 呼ば 

る&は 甚だ 忌であった。 まことに 善き 者 は 小兒と 老人と である。 忌な 者 はなまい きの 中年で ある。 日 

本の 武士道 も辨 へす、 西洋の 紳士 道 も 知らす、 唯 自分の 意見 を 押 通す を 以て 勇敢なる 行爲 なりと 思 ふ 

所謂 高等 敎育を 受けた る 近代の 日本人で ある。 此日斯 かる 者 は 一 人 も 見えす、 辜な き小兒 等に 待遇 さ 

れて樂 しき 半日 を 送った。 


三月 二十 二日 (土) 晴 昨夜 久 振りに て 雨降り、 今朝 晴れ、 鶯は 梢に 鳴き、 めっきりと 春ら しく 

なった。 一 章ト四 節。 「神聖 靈を もて 印し 給 ふ は 其 目的に 一 一 あり、 第一 は 其 買 受し者 (所有物) を 救 

(贖) はん 爲 なり、 第二 は 己の 榮を顯 さん 爲 也」。 信者 は 神の 所有物で ある、 其 完全に 復び 神の 御手 

に歸 する は 末日で ある。 其 日 神の 榮光も 亦 完全に 顯 はる & ので ある。 我等 如き 者に 今日 聖靈を 注ぎ 給 

ふ は、 此 最後の 日 を 目的と して める。 單に 今日 我等が 歡喜潘 躍せ ん爲 でない。 造化 完成の 日 を 祝せ 

ん爲 である。 

三月 二十 三日 (日) 晴 風な く 雲な く 申 分の 無き 春の 朝であった U 四方より 集 ひ來る 信仰の 兄弟 

姉妹 午前と 午後に 四百 人に 近く、 其內に 山陽 九州より 來 りし 人 もあった。 讚美歌 二百 三十 二番 「しづ 

けき か はべ を、 すぎゆく 時に も、 ：：： 心 やすし、 神に よりて 安し」 の 合唱 は 四 近に 響き渡って 樂 しか 

つた。 畔 上の 後 を 受けて 自分 は 「ャィ a の 娘」 に 就て 話した。 自分の 實驗を 語る のであって、 講演が 

感 話に 變 じて、 聽 衆に 對 し中譯 がなかった。 午後の 講演 は餘り 振はなかった。 

三月 二十四日 (月) 晴 塚 本 虎二 腸 チブスに 權り 重態の 報に 接し 强く心 を 痛めた。 今日 彼 を 失 ふ 

事 は 日本 園の 大損 害で ある。 聖旨に 適 は f 是非共 彼 を 活かして 置いて 戴きたい。 心配 多き 人生なる 哉。 

.  あ *< れ ふ 

三月 二十 五日 (火) 曇 詩篇 十八 篇廿 五節に 曰く、  r 汝 (エホバ は) 憐憫 ある 者に は 憐憫 ある 者 

となり …… 僻む 者に は 僻む 者と なり 給 ふ」 と。 我等 も 亦 さう である。 近代 人に は 近代 人となり、 敎會 
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信者に は敎會 信者と なり、 謙遞 なる 基督 者に は 謙遜なる 基督 者と なる。 斯く する は 何にも 惡を 以て 惡 

に 報 ゆるので はない、 止む を 得ない ので ある。 斯く なして 彼等 をして 彼等 自身の 如何なる 者なる か を 

知らし むる ので ある。 〇此 日 陸 中 花卷齋 藤宗ー 一郎 一 女 多 祈 子に パプ テス マ を 授けた。 齋藤は 殆んど 三 

十 年来の 信仰の 同志で ある。 今日 あるに 至りし 攝理 の； £ 導 を 感謝 せざるを得ない。 彼女が 女子 學院卒 

業 生で あるが 故に、 學院 の敎師 二人に 立食うて 賞った。 


三月 二十 六日 (水) 雨 エペ ソ書 十五、 十六 節。 「是 故に 我 も亦汝 等が イエス を 信す る こと を 聞 

きて …… 感謝して 已 ます」。 基督 者の 深き 犬なる 感謝 は 人が キリスト を 信す るに 至った 事で ある。 其 

人が 誰で あらう が此 感謝 は變ら ない。 其 人が 同國 人で あらう が外國 人で あらう が、 平民で あらう が 貴 

族で あらう が、 我が 敎會に 入らう が、 他の 敎會 に屬 しゃう が 問 ふ 所でない。 一人の 靈 魂が キリストに 

由て 救 はれた と 開いて、 本當の 基督 者 は 心の底より 喜び 且感 謝する ので ある。 此 深い 聖ぃ 喜びの 無い 

者 は 敎會の 事に はいくら 熱心で あっても キリストの 僕婢で はない。 信者の 信仰の 眞偽を 試す ものにし 

て、 之よりも 明確なる 標準 はない。 〇 今日 も 昨日より 引 綾き、 終日 雑誌の 編輯に 從 事した。 

三月 二十 七日 (木) 晴 ニ单 十五 節。 「主 イエス を 信す る こと、 凡の 聖徒 を 愛する こと、. f 信 

は 原因であって 愛 は 結果で ある。 然し 二者 は 同時に 起る 者で ある。 イエ スを 信じて 兄弟 を 愛せざる を 

得ない。 愛 は 信の 最も 確實 なる 證據 である。 「惟 愛に 由り て 働く 所の 信仰の み 益 あり」 である (ガラ 


テャ書 五 章 六 節)。 

三月 二十 八日 (金) 曇 一章 十六 節。 r 汝 等の 爲に 感謝し …… 汝等を 懐 ふ」。 祈禱は 全般的た る 

に 止まらす 個人的た る を 要す。 名 を 指して 誰彼の 爲に 祈るべき である。 斯く なして 祈禱に 熱心 を 加 ふ 

る 事が 出来る。 パゥ& は 全世界 を 彼の 祈禱の 題目と なした が、 それと 同時に 又备 地の 信者 銘々 に 就て 

祈る 事 を 怠らなかった。 彼の 祈禱は さぞ かし 長く あつたで あらう。 然し 尊き 祈禱 である。 

三月 二十 九日 (土) 晴 一章 十七 節。 「我等の 主 イエスキリストの 神」。 特殊 眞， の 神で ある。 

哲學 者の 祌、 政治家の 神、 敎會 者の 神と は 名 は 同じく 神で あるが 質 は 全く 異ふ。 r 頌 美べき かな 神、 

卽ち 我等の 主 イエスキリストの 父、 慈悲の 父、 凡の 安 慰 を 賜 ふの 神」 と 云 ふ 其 神で ある (コ リント 後 

書 一 章 三 節 )o キリストの 示現 を 待って 初めて 知る ことの 出来る 神で ある。 神で あると 云 ひて 誰でも 

知る ことの 出来る 祌 ではない。 儒 敎の 天で はない、 神道の カミ ではない、 我等の 主ィ H ス キリストの 

神で ある。 〇 今朝 上海なる 支那 內地傳 道 會社會 計より 厚き 感謝の 意 を 籠め たる 送金の 受取 證 書が 達し. 

非常に 嬉しかった。 此 喜び は 勿論 自分 一 人で 獨 占すべき 者で はない、 寄附 者 一 同と 共に 享有す ベ き 者 

である。 此 書面に 勵 されて 今日は 終日 支那 地理 を 研究した。 何故 もっと 早く 斯んな 偸 快な 事業 を 始め 

なかった ので あらう 乎。 

三月 三十日 (日) 晴 相變 らす麗 はしの 聖日であった。 學 生の 休暇 中に て 全體に 二三 十 脚の 空椅 
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子が あり、 まことに 頃 合の 集會 であった。 會 衆の 押 掛け 來るを 見る は赏 際の 所 恐ろしく ある。 午前と 

午後と を 合せて 一 一 百 七 八十 名と 云 ふ邊が 理想的で ある。 畔上 風邪に て 休講し 自分が 講演 全部 を 引受け 

た。 無事に 任務に 堪 へて 感謝であった。 

三月 三十 一日 (月) 晴 一車 十六 節。 r 榮の 父」。 父で ある、 故に 博ら すして 近づき まつる 事が 

出來 る。 然れ ども 榮 光の 父で ある、 故に 畏れざる を 得ない。 罪の 身 を 洗 ふて 戴く にあら ざれば 父と し 

て 其 恩惠の 座に 近寄る ことが 出来ない。 ィ H ス キリストの 祌は榮 (輝く 光) の 父であって、 義の 太陽 

である。 簿 明るい 慈 光 を 放つ 阿彌陀 如来と は 大に異 る。 日本人の 多數が キリストの 敎に堪 へ 得ない の 

は 之が 爲 であると 思 ふ。 〇 法學 博士 上 杉愼吉 君が 新聞紙に 發 表せる 言に r 予は半 亡國の 如き 兮 日の 日 

本 を 立て直す の 非常の 業なる を 知って ゐる …… 今 口 の 日本 は 支那よりも 昔の 口 マよりも ひどい 世界 第 

1 の 腐妝國 である」 と 云 ふの が 見えた。 實に痛 歎の 至りで ある。 然し 誰が 斯う 爲 したので ある 乎。 僞 

はりの 忠君 愛 國を國 民に 敎 へた 薩長の 政治. と 彼等の 支持 あたりし 帝 大の學 者 達で は あるまい 乎。 噫 

又喧 である。 

四月 1 日 (火) 晴 朝より 晚 まで 校正に 從 事した。 『羅馬 書の 研究』 の 校正が 始まり、 今より 數 

ヶ月 間、 雜 誌の 外に 其の 校正 をも爲 さねば ならぬ。 毎日 自分の 書いた もの を讀 むので ある。 堪へ 難き 

事で ある、 然し 止む を 得ない。 斯 くして 一生 を 終る ので あらう。 然し 代議士の 候補者に 立ちて 選擧運 

動に 從 るよりも 遙に宜 い。 上 杉 博士の 謂 ゆる 「半 亡國の 今日の 日本」 の總理 大臣と 成り たれば と 


て、 差した る 大事 を爲す こと は出來 ない。 それよりも 神の 福音 を說 いて 國 民の 靈魂を 涵養す るに 如か 

すで ある。 

四月 二日 (水) 雨 今日 も 亦 全日 を 校正に 費した。 自分の 書いた もの を讀 むので あって 面白くな 

い。 少しば かり 『英 百』 に 支那 地理 を 研究す るの が 唯一 の道樂 である。 

四月 三日 (木) 0 好本督 君英國 より 歸り、 途中 上海に て 支那 內地傳 道會社 本部に 立 寄り、 多く 

の 喜ばしき 報告 を 1^ らして 我家 を 訪問した。 我等が ィ H ス の聖 名に. m りて 支那 人の 爲に獻 げし 僅かの 

物が いか 斗り 彼等 を 喜ばせし 乎 を 聞いて、 我等の 喜び は 彼等の 喜び 以上であった。 斯んな 幸福が また 

と # に 在るべき やと 忍うた。 我等 は卽 座に 一人の 醫師を 二人に 增す 事に 決定した。 〇 午後 今 井 館に 於 

て マリヤ 組ハ ンナ 組の 親睦き を 開いた。 會 する 者 一 一十 人、 少女 等の 接待に 大分 苦心した。 

四月 四日 (金) ft  口腔の 改築が 一先 づ濟ん だ。 大分の 工事であった。 此所當 分 語る に 差 支 ある 

まい。 但 最後の 工事 はま だ濟ん だので はない。 其 内に 全 體の崩 解が 來て、 口腔 改築の 必要 も 無くなる 

であらう。 其 時まで 一 生 懸命に 働けば 宜 いので ある。 〇 コ リント 後書 六 章 一節に ある 「神と 偕に 働く 

所の 我等」 と 云 ふ 事に 就て 考 へた。 傅 道 は 神との 共同 事業であって、 神が 偕に 働いて 下さらす ば 我等 

は 何も 爲す 事が 出来ない。 我が 說敎は 如 3： に 熱心なる も 人 は 之を聽 いて 福 昔 を 悟る に 至らない。 然し 

神 は 我と 偕に 働いて 時々 大 なる 患難 を 以て 彼 を 見舞 ひ 給 ふ。 彼 は 其 時 初めて 心の 眼 を 開かれて、 我が 
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説きし 福音の 眞理 なる を 悟る に 至る。 其 時の 至る まで 人 は M 人 も傲馒 である。 自分で は 解って 居る や 

うに 思へ ども 實は 解って 居ない ので ある。 然し 神の 打擊の 下る を 待たねば ならぬ 說敎師 の 苦し さよ。 

人の 說敎と 神の 拳骨と ありて 人 は 救 はる、 ので あると 見える。 殊に 近代 人 はさう である。 

四月 五日 (土) 曇 忙 がしい 一日であった。 

四月 六日 (日) 晷 n 午後 雨。 午後の 組 を 午前の 組に 合して 集會を 試みた。 會衆 小なる 講堂に 溢れ、 

其 根太が 拔 けん 斗り であった。 相 變らす 場 席の 不足に 苦んだ。 斯 くして 柏木に 退却した 事が 少しも 效 

を 奏せす、 ： 寛り したる 集會を 有つ ことが 出來 すして 困 まる。 「旣に 網 を 下して 魚を圍 める こと 甚だ 多 

く 網 裂け か、 りければ」 との 路加 傳五章 六 節の 言 を 思 ひ 出さ る を 得ない。 此 先き 如何と 心配す る。 

然し 宜き やうに 成る であらう。 此曰 「ミッションの 開始」 と 題して 馬 太 傳九章 二 五節 以下 を 講じた。 

四月 七日 (月) 雨 傳道は 自分の 事業で ない。 他人の 事業で ある。 ヨハネ 傳四章 三 八 節に 於て 主 

は 言 ひ 給うた、 「我れ 汝 等の 勞せ ざり し 所を穫 らせんと て 汝等を 遣せ り、 他の 人々 勞せ しに 由り 汝等 

は其勞 したる 果を 受けたり」 と。 「他の 人々」 と は 神と キリストと である。 我等 は 雇 はれて (召され 

て) 彼等の 事業に 入った ので ある。 故に 責任 は 至って 輕 いので ある。 只 忠實に 働けば 宜 いので ある。 

心配 は 無用で ある。 慰安の 言で ある。 〇 引接き 近代 人に 心の 平安 を 妨げら る。 彼等の 心理 狀 態に 余の 

到底 解し 得ざる ものが ある。 彼等に 日本の 武士道 もなければ 西洋の 紳士 道 もない。 彼等 如き 者に 導か 


る、 我 國の靑 年は禍 ひなる 哉で ある。 彼等に 對 して は 「我れ 汝 等と 何の 干與 あらん や」 と 云 ふより 他 

に 道がない ので ある。 

四月 八日 (火) 晷 n 墨 其西哥 南部 チヤ バズ 州 H スキン トラより 左の 報知が あった。 

…； 昨年 暮には 〇〇 夫人 や 〇〇 兄を迎 へ、 賑 かにな り 喜び 居り 候。 何も彼も 先生の 御蔭 だと 申し 家 

內 と共に 感謝 致し 居り 候。 今度 〇〇 農場と 私共との 一 切の 所有物 を 共に しィ H ス樣の 愛に 勵 されて 

共同生活 を 營み此 地に 神様の 御 榮を擧 げんとの 巾 合せ を 致し. m. 候。 ィ H スを 主と 仰ぐ 一 大家 埃たら 

ん 事が 私共の 望に 候。 …… 尙んマ 度の 企が 聖旨に 添 ふて 發展 致し 候樣御 祈り 被 下 度 候。 玆に 仲間 五 人 

よりの 献金 墨貨 〇〇 弗 郵便 爲替 として 振 込 置 候に 付 御 受取 被 下 度 候。 

此は 誠に 喜ばしき 報知で ある。 キリストの 愛より 出た る 害の なき 共產 主義の 實行 である。 日本に 在り 

て 同胞 相 苦しめて 暮らす よりも 遙 かに 勝 さる 生涯で ある。 

四月 九日 (水) 曇 靜 なる 有效 的の 一日であった。 テサ ロー ーケ 前書 五 章 二三 節の 研究に 全日 を 費 

した。 好本督 君の 好意に 由り 英國 ヴィク トリ ャ學會 の 年報 初號 より 五十一 一冊の 寄贈 を 受けて 實に 有難 

く ある。 是れ 丈け にて 死ぬ るまでの 讀物 として 充分で ある。 第 十九 世紀 後半期の 英國 思想界の 記錄で 

ある。 余 は 主として 之 を 思想の 糧 として 生長した 者で ある。 余の 老年 を 慰む るに 最も 恰好の 資料で あ 

る 0 

1 九 二  H 年  HI 一一 
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四月 十日 (木) 半晴 庭の 樱 がへ 、き だした。 例年より 殆んど 二 週 問 通れて 居る。 〇 今日の 日本に 

所謂 moral  insanity 道德的 精神病の 忠者 多き に 驚く。 他の 事に 於て は 常人と 異ならす、 叉 常人 以上 

の 才能 を 有する 者に して、 簡短 明白なる 道義 を辨 へざる 者が 隨 分と 多く 見受けら る。 余の 所に 聖書 を 

學 びに 來る 人の ：2： にも 斯 かる 人 を S 々見受けた。 近頃 は又斯 かる 人の E 心 ひがけな き 所に 在る に會 して 

樊 驚した。 我國に 必要なる は此 種の 精神病 息 者 を 鑑定し 叉は醫 する の 術 を 有する 專 門の 醫師 である。 

彼等 は惡 人で はない。 故に 宗敎ゃ 道德を 以て 癒す 事の 出來る 者で はない。 

四月 十二 日 (土) 晴 庭の 櫻の 眞 盛りで ある。 

四月 十三 日 (日) 雨 庭の 櫻が 雨に 濡れ、 梨花 一枝 春雨 を帶 ぶの 風情で ある。 此日 父宜之 君の 永 

眠 第 十七 11 忌であった。 朝より 君の 肖像 を 書 齋に迎 へ、 樱と ボケの 花の 鮮 かなる ものと、 山形 縣沼澤 

の 奥山 吉治 君より 贈 来りし 林檎 滿紅 種の 美事なる もの を 供へ て 君に 對 する 尊 愛の 情 を 表した。 〇 集會 

例日の 通り、 相 變らす 講堂の 狹 きを 歎す るの みであった。 

四月 十四日 (月) Bin 函 館の 時 任爲幸 君より 左の 如き 愉快なる 書面が 達した。 

…… 本年 季中， 窒蘭錦 多峯の 牧場に 於て 熊 狩 を 致 度き 考に 候。 彼 地 附近 は 猶ほ樽 前山の 麓に 連り 熊 

の m に 有 之、 毎年 夏季の 被害 少 からす 候。 先生の 御 知合に て 夏季 中勞 働に 服す る 傍ら 熊 狩 御 希 tn.: の 

御 方に 何卒 御 援助に 御 出 下さる 樣 御す &め被 下 度 候。 人數は 何人 にても 多い 程 宜しく 候。 云々。 


栂前 山麓の 熊 狩、 聞く からに 血が 沸く やうに 感 する。 有志 者 は 函館市 湯 之 川 通り 時 任 牧場に 申込 まる 

べし。 

四月 十五 日 (火) 半晴 雜司ケ 谷に 父と 娘の 墓 を 見舞うた。 校正 は 待て ども 来らす、 ヴィク トリ 

ャ學院 の 年報に 北氷洋 象牙 嶋の 記事 を讀 み、 非常に 面白かった。 北氷洋の 富 源に 驚くべき ものが ある。 

祌は猶 ほ 多くの 匿れ たる 寶庫を 有し 給 ふ。 地球の 將來 に猶ほ 希望 滿々 たる 者が ある。 神と 和らぎて 我 

等 日本人 も 其 恩 惠に與 る 事が 出来る。 

四月 十六 日 (水) 雨 午後 巢鴨小 平 宅に てモ アブ 婦人 會の 月並 會が 開かれ、 自分 は 主婦に 代りて 

出席した。 一同と 共に 路加 傅 十二 章 を 研究し、 淸ぃ 有益なる 會 合であった。 純 信仰的 集き であって、 

他人の 批評 や、 衣類の 品評な ど は 一 言 半句 も 出なかった。 開始 以来 十一 一年に 達し、 常に 變ら ざる 柏木 

相應の 婦人 會 である。 

四月 十七 日 (木) 半晴 四 谷鲛ケ 橋の 貧民街に 野 n 幽香 女史の 經營に 成る 二葉 幼稚園 を參觀 した。 

其處に 主の 御 榮の裕 に 揚るを 見て 歡ん だ。 主 は隱れ たる 所に その 忠實 なる 僕婢 を 用 ひて 其 聖業を 運び 

耠 ひつ k ある。 感謝に 堪えない。 〇 夜 今 井 館に 於て 洗足 會の 懇談 會が 開かれた。 來會者 二十 五名。 

四月 十八 日 (金) 曇 二三 日 来の 働きに て 精神的 疲勞を 感じた。 何事 を爲 すに も 「キリストの 苦 


難の 足らざる を 補 ふ」 の 必要 を 感じた。 苦しむ 事 其 事が 一 の大 なる 事業なる 事を更 たに 了った。 「彼 

と 偕に 苦しみ、 鬼に も 角に も 死せ る 者の 甦り を 得ん 車 を」 との バウ £1 の 一一 一一 11 が 心の 深い 處に 響いた。 

四月 十九 日 (土) 晴 舊き敎 友の 一人 鈴 木 錠 之 助 君 今隨 突然 心臓 痲 にて 永眠せ し 由 を 聞き 非常 

に 驚き 且悲ん だ。 君 は信賴 すべき 人、 恆 に變ら ざる 基蝥 者、 忠赏 なる 友、 尊敬すべき 紳士であった。 

彼の 逝去 は 柏木 敎友團 に 取り 償 ひ 難き 損失で ある。 

四月 二十日 (日) |52 復活祭で ある。 歷 はしの 白百合 花の ゆ、 き 香 ふ 赛 の 日で ある。 集會は 相變ら 

す滿員 にて 空 椅子 一 脚 もな き狀 態で ある。 「三分 性と 復活」 と 題し、 羅馬書 八 t;::f 十、 十 一 節 を 講じた 一 

〇 在米 讀 者の 寄贈に か、 る大 オルガンが 渐く屆 いた。 實に 立派な 者で ある。 ィ ー オリ アン . グランド 

型であって、 我が 講堂の 備附 けに は 最も 適當 なる 者で ある。 大 ピアノ 以上の 樂器 である。 門內 より 講 

壇の 側にまで 運ぶ に 四 入掛り にて 三時 間 を 費した。 加州 a ス アン ゼル スを發 してより 七 VI- 海哩、 無事 

に 柏木 ®: 書 講堂に 達し、 我等の 讚美 を贊 くるに 至って 感謝 窮 りなし である。 

四月 二十 一日 (月) 晴 引 續き齒 を 病んだ。 然し 肉體は 健全で ある。 

* つち こし 

四月 二十 二日 (火) 晴 百花 爛漫の 春の 日で ある。 中 野 打 越に 鈴 木 1^ 之 助 君の 葬儀が 擧 げられ、 

之に 臨んで 彼 を 葬る の辭を 述べた。 彼と 同町の 有志 は 曰 ふ 「鈴 木さん が 死んで 中 野 町 は 闇で ある」 と _ 


以て 彼の 感化 力が 推量 せられる。 

四月 二十 三日 (水) 晴 排日 問題に て考 へされた。 此は米 國の爲 に は 憂慮すべき 事であって、 日 

本の 爲には 却て き 事で あると 思 ふ。 凡てが 神の 榮 光の 現 はれん 爲の 人事で ある。 物窮 すれば 必す通 

すで ある。 日 卞も行 詰って、 神に 歸 して、 而 して 後に 其 運命が 開く ので あると 信す る。 神 は 今や 日本 

を、 そして 日本 を 通う して 東亞 全體 を、 御自身に 取 戻さん として、 窮境に 追 込めつ、 あり 給 ふので あ 

ると 信す る。 心配の 內の大 希望で ある。 我が 同胞 を 見れば 同， M が 厭に 成る 事が あるが、 神 を 視れば 厭 

だと 思 ふ 同胞が 愛らしくなる。 神に 導いて 戴いて 日本 も 支那 も 朝鮮 も 少しも 失 でたい。 猶太 人も英 

國人 も、 民と して は 少しも 偉大なる 民ではなかった。 然し 乍ら 彼等の 間に 多くの 神 を 仰ぐ 者が 起り し 

が 故に、 偉大なる 民と 成った ので ある。 神の 榮の現 はれん が 爲には 民の S- 落 は 少しも 妨げと ならない- 

其 反對に 人の 惡 しき は 神の 聖 きを 現 はす 爲の 好き 機會 となる。 斯く考 へ て 今日は 久方振り にて 元氣を 

囘， おした。 舊 約の モ I セが思 ひ 出された。 叉 我が 弱き を も 歎す るの 無用なる 事が 判った。 自分 自分と 

唱 へて 自分の 臍 を 見詰める 事が 最も惡 い 事で ある。 やはり 贵きは 0 マ 書ガラ テャ書 等に 現 はれた る 使 

徒パ ゥ n の 信仰で ある。 

四月 二十四日 (木) 晴 百日 振りに て 東京に 行いた。 不相變 塵埃の 衢 である。 此日對 米爲替 相場 

四十 弗 以下に 下 サ：： ^し、 國家 經濟の 上より 見て 甚だ 心細い 次第で ある。 「我等の 國は 天に 在り、 我等 は 

救 主卽ィ H スキ リストの 其處 より 來るを 待つ」 である (ピリ ビ書三 章 二十 節)。 
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四月 二十 五日 (金) 曇 今の 日本に 敎育 らしい 敎育は 少しも 行 はれて 居ない やうに 見える。 高等 

學校、 大 學の敎 育の 如き、 僅かに 專門 { 尿 を 作る に^まって、 品性 を 作る の敎 育と て は 殆んど 皆無と 稱 

して 可から うと m 心 ふ。 實に歡 か はしい 事で ある。 

四月 二十 六日 (土) 晴 齒を拔 かれ 却て 爽快 を 感じた。 惡 しき 者 は 我が 肉と 雖も之 を切斷 して 菜 

つべき である。 コ リント 前書 五 章 七 節に 於け る 「奮き パ ン酵を 除きて 新しき 國塊 となるべし」 との パ 

ゥ 口 の 言 を 思 ひ 出した。 

四月 二十 七日 (日) 晴 歷 はしの 安息日であった。 口中 治療 中に 付き 僅か 十分 計り 話した。 ィ 

ザャ書 五十 九 章 一、 二 節に 依り 「行詰りと 神の 御 指導」 に 就て 語った。 此日或る！^；儘娘に懲誠を加ふ 

ベく 餘满 なくせられ、 非常に 辛ら かった。 駄々 ツ子と 我 俊 娘。 我 國の現 狀に堪 へ 難き ものが ある。 

四月 二十.^ 日 (月) 半晴 今 は 反逆の 世で ある。 子 は 親に 反き、 臣は 君に 反き、 弟 は n 儿に 反き、 

弟子 は師に 反き、 雇人 は 主人に 反く。 そして 反く ことが 偉大なる こと \ 信ぜら る。 誠に 面白い 事で あ 

る。 事が さう 定れば 其 積り で 行 ふから 困り もせす、 驚き もしない。 反逆 は 末の世の 道德 (？) である 

と は 聖書に 明に 示して ある。 「父母に 逆 ひ、 恩 を 忘れ、 無情、 裁り、 節制な く、 友を賫 り、 放縱、 S 

かなる 女を擄 にし. 女 は 各 様の 慾に 引かれ 罪 を 積む 云々」 と テ乇テ 後書 三 章に 記いて ある 通りで ある- 


斯う 云 ふ 世の中で あると 思 ひて 事に 當れば 少しも ショ タク (衝動) を 感ぜす して 濟 むので ある、 然ら 

.^^fe^^. 反け、 護れ、 勝手にせ よ、 汝 等が 爲す 儘に 任 かす。 但し 我が ハ ー ト (心) は汝 等に 與へ 

ぬ。 汝等を 忌み嫌 ふの 權利は 我 は 之 を 己に 保留す。 汝等 をして 我と 同じ 道 を 歩まし めんと 欲したら ば 

こそ 我 は， k 苦しんだ ので ある。 然し 今や 其 困苦 は 去った。 汝等を 反逆に 任 かして 我 は 幸福なる 者と な 

つた。 鳴 呼 感謝！ 

四月 二十 九日 (火) 晴 つ、 じ 人 あき 出し、 年中 第一の 好 日和で ある。 「我等の 國は 天に 在り。 我 

し. U が  ち. K ら 

等 は 救 主 卽ちィ H ス キリストの 其處 より 來るを 待つ。 彼 は 萬 物 を 己に 服 はせ 得る 能に 由り て 我等が 卑 

しき 體を 化へ て其榮 光の 體に 象ら しむべし」 との ピリ ピ三 章の 言 が 心に 響き 人の すべて 思 ふ 所に 過 ぐ 

る 平安 を 感じた。 我等 クリスチャンに は實は 地上に 國と 云ふ國 はない ので ある。 我等の 國は 天に 在り- 

地上の 萬 事 悉く 非なる 此時、 絕大の 慰安で ある。 

四月 三十日 (水) 晴 神戶 一ノ谷 祌田繁 太 郞從弟 井上 隣 太郞對 栃木 縣挾間 田 靑木義 雄 長女 富久子 

との 結婚式 を 今 井 館に 於て 司った。 例に 依て 簡單 なる 式で あつたが、 感充 ちて 歙泣 きする 者 さへ も あ 

りし 程の 嚴肅 なる 式であった。 我等 同志に 取りて は 結婚 は 式に 非す して 祈禱會 である。 A へして 凡ての 

結婚式が さうな くて はたらな いと 思 ふ。 H ベ ソ書五 章 一 一十一 一節に 依り、 妻た る 者 は 夫に 服 はざる ベ か 

らす、 夫た る 者 は を 愛せざる ベから すと 云 ふ 事に 就いて 說 いた。 〇 政 特に 漢學 復興の 計畫 ありとの 

事 を 聞いて 喜んだ。 今や 洋 學漢學 の！？ を 論すべき 時で はない。 普通 道德の 復與を 計 るべき 時で ある。 


退治す ベ き は 近代 人と 近代 思想と で ある。 幾分に て も此 目的 を 達し 得 ベ くんば、 儒 敎漢學 甚だ 結構で 

ある。 堪えられぬ は 公義 公德 皆無の 近代 人で ある。 

五月 一日 (木) 晴 獨逸怕 林 福音 傳道會 社々 長 ヨハネス • ウイ ッテ ー 氏の 訪問 を 受け、 二 時 問に 

涉り 種々 の 問題に 就き 談話 を 交へ た。 結 極 最惡の もの は 儒敎に 非す、 佛敎に 非す、 福昔拔 きの 歐洲思 

想で あるとの 余の 提言に は 先生 も贄 成せざる を 得なかった。 聖書の 批評 的 研究に 就き 余の 意見 を 問 は 

れ たから 余 は 答へ て 曰うた、 「余輩 同志 は 其 問題に 沒頭 する 時 問 も 傾向 も 有たない。 靈魂、 永生 等の 

問題が 餘 りに 大切で あるが 故に、 批評眼 を 以て 聖書 を讀む 暇がない、 そして 斯 かる 暇の 永久に 與 へら 

れ ざらん 事 を 祈る」 と。 先生 は 敬愛すべき 信仰の 兄弟で ある。 キリストに 在りて 伯林と 東京と は 近い 

隣で ある 事が 解った。 

五月 二日 (金) 晴 新緣 愛すべし。 余に 衆議院議員の 選擧 權の附 いて ゐる事 を、 今日 候補者の 石 

川 安次郎 君の 運動員の 訪問 を 受けて 初めて 知った。 然し 余 は 余の 「淸き 一 票」 を 棒ぐべき 人の 今日の 

日本に 在る を 知らない。 若し ジ ョ ン • ブライト 又は グラ ッド ス ト ンの やうな 政治家が あると ならば 進 

んで 投票す るで あらう が、 斯 かる 人の 無き 限り 余 は棄權 する ま で^ある。 何れに しろ 日本 今日の 代議 

政體 は兒戲 である。 人權、 自由の 何たる 乎 を 全然 知らざる 今日の 日本人に 代議政治の 行 はれ やう 害 は 

ない。 新たに 成る 議會も 亦 何も 爲し 得ない 事 は 何よりも 明白で ある。 「我 を 選んで 吳れ」 と 云 ふやう 

な 政治 に 碌な 者の あり やう 害 はない。 


五月 三日 (土) 雨 校正と 原稿に て 終日 多忙。 

五月 四日 (日) 晴 相變 らす樂 しき 聖日であった。 朝の 集會を 緩和す る爲 に、 前の 通り 男子 青年 

の爲 に^に 組 を 設け、 此 日より 復 たび 朝と 夕と 二度 集 會を催 ふす ことにした。 朝 は 二百 二十 人餘 り、 

夕 は 百人餘 りの 出席者が あった。 引續き 口中 治療 中に て 講演 は 振はなかった が 生氣に 充てる 集會 であ 

つた。 祌の 恩惠に 因り、 聖書 研究に 關 する 事 は 何を爲 しても 成功で ある 事 は 感謝の 至りで ある。 自分 

の 說明を 待た すして 神の 御言 葉 其 物が 生命で ある。 唯 信仰 を 以て 聖書 を讀む 丈け で 人 は 感動し、 歡喜 

に 溢れる。 斯んな 容易き 且つ 樂 しき 仕事 は ほかに 無い。 

五月 五日 (月) 晴 支那 平 陽より 叉復歡 びの 昔 信が あった。 ドクトル • ホイトの 外に、 ドクトル 

張景泰 よりも 愛と 感謝の 書簡が あった。 張 君の 分 は 支那 文であって 其內に 「基督 之 心不限 地域、 不分 

鬼 西、 弟 知 之不禁 感激、 先生 之 雅意敬 謝」 と 云 ふ 言が 讀 めた。 支那 人より 支那 文 を 以てする キリスト 

の 愛の 應酬は 生れて 始めての 經驗 である。 誠に 嬉しい 事で ある。 ホイト 君の 書簡に 「愛 兄 等の 此擧 は、 

日 支ん 「日の 反感に 對し實 に 美 はしき コ ン トラスト (對 照) である」 と 云 ふの があった。 昨日 を 以て 終 

了せ し 東京 市外 目黑の 競馬 に 於て 馬券 賣上高 が 百 三十 萬圓に 達した と 云 ふが、 若し 此 金額 を 競馬に 投 

ぜ すして、 支那 人 救護の 爲に 費したならば、 支那に 於いて 排日 運動 は 止む であらう。 倒 巧の やうに 見 

えて 莫迦なる は^ 人で ある。 然し 世人 は^ 人と して、 我等 キリストに 在る 同志 は 益々 支那 人の 爲に盡 

一九二  K 年  五一 


； w 々の 生 五 二 

して 貰 ひたい。 禹域 w 億の 民に して、 極めて 簡單の 醫療の 便宜に さへ 與る能 はざる 者が 多數を 占む る 

事を覺 えて 貰 ひたい。 

五月 六日 (火) 半晴 隣村 中 野の 或る 友人に、 舊 き札幌 時代の 同窓 伊藤 一隆と 共に 夕飯に 招かれ 

四十 年 前の 出来事 を 語り、 善き 心の 洗濯 を爲 した。 昔の 學 生に は 近代 人に 在る やうな、 ぎな 病的の 問 

題はなかった。 一! 数 は 澤山爲 したが： s れも "罪のない 惡& であった。 澤 山に 勉強して 澤 山に 遊んだ。 殊 

に 安息日 は 堅く 守り、 祈禱と 聖書 研究 を 怠らな かった。 之を囘 想す る 毎 に 我が 全身 の 若返 るを覺 ゆる- 

五月七日 (水) 半晴 塚 本 虎二 病 癒え、 今日 其 訪問 を 受けて 嬉しかった。 ピリ ピ書ニ 章 二 七 節 

「實に 彼 は 病に 遇 ひて 殆んど 死に 近づけり。 然れ ど祌彼 を憐み 給へ り。 惟 彼を憐 むの みならす 我 を も 

憐み、 我 をして 我が 憂に S を 重ね ざら しむ」 との パゥ& の 言 を 憶 ひ 出さ る を 得なかった。 法 學士連 

中に して 思想 信仰 の 根本的 相 遠より し て 我と 關係 の 絕 ゆる 者 掛 か らす、 近頃 叉 鈴 木 錠 之 助 の 永 眠す る 

ありて、 我が 憂に 憂の 重なる 今日、 塚 本の 恢復 は大 なる 恩 惠又大 なる 感謝で ある。 近頃に なき 嬉しき 

日であった。 

五月 八日 (木) 雨 夜 講堂に 於て 世界 傳道協 贊會の 例會を 開いた。 出席者 三十 名。 支那よりの 喜 

ばし き 昔 信 を 報告し、 义 今年より 我內 地に 於け る 夏期 傳 道の 開始 を 促し、 傳 道心の 振起 を 計った。 我 

が 研究 會の 大缺點 は會員 各自が 自己 修養に のみ 熱中して、 傳 道心に 乏しき 事で ある。 斯くて は 自己 修 


養 も 行 はれす まことに 歎 か はしき 次第で ある。 傳道は 他人の 爲 よりも 自分の 爲に 必要で ある。 之れ な 

くして 信仰の 持 續發展 を 計る 事 は 出来ない。 

五月 九日 (金) 晴 北風 强し。 引續き 米國の 排日に て 非常に 氣持惡 しく 感じた。 之に て 米 國の日 

本に 對 する 好 情 は 全然 消滅す る ので ある。 多分 米 國は國 とし て は斯 くも 劣等なる 國 であるの であらう。 

實に痛 歎の 極みで ある。 然し 乍ら 神 在 まし 給 ふ。 米國 と離絕 しても 少しも 怖くない。 此は 却て 日本に 

取り 最も 善き 事で あらう。 然し 暗黑の 世界で ある。 

五月 十日 (土) 晴 衆議院議員 選擧 日で ある。 初めて 與 へられし 選擧權 は棄權 すべく 決心せ しも、 

此は國 に對し 不忠な りと 思 ひ 返し、 重き 足 を選擧 場まで 運び、 比較的 善良な りと 思 ふ 候補者の 爲にー 

I； ボを 投じた。 憐 むべき 日本 國 なりと 雖も是 れ我國 である •。 余 も 亦 少しな りと も 此國を 良くな すべく お 

めねば ならぬ" 雨う m 心へば 此 一 票 も 無益に 放 築して はならない。 

五月 十 I 日 (日) 晴 叉復 美しの 安息 曰であった。 朝 も タも樂 しき 集會 であった。 朝 は 「傅 道師 

と 其 責任」 と 題し 馬 太 傳十章 五— 十五 節の 大意 を、 タは靑 年百餘 名に 對し 箴言 一 章 七 節 「ュ ホバ を畏 

る k は 知識の 本な り」 との 言に 就て 語った。 聖書 を講 する 時に 此 ゆの 凡ての 醜 事 を 忘れ、 此^ながら 

の- 大 國 である。 排曰も 選 -Si も 無き に 等しき 問題と なり、 永生と は斯 かる 心の 狀態を m ふので あると 
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五月 十二 日 (月) 半晴 エペ ソ書ニ 章 八 節 r 汝等 恩に 由り て 救 を 得、 是れ 信仰に 由り てな り、 S 

に 由る に 非す、 神の 賜物な り」 との 聖 語に 就て 默 想した。 實に 有難い 聖語 である。 やはり 基督 敎の中 

心的 眞现は バウ a に 由て 示された ので あると 思 ふ。 バウ 口 を 離る k 時に 信仰 は淺 くなる。 キリスト を 

模範と して 見る 時に 良心の 詮索が 行 はる。 然れ ども 彼 を 救 主として 仰ぐ 時に 本當の 平和が 臨む。 〇 雜 

誌 五月 號を發 送した。 發 行部數 少しく 增 加して 三千 八 百 部。 

五月 十三 日 (火) 晴 面， 曰 いのは 近代 人の 道德觀 である。 或る 著書の 廣吿 文と して 左の 如き もの 

が 見えた。 

なに。 良心 だ。 へつ。 良心と は ー體何 だ。 良心 だの 道德 だのと 言った つて、 それ は 道に 引いた 一本 

の 綱の 様な もの だ。 唯 だ 飛び越す 力の 無い もの だけが、 それの 有る の を 感じる の だ。 …… 眞に 自分 

自身の 生き方 をす る 人間に 取って は、 良心 はない。 道德 はない。 直ぐに 自分自身が 立法者 だ。 自分 

自身が 大地の 王 だ。 その 前に 現れる 接ら すの 物が 唯 その 犧牲 なの だ。 

余の 知る 日本人の 内に 以上の 如き 人生 觀を懊 く 者が 隨 分と ある。 そして 若し 之が 眞理 であると すれば 

余輩 も 亦 彼等に 對 して は 何を爲 しても 可い ので ある。 米 國議會 の 排日 運動の 如き も 何の 責 むる 所 はな 

いので ある。 近代 人に 對 して 取るべき 最上の 途は、 彼等が 信す るが 如くに 彼等に 爲す 事で ある。 彼等 

が 純 i、？ たる 自己本位で あるから、 余輩 も 亦 彼等に 對 して は 自己本位に 行 ふべき である。 近代 人に 對し 
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て は 何を爲 しても 可い ので ある。 彼等 はまこと に极ひ 易き 人間で ある。 


五月 十四日 (水) 半晴 近頃 毎日 思 は せらる、 事 はん r. 日の 曰 本に 敎育 らしい 敎育 のない 事で ある。 

文部 賓は敎 育の 何たる 乎 を 知らす、 叉國 民を敎 育す るの 能力 も權威 もない。 敎育 は中學 校に なし、 高 

等學 校に なし、 大學 になし。 若し 有る とすれば 小學 校、 殊に 田舍 の小學 校に 少し 有る のみで ある。. 殊 

に大 學の敎 育と 来たらば、 それ は敎 育で はない、 人格の 破壞 である。 日本に 於て は敎育 は專門 家の 製 

造で ある。 人 を 作る と 云 ふ 事の 如き は、 日本の 敎育家 は 之 を 念頭に 置かす、 又爲す こと も 出来ない。 

日本 國 滅亡の 原因 は 主として 其 不規律なる、 不統一なる 大學に 在りと 云 ひて 多く 誤らたい と 思 ふ。 口 

本の 大學は 自己中心の 駄々 ッ兒の 製造所た るに 過ぎない。 外國の 侵入 を 待つ まで もない、 斯 かる 敎肓 

(？) の 感化の 下に 國は 求めす して 亡びて 仕舞 ふに 定 つて 居る。 

五月 十五 日 (木) 雨 引 續き齒 にて 苦しめられる。 何時 治まる ものに や。 然し 靈 化せら る、 手段 

として は 頗る 有效 である。 〇 久 振りに て 天文 慾が 復興し、 昨日 は ロバ ー ト •  S  • ボー ルの 「新星の 起 

原」 を、 今日は E  • ゥ オルタ I マウ ンダ ー の 「地球 以外の 遊星に 於け る 人類 棲息の 條件」 を讀 み、 非 

常に 面 A かった。 孰れ も 深き 信仰の 立場に 立ちての-: 于宙觀 であって、 間接な りと 雖も我 信仰 を裨 益す 

る こと 多大で ある。 

五月 十六 日 (金) i 余輩が 日曜日 を 安息 口と して 守る との 故 を 以て、 余 に對し 常に 反 對の矢 

を 放つ 所の セブン スデ ー • アド ベンチ スト (末世の 福音) の 本山た る、 府下 杉 並 村 天 沼の 同 本部より、 
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左の 如き 記事 を 載せた る 版 刷りの 通知が 余輩の 所に も 達した。 

近く 日米 戰爭 起るべし …… 米 人の 排日 的行爲 はた に 加洲に 於て 見ら る& のみなら す、 日本の 到る 

に 於て それの 顯 著なる を 見る。 その 實 例の 好 見本と して セブ ン スデ ー • アドべ ンチス 卜の {ー1： 敎師 

が、 如何に 日本に 來り 倨傲なる 態度 を 我等に 示し、 資本家 的 態度 を もって 敎會 s: 日本人 を 虐使し つ 

つ あるか、 府下 杉 並 村 同 本部に 來 りて 見られた し。 彼等 は キリストの 僕に 適しから ざる： f 慢 なる 安 

逸 遊惰の 生活 を 送り、 日々 日本人 を 苦しめつ k あり 云々。 

と。 米國宜 教師の 日本人 侮蔑 は 今に 始 つた 事で はない (少數 の 例外 は あるが)。 余輩が 今日まで 一 切 

彼等の 援助 を 担み 来りし は此 理由に 因る ので ある。 其 敎義の 如何に 由ら す、 日本人 は 外 國宣敎 師の援 

助 I 金 錢的拨 助 は 殊に 惡し— を 受けす して 我 同胞の 敎 化に 努 むべき である。 「キリ ストの 爲め 國の爲 

め」 である。 安息日 は 土曜日で あるか 日曜日で ある 乎 は 小 問題で ある。 先づ 第一 に米國 宣教師の 給す 

るパ ンを食 ふ. ％れ"： 

五月 十七 日 (土) 晴 舊札幌 學校 同窓 同級の 友なる 故； 勝 田 九 三 郎君の 遺子 貞三 君の 結婚式 を 司 

つた。 立證者 親戚 親友 を 合せて 十 人、 而 かも 厳肅 にして 感淚 多き 結婚式であった。 斯くて； 大 上と 地上 

との 緣が繁 がる k ので ある。 敎會 はどうで も 可い。 キリ ストの 靈の 在す 所に 厲 の 福祉 は 降る ので ある。 

五月 十八 日 (日) 晴 集會變 りなし。 會員 漸く 整頓し、 去る 者 は 去り、 留まる 者 は 留まり、 居 心 

地 好き 會 合と 成った。 朝の 幅 昔 書、 夕の 箴言 研究、 孰れ も 自分自身に 取り 興味深く ある。 


五月 十九 日 へ 月) 晴 好き 休息 日で ある。 六ケ 敷き は 卿く ことで はない、 安心して 休む jss- である „ 

主 は 我より 活動よりも 信頼 を 要求し 給 ふと 云 ふ 事 は、 克く 知りつ &も行 ふこと が出來 ない。 米 國謙ひ 

の 自分 も 知らす 識ら すの 11 に淺 薄なる 米 國敎に 化せられて、 活動 是れ 信仰な りと 思 ふに 至る。 米國人 

の 排日に 對し、 我等 はル ー テルが 羅馬 天主教に 反對 せし 熱心 を 以て、 近代の 天主 敎 とも 稱 すべき 米國 

敎 に反對 すべきで ある。 

五月 二十日 (火) 半晴 此 一ヶ月ば かり 或る 狂女の 取扱に 就て 甚く 心 思を惱 まされた。 精神病 卑 

門 家なら ざる 自分に は 彼女 は道德 的に 癒し 得る 者の やうに 見え、 種々 と 說論を 加へ て 見た が 功な く、 

終 に 彼女 の 人 院を見 る に 至 つ て 失§1？^ した。 彼女 は 或る 有力なる 米 國宜敎 師女學 校 に 高等 敎育を 受けた 

者であって、 我儘 性が 增 長して 終に 今日の 悲 むべき 狀 態に 至った 者ら しく ある。 彼女 は 聖書と 基督 敎 

とはい 兄く 知って 居る が、 日本の 婦人 道 德は共 イロ ハ をも辨 へない。 彼女 は 家の 長女で あるが、 家の15^- 

は 少しも 思 はない。 老 ひたる 母 や 妹の 事に 就て 彼女の 責任 觀念を 起さん と 試みた が 少しも 塵 じない。 

彼女 は 強烈なる 自己主義 者で ある。 他人 を 困らせる ことに は 少しも 意 を 留めない。 自分の 爲す事 はす 

ベて 正しく あると 信じて 居る。 斯 くして 彼女 は 純然たる 近代 人で ある。 彼女の 暴れ狂 ふ 所 を 目 擊せざ 

る 近代の 思想家 叉 は 藝術家 は 彼女に 對 して 多大の 同情 を 表す るで あらう。 然 し 彼女 は紛 ふべき なき 狂 

人で ある。 其 最も 灌 かなる 證據 は、 彼女が 自己と 自己の 爲す 所の 事に 就て 毛頭 疑念 を懷 かす、 すべて 

之 を 正しと 確信す る 事で ある。 余 は 彼女に 就て 多くの 心配 を爲 したが、 近代 人 研究の 好き 材料と して- 
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余 は 彼女より 多く 學ぶ 所があった。 精神病 は 肉體の 疾病の 一 であって、 之に 摧 りし 者 は道德 的に 責む 

べきで なく、 却て 深甚の 同情 を 表すべき であるが、 然し 余が 今 同 取扱 ひし 精神病 息 者の 如き、 未だ 曾 

て 一 1: も 遭遇した ことのない 者で ある。 此は 多分 近代 敎育を 受けし 者に あら ざれば 機らない 疾病で あ 

らう。 遣傳 性の 之に 伴 ふ は 勿論で あるが、 然し 乍ら 近代 敎育、 殊に 我儘なる 米國 婦人に 由て 施さる 乂 

所謂 基督 敎々 育が 之 を 助成す る は 疑 ひない と 思 ふ。 まことに 敎育 上の 大問题 である。 

五月 二十 一日 (水) 雨 米 國の棑 曰 行 爲を思 ふて 終日 氣 持が 惡 かった。 然し 乍ら 是れ 日本人が 米 

國 人に 依賴 して 其 獨立心 を 失 は ざらん 爲の 神の 警吿 であると 思へば 感謝に 堪 へない。 日本の 基督 敎諸 

敎會が 競 ふて 米 國に於 て 資金 募集 中で ある 此際、 此 不祥事 件が 持 上りし 事 を 思 ふて、 神の 奇 しき 御攝 

现に 驚かざる を 得ない。 願 ふ米國 人の 此大 侮辱に 會 ふて、 日本人が 外國 人に 依て 自國を 救 はんとす る- 

の  愚と 危險と 恥辱と を 充分 に 自覺す るに 至らん こと を。 

五月 二十 二日 (木) 半晴 善^5|を爲すばかりが事業でなぃ、 惡事を爲さ^るも亦大切なる1*業で 

ある。 今日もまた或る_5?^に感激して或る事を爲さんとして、 或る 事に 妨げられて、 其 事 を爲し 得すし- 

て、  後に 至って 神に 感謝した。 信す る 事が 最大 事業で あると 云 ふ 事 を 度々 思 返す の 必要が ある。 米國 

人の H 本人 排斥と 同時に 思 切って 排斥すべき は 米 人の 事業 敎 である。 

五月 二十 三日 (金) 晴 米國に 在りて は 日本人 排斥運動が 盛に 行 はれ 居る のに、 日本に 在りて は 


米國の 飛行機 太平洋 横斷を 祝す る 爲に大 祝賀 會が 開かれん として 居る。 大度と 云 はう か、 無 神 經と云 

はう か、 評する 一 W がない。 昨年の 有 島 事件に 國民 全體が 左程の 憤慨 を 表 はさなかった やうに、 今度の 

同胞 排斥に 對 しても 彼等 は 至って 冷淡で ある やうに 見受ける。 兩方 とも 事 は 基礎的 道 德に關 する 大問 

題であって、 之 を 等閑に 附 して 國家も 社會も 成立し ない ので ある。 日本 國の 滅亡 は 愈々 逼 つて 来たの 

である 乎 も 知れない。 實に歎 はしい 事で ある。 是れ では 排斥 されても 仕方がない。 自分の 利益に a 接 

關係 なき 限り は. 明白なる 公義が 如何に 躁躏 されても 聊か も 憤らざる 國民 は旣に 死んだ 國 民であって、 

そんな W 民に 福音 を說 くも 效果 の擧 りゃう 害 はない。 其點に 於て 國辱紀 念 日 を 守る 支那 人の 方が 遙か 

に 日本人 以上の 民で ある。 

五月 二十四日 (土) 曇 半年 振りで 銀座に 行いた。 その 變 つたに 驚いた。 然し 重なる 店が ほ 二 ほ 

興した の を 見て 氣 持が 好く あった。 日米 關 係が 引つ き 重大問題 である。 来週 中には 善か惡 かに 決定 

を 見る であらう。 そして 惡に 決定した 場合に は 世界 は暗黑 である。 文明 世界の 有 島 事件で ある。 明白 

なる 道德 が、 此 場合に は 世界 第一 の國に 於て、 勝手に 破棄 せらる- -の である。 實に 恐ろしい 事で ある 9 

怒って 宜ぃ乎 泣いて 宜ぃ乎 解らない。 然し キリストの 再臨 近し と 解す るの が 最善 唯一 の解釋 であるの 

であらう。 最も 憐れなる は 日本に 於て 米國宣 敎師に 由て 行 はれ 来りし 傳道 事業で ある。 露國宣 敎師の 

傳 道が 0 露 戰爭に 由て 殆んど 其 跡を絕 ちしゃう に、 來國 宣教師の 傳 道が 今度の 事件に 由て 消えて 了 ふ 

ので あらう。 やはり 砂の 上に 築かれた る 家であった。 其點に 於て は 我が 傳道は 堅固で ある。 四十 年間 

の獨 立が 八：' あら はに 報 ひられん とし 居る やうに 見える。 感謝で あるより は 寧ろ 恐ろしく ある。 
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五月 二十 五日 (日) 晴 集會 朝夕 共に 變 りなし。 萬 事が 落 付いて 來て 感謝で ある。 實に 長い間の 

亂 であった。 今より 本 常の 信仰的 家族 を 見る に 至る であらう。 引つ き對米 問題が 我等の 心 思 を 占 

領 する。 今日は 朝 は r 懼る& 勿れ」 と 題し、 馬 太 俾十章 二 ral 三 三 節 を、 タは 箴言 一章.^ >1 十九 節 を 

講じた。 〇 對米 問題に 關し 新開 記者 等より 基督教 徒の 窗起を 催促 せらる。 彼等 はいかに も 我等 は此問 

題に 闘し 特^の 責任 を擔 ふやう に m 心 ふ。 彼等 は 米國は 基督 敎國 であるが 故に 其 非行 を責 むる は 基督 信 

者の 责 任で あると 思 ふ。 然し 米國は 最早 基督 敎國 ではない ので ある。 かも 日本 は^ 界に 於て 佛敎國 

として II めら れて 居る が、 佛陀の 敎は其 政治に も經濟 にも 少しも 現 はれない が 如くに、 米國に 於ても 

キリストの 敎は 之を眞 面目に 信す る 者 は 極く の少數 であって、 多數は 不信者 又は 其れ 以下で ある。 故 

に 基督 敎を 以て 米國を |33； むる は、 佛敎を 以て 日本 を責 むる が 如くに 無效 である。 殊に 片腹痛き は對米 

裔起を 促す 日本の 新聞記者 楚の 多數が 基督 敎の 背敎 者であって、 自身 氣も 確信 もな き 近代的 俗人で 

ある ことで ある。 余輩の 義務と 信す る 事 は 之を爲 さんと 欲する も、 是等墮 落 記者 共に 塌 動せられ て 何 

^も爲 さ らんと 欲す。 困った 米國と 困った 日本と である。 然し 此際默 つて は 居られない。 不取敢 今 

井 館聖誉 講堂の 門に 張 紙して 曰く 「米 國 人の 不義 不信 を 憤ります。 但し 此 I* 書 講堂 は 米！； 人と は 全然 

何の 關係 もありません」。 


五月 二十 六日 (月) 晴 息を殺して 米國 よりの 報知 を 待ちつ、 ある。 何しろ ク— リツ ヂ 大統領に 


排日 法案 を 拒否して 貰 ひたい。 正義 は 正義と して 利益 を 離れて 表明して 貰 ひたい。 然し 何れに しろ 全 

#1 界に涉 りて 暗黑は 益々 加 はりつ k ある は爭ひ 難き 事實 である。 「夕 あり 朝 あり 是れ 一 日な り」 であ 

る。 喑黑 の審 刹が あって 然 る 後に 光明の 福祉が 來 るの で あ ら う。 唱道す ベ き 者 はや はり 聖書に 示され 

たる 神の實 である。 

五月 二十 七日 (火) 晴 米國 大統領 ク ー リツ ヂ 遂に 排日 法案に 署名す。 憤慨に 堪 へす。 是で 七十 

年間 繼續 せし 日米の 友好的 關係は 切れた ので ある。 實に 世界 歷 史上の 大事 件で ある。 然し 素々 米阈人 

は 極めて 少数者 を 除く の 外 は、 日本人の 友人で はない ので ある。 彼等の 日本人 輕蔑は 早い 頃よりの 事 

であって、 兩 者の 友好的 關係は 日本人の 謙遜と 忍耐と に 由ての み 維持され 来った ので ある。 故に 今日 

の 如くに 成る のが 當然 であって、 少しも 怪しむ に 足りない。 唯此 明白なる 事實を 知らす して、 實は知 

ら ざる 眞似 をして、 此 傲慢 無禮 なる 米國 人より 物質的 補給 を 受け 来りし 我國 基督 信者の 或 者の 不明に 

驚かざる を 得ない。 まことに r 隱れ たる 者に して 露 はれざる はなし」 である。 米國 人は此 たび 其 本性 

を 現した ので ある。 そして 恥 を かく 者 は 彼等に 頼り 来りし 日本人で ある。 然し 乍ら 今囘の 事件に 由り、 

日本に 於け る米國 人の 信用 地に 墜 ちて、 眞の 基督教が 我國に 根ざす に 至らば 感謝 此上 なしで ある。 然 

し當 分の 間の 苦難 は 免 かれまい。 

五月 二十 八日 (水) 晴 米国の 友人に 向け 日米 關係惡 化に 關 する 感想 を 記せる 書面 を 送った。 問 

題 は 益々 重大に 成りつ」 ある。 日本が 起つ か 亡ぶ る 乎の 問題で ある。 此儘 にして 放任して 置けば 旣に 
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n: 々の 生涯  六 二 

亡びた に 等しく、 取るべき 途を 取れば 前途 甚だ 危く ある。 然し 乍ら 國 家の^ 在 を 犠牲に 供して 正義の 

途を踐 むが 國 として 生く るの 途 であると 信す る。 そして 神 は 日本 を 活かす 爲に此 難問題 を 下し 給うた 

ので は あるまい か。 

五月 二十 九日 (木) 晴 八：' = も 亦對米 問題に て 全日 を 費した。 如何に 見ても 重大問題 である。 然 

し^ 問 は 至って 平靜 である。 多分 普通の 人に は 其 重大 さ 加減が 判明らない ので あらう。 或は 餘 りに 重 

大 であって、 如何して 宜しき や、 途方に 迷 ふので あらう。 自分 も此際 自分の 所信 を實 行すべき 乎 否 乎 

が 判明らない。 一 二の 新 M 紙に 投書 を 送った。 或は 之から 途が 開く であらう。 

五月 三十日 (金) 晴 帝 國 ホテルに 於て 葡ぃ^ 朝 報の 記者 仲 11 なる 斯波. 吉、 山縣 五十雄の 兩君 

と會 食した。 對米 問題の 外、 殆んど 何事 を も 語らなかった。 此際國 の爲め 人類の 爲め 何か爲 さねば な 

ら ぬと 相 共に 語った。 三人 各自 三十 年間の 新 閜雜誌 記者た るの 經驗を 有す。 此經驗 を 以て 何に か國と 

人類と に貢獻 せんとて、 其 途に就 て^った。 眞 面目なる 嚴肅 なる 小集會 であった。 

五月 三十 一日 (土) 晴 近頃最も愉快なる^*は、 對米 問题に 就き 意見の 一 致せる より 『w-i^ 新閒』 

の 德官蘇 峰 君と 蔡き 交際 を.； 復活す るに 至った 事で ある。 今日 同 君より 遣られし 使者の 訪問 あり 、鼓に 

三十 年 前の 昔に 還り、 日本 國の爲 に 共に 盡 さんとの 契約が 成り、 犬なる 喜びであった。 德. M 君 は 余 を 

京都の 隱 匿より 社會に 引出して 吳れた 人であって、 其 意味に 於ての 知已 恩人で ある。 後、 藩閥 政府に 


對 する 君の 態度の 面白から ざるより 終に 交際 を絕 つに 至りし も、 令 日此國 難に 際し、 過去の 不愉快 は 

すべて 之 を 葬り、 日淸戰 爭の當 時に 還りて、 共に 提携して 顿 かんと 欲する に 至り、 まことに 喜ばしい 

事で ある。 紳士 はすべ て斯 くあって 欲しい。 

六月 I 日 (日) 半晴 夜雨。 集會 朝夕 共に 變 りなし。 二 罔 合して 三百 名 以上の 出席者であった。 

對米 問題に 觸れ ざる を 得なかった。 サム ヱル 前書 四 章に 依り イカ ボデ (榮光 イスラ H ルを 去れり) の 

解 釋を爲 した。 米 國は其 議會と 大統領 を 以て 友邦 日本に 對し 今囘の 不義 不信 を敢 てして イカ ボデと 成 

つたので ある、 卽ち 「榮光 米國を 去れり」 であると 說 いた。 

六月 二日 (月) 晴 昨夜 大雨。 校正に て 多忙。 月曜日の 休息 出来す。 

六月 三日 (火) 晴 近頃 讀んだ 最も 會 心の 書と 云 ふ もの は英國 オクス フホ I ト 大學、 マン チェス 

タ ー . カレ ッヂ總 長 L  .  P  . ジャック ス著 『生ける 宇宙』 と 題す る 一 書で ある。 僅々 百 一 一十 七 頁の 書 

であって、 半日で 讀んで 了った が、 得る 所實に 多大であった。 物質 愁に 某； 礎 を 置く 西洋文明の 自殺的 

なる を證 明す る 所、 實に 不可 抗の論 據と云 はざる を 得ない。 新たに ト マ ス • 力 I ライルに 接する の感 

がした。 今日の 暗黑に 際して、 新たに 燈明 臺を發 見した やうに 感じて 感謝であった。 

六月 四日 (水) Ei 夜 今 井 館に 於て 對米 問題 研究 會を 開いた。 來會者 二百 餘名、 悲憤慷慨 も 無く 


はなかった が、 全體に 於て クリスチャン らしき 會 合であった。 嘉永七 年 三月 三日 (千 八；^ 五十 m 年 三 

月 三十 一 日) 相 摸神奈 川に 於て ペルリと 我が 林大學 頭との 間に 取 結ばれし 日米 條 約の 第一 條を讀 上げ 

た、 曰く 

日本と 合 衆 國とは 其 人民 永世 不朽の 和親 を 取 結び 場所 人柄の 差別 無 之 事 

然るに 米國は 今囘此 明白なる 約條を 破った ので ある。 米國 人が 今囘國 として 爲 した 此行爲 に 對し辯 護 

すべき 途 はたい。 然し 今日の 米國 が、 其國 民の 性質に 於て、 決して 昔日の 米國 でない 事 は 確かで ある。 

まことに H ジ ブトに 「ヨセフ の 事 を 知らざる 他の 王 起る に 至りて」 友邦 日本に 對し此 侮辱 を 加 ふるに 

至った ので ある (使徒 行 傳七章 十八 節)。 今や モ ー セが 出て 日本 國を 米國の _ 舉： 迫より 救 ふべき 時が 來 

たので は あるまい 乎。 そして 神 は 必す此 際 我等に モ ー セを 遣り 給 ふで あらう。 

六月 五日 (木) 曇 對米 問題に 就て 小 崎弘道 君と 會 見すべく 尾 張 町 警醒 社 書店へ 行いた。 松 野菊 

太 郞君も 居 合せ、 略 ぼ 意見の 一致 を 見る を 得て 犬なる 喜びであった。 後に 賀川 豐彥 君と 會談 する こと 

が 出來、 是れ亦 非常に 偸 快であった。 國難を 前にして はすべ ての 眞 面目なる 人 は 我が 同胞と 成り、 共 

に 心 を 打開いて 語る を 得て、 感謝 此上 なしで ある。 米國 人の 日本人 排斥 は 日本人 全體に 取り 大 なる 幸 

福で あると 思 ふが、 殊に 自分に 取り 然り である。 

六月. KB  (金) 曇 雜誌 六月 號 校正 を 終る。 自分に 取りて は對米 問題 以上の 大 問題で ある。 それ 

は 神と 天 画と 永生の 問題で ある。 彼が 故に 是を廢 める こと は 出来ない。 若し 日本 全體が 余が 神に 倚 頼 


する が 如くに 祌 に倚賴 するならば、 如何なる 大 問題 も 自然と 容易く 解決 せらる、 は 明白で ある。 竞る 

所、 復た， 1 音宜 偉に 落附 くにおって i5 る。 伹 し米國 人の 補助の 如き は 斷然之 を 絶つ を 要す。 

六月 七日 (土) 曇 梅雨の 空で ある。 『東京 日日 新聞』 に 「キリスト 敎の 團體も 米國の 排日に 憤 

起、 內村、 小 崎、 植 村の 三 氏が 手 を 握り、 純 日本的 キリスト 敎を 創建」 と 題せ る 長い 記事が 出た。 之 

と共に 「米 人 は 野球と 舞踏に 享樂、 あの 國に 宗敎 はない」 と赞 町敎會 牧師 額賀 氏の 談が 載せられた。 

宗敎界 に 頗る 大 なる セン セ ー シ ヨン を 起したら しく、 自身と して は 餘り氣 持が 好くなかった。 然し ：11 

本に 於け る 基督 敎が 生く る 乎 死 ぬる 乎の 問題で あると 思へ ば實に 止む を 得な い 。 

六月 八日 (日) 暴 1! 昨夜 大雨 、今朝 歇む。 集會 例日の 通り。 朝は滿 員に て 空席な し。 復び會 堂の 

狹 きを 感す るに 至った。 困った ものである。 夜の 青年の 集會が 最も 旺 であった。 

六月 九日 (月) 曇 用事 多端に て 月曜日の 休 口な し。 大 なる 興味 を 以て マ ー シ ャル. ブル ー ムホ 

l ル著 『大 淸國』 を讀み 始めた。 

六月 十日 (火) 曇 此日 內村醫 學士、 北海道 大學 野球部に 招かれて 札幌に 向って 出發 した。 自分 

の靑年 時代 を 思 ひ 出して 甚だ 懐かしく 思 ふた。 其 頃に は 東京より 札幌 まで 海路に 由り 早くして 八日 か 

かった。 路に 由れば 十八 日 か、 つた。 我が 父母に 送られて 口 i 川 又は 横濱 より 出帆した 事 を 思 ひ 出し 


:w 々の *1 涯  六 六 

た。 今 は 自分が 我 子 を 送り出す 順番に 成った。 變らぬ は 唯一 つ、 キリストと 國 とに 盡 さんと 欲する 心 

である。 此心を 四十 七 年 問 持 緩け て 來た事 を 神に 感謝す る。 

六月 十 一 日 (水) 曇 政變が 最大 問題であって 他の 問題 は 忘れられつ、 ある。 高 橋 政 友會總 裁の 

今度の 態度に は 深く 敬服 せざるを得ない。 國 家の 爲に 小節 を棄 てし 所に 日本人ら しき 所が 見えて 大に 

我 志を强 うした。 願 ふ 基督 敎界の 人達に も此 大度 宏 量の 在らん こと を。 〇 夜、 聖書 講堂に 第二 囘對米 

問題 研究 #を 開いた。 來會者 男女 會員ニ kz 人餘 り。 彼等の 熱心に 驚いた。 日本人 問 有の 簡易 生活に 還 

つて 輸 人品の 使用 を 節減す る 事、 東 向して 米 阈に友 を 求む る 事を廢 めて 西 向して 支那、 印度、 馬來群 

鳥に 發展を 計る 事、 國家的 禁酒 を實 行して 國 離に 處 する 事 等に 就て 談 じた。 甚だ 有益なる 會合 であつ 

た。 

六月 十二 日 (木」 曇 .2： 外人より 對米 運動に 就て 激勵 又は 注意 を 受けつ、 ある。 問題 は 小に も 見 

ぇ亦大 にも える。 「平和な き 時に-牛 和、 平和」 と唱 へて 此 問題 を 葬り去る 事 は 出来ない ではない。 

然し 乍ら 若し さう すれば 第一 に 日本に 於け る 基督 敎が 亡びて 了 ふ。 第二に 大和魂まで が 失せて、 日本 

が國 として 立つ 意義が なくなって 了 ふ。 是は キリストの 爲 にも 國の爲 にも 是非とも 爭 はねば ならぬ 問 

超で ある。 此 問題の 解決 如何に 依て 日本 は 立つ か仆れ るかで ある。 今度と 云 ふ 今度、 自分 は 冷淡なる 

能 はすで ある。 


六月 十三 日 (金) 曇 午前 は淺 草なる 府立 第一 高等 女學 校に 行き、 生徒 敎員 二百 餘 名に 對し、 主 

として 對米 問題に 關し 講演 を爲 した。 まことに 氣 持の 好き 會 合であった。 市 川 校長の 聰明なる に 驚い 

た。 日本人 は 其 女子 を敎 育す るに 米 國官： 敎師に 世話にな るの 必要な き 事が 解って 嬉しかった。 〇 午後 

は 赤 坂 區靈南 坂 小 崎 弘道氏 牧會の 靈南坂 敎會に 行いた。 先づ 第一 に會 堂の 宏壯 なる に 驚いた。 午後 三 

時より 基督 敎 徒の 對米 問題 協議 會が 開かれた。 自分 も 一 場の 演說を 試みた。 後に 镜々 と 列席者の 意見 

の發 表が あった。 さすが は敎 役者 達の 辯 舌に 巧みなる は 他に 見る ことの 出来ない 程であった。 然し 乍 

ら 言葉が 多い 丈け 確た る 結論に 達し 得なかった。 親米の 氣分は 全 堂に 充 ちた。 不思議なる は、 此際斷 

乎た る 態度に 屮 I て米國 政府の 非行 を責 むる 所 あれとの 語氣を 漏らした 者は植 村、 田 村、 內 村の 三 村で 

あった。 自給 獨立 不贄成 論者 も ii くない やうに 兑 受けた。 多分 幾度 會合 を續 けても 此位ゐ の 所で 終る 

ので あらう。 我國 基督 敎の獨 立 甚だ 覺束 なしとの 感を 一 層 深くな さ しめられた。 〇 終りに 帝國 ホテル 

に 於け る 舊萬朝 報 同僚の 晚餐會 に 臨み、 重要なる 相談に 與 つた。 十 時が つかり 疲れて 柏木の 家に 歸っ 

た 0 

六月 十四日 (土) 曇 午後に 至りて 晴 る。 一日 ゆっくりと 休んだ。 然し W のた め 人類の ために 深 

く はざる を 得なかった。 然し 失 は |J| はしない。 行詰り は 日本に 限らない 全世界で ある。 そして 人 問の 

行詰りが 神の 發展 の機會 である。 そこに 生きた る 信仰が ある。 斯 かる 場合に 聖書 を 讀んで 置いた 事が 

我を援 け、 我 を 支える。 感謝の 至りで ある。  . 
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六月 十五 日 (日) 半晴 集會變 りなし。 朝 は 二百 二十 名、 夜 は 百 三十 名の 出席者が あった。 隨分 

と 疲れる。 外に 色々 の 問題が 起る。 但し 書 を說く 時の み幸 福で ある。 

え 月 十六 日 (月) 曇 午後 三時より 赤 坂區靈 南 坂 町 小 崎氏會 堂に 於て 對米 協議 會の 委員 會が 11 か 

れた。 自分の 勞 苦して 作った 議案 を 提出した が、 餘 りに 過激な りと て容 れられ なかった。 然れ共 之に 

對 する 議案 も 出です、 結局 何の 決議に も 達せす して 閉會 した。 此 重大問題に 就て さへ 日本の 基督 敎信 

者が 一 團 となりて 强 硬なる 態度に 出 づる能 はざる は 念の 至りで ある。 さう かう する ：2: に 時勢 は 我等 

を 置 去りに して 進んで 行く であらう。 そして 後に 续 されて 悔 ゆる も遲き 時が 到來 する であらう。 其 時 

我等 指 の 任に 當る者 は 一一 百遁 るべ き途 がないで あらう。 

六月 十七 日 (火) 雨 新聞記者の 訪問 多く 仲々 賑か である。 {a; 敎師 問題に 就き 種々 の 手紙 ゃハガ 

キ が 舞 ひ 込ん で來 る。 神 奈川縣 の 或る 奮い 聖公會 の 信者よりの 書面に 曰く. r … … 勿論 私 は 私人と し て 

の 米 闽人を 憎みません。 然し 國 としての 米國の 態度 を 憎みます。 正義の 立場より、 信仰の 立場より、 

米國の 官； 敎師と 乎 を 切るべき 時と 信じます」 と。 叉關 西に 在る 或る 有力なる 組合 敎會の 牧師よりの 短 

信に 曰く 「宜敎 師にゴ ー ホ ー ムは 至極 赞 成です。 もう？^ 山 だ。 歸 つて 貰 ひましよう」 と。 之と 正反對 

の 意見 も來 る。 東京の 牧師 方の 大多数 は反對 である やうに：：！ -受 くる。 此 問題に 關 する 共同 一 致 はィム 

ボ ッ シブルと見て^1!5;-支なぃ0 


六月 十八 日 (水) 雨 今日 發行の 『ジャパン • アド バ ー タイ ザ ー』 に 自分が 米國 {旦 敎師 排斥運動 

の 主 者で ある 乎の 如き 記事が 載せて あった。 それで 自分が 此 事に 關 する すべての 責任 を 負 はせられ 

て 終る ので あらう。 誠に 名譽の 至りで ある。 自分が 排斥せ すと も 日本 國民 全體が 排斥す る。 令より 後、 

日本に 於け る米國 宣教師 は 福音 を說 くの 資格 を 失 ひ …… 然り旣 に 失った ので ある …… 叉 彼等の 補助 を 

受けて 傳道 する 日本人 は、 國 民の 排斥す る 所と なる であらう。 此 事に 就て 余 自身 は 何の 失 ふ 所 はない。 

唯此 事に 由て キリストの 聖 名が 辱められし 事 を 歎く。 世界 日曜 學校 大食と 同じく、 今度の 事 も 亦米國 

人に 依頓 する 敎會 全體の 衰退 を 来たす であらう。 

.1 八月 十九 日 (木) 晴 久し振り にて 地方に 演說に 行いた。 宇都 宫に 於て 基督教 對米演 說を爲 さん 

が爲 であった。 會は 午後 七 時半より 新築 下野 新聞社 樓 上に 於て 開かれた。 聽衆は 堂に 溢れた。 Si くと 

も 七 百 人 は 居た であらう。 內に 兵士 も あり、 學生も あり、 敎員も あり、 商人 も あり、 農家 も あり、 銀 

行頭 取 も あり、 貴衆兩 院議 員 も あり、 地方に 於て 曾て 見た ことのない 代表的 會 合であった。 例に 由て 

畔 上が 前座 を 務めて 吳れ 「背 敎 せる 米 國」 と 題し、 一 時間 餘り熱 辯 を 揮った。 次に 自分 は 「米 國とロ 

本」 と 題し、 此大 問題に 關 する 自分の 意見の 大要 を 述べた" 驚いた の は 宇都 宮人の 東京 人よりも 遙か 

に眞 面目で 熱心なる 事であった。 

六月 二十日 (金) 晴 梅雨晴れの 好 日和で ある。 朝 靑木義 雄と 共に 日光に 行いた。 何時 行いても 

日光 は 結構で ある。 日光 人士より 優遇 を 受けて、 恐：； i に堪 へなかった。 夜 八 時 家に 歸 つた。 日本 國が 


我 國 である 事 を 熟々 感じた" 此 後援と 情と ありて、 我が 福音 を 日本人の 有と なすことの 可能なる 

をな マ 更 ながらに 感じた。 

六月 二十 I 日 (土) 半晴 ホシダ の 小母さんの 永眠 を 聞いて 非常に 悲ん だ。 日本に 歸 化せる 米國 

婦人であって、 過去 十 數年問 親しき 友誼 を 交 ゆる 事が 來、 益す る 所 多大であった。 彼女 は 日本 を强 

く. 愛せし 米國 人の ： 人であった。 

六月 二十 二日 (日) 半晴 朝 は滿員 、 夜 は 百 三 卜 人、 此 世の 事 を 離れて 樂 しき 聖ョ であった。 唯 

夜の 靑 年の 集會に 於て 「キリスト 敎 と愛國 心」 と 云 ふ 題に て 語りし 所、 興味 を 感ぜ ざり し 日本 靑 年の 

ありし こと を 開いて 驚いた。 我が 聖書 研究 會の會 員 巾に も斯 かる 場合に 愛國 心に 燃えざる 者が あると 

は 奇怪 千 萬で ある。 斯 かる 者 は 余の 弟子で はない。 彼等 は自 から 余の 鬥下を 去るべき である。 己が 國 

が 侮辱 せられて 憤らざる やうな 者に 本當の 愛の あり やう 害がない。 

六月 二十 三日 (月) 曇 靈南 坂敎會 堂に 於て 對米 問題 協議 會 第二 囘の 委員 會が 開かれた. 。自分 は 

分離 を 決心して 出席した。 然るに 案外に も 他の 委員 諸氏と 共通 點を發 見す る ことが 出來、 一人 を 除く 

の 外、 全 一  致 を 以て 本鄉 組合 敎會 牧師 野 リ 氏 提出の 決議案 を 採用す るに 至り 非常に 嬉しかった.。 他 

と 協同して 働かん と 欲すれば 多少の 讓歩は 止む を 得ない。 キリストの 爲め 國の爲 めで ある。 今 は 我 を 

張るべき 時で ない。 日本の 基督 敎が 自給 獨立 せんがた めに は 多分の 犧 牲を拂 つて 惜しくない。 大 なる 


歡喜を 心に 懐いて 長 尾 半 平 君の 自働 車に 達ら れて 家に 歸 つた。 

六月 二十四日 (火) 半晴 暑氣强 し。 爲 めに 何事 も爲し 得す、 終日 家に 在て 休んだ。 英國 より フ 

ランス 二ァ リッチ 小 傅が 達し、 老 先生に 接する が 如き 感を 以て 謹讀 した。 實に 聖書 學 者の 好 模範で あ 

る。 滿 腔の 尊敬 を 表せざる を 得ない。 

六月 二十 五日 (水) 半晴 午後 三時より 今 井 館に 於て マリヤ 組 ハンナ 組の 懇話 會を 開いた" 來會 

者 三十 人餘 り。 東京 女子大 學、 女子 英學 塾、 高等 女子 師範 學校 等の 生徒が 多數を 占めた。 まことに 愛 

らしい 會 合であった。 我が ルツ 子が 三十 人我 目前に 列らん だ やうに 思うた。 彼等に 幾分な りと も 我が 

福音が 入った 乎と 思 ふと 感謝に 堪へ ない。 柏木 女子 靑年會 として 毎月 開會 する ことに 定めて 散會 した * 

〇 先日の 宇都 宮演 說に對 し、 聽衆 中の 信者に も 未信者に も 大分 不滿 足が あった 事 を 知らせられて や、 

失望であった。 然し 我が 熟 心の 挫かる X は 我が 爲に 甚だ 有益で ある。 自分 は 一 生の 間に 未だ 曾て 一 囘 

も 人望 ある 位置に 立った こと はない。 今度の 事の 如き 或は 例外で は あるまい 乎と 思 ひし も、 然し 例に 

由て 例の 通り 多 數に嫌 はる、 側に 立って 反って 幸福で ある。 負けて 勝つ が 自分の 運命で ある。 今度の 

事 も 亦 同じ 結果 を 見る であらう。 

六月 二十 六日 (木) 半晴 ワシントンに 於て 排日 法が 大統領の 署名 を 得て より 兹に滿 一ヶ月で あ 
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る o  en 分に 取りて は 半^ 俗 的の 一 ヶ月であった。 時には 我が 出る 幕ではなかった と 思 ふこと も ある。 

然れ ども 人 問で ある 以上、 斯 かる 大^ 件に 遭遇して 冷靜を 守る 事 は出來 ない。 取りし 途は 間違って 

11^5 て も、 何 かの 方法 を 以て 國に對 する 我が 赤心 を 表せす に は 居られない。 然し 乍ら 不義に 對 して 怒 を 

發 する 事であって 決して 偸 快なる 事で はない。 支那 傅 道と 云 ふが 如き 全 愛 を 注ぐ 問題に 早く 禅び 還り 

たく ある。 

六月 二十 七日 (金) 曇 午後 赤坂靈 南 坂 敎會に 於て * 替 信徒 對米 協議 會の 第二 囘の會 合が 開かれ 

た U 來會者 名餘 り、 自分 も 決議案 起草.^; 貝の 一 人と して 屮 H 席した。 席上に 於て 向 軍 治 氏の 自分に 對 

する 攻！^ 波說 があった。 然し それ は 多數の 採用す る 所と ならなかった〕 自分 は讓り 得る 丈け 讓 つて 野 

ロ末彥 君の 提出せ る 議案に 同意す る ことにした。 多数と 共に や〉 まんと する 時に 譲歩 は 止む を 得ない。 

今 囘の事 は 自分に 取りて は讓歩 忍耐の 善き 試練であった。 キリストの 爲め である。 國の爲 めで ある。 . 

六月 二十 八日 (土) 半晴 今：：：： も 亦 市 內へ往 いた。 德富蘆 花 君の 對米 問題解決の 意見 を 請んで 非 

《5に^^しかった。 さすが は：！ 1 本 第一 の 文士で ある。 詩人で あり、 基督 者で あり、 平和主義の 愛阔 者で 

ある。 斯 かる 人の 八：' 日 我！： に 在る を 神に 感謝す る。 

六月 二十 九日 (日) 曇 今年 上半 年 最後の 日で ある。 會衆變 りなし。 朝 は H ベ ソ書ニ 章に 依り 

「3^ ハ人 tl の 融和」 に 就て 語った。 夜は靑 年の 博道會 であった。 帝 大生 g: 人 を 二 組に 分ち、 岩 手 縣の東 


北部と 山形 縣の 西南 部に 夏期 傳道を 試む る爲 めに 彼等 を 派遣す る 事に なり、 路加 傳十章 一 —十一 節に 

依り、 傳 道の 精神 方法に 就き 會衆ー 同の 注意 を 促した。 此は 我等に 取り 新ら しき 試みで ある。 神の 御 

守りと 御 導きとの 我等の 若き 傅道師 等の 上に 加 はらん こと を 祈った。 〇 英字新聞 に 米國宣 敎師が 自分 

を 惡評僞 評する を 讀んで 非常に 氣持惡 るく 思うた。 辯駭 せんとて ペン を 取って 見た が爲 さぐる に 決し 

た。 日本 國の爲 めに 米國 人に 惡 評せら る、 ので あると 思へば 大 なる 名 譽 である。 四十 年間 彼等 宜敎師 

に 嫌 はれ 来りし 自分 は、 今と なりて 彼等の 好評 を 博す るの 甲斐 もなければ 必要 もない。 最後の 裁判の 

n まで 彼等 をして 余 を 誤解せ しめよ。 彼等に 嫌 はる、 事 は 余の 大 なる 喜び 又名譽 である。 

六月 三十日 (月) 半晴 五た び 靈南坂 敎會に 行いた。 宣言書に 最後の 修正 を 加へ ん爲 であった。 

此は 日本 基督 信者 多 數の宣 雷 書であって 余 一 人の宜 言 書で ない。 共通 意見 を發 表した 者であって 余 一 

人の 特殊 意見 を 開陳した 者で ない。 然れ ども 文 は 簡潔で 意 は 強烈で ある。 一 種の イン スピレ ー ショ ン 

に 由て 成った 宣 一一 一一 口 書 であると 思 ふ。 縦し 余 自身 の 思 ふ 所 を 言 ひ盡 さすと 雖も、 我國 基督 敎界の 現況に 

省みて 信者 多數 意思の 發表 として 是れ 以上 を 言 ふこと は 出来ない と 3 ャ 4。 余 も 其 著名 者の 一 人と して 

之 を 支持す るの 義務 をお し、 又其實 行に 努力 せんと 欲す。 久しく 疎遠の 間柄に 於て ありし 敎會の 諸氏 

が 此際余 を歡迎 し、 彼等と 行動 を 共に する こと を 許せし 彼等の 基督 敎的 態度に 敬服 せざるを得ない。 

平常 は 平常、 非常 は 非常で ある。 今日の 如き 非常の 場合に 於て、 我等 は 平常の 差異 を 忘れて 結束して 

事に當 る はま ことに 相應 しき 事で ある。 


七月 一日 (火) 晴 國辱紀 念 日で ある。 巿內 は排米 熱に 燃えて 居る。 事件 は 益々 重大に なりつ、 

ある。 憂慮に 堪 へない。 今囘の 米國の 不正 行爲に 由て 大打擊 を 受けた 者 は 如 に 見ても 日本の 基督 敎 

會 である。 余 等の 反對を 待つ ま でもな く米國 宣敎師 並に 其 補助 を受 くる 敎會 は 日本に 於て は 傳 道し 得 

なくなつ たと 云 ふ も 差 支 はない。 { 一 ：！- 敎師は 頻りに 彼等 排斥の 罪 を 余 一 人に 歸 せんとす る も、 彼等 は旣 

に 日本 全國に 信用 を 失った ので ある。 氣の 毒で ある、 然し 止む を 得ない。 

七月 二日 (水) 晴 白金 猿 町 池 上方に モ アブ 婦人 會が 開かれ、 自分 も 其 祈禱を 司るべく m 席した。 

來會 |< ？會員 丈け にて 十六 人、 相變 らす惠 まれた る會 合であった。 昨日米國大使館爾旗奪取_5^-件が起り、 

一寸 心配 させられた。 此上 何が 突發 する か 判らない。 此 先き 當 分の 問 日米の 友誼 的 關係は 恢復す るの 

見込がない。 若し 最惡 まで 至ら ざれば 幸福 で あ る 。 

七月 三日 (木) 0 冷し、 心が 少し 落附 いた。 少し 仕事が 中： 来た。 米國 ミル ゥォ ー キ ー 市の 人で 

グ リン ベルグと 云 ふ 未知の 人より 余 等の 獨立 運動 を贊 成して 金 一 一十 弗 を 送って 来た。 さすがに 米國で 

ある。 是 では 日本 は 堪らない。 日本人 中 今日までに 斯んな 同情 を 表して 吳れた 者 は 一 人 もない。 我等 

の難戰 たる や 思 ふべ しで ある。 大阪の 3 石 崎 文 子の 永眠の 報に 接して 悲しかった。 彼女 は 我 を信賴 して 

吳れた 若き 女性の 一 人であった。 現代に 得難き 潔き 婦 であった。 彼女に 於て 慾 や 虛榮は 塵 程 も 見えな 

かった。 此 汚れた る批を 如何にし たらば 潔く 渡り 得ん 乎が 彼女の 唯一 の 苦心であった。 そして 我が ル 

ツ子と 同じく 文 子 も 亦 其 目的 を 達した ので ある。 神 は 乙女心 其 俊に て 彼等 を 御 許に 招き 給うた。 彼等 


は惠 まれた る 女性で ある。 日々 に 腐れ 行く 世に 生存して 彼等 を充 たす に 足る の怏樂 はない。 彼 练は此 

世に 永く 留まる には餘 りに 潔くあった。 必すゃ 待た る V 復活の 朝 文 子 も 亦 我が 他の 子等と 共に 我 を 光 

の 國に迎 へ て吳れ るで あらう。 

七月 四日 (金) 曇 紐育ネ ー シ ヨン 雜 誌が 排日 法に 署名せ し 大統領 ク ー リツ ヂを 批評せ る 一一： 一口 を讀 

み 痛快に 禁 へなかった。 此の際 米 國の爲 すべき 事 は、 支那 日本に 派 遺せし 宣敎師 全部 を 呼 房す 事で あ 

ると 云 ふに 至って、 德富蘆 花 君 や 自分の 聲 を米國 人の 口より 聞く やうに 感じた。 深く 考 へて 何人も 此 

結論に 達せざる を 得ない。 〇^^谷に敎友古賀.《^周君の結婚式に出席した。 頌磨 組合 敎會 牧師 森 山 君 司 

式し、 余 は 少しく 君 を 助く る 所があった。 まことに 質素なる 日本 流の 基督 敎式 であって、 余 自身 も强 

き 感動 を 受けた。 愛すべき 者 は米國 人の 敎化を 蒙ら ざり し 日本； t 人で ある。 何 を 好んで 日本 婦人の 敎 

育 を米菌 婦人に 委 ぬるので ある 乎、 自分に は 少しも 解らない。 

七月 五日 (土) 半晴 平靜 になり 元の 聖書 研究に 還った。 耶利 米亞記 第三 章 を 研究した。 國 家の， 

救拯も 個人の それと 同じく 人の 奮闘 努力に 由て 来らす 神の 恩惠の 働きに 由て 成る こと を敎 へられて 大 

に 慰められた。 其 意味 に 於て 聖書 は 創世記より 默示錄 に 至る まで 神の 恩惠の 福音で ある。 噴 罪 も 再臨 

も 其 元理に 於て は 同じで ある。 卽ち 人が 己 を 救 ふに 非す、 神が 人 を 救 ひ 給 ふと 云 ふ 事で ある。 基督 者 

の 心の 平安 は玆に 在る の で あ る" 
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七月 六日 (日) 晴 ？氣加 はり 八十 八 度に 達す。 今 n より 朝ー囘 の集會 とした。 來會者 百 五 卜 名、 

爲さ ぬに は： Si さる 樂 しき ffi- 會 であった。 畔 上の 後 を 受けて 自分 も 十五 分ば かり 語った。 午後 は 靑年有 

志の 會合 あり、 來會者 二十 五 人 あり、 各自の 信仰 經驗談 あり、 自分 は 「男性的 基督 敎」 の 必要に 就て 

述べた。 〇 「神の 遣し 給 ひし 者 を 信す る は卽ち 其の (神の 要め 給 ふ) ェ なり」 である (ョ ハネ傳 六お 早 

二十 九 節 )o 基督 者の 最大 最上の 事業 (ェ) は是 である。 之に 較べて 米國の 憲法改正の 如き 小の 小な 

る 事業で ある。 玆に 此^の 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 我が 心の 平安が ある。 

七月 七日 (月 j 晴 1^ 氣强 し。 雜誌 校正 を 終る。 エレ ミヤ 記 五 章 三十 節 以下が 强く 胸に 響いた。 

「此 地に 驚くべき isnt はる。 Ig 言 者 は 偽りて 預言し 祭司 は 彼等に よりて 治め、 我 民 は 斯る事 を 愛す。 

然れ ど汝等 終末の 到らん 時に 何を爲 さんと する や」。 米 固に 於ても 日本に 於ても 同じ 事が 行 はる。 終 

末 は 刻々 と 近づきつ-ある。 暗 黑の內 の 希望で ある。 

七月 八日 (火) 晴 暑氣强 くして 何事 も爲し 得す、 只 無益に 時間 を？ おすの みで ある。 紐 育發行 

The  Bible  To-day 雜誌は 『聖書 之 硏究』 所載 英文 二 篇を轉 載し、 ボストン 發行 The  Christian 

Science  Monitor は 六月 七日 東京 發 電報と して 小 崎、 植村、 內 村の 三人が 日本 基督 敎の獨 立 を 唱道 

する 由 を 報じ、 自分に 就て は 殊更に 數 行に 渡る 記事 を 揭げて 居る。 外國 にまで 名が 傳 つて 迷惑 至極で 

ある。 然し 全世界の 同情 を 得る も、 反 對を受 くる も、 主ィ H スと 偕に 在れば 何でもない。 「彼」 であ 

る。 然り 「彼」 である。 我がす ベて は 彼に 於て 在る ので ある。 


七月 九日 (水) 晴 暑 氣引镜 き 強し。 家内 並に 同志の 內に 病人 多し。 疾病と 3^ 氣とは 今日の 主な 

る 敵で ある。 〇 今朝の 『朝日 新聞』 に 德富蘆 花 君の 筆に 成る 「平和と 私」 と 題す る 一 篇が 載せて あつ 

た。 其 一節に 曰く 

數 限りない 力が 私の 繩目を 解き、 愛の 自由に 入らせ、 平和の 旗を揭 げしめ る。 一 々が 感謝で ある。 

中に 就て 私 は先づ 感謝す 可き 三人 を 有つ。 三十 年来 影の 如く 身に 添 ふ 私の 妻 U 彼女の 名 は 「愛」 で 

ある。 凛々 しい 信仰で 遠ながら 私に 力 づけて 下さった 內村鑑 三 先生。 徹底した 無抵抗で 私 を 安心 さ 

して くれる 賀川 豊彥 後生 U 禮を言 ひたいに も 幽明 を隔 つるが 多い 中に、 それ を 現在に 有つ は 何と 云 

ふ 感謝で あらう。 

之 は 余が 此 世で 受けた 最大の 名譽 である。 此際蘆 • 花 君 を 同志と し、 味方と して 有つ こと はたし かに 百 

萬の 味方 を 有つ に 等しく ある。 明治 三十 七 年、 日露 戰爭 當時獨 りで 非戰 論を唱 へし 苦痛が 今日 豐 かに 

報いられ たりと 思うて 感謝の 淚が こぼれる。 言 ふまで もな く 蘆 花 君の 非 戰論は 君の 理想の 人 トル ス ト 

ィ より 来たので ある。 然し 何人より 來 たにせ よ、 此 日本 第一 の 文士が 終に 此 主義 を 公表す るに 至りし 

は 日本の 名 * であり 又 人類の 幸福で ある。 祈る 蘆 花 君の 命 長 かれと U 非 戰論は 永久に 日本より 亡びな 

い であらう 0 

七月 十日 (木) 晴 ぎ 凌ぎ 宜し。^ 族と 共に 暑に 苦しむ 方が 獨り 山に 行いて 涼を樂 しむよりも 遙 

に 好い。 
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七月 十 一日 (金) 晴 引 緩き I 者に 苦しむ。 

七月 十二 日 (土) 晴 肉 體の疲 勞を癒 すがため に 宇都 宮の敎 友の 招待に 應じ、 日光に 来り、 日光 

ホテルの 丁： 至 を 借 受け、 玆に暫 らく 休む ことにした。 內村 醫學士 同道し、 久 振りの 樂 しき 旅行で あつ 

た。 西洋に 行けば 四 等 か 五 等の 客室で あるが、 日本で は贅の 階級に 屬 する ものであって it まない 次第 

である。 客に は英人 あり、 米 人 あり、 獨 逸人 あり、 其 他の 外國人 ありて 一 寸外國 に 行いた やうな 氣持 

がする。 然し 自分 は 三度の 洋食に は堪 へす、 成るべく 日本人の 生活 狀態を 維持す る。 病院に 入った 積 

りで 暫時 我慢す る 積り である。 

七月 十三 日 (日) 晴 靜 かなる 安息日で ある。 今日 丈け は 說敎も 講演 もない。 郵便 も新閜 も來ら 

す靈魂 肉體兩 つたがら の 休息で ある。 若き 內村 東京に 歸り、 後 は 單獨で 外 國に往 いたやう である。 四 

十 年 前の 昔 を 想ひ屮 H した。 

七月 十四日 (月) 晴 久 振りに て 單獨の 一日 を 過した。 日長き こと 小 年の 如しで ある。 祈 禱と聖 

書 耽讀と 手紙 書きと にて 全日 を 達った。 暑氣 早く 来り 雨な く 凶年の 兆が ある。 叉 新たに 祈禱の 題目が 

ふえ  わざ は 

殖た。 願 ふ 天が 此上 日本 を禍 ひし 給 は ざら れんこと を。 

七月 十五 日 (火) 瞎 午後に 至りて 漸く 雨降り 大 なる 感謝であった。 願ふ此 雨の 全 國に普 からん 


こと を。 今日 も 亦 單獨の 生涯 を 達った。 西洋人の 内に 獨り 日本人が 在る のであって 氣 持が 好くな かつ 

た.〕 獨り 室に 在りて 働いた。 半ば 自分の 靈 魂に 就て、 半ば 曰 本の 將來に 就て 考 へた。 和 蘭と 馬來 群島 

とに， 思想 を馳 せた。 祌が必 す 日本の 爲に發 展の途 を 開き 給 ふと 信す る。 近頃 程 熟 心に 日本の 爲に 祈つ 

た 事 はない。 

七月 十六 日 (水) 雨 主婦 柏木より 来り 少しく 幸福に なった、 然し 我等 兩 人に 取り 西洋風の 生活 

は 甚だ 不向きで ある。 我等 は 純粹の 亞細亞 人であって 到底 長く は此 生活に 堪 へない。 唯 四 五日の 辛抱 

である。 自分 は 病院に 入った 積り で、 彼女 は 看護に 來た 積り で 辛抱す るに 決した。 〇 同宿の 旅客 中に 

組合 敎會 {5 权師ぺ ドレ ー 君の 在る を發 見し、 刺 を 通して 君と 會 見した。 十五 年 程 前に 自分が 同 君 を 前 

橘の ホ， "ム に 訪問した 事が ある。 其緣 がま だ 絡え すして 今日に 至った ので ある。 ぺ ドレ ー 君はァ メリ 

力 人に 非す し て 力 ナ ダ人 で ある。 日本に 住 慣れ て 殆ん ど外國 人と し て 見 分く る ことの 出来な い 人 で あ 

る" 殊に 前 橋 在住 十八 年に 涉 りたる 事と て 上 州 人の 氣質 を克く 解し、 自分の 如き も 安心して 君と 會談 

する ことが 屮ぃ來 て 偸 快であった。 君の 同行者に 米國ボ スト ン の 法律家 F  .  G  • クック 氏 夫妻が あった。 

我等 は 人 卓 を 園んで 一 時間 以上 語りし も、 一 言 も 日米 問題に 觸れ なかった。 此は 文明 國に 於け る紳 

士 淑女の 慣例で ある。 交際の 席に 於て は 爭議の 種と たる 問題に は觸れ ない ので ある。 

七月 十七 日 (木) 暴 n 時々 雨 降る。 本當の 夫婦 同樓 である。 我等に 取りて は 滅多にない 事で ある。 

常に は 何人 か C- 重荷 を 共に 擔 はねば ならぬ。 故に 我等の ホ ー ムは 一 種の 合宿所であって、 樂 しき 〔，， ぶ 族 

一九二  R 年  七 九 


E 々の 生 ffii  八 〇 

の團藥 であると 云 ふ 事 は 出来ない。 そして 縱令 二三 日な りと 雖も、 義務 を 離れ、 共に 自由に 放 適する 

を 得る は 多大の 恩惠 である。 然し 此 はやが て復 たび 重き 任務 を擔 はんため の 準備で ある。 まことに 忙 

屮の 閑で ある。 

七月 十八 日 (金) 晴 引接き 共に 綠 林の 間 を逍徉 す。 窒に歸 りて 原稿 を 草す。 唯 困る の は 洋食で 

ある。 二人 相携 へて 洋行した と 思うて 我慢す る。 本當の 洋行 はとても 出来ない。 我等 は 純粹の 日本人 

である。 米の 釵と味 汁が 戀 しく ある。 これ だもの を對米 運動 を 起さざる を 得ない。 

七月 十九 日 (土) 晴 今日 も 亦 ホテルの 病院 生活 を績 けた。 奢侈 品に 課稅 する 今 ョ、 ホテル 生活 

は國 民に 對 して 濟 まない。 縱令 友人の 好意に 由る と は 云へ、 大に 遠慮せ すば ならない。 多くの 米 圃 人 

と 同宿す る。 人， 日はヒ ラデル ヒ ャの靑 年ジョ ン. フリ ー マ ンと云 ふ 人と き談 した。 彼 は 自分に 「日本 

人 は 今度の 事に 就て 米 國を赦 さない 乎」 と 訊いた から r 當 分の 間赦 さない」 と 答へ た。 同宿 米國 人の 

間に 「內 村さん は 善い 人で あるが 米國嫌 ひで ある」 との 評判で あると ホテルの 支配人より 聞いた。 さ 

う 言 はれる と 攻撃の 鋒 先が 鈍れて 困る。 r 惡ぃ 人」 であると 一一 一一 n うて 貰 ひたい。 然し 却て 正直なる 反對 

を 愛する 所に 彼等の 長所が ある。 

七月 二十日 (日) 晴 朝 夫婦して 日 光聖 公會に 出席した。 二三 十 年 振りに て 其 美 はしき 儀式に 列 

たりて 樂 しかった" 石造の 立 な會 堂で ある。 但し 出席者の きに 失望した。 牧師と 我等と を 合して 


總 数十 g;l>M 上め つた。 聖書 を唱讀 する にも 早 過ぎて 跡に 從ひ 得す、 何やら 佛 敎の經 文を讀 むが 如くで 

あって 不滿 足であった。 然し 好く 其 意味 を 解して 悉く 贊成 である。 ァ ー メン である。 唯 日本人 をして 

之 を 味 解せ しむる までに は 非常の 努力で ある こと を 認めざる を 得ない。 聖公會 が 今日の 儘に して 獨立 

して 日本人の 敎會 たり 得る や 犬なる 疑問で ある。 若し 日本に 其 某 礎 を 据える が爲に 自分が 何 かの 貢默 

をな す 事が 出来れば 幸 幅 である。 

七月 二十 一日 (月) 晴 午後 五 時日 光を發 し、 十 時 柏木に 歸 つた。 ホ ー ムに 優る 所 あるな しで あ 

る" 我等が 時に 外に 行く は 外の 樂 しさ を 味 はんが 爲 ではない、 外に 較べて 內の遙 かに 樂 しく ある 其 事 

を 一 暦 深く 味 はんが 爲 である。 

七月 二十 二日 (火) 晴 家に 相變 らす澤 山の 郵便物が 待って 居た。 好本督 君の 香港 出の 書面に は 

上海に 於け る 支那 內地 傅道會 社 幹部 諸氏との 會談の 様子が 悉 しく 書いて あり、 山 西^の 外に 甘肅 省に 

於て 更に 醫師ー 人 を 支持す るの 責任 を 我等 同志が 檐 ふの 協約が 成立せ し 由 を 報じて あった。 誠に 喜ば 

しい 事で ある。 日本に 在りて は 余輩が {ー 凡敎師 排斥の 先鋒で ある 乎の 如くに 報ぜら る、 に、 支那に 在り 

て は 余輩が 英國 傳道會 社の 事業に 參 加す るの 特權を 得て、 更に 余輩の 負 擔を增 さんと して 居る ので あ 

る。 言葉尻 をつ かまへ て 余 W を責 むる 者 は 勝手にす るが 宜ぃ。 余 W は 事實の 奉仕 を爲 さんと 欲する。 

山 西 省と 甘肅 省、 黄河が 萬 里の 長 城 を 縫うて 流る &所、 其邊に 余輩の 野心が ある。 
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七月 二十 三日 (水) 晴 市中に 往き 所々 を猶り 歩き、 惡 くなかった。 ホテルに 在りて 獨り 涼を樂 

しむよりも 遙に宜 い。 人生 最大の 快樂は 矢張り 勞 働に 在り。 夏 を 最も 涼しく 送る 者 は 矢張り 市中に 在 

りて 黄 塞の 中に 働く 勞働 者で あらう。 暴 を 逃げて 涼 を 求めざる を 得ざる 所謂 上流 社會の 人達、 殊に 文 

士、 藝術 家、 近代 人の 類、 彼等 は 何 處に往 くも 昝に 苦しむ 者で ある。 好い 氣味 であると 云うて やりた 


七月 二十四日 (木) 晴 .6 日 も 亦 市中に 往き、 國を思 ふ 人達に 會 うた。 國難來 の 今日、 山に 往ぃ 

て 惰眠 を 貪る ベ き 時で はない。 德富健 次 郎君の ぺ ンに 成る 我國 在留 米國 宣敎師 諸氏に 送る 英文の 公開 

^を讀 みて 强く心 を 動かされた。 キリ ストと 日本と を 熱愛す る 偉人の 今日の 日本に 在る を 知りて 雷 ひ 

盡 されぬ 感謝で ある。 祌は 未だ 日本 を 見 棄て給 はない。 如何ば かりの 感謝 ぞ。 

七月 二十 五日 (金) 晴 暑氣甚 し。 然し 堪 へられて 感謝であった。 岡 山 在留の 或る 米國 It 人を迎 

ハ ん ために ジ ョ ン と共に 東京 ステ ー シ ョ ン に 行いた。 彼女 を 伴て 家に 歸 つた。 此夜 彼女 を 宿た。 外國 

婦人 を 客と して 有つ こと は 珍ら しい 事で ある。 「アメリカ 嫌 ひ」 の內 村が アメリカ人 を 客と して 迎ふ 

ると は 矛盾で あると 言 ふ 人 も あら， う。 然し 此は 「美 はしい 矛盾」 であると 思 ふ。 ^^矛盾のなぃ者はィ 

H スの 友で はない。 米國 責めざる ベから す、 米國人 愛せざる ベから すで ある。 


七月 二十 六日 (土 一  晴 暑 を 冒し、 家に 在りて 『國民 新聞』 並に 『萬 朝 報』 への 投書 を 書いた。 

今 は 神が 特に 此事を 命じ 給 ふやう に感 する。 我が 國 人が 我 言に くや 否や は 我が 干與 する 所でない。 

我に 此 時に 方り 我が 言 ふべき 事 を 一 W ふの 義務が ある。 我れ 若し 我が 義務 を 怠りて、 我國の 亡ぶ るに 會 

は 我 は 其 責任に 當ら なければ ならない。 我が 能力の 大小 も 亦 我が 關 する 所でない。 我 は 我が 最善 を 

盡 して 此國を 救 はんとしなければ ならない。 自分 は此 際愛國 者を氣 取る ので はない。 唯 「或 者」 に 追 

立ら る、 やうに 感 する。 

七月 二 4" 七日 (日) 晴 朝の 维會に 席して 高 壇に 立つ ことが 出来て 嬉しかった。 來會者 は今尙 

ほ 百 五十人 程あった。 彼等の 熱心 や 愛すべき である。 ョ ハネ傳 西 章に 就て 感話を 述べた。 併せて 支那 

傅 道、 並に 5 お 乎 山形の ニ縣に 派遣せ し 我等の 傳道者 等の 行動に 就て 報告した。 我等に 取り 勿論 柏木に 

優 さるの 集會 はない。 〇 午後 再び 日光に 來り、 前の 通り 西洋人と 共に ホテルに 泊った。 空氣淸 涼に し 

て惡 くたかった。 

七月 二十 八日 (月) 晴 獨 り中禪 寺に 行いた。 湖邊を 添うて 菖蒲 ケ濱 まで 歩き、 其處に 涼風に 吹 

かれながら 携帶の 辨當を 認め、 宮内省 養魚 所、 龍 頭の 瀧 等 を 見、 小舟 を 雇 ひ、 午睡 を 貪りつ.^ 歸途に 

就いた。 「夕日 はかくれ て、 道 ははる けし」 を 獨り歌 ひながら 山 を 下り、 七 時 宿に 着いた。 三 四 里 を 

歩み 得る の 健康 を 恢復す る を 得し を 喜んだ。 
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七月 二十 九日 (火) 晴 ホテルに 在りて 西洋人の 缺點を 見せられつ、 ある。 彼等 は 如何に 見ても 

宗敎 道德の 事に 就て 日本人 を敎へ 導く の 資格な き 者で ある。 斯 かる 人達 を 日本に 留置かん とて 靈 力す 

る 日本人の 氣が 知れない。 彼等に  一 口 も 早く 日本 を 去って 貰 ふの が 我等 双方の 利益で あると 思 ふ。 

七月 三十日 (水) 晴 ホテル を 去り.、 朝 七 時 十八 分發の 汽車に て鹽 原に 向った。 那！^ 野ケ は 

;m 車に て、 II ぼ 川峽路 は乘合 自動車に て、 正午 少し 前に 古町に 着いた。 夕暮 近くに 今 は 信仰の 老兄 たる 

原 六 郞氏を 見舞うた。 詩篇 第 九十 篇 に 因り 舊約 民救紀 略の 精神に 就て 語り、 彼の 老を 慰めん として 力 

めた。 彼れ 並に 彼の 家族と 祈禱を 共に して^れた。 夜、 涼風に 吹かれ、 溫 泉に 身 を 潔め， 西洋人の 姿 

は 見えす、 n 光に て は 迚も 得られぬ 愉樂 であった。 曰 光 は外國 人の 樂園、 鹽原 は内國 人の 遊 園で ある。 

願ふ此 仙境の 永久に 邦人の 專有 地と して 存 らんこと を。 

七月 三十 一日 (木) 晴 午前 は 箒 川の 淸 流に 臨みて 身と 心と を 休め、 午後 二 時發、 十 時 柏木に 歸 

にん やすみ 

つた" 之に て先づ 夏休み は 半分 濟ん だので ある。 扣變ら す 半休に 過ぎす、 休養の H: 的 は 達しなかった。 

休養 は 山に 於て あらす、 海に 於て あらす である。 其 事 を 知りながら 懲も性 もな く 毎年 夏 休 を 自己 以外 

に 於て 求む るが 故に 失ば W に 終る ので ある。 「彼」 と共に 在る 事、 「彼」 の 命じ 給 ふ 事 を爲す 事、 それ 

が 本當の 休養で ある。 山 か 海 かに 於て 暑 を 避けざる 事を惡 事の やうに 思 はしめ たの は 主として 外國人 

である。 我等 は此 事に 於ても 彼等に 傚 ふの 必要 は 少しもない。 


rr- 月 一日 (金) -晴 暑い 一日 を 丸の 內某 ビル ヂン グ內の 一室に 費した。 然し 左程に 暑く 感じな か 

つた。 〇 聞く 或る 佛敎徒 は 曰へ りと 「米 國官： 敎師 には歸 つて 貰へ、 然し ィ H スを粱 るな」 と。 此聲を 

どちゃく 

怫敎 徒の 口より 閜ぃ て 我等 はィ H ス の旣に 日本に 土着し 給 ひし を 知りて 感謝に 堪 へ ない。 ィ ヱ スは宣 

敎， 師の 如くに 異敎 の破壞 者で はない。 彼 は 儒 敎、 祌道、 佛敎等 凡ての 宗敎 の眞髓 の實現 者で ある。 日 

本はィ H ス たくして 其 完全なる 發 達を遂 ぐる こと は出來 ない。 Jesus  Cluist  rame  to  Jilpan  to  stay 

である。 基督 敎は旣 に 日本人の 宗敎 とたった。 官： 敎師が 今 去っても、 基督 敎は 日本に 於て 消えない。 

感謝で ある。 

月 二日 (土) 晴 少し 計りの 仕事 を爲 しつ、 好き 一日 を途 つた。 至って 幸 幅なる 我等の 鎖 夏で 

ぢっ  .； 1 す 

ある。 讀 まず、 書かす、 只 凝と 耐えて 居れば. 容易く 暑に 堪 へる ことが 出来る。 避 暴 地の 無益の 交際 

に 絞らべ て、 此方が 遙に 好き 休養で ある。 

. ^月 三日 (日) 青 蒸 暑し 。静かなる 安息日で ある。 家族 一同の 安息日で ある。 殊に 喜びし は 女 

共で ある。 彼等に 完全の 安息 を與 ふる を 得て、 自分まで が 心安く 感 する。 集會の 無き 安息日 も 亦大な 

る恩惠 である。 

八月 四日 (月) 雨 久 振りの 降雨で ある。 心より 感謝した 。神が イスラ H ルに 約束し 給へ る カナ 

ンの吔 は 「天より 雨水 を 吸 ふなり」 と ある (申命記 十 一 章 十 一 節)。 又 萬 物 復興の 日に は r 燒 けたる 


砂 は 池と たり」 と ある (ィ ザャ書 三十 五 章 七 節)。 炎天に 雨 を 據し時 程强く 神の 恩 惠を感 する こと は 

ない。 -mi 分 は 今年 は 二度 神が 日本に 雨 を 降し 給 はんこと を 祈った。 そして 七月の 十五 日と 今月の 今日 

と- ;!： とも 自分が 祈りし 時より 一 一日 以 に 雨 を 見た" 自分の 祈りが 聽 かれての 降雨なる や 否や 勿論 知 

ら すと 雖も、 而 かも 此の 恩惠と 自分の 祈禱と 合致した 事 は事實 である。 國 が 早 魃に闲 しみつ k ある 

時に 此祈禱 を さ、 げざる を 得ない。 

(火) 半 毒 暴 中の 東京に 善き ものが 隨分 ある。 輕 井澤に 避暑す る 友人に 送らん 爲に左 

の  一 ^が 成った。 

碧 さ こそ 嚴 しかれ ども 心地好し 

ゝ. -ん VI い じん  V  と 5 き やう 

近代 人の 居らぬ 東京 

ふ, る I ご \ 

戀 愛の 事の 外に は 何事に も 熟 心に なり 得ざる 近代 人が 避暑に 出掛けて 居ら ぬ^け でも 夏の 東京に 住 心 

地 好き 所が ある。 〇 追々 と對米 熱が 冷めて 來て、 元の 靈的 活動へ と 房る ことが 出来て 感謝で ある。 何 

も此 m- た 問題 を 忘却した ので はない。 我がず ふべ き 事 を 言 ひ、 爲 すべき 事を爲 したと 信す るからで あ 

る。 二 ヶ月 以上 此 問題に 捉 はれて 我が 霊魂が 大分に 塵に 就いた やうに 感 する。 願ふ復 たび 元の 犬の 所 

に 還りて 其處に 神の 恩惠の 宇宙に 障な き靈の 生涯 を營 まん こと を。 

人 月 六日 雨 慈雨 また 降り、 言 ひ 難き 感謝で ある。 山に 在りて 少數 と共に 涼を樂 まんより 

は、 ..^^地に在りて多數と共に潘を苦しみ、 恩 惠の雨 を 受けて 共に 祝 ひ 喜ぶ 方が 幸福で ある。 降る 雨 を 


眺めつ k 歌心の 我心に 頻りに 動く を覺 ゆ。 

.Jr つの t  めぐみ  あめ う- 0:-*- 

待 望む 恩惠の 雨に 潤 ひて 

.-1 ろづ  r.ii  i  n. 

萬の スと ふ 嬉し さ 

〇久 振りに て讀書 心が 起り、 マウ ンダ ー、 H ルン スト： ソ レルシュ 等の 書 を 手に する を 得て 感謝 

であった。 如何 見ても 科學 者と 哲學者 の 方が 宗敎 家よりも 公平 で 深遠 である。 眞 理の爲 に眞理 を 愛し、 

人と して 人 を 愛し 敬 ふ點に 於て 哲學 者は遙 かに 宗敎 家の 上で ある。 多くの 宣教師、 殊に 米國 宣教師の、 

唯單に 自分の 敎 きに 人 を 引 入れん とし、 之に 應ぜ ざる 者 は寸毫 顧みざる を 見て、 彼等に 對し 尊敬の 念 

の 全然 消滅す るを覺 ゆる は 止む を 得ない。 斯 かる 宜敎師 達が 今日 直に 日本 を 去る も ョ本は 毫も 損失 を. 

感ぜざる は 何人が 見ても 明かで ある。  • 

八月 七日 (木) 晴 暴い 日であった。 葡萄牙 人 渡来 以来の 日本 外交 史を 讀んで 面白かった。 〇 或 

る 印刷工 場に 働く 敎友某 君より 左の 如き 書面に 接して 同情に 堪えなかった。 

謹呈、 上から は 太陽が トタン 屋根 を 射り つけます し、 下で は ガスで 鉛 を 溶かして 居ます。 扇風機 附 

近 は 九， ト 五六 度、 それから 離れた 所 は 百 十 度 以上 もあります。 此んな 所が 私共の 仕事場であります Q 

けれども、 此んな 場所に 堪え 得られる 健康 を惠 まれて 居る こと は大 感謝で ございます。 之れ 位ゐの 

暴 さが 忍び 甲斐が あって 張 合が ございます。 此んな 所に 親しみと 輿 味と 感謝と で 働いて 居られる の 

はお 生の 御敎 化の 御藤で ご ざ います C 

斯か る 書面 に 接して 自分自身 が 恥 かしくなる。 自分が 書齋に 於て 書いた もの を斯 かる 場所に 於て 印刷 


= 々の 生涯  < 八 

する の 乎と & ふと、 Igr- に對し 申， けない やうに 感 する。 

八月 八日 (金) 晴 引 繽き署 い 日であった。 世界の 現狀を 思うて 幽鬱に 沈んだ。 惡 いのは 米國ば 

かりで はない、 日本 亦然 りで ある。 若し 神が 特別の 恩惠を 以て 人類 を 救 ひ 給 ふに あらやば、 人類 は自 

から 救 ふ 事 は 能ない。 キリスト. 竹 臨が やはり 世界 歷史の 唯一 の 解決で ある。 米國を 貴め た 後に、 日本- 

を 省みれば 堪 へられぬ 失 と落膽 とで ある。 

八月 九日 (土) 晴 昨日 立秋に 人った。 思 ふから に 涼しく ある。 木星 は蛻座 近くに 輝き、 火星 は 

火の玉の やうに 刻々 と 地球に 近づきつ k あり、 金星 は曉の 空を賑 はす。 而 して 朝 額 は 朝な朝なの 喜び 

である。 夏の 東京に 築 難き 趣味が 多い。 此日 支那 澳 門の 地理 歷史を 研究した。. 之 を本據 地と して 第 十 

六 世紀の 葡萄牙 人が 日本人に 基督 敎を 傳播 せんとして 失敗せ し 其 事 接に 就て 讀んで 今昔の 感に堪 へな 

かった。 

. ；-月 十日 (日) 晴 築會 なしの 日曜日で ある。 或る人の 仲介に 依り 或る 所に 或る 若手の 政治 { 欲に 

會 見し、 日本の 將 來に關 する 其 意見 を 聞き、 犬に 我が 志を强 うした。 彼 も 亦 我が 傳 道の 成績 を 聞き 意 

外に 感じたら しく、 双方の 犬なる 滿 足であった。 <Jr 日の 如き 場合に 於て、 野心の 爲の 政治に 非す、 勿 

論 野心の 爲の傳 道で ない。 如何に かして 此國を 救 はねば ならぬ。 其 一事に 於て 眞に國 を 愛する 者 は 和 

合一 致せねば ならぬ。 或は 大 革新が 目前に 迫りつ i ある 乎 も 計られす、 其 時 は 自分 も キリストの 聖名 


に 由り その 爲に 自分 の 最善 を盡 したく 欲 ふ。 誠に 嚴肅 なる 時で ある。 

八月 十一 日 (月) 晴 久 ij^ りに て H ぺソ書 二 章 八 節が 心の-斗に 響いて 有難かった。 r 汝等 恩惠に 

.m りて 救 を 得、 是れ 信仰に りて なり、 己に 由る に 非す、 神の 賜な り」 と。 我が 義は 我が 外に 在り、 

十-；：^架に釘けられし神の子に於て在り。 我が 內に 於て あらす。 我 は 己 を 省みる 時に 墮 落し、 キリスト 

を 仰ぎ 瞻る 時に 向上す る。 自分で 自分 を責 むる 程 愚かなる 事 はない。 自分が 義 であり 得 やう 害 はない。 

自分 は 生れながら にして、 而 して 今尙ほ 不義で ある。 我が 義は 我れ ならざる キリストに 於て 在る。 そ 

して 彼 は 我の 不義なる に拘 はらす 永久に 義 である。 そして 信仰に 由り て 彼の 義を 我が 義 として 神に 認 

めら る。 舊ぃ單 純なる 信仰で ある。 。ハウ 口、 ァゥ ガス チン、 ル ー テルの 信仰で ある。 そして 或る 意 4^ 

に 於て 源 信、 法然、 親 驚の 信仰で ある。 人に 絡對的 安心 を與 ふる 信仰で ある。 全 宇 讲 が 滅びても 變ら 

ざる 信仰で ある。 〇雜 誌 八月 號が 出た。 自分の 對米 意見に 對し、 米國宜 敎師は 勿論の *、 其 下に 屬く 

人々 に澤 山に 惡ロを 言 はれし ことなれば、 必す 多くの 廢讀者 を 起すな らんと 思 ひしに、 <f 「日までの 所、 

輕讀を 中 込し 者の 唯 僅かに 一人な りし は 不思議で ある。 米國 人の 感化 カは强 いに は 相違ない が、 然し 

深くな い^も 亦事實 である。 彼等 は 到底 日本人の 靈魂 を敎導 感化す る こと は 出来ない。 

八月 十二 日 (火) 晴 酷き である、 窒 內の溫 度 九十 一度、 暴 さに 堪 ふるのが 唯一の 仕事で あつ 

た" 
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八月 十三 日 (水) 晴 引 綾き醤 氣酷 だし。 シャツ 一枚に 成りて 書齋の 整理 を 行 ひ、 半ば 苦熱 を 忘 

れた 0 山に 在り て 西洋人 や 近代 人と 共に 涼風に 吹かる K よりも 遙 かに 好い t 淑持 である。 

八月 十四日 (木) 晴 八月 は 何人も 遊び 癖が 附き 易い 月で ある。 夏 は 遊ばねば ならぬ とま ふ 事 は 

古い = 木に あった 事で はない。 夏に は爲 すべき 夏の 仕事が ある。 之 を 念り て 一 年の 仕事 を完 うする 事 

は屮 Z 來な い。 夏 は 遊ぶべき isT 而 かも 二 ヶ月 も 三 ヶ月 も …… と 云ふ襄 は、 是れ亦 西洋人が 日本人に 敎 

へし 多くの 惡ぃ 事の 内の 一 つで ある。 

八月 十五 日 (金) 曇 井水 は 涸れ 雨 来らん として 来らす、 犬なる 失望で ある。 今や 何よりも 欲し 

きもの は 水で ある。 生命の 水で ある。 唯 天 を 仰いで 待つ。 

八月 十六 日 (土) 曇 引 繽き斷 水に 困し む。 雲は签 を 覆へ ども 雨と なりて 降らす、 痛恨 窮 りなし 

である〕 「此眾 は 水な き 井な り、 狂風に 逐 はる k 雲な り」 とぺテ B 後書 二 章 十七 節に ある 通り、 恩惠 

を？？ らすカ 如くに 見えて 否ざる 人 はすべ て此 類で ある。 〇 日本に 本當 の愛國 心なき を 見て 痛恨に 堪 へ 

たい。 R 米 戰爭を 目的と する 對米 運動 ありとの 事 を 聞いて @ からす 心 を 傷めた。 神に 反け る此 世の 人 

等の 爲す事 は、 善 も惡も 悉く 惡 である。 今や 信賴 すべき 政治 もな く宗敎 もない。 亦 公平なる 輿論 を 代 

表する 新聞紙 もない。 其 事 を 思 ふと 我が 心臓が 强く壓 せらる k を覺 ゆ。 〇 左の 如き 書面が 東北 地方の 

或る 讀^ より 達した。 


謹啓、 御 誌 八月 號 ありがたく 頂戴 致しました。 此頃 人間と しての ィ H スを聽 かされる 機 會を得 まし 

て、 その 當時 はィ H スの 愛の 眞の 解剖 を 知って 喜ばしく 思 ひました が 間も無く 或る 不足 を 感じ 出し 

ました。 それや これ やで 近頃 は 私 は あまりに イエス 樣に對 して ファミリ ャな (狎々 しき) 氣分 にな 

り、 從 つて 祈 も 出来す、 而も 信仰 を 捨てる 譯 でも 無く、 自由に 他人に は 信仰 を 語る 奇怪な 怖し い 心 

理狀 態に なって 居り、 自ら 貴い 聖 いもの を 苦しみ 索め て 居り ましたが 何等 得る 所 無く、 極めて 平 俗 

な 日 を 送って 居りました。 然るに 今日 圖らす も 御 誌に て 「信仰」 と は 只 「マ カセ ァフグ 事」 にして 

難しく 考 ふべき に 非ざる を 知り、 ー樓の 光明 を 見出せし 心地です。 今後 は 之に 從 つて 生きて 參 らう 

と 存じます。 先づ は御禮 まで。 謹 曾。 八月 十四日 夜。 

此 はまこと に 實驗の 言で ある。 人 問と しての ィ H スを 知る は、 面 {Z  く あるが 益は尠 ない。 祌 としての 

彼 を 知っての み 心に 本當の 平和が 臨む ので ある。 今の 敎 會の衰 へた 主なる 原因 は玆に 在る と 恩 ふ。 パ 

ピー 一の ィ H ス 傅の 如き 此现 由から して 救靈 には餘 りに 用が 無い と 信す る。 「我れ ィ H ス キリス トと彼 

の 十字架に 釘 けられし 事の 外は汝 等の 中に 在りて 何 を も 知る まじと 意 を 定めたり」 との パ ゥ B の 言の 

內に 深い 道理が 籠る ので ある (コ リ ン ト 前書 一 一章 一 一節)。 

八月 十七 日 (日) 曇 世に 基督 信者 程 仲の 惡ぃ者 はない。 それ は 如何 云ふ譯 であらう 乎。 それ は 

<3<:<"<:<:厶<:厶<"<3 厶厶 AAAA 厶厶厶 AAA 厶厶  <1 厶 厶厶厶  <1<J厶<1 

多分 今日の 基督 敎 たる 者 は 主として 西洋人の 宗敎 であるから であると 思 ふ。 西洋人 相互の 仲の 惡ぃ事 

は遙に 我等 東洋人の 想像 以上で ある。 宗派 心の 强き事 は 勿論 然り であり、 そして 其 性質が 彼等が 信奉 

する 基督教に 移り、 其 基督 敎が 日本人の 間に 入り 来りて 日本の 基督 信者 を も、 彼等と 同じ やうなる 仲 
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の惡ぃ 者と なした ので あると 思 ふ。 「旣に 引 入 るれば 之を汝 等よりも 倍した る 地獄の 子と なせり」 と 

主が n ひし は、 西洋が 東洋に 遺り し 宣教師に 適用して 誤らざる 一一 一一 n であると 思 ふ。 太閤 秀吉が 日本に 於 

て 耶蘇 敎を 嚴禁 せし 主なる 现由 は、 其敎師 に 行 はる i 排斥 喑鬪 6 甚だしき にあった と 云.^。 其の 點 

に 於て 八， 日の 西洋の 宣敎師 も 三百 年 前の それ 等と 少しも 異ならない。 故に 日本人が 全然 西洋人 を 離れ 

000000000000  000O000O00000O0OO00  0  00O0 

て * 督 信者に 成ったならば、 我等 は 決して 今日の 如き 仲の 惡ぃ 者で ない に 相違ない。 深く 西洋人の 氣 

質 を 究めて 見て、 彼等 を 我等の 宗教の 敎師 として 載く 事の 如何に 害毒の 多い 乎が 解かる。 東洋人 全 體、 

殊に 日本人 は 相互に 親み 易き 民で ある。 此の 民が 愛の 福音 を 信す る 時に、 親密なる 信者が 起る ので あ 

る。 東洋人が 西洋人より 獨 立して 基 #敎 を 信す る 時に、 世界の 基督教が 一 變 する であらう。 其點 から 

考 へ て 西洋の 宣教師に、 極めて 少數を 除く の 外 は 成るべく 早く 日本 を 引上げて 貰 ひたいの である。 0 

舊友大 嶋正健 君の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 明治 十 年 以来の 友人で ある。 §:ト 七 年 問 信仰 を 共に し來 

つたので ある。 共に 聖書 を學 び、 進化論 を 研究し、 獨立 敎會を 建設した ので ある。 信 友で あり、 學友 

であり、 き 友で ある、 故に 相互に 何 を 語っても 躓かない ので ある。 贵き 哉此舊 代人よ。 近代 人 百 萬 人 

にも 勝 さ る 神 の 賜物で ある。 

八月 十八 日 (月) 晴 少しく 山に 親まん とて、 或る 若き 友に 伴 はれて、 群馬縣 利根 郡淸水 越の 麓 

？ぉ扮 を 指して 出發 した。 溢 川より 沼田まで、 利根 川の 兩岸を 縫うて 汽車の 走る 所 は 爽快であった。 

BEE より 目的地までの 乘合 自動車 は 決して 快い ものではなかった。 湯 檢曾は 明治 廿 一年、 余が 新 潟な 

る 萬 北越學 館假敎 頭と して 招かれて 赴任す る當時 一 泊した 所で ある。 今 は 昔の 跡た く、 只 豊富なる 溫 


泉の 到る 所に 湧出す るの みで ある。 山 は 深く、 風 は 涼しく、 遠路 を 冒して 來る 甲斐の ある 所で ある。 

八月 十九 日 (火) 半晴 久 振りに て 草鞋ば きになり、 若き 友に 荷物 を脊 負うて 貰 ひ、 二人 踵を聯 

ねて 山 を 下った。 利根 上流 沿岸の 風景に 賞美すべき ものが 多く ある。 途中 鐵道省 貨物自動車に 追附か 

れ たれば、 沼田 驛 まで 運搬 を 乞 ひし 所、 喜んで 承諾 を 得、 二人 貨物と して 無蓋貨車の 內に積 込まれ、 

三 里の 途を 搖れ ながら 運ばれた。 沼田、 ^川、 屮之 條を經 て夕暮 近くに 四萬溫 泉に 着いた。 浴客 滿員 

にして 泊る に窒 なく、 八疊 敷きの 一室に 知る と 知らざる と を 合 はせ て 五 人、 汽船の 三等 客と なった 積 

りで 面白き 一夜 を 過した。 山中に 靜 かなる 時 を 持たん と 欲して、 其 目的 は 美事に 外れ、 近来に ない 混 

雜 なる 時を與 へられた。 然し 乍ら 彼等 も呰な 我が 同胞で あると 思へば、 彼等と 同宿す る は 少しも 膨で 

ない。 彼等の 內に酒 一滴 飲む 者な く、 相互に 禮を盡 し、 相 讓り相 親しんだ。 米國 人なん どの 間に 到底 

見る こ と の3^來た ぃ狀態で ある。 

八月 二十日 (水) 半晴 正午 頃 歸途に 就いた。 乘合 自動車、 田舍 電車、 三等 切符 を 利用して 夜ト 

時に 柏木に 着いた。 此行久 振りに て 我 故 鄕の上 州に 入り、 多くの 上 州 人 を 見た。 多くの 我お 5<ジ さんに 

肖た る 人 を 見て 懷 かしかった。 多分 他人が 自分 を 見る 時に 同じ様に 見える ので あらう。 骨格 太く- 色 

M 一く、 眉毛 濃く、 そして 外面の 偉怪 なる に 較べて 心 は 至って 優 さしく ある。 物 を 問へば 我が 尋ねざる 

事まで を 語る。 勿論 上 州 人に も惡 人が 在る。 然れ ども 透明なる 彼等 は 陰險の 人た らんと 欲する も 得な 

い。 彼等 自己 を隱 さんと 欲する も 能 はす、 馬鹿は馬鹿なりに馬鹿をさらけ5^^ょり他に途を知らた ぃ0 
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余 は 今 曰に 至り 上 州 人に 對し 深き 同情 を 表す。 彼等 も 亦： n 本人の 一部分であって、 日本！； 完成の 爲に 

何 か爲 すべきの 天職 を 有つ と 信す る。 上 州 人 は中國 人の やうに 利 巧で ない。 又 九州 人の やうに 才智に 

長け ない。 唯 有の 俊 である。 陛下の 赤子で あると 同時に 神の愛 子で ある。 上 州 人は大 なる 希 tl-t を懊ぃ 

て 可な りと 信す る。 

八月 二十 一日 (木) 半晴 新舊 著述の 校正に 全日 を 費した。 齢 六十 四 歳 なれ ども 倒かぬ 日と て は 

殆んど 無い。 また 養老の 途 も^はって 居らす、 勿論 恩給に 與 るの 道 もたい。 只 全能の 祌を 信じ 擔ひ切 

れぬ i 任を擔 ひ、 毎日 孜々 とし 価く のみで ある。 

八月 二十 二日 (金) 曇 引 i 极き對 米 問題に て 時間 を錄 はる。 朝 早々 基督 敎界 世話 燒 きの 一人なる 

鳥 取 縣人茶 氏の 訪問 を 受けた。 余の 對米 態度 を 詰 難せ ん爲 であった。 此 類の 人の 唱 ふる 所 は 千篇一律 

である。 彼等 は米國 人が 日本人 を 排斥す る を 責めす して 余が 米 國人を 排斥す る を 詰る。 彼等 は 凡ての 

問題 を淺く 解し、 f!S く 感じ、 輕く 動く 人達で ある。 堪 へられぬ 人達で ある。 き ii"3i!i".J4.^ いた。 

八月 二. i" 三日 (土) 晴 久擬 りに て； 大國を 瞥見した。 其 榮光を E 心うて 地上の 事 は 何う でも {且 いと 

贝 うた。 確 ft に fK 國に 人る の 資格 を 得たり と 信す るまで は、 眞の 平安 を瘦る こと は 出来たい。 而 して 

； t は 午 リストの 故に、 此- 非人に も 此资格 を 與へ給 ふ。 室に 有難い である。 


八月 二十四日 (日) 晴 引 緩き 暑い 日であった" 說敎 を爲す 代りに 雜 誌の 編輯に 從 事した。 此世 

の 問題 は 今月 限り に て 切上げ、 復び元 の 聖書 研究 に歸 らうと 欲 ふ。 

八月 二十 五日 (月) 曇 相變ら す嬸 しいの は 我等の 手許に 達する メキシコ 通信で ある。 チヤ バズ 

州 H スキン トラ 村 H スぺ ラン ザ 農場 主婦よりの 書面の 一 節に 曰く、 

先生、 此の 邊は 誠によ ぃ處 でございます。 折 かさなる 美しい 山の すがた、 水の 淸ら かで 美味なる 事、 

とても 拙い 筆に はっく されん 程天惠 がみち あふれて 居ります。 こんなうる はしい 天然につ、 まれな 

がら、 よくも 白晝 掠奪 等平氣 です る氣 が何處 から 起る のかと 不思議に なって 參 ります。 けれども さ 

う 云ふ淺 ましい ぉ氣の 毒な 人 の 心の 上に で も 聖靈が ひ とた び 倒き 給 は 昨日に か は る 幸な 身分に す 

つかり か へ られ ると 云 ふ 事實も 聞きまして、 早く fin 葉を覺 えて 此 よろこばしき 尊き 福 昔 を か i る 人 

にわかたなくて はす まな い とつく- ^^じます。 

土民の 掠奪に 遭 ひし 後の 所感と して 殊に 貴く ある。 此心 ありて 世界 到る 處が 我が ホ ー ム である。 


八月 二十 六日 (火) 雨 大雨 終に 到り、 萬 物 蘇生し、 井水 は 湧出で、 歡喜 極まりなし である。 生 

命の 水の 貴 さ を 今更な がらに 感じた。 〇 米國プ リン スト ン大 學祌 學敎授 として 基督 敎 世界に 有名な り 

し 古い チヤ ー ルス • ホッジの 著書 『哥林 多 前後 書 註解』 二 冊 を 古本に て 手に入れる 事が 出来て 嬉し か 

つた。 千 八 百 七十 八 年英國 倫敦の 出版であって、 今や 得難き 珍本で ある。 成るべく 米！： 人の 著した 書 


は讀 まじと 決定せ し 自分に 取りても、 斯 かる 著書 は 例外で ある。 古い 米國 人の 屮に 偉ら い 人が あった。 

ホッジ は 確に 其 一人で ある。 自分 は 今日まで 旣に 多く を 彼より 學ん だ。 今より 後 も 彼より 學ば しと 欲 

する。 然し 彼の 木！： に 於て 多分 彼より 學 ばんと 欲する 者 は 今 は 極めて 少數、 或は 皆無で あると S ふ。 

此事 其れ 自身が 彼の 著書が 自分に 取り 特に 贵き 所以で ある。 

八月 二十 七日 (水) 雨 冷氣加 はり、 讀書慾 起り、 古代史 殊に ァラ ビヤ 民族史 を 復習して 面，：： か 

つた。 現代 を 離れ、 而 かも 現代に 深き 關係を 有して、 古代史に 興味の 盡 きざる 者が ある。 

八月 二十 八日 (木) 半晴 久 振りに て 哥林多 前書 第 十五 章 を讀ん だ。 何の 疑 もた く 文字通りに 之 

を 我が 信仰と して 受 くる ことが 出来て 犬なる 感謝であった。 余の 對米 態度 を强く 非難す る 基督 敎會の 

人々 にして、 幾人が 肉體の 復活 を 信じ 得る 乎、 極めて 少数で あると 思 ふ。 信者に は對米 問題よりも 大 

にして 緊要なる 問題が ある。 前者 は 暫時 的 地上の 問題で ある。 後者 は 永久 的 天上の それで ある。 時と 

處と、 社會 と敎會 と、 然り 道德其 物と すら 關係 なき 問題に 觸れ て、 我等 は 地 を 離れて 天上 高き 所に 我 

が 居 を 移せし が 如くに 感 する。 「若し キリスト 甦ら ざり しなら ば汝 等の 信仰 は 空しく、 汝等 は尙ほ Sii; 

に 居らん」，」 然り、 然り、 ァ ー メン。 彼れ 甦り 給へ り、 神 は 彼に 在りて 信す る 我を義 とし 給へ り。 感 

謝。 

八月 二十 九日 (金」 曇 書籍 發 行に 就き 不相變 色々 と 行 遠 ひ あり 不偸 快であった。 最も 偸 快た 時 


は 一 生 懸命に 書く 時であって、 其 後 は 悉く 不愉快で ある。 我が 精神が 凝結して 形 を 取りて 商品と 成つ 

たので あると 思へば 情けた くなる。 不愉快 は當然 である。 然し 政府 ゃ敎會 より 補給 を受 くるに へて 

見れば 遙に 幸！ i である。 咬いて はならない。 

八月 三十日 (土) 半晴 引續き 暑氣强 し。 警視 鹿 外事 課 官吏の 訪問 を 受けた。 日本に 於け る 基督 

敎の狀 況に關 し 多く 質問 せらる k 所があった。 自分の 知って 居る 丈け を 答へ た。 自分 は 基督 信者で あ 

るが、 外國宜 敎師ゃ 彼等の 經營 する 敎會と は 何等の 關係 なき 事 を 述べし 時に、 彼 は 非常に 不思議に 思 

つたら しく 見えた。 日本に 外 國宣敎 師とは 何等の 關係 なき 幾千の 基督 信者の 在る 事 は 政府の 役人 や 政 

治 家 等に は， 初耳ら しく ある やうで ある。 

八月 三十 一日 (日) 晴 引續き 暑い 日であった。 集會 なし。 蓄音機に 讚美歌 を 聞き、 ビショップ. 

ライ トフ ー トの 『加 拉太書 註解』 に 聖書 を學び 幾分 か 安息日 を 憶えた。 玆に 暑い 長い 八月 を 終って 感 

謝で ある。 隨 分と 仕事 を爲 した。 多分 近來 稀に 持ちし 有签 なる 夏であった らう。 又復 十字架の 福 昔の 

宣傅を 以て 秋の 仕事 を 始め やうと 思 ふ。 それの みが 唯一 の樂 しみで ある。 此結 大の樂 しみが あって、 

他に 樂 しみが なくっても 可い。 然り 多くの 苦しみが あっても 可い ので ある。 

九月 1 日 (月) 晴 震災 一 週 年で ある。 粗食して 此日を 記念した。 「歎き 悲み 甚く 憂 ふる 聲ラ マ 

に 聞 ゆ、 ラケル 其 兒子を 歎き、 其兒 子の 無き に 由り て 慰 を 得す」 を 思 出した (馬 太 傳ニ章 十八 節)" 
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然し 地- g よりも 犬なる 災禍 は 米國の 排日で ある。 而 かも 前者 を 歎く 者 は 多くして.' 後者 を 憂 ふる 者 は 

ない。 地. 簾 は 財 產を壞 ちしに 過す と雖 も、 排日 法は權 利を楚 うた。 此俊 にして 抛棄し 置けば、 日本 

は國 として 亡ぶ るので ある。 其 事 を 思 ふて 慮に 堪 へない。 斯 かる 時に 我 主の 十字架 を仰瞻 る。 ^界 

と 人類と は 如何に 成 行く とも、 我に 永久に 亡びざる 世界が ある。 それ は 祌が其 聖子を 以て 建た まひし 

光の 國 である。 此は 地震 义は 法律 を 以てして 壞っ ことの 5,1 來 ない 世界で ある。 米國は 滅び、 日本 は滅 

びても、 殘るは 此聖國 である。 

うつりゆく^ にも か はらで たてる 

主の ト字 架に こそ われ はた よらめ 

である (讚美歌 第 八十 一 番)。 

九月 二日 (火) 晴 加 拉太書 全部 を通讀 して 犬なる 能力 を 得た 。バウ a は實に 偉ら い 人で ある。 

彼が 今 若し^に 在ったならば、 基督 敎界 は總 立ちに なって 彼 を 排斥した であらう。 五隶 十二 節の 如き. 

今の 敎會 の敎師 など は暴霄 として 赦 さなかった であらう。 幸に して 彼等 は その 何 を 意味す る 乎 を 知ら 

ない。 故に 之に 對し训 に 抗議 を. E. 出さない ので ある。 余が 米 國に對 して 暴言 を 吐いた と 曰 ふて 憤る 我 

1" の 基督 敎會の 敎師方 は、 此 節に 表 はれた る バウ 0 の 暴言 を责 むる の 勇氣が ある だら う 乎。 ル ー テル 

は 加拉太 書を稱 して 彼の 「戀 人」 であると 云うた が、 余 も峪ぼ 同一 の 事 を 云 ふ 事が 出来る。 此書を 手 

にして 余 は 宣敎師 並に 彼等の 敎 會に對 し、 獨り 余の 信仰 を 維持す る ことが 出来る。 〇 人生 は 其 一面に 

於て 失望の 連 緩で ある。 國に 就て 失望し、 社會に 就て 失望し、 敎會に 就て 失望し、 友人に 就て 失 SI- し、 


親 こ 就て 失？ し、 子に 就て 失 tl- し、 師に 就て 失望し、 弟子に 就て 失！！ し、 夫婦 相互に 就て 失望し、 而 

on  00  000  00  00  0  0-0000000  00  0  0^0  ^L-.oo:^o 

して終に自分に就て失&^！す。 然れ ども、 あ &然れ ども ィ H スキ リストの 御 父なる 眞の 神に 就て は滿足 

^ト^き：； が. f-t^o 而 して 此滿足 ありて 失 は 終に 失 § 卞： たらざる に 至る。 眞の クリスチャンの 生涯の み 

眞の滿 足の 生涯で ある。 感謝で ある。 

九月 三日 (水) 晴 家 埃の 者 同居人と 共に 全部 出拂 ひ、 自分 獨り 家の 留守番 を勒 むる 事に なった „ 

閑靜 にして 甚だ 偸 快であった。 支那 內地 傅道會 社より 送金 受取の 報に 接し 嬉しかった。 上海 附近 動亂 

の 爲に其 安着に つき からす 心配した。 米國 より 傅 道を受 くるの は 厭で あるが、 支那へ 傳道を 送る の 

は 喜ばしく ある。 米 國人は 曰う であらう 「汝 が爲 さんと 欲する こと を 我に も 汝に爲 さしめ よ」 と。 然 

り 若し 米國 人が 自己 を 忘れ、 日本人 を 尊敬し、 全然 無條 件に て 我が 傳 道に 參加 せんと 欲するならば、 

我等 は 喜んで 其 請 ひに 應 する であらう。 然れど 我等 を 劣等 人視 し、 我等 を驅 つて 己が 敎會 の，^ 員たら 

しめんと 欲する 彼等の 傳道 は、 到底 之を受 くる こと は 出来ない。 願 ふ祌の 恩葸に 依り、 我等が 米國宣 

敎.， より 受けし 幾多の 侮辱に 鑑み、 我等 は 自己と 自己の W 體 とに 何の 求む る 所な く、 單に 先方 本位に 

我等の 傳道を 行 はんこと を。 

九月 四日 (木) 晴 雜誌 校正 を 了った。 不相變 面倒なる 仕事で ある。 支那 內亂の 報知 を讀み 痛恨 

に堪 へない。 玆に亦 *1 界戰 (命 を 惹起す に 足る 事件が ある。 憐 むべき 人類よ と 言 ひたくなる。 全 ゆ 3, ルが 

累 卵の 危 きに 於て 在る。 唯 然し 神 在し 給 ふ。 夫 故に 安全で ある。 宇宙 は 失敗に 終らない、 安心して 可 


:w 々の 生 1^  1 〇c 

なりで ある。 

九月 五日 (金) 雨 齒科醫 幅 田利祐 君の 親切と 技術と に 由り 口腔の 改築 を 終り 大 なる 感謝で あつ 

た。 實に難 工事であった。 願 ふ 此恩惠 を 神と 同胞との 爲に 最も 有益に 使用 せんこと を。 〇1^ る 日 木の 

佛敎に 精 i した 人が 余に 就て 曰うた 「遠くより 彼の 行爲を 見れば 彼 は 日蓮 型で ある。 近づいて 彼の 信 

仰を尋 ぬれば 彼 は法然 型で ある」 と。 余 は此！ t を閒 いて 非常に 有難かった。 余 は 日蓮 を 敬 ふが 彼と 信 

仰の 系統 を 異にする。 余が 若し 基督 敎に 入ら ざり しなら ば、 源 信、 法然、 親鸞の 佛敎に 落 付いた に 相 

違ない。 そして 淨土 門の 佛敎に 篤く 歸依 せし 日本 國民 はパゥ 口、 ァゥ ガス チン、 ル ー テルの 福音 的 基 

督敎に 新生 命を發 見す るので は あるまい 乎。 歐 米に 於て 一 種の 社 會敎と 化せし 基督 敎は 日本に 於て 设 

たび 元の 單 純なる 福音に 歸り、 斯 くして 復 たび r 宗敎 革命」 を 全世界に 起す ので は あるまい 乎。 今日 

の 日本に 出て 欲しき は米國 流の 活動家で はない、 靜 かにして 待び- む法然 流の 信仰 家で ある" 嗚呼 神よ 

日本 國を 祝福し 給へ。 

九月 六日 (土) 雨 朝家 を 出、 午後 信 州淺間 山麓の 星野溫 泉に 來た。 二 年 前の 夏の 隱家 である。 

秋 氣旣に 全山 を 覆 ひ、 急に 别 世界に 人った 心地が した。 

九月 七日 (日) 晴 高原の 麗 はしき 安息日で ある。 四 五 人の 同志と 讚美 を唱 へ、 聖書 を讀ん だ。 

所感と して 左の 如く 述べた。 


信者に 取り 最も 幅 ひなる 時 は 自分の 缺點が 確然と 見えた 時で ある。 其 時 他人の 罪 は 容易に 之 を赦す 

ことが 出来、 又 神 も 自分の 罪を赦 して 下さる 事を認 むる。 他人の 缺點の 見えた 時に 一種の 滿足 を感 

じないで はない が、 それ は淺 い、 直きに 消 ゆる 滿足 である。 最も 深い 幸 一 i は 自己の 罪の 認識 を 以て 

始まる。 縱令 罪人の 罪と 雖も 之を責 むる は 決して 健全なる 事で はない。 神に 代って 責む ると は 云 ふ 

もの、、 之に 從 事して 自分が 他を鞫 くの 虞れ が ある。 云々 

〇 午後 輕 井澤に 友人 を訪 うた。 少しく 宗敎 論を鬪 はした。 澄み渡り たる 秋の 空に 半月と 火星の 光 を 浴 

びながら 夜 九 時 沓掛の 宿に 歸 つた。 

九月へ 日 へ 月) 晴 休日ら しき 休日で ある。 秋の 仕事の 準備に 取掛 つた。 活動で はたい、 修養で 

はたい。 我等 は 夏期 修養 會を 開かない、 年中 修養して 夏 は 休養す る。 

九月 九日 (火) 半晴 無爲の 一 日であった。 然し 爲 さんと 欲する のが 間違 ひで ある。 基督 者 は 事 

紫 家で はない、 信仰 家で ある。 彼 は 何を爲 さなく とも 可い ので ある。 彼が 若し 何か爲 せば、 それ は 遊 

戲 か道樂 として 爲 すので ある" ヮ ー ク、 ヮ ー クと云 ふ米國 流の 信者に は 此事は 解らない。 然れ ども 誤 

ら ざる 基督 敎の 眞理 である。 

.i^ 月 十日 (水) 晴 淺間山 噴火し、 灰 を 降らす、 黑煙天 を 覆 ひ壯觀 であった。 〇 白米 病に 鞭り、 

胃腸 カタル を 起して 苦んだ。 白米 はたし かに 毒物で ある。 家に 在て は 二分 搗 きを 食し、 白米 は 決して 
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攝らぬ 事に して 居る。 外出の 困難 は 白米 を 供 へらる- -事 である。 若し 日本人 全部が 白米 を廢 し、 玄米 

か然ら ざれば 一 一分 搗 きを 食す るなら ば、 其 利益 如何ば かりで あらう。 

九月 十 I 日 (木) 曇 床に 就いて 休んだ。 日米 問題に 就いて 考 へた。 米國 海軍大臣が シャトルに 

於て、 今や 東西 文明が 太平洋 を、 挾さん で、 平和的 方法 か 乃至 戰爭に 依りて 一方 を 退却せ しむる 時で あ 

るとの 意味の 演 說を爲 したと 云 ふ。 憐 むべき アメリカ人よ、 何故に 此 時に 人類の 理想た る 東两兩 文明 

の 融合 を 計らざる 乎。 何にも 一 方 を 退却せ しむる の 必要 は 少しもない。 今や 米國の 方が 日本よりも 遙 

に好戰 的で ある。 

九月 十二 日 (金) 雨 氣分 未だ 本に 復ら す、 但し 勇氣を 鼓して 少しく ぺ ンを 採った。 小 諸、 岩 村 

田より 二三の 友人の 訪問 あり、 胸襟 を 開いて 談 する 事が 出 來て樂 しかった。 田舍に はま だ 舊ぃ純 日本 

道 德が淺 つて 居る。 彼等 は 都會の 近代 人の 爲す事 を 聞いて 呆れて 居る。 日本の 强 味は是 等田舍 人に 於 

て 在る。 余 は 彼等に 成るべく 子弟 を 都會に 送らざる やうに 勸 めた。 

九月 十三 日 (土) 晴 柏木に 歸 つた。 病む 爲に 山に 行いた やうな ものである。 主の 聖旨で あらう * 

〇 『羅馬 書の 研究』 が 出た。 菊 版 七 百 十二 頁の 大冊で ある。 余の 名 を 以て 出た る 最大の 書で ある。 心 

より 神に 感謝した。 デ ディケ— シ ョ シ の辭に 自分ながら 淚が こぼれた。 

余と 時に キリスト を 信じ、 一生涯 を 通う して 信仰 を 共に して 来れる、 同校 同級 同室の 友なる、 


北海道 大學敎 授理學 g: 士 ドクトル 宫部金 吾 君に、 舊 友の 渝ら ざる 愛 を 以て 此の 書を獸 す。 著者 

四十 七 年 前の 札幌の 事が 思 出さる。 時には 國贼と 呼ばれ、 時には 偽善者と 呼ばれ、 今尙 ほ外國 宜敎師 

配 卜の 基督 信者に はゴ ロッキと 稱 せらる。 然るに 兎にも角にも 五十 年 近く 信仰 を锻 綾す る 事が 出來 て、 

玆 に亦此 註解 書 を^に 提供す るの 特權 に與 つた。 天國へ 行き 得 やう 乎、 地獄に T 漆ち るので あらう 乎、 

余 自身の 與り 知る 所でない。 兎にも角にも 神の 器と して 使 はれて 今日に 至りし 事 を 神に 感謝す る。 

九月 十四日 (日) 暴 n 朝 架 書 講堂に 禮拜說 敎會が 問 かれた。 來會者 百 五十 餘名、 一同 我家に 還り 

來 りし やうに 感じて 犬なる 喜びであった。 又 上海なる 支那： 地傳道 會社ジ H 1 ムス • スタ ー ク 氏より 

先般の $ ^金に 對し 謝辭の 書面が 達して、 是れ亦 非常に 嬉しかった。 今度 は 更らに 甘 肅省蘭 州に 於け る 

醫疲傅 道に 參加 する 事に 成った ので ある。 誠に 幸なる 事で ある。 讀者 諸君が 益々 我等の 此 事業に 參加 

せられん；5^^を希望する。 ^に 「宜 敎師の 敵」 と稱 せらる，^ 我等が、 支那に 於て 宣敎師 と共に 宣 敎に從 

事す ると は 誠に 氣持 好き 皮肉で ある。 斯んな 皮肉なら ばい くら 皮肉っても 反對は あるまい と 思 ふ。 如 

e—？ 

九月 十五 日 (月) 曇 病 未だ 全く 癒えす 時々 床に 就いて 休んだ。 秋の 到来と 共に 福 昔 熟が 復興し， 

西洋 殊に 米國に 於て 魔れ た 十字架の 幅 昔 を 我 日本に 於て， お 興せん との アム ビ シ ョ ン の 勃々 として 我が 

胸屮に 動く を覺 ゆ。 今や 最早 米國 並に 米國 人な どに 頓着すべき 場合で ない。 死者 をして 死者 を 葬らし 

めよ である。 我等 は 我等の 命ぜ られし仕^5|- に 就く ベ きで ある。 
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曰 A の 生涯  一 oal 

九月 十六 日 (火) 大雨 元氣 未だ 元に 還らす、 床に 就いて 休んだ。 床 中に て 支那 甘肅 省の 地理 を 

研究した。 殆んど 日本犬の 一省で ある。 An 一  千 萬餘、 其 內八百 萬 は囘敎 徒で あるとの 事で ある。 支 

那人、 西藏 人、 韃 靼 人、 滿洲 人、 蒙古 人 等の 雜居 地で ある。 そして 其內に 近世 式の 病院 は 只 一 つ 蘭 州 

府の ボルデ ン紀念 病院が あるの みで あると 云 ふ。 そして 該 病院に 働く 三人の 醫 員の 內の 一人の 傣給を 

我が 硏究會 が負檐 する 事に なった ので ある。 いか 計りの 榮 譽ぞ。 亜 細亞 大陸の 中央に 在り、 海 拔五千 

尺、 黄河の 上流に 瀕し、 靑海湖 産の 魚類の 外に、 食すべき 魚肉の 無き 所に、 キリストの 福 昔の 爲に醫 

療に從 事し つ、 ある 我 支那の 兄弟の 爲に、 我等 は 祈る 事 を 怠って はならない。 

九月 十七 日 (水) 曇 未だ 床 を 離れ 得す、 終日 横臥して ゐた。 支那 歷史の 復讀が 主なる 仕事で あ 

つた。 時々 十字架 を 仰ぎ 瞻る、 そして 大 たる 力 を 得る。 自分の 近親の 者まで が、 自分 を 怖い 近づき 難 

き 者な りと 思 ふ を 見る 時に 堪 へ 難き 苦痛 を感 する。 自分 は眞 直ぐの 途を步 むより 他に 取る ベ き 途を知 

らな いので ある。 故に 時には 殘 酷に 見える ので あると 思 ふ。 然 かし 人に 如何に 思 はる &も構 はない。 

自分に は 人の 知らざる 喜びが ある。 「彼」 を 仰ぎ 瞻る 時に、 人生の 苦痛 は 何 處へか 失せて、 讚美の 歌 

,110 づ くちびる のぼ 

は自 から li: に 上る ので ある。 

九月 十八 日 (木) 晴 病氣 大分に 快し、 然し 磬氣 今に 猶ほ强 くして 何事 も 手に 着かす。 支那の 內 

亂と 東京 市の 腐敗と に 唯 呆れ Ei- つるの み。 其他此 世の 事 は 一 として 失： は W ならざる はない。 願ふ此 世の 


失 筌に逐 ひ やられて 單 純なる 幅 昔の 希望に 還らん 事 を。 〇 美 作の 小 松鐵ー 郞 君より 左の 如き 激勵の 書 

面が あった。 

…… 『聖書 之 研究』 誌上に 於て 絕 えす 御 敎導を 蒙り 候 事 は 感謝に 堪 へざる 處に 候。 特に 本 月號の 

「霄 葉の 宗敎」 r 敎 派絕滅 の途」 兩 頁ー讀 三嘆、 衷心 ァ ー メンと 應答致 候 …… 基督 敎に關 する 如何 

なる 新聞 雜誌 著書に も、 說敎 講演に も 到底 か る 聲を聞 得 不申候 云々。 

此は 永き 信仰的 生涯の 經驗を 有する 實 直なる 田舍 信者の 應答 である。 之 ありて 都會 近代 人 百 萬の 反對 

ある も敢て 意と する に 足りない。 彼れ 一 人 をカ附 くる 爲に 丈け でも 毎月 本 雜誌發 行の 勞を 取る 充分の 

價 他が ある。 

九月 十九 日 (金) 半晴 聖書 講堂 講壇 改榮 にて 騷 がしく ある。 柏木 中に 此 番地 程 大工 其 他の 職人 

の 出入の 繁き所 は あるまい。 然し 神の 聖語 を取极 ふから に は、 擴張 改築 は 止む を 得ない。 福 昔 宣傳の 

爲に 費す 金 は 少しも 惜しくない。 そして 何人に も 乞 ふ 事な くして 工事 を 施す 事が 出来て 感謝の 至りで 

ある。 只 我等の 靈に イン スピレ ー ショ ンの絕 え ざらん こと を。 常に 傅 ふべき 新しき 眞 理を赐 はらん こ 

と を。 神に 代って 語る の 勇氣と 確信との 斷 えす 我が 所有た らんこと を〕 此日 詩篇 第 十篇、 H ゼキ H ル 

書 第三 十七 章 等が 強く 我心に 訴 へた。 或る 篤信の 米國 婦人に、 米國 人の 意見が 成る に 非す、 聖書に 示 

された る 神の 聖旨が 成る ので あると 書 贈られて、 今更な がらに 目が 覺 めた やうに 感じ、 大 なる 慰藉 を 

得た。 
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九月 二十日 (土) 半晴 自分 を澤 山に 敎 へて 吳れた 人 は英國 の^ 書學者 H • B • ス ヰ ー ト である A 

彼は穏 他の 學 者であって. 自分の 如き 者 を 導く に は 最も 適當 たる 敎師 である。 近頃 また 彼の 著に 成る 

『聖國 に 係 はる 譬話』 を讀 み、 敎 へらる k 所が 多くあった。 何ん と言うた とて 英國聖 公會は 偉ら い。 

他の 敎會 のとても 及ぶ 所でない。 斯く云 ひたれば とて 勿論 余が 聖公會 に 人らん と 欲する ので はない。 

え 月 二十 I 日 (日) 雨 今秋 最初の 聖書 研究 會を 11 いた。 來會者 朝 は 二百 名餘 り、 夜 は 百 名、 舊 

き 節；^ れ 多く、 常に 變ら ざる 樂 しき 會 合であった。 朝 は 讚美歌 第三 十 五番 を 以て 始め、 夜 は 第 十 二番 

を 以て 終へ た。 ィザャ 書 四十 五. U 廿ニ 節と、 ピリ ピ書ニ 章 ra: 節と が 我等に 研究の 题 目を與 へた。 肉體 

の 健康 は 勝れなかった が、 靈魂は 精氣と 希が W とに 燃えた。 

九月 二十 二日 (月) ft  31- 分 大分に 快く、 少しく ぺ ンを 執る 事が 出来た。 自分と 略 ぼ 同年の 人で" 

若い 時より 金儲け 事業に 從 I* し、 齢 六十に 垂ん として 實 業界より 足 を 洗 ひ、 精神 界に 人って 活動した 

しと 云 ふ 人に 近頃 大分に aw 會ふ。 自分の 如き 壯年 時代に は 逆境 者と 見做されし 者が 老年に 入って 羡望 

の g と 成る と は實に 不思議の 現象で ある。 自分と しても 決して 得意の 地位に 在る 者で はない が、 然し 

今日 自分の 從 事し 来りし 業より 脫 せんと は 毛頭 思 はない。 自分 は 自分の 爲 せし 又今爲 しつ、 ある 此仕 

事より..； い 善き 仕事の ある を 思 ふ^は 屮 Z 來 ない。 「準 繩は 我が 爲に 好き 地に 洛ち たる 哉」 である。 自 

分に 失 は あるが 悔み はない。 それ 丈け が大 たる 感謝で ある。 


九月 二十 三日 (火) 曇 昨夜 札 幌宫部 家の 慶事の 披露 會に 出席し、 大略 左の 意味の 卓 上演 說を爲 

した。 

私 は宮部 君と は 明治 八 年 外 國語學 校以來 殆んど 五十 年 問の 友人で ある。 札幌に 行いて より 四 年間 同 

級 同室の It を 緩け た。 今年に 至る まで 曾て 一 囘も 啤 をした 事 はない。 それ は 全く 君の 溫 良なる に 

因る のであって、 私の 柔和なる に 因る ので はない …… 扨 何が 故に 斯 くも 永く 友交 を 核け 得し 乎と 云 

ふに、 それに は 理由が あるので ある。 同室 四 年間の 生涯に 於て、 毎夜 十 時の 鐘 を 聞けば、 我等の 內 

1 人が 必す室 を 去る 事に なって 居た。 何の 爲に 乎と 云 ふに、 獨り 人の 見ざる 所に 於て 神に 祈らん 爲 

であった。 君が 去りし 夜に は 私が 止まり、 私が 去りし 夜に は 一?;; が 止まった。 そして 長い間に は、 ま 

だ 祈禱の 姿勢に 於て 在りし 間に 相互 を 見た ので ある。 此 神聖なる 熊 度に 於て 相互 を 見し 我等 一 一人に 

は、 相互に 對し 深き 信賴が 起らざる を 得なかった ので ある。 そして 此信賴 を 以てして、 長き 一 生の 

問、 我等の 問に 何事が 起 りても、 我等の 問の 友誼 は 少しも 害 はれなかった。 四 年間の 祈禱に 由て 結 

ばれし 友誼で ある。 故に 鞏問 である、 少しも 傷 けられす して 今日に 至った ので ある 云々。 

と。 ネ 上演 說 として は廣 面目 過ぎた と は 忍うた が、 事實 であるから 隱し 得なかった。 そして 何れの 時 

代に 於ても 本當の 友誼 は 祈禱に A らす して は 成立 しないと 信す る。 

九月 二十四日 (水) 曇 雜誌十 月 號の 編輯に 全日 を 費した。 久しく 此 世の 問題に 容 像して 我が 靈 

魂が 塵に 就きし 感 があった が、 秋冷 到来と 同時に 元の 聖書に 還り 来りて 淸舆此 上な しで ある。 神の 聖 

語 を 取扱 ふ 時に、 米國が 何を爲 さう が、 日本が 如何に 成 行かう が 心配 更にな しで ある。 祌の聖 3e が必 
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す 成る と 信 すれば、 世界 何事 も 可なら ざる はなしで ある。 然し 人間で ある 以上 は 偶に は此 I の 問題に 

引 込まる k は.^ む を 得ない。 多分 此事 あるが 故に、 聖書の 味が 一 曆强く 感ぜら るので あらう。 

九月 二十 五日 (木) 半晴 今や 祈禱は 至って 簡短 である。 「聖旨 をして 成らし め 給へ」 で 殆んど 

盡 きる。 自分に 就き、 家族に 就き、 國に 就き、 人類に 就き、 何う して 下さい 斯うして 下さいと は 祈ら 

ない。 唯 貴 神の 善き 聖旨 をして 成らし め 給へ と 祈る。 そして 唯 毎日 我 手に 來る 仕事 を 成るべく 忠. K に 

爲す。 自分が 自分の 事に 就て 心配す る遙か 以上に 祌は 自分の 事に 就て 心配し 給 ふ。 

九月 二十 六日 (金) 晴 木犀^き 香 ひ、 遐 はしき 靜 なる 秋の 日であった。 半日 休み 半日 働いた。 

我が 弟子と 稱 する 人の 內に、 幾年 我が 說敎を 聞いても 恩惠の 福音 を 解せ ざる 者 多き を 知って 痛 歎に 堪 

へなかった。 是れ 主として 我が 信仰の 足らざる が 故な りと 思うて 神に 微 悔した。 惡ぃ 事を爲 さない の 

みが 信者で はない、 進んで 善を爲 さねば ならぬ。 聖き 愛に おえねば ならぬ 。神の 御 赦しを 得て 人の 罪 

が  するど  ひろ 

を 悉く 心の 裡 より 赦 さねば ならぬ。 我を張って はならぬ。 鋭い 人で あるよりも 博い 溫 かい 人で あらね 

ばなら ぬ。 自分で 十字架 を檐 ふよりも 常に キリストの 十字架 を 仰ぐ 人で あらねば ならぬ。 單に義 しい 

正直の人でぁる丈けでは基督者でぁると云ふことは^^來なぃ。 

九月 二十 七日 (土) 曇 自分が 對米 問題に 就て 唱 へた 事が 電報 を以 つて 米國に 報ぜられ、 彼國の 


多くの 新聞紙に 描 載せられし を 知って 意外に 思うた。 然し 追 は米國 人で ある。 自分の 正直なる 意見 は 

尊敬 を 以て 迎 へ て吳れ 之に 罵詈 鼯謗を 加へ たもの \ 如き まだ 一 も 見ない。 多分 激烈なる 反 對を唱 へ し 

自分が 日本人 中 最も 深く 米國を 愛する 者なる 事 を 彼等が 知って 吳れる 時が 遠から すして 來 るで あらう- 

其の 點に 於て 自分の 同胞た る 日本人の 方が 賴み 甲斐がない。 彼等に 正 盧を認 むる の 誠意がない。 日本 

人 は 己が 利益に 反對 する 者 はすべ て惡 人で あると 思 ふ。 r 汝 は宗敎 家た る を 止めて ゴ ロッキと 成れ」 

と 云 ふが 如き 言 は米國 人の 口から は as ない。 

九月 二十 八日 (日) 晴 歷 はしの 初秋の 安息日であった。 朝 は 講堂が 殆んど 一杯に 成り、 不相變 

樂 しき 集會 であった。 「日本の 天職」 と 題し 半ば 此世 的の 說敎を 試みた。 然し 全く 無益ではなかった 

と 信す る。 高き 愛國 心の 養成 は 自己 一 點 張りの 今日、 最も 必要で あると 信す る。 夜 は マ タイ 傳ー 一十一 一 

章 四 二 節に 依り 「キリスト は 誰 乎」 の 問題に 就いて 述べた。 ニ囘 とも 隨 分骨の 折れた る 講演であった • 

九月 二十 九日 (月) 大雨 亞刺比 亞內地 探見史 を讀ん だ。 地上 未だ 知られざる 國が 相當に 多い。 

若し 棄 つ る ベ き 生命が あるならば 之 を 其 探 見 の 爲に棄 るが 可い と 思うた。 何れに しろ 亞剌比 亜 を 知る 

は 世界 を 知る 爲に 極めて 必要なる 事が 解った。 〇 支那の 內亂は 世界の 重大 事件で ある。 之が 因 をな し 

て 世界 戰爭が 何時 始まる か 解らない。 近頃の 天候の やうに 大 暴風 を 起す に 足る 低 氣壓が 緩々 と發 生す 

る。 ^の 終末 も 遠く はない やうに 思 はれる。 
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九月 三十日 (火) 半晴 失 戀の結 架 京都 建 仁 寺に 放火して 之を燒 いて 了った 若い 婦人が あると 新 

開 紙 は 報す る。 有嶋 事件に 劣らざる 風敎 上の 大 問題で ある。 思へば， s: も 外 も 眞闇黑 である。 「新開 紙 

と^^：書」 と 題して-電車 中で 一首が 成った、 

日に日にと 廢れ 行く 世の 狀を 見て 

沈む 心 を 興す みことば。 

十月 一日 (水) 雨 上州富岡敎會牧，l-住谷：大來^^;の訪問を受けて樂しかった。 基督 敎界の 現狀に 

就て M き、 意外に 思 ふ 事が 多々 あった。 自分 如き 者に は、 宗敎界 の 事 は 政治 界の 事と 同じく 到底 解ら 

ない。 他人 は 知らす 自分 丈け は 無 敎會が 自分の 立つべき 唯一 の 立場で ある こと を 認めざる を 得ない。 

〇 歴史家-一 ー ブル は 亜剌比亜 探險 家-一 ー ブルの 子であった 寧 を 今日 初めて 知った。 父 は 地 现學の 大家、 

子 は 史學の 泰斗であった。 羨ましき 父子で ある。 

十月 二日 (木) 晴 夜、 月並 傳道會 を 11 いた。 來會者 五十 餘名。 會計 報告 あり 本年に 入りて より 

二 千 八 百？1 餘の 牧人と、 千 八 百 圓餘の 支出 ありし 事が 報告せられ た." 興味の 中心 は 我等が 新たに 參加 

する を 得し 支那せ 肅省蘭 州府に 於け る ボルデ ン紀念 病院の 事業であった。 其 成功の 爲に 一 同 熱心に 祈 

ら ざる を 得なかった。 外に 3 石 乎 山形の ニ縣に 於け る 夏期 傳 道の 報吿 があった。 此の 夜傳道 費の 內へ金 

£ 十五 の獻 金が あった"  . 


十月 三日 (金) 晴 来客 結えす 應 接に 忙殺された。 其の 間に 在りて 原稿紙 二十 枚 程 を 書いた。 農 

事敎 育の 成功 を傳 ふる 敎友、 父兄に 罪 を 詫びん とする 婦人、 近代 思想に 迷へ る 若き 女 等、 實に 極々 雑 

多で ある。 敎 へられ 叉敎 ふ。 泣き、 怒り、 慰める。 自分 は 牧師で はない のに 相 變らす 牧師の 役 を 務め 

させら る。 面白い 生涯で ある。 殊に 腹の 立つ のは藝 術の 立場より 我が 信仰 を學 ばんと する 男女で ある。 

彼等の 眼に は 何もの を 見ても 藝術 的に 解 せらる" から、 余の 說敎 講演 ま で が 藝術的 に 聞 こ ゆるので あ 

る。 堪 へられぬ 人達で ある。 

十月 四日 (土) 半嗜 書き物 多くして 眼と 手と が 疲れる。 然し 福 昔を擴 める 事で あるが 故に 勞カ 

は惜 くない。 近頃 は 新聞紙 は 手に する も讀む 部分 は 甚だ 勘く ある。 新聞紙が 感ら なくなる 時 は 信仰の 

旺ん なる 時で ある。 此 世との 關 係が 段々 斟く たって、 終に は 之と 絶緣 する も 欲しくなくなる ので あら 

ラ 0 

十月 五日 (日) 暴 n 夜雨、 朝夕 ニ囘に 三百 三 四十 人の 來會 者が あった。 加拉太 書の 研究 を 始めた。 

塚 本 虎一 一 病 癒えて 再び 我等と 共に 高 擅に 立つ に 至って 感謝であった。 講堂 は 狭く、  # 員 は增す 一 方で 

引繽き 困難で ある。 敎會と 何等かの 折 合が ついて、 此等 多數の 求道者 を 分つ ことが 出来れば 大 たる 幸 

福で ある。 實 際の 所、 自分 等に は擔ひ 切れぬ 責 & である。 

十月 六日 (月) 雨 朝 五 時に 起きて 雜 誌の 校正 を 了った。 後 は 昨日と 反 對に靜 かなる 好き 休息 日 
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であった。 ボ.' 力 ツキ ー の 日課に 箴言 一 一十 八 章 一 一十三 節の 言 を 讀んで 感じた、 「人 を責 むる 者 は 舌 を 

もて 詔 ふ 者よりも 後に 到りて 大 なる 感謝 を受 くべ し」 と。 余 は 今日まで 長の 問 日本人の 罪 を 責めし が- 

今に 到りて 却って 彼等の 尊敬 を受 くるに 到った。 今 囘の米 國攻擊 も 同じ 結果 を 持 来す であら うと 信す 

る。 然り、 旣に 多くの 米 國人は 余の 彼等に 對 する 正面の 反對の 故に 余に 對 して 敬意 を 表して 吳れ る。 

斯 かる 際に 舌 を 以て 彼等に 語 ふ は 却て 彼等の 輕侮を 招く の途 である。 直 は 直、 曲 は 曲、 揮ら すして 言 

ふ ベ き 事 を 一一 一一 n ふて 却て 人の 信賴す る 所と なる。 有難 い 事で ある。 

十月 七日 (火) 雨 近頃 南 原繁、 鈴 木 辰 之 助の ニ氏獨 逸留學 より 歸り、 色々 と 興味 ある 觀察を 聞 

いた。 其內 キル へ ン (敎 會〕 は衰 へたが 到る 所に ゲ マ イン シャフト (協 會) は 信仰に 燃 ゆるとの 事 は 

大に 我心 を强 うした。 斯くて ル ー テルの 本國に 於て 彼の 信仰の 消えない の を 聞いて 感謝に 堪 へたい。 

ル ー テル 敎會 が衰 へて ル ー テルの 信仰が 復興し っ& あるので あらう。 何處も 同じ 事で ある。 信仰が 敎 

會 化する 時に、 信仰 は敎會 以外に 起る ので ある。 

十月 八日 (水) 大雨 ナオミ 組 並に ルツ 組の 婦人 會を 開いた。 雨 を 冒して 來 きする 者 十 人、 小な 

る會 合で はあった が、 親密 を 重ぬ るに は 適宜の 會 合であった。 皆 中年の 婦人であって、 其實 験に 學ぶ 

べき 所があった。 〇 四十 年 前米國 在留 當時、 斟 からざる 親切に 與 かりし 費府 モリス 夫人の 永眠の 報に 

接して 悲しかった。 彼女 は 匱々 母が 其 子に 對す るが 如き 愛 を 以て 余 を 慰めて 吳れ た。 余 は 彼女に 何の 

報 ゆる 所がなかった。 只 彼女の 祈 禱に合 ひ、 幾分な りと も 日本に 於て キリストの 福音 を傳 ふる 事の 出 


來しは 自分に 取りせ めても の 慰めで ある。 天父の 國に 於て 再び 彼女と 相會 する 時に、 萬 事 を 彼女に 報 

:S}n して 相 共に 喜 ぶ で あ ら う。 

十月 九日 (木) 晴 敎 友古貿 良 周 君に 伴 はれ、 政 友 本 黨總裁 床 次 竹ニ郞 氏を訪 ひ、 三時 間に 涉り 

談話 を 交へ 甚だ 有ハ 倫であった。 宗敎、 政治、 外交、 敎育、 實 業と 種々 の 問題に 就て 語った が、 詮じ詰 

める 所、 問題 は 今日の 日本人 全體に 永遠 性の 缺乏 せる 事に 歸 着した。 此狀 態で は 何を爲 しても 駄目で 

ある。 先づ 必要なる は 日本人の 靈 魂の 改造で あるとの 余の 中 出に は 同氏 も 大贊成 を 表した。 其 政治 論 

は刖 として 氏が 大物に して 人の 指導者なる は 認めざる を 得なかった。 少しも 尊大 を氣 取らす 親しみ 易 

き 人で ある を 見て 非常に 偸 快であった。 再會を 期して 別れた。 〇 住 谷天來 君より 佐 藤 一 齋の 作な りと 

て 左の 漢詩 を 書き 送 つて 吳れ た。 

落々 タル 乾坤 人 亦 タ無シ 

誰 力 古へ ヨリ 是レ 眞儒ゾ 

唯 名 ト利ト 多ク累 ヲ爲ス 

一 タビ 此關ヲ 過グル モノ 機 一一 丈夫。 

眞 儒た る旣に 難し、 況ゃ キリストの 弟子た るに 於て を や。 然し 乍ら 神に 在りて は 能 はざる 事な しで あ 

る。 基督 者 は 聖靈の 能力に 依りて 人 以上の 人た らんと 欲する。 自分の 修養 努力に 依りて ではない。 聖 

0  0  0  0  0  C  0 

靈の 力に 依りて。 
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十月 十日 (金) 晴 午後 靈南坂 敎會に 於て 對米 問題 協議 會の 休暇 後 第一 囘の 委員 會が 開かれた" 

出席 i め年顺 にて 小崎弘 道、 植村 正久、 內村鑑 二、 長 尾 半 平、 松 野菊 太郞、 久布代 夫人の 六 人であった。 

ぉ般の 決議 條 項に 從ひ 運動 を繼續 する ことに 決議した。 諸氏の 熱心に 敬服した。 事の 成否 を 問 はす 爲 

ナベき を爲さ 5- るべ からすと は 一 同の 意 であって 愉快であった。 人の 眼より 見た る 口 本 は 萬 事に 於 

て 行詰りで あるが、 我が 心の 深き 所に 神 は 此國を て 給 はない との 堅き 信念の 宿る を感 する。 何ん と 

か、 如何に かして 日本 は 必す救 はる 、であらう。 

十月 十一 日 (土) 曇 nl 本に 於て は 大將と 云 はる、 人 は^に 獨特の 思想 を 有せす、 叉 是れぞ と 云 

ふ 働き もな く、 只 フン フン、 ソゥソ ゥと云 ひて 他人の 意見 を 聞き、 其內 最良と 思 ふ もの を 選び、 是れ 

も 亦 他人に 行 はしめ て、 自分 は 高所に 在りて 事の 成 行 を 看る 者で ある やうに 見える。 軍事に 於け るの 

みならす， 政治に 於ても、 宗敎に 於ても 凡て 然り である。 故に 日本の 大將の 內にコ &ムゥ H ルゃ ヮシ 

ン トン の やうに 自 から 考 へ て自 から 戰 ふ^はない。 日本に 於て は大將 たらん と 欲せば 人 をして 自己 を 

崇拜 せしめ、 其 崇拜心 を 利用して 事を爲 さねば ならぬ。 故に 彼等の 內に 碌な 者の 在り やう 害がない。 

太 腹で、 i^i? 濁 合せ 飮 むの 大度 を 示し、 風の 方向 を 見て 之に 順って 動く 人 を 此國に 於て は 偉人と 稱 する 

ので ある。 其點に 於て は 日本 は 實に實 に 情けない 國 である。 

十月 十二 日 (日) 晴 朝 は 二百 名 少し 以上の 來會 者が あった。 加 拉太書 一章 一節に 就て 講じた。 

「人よりに 非す、 人に 由ら す」。 まことに らしい 氣 持の 好い 曾 葉で ある。 之で 敎會 の敎概 なる 者が 


其 土 裏より 打壞 された ので ある。 監督 何 か あらん、 宜 敎師何 か あらんで ある。 多分 敎會 が撣 かる 書に 

して 加拉太 書の 如き は あるまい。 此 一 節 を 講じて 靑空 晴れ渡る 秋の 日に 心 ゆく 計りに 自由の 空 氣を呼 

吸す る 偸 快を感 する。 夜 は靑年 百人餘 り、 箴言 三 章 十三 節より 二十 節までに 就き、 「知識と 聰明と 智 

慧」 と 題して 講じた。 相變ら す元氣 旺盛の 集會 であった。 塚 本 虎二 病 癒え、 先週より 自分と 夜の 講壇 

を 共に した。 

十月 十三 日， (月) 晴 那須利 三郞氏 夫人 鶴 子 眠り、 其の 葬儀に 列した。 二十 年 近く 親交 を 續け來 

りし 彼女の 亡！^ に^れ を 告げて 熱き 淚を 禁じ 得なかった。 植 村正久 君說敎 し、 自分 は 其 後に 次いで 祈 

禱 した。 同 君と 同一 の 式に 參 加した 事 も、 是も亦 二十 年 振りの 事であった。 〇 米 國地现 學雜誌 十月 號 

に 大尉 ィム ブリ ー 氏の 小 亜細亜 旅行記 を讀 み、 大 なる 興味 を覺 えた。 曾て パゥ 口が 俾道 旅行 を 試みし 

該 地方 は 今 は錢墟 の連續 である。 ゼ耳 古人が 永く 此地を 占領し 得る だら ぅ乎大 なる 疑問で ある。 基督 

敎が 腐敗して 囘々 敎の 代る 所と なり、 而 して 今や 囘々 敎も亦 民 を 導く 能 はざる に 至った。 バウ 口の 傳 

道 も 人 は 救 ひ 得た が 國は救 ひ 得なかった。 永久の 國 土の 救 ひ は 不可能の 事で あると 見える。 

十月 十四日 (火) 晴 諸方の讀^^諸氏ょり色々の秋の產物を送って吳れる。 東北の林檎、 山陰の 

梨 子、 畿內の 松茸、 山陽の 栗、 我に 野 も 畑 もな けれども、 諸氏に 是れ 有る が 故に、 我に 有る と 同然で 

ある。 ィ H ス曰ひ 給 ひける は、 「誠に 汝 等に 告げん、 我と 福音の 爲に 家宅 …… 或 ひ は 田畑 を 捨る者 は 

此世 にて 百倍 を 受けざる 者た し、 卽ち. ：}s^ 乇 …… 田畑 を 迫害と 共に 受け、 叉 後の世に は窮 りなき 生命 を 
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受けん」 と (馬 可 傳十章 二 九、 三 〇 節)。 主の 此御言 葉が 自分に も 幾分 か實 現して、 自分に も 日本 國 

到る 所に 家宅、 田畑 あるに 至りし は 感謝の 至りで ある。 

十月 十五 日 (水) 晴 或る 友人が 態々 カリ ホル-一 ャ產の オレンジ を 送って 吳れ た。 曰く 「之 は 米 

では あるが 米國に 於て 日本人が 作った ものである。 故に 君が 食べても 差 支 は あるまい」 と。 此ぅ 

云 はれて 見る と 自分の 米國嫌 ひが ドレ 程 友人間に 響いた かが 解る。 然し 悔 ひない。 日本人 を 人間と し 

て 見ない 米 國と緣 を 絶ち たれば とて 少しも 惜しく はない。 「誰か 辱 か しめられて 我れ 燃え ざらん や」 

である。 然し 加 洲產の オレン ヂを 食べ たれば とて^に 悪く はない と 信す る。 感謝して 友人の 贈物 を受 

けた。 

十月 十六 日 (木) 曇 唯 こっこつ として 働く の 一 日であった。 支那 甘肅省 蘭州府 ボルデ ン紀念 病 

院長 ドクトル . G  • キングより 書面 あり。 我等の 僅か 計りの 同情が 支那 .2: 地チべ ット 境まで 達せし を 

知り、 廣ぃ聖 い 喜び を 感じた。 

十月 十七 日 (金) 晴 神嘗祭で ある。 北風 强 くして 寒し。 聖書 研究 會々 員 中の 女 學生十 名 (主に 

女子高 等 師範 生〕 を 伴 ひ、 舊ぃ敎 友の 一 人なる ェ學士 靑山士 が 主 住 技師と して 近頃 竣工せ し 荒 川下 流 

改修工事 巾の 岩 淵 水門 を 見學 した。 技術 上敎 へらる-所が 多々 あった。 發電 所に 小 集會を 開き、 神 を 

讚美し、 我が 愛する 友の 事業の 成功 を 感謝し、 其の 永く 東京 市民 を 福 ひせん 事 を 祈った" 風 は 寒く あ 


つたが 心は溫 く、 若き 人達と 共に 一 日 を 暮らして、 我 も 亦 若き 人と たった。 

十月 十八 日 (土) 半晴 久 振りに て本鄉 より 神 田へ 行いた。 震災 復興の 過々 たるに 驚いた。 東京 

が 負 ひし 痛手 はま だ 僅に 其 表皮が 癒えた のみで ある。 〇 日本人が 一 年 問に 飮む酒 は 十 ra: 億 圓の價 格に 

達し、 外に 二 億阆の 煙草 を 喫 ふと 云 ふ。 實に 驚く の 外な しで ある。 若し 日本人が 禁酒 禁煙 を實 行す る 

ならば 事と して 成らざる はなしで ある 。五十 億 圓の國 債 は三ケ 年に て惯 還し、 後は敎 育、 殖產 勝手 次 

第で ある。 一 年に 十六 億圓を 有害無益の 贅澤 品に 消費しながら 國運 衰退 を 歎く が 如き 不道理 千 萬と 云 

はざる を 得ない。 是れで 日本 國が 經濟 的に 亡ぶ るなら ば 其 罪 は 明かに 國 K の 上に 在る。 斯 かる 事 實を 

知らせられて 國家救 濟の爲 に 躍起になる 事の 如何に 馬鹿らし きか 明る。 

十月 十九 日 (： 日) 雨 朝 は 二百 人に 少し 不足した る集會 であった。 加 拉太書 一章 一— 五節に 含ま 

れ たる 敎義の 大要に 就いて 語った。 「<1マ の惡 しき 世より 我等 を 救出さん とて 我等の 罪の 爲に 己が 身 を 

捨給 へり」 との 深い、 人の 眼から 見て 意外の 言に 就き 說明を 試みた。 夜 は 青年 百人餘 りの 來會者 あ 

り、 壤本は 路加 傳ト五 章の 模 きを、 自分 は 箴言 第 四 章 上半 部 を 講じた。 聖日と して は 近頃に ない 惡ぃ 

天氣 であった" 

十月 二十日 (月) 曇 休みながら 英人 A  •  J  • チヤ ー チと云 ふ 人が 子供の 爲に 著いた 『古代 希 職 

の 話』 と 題す る 百 頁 足らす の 小 本 を 請んだ。 大人が 精讀 する に 充分の 價 他が あると 思 ふ。 其 內に三 章 


に涉 り： w 人 ソクラテスに 關 する 記事が あった。 讀んで 己に 恥ぢ 大に鸾 起せねば ならぬ を 感じた。 ソク 

ラテ スは キリス トを 除いて 人類 中の 最大 偉人で ある。 余 は 若し ィ H ス の 弟子たら すば ソ クラ テ ス の笫 

子た るべき である。 ソクラテス は 確かに 孔子よりも 釋迦 よりも 偉大で ある。 彼 は 希臘が 生んだ 最大 產 

物で ある。 實に彼 は希臘 よりも 偉大で ある。 希 職 は 亡びた が 彼 は 亡びない。 彼 は 今 《=猶 ほ f 界の 大勢 

力で ある。 セ ミスト クレスと 云 ふ 政治家 や、 ァレキ サン ドルと 云 ふ 軍人 は 消えて 跡な しで あるが、 ソ 

クラ テスと 云 ふ 倫 现道德 の 敎師は 人類の 敎師 として 今 摘 ほ 勢力 を 揮 ひつ i ある。 成るべき 者 は 敎師で 

ある。 成るべからざる 者 は 政治家、 軍人、 實業家 等 朝に 生て 夕に 消 ゆる 孵蝣の 如き 者で ある。 

十月 二十 一日 (火) 雨 寒い、 濕 ぼい 蔽な日 であった。 日課 は H レミ ャ記六 章 十六 節であった。 

曰く 「H ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 汝等 道に 立ちて 見よ、 古き 徑に 就きて 何れ か 善き 道なる を 尋ねて 其途に 

行め、 然 らば 汝 等の 靈魂 平安 を 得ん」 と。 卽ち 「善き 途は 古き 途 である」 とのこと である。 新ら しき 

途、 近代 人の 途は惡 しき 途 である。 之に 靈 魂の 平安 はない。 科挙 は 新ら しきが 善い が、 信仰と 道德と 

は 古いが 善い。 古い 科學と 新ら しき 道德と は國を 亡し、 靈魂を 殺す ものである。 〇 今や 日本 國の存 ま 

に 係 はる 程度の 大 問題が 數個も ある。 其 解決法 はないで はない が、 實行は 孰れ も 不可能で ある。 其理 

.3 は 日本人に 信仰が 無い からで ある。 其れ は 其 は、、^ である。 信仰の 毫もなかった 薩長の 政治家 軍人 等 

に 依て 建ら れた 所謂 新 日本が 玆に 至る は當然 である。 毎日 新聞紙 を 見て 耐 へられな く 成る 程 悲しく あ 

る。 日に日に 細り 行く 不治の病 人 を 見て 居る やうに 感 する。 


十月 二十 二日 (水) 小雨 近頃 或 親切た る敎 きの 牧師が 余に 忠告して 吳れ た、 「アナ タは或 時 は 

罩獨で 淋しく 感ぜら る」 だら うが、 然し アナ タは 其れ を 忍ばねば ならぬ。 アナ タは 神様に 單獨 である 

やうに 造られた ので ある。 故に 成るべく 敎會の 集 富な どへ 出て 来ない 方が 宜しい。 私 は アナ タの 後援 

者と して アナ タが 昔し の 預言者が 立った やうな 地位に 立って、 神との 直接の 關係を 維持して、 獨り學 

んで 獨り敎 へん こと を 切 する」 と。 實に 有難い 忠吿 である。 敎會內 にも 斯 かる 親切なる 兄弟の 有る 

を 知って 感謝に 堪 へたかった" 實に 兄弟の 云 ふ 通りで ある。 余の 如き は 單獨で 神に 仕へ まつるべき 人 

間で ある。 人 はすべ て 他と 共同して 倒くべき であると は 定まって 居ない。 エリヤの 如き、 ァ モスの 如 

き、 パプ テス マの ョ ハネの 如き、 ^な 單獨で 一 生 を 送り、 善く 神の 御用 を 務めた 者で ある。 余 は單獨 

である 時に 最も 幸福で あり、 叉 最も 善き 事 を 最も 多く 爲す 事が 出来る。 余が 單獨 であるの は I ボ儘勝 ザ 

で あって 人 嫌 ひ をす るから で はない。 單獨は 余の 天性であって、 余 は單獨 で あ る 間に 最も 親しく： 大 の 

父 様と 交 はる 事が 出來 るからで ある。 敎會の 人で 此事を 知って 吳れる 者に 今日まで 晋て 一 囘も會 うた 

事 はない。 然るに 此 たび 此 兄弟に 會 うて 實に 心の底まで 嬉しかった。 余が 若し 今日まで 單獨の 淋しみ 

を 忍び 得たならば、 余 は 人生の 多くの 失錯 を 避け 得た ので ある。 然るに 忍び 得すして 交際 を 求めて、 

數多 たび 苦き 辛き 目に 遭うた ので ある。 單獨然 り 單獨、 此は 余の 宿るべき 平安の ホ ー ム である。 

十月 二十 三日 (木) 曇 東京 府立 第一 高等 女學校 高等科 生徒 五十人 餘、 校長 市 川 源 一二 氏に 引率 や 

られ、 我が 敎を 開かん とて 今 井 館 聖書 講堂に 来た。 我等 は 彼等 を歡迎 し、 余 は 一時 問 以上、 基督 敎の 

大要に 就き 彼等に 話した。 彼等 は 善く 讚美歌 第三 百十番 並に 二百 四十 九番を 歌うた。 彼等の 內に パプ 


テス マ を 受けた 者が 四 人 あ-つた。 幾人が クリスチャンに 成りたい 乎と 尊ね た 所、 半數 以上 は 手 を 投げ 

て 「成りたい」 との 志 §1- を 表した。 我國の 公立 學 校の 生徒が 公然 基督 敎の敎 師を訪 ふて 敎を 受けた 事 

は 多分 午 n が 始めて あらう。 實に 喜ぶべき 事で ある。 此の 如くに して * 督敎は 日本人の 敎と 成りつ 

つ ある。 感謝 此上 なしで ある。 〇 午後 は 是れ亦 婦人 會、 マ ルタ 組の 會合を 開いた。 會 する 者 十 一 人、 

何れも 四十 歳 以上 七十 歳までの 姊 妹であった。 信仰の 經驗に 富み、 其 言 ふ 所に 悉く 深い 意味が あつた- 

斯 かる 老婦 人が 我が 研究 會の 山 方の 中堅で ある 乎と 思 ふて 甚だ 心 强く覺 えた。 

十月 二十四日 (金) 晴 久 振りに て 口 光 を 見る。 十一月 分雜誌 編輯 を 終る。 金揮醫 科大學 敎授醫 

學士虽野鐵男1^«ょりの書面に曰く  るつ ど 

…… 理は 共通 普遍なる も 其 表顯の 形式 は 之 を 受取った 國々 民族の 固有の 精神の 坤堝 の內 より 新ら 

しく 創造 さる \ ものなる 事 は 明かで あると 思 ひます …… 此事を 了解せ す 我 こそ 眞の 基督 者なる やう 

に 巾し：：：： 本 的 基督 敎を願 はぬ 者 は 孔^の 羽つ ける 烏の 如くに 成る であらう と 思 ひます …… 最も 有力 

た ：= 本 督敎會 の 有力なる 一 老 牧師が 先日 私に 語られました、 「宣 敎師の 始めた 敎會 はどう もい け 

ません、 その 信者 は 何時に なっても 獨立 しません」 と。 此 牧師 は 柏木 反對の 一 人であります。 云々 

と。 柏木に は反對 でも 獨 立に 赞 成して 吳れ K ば 宜しい。 自分と 同意見の 人の、 敵 味方の 內に 多い 事 を 

喜ぶ。 

十月 二十 五日 (土) 晴 久 振りに て 晴天 を 見た、 我心 も 亦 晴れた。 架 書 研究に 全日 を 費した。 塵 


の 世の 事 はどうで も宜 く、 新聞紙 は 讀む氣 になら す、 まことに 幸福なる 一日であった。 

十月 二十 六日 (日) 快晴 朝 は 講堂 殆ん ど滿 員であった。 自分が 司會 し、 畔 上が 聚書 を朗讀 し、 

場 本が 前講 した。 自分 は 加 拉太書 一章 六— 十 節 を 「ガ ラテャ 人の 變信」 と 題して 講じた。 ィ H ス キリ 

ストの 十字架の 福 昔の 唱道であって、 相 變らす 我心 は 熱せざる を 得なかった。 自分 は 他の 事 は 能く 解 

らたいが、 十字架の 意味 丈け は 解る と 信す る。 若し キリストの 十字架に 對 する 信仰が 人 を 救 はない な 

らば、 自分 は 他に 人 を 救 ふの 途 ある を 知らない。 そして 加拉太 書が 强く此 事 を 辯 じて 吳れて 我が 感謝 

窮 りなし である。 〇 夜 も 盛會、 箴言 第 四 章 後半 部 を 「心の 防衛」 と 題して 講じた。 過る 週間に 男子 二 

人、 婦人 五 人の 人會 者が あった。 

十月 二十 七日 (月) 晴 久 振りに て 市中に 注いた。 混亂窮 りなし である。 自分の 如き 者 は 此上東 

京に 居る 何の 必要 もた き 事 を 感じた。 今や 生きる と は 何ん と 骨の 折れる 事で あらう。 平安の 生涯と 云 

ふが 如き 者 は、 之 を 帝都の 內に 見る ことが 出来ない。 生存 競爭は 文字通り である。 全市 擧 つて 「金が 

欲しい、 金が 欲しい」 と 云 ひつ、、 自轉 車、 自動車、 ォ ー ト バイ 等で 馳せ廻 はって 居る。 そして 大速 

力で 地獄の 滅亡へ と 突進し っ& ある。 

十月 二十 八日 (火) 雨 橫濱に 行き 今 は 同 港 水先 案內 なる 前 東洋 汽船々 長 山 桝儀市 君に 案內 され、 
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ボ ー 卜に て 港 s を 乘砸り 偸 快であった。 乂 碇泊 中の 朿洋 汽船 巴洋 丸に 其 船長 坂 木榮^ を訪 II し、 船員 

相\iJに，界の_i^-を談じ、 我が 心が 海の 廣 きが 如くに 廣く 成る を覺 えた。 一歩 海まで 乘屮 I せば 全 f 界は 

我^で ある。 海に 浮んで 我等 は コスモ ボリ タン (ゅ界 を 家と する 人) に 成る ので ある。 

十月 二十 九日 (水) 晴 米 1： も 亡びつ、 ある、 口木 も 亡びつ、 ある。 現世の 快樂を 追求す るを以 

て 人生 唯 一 の 目的と なしつ 、あるの 點に 於て は 日米 何の 異なる 所 はない。 問題 は 日米 孰れが 先き に 亡 

ぶる 乎で ある。 或は 米國の 方が 少し 早い かも 知れない。 日本 は 露 W より 禪 太の 半分 を 取って 其 森林 を 

研 倒し、 製紙 原料の パルプ を 作り 之 を 以て 紙 を 製り、 毎日 不道徳 を傳 ふる 新聞紙 を發 行せ しめて 國 nic 

の ，s 落 を 3! し國家 の 滅亡 を 早め つ、 ある。 國に新 富 源 を 供 すれば 之 を 善用せ すし て 惡 用して 自滅 を 計 

る。 斯くて 愛國は に國 民の 腐 耽 噴 落を贊 くるの 結 菜に 終る。 此 世の 事 は 何を爲 して 宜しき や 一 向 判 

ちない。 唯 キリ ストの 幅 昔 を說く 事の み絶對 永久の 利益で ある。 

十月 三十日 (木) 晴 午前 は T  •  W  . ホ ー ルダ ー ネス 氏 著 『印度 小史』 を 讀み大 なる 興味 を覺 え 

た" 印度 を 解せ すして .亞. 細亞は 解らない。 印度 を 有する 英國は 今や 亞細： 亞的 最大 勢力で ある。 此 次ぎ 

は 支那で ある。 支那が 若し 自身 を 支配す る 事が 出来たい ならば 誰かの 手に 渡らた ければ ならない。 亞 

細： 亞 • の 運命に 寒心に 堪え ざる 者が ある。 史的 研究の 題目と して 印度 は 奪 魂 的で あると 云 は ざ る を 得な- 

い〕  〇午後は^<振りにて田村直臣君の訪問を受け、 基督 敎界の 裏面に 就き 多く 聞かせら る i 所が あり 

甚だ I 浙 持が 惡 かった。 縱し 君の 云 ふ 所の 半分が 事實 であると する も 我國の 基督 敎界が 最も 悲しむべき 


狀 態に 於て 在る 事が 判明る。 內を 改めす して 外 を 化する 事 は 3,1 來 ない。 敎化 運動 を始 むる 前に 敎會改 

革 を 行 ふが 必要で あると 思 ふ。 然し 余 自身 は此 かる 事業に は携 はらない。 

十月 三十 I 日 (金) 曇 日曜日の 準備に 全日 を 費した。 アメリカに 次いで ブラジルに 於ても 排日 

運動が 始 つたと 云 ふ。 困った 者で ある。 其の 理由と する 所 は 「日本人と ブラジル 國 民と は 習慣、 道德" 

0^. 言語 及び 人種に 於て 相違 あり」 との 事で ある。 言語 及び 人種 は 止む を 得ない として 最大 問題の 

宗敎道 德は之 を 改める 事が 出来る。 余 は 早い 頃より 基督 敎の 信仰と 民族的 膨脹との 間に 深い 關係 ある 

を唱 へた 者で ある。 然れ ども 全然 無宗敎 的の 薩長の 政治家 等に 斯 かる 事の 解り やう 害な く、 彼等 は淮 

西洋の 物質的 文明 を さへ 採用 すれば 其れで 國 民の 發展疑 ひなし と 信じた。 然し 此 事に 就て は 余の 方が 
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伊藤 公 や 松 方 侯よりも 遙 かに 慧 かつ たと 思 ふ。 排日の 主なる 理由 は 確かに 日本人が 基督 敎を 解し ない 

事で ある。 敢て斯 かる 理由の 下に 我敎を 日本人に 薦める ので はない が、 然し 事 實は複 ふべ からすで あ 

る。 曰 本 國の爲 に 甚だ 悲む。 

十 I 月 一日 (土) 曇 英國總 選擧に 於け る 保守 黨の 大勝 利 を 聞いて 喜ぶ。 之で 一 時たり とも 英國 

が 救 はれた のであって、 英國の 救 ひ は 世界の 救 ひ を 意味す る。 縱し 之が 爲に 日本に 取り 多少の 不利益. 

は あると する も、 世界 全體 安寧の 爲に賀 すべき 事で あると 思 ふ。 他國の 選擧を 今度 程 注意して 見た 事 

はない。 〇 自分の 事が 氣 になる 時 は不條 快で ある。 自分 を 忘れて 他人の 幸福 を 思 ふ 時 は 偸 快で ある。 

自分 は 人に どう 思 はれても 宜ぃ、 又 自分 はどう 成っても 宜 いと 思 ふ 時に 眞の 幸福が ある。 自分と 云. 4 
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奴が 諸惡の 本で ある。 之 を^して 今より 天國の 生涯 を 味 ふ 事が 出来る。 今日は 或る 事より して 熟々 と 

此事を 感じた。 

十一月 二日 (日) 晴 朝は滿 員、 夜 は 百 人足ら すの 會 合であった。 朝の 操 本の 馬太傳 十八 章廿 一、 

二 節の 講義 は 素敵であった。 我等の 內 より 一人の 善き 講解 者の 出し 事 を 感謝した。 自分 は 朝 は加拉 

太 書」 車 十一 節 以下 を 「血肉と 謀らす ァラ ビヤに 柱く」 と 題して 講じた。 又 夜 は 「身の 淸潔」 と 題し 

箴言 第五 章 を 講じた。 先づ 普通の 聖日であった。 唯だロ腔のュ^^^未だ全く成らす其れが爲に尠からす 

悩んだ。 然し 肉體 はいくら 不自由で も 聖書 丈け は 講ぜす ばたら す、 叉 講じ 得る 丈け の 力 を 賜 はりて 感 

謝で ある。 自分の 如き は 牧師で もなければ 傳道師 でもたい。 所謂 基督 敎界 の敎 役者で はない。 純然た 

る 平信徒であって、 若し 所謂 基督 敎國に 於て 在ったならば 力 ー ライル や H マ ソンの 爲 したよう の 事 を 

爲 して 一 生 を 終った ので あらう。 自分 如き 者が 純宗敎 家が 爲す やうな 事 を. 爲 して 宗敎專 門 家に Si から 

す 迷惑 を掛 くると 聞いて 甚だ 悲しく 思 ふ。 

十 一 月 三日 (月) 晴 菊花 滿開、 山茶花. 咲き出し、 何の 不足 もな き 快き 秋の 日であった。 唯 ニー 一一 

日來又 復敎會 風に 吹かれて 1- からす 我心の 平安 を 妨げられた。 基督 敎は 自分に 取り 社 會の爲 でも 國家 

の爲 でもたい、 自分自身の 爲 である。 自分 は 敎會を 起す 爲に 基督 敎を 信じた ので はない。 隨 つて 今日 

從 事して 居る やうな 事業に は從 事し やうと は 少しも 思はなかった。 自分 は 生れつきの 平信徒で ある。 

佾侶、 神主、 牧師、 傳道師 の 類に は 到底 成り 得たい 者で ある。 然るに 少しく 自分の 信仰が 過ぎし 故な 


らん か、 傳 道に 從 事した 崇 として 世に 宗教家 扱 ひせら る i 事 は 最も 不幸なる 事で ある。 今と 成りて 昔 

しの 農學 ゃ水產 學が戀 しくなる。 此 世の 人 等に は宗敎 家の 間にある やうな 嫉視 反目 はない。 祌の在 ま 
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さ る 所と て 宗敎界 の 如き はない と 信す る。 

十 一 月 四日 (火 一 晴 山 岸 壬 五新 潟より 来り、 彼の地 方に 於け る敎 友の 熱 信 を 閜き大 なる 慰藉で 

あった。 彼等 を敎へ 導く 爲に 働く ので あると 思へば 働き 甲斐が 充分に 在る。 神が 如何 見て 下さる 乎 は 

^問題と して r 是 等の いと 小さき 者」 が 喜んで 吳れ ると 思へば 我が 傳道を 止める こと は 32 來 たい。 そ 

して 全國に 四千 人 程 毎月 『研究』 誌の 来る を 待つ 者 ある を 知って、 敎會の 人達に 何と 批評せられ やう 

とも 此雜誌 を 魔め る こと は 出来ない。 〇 此日十 一 月號 校正 を 了 はった。 叉英國 印度 統治 史を讀 んで非 

常に 面白かった。 

十 一 月 五日 (水) 晴 山 岸と 伴れ 立ち 兩國國 技 館に 菊人形 を 見た。 技術と 云へば 技術で ある。 然 

しノ ー ブルた る 者に は 一 つも 見 営らなかった。 日本の 藝術 はすべ て 其れで ある。 只 巧妙なる 丈け であ 

つて、 其の 內に 深い 敎養 的なる 者 はない。 故に 藝術 はすべ て淺く ある。 惜しい 事で ある。 近頃 『倫敦 

隔週 評論』 紙上に 於て 日本 通の キング ホ ー ル なる 人が 新 日本の 文明 を 評して、 此は 「物質的 進歩が 精 

祌的發 達に 先んじた」 者で あると 云うた さう であるが 實に其 通りで ある。 日本 今日の 文明 は實 に危險 

極まる 文明で ある。 此は 基礎の ない 西洋文明 である。 そして 斯 かる 危險 なる 文明 を 植え 附 けた 者は薩 

長の 政治家 達で ある。 日本 今日の 行詰り はすべ て玆に 基因して 居る。 遠から すして 彼等の 位階 勳窣を 
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悉く 釗 取らねば ならぬ 時が 來る であらう。 

十 一 月 六日 (木) 曇 夜 月並 # 界傳 道會を 11 いた。 來會者 五十人 餘り、 支那 蘭州府 ドクトル • キ 

ング よりの 書簡 を讀 み、 一 同の 傳 道心 を 高めた" 金 K 十 一 圓六拾 錢の傳 道 金 を 得た。 外に 在米 同胞の 

一 人より 今朝 五 拾圓の 寄附 あり、 相 變らす 感謝に 溢る i 會 合であった。 

十 一 月 七日 (金) 晴 今 井 館 震災 後の 修鞯で 邸內は 引續き 5^ 雜 する。 職人の 仕事 は 一 向涉ら ない。 

て 本誌に 於て 英文 を 以て Be  slow  (靜に 行れ) と 題して 短-文 を 書いた が 今や 大に 急いでお ひたくな 

る。 多分 令 日の 所 日本の 職人の 乎 間 程高價 なる 者 は あるまい。 然し 此圃 では^い では 何 も 5^ 來 ない。 

唯 緩く りと 構へ て 竣工 を 待つ のみで ある。 〇 昨日 來 『ル ー テル 傳 講演 集』 改版の 校正に 從 事した。 自 

分で 自分 の 書いた ものに 大に勵 まされ 叉 慰めら る。 十四 年 前 に 書いた 者であって 又と 復た び 書く 事 の 

うしろ ふり.？ I へ 

出来ない 者で ある。 後 を振囘 つて 見れば 何事 も 感謝で ある。 人生に 若い 時 は 二度 来らない。 書いて 置 

いて 養かった と 思 ふ。 若し 書いて 置かなかったならば 美 はしい 强ぃ 思考 はすべ て 消えて 了った であら 

う。 著述に 從 事した こと は 最も 幸なる 事であった。 唯 語った のみで 書いて 置かないならば 後^ を敎ゅ 

る 事 は 出来ない。 自分の 如き 現世に 於て 多くの 敵 を 有つ 者 は 著述 を 以て 後世に 友 を 得る 事が 出来る。 

今 世 は 喜んで 之 を反對 者に 讓る。 自分 は 成功 を 後世に 期す。 著述 を 以て。 

十 I 月 八日 (土) 晴 印度に 就て 讀む 事と 『ル ー テル 傳』 の 校正 を爲す 事が 主なる 仕事であった。 


〇 英米人が 己の 氣に喰 はぬ 人に 對 して 好んで 爲す こと は 其 人 をィグ ノアす る 事 (存在 を 認めざる 事) 

である。 此 はされ た 者に 取り 決して 氣 持の 好い 事で ない。 そして 此忌 はしき 習慣が ョ 本の 基督 信者の 

問にまで 傳 へられた 事 を 見受ける。 然し 乍ら 祌が 造り 給 ひし 人の：；^ 在 を 認めざる は 甚だ 惡 しき 事で あ 

る。 如何に 惡 しき 人で あると も 人 は 人であって 其 一面に 於て 敬意 を 表すべき 所が ある。 然るに 己が 信 

する が 如くに 信ぜす、 己が 敎會に 入来ら ざれば とて 其 人に 對し 「我れ 汝と 何の 關係 あらん や」 と 云 ふ 

が 如き 態度 を 取る は 人と して 爲 すべから ざる 事で あると 信す る。 然し 此 事に 就ても 亦 他 は 他であって 

自分 は 自分で ある。 自分と して は 他に 存在 を 認められざる 事 は 不幸で はなく して 反って 幸福で ある。 

其 時 自分 は 其れ丈け 神と 親しくなる のであって、 幸福 此上 なしで ある。 唯 基督 敎の 敎師 までが 時には 

人の 存在 を 無視して 快樂を 取る を 見て 此 世が 如何に 罪の 世で ある 乎が 思 ひ やられる。 

十一月 九日 (日) 晴 朝夕 共に 相變ら す盛會 であった。： i: が、 者と して 自分と 畔 上との 外に 塚 本が 

加 はり、 其 他に 舊ぃ 札幌 連まで が參 加す るに 至り、 集會は 益々 盛で ある。 目下の 處會員 六 百名餘 り、 

其內 三分の 一 位 ゐづ」 缺 席す るが 故に 漸くに して 狭き 講堂に 彼等 を迎 ふる 事が 屮 Z 來る。 毎 日曜 rn が 我 

等に 取り 聖き樂 しき 祭禮 である。 

十 I 月 十日 (月) 晴 北風に て 寒し、 終に 冬が 来た。 昨日の 講演 を 筆に する 事が 主なる 仕事で あ 

つた。 咽喉と 眼と を 休ませつ、 働く ので 仕事が 涉ら す、 もどかしく ある。 然し 働かぬ より 遙 かに 善い。 

亂 讀を愼 まねば ならぬ。 必要の 物 を 少し 讀 んで 心の 新鮮 を 計らねば たらぬ。 今日までに 澤山 讀 んで置 
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いたから 其れで 充分で ある。 

十一月 十一 日 (火) 晴 雜誌十 一 月號が a-r た。 特別の 祈禱を 添えて 發 送した。 雜誌 はや はり 我が 

仕事の 中心で ある。 之 は 講演よりも 說敎 よりも 大切で ある。 そして 全 國の讀 者 諸君が 如何にも 合同 一 

致せる 乎の 如くに 後から 後へ と 前金 を拂 込まる、 は 感謝に 堪 へない。 廣吿費 一 錢をも 使 はすして 一 一十 

五 年問繼 績し來 りし 本誌 は 特^に 神に 惠 まれた る 雑誌で あると 謂 はざる を 得ない。 

十 I 月 十二 日 (水) 晴 或る 所に 或 大切なる 結婚式 を 司った。 渾身の 熱誠 を飽 めて 行った 積り で 

ある。 披露 會の 席上に 多くの 珍ら しき 人に 會 うた。 自分の 如き 者 も 時に 交際 社會に 引出さる k は 止む 

た ひび i  やどれろ もの 

を 得ない。 唯斯 かる 社會に 出て 常に 感 する 事 は 自分の 「地に 在りて は賓 旅な り 寄寓 者な り」 との 事で 

ある。 敢て 交際 を 避く るに は あら ざれ ども、 此^の 所謂 交際 場裡の 自分に 取りて はァラ ビヤ 砂漠 以上 

に 淋しき 所た る は事實 である。 

十 I 月 十三 日 (木) 晴 昨 曰の 司 式に 今日は 疲れ、 何事 をも爲 さすして 休んだ。 端 西國ッ I リツ 

ヒの フン チケ ル敎師 より 歐洲產 淡水魚の 圖解を 送って 吳れて 有難った。 君 は獨逸 普及 福音 敎會 の宜敎 

師 として 数年間 東京に 滞 せられし 人であって、 克く 我が 事業 を 解して 吳れ、 精神 上、 學問 上、 我が 

益友 又は 協力者であった。 豫ね てより 魚類 學が 余の 道樂 である 事と 知って 居た 彼 は 此際此 阖解を 送つ 

て 余 を 記憶して 吳れ たので ある。 宗敎 書類 を 達って 貰 ふよりも 遙に 有難く ある。 


十 I 月 十四日 (金) 晴 友人の 訪問 多し。 久 振りに て 在米の 敎 友より 彼 地 産物の 贈與 あり 惡 くな 

かった。 ペイ (米) と 云へば 今や 悉く 憤慨の 種な りと 雖も、 素々 さう あって はならない ので ある。 然 

し 我 眼 は 地上に 於て 再び 平和の 風が 靜に 太平洋の 面 を 拂ふ時 を 見ないで あらう。 思へば 實に 悲しく あ 

る。 事 は今始 つたので はない。 最初より 米國の 日本に 對 する 尊敬がなかった ので ある。 今日に 至った 

の は 止む を 得ない。 

十 一 月 十五 日 (土) 晴 混雜の  一 s であった。 シリャ 地方、 ォ ロン テス 河 沿岸、 アン テ オケの 地 

理を 研究せ し 外に 何も 爲し 得な かった。 人生の 大部分 を 小事の 爲に 費さねば ならぬ と 思へば 情けなく 

なる。 近頃 瀕 りに 耶利米 亞記十 章卄三 節に 就て 思 ふ、 曰く 「エホバよ 我れ 知る 人の 途は 自己に 由ら す 

且步む 人は自 から その 步履 を定 むる こと 能 はざる 也」 と。 人生 萬 事 自分の 計畫 とて は 一 つも 成らす、 

然れ ども 其れよりも 更に 善き 神の 御 計畫が 成る ので ある。 其れ を E 心へば 唯 感謝 あるの みで ある。 

十 I 月ト 六日 (日) 晴 朝 は 二百 人、 午後 は 百 六十 人の 第會 であった。 朝 は 舊友大 嶋正健 君が 明 

治の 初年 札幌に 於け る；： 取 初の 傳 道に 就て 語られ 一 同に 甚大の 感動 を與 へた。 此 日より 夜の 粲會を 午後 

に 改め、 爲 に來會 者を增 し、 大 なる 滿 足であった。 

十一月 十七 日 (月) 晴 引 綾き 此 世の 事に 就き 多忙であった。 其 間に 時 を 盗み 印度 宗敎に 就て 讀 
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んだ。 「我等 をして， に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り」 との ョ ハネ 第一 書 五 章 四 節の 意味 を 熟々 と 味 

ひつ.^ ある。 信^ は 自分の 力 で^に 勝つ のでない、 祌に 自分 を 信せ て 彼の 力 を 以て 勝つ ので ある。 卽 

ち 自分 は戰 はすして 彼に 勝って 戴く ので ある。 そして 如此 にして 得た 勝利 は 完全で ある。 若し W 家と 

雖も 此方 法 を 以て 敵に 勝つならば、 何の 後患 を も 遺す ことなくして 完全の 平和 を樂 しみ 得る ので あら 

ラ 0 

十 I 月 十八 日 (火) 晴 獨 逸より 來 りし 魚類 岡に 依り、 ^に關 する 研究 を 復^し 大 なる 興味 を覺 

えた。 歐洲库 の^は SiluruM 屬 にして ダ 一一 ー ブ河產 の 物に 長さ 十呎、 目方 四百 斤の もの ありと 云 ふ。 

曰 本廣 の もの は 之に 似て Parasilurus 屬 に 屬す。 ガリ ラャ 湖產 の もの は 大分に 異なり Clarias 屬 の 一 

種で ある。 キリストの 譬に 「天 圃は海 (湖水) に 投て各 様の 魚 を 取る 網の 如し、 旣に 盈れば 岸に 曳き 

上げ 坐りて その 嘉 きもの を 器に 入れ、 惡 きもの を棄 るな り」 と ある 其 「惡き 者」 の 一 は 鯰で あつたに 

相逮 ない。 鱗の 無い 魚はモ ー セの 律法に 依れば 食 ふこと を 禁ぜられ た ので ある。 

十一月 十九 日 (水) 晴 ルカ 傅 十二 章 七 節。 

十 I 月 二十日 (木) 暴 n 野 口 女史に 招かれ、 二葉 幼稚園の 講堂に 於て 凡そ ra: 十 人の 貴婦人に 對し 

支那 傳 道に 關 する 講話 を爲 した。 斯 かる 問題に 上流の 贵婦 人達が 興味 を 有つ に 至りし 事 は 感謝すべき 

である。 十六 七 人より 成る 彼等の ー圑が 今日までに ra 百 圆餘を 此の 事業の 爲に 寄附して 吳れ た。 日本 


貴族が 外國俾 道の 爲に 寄附した の は 開闢 以來 今度が 初めて^ あらう。 之 を初穗 として 今より 後 多くの 

供物が 彼等に 由り 收穫の 主に 獻 げらる.^ であらう。 

十一月 二十 一日 (金) 雨 午後 晴る。 不 相變此 の 細事に 心 を 痛めさ せらる。 此世 相手の 人生 は 

不偸快 千 萬で ある。 欲と 名譽を 除いて は 令 日の 日本人に は 何も 殘ら ない。 日本の 將來に 寒心に 堪へざ 

る ものが 多い。 斯 かる 國が 永く 獨立國 の 威厳 を 維持し 得る 乎 自分に は大 なる 疑問で ある。 然し 國は亡 

びても 亡びない 物が ある。 其 永久に 亡びざる 物 を 握れば 永久に 人類 を 益す る 事が 出来る。 釋迦の 印度 

も、 ソクラテスの X 布 隙 も、 ィ H スの 猶太 亜 も 皆な 亡びた が、 聖人の 道 は 依然として 世界の 大勢 力で あ 

る。 國と社 會と國 と を 見て 失 する。 唯 キリストの 福音に 於ての み窮 りなき 希望が ある。 

十一月 二十 二日 (土) 晴 頃ろ 或る 友人が 訪問し、 自分の 或る 奮い 知人が 自分 を 評して、 「彼 は 

モット 偉ら い 奴で あると 思った が、 今に 至って 茶だッ マラ ナイ 奴で ある 事が 解った」 と言うた 事を傳 

へた。 此評を 聞いて 自分 は 思うた、 自分 は 實にッ マラ ナイ 奴で ある。 唯 歎 か はしい 事に は 自分 は 時に 

少し ツマ ル奴 では あるまい 乎と 思 ふ ことがある。 此 心が 全く 取 去られ、 自分 は 誠に 實にッ マラ ナイ 奴 

である 事が 解り、 神に 少しな りと ッ マル 者 卽ち價 做 ある 者と して 戴きたい。 其 事が 自分 目下の 切なる 

祈 求で ある。 他人の 批評 を受 くるまで もない、 神 御自身が 强く 自分の ッ マラ ナイ である 事 を 示し 給 

ふ。 西洋の 古い 讚美歌に あるが 如く  21>  こ ^  not-ll.;lv ハ， ti  be  llot-lliug. (願 ふ 詰らない 人たら ん箏 

を) である。 其 意味に 於て 余の 批評家 は 神の gf- に 併せて 余の 祈願 を 傅へ たのであって、 余 は 彼に 對し 
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感謝せ ざる を 得なかった。 因に 云 ふ 余を斯 く； t;^ した 人 は 前に は 基督教の 敎師 であった が、 今 は 止めて 

政治 界に 雄飛す る 人で あるとの である。 

十 I 月 二十 三日 (日) 曇 朝タの 集會變 りなし〕 唯義齒 未だ 口に 慣れす、 話す に 犬なる 苦痛 を感 

じた。 然れ ども； i 音 は 語らざる ベから す。 「我れ 若し 幅 昔 を說き 得すば 禍 ひなる 哉」 である。 詩人 力 

どら 

ゥパ ー の 作った 讚美歌に あるが 如くに、 r 此 吃る 舌が 墓に 入りて 默 して 横 はる 時まで」 我 は キリスト 

の 十字架の 福音 を說 かざる を 得ない。 一一 一一 口 葉の 美で はない 幅 昔の M 理 である。 一 人たり とも 我より 此眞 

理を 聞いて 慰めら る-者が ある 間 は 我 は 默す事 は 出来ない。 

十 I 月 二十四日 (月) 半晴 岡 山縣の 或る 婦人より 左の 如き ハガキ が 届いた。 

乍 失 禮御禮 巾 上げます。 永年 望みたり し HI マ 書の 講解 を與 へられし 嬉し さ。 飛 立つ 斗り に 十一月 

二十 一 日までに 全部 をた に-/ \ 感激の 內に讀 み 了り 誠に 誠に 有難く 存じ 上ます。 更に 今日より 叉更 

めて 第 一 講 より ボッ/ \ と讀 まんと して 居ります。 や k に 晴れ ゆきし 大 そらに 照り 渡る 光り を 更に 

\ 仰ぎ見ん とて。 あ、 實に 至誠の 人なら で、 神の 御 力の 籠らで、 か、 る講 解の 與 へられべ くと も 

思へ す、 一 言 一 句 皆 わが 實 感にヒ シ とこた へて、 感謝 はみ なぎり 渡る 秋の 空であります。 今 三 

人の 遣 子 を つれて 曠野に たてる 我 道に 光 はか、. - やかんと て、 迷 ひやす き 道 しるべの うれし さよ。 榮 

光の 御 神に すべ て を 感謝し つ i 此文を 認めさし 上ます。 西備 一 寡婦。 

心情 有の 俊の 此の 感謝の 辭に 接して、 著者の 心 も 亦 「感謝 は 漲り 渡る 秋の 空」 である。 此 姉妹 一人 を 


慰めん が爲め 丈け にても 彼 書 を 公け にした 充分の 理由が ある。 況んゃ 彼女 一人に 止まらす、 多くの 兄 

弟 姉妹が 此 書より 能力と 慰安と を 得つつ あるに 於て を や。 神の 御惠 みに 由り 『羅馬 書の 研究』 は近來 

の 大成功 であった。 或は 此 書に 由り て、 日本に 於て 福音 的 基督 敎 の 眞侗の 復興 を 見る や も 計られす。 

十一月 二十 五日 (火) 晴 雜誌 十二 n 號の 編輯 を 終った。 之で まづ 滞りな く 今年の 雜誌も 全部 作 

る ことが 出来て 感謝の 至りで ある" 来年 七月が 第三 百號 である。 惠 まれた る雜 誌なる 哉。 〇 今朝 三時 

畔 上の 二 女 愛子が 心 腱 痲痺に て 急に 永眠し 同情に 堪 へない。 多分 此 不幸に 由り 我 友が 一 曆 善き 神の 器 

と 成りて 更らに 多くの 人 を 慰め 導く ので あらう。 十三 年 前に 我等の 許 を 去りし ルツ 子が 如何に 多く 我 

等の 衷に 在りて 働きし 乎 を 思 ひ、 彼女が 逝り し 頃に 生れし 愛子が 畔上 夫妻の 衷に 在りて 善き 働き を爲 

す 日の 必す 到る を 疑 はない。 眞の 傳道師 は如此 くにして 養成 せらる \ の である。 

十 I 月 二十 六日 (水) 晴 畔上は 娘 を 失 ひて 歎き、 內村は 嫁を迎 へんと して 喜ぶ。 人世 は 泣く 者 

と 喜ぶ 者と である。 然し 二者 孰れが 幸なる 乎は祌 のみ 知り 給 ふ。 、ゲ ー テ曰ふ 「悲 みあり 喜び あり 是れ 

何の 爲め ぞ」 と" 模範的 近代 人たり し 彼 は斯く 己に 問 ひて 自 から 答 ふる 事が 出来なかった。 然し クリ 

ス チャン は 明白に 答へ て 曰 ふ、 「是れ 神 を 知らん が爲 なり」 と。 余 自身 は 今度 は 喜ぶ 順番に 成って 同 

僚 諸氏に 甚だお まなく 思 ふ。 余 は 余の 生涯に 於て 多くの 苦き 杯を飮 ませられた。 而 して 今に 至って 少 

しく 甘き 露 を 汲 ふべ く 許されて 何やら 自身に 不 似合に 感 する。 神よ 特に 悲しむ 者 を 慰め 給へ。 〇 關東 
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a. 院長 坂 m 祐ぉ 米阔 漫遊より 歸り彼 國の實 況を俾 へ、 余が 想像と 多く 與 ならざる を 知って 日本の 爲ょ 

り も 米 國の爲 に悲ん だ。 此儘 にして 進まん 乎、 先づ 第一 に 亡ぶ る阈 は米國 である。 國の 不幸に して 黄 

金の 海に 漂 ふが 如き はない。 米 國人は 黄金 を 神と して 拜 して、 E 心 ふ^ 分に 黄金 を 得て 其 溺らす 所と な 

りつ 丄 める。 

十一月 二十 七日 (木) 晴 引-; g き ゆ，： t 準備の 爲に 〔糸 は泥雜 した。 自分 は 口 曜日の 準備の 爲に 終日 

働いた。 此 ， の 倾累 の 5： に 在 り て ；^取良 の 休， iHO は 露理 研究 並 に 傅 播に從 事す る 事で ある。 其 時 我 は 自分 

を 忘れ 叉 世 を 忘る。 福 昔 は 時 を 51: る も 得ざる も唱 ふべき である。 其 幸福 は 天下 無類で ある。 確かに 花 

嫁を迎 ふる 以上の 幸 幅 で あ る。 

十一月 二十 八日 (金) 晴 引 讀き我 〈衣の 慶事に 關 して 多忙であった。 我等と 喜び を 共に して aK れ 

る^ 引き も 5 らす、 感謝の 淚に 咽ばん 斗り である。 〇 九州 傅 道中の 田 村 直 臣君を 介して 彼 地の 牧師 傳 

逝^ 諸氏に 或る 條 件の 下に 『羅馬 書の 研究』 の 寄贈 を. m. 出しに、 今日までに 之に 應じ C 巾 込まれし 者 

が卜數 名あった。 共. 2： の 一 人なる 大分 縣の廿 木 君より 今日 左の 如き 端 信が あった" 

謹啓。 御 送 本 正に 落掌 難 有 御禮申 上げ 候。 晝夜手 を 放さす 味讀致 居候。 今朝 なぞ は 床屋にまで 携へ 

行き 侍つ ii も 惜しく 拜讀致 候。 先 は不取 敢御禮 までに 巾 上 候 匆々。 

斯 くまで：. お ばられ て 贈呈者の 滿足此 上な しで ある。 そして 牧師 諸氏 を 通う して、 余が 大手 町に 於て 述 

べし 幅 昔が 九州 全 體 に 響き渡れば、 余の 感謝 此上 なしで ある。 余 は 田 村 君に 此事を 託して 善き バ ー ゲ 


ンを爲 したので あると 信す る。 

十一月 二十 九日 (土) 晴 我家の 祝日で ある。 舊友 伊藤 一隆 君 夫妻の 媒介と 同大 嶋正健 君 司 式の 

下に 新 潟 縣久須 美 東 馬 養女 美 代 子を迎 へて 我家の 一 子祐 之の 妻と した。 簡短 にして 嚴肅 なる 結婚式 は 

今 井 館 架 書 講堂に 於て 行 はれた。 夜 東京 ステ ー シ ヨン ホテルに 於て 兩 家の 披露 晚餐會 を 開いた。 來會 

者 親戚 友人 百餘 名であった。 酒類 は 一 滴 も 用 ひざる 宴會 であった。 我家の 信仰 主義が 充分に 尊重 せら 

れ兩. ： 豕相讓 り 相 敬して 萬 事 平和の 內に行 はれて 感謝であった。 宗敎 を 異にせる 兩 家の 結婚式と して は 

现想 的で あつたと 言 ひて 差 支ない と 思 ふ。 

十一月 三十日 (日) 雪 夜雨。 昨日の 取 込に 引かへ て 今 曰 は 平常の 通り 靜 かなる 安息 曰であった。 

朝の 猿 會には 空席が 唯一 脚あった のみであった。 昨夜の 宴會に 出席せ し 兄弟 姉妹 は 殆んど 全部 出席し 

た。 塚 本 は 馬太傳 十八 章より、 自分 は 加 拉太書 三 章 一節 を 「愚なる 哉ガ ラテャ 人よ」 と 題して 講じた。 

午後の 集 < ^にも 百 五六 十 人の 出席者が あった。 壤本も 自分 も 結婚に 就いて 語った。 我等に は 毎週 ー囘 

天阈の 福音の 饗实が ある。 實に 有難い 事で ある。 

十二月 一日 (月) 晴 前週の 心 使 ひで 大分に 疲れた。 然し 主 を 仰瞻て 新たなる 力 を 得た。 萬 事 を 

彼に 御 引き渡し 巾せば 宜しい ので ある。 〇 嫁の 里歸り にて 老若 夫婦 自動車 を 共に して 彼女の 里方なる 

小石 川 高 E の 久须美 家 を 訪ひ溫 かき 接待 を 受けた。 斯 んな此 世の 幸福が 自分の 身に 臨まう と は 夢にも 

一九二  EI 年  一 三 If- 
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思 はたかった。 我 身 不相應 の 幸福と 思 ひ 何やら 簿氣 味惡く 感じた。 不信 國に 於け る キリストの 僕の 生 

涯は 貧困 不遇が 當然 である。 如何に 時勢の 變 化に 因る と は 云へ、 斯んな 幸福に 與 つて^だ： 淤 まなく 感 

する。 斯 かる 場合に 想 出さる、 は 我と 共に 苦んで 幸福 を 見す して 我に 先んじて 聖國に 行いた 者 等で あ 

る。 彼等 を 思 ふ 時に 喜びの 內に 熱き 淚が こぼれる。 餘 生を惱 める 人 等の 爲に盡 して 彼等の 愛に 報 ゆる 

まで S ^ある。 

十二月 二日 (火) 晴 過ぐ る 週 問の 取 込に て 事務の 停滞 多く 其 整理の 爲に 多忙であった。 其 間に 

CM,  にしん -; ざら し 

時 問 を 倫んで カス ビヤ 海の 地理 物產 等に 就いて 讀ん だ。 此內 海に 鯡と 海豹の 接 息す る こと は 興味 多き 

現象で ある。 神の 造り 給 ひし 宇宙 は 何處を 探っても 面白い 事が 澤 山に 有る。 

十二月 三日 (水) 晴 今日は 今 井 館に 於て 自分が 寺 尾 俊 平 對山田 フジ 子の 結婚式 を 司った。 友人 

に 自分の 子の 世話 をして 貧 ひ、 自分が 友人の 子の^ 話 をす る。 之が 人世で ある。 

十二月 四日 (木」 晴 聖書 は 詩篇 廿五篇 十五 節と 箴言 廿八章 十四 節、 研究 は 淡水魚 中の テフ ザメ 

とトゲ ゥォ、 仕事 は雜 誌の 校正であった。 感じた 事 は 慈善に 濫費 は 免 かれぬ、 濫費 を 恐れて 慈善 は爲 

し 得ぬ と 云 ふ 事であった。 百 粒の 種 を 地に 播 いて 其 內の 一 粒が 生えて 果を 結べば 可い ので ある。 百が 

fn まで 生えねば たらぬ と 思 ふなら ば播 かざる に 若 かすで ある。 


十二月 五日 (金) 晴 米國某 女子大 學敎授 某 女史に 某 友人の 家に 於て 會 合した。 今日の 所 米國人 

と 談話 を 交へ る は 頗る 苦痛で ある。 敢て 彼等の 眞意を 疑 ふに 非す と雖 も、 彼と 我との 間に 何 か 一 つの 

不可解の もの k 布す る は 止む を 得ない。 彼が 我に 負 はせ し 心の 傷 は 容易に 癒 ゆべ くもない。 唯 時が 之 

を 癒す を 待つ のみで ある。 言 ふまで もた く 余 は禮を 以て 彼女に 接した。 然し 其れ 以上の 相互 的 信頼 は 

不可能であった。 

十二月 六日 (土) 曇 信仰の 友人 百 餘名を 招待し、 我家の 新郎新婦 を 紹介し、 併せて 祈禱 懇話 會 

を 開いた。 世間 並の 披露 會とは 異なり、 淸ぃ溫 かい 質素なる 親睦 會 であった" 結婚の 披露 は如此 くに 

し て 爲す べきで あると 思 ふ。 キリスト を 中心として の み本當 の 交際が 有り得 るので ある。 

十二月 七日 (日) 雨 雪 を 見て 寒い 日であった。 朝 は 加 拉太書 三 章 一 I 十四 節 を 「信仰と 聖靈」 

と 題して 講じた〕 心 持の 好い 說敎 であった。 午後 は 箴言 第 七 章 を 「^淫 の 世」 と 題して 講じた。 氣持 

の 甚だ 惡ぃ 講演であった。 然し 二者 何れも 神の 言で ある、 此を 擇んで 彼を排 する 事 は 出来ない。 を 

認めし 後の 恩惠 である。 まで も 扉 を說 かざる を 得ない。 〇 最も 辛ら い 事の 一 は 人に 腹 を 立た せらる k 

事で ある。 凡夫の 悲し さに 之を靜 める に 時が 要る。 或は 數 時間、 或 ひは數 日間 怒り は 解けない。 然し 

永久に 怒らす して 濟 むが 故に 感謝で ある。 基督 信者に 取りて は 怒り は 早 かれ 遲 かれ 解ける に は 相違な 

いが、 彼 を 怒らす 者は禍 ひなる 哉。 信者 を 怒らせて 彼 を 和む る 爲に聖 靈を悔 まし 奉る ので ある。 然る 

に 世 に は 人 を 怒らせ て 喜ぶ 人が あ る に 驚く。 そして さう 云 ふ 人が 敎會 の 牧師 傳道 師の內 にある を 見て 


更に 驚く 


十二月 八日 (月) 寿 過る 二 週 問の 心 使 ひに て 大分に 疲れ、 今日はう つらう つらと して 居た。 裏 

0, アラル海、 バルカ シ湖 等の 地现、 地 1^ 只、 產物 等に 就いて 請み て 少しく I お を 散 ぜんとした" 京都 便 

利 堂 主人 巾 村 彌左衞 門、 瀕死の 病に 摇り、 一時 は 非常に 心 を 痛めし も、 今日は 快方に 向 ひし 出の 報に 

接し 愁周を 開いた。 彼 は 今より 三十 年 前 余が 京都 在留の 際、 余の 乏を救 ふて 吳れた 人であって、 余 

の大 55 なる 友， 人で ある。 今 彼 を 失 ふ は堪へ 難き 苦痛で ある。 祌が 長く 彼を此 世に 留め置き 給 はん^ を 

祈る。 

十二月 九日 (火) 曇 八 i- 日 も 亦 終日 伯-の 事に 就て 讀ん だ。 神 學ゃ文 學を讀 むよりも 遙に 健全で あ 

る。 殊に 堪 へられぬ は藝術 趣味の ヒス テリ ー 的 感想で ある。 そして 斯 かる 感想に 耽ける 者が 我が 聖書 

研究 會々 員 中に 在る に 至て は赏に 歎息に 堪 へない。 キリストの 福音 は 凡人の 常識 に 最も 强く訴 ふる 者 

である。 毎日 克く忠 實に其 職務に 勵む 者の み 之 を 解す る 事が 出来る。 理想の 人、 讀 書の 人、 藝 術の 人 

に は、 十字架の 福音 は 到底 解らない。 余の 如き は 凡人の 敎師を 以て 自 から 住する 者で ある。 故に 天才 

肌の 人の 余の 許に 來ら ざらん 事 を む。 然る に 斷 つても、 斷 つても、 才緩 俊才の 類の 集 ひ 來るは 余の 

1^4;; 此上 なしで ある。 如何 に し て 彼等 を追拂 はん 乎と 毎日 苦心す る 次第で あ る。 

十二月 十日 (水) 半晴 少しく 疲勞が 癒えた。 潷 山に 聖靈に 就て 讀ん だ。 此 事が 少しく 判明って 
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大 なる 感謝で ある。 神の 事が 判明って 此 世の 事 はどうで も 可くなる。 神の 最大の 奢 賜 は 富で も 名譽で 

も 長ん 叩で もない、 聖靈 である。 之れ なくして 我等 は キリストの 屬、 卽ち クリスチャン でない。 「汝等 

惡 者なる に 善き 賜物 を その 兒 等に 予 ふる を 知る。 況して 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖 靈をチ へ ざ 

らん や」 との ルカ 傳十 一 章 十三 節の ィ H ス の 御 首 葉が、 此際 特別の 力 を 以て 我心 を 動かす。 

十二月 十 一日 (木) 晴 朝 某 老兄を 訪問し、 彼れ 並に 彼の 家族と 聖書 を讀 み、 祈禱を 共に した。 

余 は 自分より 年長の 人に 對す る 時に 自分 の 生みの 父に 對す るが 如くに 感じ、 尊敬の 念 を 禁じ 得 な い 。 

r,M 髮の 人の 前に は 起ち 上るべし、 また 老人の 身 を 敬 ひ汝の 祌を畏 るべ し」 との 言 を m 心 出さざる を 得 

たい (利 未 記 十九 章 三 二 節)。 〇大 なる イン テレス トを 以て H  •  B  • スヰ ー トの 『新約 聖- 書に 於け る 

§ ゃ靈』 を讀み 了った。 相變 らす此 老大家より 敎 へらる.^ 所が 冬かった。 

十二月 十二 日 (金) 晴 雜誌 十二月 號が 出来た。 是で 今年 も亦滯 りなく 全部 十二 冊を發 行す る 

事が 出来て 感謝で ある。 明治 三十 三年 十月 以來、 滿 二十 ra 年と ra ヶ月で ある。 一 も 休んだ 事な く、 

一 錢も惜 金した 事 はない。 勿論 敎會ゃ ミッション や 宜敎師 より 一 厘の 補助 を 受けた 事 はない。 すべて 

が 神の 御 助けに. 2 りて 行 はれた ので ある。 過ぎて 見れば 二十 五 年で ある、 そして 此上 更に 二十 五 年 過 

ぐる 事 は 萬々 無い。 思へば 悲しく ある. 然し 感謝で ある。 信仰の 善き 戰を鬪 ひて 感謝で ある。 〇 田 村 

直臣君 九州 道 旅行より 歸り其 經過を 報告せ ん爲に 訪問して 吳れ た。 君 は 一 一十 八日 問に 五十 囘の 說敎 

演說 を爲し 到る 處に 信徒の 熱き 歡迎を 受けた との 事で ある。 又 君 を 通う して 我が 書 研究 會は 『羅馬 
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書の 研究』 五十冊を九州の牧師傅道師屮の或る人々に贈呈す15^-が出來て是れ又大なる感謝でぁる。 田 

村 君 も 余 も 基脊敎 聯盟に は M の關 係な き 者 なれ ども、 活動の iHi; 域を澤 山に 與 へられて 是 れ亦大 なる 感 

謝で ある。 今 0 の 日本に 於て 福 昔 を 傅 ふるに 外國宣 敎師の 援助 を 借る の 必要 は 少しもない。 我等 は 唯 

「神の 道 を 混 さす 眞理 を顯 はして 神の 前に 己 をす ベての 人の 良心に 質す」 丈け で 優に 有力なる 傅 道 を 

行 ふ 事が 出來 る。 

十二月 十三 日 (土) 晴 箴言の 研究に 大 なる 興味 を覺 えた。 聖書 はドコ を讀ん でも 智慧と 知識の 

齊 庫たら ざる はたい。 〇 新 閒廣吿 に 依れば 島 田 淸次郞 と 云 ふ 若い 天才 文 學者は 『我れ 世に 敗れたり』 

と 云 ふ 書 を 著 はした と 云 ふ。 彼に 對 して 深き 同情な き 能 はすで ある。 自分の 記憶す る 所に 依れば 彼 は 

前に 『我れ 旣に 世に 勝てり』 と 云 ふ 書 を 著 はした 人で ある。 同じ 人が 最後の 絶筆と して 『我れ 世に 敗 

れ たり』 と 云 ふ 書 を 書いた と 聞いて、 天才の 運命の 如何に 墓な き 乎 を 思 はざる を 得ない。 そして 同一 

の 運命に 終り、 又 終らん としつ k ある 文學 者の 余の 知人 中に 勸 なからざる を 知る。 血氣 熾ん なる 時に 

方り て 神に 反き、 師に 反き、 聖書 を棄 て、 信仰 を 去りて、 「我れ 旣に 世に 勝てり」 と 絶叫した りし 才 

子 佳人に して、 屮年を 過ぐ る や 否や 「我れ 世に 敗れたり」 の感を 洩らす 者は隨 分と 多い。 彼等 は 3： れ 

も 自己の 力 を 過信して 自己に 欺かれた ので ある。 哲學者 一一 イチ H が 其の 最も 著る しき 例であって 天才 

國の 日本に 於て は 小 -ー イチ H は 緩々 と 現 はる k ので ある。 原 抱 一 庵の 如き、 有 嶋武郞 の 如き 惜 むべき 

天才 を 持して 同一 の 運命に 終りし は惜 みても 尙ほ餘 り ありで ある。 而 して 是 等の 人々 が 其 人生 觀を改 

めざる 以上、 斯 かる 例 は尙ほ 緩々 と 現 はる \ に 相違ない。 人 は 何人も 自己の 力に 由て 世に 勝つ こと は 


出来ない。 テ 一一 ソ ンの 所謂 「不朽の 愛なる 强き祌 の 子」 のみが 世に 勝つ ことが 出来る。 そして 「子 を 

有つ 者 は 生命 を 有て り」 であって、 キリスト を 信す る 者の みが 彼れ (キリスト) の 力に 依りて 確實に 

世に 勝つ ことが 出来る。 散々 に キリストと キリスト 信者と を 嘲け りし 日本の 天才 文士と 雖も、 敗北の 

時には 敗北 を 自認 せざるを得ない。 余 は 島 田 君の 例に 鑑み、 多くの 不 虔文學 者が 今に 至りて 大に 悟る 

所 あらん こと を 願 ふ。 

十二月 十四日 (日) 晴 朝は滿 員、 午後 は 三分の 二の 集會 であった。 不相變 講堂の 狹 きに 由て 困 

却す る。 而 かも 入 會巾込 は續々 として 絕 えない。 此上 如何して 宜きゃ 解らない。 干 人を容 る、 に 足る 

の 會堂を 有して 出席者 は 百 人に 足らざる 敎會が あると 聞いた が、 我等の 困難 は 人が 多過ぎて 會 堂の 狹 

きに 在る。 然し 乍ら ベ ンと 紙と を 以てする 傳道を 主なる 目的と する 我等 は此 上き 衆 を 得ん こと を 欲し 

ない。 人會 申込 者の 内 に敎 會に屬 する 者 は 大抵 斷 つて 居る。 巿內の 諸 敎會が 此際大 に 奮起して 我等に 

此 困難 を 掛けざる やうに 爲 して 貰 ひたい。 內村 聖書 研究 會は 此上敎 會の會 員まで を敎へ 導く こと は 出 

来ない。 

十二月 十五 日 (月) 晴 疲勞の 月曜日で ある。 何事 も爲し 得なかった。 牧師の 訪問者が 二人 あつ 

た。 敎會の 事に つき 色々 の 事を閜 かされた。 諸 敎會が 依然として 外國 人の 補助 を 受けて 居る と 聞いた。 

それで 日本が 敎化 35 來る乎 頗る 疑問で ある。 獨り 立つ 事の 出来ない 者が 他 を 助け 得 やう 害がない。 日 

本人 全體は 外國の 補助に 依て 立つ 敎會め 聲を聽 かない 事 は 何よりも 明白で ある。 今日 外國 人の 補助 を 
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斷 つて 了 ふの 必要 はないで あらう 乎。 殊に 今日 米國 人の 補助 を 受けながら 口 本人の 敎 化に 從 事す る は 

大 なる 恥. 辱で は あるまい 乎。 自分に は關 係な き 事で ある けれども。 

十二月 十六 日 f 火) 曇 雜誌 編輯 並に 雑務に て 多忙であった。 加拉太 書に 現 はれた る單純 明瞭な 

る 福音 を傳 ふる は 最大の 偸 快で ある。 此 愉快 を 有せざる 者 は 何故に 余輩が 聖書 研究に 從事 する 乎 を 知 

ら ない。 他の 事 は 余 は 知らない、 然し バウ B の說 いた 一 i 音 丈け は、 少しく 之 を 知る と 思 ふが 故に、 確 

信 を 以て 之を傳 ふる 事が 出来て 感謝で ある。 

十二月 十七 日 (水) 晴 クリス マス 期 節に 入り、 遠近の 友人との 愛の 交換に て 多忙で ある" 與ふ 

るは受 くるよりも 福 ひで あるが、 毎年 受 くる 方が 與 ふるよりも 多くして 甚だ 心細く ある。 實際 愛の 競 

爭に 於て は 自分 は 常に 劣 耽 者で ある を 遺憾と する。 

さびしく 

十二月 十八 日 (木) 晴 久 振りに て バビロンに 行いた。 暮の 東京と して は 甚だ 寂漠 あった。 書物 

の 外に 何も 欲求な く、 大肌六 七 册を買 込んで 歸 つた。 新年の 休日 を 利用して 大に 世界 知識 を 漁らう と 

思 ふ。 興味 最も 多き は 勿論 聖書であって、 殊に 新約聖書 である。 殊更に バウ B の 書簡で ある。 バウ 口 

の 思想 信仰 を 中心 として 觀 たる 宇宙人 生に 無限の 興味が ある。 彼は大 信仰 家 で あって 大哲學 者 である。 

彼 を 友と して 持ちた る 幸 幅 は 無限で ある。 バウ 口 に 小なる 所と 淺ぃ 所と 低い 所と はない。 凡てが 大で 

？ ilf  くせ 高く ある。 如何 見ても 彼 は 人類 中 第一 人 者で ある。 實に バウ P 一  人 は 全 東京よりも 偉ら く ある コ 


其內閣 にも、 外務お にも、 文部省に も。 ハウ II 如き 者 は 一 人 も 居らない。 彼 を 其 遺書に 學んで 友 を 帝都 

に 求む るの 必要 は 毫もない。 バ ビ 口 ン に往 いて 書店 を 素 見して 斯 かる 感を 起した。 

十二月 十九 日 (金) 晴 余 は 今年 は强 く米國 に反對 した 者で あるが 故に 米 國人は さぞ かし 余 を 嫌 

つて 居る だら うと 思 ひの 外、 近頃に なって 米國の 友人 は 綾々 として 日 本 漫遊の 彼等の 友人 を 余の 許に 

紹介して 來る。 日 は 某 女子大 學某 敎授を 接待した が、 来年 は 早々 費 府の實 業 家 一人、 並に 加洲 選出 

米國々 會 議員 一 人 を 接待せ ねばならぬ。 叉 余が 基督 信者で ありながら 某： 督敎國 の 米國に 公然 反對 した 

りとの 故 を 以て、 余 を信賴 して 余の 基督 敎を聽 かんと 欲する 所謂 上流の 日本人が 近來に 到り 急に 破た。 

斯くて 3： れの點 より 見る も 米 國反對 は 余に 取り 大 なる 利益であった。 勿論 利ハ； ^を 見越して 爲 した 事で 

はない が、 事の 斯 かる 結 に 終りし は 不思議で ある。 基餐敎 會內に 少数の 敵を增 せし 位ゐ は^はれ て 

餘り ありで ある。 

十二月 二十日 (土) 晷 n 新年の 讀物 として 丸 善より チ H ムバ ー ス 百科 字典 改正 版 rawA 部より F 

部まで を H ひ 來り之 を 縦いて 多大の 興味 を覺 える。 キリスト、 基督 敎、 造化、 ク &ムゥ ヱル、 進化論、 

魚類 等の 條ー枳 孰れ も 面白く、 新鮮の 知識に 富む。 興味 盡 きざる 知識の 寶庫 である。 

十二月 二十 I 日 (日) 晴 クリスマス • サン、 デ ー である。 午前 も 午後 も 主の 降誕の 意味に 就て 語 

つた。 讚美歌 第 六 十八番の 「ベ ッレ ヘムの 星」 の 歌 を 二度 歌った。 麗 はしい 氣 持の 好い 安息日で あつ 
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た。 只 人. & 希^者 を斷 はるの が 苦しかった。 午後の 菜會を 終へ て 後に 火 缝に潜 込んで 休んで ある 時に 

左の 書面が 達した。 

此處に 一 人の 病める 若き 女性が 先生の 御 著 『口 マ 書の 研究』 を拜 見し まして 感謝に 溢れて ゐ ますこ 

と をお 知らせ 巾 上げます。 と 死 とより 外に は 何物 も 見出す ことの 出来ませんでした 苦しき 生活 三 

年の 後、 しかも 一 度 菜 去り まつりし 主の み 許に なやめる 私 を かへ らしめ たの は、 此 町に 只 一 つ ある 

ホ ー リネス 敎^ の 愛らしき 子供 等の 讚美歌で ございました。 其 後 病苦 を こら へても 敎會へ 出席して 

ゐ ましたが、 まだ 何となく もの 足らぬ 心地の して 居ました 私に 『口 マ 書の 研究』 を與 へられました 

事 は H と 云 ふ 感謝で ありまし たでせ うか。 此 福音の 說明を 知りたい ばかりに 私 は 敎會へ 通って ゐた 

ので ございました。 一 人取り殘された樣に病床に在る^^：の上にも、 すべての 良き 昔 信の 傳 へられて 

きます うれし さ、 呼び 求む る 者に 必す來 り 給 ふ 主のお めぐみ を眞實 感謝す るので ございます。 かつ 

て は 人に 慰めら る、 のみの 身が 今 は 反って 他の 人々 を 慰める 者と なって しま ひました。 何卒 老 先生 

のお 上に 主の 無限なる 御 援助の 益々 在ります 樣 にと 祈り 上げます。 十二月 十八 日 病める 一人の 女 

性より。 

之 を 讀んで 余 は 幾た びもハ レ ー ルャと 叫んだ。 傅 道 者の 快 樂とは 斯う 云 ふ 事で ある。 是れ ありて 社會 

や 敎會に 棄られ て も 彼 は 蹈り欣 ぶので ある。 之 を 此爛に 書き 了って 後に、 彼女 並に 彼女と 境遇 を 同う 

十る 者の 爲に 祈り、 感謝 を 以て 寢に 就いた。 

十二月 二十 二日 (月) 晴 精神 疲勞の 月曜日であった。 然し 用事 は 依然として 絶えない。 盲人 信 


仰會々 員の 手に 依て 日本 譯點 字舊約 聖書 完成し、 其 祝賀 感謝 會に 出席した。 之に 關 係した 重なる 人々 

が 凡て 自分の 信仰の 友人で ありし は 不思議で ある。 接な りと 雖も斯 かる 重要なる 業に 少しな り 

とも 携は る 事が 出来て 感謝 の 至り で ある。 歲 まさに 暮れん とし て 恩惠 の數々 に 接する こと 哉。 

十二月 二十 三日 . (火) 晴 主婦が 我家に 來 てより 滿 三十 三年、 之 を紀念 せんが 爲に 家庭の 小 晩餐 

會を催 ふした。 自分 は 六十 ra 歳、 彼女 は 五十一 歳、 ルツ 子 は 三十 一 歳、 天國に 在りて 不在、 長男 醫學 

士は 二十 八 歳、 嫁 は 二十 二 歳、 姪 第一 號は 二十 三 歳、 第二 號は 十七 歳、 甥 は 十四 歳、 一 ジョン は 二 

十三 歳、 總勢八 人、 昔 を 語りて 若い者 供を敎 へた。 彼等に 吿げて 曰うた 「僕の 奥さんに 別に 取 所 はな 

いが、 僕と 共に 主義の 爲に 今日まで 三度 蛾 死の 決心 を爲 した。 それ 丈は譽 めて やって 貰 ひたい」 と。 

嫁と 娃と は聲を 合せて 曰うた 「マ I 偉ら いのね ー」 と。 老夫婦 は 得意であった。 

十二月 二十四日 (水) 晴 午後 講堂に 於て クリスマス 祝賀 交換 會を 開いた。 來會 する 者 八十 人 程、 

演説 もな く、 餘魁ハ もな く、 只お しる 粉の 御馳走が あった 丈け で 茶 だ 振 はざる 會 合であった。 柏木で 振 

ふの は 唯聖. 書 講演 會 丈け である。 其 他の 事 は 何も 至って 振 はない。 然し 是れ で宜 いので あらう。 安息 

日毎に 殆んど 滿員的 集會を 持續す る 丈け で 我等 は滿足 以上に 滿 足すべき である。 

十二月 二十 五日 (木) 晴 クリスマス 當日 である。 市內 では 電車の 乘換 切符にまで 「地に は 平和、 

人に は 恩寵」 と 刷 込まれた さう である。 基督 敎の^ 問 化であって 喜ぶべき 事で ない。 自分 は 今年 も大 
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分に 闘った。 相手 は 主に 近代 人と 米國 とであった。 そして 兩 者は實 は： M: 一物で ある。 近代主義 是れ米 

國 主義で ある。 そして キリストの； i 昔と 日本 國 とに 對 し忠實 ならん と 欲する 以上、 是等兩 者と 鬪はざ 

る を 得ない。 何よりも 平和 を 愛する が、 明 C なる 不義と 闘 はすして 眞の 平和 を樂 しむ 事 は 出来ない。 

△  厶厶 <3厶<3厶<  厶厶厶 

「地に は 平和」。 然り 不義に 對 して は 永久 的 戰爭。 


十二月 二十 六日 (金) 曇 夜雨。 柏木 日曜 學校 生徒の クリスマスであった。 クリスマス は 子供の 

ものである。 來會者 保護^と 共に 百人餘 り、 唱歌、 暗誦 等 ありて 仲々 盛であった。 自分 は 「佐 渡の 國 

は 驚 崎 村の 酒飲み 爺」 の 話 をして 大喝 采を 博した。 矢張り 善き 者 は 小 供で ある。 

十二月 二十 七日 (土) 曇 雜誌 一月 號の 校正 を 了った。 是で 先づ+ 年の 仕事が 濟ん だので ある。 

暫時 休んで 又來 年の 仕事が 始まる。 仕事と 云 ふて 厭な 辛ら い 仕事で はない。 喜ばしき 樂 しき 仕事で あ 

る。 故に 幾年 緩 けても 疲れない ので ある。 新聞紙 上に 於て 今より 二十 五 年 前に 酷く 余 を 苦しめた 某が 

(彼 は 或る 共 h 督敎會 の 有力なる 會員 である) 彼が 余 を 苦しめし と 同じ 方法 を 以て 他に 苦しめられつ i 

ある を讀ん で、 彼に 對し氣 の 毒に 感 すると 同時に、 神の 鞫 きの 正しき を 思 はざる を 得なかった。 時 を 

俟 てば 萬 事 は 明 C に 成る ので ある。 社會ゃ 敎會に 何ん と 言 はれても 唯^って 俟 つて 居れば 神が 箱いて 

下さる ので ある。 赏に 有難い 事で ある。 


十二月 二十 八日 (日) 晴 本年 最後の 安息日であった。 集會は 午前 丈け ー囘 行うた。 來會者 五 

十人餘 り、 頃 合の 第き であった。 年末で 學 生が 歸 省した 故に 斯 くも 少数に 滅 じたので ある" 依て 知る、 

男女 學 生が 會 員の 多數を 占む る 事 を。 故に 若し 學生 を斷 はるを 得るならば 容易く 會の 充溢 を 緩和す る 

事が 出来る。 そして 學 生の 多數は 後日に 至り 信仰 を 離れる に定 つて 居る が 故に、 學 生を斷 はる 事 は 3： 

れの點 より 見 る も 損失 ではない。 然し 乍ら 自分 の 便利 を 思 はすし て 彼等の 永久 の 利益 を考 へ て 靳く斷 

行す る 事が 出来ない。 〇 午後に 男子 學 生の クリス マ スを催 ふした。 來會者 五十 餘名、 各自が 自己紹介 

を爲し 1 感話を 述べて 至って 面白かった。 終って 余 は 何故に 彼等に r 大 先生」 と 呼ばる &に 至った 乎、 

其 理由 を 述べた。 それ は 勿論 余が 偉ら いからで ない。 余の 舊ぃ 同志 同信の 人達が、 偉 道の 事 は 之 を 余 

一 人に 委ねて 各自 己が 欲する 專 門に 走って 此 世の 成功 を 計った からで ある。 そして 馬鹿正直の 余は獨 

り此 任に 當 るべ く餘儀 なく せられて 終に 今日の 如くに 靑年 達に r 大 先生」 と 呼ばる、 に 至った ので あ 

る。 然し 乍ら 余 を 「大 先生」 と 呼ぶ 靑年 達も當 にならない ので ある。 いざと 云 ふ 場合に は 彼等 も 亦 M 

か 小なる 理窟 を附 けて 傳道 を辭 して 自分に 最も 便利なる 專 門に 就く ので ある。 斯くて r 大 先生」 は M 

時まで も獨り 「大 先生」 として 錢 りて、 靑年學 生 達 は 後から 後へ と 来り 又 去る ので ある。 其れ を 思へ 

ば 「大 先生」 は 甚だ 悲しく 思 ふ 云々 と 述べた。 之 を 聞きし 學生靑 年 等 は 曰うた 「今日は 是れ 化ら れク 

リス マスで ある」 と。 然し さう ではない 積り である。 彼等に 本當の 幸福 を 得させん 爲の 親切なる 苦言 

を呈 したので ある。 苦言 終って 茶菓の 響 應 あり、 明治 二十 三年 第一 高等 學校 不敬 事件の 實驗談 ありて 

兹に 今年 最後の 集會 を閉ぢ た" 內村 聖書 研究 會の クリス マ スは 斯んな ものである。 
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十二月 二十 九日 (月) 晴 歳末の^ 終り 暢氣 の^が 來た。 樂 しき^の 幕で ある。 $1 衆が 餘 りに 

t; く极 つて eK れ るので r 大 先生」 が riit 鹿 先生」 と 成る の 虞が ある。 昔の 惡戰 苦闘が 少しく 戀 しくな 

る。 何故す ベ ての 基督 信者が 自分の 如くに 獨立 道師 にならない の 乎〕 

十二月 三十日 (火) 曇 心身 少しく 疲れた。 頭腦の 仕事 は 出来す、 唯 無益に 時 問 を 消費し つ、 あ 

る。 日本人の 歳の 暮程 X 布 代な もの はない。 一年の 總勘 { 疋を爲 す 時であって、 恰 かも 世の 終末の やうで 

ある。 何故 平生 爲 すべき を爲 して 置いて、 もっと ゆっくりと 歳 を 送らない ので ある 乎。 乍然ら 何事 

も惡 いと 知りつ k 改 むる _s?f の 5^ 來な いのが 日本人 今日の 狀態 である。 自分の 如き 此 世に 傚 は ざらん と 

欲する 者まで が、 幾分な りと も 此^に 引 込まる.^ は续念 至極で ある。 神よ、 奇 跨 を 以て 此 憐れなる 國 

を 救 ひ 給 へ と 祈る より 他に 途 がない。 

十二月 三十 I 日 (水) 曇 此 世の 所謂 大晦日で ある。 ！ W 鬼は盡 く追拂 つた (勿論 金を拂 つて やつ 

て)。 或る 若き 文 學士の 訪問 を 受け、 彼と 共に ソクラテスと プラト ー との 比較 を 論じた。 彼れ 去りて 

後に 少しく 書 を 研究した。 {豕 の 仕事と して は鹦 鶴の 世話 をして やり、 屑 紙 を燒棄 て、 石油 スト ー ブ 

の 掃除 をした。 外國へ 一通、 內 地へ 一 通 手紙 を 出した。 今年 は 暴 人の 荒れ 込む 者 もた く、 實に靜 かな 

る^の 慕であった。 

行 詰る 騷 しき 世に 我心 

いと も靜 けき 歳の 暮 かな。 


夫婦 共に 心からの 感謝の 祈禱を 捧げて 夜 十 時寢に 就いた 
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一月 一日 (木) Hi 暖かい 春 日和であった。 新年 第一に 訪づれ し 人 は 左 近義弼 君であった。 簡短 

なる 「お 目 出とう」 が 濟むゃ 直に 希隨 文典の 話に 入った。 ァォ リスト 動詞 は 過去 動詞で はない、 不定 

期 動詞で ある。 過去、 現在、 未來を 示す 動詞で ある。 ョ ハネ傳 三 章 十六 節に 於け る 「神 は其獨 子を赐 

ひし 程に^ を 愛し 給へ り」 と ある は單に 過去に 於て 愛し 給へ りと 云 ふので はない、 過去に 於ても- 現 

在に 於ても、 未来に 於ても 愛し 給 ふと 云 ふ 意味で あるとの 事であった。 さう して ァォ リスト 動詞 を 如 

此 くに 解して 新約聖書 は 一 變 すると 語られた。 自分に 取り" K は 初耳であった。 若し さう であれば 聖書 

註解の 大 革命で ある。 新年 早々 此んな 面白い 事 を 聞かされて 幸 福 此上 なしで ある。 左 近 君と 談話 最中 

に 見えた のが 例年の 通り 救 軍の 山 窒軍平 君であった。 少しく 歳 を 取られた やうで あるが、 老熟の 相 

は歷 然と 見受け 得られた。 今年度に 於て 日本の 救世軍 を獨 立させる の計畫 であると 聞いて 大に我 志 を 

强 うした。 左 近 君 は 種々 の 問題に 就き 三時 間 程 語って 去られた。 自分 は 少しく 疲れて 午後 は 三時 問 熟 

睡 した。 誠に 氣持 好き 靜 なる 元日であった。 

I 月 二日 (金) 晴 麗 はしき 日であった。 友人の 訪來 多く、 接待に 多忙であった。 其 內に米 國ヒラ 


ヂルヒ ャの舊 友 w . A  • マッカラの 友人なる メリ ランド 州フ レ デリックの 酪農家 R • K . レゥ イス 氏 

並に 令嬢が あった。 氏 は メソヂ スト 敎會の 信者であって、 奮い 純良なる アメリカ人 である。 久 振りに 

て 米 人ら しき 米 人に 接して 非常に 氣 持が 良くあった。 マッカラと は 一別 以来 三十 八 年、 今に 猶ほ 友誼. 

を 綾け て 居る。 彼はヒ ラデル ヒャ 屈指の 印刷業 者であって、 純 粹の實 業 家で ある。 米國 の宗敎 家との 

緣は 全く 絶えた が、 醫者、 商人、 農家 等との 關係は 絶えない。 自分が 性 來宗敎 家で ない 事は此 一事に 

由て 観ても 判る。 

一月 三日 (土) 晴 大晦日より 三 元日に 涉り 大分に 聖書の 研究 を爲 した。 アレン、 スタン トン、 

メ クレム 等の 見た マ タイ 傳は敎 會の敎 へし それと は 大分に 異ふ 事が 判 I- つた。 今や 敎會は 異端の 故 を. 

以て 余の 如き 者を責 むる 事 は 出来ない。 近代の 聖書 研究に 由て 敎會の 根柢が 壞 たれた ので ある。 或は 

若し H ク レシ ャ (敎會 ) の 名を存 すべし とならば、 此は 一定の 信仰 箇條を 奉す る 者の 圈體 ではなく し 

て、 義の爲 に 苦 み鬪ふ 者の それで ある。 何れに しろ 令 ゃィ H スは敎 會の專 有 物に 非す してす ベて 天 

父の 聖旨に 從ふ 者の 主で ある 事が 判明して 感謝 此上 なしで ある。 〇 今日 も 亦年贺 客に 接待した。 多く 

の 善き 事と 共に 多くの 惡き事 を 聞かされた。 自分に 關 する 多くの 惡 評に 就て 聞かされ たが、 何れも 自. 

分の 瑕 瑾に關 する 惡 評であった。 自分の 唱 ふる 眞 理に關 する 批評で ない こと を 知って 失望した。 日本 

國は 如何に 見ても 小人 國 である。 神、 宇宙、 眞理、 人類、 國と云 ふが 如き 問題に 就て 確乎たる 意見 を 

懷く 者に は诚 多に 見當 らたい。 千 人中 九 百 九十 九 人まで は 何れも 皆 自己の 幸福と 利益と 安心と を 追求 

する 者で ある。 實に 情けない 次第で ある。 此 如き 人達に 何ん と 評せられる やうが 少しも 意に 留む るに 
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及ばない" 但し 小人 國に 棲む 不愉快 は 非常で ある。 

一 月 四日 (日) 曇 今年 第一 のi^日でぁる。 前 IS 同様に 朝 一 囘の 架會を 開いた。 來會 する 者百餘 

人、 主 もに 舊ぃ會 員であった。 親しみ 多き 樂 しき 集會 であった。 塚 本と 講壞を 共に した。 自分 はョ ハ 

ネ俾 十六-;! sH 二三 節、 默示錄 六 章 一 一節に 依り r ィ H ス の 勝利」 に 就き 感想 を 述べた。 今 は 殆ど 毎 II 我等 

の 集 <w "に 屮ぃ席 せらる- -舊友 大嶋正 健 君の 新年の 所感 は 左の 如しで ある。 

江湖 萬感深 人 棘 古道 唯 尊 令 

.51 來老： C= 悟 何 舊； S 昔 維新 福 昔 

誠に 同感で ある。 叉 日本 アル プ ス の 麓に 在りて 三十 年」 日の 如くに 村童の 敎 育に 從 事し つ、 ある 我 信 

仰の 友なる 井口 喜 源 治 君の 年賀 狀に 左の 一 首が 書添えて あった。 

神い ます 天 律み そのに つ くらん 

r 々の 花^く 山の あけぼの 

00 「山& 速-太」 を詠ぜ し 者で あらう。 天 國を慕 ふ 者の 心 を 詠ぜし 歌と していと 美 はしき ものである。 

一月 五日 (月) 晴 テモテ 後書 三 章 十二 節に 曰 ふ 「凡て キリスト イエスに 在りて 神 を 敬 ひっつ 世 

を 渡ら. <  と 志す 者 は 迫害 を受 くべ し」 と。 實に其 通りで ある。 迫害 を 受けざる 事 は キリストの 御 父な 

る眞 の 祌を敬 は ざ る 何より も 好き 設據で ある。 ^に は 迫害 を 避け て 行く 所謂 基督 信^が 澤 山に 在る。 

基：^ 信者と は 阅滿に 幸福に 一 生 を 送る 者で あると は 基督 敎會全 體が其 信者に 敎 ゆる 所で ある。 然れど 


も 聖書の 敎 ゆる 所 は 全く 異る。 「汝等 世に 在りて は 患難 を 受けん」 である。 迫害と 患難、 是が 信者が 

身に 佩ぶ る 「ィ H スの印 記」 である。 是れ なくして 敎 會が授 くる 如何なる 名 譽特權 も 人 を クリス チヤ 

ン として 認 むる 何の 證據 にもなら ない。 

I 月 六日 (火) 晴 馬 可 傳九章 二十 三 節に 依り 「信仰」 と 云 ふ 事に 就て 考 へさせられた。 「信す 

る 者に 於て 爲し能 はざる 事な し」 と。 此雷の 如何に 大 なる 眞理 である 乎 は 不信の 時代なる 今の 人に は 

解らない。 多分 科學が 充分に 進歩したならば 宇宙 最大の 力 は 信仰で ある 事が證 明 せらる \ で あらう。 

此日义 k;! 科 全書に 於て 近代の 進歩せ る 人類 學の 大要に 就て 讀ん だ。 人類の 起原 は少 くと も 今より 六十 

萬 年 前で あると 閜 いて 我が 信仰 は 少しも 妨げられなかった。 新聞紙 は米國 海軍の 大演習に 就て 穩 かな 

らぬ 記事 を揭 ぐる。 之に 對 して 自分 は 詩篇 第一 ー篇 一 節 を n す さむで 曰うた、 「ぎ なれば 諸の 國人は 騒 

ぎ 立ち 諸 民 は 空しき こと を 謀る や」 と。 米 國のヒ ー ズン 共が 何を爲 しても 祌の 聖旨に 逆 ふて 何事 を も 

爲す こと は出來 ない。 憐 むべき は 祖先の 信仰 を棄て 異敎徒 化せる 現代の 米國 人で ある。 

一月 七日 (水) 曇 寒風 强し。 醫博 藤本 武平ニ 夫人 藤 江 産後の 急病に て 昨夜 突然 永眠し、 一同に 

取り 大 なる ショック 叉 悲痛であった。 我が 柏木 敎友團 に 取り 大打擊 である。 只 十字架 を 仰いで 主命に 

服す るまでで ある。 何人たり とも 一身上の 事 を 見れば 祌を疑 ふの 理由 は數々 ある。 然し 乍ら 愛の神の 

存在の 間違な き 證據は 只 キリ ストの 十字架に 於ての みある。 之 を 仰ぎ 視て 如何なる 不幸が 身に 臨みて 

も 祌を疑 はすして^ むので ある。 身に 臨む 幸 不幸に 由て 神の 恩惠の 有無 を 量る が 如き は 信仰の 極く 淺 
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い 人達の 爲す 事で ある。 

I 月 八日 (木) 晴 今 井 館に 於て 藤本 夫人の 葬儀 を 行うた。 淺野猶 三 郎君 司 會し、 自分 は 說敎の 

任に 常った。 會葬^ は 肉親と 親友と で 百人餘 りあった。 工博 佐 藤.： li- 吉 氏の 祈 禱に强 き 感に打 たれた リ 

我等 问 志に 取り 葬式 は 感謝 祈禱會 である。 世人の 到底 解し 得ざる 所で ある。 

一月 九日 (金) 曇 彼 村 正久君 <T ふ 病に て 昨夜 永眠せ しとの 報に 接して 驚いた。 界は 明治 十二 年以 

来の 知人で ある。 然し isf 質の 異なる 故に や 親交に 入る 能 はすして 終った。 君の 勢力、 才能、 學 識は充 

分に 認 めざる を 得ない。 君 去りて 日本の 基督 敎界は ー變 する であらう。 友人 知人 續々 として 召さる。 

自分 も 亦 何時 召さる &乎 知れない。 「働け よ 夜は來 らんと す」 である。 靈南坂 敎會に 於て 最後の 對米 

協議^の かれし 時に、 或 人が 余に 活動 を 促が せし かば、 余 は 仕事 多き に 過ぎて 此 上の 活動 は 困難で 

あると 述べし に、 植村君 は 一一 目 を 添えて 余に 向って 曰 はれた、 「君 ドシ くやり 給へ、 グズ， /\ すると 

死ぬ よ」 と。 余 は； I？； の 此忠吿 を 聞いて 餘り 好い 氣持 がしなかった。 然し 强健 なりし 君が 余に 先 じて 逝 

かれ やうと は 夢にも 思はなかった。 願 ふ 君の 靈 主に 在りて 安 からん こと を。 

一月 十日 (土) 雪 大 なる イン テレス トを 以て R  •  A  • マ カリスタ ー 著 『パレスチナ 考古學 的 小 

史』 を^^^みっっぁる。 宗教の 臭味 を 少しも 帶 びざる パレスチナの 歷史 であって、 我が 信仰 を 助く る こ 

と 多大 である。 貴き ものと て 宗敎 家なら ざ る 者の 宗敎 研究 の 如き はない。 自分の 如き 何で あって も宗. 


敎家 ではない。 其 立場より して 進化論、 高等 批評 等す ベて 敎會 の宗敎 に反對 する 者に 赞成 する。 世の 

宗敎 家が 自分 を 嫌 ふ は 無理で ない。 然し 自分に は 如何に 見ても ィ ェ ス様 御自身が 宗敎 家で あつたと 思 

はれない。 彼れ 程 敎會の 宗教に 反對 した 者 はない。 故に ィ H ス 様の 御 心 を 知れば 知る 程敎 X きの-: 示敎が 

厭になる の は 4- む を 指 ない。 聖書 は 之 を 敎會に 渡し、 自分 は 聖書より 離る k ならば、 さぞ かし 平安で 

宜 から-つと 思 ふ 時が あるが、 然し 聖書 其 物が 平 人の 書であって、 敎會の 書で ない 事 は 如何と もす る 事 

が 出来ない。 敢て 敎會に 戰爭を 挑む に 非 ざれ ども， 自分の 生れつきの 性贯 として 斯く ある は 止む を 得 

ない。 實に闲 つた ものである。 

一月 十一 日 (日) 晴 朝 は 二百 名 足らす 夜 は 百 名 足らす の會 衆であった。 加 拉太書 四 章に 依り 相 

變らす 恩 惠のー i 音を說 いた。 夜の 講演 中に 何 人 か 我家の 玄關の 入口の 戶の ガラス 板 一 一枚 を壞 して 逃 

げ 去った" 賤 しい 曰 本人 も ある もの かな。 今や *1 に大惡 魔は絕 えて 小惡 魔が 著る しく 增加 したる は 歎 

すべきで ある。 

一 月 十二 日 (月) 晴 北風 寒し。 ルツ 子デ ー である。 相 變らす 彼女の 肖像 を 書齋の 隣室に 褐げ、 

家に 有る 丈け の 花 を 供へ て 彼女 を紀 念した。 彼女 去りて 今日で 滿十 三年で ある、 然し 記憶 は 昨日で あ 

つたが 如く 鮮か である。 世に は 来世 は 無い と 云 ふ 者が あるが、 彼等 は 去りに し 人 を 念 ふて 何 を 以て n} 

を 慰め るので あら う 乎。 我等に 取りて は 愛する 者との W 會の 希望 は 人生 最大 の 叉 至上の 喜びで ある。 
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一月 十三 日 (火) 晴 マ カリスタ ー の パレスチナ 小史に イスラ H ルの敵 ピリ シテ人 は タリ ー ト嶋 

の 住 W の 移住せ し 者な らんとの 說を諝 み 犬に 啓發 せらる、 所があった。 今や 考古學 に通ぜ ざれば 聖書 

の正解はゅヒむべからざる^5^^が明白になりっ &ぁる。 願 ふ 一 一十 年 程 若返りし てもう 一 度 聖書 を 初めより 

研究し： さん； を。 

一月 十四日 (水) 晴 或る 老 姉妹の 訪問 を 受け、 日本 武士の 妻と しての 彼女の 赏驗談 を 聞き、 同 

情のお を 禁じ 5^ なかった。 武士 的 日本 は 偉ら い 男と 女と を 産んだ。 今 は 駄目で ある。 「偉ら い」 と稱 

すべ き^は 今の 日本より は 決して 出て 來 ない。 SR も 駄目で ある、 女 も 駄目で ある。 米！； 文明の 毒酒に 

醉 ひつ k ある 日本 は米國 と共に 亡ぶ るで あらう。 

一月 十五 日 (木) 曇 今 尙ほ齒 科醫に 通って 居る。 我が 永久の 惱み である。 此惱 みの 去る 時に 我 

が牛-:^5^の^£事は終るのでぁらぅ。 夜 靑山ェ 學士の 訪問 あり、 二人 火 纏に 陣を 取り、 關柬 平野の 排水 系 

統に 就て M き 大に敎 へらる、 所があった。 

一月 十六 日 (金) 曇 寒い 厭な 日であった。 蘭領爪 4 力に 在りて 牧畜業に 從 事し 居る 人よりの 年賀 

狀 におの 如き 通信が 書添えて あった。 

當農場 は海拔 三千 尺の 高原に て 年中 日本の 九十 月 顷の氣 候であります。 ジャバ は 日本で 想像せ し以 

上に 拓 けて 居る のに 驚きました U …… ジャバ に は 生活難 も少 く、 あの 痛ましき 排日 風 も 吹かす、 此 


の國 はま だ 日本人 を 一 等國 民と して 尊敬して 居て 吳れ ます。 ほんと に 永住の 地 を 求めた 心地が して 

なりません。 何故 靑 年が 行き 詰った 日本に 蠢動して 居る か 叙が 知れません。 私 は 永住の 決心に て 何 

か 意義 ある 活動 をして 見たい と 思 ひます。 

然 り、 蘭領 印度に ジャバ の 外に 口 本よりも 優 かに 大 なる ス マトラ、 ボル ネオ、 一一 ュ ー ギ 一一 ー 等が ある- 

M ぞ極樂 鳥が 巢を 作る 是等 南方の 大島國 に新ホ ー ムの 建設 を計晝 せざる。 我が 若き 信仰の 友 等に 排日 

風の 吹かざる 南洋の 天地に 移住 を勸 めざる を 得ない。 

一月 十七 日 (土) 晴 日課 は 加 拉太書 三 章 十三、 十四 節であった。 全身 全靈を 注いで ァ ー メンと 

應 へた。 

I 月 十八 日 (日) 晴 朝 は 义復會 衆 講堂に 滿ち其 牧容に 困難した。 今年 も 亦 引續き 座席 不足の 故 

を 以て 數 からす 心を惱 ます 事で あらう。 止む を 得す 「滿 員に 就き 當 分の 間新會 員の 人参 を 謝絶す」 と 

の 掲示 を 出した。 夜 は 百名餘 りの W 年の 出席 あり、 T 洛附 いたる 善き 築會 であった。 

一月 十九 日 (月) 晴 俾道ゃ 慈善 は 人を擇 ばす して 爲 すべき 者に 非ざる 事 を 熟々 と 感じた。 主 は 

敎へ 給うた、 「犬に 聖 物を與 ふる 勿れ、 叉 厥の 前に 汝 等の 眞珠 を投與 ふる 勿れ」 と。 箴言の 記者 も 亦 

ち ざけ， 0 もの いまし  yjf 

敎 へて 曰うた 「嘲笑 者を誡 むる 者 は 恥 を 己に 得、 惡 人を責 むる 者 は疵を 己に 得ん」 と (九 章 七 節 )o 

淺簿 なる 信仰 は與 ふる 事 は 凡て 善な りと 思 へ ども、 眞の 信仰 は 多くの場合に 於て 與 ふる 事の 反て 大な 
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る.^^^事な る こ とを敎 ふ。 我等 は 時に 傅 道と 慈善と は 斷然之 を 拒絶す るの 氣が 無く て はならない。 

一月 二十日 (火) 晴 ヨハネ 傳 十三 章 三十 五節、 「汝等 もし 相愛せば 之に 因りて 人々 汝 等の 我 弟 

子なる こと を 知るべし」 と ある。 「相愛せば」 は 「相互に 對し 愛を懷 かば」 である ことに 氣が附 いて 

嬉しかった。 愛 を 行 ふ 前に 愛を懷 かねば ならぬ。 相互に 對し溫 かい 愛 を 心の中に 懷く 者の みが 本當の 

基督 信者で ある。 

一月 二十 一日 (水) 晴 日露 協約が 成立して 歡ん だ。 是で 八方 塞り の 日本が 北に 於て は 開かけ た 

ので ある。 今より m 露 兩！： のハ： ^々親密な らんこと を 祈る。 余 は 今より 二十 年 前に 日露 戰 (奇 に反對 した 

者で ある。 日本人 は 亞細亞 の 西洋人であって、 露 西： =0； 人 は 西洋の g 一 細 mi 人で ある。 二者 は 共同一致し 

て 亞細 iGi 大陸の 開 發に盡 すべ きで ある。 日露 親睦 は 亜細亞 の 慶事で ある。 

一月 二十 二日 (木) 晴 夜 例月の 世界 傅 道會を 開いた。 來會者 百人餘 り。 題目 は 「ァ ルメー ーャ 人」 

であった。 ァ ルメー ーャの 地理 歷史の 大要に 就て 語った。 世界 最舊の 基督 國 であって、 異敎 徒に 迫害 さ 

れ、 基督 敎 徒に 弄ば れつつ、 千 五 百年 間 其 信仰 を 維持して 令 日に 至った 事 を 述べた" そして 迫害 は 今 

に 至る も 息ます、 今や 土 耳 古人に 逐 はれて、 ギリシャ、 シリャ に 難 を 避く る 者數萬 人、 彼等の 窮狀に 

同情に 堪 へざる 者が 多い。 依て 彼等に 對し 聊か 我等の 同情 を 表せん 爲に 英貨 十五 薛 (百 八十 圓餘〕 を 

送る ことに 決し、 感 話と 祈禱を 以て 閉會 した。 遠き 異國の 人達に 同情 を 寄す る は、 彼等に 取て より は 


我等に 取り 大 なる 利益で ある。 世界 傳道は 我等 をして 世界 大 ならしむ る 爲に 最も 必要で ある。 

一月 二十 三日 (金) 半晴 今の 若い 人 等 は 先生の 言 ふ 事な どに は 絶 對に從 はない。 彼等が 先生 を 

慕 ふ は 彼が 彼等の 言 はんと 欲する 所 を 言 ふ 問 丈け であって、 一 朝 彼が 彼等の 意に 適 はざる 事 を 言 ふや" 

彼等 は 彼 を 愚弄し、 彼を棄 去る 事 を 何とも 思 はない。 此事を 知って 際限な く 彼等 を敎 へ、 背かる k と 

知りつ」 彼等 を 善導 せんと 努 むる は堪へ 難き 苦痛で ある。 然し 乍ら 福 昔 其 物 は 之 を說く 我が 爲 にも 善 

丑 美なる が 故に 其 宣傳を 錢 する 辜が m 來 ない。 故に 日曜日が 來る 毎に 我は聖 語の 美 はし さに 勵 されて 

棄ら る.^ 事 を 忘れて 高 壇に 登る。 而 して 終て 後に 平 靜に復 する や、 復た 元の 嫌 厭の 氣に襲 はる k ので 

ある。 過去 を 顧みて 背敎 者の 如何に 多き を 思 ふ 時に、 傅 道の 熱心 は倏ち 冷却す る。 然れ ども 聖書 を 開 

いて 福 昔の 美 を 味 ふ 時に、 之を說 かんと 欲する の 熟 心が 起る。 斯 くして 冷えて は 熟し、 熟して は 冷え 

て、 數十年 を 絵て 今日に 至った。 時には M レ ミヤと 共に 「エホバ よ 汝は我 を 欺き 給へ り」 と 叫ぶ 事 あ 

りと 雖も、 傅 道 は今猶 止む る 事が 出来ない。 奇異なる は 傳道繼 緩の 心理 狀態 である。 

一月 二十四日 (土) 晴 マイヤ ー の大 註解 書に 加 拉太書 六 章 一、 二 節 を 讀み大 なる 感動 を 受けた- 

:e の 感情 を も 交へ ざる 此 註解に 基督 敎の 愛の 奥義の 示されて ある を 見て、 さすが は 聖書 學 の 泰斗で あ 

るとの 感を 深く せられた。 靳 かる 大 註解 書の 在る あり、 近代の 一 夜 作りの 小 註解 書 を 漁 さるの 何の 必 

耍 もない" 矢張り 古い 書は讀 むに 最も 善く ある。 〇 京都 便利 堂 主人 中村彌 左衞鬥 永眠の 電報に 接し、 

悲 みに 堪 へなかった。 
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s  * の 涯  一六 o  . 

一月 二十 五日 (日) 晴 ffi^ 會變 りなし U 朝 は 加 拉太寄 六 に 依り、 キリストの 愛の： S たる 乎に 就 

いて 述べた。 

I 月 二十 六日 (月) 半晴 ギリシャ 竹 人 ソクラテスの 偉大 さに 就て 考 へさせられた。 余 は 若し ィ 

ェ ス の^?子でなかったならばソ クラテ ス の門人と成ったでぁらぅ。 彼 は 勇氣の 人、 正直の 人、 愛國の 

人、 道现の 人であった。 最も SR らしい 男であった。 今の 基督 敎會の 宣教師 や 牧師の 内に は 見る ことの 

出来ない 人であった。 彼の 敎は 凡ての 點に 於て 储全 である。 彼に 從 つて 人 は 何人も 人た るの 一 生を完 

うする ことが 出来る。 基督 敎界の 種々 の 厭ら しき 所 を 見せら る k 時に、 <； ^は 時々 ソクラテスが 慕 はし 

くなる。 縱 しべ ー ガンた ると も敎會 のクリ ス チャンた る こと は出來 ない。 ソ クラ テ ス の 名に 依て 敎會 

の 建立せられ ざり し 事 は、 彼の 爲に又 人類の 爲に大 なる 幸福で あつたと 思 ふ。 

一月 二十 七日 (火) 晴 引 緩き ソクラテス 傳を 讀んで 慰められた-彼 は 祖國ァ テンス を 愛し、 之 

を 根本的に 救 はんと 欲して、 阈 人の 憎 惡を買 ひ、 彼等の 殺す 所と なった。 而 して ァ テンス はソ クラ テ 

ス の敎を けて 終に 亡びた。 而 して ソクラテス は 己が 祖國を 救 ひ 得 ざり しも 彼が^ へし 眞理を 以て 今 

猶ほ^ 界を救 ひつ、 ある。 彼 は 其點に 於て ィ H スと 異ならない。 其；^ 子に 命じて 「異邦の 途に往 く 勿 

れ、 又サ マリヤの 村に も 入る 勿れ、 惟 イスラ H ルの 家の 迷へ る 羊に 柱け」 と 曰 ひ 給 ひし 程 イスラエル 


を 愛し 給 ひし イエ スも 亦、 彼が 特に 愛し 給 ひし イスラ H ルの 家の 者の 殺す 所と なった (馬 太 傳十章 六 

節)。 而 して 御自身の 國を救 ひ 得 ざり しも、 彼が へし； i 昔 を 以て 今 狼 ほ 人類 を 救 ひ 給 ひつ \ ある。 

愛國の 運命 はすべ て如此 しで ある。 救 はんと 欲する 者 を 救 ひ 得すして、 其れよりも 大 なる^ を 救 ふに 

至る。 實に。 ハウ a が敎 へし 通りで ある、 「善 を 行 ふに 臆する 勿れ、 そ は 若し 倦む 事な くば 我等 時に 至 

りて 穫 取る ベければ 也」 と (加 拉太書 六 章 九 節 )0 

一月 二十 八日 (水) 晴 ソクラテス 傅に 次ぎ プラト ー 傳を讀 み、 二者の 高潔たり しに 深く 動かさ 

れた。 人 は 人類 を 益す るに 必 しも 世に出で、 活動す るの 必要な きを 敎 へられて 大いに 慰められた。 是 

等 異教の 大敎師 に 較べ て 見て 今の 基督 敎の敎 ：！ の 如き 大 なる 俗物と 稱 せざるを得ない。 我 は 今の 基督 

敎會の 信者た らんより は 寧ろ ソ クラ テス、 プラト ー の 弟子た らんと 欲すと 曰 ひたくなる。 

一月 二十 九日 (木) 曇 プラト ー 曰く 「理想 を說 いて 現代人の 受納る、 所と ならす と雖. も 失望す 

べきに 非す、 若し 千載に 涉 りて 一 人の；.^;: 人 を 起す を 得ば 足る」 と。 之を讀 んで慚 愧に堪 へなかった。 

ィ H スは曰 ひ 給うた 「人の子 來 らん 時 信 を 世に 見ん や」 と (ルカ 傳 十八 章 八 節)。 信者 は 容易に 出來 

る 者で ない。 一 生 を 費して 一 人の 信者 を 起し 得ば 大成功と 稱 すべきで ある。 此 事に 關 して 我等 は數に 

成功 を認 むる 米 固 の 宗教家 に 聽 かすして 、 異敎 の 大 敎師プ ラト I に ： 斗 を 傾く ベ き で あ る 

一月 三十日 (金) 雪 ロンドン 發行 『雜 誌の 雜誌』 十二月 號に、 牛 津大學 出身 學士 某が、 r 英國 


^敎會 (聖 公會) は 果して 基督 敎會 なる 乎」 と题 して 論す る を讀ん だ。 彼 は！； 敎會の 死滅 は 只 時間の 

問題で あると 云 ふ。 果して 然る か然ら ざる 乎 は 余の 判定す る 能 はざる 所な りと 雖も斯 かる 問題が 斯か 

る 有力なる 英 國の雜 誌に 於て 論ぜら る、 を 見て、 該敎會 の 危地に 在る 事が 判明る。 余輩の 反對を 待つ 

まで もな く、 敎 會が自 から 亡びつ つ ある は (棄ひ 難き 事實 であると 思 ふ。 

I 月 三十 一日 (土) 晴 雪の 朝で ある。 竊 なき 東京が 雪の 如く，：：  くな つた。 不思議で ある。 〇 馬 

太 傅に 示された るィ H ス 受難週の 研究 を 始めた。 今更な がらに 彼の 偉ら さに 打 たれた。 若し ソ クラ テ 

スが 最大の 人であるなら ば、 ィ H スは遙 かに ソクラテス 以上であって、 人 以上であって 祌 である。 彼 

を 敎會の キリストと 見る 時に 彼に 對 して 反逆の 念が 起る が、 彼 を 彼と して 見て、 「我 主よ 我 神よ」 と 

云 ひて 彼 を 崇めざる を 得ない。 ィ H スは其 奇蹑に 於て ぐ はない、 其 行爲に 於て 偉大 以上であって 神聖 

である。 

二月 I 曰 (曰) 晴 朝 は 一 一 人、 マ タイ 俾ニ 十一 一— 十 一 節に 依り 「ィ ェ スの都 上り」 に 就て 

11 じた。 問題が 餘 りに 莊大 なりし と、 會の 整理に 就て 餘 りに 多く 心 を 配ば りしと に. m り、 講演 は失肷 

であった。 夜 は 主に 男女 學生 百 二三 十 人、 題 は 創世記 二 H 十二 章に 於け る 「人類の 创 造」、 落附 いたる 

好き 第會 であった。 朝夕 共に 塚 本に 援 けて 貰った。 

二月 二日 (月) 晴 在 巴 里 『聖書 之 研究』 初號 よりの 讀 者なる 久我载 三 郎君より、 十二月 二十 九 


日出の 書面が 達した。 其 一 節に 曰く、 

御 著書 Kepresentative  Mx-n  (〕f  Japan  (代表的 日本人〕 をソ ルボン 大學總 長 Appel 氏 及び 前 首 

相 Cle ョ t-nilu 氏に 贈り 候 所、 A 氏 は 非常に 有益なる 名著と 稱し、 C 氏 は 健康 だに 許せば 日本へ 行 

いて 思想家と 話して 見たい と 申 居候。 

自分の 書いた 者 をクレ マン ソ ー が讀ん で吳れ たと は嬸 しい。 自分 は 怫國の 政治家 は 大體に 嫌 ひで ある 

が、 然し 日本の 政治家と は 異なり、 ドコ 力に 深い 偉ら い 所が あるので あらう。 何れに しろ 少しな りと 

も 歐文を 以て 自分の 思想 を 書いて 置いた 察 は 幸福であった。 之に 由て 今日まで 旣に 全世界に 於て 多く 

の 知己 を 得る ことが 出来た。 

二月 三日 (火) 晴 雜誌 二月 號の 校正 を 了った。 不相變 面倒なる 仕事であった。 〇 新聞紙 上に 我 

阔 第一 の 親米 家なる 子爵 金子 堅太郞 氏が 米國 人の 日本に 對 する 態度に 失望し、 氏の 一生の 事業た る 曰 

米 協 會の會 長 を 去る の 辭を讀 み 同情 同感に 堪 へたかった。 斯くて 日米 兩國 を繁ぐ 太い 綱が 斷れ たので 

あって、 之に る 他の 者 を 肴 出す は だ 困難で ある。 此日叉 上野 精 養 軒に 於て 對米 主戰 同盟の 結盟 式 

が 行 はるとの 報知が 揭 げられ た。 友人 は 去り、 敵 は 起る。 日米 關 係の 今後に 寒心すべき 者が ある。 何 

れ にしろ 米國 政府の 排日 法 制定 は 「重大なる 結果」 を 持 来たさす ば 止まない。 日米 關 係の 斷絕 する 時 

に、 米國 人の 援助に 依て 成立す る 我 國多數 の 基督 敎會は 如何なる であらう 乎。 余の 心配す る は 之が 爲 

に 我國に 於け る 基督 敎其 物が 仆れ はしまい 乎と 云 ふ 事で ある。 來 らんと する 大 暴風に 備 へんが 爲に今 

日直に 米國 人と 關係 を斷っ て 置く の 必耍は あるまい 乎。 金子 氏の 進退に 省みて 我 國多數 の 基督 敎の敎 


日々 の ffi  ： 六 四 

師方は 大に考 ふる 所がなくて はならない と m 心 ふが 如 3： に？ 餘 計な， 話で はあろう が。 

二月 四日 (水) 晴 或る 二人の 女 敎師が (一人 は 未婚者 一人 は 未亡人〕 日曜 口の 講演に 加 拉太書 

三 章 十 節 「キリスト 我等の 爲に詛 はる k 者と なり 給へ り」 との 事が 解って 有難い とて 禮を述 ぶる 爲に 

訪問して 吳れ た。 自分 も 之 を 開いて 非常に 有難かった。 自分が 爲 した 少し 斗り の 慈善 や 助力の 爲に禮 

を 述べ て 焚っても 餘り 有難くな いが、 自分の 說 いた 十字架の 福 昔が 解った とて 感謝 を 表して „4<れ る 人 

に は 自分の 方から t- を 述べた くなる。 一 人で も 二人で も 可い。 本當に 十字架の 福音が 解って 貸 ひたい。 

然し ー贫 際の 所、 斯 かる 人 は だ 稀れ である。 大抵の 人 は 自分 を 神の 代表者で ある 乎の 如くに 思 ひて、 

忠ボめ はつ 拜 むので ある。 斯 かる 人 を 自分 は 蛇蜴の 如くに 恐れる。 彼等 はやが て 自分に 背いて 自分 を 十 

字 架に 釘け る 者で あ る からで ある。 

二月 五日 (木) 晴 司法大臣 横 田 千 之 助 氏.！！. ん性 肺炎に て 逝く。 多く も 無き 人物の の 一人 を 失 ひ 

て 闕.； > ^の爲 にせし だ惜 む。 自分 は 勿論 彼と 何の 關係も 無き 者で あるが、 彼が 關艰 人で あるが 故に 彼に 期 

待す る 所が 多かった。 然れ ども 日本 は 彼れ 以上の 政治家が 出る にあら ざれば 救 はれない。 而 して 斯か 

る 政治.； M が 何處に 在る 乎 を 知らない。 横 田 氏を惜 むと 同時に、 神が 日本に グ レ ー 卜. クリスチャン. 

ステ ー ツマ ンを 遣り 給 はんこと を 祈らざる を s£ ない。 

二月 六日 (金) 雨 左 近義弼 君の 注意に 由り 加州 ロスアンゼルス 市 A  •  E  •  ノック rKgclo 氏 


の大 なる 架， 書學 者な る 事が 判って 嬉しかった" 今日まで 彼の 書物 を數多 所持し て 居な が ら其惯 Si を 知 

らざ りし は 4^ なる 恥辱で ある。 米國に 多くの 偉人が 11 れてゐ るら しい。 彼等 は 米國に 住む 丈け であつ 

て 所謂 「米 國人」 ではない" ノック 氏が 米國の 凡ての 敎會を 相手に 取って、 深く 靜 かに 書の 研究 を 

11 けて S る は 甚だ-ぼ おはしく ある。 願く は 彼の 如き 人と 共に、 太平洋の 雨 岸に 在りて， 水が 大洋 をず ー| ふ 

が 如くに.. H ホバ を 知る の 智識 をして 全地に 掩 ふに 至らし めんこと を。 

二月 七日 (土) 雨 終日 ペン を 執りて 倒いた" 雜 誌の 發行 部数が 四千 臺に 落附 いたらし く ある。 

殊に 關 gl に 於て 請 者が 殖えた 事 は 不思議で ある。 高 知縣の 如く、 或る^ 力なる 敎會 の敎師 が、 S 内 

に は 『iA 書 之 研究』 は 一 冊も人らしめすと豪：^jiせし地方に於てすら近頃に至り讀者が頓に增加せしは 

不思議で ある。 廣 4" もせす、 運動 もせす * 唯 成る が 儘に 任 かして 置いて 殖える ので あれば、 航 えても 

差 支な い と 思 ふ。 仍し I 一十 五 年 か i つ て e: 千 部と は 情けな い と 雜誌屋 は 云 ふで あ らう。 然し g: 干で 感 

謝滿 足す る 余輩の 心 を 彼等 は 到底 知り 得ないで あらう。 

二月 八日 (日) 晴 朝 は •rc 七十 人、 夜 は .fc 人 餘の第 斡であった。 朝 は 「イエスの 殿 潔め」 に 就て、 

夜 は 「ヱ，. テンの 所在地」 と题 して 太古 地 现學の 大要 を 11 じた。 新會 員の 人， vtl を斷 はりし 結 2^ として 會 

が全體 に引締 つて 來て偸 快で ある。 先づ 第一 に 「近代の 戀 愛觀」 を 懐く 人達に 去って K はねば ならぬ。 

彼等が 我等と 偕に 在る 間 は聖き H ホバ の祌は 我等の 內に 宿り 給 はない。 昨年来、 彼等の 重なる 者が 去 

り、 叉 彼等に 去って 貰 ひし 結果と して 我等の 會 合が 大分に 緊縮し 来って 大 なる 感謝で ある。 「少 許の 

一九二 五 年  1 六 五 


辆- おその 全幽 を發ら す」 である (コ リント 前書 五 章 六 節)。 我等 は 全力 を盡 して 近代 人の 排除に 努め 

ねばならぬ。 

二月 九日 (月) 晴 今年に 入りて より 知人 友人に し て^を 逝る^ 多し。 今日は 又 京都 第一 高等 女 

學校 長大 石 和太郞 氏の 永眠 を 開いて 悲ん だ。 如何にも 死が 自分自身に 迫って 來る やうに 感 する。 然し 

怯んで はならない。 人世 は戰 場で ある。 死ぬべき 時に 死ぬ のが 當然 である。 然し 乍ら 爲 すべき 天職の 

淺る間 は 決して 死ない。 「人 は 其 天職 を 終る まで は 不滅で ある」 との リビングストンの 言が 眞理 であ 

る。 其時までは干人は我が右に幾れ萬人は左に斃る乂とも死は我に近かすと；：；^じて男み闘ふべきでぁ 

る 0 

二月 十日 (火) 晴 昨夜 大雨。 瑞 ッ ー リツ ヒ 郊外 ルシ ユリコ ンの 敎會の 日曜 學校 生徒 二十 八 

名 (男子 二十 名 女子 八 名) より 自分に 對 して 敬愛 を 表する とて 歐洲 大陸 產 淡水魚 圖の 美事なる 者 を 各 

自署 名し て 送って 吳れて 非常に 嬉しかった。 外國 の；： 几 童より 斯 かる 贈物 を 受けた の は 今囘が 初めて、.^ 

ある。 端 西の 山水と 其. s: に 成長す る 美く しき 兒 童が 懐かしく なった。 米國は 失った が、 其 代りに 欧洲 

が與 へられて 感謝の 至りで ある。 〇 其 反對に 今日は 上 州の 或る 田舍 者に 騙されて 非常に 不偸 快で あつ 

た。 今や n 本に 於て は 都人が 信賴 出来ない のみなら す田舍 者まで が油斷 がなら ない。 上 州 は 余の 父母 

の國 であるが、 共 田舍 者まで が 摩枯と 成りつ、 ある。 是 では 日本 國に 信頼すべき 者 は 何も なくなった 

.tf- 第で ある。 


二月 十 一日 (水) 晴 紀元節で ある。 靑山南 町に 德富猪 一 郞氏 設立の 靑山會 館を觀 た。 實に 立派 

なる 上品なる 建築で ある。 德富君 は實に 善き 事を爲 した。 是れ 丈け でも 君の 名 は 永く 日本人の 問より 

消えない であらう。 〇 柏木の 小なる！ i 堂に 於て は、 午後 はモ アブ！： S 人 會のハ ンナ 組の 少女の 招待 會が 

あった。 美 はしい 會 合であった。 夜 は 柏木 基督 敎靑 年會 の， 初會が II かれた。 來會者 百 名 斗り、 塚 本 虎 

二君 ダンテに 就て 有益なる 講演 あり、 自分 も 少しく 之に 加へ て、 誠に 樂 しき 會 合であった。 玆に又 新 

しき 團體が 成って 犬なる 感謝で ある。 德富 君の 如き 大 建築 を爲 すの 力 は 自分に 無い が 故に、 自分 は 之 

に 代って 少數 同志の 心の 內に キリス トの國 を 建て やうと 思 ふ。 

二月 十二 日 (木) 晴 日本 バ プチ スト 敎き敎 役者 修養 會の依 賴に應 じ、 市ケ谷 左內坂 上なる 同敎 

會神學 校に 於て 缀 本と 自分と で 八拾餘 名の 敎師 達に 對し講 ：侦を 試みた。 塚 本 は 「イエ スの 話されし 言 

語」 に 就て、 自分 は 「余の 觀 たる 使徒 バウ „1」 に 就て 各自 一時間 づ i 高 に 立った。 我等に 取り 敎會 

の 高 壇に 登る 事 は 極めて 稀なる 事であって、 多少 不 似合 の 所がないでも なかった。 殊に 敎會全 體に嫌 

はる. - 自分に 取りて は、 敎會の 招きに 應ぜ しこと は 十 數年來 初めての 事であって、 奇異の 感を免 かれ 

なかった。 然し 我等 は 喜んで 此 招きに 應じ、 我等の ベスト を爲 したる 積り である。 多分 バ プチ スト 敎 

< &-敎 役者 諸氏に 於て は 我等 は 敎會の 敵に 非ざる 事 を 認めた ので あると 思 ふ。 而 して 自分に 於て は 之 を 

最後と して 敎會の 招きに は應 じない 積り である。 
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二月 十三 日 (金) 晴 駿 がしい 日であった。 貨物 自 ポの 交通 はげしく、 家 は爲 に動搖 し、 其 15 

に 木 常の 地 露が まじり、 動搖 常な き此 # を思は しめられた。 然し 我心 は平靜 であって、 靜 にべ ンを取 

つて 卿いた。 rlr ぶる 此枇 朽ち ゆく 我 身」 である。 如 M でも 可い 世で ある C 此上安 II を 求む る 必要 は 

ない。 平安 は 他に 求む る。 而 して 之 を 求め 得て 感謝す る。 

二月 十四日 (土). PI? ィザャ 書を讀 みつ、 ある。 今 口 は 第 六十 五 章 を 読んだ。 善き 譯 文に 依りて 

よろこび 

註解^たしに|^書をへ1む一!^-は大なる欣快でぁる。 外に 原稿紙 十 枚 程 いた。 無異の 一 日であった。 

二月 十五 日 (日) 晴 好き 安. 2^ 日であった。 朝 は 二 fn 人、 夜 は k:: 人餘 りの 來會者 あり、 ニ囘 共に 

滿足 なる e;. 、詠であった。 朝 は 馬 可 傅 十  一 ^!3!.に依り 「詛 はれし 無 花 3^ 樹」 に 就て 講じた。 不 相變ィ ェ ス 

の し 給 ひし * に 深き 意味の ある ことが 示され 大 なる 感謝であった。 人 は 活動、 音樂、 綺畫、 舞踊と 

^樂を 探り 廻 はれ ども、 自分に は； i 昔 を 學び之 を說く 丈け で 充分の 偸樂 である。 「我に 汝 等の 知ら ざ 

る 貧 物 あり …… 我 を 遣し. - 者の 3s に 隨ひ其 業 を 成 畢る是 れ我糧 なり」 との 主の 言が 思 出さる。 敢て聖 

者 を i 湫 取る にあら ざれ ども、 是れ 我が 實驗 なる を 如何せん である。 

二月 十六 日 (月) 半晴 £5 祌的疲 K ガの 一 日であった。 請 書よりも、 執筆よりも、 何よりも 疲 かる 

る^ は I ゅ你 殊に 說敎 である。 說敎は軍に語ることでなくして自己を他人に與ふる^5^^でぁる= 故に 說敎 

を 0- した 後に は 身 體の屮 心より 疲 かる 、ので ある。 多分 說敎は 最大の 勞幅 であらう。 然し 聽く 人は大 


抵は 說敎を 大勞働と 見 な い の で ぁ る 。 唯喋舌 る 15^- で ぁ つ て 、 至 つ て 容易 い 仕事 で ぁ る と £ケか の で ぁ る o 

故に 數 年閒說 敎を聽 かされて、 其 揚句せ 敎 する も 少しも 载に §H めない ので ある。 彼等が 若し 精神的 

- 「產の 劬み」 の 何たる 乎 を 知るならば * 彼等 はさう 界 易に 背敎 しないで あらう。 然し 今の 日本人より- 

そんな 深い 同^wを&^^む^* は 屮 Z 來な い 。 

二月 十七 日 (火) 雪 番 町の 其 所に 中； 贝ぉ 人の 求道 會が 開かれた。 自分 は 招かれて 一場の^ 害 講義 

を爲 した。 神 を 4- むる 必要に 至て は 上下 貧富の 差^ はない。 而已 ならす 人生の 淋しみ は 貧者よりも 反 

つてお 者の， 方に 多い ノ而 して 今や 熱心なる 求道者が 我國の 上流 社會に 於て 起りつつ ある は 成 心 謝すべき 

である。 キリ ス ト の §\5 名が 遠から すして 我！； の 社き 入， f: 體を 通う してせ- A めら る k に： せる は 問 遠な き で 

ある〕 

二月 十八 日 (水) 曇 或 人 rn く、 「彼 は敎會 にも 嵐せ す、 亦 敎會の 許可 を も 受けす して 何 ザ 道に 從 

*H タ、 故に 彼 は 某： 督敎界 の モグリ である」 と。 誠に 尤もの 批評で ある。 然し 乍ら ィ H ス様 御自身が 御 

在世 常時の 宗敎界 の モグリ ではなかった 乎。 「ィ H ス 殿に 入りて 敎 へたる 時、 祭司の 長 及び， の 長老 

たち 來り 彼に E ひける は、 何の 權威を 以て 此事 を爲す や、 誰が 此權威 を 汝に予 へし や」 と あるで はな 

い 乎 (；， ，1 太 傅： 一^ 廿三節 )o 此に 云ふ權 威と は <He 云 ふ敎權 であって、 ィ H ス樣も 亦敎八 I- より 敎權 

を 受けす して 傅 道に 從 事し 給うた ので ある。 ィ ェ ス 様の 爲し 給うた 事 を 我等が 爲 して 何故に 惡 いので 

ある 乎。 
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二月 十九 日 (木) 雪 ィザャ 書 五十 四 章 十七 節 以下に 左の 言 を 讀んで 感じた。 

凡て 汝を 攻ん とて 作れる 武器 は 利 ある 事な し、 

興起て 汝と 爭ひ訴 ふる 舌 は汝に せらるべし、 

是れ H ホバの 僕 等の 受 くる 產 業な り、 

是れ 彼等が 我より 受 くる 義 なりと M ホバ 宜 へ り。 

我れ 神に 賴 りて 我に 敵す る 者 は 神に 敵す るので ある。 故に 我 を 攻めん とて 作れる 武器 は 悉く 挫かる。 

我 は 彼等に 敵せ すと 雖も、 神 は 我等に 代って 彼等 を 攻め 給 ふ。 我等 は 仇 を 報 ゆるの 必要な く、 唯 退き 

て 主の 怒 を 待てば， いので ある (羅馬 書 十一 一章 十九 節)。 

二月 二十日 (金) 曇 来客 一人 もな く、 平和の 一 曰であった。 少しづつ なりと 雖も 毎日 永遠の 眞 

理の爲 に 働く ことの 屮 I 來るを 感謝す る。 此^の 事に は 少しも 興味 を 持たない。 帝 國議會 は開會 中で あ 

るが、 其 記 * なぞ は 一行 も讀 まない。 i め， 書 以外に は プラト ー、 ァ リスト ー トル、 ダンテ、 ミルトン 等 

を 友と して 充分に 愉快に 日々 を 送る 事が 出来る U 

二月 二十 一日 (土) 曇 預言者 並に 預言の 研究に 犬なる 興味 を覺 えた。 此^の 關係は 殆んど 絡え 

しも 盡 きざる 趣味の 泉が 供せられ て 感謝の 至りで ある。 如 M なる 法律が 設けられ やうと も， 其れに 由 

て此 世が 善くなら うと は 何しても 思 はれない。 ^通 選 舉の實 施に 由て ではない、 神を識 るの 知識に 由 


て 國は救 はる k ので ある" 

二月 二十 二日 (日) 雪 大雪に も 係らす 朝夕の 集會に はおん ど 變化は 無った。 老人 も 少女 も 雪と 

泥濘と を 冒して 集ひ來 つた。 我等の 集 會には 天候 は 少しも 影響を及ぼさ たいやう である。 朝 は 「イエ 

ス の敎權 問題」 と 題し、 馬 太傳廿 一章 二十 三 節 以下 を、 夜 は 人の 救 はる k は 唯 信仰に 由る こと をカ說 

した。 

二月 二十 三日 (月) 晴 休息の 月曜 曰であった。 中 野に 伊藤 一隆 君を訪 ひ、 叉復舊 ぃ札幌 談を緣 

返した。 彼が 札幌が キリストに 獻 げし 初 稼であった 事に 今日 初めて 祭附 いた。. 敎頭 クラ ー ク と共に 伊 

藤に パプ テス マ を 授けし ヮルタ ー ニァ ング (函館 滞在の 英國 宣教師) の 偉ら かりし 事を談 じた。 今 

口の 柏木の §\?書 研究 會は 明治 九 年 に 札幌に 始まりし 神の 攝理 の镜 きで あると E 心へ ば 感慨無量で あ る 。 

敎會は 全體に 札幌を 無視す るが、 神 は 我等 を 無視し 給 はざる を 感謝す る。 札幌 は外國 宣敎師 より 絕對 

に獨 立して 今日 猶ほ 勢力 を 維持して 居る。，. 工匠の 棄 たる 石が {\ ぶの 隅の =^ 石と 成る ので は あるまい 乎。 

此日黑 崎幸吉 ナザレ 發の端 書と、 ドクトル ，バ— 羅馬發 の 書面が 屈いた。 友人 は 世界 到る 所に 在りて 

我 を 記憶して 吳れる こと を欣 ぶ。 

二月 二十四日 (火) 曇 雜 誌の 編輯と 舊著 『後世への 最大 遺物』 改版の 校正に て忙 がしい 日で あ 

つた。 三十 一年 前に 爲 した 演說の 筆記 を 校正す るので あって、 自分の 過去の 姿 を 見る やうで、 奇異の 
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感に打 たれた。 ^し 今日の 自分 は 三十 一 年 前の 自分と、 其主雜 信仰に 於て 少しも 變 つて 居らぬ 事が 判 

つて 嬉しかった。 此 三十 一年 11 に 多少の 後世への 遗物を 作った 積り である (祌の 御 助けに 依りて)。 

感謝の 至りで ある。 

二月 二十 五日 (水) 曇 布 トぉー ホノルル 市の セォ ドル. リ チヤ ー ヅ氏、 クラ ー ク^ 界 一周 圈 に 加 は 

り 束な 小に 來り、 ケ朝氏 を帝國 ホテルに 兒 舞うた。 余の 事業に 寄附 金 を 送って 吳れる 唯一 人の 米！； 人で 

ある。 其額は多からすと雖も其志は萬金ょりも^;3;くぁる。 今朝 相會 して、 他の 客と 離れて、 氏の 寢 {至 

に 入って 相 共に 祈禱 した。 其 他 四方 山の 話を爲 したが、 別に-おな-したる 話 は 何もなかった" 神の 子が 我 

0000000000  0-00000000000 

^^「め^！を除かん爲に我等に代って死んで下さった。 其^^丈けが我等の注意の凡てを惹く唯 一 の 問題で 

あった。 リ チヤ ー ヅ おは 牧師で も 傅 道^でも たい。 然し 政治よりも、 社交よりも、 國際關 係よりも、 

何よりも 深い 與^ を 十字架の 福 昔の 宜傳に 於て 持つ。 彼 は 紙合敎 會に屬 する が、 彼 は敎會 よりも 深く 

キリスト を 愛する が 故に、 余の 無 敎きは 少しも 靈 交の 邪魔に ならない。 久し振り にて 「聖徒の 交際」 

を 味 ふ^が 屮 I 來て 火なる 喜びであった。 OE: ドの 所、 畔 上は雜 誌の 外に、 主として 其 力 を 地方 傳 道に 

注ぎ、 1^ 本が 柏木の 高 壇 を 助けて 吳れ る。 新入 會 謝絶の 結 として 會員は 五 百名以 に 減じた が、 講. 

堂の 整理が 成り、 靜肅 なる 粱會 を繼 ける 亊が 出来る やうに 成った。 神 若し 許し 給 は 一  子 祐之は 四月 

上. 句、 精神病 學 研究の 爲 に渡歐 する であらう。 歐洲に 多くの 信仰の 友人 ありて 歡んで 彼を迎 ふるで あ 

らう。 彼 は賁に 幸； Si 者で ある。 自分 は 東京 柏木に 止まって 終りまで 倒く であらう。 


二月 二十 六日 (木) ft 編 i: を 了った。 キリス 卜の 血に 就て 考 へた。 之なくして^^-人は神の前に 

立-つ こと は 出来ない 。神が 萬 國の民 を 箱き 給 ふ 時に、 キリストの 血 を 以て 印せられ すして、 人 は 何人 

も 罪の宜 を 免 かる、 事 は 出来ない。 ！ i 音 は 元々 此 場合に 必要で ある。 社會 改良の 爲 ではない、 人物 

養成の 爲 ではない、 祌 の-器 判の 座 に^く 時に、 扉に おめら れ すして、 之を赦 されん 爲に 必要で ある。 

是は舊 い 言 卬 である、 然に ども.^ 實 にして ら ざる 信仰で ある。 「しらぬ よみに もさば きの 日に も、 

ちとせの 磐よ、 わが 身 を かこめ J である。 

二月 二十 七日 (金) 曇 毎週毎日爲す^は定まって居る。 近頃の自分の生涯は^^んど機械同樣で 

あって、 口と 共に 動き、 月 と共に 働く やうに 感 する。 金曜と 土曜と は 日曜 講演 準備の 爲に費 ひ、 日曜 

は 終日 集會 にて 忙 はしく、 月曜 は 疲勞を 癒す 爲に 休む" 火曜、 水曜、 木曜が 通信、 讀書、 原稿、 校正 

の 日であって、 是れ又 殆んど 閑暇な しで ある。 斯 くして 年の 始 より 其 終りまで、 口 月 は 淸き樂 しき 水 

の 如くに 流る。 幸福なるは永遠の休息を51^.:みながら、 祌に 依りて 送る 生涯で ある。 

二月 二十 八日 (土) 晴 甥 を 伴れ て 近頃 有名なる 『モ ー セの 十誡』 の 活動 寫眞を 見た。 共 趣向の 

莊大 なる に 驚いた。 然し 乍ら 今 曰 の 俳優に 架 書 人物 を 適當に 演じ 得る 者 は な いと 思 ふ。 今 曰 見た 映畫 

の 内で 「モ ー セ」 は 非常に 貧弱であった。 俳優 は 熱心 を 傾注して 其 技 を 演じた やう なれ ども、 迚も 余 
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の 知る 丈け の モ ー セを 演出す る こと は屮 I 來 なかった。 余 自身が 演じたならば 今少し 眞を 穿った であら 

うと E やった。 然し |m ふまで もな く 最も 六ケ 敷き 題目で ある。 斯 かる 大膽 なる 映 畫を 企てた 丈け でも 驚 

嘆に する。 何に しろ 米國 人の 間に 在りて 今 曰 尙ほ 聖書が 篤く 尊敬 せらる k を 示されて 大 なる 滿足又 

欣喜であった。 

三月 I 日 (日) 曰雰 集會變 りなし。 朝は缀 本と、 夜は畔 上と 共に 高 壇に 就いた。 朝 は 馬 太傳廿 一 

章 三 三 節 以下に 依り r 惡 しき 農夫の 譬」 に 就き、 夜 は豫言 研究の 第一 1^ を 講じた。 時には レぃ 多くの 

聽 衆に 聞かせた く E わ ふ 事が ある。 然れ ども 今日の 社 會の狀 態 を 見て、 眞现の 注入 は 「燒け 石に 水」 な 

る を 知り、 之れ 以上 を爲 すの 無益なる を E わ ひて 屮止 する。 實に 歎げ か はしき は 日本 今 口の 狀 態で ある。 

何時 大事が 突發 する 乎 判らない。 高 ^商< ^の 破綻の 如きが 其 一 である。 實に 容易なら ぬ 事件で ある。 

斯く思 ひつ.. ありし 時に、 北海道 十勝國 直^に 數十年 §1 開 懇に從 事し つ」 ある、 舊き 信仰の 友なる 黑 

岩 ra 方 之 進 君より 書面 ありて 大に 慰められた。 其 一 節に 曰く 

…… 貴：^ は 大都會 に 在りて 尙孤 11 を 感ぜられます か？ 小生 は 世の 交際 は 親密の 度 を增す 丈け それ 

丈け 不快と 失望の 度 を 深む る 斗り であります。 孤 獨は大 なる 御 ffi みと 感謝し ます。 今 曰 新開 ゃ雜誌 

上に 表 はる k 社 會の狀 態 を 見て は 迚も 此地を 離る、 氣には 成れません。 此の 土地の 土と 化する こそ 

大 なる 感謝であります。 …… 御 巾 聞け の 野 花 は 消 雪 を 待ちて 御 送り 致します。 云々。 

誠に ^世界に 在る の感 がする。 幸に して 未だ 日本 國に斯 かる 聖 境の 存 する あり、 叉 日露 國 交が 囘復し 

てシ ベリ ャ全 地が 日本人に II 放された と あれば、 狭き 地球ながら 我が 往 くべき 所 ある を 知りて 感謝す 


る。 實際 日本人に も 非す、 西洋人に も 非す、 あやふやな 現代の 都會に 居住す る 所謂 「日本人」 には自 

分 も 呆れざる を 得ない。 

三月 二日 (月) 半晴 今曰斗りは^^2心の月曜曰ではたくして活動のそれでぁった。 終日べ ンを取 

つて 働いた。 讀 書はボ ー 力 ツキ ー の 日課 を 唯 一 頁 讀んだ 丈け である。 パゥ の 諧謔 的 方面に 就て 考へ 

且 書いた。 獨り快 笑 を 禁じ 得なかった。 「人の 惡ぃパ ゥ„1 よ」 と 言 ひたくな つた。 バウ 口 は 多く 泣い 

て 多く 笑 つた 人で あ りし 事 を 疑 ふ こと は 出来な い 。 聖書に 笑 ひ の 材料 を發 見す る こ とが 出. 來て大 なる 

喜びで ある。 

三月 三日 (火) 晴 雜誌 校正に て 殆んど 全日 を 費した。 不相變 校正 恐るべし である。 久 振りに て 

祌 の 恩惠を 思 ふて 獨り 感謝の 淚に 咽んだ。 全 界を 統治し 給 ふ 天の 父が 我れ 如き 小さき 者 を も 顧み 給 

ふと 思 ふて 有難くて 堪らなかった。 〇 此 世の 或る 事に 關聯 すべく 餘儀 なく せられて、 神 を 知らざる 人 

等の 何ん と 卑しい 詰らない 者で ある 乎 を 熟々 と 思 はせられ た。 彼等 を 動かす 者 は眞理 でも 正義で もな 

い。 彼等 は 自分の 便宜の 爲に 正義 を 口にする のであって、 實の 所、 彼等 は 名譽と 利益の 扠隸 である。 

故に 神の 前に 何の 價値 もない 者で ある。 彼等に 依て 導かる.^ 此國が 衰退す るに 何の 不思議 もない。 當 

然の 事で ある。 實に 淺ま しき は 日本 今日の 社 會狀態 で あ る 。 

三月 四日 (水) 晴 市中に 行き、 某所に 某氏 を訪 ひ、 目下の 社會狀 態に 就て 聞き 心痛に 堪へ なか 
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つた。 ヶゃョ 本人に 良心 ある やさへ 疑 はざる を 得ざる に 至った。 某氏 は 曰うた、 萬 人が 認めて 植 成と 

十る バ ィ ブルの 無き 事 は 今日の 日本人に 取り 大 なる 缺陷 であると。 實に其 通りで ある。 基督 敎のバ ィ 

ブル を 馬鹿にし 來 りし 日本人 は 今に 至り 是れ 無き が 故に 苦んで 居る。 ^；：内事が總；：；-解でぁる。 恐ろしい 

一 $ である。 

三月 五日 (木) 晴 大分に 春ら しくな つた。 庭の 梅が 見頃で ある。 今日 も 亦 校正の 外 は 何事 を も 

(おさなかった。 校正、 校正、 校正、 生涯の 大部分 を 校正の 爲に 費した。 然し 悔いない。 校正 は 遠方の 

人と、 未來の 人と に 語らん 爲 である。 輕簿 なる 現代の 都人に 一語る よりも 遙 かに 增 しで ある。 ffll し 机上 

の 多くの 新刊 物 を 讀む能 はすして、 自分の 書いた 物 をのみ 讀 ませら る.. は { ^難くない。 早く 校正 を 止 

めて 讀 書に 移りたい。 

三月 六日 (金) 晴 赛塞强し。 雜誌校正を了った。 社會狀熊に就き恐しき_5^;を閒く。 之が地^^で 

たければ 他に 地獄 はない。 萬 第が 不安 狀 態に 於て ある。 然れ ども 佚樂 は何處 でも 盛んに 行 はる。 

は _s 物の 造 主なる aw の 神に 倚る。 故に：？： が 來ても 安全で ある。 

三月 七日 (土) 晴 風塵 起り 塞氣强 し。 夜、 口 本 橋 通り 津村順 天堂の 二階に 於て 柏木 聖書 研究 會 

き： W お 志の 我  一 {豕 並に 塚 本、 畔 上の 招待，^ が 開かれた。 來/t者Ef^^七十名、 近 5； にたき 樂 しき 家庭的 

ゆ， 入" であった。 M ゃサ レム の 中央に 於て、 或る 弟子の 家の 二階に、 ィ ェ ス が 其 愛する 弟子 等と 共に 


越の 食 を 共に し 4i ひし ことが 思 ひ 出されて、 感慨無量であった。 聖書 研究 會が 大手 町より 柏木に 歸っ 

て以來 著る しく 家族 的に なりし 事 は 感謝すべき 事で ある。 

三月 八日 (日) 晴 多忙の 日曜日であった。 講堂 は 午前の 九 時より 午後の 八 時までに 速總 的に 使 

用され た。 昨夜の 晚餐會 は 今日の 諸 集會に 何の 影響 を も 及ぼす ことなく、 昨夜の 出席者 は 殆んど 全部 

今日 も 出席した。 午後 は 內村醫 學士の 精神病 息 者の 极 方に 就ての 講演が あった。 柏木の 講堂に 於け る 

彼の 最初の 登壇で ありし が 故に、 大に 同志の 注意 を惹 いた。 信仰の 家に 成長せ し 彼が、 彼が 置かれし 

地 位に 於て 必す や 新機軸 を 開く であらう と 期待され て 嬉しかった。 此 日夜の 集會を 午後に 繰 上げた リ 

珍ら しく も 外國宣 敎師ー 一人の 出席が あった。 其 一 人 は濱松 在留の カナダ . メソヂ スト 宣 敎師コ ー ッ君、 

他の 一人 は靜岡 在留の 同じく ウィルキン ソン 君であった。 コ ー ッ君は 余の 前代 在世 営 時よりの 我 (パぶ の 

友人で ある。 久し振り にて 君に 會 ふて 昔し 懷 かしかった。 君の 老いた る 容貌に 數十 年に 涉る勤 勞の跡 

が 現 はれて、 君に 對し 深き 敬意 を懷 かざる を 得なかった。 君の 如き 傳道 界のヴ H テ ラン (老兵) に對 

し、 敬愛 を衷 する 外に 何事 も爲し 得ない。 余 は 君と 岡き 握手 を 交 はしながら、 共に 主の 葡萄 園 に 長く 

働か しめられし 事 を 相互に 祝せ ざる を 得なかった。 此 日叉獨 逸グン デル ト君 兄弟の 訪問 あり、 誠に 賑 

かなる 樂 しき 聖安息 日 であった。 

三月 九日 (月) 晴 休 む^の 外に 何も 爲 さなかった。 
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三月 十日 (火) 青 今の日本人は何^5^-に由らす嚴正を嫌ふ民でぁる。 日本に 於て 徹底的に 厳正な 

らんと 欲して、 凡ての 人 を 敵と して 持たねば ならぬ。 赏に氣 持の 惡ぃ 社會 である。 日本人 は 嚴正を 貴 

むと 稱 しながら、 自己の 事に 就て は 悉く 暖昧 ならん 事 を 要求す る。 何れの 方面 を 見ても 氣 持の 良い 事 

はない。 只 上 を 望みての み 平安と 歡甚 とが ある。 

三月 十 一日 (水) 晴 春ら しくな つた。 內村醫 學士、 北海道 大學に 於け る 未来の 精神病 學敎授 た 

るべ く 任命され、 八 r 口 札幌に 向けて 出發 した。 自分が 明治 十 年に、 卜 八 歳の 靑 年たり し 時、 札 幌農學 

校 官費 生徒と して 彼 地に 赴きし 常時 を 思 出し てん r 昔の 感に堪 へなかった。 不思議なる は 自分と 北海道 

との 關係 である。 幾度 か 絶えん として 絶えす、 終に 我家の 一 子が 我 母校に 奉職す るに 至った。 實に不 

思議の 緣 である。 北海道 は キリストの 一. i 昔 を 獄 ら せる 自分 を 要しなかった。 然れ ども 一 段 F つて 我 子 

の 精神病 學は之 を 採用す る 事に なった。 靳 くして 北海道に 捧げし 我 愛 は 永き 年月の 後に 報いられつ，^ 

ある， - 思へば 實に 不思議で ある。 自分の 靑年 時代に 於て 凰 sOf 川の 畔ゃ 石山の 嶽に 於て 埶 一誠 を 籠め て捧 

げし 祈 禱が祈 求 以上に 聽 かる.^ 時が 必す來 るで あらう。 神が 賜 ひし 物 を 人 は 奪 ふ 事が 出來 ない。 北海 

道 +1 精神的に は 我 有と して 存る であらう。 

三月 十二 日 (木) 雨 雷 ま" り、 雪と f 包と 降り、 奇態なる 天 候で ある。 雜誌 三月 猇を發 送した。 基 

者の 死に 就て 考 へた。 決して 恐ろしい 者で ない に 相違ない。 紅海 や ヨルダン 河が イスラ H ル 人の 

is に 裂けた やうに、 信者の 前に 死の 河 は 裂けて、 彼 は 固き 地 を 踐んで 彼岸に 達する であらう。 ルツ 子 


が落附 いて 「モ ー 往 きます」 と 首 ひし 時が 其 時であった ので あらう。 そして 彼岸の 榮 光が 眼に 映る 時 

に、 此 世の 凡ての 寶が 糞土の 如くに 見えて、 何の 惜氣 もな く 之 を棄て 勇んで 彼 世に 移る であらう。 其 

時 我が 愛する 多くの 者が 我を迎 へて 吳れ るで あらう。 斯く思 ふて 青年時代に 暗誦せ し 英語の 讚美歌の 

一 節が 我 口より 滑り出る を覺 ゆ。 

On  tlic  othel-  side  of  Jordan, 

In  tllle  swmet  neld  of  Eden, 

.vi-hel.e  the  liie  ynd lig.】lt  is  Iblooming, 

Thel.e  is  rest  for  yoru 

まことに 樂 しい 事で ある。 

三月 十三 日 (金) 晴 近頃に 至り 宗敎 狂が メッ キリと 增加 せし は 歎す るに 餘り ありで ある。 恐る 

キリス トの福  ー92 の餘 りに 深 酷に して 意志薄弱なる 日本人の 到底 堪 ゆる 所に あらざる 事 を。 宗敎狂 は 言 

ふまで もな く敎育 ある 人の 間に 多く、 殊に 手の 業 を 魔して、 讀書 又は 思想 宣 傅に 從事す る 者の 內に多 

く ある。 人に 最も 必要なる は 一 定の勞 働で ある。 之れ なくして 何人も 狂 ひ 易く ある〕 思想と 感情との 

みに 生く る 人 は 茶 だ危く ある。 力 ー ライルが 叫びし が 如く 「働け よ、 働け よ」 である。 又 主が 曰 ひ 給 

ひしが 如く 「汝等 多く 師 たる 可ら， f」 である。 信仰 を 手足に 現 はさんと 欲して、 狂 ふの 危險は 殆んど 

たいので ある。 
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三月 十四日 (土) 晴 M 人に も あるが 如くに 自分に も 善き n と 悪き 日と が ある。 善き 日と は 自分 

の 子供 0^5 仰に 由て 生みし 子供であって 世の 所謂 門下生) に 就て 善き を 聞かせられ、 惡き 日と は 彼 

等に 就て 惡き事 を 開かせら る k 日で ある。 今日は 善き 日であった。 子供の 一人が 自分 も 到底 及ばざる 

クリスチャン 的 生涯 を 送って 居る 事 を 或る 信賴 すべ き 人より 問き て 非常に 痦 しかった。 惡き事 を 聞か 

せらる.. 時には、 自分の 精神的 事業 は總 崩れで は あるまい 乎と 5 心 ひて 心配し、 善き 事 を 聞かせら る、 

時には、 自分 は 幸 幅なる 生涯 を 送りたり と 思 ふて 感謝す る。 パゥ 口 がー 一一 一口 ひし 通り 「誰か 弱りて 我 弱ら 

ざらん や、 誰か 躓きて 我が 心 熟せ ざらん 乎」 である (コ リント 後書 十一 章 二 九 節 )0 親が 一人の 子 を 

失 ふ 時に 子俱 全部 を 失 ふが 如く 感す るが 如くに、 信仰の 子が 一 人 躓き 去る 時に 全部が 我 を棄て 去る や 

う に感 する，， - 勿論 我が 勢力の 減ぜん 事 を 畏れて 5- はない。 我が 宣べ し 福音の 眞 偽が 試め さる 、 やうに 

感す る からで ある" 何れに しろ 我が 敎を數 年义は 十数 年 聞きながら 共 眞意を 少しも 解せ ざる 者の 多く 

ある 事 は事實 である。 彼等 は自 から 我が 弟子たり と稱 すると 雖も、 實は 我と 信仰の 根本 を 異にする 者 

である。 そして 其 事 は 人生の 或る 事實に 遭遇して 明になる。 其 時に 我と 彼と は 全然 別種の 人間なる 事 

が 判明す る。 故に 別るべき 者が 刖 るべき 時に 別る、 ので あって^に 悲しむ に 足らす と雖 も、 人情の 悲 

しさに 悲 しむ ベ か ら ざる 事 を 悲しむ ので ある。 然 れ ども 我よ り 彼を遂 ふ こ と は 甚だ 稀れ に して、 彼よ 

:..r  - 一一と 

り 我 を 去る が 常で ある。 背敎者 等は此 記事 を 讀んで 「义 老人の 繰 一一 一一 n」 と 曰 ふて 笑 ふで あらう。 別に 彼 

等 を惜ん で m ふ ので はない。 人生の 與味 ある 事 實を語 つ て 言 ふので ある。 

三月 十五 日 (日) 晴 赛 来り、 爲に逮 方よりの 來會者 多く 集會は 近頃に なく 賑 はった。 朝 は 「力 


ィザル の 物と 神の 物」 に 就て、 夜 は 眞の愛 は 情に 非ら すして 義務で ある、 接 的たら すして 間接的で 

ある _H ^に 就いて 語った。 不相變 語るべき 事が 餘 りに 多くして 時 問の 足らざる を 歎い た 。 

三月 十六 日 (月) 晴 疲勞の 月曜日で ある。 何を爲 しても 氣 が乘ら す、 唯 少しく 組合 敎會 の歷史 

と蝗の 事に 就て 請んだ。 組合 敎會の 起源が 余輩の 唱 ふる 無 敎會 主義と 少しも 異ならない 事 を 更に 明か 

に 示された。 今の 組合 敎會は 元始の それと は 全然 異なる。 故に 其 敎師と 信者と は 彼等の 先覺者 等が 反 

對 して 起ちし 監督 敎會と 一 致して 我等 無敎會 信者 を 攻める。 敢て 彼等の 好感 を 求む るに 非す と雖 も、 

被 等の 變信 たる 歎すべき である。 今や 組合 敎會は 信仰的に は 最も ffl 落せる 敎會の 一 である は爭ひ 難き 

事實 である。 

三月 十七 日 (火) 晴 昨夜 來數囘 の 下痢 あり、 今日は 就床 絶食して 休んだ U 腦 の疲勞 より 来りし 

疾病ら しい〕 止む を 得ない。 用事が 有り 過ぎて 困る 際に 病氣は 有難くない。 然し 其內に 深き 聖 意の 在 

する に 相違ない。 若き 内 讨札幌 より 歸り、 多くの 而，： n き 話 を持來 り、 昔懷 かしく 思うた。 

三月 十八 日 (水) 晴 ，來れ ども 北風 寒し。 病 If 少しく 快し。^ 中に 在りて 少し 許りの 校正と チ 

H ムバ ー ス 百科 字典の 屮の 「蛙」 の 一 項 を讀ん だ。 阿弗利加より、 亞米利 加より、 獨 逸より 意味 深き 

害 面 達し、 心 は 感謝に 蹈ら ざる を 得なかった。 南阿 ダ ー バ ン 一 月 二十 七日 發井屮 I 三 郎君の 書面に 曰く 

『i\ffiE 之 研究』 創立 以来の 購讀 者， 研究 誌 を 通じて 先生に 接する 二十 年 …… 船屮 唯一 の 伴侶 は 羅 馬 


書の 研究であります。 アフリカの 南岸に 臨みて 遙に 落日の 光景 を 見れば 其 崇嚴、 嚴肅、 只 大生 命な 

る 祌を思 はざる を 得ません。 共 昔 リビング ス トンが 行程 一 ー萬哩 云々 …… 小生 日本の 現狀に 太く 憤激 

して 家族 全部 を 引 連れて 今 ブラジル 渡航の 最中であります …… セシル • 口 ー ズの 起した 英 杜戰爭 を 

思 出して 英 國の雜 深き を 知ります。 どうしても キリスト 再び 地上に あれまして 一切 を 統べ 給 ふに あ 

ら ざれば 地は淸 まりません。 吾练は どの 道 待望 生活の 外ありません。 

誠に 同感で ある。 余 自身が 阿弗利加 を 見た たらば 同じ 感を 起す であらう。 快男子、 汝の 前途に 祝福 あ 

れと 祈らざる を たい。  • 

三月 十九 日 (木) 晴 稍 や 快し、 然し 全快と は 行かす。 逝きし ルツ 子の 第三 十一 囘の 誕生日で あ 

る" 死んだ 兒の 歳を數 ふるに 非す、 彼女の 爲に何 か 善き 事を爲 さんと 夫婦が 協議した ので ある。 そし 

て 彼女 の 母校た る實 踐女學 校が 大學部 設置の 爲に资 金 を 慕 集し つ & あ ると 聞き 彼女に 代り 金 t お 千 を 送 

りて 天國に 在る 彼女 を 慰めた。 彼女 は 死して 我等の 爲に 多くの 善き 事を爲 した。 我等 亦 彼女に 報 ゆる 

所な かるべ からすで ある。 

三月 二十日 (金) 晴 大分に 快し、 平 曰の 通りに 働いた" 日課 は 1  お 數紀略 十八 章 二十 節であった、 

曰く 「ェ ホバ また ァ a ン に 告げて 曰 ひ 給 はく、 汝は イス ラ H ルの 子孫の 地の 中に 產業を 有つ ベから す、 

又 彼等の 屮に 3： の 分 を も 有つ ベから す、 彼等の 中に 於て 我 は汝の 分、 汝の產 業た るな りと」 と。 卽ち 

ヱ ホパに 直接に 仕へ まつるべき 者に 此 世の 產業卽 ち 財產の 必要た し、 祌 御自身が 彼の 唯一 の 財産で あ 


るとの 事で ある。 實に エホバに 優 さる 财產 なし、 叉 天分な しで ある。 契約の 神 H ホバ、 卽ち 我等の 主 

イエ ス キリスト を 我が 救 主として 有して、 信者 は此 世に 他に 何物 を も 要らない ので ある。 

三月 二十 I 日 (土) 晴 モ アブ 婦 人會、 柏木 日曜 學校 聯合に て 余の 第 六十 四囘 誕生日 を 祝して 吳 

れた。 來會者 老若男女 百 五十 餘名、 演說 唱歌 喑誦等 あり、 最後に 伊藤のお 伯父さんの 手品 ありて、 大 

いひつ け 

歡樂の 裡に會 を閉ぢ た。 小 供の 暗誦の 内に 「內村 先生 はィ H ス 様の 御 命令に は 何でもお 從ひ になり ま 

した」 と 云 ふの があって 慚 愧に堪 へなかった。 さう 有って 欲しかった。 然し 事實 さうな かった 事を于 

供の 前に 懺悔 告白した。 

三月 二十 二日 (日) 晴 集 <Sa 變 りなし。 朝の 講演 丈け を爲 し、 夜 は 休んだ。 聖書の 研究 以外の 雜 

用 多くして 困 まる。 研究 會が 敎會に 化する の 虞れ あり、 それ を 喰 4：； めんと て 努力す る。 聖霊の 御 指導 

を 祈らざる を 得ない。 日本に 於て 歐 米に 於け る 以上の 信仰 を 養成 せんとす る は 不可能で あるら しく 見 

えて 淺念 至極で ある。 

三月 二十 三日 (月) 雨 黑崎幸 吉歐洲 より 歸り、 獨 逸の 狀況を 傅へ、 彼 國に對 し 同情 を 禁じ 得な 

かった。 我が 同情者 も亦獨 逸人の 內に 多く、 英國 人の 内に は 滅多に 見當ら なかった との 事で ある。 同， 

も ちぢ 

じ 事 を 持 地 夫人よりも 中越され た。 一 一月 四日 H ナ巿發 同 夫人の 書面に 曰く、 

當 地の 大 擧敎授 連が 先生 を 御 尊敬 中 上て 居る との 事で 厶 います。 昨年 十 一 月廿 六日 東洋 傳道 開始 四 
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十 年紀念 祭の 當 地に 於て 催されし 折、 ゥ ヰッテ 博士 は 例の 獨逸 流の 明細なる 講演 をな されし 時、 內 

村 氏 は 〇〇〇〇〇 の 一人^な りとの 報告 を 致されし 由に て、 大學敎 授連は 非常なる 注意 を 以て 先生 

を記惊 いたし おられ、 大 學敎授 にして 牧師なる グラウ H 氏 は 私が 先生 門弟の 一人なる を 聞きて 特に 

喜び おらる k は 亦 も 意外 の 事に 有 之 候。 其 夫人が 代議士と して 政 洽界に 活動して おらる 事 を 併せて 

巾 上^。 同 夫人の 父^に して 有名なる 彫刻家 ドン ドル フ 氏の 製作 品に て E 犬なる ル ー テルの 紀念像 

がゥ オル ム スに有 之 由に て、 ル ー テル のデッ ス マ スクを 手本と して 完成せ しもの 共 寫眞を 當家夫 

人より 先生に 呈 したしな ど 物語り おられ 候 云々。 

實に 意外 干 萬で あ る。 獨逸 ッ ー リン ギ ャ 森林 內 の 此大學 市 に 斯か る 同情 の 友 ありと は 夢にも 知らな か 

つた。 そして 同様の 事が 他の 大學に 於ても 見ら る k と 聞い て 意外の 上の 意外で ある。 祌ょル 1 'テ ル の 

1: なる 獨逸を 惠み又 救 ひ 給へ と 心より 祈らざる を 得ない。 

三月 二十四日 (火) 晴 大 たる イン テ レストと アド ミレ ー シ ヨンと を 以て アル ベルト • シュ ワイ 

ツェルの 『基督 敎と， 界の諸 宗敎』 を讀ん だ。 百 頁に 足らざる 小 著述 (實は 講演の 筆記) なりと 雖も、 

其敎 ゆる 眞现は 深遠で ある。 基督 敎と佛 敎儒敎 等との 問に 存 する 根本的 相違 を 明かに し、 基督 信者 を 

して 是 等の 諸宗敎 に對 し、 適當の 尊敬 を 表する と 同時に、 自己の 信仰に 據て 動かざる の 確信 を懷 かし 

む。 深い 信仰 は 依然として 獨 逸人の 產 出物で ある。 彼等 は 地上の 領土 を 失 ひたれ ども、 霊界に 新 光明 

を 得て、 ！ St! に 其 損失 を惯 ひつ 、ある。 今より 後、 シュ ワイツ H ル 氏の 著書 は 全部 讀盡 さんとの 欲 を 起 

した。 序に 記す、 氏 は祌學 者で あり、 醫師 であり、 非凡の 音樂 者で ある。 そして 特に 注意すべき は 氏 


は 徹底せ る 基督； 冉臨 信者で ある。 余 鞏の 再臨 信仰 を 嘲け る 日米 多數 の敎會 信者 は、 シュ ワイツ H ル氏 

の 再臨 信仰に は傾聽 せざるを得ない。 再臨 信者 は アルべ ルト • シュ ワイツ H ルを 味方と して 有して 强 

力の 援軍 を 得た るの 感 なき 能 はすで ある。 

三月 二十 五日 (水) 曇 多忙の 一日であった。 午後 は 聖書 講堂に 於て 高等 女子 師範 學校 生徒に し 

て 我が 聖書 研究 會 々員たり し 者に して、 此 たび 卒業し て 地方に 就職す る 者の 爲の途 刖會が 開かれた。 

來會者 十五 名、 内 四 名が 卒業生で あり、 同 四 名が 同窓生で あり、 殘 りが 在學 生であった。 祈禱. 讚美、 

感話 ありて 意味 深き 會 合であった。 過去 §： 五 年間， 毎年 同様の 卒業生 あり、 其 途^ 會を 開き 来った。 

硏究會 々員と して 他に 女子大 學、 東京 女子大 學、 女子 英學塾 等の 學生 あり、 而 かも 其內に 在りて 數に 

於 て 最も 多く、 埶 一信 に 於て 最も 優れた る は 高等 女子 師範 學校 である は 不思議で ある。 基督 敎を 獎勵 せ 

ざる は 勿論、 時には 之 に 反對す る 官立 學校 に 於 て 最も 眞；. g 目な る 信仰 の 起り つ k ある は 最も 不 思議 で 

ある。 


三月 二十 六日 (木) 曇 今 11! は 新聞紙に 善き 報告 を 護んだ、 卽ち 左の 如し 

最近 露國レ 一一 ングラ I ドに 到着した る科學 探檢隊 の. 報告に 依れば- 同 一 行 は今囘 北氷洋に 注ぐ ぺ チ 

ョ ラ 河 流 の 河底に 素晴らしい 石炭層 を發 見し、 尙ボ ベ ァ 河の 河底に は 有 な 銅鐵鎮 脈の 在る こと 

を發 見した と。 尙 北氷洋 屮のノ ー ヴァ . ゼ ム リャ島 中の 或る 一 島に 多數の 毛皮 向き^ 類の 生息せ る 

一九二 五 年  - \ 
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こと を 見出した と。 

北極圏 內は 無限 の 物資 貯蔵 地 である こと は 自分の 意見 であるが、 其 事が 亦 兹に證 明され たので ある。 

：< 類 は片ッ 端から 祌が K め貯へ 置き 給 ひし 资源 を蕩盡 する も、 神 は 人の 眼の 達せざる 所に 無盡 の^を 

藏し給 ひて、 其飽 くな き 要求に 應じ給 ふ。 北氷洋 中の リ ヤコフ 一名 新シ ベリ ャ嶋は 象牙の 嶋 であり • 

スピッ ベルゲン 嶋は 石炭と 鐵 との 嶋 であり、 メルビル 嶋は 「北氷洋の 樂園」 と稱 せらる。 グ リン ラン 

ド嶋 はぼ界 最大の 嶋 であって、 全嶋 之れ 亦鐵と 石炭との 塊で あるら しく ある。 斯くて 地 屮の寶 は 掘つ 

て も 掘っても 盡 すして、 キリスト W 臨の 時にまで 至る であらう。 そして 人類が 荒し 盡 したる 地方に 於 

て、 或は サハラの 砂漠に 埋まる 富 を 以てして、 或は 南 極大 ii に隱れ たる 资源を 用 ひ 給 ひて、 主 は 新た 

に義の 世界 を 建立 し 給 ふで あらう。 限り ある 地と 雖も神 の 聖意を 成就す る に は 充分で あ る。 放蕩なる 

近代 人と 雖も 地の 寶を使 ひ 誰す こ とが 出来な い 。 我等 は 安心して 主の • 冉顯を 待 つ ベ き で ある。 

三月 二十 七日 (金) 曇 引 綾き 人^の 小 問題に 惱 まさる。 小 問題と 稱 して 祌を信 する 者に 取りて 

の 小 問題であって、 此 世の 人 等に 取りて は大 問題で ある。 結婚 問題で ある。 生活 問題で ある。 そして 

彼等に 取り 是れ 以上の 大 問題 は 無い ので ある。 實に憐 むべき 人達で ある。 そして 斯かる 人達が 同胞 中 

の 大多數 であると 思へば 情けなくなる。 大和民族 も 如何に 墮 落せる 哉で ある。 〇 此日叉 「完全なる 勝 

利」 と 云 ふ 事に 就て 考へ .<^。 完全なる 勝利 は 負けて 勝つ 事で ある。 敵 を 叩き伏せて 勝つ 事 は 決して 本 

统の 勝利で ない。 敵 をして 思 ふ 存分に 我 を 叩かし めて 然る 後に 彼に 勝つ 事、 其れが 眞の 勝利で ある。 

神が キリスト を 以て 我等に 賜 ふ 勝利 は斯 かる 勝利で ある。 而 して 神の 御 助けに 由り 自分 も 亦、 今日 ま 


で幾囘 となく 斯 かる 勝利 を 得る 事が 出来て 感謝の 至りで ある。 此點に 於て 歐 米の 基督 信者 等 はまこと 

に 無智 無學 である。 彼等 は 反 對派を 叩き伏せる のが 勝利で あると 信す る。 そして 彼等が 遣りし 宣敎師 

が 日本の 信者に 同じ 事を敎 へて 彼等 (日本の 信者〕 を も 亦 彼等 (歐 米の 信者) 同様に 「地獄の 子」 と 

成した。 負けて 勝つ 事の 秘訣 を 知らざる 者 は 未だ 基督 敎の 初歩 だに 知らざる 者で ある。 

三月 二十 八日 (土) 晴 靈 にも 肉に も惠 まれ 自分と して は 感謝の 一日であった。 唯 世間 一般の 不 

景 II- に 述れ、 我が 敎友中 悲境に 在る 者 §1 からざる を 知つ て 彼等と 共に 悲 まざる を 5^ ない。 

三月 二十 九日 (日) 雨 集會變 りなし。 朝 は 「第一 の誡」 と 題し、 馬 太 傅 廿ニ章 三 四— 四 〇 節 並 

に 馬可傳 トー 一章 一 一八— 三 四 節 を 講じた。 「神 は 一 なり」 との 深い 眞理に 就て 少しく 述 ぶる 所があった。 

基督 敎の 凡てが 此 一 句の 內に 在る と 云 ふ 事が 出来る。 夜 は 青年 相手に 人生の 實際 問題に 就て 語った。 

相變 らす樂 しき 有益な る 一日であった。 

三月 三十日 (月) 半晴 ベン ジャ ミン •  A  • ミラード著『組 合 主 義』 を讀ん だ。 誠に 有益な 

る 書で ある。 組合 敎 きの 教師 方に は 何人に も 讀んで 貰 ひたい。 僅に 百 二十 三 頁の 小 著述で ある。 組合 

敎會の 起原が 全然 無敎會 主義であった ことが 判明る。 其 初めの 二百 年間に、 今日で 云 ふ 組合 敎會 なる 

制度 は 無った と 云 ふ。 「二人 三人 我が 名に 由て 集まる 所に、 我れ 其內に 在り」 との キリストの 御言 葉 

が 組合主義が 據て 立つ 根本 眞理 であると 云 ふ。 若し さうたら ば 自分 も 組合主義 者で ある。 然し 今の 組 

1 几 二  y 年  一八 七 


八：： 敎會は 昔の それと は 全く與 なる。 今や 糾合 主義 は 全く 敎會 化せられて、 監督 主義の 聖 公會、 長老 主 

義の 日基敎 \% と何の 探む 所な きに 至った。 オリバ ー • ク B ムゥ H ルが 最大の 組合主義 者で あると 開い 

て 其 主 雜が懊 かしくなる。 然れ ども 米國に 於ても、 口 本に 於ても 組合 敎會は 勇敢なる 自由 獨 立の 唱道 

者で ない。 其 信仰 は 低落し、 行動 は 俗化し、 昔の 姿 跡な しで ある。 實に 悲しい 察で ある。 日本の 組合 

敎會に ジョン . ミルトンの 起らん 事 を 祈る。 其 時には 自分 等 も 組 八" 主義者と して 起つ であらう。 其 時 

まで は 無敎會 主義者と して^し、 獨立 主義者と して、 ク！ 1 ムゥ エル、 ミルトンの 主義 を 守る であらう 0 

何れに し ろ英國 の 組合 敎會 の 方が 米國 の そ れ より も 逸 に 淸く  、 遙に 純正く ある やうに 見える。 

三月 三十 一日 (火) 晴 甥の 八郞 と共に 伊豆 熱 海まで 日歸り 旅行 を 試みた。 震災 後 初ての 湘南旅 

行で ある。 心行く ばかりに 春の 海の 靜 けさ を樂ん だ。 根府川 附近の 荒 魔の 跡 を 見て、 震災 當 時の 恐し 

さ を 想像せ ざる を 得なかった" 熱 海 は 明治 十六 年に 故 律 田 仙 君と 同道した 以來、 唯一 2:$- 豆の 伊東よ 

り歸る 途中 通過した のみで、 今日まで 未だ 行いた 事の ない 所で ある。 まことに： 大 然の樂 園で ある〕 然 

し道德 的の 地獄で あると 聞いた。 事實 であらう。 汽車が 開通して 益々 惡 化する 事で あらう。 此國に 於 

て は 天 然に惠 まる.^ 所 は 大抵 は 人に 汚さる k 所で ある。 斯 かる 所に 長居す るの 必要 もた く、 午後 a 時 

g 卜 五分 發の 汽車に て 夜 十 時 柏木に 歸 つた。 i_ ^の 日の 好き 休日であった。 

四月 一日 (水) loi 昨日 遊んだ ので 今 は 二日 分の 仕事 を爲 すので 多忙であった。 此日 また 或る 

敎# 信：^ が 其 一 身上の 問題 を 持 込んで 来て 非常に 不愉快であった。 敎會の 人達の 訪問と あれば 自己の 


爲 とおって 居る。 彼等が 人類の 爲に、 又は 眞理 の爲に 相談に 來た攀 は 去 だ 曾て 10: もない と 言 ひ 得る。 

自己の 一身上の 爲か、 然ら ざれば 自己の 敎 會の爲 である。 偶に は爲 さすと も 可い 他人の 世話 を燒 きに 

來る。 實に圖 々しい 人達で ある。 何故に 寬大 になって 余輩 を 助く る 爲に來 ない ので ある 乎。 余 聚に自 

已等を 助け しめて 少し も 余輩 を 助けん とせす、 時には 公然 余輩 を 排斥 して 少しも 意に 留めない らしい。 

それで キリストの 僕で あると 一一 一一 C ひ る 乎。 余耀は 敎會の 人達 を 憎み はしない が、 彼等が もう 少し クリ 

ス チャンら しく、 ゼン トル マンら しく 有って 欲しい。 只 頼む 時に のみ 余輩 を 利用して 其 他 は 不關： ゃ1 た 

る 彼等の 態度 を、 余輩 は 甚だ 野卑な りと 一一 目 はざる を 得ない。 

四月 二日 (木) 曇 451 偽に 充 つる 今 代の 人 は 雷 ふ 「有り さう で 無い 物 は 金で ある、 無 ささう で 有 

る 物 は 借金で ある」 と 0 そして 大家 大！ nl と稱 する 者まで が此憐 むべき 狀 態に 在る と 聞いて 痛 歎に 堪へ 

ない。 何も 富裕に 誇る 必要なしと 雖も、 人 は 神 を 信じ 正直に 働いて 借金に 苦しむ 必要 は 無い 害で ある 

(極く 稀れ なる 場合 を 除いて)。 申命記 十五 章 五節 以下に 曰く 「汝 もし 謹みて 汝の神 M ホバ の 一一 目に 聽 

き W ひ、 我が 命す る 所の 誡命を 守り 行 ふに 於て は、 汝の祌 H ホバ汝 を ま 心み 給 ふべ ければ、 汝は 多くの 

00OO000OOOO  00000  000C0 

國 人に 貸す こと を 得べ し、 然れど 借る こと 有ら じ」 と。 そして ユダヤ人 全 體が此 15! 心 まれた る 立場に 在 

る は 人の 能く 知る 所で ある。 富 は大體 に.. 於て 誠 實の結 raK である。 誠實 にして、 勤勉であって、 飾らす、 

虚 榮を逐 はすして、 縱令 日本の 如き 贫國に 在りても 借る ことなくして 生活し 得る 害で ある。 借りな が 

ら外を 飾つ て 喜ぶ 今の 日本人に 亡國の 相が 具って 居る とほか 忍 はれない。 
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四月 三日 (金) in? 暖かい 春の 日で ある。 惱 める 人の 多い こと 哉。 惱 める 靑年、 惱 める 夫、 惱め 

る 妻、 慰められ たしと 云 ひて 訪れ 來る者 引き も きらす。 然し 彼等 は 唯 苦痛 を 除かれん と 欲する ので あ 

るから 救 ふ 事が 出来ない。 神に i; を赦 して 戴きたい と 云 ふので なければ、 我が 福音 を 以て 彼等 を 助く 

る ことが 出来ない。 嗚呼 此民を 如 3： せんで ある。 內務省 も 文部省 も 此民を 救 ふ 事が 出來 ない。 そして 

文士と 新聞紙と 雜誌 とが ハま々 彼等 を惡 化しつ、 ある。 末の世が 臨んだ ので ある。 主の 苒來が 待た るヒ 

四月 四日 (土) 雨 久 振りに て 田 村 直 臣君を 訪問した。 不相變 某督敎 界の內 情に 就て 澤 山に 聞か 

せられた。 敎會の 事に 就て は 殆んど 知らぬ が佛の 自分に は 凡てが 意外であった。 無敎會 信者な りとの 

故 を 以て 基督 敎 聯盟に も 加 はらす 敎會と は 何等の 關係 なき 自分 は 決して 不幸なる 者で ない 事 を 熟々 感 

じた。 

四月 五日 (日) 雪 雪と 學校 休みと が崇 りて か、 會衆 平日より も^く、 朝夕 合せて 二百 二十 人餘 

りであった。 之に 引替へ て 札幌、 仙臺、 長 崎 等よりの 來客 あり、 〔豕 はィ ツモに なく 賑 はった。 朝 は 馬 

太傳 二十 二 章 四 一節 以下に 由り 「ダビデの 主」 に 就て、 夜 は 「道理の 無效」 に 就て 述べた。 帝 大敎授 

矢- s: 原 法 學士が 夜の 講演 を手傳 つて 吳れて 一 同大に カ附 けられた。 

四月 六日 (月) 晴 ガッ カリ 疲れた。 靈 魂が 空虚に 成って 自分 は 不信者に 成った ので は あるまい 

乎と 思うた。 精 祌的疲 勞とは 此んな 者で ある。 斯 かる 時に 用心 しないと 惡 K の乘 する 所と なる。 鳥類 


學 の歷史 など を讀 みて IK を 散 ぜんとした。 聖書に 次いで 善き 者はャ 尸 リ 天然 研究で ある。 

四月 七日 (火) 晴 內村 醫學士 渡歐に 際し、 前代に 對し 敬禮を 表する 爲 めに 雜司ケ 谷に 彼の 墓 を 

訪れた。 令より 十一 一年 前に 余が 渡米の 途に 就きし 時に 前代 S ち 余の 父が 余に 命じて 爲 さしめ し 事 を、 

余 等 父子 は 今日 爲 したので ある。 此は 偶像 又は 祖先 崇拜 ではない。 天然の 至情で ある。 海外に 在りて 

國を思 ふ. こと 益々 切なら しめん 爲 の適當 の行爲 である。 我等 何人も Tlie  land  M,here  cur  fathers 

died  (我が 父祖の 死し 國) の 爲に讓 さねば ならぬ。 ハ 一一 バルの 父が 其 子に 自國カ ルセ ー ジに對 する 忠 

誠 を 誓 はしめ し 心 を 以て、 余 は 今日 余の 一 子に 余の 父に して 彼の 祖父なる 人の 墓の 前に 日本 國に對 す 

る 忠誠 を 誓 は しめたの である。 

四月へ 日 (水) 半晴 アル ベルト. シュ ワイツ エル の 中間 近 な似 (Interimsethik) に 就て 考 へた。 

OCOOOOOOOC1  OOOO0O0OOOOOO 

中間 道 德とは 山上の垂訓 を 文字通りに 守る 事で ある。 今より キリス ト W 臨の 時までの 道德 として 之 を 

守る 事で ある。 「時 は 近し」 と 信じ 此暗黑 の 世に 處 する 事で ある。 結對的 無抵抗主義 は斯 かる 叱に 處 

する 途 として 見ての み 合现的 叉有效 的で ある。 そして ん「 は キリストの 敵の 世卽ち 暗黑が 勢力 を 揮 ふ 世 

なる が 故に、 之に 處す るの 途は 無抵抗 を 除いて 他に 無い ので ある。 「惡 に抗 する 勿れ」。 此 世の 人 等 

つぶや 

の亂 暴なる 無慈悲なる 要求に は 眩く 事な くして 悉く 之に IT せよ。 そ は 主の 審判の 時 近 かければ 也と 云 

ふので ある。 
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四月 九日 (木) 晴 久し 掘りに て 全日 を 書 研究に 費して 樂 しかった 。預言者 エレ ミヤに 就て 讀 

み、 彼に 對し 同情に 堪 へなかった。 彼 は實に 偉ら い 人であった。 ィヱス に 最も 近い 人であった。 幾分 

なりとも彼に傚ふ_5^-の3^來るは、 日本の 贵族ゃ 博士に 成る よりも 遙 かに 優 さる 光榮 である。 ナゼ 今： n 

の 基督 敎 信者が モット 多く  H レ ミヤに 學 ばない ので ある 乎と 思うた。 〇 夜 世界 傳道會 に：^、 ねて 禁酒 會 

を 11 いた。 IB^ 京 禁酒 會長 藤 一 隆君の熱心なる禁酒演^^がぁった。 义英 國倫敦 アル メ 一一  ャ人 救助 會會 

計 主任より 我等の 寄附に 對 する 受取 證に 添えて 懇篤な る 書面 あ り た れ ば 之 を報吿 して 會員 一同の 心 を 

宾ば せた。 來< ^者 七十 人 餘りぁ つて 七十 五 圈餘の 寄附 金が あ つ た。 

四月 十日 (金〕 晴 祐之 渡欧に 付き 訪問客に て 混雑した。 何れも  一 { ゑの 幸運 を 祝して 吳れ た。 我 

等の 责 任の 篾 きを 感じ、 天父の 御 指導 を 祈った。 

四月 十一 日 (土) 晴 引 緩き 小人 國の 小事に 惱 まされ 甚だ 不倫 快で ある。 唯惡を W て 惡に報 ゆる 

ポ たく、 惡 人が 肖から 己 を. 港 判く 時 を 待つ までで ある。 斯 かる 時に 方て L  。  P  • ジャック ス の 著に 依 

り 力 ー ライルが 近代の 大預言 者で ありし 事 を 一 段强く 感ぜ しめられて 偸 快で ある。 小人 國に 在りて は 

常 に 偉人に 接し て 偉人 性 を 養成す るの 必要が ある。 ジャック ス 氏に 於て 新たに 力 ー ライルに 接す る の 

感 があって 近頃に 無き 欣び で ある。 

四月 十二 日 (日) 曇 今年の.； 仅活 日で ある。 朝 は 二百 人の 來會 者が あった。 馬 太 傅 卄三章 一—一 


一節に 依り 「パリ サイ 人と 基督 敎會」 に 就て 語った。 イエ ス樣 御自身の 言に 由り、 敎會の 基督 敎は明 

かに パリ サイ 宗 である こと を 述べた。 終りに 臨み 祐之 渡歐 にっき、 彼の 留別の 辭と、 大嶋正 健 君の 送 

^の勸 言、 藤 一 隆 君の 祈禱が ありて 一同に 强き 感動 を與 へた。 柏木の 途刖會 は 常に 此んな 者で ある „ 

赤誠の 吐露の 外に 技術 も 儀式 もない。 然し 其れ丈け 感動が 强 くなる。 夜 は 七十 人、 畔上、 塚 本、 自分 

と 三人の 講演が あった。 

四月 十三 日 (月) 晴 父の 第 十九 0: の 命日で ある。 時日が 立つ に從 ひ、 彼が 余の 最善の 友 又敎師 

であった 事が 益々 明白に 成って 來る。 彼の 如き、 堅い、 正直なる、 日本人 普通の 道を辨 へたる 人 を 今 

は 見る 事が 出來 ない。 彼れ 微 りせば 余 は 勿論 今日 在る を 得たかった。 ^は 知ら ざれ ども 彼 は 余に 在り 

. て 働いて 35 るので ある。 

四月 十四日 (火) 晴 祐之 出立の 前日で ある。 友人の 訪問 多し。 四十 二 年 前に 余の 父が 余の 外國 

. 行 を 送り 吳れ しこと を 思 ひ、 我 子 を 思 ふと 同時に 我 父 を 思 ふ。 父が 爲 して 吳れた 事 を 子に 報 ゆ、 其れ 

が 人生で ある。 

四月 十五 日 (水) 雨 朝 八 時 四十 五分 發の 汽車に て祐之 渡欧の 途に 就いた。 見送 人 多し。 齋藤宗 

一 一郎 君の 如き、 態々 陸 中花卷 より 来り、 彼の 出立 を 祝福して 吳れ た。 四十 一 一年 前に 自分が 父 一 人に 〈$! 

られ て橫濱 より 米國に 向って 出發 せし こと を 思 ひて 感慨無量であった。 我 父が 我 を 送って 吳れし 歌 を 
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m4 ひ 出した。 

聞きし のみ まだ 見ぬ 國に祌 しあれば 

往けゃ 我 子よ なに 恐る ベ き。 

我 も 亦 此歌を 以て 我 子の 歐洲 行き を 送った。 

四月 十六 日 (木) 晴 一子 を 海外に 送って 家はヒ ッソリ した。 然し 用事に 紛れて 離 训の悲 み を 忘 

^た" 訪 客 多く、  は 其 接待に て忙 がしく、 夜の 靜肅を 待って 仕事に 取か& つた。 其 間に 寸暇 を偷 

んで 爲す讀 書に 特殊の 趣味が ある。 人は隱 退す る 年頃に、 我は壯 年の 時と 同じ様に 働き 叉學 ぶ。 誠に 

,存 難い 事で ある。 〇 余の 不信者 時代に 於て 離^に 際して 吟 じた 者 は 左の 漢詩であった。 

丈夫 淚， きに 非す 離刖の 間に 灑 がす 

劍を 杖で 得 酒に 對す 游子の額を爲さん15^-を恥づ。 

<1<"<:<1<3厶<1 厶厶  < ；厶 厶 AAA 

志す 所 は 功名に 在り 離刖は 何ぞ歡 くに 足らん。 

人 マ は然ら すで ある。 志す 所 は 功名に 非す である。 人類に 盡すを 得て 神の 御 榮の揚 らん 事で ある。 リビ 

ングス トンの 父が 彼の 阿 = ^利 加 往 きを 送 つた 時の 心で ある。 不信者 時代と 今 日との 問に 雲泥の 差，.. め る 

を 認めて 自分な がらに 驚く。 

四月 十七 日 (金) 晴 身 は 東京 柏木に 在りて 心 は歐洲 指して 我 子と 共に 旅しつつ ある。 昨日 正午 

； を 解^し、 昨夜 は！？ 戶 内海に 安き 眠 を 貪り、 今 口 は 門 司に 着いた。 地理 學の 善き 實習 である。 門 


司 港 宛に て 下 の 如き 電報 を發 した 「コ コ クヲハ ナレル I 一  アタリ テ十 ンヂノ フボノ シ ュ ク フク ヲォク 

ル」 と。 

四月 十八 日 (土) 晴 玄 海洋より 無線に て 第一 信が 達した、 曰く 「ゲン キー 一 テシュ ッパッ セリゴ 

ァ ン シ ン ァ レ」 と。 n だれで 先づ言 紫 を 以てする 愛の 交換 は 當分絕 えたので ある。 

四月 十九 日 (日) 晴 麗 はしき 花時の 安息日で ある。 朝は滿 員の 第會 であった。 但し 馬太傳 第二 

十三-おの 「七 ッの 災禍」 の講： 汲であって、 講演者 は餘り 快く 感じなかった。 「t^ 汝等禍 ひなる 哉、 僞 

善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と。 然し 是は單 に パリ サイ 人を责 むる の聲 でない、 我等 各自 を責 むる 

聲 である。 「汝等 は ほく 塗りた る 墓に 似たり、 外 は 美 はしく 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 諸の 汚據 にて 充っ」 

とは此 世の 何人に 就ても 云 ひ 得る 首 である。 主の 此 言 に 接して 我等 は パリ サイ 人 を 憎む 前に 自分自身 

を 憎まざる を 得なかった。 〇 午後 或る 寡婦の 長 の 葬式 あり、 之に 臨んで 路加 傳第七 章 十一 節 以下 ナ 

インの S に 於け る 寡婦の 獨 子の 役 沾に 就て 述べ、 彼女 を 慰む る 所があった。 ィ H スが 喜び 給 ふ 事を爲 

したと 思 ひ、 大說敎 を爲す 以上の 滿 足であった。 〇 夜 は 八十 人餘 の築會 であった。 伊藤 丁隆 君の 有力 

なる 敎 あり、 一同 深き 感に打 たれた。 春の 到来と 同時に 柏木 は 全體に 活氣附 いて 來た。 

四月 二十日 (月) 晴 ボン ャリ、 ガッ カリの 月曜日であった。 斯 かる 日に は 人生の 善い 事 は 3： も 

^s^ぇす惡ぃl^!-のみが見ぇる。 傅お 一 も 說教も 全く 厭になる。 預言者 M レ ミヤと 共に 「エホバよ 汝は我 を 
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欺き 給へ り」 と 1 一一：： ひたくなる。 八， 日 乎に した 卅 波の 山奥の 或る 讀 者よりの 書簡に 曰く 「先生 愛すべき 

n 本 國の現 狀を靜 思す る時淚 なき 能 はすです。 外交に、 政治に、 敎 育に、 經濟 に、 思想に、 實に 前途 

は 暗澹です」 と。 實に 共通り である。 此上此 を敎 ゆる も 何の 益 か あらんと 思 ふ。 唯 聖書の 研究に 於 

ての み充實 せる 慰めが ある。 今日は 耶利米 _亞 記 第三 十 一 章の 研究に 一 鏤の 光明 を 認めた。 

四月 二十 一日 (火) 晴 庭の 八ず： 樱 がへ 快 出した。 之が 三日 見ぬ 問に 褪る 乎と 思へば 悲しく ある。 

^は 一年に 一度し か來ら す、 而 かも _i ^らしき 日 は 十日と は 無い。 永久の 春が 墓の 彼方に 我 を 待つ と 知 

ら すして 此 世の 春 は 却て；^ の 種で ある。 此 ni 朝 は 耶利米 亞記を 研究し、 午後 は雜誌 編輯 を爲 し、 終つ 

て 後に 自分で 下 釜に 紙屑 を 燃し 湯 を 沸かして 行水した〕^ 花の 下に 火 を 焚く あたり は 詩的であって、 

我れ ながら 家に 在りて 春に 醉 ふの 心地が した。 

四月 二十 二日 (水) 雨 午後 晴。 市外 戶塚村 伊藤 幸 次郞氏 方に てモ アブ 婦人 會が 開かれ、 自分 も 

犬-お 健 君と 共に 出席し 一 場の 感話を 述べた。 此日新 間 紙 は歐洲 ウィン ナに 於け る 久野久 子 女史の 變 

死 を 報じた。 一. 面識な き 彼女に 對し 深き 同情な き 能 はすであった。 歐洲 人の 信仰 を懷 かすして 彼等の 

藝 術に 達せん と 欲して、 斯 かる 悲劇 は 起り 易い 事で ある。 ベ ー ト ー ベン を彈 くに はべ ー ト ー ベンの 堅 

い 深い 信仰が 要る。 女 に は 其れが 缺 けて 居た ので は あるまい 乎。 故に 此 悲しむべき 結果に 終った の 

では あるまい 乎。 そして 惟り 久野 女史に 止まらない。 夥の 日本人が 女史と 同じ 道 を 進みつ k あると 思 

ふ。 歐洲文 明 に 愤憬れ て 其の 依 て 立 つ 信仰 を 求め ざ る 人 も國も 同じ 運命に 終 る は 止む を 得な い 。 


四月 二十 三日 (木) 雨 八重 樱の滿 開 を 眺めな が： ら雜誌 編輯に 從 事した。 斯 かる 倫 快なる 仕事が 

後 何年 績 くので あらう 乎。 〇 新聞紙 は 凄い 記事 を 以て 充 たさる。 此は 罪の 世で ない と 誰が 言 ひ 得 やう 

乎。 「我 を. 導きて 我 及び難き 磐に 登らせ 給へ」 と 祈らざる を 得ない。 實に 恐ろしい 世で ある。 祌に避 

所 を 有せざる 人は禍 ひなる 哉で ある (詩篇 第 六十 ー篇 二、 三 節)。 

四月 二十四日 (金) 晴 庭の 八重 櫻、 昨夜の 雨に 儒て 其 風情に 得 も 言 はれぬ 所があった。 白樂 天 

の 「梨花 一枝 春帶 雨」 を 思 出した。. 日本 婦人が 患難に 耐えて 潔め られし 姿で ある。 贵く ある、 懐かし 

く ある。 〇 慈善と 傳 道と は 道樂 として 行 ふべき 者であって、 事業と して 從 事すべき 者で ない。 道樂と 

して 之に 從 事して、 右の 手の 爲す こと を 左の 手 をして 知ら ざら しむる 事が 出来る。 叉 如何なる 失敗に 

遭 ふ も 克く耐 ゆる ことが 出来る。 傳道を 我が 生命と なして 我が 生涯 は失败 ならざる を 得ない。 然れど 

も 我が 生命 は キリスト である、 俾道 でない。 故に 我が 傳 道に 由て 一人の 信者が 出来す とも 我 は 苦慮し 

ない ので ある。 福音 宜傳は 我が 道樂 である、 快樂 である、 我が 生命の 據て懸 る 者で ない。 故に 安心で 

ある。 背敎 者が 何人 出ても 我 は 心配す るに 及ばない ので ある。 

四月 二十 五日 (土) 晴 新綠 愛すべし。 一年に 一度 パラダイスが 地上に 臨む。 之 を 眺めて 來 らん 

とする 永久の パラダイス を 思 ふ。 rw 時 變らぬ 涼しき 夏の、 光り輝く 讚美の 里」 を 思 ふ。 〇 私 は 基督 

信者で ある。 それ は 私 は 完全の 人で あると 云 ふ 事で はない。 然し 基督 信者で ある 以上、 私 は 故意に 人 
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を 憎む 事 は 出来ない。 又 人が 惡人 ならざる 以上、 共 人 を 私の 敵と 呼ぶ 事 は 出来ない。 私 は 凡ての 人 を 

其 各自の 仰に 從 つて 出來 得る 丈け 助けん と 欲する。 人が 私と 信仰 を 異にする は、 彼 を 私の 敵と なす 

现 由に はならない。 私 は 人に 私 を 私と して 援 けて 貰 ひたく あるが 故に、 私も亦 人 を 其 人と して 援 けん 

000OO000OO000O0000O0OO000O00O00000 

と 欲する。 人 は 私より 援助 を 要求す る 時に 私と 同じ 說を 持し 同じ 信仰 を懷 くに 及ばない。 

ホ  * 

.: 个  * 

四月 二十 六日 (日) 雨 會變 りなし。 講： 汲の 後に 北海道 純血 ァ イノ、 シャン レキ 和名： als さ 一一 

君 を き 衆 に 紹介した。 彼はァ イノ 人 稷 屮 最初 の 獨立傳 道師と して 全嶋の 同人種の 問に キリストの 福 昔 

を傳 へんと 欲し、 ^堂 建築費 募集の 爲に 目下 東京に 滯在 する Q である。 隣家 中 ffl 重 治 君の 添書 を 以て 

を 訪問し、 援助 を 申込 まれし に 由り、 八 マロ 喜んで 彼を會 衆に 紹介した る 次第で ある。 彼はァ イノ 服 

を 身に 纏 ひ、 流暢なる 日本語 を 以て 彼の 目的 を 述べた。 會衆ー 同感に 打 たれ、 喜んで 彼の 要求に 應じ、 

金 成 icn 二 51 を據屮 Z して 之 を 彼に 渡した。 願 ふ 神 シャン レキ ij?; と共に 在り、 彼 を 通う して 純 福 昔 を 我が 

北邊の 土人に 傳へ、 彼等 を 化して 日本人 以上の 淸 潔なる 文明 民挨 たらしめ 給 はんこと を。 

四月 二十 七日 (月) 晴 半病人の 月曜 曰で ある。 3： 事 も爲し 得す、 唯！？)々 として 一日 を暮 した。 

夜に 人つ て雜誌 編 斬の 殘り を^ました。 大 なる 興味 を 以て 獨逸 大統領選 擧に 於け る 元帥 ヒ ンデン ブル 

グ當 選の 報に 接した。 遠から すして 歐洲 の-大地に 又 復大變 動 を 見る であらう。 


四月 二十へ 日 (火) 半晴 事業 熱 を 去って 純 信仰に 還る の 必要 を感 する。 米 國人を 責めながら 自 

分 も 彼等 同様に 事業の 捉 ふる 所と なる。 何事 か爲 さ、.^ れば 基督 信者で ないやう に 感じ、 己 を 鞭ち、 他 

を 督促して 何 か 功績 を擧 げんと 焦心る。 然し 最も 愚かなる 事で ある。 仕事 は爲 さすと も 唯 信 すれば 可 

いので ある。 キリストが 我が 事業で あらねば ならぬ。 彼に 捉 へられて 事業に 捉 へられて はならぬ。 敎 

會ゃ 宜敎師 等に 3： んと言 はれても 構 はぬ。 キリストの 十字架の み を 語って、 事業 は 何も 語らざる 底の 

信仰 を 持た ね ば な ら ぬ 。 米圃敎 は 之 を 我が 心 の 奥底より 逐攘 せねば ならぬ" 

四月 二十 九日 (水) 雨 駒澤村 新 町に 塚 本 虎二、 藤 井 武の兩 君 を 訪問した。 兩 君がん マ や 我 國有數 

の 聖書 學^ として 研究 を 積み、 4^ を敎 へ つ k ある を 見て 秋んだ。 

四月 三十日 (木) 雨 世人の 最大 問題 は圃家 問題で もな く、 社會 問題で も、 勿論 来世 問題 叉は靈 

魂 問題で もな く、 結婚 問題で ある。 「それ 洪水の 前、 ノア 方舟に 人る 日まで は 人々 飮み食 ひ 嫁ぎ 娶り 

などして、 洪水の 來り 悉く 之を滅 すまで.^ らざ りき。 此の 如く 人の子 も亦來 らん」 と 主が 曰 ひ 給 ひし 

が 如くに. *1 の 始めより 終りまで 結婚 は 世人の 最大 問題と して 存る であらう (馬 太 傳卄四 章 三 八、 三 

九 節)。 此 問題の 爲には 主義 も 貭理も 神 も キリスト も 顧みられす、 た 單 へに 良き 栢乎を 得て 人生の 

幸福 を 計らん とする U 結婚 問題に 面して 我が 傳 へし 福音の 如き、 顧みられ ざるが 普通で ある。 多くの 

若き 靑年 男女 は 結婚の 爲に 何の 惜氣 もな く キリ ストに 對 する 彼等の 信仰 を棄 た。 結婚 を 犠牲に 供して 

まで も 信仰 を 維持 せんと 欲する が 如き 日本人 は 滅多にない。 故に 結婚 は 彼等に 取り 信仰の 危機で ある 
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を |5 む 事 は 出来ない。 叉 人が. B 人なら ざる 以上、 共 人 を 私の 敵と 呼ぶ は 出来ない。 私 は 凡ての 人 を 

其 各自の 信仰に 從 つて 出来 得る 丈け 助けん と 欲する。 人が 私と 信仰 を 異にする は、 彼 を 私の 敵と なす 

理由に はならない。 私 は 人に 私 を 私と して 援 けて 貰 ひたく あるが 故に、 私も亦 人 を 其 人と して 援 けん 

0000O0000000O00000O0O000000O000000 

と 欲する。 人 は 私より 援助 を 要求す る 時に 私と 同じ 說を 持し 同じ 信仰 を」 まくに 及ばない。 


四月 二十 六日 (日) 雨 ffi 會變 りなし。 講演の 後に 北海道 純血 ァ イノ、 シャン レキ 和名 江赏 {rna 二 

君 を 會衆 に ， 紹介した。 彼 は ァ ィ ノ 人^ 屮 最初 の 獨立傳 道師と し て 全 鳴 の 同人^ の^に キリストの 幅 昔 

を傳 へんと 欲し、 會堂 建築費 募集の 爲に 目下 東京に 滞在す るので ある。 隣 〔豕屮 £ 重 治 君の 添書 を 以て 

余 を 訪問し、 投助を 申込 まれし に 由り、 今 口 喜んで 彼を會 衆に 紹介した る 次第で ある。 彼はァ イノ 服 

を 身に 纏 ひ、 流暢なる n 木 語 を 以て 彼の 目的 を 述べた。 會衆ー 同感に 打 たれ、 喜んで 彼の 要求に 應じ、 

余 1^ 百 三 圈を據 出して 之 を 彼に 渡した。 願ふ祌 シャン レキ界 と共に 在り、 彼 を 通う して 純一 i 昔 を 我が 

北邊の 土人に 傅へ、 彼等 を 化して 日本人 以上の 淸 潔なる 文明 ni:^ 族たら しめ 給 はんこと を。 

四月 二十 七日 (月) 晴 半病人の 月曜日で ある。 何 * も爲し 得す、 唯鬱々 として 一日 を暮 した。 

夜に 人つ て雜誌 編輯の 残り を^ました。 大 なる 興味 を W て獨逸 大統領選 擧に 於け る 元帥 ヒ ン デ ン ブ ル 

グ當 選の 報に 接した。 遠から すして 歐洲の 天地に 乂&大 變動を 見る であらう。 


四月 二十へ 日 (火) 半晴 事業 熱 を 去って 純 信仰に 還る の 必要 を感 する。 米 國人を 責めながら 自 

分 も 彼等 同様に 事業の 捉 ふる 所と なる。 何事 か爲 さぐれば 基督 信者で ないやう に 感じ、 己 を 鞭ち、 他 

を 督促して 何 か 功績 を擧 げんと 焦心る。 然し 最も 愚かなる 事で ある。 仕事 は爲 さすと も 唯 信 すれば 可 

いので ある。 キリストが 我が 事業で あらねば ならぬ。 彼に 捉 へられて 事業に 捉 へられて はならぬ。 敎 

會ゃ 直敎師 等に 何ん と 一一 H はれても 構 はぬ" キリストの 十字架の み を 語って、 事業 は 何も 語らざる 底の 

信仰 を 持たねば な ら ぬ 〕 米國敎 は 之 を 我が 心 の 奥底より 逐壤 せねば ならぬ。 

四月 二十 九 曰 (水) 雨 駒 澤村新 町に 塚 本 虎二、 藤 井 武の兩 君 を 訪問した。 兩^ が チゃ我 國有數 

の 聖書 學者 として 研究 を 積み、 批を敎 へ っ& ある を 見て 欣ん だ。 

四月 三十日 (木) 雨 世人の 最大 問題 は國家 問題で もな く、 社會 問題で も、 勿論 来世 問題 叉は靈 

魂 問題で もな く、 結婚 問題で ある。 「それ 洪水の 前、 ノア 方舟に 人る 日まで は 人々 飮み食 ひ 嫁ぎ 娶り 

などして、 洪水の 來り 悉く 之を滅 すまで 知ら ざり き。 此の 如く 人の子 も亦來 らん」 と 主が 曰 ひ 給 ひし 

が 如くに. ^の 始めより 終りまで 結婚 は 世人の 最大 問題と して 存る であらう (馬 太傳サ 十三 八、 三 

九 節 )o 此 問題の 爲には 主義 も 眞理も 神 も キリスト も 顧みられす、 た 軍へ に 良き 相 乎 を 得て 人生の 

幸福 を 計らん とする。 結婚 問題に 面して 我が _ ^へし， 1 昔の 如き、 顧みられ ざるが 普通で ある。 多くの 

若き 靑年 sf- 女 は 結婚の 爲に 何の 惜氣 もな く キリ ストに 對 する 彼等の 信仰 を 1^ た。 結婚 を 犠牲に 供して 

まで も 信仰 を 維持 せんと 欲する が 如き 日本人 は 滅多にない。 故に 結婚 は 彼等に 取り 信仰の 危機で ある 
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而 して： f めて 少数の み が 安然に 此 危機 を 通過す るので ある。 此事を 思 ふ てん， 日 は 終 R 氣 持が 惡か つ た。 

五月 一 日 (金) 舂 歷 はしき 新綠の 春であった。 朝より 晩まで 雜誌 校正に 從 事して 人^の 苦惱を 

忘れた" 唯 卿く 丈け が 幸福で ある。 殊に： i 音の 爲に 働いて 此の 厭ら しき 世に 在りて 天の 光に 接して 歡 

ぶこと が 屮ぃ來 る。 實に大 なる 感謝で ある。 〇 余 も 一時 は 主義の 人であった。 卽ち 自分が 義 しと 信す る 

事 は く 執って 動かす、 亦 他人に も 之 を 施さん と 努めた。 然るに 神の 恩惠に 由り、 余 は徐々 として 主 

義の 人た るより は 寧ろ 信仰の 人た るに 至った。 今 は 唯 祌の獨 子 を 信す る を 以て 我が 義 なりと 信じ、 自 

分の 主義と て は： おんど 無き に 至った。 此は 軟化で もな く 亦 退化で もない、 聖化 であると 信す る" 主義 

の捉 ふる 所と なりて 狹隙又 屈なら ざる を 得ない。 我が 主義 を拋棄 して、 祌の義 なる キリスト を 我が 

義 となして、 我 は 海の 廣 きが 如くに 炭く あり 得る" 主義の 人た るは惡 く はない、 然れ ども- 史に 進んで 

信仰の 人た るべき である。 

五月 二日 (土) 晴 宗 敎道德 の 眞现は 行 ふに あら ざれば 際 得する 能 はすとの カント；^ =學 の 眞理を 

切實に 感じた。 人生 は 一 元 論に 非す して 一 一元論で ある。 物 質的 世界と 心靈的 世界と は 全く^の 世界で 

ある。 そして 基督 信者 は 其行爲 の 法則と して 天然の 法则に 依らす して 靈の 法則なる 神の 聖 3n に從 はね 

ばなら ぬ。 故に 天然 學萬 能の 今の 世に 在りて キリ ス トに傚 ふて 生涯 せんとす るに 絡大 の- 與氣を 要する ( 

此 立場より 見て 「我等 (クリスチャン) が頓 みる 所 は 見 ゆる 所の 者に 非す 見えざる 所の 者な り、 そ は 

13- ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠 なれば 也」 との パ ゥ の 一一 一一 口の 深い s_ 興理 である 事が 判 


る = 〇 日本に 於て は 或る 極の 賄 赂を侦 ふに あら ざれば 何事 も 行 はれない u 茶代、 祝 俄、 贈物 は 凡て 贿 

賂 である。 正常の支拂.^.^けでは日本人は喜ばなぃ、 其 他に 特^の 支 拂卽ち 賄賂 を 使 はねば ならぬ。 K 

に 困った 國 である。 そして 此惡 習慣 を 破る に 足る の 勢力 は 此國に は 無い。 賄賂 使用の 全般的なる 點に 

於て は 今日の 日本 は 滅亡 以前の ユダヤに 能く 肖て 居る、 卽ち預 一一 目 者 ィザャ が 曰へ るが 如し、 「其 頭 は 

病まざる 所な く、 其の 心 は 疲れ たり、 足の 趾 より 頭に 至る まで 全き 所な し」 と (以賽 -fsi 書 一章 五、 

六 節)。 痛 歎の 至りで ある。 

五月 三日 (日) 雨 朝 は 二- rE 人の 會 衆であった。 馬太傳 十六 章： 節、 約 翰 傳七章 十七 節 等に 依 

り 「i^- 督敎の 人生 觀」 と 題し、 久 振りに て 說敎を 試みた。 基督 敎は 圆滿 無碍の 人生 折 〔 學に 非す、 唯荜 

へに 神の 聖 を 信じ、 大膽に 之を實 行す る宗敎 である こと を 述べた。 夜 は 會衆百 人、 朝の 說敎の 大意 

を 述べ、 之に 加 ふるに 佛敎と 基督 敎 との 比較 を 以てした。 佛敎は 知的 宗敎、 基督 敎は實 行 的 宗敎、 前 

者 は 世を據 土と して 厭 ふに 對し、 後者 は "非の 此世を 天國に 化せん とす る の 宗敎 である こ と を 高調した， - 

佛敎は 悲哀 美に 富み、 基督 敎は 凱旋 歌 を高唱 す。 余 は 佛敎を 嫌 ふに あらざる も、 基督 敎の 男性的なる 

を 愛すと 言うた" 

五月 四日 (月) 雨 午後 晴 る。！ t 敎熱 (仅活 し、 百科 字典、 リス-デビス、 モ  一一 HI ゥ イリヤ ム 等の 

著書 を 引出し、 怫敎の 设習を 初めた。 與味 多き 研究で ある。 釋迦 無牟の 人格 は遙 かに 彼の 哲學 以上で 

あつたとの 說は眞 であると 思 ふ。 所謂 佛敎に 感心す る 事の 出来ない 事が 許 多 あるが、 釋迦 なる 人 は 敬 
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愛せざる を ない。 而 して 西洋に 於て キリス 卜が 忘れられて 居る 以上に、 東洋 殊に 日本に 於て 釋迦が 

忘れられて： る は 憤慨の 至りで ある。 

五月 五日 (火) 晴 平 口 を 校正に、 半日 を カント 哲學の 復習に 費した。 人生 最善の もの は 善き 心 

である。 之に 狡べ て 富、 知識、 才能、 氣質 等、 一 も 善と 稱す るに 足りない との 大 折：： 學 者の 主張 を讀ん 

で淚が 出る 程 有難かった。 善き 心、 善を爲 さんと 欲する の 心、 之 は 如何なる 無學者 も、 貧者 も、 下圾 

の n!^ も 持つ 事が 出來 る。 人生 最善の もの を M 人 も 持つ ことが 出來 ると 云 ふの が カン ト哲學 の 屮心義 で 

あると 知って、 其 偉大 さが 推 量られる。 カント は實に 彼の 大 知識 を 以て 彼の 父母の 信仰 を 辯 護した の 

である。 實に 偉大で ある。 カントの 功績 は 多くの 點に 於て ル ー テルの 功績 以上で ある。 英米人が いく 

ら獨 逸人 を 篤っても 一 カント を £ す ことが 出来ない。 縦し 彼の 哲學に 非難すべき 點 ありと 雖も、 彼の 

人格 は實に 立派なる 者で ある。 凡ての 偉人 は 其 技能 以上に 偉大で ある。 ベ ー 卜ヴ H ンが 彼の 昔樂 より 

も 偉大で ありし が 如くに、 カント は 彼の 哲學 よりも 偉大で ある。 カント、 ソクラテス、 釋迦、 力 ー ラ 

ィル、 彼等 を 友と して 持つ の 名譽は 如何に 大 なる 哉。 之に 較べて 我國. へ；' n の內 閣員、 政黨の 首領 等、 

何とつ まらない 者で はない 乎。 人類の 如何に 貴い 者で ある 乎 は、 是 等の 折：： 人に 接して 見て 判る〕 彼等 

を 世に 遣り 給 ひし； 犬の 神に 感謝す る。 

五月 六日 (水) 晴 書籍の 片附 けを爲 した。 其の 多き に 自分ながら 呆れた。 是れ 丈け 讀ん で； I： 故 

に モ ット智 くたら ない ので あるかと me つた" 然し 其內で 自分が 永久 的 感化 を 受けた 者 は 至って 少數で 


ある。 聖書 を 除い て 外に、 力 —ライル 著 クロムウエル 傳、 ゥ オル ヅヲス 詩集、 ゴ ー デ ー 著 羅馬書 並に 

約翰傳 註解、 カント 論理の 基礎 等數へ 來れば 至って 少數 である。 書を讀 むに 限りなし。 ィ H スは 決し 

て讀 書家で たかった。 讀 破せ I 書籍の 多き を 誇る やうな 1 の內に 碌な 人間の 無い 事 は事實 である。 〇 

夜、 朝鮮に 關係 ある 二人の 友人に 招かれて、 星 岡 茶寮に 凝 切った る 日本料理の 饗 應に與 つた。 貪 ふ 事 

に コンナ に 研究 を 積む 人の 在る を 知って 驚いた。 「何 を 食 はんとて 思 ひ 煩 ふ 勿れ」 との 正反對 である。 

友人の 親切 は 嬉しかった が、 料理 は餘り 有難くなかった。 自分 は どこまでも ゥ オル ヅヲ ス の 簡易 生活 

主義で ある。 

五月七日 (木) 晴 今日の 日本に 精神病 忠 者の 多い のに 驚く. し 男子 は 概ね 偏 事 狂、 女子 は ヒス テ 

リ ー 患者と 見て 差 支ない と 思 ふ。 彼等 は 自己の 主義 を 押 通す より 他に 世に 處す るの 道 を 知らたい。 彼 

等 は 自己の 主張の 他に 重んぜられん 事 を 欲する が 如くに、 他の 主義 を m ん ぜんとす る 紳士 淑女の 雅量 

を 有たない。 此は國 民 性で あるよりも 寧ろ 敎育 制度の 缺陷 である。 實に國 .ilj^ の與 亡に 關 する 大 問題で 

ある。 

五月 八日 (金) 雨 靜 かなる 雨の 一 日であった。 日曜日の 準備に 全日 を 費した。 哲學 熱が sss 與し、 

久 振りに て カン ト、 ァ リスト I トルに 敎へ られて 我が 渴 ける 靈を 潤しつ 、ある。 

五月 九日 (土) 晷 ti 午前 はァ リスト ー トルに、 牛 後 は英國 第一の 倫理 哲學者 監督 バ トラ— に敎へ 
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られ た" 數年前 に 丸 善 に 於て グ ラ ッ ド ス ト ン翁編 慕の パト. ラ ー 全集 中の 說敎集 一冊 を 買 求めて 居いた 

のが 今 口 用を爲 して 嬉しかった U  々人生の 基礎的 問 题 の 研究に 立 歸る事 は 書 研究の 爲に 極めて 必 

耍 である。 人 は 何人も 時々 精密なる 科學者 並に 哲學 者に ならねば ならぬ。 

五月 十日 (日) 小雨 ル屮は 大婚ニ 卜 五 年 記念 祝贺 にて 賑 つた。 我等の 集會 には變 りなく、 朝 は 

二百 人、 夜 は 百 人の 來會 者が あった。 朝 も 夜 も at 太傳 十六 章 サ四節 以下に 依り 「靈 魂の 貴 尊」 に 就い 

て 話した。 夜の 男子 靑 年の 集會が 益々 盛大に なりつ k あるので 嬉しかった。 何ん と 云 ふても 靑年 であ 

る。 多くの 失^ を與 へる の も 彼等で あるが、 希望 を與 へる の も 彼等で ある。 八：' に猶ほ 百有餘 人の 男子， 

を與 へらる と 思へば 我が 幸 ii の大 なる を m 心 はざる を 得ない リ 

五月 十一 日 (月) 晴 犬養毅 せ； の 政 友 會人黨 を 聞いて 非常に 射 持が 惡 かった。 之が 爲に 政治 界は 

一 I^s: 落す るで あらう も 犬 養 君 も 亦 東洋の 政治家と して 利害 觀 念に 支配され て 信仰に 立って 終始  一 „ ば 

する ことの 出來 ざり し は殘念 至極で ある。 然し 他人の ではない、 自分の 事で ある。 自分 も 亦 浮々 す 

ると 後藤 象次郞 ゃ犬费 君の 跡を逐 はぬ とは^らない。 願 ふ 神の 佑助に 依り， 我が 主義 主張に 死す る こ 

と を 得ん こと を。 ， やに 至 つ て 知る 晚節を 守 る 一 J との 實に， 困難な る こ と を。 人生 は 最後まで 戰鬪で あ る 〔 

そして 最後が 最大 苦 載で ある。 

五月 十二 日 (火) 瞎 五月 號を發 接した。 後 ニ號で 三百 號 である。 耶利米 亜記 第 四十 四 章 を 研究 


した。 H レミ ャは 偉ら い 人で ある。 彼 は 多分 ユダヤ人の 殺す 所と なった ので あらう が、 彼が 若し 今日 

我 日本に 居たならば、 日本人 も 亦 彼 を 活かして 置かない に 相違たい。 「世 は 彼等 を 置く に堪 へす」 と 

X 布 伯 來書十 一 章 三 八 節に 云 ふ 通りで ある。 H レ ミヤの 勇 氣に對 し 自分の 怯懦 を愧ぢ ざる を 得ない。 

五月 十三 日 (水) 晴 耶利米 _亞 記の 研究 を續 けた。 如何に 見ても 彼は舊 約の 大立 物で ある。 彼 を 

知らす して 舊約も 新約 も 解らない。 同時に 又、 今に 至りて 奮い 舊約學 者 エグル トの 偉ら さが 思 ひやら 

九る。 

五月 十四日 (木) 0 畔上 と共に 宇都 宮に 行いた。 夜 七 時より 同市 旭 館 (商業 會議 所) に 於て 演 

說會を 開いた。 一 人に 付き人 場 料 五十 錢 (學生 は 半額) を徵 集した。 宇都 宮に 於て 基督 敎演說 に 入場 

料を徵 築す るの は 初ての 事であって、 大に 問題 を 惹起した との 事で ある。 然るに も拘 はらす 聽衆は 二 

百 二三 十 名 あり、 九十 圆餘の 人 金が あった。 之 を 全部 支那 人 醫療傳 道に 寄附す る 事に 定めた。 自分 は 

「支那と 日本」 と 題し、 支那 人に 對 する 日本の 義務 責任に 就いて 述べた。 以上 は 凡て 下野 敎友會 の 主 

催に 成りし ことであって、 其 努力に 對し 厚き 感謝 を 表せざる を 得ない。 支那 同胞の 爲に 少しな りと 雖 

も M か 善き 事を爲 したりと 思 ひ、 安き 心 を W て 夜半 旅 宿の 寢に 就いた。 

つ、 じ  き U «- よ 

五月 十五 日 (金) 雨 朝、 靑木義 雄 君と 共に 巿外 八幡 山に 登り、 藤と 聯躅 花の 滿開を 賞し、 絹 川 

平野の 風景に P 、を 喜ばせ、 「靈 魂の 貴 尊」 に 就て 語りながら 山 を 下った。 更らに 市中 を 見物し、 宇都 
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宮 名物の-通 燒の饗 應に與 り、 不相變 君に 送られて 午後 二 時 二十 分發の 与ん 行列 車に て歸途 に 就いた。 此 

は 今： n まで 幾度 も 繰 返された 經驗 である。 自分の 傳道的 生涯に 於て、 東京 を 除いて 宇都 宮程 a 々行い 

た 所 はない。 傳^ 成功 如何 は训 問題と して、 二十 年 以上の 友誼が 繼 緩して、 今日に 至る も尙ほ 一年に 

一 ； 3 义はー 一；！：、 此地を訪ふ事の3^來るは神の大なる恩惠と云はざるを得なぃ。 

五月 十六 日 (土) 晴 敎會の 先 耀を以 つて 自 から 任す る 人で、 余 は 無敎會 信者であって、 旣成敎 

命 を 撲滅す るを以 て 目的と すると 公一 一一 一 n する 者 ある を 知って 驚く。 余 は 無敎會 ii^ 者で あるが 敎會の 撲滅 

を 目的と する^で ない 事 は 一一 一一 n はすして 明かで ある。 其 事 は 余と 親交 ある 敎會の 人達が おく 知る 所で あ 

る。 余 は 八， nl と雖も 敎會の 依賴を 受けて 說敎 する。 叉 < 水の 著書 を敎會 の敎師 達に 贈りて 其傳道 を援け 

ん とする。 其^^-は余に取り少しも矛盾でなぃ。 無敎 會は敎 會に關 する 余の 立場で ある。 共れ は 或る人 

等が 或は メソヂ スト、 或は バ プチ スト， 或は ル ー テル 派に 屬 すると 云 ふと 同じで ある。 若し 無 敎會で 

あるが 故に 敎會を 撲滅す ると 云 ふなら ば、 何故に メソヂ ストで あるが 故に 聖公 會 を 撲滅し. ュ 一一 テリ 

ヤンで あるが 故に ツリー 一 テリ ヤン (三 一 主義の 敎會) を 撲滅す ると 云 はない ので ある 乎。 無敎會 信者 

たりと 雖も キリ ス トに從 はんと 欲する 者 は 他人の 敎會を 撲滅 せんとす る や- 「な、 そんな 事 は 出来ない 

ので ある。 斯く云 ひて 余 は 敎會ゃ 宣敎師 の 好感 を 買 はんと 欲する ので はない。 彼等に 嫌 はる、 は 今日 

の 場合に 於て 余の 靈 魂の 爲に 甚だ 好き 事で ある を 余 は 知って 居る。 然し 事贲 は事實 である。 若し 敎會 

の 人達が 基 的寬容 Q=-iKtian  tbleration の 何たる 乎 を 知るならば、 余に 關 しそんな 惡. 膝 を； » たない 

であら-つ 0 


五月 十七 日 (日) 雨 午後 晴る。 朝は滿 員の 集會 であった。 會員は 殖える 一 方で ある。 斷 はるに 

も斷 はり 切れす、 座席 缺乏 の問题 が又復 目前に 迫って 來た。 困った ものである。 夜 は 男子 靑年 百人以 

上の 5,1 席 者が あって 是れ叉 殖える 一 方で ある。 余の 生涯に 於て 今日の 如くに 求道者の 多い 事 はない。 

「バプ テス マの ョ ハネの 時より 今に 至る まで 人々^ みて 天國を 取らん とす」 と ある 其 狀態を 今日 目前 

に 見る ので ある (馬 太傳十 一 宽 十一 一節〕。 若し 敎會が 此機會 を 利用して 日本 國を 基督 敎國 と爲し 得な 

いならば、 彼等 は祌と 人類と に對 して 大 なる 1; を 犯す ので ある。 

五月 十八 日 (月) 雨 不相變 疲勞を 01見 えた。 休みたい が 休む 事が 出来す、 毎日 仕事に 追 立ら れて 

居る。 余 は 敎會の 牧師で も 傳道師 でもない が、 コ リント 後書 十一 章 二八、 二 九 節の。 ハウ a の 一一 一一 n は 余に 

もて；； ii  つま- -リ 

も當筘 るので ある。 「口々 我に 迫る 諸敎會 の心勞 あり。 謡 か弱り て 我れ 弱ら ざらん や、 fi か 紅き て 我 

れ 燃え ざらん や」 と。 我に 依りて 信者に 成りし 者が 所々 方々 に 於て 信仰の 爲に 迫害 を 受けつ k ある。 

之 を 見 叉 聞きて 我心 は 弱り 叉 燃 ゆるので ある。 毎日 泣く 事、 喜ぶ 事、 怒る 事、 笑 ふ 事が 相次いで 來る。 

多事多端の 一 生なる 哉。 

五月 十九 日 (火) 半晴 午前 は耶利 米亞記 を、 牛 後 は T  ,  K  • アボットの カント 傳 を讀ん だ。 小 

人國に 於て 小人の 小事に 惱 まさる-^ 問に、 偉人の 偉業に 就て 讀んで 我心の 宇宙 大 的に 膨脹す る を覺ゅ Q 

人の 靈 魂の 宇宙の 犬よりも 大 なる を 唱 ふる カントの 言 を讀ん で、 人と して 生まれし 責任の 如 3： に大な 
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る 乎 を 思 は しめられた。 

有難し 縱し 天地 は 消る とも 

祌の 眞理は 動かざる と は。 

此 骨の 幸 幅と 見榮 とのみ を 念と して 他 を 顧みる の遑 なき 我 國多數 の 人達に H レ ミヤ や 力 ントの  一 丈 

けなり と 解って 貰 ひたき 者で ある。 

. 五月 二十日 (水) 晴 田嶋進 君の 親切なる 注意に 由り、 倫敦 H キス ポジ トル 雜 誌に 瑞 西神學 者 力 

I ル • バルトの 基督 敎 観の 詐論を 讀ん だ。 カル ビン 祌學の 最も 徹底した る 者であって、 犬に 共鳴せ ざ 

る を 得なかった。 批評.； ¥ は 之 を 「危機の 神學」 と稱 する も、 之 を 「：冉 臨 神學」 と稱 して 宜 からう と 思 ふ。 

歐洲 神學が 大體に 於て キリス ト； 冉臨. の 信仰に 近づきつ 、ある は 著る しき 事實 である。 再臨 信仰の 故 を 

r; つて 余の 如き 小 聖書 學者に 痛 架 を 加 へられし 我國基 敎會 の敎師 達はシ ュ ワイツ H ル、 バ ルト 等に 

一  の攻 if を 加 へられて は 如何？ 殊に バルトの 說 なりと 云 ふ r 祌は 敎會を lis に 定め 給へ り. 敎會は 

幅 昔と 神 園に 反對 する 者な り。 敎まは 幅 昔を壓 倒し、 福音 は敎 會を壓 倒す。 敎會 は旣に 過去り し 者な 

り。 宗敎と 敎會と は 死の 勢力な り。 彼等 は キリスト を裘 切りたり。 キリスト は 彼等 (宗敎 と 敎會) に 

5： の干與 あるな し」 と 云 ふが 如き 一一 目 を 敎會の 人達 は 如何に 觀る 乎。 無敎會 信者 は 本誌の 主筆 一人に^ 

ら ない。 敎< ^は 今や 不信者 社會に 於ての みならす、 信者 社 會に於 て も 信用 を 失 ひつ \ ある。 彼等が： n 

本に 於て 無敎會 信者 を 仲 問はづ れに爲 しつ k ある に、 歐 米の 大神學 者 達 は 敎會を 其 根本に 於て 覆 へ 

しつ  >- あるで はない 乎。 ベ：' や K に 敎會の 危機で ある。 敎會は 如 M にして 此 危機 を切拔 けんとす る 乎 Y. 


五月 二十 一日 (木) 雨 叉 復野ロ 幽香 女史 主幹の 二葉 幼稚園に 於て 上流 社會の 奥方 令嬢 達 五十人 

程に 對し 「小 供の 宗敎々 育」 に 就て 一 時間 餘の 講話 を爲 した。 婦人に 對し、 殊に 上流 婦人に 對 して 余 

は 雄 辯 を 揮 はんとす る も 能 はす、 誠に 氣の 乗らざる 講話であった。 何れに しろ 斯 かる 社 會 にまで キリ 

ストの 一 i 音が 照り 渡りつ & ある は 不思議で ある。 會 終って 後に 長い間の 信仰の 友なる 第一 一 艦隊 機關總 

長 海軍 大佐 太 田 十三 男 君と 會 食した。 華 埃の 奥様と 海軍々 人、 誠に 好き コントラストであった。 

五月 二十 二日 (金) 晴 引續き カント 傳を讀 みつ、 ある。 大に敎 へらる、 所が ある。 殊に 嬉しく 

思 ふ は 人 問と して 生れし 事の 如何に 大 なる 幸福 叉特權 である 乎、 其 事で ある。 經濟 上の 狀態は 如何で 

あらう が、 社會 又は 敎會に 於け る 地位 はどうで あらう が、 人と して 生れた 丈け で大 感謝 を 以て 一 生 を 

終る 事が 出来る。 

五月 二十 三日 (土) 半晴 今日は 人 を 見す して 神を昆 た。 其 時 我心 は 希望に 輝いた。 人 を 見れば 

！ I 亡 は確實 である。 暗黑の 世に 一 として 善き 物 はない。 然れ ども 無限の 愛に 添えて 無限の 力 を 有ち 給 

ふ 神が 萬 物 を統ュ E め 給 ふと 知って、 心配と 失^と は 消えて 跡な しで ある。 神の 在し 給 ふ 所に 希望が あ 

る。 神の 在し 給 ふ 世界で ある、 故に 何事が 起きても 安心で ある。 斯く思 ふて 此暗黑 の 世が 急に 晝に成 

つた やうに 感じた。 
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五月 二十四日 (日) 半晴 集會變 りなし。 朝 は 「自力と 他力」 と 題し、 基督 敎に 自力 他力 の^な 

き jsIT 自力と 稱 する は 凡て 神より 來る 力であって、 而 かも 神の 力 は 我 力と して 我に 在りて 働く ので あ 

る 事を說 いた。 夜 は 日本人が 今に 至りて 頻りに 基督 敎を 求む るに 至りし は 喜ぶべき であると 共に 大に 

警誡 すべきで ある。 政府 や 新 M 紙に 歡迎 せらる i は 基督 敎の爲 めに は 害 多くして 益 © きこと である 事 

に 就て 述べた。 午後は休息中にカント哲學の大耍を復|^^して大に精神の疲勞を癒した。 

五月 二十 五日 (月) 晴 或 人に 由て 成立せ し 婚約の 名義 的 媒介 人 たるべく 餘儀 なくせられ、 其れ 

が 今日 終に 破れて 非常に 氣 持が 惡 かった。 生涯 二度と 再び 立つべからざる 立場で ある を覺 つた。 今や 

我國に 於て 武士道 は 廢れ、 萬 事が 情實と 利害に 由て 決せら る \ は 悲歎の 極みで ある。 然れ ども 國民全 

體が隨 落した る 事で あれば 誰彼 を責 むる 事 は 出来ない。 唯 斯う 云ふ國 であると 思 ふて 諦める まで f あ 

る。 但し 不：^ 干 萬で ある。 


五月 二十 六日 (火) 半晴 ての 人 を 善く 成さう と 欲 ふが 故に 苦心す る。 彼等 を爲 すが 儘に 放任 

して 監 けば 我心 は 至って 平安で ある。 そして 人の 心を變 へる 事 は 最も 難い 事で ある。 自分に は 最も 易 

いと 思 はる & 事が 人に は 最も 難く ある。 故に 人 は 之 を 祌に任 かし 奉りて 自分 は 彼の 爲に 祈る まで 、. ^あ 

る。 然れ ども 紳士と 稱し 淑女と して 崇めら る、 者が 文明 人の 知るべき 道理の ABC を さへ 辨 へざる を 

見る 時に 自分 は齒 痒く 感ぜざる を 得ない。 今日の 日本に 武士道が 絕 えたの みならす、 彼等の 間に 紳士 


道 さへ 行 はれない。 只 目前の 利益と 幸福、 之に 達する を 成功と 稱し、 達し 得ざる を 失敗と 稱す。 實に 

淺 ましき 狀態 である。 〇 柙賣の 盛なる に 驚く。 新聞紙、 牛乳、 藥品、 文房具、 時には 宗敎雜 誌まで が 

押寶 りされ る。 そして 之 を 担めば 怒られる。 支那 人が 日本人 は 唯 支那 人の金 を 欲しがる までぐ、 それ 

が 爲には 擊ち又 叩い て 少しも 撣ら ない と 云 ふとの 事で あるが 當ら すと 雖も 遠から すで あると 思 ふ。 鳴 

呼 君子 圃は 今や 如何に 墮 落せる 哉で ある。 〇 六月 號の 原稿 全部 を 印刷所に 發 送した。 

五月 二十 七日 (水) 小雨 豫 ねて 希望せ し 二 間 四方の 物置 小屋が 出来 上って 嬉しかった。 一生涯 

の 間に 藏を 建てる 事 は出來 なかった が、 稍廣ぃ 物置 小屋が 出来て 感謝で ある。 之で ガラ クタ 道具が 悉 

く 納まり、 邸內の 整理が 附 いて 便利 此上 なしで ある。 〇 神 は 自分に 多くの 困難 を 送り 給うた。 而 して 

困難 は 今猶ほ 絶えない。 然れ ども 困難 は 孰れ も 皆な 有益であった。 我が 靈魂を 磨く ための みならす， 

と 人と を 知る 爲に 有益であった。 自分の 如き 書齋の 人に は 困難に 會は ざれば 實際 社會を 知る 事 は 出 

來 ない。 然るに 毎年 一 つか 二つ 厭な 問題に 携 はるべく 餘儀 なく せられて、 其方 面に 於て 敎 へらる k 所 

が ある。 近代 人、 上流 社會、 是れ 皆な k 突って 見なければ 解らない 者で ある。 そして 解って 見れば 皆 

同一 である。 神 を 離れた る 自己中心の 人達で ある。 唯 知識が あると か、 衣類が 美く しいと か 云 ふまで 

なの 事であって、 其 靈魂は 罪に 汚れて 神の 前に 最も 賤 しきもの である。 キリストの 血に 由て 聖 めら る 

るまで は、 學者も 富者 も 貴族 も 甚だ 據ぃ ものである。 

五月 二十 八日 (木) 雨 人が 敎を聽 く は 其れが 自己に 關係 なき である。 一朝 その 自己の 爲 さん 
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と 欲する 事に 對し 妨害た る を 見る や、 彼等 は 何の 惜氣 もな く 神で も キリスト でも 聖書で も、 3: ん でも 

^てる。 其點に 於て 學者 無學 者、 贫者 富者の 差^ はない。 彼等 は 孰れ も 自己に 都合の 善い 時 丈け 基督 

敎を 信じ、 都合の 惡ぃ 時には 何時でも 自由 勝手に 之 を 變へも すれば 雍て もす る。 故に 彼等が 求道者で 

ある、 信者に 成り たれば とて 少しも 油斷 はならない。 何時でも 彼等の 敵と 成る の 覺悟を 以て 彼等に 敎 

を 傅へ ねばならぬ。 此事を 思 ふと 今 口の 日本人に 聖書 を敎 ゆるの 如何に 恐ろしい 事で ある 乎が 判明る „ 

是れ 祌に强 ひらる、 に あら ざれば 到底 從事 する 能 はざる 業で あ る。 

五月 二十 九日 (金) 雨 媒介 人 たるべく 餘儀 なく せられし 某 雨 家の 緣談 破裂に 由り 引 續き心 を 痛 

めた。 人の 心の 酷なる に 驚いた。 殊に 日本 婦人の 外 は 雪の 如く. m く あれ ども、 內は 同じく 雪の 如く 

^かなる に 憤慨した。 自分の 生涯に 於て 最も 辛い 經驗の 一 であった。 

五月 三十日 (土) 雨 毎年 上半期に は 厭な 問題に て惱 まされる。 昨年 は 狂人と 近代 人と に惱 まさ 

れ、 精神病 者 は 1^ 院 に人院 し、 近代 人達に は 研究 會を 去って 赏 ひて 事が 濟ん だ。 人 r- 年 は 他家の 結婚 問 

題に 惱 まされ、 今 尙ほ其 跡 仕 末 最中で ある。 斯くて 余の 如き 隱遁 者も此 *1 の 事 を 直接に 示されて、 不 

愉快なる に拘 はらす 頗る 有益で ある。 書を讀 むの みが 眞理を 知る の途 ではない。 善 惡に關 はらす 人生 

の 事實に 接して、 眞理の 深き 所 を 探る 事が 出来る。 今日の 日本人の 心理 狀態を 示されて 痛 歎の 至りで 

ある。 腹が立つ、 然し 亦 彼等 を憐 まざる を 得ない。 


五月 三十 一日 (日) 晴 集會 朝夕 共に 不相 變盛會 であった。 朝 は 再び ィ H ス傳の 研究に 歸り、 「ィ 

ェ ス の愛國 心」 と 題して 馬 太 傳廿三 章 三 七 節 以下 を 講じた。 久 振りに て氣 持の 好き 講演が 屮 I 来て 嬉し 

かった。 夜は畔 上、 塚 本、 自分と 三人 登壇して 百 人 以上の 青年に 對し キリストの 道を說 いた。 日曜日 

は 我等に 取りて 天 國の前 味で ある。 唯 時々 此 世の 寒風の 吹來り て 我等の 歡喜を 妨害す る は 止む を 得ざ- 

る 次第で  ある。 

六月 一 日 (月) 半晴 月曜日な るに 拘 はらす 來客 多く 隨分 困らせられた。 朝鮮の 齋藤昔 作 君より 

自分の 著 はした 『デン マルク 園の 話』 が 原因の 一 つと なって、 朝鮮半島に 毎年 一億 六 千 萬 本の 有用 樹 

木の 苗木が 植附 けらる &と 聞いて 非常に 嬉しかった。 外に 內地 並に 臺灣に 於て 同一 の 理由に 由て 更に 

幾千 萬 本の 苗木が 植附 けられて 居る であらう。 斯くて 今より 百年 後に は 自分 を 國賊と 呼んで 窘めし 日 

本人 は 自分の 書いた 小 著述の 結 菜と して 數 十億 圓の富 を 得る に 至る であらう。 誠に 氣持 好き 事で ある < 

國 人に 嫌 はれながら 彼等の 爲に盡 す は 特^の 名譽 である。  . 

六月 二日 (火) 曇 今日は 心 や、 和らぎ 少しく 平安 を 得た。 カント 哲學 並に 耶利 米亞 記の 研究に 

歸 つた。 穢土 を 離れて 淨 土に 歸 りしが 如くに 感じた。 惡人は 之 を 神に 引渡せば 可な りと は 信す る もの 

の、 時には 神に 代って 之 を 矯めん と 欲する 心が 起る。 其 時に 心 苛立ち、 平安 は 妨げら る、 ので ある。 

然れ ども 平安 をのみ 追求すべき でない。 人間で ある 以上、 時には 怒らざる を 得ない。 耶 利米亞 記を讀 

ん で 益 々 强く其 事 を 感ぜ しめら る 。 
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六月 三日 (水) 雨 梅雨の空|形陶敷くぁる。 碌な仕|5^を爲さす甚だ^まなく思ぅた。 田中ェ學博 

士と 「科 學は宗 敎を證 明し 得る 耶」 との問题に^^て論じた" 彼 は 「得べ し」 と 云 ひ、 我 は 「得べ から 

す」 と 云って 議論に 花が へ き、 それが 爲に 股が i 仝って， ノ 飯が 《せく 食べられて 嬉しかった。 雑誌 六月 號 

の 校正 を 了った。 

六月 四日 (木) 雨 大 なる 利 〔化と 感動と を 以て ジ ヨン • ス キンナ ー 著 『K 首と 宗敎』 を讀 了った。 

一名 『エレ ミヤの 生涯と 其 時代』 とも 稱 すべき 書であって、 余が 今日まで 讀 みたる エレ ミヤ 傳中與 味 

最も 多き 書で ある。 今より 二十 五 年 前、 此雜誌 を 始めし 時、 第一 に讀 みし は、 同じ ジョン • ス キンナ 

1 氏の 著に 成る H ゼキ H ル 書の 註解であった。 預言 文學の 研究に 於て 余は此 著者に 負 ふ 所が 甚だ 多い。 

ケムブ リツ ヂ聖 書中の ィザャ 書 註解 一 一 册も亦 同氏の 著に 成りし 者であって、 是れ亦 余の 手 跪に 汚れた 

る 儘 書架に 藏 めら れて ある。 H レ ミヤ 記の 研究 は 今より 四十 年 前に カウ ルス の 註解 書 を 以て 始めた。 

其 後隨分 多く の 註解 書 を讀ん だ 積り である。 然し 今日 讀み 了り しス キンナ ー の 著が 最も 有益なる 者で 

あった。 序に 記す、 預言 書 を 了解 せんと 欲せば、 其 時代の 世界 歷史を 研究す るの 必要が ある。 是れ亦 

廣ぃ畢 問であって、 自分 も 力の 及ぶ 限り 之に 沒 頭した 積り である。 

六月 五日 (金) 雨 故 今 井 樟太郞 君 永眠 第 十九 年 を 記念 せんが 爲に 日本 橋" R 伊勢 町 永廣堂 東京 支 

店に 行き、 女主 人並に 店員 ー两を めて 「商人と 宗敎」 を 講じ、 同店の 爲に祌 の 祝福 を 祈った" 今 井 


君 は 本誌 發刊當 時 の 援助 者で あり、 遺 挨も亦 君の 志を糙 いで 本誌と 深い 關係を 維持して 今日に 至 つた 

我等に 敎會叉 は 宣敎. 師の 後援 は 無かった が、 商人、 農家、 工人 等の 深い 同情が あった。 大阪の 今 井家 

が 彼等の 良き 代表者で ある。 余 自身が 敎會者 嫌 ひの 平信 者であって、 平信 者に 代って 今日まで キリス 

トの 福音 を說 いたので ある。 光榮此 上な しで ある。 

六月. ！へ 日 (土) 半晴 午後 二 時より 巿內 靑山會 館に 於て 故 森 明君 牧會の 谷 日本 基督 敎會の 主催 

にか k る 都下 5^ 女學 生の 聯合 禮拜會 が 開かれた。 來會者 三千 五 百 人と 註せられ た。 自分 も說敎 を依賴 

され、 東京 祌學社 校長の 高 倉 德太郞 君と 高 壇 を 共に した。 自分 は 「日本 國と 基督 敎」 と 題して 講じた。 

久 振りに て巿 內の聽 衆に 語る こと k て隨 分骨が 折れた。 然し 若い 人 等の 大衆に 向って 語る こと i て氣 

持が 好った。 多分 東京に 斯んな 大衆が 共に キリストの 聖名を 讚美した 事 は あるまい。 基督 敎は旣 に 日 

本人の 宗敎と 成った 事は此 一 事 を 見ても 明白で ある。 殊に 又 敎會の 敎師達 は 大體に 於て 自分 を 嫌 はる 

るに 關 はらす、 若い 人達 は 歡んで 自分 を迎 へ て 吳れて 非常に 嬉しかった。 

六月 七日 (日) 半晴 集會變 りなし。 自分 は 昨日の 演說に 疲れて 今日は 只 僅か 計り 爲 したの みで 

ある。 朝 は 伊藤 丁隆 君に 手傳 つて 貰 ひ、 夜 は 塚 本に 任 かした。 畔上 は此日 札幌に 在り、 其 地の 獨立敎 

會を 助けつ、 ある。 人 を 助けて 自分が 助けら る。 それが キリストの 心で ある。 自分の 事業の 爲に のみ 

働く は 決して 美 はしい 事で はない。 然し 乍ら 昨日の 大： 說の爲 にガッ カリ 疲れたの は事實 である。 


= 々の ffi  ニー 六 

六月 八日 (月) 半晴 梅雨晴れの 好； 大氣 である。 家事 並に 自分の 肉體の 事の 爲に 奔走した。 好き 

變化 である。 〈\A 族の 幸福の 爲 にも 亦 働く の 義務が ある。 中 田 重 治 君來訪 し、 有志と 共に アイ ノ傳道 後 

按會糾 織の 相談 あり、 喜んで 赞成を 表した。 斯 かる 事に は 敎會關 係の 如何 を 問 はす、 全國の 基督 信者 

が 一 致 協力して 從 事した きもので ある。 

六月 九日 (火) 半晴 少しく 變化を 得ん が 爲に塚 本と 共に 淺問 山麓 杵掛に 柱いた。 山は晚 春の 氣 

候であって、 ッ ッジ、 ボケ、 ァ ケビ、 忘れな^！：十、 サ クラ 草、 スミレ 等の 滿 開であった。 

六月 十日 (水) 晴 午後 宿の 主人と 共に 自働車 を驅 りて 輕 井澤に 遊んだ。 未だ 都人の 影 を 見す、 

天然 は 高原 を 占領し、 夏の 輕 井澤と は训 天地の 觀 があった。 到る 所に 忘れな草の き 揃 ふ は 懐かし か 

つた。 若し 此國に 近代 人が 居なかったならば、 さぞ かし 美しい 國 であらう と 思うた。 

近代 人 居らぬ 皋 月の 輕 井澤 

忘れな草に 森の 鶯 

六月 十 一 日 (木) 曇 午後 柏木に 歸 つた。 天國 より 地上に 歸 つて 来た やうに 思うた。 山に 在りて 

は 花が 美しく あるが、 都に 在りて は i^l 人が 「美しく」 ある。 天然 美の 缺乏を 補 ふ爲に 人工 美 を 施す の 

であらう。 都に 偉人の 起らない 理由 は 山に 二三 日 遊んだ 丈け で 判明る。 其 都で 主として 青年 男女の 敎 

宵 を 施す と 云 ふ、 此んな 間違った こと はない。 都會が 大きく なれば 成る 程阈が 滅亡に 近づく ので ある. - 


東京が 日本 文化の 中心で あると 云 ふが 實に 恐ろしい 事で ある。 汽車 中に て 塚 本と キリストの 再臨、 ^ 

界の 終末に 就て 語った。 そして 此 東京 を 我が 住所と する 我が 不幸 を 歎ぜざる を 得ない。 近代 人の 巢窟 

たる 東京の 地を咒 はざる を 得ない。 

六月 十二 日 (金) 半晴 終日べ ンを 取って 働いた。 聖書の 研究 は 山 遊び 以上に 樂 しく ある。 只 段 

段と 視力が 衰 へて、 其れの みが 悲しく ある。 然し 若い 時に 澤 山に 讀んで 置いた お 影に、 餘り多 く^を 

使 はすして 仕事が 來て 感謝で ある。 

六月 十三 日 (土) 晴 澤 山に 讀 書を爲 した。 二三 週 問 カント を 讀み續 けた 後に リッチ ル祌 學の復 

習が 非常に 面 .EE かった。 神學は 牧師 傅 道 師の學 問で あると 思へば ツマらない が、 信仰に 知識 的 地位 を 

與 へ る學 問で あると 思 へ ば 非常に 面， H  く ある。 是は 凡ての 學 問に 達する にあら ざれば 學び 得ざる 學問 

である。 聖書の 研究よりも 遙に廣 い、 且 困難い 學問 である。 さう 思 ふて 神學 者に 成りた くなる。 然し 

牧師 宜敎師 に 成る 爲の學 問で あると 思 ふ 時に 厭に なって 了 ふ。 

六月 十四日 (日) 晴 朝夕 共に 平常 以上の 集會 であった。 過日の 靑山會 館に 於け る學生 聯合 會が 

祟り、 人 會依賴 者が 增 加せ しにて 困難す る。 奮い 敎會の 信者に して 入會 希望者の 多き は 不思議で ある- 

朝 は 「エルサレムの 覆滅」 と 題して 馬太傳 二十 四 章の 要點を 講じた。 夜は靑 年に 對し、 偉人の 特性の 

平凡、 無私、 勤勉なる にある 事に 就て 語った。 
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十、 nr 十五 日 (月) 雨 昨日の 說敎 でガッ カリ 疲れた。 其 上に 义役此 世の 厥な 問題 を 持 込まれて 全 

く^になって P つた。 此の世の 不信、 不義、 其 ヅルさ 加減、 寶に 憤慨に 堪えない。 斯 かる 世が 亡びる 

と 云 ふ は實に 當然の 事で ある。 然り旣 に 亡びて 居る ので ある U 憐んで 可い 乎、 怒って 可い 乎、 刺ら な 

ヽ 0 

丄 、月 十六 日 (火. - 晴 ジャック スの Imtitutionarselflsllness  (制度 的 自分勝手 主義) 

の 一章 を讀ん だ。 實に 我が 言 はんと 欲する 所の 言で ある。 我國の 敎會の 凡ての 敎師 方に 讀んで 貰 ひた 

き 一 篇 である。 無敎會 信者 は ジャック ス 氏の 如き 大敎師 の 後 拨者を 有つ こと を 彼等に 知って K ひたい" 

彼 は 曰 ふ、 

私の， 沖る 最も 善き クリスチャン の 或 者 は 何れの 敎會义 は禮拜 堂に も 嵐せ ざる 者で ある。 彼等 は キリ 

ストに 傚 ふ 生涯 を 送る と 云 ふ 意味に 於ての みの クリスチャン である。 

と。 彼 は 叉 曰 ふ 「私 は 未だ 會て キリ ストの 御 精神に 叶 ふ 敎會を 見た こと はない」 と。 日本 メソ、 チ スト 

敎會前 監督 神學 博士 平 岩 惶保君 は 「無 敎會 信者 は旣成 敎會の 撲滅 を 以て 目的と する 者で ある」 と 言 は 

る、 が、 君 は ジャック ス 氏の 如き 人 を 如何に 見ら る、 や 伺 ひたき ものである。 斯く言 はる k 平 岩 君 御 

自身が 必要と あれば 余の 如き 無敎會 信者 をして 御 自分の 敎會を 助け しめらる、 は實に 不思議で ある。 

敎き 者の 斯 かる 行爲を 指して ジャック ス氏は 「制度 的 自分勝手 主義」 と 云 ふので あると 思 ふ。 


六月 十七 日 (水) 半晴 朝 は 故 矢 島楫子 女史の 告^式に 臨んだ。 彼女の 偉大なる 晴々 しき 死 額に 

對し 厚き 尊敬 を 表せざる を 得なかった。 彼女 は 日本が 生んだ 最初の 世界的 婦人であった。 午後 は 東京 

府立 第 一 高等 女 學校四 年生 一 一 百人餘 りが 我敎を 聞かん として 聖書 講堂に 来った。 我等 は 彼等 を歡迎 し、 

一 時間 程 信仰 並に 修養の 事に 就て 語った。 第 一 高 女が 其 生徒 を 我が 許に 送りし は 之で 一 ー囘 目で ある。 

赏に氣 持 好き 事で ある。 彼等 一 同 オルガンの 音に 合して 讚美歌 百 八十 五番と 一 一 百 ra 十九 番とを 歌った. - 

府立 學 校の 生徒が 敎 員に 引率 せられて 基督 敎を 聞かん とて 態々 來 ると 知って、 基督 敎は旣 に 日本人の 

宗敎と 成 つたこと が 判る。 何も 外國 宜敎師 の 傳道を 待つ ま でもな い。 祌は日 本人 を以 て 能く 日本人 を 

敎 化し 給 ふ。 有難い 事で ある。 

山、 月 十八 日 (木) 半晴 震災 後の 舊ん r. 井 館に 修繕 を 加へ、 今や 自分 一人に て 之 を 占領して 居る。 

自分に 事 ふるに 朝 報 社 時代の 舊 車夫 藤 澤音吉 が 在り、 彼と 二人、 女人禁制の 廣き 家に 住 ひ、 甚だ 樂し 

く ある。 彼 は 曾て 信 州の 某禪宗 寺に 小坊主と して 務めし 者、 故に 俗脫 のした る 好々 爺で ある。 之に 因 

みて 我等の 住家 を預 一一 目 寺と 稱し H リャは 其 弟子 H リシ ャ と共に 超俗 的 生涯 を 送りつ k ある。 弟子 は每 

夜 先生の 足 を 揉んで 吳れ る。 其 間に 慨世の 談話が 交 は せらる。 三十 年 來の舊 き 友人であって 彼 は天國 

まで 御 伴 致さん とて 忠實に 事 へ て 吳れて 嬉しく ある。 

六月 十九 日 (金) 雨 梅雨の {4i である。 講演 準備の 爲に 全日 を 費した。 二三 日 來哲學 者 フィヒテ、 

へ ー ゲルの 傳記 を復讀 して 犬なる 與味を 感じた。 何と 云 ふても へ ー ゲル は 大哲學 者で ある。 カント は 
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少し 道德 家す ぎる が へ ー ゲル は 純 學者 である U 彼に 學んで 頭 腦が淸 々する。 

六月 二十日 (土) 雨 獨 りで 雑誌 編輯に 從 事した。 厭な 事 は 一先 づ片附 き 心 は 至って 平安で ある „ 

雜 誌が 第三 百號に 達して 感慨無量 である。 然し 過去 を 顧みない、 未來を 望む。 「惟此 一事 を務 む、 卽 

ち 後に 在る もの を 忘れ、 前に ある もの を 望み、 祌が キリ ス トイ H スに 由り て 上 へ 召して 賜 ふ 所の 褒美 

を 得ん とて 標準に 向 ひて 進むな り」 である (ピリ ピ書三 章 十三、 十 ra 節)。 雜 誌が 三百 號に 達し やう 

が 四百 號に 達し やうが 小なる 問題で ある。 惟神の S る 皆が 成れば、 他 はどう 成っても 可い ので ある。 0 

歐洲 新進の 大祌學 者 力 ー ル .バ ルト 曰く 「我等 人 「日の 基督 信者 は 止む を 得す 敎會に 入る、 是れ敎 貪よ 

厶厶厶  <1<1<1<3<5 厶厶 △△<" 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

り 何の を も 得ん と 欲する からでない。 敎<§1 をし て 1^^5事を爲す こ と 成 る ベ く 齢 なから しめんが 爲 であ 

る」 と。 卽ち 今や 信者が 敎會に 入る は 其 警察官の 役目 を 務めん 爲 であるとの 事で ある。 敎會の 不名譽 

此上 なしで ある〕 

六月 二十 I 日 (日) 暴 n 朝夕 變 りなし〕 朝 は 馬太傳 二十 五 章の 「十 人の 童女」 に 就て 講じた。 再 

を 信じ 将 るの 有難 さに、 何の 苦 もな く、  了解 を もて 之を講 する 事が 出来た。 夜 は 「罪の 告白」 に 就 

て 話した。 吿 ，H 丈け で 罪は赦 されす 叉 除かれない 事を說 いた。 罪を赦 さる、 の途は 惟一 である。 人の 

罪を擔 ふて 十字架に 上り 給 ひし 神の 羔を 仰瞻る ことで ある。 其 事 を 知らないで 社會の 前に 罪 を 吐き出 

せば 其れが 消 ゆると 思 ふは大 なる 間違で ある。 然るに 斯 かる 愚かなる 思想が 我國 文士の 多數に 由て 抱 

かる i は 甚だ 歎すべき 事で ある。 〇^ 內の 奮い 大敎會 の 舊ぃ會 員に して 我 研究 會に 入會を 申込む 者の 


尠 からざる を 見て 心 を 痛める。 是 等の 敎會は 信仰の 糧を 以て 彼等 を 養 ひ 得ない ので ある 乎。 基督 敎界 

の 元老 去りて、 彼等が 遣せ し 信者の 指導 を、 無敎會 主義者た るの 故 を 以て、 蛇蝎の 如くに 彼等に 嫌 は 

れし 自分が 引受けね ばなら ぬと は、 不思議の 運命と 稱 せざるを得ない。 

六月 二十 二日 (月) 雨 雅各書 を通讀 し、 今更な がらに 使徒 ヤコ ブの 偉ら さが 判明って 嬉し かつ 

た。 彼 は 基督 敎界の ソクラテス 又は カントで ある。 彼 は 基督 敎道德 の 偉大に 打 たれた 者で ある。 「全 

き 自由の 律法」 の 一句の 如き 哲學者 カント を 思 出さし む (一章 廿 五節)。 律法 は元來 束縛で あるに、 

「自由の 律法」 であると 云 ふ。 實に 雄大の 思想で ある。 そして キリストが 敎へ給 ひし 律法 は 「自由の 

^^法」 である。 人が 神の愛に 勵 まされて 自己に 課する 律法で ある。 カントの 所謂 AUTONCMY である- 

斯 かる 律法 は 幅 昔の 對照 として 見るべき 者で ない。 誠に 福音 其 物で ある。 基督 信者が 全 體にパ ゥ&を 

讀 過ぎて ャ コ ブを 怠る は大 なる 怠慢で あると 云 はざる を 得ない。 

六月 二十 三日 (火) 半晴 雜誌 第三 百號 編輯 を 終り 感慨無量であった。 遠く 望みし 第三 百 號に終 

に 達した ので ある。 我が 力に 依る のでない、 主が 導きて 今日に 至らし め 給うた ので ある。 此 事に 就て 

自分 を 始め 何人も 誇る こと は 出来ない、 全部 主の 御 業で ある。 然し 自分と しても 無上の 光榮 である。 

之に 較べて 見て 政府 ゃ敎 會が與 ふる 名譽は 何の 價値 もない。 經濟、 實業、 科學、 工業、 是れ 皆な { 仝の 

空で ある。 今より 三十 七 八 年 前、 アマ ストの 森の 影で 獨り 祈り 叉 計った 事が 事實 となりて 現 はれた の 

である。 嗚呼 長い 戰爭 であった、 時には 苦しかった。 幾度 か 祈った 「主よ 我が 一 生 をして 恥辱の に 
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終ら ざら しめ 給へ」 と。 そして 彼の 恩惠に 依りて 今； n ある を 得た。 我と 共に 苦しみし 我が 弱き 妻に 感 

謝する。 人が 顧み ざり し 時に 我 を 助けて 吳れし 少数の 友人に 感謝す る。 鳴 呼 感謝、 感謝 >  人生 は 生き 

甲斐が あった。 矢張り 生れ 來り しこと は大 なる 幸福であった。 

六月 二十四日 (水) 曇 午後 一時の 汽車で、 北海道 函館時 任 家の 慶事に 携 はるべく 出發 した。 久 

振りの 束 北 旅行で ある。 我が 邸內を 旅行す る やうに 感 する。 其點に 於て は關 西と 異なる" 人間の 惡ぃ 

事に 於て は 東北 關西 何の 異なる 所 はない が、 天然の 稍 や 雄大なる 事に 於て、 東北 は 遙に關 西に 優 さる。 

自分 は柬 北の 產 である、 殊に 北海道 育ちで ある。 故に 東北に 往く事 は 易く して 關 西に 行く こと は 難く 

ある。 

六月 二十 五日 (木) 晴 夜 を 東北 本線の 汽車 屮に 過し、 朝 六 時半 靑 森に 着いた。 同 八 時 少し 前、 

新造 汽船 飛 驚 丸に て津輕 海峡 を 渡った。 大正 七 年 以来 初めての 航海で あり、 海に 浮んで 蘇生の 感がぁ 

つた。 波 は 少し 荒く あつたが 船の 大 なりし が 故に 少しも 不快 を 感じなかった。 今日までに 幾 囘も此 海 

峽を 渡りし も 今囘程 愉快に 渡った 事 はない。 正午 函館 着、 直に 湯の 川 通り 時 任 邸に 至った。 一同の 大 

歡迎を 受けた。 午後 五 時當家 次男 幸次對 三浦浩 子の 結婚式 を 司った。 出席者 は 五十人 を 越えす、 名.：；^ 

の 結婚式と して は 至って 質素なる 者であって 犬に 我意に 叶 ひ 非常に 嬉しかった。 約 翰傳ー 一章 カナの 結 

婚 式に 於て 主が 水を變 へて 葡萄酒と 成し 給 ひし 其 意義に 就て 語った。 卽ち 普通の 物 を 化して 甘き 意義 

ある 者と 成し 給 ふと。 時 任. 3^ は舊 開拓 使 時代よりの 名家で あり、 之に 幅 昔が 入り、 子女 十 一 人、 盡く 


信仰 を 以て 成長 せし を 思 ひ、 北海道に 關係 深き 自分と して、 その 爲に祝 幅 を 祈らざる を 得す と 思 ひ！ 

今 同 態々 遠路 此 地に 来った 次第で ある。  j 


六月 二十 六日 (金) 晴 函 館に 於け る樂 しき 一 曰であった。 朝 新郎新婦 と共に 自動車 を驅 りて 時 

te 家 經營の 上 礎 牧場に 行いた。 北海道の 入口で は あるが、 風景 は 純然たる 北海道であった。 七重 ケ濱 

の 砂山に.^、 くハ マナ シは色 濃く、 香 高く して 昔し 懷 かった。 牧場の チ モシ ー、 オル チヤ， I ド草 等、 I;,! 

れ又 古い 札 幌を思 出さし めた。 背に 駒ケ嶽 紫え、 眼下に 函館 山の 島の 浮ぶ が 如くなる は 絡の 如き 景色 

であった。 牧場の 小高き 處に 建ら れし藁 屋の內 に 横臥す る 事 を 許され、 津輕灣 より 吹き 来る 風に 吹か 

れ ながら サき 午睡 を 貪った。 眼を覺 ませば 雲 钱の聲 高く 天 に 響いて 我が 傾 怠を誡 むる が 如くに 聞え た。 

午後 五 時 湯の 川 時 任 邸に 歸り、 直に 隣接の 遣 愛 女學校 (米國 メソヂ スト 敎會 經營) に 行き、 其 職員 生 

徒の 夕の 禮拜 式に 臨み、 一場の 講話 を爲 した。 時 任 邸に 於て は 叉 家族 事務員 一同の 祈 禱會を 催し、 是 

れ にて 今 同 の 北海道に 於け る 自分の 使命 を 終り、 夜 十 一 時 {\ボ 族 一 同に 送られて 歸途に 就いた。 津輕诲 

峽 の波靜 かにして 眠り は 安かった。 然し 夢に 札幌 並に 其れ 以北の 友人 を 思 はざる を 得す、 彼等 を訪は 

す し て 歸途 に 就く を 甚だ 濟ま なく 思うた。 

六月 二十 七日 (土) 晴 朝 時靑 森に 着いた。 今や 連絡 完全に して 昔の 跡な しで ある。 旅行 嫌 ひ 

の 自分で も是 ならば 更に 北海道 訪問 を 試みても 可い と 思うた。 然し 家に 在りて ベ ンを 執って 働く のが 
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自分の 天職で ある を 更に 强く 知ら しめられた。 六 時 十五 分靑 森を發 し、 七 時間の 暑い 汽車 旅行に て 

屮花卷 に 着き、 その 地の 敎 友の 大歡迎 を 受けた。 明治 四十 ra 年 以来の 初ての 花卷 訪問で ある。 土地の 

變 化と 發展に 驚いた。 然し それよりも 驚いた の は 舊き敎 友の 信仰の 變ら ない 事であった。 我等 は舊城 

いちご ii- け  さ ゝ や 

-s: の齋藤 宗次郞 の莓， 畑に 於て 細かなる 感謝 祈 禱會を 開いた。 終って 畑より 直に 摘 取りし 赤い、 甘い， 

大粒の 莓の 豊かなる 饗 應に與 かった。 花卷に 止まりし 三時 間 は 一 刻 千金であった。 午後 五 時發の 汽車 

にて 歸途に 就いた。 三人 は水澤 まで、 一人 は 一 の關 まで 送って れ た。 それより 〈-! 仃 列車に 乘換 へ、 

祥び 客車 を 旅館と して 安き 眠に 就いた。 一 日 を 花 卷の爲 に 費して 非常に 嬉しかった。 

來て 見れば 昔し ながらの 花卷ゃ 

ち. -4  いちご  ib  i-. 一  ゝ ろ 

《廿 き莓に 友の 351； 心 

六月 二十 八日 (日) 半晴 目が 覺 むれば 水 戶に來 て 居た。 七 時 上野 着、 八時歸 宅、 四日 間の 短 旅 

行に 澤 山の 土産話 を蒭 し、 之 を 家族の 者に 傅へ て盡 きなかった。 集會 は，. 例の 通り 盛會 であった。 司會 

と 講演と は畔 上と 塚 本と に 行って 貰 ひ、 自分 は 旅行 中に 聞き 叉 見し 處の純 福音の 著る しき 效果に 就て 

述べた。 相變 らす樂 しき 集會 であった。 夜 も 亦盛會 であった。 三人 揃 ふて 語った。 外に 友人 を 訪れる 

も 偸 快 であるが、 內で 福音 を 語 る は 更に 偸 快で あ る。 

六月 二十 九日 (月) 曇 旅行の 疲れと 曰 曜日の 疲れと が 同時に 發し、 半日 グッ スリと 眠た。 午後 

は 校正に 從 事した。 碌な 仕事が 出来なかった。 カント 研究の 後に ヤコ ブ書 研究が 非常に 面白く ある。 


矢張り 道德の 研究 は 人間に 取り 何の 研究よりも 面， H  く ある。 

六月 三十日 (火) 晴 引 鑌き讀 者より 一身との 相談 を 持 掛けられて 困 まら せられる。 彼等の 多數 

は 其 父た る 者の 不身持 叉 は 事業の 失敗より 来る 生活 上の 不安に 苦しむ 者で ある。 彼等に 對し 同情に 

堪 へぬ。 然し 數 千の 讀者を 相手に する 自分 は斯 かる 相談 を 持 掛けられて 如何と もす る 事が 出来ない。 

一身上の 事に 關 して は、 「人 各自 其 荷 を 負 ふべ し」 であって、 何人も 能く 之 を分擔 する ことが 出来な 

い。 何れに しろ 憐 むべき は 日本 今日の 社會 である。 其 家庭 は破壞 され、 父 は 其 子 を 導く 能 はす、 其 指 

導 を 他人に 委ねざる ベから す。 斯かる時に於て人の師となる事の如何に辛らぃか^^ 一  曆强く 感ぜられ 

る 0 

七月 一日 (水) 雨 全日の 勞 カを雜 誌の 校正に 費した。 不相 變六ケ 敷い 仕事で ある。 讀者は 多分 

雜誌を 作る の 困難 を 知らな い であらう。 若し 是れが 喜ばしき 幅 音 を說く 爲の雜 誌で な い ならば 余は疾 

に 之 を. めた であらう 。福 昔の 甘味 を 以て 調和され てこ そ、 長の 間此 仕事 を績 けて 睡 きないの である a 

七月 二日 (木) 晴 余の 弟子と 稱 する 人に して 余の 說く福 昔と 全く 異なる 福音 を說く 人の 在る を 

知って 大に心 を 困し める。 「君 は 余の 弟子に 非す」 と 彼に 對 して 言 ふこと も 出来す、 然れ ばと て 「彼 

は 私の 弟子に て は 無 之 候」 と 世に 對 して 廣 * する こと も 來 ない、 只事の 成 行に 任 かせて、 その 判明 

する を 待つ まで 5^ ある。 實に 辛ら い 事で ある。 然し 今日までに 幾度 もあった 事で ある。 神 は 善き やう 

二 九 二 五 年  ニニ 五 


H 々 s 生涯  三 一六 

「に 導き 給う であらう。 そして 眞の福 昔 は 之 を 護り 給 ひて、 人々 をして 終に 之を認 むる に 至らし め 給 ふ 

であらう。 「此 世は禍 ひなる 哉、 そは礙 かする 雍を爲 せば なり、 礙く事 は 必す來 らん、 然 れど礙 きを 

来らす 者は禍 ひなる 哉」 との 主の 一一 一一 11 の 深き 意味 を 味 は しめらる (馬 太 傅 十八 章 七 節 )o 傅 道の 困難 は 

豫想 外で ある。 〇 午後 講堂に 於て 山桝勝 子の 葬儀 を 司った。 又 愛らしき 少女の 一 人が 我等の 間より 天 

に往 いた。 斯くて 我等に 取っても 天と地と が 益々 接近し つ、 ある。 

七月 三日 (金) Bi 勞 働と 校正と にて 大分に 疲れた。 さう 一一 目へば、 「先生と も 言 ふべき 者が 疲れ 

たと は 何事 ぞ、 疲れる の は 信仰がない からで ある」 と 言 ふ 人が あると 聞いた。 基督 敎の 敎師と 成った 

辛 さに 疲れたと も 言 ふ 事が 屮ぃ來 ない。 然し 疲れたの は事實 である。 そして 余 は 疲れ を 癒す 術 を 知って 

居る。 「彼」 を仰瞻 るに 在る。 「彼」 の義を 我が 義 となす に 在る。 其 時に 疲れ は 直に 癒える。 今日 も 

さう して 疲れ を 癒した。 基督 信者の 平康を 得る の祕訣 は". 疋 である。 Only  a look  ！ 只 仰瞻る 丈け であ 

る、 さう すれば. § 刻に 癒える ので ある。 驚くべき である。 

七月 四日 (土) 晴 獨逸ム ン へ ン 六月 十 一 日 發の內 村 醫學士 の 端 書に 曰く 

本日 スビ ー ル マイ H ル敎授 に面會 した 所、 快く 研究 を 許して 吳れ たので 明日から 通 ふ 事に なり まし 

た。 非常に 宏壯 な敎室 の 研究 は 偸 快 だと； 仆 じます。 敎授は 日本と 獨 逸と が科學 的に 親密なる 事 を 望 

むと 云って 何度も 握手 をして 吳れ ました。 世界一 の敎窒 で 世界一 のプ B フ H ッサ ー のドで 善い 精神 

-i^ 學を學 び ませう。 


是 で先づ 一 安心で ある。 彼 は 途中 瑞 西の ジネバ にて 前 田 多鬥君 一 家 其 他の 柏木 速の 歡迎を 受け、 ッ ー 

0  0  C  0  0  0  0  ()00〇000  0  0〇00〇000 

リツ ヒに 於て フン チカ ー 君 一 家の 優待に 與 つた。 內村家 は アルプス山脈の 北 麓に 於て 多くの 善き 友人 

を 持つ 事が 證 明せられ て 我等 一 同の 感謝で ある。 此日 又醫學 研究の 爲に米 國留學 十 年 を 終つ て 近頃 歸 

朝せ し 末 永敏事 君の 訪問 を 受けた。 彼 も 亦 多くの 喜ばしき 報 吿を簡 らして 歸 つた。 米國 人中 余の 米國 

反對を 聞いて 余に 封して 反って 尊敬 を 表する 者 ありと 聞いて 非常に 嬉しかった。 さすが は米國 人で あ 

る。 彼等 は 何よりも 正直 を 愛する。 惡を惡 と 呼んで 反って 彼等の 信用 を 博す るので ある。 米國 人の 感 

情 を 傷 けんこと を 恐れて、 被 等が 犯せし 罪 を 責めざる 者 は 反って 彼等の 賤 しむ 所と なる" 何れに しろ 

撣ら すして 正義 を 唱道す るの が 世界 を 友と する の 途 で ある。 

七月 五日 (日) 曇 朝夕 共に 三分の 一 減の 屮 H 席 者であった。 朝 は 自分 一 人で 受持ち、 約 翰 傅 二 章 

に 由り、 「水 を 化して 葡萄酒と 成し 耠ふ」 と 云 ふ 題に て 講じた。 畔上 は此日 自分に 代り 千 葉 同盟 協會 

に 於て 講演した。 令 日 を 以て 夜の 集會 を閉ぢ た。 

七月 六日 (月) 曇 正午。 石 原、 畔 上の 兩 君に 助けられて 第三 百號の 校正 を 了った。 大 たる 重荷 

が 肩から 落ちた やうに 感じた。 三十 九 歳に 始めた 事 を 六十 四 歳で 終った ので ある。 過ぎて 見れば 一 夢 

の 如し、 然し 夢と しても 樂 しい 喜ばしい 夢であった。 然し 夢で はたかった、 事實 中の 大事 實 であった J 

1 號が 平均 五 萬 字であった として 三百 號は 一 千 五 百 萬 字で ある。 其れ を毎號 再校した ので あるから、 

三千 萬 字に 眼 を 通う したので ある。 眼の 疲れる の は當然 である。 然し 斯 かる 事の 爲に與 へられた る^ 
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である。 其爲に 疲れて 失明しても 感謝で ある。 合本に して 二十 七 冊 半、 厚さ 三尺 七寸。 少 しづ k 長く 

か-つ て爲す は 恐ろしい 者で ある。 そして 何よりも 善き 事 は 幾人 かの 人が 之に 由て 天に ひった 事で 

ある。 其 一 人 を 天 國の巿 と爲 すが 爲に、 凡て 此勞カ を 費す の 惯：； g が 充分に 有る。 大帝 闕 を 作 出す 以 

上の 事業で ある。 斯 んな惠 まれた 事業 はたい。 自分に 若し 百 個の 生命が 與 へられるならば、 自分 は 其 

凡て を此 事業の 爲に與 へる であらう。 

七月 七日 (火) 曇 蒸 I ぶい 藤な 日であった。 使徒 行 傅 二十 一章より 二十 まで を 護んだ。 第三 

•rcir 凡の 校正 を 了って、 一 生：他の^^^？業が 一 先づ終ってガッカリした。 泉 岳 寺に 於け る 大髙源 の 一 句 を 

思 ひ 3,1 した。 

山 を 裂く 力 も 折れて 松の 雪 

<フ しろ 

然し 背 を 顧みて はならない、 前 をび li.: まねば ならぬ。 

七月 八日 (水) 晴 磬氣强 し。 第三 百 一 號の 編稱を 始めた。 人生！： 顧 は 禁物で ある。 只 前進 ある 

のみで ある。 W 方 支那 か、 北方 摔太、 勘察迦 か、 何れにしても に空氣 を 呼吸す る 問 は 人類 救 濟の爲 

に 働く ベ きで ある。 

七月 九日 (木) 曇 俗用と 來客 接待と にて 殆んど 全日 を 費した。 永久 的に は 何の 惯恤 もない 一 日 

であった〕 此^に 在りて は 信仰 さへ 事業と して 取极 はる k ので あるから 堪えられない。 何を爲 した 乎、 


爲 さんと する 乎、 それ 丈け が 話題で ある。 基督 信者 は 何を爲 さすと も 可い ので ある。 只 キリスト を さ 

へ 信 すれば 可い ので あると 云うた 所で、 何人も それ 丈け では 滿 足しない。 「人の子 來 らん 時に 信 を 世 

に 見ん や」 である。 

七月 十日 (金) 雨 i-? 第三 百號が 出来た。 総掛 りに て賑 かに 發送 準備 を爲 した。 老 主婦 は 三百 

囘 包みたり と 云 ひて 誇り、 若 主婦 は 之が 第二 囘 であると 云 ひて 謙 下る。 夫が 主筆、 妻が 主事で ある。 

斯くて 二十 五年繼 けて 来たので ある。 それで あるから 獨 立が 出来た ので ある。 社員 だと か 事務員 だと 

か 云 ふ 者 は^にない。 助けて 吳れる 者 は 凡て 友人で ある。 書く のが 樂 しく、 送る のが 樂 しく ある。 そ 

して 請む のが 同じく 樂 しく あると 信す る。 徹頭徹尾 讚美の 仕 1* である。 

O0O0OOOOO  00000000000000  -0:9- つ- 0-  .2  -PC^CT- 

七 弓 十一 日 (土)  第三 百 號を發 送した。 是で 先づ滯 りなく 本誌 を 三百 囘發 送した ので ある 

三 IG 11 十字架の 幅 昔 を 日本 全國に 振りまい たと ふと 氣 持が 好い 

七月 十二 日 (日) 氣溫 低く 集 會には 最も 適當の 日であった。 朝 は 百人餘 りの 出席者 あり、 塚 

本の 司 會に畔 上の 講演 あり、 次いで 自分 は 『聖書 之 研究』 が 過去 二十 五 年間に 於て 爲す事 を 許されし 

事業の 性質 意義に 就て 話した。 午後 三時より 第三 百 號紀念 感謝 會を 開いた。 遠近より 來り會 する 者 一 一 

百 人 以上あった。 遠き は 岩 手、 新 潟、 兵 庫より、 近き は 栃木、 茨城、 千 葉、 長 野より、 孰れ も 此會を 

目的に 来った。 初號 よりの 讀者は 二十 人 以上あった。 其 第一 は 宇都 宮の靑 木義雄 君、 第二 は r 葉 縣 の 
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海保竹松^?r 第三 は 束 一は 飯 山敏雄 君であった。 他に 千 葉の 根本 益 次 郎君、 岩 手の 齋藤宗 二 郎君、 新 潟 

の 廣川徳 次 郎君 等が あった。 彼等 は 所謂 地方の 有力者で あり、 富ます 貧しから す、 二十 五 年變る こと 

なく 我 誌 を愛讀 して 吳れた 人々 であった。 讚美歌、 聖書 朗讀、 祈禱の 後に、 自分 は 『•§ 、榮 の辭』 と 題 

し、 本誌に 加 はりし 神の 恩 惠の數 々を 列擧 した。 次いで 舊友大 嶋正健 君の 木 誌 創刊 當 時の 親友と して 

の 側面 觀の 述懐 あり、 續 いて 來 會者數 名の 感 話が あり、 午後 六 時に 至って 一 先 づ閉會 した。 休憩の 後- 

七 時より 有志 懇話 會が II かれ、 是叉前會同^^の充赏せる第會でぁった。 九 時に 至り 語らん と 欲する 所 

の 十分の 一 を 語り 盡 さすして、 愛惜の 間に 閉會 した。 三時より 九 時まで 六 時間 ぶっ通しの 築會 であつ 

た。 ^會と 云 ふより は 寧ろ 誠 # であった。 誠實を 以て 充溢れ る會 合であった。 其內 に不眞 面目なる 人 

は 一人 もなかった。 『聖， 書 之 研究』 に 由て 死せ し 人々 と 云 ふ 題が 揭 げられ て 彼等の 死 狀が傳 へられし 

時の 如き、 全 會が嚴 肅の感 に 打 たれた。 自分の 生涯に 於て 斯ん な露劍 味に 滿ち たる 會 合に 出會 つたる 

事 はない。 『g^- 書 之 研究』 は 明治 大正の 日本に 於て 或 事を爲 したりとの 感を 深く せられた。 自分の 事 

として はなく、 多数の 人の 事、 殊に 日本 國の 事と して 感じた。 感に打 たれて 其 夜 は 碌に 寢られ なか 

つた。 是で 三百 號祝 ひが 濟ん だ。 長く 長く 待望み し 三百 號祝 ひが 無事に 濟んで 感謝で ある。 

七月 十三 日 (月) 曇 少しく 疲れた。 夜 は 上野 精 養 軒に 於て 塚 本、 畔上 と共に 敎友 有志 四十 餘名 

より 慰勞 晩餐の 饗應を 受けて 有難かった。 食後 昨夜に 引 綾き 友人の 感想 述懷 を聽 き、 今昔の 感に堪 へ 

なかった" 此夜內 村よりも 彼 を 使 ひ 給 ひし 「或 者」 が 崇められて 非常に 嬉しかった。 自分 は 最後に 自 

分の 感想 を 述べて 口うた。 


どうぞ 是 でもう 紀念 とか 囘想 とか 云 ふ 事 は 止めて 戴きたい。 基督 信者 は 後 を 顧る 者で はなく して 前 

を^む 者であります。 パゥ 0 と共に 「後に 在る もの を 忘れ 前に 在る もの を 望み」 であります。 今や 

お 五が 爲 すべき 事が 澤 山に 在ります。 私 は旣に 三百 三號か 三百 四號の 原稿 を 作って 居ます。 

と。 是で紀 念會は 全く 終って、 今より SI 百號五 百號を 目が けて 前へ 前へ と 進むべき である。 

つ ゆ  ほんた 5 

七月 十四日 (火) 晴 梅雨晴れの 好天 氣 であった。 眞 個の 夏休みが 始まった。 仕事 は澤 山に 在る 

が氣分 丈け でも 休みに 入って 樂 しく ある。 百科 字典 を片っ 端し から 讀むも 一 の與 味で ある。 A から 始 

めて Ag.nostkJism  (不可知論)、 Atheism  (無神論) を讀ん だ。 叉 ハックス レ ー 著 『哲 學者ヒ ュ ー ム』 

の 古本 を 書架より 引 中 H して 讀ん だ。 信仰が 餘 りに 熟する 時に、 反 對說を 讀んで 少しく 之 を 冷す も亦甚 

だ 有益で ある。 反 對說を 聞かす して 思想の 健全なる 進步 はない。 

七月 十五 日 (水) 晴 第三 百 ー號の 校正 を 始めた。 再び 初 號を發 行す る やうな 氣持 がする。 今日 

救 骨 軍 士官 三人の 訪問 を 受けた。 彼等に 告げて 曰うた 「諸君 は 病人の 應急手 當に從 事 せらる、 ので あ 

つて、 私 は 健康 養成に 從 事す るので ある。 私の 仕事の 功績が 擧 るに は 少く とも 十 年 か. -る。 然れ ども 

是も 亦爲 さねば ならぬ 仕事で ある」 と。 然るに 病患 者が 餘 りに 多くして 自分まで が應急 手術にまで 

引 込まる k の 虞れ が ある。 靜 かなる 研究に 留まる に 多くの ー？？ 氣を耍 する。 自分 は 牧師 や 傳道師 や 福 昔 

士ゃ 救世軍 士官に は斷 じて 成らぬ であらう。 ミルトン や カントに 傚 ひて 靜 かに 人類の 爲に 働く であら 

ラ 0 
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七月 十六 日 (木) 晴 今 口に 至って 紀念會 の 疲勞が 出て 來た。 深い 疲勞 であった らしく ある リ朝 

鮮咸與 道に 歸ぉ屮 の «1 人 某 君よりの 書信に 曰く 「先生に 對 する 彼れ 此れの 批 _許 は此閑 村に も 止まない 

^こ， 見えます。 人 は 人 以上の 者に 依ての み 正しく せらる、 との 感を 愈々 强 うさせられ ました」 と。 禍 

ひなる 哉 朝鮮の 隅々 に 於て まで 批評 せらる と は。 それが 故に 多くの 人が 基督 敎の傳 道が 厭に 成る ので 

ある。 傅 道 帥が 傳道を 魔め る 理由 は玆に 在る、 卽 ち茶督 信者と 云 ふ 者 は 非常に 五月 蠅ぃ 者で あるから 

である。 

七月 十七 日 (金) 晴 朝 は ジョン ミルの 傳 並に 其哲學 を讀ん だ。 偉ら い 人で ある。 十九 ゆ 

紀が懊 かしくなる。 彼 を 無神論者 として 排斥せ し 敎會を 憤らざる を 得ない。 夜 は 中 野の 伊藤 一隆 方に 

て舊 ぃ札幌 連の 小 集會を 開いた。 來秋を 期して 北海道に 幅 昔の 烽を擧 げては 如何との 相談 もあった。 

然し それよりも 善き 事 は 家に 在りて 全國に 聖書の 眞 现を傳 ふる 事で ある。 

ヒ月 十. 日 (土) 晴 疲勞 未だ 癒えす、 唯輕ぃ 仕事 を爲 しつ、 ある。 少しく ベン タム、 ミルの 功 

利 學を 習した。 昔し m やった やうな 惡ぃ 學 でない 事が 判明った。 矢張り 宗教に 次いで 興味 多き は 

倫理 學 である。 久 板り にて 米國の 友人に 手紙 を 書いた。 米國 政府の 爲 した惡 事の 故に 米國に 在る 眞の 

純- ェ 淑女 を 忘れる こと は屮 Z 米ない。 大分に 休み 载分 になった。 


七月 十九 日 (日) 晴 朝 は 百 二十 人 程の 來會 者であった。 高 壇は塌 本が 全部 受 持った。 主 II は 甥 

と娃を 伴れ て 山へ 行き、 家は歸 にして 休む に 善く ある。 研究の 問題 を變 へて 休む より 他に 途 がない。 

哲學か 歷史と 云 ふ 所で ある。 眼が 惡く なって 天然 學は 駄目で ある。 他に 道樂 の 無き 自分に は 讀む 事と 

書く _3 ^と を 魔む る 事 は 出来ない。 何れに しろ 傳道は 此處ー 一ヶ月 程 休業で ある。 

七月 二十日 (月) 晴 咽喉 痛む。 前週の 喋り 過ぎの 崇り である。 自分に 取り 凡ての 不幸 は 語る こ 

とより 來る。 若し 奮 札 幌農學 校に 於て 演說の 稽古 を させられなかったならば、 是 等の 不幸 は 身に 臨ま 

なかった であらう。 H 本の やうな 人 は 皆な 陰險 であって 沈默を 好む W に 在りて は 語る 程危險 なる 事 は 

ない。 默 つて ゐて、 人の SI 點を發 見して、 然る 後に 之に 乘 する のが 日本人 通有の 成功の 途 である。 日 

本に 在りて は 雄 辯 術 は 決して 學ぶ ベから す、 沈默術 こそ 成功 立身の 途 である。 

•0 とか.； i づけ 

七月 二十 一日 (火) 晴 暑氣强 し。 三百 號紀 念會 の後片 附を爲 した。 舊友某 君より 北海道 殊に 札 

幌の^ 敗の 狀態 を閜き 今更ら ながらに 驚いた。 然し 事實 であらう。 キリストの 一 i 昔 は 担んで 之 を納れ 

す， 俗人の 爲す がま、 に 委ねて 今日に 至った ので あれば、 腐败 は當然 である。 然し その 腐敗せ る 北海 

道に 少数の 神の 子供の 在る は事實 である。 そして 自分と 北海道との 關 係は是 等の 少数者との 關 係に 在 

るので あって、 其 官吏、 御用商人、 寄生 蟲的 政治家と に 在る ので はない。 北海道 全體は 腐っても、 神 

が 福 昔 を 以て 生み 給 ひし 子供 は 健全で あるが 故に 失 しない。 然し 斯 かる 報告に 接して キリ ストの 御 

言 葉を拜 借して 歎かざる を 得ない、 「噫 札蛻ょ 札幌ょ 云々」 と (馬 太 俾廿三 窣三七 節 以下)。 
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七月 二十 二日 (水) 曇 昨夜 大 なる 事件が 起った」 近所の 猫の 野郎が 暑さの 故に 開けて 還き しガ 

ラス 戶 より 家に 闖入し、 飼育せ し 力 ナリヤ 鳥 を襲擎 し、 其 一 羽 を 奪 ひ 去った。 翌朝 彼 は 庭の 隅に 坐し、 

我等 を 眺めながら 舌 をべ &-,\屮1 して 居た。 多分 我等の 愛せし 小鳥 を 以て 其 朝食 を 終った 後で あらう S 

實に 不埒な 奴で ある。 彼 は 盗み 又 殺して 同時に 二つの 大罪 を 犯した ので ある。 然し 彼 は 猫で あ i。 赦 

してやる。 若し 彼が 人であった とする も赦 してやらす ばなる まい。 そして 獸の 如き 人の 多い 今の 世に 

在りて、 人に 襲 はる」 も 猫に 襲 はれし と 同様に 不幸と 見る より 他に 仕方がない。 但し 終日 氣 持が 惡か 

つた。 

七月 二十 三日 (木) 雨 山へ 行く 準備の 爲に 多忙であった。 準備と は 留守に 備 へる 爲の 準備で あ 

る。 滞りな く雜 誌が 出ん 爲 である。 必要なる 書面に 對し 返辭を 認めん 爲 である。 我れ 在らざる も 何人 

も 迷惑せ ざらん が爲 である。 二三 週間 家 を 離る k は 容易の 事で ない。 そして 山に は 叉 山の 用事が 有る 

ので ある。 叉 頭 腦の內 に は 宗敎哲 學科學 歷史と 種々 の 問題が 輻湊 する ので ある。 どうせ 生きて 居る 間 

は 完全なる 休み は 得られない。 然り 信者に 取りて は 生きる こと 是れ 休みで ある。 〇 米國 加州 ィム ペリ 

ャル 平野 太 田 龍 熊 君の 三百 號 祝賀の 書面に 曰く 

米國が 恐る k は 日本の 政治家で もなければ 軍人で もない、 唯一 人の 內村 をのみ 恐れて 居ます。 彼が 

研究 誌 の 卷頭 英文 を以 て 聖書 の 言 を 引 いて 米 人 を 責める 時の 米 人の 心中の 苦しみ は、 聖書が 如何な. 

る 書で あろ か を 知らない 日本人で は 解し 得 ま せん 云々 


と。 誠に 名譽の 至りで ある。 是で 少し は 日本 國に對 し 御用 を 務めた やうに 感じ、 爽快 極まりなし であ 

る 0 

七月 二十四日 (金) 晴 叉復 休息の 爲に信 州淺間 山麓 沓掛 に來 た。 主婦 は 先き に 来て 場所 を備へ 

て 置いて „,. 犬れ た。 最も 善き 休息で ある。 

三百 號^ んで淺 間の 骨 休み 

おの づ  ャ. ベ  , 9  t  , 

と自 から 口から 滑り出た。 然し 休み は 遊びで はない。 仕事の 變更 である。 自分に 取りて は 新ら しき 間 

題の 攻究で ある。 豫 ねて 今年の 銷夏の プ ログ ラムと して 左の 如くに 定めた。 

此夏は カント へ ー ゲル 使徒 ヤコ ブ 

だ.， r- とく  みち 

福 音 はなれ 道 德の道 

と。 そして 今日より 直に 之を實 行した。 パゥ n を 護む こと 餘 りに 多くして、 ヤコ ブを 忘れ たれば、 此 

夏 は大に ヤコ ブを讀 む 積り である。 それに は カント 倫理 哲學が 最も 善き 解釋の 鍵で あると 思 ふ。 淺間 

山麓に カントと ヤコ ブ 研究、 理想的で ある。 

七月 二十 五日 (土) 晴 雨 霽れ、 淺問山 は 其 巨大なる 禿 頭 を 現 はし、 壯嚴 言語に 筢 せりであった。 

あの 頭の にどん な 大哲學 を藏す 乎と 思 ひて 頼もし かつ た。 自分の 頭 も 露れ て 有益なる 讀書 を澤山 に 

爲 した。 
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七月 二十 六日 (日) 霧 信 州^ 掛に 在る。 山の 安. y 心 日で ある。 小 集會を 開いた。 來會者 十 ra 人。 

に輕 井澤より 來 りし 者が 七 人あった。 其內 一 人 を 除く の 外 は 貴族の 人達 叉 は 其關係 者であった。 さ 

すが に 避 暴 地で あると 思うた。 然し 孰れ も謙遞 の 人達であって 會が 終つ て 後に 其 爵位 を 知った 程で あ 

る。 テモテ 前書 二 章 五節に 依り 「唯一 の 宗敎」 と 題して 話した。 「神と 人との 間に 一位の 中保 あり」 

と ある 宗敎は 基督 敎の 外にない と 云 ふ 事に 就て 語った。 贵 族の 一 人 は 「我等 は 先祖 負け をす る」 と 言 

はれた。 「然ら す」 と 自分 は應 へた。 「諸！^^^はキリ ス トの幅昔を信じ、 日本の 武士道に 改良 を 加へ て 

おの 御 先祖 以上の 人と 成る ことが 出来る」 と。 一同 粗食 を 共に し、 多くの 眞 面目なる 問題に 就て 語 

つた。 舊き 歷史を 有する 我 固 名 門 の 人達に 由って 一 i 昔が 受けられつ . ^ある を 知つ て 喜んだ。 

七月 二十 七日 (月) 霧 犬なる イン テレス 卜 を 以て ジェ レミ ー • ベン タムの 傳記 ^ に哲學 を讀み 

つ k ある。 哲學は 最大 幸福 主義であって、 如何に 見ても 高贵 なる 者で はない。 然し 乍ら 人格 は 高貴な 

る 者であって、 基督 敎國の 英國に 於ての み 見る ことの 出来る 者で ある。 「最大 多數の 最大 幸福」 と 云 

ふ は 「下流 社會の 幸福」 と 云 ふと 同じであって、 ベン タム 主義の 實 際に 行 はる i 所 は 平民主義の 行 は 

る、 所たら ざる を 得ない。 日本人 は ベン タムより 幸福 を 學んで 最大 多数の 幸福 を學 ばなかった。 故に 

今 n: の 如き 享樂 主義の 國， 戊に なって 了った。 ベ ン タムの 學び損 ひで ある。 


七月 二十 八日 (火) 晴 少しく 讀 書を爲 した 外に 何も 爲 さなかった。 沓掛は 今 は輕 井澤 町の 一 部 

分で あるが 町と は 異なり、 {ぇ 敎師も 居らす、 近代 人 も 見えす、 萬 事が 地味で、 居 心が 至って 好く ある。 

七月 二十 九日 (水) 曇 休， H 古 一 日であった。 希 伯 来書 第一.； 一 早と 第二 章と を 讀んで 強く 感じた。 

くるしみ 

是れ 多くの 子 を榮に 導かん とて、 其れ を 救 ふ 君 をして 苦難 を 以て 成らし むる は、 萬 物の 歸 する 所、 

萬 物 を 造れる 者に 應 へ る こと 也。 

斯んな 偉ら い 言葉 はべ ン タム にも 力 ン ト にもない。 萬 物の 造 主なる ィ H ス キリ ストが 人 を 救 はんとす. 

二 さ 

るに 方て、 苦難 を 以てする は 彼に 應 はしき 事な りと 云 ふので ある。 謙遜の 模範 は祌 御自身で ある。 祌 

で すら 苦します して 人 を 救 ふ 事が 出来ない。 我等が 苦しむ は當然 である。 然 り光榮 である。 

七月 三十日 (木) 半晴 無爲 無想の 一日であった。 無用の 人 問に 成って 了った ので はない 乎と 思 

ふて 心配した。 山 は 不景氣 の 故と あって^だ 寂しく ある。 凝る より 外に 爲る事 はなしで ある。 

七月 三十 一 日 (金) 半晴 山の 校正 日で ある。 何 を 休んでも 校正 丈け は 休む 事が 屮 I 來 ない。 叉 山 

に 在りても 種々 の實際 問題の 解決 を 以て 苦しめられる。 其 時 自分 は 答へ て 曰 ふ 

私 は 基督 敎の 敎師 であります。 故に 神と 人との 關係を 正しくす る 事に 就て は、 其 道 を 明に する こと 

を 努めます。 然し 所謂 處^ 問題に 就て は 確信 ある 解決 を 供す る 事 は出來 ません。 敎會の 牧師 方が 人 

生の 凡ての 問題に 携 はるが 故に、 私 も 同じ 事を爲 すと 思 はる、 は 甚だ 迷惑であります。 私 は 信者の 
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世話 燒 きではありません。 聖書の 研究者であります。 罪人 は 如何にして 神と 和らぐ 事が 出来る 乎、 

其 事に 就て は 聖書の 示す 所に 從ひ 確答 を與 ふる 事が 出来る と 信じます。 其 他の 問題に 就て は 私 は 決 

して mj- 門 家ではありません。 私に 此世 の智禁 はありません。 私 を米國 流の 宗敎 家と 見て 何人も 私に 

就 て 失 せ ざ る を 得 ま せん 云々。 

と。 此 は遁げ n ではない、 事實 である。 然し 乍ら 實 際の 所、 今日の 日本に は 基督 敎を處 世の 爲に使 は 

んと 欲する 者の み 多くして、 之に 由て 神に 靈魂を 救 はれん と 欲する 者の 甚だ 紗きは 慨歎の 至りで ある。 

八月 一日 (土) 半晴 米國 民主 黨 首領 W.  J  • ブライアント 氏 永眠の 報に 接して 悲ん だ。 彼は自 

分よりも 一 年上 への 六十 五 歳の 平信徒であった。 自分 は 彼が 三十 四 歳の 靑年 政治家で ありながら 大統 

領 候補者と して 立った 時より 深き 同情 を 以て 彼の 行動に 注意し 来った。 彼 は米國 近代の 政治家と して 

は餘 りに 正直であった。 故に 過去 十 年 問 彼 は 政 海 を 去りて、 主として 聖書 講演者と して 米！；；^ 良心の 

覺 醒に從 事した。 彼の 聖書 知識 は 決して 深い 者ではなかった。 彼が 進化論に 何の 眞理を も 認めす、 高 

等 批評に 何の 價値 をも發 見せ ざり し 所は餘 りに 舊 式で あつたと 思 ふ。 然し 乍ら 彼 は 良心の 鋭い 貴む ベ 

き舊 式の 米國 人であった。 彼の 如き 政治家 ありて 米 國は其 道 德的權 威 を 維持し 來 つたので ある。 今や 

彼れ 去りて 米國は 愈々 「豚の 共和 國」 にまで 墜落し っ& ある。 然れ ども 彼が 信ぜし が 如くに 主 キリス 

トは 再び 來り給 ひて 此世を 御 自分の 屬 として 聖め給 ふで あらう。 W • J • ブライアント 逝いて 一人の 

親友 を 失 ひしゃう に 1® す る 。 


八月 二日 (日) 半晴 時々 驟雨 あり。 輕 井澤、 小 諸、 御代田 等より ニづ餘 名の 來 S ぼ 者 あり、 共に 

靜肅 なる 安息日 を 守った。 自分 は ピリ ピ書 四. fi„H ハ、 七 節に 就て 感想 を 述べた。 會を 終って 後に 淡 話に 

移り、 午後 三時に 至って 散會 した。 

-^^月三日 (月) 曇 『英 百』 に Ethics  (倫理 論) の 長 篇を讀 み 明 C なるべき 倫理に 異說の 多き に 

驚いた。 單に 倫理 學に 依るならば、 人 は 如何なる 動機 を 以てして 何を爲 しても 可い 事に 成る ので ある。 

面白い 學問 では あるが 然し 餘り 有ハ裣 なる 學問 ではない。 倫理 學を 以て 変き 義 しき 生涯 を 送る こと は 出 

來 ない。 

八月 四日 (火) 半晴 輕 井澤に 行いた。 宜敎師 並に 近代 人の 夏の 都で ある。 多くの 知人に 會 うた。 

然し 自分の 居 るべき 所でない 事 は 明白で ある。 此日 栃木 縣靑木 義雄君 妻 ナ ォ 子 逝去 を 聞い て^^^く 心 を 

痛めた。 友人に 順番に 不幸の 臨む 時に 自分に 臨む やうに 感 する。 我等 信仰の 友 は 今や 頗る 大家族で あ 

るが 故に、 幸福 も 多ければ 亦 不幸 も 多い。 「喜ぶ 者と 共に 喜び、 哀む 者と 共に 哀む」 である。 友誼 は 

自己の 擴張 である。 友誼が 擴張 すれば する 程 喜び も 哀しみ も 多くなる ので ある。 

八月 五日 (水) 曇 大 なる イン テレス トを 以て ショッ ペン ハウェルの 哲學に 就て 讀ん だ。 ヂング 

ァ ン ジッ ヒは ヴィル なりとの 說は 深い 觀 察に 由る ものであると 思 ふ。 何れに しろ シ ョ翁は 力 ン トょ 

り も 近づき 易い やうに 感じた。 〇 儀式の 大切なる 事に 就いて 考 へた。 儀式に 奇 的 能力 は 無い、 然し 
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之に 道 德的意 ii が ある。 我等 は 儀式に 由て 我等の 主雜 信仰 を^に 向って 發 表する ので ある。 其れ故に 

某督 信者が 神社に 於 て^^す るが 如き、 又は 怫式を 以て 葬らる k が 如き、 HI,! れ 如何に 見ても 善い 事で 

はない。 是れ 自己 を 欺き f を 欺く 道であって、 正直の 人 は M 人も爲 さない 事で ある。 そして 無知の 人 

等が 弱き 信者に 斯 かる 事 を强 ひて 喜ぶ と は實に 言語 道斷 である。 他人の 主義 を 重んじて こそ 自分の 主 

義が 重んぜら る k のであって、 社會の 習慣 なれば とて 他人の 信仰に 反する 儀式 を 彼に 强 ひて、 彼等 は 

自分の 信仰 を 毀損し つ 、あるので ある。 然れ ども 今日の 日本人の 多数に は 主義 も 信仰 もない ので あれ 

△  △△1 厶 <3厶 A 厶 △△△△<"  厶厶厶 <3厶<:厶厶<3<:<3<3 厶 厶厶厶 <3厶<3<3<： 

ば 、 我等 基督 信者 は斷然 立って 彼等の 要求 を 排斥し、 我が 信仰の 發 表に 適する 儀式 を 擇んで 之 を 行 ふ 

べきで ある。 如此 くにして 彼等と 衝突す る は. i^, む を 得ない。 M だれ 我等の 爲 であって 亦 彼等の 爲 である 

而 かも 己が 主義の 上に 立つ ことの 盱 要なる を 知る 日本人の ^141 々たる は 歎すべき の 極みで ある。 

八月 六日 (木) 曇 齒の 治療の 爲に小 諸に 行いた。 往復の 汽車 屮に ショ ペン ハウェル を讀ん だ。 

彼の 竹學に 共鳴すべき 所 ありと 雖も， 彼と 共に 悲觀 主義者た る 事 は 出来ない。 彼の 哲理の 上に 立って 

自分 は 共」 督 敎的樂 一大 主義者た る 事が 3,1 來 ると 思 ふ。 萬 物の 終極 は 完成され たる 宇宙で あると は 凡ての 

健全なる 哲學 の 結論で ある。 そして 此事を 最も 現實 的に 敎ふ るの が 聖書 の敎 である。 

八月 七日 (金) 半晴 今日は 久 振りに て 面白い 氣 持の 好い 本 を讀ん だ。 其れ は アル ベルト： ンュ 

ワイツ H ル著 『文明の K 落と 其 囘復』 である。 近代 文明に 就ての 余の 言 はんと 欲する 事 を 言ひ盡 して 

nJK れて 有難かった。 近代 文明 は 文明に 非す して 野變 なりと は 實に其 通りで ある。 縱令ー 人な りと もシ 


ュ ワイツ エルの 如き 人が 此 世に 在る と 思 ふと 心 强く感 する。 日本の みで はない、 全世界が 今や 危機に 

瀕して 居る。 破滅 か キリスト 搏臨 か。 前者であって はならない、 後者で あるに 相違ない。 福音の 眞理 

を證 明して 最後の 福 ひなる 日 を 待つ まで f ある。 久 振りに て 心の 雲が 晴れて 嬉しかった。 

八月 八日 (土) 半晴 澤 山に 讀 書した。 希 伯 来書 第一章 を 研究して 上よりの 新ら しき 啓示に 接し 

たやう に 感じた。 叉 『テル チ ユリ ヤンの 神學』 を讀 み、 西洋 神學の 淵源 を 尋ね、 大に 得る 所があった- 

近頃に なき 有ハ鈦 なる 喜ばしき 日であった。 

-r^ 月 九日 (日) g 円 輕 井澤、 小 諸、 上田 方面より 五十人 餘 りの 來會者 あり、 盛なる 集會 であった- 

本、 山 田 (鐵 道〕 兩 君に 手 傅って 貰 ひ、 加 拉太書 六 章 九 節に 就き 所感 を 述べた。 「善 を 行 ふに 臆す 

る 勿れ 云々」 と ある。 惡は 大勢 力なり と雖も 善は惡 以上の 勢力で ある。 其 理由 は 善なる 神が 萬 事 を 支 

え、 小なる 善と 雖も之 を 受納し、 之 を擴大 し、 之 を 以て 其 聖旨 を 行 ひ 給 ふが 故で あるに 相違ない。 我 

^は 善 を爲し て それ 丈け 宇宙の 完成 を 進む るので ある。 故に に 善行と 稱し て 輕く見 て はならない。 

神の 御 計畫の 進行と 信じて 善を爲 すべきで ある。 「是 故に 機會 あらば 凡ての 人に 善 を 行 ふべ し」 であ 

る (第 十 節) 云々 と 述べた。 說敎 として は 誠に 不完全なる 者で あつたが、 其內に 或る 深い 眞理が 含ま 

れて 居た と 思 ふ。 〇 昨日に 引つ き、 シュ ワイツ エルの 文明 哲學 第一 卷を讀 み 終り 大 なる 光明に 接し 

て 嬉しかった。 今より 三十 年 前に、 大阪 在留の 老宜 敎師 ジョン •  T  • グュ リック 氏に 獎 めら れて ベン 

ジャ ミン . キッド 著 『西洋文明の 原理』 を 讀んだ 時の やうなる 感じが する。 祌が賜 ふ 多くの 恩 惠の內 
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に、 大 思想家の 著書に 接する の 恩惠は 最大の ものと 稱 せざるを得ない。 

. ^月 十日 (月) 半晴 今日 も 亦 小 諸に 行いた。 希 伯 来書の 研究 を績 けた。 過去 三十 年間に 涉り餘 

りに 多く 他人 を敎 へた 故に 自分の 頭腦が 空虚に 成った やうに 感 する。 此上 自分 は 聖書 を 人に 敎 ふるの 

资格 ある や 疑問で ある。 然し 乍ら キリストの 御 精神 丈け は 明白で あるが 故に、 之 を 此暗黑 の^に 傅 ふ 

るの 義務 を拋椠 する こと は出來 ない。 近頃) 赦々 切に 感 する 事 は、 今や 日本 を 救うた 丈け で 日本 を 救 ひ 

得ない 事で ある。 令 や 世界 は 一 體 と 成りて、 其 世界が 腐って 了った ので ある。 故に 世界 を 救 ふに あら 

ざれば 日本 を 救 ふこと は 出来ない。 さう 思へば 事が 餘 りに 大きく 成りて 失望す る。 然し 乍ら 全能の 神 

は 生きて 在し 給 ふ。 而 して 亦 世界 を 救 ふの 道 は 明かに 示されて ある。 安心して 希 を 以て 終りまで 努 

力す ベ きで ある。 

•i^ 月 十 一 日 (火) 毒 宿の 主人の 案內に 由り 同{£ 數名の 名士と 共に 南 佐 久郡三 井村の 名刹 開 伽 流 

山 叫.：： 水. 寺に 遊んだ。 好き 一 日の 淸 遊であった。 佛敎 はよ くも 形勝の 地 を 占領した ものである。 世 を 避 

ける 途 として は 之に 勝 さるもの はない。 然し 基督 敎は 世と 載って 之に 勝つ の途 であれば 山に 引 込む こ 

と は 出来ない。 都に 出て 戰は ねばならぬ。 余 は 寺惯を 羨んで はならない。 我 主に 傚って ェ ルサ レム 指 

して 上らねば ならぬ。 基督 敎の 勇ましき は兹 にある。 そして 余 は 勿論 佛敎 よりも 基督 敎を擇 む 者で あ 


-; -月 十二 日 (水) 晴 小 諸に 行いた。 其 地の 友人より 晝 食の 饗 應に與 つた。 小山 英助 君と 小 沼 五 

兵衞 君と は 一 一十 五 年来の 信仰の 兄弟で ある。 余が 年々 淺問 山麓に 來 るは兩 君の 牽引力 與 つて 力 ありで 

ある。 千 曲 川 沿岸に 兩 君の 如き 舊き 信仰の 友の 存り 在る は大 なる 感謝で ある。 

\ 月 十三 日 (木) ft 辯 護 士今村 力 三 郎君 夫妻 を 園ら すも沓 掛に迎 ふる を 得て 犬なる 喜びで あつ 

た。 常に は 多忙 を 極む る 同 君より 今日は ユック リと 法律上の 感話を 閜き、 大に 得る 所があった。 若し 

法律と は 今 村 君が 觀ら る&が 如き 者であるなら ば、 是は 人情 的 趣味の る 者であって、 余 も 了解し 得 

る 所で ある。 今 村 君より 法律の 講釋を 聞いて 辯護士 たる は 傳道師 たる 丈け 神聖なる ことが 判った。 夜 

に 人り て亦樣 本と 法律の 事に 就て 談 じた。 有益なる 一 日であった。 〇 東京より 雜誌 第三 百 一 號が 達し 

た 0 

入 月 十四日 (金) 雨 今日 も 亦齒の 治療の 爲に小 諸に 行いた。 氣 が落附 いて 治療に は 最も 好く あ 

る。 引 き X 布 伯 來書を 研究し、 多くの 新ら しき 光明に 接する。 聖書の 新ら しき 研究 を 怠って はなら な 

い。 之に 由て 益々 明白に 成る 事 は 聖書が 敎會の 書に 非す して 平民の 書で ある 事で ある。 希伯來 書の 如 

き は 一 人の 基督 信者が 他の 少數の 信者の 團體に 宛て 書 贈った 書簡であって、 純然たる 信仰的 書簡で あ 

る。 之を敎 参の 書と 解して 其 意味 を 全然 取りち がへ るので ある。 前に も 度々 述べし が 如くに、 聖書 を 

敎會の 手より 奪還して 之 を 平民の 手に 渡す が 凡ての 眞 面目なる 聖書 學 者の 努力で あらねば ならぬ。 
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八月 十五 日 (土) 雨 無爲の 一 日であった。 山形 縣小國 に 行きし 柏木 傳道隊 より 喜ばしき 報告に 

接して 嬉しかった。 何が 善き 事と て キリストの 十字架の 福音 を傳 ふるに 優 さる 事 はない。 此 世の 凡て 

の 事 は 失敗であって、 此 事の みは 成功で ある。 然るに 此 世の 人 等 は 何を爲 しても 此事 丈け は爲 さゾら 

んと 欲する。 我が 柏木 團 中に 少數 なりと 雖も傳 道心に 燃 ゆる 者の 起り し は 感謝の 至りで ある。 

八月 十六 日 (日) 雨 大雨に 關 はらす 聖 會に來 りきす る 者 K 十人餘 り、 其內に 上田 在 別 所 村より 

熱心なる 靑年 女の 一 團 ありし は 殊に 嬉しかった。 同宿の 塚 本に 助けて 貰 ひ、 稍々 滿 足なる 會合を 持 

つ ことが 出來て 感謝であった。 自分 は 約 翰 第一 書 五 章 gl、 五節に 因り 「世に 勝つ の途」 に 就て 語った。 

〇 目下 渡英の 途に 在る 救 樣軍山 窒軍平 君より 七月 廿ー 一口 コ a ン ボ發の 端 書が 達した。 

拜啓、 酷暑の 候 御 祝福 を 奉 祈 候。. 各地に て 同胞の 心靈 上の 飢渴 を訴 ふる を 見て 同情 致 候。 同時に そ 

ここ」 にて 眞 面目なる 『聖書 之 研究』 讀 者に 食し、 今更の やうに 先生に 敬意 を 表し 候。 

是 はたし かに 喜 信で ある、 日本 國內に 限らす、 海外にまで 本誌が 福音の 證 明を爲 しつ k ある を 山 室 君 

の 如き 人に 證 明せられ て、 我が 感謝 滿足 は譬 ふるに 物な しで ある。 

へ 月 十七 日 (月) 雨 霧 深し。 今日 も 亦 小 諸に 行いた。 獨り懷 古 園 を 散歩した。 盂蘭盆に て 汽車 

込 合 ひ、 友人より 産 を 借り、 三等 客車の 乘降 口に 之 を 布き、 其 上に 坐して 歸 つた。 近頃に ない 面白い 

汽車 旅行であった。 


八月 十八 日 (火) 半晴 シュ ワイツ H ルの 文明 哲學第 f 卷の 苒讀を 了り、 第 贰卷に 移り、 興味の 

益々 加 はるを 覺 ゆ。 實に 人類の 運命に 關 はる 最大 問題で ある。 世界が 立つ か 倒る \ 乎の 問題で ある G 

此 儘で 進行 すれば 人類の 破滅 は確實 である。 此狀 態より 世界 を救屮 I さんと する ので ある、 それが 問題 

である。 解決 如何に 關 はらす 斯 かる 大 問題 を 提供され て、 之に 甚大の 舆味を 持たせられた 丈け が 幸福 

である。 戀愛 問題、 生活 問題、 社會 問題と 稱す るが 如き は 抑々 末で ある。 人類が 生く る 乎 死ぬ る 乎の 

問題で ある。 そして 西洋 文 明 をして 此 危地に 陷 らしめ て 之 を 救 ふ 能 はざる 西洋 今日の 敎會の 基督 敎は 

旣に頓 るに 足らざる 者と 見て 可いで はない 乎。 余 自身 は 世界 を 救 ふ 者 は 矢張り キリストの 敎 であると 

思 ふ。 然し それが 歐米 殊に 米國の 基督 敎 でない 事 は 明白で ある。 我 日本の 爲 斗り ではたい、 世界人 類 

の 爲を思 ふて、 淺薄 にして 肽顏 せる 米國 流の 基督 敎には 一 日 も 早く 暇を吿 ぐべき である。 

八月 十九 日 (水) 晴 希 伯 来書 十 一 章 を 護んだ。 其 十 一 節に 「信仰に 由り サラも 亦 云々」 と ある 

に 氣が附 いた。 「サラ さへ も」 である。 多分 アブラハムの 信仰が 其 妻 サラに 及んで、 彼女に 奇蹟 的 恩 

惠が 降った と 云 ふ 意味で あらう。 信仰の 效果は 自分 一 人に 限らす、 妻子にまで 及ぶ は確實 である。 實 

に^ 難い « である。 〇 今日 も 亦 小 諸に 行いた。 

八月 二十日 (木) 半晴 山 は 秋冷の 涼し さで ある。 雜誌 編輯に 最も 好く ある。 世界中で 最も 善き 

國 は我國 である、 最も 善き 運命 は 我が 運命で ある、 最も 善き 地位 は 我が 今 在る 所の 地位で ある。 何人 

もさう 思 ふが 當然 である。 そして 何人も 神 を 信じて さう 思 は せらる、 ので ある。 他 を 羨み、 他 國を羨 
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み、 自分の 運命 を 歎つ は 無 信仰の 何よりも よい 證據 である。 「各人 その 召されし 時に 在りし 所の 分 

(地位 ン に 止まるべし」 との バウ 口の 敎訓に 深い 眞理が 在る (コ リント 前書 七 章 二十 節)。 „ ^ての 不 

幸と 悲痛と はより 高い 地位に 上らん と 欲する より 來る。 若し 地位 を變 へんと 欲するな らばより 低き 地 

位に 就くべし である。 「幸福 は 谷に 在り」 である。 

月 二十 一日 (金) 晴 r 此夏は カント へ ー ゲル 使徒 ヤコ ブ、 福音な しの 道德の 道」 と 云 ふ 

プログラム を 以て 始めた。 そして カント を讀 み、 ヤコ ブ書を 研究し、 序に ショッ ベン ハウ H ル まで 观 

いて 見て、 竞 る所堪 へられ なくなり、 希 伯來書 を學ん で、 其れでも 飽 足らす して 叉 元の ィザャ >  バウ 

口の 純 福音に 歸 つて 滿 足した。 同じ 事の 繰返しで ある。 然し 度々 繰 返す 必要の ある 試みで ある。 福音 

の 基礎 を 堅い 道德の 上に 築かす して 福音 は 福音でなくなる。 甚だ 有益なる 知識 的探險 であった" 〇 主 

婦 柏木に 在りて 病氣の 由の 報に 接して 大いに 心 を 痛めた。 直に 彼女 を 看護るべく 姪 第 一 號に歸 つて 貰 

つた。 自分 は 山に 留まりて 雜誌 編輯に 從 事した。 是は 公事で ある、 何 を 措いても 此 事は爲 さねば なら 

ぬ。 今日まで 幾 囘も斯 かる 場合に 遭遇した。 神 は 善き やうに 我等 を 導き 給 ふと 信す る。 

.^^ 月 二十 二日 (土) 晴 神の 御 惠みを 仰ぐ に 方て、 先づ 第一に 罪 を吿白 はすの 必要 を 感じた。 自 

分の 罪 を 認めす して 今日までに 旣に 自分に 降 だし 給 ひし 恩惠の 程度 を 知る ことが 出来ない。 神 は 我等 

の ，5^ に循 じて 我等 を 极ひ給 はす、 罪 不相應 の 輕き罰 を 加へ、 罪 不相應 の 恩惠を 降し 給 ふ。、 自分の 罪 を 

認めて 神に 恩惠の 不足 を訴 へて 彼 を 恨み 奉る 事が 出来ない。 然し 乍ら 我等 「もし 己の 罪を認 はさば、 


神 は iji 莨なる 公義き 者なる が 故に 必す 我等の を赦 し、 凡ての 不義より 我等 を 潔むべし」 と あるが 如 

し (ョ ハネ 第一 書 一章 九 節 )o 罪の いひ あら はし を 以て 始まらざる 祈禱は 無效と 見て 差 支がない。 

\ 月 二十 三日 (日) 半晴 塚 本と 共に 聖會を 催した。 來會 する 者 三十 人 以上、 婦人が 多くして 男 

子が 尠 かった。 恐る 日本に 於ても 米國に 於け るが 如くに、 基督 敎の 集會は 主として 婦人の 集會 たるに 

至らん こと を。 兩人 共に 路加 傳卄三 章廿六 節に 就て 語った。 「彼等 ィヱ スを 曳往く 時、 田舍 より 出來 

れるク レネの シ モンと 云へ る 者 を 執らへ 十字架 を 負 はせ てィ H スに從 はせ たり」 と ある。 ィ H スに十 

二 弟子 あり、 其 他 多数の 弟子 並に 敬慕 者 ありし と雖 も、 彼の 十字架 を 負 ひし 者 は田舍 より 出で 来りし 

名 もな きク レネの シ モン 唯一 人であった。 今日と 雖も 同じで ある。 いざと 云 ふ 場合に 我等と 4i ハに 十字 

架 を 負 ふ 者 は 極の 少数者で ある。 賴 みし 弟子 等は遁 去りて、 忠難を 共に する 者 は 名 もな き 田舍の 信者 

である。 然れ ども 敢て悲 むに 足りない。 是れィ H スの踐 み 給 ひし 道であって、 其 跡に 從 ふて こそ 復活 

昇天の 榮 光が 加 はるので あると 述べた。 

. ^月 二十四日 へ 月) 晴 シュ ワイツ H ル著 文明 哲學 第二 卷五九 頁より 一 〇 九 頁まで を讀ん だ。 敎 

へらる.. 所が 非常に 多かった。 殊に 第 八 章の 十八 世紀に 於け る 純理 主義の 實 現を敘 する 邊は實 に 卓見 

と稱 せざるを得ない。 神が 時々 シ ュ 氏の 此 書の 如き 大著 述を我 手に 渡し 給 ふ 事 は 實に大 なる 恩 惠と稱 

せざるを得ない。 
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八月 二十 五日 (火) 曇 山に 來て 丁度 滿 一ヶ月で ある。 其 問に 四 囘說敎 した。 W  • ペトリ ック著 

『主の n んぉャ コ ブ』 三 五 九 頁、 W  •  L  . デビ ソ ン著 『ベ ン タム より J  .  S ミルまで』 二 五一 頁、 シュ 

ワイツ ヱ ル 文明 哲學第 一 卷 一 〇 五 頁、 第一 ー卷 前半 一 一 一九 頁、 『英 百』 に 於け る 『倫理 學』 の 長篇、 ネ 

ャ ー ンの希 伯來書 註解の 前半  一二 四 頁、 リス デビ ッヅ の佛 敎史、 ロバ ー ッの 『テル チ ユリア 

ン の祌 學』、 T.  • ウイ ッテ ー 力 ー 著 ショッ ペン ハウ H ル 論 等 の 所々 を讀ん だ。 近頃に 無き 澤山 の 讀書 

である。 叉 小 諸 町の 齒科醫 吉池武 一 君の 許に 十數囘 通って 君の 親切なる 治療 を 受けた。 


八月 二十. K 日 (水) 雨 引 緩き 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 町 字 沓掛に 於て 在る。 沓掛は 今は輕 井澤 町 

の 一 部分で あるが、 近代 人と 宣敎師 との 夏の 都なる 舊輕 井澤と は 一 里 以上 も 離れて 居て 全く^ 世界で 

ある。 自分 は其輕 井澤に は 二三の 知人が 在る 丈け であって、 其 他の 滞在 者と は 全く 沒交涉 である。 そ 

れ 丈け 沓掛は 休む に 好く、 一  昨年 輕 井澤に 滞在して 宣敎師 ゃ米國 世界 漫遊 者に 押 懸けられし に比べ て- 

今年 は 地上の 樂圍に 在る が 如くに 感 する。 昨日 來 フィヒテの 哲學を 復習し、 人生の 目的 は 靈能を § て 

宇宙 を 道理 化する に 在りとの 彼の 敎に 接して、 熱心の 新たに 我が 小なる 仕事に 加 へられし やうに 感じ 

た。 宗敎の 慰めの 外に 哲學の 慰めが ある。 我等 は 前者と 共に 後者 を 逸して はならない。 

八月 二十 七日 (木) 晴 輕 井澤に 行き、 二人の 友人 を 訪れた。 一人 は大學 の敎授 であった。 他の 

一人 は英國 の- K 敎師 であって、 慈善事業 を 以て 有名なる 婦人であった。 彼女の 日本の 救 濟に關 する 偉 


大 なる 思想 を 聞いて 驚いた。 宣教師の 中に 稀れ に は 偉人 ある こと を 疑 ふ 事 は 出来ない。 そして 宣敎師 

全體が 自分 を 忌 嫌 ふ 問に 立ちて、 自分 を 信 翁して 吳れ るの を 知って 感謝に 堪 へなかった。 キリストの 

聖 名に： a り憐 むべき 同胞 を 救 はんと 欲する に 方て 人種 敎會の 差^ はない。 自分 は 彼女 が 其 遠大 な る 計 

ほん， U ラ 

賓を 語る を 聞いて 時の 過ぐ る を 知らなかった。 久 振りに て 眞實の 人類の 友に 會 ふて 自分 も 亦 新たに 人 

道化さる k を覺 えた。 

八月 二十 八日 (金) 晴 近顷 切に 感 する 事 は、 敵 を 作る 事 叉 は 友人 を 失 ふ 事 を 恐れて は 徹底的 善 

事 を爲す ことの 屮：； 來 ない 事で ある。 r 爲し 得る 限り 凡ての 人と 睦み 親しむべし」 であるが、 然し 「爲 

し if: る 限り」 であって、 明白なる 正道に 反いて はない。 凡ての 場合に 於て 凡ての 人と 睦み 親み て 我 

等 は實は 何人と も睦み 親み 得ない ので ある。 恐るべき 事 は 友人 を 失 ふ 事で はない、 爲 すべき 事 を爲さ 

すして 祌を 友と して 失 ふ 事で ある。 殊に 今日の 日本の 社會の 如き、 ン ダラない 社き に 在りて は 凡ての 人 

を 敵に 有つ の 覺悟を 以て 萬 事に 當ら なければ ならない。 

八月 二十 九日 (土) 晴 土 井 晚翠、 塚 本 虎二の 兩君 と共に 小 諸に 行いた。 彼 地の 新聞記者 を雜へ 

たる 有志 家 二十 餘 名の 歡迎を 受け、 晝 銀の 饗 應に與 つた。  は 彼等に 吿げて 言うた。 

諸君 は 何事に よらす 東京に 傚って はならない。 東京 は 今や 我國 腐敗の 中心で ある。 地方が 東京に 傚 

つて 東京と 共に 亡びざる を 得ない。 殊に 東京の 新聞が 惡ぃ。 東京の 新聞が 惡 くな つたの は 大阪 新閱 

が 東京に 勢力 を 得てから である。 そして 大阪 新聞 は米國 新聞の 眞似 事で ある。 新聞 を 金儲けの 機關 
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とする ものである。 日本 國を 亡す 者は此 種の 新聞で ある。 願 ふ 長 野縣に 有力なる 新聞が 起って、 此 

米國 流の 東 京大 阪の大 新 を 倒さん こと を。 若し 故 山路 愛山 君が 生きて i5 たなら ば、 余 は 君に 勸め 

て 君が 主筆たり し 『信 濃 毎日 新聞』 を 以て 東京 大阪の IS: 落 新聞に 對し 十字軍 を 起さ しめたで あらう。 

諸君 今日の 新聞記者 等に 此意氣 あり や 云々 

と。 斯く言 ひ 了って 暇 を 吿げ、 席に 在る 事 二 時間に して、 同行の 兩君 と共に 匆々 杏 掛の淸 境 を 指して 

退却した。 

八月 三十日 (日) 晴 山に 於ても；： 者い 日であった。 集會に 出席者が 二十 人 斗り あった。 希 伯 来書 

も ろ/、 

十一 章 一— 三 節に 就て 語った。 「信仰なる 者 は 確かに 在る、 此 信仰に 由て 我等 は 諸の 世界 は 神の 言に 

.E て 造られた る を 知る」 と。 研究 思索に 由ら す 信仰に 由て 人類に 臨みし 凡ての 時代 は 神の 聖 意に. m り 

て實 現せられ たる 者なる を 知る と。 八 r 日の 時代 も 亦 無意味で はない。 其內 にも 亦 神の 特別の 聖 意が^ 

して 在る。 之 を 探り、 之に 由て 此 時代に 對 する、 それが 我等 信者の 爲 すべき 事で ある 云々 と 語った。 

之に て 今年の 山に 於け る 安息日の 會合を 終った" 何に か 多少 善き 事を爲 したりと 思 ふ。 唯 主婦 病に て 

柏木の 家に 在りて 我等と 共に 居らす、 其れの みが 犬なる 缺陷 であった。 

八月 三十 一日 (月) 晴 玆に 厭な 八月 を 終って 嬉しく ある。 如何にして 此月を 過さん 乎 は 毎年の 

問題で ある。 そして 滿 足に 之 を 過した 事 は 滅多にない〕 卿く こと も 出来す、 遊ぶ こと も 出来す、 中途 

半途の 厭な 月で ある。 


九月 I 日 (火) 半晴 姪 第二 號を 柏木に 歸 へし、 彼女 を 送りて 輕 井澤に 行いた。 近代 人の 夏の 都 

は旣に 淋れて 秋風 落莫の 觀 があった。 書店に 立 寄り 和 蘭の 大神學 者 ドクトル • カイ ペル 著 『カル ビン 

主義』 を 買 求め、 宿に 歸 つて 之 を讀み 始め、 興味の きざる を覺 えた。 彼が 自分の 信仰 を 漏 さす 述べ 

て吳れ るからで ある。 

九月 二日 晴 山の 校正 日で ある。 校正 を携 へ、 暑 を 冒して 沓掛驛 の 郵便局まで 歩んだ。 〇 

昨日に 引 緩き ドクトル • カイベルの 『カル ビン 主義』 を讀 み、 大家に 我 信仰 を保證 せられて 大 なる 歡 

びを覺 えた。 自分 は 純なる カル ビン 主義者で ある 事 を 一層 深く 自覺 した。 四十 年 前の 昔に 還り、 新た 

に 福音 を發 見せし 時の 歡びを 幾分な りと 今日 び感 する 事が 出来て 犬なる 感謝で ある。 

九月 三日 (木) 曇 主婦病^^快方の報に接して喜んだ。 又米國べル老人ょり久振りにて書面に接 

し、 太平洋 を 挾さん での 四十 年間の 此友 誼の 益々 濃厚なる を 味 ふて 非常に 心強く 感じた。 日米， 關係は 

口 米 關係、 然し 我等 は キリストに 在りて 兄弟で ある。 我等 は此 世の 政治問題 をして 神聖なる 我等の 

Christian  fellowship を 妨害せ しめない。 「キリス トの 愛より 我等 を絕 せん 者 は誰ぞ や」 である。 國 

家なる 乎、 外交なる 乎、 國際 的戰爭 なる 乎、 然ら すで ある。；^.^ 福 ひなる 事で ある。 

九月 四日 (金) 雨 山の 雨 日で ある、 淋しき 程靜 である。 讀書 と默 想と に 好く ある、 シュ ワイツ 
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H ル 氏の 文明 哲學 第一 ー卷を 第一 一 百 七页 まで 讀ん だ" 西洋 倫 现學史 の 善き 榧概 である〕 煎じつ める 所、 

今 n までの 倫理 哲學は 徹底的に 3： もの を も說明 しないと 云 ふので ある。 卽ち キリ ストの 福音に 取って 

代 る ベ き 者 は 何も の も 朱 だ 哲凤子 者 の 腦 中より 捻出 せられな いと 云 ふので ある。 さう ある が常然 である。 

3^ 學に 由て 徹底 せんと 欲する 者 は 一 生 平安 を 得る 能 はすして 終る ので ある。 

九月 五日 (土) 曇 塚 本と 共に 輕 井澤に 行いた。 此 n 越後 大 鹿の 木 村 孝 三 郎君の 来訪 あり、 久し 

振りの-,！  ノ t にて 樂 しかった。 

九月 六日 (日) 半. 晴 滞在の 同志 十餘 名と 感謝 祈 禱會を 催う した。 自分に 取りて は 減 多に たき 

休息の 安息日であった。 希 伯 来書 八 章を讀 み、 其 八 節に 「主 (M ホバ) n ひ 給 ひける は」 と ある 其 言 

に 今更な がらに 感じた。 「H ホバ曰 ひ 給 ふ」 と は rn ホバ 命じ 給 ふ」 と 解すべき である。 彼が 其 善き 

聖 意より して 我等 人 問に 取り 斯 くも 冇 利なる 契約 を 提供し 給へ りと 云 ふので ある。 人が 求めて 與 へら 

れ たので はない、 祌が 命じて 大恩 が 人に 降った ので ある。 「主 曰 ひ 給 ふ」 と は 深い 有難い 一一 目で ある。 

九月 七日 (月) 半晴 荷馬車 一 臺を雇 ひ、 同宿の 人 六 人と 共に 淺間山 西 麓の 熔岩 流、 所謂 「鬼の 

押出し」 を 見た。 初秋の 山道 旅行 は 爽快であった リ ；大然 力の 偉大なる に 驚いた。 積 重なる E 岩の 一 は 

人 を粉碎 して 餘 りが ある。 聞く 嫁 岩の 量 は 淺間山 全山の それに 等しと。 然れ ども 一一 一一 11 ふまで もな く 人 一 

人 は 浅 間 山 全山よりも 贵く ある。 神 を 信じて 我等 は 天然 力 を 恐れない。 信 を 以て 之に 勝つ ことが 出來 


る o 

九月 八日 (火) 晴 歸家の 準備に て忙 はしかった。 其 間に カイ ペルの 著 『カル ビン 主義』 を讀み 

終った。 和 蘭 版の 二 七 五 頁 を 一 字も餘 まさす 讀ん だ。 自分の 信仰の 大辯 護で ある やうに 思 はれた。 近 

頃讀ん だ 最も 有益な る 書であった。 如斯 くにして 夏の プ& グラム は 矢張り 福音 の 大 高調 を 以 て 終った。 

カント もへ ー ゲル も 自分の 心を滿 たす に 足りない。 自分 は 依然として カルビ ン 主義の 基督 信者で ある。 

OO0-OOOOOOOOOCOOOCCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

カイ ペル 氏の 偉大なる 點は 少しも 讀者を カル ビン 主義 を檩榜 する 敎會に 入 るべ く强 いない 事で ある。 

カル ビン 主義 は絕對 自由主義 である。 地上の 敎會の 何たる 乎 は 其 問 ふ 所でない。 神の 絡對的 至上 權を 

認め、 之に 服從 して 萬 事に 處 する 事で ある。 

九月 九日 (水) 曇 山 を 去り 四十 六日 振りに て 柏木の 家に 歸 つた。 山 は 山と して 善く あるが、 {豕 

はまた {\ 紙と して 善く ある。 そして 天が下に ホ ー ム に： さる 所 あるな しで ある。 

九月 十日 (木) 雨 秋の 仕事が 始 つた。 働く は 休む よりも 善く ある。 秋の プ II グラム は 左の 如し。 

夏 過ぎて カント へ ー ゲル 何 か あらん 

賴るは 奮き 十字架の 道 

今に 至って 新 學說を 求む る 必要 は 更にない。 救 ひの 11? は 唯一 つ、 之 を 信じ、 之を唱 ふれば、 自分 も 救 

はれ、 世 も 救 はる-の である。 
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九月 十一 日 (金) 雨 第三 百 二 號を發 送した。 讀者は 殖える 一方で ある。 困った ものである。 今 

に 至って 殖えて 欲しくない。 今日までが 花であった。 今 は旣に 下り坂で ある。 然り 『聖書 之 研究』 全 

盛時 代 は 今より 二十 年 前、 讀者は 二 千に 滿 たす、 初秋の 感想と して 左の 如き 淸 句が 迸りし 頃であった。 

コ ス モ ス 開き、 山茶花 1 大き、 木犀 句 ひ、 菊花 薰る。 设 前夜 静 にして 筆勢 急な り、 知る 天啓 豊かに し 

て秋酣 なる を。 

斯んな 淸ぃ句 は 今 は 出ない。 此句を 讚め て 吳れた 少女 は 墓に 眠る 事旣に 十四 年、 自分 も それ 丈け 老い 

て 詩 感の大 に 鈍りし を覺 ゆ。 今より 本誌の 讀 者た らんと 欲する 者 は 其糟を 嘗める に過ぎない。 其 積り 

で 讀んで 貰 ひたい。 

九月 十二 日 (土) 晴 暑氣强 し。 今日 も 亦、 親切 は 我より 進んで 容易に 爲 すべき ものに あらざる 

事を覺 つた。 親切の 心 は te に懷 かねば ならぬ が、 之 を 現 はすに 非常の 注意が 要る。 親切の 安 寶りは 他 

を 害し 我 を 害す。 我 は 人に 不親切な りと 評せら る、 を撣ら す、 大抵の 場合に 於て は 我より 進んで 親切 

を爲 すべから すで ある。 此 世の 人 等 は 信者 不信者の 別な く、 基督 敎の 教師より 親切 を受 くる は 當然で 

あると 思 ふ。 斯 かる 人 等に 對 して 親切 を爲 すは大 なる 罪惡 である。 我等 は 彼等に 對 して は 思 切って 冷 

淡に 不親切で あるべき で あ る 。 

九月 十三 日 (日) 半晴 久 振りに て 我が 柏木の 集會に 出席した。 來會者 百 五十人 餘り、 內 に札幌 

の： 一 i:w 介 氏 も 在り、 不相 變氣持 好き 集會 であった。 塌 本が テモテ 後書 四 章 四、 五節に 就き 最も 感動 


すべき 講話 を爲 し、 自分 も 亦 少し 許り 之に 附 加した。 此日を 以て 夏の 集會を 終った。 今年 は 夏 中集會 

を繼糗 し、 畔 上と 石 原と が 司會の 任に 當 つた U 夏の 眞 盛と 雖も會 衆 は 百 人 を 下らなかった との 事で あ 

る 0 

九月 十四日 (月) 晴 暴氣强 くして 何事 を も爲し 得す 無ハ の 一 日 を 送った。 朝 は 或る 不振の 敎會 

の指^^に關し其牧師ょり相談を受けた。 午後 は 或る 維持 困難の 田園の 處分 にっき 是れ叉 自分の 意見 を 

徴 せられて 困却した。 

九月 十五 日 (火) 晴 今日は 朝鮮、 デ ー であった。 午前 は 京 城の 金 W 植君の 訪問 あり、 久 振りに て 

朝鮮 並に 支那 問題に 就て 意見 を 交換し 相互に 大に 得る 所があった。 午後 は 朝鮮 並に 滿洲に 夏期 傳道を 

試みられし 淺野猶 三 郎君の 訪問 あり、 多くの 有望なる 報吿を 聞いて、 是れ亦 自分に 取り 犬なる 獎勵で 

あった。 朝鮮人の 中に 多くの 友人 ある を 知らせられて 大 なる 喜びで ある。 縱し 我が 福音が 日本に 於て 

失する こと あると も、 朝鮮に 於て 保存 せらる であらう と 思へば 大 なる 安心で ある。 〇 東京の 或る 新聞 

紙に 左の 如き 質問の 揭 げらる K を 見た。 

時 問と お金 を あまり 養さないで 深い 信仰に 入り 度い と 思 ひます が 佛敎、 キリスト 敎、 天理 敎 とどつ 

ちがよ いでせ う (哀れな 女〕。 

實に今日の日本人多數の心理狀態を露#にーーーー1:|^^-はしたも の であって、 哀れに も あり 又 驚き もす る。 

「時間と お金 を餘り 費さないで 深い 信仰に 入り 度い」 と 云 ふ。 此人は 自分で 何 を 求める 乎 を 知らない 
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ので ある。 而 かも 斯 かる 人に して 我が 聖書 研究 會に來 り、 亦 『聖書 之 研究』 を 讀む者 ある を 余 は 知つ 

て 居る。 神 を 信す る は 神に 惠 まれん が爲に 非す して， 其 僕婢と なりて 之に 仕へ たてまつらん とする に 

ある 事 を 聞かされて、 彼等 は 驚いて H ホバ の祌を 去りて 他の 神へ と往 くので ある。 惠 まれたい、 助け 

られ たい、 慰められたい、 それが 爲には 佛敎、 キリスト 敎、 天理 敎、 孰れ も擇む 所な しと 云 ふ。 何ん 

と 自分勝^なる、 淺 慕なる、 蟲の 良い 祈 求で はたい 乎。 而 かも 近来の 宗敎 研究なる もの i 多く は斯か 

る 要求より 屮 I る 者なる を 知って 失望に 堪 へない。 口 本の 將來 に悲觀 すべき 點が 甚だ 多い。 

九月 十六 日 (水) 晴 今日 も亦惜 金に 苦しむ 人の 話を閜 かされて 自分 も 苦しかった。 借金 は罪惡 

である。 「人に 負 ふこと 勿れ」 と は 十誡の 一 條と 見て 可き 誡 である (口 マ 書 十三 章 八 節 )o  ^^^^ 

は 借金す るより 善く ある。 借金 は 自由 を剝 奪す る。 故に 自由 を 愛する 者 は 借金し ない。 盜む 者、 姦娃 

する 者 を 基督 信者と して 見做さないならば、 何故に 借金す る 者 を 信者と 見做して 怪しまな いの 乎。 基 

信者 は與 ふること ある も 貸さない、 贈物と して 受 くる こと ある も 借りない。 「我等 は 餓死す ると も 

借金 は爲 さない」 と 云 ふ 事 を 信仰 茵條の 一 つと 爲 して 欲しい。 

九月 十七 日 (木) 半晴 或る 友人に 左の 如き 手紙 を 書いた。 

…… クリスチャンに 取り 負愦 は罪惡 であります。 他に どんな 善事 を爲 しても、 負 俊を爲 して 神の 前 

に義 たる 事 は 出来ません。  小生 は 君が 大 決心 を爲 して 先づ 第一 に clebtless 

man  (負^^^たき人) と 成られん こと を勸 めます。 そして 若し 此 決心 を 爲 すなら ば 祌は必 す 君 を叻け 


て此 難事 を爲 さしめ 給 ひます。 君が 祈 禱を以 つて、 大傳道 を 爲す心 持で、 食债 償却の 業に 當 らんこ 

とを^11||みます。 負債 は 束縛であります。 自由 を 愛する クリスチャンが 負債の 下に 在る は自 から 自由 

を拋棄 する のであります。 自由 を 得る 爲に 生活 程度 を 低く する 位ゐ のこと は 何でもありません。 如 

何なる 恥辱 も 負债の 恥辱に 比 ぶれば 小なる 恥辱であります。 小生 は 君が 此際 斷然 決する 所 あり、 凡 

ての 小なる 恥辱 を 忍びて、 此 最大の 恥辱より 免 かれん 事を勸 めます。  

多分 同じ 手紙 を 贈らねば ならぬ 友人が 他に も 多く あると 思 ふ。 借金 は此 世の 事、 故に 靈 魂に 何の 關係 

も am い 事で あると & ふは大 なる 間違で ある。 借金の 靈 魂に 關 係す る や 實に大 なりで ある。 クリス チヤ 

<:<1<3<:厶<" 厶厶厶 厶厶 厶厶  < "厶 <3A<<<:<"<"<3A<:  <-AAA 

ン たる 必要 條 件の 一 が 借金 を 返す 事又爲 さぬ 事で あらねば ならぬ 

九月 十八 日 (金) 雨 村の 神社の 祭りで ある。 太鼓の 音 やかましく、 考へ事 は 何も 爲し 得な かつ 

た。 叉 不景氣 の 泣き言 を澤 山に 聞かされ、 非常に 氣 持が 惡 かった。 如何に 惡 しき 哲學と 雖も此 世の 困 

難 話しよりも 遙に 善く ある。 ス ピノ ー ザ 可な り、 ヒ ュ ー ム可 なり、 不信 國の 俗事に 至て は是れ 骨を枯 

らし、 髓を 腐らす 者で ある。 久 振りに て 山より 歸り、 都の 空 氣を吸 ふて 碌な 事 は 一 もない。 

九月 十九 日 (土) 晴 村 神の 祭禮 であり、 舞臺を 書齋の 下に 建ら れ、 大 祌樂、 仁 和 賀が其 上に 演 

ぜ られ、 夜遲 くまで 騷擾を 極めた。 祌 燈は斷 つたが、 村費 を 要求せられ、 之 を 寄附せ し 所、 「奉納 何 

圓內 村樣」 と 張 出された に は 甚だ 困った。 神社に 奉納した ので はない、 村民 娯樂 費の 內に 寄附した の 

である。 そして 祭 禮は神 を 祭る を 名と して 民が 遊び 樂 しむ 事で ある。 怫國の 聖僧フ H ネ n ンが 村民の 
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遊樂を 許して 曰うた ことがある、 曰く 「我等 聖職に 在る 者は斯 かる 遊 樂に加 はるべ からす、 然れ ども 

村：^ の 之を樂 しむ を禁 する 勿れ」 と。 書齋に 在りて 村民の 大衆が 歡呼 する を 聞いて 自分 は惡く 感じな 

かった。 此日又 聖書 講堂の 門前に 玩具の 夜店が 張られた。 稀れ に 見る 奇觀 であった。 

九月 二十日 (日) 晴 腿 はしき 秋の 日であった。 時 問 通りに 會衆は 講堂に 集り、 正午 前 十 時に 讚 

美 歌 第三 十 五番 「聖 なる 聖 なる 架なる かな」 を 以て 今學期 第一 囘の 架き を il いた。 畔上は ィザャ 書 を 

11 じ、 自分 は 「神 本位の 宗敎」 と 題し、 カル ビン、 コ 口 ムゥ H ル、 淸敎 徒の 宗敎に 就いて 語った。 空 

席 一 脚 もな き盛會 であった。 夜 は 青年 百名餘 りの 會 合であって、 是れ叉 元氣に 溢れた る集會 であった。 

塚 本の 路加 傳卄三 章廿六 節に 依る r ク レネの シ モン」 の 講 解 あり、 自分 は 三十 五 年 前の 「第一 高等 學 

校 不敬 事件」 に 就いて 話した。 十字架 を 負 は せらる、 の 名譽と 幸福と に 就いて 語った。 

九月 二十 1 日 (月) 晴 ^a-洋汽船巴洋丸船長坂本榮君長途の航海ょり歸り、 其 實見を 聞かして n4< 

れ 非常に 面，：： かった。 殊に 彼が 地中海に 於て、 船 を クレテ 島 並に マルタ 島に 近寄せ、 使徒 バウ E1 難船 

の 航路 を駛 せし 段に 至って は、 身自 から 干 九 百年 前の 昔に 溯り、 パゥロ 自身より 其 實驗談 を 聞く やう 

に 感じた。 彼れ 去りて 後に 地圖を 開き、 使徒 行 傳第廿 七 章を讀 み、 大に 聖書 知識 を增す 所があった。 

クリスチャン カピ テン は此く あらねば ならぬ。 而 して 此 かる 力 ピ テンが 我等の 同志の 内より 起り し 

こと を种に 感謝 せざるを得ない。 


九月 二十 二日 (火) 晴 ：^村醫學士に女子が生れた。 正義の 正の 字 を 取り 正子と 命名した。 正義 

が 跡 を 絶ちた る此 日本 國に 於て、 彼女が 成長す る 頃に は、 それ (正義) が復 たび 榮 ゆるに 至らん こと 

を 祈って である。 

九月 二十 三日 (水) 曇 二 ヶ月 振りに て 東京に 行いた。 不相變 塵と 埃の 都で ある。 都民の 額に は 

悉く 「絕 §1-」 と 印して ある。 彼等 は 孰れ も 「金が 欲しい」 と 叫んで ゐる。 生活に 追 はれて 他人の 事 を 

S ふやうな 餘裕は 少しもない。 まことに 光明の ない 都で ある。 國民は 今に 至って 頻りに 精神 敎 育の 必 

,  どろな は 

要 を 叫ぶ。 然し 今 は 旣に遲 く ある。 今月までに 施して 置くべき であった。 今日 叫ぶ は 「泥 繩」 である- 

九月 二十四日 (木) 曇 雜誌 編輯に て 多忙であった。 秋に なりて 訪問客 多し。 左 近義弼 君より 左 

の 如き 著る しき 書面が 達した。 

昨年 今頃 は 生死の ほど も覺 束な く、 爲に 一 方なら す 御 同情 を 蒙り 候 妻 も 昨年 十  一 ^：^以來全く醫藥を 

魔し 尊ら 自然の 調和 を 喜び 給 ふ 神の愛に すがり 來り 候と ころ、 去る 五月より 健康 恢復、 今 はは や 曾 

て&; かりし 程の 建 康體に 相 成り、 只管 感謝の 外 無 之 候。 同時に 小生 も 耶蘇の 示せし 神の 力 を 今更の 

0  0  0  0  0  0  0  0  0 〇 0  0  C  0 〇 c  C  c  0  0  C- ゥ 0  0  0  - 

如く 感じ、 病 氣とは 卽ち氣 を 病む 迷信に 過ぎざる こと を實驗 いたし、 春 以來， 働いて 疲れす 齢 を 

加へ て衰 へざる を體驗 いたし 居り 候。 靈 よく 肉 を ま 配す る を 甚だ 明かに 覺ぇギ 候。 昨年の 夏 を 思 ひ 

今年の 今 を 喜び、 大兄の 厚意 忘れが たく、 右 妻の 恢復 を 御知らせ 傍 深く 御 禮申上 候。 九月 廿 三日 

左 近 
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人 も 能く 知る 如く 左 近 君 は 迷信に 陷る やうな 人で はない。 批評眼の 鋭い 人であって、 信すべき 充分の 

现由 なくして は 容易に 信ぜざる 人で ある。 然るに 此人 にして 此吿白 を爲す 以上 は、 信す るに 充分の 理 

由が あつたに 相違ない。 何れに しろ、 疾病の 絶滅 は 醫學の 進歩よりも 信仰の 復興に 因る と 思 ふ。 靈の 

働ら き ほど 巧妙なる もの はない。 人の 衷に 未だ 學 者の 想像 だ もせざる 大 能力が 備 つて あると 信す る。 

九月 二十 五日 (金) 雨 近顷 或る 新聞紙に 「思想な き 文藝を 葬れ」 と 題す る 論說の 連載 せられて 

ある を见 た。 R 人が 渐く 此箏に 氣が附 くに 至った 事 を 喜ぶ。 まことに 今日の 日本に 文藝は 有っても 文 

學 はない。 文學は 思想で ある。 思想な き 文學者 は文學 者に 非す して 文藝師 である。 講談師と 異なら ざ 

る 者で ある。 一 百 葉を賣 る 代りに 文字 を寶る 者で ある。 彼等の 問に サ ッ カリ ー、 ヂ ッケン ス 、 ジ ョ ー ジ. 

エリオットの 如き 文 學者は 一 人 もない。 故に 試みに 彼等の 全部が 今日 消失す ると も n 本人 は 何の 損害 

を も 感じない。 彼等の 間に 多くの 背敎 者と 墮落 信者と が 在る。 彼等 は 孰れ も 「遊び人」 である。 筆 を 

執って 起つ 男 者で はない。 責任 を 免 かれ 唯 面， 曰 可笑しく 一  生 を 終らん と 欲する 傾け 者で ある。 日本 國 

を 亡し つ k ある 者 は 多々 あるが、 今の 文士と 新聞記者 とが 其 主なる 者で ある 事 を 疑 ふ 事が 出来ない。 

實に 日本 全 體を觀 て 今や 賴 るに 足る 者に 一 人 も 見當ら ない。 心細い 次第で ある。 然し 全能の 神 は 在し 

給 ふ。 神 は 彼の 善き 聖 3 曰の 故に 此 民に 救 を 施し 給 ふで あらう。 然し 乍ら 救 は 刑罰 を經 すして は 降らな 

いのが 恆 であれば、 悔 改めざる 日本人の 上に、 尙ほ此 上に 刑细の 降る は 止む を 得ないで あらう。 


九月 二十. 一 へ 日 (土) 晴 今や 知識 慾 狂 盛の 時代であって 何人も 大學 者と 成らん と 欲する。 考證又 

考證、 博く 讀み、 萬 事に 通じて 學界に 於け る大權 威た らんと 欲する。 然れ ども 多く 知る 事は必 しも 利 

益で ない、 勿論 幸福の 基で ない。 人 は 多く 知らす して 深く 悟る 事が 出来る。 此 世の 大敎師 と稱 せらる 

る 人 は 大抵 は大學 者でなかった。 學 問の 事に 於て は ソクラテス は 到底 其 弟子の プラト ー 叉 は 弟子の 弟 

子なる ァ リスト ー トルに 及ばなかった。 然れ ども 宇宙人 生 を 解す る 上に 於. て 弟子 等 は 到底 其師 に 及ば 

たかった。 讀 む事必 しも 悟る 事で ない。 讀 ますして 悟る は 讀んで 悟る よりも 遙 かに 善く ある。 我等の 

主ィ H ス キリ スト は メラン タトン 又は カル ビン 叉 は リッチ H ルの やうな 大學 者でなかった。 敢 て無學 

を 獎勵す るので はない。 然れ ども 少しく 讀んで 深く 悟る の途を 取るべき である。 自分 は 昨夜 大學の 或 

る 若き 敎授 と共に 此事を 話した。 

九月 二十 七日 (日) 晴 忙しい nl であった。 朝 は 二百 人餘 り、 午後 は 百 五十人 程の 集會 であった。 

朝 は 「罪の 處分」 と 題して コ & サイ 書 二 章 八 11 五節に 就て 說敎 した。 午後 は耶利 米亞記 研究 第一 囘 

として 其 一章 一節に 就き 「祭司の 子 H レ ミヤ」 と 題して 講じた。 不相變 す 朝は畔 上と、 午後 は 塚 本と 

高 壇 を 共に した。 聖書 を說 くこと は 骨が折れても 困し くない。 困し いきな 事は此 世の 俗事で ある。 親 

類關 係で ある。 結婚 問題、 財 產處分 等に 就き 相談 を 掛けら る i 事で ある。 憐 むべ し此 世の 人 等に は是 

等の 問題 を 除いて 他に 問題がない ので あるから、 いくら 斷 はっても 彼等が 是 等の 問題 を 持 込む の は 無 

理 もない。 彼等に 神 や 天國の 事を說 いても 猫に 小判であって、 彼等 は 何の 興味 を も 感じたい ので ある。 

自分に 取りて は 堪えられぬ 苦痛で あるが、 此罪 の^に 在る 間 は 免 かる X 事が 出来ない。 さう 思 ふて 本 

一九二 五 年  三 ハー 


當の 休み は 墓の 此方に は 無い 事が 益々 明白になる。 

九月 二十 八日 (月) 曇 疲勞と 俗事と にて 何事 を も爲し 得す、 まことに 無益なる 一日であった" 

#- 昨 日より 聖露 の 能力に 就いて 考 へさせられた。 聖靈に 依らす して 信者 は 其 義務 責任 を果す 事が 出來 

ない。 人の 罪を赦 すと いふ 事 は 決して 容易い 事で はない。 赦 さんと 欲して 赦す ことの 出来ない 場合が 

澤 山に 在る。 斯 かる 場合に 於て 聖靈 に赦 さして 戴かなければ ならない。 其 他の 事に 於ても 信者 は聖靈 

に 助けて 戴かす して 信者た るの 生涯 を 送る 事が 出来ない。 本當に 祈る こと さへ 出来ない。 信者の 實際 

生活に 於て 其靈に 於て 聖靈に 宿って 戴く こと 程 大切なる 事 はない。 然るに 信者と 稱 する 大抵の 人 等 は 

斯 かる 事 は 彼等の 到底 考へ 及ばざる こと、 見做し、 唯 偏へ に 目前の 苦痛より 免 かれんと して 居る。 實 

に氣の 毒なる 人 等で ある。 

九月 二十 九日 (火) 雨 傳道師 たる 者が 信者より 金品の 贈 與を受 くる 事の 如何に 惡ぃ 事で あるか 

を 近 に 至り、 ざ々 と 感じた。 是れ 第一 に受 くる 敎師の 爲に惡 い 事で あり、 第二に 贈る 信者の 爲に惡 い 

事で ある。 敎師と 信者との 關係は 「乾燥」 なる を 要す。 英語で 言へば dry たる を 要す。 卽ち兩 者の 間 

に 何の 情實 も蟠ら ざる を 要す。 然ら ざれば 神の 前に 在りて 潔き 交誼 を 結ぶ ことが 出来ない。 今に 至り 

て 此事を 悟りし は 甚だ 遲 しと 雖も、 「過ちて 改む るに 渾 る 勿れ」 であるが 故に、 今日は 取敢す 家の 入 

口の 一一， 一ヶ所に 左の 如き 吿示を 張 出した。 

御^ 物の 機 は 一 切御斷 はり 申 上 候。 


友人 各位  内 村 

實に 官吏が 人民より 贈物 を受 くる 事が 惡 いやう に、 敎師が 信者より 贈物 を受 くる 事 は惡く ある 此事 

に心时 かすして、 「愛の 贈物 を 斥く る は 愛の 道に 非す」 と 思 ひて 之 を 受け 来りし 自分の 不明 を 今に 至 

り 强く感 する 次第で ある。 

九月 三十日 (水) 雨 二三 日來 三位 ー體の 教義に 就て 讀 みつ、 ある。 得る 所 多大で ある。 此は單 

に敎義 でない、 信仰 上の 大事 實 である。 此事實 が 解ら すして 基督 敎は 解らない。 キリストが 神で あれ 

ば こそ 彼に 絕對 的權 能が あり、 彼に 從 はざる は 大罪 惡で あるので ある。 聖靈も 亦 同じで ある。 彼に 宿 

つて 戴か ざれば 光 もな く 愛 もな く 信仰 もない。 三位の 祌 のみが 唯一 の 神卽ち 完全の 神で ある。 今や 基 

督 信者と 稱 する 人 等に して 三位 一 體の 敎義を 一 笑に 附 する 者が 多い が、 其 人 等に 愛な く 熱心な く 永生 

と稱 すべき 生命の 活動な きに 由て、 彼等が 未だ 基督 敎の 何たる 乎 を 解せ ざる 事が 證明 せらる。 近代 人 

の 信 &を忌 嫌 ふ 自分まで が 知らす 識ら すの 間に 彼等の 思想に かぶれ、 基督 敎の此 基礎的 眞理 まで を 等 

閑に する に 至りし は實 に中譯 なき 次第で ある。 

十月 一 日 (木) 晴 昨夜 豪雨、 市の ：2： 外に 被害 多し との 事で ある。 引續き 三位 ー體に 就き 讀み且 

考 へた、 若し キリストが 祌 であるならば 彼 を 裁り 又 篤る は大 なる S 非惡 であらねば ならぬ。 そして 斯か 

る 罪惡を 犯して 酒るべき 刑罰 を 免 かる & 事が 出来ない 害で ある。 ユダヤ 國が 亡びし は 之が 爲め、 羅馬 

帝國が 亡びた の も 之に 原因す ると 言 はざる を 得ない。 そして 日本 國は 其學者 政治家 等に 由て 此罪を 犯 
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さなかった であらう 乎。 彼等 は r ャソ」 を 罵る 事 を 一 種の 快樂 として 感じなかった であらう 乎。 政府 

の 當局者 は 西洋の 物質文明 は (辛って 之 を 輸入したり しも 「ャ ソ」 は 何よりも 之 を 嫌 ひ、 凡ての 手段 を 

盡 して 之 を 排斥 せんと 努めなかった であらう 乎。 若し さうならば 日本 國 にも 大 刑罰が 臨みつ、 あると 

言 ふべき では あるまい 乎。 今日の 此 行詰り は此 刑罰の 一端と 見る が 適 営で は あるまい 乎。 神の 子 を 篤 

厶 <:△<:<:△<:△△△△ 厶厶 厶厶厶 <3<1  AA 厶厶 AAAAA 

り 之 を 斥けし 罪 は實に 恐ろしい 罪で ある。 最大の 不敬罪で ある。 今日の 日本に 取り 最も 重大なる 問題 

である。 

十月 二日 (金) 0 雜誌 校正が 主なる 仕事であった。 主婦の 病氣 未だ 癒えす、 自分が 家事 を 顧る 

の 必要 あり、 爲に 細事に 惱 まされて 碌な 仕事が 出来す 不愉快であった。 

十月 三日 (土) 晴 大體 より 觀 察して 曰 本 傳道は 失敗で あつたと 言 はねば ならぬ。 其點に 於て 朝 

鮮は遙 に 成功であった。 日本 傳道 は亞 細亜傳 道の 絲 口と 見ての み 意味が ある。 日本人 は餘 りに 利口で 

あって 單 純な る 福 昔 を 受納れ 得な い。 余の 聖書 傅 道 の 如き も 日本に 於て 失敗で あつたと 云 ふべき であ 

らう。 近顷 失敗の 實例 を數多 知らされて 穴に でも 入りた くなる 程 辛ら かった。 主よ 此價 値な き 僕を赦 
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し 給へ と 云 ふの みで ある。 基督教 は 日本 を 素通りして 朝鮮に 受けられ、 而 して- 亞細亞 大陸に 及ぶ ので 

<:△<!  厶 <"<"△△△△△△ なかつ V-  △△<" 厶厶 △ 厶厶厶 △<<!  なさけ 

あらう。 此 事に 於て は 日本 は 仲繼の 役目 を 勤めた に 過ぎまい。 まことに 情ない 次第で ある。 

十月 四日 (日) 晴 麗 はしの 秋の 聖日であった。 ニ囘の 集會變 りなし。 引 綾き 入會の 志望者 多し。 


大抵 は斷 はって ゐる。 朝 は キリス ト傳の 綾き として 馬 太 傳サ五 章 一 ral 卅節を 「タラ ン トの譬 話」 と 

題して 講じた。 骨の 折れる 講演であった。 午後 は キリストの 神なる 實證に 就いて 語った。 彼 を 嘲け る 

人 も國も 亡ぶ。 其 事 は 歷史が 充分に 證明 する 所で ある。 日本 今日の 危險 は玆に 在る と 語った。 午後の 

集會に 男女の 高級 學生百 四 五十 名 を 見る は 愉快で ある。 帝 大生 は 十四 五名に して 重に 理科で あると 云 

ふ。 前に は 殆んど 同 數の醫 科が あつたが 今 は 大抵 卒業して 其 信仰 を 維持して 居る。 自分の 大嫌 ひな 文 

科と 法科と は 今 は 一 人 も 居ない らしい。 其 他慶應 あり、 早稻田 あり、 其 他の 大學も 大抵 代表 せらる、 

が 如し。 先づ以 つて 善き 事で あらう。 

十月 五日 (月) 晴 小 W を 貰った。 彼の 習性 を 見る が 犬なる 感興で ある。 彼 は 生れて 五 週日に て 

殆んど 完全に 「犬の 生涯」 aog.-life を營 む。 彼 は 一 日に て 共 主人 を 知りて 之に 倚る。 其點に 於て 人 問 

の 子供よりも 善く ある。 近代 人よりも 遙に 善く ある。 

十月 六日 (火) 曇 平凡の 一 日であった。 百科全書に 「敎會 歷史」 の 長 篤を讀 み、 今更ら ながら 

に 其 爭鬪、 排擠、 アナテマの 歷史 なる に 驚いた。 敎會歷 おは 決して 信仰 を勸 める 爲の讀 物で ない。 敎 

# 歷史が 若し 基督 敎歷史 であるならば、 基督 敎は 信す るに 足りない 宗敎 である。 然し 眞の 基督 敎は敎 

會の 外に 在る。 其 歷史に 載らない 人の 內に數 多の 眞の 信者が あつたに 相違ない。 願 ふ 我 も 亦敎會 歷史 

に 載らざる 信^と して 存 らんこと を。 縦し 叉 不幸に して 載らざる を 得ないならば、 異端 論者、 敎會の 

敵と して 布らん こと を。 如何 見ても 敎會は 脈な 者で ある。 
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十月 七日 (水) 曇 ト.^ 號の 校正 を 終った。 

十月 八日 (木) 0 珍ら しく も =! 本 基督教 八 1- の 牧師 二人の 訪問 を 受けた。 其 一人 は 仙 臺の获 原 信 

行 ll;^ であって、 其 他の 一人 は 東京 牛 込 敎會の 田 島 進 君であった。 兩君 共に 自分と 同じく 上 州 人で ある 

が 故に 安心して 談 する ことが 出来て 偸 快であった。 久 振りに て 基督 敎界 の現狀 にっき、 自分の 知ら ざ 

りし 事 を？ 山に 聞いた 0 

十月 九日 (金) 雨 梅雨 以上の 憂 なる 日であった。 洽 かも 口 本 今日の 社會狀 態の 如く、 何處を 

見ても 光明 を認 むる 能 はざる 天氣 である。 机上 一 i 昔の 光に 接する 外に、 社會 何れの 方面に も 希望と 歡 

喜と に 見當ら ない。 

十月 十日 (土) 雨 帝 H ホテルに 熊 本の リデル 孃を 訪問した。 七十 歳の 英 H 老婦 人で ある。 其 一 

生； ffi を 日本 痴病 者の 爲に獻 げらる。 晝 食の 饗 應に與 り、 二 時間に 涉 りて 信仰、 慈善、 殊に 二十 萬の 日 

本 ま 病 者の 救 清に 就て 語った。 日本人 屮 彼女の 偉大なる 計畫に 同情す る 者の 甚だ 尠 きを 聞いて 氣の毒 

に 感じた。 英圃に は 今や 一 人の 痴患 者な きに 日本に は 一 一十 萬 以上 あると 云 ふ。 實に 國辱此 上な しで あ 

る. - 一 等國の 面目 何處に 在り やと 問 はれて 返す 一一 K 薬がない。 日本の 政治家に して 目 を此に 注ぐ 者 は 一 

人 もない。 癞 病の 根絶に 熟 中せ ざる 國は 文明 國の名 を 冠 せらる、 の 資格がない。 願 ふ 我が 同志の 內ょ 

り此 事業に 一 生を獻 ぐる 者の 起らん こと を。 


十月 十 I 曰 (曰) 半晴 兩囘の 集 會に變 りなし。 午前 はへ ブル 管 一章 十 節に 依り 「完全と 苦難」 

と題して.：^.-敎した。 午後はュ レミャ記ー章ニ、 三 節、 エレ ミヤの 時代に 就て 講じた。 日曜日 丈け は此 

世の 賊な 問題 を 離れ、 永遠の 福 昔に 就て 語る ことが 出来て 幸福で ある。 此日畔 上 は 宇都 宫へ 行きて 講 

演し、 塚 本と 自分と で 柏木の 高 壇 を 守った。 天氣 晴れ、 久 振りに て 靑天を 仰ぐ を 得て 樂 しき 聖日で あ 

つた。 

十月 十二 日 (月) 晴 雜誌 十月 號第 三百 三 號を發 送した。 發 行部數 一  〇〇。 其 内 本社より 郵便 

に 託し 直接に 讀 者に 宛 發 送す る部數 一六 一九、 內 東京 市外 一 八 四 部、 市內 一 六 七 部、 長野縣  一 一二 部- 

北海道 九 一 一部、 大阪市 七三 部、 神 奈川縣 七 一 部、 朝鮮 六 ra 部 等で ある。 最も 少きは 福 井縣の 五部、 石 

川縣の 一部で ある。 束 京市內 書店への 配達が 一三 五 〇 部、 地方 書店へ 三 四 八 部で ある。 外國行 直接 發 

途 二八 七 部。 夫れ ゃ是れ にて 三 四 ヶ月に て 全部 賫 切れる のが 普通で ある。 非 基督 敎國に 於け る 基督 敎 

雜 誌の 成績と して は 好 良と 稱 せざるを得ない。 

十月 十三 日 (火) 半晴 舊き敎 友 靑木義 雄 君 を 見舞 ひ、 其 不幸 を 慰め、 助く る爲 に、 栃木 縣氏家 

町 挟 間 田へ 行いた。 那 須野ケ 原の 一 端であって 其 秋色に 愛すべき ものが あった。 主として 此 世の 事に 

就て 相談 を 受けた。 彼 も 亦 今日まで 幾 囘か此 世の 事に 就て 我等 を 助けて 吳れ たれば、 4マ 囘 自分が 同じ 

事に 就て 彼 を 助く る は當然 である。 久 振りに て靜 かなる 村落に 在りて 靜 かなる 一 夜 を 過した。 
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十月 十四日 (水) 晴 秋の 田の 刈 穩の問 を 巡行した。 天晴れて 那須 嶽の遙 かに 煙 を 吐く あたり は 

璺 がいた やうな 眺望であった。 十二時 宇都 宮に來 り、 用事 を濟 ませ、 夕暮頃 利根 川 鐵橋を 渡り、 八 時 

頃 柏木に 歸 つた" 車中 皇后陛下の 御 近詠な りと 承 はる 左の 一 首 を 幾！！ となく 拜 匪し 奉り、 感激の 淚を 

禁じ 得なかった。  、 

異國 のい かなる- 敎 入り 来る も 

とかす はやが て 大御國 ぶり。 

實に 御大 作と 稱し 奉らざる を 得ない。 斯 かる 偉大なる 皇后陛下 を 日本 國に賜 はりし こと を 神に 感謝せ 

ざる を 得ない。 實に 陛下の 仰せ 通りで ある。 基督 敎も 日本に 入り 来りて 西洋人の 宗敎 として は 存らな 

い。 必すゃ 日本人の とかす (消化す る) 所と なり、 「大 御國 ぶり」 を發 揮す るで あらう。 然り旣 に 幾 

分な りと 發 揮したり と 信す る。 まことに 有難き 次第で ある。 

十月 十五 日 (木) 晴 世界 並に 日本の 惡 しき 點 のみ 見え、 不倫 快なる 一 日であった。 病氣の 多き 

に 驚く。  {冰 として 病人の なき は殆ん どない。 友人 相會 すれば 談話の 大部分 は 病氣の 話しで ある。 病氣 

と不 景氣、 €： も 外も眞 暗で ある。 其 上に 道德は 根柢より 崩れ、 人 は 何れも 溺れん として 浮 草 を 摑む狀 

態で ある。 唯一 つ キリスト 再臨の 希望の 我等 を 慰む る あり。 是れ なくして 人生 は 絶望で ある。 然るに 

引接き 米國 より 異端の 數々 の 入來る あり、 クリスチャン • サイ ヤン ス の 如きた しかに 其 一 である。 恐 

ろしい 時代で ある。 


十月 十六 日 (金) 晴 終日 講堂に 在りて 倒いた。 大工に 命じ 預 Iw 寺に 柱 一本 を 加へ た。 それが 爲 

に 寺が 非常に 强く なり 非常に 偸 快であった。 東京の 大工 は 外見 を 貴び 斯 かる 事に 就て 容易に 余の 言 を 

用 ひない。 然れ ども 余 は 見えよりも 强 きを 重す るが 故に 今囘强 いて 余の 考を實 行せ しめた。 其 結果と 

して 見え を 多く 損する 事な くして 大に强 さ を增す ことが 出来た。 見え か强 さか、 見え を 尊ぶ は 獨り東 

京の 大工に 限らない、 貴顯、 紳士、 政治家、 貴婦人 は 勿論の こと、 今日の 日本人の 百 人中 九十 九 人 は 

悉く 見え 坊 である。 故に 彼等と 余との 意見の 衝突 は 免 かれない。 幸に して 預言 寺 は 余の 監督の 下に 在 

るが 故に、 余の 意見が 行 はれて 愉快で ある。 日本 國 はさう は 行かない。 

十月 十七 日 (土) 雨 久 振りに て 以西 結 書 を讀み 、厳かなる 感に打 たれた。 やはり 度々 讀 むべき 

は 預言 書で ある。 

H ホバ 我に 一一 一一 n ひ 給 ひける は、 人の子よ、 汝 彼等 を 恐る \ 勿れ、 叉 彼等の 一 百 を 恐る、 勿れ。 ：：： 汝 

は 蠍の 中に 住むな り …… 汝は 我が 一一 百 を 彼等に 語るべし、 彼等が 聽 くも 聽 かざる も 語るべし、 彼等 

は 悖れる 族な り。 

此 決心 を 以て 世に 臨む にあら ざれば 預言 職 は 勤まらない。 世が 我 一一 目 を 聽く聽 かざる は 問題で ない。 只 

神の 一一 百を傳 ふれば 足る。 偉大なる 哉。 

十月 十八 日 (日) 曇 今朝 は 左の 英語の 讚美歌 を 口にしながら」 化 を 出た。 
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讚美歌 第二 百 三十 八 第三 節の 原文で ある。 此の 肉の 衣を脫 楽て、 天に q?: りて 永久の 褒美に 與 かると 云 

ふ 一 句で ある。 基督 信者に 此 喜ばしき 希望が ある。 是れ あるが 故に 此 世の 苦痛が 苦にならぬ のみなら 

す 却って 喜びと して 感ぜら る k ので ある。 此 世より 我等 を逐 ひやる 爲の 苦痛で ある。 苦痛な くして 此 

世が 餘 りに 善き 所と なりて、 我等 は 永久に 此 處に滯 まりて、 天に 昇り 行かん と 欲しない であらう。 此 

肉の 衣を晚 ぎす て& 天に 界り 行く 日の 嬉し さよ。 〇 集會變 りなし。 午後の 靑 年の 集り も滿 員に 成りつ 

つ ある。 

十月 十九 日 (月) 半晴 丸 に 行き、 瑞西國 考古學 者 ドクトル . ガィャ ー (Gllyel.) 著メソ ボタ 

ミ ャ 旅行記 My  Journey  down  the  Tigris を 3a- ひ來 り、 非常の イン テレ ス トを以 て 其 初めの 百 頁 を 

讀ん だ。 ァ プラハ ムゃ ヤコ ブが 住んだ 地方に 關 する 記述であって、 我が 信仰の 故鄕 を^ぶ の感が あつ 

た。 殊に 囘々 敎 徒に 由て 征服 せられし 以前の 亜細亜 土 耳 古の、 一時 は 基^ 敎が 旺盛 を 極めし 地方で あ 

つて、 今尙ほ 到る 慮に 其 古 踏 を 見る との 記事 を讀 み、 儀式と空論とを以て支ぇられし^：仰の終に此運 

人 叩に 陷ら ざる を 得ざる を 知り、 感慨の 念に 堪 へなかった。 

十月 二十日 (火) 晴 昨日に 引 緩き ドクトル. ガイ ャ ー と共に メソ ボタ ミヤ を 旅行した。 今日は 

クル. チ スタンの 都ヂャ ペッカ ー を Ig 察し、 後に 筏に 乘 つて チ グリス 河 を 降った。 兩 岸の 風景 を 賞し、 


古 踏 を 尋ね、 を 下り、 途中 大雨に 會ひ、 沿岸 穴居の 村 家に 難 を 避け、 村民の 常習 を 究め、 アツ シ 

リャの 北境 ジャ ジラ ー に 到って 止まった。 實に與 味に 充ち たる 旅行であった。 柏木の 書齋に 在り、 旅 

行 記と 地 11 とを以 つて 爲 せる 安 愤 なる 旅行であった" 

十月 二十 一日 (水) 晴 麗 はしき 菊花 香 はしき 秋の 日であった。 『ガリ ラャの 道』 の 初版 一千 部 

が賣れ 切れたり との 報吿 を、 其 a-H 版 書店なる 警醒 社より 受取った。 廣吿は 成るべく 控 へろ、 新聞 雜誌 

の 批評 は 一 切 謝絶せ よとの 命令の 下に 發 行せられ し 此の 書の 賣行 きとして は 上々 吉々 と稱 せざる を 得 

ない。 今の 新聞紙に は 成る たけ 世話に 成りたくない。 成るべく 其 紙面に 廣 吿を爲 したくない。 只 著書 

其 物の 價 彼に 由ての み寶 りたい。 何年 か、 つても 構 はない。 現に 『研究 第二 之 十 年』 の 如き、 初版 二 

千 部 を 出版 後 五 年 を 經て渐 くさつ と賣盡 した。 廣吿 で賫る やうな 書籍 は 出版せ ざる を 可とする。 

十月 二十 二日 (木) 曇 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 引 續き舊 約^書の 研究に 大 なる 興味 を覺 えた。 

新ら しく 採險の 界が發 見され たやう に 感じた。 今や 我が イン テレス ト はザグ 51 ス 山脈 以西、 地中海 

までの、 今より 二 千 五 百年 前の、 文明 世 の歷 5^ に 於て 在る。 舊 いやう で實は 新ら しい 歷史 である。 

我が 今日に 關係 最も 深き S 史 である。 

十月 二十 三日 (金) 半晴 持 地 夫人 獨逸 察 を 終へ て歸 朝し、 多くの 興味 ある 實見 談を齎 して 訪 

問せられ た。 獨 逸が 大々 的 速度 を 以て 设 興しつ、 ある を 閜 いて 非常に 嬉しかった。 何れに しろ ル ー テ 
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ルの顾 である。 之が 此 31 亡びて 了 ふ 害 はない。 必す やより 善き 獨逸 となりて 復興し、 再び 全人 類を覺 

醒 する であらう。 殊に 叉 自分が 彼國 有識 階級の 中に 多くの 知己 を 有する と閜 いて 有難かった。 H ナ市 

に 於て は、 敎授 クリス トリ ー ブの 如き 人まで が 自分 を 記憶して 吳れ たと 聞いて 非常の 名譽に 感じた。 

クリス トリ I ブ 夫人 は 其父莉 ドン ドルフ 君の 作に 成る ル ー テル 銅像の 原型の 美事なる 寫眞を 持 地 夫人 

に 託して 遙 々送って 吳れ た。 返へ すがへ す も 名譽の 至りで ある。 獨 逸の 惡 事に 就て は 今日まで 澤 山に 

聞かされ たが、 今日は 自 から 獨 逸人の-; 庭に 入り、 服自 から 其 實狀を 探りし 日本 婦人より 獨 逸の 善事 

に 就て 多く 聞かされ、 會 心の 至りであった。 戰 收は獨 逸に 取り 大恩 惠 であった。 宗敎 改革 は 再び 彼國 

より 始まる であらう。 此日 午後 三時より 聖書 講堂に 於いて 紫 書 研究 補助 講演 を爲 した。 路加 傳 十九 や：：： 十 

十 一 節 以下の 金の 譬を 馬太傳 二十 五 章に 於け る 銀の 譬と 比較して 語った。 來會者 八十 人 あり、 氣 持の 

好きき 合であった。 量 を 同う せる 少量の 金 は 全般的の 恩 惠を表 はし、 量 を 異にせる 多量の 銀 は 特殊 的 

恩惠を 示し、 一 一つの 譬は 相似て 叉 相 異なる 譬 である こと を 述べた。 

十月 二十四日 (土) 曇 屮： 來 事の 多い 日であった。 朝は雜 誌の 原稿 を携 へ、 久々 振りに て 市ケ谷 

> ^英舍 の 印刷工 場を訪 うた。 其大々 的 發展に 驚いた。 斯 かる 大工 場に 我が 研究 誌の 如き 小 雑誌の 印刷 

を 託する は 甚だ 氣の 毒で ある やうに 感じた。 雑誌 『キング』 の 新年 猇を 印刷し つ. - ある を 見た。 某し 

て 「大雜 誌」 である。 大工 場は斯 かる 「大雜 誌」 がなければ 立 行かぬ ので あらう。 然し …… 然し …… 

である。 今より 四百 五十 年 前に グ I テ ン ブル グが 初めて 印刷機 を發 明した の は 主として 聖書 を 印刷す 

る めであった。 それが 今や 聖書なら ぬ 商品 雜 誌の 印刷に 主力 を 注ぐ に 至って、 發明 者の 意志 は 全く 


破られた ので ある。 敢て 商品 雜誌を 羨む ので はない。 印刷機の 發 達の 必 しも 國家 人類 を ハ、 i す る ものに 

あらざる を 云 ふので ある。 M にしろ 秀英舍 威 を喊呼 せざるを得ない。 〇 今に 至って 所々 方々 より： 級 

說の 依賴が ある。 何れも 思が けなき 所より である。 日本人 は 最早 自分 を 國 賊叉 は危險 人物と して 見な 

いと 見える。 自分の 意志が 終に 國 民に 通じた ので あらう 乎、 不思議で ある。 但し 依 親に は應 じない 接 

りで ある。 〇 富 士見町 敎會員 某が 我が 架 書 研究 會の會 員に して n- ハ、 れと巾 込んだ。 自分 は 彼に 彼の 屬す 

る敎會 に忠實 なれと 論して 彼 を 返へ した。 我等 は 敎會員 は 成るべく 人會 せしめざる やうに 努めて 居る _ 

敎 會は此 事に 就て 安心して. H- なりで ある。 只敎會 の會員 が 彼等 を 去って、 余輩の 如き 常に 敎 z% に嫌は 

る 、者に 敎を乞 ふに 至らざる やうに 敎會に 努めて 赏 ひたい。 〇 大 なる 與味を 以て 瑞 西の 考古學 者 S  . 

ガイ ャ —氏 著 チグリ ス 河 降下 記 を讀み 終つ た。 アツ シリャ 學硏究 の爲の 好资料 である。 

十月 二十 五日 (日) 半晴 不 相變樂 しき 加お 日であった。 朝夕 共に 三百 人 以上の 來會 者が あった。 

兩囘 共に 充實 せる、 緊張せ る集會 であった。 社^ や 敎會の 小 問題 を 離れ、 書の 示す 卞宙 人生の 大問 

韪に 就て 語る は 非常に 樂 しく ある。 


十月 二十 六日 (月) 晴 明治神宮 外苑 ^ に 日本 靑年會 館 竣成し、 其 間 館 式へ 招かれ たれば 謹んで 

出席した。 建築の 莊大 なる に 驚いた。 仍し式 は 非常に 貧弱であった。 總现大 ぼ、 內務 大臣， 文部大臣 

め 祝辭に 一 も 敬服すべき 者が なく、 唯 通り 一 遍の 當らす 障らす の祝辭 であって、 其.？： に^の 大 思想 乂 
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は獨 創の 意見の 昆屮 I すべき 者がなかった。 是 では 折角 大龠館 は 成った もの. -、 天下の 青年 を 指導す る 

に 足る の 人物 はない と 見受けた。 大 講堂 は 劇場 式 であって 神聖なる 講演 を爲す に は 全く 不適 當 である。 

自分 は 八/日の 日本に 於て 其 靑年を 指導す るに 足る 人物 は 一 人 もない と 信す る。 憐 むべき は 日本 靑 年で 

ある。 式 終って 後に 立食の 蟹 應に與 り、 二三の 餘興を 見、 軍： き 心を懷 いて 家に 歸 つた。 再び 斯 かる 場 

所に は？^ 席し ない 事に 定めた。 

十月 二十 七日 (火) 晴 昨日 見た 俗吏 俗人の 姿が 服に 殘り 甚だ 不愉快であった。 殊に 堪 へられな 

かった の は 基督 敎の 敎師が 俗吏に 化した 者の 姿であった。 今日は 終日 聖書 を 研究し、 我が 心靈 の淸淨 

を 計った〕 預言者の 言の 一節 を讀 むは、 大臣と か 市長と か 云 ふ 人達の 千萬言 を聽 くよりも 遙に 有益で 

ある。 ケ： W の 日本に 在りて は 自分の 如き 者 は 外に 出る こと を廢 し、 家に 在りて 孤獨を 守る ことの 必要 

くべ からざる 事 を 益々 に感 する。 今の 人 は、 官吏 商人 は 勿論の こと、 牧師宜 敎師に 至る まで、 

人 を 見れば 必す 自己の 事業 を 助けし めんと する。 彼等に 他 を 助けん と 欲する の雜录 もなければ 餘裕も 

. ^い。 資に惠 まれざる 人達で ある。 

十月 二十 八日 「水) 晴 思 ひ 掛けな き 所に 行き、 - 思 ひ 掛けた き 人達に 對し、 思 ひ 掛けな き 感話を 

述べた。 H 木の fK 地が ー變 したやう に 感じた。 基督 敎の 敎師を 國贼と 見し は 遠き 過去の 事と なった。 

余 が 人， H 5：! す を 許さ れし事 を 公け に するならば 日本 全國 が 驚く で あらう。 若し 余の 肉の 父が 此事を 聞 

き し な ら ば 如，： E ばかり 喜んだ であらう。 何れに し ろ： = 本國萬 歳と 稱せ ざ る を 得な い 。 


十月 二十 九日 (木) 曇 昨日 は 鬼 を も 挫ぐ 多數の 人達に 話した るに 對し、 今日は 纖 弱き 少 數の婦 

人會に 臨み、 彼等と 信仰の 實験談 を 交換した。 昨はシ ベリ ャの 朔風に 身 を 刺さる、 やうな 緊張 を覺ぇ 

しに 引換へ、 今 はセィ B ン嶋の t 吸 風に 額を拂 はる、 やうに 感じた。 昨は大 なる 名譽 であって、 今は少 

しく 恥 かしかった。 然し 二者 何れの 場合に 於て も 誠實有 の 俊を語 る ま で ぁ る。 

十月 三十日 (金) 暴 n  二三 日來の 活動に て 今日は 大分に 疲れ、 原稿 ニ牧 書きし 外 は： S 事 を も爲し 

得なかった。 歩兵 第 一 聯隊 將校團 より 「御 禮」 として 金 一 封 を 受けた。 未だ 會て此 かる 所より 此 かる 

謝禮を 受けた 事 はない。 武士の 家と して 名 * の 至りで ある。 依て 封の 儘 之 を 先代 宜之 君の 寫眞の 前に 

供へ、 在天の 彼の 靈に 奉告した。 彼が 生きて 居たならば さぞ かし 喜んだ 事で あらう と 思うた。 謝禮の 

半分 は 之 を 帝 國在鄕 軍人 會淀橋 町分會 基本 金の 內へ 寄附し、 半分 は 感謝して 自分が 戴いた。 生涯に 唯 

の ー囘 なりと 雖も 武士の 家に 生れし 自分が 軍隊の 爲に盡 す ことが m 來て 感謝の 至りで ある〕 我家 も 我 

妻の { 求 も 代々 の 武士で ある。 故に 縱令 今や 平和の 福音 の宜傳 者の 職に 在りと 雖も 武士の 魂 は 失 はない 

積り である。 若し 日本の 軍人が 此上 とも 更らに 我等 を 使って 吳れ るなら ば 我等 は 如何に 幸 幅で あるで 

あらう。 

十月 三十 一日 (土) 晴 我家の 新來者 ^ 村； 止 子の 上に 聖書 講堂に 於て 祝福 を 祈った〕 此は 彼女の 

宫參 りであって 自分 は 彼女の 額に 手を按 いて ィ H ス キリ ストの 御 父なる 眞の 神の 御惠 みの 彼女の 一 生 

一九二 五 年  二. V 五 


を 通う して U 'らんこと を 祈った。 忍へば 長い 旅路で ある U 彼女が 自分の 歳まで 生きる として 長い 長い 

旅路で ある。 其 危險を 思うて 老 いたる 者 は 幼け なき 者の 爲に 熱き 祈り を 捧げざる を 得ない〕 

十一月 I 日 (日) 雨 兩 ：！ の 3% 會に變 りなし。 朝 は 「大 悲劇の 序幕」 と 題して 馬 太 傳± "六 章 一 ー 

五節 を 講じ、 午後 は 「修養」 の 何たる 乎に 就て 述べた。 一同 元 氣庇盛 天下に 敵な しの 慨 があった。 此 

京 市内 錢道 貫通し 心からの 祝意 を 表した。 

十一月 二日 (月) 雨 泥濘 を 冒して バビロンの 東京 市に 行いた。 一人の 大 i^^ifi を 伴ひ歸 つた。 そ 

れは 新刊の ゲ デス、 トムソン 雨 先生の 著 『生物 學』 であった。 量に 於て は 小 著述で あるが 質に 於て は 

大 著述で ある。 大 先生に あら ざれば 書く 能 はざる 書で ある。 其 第一章が 旣に大 論文であって 亦 大說敎 

である。 西洋に は斯 かる 大科學 者が あると 思 ふと 羨ましい〕 生物 學に 於て 大.： 于 -W 解 釋の爲 の餘を 探ら 

やみ 

んと 欲する の 試みで ある。 多分 最も 正確なる 解釋 法で あらう。 厭味 多き 神學 よりも 遙 かに 健全で ある。 

サ 右し 世の 宗 敎.； ^が 度々 斯 かる 書に 由て 其腦と 心と を 潔め るなら ば、 惟り 彼等 自身 の 幸福の みで はない 

と 思 ふ。 

十一月 三日 (火) 晴 引續き 終日 ゲ.. テス、 トムソンの 兩敎援 に 生物 學に 就て 敎 へられた" 五十 年 

前の 昔に 歸り學 生に 成った 心 持が する。 鳥類 學、 魚類 學、 昆蟲學 等、 何れも 非常に 面， H く ある。 リン 

ネ ー、 キュビ Hl、 ォ I ェン 等の 名の 如何に 懷 かしきよ。 彼等 は 眞现閱 明に 熟 心であって、 カル ビン、 


ゴ マラスの 如く 敎敵 を燒 殺さなかった。 IK 然へ 行けよ、 敎會 と祌學 とに 行く 勿れで ある。 詩人 ホヰッ 

トマ ンは 「蛙 は 神の：^ み 給 ふ 食物で ある」 と 云うた が、 實に 深く 娃を 研究した 丈け で、 大神學 系統 を 

荐んだ 以上の 光明に 接する。 時には 『聖書 之 研究』 を變 へて 『天然 之 研究』 と 成した くなる。 

十一月 四日 (水) 晴 校正刷 を 待て ども 来らす、 其 間に 引續き 生物 學を 讀ん だ。 近代に 於け る 其 

の 著しき 進歩に 驚いた。 宗敎 と道德 とは舊 きを 尊ぶ が、 天然 科學は 新しき を 善しと する。 殊に 細胞 學 

の 功 緩 を 賞 讚す る。 生命の 秘密 は 細胞に 於て ある。 而 かも 尙ほ 生命の 本源 を 突 止めた る學者 はない。 

十 I 月 五日 (木) 晴 雜 誌の 校正 を 終り たれば 全日 を 秋の 遊行に 費した。 埼玉縣 秩父鄕 に 行いた。 

東京より 熊 谷を經 て、 汽車と 電車と にて 四時 問に て 達する。 思 ひしよりも 遙 かに 善き 所で ある。 荒 川 

上流の 盆地に して、 土地 は沃 え、 物產裕 かに、 -i^ は 勤勉に して、 傅 道 地と して 持って来いの 場所で あ 

る U 全 生 を斯 かる 山 問の 鄉 里に 費したならば 必す效 rai^ の擧る 事で あると 思 ふ。 歸途 長瀞に 下車し、 

其 名勝 を 探り、 夜に 入りて 柏木に 歸 つた。 自分に は 風景よりも 人 と 物産が 面 C く ある。 一 日の 有益 

なる a 平 旅行であった。 

十 I 月 六日 (金) 晴 塞くな つた。 昨日の 遠足に て 少しく 疲れた。 聖書 は 以西 結 書の 第二 卜 一章 

を 研究した。 来客と して は 日本 基督 敎會の 牧師 一 人と、 北海道より 来りし 老婦 人 一 人と に 接した。 自 

分の 如き 者は此 世の 事に 口を出せば 必す 損失 を 招く に 定まって 居る こと を 切 實に感 する。 天1;を§1^-*み.. 
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純眞 理を究 むる より 他に 自分の 爲し 得る 事 はない。 近代 人 は盡く 自分の 敵な りと 見て 間違がない。 宗 

良 親王の 歌が 度々 臂に 上る。 

諷訪 のうみ や 氷 を 渡る 人の 叱 も 

祌し 守らば 危 からめ や。 

其危 きこと に 於て は 明治 大正の 日 木の 社會は 建武延 元の それに 異ら ない。 然り遙 かに 其れ 以上で ある。 

然れ ども 神 護り 給へば 我 身 は 安し である。 

十 I 月 七日 (土) 晴 秋の 櫻なる 山茶花が き、 讀書 執筆に 最も 適した る 時節で ある。 昨日 來原 

稿 十六 枚 書いた。 若い 時の やうに は 書け ない が 然し 書くべき 材料の 盡 きない 事 を 感謝す る。 悪い 事 は 

来ないで はない が 最惡は 来ない。 重荷 は 凡て 神に 分檐 して 戴く が 故に 檐 ふに 易く ある。 〇 基督 敎會並 

に 其の 他の 基督 敎的 團體は 依然として 我等 無效き 信者 を 不信者 扱 ひに しつ k ある。 我等 は 勿論 彼等に 

信者 扱 ひに して 貰 ひたく はない。 只怪 評に 堪 へざる は 彼等が 我： 無敎會 信者の 援助 を 求む る ことに 少 

しも 遠慮し ない 事で ある。 彼等 は 必要と あれば 臆面もなく 我等より 寄附 金 を 仰ぐ、 而 して 受 くる や 否 

や 薩 に 廻て 我等 を惡 口す る。 彼等 は 我等 を畿 りつ k ある 間に、 必要の 場合に は 我等の 內の或 者 をして 

其 高 擅に 立ちて 其 運動 を 助けし める。 彼等が 若し 我等 を 不信者 視 するならば 何故に 我等と 關係を 絶た 

ざる 乎。 我等より 兑れば 彼等 は 日本人ら しくない。 墮 落せる 近代の 米國 人に 傚 ふ 者であって、 信義 を 

知らす 誠實 をも辩 へざる 者で ある。 我等 は 彼等が 少しく 日本人ら しく 行 はんこと を笔 む。 


十 一 月 八日 (日) 晴 集會變 りなし。 朝 は 「目の 向け 方」 と 題し 說敎 し、 午後 は耶利 米- 亞記 第一 

章 十 一 節 以下 を 講じた。 聽 衆に 預ー K 書 を 解ら せんと 欲して 隨 分に 骨が折れた。 先づ以 つて 相 變らす 幸 

ひなる 樂 しき 聖日であった。 

十 一 月 九日 (月) 晴 朝より 夜まで 有益に 費した。 組合 敎會の 或る 有力なる 敎師が 我が 敎 友の 一 

人に 語りし と 云 ふを閜 くに、 「內 村と 云 ふ 人 は- 冉臨 問題と か對米 問題と か 云 ふ人氣 問題 を捉 へて 騷玄 

きょ ものし 

る 際物 師 である」 と。 或は さう 乎 も 知らない。 然れ ども 自分が 我 画の 基督 敎會 の敎師 達に 就て 解し 得 

ざる 事 は、 彼等が 排日 法に 由て 日本が 米 國に辱 か しめられし 事に 就 て^に 憤慨せ ざる 事で ある。 是れ 

自分の みならす 自分の 知る 誠實 なる 米國 人が 不思議に 思 ふ 所で ある。 彼等の 內の 一 人の 如き は (彼 は 

日本 在留の 宜敎師 である) 自分に 告げて 曰うた 「何故 日本人 は此 事に 就て 怒らない ので ある 乎。 若し 

西 鄉大久 保が 生きて 居たならば、 日本 は 米 國に對 し 直に 國交 を斷 絶し、 戰 爭を辭 さないで あらう」 と 。- 

露 國ゃ獨 逸に 對し國 民と 共に 憤慨 を 表せし 是 等の 敎師達 は 米 國に對 して は 至って 平靜 である。 殊に 注 

意すべき は 彼等が 非常に 「日本的 基督 敎」 と 云ふ言 葉 を 嫌 ふ である。 彼等 は 頻りに 某 督敎は 世界的 

であって 日本的であって はならない と 云 ふ。 然るに 彼等の 敎師 たり 扶持 者た る歐 米の 基督 信者 等 は 非 

常に 國家 的で あり 愛國 的で ある。 彼等 は 英國的 基督 敎 又は 米 國的 基督 敎を唱 へて 誇りと する。 多分 全 

^界の 基督 信者の 中に 日本の 基督 敎會の 敎師達 程 「廣 い」 基督 信者 はないで あらう。 余輩が 際物 師で 

ある 乎 否 乎 は 別問題と して、 余輩の 注文と して は 余輩 は 日本の 基督 敎の 敎師 達が いま 少し 日本 を 愛し， 

其 名 譽の爲 に 計つ て 貰 ひたいの である。 
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十 一 月 十日 (火) 晴 雜誌十  一 H 號を發 送した。 多くの 訪問者が あった。 彼等に 由て、 {尔 に 在り 

て 外界の 多くの 事 を 知らせられる。 ^構で ある。 

十一月 十一 日 (水) 雨 終 原稿 書きに 從 事した。 訪問客 は 少女が 一 人あった のみで ある。 ベ ン 

を 執って 側 く^にの み I 非 を 犯さす、 最も 幸： i である。 

十一月 十二 日 (木) 半晴 少しば かりの 私用 を辨 じた 外に 3： も爲 さなかった。 fS 洋歷史 を 讀んで 

强く感 する は 國と國 との 問に 信義の 缺 けたる じある。 西洋人の 國家的 關係は 利益の 一事に 由て 支配 ■ 

せらる。 其點に 於て 西洋 諸國の 政府 は 純然たる 商館で ある。 そして 此 忌むべき 精神が 基督 敎會 にまで 

波及し、 其 所謂 勢力 範 圍 を爭 ふに 方て は 敎會は 政府と 其 取る 途を 共に する。 西洋人の 敎會に 在りて は 

信仰 は つても 信義 はない。 彼等 は 他の 敎會 を仆 さんと 欲し、 又 其 仆れる を 見て 喜ぶ。 敎會の 事に 於 

て は 彼等 は 純然たる 帝 w 主義者で ある。 そして 此 忌むべき 嫌 ふべき 精祌が 彼等が 送りし 敎師に 由て 

我！： にも 植附 けられた ので ある。 信義 缺乏 の點に 於て は 日本の 基督 敎界は 不信者 社會 よりも 惡 しく あ 

る 0 善良なる 日本人が * 督敎を 嫌 ふ は無现 でない。 余の 知る 日本人で、 基督 敎會に 人り てより、 彼等 

が不信者でぁりし時ょりも逸に惡しき人に成りし^！^が幾人もぁる。 西洋の 基督 敎會は 異邦に 傅 道して 

許 多の 地獄の 子供 を 作りつ k あると 思 ふ。 


十一月 十三 日 (金) 雨 ^^たきぃゃなョでぁった。 日曜講演の準備を爲した外に天然科學の復習 

を爲 した。 原生動物 學が 殊に 面白かった。 夜、 敎友 高山 鉢 吾 君の 結婚式に 屮 I 席した" 其 處に靑 山女 學 

院 校長 ミス . スプ 口 ー ルスと 隣席し、 共同の 友人 故 監督 ハリスに 就て 談じ、 懷 |« の感に 堪えなかった" 

十 一 月.！ "四日 (土) 晴 昨夜 雨 霄れ、 歷 はしき 小春日和であった。 半日 邸内の 勞 働に 從 事した。 

力 ナリヤ 鳥の 籠を转 へて やった 所、 久しく 沈默を 守りし 彼が 直に 囀り 屮：； して 嬉しかった。 境遇の 改善 

が斯 くも 生物の 行狀に 著る しき 感化 を 及ぼす を 見て 驚いた。 幸！ i 增 進の 途 として 境遇 改善 を 怠って は 

ならない 事に 氣附 いた。 何事 も 良き 學問 である。 

十 I 月 十五 日 (日) 晴 好き 安息 n" であった。 兩囘の 集 會に變 りなし、 朝 はや X 敎會 らしく、 午 

後 は 靑年會 である。 朝 は 「離 叛の 端緒」 と 題し 馬太傳 i= 六 章 六 11 三 節 を 講じ、 午後 は 「生物 學の敎 

訓」 に 就て 話した。 畔上は 朝、 塚 本 は 午後 助けて 吳 れた。 一週 一度の 祭日で ある。 秋の n に 讚美の 聲 

高く 四隣に 響き渡り、 それ.^ けで も 善き 傳道 であると 思 ふ。 

十 一 月 十. j 八日 (月) 晴 大阪 永康堂 東京 支店 開始 第二 十 年 紀に當 り 日本 橋 lEi;^ 勢 町の 店に 於て 記 

念 感謝 會を ^ いた。 店主年井家は人も知る如く^^書研究社初期ょりの後桉者でぁる。 同家の 同情 あり 

しが 爲に 我等 は 八.' n までに どれ 程援 けられた 乎 知らない。 -水廣 堂の 繁昌 は 多くの 點に 於て 研究社の 繁 

榮 である。 神が 如此 き忠實 なる 善き 友人 を 我等の 爲に 起し 給 ひし 事 を 感謝す る。 而 して 叉 彼が 此店を 
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惠み給 ひて、 其の 4/= の 繁 311： を昆 るに ら し め給ひ し^^を感謝する。 S れ 我等に 取り 小なる^ ではな 

、 0 

十一月 十七 日 (火) 半晴 敎友古 我貞周 君と 共に 栃木 縣 ii ハか郡 熱 田 村 挾 に 行いた。！ 11 々の必 

要 上、 彼 地に 於て 田地 一 町歩 を 名義 上 自分の 屬と爲 さねば なら なくなり 玆に 生れて 初めて 地主と なつ 

た〕 名 春-と IS はん 乎、 恥辱と IS はん 乎。 依て 其 s: 隅に 「I： 村 平 w」 と 一？^" せる 標杭を 打 込み、 友人 立 合 

の 前にて 簡 i 単なる 獻 W 式 を 行った。 

天に 在ます 神様、 玆に貴 神が 造り 給 ひし 此 土地 を 贵祌 に獻げ 奉ります、 之 を 貴 神の 有と して 守り 聖 

め 給へ、 そして 之と 共に 此 村と 共 民と を 逢め 給へ、 又 私供が 之 を 自分の 爲に用 ひる ことなくして、 

ほ 称の 御 榮を揚 ぐる 爲に使 ふやう 私供 を き 給へ。 ィ H ス キリストの 聖名 に^り 受け 納れ 給へ、 ァ 

—  メン リ 

斯くて 鬼 怒 川の 北岸、 那 須野ケ 一お の 南端に 於て、 東 卜 五 間、 南北 六十 五^の 十； 地が： 大地の 造 主な 

る H ホバ の 神の 聖名を 以て 稱 へられる に 至った。 夜 卜 時 柏木に 歸 つた。 

十 一 月 十八 日 (水) 曇 ^^;み：《働ぃた」 ^山に 原稿 を 書いた。 新聞紙に 現 はれた る H 本に 一 とし 

て 善き 事 はない。 然し 乍ら キリストと 其 幅 昔と は 全部 善く ある。 そして 此 善き 事が ありて >  他の 察 は 

凡て 悪く あると も- 希 に滿 ちて 此^ を 渡る 事が 出来る リ 


十 一 月 十九 日 (木) 晴 新聞紙に 左の 記事 を讀 んだリ 

文部省 は 思想 善導 策の 一端と して 倫理 學、 宗敎學 方面の 施設 擴張 方針に 基き 來 年度に おいて 東京、 

京都 雨 帝國大 學文學 部に 該 講座の 增^  (東京 帝 大に宗 敎學、 倫理 學、 京都 帝 大に宗 敎學) を 計る こ 

とに 決定し 實施 する 段 取 だが、 次年度に おいて 一 暦擴 充を圖 り、 これに 依って 思想 善導に 任すべき 

人物 を 養成す ると。 

どろな は 

之れ を稱 して 「泥 繩」 と 一ぶ ふ。 の 思想が 惡 化した から、 今より 帝 國大學 に 宗敎學 の 講座 を 設け、 

之に 依って 思想 善導 に 住す ベ き 人物 を 養成す る と 云 ふ。 我 國の文 部當局 は宗敎 の 何たる、 其 感化 の 如 

何に 行 はる、、 信仰 養成の 何たる、 其れ 等の 事に 就て は 全く 無知で あると 見える。 八：' より 三十 五 年 前 

に 余輩が 宗敎々 育の 必要 を唱 へし 時に、 余輩 を 國賊呼 はりせ し 人 等が 今 は 文敎の 首腦に 成り たれば と 

て 宗敎學 科 設置の 必要 を唱 ふると は 不思議で ある" 然し 乍ら 西洋の 諺に 「善 を爲 すに 遲ぃ時 は 無い」 

と 謂 ふから 行って 見る が 可い と 思 ふ。 

十一月 二十日 (金) 晴 午後 逢 書 講堂に 於て 持 地 夫人の 獨逸 視察 談 があった。 來會 者-お 名 近く、 

過半 は^ 人であった。 戰後獨 逸の 婦人 並に. 冢 庭に 關し、 我等に 取り 多く は 全く 耳新しき 事 實を澤 山に 

傳 へられ、 一同の 大 なる 感謝 义 喜びであった。 是 では 獨逸は 大丈夫で あるとの 感が 起った。 戰 爭で受 

けた 打撃 は 日本の 方が 獨 逸よりも 遙に 多い と 云 はざる を 得ない。 戰 (サに 由て 日本 は 傲 かば かりの 金 を 

得て、 靈魂を 失 ひ、 獨逸は 其反對 に、 此^の 凡て を 失って、 新たに 靈魂を 得た。 羡 ましき は 反って 獨 

逸で ある。 
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十一月 二十 一日 、土) 半晴 大 なる インチ レスト を 以て 以 g: 結^の，； 仪 ^：: を 緩け つ、 ある。 舊ぃ W 

言が 新しい 意味 を 以て 我心 を 動かす。 其 宇宙 的 感化の 下に 在る 11 に、 此 I の 小人 達が 小なる 自己の 利 

害 問題 を^ら して 我 許を訪 ふ。 彼等に 一口 者の 言 を 以て 答 ふれば 彼等 は 唯 驚いて 歸 つて 1!；： く。  H レミ 

ャゃ H ゼキヱ ルは 今の 日本に は餘 りに 偉大であって、 彼等に は 到底 解らない。 然し 乍ら 日本 全 國に誤 

解 されても、 少しな りと も 預言者の 心 を 解し 得る 方が 遙に 幸で ある。 預 一一： 一" お H ゼキ H ル の 如き 大人物 

は u 本國の 上下 を 通う して、 八？' 日の 所 一 人 も 兄 常らない 事 は 何よりも 明かで ある。 

十 一 月 二十 二日 (日) 晴 歷 はしき 秋の 日であった。 朝夕の 集 會に變 りなし。 唯 會員は 引繽き 

增す 一方で ある。 朝 は 殆ど 滿員、 午後 も 亦 遠から す滿： HG; に 達する であらう。 百 五十人 程の 男女 靑 年の 

紐に 預言者 H レ ミヤに 就て 話す は 自分まで を 若返らす の效 力が ある。 

十 一 月 二十 三日 (月) 晴 疲勞の 曜 3 である。 新嘗 祭の 休日なる が 故に 訪問客 多く、 色々 と此 

^の 事に 就き 相談 を 掛けられ、 其 返答に 疲れたる 頭を惱 ました。 其 問に 雜誌 編輯 を爲 した。 自分に 取 

り 聖書の 大 問題 を 取扱 ふ は 休養であって、 此^の 小 問題に 携 はる は 慎 愤 である。 然 かし. む を 得ない" 

此 世に 在る 間 は 此の 厭な 小 問題より 免 かる \ 事 は 出来ない。 月曜日 丈け は 休まして K ひたく  W 心へ ども、 

此 世の 問題に 一 生 懸命なる 彼等に 此 註文 を 爲す は無现 である。 生きたい 生みたい の 此^の？^ 中に 卷込 

まる K ，の 如何に 苦しい 事で あるよ。 此： n 屮國邊 の 組合 敎會 所屬の 或る 婦人より 左の 如き 書面が 達し 

た。 


… … 今月の 誌上に も 輝く 珠 玉の あまた ござい ますこ と は 勿體な い 程 有りが たく 拜讀 いたしつ、 あり 

ます。 其內 「水 を 化へ て」 のと ころ 誠に 意味 ふべき 御言 葉と つくづく 拜讀 いたしまして 度々 くり か 

へし 拜 見いた しました。 靜 かなる 人の 目に 立ざる 生活の いかに ゆかしき 限りで ありませ. う。 「神 偕 

に」 のみに て滿 足す る 幸 幅、 あ、 感謝に 溢れます 云々。 

其 教師に は 際物 師 として 嫌 はれ、 其 平信徒より は 感謝の 辭を 送らる。 組合 敎會は 悉く 我が 敵で ない 事 

を 神に 感謝す る。 

十一月 二十四日 (火) 曇 生れて 二 ヶ月め に 赤ん坊が 歸 つて 來た。 我家に 嬰 兄の 聲を 聞く は 1  口ん 

ど 三十 年 振りで ある。 まことに 陽氣な ものである。 希 §W を 奏づる 音 樂と云 はう 乎。 全家の 注意が 此 5;^ 

き 小さき 人の 上に 注がる。 「小さき 童子に 導かれ」 である。 嬰兒の 世に出る は 神の 子た ると 人の子た 

ると に 係 はら す大 な る 奇跡 で あって 其 意味深長 で あ る 。 

十一月 二十 五日 (水) 曇 雜誌 十二月 號の 編輯 を 終った。 之で 先づ 大正 十 §1 年度の 雜誌も 滞りな 

く 出來た 次第で ある。 庭の 秋酣 なり。 楓は眞 紅に 紅葉し、 紅 2 の 山茶花 は滿 問、 其 に 夏の 最後の 薔 

薇と 冬の 最初の 椿と が 交りて 春に も擾 さる 賑 かさで ある。 家 は 至って 靜か である。 の 若者 は 海外に 

留學 して 不在、 老夫 51 留守 を 守る。 同居の 甥と 姪と は晝は 家に 在る こと 掛 し。 唯 昨日 赤ん坊が 其 母と 

共に 歸 りたれば 〔氷 は^に 賑 かにな り、 今日は それ (赤ん坊) が實 際の 主人公と 成った。 舊 車夫の 昔吉 

は 預言 寺 を 守り、 { 灰附 きの 女屮 一 人と 派出婦 一 人と が臺 所と 玄關と を 守る。 動物 は 古參の n 鴻ロ ー ラ 
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相變ら す元氣 である。 カナリャ^！^は晴大を离んで囀り、 新来の 小狗パ 。は旣 に 幾分な り」」 夜警の 任務 

を盡 す。 づ 以て 平和の 家族と 稱 して 可から う。 毎 金曜日の 夜に 家庭の 祈 禱會が 開かれる U  id ハ 時に 主 

從 老幼の 差^な く、 一  室に 會し、 神 を 讚美し、 架 書 を對讀 し、 祈 禱を捧 ぐ。 是れ ありて 一 家の 淸 潔と 

厳 肅と溫 情と が 維持 せらる C  一  {豕 平安の * 礎 は 其 祈 禱會に 在る。 キリストの 崇められざる 家庭に 眞の 

幸 .1 は 無い。 我等 は 家庭 を 作って 以來此 神聖なる 義務 を 怠った こと はない。 我等 は义 食前に 感謝の 祈 

禱を捧 ぐる。 我等の 内、 誰も 感謝せ すして 箸 を 取上げない。 斯うして 始めし 食事に 不平 は 起らない。 

主が 之 を 宰り給 ふからで ある。 歳 は 祈禱を 以て 始まり 祈禱を 以て 終る。 全然 無意味なる H とて は  一 口 

もない。 何 か 善き 事を爲 し、 善き 事を學 ぶ。 神、 我等 を 守り 導き 給 ふが 故に。 

而 して 私に は此 外に 信仰的 大家族が ある。 それ は 数千 人の 本誌の 讀 者であって、 私 は 毎日 彼等の 爲 

に 祈る。 私 は 毎：：；： 私の 最善 を 彼等に 與 へんと 努力す る。 彼等 在る が 故に 私 は此， に 在りて 强く ある。 

彼 ゆに 行く も 淋しく たい。 歳末に 際し、 祌の 最大の 恩 惠の此 大家族の 上に 降らん を 祈る。 

十一月 二十 六日 (木) 曇 以西 結 書 三十 三 章 を讀ん だ。 偉大なる 章で ある。 H ゼキ H ルの 場合に 

於て は 預言者が 1- の 番人であった。 「人の子よ、 我れ 汝を 立て イスラ H ル の 家の 守 望 者 (番人) とな 

い i し  むつ ケ. 

す、 汝、 我が 口より 一一 百 を 聞き、 我に 代りて 彼等 を 整むべし」 と (七 節 )o 辛ら い 困し い 役目で ある。 

そ-」 て此 役目 を務 むる 者 は より 如 3： なる 极ひ を受 くる 乎と 云 ふに 實に 左の 如くで あると 云 ふ。 

人の子よ、 汝の 尺の 人々、 坦の 下、 9- の 門に て 汝の事 を 論じ (評し〕 互に 語 合 ひ *  々その 兄弟 


に 言 ふ、 いざ 我等 如何なる 言の エホバより 出る かを聽 かんと。 彼等：Ii^の藥會の如くに汝に來り、 

我 の 如くに 汝の： に 坐して 汝の言 を 聞かん、 然 かれ ども 之 を 行 はじ。 彼等 は 口に 悅ば しき 所の 

事を爲 し、 其 心 は 利に 走るな り。 彼等に は 汝は悅 ばし き 歌、 美 はしき 聲、 美く 奏る 者の 如し。 彼 

等 は 汝の言 を 聞かん、 然れど 之 を 行 はざる ベ し。 

眞の預 一一 一一 口 者の 運命 は に如此 し。 彼の 思想と 熱心と は悅 ばれる、 然れ ども 行 はれない U 彼は悅 ばし き 

歌、 美 はしき や 賢と して 极 はる、 然れ ども 若し 曾の 實行を 以て：： に 迫らん 乎、 彼 は 彼等の 嫌ひ且 斥く る 

所と なる。 昔の 預言者に 對し 同情な き 能 はすであった。 〇 午後 バ ビ C ン に 行き、 在外の 灰 人に クリ ス 

マ ス の 祝賀 を 送った。 

十 I 月 二十 七日 (金) 晴 臺 湾 井上 之 助 君の 訪問 あり、 生蕃 傳 道に 就き 相談 を 受けた。 邦人 屮 

に此 事業に 對し 同情の 甚だ 尠 きを 聞いて 悲ん だ。 此 事業 も 亦 外 W 人の 執る 所と なる であらう。 n 本人 

の. s: には恭 人の 靈魂を 救 ふと 云 ふが 如き 事業に 心を倾 くる 者 は 滅多に無い。 情けない 事で ある。 〇 女 

英學 塾の ra 年生 一 一人が 聖書 研究 會に 人れ て 吳れと 云 ふて 來た。 自分 は 彼等に 告げて 曰うた、 r 货女 

方 は 基督 敎は 如何なる 敎 である 乎 御 承知です 乎。 基督 敎は 深刻な 宗敎 です。 人 を 其 根本より 改造せ す 

ば みません。 第一 に 貴女 方 各自が 神の 前に- sS 人で あると 云 ふ 事を敎 へます。 叉 若し 賁 女方が 本當に 

基督教が 解って 信者に 成った とすれ は、 貴女 方 は 必す此 不信の ゆより 澤 山の 迫害 を 受けます。 貴女 方 

に其覺 悟が あります か」 と。 斯く云 ひて 彼等に- 冉考を 促して 歸 へした。 自分 は 彼等に 善き 事を爲 した 

と 思 ふ。 容易く 入れる は 却つ て 彼等 を禍に 導く の途 であると： ti する。 
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十一月 二十 八日 (土) 曇 有名なる M ハ 端的 某 督 傅の 著者 スト ラウスの 小 傅を讀 み、 彼に 對し 深き 

,  ，、るし め 

同 を じ 得なかった。 何故に 西洋の 基督 敎會が 彼の 如き 正直なる 學者を 終生 齊迫 たか、 自分に は 解 

し ない。 彼の 所謂 「異端」 にも 一 面の 大眞理 が ある。 そして 其 眞理は 今に 到る も 死せ す、 彼の 感化 

も 亦 絶えない。 恐る るに 足らざる 者 は敎會 の反對 である。 我等 は眞理 に忠實 にして、 敎 の 存在 を 眼 

屮に W れす して 進むべき である。 〇 今 LH も 亦 自分 の 著書に 對し澤 山の 註文が あった。 實 に- 个 思議で ある。 

廣吿 を爲 さす、 敎 身に は 全體に 憎まる るに 係 はらす、 著書の 註文の 5^ えな いのは 實に 不思議つ： J ある。 

其點に 於て 自分 は スト ラウスより も遙 に 幸福 である。 敎會 は 彼 を齊迫 めしやう に 自分 を 宵 迫め る こと 

が出來 ない。 

十 一 月 二十 九日 (日) 晴 朝 は- it 太 二十 六 章、 馬 可 十 ra: 章 等に 依り 「最後の晩餐」 に 就て 講じた。 

？ 1 题が 大き 過ぎて 滿 足に 語り 得なかった。 午後 は 「f£- 氣の 必要」 に 就て 述べた。 聽 衆の 熱心なる に對 

して 我が 熱心の 足らざる を恥ぢ る。 或 時 は バウ n と 同じく 「他の 人を敎 へ て自 から 棄ら れんこと を 恐 

る」。 コ リント 前書 九隶ー 一 七 節。 

十 I 月 三十日 (月) 晴 赤ん坊が 一家 注意の 的で ある。 その 辜な き 顔に 我等 は； 大國を 見、 キリス 

トを拜 し；： ゆる。 に 我等 は 赤ん坊に 成らなければ- 大國に 人る ことが 出来ない。 赤ん坊 は 人類 最大の 敎 

.師 である。 祌は斷 えす 赤ん坊 を 骨に 送りて 其 ％ 落 を 4- め 給 ふ。 赤ん坊の 絶 ゆる 時に 世 は眞喑 1!.,; である 0 


^の 如何なる 大敎師 も 赤ん坊に 代りて 人を敎 ゆる ことが 出来ない。 久 振りに て 赤ん坊 を 我家に 迎 へて 

大 光明の 新たに 我等の 問に 臨みし こと を認 むる。 

十二月 I 日 (火) 晴 靜 かなる 一 日であった。 聖書の 研究、 普通 知識の 攝取、 原稿 書き、 校正 等 

平日の 通り。 祌の 恩惠に 依り、 全然 無益に 過す 口と て は 一 日 もない。 何 か 一 っ位ゐ 善き 事を爲 す。 斯 

くて 平凡の 日 は實は 有效の 日で ある。 幸 ひなる 事で ある。 

+  二月 二日 (水) 晴 雜 誌の 校正が 重なる 仕事であった。 相 變らす 苦しい 仕事で ある。 自分の 書 

いた 者 を 一 一度 も 三度 も讀 むので あって、 此んな 一 i な 仕事 はない。 然し 記者が 困し まなければ 讀者は 益 

を 得ない。 讀者 をして 諝 むに 成るべく 容易なら しめんと して 努力す るので ある。 それが 爲に 老^ を甚 

く 困し める ので ある。 . ^む を 得ない。 他の 事で はない、 キリストの 福音の 傳播 である。 それが 爲に縱 

し^は^^れ、 手 は て も 惜しく はない。 三十 年 以上 も 校正に 從 事して 倦 きないの は 是れ又 不思議で あ 

る。 

十二月 三日 (木) *lw 朝早くより 學び 且つ 働いた。 預言者 エゼキエルの 救 扬觀に 就て 讀み 非常に 

ュ ろ 

感じた。 路加 傳ニ章 三 四 節に 就て 考 へさせられた。 「此 嬰兒は イスラ H ルの 多くの 人の 類 びん 事と 與 

しるし 

らん 事との 號に 立ら るべ し」 と ある。 ィ H スが 世に 顯 はれ 給 ひしが 故に 多くの 人が 顔び たとの 事で あ 

る。 不思議で あるが 事實 である。 其 如く 我等 も 亦 眞劍に 福音 を說 いて、 其れが 爲に 多くの 人が 額び る 
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は 止む を 得ない。 福音 は 興す 能力で ある 而已 ならす 亦 額す 能力で ある。 此事を 思 ふて 堪 へられぬ 程悲 

しくなる。 然し 乍ら 事實 なる を 如何せん C 一度 福音 を 受けて、 其れが 爲に顏 びた 者の 多くあった 事 は 

AAAAAAAAAAAAAAAA 

惟り 俾道師 の 扉で はない。 福 昔 其 物に 此活 殺 力が あるので ある。 

十二月 四日 (金) 晴 朝 ui 川 御殿山に 原六郞 氏を訪 ひ、 家族と 共に ヨブ 記 第 十九 章を讀 み、 祈禱 

を 共に し、 後に 氏の 實歷談 を 聞き、 甚だ 有益であった。 氏 は舊き 日本人の 好き タイプで ある。 彼に 由 

りて 橫濱 正金銀行が 長大 足の 進歩 を爲 し、 其 他の 多くの 產 業が 起り し は 故な きに 非す。 氏 は 理財家で 

あるより は 寧し ろ 志士で ある。 青年時代に 伍 馬の 池 田 草庵に 就き、 陽 明 學を學 びて 志 を 起したり と 云 

ふ。 曾て 借りし ことなく、 貸せし ことなく、 貸さ 5^ る を 得 ざり し 場合に は與 へしと 云 ふ。 まことに 理 

財 家の 好 模範で ある。 來年は 八十 ra 歳であって 自分よりも 十九 歳の 年長者で ある。 今や 聖書の 熟讀に 

餘念 なし。 時々 氏 を 訪れて 慰安 を頒っ 次第で ある。 

十二月 五日 (土) 晴 秀英 舍に勞 侧爭議 起り、 印 綱 を 中止し、 雜 誌の 發 行に 差支え、 困難す る。 

勞働 爭議に 直接に 災 ひせられし は今囘 が 初めて^ ある。 恐ろしい 者で ある。 但し 時代 病と して 免 かる 

る 事が 出来ない。 我慢す るまで ある。 〇 女子高 等 師範 學校 生徒に して 聖書 研究 會の會 員た る 者の 感 

話 親睦 會を 開いた。 總數 十八 人、 一 人 も らす 出席した〕 宗教に は 全然 冷淡なる 官立 學 校より 斯 くも 

比 at 的に 多數の 信者 並に 求道者の 屮 Z る は 不思議で ある。 令 後 毎月 一 囘此會 を 問く ことに 定めた。 徐々 

ながら も 日本に キリ ス トの幅 音 は 行渡りつつ ある。 〇 久 振りに て瑞 西國ッ ー リツ ヒ巿フ ン チケル 氏よ 


り 書面 あり、 歐 洲に设 たび 宗敎 改革の 起らん としつつ ある 兆 ある を 傅へ、 非常に 嬉しかった。 少壯神 

學者 バルト、 ブルン ネル、 ツル ネ ー セン、 ゴ ガル テン 等に 由り て 新 福音 主義が 唱 へられ、 中歐 の宗敎 

界 を風縻 しつつ あると 云 ふ。 實に會 心の 至りで ある。 歐洲 はや はり 人類 文化の 中心で ある。 信仰の 世 

界的 復興 も亦此 所に 起らざる を 得ない。 大 感謝で ある。 

十二月 六日 (日) 晴 集會變 りなし。 午前 は 「不幸の 轉用」 と 題して 說敎 し、 午後 は 耶利米 亜記 

第一 一章 を 講じた。 日本 及び 日本人に 取り 福音の 必耍を 益々 切 實に感 する。 是れ 有りて 滅亡の 心配な し. 

是れ なくして 危險き はまる。 今日 も元氣 よく 一 ー囘高 壇に 立つ 事が 出来て 感謝で ある。 

十二月 七日 (月) 晴 印刷 職工の 同盟 罷ェ にて 雜 誌の 校正 来らす、 氣が やきもき する も 致 方な し" 

是も 近代 文明の 一 面と 思 ひて 諦 むる 外 はない。 町 は 皇孫 殿下の 御 誕生に て賑 ひ、 我家 も 孫 女の 笑 額に 

て賑 ふ。 天下 同慶、 上下 偕樂 である。 

十二月 八日 (火) 晴 印刷所の 休止 は 我が 活動の 休止で ある。 斯 かる 休止 を餘 儀な くせられ たの 

は 生れて 今度が 初めてぐ ある。 勞働 爭議の 如何に 恐ろしき 者なる 乎が 熟々 感じられる" 罪 は 相 方 孰れ 

に 在る 乎 知ら ざれ ども、 爭議を 起した 者の の 甚だ 重い 事 を 認めざる を 得ない。 今日 もべ ンを 執る の 

元氣 なく、 久 振りに て 友人 訪問に 出かけた。 
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十二月 九日 (水) 晴 手頸が 痛み ベンが 執れた くな つた。 當分 原稿 書き を 止める 事に した。 書い 

て も 書いても 刖 に效果 が擧ら ないやう に 見える。 如かす此際書くことを.i^めて他に意を轉するにはと 

思 ふ ことがある。 或 人 は歐洲 旅行 を勸 める。 或る 他の 人 は 日本 文 を棄て k 英文 を 以て 世界に 訴へ よと 

忠吿 する。 何れで も 宜しい。 斃れ るまで 何 か 働く。 語るべき、 書くべき 事 は 唯一 つ、 神の 子の 福音 そ 

れ である。 人が 何と 云 はう と 自分に は此事 丈け は 止める 事が 出来ない。 


十二月 十日 (木) 晴 キリストの 無い 生涯 は歡 喜の 無い 熱心の 無い、 つまらない 生涯で ある。 そ 

の 最も 成功せ る 者と 雖も 生きる の 甲斐な き 生涯で ある。 そして 日本人 多數の 生涯 は、 此の 氣の拔 けた 

る、 「希 なき 神な き」 生涯で ある。 斯 かる 人た ちの 内に 在りて 消えぬ 希 §1^: を 懐いて 一 生 を 送る は 非 

常に 困難で ある。 此 冷たき 社會 に接觸 して 我等 はたぐ 愛 熟 を 奪 はる & のみで ある。 まことに 不快なる 

事で ある。  . 

十二月 十一 日 (金) 晴 ジョン. スキン ネル 著 『以西 結 書 講 解』 を 再讀し 了った。 ra 九九 貝の 大 

著述で ある。 其 第 一 讀了は 一 九 〇〇 年 十一 一月 九日と 記して あれば 今より 丁度 滿ー 一十 五 年 前であって 本 

誌發刊 常時の 事であった。 今日 之 を 再讀し 了って 自分の 知識 も 信仰 も 稍々 進歩した 事が 判って 嬸 しか 

つた。 今日と 雖 も精讀 する 充分の 價値 ある 書で ある。 豫言 研究に は 逸すべからざる 良書で ある。 〇 印 

刷 職工の 勞倒 爭議が 解決し、 今日は 校正刷り を 受取り 嬉しかった。 十二月 號の發 行が 八 九日 遲れ るで 

あらう が、 それ 以上に 損害 を 蒙る ことなくして 濟ん だの は 幸で ある。 


十二月 十二 日 (土) 晴 引 緩き 讀 書の 好 時節で ある。 空 は 星を现 くに 好く、 天文 熱の 復興 を 促し、 

一 昨日 來 大分に 天文 書 を^ 讀 した。 相 變らす 非常に 面白く ある。 然し 與 味の 中心 は 家の 赤ん坊に 於て 

ある。 星と 彼女と を咏み 合せて 左の 如き 者が 出来た。 

神の 座の 平和の 星 は 地に 下りて 

柏の 里に 花と.， 咲きけ り。 

彼女が 最善の 友人で ある。 其 次ぎ は鸚 鶴の ラと小 狗のパ 口と である。 彼等に 慰められつ k 聖書と- 

天文と 哲學 とを讀 む。 興味が 一 曆 深く ある。 

十二月 十三 日 (日) 晴 相變ら す充實 せる 聖日であった。 朝 は 馬 太 傳廿六 章に 依り r ゲッセ マネ 

の 苦禱」 に 就て 語った。 問題が 餘 りに 嚴肅な るので 自分 も 過度に 緊張せ ざる を 得なかった。 主の 御 導. 

きに. m り 其 要點を 語り 得たり と 思 ひ 感謝であった。 自分 も 弟子に 裏切らる \ 辛ら き 經驗を 持たせられ 

し 事と て、 此 問題に 就き 自信 を 以て 語る ことが 出来て 幸 ひであった。 哥林多 後書 一章 ra 節に 所謂 r キ 

リストの 苦」 を實驗 した 事の 無い 者に は ゲッセ マネの 苦闘の 意味 は 決して 解らない。 午後 は 「聖書と _ 

星座」 と 題し、 星の 供す る 敎訓に 就て 述べた。 朝の 緊張 を 幾分な りと も 緩和す る 爲に斯 かる 題 を 選ぶ 

の 必要が あった。 

十二月 十四日 (月) 晴 昨日 午後の 集會に 於て 星 を 見る の聖 快に 就て 語りし 所 、今日 聽 衆の 一人 
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の 姉妹より 左の 如き 反響が あった。 

前略、 今日 先生 の 御 講話 を 伺 つ て 歸宅後 夜 八 時頃戶 棚の 隅に 押 込ん で 澄き し 星座 早見表 を 取 出し 母 

と 友人と 三人で オラ イオン、 昴 宿、 アンド ロメ ダ、 牛、 ドラゴン 等 を 見ました。 オラ イオン 座の コ I 

星の H  メラ ルドの 樣な 光に はすつ かり 魅せられて 仕舞 ひました。 大犬 は折惡 しく 未だ 出て 來 なかつ 

たので 殘 念に 思 ひ 部屋に 歸 つて 居ります 屮に、 ふと 時計 を 見る と 九 時 十五 分な ので、 今度 はと 表に 

飛 出しました 所、 向则の 遠くの 家の 家 根の 上に 燦然と して 輝き 出した 其の 姿を發 見した 時の 嬉し さ、 

思 はす 快哉 を 叫んで 躍り 上りました。 右 御 報告まで。 日曜 夜。 

此は 何人 に も 無代 惯で 疲らる i 快樂で ある。 此快樂 を棄て 劇場 に 高價 有害 の 快 樂を買 ふ 人達の 愚か さ 

よ〕 


十二月 十五 日 (火) 曇 若い 學士 達の 生涯 並に 事業に 就 きむづかしい 相談に 與 つた。 彼等の 先輩 

として 之を辭 退す る 事が 屮 I 來 ない。 彼等の 爲に 最善 を盡 すまで f ある。 赏 際の 所、 多くの 人達に 先生 

と 呼ばる. -事は 決して 幸福なる 事ば かりで はない。 其 内に 多くの 面倒なる 問題が 起り、 その 處 分に 就 

て ii からす 苦心す る。 唯賴 るべき は 神 御 一方で ある。 萬 事 を 彼に 委ね まつりて 心 は 平安なる を 得る。 

〇 夜 塚 本 指導の 下に 行 はる K 柏木 聖書 研究 會靑年 有志の 希隨語 研究 會を 參觀 した" 會凰ー 一十 人餘 り、 

一 同の 熱心 を 喜んだ。 聖書 研究 も此 まで 進まなければ 面白くない。 

十二月 七 六日 (水) 晴 大 たる イン テレス トを 以て 世界的 權 威なる 米國の 古生物 學者 ヘン リ ー , 


ォ ス ボ ルンの 故 ブ ライアンの 進化論 反駁に 對 する 反駁 論 を讀ん だ。 之 を 題して 『地が ブライアンに 語 

る』 と稱 す。 此 事に 就て は 自分 はォス ボルンの 贊成 者であって ブライアンの 反對 者で ある。 ブ ライア 

ン が 進化論 を 基督 敎 の 敵で あるかの 如くに 見た の は大 なる 誤 護 である。 ォス ボルン 氏 自身が 敬虔な る 

基督 信者で ある。 其他ァ ー サ ー • トムソン 氏の 如き、 ロイド • モルガン 氏の 如き 大生 物舉 者に して 進 

化 論と 共に 基督 敎を 信す る 人 は gl くない。 今日の 進化論 はス ペン サ ー、 ハックス レ ー 時代の それと は 

大分に 里 (ふ。 今や 進化論と 基 将敎と を 同時に 信す る は 少しも 困難で ない。 造化の 方法と 見れば 至って 

簡 短で ある。 自分 は 常に 唱 へて 言 ふ、 Cod  worketh  evolutionally  (神 は 進化 的に 働き 給 ふ) と。 自 

分 は米國 基督 信者の 所謂 Fundamentalist でない 事 を吿. E する。 

十二月 十七 日 (木) 晴 十二月 號の 印刷 漸く 成り、 今日 發 送した。 例月より 一週 §1 遲れ た。 然し 

休刊 を 免 かれて 感謝で ある。 〇 叉 復野ロ 幽香 女史の 依賴に 由り、 午後 二 時より 二葉 幼稚園に 於て 華族 

の 奥さん 嬢さん 方に 對 して 說敎 した。 ョ ハ ネ傳 ra 章に 由り サ マリヤの 婦がィ H スに救 はれし 順序に 就 

て 語った。 卽ち 彼女 は 其 罪 を 指摘され て 靈と眞 を 以て 拜 すべき 神を覺 るに 至りし 事 を 述べた。 上流の 

人々 と雖も 各自の 罪 を 認めす して M 〈の 祌を識 る こと は 出来ない。 令 日 も 亦 我 國の贵 族の 內に 立派な 基 

督 信者の 在る こと を 示されて 感謝であった。 〇 夜 は 當淀橋 町 內字成 子 活動 寫眞 富士館 に 於て、 舊朝報 

i じ 

社 時代よりの 友人 斯波 貞吉 君の 衆議院議員 選擧演 說會に 出席し、 憲政 會所屬 代議士 數 名の 問に 交りて 

一場の 演說を 試みた。 斯 かる 演說は 自分に 取り 生れて 初めての 經驗 であって、 自分な がらに 最も 不似 

合で ある 事 を 感づいた。 然し 乍ら 斯波 君が 候補者に 立つ 場合に は 自分 は 君の 人格 保證 人と して 高 擅に 
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登るべし と は 十 數年來 君に 口約した 事で あれば、 今度 其 約^ を充 たした 次第で ある。 代議士 諸氏 は滔 

滔と 憲政 會の 政策 を 述べ、 殊に 反 對黨の 政友會 並に 政 友 本黨を 攻撃す る こと 峻烈であった。 反 對黨を ■ 

斯 くも 攻撃す るに あら ざれば 代議士に なれぬ 乎と 思へば、 自分の 如き は 到底 それに なれぬ 事が 一 歷明 

,u になった。 帽子 を 被り 卷 煙草 を 樊 いながら 聽く聽 衆に 對し 多く 語るべき Is^ なきが 故に、 僅々 二十 分 

にして 壇 を 降った。 然し 友人に 對し 長い間の 約束 を充 たして、 其れ丈け は 偸 快であった。 

十二月 十八 日 (金) 曇 寒風 强し。 昨 曰の 二 同の 演說 にて 大分に 疲れた。 自分の 仕事 を 離れて 他 • 

人の 仕事に 携 はりて、 得る 所は疲 勞と此 世に 關 する 知識と である。 昨夜の 政談 演說會 に 代議士 達が 帽 

子 を 被り 卷 煙草 を 吹かしながら 聽 いて ゐる 酒屋の 主人 や 車屋の 親方 等に 向 ひ 「贊 明なる 有襥者 諸君」 

，こ 言 ひて 敬意 を 表せし を 思 ひ 出し、 今日は 自分の 仕事に 從 事しながら 獨り 心の中に てクス ク スと 笑つ 

た。 此は 自分に は 到底 爲す能 はざる 業であって、 自分が 政治家に 成り 得ざる 现由 である。 

十二月 十九 日 (土) 晴 寒氣引 綾き 强し。 叉 设選擧 運動に 引出されて 迷惑 至極であった。 然し 黨 

1^ 极 性の 何たる 乎 を 知る に は 無二の 好機 會 であった。 自分に 選擧 事務所に 在りて 選舉 人に 一 々挨拶せ 

よとの 事であった。 友人 當 選の 爲とは 云へ 之に は少々 閉口した。 然し 生涯に 一度の 事で あれば 我慢し 

て その 要求に 應 じた。 面白い^の 中で ある。 

十二月 二十日 (日) 晴 集曾變 りなし。 聽衆、 朝 は 平常より ®t く 午後 は 平常より 多かった。 今や 


最も 多^なる は 午後の 靑 年の 集 會 である。 此會を 始めて 以來、 近顷の 如くに 眞 面目なる 靑 年の 會 衆の 

あった こと はない。 今日は 彼等に 對し耶 利 米亞記 第三 章 を 講じた。 苦る しき 選擧演 說を爲 した 後の 事 

とて 一 &! 氣 持が 好かった。 此 世の 演說會 に比べて 見て 我等の 集會 は； 大國 的で ある。 

十二月 二十 一日 (月) 雨 歳の 暮 である。 自分の 如き 者まで が 俗事に て 多忙で ある。 主として 金 

錢 の支拂 である。 然し 乍ら 凡ての 要求に 應 する 事が 出来て 感謝で ある。 俗務の 間に 米國の 友人より 送 

り 来りし 前 國務卿 ロバ I ト. ラン シ ングの 著に 成る 大戰 後の 平和 會議に 於け る 氏の 實驗錄 を讀ん だ。 

人間の 力 を 以て 世界的 平和 を實 現す る 事の 如何に 困難なる 乎 をな r 更ら ながらに 感じた。 平和 會議が 全 

然 失敗に 終った 其 根本の 理由 を 知る に 難くない。 それが 祌 なき キリスト なき 此 世の 政治家 等の 會議で 

あつたから である。 ウィルソン 大統領の 如き、 理想の 人であった かも 知ら ざれ ども、 自己が 世界的 大 

手柄 を爲 さんとの 米國人 通有の 大弱點 の 持主であった 事 は此實 驗錄に 由て 見ても 明かで ある。 如何 見- 

ても 英 民族の  間に  コ n ムゥ H ル 以上の 政治家の 出た こと はない と 信す る。 

十二月 二十 二日 (火) 晴 忙 がしい 口であった。 朝は靑 山女 學院に 招かれ、 職員 生徒 干餘 人に 對 

して クリス マ ス演 說を爲 せられた。 主として 女學院 建設者の 一 人なる 我が 奮き 友人 故 ハリス 夫人に 就 

て 語った。 彼女が 自分に 「お姉さん」 の 役目 を 務めて 吳れし 事、 終りまで 自分 を 信じて カ附 けて 吳れ 

し 事、 殊に 叉 自分が 日本 女子に 手藝敎 育を授 くる 事の 必要 を 述べ て 彼女に 送りし 書翰が 彼女の 用 ひる 

所と なり 女學 院手藝 部の 最初の 寄附 金 を 募る 機會と 成りし 事に 就て 語った。 此日老 ひたる 「お姉さん」 
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が 自分の 背後に 着席して 自分 を 監視して 居る やうに 感じた。 メソヂ スト 敎會と は 何の 關係 なき 自分と 

其 有力なる 官； 敎 帥の 一 人との 間に 此 深き 關 係の ありし 事 を 述べし 時に 聽衆は 意外に 感じたら しく あつ 

た。 然し 此事 は事實 であって 自分 は. 4マ 日 は 報恩の 意味に て 高 壇に 登った 次第で ある。 〇 夜 趣 町 寶亭に 

於て 柏木 長老 連の クリス マス 晩餐が 催された。 來會者 三十 人、 例に 由て 樂 しき 會 食であった U 此日又 

多くの 面倒なる 俗事に 携 はった。 年末で ある、 . ^む を 得ない。 聖書 は 唯 耶利米 亞記數 節 を 研究した の 

みで ある。 

十二月 二十 三日 (水) 晴 夜 聖書 講堂に 於て 研究 會靑 年圑 有志の クリスマス 會 合が 問 かれた。 出 

席き g: レ人、 元氣と 熱心と 知的 了解の ある 福 昔 的 信仰に て充滿 せる 會 合であった。 研究 會 あって 以來 

此んな 愉快なる 會 合の 開かれた る 事 はない〕 聖靈 終に たしかに 我が 聖書 研究 會に 降り 給へ りと 云 ふよ 

り 他はなかった。 殊に 其 中の 朝鮮 學 生の 感 話に 感じた。 信仰の ことに 就て は 日本人 は大に 朝鮮人に 學 

ばざる を 得ない。 家の 內には 赤ん坊が 生れ、 外に は 靑年會 が 起り、 自分に 取り 福々 の 年の 暮 である。 

十二月 二十四日 (木) 晴 午後 二 時より 今 井 館に 於て 東京 女子大 學の學 生に して 架 書 研究 會 員た 

る 者の 感話會 を 開いた。 來會 者舍監 と共に 十 人、 女子の 方が 男子よりも 信仰の 複雑なる に氣附 いた。 

そんな 事で は 可け ない、 もっと 單純 になり、 十字架の キリスト を 仰ぎ見て 彼に 凡ての 煩悶 を取涂 いて 

戴かなければ 可け ない と 云 ふて 勸 めた。 今や 外國 宣敎師 までが 單 純なる 信仰 を棄 たらしく、 隨 つて 彼 

等に 敎を受 くる 者まで が單 純で ない。 犬に 慎むべき である。 


十二月 二十 五日 (金) 晴 午後 聖書 講堂に 於て 柏木 日曜 學 校の クリスマスが 催された。 來會者 子 

供 大人 合せて 百 二三 十 人、 一年に 一度の 子供 デ ー であって 大人 も 子供と 成って 樂 しんだ。 自分 も 今年 

は 小なる 正子 を 抱 い て 出席した。 今や 旣に 三百 代の 信仰 團が 養成され つ、 あると 思へ ば 感謝 の 至り で 

ある。 相變 らす樂 しき 年の 暮 である。 • 


十二月 二十 六日 (土) 晴 クリスマス 週間が 終り 大 なる 疲 勞を覺 えた。 多くの 人々 に 向って 愛 を 

表さねば ならぬ に、 表すべき 愛が 不足して 苦勞 する。 受 くる こと 多くして 與 ふる 事 きを 悲む。 此日 

叉 孫 兒の乳 養に 就て 苦心した。 母乳 不足の 爲に嬰 兒が乳 を 求む る聲 は、 是れ 天に 達する 聲 であって、 

之 を SI いて 何事 を 措いても 其 要求に 應 ぜんと 欲する。 我に 此心 あり 天の 父に 此 心なから ざらん や。 我 

が 愛の 不足 も 亦、 天の 父に 叫んで 之 を瘦る ことが 出來 るので ある。 〇 信仰 を 感化と 見る 人の 多き に 驚 

く。 彼等 は 信仰 を 起す も 感化、 維持す る も 感化で あると 思 ふ。 信仰 は 感化で ない 遣 化で ある U 人が 信 

仰 を 起す も、 之 を 維持す る も、 造化の 祌の大 能に 因る ので ある。 「人 もし キリストに 在る 時 は 新たに 

造らる k 也」 と あるが 如し (コ リント 後書 五 章 十七 節)" 人の 供す る 境遇 や 寄す る 同情 位ゐで 人が ク 

リス チャンに 成る と 思 ふは大 なる 間違で ある。 信仰 はそんな 安價の 者で ない。 此は 神の 特^の S ち， 業で 

ある。 人と して は 唯 祈って 求む るより 他に 途の 無い 者で ある。 感化々々 と稱 して、 感化 境遇に， S て 人 

ェ 的に タリ ス チヤ ンを 製造 せんとす る 近代 人の 意見に 對し 自分 は反對 せざるを得ない。 
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十二月 二十 七日 (日) 半晴 朝 一 囘染會 を 催う した。 來會者 百 三十 名餘 り。 聖誕節 装飾と して 記 

された る 以赛亞 書 六 章 三 節の 希- m 來 語の 本文 に 就き 塚 本と 自分と 兩人 にて 感想 を述 ベ た。 忙は しき 週 

問の 後 を 受けての 講演 なれば 氣焰 は擧ら なかった" 此日 3： やら 5： 部が さ虚に 成り、 凡て を 與へ盡 くし 

て 何 もの も殘 つて 居らぬ やうに 感じた。 與 ふる は 受く るよりも 幸 ひなり とは此 事で あらう。 祌 御自身- 

が 我が 靈 魂の  {ゃー 乏を 補つ  て 下さる。 それが 完全なる 報酬で ある。 

十二月 二十 八日 (月) 雨 神が 支配し 給 ふ 世に 實は 損得なる 者 はない。 「損」 は 必す祌 に 由て 補 

はれ 「得」 は必す 彼の 削る 所と なる。 人 は 結局 彼が 正當に 得し もの V 外 は 有つ ことの 出来ない 者で あ 

る。 故に 幸運 なれば とて 喜ぶ に 及ばす、 不幸 なれば とて 悲 むに 及ばない。 神 は 公平で あり、 人生 も 亦 

つまり 公平で ある。 有難い 事で ある。 〇 別紙の 如き 書面が 達して 嬉しく ある。 

拜啓、 『聖書 之 研究』 讀者 〇〇〇〇 氏より 先生の 御名 を 以て 金一封 を當セ ツル メント へ 御 賜り 下さ 

いました、 近隣の 「蜂の 巢」 長屋の 貧しい 子供 を クリスマスに 招待いた します ので、 その 際 尤も 意 

味 ある やうに 使用 させて いた きとう 存じます。 

と。 此は 自分に 對 する 多大の 厚意で ある。 そんな 名 譽の事 はない。 同じ やうな 事 を橫濱 孤兒院 から も 

傅へ た。 r 此 等の 小さき 者に 爲すは 我に 爲 すなり」 である。 

十二月 二十 九日 (火) 小雨 耶利米 亞記廿 三 章を讀 み、 預言者 は 自分 を 攻撃して ゐ るので はない 


乎と も 思うた。 然し 人 を 偽 はりの 預言者と 成さし むる は 其 人の みの 罪で はない。 彼が 欲せざる に 彼 を 

引 張り出して、 彼 をして 已むを 得す 其 心に も 無い 事 を 言 はしむ る社會 と敎會 との S 非で ある。 自分 を 無 

理に引 張り出して 高 壇に 立た しむる 此 世の 人 等 は 自分 を 其れ丈け 偽善者に 成す 者で ある、 憎ッ くき 人 

等は此 等の 俗人で ある。 彼等 は 神に 遣され し 預言者 を 俗化しながら、 彼 を 俗人 呼 はりす るので ある。 

まことに 我等 は M レ ミヤの 如くに 常に 社 會と敎 會とを 敵に して 持たざる 以上 は、 聖き眞 の 預言者と し 

て存る 事が 出来ない。 同時に 撒 加 利亞書 十三 章 を 讀んで 非常に 感じた。 〇 毎年 募に 成って 感 する 事 は、 

大に愛 を 施したり と 思 ふ 人より は 愛の 不足の 故 を 以て 不平 を唱 へられ、 愛 を 表せし 覺 えなき 人より は 

反って 感謝 を 表せら る。 如此 くにして 鬼に も 角に も 施せし 愛 は 充分に 報いられ、 愛する ことの 如何に 

善き 乎が 證 しせら る。 但し 他人に 代って 愛 を 報いて 吳れる 人々 に 對し何 を 以て 報いて 宜しき や、 其途 

を 知らす して 苦心す る。 

十二月 三十日 (水) 晴 道を敎 へられざる 今時の 多數の 日本人に 道 を 以て 對 する も 唯 誤解 せらる 

る 計りで ある。 偽 はり を 以て 僞 はりに 對 すれば 我 身 は 安全で あるが、 然し キリストの 僕と して 斯 かる 

態度に 出る 事 は 出来ない。 故に 成るべく 彼等と 深い 關 係に 入らざる やう 努 むる 外 はない。 實に氣 持の 

悪い 社會 である。 〇 赤ん坊の 生後 百日で ある。 所謂 食べ ぞ めの 祝 ひ を 行った。 悪くない。 如此 くにし 

て 嬰兒に 由て 平和 は 結ばる、 ので ある。 

十二月 三十 一日 (木) 晴 寒風 强し。 兹に また 感謝の 一年 を 終る。 『変 書 之 研究』 は 第三 百號を 
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一月 一日 (金) 晴 小さき 新人の 我家に 臨みし が 故に 至って 賑 かなる 新年で ある。 一同 祈 禱を以 

つ て 貪饌に 就いた。 大いに 爲 さんと 欲する の 聖欲を 以て 第 六十 六囘の 新年 を迎へ 得し 事 を 感謝す る。 

ゼ カリ ャ書第 九 章 を以 て 今年の 讀書を 始めた。 . 

シ オン の 女よ 大に 喜べ、 

エルサレムの 女よ 呼 はれ、 

彼は義 しくして 救拯を 施し、 

柔和に して 驢馬に 乘る。 

我れ H フ ライム より 戎車 を絕 ち、 

エルサレム より 軍馬 を 絶たん。 

彼れ 萬國の 民に 平和 を宣 せん。 

其 政治 は 海より 海に 及び、 

河より 地の 極に 及ぶべし。 

再臨の キリスト を 歌へ る 歌に して 新年 を迎 ふる 爲の 適當の 一一 一一 口 葉で ある。 〇 夜 七 時 二十 分、 千 葉 縣海は 

一九二 六 a-  SOS 


n, 々の ±ii 5^  三 OS: 

竹 松 1；?； と共に 岡 山縣津 山に 向 ひ 束 京 驛を發 した。 叫 年 振りの 關 H: 旅行で ある。 

I 月 二日 (土) 晴 朝 九 時半 神戶に 着いた。 一 ノ 谷の 神 田 君 夫妻の 出迎を 受けた。 少憩の 後、 下 

關行 列車に 乘替 へ、 一時 岡 山 着、 此所 にも 亦 友人の Si 迎を 受けた。 中國鐵 道に 乘替 へ、 午後 ra 時 過ぎ 

十五 年 振りに て 三た び津 山の 地 を踐ん だ。 土地の 舊友森 本慶三 君の 客と なった。 

一 月 三日 (日) 雪 地 は 高く、 山陰 道に 隣し、 風雪 時 々襲来し、 寒氣强 し。 午後 二 時、 森 本 君の 

建設に か， -る律 山 基督 敎 il 書 館の 開館 式が 行 はれた。 參會者 二百 人餘 り、 かの 地に は 珍ら しき 盛會で 

あった。 自分 も 一 場の 演說を 試みた。 此は 基督 敎圖書 館な りと 雖も、 基督 敎な るが 故に 全般的で ある。 

基礎的 知識の 供給 を 目的と する が、 若し 指導 宜しき を 得ば、 其 發展の 無限なる こと を 述べた。 地方に 

は 稀れ に 見る 宏壯 なる 建築物で ある。 森 本 君の 之が 爲に 资を投 する こと 十二 萬 圓餘、 我が 同志の 一 人 

が 鼓に 此の 信仰の 果を 結ぶ に 至りし を 目撃して 感謝に 堪えなかった。 態々 遠路 來り會 する の 充分の 價 

他が あった。 海 保 君 は 關東敎 友 を 代表して 同行した ので ある。 

I 月 四日 (月) 晴 朝 八時津 山を發 し、 途中 誕生 寺驛に 下車し、 法然 上人 誕生の 地 を 訪問し、 我 

圃； i 昔 的 宗敎の 組なる 偕 源 {4. 一に 對し 尊敬 を 表した。 住職 漆 間德定 氏の 優遇 を 受けて 有難かった。 十 

二 時 岡 山 着、 午後 は 公園 並に 舊城 を遊覽 し、 夜 は 同志と 信仰 を 語り、 土 居修治 君の 客と 成りて 安き 一 

农を 過した。 


一月 五日 (火) 小雨 朝 九 時半 岡 山發、 一時 明 石 着、. S び 神 田 君に 迎 へられ、 一ノ谷の 君の ホ ー 

ムに 客と 成った。 昔の 戰場は 今は靜 かなる 休養 所で ある。 此 所に 一 日の 完全なる 休息 を與 へられて 感 

謝であった。 

1 月 六日 (水) 晴 朝 八 時  一 ノ 谷を辭 し、 十 一 時 京都に 到り、 舊友中 村 彌左衞 門 君の 墓 を 見舞う 

た。 叉 藥王寺 山に 登り、 新 島襄氏 並に 我家の 主婦の 兄なる 岡 田寬の 墓碑に 對し 尊敬 を 表した。 

一月 七日 (木) 晴 朝 九 時 東京 驛に 着いた" {| に^れば 赤ん坊 は澤 山の 笑み を W て迎 へて吳 れた „ 

數百 通の 年賀郵便が 待って ゐた。 內に 茨城 縣稻敷 郡 高 田 村 根本 益 次郞 君の 年賀が 最も 有難かった。 曰 

く 「當 村最 貧窮 者 七 名に 先生の 名 を 以て メリ ヤスの シャツ 一 枚 宛施捨 致し 候 間不. 惡 御了承 被 下 度 候」 

と。 疲勞 一 時に 發し、 」i£ に 就い て 休んだ。 

I 月 八日 (金) 晴 終日 疲勞の 逐に 5- 力した。 久 振りに て聚書 を靜讀 した。 耶 利米亞 記 第廿九 

耷に靈 魂 安息の 糧を 得た。 數年 振りに て 關两を 訪れて 感じた 事 は、 第一 に 文明の 關 東よりも 遙に 進ん 

で 居る 事で ある。 第二に 信者の 信仰の 全體に 冷えて 居る 事で ある。 純 信仰 は 滅多に ：3^。闺ら す、 信者 は 

相互の 缺點を 指摘し、 人格の 向上 品性の 完全 を 以て 信仰 唯一 の 標準と 見て ゐる らしく ある。 曰く 「彼 

の 人格に 怪しむべき 點 あり、 擔 がれざる やう 注意 せられよ」 と。 曰く 「彼女の 行 爲に檳 斥すべき 點多 

I 九 二 六 年  一一： 〇£ 


H  *  ^  ^  ^  三 o 六 

し、 交際 を 避けられよ」 と。 孰れ も舊來 の外國 敎師 流の 基督 敎 であって、 是れ では 信仰の 復興 は甚 

だ覺 束ない と 見て取った。 自分 は 會ふ人 毎に、 自他の 腹の 中 を 探る 事を廢 めて、 十字架 上の キリスト 

を 仰瞻て 彼に 潔め ていたぐ く 事 を 勧めた。 我が 敎へ 子の 一 人よりの 年賀の 辭に 左の 一 首が あった。 

足らざる は 十字架 故に 赦 しあ ひ 

愛に 溢る k 柏木の 子ら。 

凡ての 信者が 此く 在りて 欲しい。 生命に 溢る ks- に 他 を 非難す るの 暇がない。 

1 月 九日 (土) 晴 雜誌ー 月 號を發 送した。 久^；^りにて筆も執れ、 讀書 も出來 た〕 恐ろし いのは 

傅 道 旅行で ある。 ー囘の 旅行に 少く とも 一週間 は 潰れる。 一地 方が 得ん が 爲には 自分と 全國 とが 失 ふ 

ので ある。 今年 は 一月 早々 十日 間が 遣れた。 止む を ない と は 云 ふ もの、 考 ふれば 悲しくなる。 まだ 

跡始末に 數 曰か」 る。 此日 女高師 生徒の 第二 同感 話會を 開いた。 第一 岡 に 數等優 さる 會 合であった。 

I 月 十日 (日) 晴 本年 第一 同の 會合を 開いた。 朝は滿 員、 午後 は 七 分の 會衆 であった。 朝 は 馬 

太 傳廿六 章 じ— 五六 節、 約翰傳 十八 章 一— 一 一節に 依り 「ィ H スの 逮捕」 に 就て 述べた。 暗ら きュ 

ダと 光る ィ H スを對 照して 語った。 午後 は英譯 聖書の 元祖 ゥ イリヤ ム • チ ン.、 テ ー ルの 生涯に 就て 語つ 

た。 自分の 講堂に 於て 述ぶ るの 如何に la きか を覺 えた。 他の 敎會 と比べて Gn- て 我が 會 衆の 如何に 克く 

^練され て ゐる乎 を實感 せざるを得ない。 此 R 义在獨 逸 i おき， S: 村より 愉快なる 通信 あり、 國の： S: 外に 

仰の 友の 多き を 知り、 此^ 界に 於け る 我が 肩幅の 廣 きを 感じた。 


一月 十一 日 (月) 晴 外國へ 手紙 を 書いた。 叉久 振りに て 英文の 論文 を 書いた。 まだ 英文 を 書く 

こと を 忘れない ことが 判明って 嬉しかった。 近頃に 至り 自分 を 了解して 吳れる 者の、 日本人よりも 外 

國 人に 多き を 知り、 自分の 爲を 計るならば 日本 文 を 書く こと を暧 めて 英文 を 書く ことの 優され るに 氣 

附 いた。 然し 自分の 爲 でない から 仕方がない。 嫌 はれ 誤解され 賤 しめらる V と 知り 乍ら 下手な 日本 文 

を 書く の である。 

I 月 十二 日 (火) 曇 ルツ 子デ ー である。 獨 りで 墓地へ 行き、 花 を 供へ、 彼女の 墓石に 手 を按ぃ 

て 彼女の 靈 魂の 安全の 爲に 祈った。 熊 本に 於て は リッデル 嬢が 彼女 を 記念して 癩病患者に 一 日の 糧を 

供へ て 吳れる 害で ある。 彼女 逝いて 此に十 ra 年、 自分 は 健全に して 主の 名に 由り て 大事 業 を計畫 する 

事が 出来て 感謝で ある。 生者 は 死者の 分 をも盡 さねば ならぬ。 自分 は まだまだ 澤 山に 働かねば ならぬ 

事 を自覺 する。 夜、 札 幌宮部 君の 見舞 を 受けた。 久 振りの 面會 である。 半年 會は なければ 話が 積んで 

山 をな す。 明治 八 年来の 人生の 同伴者で ある。 さう あるの が當然 である。 

一 月 十三 日 (水) 晴 暖かい 日であった。 夜、 講堂に 於て 我等の 一 人なる 理學 博士 大島 正滿 氏の 

雙生 兒に關 する 研究の 講話が あった。 問題 は敎育 宗敎の 根本に 關 はる ものであって、 大に 我等の 思想 

を 刺戟した。 生物 學の 結論が 信仰の 根本に 衝突す る は 止む を 得ない。 其 間に 在りて 信仰 を 守る のが 信 

仰の 信仰た る 所以で ある。 然し 之 を 守る に 方って 唯 信仰に のみ 據 つてなら ない。 學 問の 奥に 入って 學 
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= 々の 生涯  so 八 

を W て 問 を：^ 仰 化せねば ならぬ。 そこに 付 仰 生活の 與 味が ある。 

十月 十四日 (木) 曇 赤ん坊が 二三 曰 留守に なり 〔\ 水が * ほに 淋しくな つた。 其 代りに 大分に ベンが 

動いた。 相 變らす 百 科 辭典 の 通讀が 不用 時 問の 最も 善き 使用法 で あ る 。 

1 月 十五 日 (金) 晴 平靜の 一 日であった。 近頃 或る 所に 於て 或る 牧師より 自分の 或る 知人の 品 

行に 就き 容 a- ならざる 惡評を 聞きし が 故に、 驚いて 或る 友人に 依赖 して 其 眞偽を 調べて 貰 ひし 所、 全 

く 事實に 反せし ことが 判明って 安心した。 * 臀敎會 の 牧師 は 全 體に思 ひ 切った る 惡評を 立てる 者で あ 

る。 多分 人の 善惡に 就て 牧師の 批評 程當 にならぬ 者 は あるまい。 そして 此は 惟り 自分 一人の 經驗 では 

たいと 思 ふ。 此點に 就き 牧師 諧^ は 充分に 注意して 貰 ひたい。 

一月 十六 日 (土) 晷 ||  H レ ミヤ 研究に 於て 偉人の 死に 就て考 へた。 M レ ミヤに 限らす、 ィ ザャ、 

エゼキエル、 バウ 口、 ベ テロ、 ョ ハネの 死に 就ても 聖書 は 何の 錄す 所がない。 彼等が 如何にして 死せ 

し 乎は聖 J 曰 記者の 關 せざる 所で ある やうに 見える。 而 して さう する のが 當然 である。 祌の 御用 を 終へ 

た 後に 彼の 僕 は唯靜 かに 消えて 了へば 可い ので ある。 「エホバ は その 愛しみ 給 ふ 者に. S を 與へ給 ふ」 

と ある (詩 百 廿七篇 二 節)。 人の 注意 を 引く やうな 葬式 や 某 碑 は 全然 無用で ある。 神の 人 は 凡て モ ー 

セの 如くに 死たい ものである (申命記 三十 g:-#)o 〇獨 逸より 叉復嘉 き 通信が あった。 シュ ワイ ツエ 

ル、 スビ ー ル マイ H ルと云 ふが 如き 大家が 我が 同情者で ある を 知って 非常に 嬉しかった。 我が 一 子が 


我に 代つ て. - 1 テル の國に 駐在す る やうな ものである、 父子の 名譽此 上な しで ある。 

I 月 十七 日 (日) 曇 午後 晴。 集會 朝夕 共に 變 りなし。 朝 は H ぺ ソ書 一 章 一 —十 節に 依り 「キ 

リストに 在りて」 の 巾 心的 眞理に 就て 講じた。 午後 は 百 五十 餘 名の 靑 年男 女に 向 ひ、 エレ ミヤ 記 第 w 

章に 由り 「適 中せ ざり し 預言」 に 就て 語った。 相變ら す靜肅 なる、 而 かも 充實 せる 集 會で あった。 之 

を も 亦 靈に充 たされた る集會 であると 稱 して 可から うと 思 ふ。 我等 は 敎會を 組織せ ざれ ども 敎會に 

劣らざる 敬虔と 熱心と は 有る と 思 ふ。 說 敎は嚴 格なる 福音 主義の それであって、 其點に 於て は 無敎會 

の 我等 は遙 かに 敎會 以上で あると 信す る。 

I 月 十八 日 へ 月) *_ 巧 澤 山に 赤ん坊と 遊んだ。 最も 善き 休養で ある。 我が 意が 彼女に 通す るら し 

く、 最も 倫 快で ある。 彼女に 併せて 世の 凡ての 赤ん坊に 就て 思 ふ。 殊に 保護者な き 赤ん坊に 就て 思 ふ" 

彼等の 幸福 を 計る は祌が 最も 喜び 給 ふ 所で あるに 相違ない。 ィ エスが r 是 等の いと 小さき 者に 爲 せる 

は 我に 爲 せる 也」 と 云 ひ 給 ひし は 意味深長 である。 自分 も 以來ー 謦^の 凡ての 赤ん坊の 爲に盡 さねば 

ならぬ 事 を 最も 切 實に感 する。 

一月 十九 日 (火) 雨 朝 は H レミ ャ 記に 依りて H ヂプト を 研究し、 午後 は 或る 敎 友より 朝鮮に 於 

ける 山林 事業に 就て 聞き 非常に 面白かった。 其 他 一 人の 兄弟と、 亦 他に 一 人の 若き 婶妹 とが 信仰 を 起 

せし 經歷を 開き 强き感 に 打 たれた。 祌は 一人の 信者 を 此^より 取り 給 ふ 時に、 必す 之に 代りて 他に 新 
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たに 信者 を 起し 給 ふやう に 見える。 仰の 系統 は 絶えない やうに 見える。 神 は 「自己 を 證し給 は ざり 

し 事な し」 である (行傳 十四 章 十七 節 )o 一  人 幾 るれば 他が 起ちて 之に 代る。 斯くて 信仰の は 地上 

に 於て 永久に 絶えない と 思へば 大 なる 安心 且 感謝で ある。 

一月 二十日 (. ^一  晴 愈々 三月より 英文 雜誌を 出す 事に 決心した。 ゅ界に 向って 我が 信仰 を唱へ 

んと 欲する。 唯一 囘で廢 めに なっても 悔いない。 此事 にっき 同胞の 日本人に は 旣に盡 す 丈け 盡 した。 

今より は外國 人に 盡 さんと 欲する。 「我 は ギリシャ 人 及び 異邦人に も 負へ る 所 あり」 である (口 マ 書 

一章 十 ra: 節 )o キリストの 十字架の 福 昔が 今や 所謂 基督 敎國に 絶えん とする に 方て、 自分 は 唯 安閑と 

して 傍觀 する こと は出來 ない。 玆に 全力 を 注ぎ 我が 生涯の 最後の 努力と して、 豫 ねて 學び 置きし 英文 

を以 つて H 木に 在りて 全世界に 向って 簡單 にして 深遠なる 神の 子の 福 昔を傳 へんと 欲する。 神よ、 弱 

き 我 を 助けて 我 をして 此 大業 を 3i< たさせ 給へ。 

一月 二十 I 日 (木) 晴 寒氣强 し。 仕事が 餘 りに 多い ので 叉 復信賴 の 生涯に 移った。 行爲 ではな 

い 信仰で ある。 ； t をして 自分に 在りて 働いて 戴く ので ある。 然 らば 山 を も 移す ことが 出来る。 セカセ 

力 働く を以 つて 能事と する アメリカ 敎 に落附 いて はならない。 〇 靑森縣 の 或る 曹洞宗 の 若き 僧侶の 質 

問 的 訪問 を 受けた。 彼 の 誠實 了解 を 愛 せ ざ る を ii: なか つ た。 佛敎界 に も 時 に は 敬愛す ベ き 人物が あ る- 

日本の 宗敎界 は 多 Slii である。 斯 かる 人達が 福音 の眞 理を捤 るに 至らば 世界 は 日本人の 敎化を K 乂く るに 

至る であらう。 彼と 自分 は 一面して 普き 友人で ある こと を 感じた。 • 


一月 二 卜 二日 (金) 晴 寒氣引 緩き 强し。 今の 日本に 於て 自己の 事業 は 是れ圃 家の 事業で ある。 

自己に 盡すは 是れ國 家 に 盡す の途 であると 信じて 自己 の 事業に 贊成を 迫 る 人 が隨 分と 多 い。 實に 厄介 

な 人達で ある。 彼等 は 自己 ある を 知って 他人 ある を 知らす、 國も神 も 凡てが 自己 を擴 張した 者で ある 

と 思 ふ。 故に 彼等に 遠慮と 云 ふ ものがない。 彼等 は大膽 不敵. 自己の 主張 要求 を 以て 他ん に 迫る。 彼 

等 は 斤 1 代人の 好 模範で ある。 此 かる 人が 婦人の 問に 凰々 見當 るに 至って は實に 不愉快 千 萬で ある。 如 

何に 見ても おは 末の世で ある。 キリストの 博 臨が 待た るる。 

一月 二十 三日 (土) 晴 新聞紙に 左の 記事 を 見た。 

米國 上院議員 ハイラム • ジョン ソン 氏 は 米 國の國 際 司法裁判 所參 加反對 者に 加 はった。 右 は 戰時中 

流布され た ドイツが 死體を 煮て 人 油 を 採った と 云 ふ 宜傳が 英國カ ー テリス 將 軍の 吿 白に よって 眞赤 

となった 樣に、 戟 時の 宣 障が 無價値 である こと。 その他べ ルギ ー に 於け る ドイツの 暴行に 就て 

虚說が 一 般に 流布され たやうな ことに 氏が 愛想 を つかして ゐ るからで ある (ナウ H ン廿ー 日發帝 

通)。 

戰時 中の 英米人の 虚偽 宣傳は 明， 日なる js^ であつ て 今に 至って 之 を 憤る は 抑々 遲く ある。 然るに 我國 に- 

於ても 基督 敎會の 先導者 までが S 等の 明白なる 虚偽 を 信じ、 凡ての 事に 於て ドイツ を^し、 デモ クラ 

シ ー の 英米 を！ g 歌した の は 今に 至つ て 見て 見苦しき 次第で ある。 英米 も 亦 他の 所謂 基督 敎國と 同じく 

國 として は 他 國を敎 ゆるの 資格 を 失った 者で ある。 自己の 反對 者に 就て 虚偽 を宜 傅し、 之を斃 すの 抉 
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術に 至って は、 ゅ界中 多分 英米人に 勝 さる 者 は あるまい。 そして 日本の iiv^sw はおまで が此 ましから 

ざ る 技術 を 英米ん より 學び しに 至って は 愛へ て も 尙ほ餘 りが あ る。 虚偽.： H.iw に おも 巧 み な る 基督 敎！： 

民 …… 鳴呼祌 よ、 爾は 何時まで 此 かる^ を 許し 給 ふ 邪！ 

一月 二十四日 (日) 晴 朝 は 馬 太 傳廿六 章 五 七— 六 八 節 等に 依り 「祭司の 前に 立てる キリスト」 

に 就いて 話した。 题 n が 偉大なる に對 して 我が 精祌 状態が 之に 添 は ざり しが 故に^だ 不滿 足なる 講演 

であった。 ャ後 はぶ h: 年 •ri:: 人餘の きであって、 太俾. H  二 章 三 八 節 「畑 はこの 世界な り」 に就ぃて.^^叫 

つた。 基督 敎は^ 界 的宗敎 であるが 故に、 世界的 精祌を 以て 之に 對 する にあら ざれば 北ハ 了解 は 不可能 

なる 事に 就て 述べた。 鲋ゃメ ダカ は 池に 生長す るが、 や 鰹 は 大洋で なければ 生存す る 事が £來 ない- 

其 如くに 或る 宗敎は 一 國 内に 其繁 榮を遂 ぐる ことが^ 來 るが、 基督 敎は之 を， 界 的に 取极は ざれば、 

其 了解 感化 を むこと は屮 I 來な いと 述べた。 自分に 取りても 甚だ 氣持 好き 講演であった。 まことに ゆ 

界 人に 成ら ざれば 基督 敎は 解ら す、 叉 * 督敎に 依ら ざれば 本當 の^ 界人を 造る こと は屮 Z 來な い。 ，界 

を 相 f- にして 働か. ざれば 基督 信者と 成りた る 甲斐がない。 

一月 二十 五日 (月) 晴 近頃 切に 感 する 事 は 六十 五 i 成 位ゐで 老人と 思って はならぬ 事で ある、 自 

分の 仕 事 は 今から 始まる のであって、 今日までが 準備と 見る のが 本當 である。 此の 點に 於て 學 ぶべき 

は 大食 喜 八郞、 淺野總 一郎、 ^澤榮 一等の 諸氏で ある" 彼等 は此 世の 人達で あるが、 老に 負けざる 點 

に 於て 敬服の 外 はない。 金儲けの 爲に 長命す る 必要 は 少しもな いが、 神の 御 こ k ろ を^に it ふる 爲に 


は 百年の 生命 も 決して 長く はない。 〇 雜 誌に 關 する 事 を 主筆に 親展と して 申 越す 人の 多い に は 甚だ 困 

却す る。 そわが 爲 めに 多くの 問 違が 生す る。 相 方の 不利益で ある。 結對に 止めて 貰 ひたい。 


一月 二十 六日 (火) 晴 昨日 來大 なる 輿 味 を 以て リビング ェ ー ジ雜 誌に 載せられ たる ジュリア ン， 

ハックス レ ー の 「最近の 進化 說」 並に チ H ムバ ー ス 百科 辭典に 於け るゲ デス 敎授の 寄稿に 成る 「進化 

論」 の長篇 を讀ん だ。 大體に 於て 進化 說が 宇宙 創 成 並に 存續 に關 する 最も 完全なる 說明 である 事 を 疑 

ふこと は屮 I 來 ない。 故 ブライアンが 爲 した 如くに、 正面より 絕對 的に 進化 說に 反對 する はん：' 日の 科學 

其 物に 反對 する に 異らな い 。 然し 乍ら 進化 說は 未だ 完成した 學說で な い 、 其內に 多く の 不可解の 點が 

^つて る。 而.. しなら す 進化 說を 採用す る も キリストの； i 昔 を棄る 理由 は 一 もない。 殊に、 ゲ 、デス 敎授 

の 進化の 見方の 如き、 進化論 其 物 を 福 昔 化す る ものであって、 如此 くに 見た る 宇宙 は實に 如^：書以 外 の 

書 で あ ると 一一 一一 n は ざ る を 得な い。 孰れに しろ 聖書 は やはり 祌の 首で あって 天然 は 彼の 御 仕事で ある。 

一 一 者 は 深い 深い 所に 於て 全然 一 致す る。 其 一 致 を 見る 能 はざる は淺ぃ 聖書 知識であって 同時に 叉淺ぃ 

科學 であると 首 はざる を 得ない。 〇 新聞紙 は 財政 困難より 東 本願 寺の 破滅に 瀕する を 傅 ふ。 同情に 堪 

えない。 然し 乍ら^ 親鸞の 唱 へし 信仰 は大谷 家が 斃れ たれば とて 消 ゆる 者で ない。 否な 其反對 に、 之 

が爲に 反つ て 勃興す ベ き 者で ある。 此 世の 富 ゃ權 力に 依て 立つ 宗敎 は斃れ るが 當然 であり、 又 宗敎其 

物の 爲に 幸福で ある。 大 政府の 後援 ゃ齊 物、 寺院、，. 生佛 等に 依て 維持 せらる k 宗教 は 悉く 亡びて 了 ふ 

がよ い。.^ 統の宗 敎は其 後に 興る 者で ある。 寺院の 收滅は 敎會の それと： i: じく 反って 歡迎 すべきで あ 
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I 月 二十 七日 (水) 晴 援 房に 苦しんだ。 惡ぃ 石炭の 堙を澤 山に 吸うた。 口 本人に は 矢張り 火鉢 

と 行火と 火缝 とが 最も 善き 體法 であると 思 ふ。 冬の 朝、 寒い 部屋で 第一 に 書を讀 むは 殊に 氣持好 

く ある。 最大の 快樂は 簡易 生活に ある。 〇 澤 山に 英文 を 書いた。 日本 文 を 書く よりも 遙 かに 樂 である。 

そして 少數 なりと 雖も 之に 由て 友 を^ 界に 求む る ことが 出來 ると 思 ふと； 史らに 一 脣偸 快で ある U 

一月 二十 八日 (木) 晴 總理 大臣 加 藤 高 明 氏の 蔑 去の 報に 接して 驚 駭の感 に 打 たれた。 日本 國の 

大損 失で ある。 4r. 年の 政： m 界は さぞ かし 騷々 しい 事で あらう。 〇 新 潟 縣新潟 師範 學 校長 宗像鴨 郎君 

の 訪問 を 受けて 樂 しかった。 君 は 熱心なる 基督 信者で あるの みならす、 自分と 全然 信仰の 質 を 同う す 

る 信者で ある。 斯 かる 人が 選り も 選らんで 新 潟 師範 學 校長と 成りし と は實に 不思議で ある。 新 潟は自 

分が 明治 卄 一年、 米！： より 歸國 早々 舊 北越學 館假敎 頭と して 赴任し、 其 所に 組合 敎會 並に 其 所 屬の术 

國官： 敎師十 一 人 を 相 乎に して 信仰の 爲に 大に戰 つた 所で ある。 時 は 京都 同志 社 並に 其 校長 故 新 嶋襄君 

全盛の 時代で あり、 加 之 前の 日本 女子大 學 校長 故 成 瀨仁藏 氏が、 其 時 は 信心なる 基督 信者で あり、 宣 • 

敎師の 辯 護^と して 立ちし 時 なれば、 自分の 苦戰 甚だしく、 終に 耽れて 東京に 舞层 るべ く餘满 なくせ 

られ た。 自分 は 誤って 居た か 知ら ざれ ども、 誠實 一杯 を盡 した 積り であった が、 衆寡 敵せ す、 論爭は 

全然 自分の 敗北に 終った。 然るに 星霜 玆に 四十 年、 北 越 學館は 取 毀され て 其 跡に 建ら れ たのが 今の 新 

pj: 師範 學校 である。 そして 其官 M 學 校に 在りて 過去 六 年間、 今日に 至る も 尙ほ大 贈に 基督 敎の 信仰 を 


標榜して，： ハ百 有餘の 師範 生 を 指導 薰陶 しつ k あるの が宗像 君で ある。 君 は 自分の 著書 並に 機關雜 誌に 

依り 其 信仰生活 を途 りつ i あるとの 事で あれば、 自分に 代って 自分が 四 十 年 前に 新潟縣 人に 施さん と 

欲せし 敎育を 今 施しつ k あると 云 ふて 差 支がない。 實に 不思議で ある。 全 國に百 有餘の 師範 學 校が あ 

るとの 事で あるが、 其內 より 宗像 君が 特に 擇 まれて、 北越學^,3の跡に建られし新潟師範學校の校長と 

して 奉職せ られつ k あると は實に 不思議で ある。 自分が 敎會 並に 宣教師の 誤解 猜疑の 內に 在りながら 

獨り 熱涙 を 流して 祈りし 其 松原の 間に 建ら れし學 校に 於て 自分の 同志の 一 人が 熟 心に 其 信仰に 基ゐす 

る 敎育を 施しつ k あると 聞いて は、 事が 餘 りに 劇的であって、 何ん と 云 ふて 此事 實を說 明して よい か 

解らない。 偶然と 云へば 偶然で ある。 然し 自分 は 攝理と 言 ひたい。 何も 故人 や 敎會を 恨らん でぐ はな 

い。 其 時 彼等 は 勝った のであって 自分 は 負けた ので ある。 然し 四十 年後の 今日 祌は 自分の 反對 者と 自 

分との 問 を 裁判いて ド さった ので ある。 成 瀨君は 基督 敎の 信仰 を棄て 死し、 同志 社に 於て は 今 は 福音 

主義の 信仰 は餘り 盛んで ない と 聞く。 然るに 神の 恩惠に 依り 自分 は 不完全ながら も 今尙ほ 信仰 を 綾け 

る 事が 出來、 そして 自分の 同志の 一人が 古い 戰 場に 於て 自分の 信仰 を唱 へつつ あると 聞く。 人生 は實 

は如此 きもので あらう。 今より 百年 を 經ば神 は 自分の 正しかった 點は之 を 完全に 辯 護して 下さる であ 

らう。 負けても 宜しい、 唯 祈って 待って さへ 居れば よい。 實に 感慨無量 である。 死んだ 肉の 父に 知ら 

こぼ 

せて やりたい。 淚が 零れる。 

一月 二十 九日 (金) 曇 新聞紙 は 加 藤 高 明 氏の 生涯の 事實に 就て 記す 所が ある。 之 を 護んで 自分 

が 氏と 同時代の 人と して 感 する 事 は、 氏 は 不幸なる 誠にお の 毒の 人で あると 云 ふ 事で ある。 氏が 岩 
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崎彌太 郎に發 見せられて キリ ストに 發 見せられ ざり し 事が 抑々 氏の 不幸の 初めで ある。 若し 氏が 自分 

の 如くに 政治 界ゃ 外交 界に 入らす して キリストの 僕と して 其 福 昔を以 つて 日本 國に盡 したならば、 氏 

自身の 爲に、 又 n ネ國 の爲に 如何に 幸福であった らう。 今より 一年. 經 ない 內に 日本人 は 全く 氏 を 忘れ 

るで あらう。 資に 太く して 短い 者 は 政治家の 生涯で ある。 然るに 加 藤氏の 生涯 を 羨む 日本人の 多い に 

は 驚かざる を W たい。 

I 月 三十日 (土) 曇 書棚より エラ イシ ャ. ム ルフホ —ドの 『神の 共和 國』 を 取 中： し、 之 を復讀 

して 强き感 に 打 たれた。 自分が 初めて 之 を讀み 了った の は 一 八 九 八 年  一 Hra 日と 記して ある、 卽ち 今 

より 一 一十 八 年 前で ある。 此 書か 成った の は 一 八 八 一 年 でん：' より ra 十五 年 前で ある。 然れ ども 其 惯攸は 

今に 至る も少 I- も：^ じない。 聖書 知識と シ H 1 クス ピャ 研究と へ ー ゲル 哲學 との 上に 成りし 大神學 系 

統 である、 八， 日 之 を ん で 新生 命の 我が 中心に 加 は る を感す 。 五 十 年 前 に は米國 にも 此んな 偉い人が 

あった。 今日の 米國 人の 書いた ものに は 眼 を觸れ ない 自分の 如き も此 著者の 如き 大米國 人の 前に は 膝 

を 屈して 其の 敎を 仰がざる を 得ない。 〇 柏木 女子 靑年會 の 會合を 開いた。 來會者 三十 名。 今後 女子 靑 

年の 爲にレ 、に盡 す ことに 定めた。 

一月 三十 一日 r 日) 曇 朝 は ィザャ 書 四 二 章 一六 節、 ヨハネ 傅廿 一章 一八 節 等に 依り、 「神に 導 

かれし 生涯」 に 就いて 話した。 午後 は M レミ ャ記 第五 章 を 講じた。 二度の 說敎で 疲れ はする が- 然し 

神の 道 を 述べる のであって、 幸 ひこの 上な しで ある。 何 を.^: めても 比の 事 だけ は 止められない。 


二月 一日 (月) 晴 東京に 行いた。 大震災に 燒け ざり し 住友銀行 is- 京 支店 を 見せて 貰った。 多分 

此^の 寶を 託する に 足る の 建築物で あらう。 他に 二三の 友人 を 訪問した。 偶に はバビ ロンに 行く の も 

惡く はない リ 

二月 二日 (火) 晴 九 段 向山 堂の 四疊 半の 裏 座敷に 於て 英文 雜誌 ジャパン、 インテリ ジ H ンサ ー 

の 第一 囘 編輯 會議を 開いた。 會 する 者 は山縣 五十雄 君、 山 本 供 平 君、 自分の 三人であった。 三十 年の 

昔に 歸っ たやうな 心 持が した。 忙しい 事で ある。 然し 非常に 倫 快で ある。 家に 歸 つて 夜遲 くまで 研究 

誌の 校正 を爲 した。 

二月 三日 (水) 曇 無爲無 生産の  一口であった。 英文の 原稿 を タイプに 打って 貰った リ ム ルフホ 

.1 ドの 『神の 共和 國』 に： in 醒 ましい 思想に 接しつ」 ある。 こんな 大著 述を 有する 米國の 宗敎家 等が、 

敎會 の、 傅 道のと 小 問題に 齷観 しつ i あると 思 ふと 不思議に 堪 へない Q 基督 敎は 宗敎に 非す、 神殿 を 

埴 つて 後に 祌 の子顯 はるとの 思想の 如き、 遠大 にして 米國人 より 出た る ものと は 思 はれない。 

二月 四日 (木) 晴 終日 原稿 書きに 從 事した。 

二月 五日 (金) 晴 山縣 君主 偶の 下に 市内 淡 路町多 賀羅亭 に 於て 英文 雜誌 『インテリ ゼンサ ー』 
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の 披露 晩餐き が 開かれた。 来賓 二十 五名、 W れも當 代お 名の 英文 記者であった。 內に頭 本元 貞、 武信 

由太郞 の 兩君の 此 の 道に於て の 老練者-^ ぁ つ た。 そして 兩 君が 自分と 同じく 舊札 幌農學 校の 出身で あ 

る は 不思議で ある。 席上 山縣 君と 自分と は 囘の企 計の、 第一 に 世界に 向って 日本 特有の 基督 敎の 

仰 を 唱 へ、 第二に 同じく 日本の 最善 を 紹介す るに ある 3s を 述べた。 今や 英語が 日本人の 第二の 國 語と 

なりつ k ある 兆候が 此 夜の 會 合に て 明かに 見えた。 

二月 六日 (土) 晴 ，？：  •  H  • ベネット 著 『耶利米10^記講解』 の 再讀を 了った。 初讀は 今より 二十 

六 年 前の 一 九 〇〇 年リ 一 月 九日 角 害に 於て 了った。 「學 んで而 して 時に 之 を 習 ふ亦說 からす や」 であ 

る。 新著々 々と唱 へて 新 著述に のみ 眼 を 曝す は 決して 譽 めた 事で ない。 舊 著述 を 1W 讀：： ー讀 して 得る 所 

多大で ある。 ベネットの 此解 11 の. z: に 自分の 無敎會 主義 を贄 成す る やうな 節が 澤 山に 見當 つた。 敎き 

は M 故に 此 事に 就て 自分の やうな 者 を 責めす して、 自分と 同じ 事 を 言 ふ 大家 を 責めない ので ある 乎。 

何れに しろ 三百 七十 一 一 頁 を ュ ッ タリと 讀ん で大に 我が 信仰 を强 めら れた。 〇 赤ん坊が 義憤 を 發し之 を 

有め るに 闲 難した。 赤ん坊な るが 故に 之 を ダマ さう と 欲 ふが 故に 惡 くなる。 赤ん坊と 雖も 人で ある、 

故 に 之 に對 する に 誠實を 以てせねば ならぬ。 誠實を 以て 之に 同情して 其正當 の 不平 を 癒す ことが 出來 

て 嬉しかった。 

二月 七日 (日) Bi 朝 は 「ピラトの 前の キリスト」 に 就いて 述べた。 洪 牙利國 の大畫 家ムン カツ 

キ ー の畫 筆に 成りし 同 題の 大綺 畫の寫 しに 依り 說明を 助けた。 伊藤 一 隆君は 今より 殆んど 四 十 年 前に 


紐 育に 於て 實畫を 見し 其 感想 を 述べ、 大に會 衆の 感激 を 起した。 午後 も亦滿 員の 盛會 であった。 「世 

界傳 道の 責任」 と 題して 語った。 此 H 咽喉 を 痛め、 講演 はニ囘 とも 报 はなかったり 续念 であるが 4- む 

を 得ない。 

二月 八日 (月) 曇 休み 半分に 昨日の 朝の 講演 を 原稿に 書いた。 書く 方が 語る よりも 氣が 落附ぃ 

て遙 かに 樂 であり 又 精. i である。 筆 はたし かに n に 優る の 器で ある。 書く 事 をな さすして 語って ばか 

り ゐる說 敎者は 最も 有效 なる 傳道法 を 逸する 者で ある。 〇 夜、 永 井 直 治 君 並に 田 島 進 君の 訪問 を 受け 

た。 永 井 君 は淺草 敎會の 牧師であって、 其の 一 生を希職；^ls新約聖書の校訂に費した篤志の研究〔¥でぁ 

る。 同 君 研究の 結 * の 二三 を 聞かせられて 感興 措く 能 はざる 所があった。 或は 遠から すして 日本人の 

みの 手に 由て 成れ る 曰本譯 聖書 の 發行を 見る に 至る や も 知れぬ。 誠 に 偸 快な る 事で あ る。 

二月 九日 (火) 晴 梅が 1  尺 出し 春 日和であった。 昨秋 來 預言 書の， お 習 を 始め、 H ゼキ エル 書と ェ 

レミ ャ記を 終り たれば、 今日は ィザャ 書 を 始めた。 ィザャ はや はり 预 一一 一一 a 者の 王で ある。 彼 は 信仰の 上 

に 立つ 哲學的 大政 治 家で ある。 近代史に 於け るグ n チウ ス叉は H ダルトの 如き 人で ある。 而 かも 遙か 

に 彼等 以上で ある。 ィザャ 書 を 讀んで 我等 は^ 界に十 人と は 現 はれ ざり し大 偉人に 接する ので ある。 

青年時代より 此大 敎師に 親む を 得し 自分の 幸福 を 感謝 せ ざる を 得な い。 墓に 入る までの 幸福で ある。 

〇 自分の 如き 者に 金 を 周旋して 吳れ と. & 込む 者が ある。 地面の 賫 物が あるから 買 はん 乎と 相談に 來る 

者が ある。 マツ シゥ. ァ ー ノル ドは 「人生 十分の 九 は； 止義 である」 と WI うたが、 今の 日 木 人に 取りて 
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は 人生 百 分の 九十 九 は 金 である や う に 見 え る 。 書 の 意味 を 聞き に 來る者 は殆ん どない。 然れ ども 金 

錢的 援助 を 乞 ひに 來る 者は隨 分と 多い。 情けない 阯の 中で ある。 

二月 十日 (水) 雨 久 振りの 豪雨で ある。 其の 有難 さよ。 以赛亜 書 二— 四 章 を 讀み大 なる 感動 を 

受けた。 三 章 五節の 如き 日本 今日の 有の 儘 である。 叫"； IM 十二 節 以下 は 甚大の 慰めで ある。 こんな 言葉 は 

他に はない。 ダンテ、 ゲ ー テ等を 知らす とも ィザャ を 知れば 充分で ある。 3： 故 世人 はもつ と 多く 以賽 

書 を讀ま ない の で あ ら う 乎。 

二月 十一 日 (木) 曇 紀元節で ある。 市中に は建國 祭が 行 はると 聞く。 自分 は ィザャ 書 第五 章 を 

研究した。 愛國 者と は斯く あらねば ならぬ。 ィザャ に 絞べ て 自分の 如き は 到底 愛國 者の 部類に 屬 する 

<1< ：厶厶 厶<<3<3<： 厶厶. <"厶<"<"<"厶<1<"<3<:厶<:厶<1<" 

者に あらざる 事 を强く 感じた。 眞の 愛國者 は： 止 義の爲 に國を 憎み 得る 者で あらねば ならぬ。 「然か は 

あれ ど M ホバ の 怒 は 止ます して 尙 ほその 手 を 仲べ 給 ふ」 と 言 ふ (廿 五節 )o 預ず 者の 愛國 心に 較べて 

て！！： 本人の 愛國 心の 如き W 戲と稱 し て 差 支が な い 。 

二月 十二 日 (金) 晴 今より 二十 六 年 前、 本誌 發 行の 時代に 於て は、 「研究」 の 名 は 甚だ 不人^ 

の 名で あつたが、 今や 「研究」 は 流行の 一 となった。 今日の 新聞紙の 廣吿に 現 はれた 名 丈け でも、 

r ん類學 研究」 あり、 「鑑 鏡の 研究」 あり、 r 敎育 制度の 研究」 あり、 「星の 研究」 あり、 「小 哏硏 

究」 が ある。 他に 「鷄の 研究」、 「株式 之 研究」 と 云ふ雜 誌の ある を 知る。 今や 「聖書 之 研究」 と 云 ふ 


は 流行 を 逐ふ賤 しい 名で ある やうに 聞こえる。 社 會とは 常に 此んな 者で ある。 始めに 嘲け つて 後に 自 

から 之に 從ふ。 故に 我等 は 「社 會は大 俗人で ある」 と 云 ふので ある。 社會は 導くべし、 傲 ふべ からす。 

社 會は何 子爵 何 男爵と 云 ふが 如き 大 俗物と 見て 間違の ない 者で ある。 〇 午後 塚 本と 共に 淺草 敎會 牧師 

館に 永 井 直 诒君を 訪問した。 新約聖書 本文 校合 並に 翻 譯に關 する 同 君の 努力 を 示され 驚嘆せ ざる を 得 

なかった。 此 かる 所に 此 かる 篤 學の人 ある を 知りて 我國 基督 敎の將 來に關 し 犬なる 希望 を懷 かせられ 

た。 行々 は 日本人の 力に 由て 日本 文の 聖書 を 「米 國」 とか 「英 國」 とか 云 ふに 非す して 日本 聖書 會社 

が 出版す るに 至らねば ならぬ。 そして 永 井 君 は 旣に其 必要に 應す るの 準備 を爲 せる 人で あると 思 ふ。 

二月 十三 日 (土) 晴 平凡の 1UI であった。 

二月 十四日 (日) 半晴 朝夕 共に 盛會 であった U 然し 自分の 講演 は 振はなかった。 午後の 集會に 

瑞 西國バ ー ゼ ル市 离阈傳 道協會 書記 ハンス， アン シュ タイン 君の 出席 傍聽 あり たれば、 之 を 機 會に同 

君の 演說を 乞 ひ、 我等の 一人なる 河 面 仙 g 郎君に 通譯の 任に 當 つて 貰った。 協會 の歷史 並に 目下 從事 

しつ & ある 所の 事業の 大略 を 語って 貰 ひ 甚だ 有益であった。 協會へ 寄附の 爲に獻 金 を 募りし 所、 百 二 

十 圓餘を 得 たれば、 之に 共有の 傳道 金の 一部 を 加へ て 直に 瑞 西に 送る ことにした。 演說 終へ て 後に 同 

君に 日本風の 夕食 を 供へ た。 自分の 外に： E 面、 塚 本の 兩君卓 を 共に し、 歐洲の 事情に つき 多くの 珍ら 

しき 事 を 聞かされ、 非常に 偸 快であった。 小なる 我等の 事業 も 亦 世界的で ある 事 を 熟々 感ぜ しめられ 

た。 
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二月 十五 日 (月) 晴 春の 暖かさであった。 全日 を 友人 訪問に 費した。 〇 r 愛知 縣の 田舍- ー讀 

者より」 として 左の 如き ハガキ が 達した。 

亂筆御 赦しを 乞 ふ。 只今 十字架の 道 「ゲ ッセ マネの 苦禱」 を讀 みました (午後 十 一 時)。 淚は 仲々 

止まりません、 戶 外に 出て 思 ふ 存分 泣きました。 あ k 此身 を捧 ぐる 外にな し" 傳道者 たれ"： 此 

1 生涯の 强ぃ 確信 を與 へられし 事 を 感謝 致します。 此 五月に 加州の 或神學 校へ 人學 のた め 渡米 致し 

ますが、 十 年 程 『聖書 之 研究』 を愛讀 して 居ります から 御 安心 下さい。 今度の 英文 雜誌は 私の 敎科 

書になる 事で せう。 右 感謝まで、 误 ながらに！ 

斯んた 感化 を 及ぼさう と 思 ふて 書いた もので はない が、 神が 之 を 用 ひて 此 若き 兄弟 を斯く も强く 動か 

し 給 ひし 事 を 感謝す る。 

二月 十六 日 (火) 晴 北風 强し。 靜 かたる 一 日であった。 以赛亜 書 六 章の 研究に 強く 我心 を 刺戟 

せられた。 神の 人 は 此心を 以て 世に 臨まねば ならぬ ことが 克く 判明った。 それにしても 今の 愛 國者ゃ 

傳道. 師を^ 中に 置いて はならぬ。 成るべく 人との 交際 を 避けて 神と 多く 交り、 祌の聲 を 聞いて 之 を 人 

に 偉へ ねばならぬ リ 

二月 十七 日 (40 晴 聖書 を 研究す ると 歲が 若く たる。 此 世の 事に 關係 すると 年を取る。 國 〔豕、 

社會、 敎會、 孰れ も面阁 なる 問題で ある〕 一方に 善ければ 他方に 惡ぃ。 公平で あれば 四方より 攻撃せ 


らる。 殊に 議論す るの が 1 だ。 然し 惡ぃ 事は惡 いと 云 はざる を 得ない、 玆に 於て か.^ む を 得す 議論に 

なる ので ある。 孰れに しろ 成るべく 靜 にして 置いて 貰 ひたい。 ^的に 自分 を 使 はんとせ すして 眞理と 

人類との 爲に 自分の 淺る 生涯 を途り 得る やう 注意し て 貰 ひた い 。 

二月 十八 日 (木) fl 以賽亞 書 第 八 章 を 研究した。 偉人 ィザャ に 引かされざる を 得ない。 唯 日本 

譯の餘 りに 微弱に して 預言者の 大 信仰 を 傳 ふるに 甚だ 不適 當 なる を遣憾 とする。 

二月 十九 日 (金) 曇 巿內九 段 向山 堂內 英文 雜誌 インテリ ジ ヱンサ ー 社へ 校正の 爲に 行いた リ牛 

込 停車場に 降り、 富 士見町 を 通りて 九 段 坂まで 往復 共に 歩行いて 今昔の 感に 堪えなかった。 四十 年の 

昔に 還った やうな 载持 がした。 自分 はま だ 生きて 居る ので ある 乎と 思うた。 然し 神と 眞理と 人類との 

爲 である。 恐る.^ に 足りない。 「汝の 齢に 順 ひて 汝に カを與 ふ」 と 主 は 言 ひ 給うた。 頗る 善い 雜 誌が 

來 さう である。 

二月 二十日 (土) 半晴 梅 日和であった。 講堂に 於て 柏木 女子 靑年會 の 第一 罔 集會を 開いた。 來 

會者 五十人 餘り、 東京 女子大、 女 高師、 女子 英學 塾、 學 習院、 佛 英和 等の 諸學 校が 代表 せられて 甚だ 

^會 であった。 壞本は 哥林多 前書 十三 章 を、 自分 は ブライアント 作 「水鳥に 寄す」 の 英詩 を 講じた。 

女子 靑 年の 知識欲の 旺盛なる に 驚いた。 
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二月 二十 一 日 (日) 晴 朝 四時 半 赤ん坊の 泣き ffi に 起され、 母と 祖母と を 助けて 彼女の 不平 を 癒 

してやった。 國を救 ふ も 赤ん坊 を 宥める も 共 根本の 精神に 於て は 同 一 である ことが 解った。 〇 朝 は 

「神の 子の 苦難」 と 題し、 キリストの 十字架の 死に 就て 語った。 語る に 最も 困難なる 題目で ある U 故 

に說敎 せす して 唯 馬 太傳と 路加 傅と 約 翰傳の 記事 を讀ん だ。 一同 强き感 に 打 たれた。 まことに 神の 子 

の 死の 狀 である。 神々 しと は 實に此 事 を 言 ふので ある。 十字架の 前に 凡ての 高ぶり を 葉て 平伏せざる 

を ない。 午後 は 詩篇 第 百 二十 七篇 第一 節に 依り 「信仰と 建築」 と 題して 語った。 信仰な き 東京 人に 

设與は 困難なる 所以 を 述べた。 最も 充實 せる 一 日であった。 

二月 二十 二日 (月) Ei 疲勞の 月曜日で ある。 赤ん坊の 子守 役 を 務めて 疲勞を 癒した。 

二月 二十 三日 (火) 雨 ジョ ージ • アダム. ス ミスの 以賽亜 書講 解に 第二 十八 章の 解釋を 讀んで 

今； 史 ながら 感に打 たれた。 オリバ ー • コ ロム ゥ H ルが 預言者 ィザャ の 最も 好き 解釋 者で あるとの 著者 

の 意見に 滿 腔の 贊成を 表せざる を 得なかった。 何ん と 一一 目 ふても ス ミス は 近代 稀れ に 見る 舊約 聖書 學者 

である。 彼 は ヱ， ワルトの 後 を 受けて 最も 深く 預言者の 心 を 探った 人で あると 思 ふ。 ス ミス は 反 オル ソ 

ドック ス であるな ど \ 評する 人 は 彼の 心の 深き 所に 宿りし キリス トの靈 を 看 出す 能 はざる 者で あると 

思 ふ。 自分 も 今日まで 彼 を 了解し 得すして 彼 を 誤解せ し 者の 一 人で ありし こと を玆に 告白す る。 今日 

再び 彼の 第一 一十 八 章の 解釋を 讀んで 之に 英文 を 以て 記入して 言うた Thanlsto  Geors.e  Adam  Smith 

in  the  name  of  Thomas  Girlyle  (トマス • 力一ライルに 代りて 玆 にジョ ー ジ • アダム • ス ミスに 


感謝す) と。 結婚 問題 や 其 他の 此 世の 問題 を 持 込まれて 困らせら る- -今 日此 頃、 如 此き莊 犬な. る 思想 

に 接して、 暗ら き 貧弱なる 日本に 在りながら、 明るき 天の 聖者の 國に 在る 乎の 如くに 感 する。 

二月 二十四日 (水) 曇 計畫を 立て、 働かす ばたら す、 去れば とて 計畫 にして 成功す る 者 は 滅多 

にない。 事情 や 境遇 (等しく 神の 命と 見て よから う) に餘 儀な くせられ て爲す 事の みが 成功す る やう 

に 見える。 我等 は 偵察 を 放って 神の 聖意を 探りつ \ 進 むので ある。 人生 は 油斷を 許さぬ、 去らば とて 

自 から 運命 を 作らん として はならない。 「急がす に、 休ます に」 である。 

二月 二十 五日 (木) 晴 英國 有名の 聖書 研究 雜誌 『エキス ボジ トル』 の 廢刊を 聞いて 驚き 且悲ん 

だ。 廢刊の 理由 は 「維持 困難」 に 在る と 云 ふ。 然し 乍ら 英國の 如き 基督 敎國に 於て 斯 かる 有力なる 宗 

敎雜 誌が 維持 困難の 故に 廢刊 すると は、 日本に 在る 我等に は 到底 解し 得ない。 其 主なる 理由 は 其 最後 

<!△<"△<△ 厶 <3<"厶  <1 厶厶厶 厶厶厶 <"△<:△△<△△ 厶厶  < "厶 A 厶厶  _ 

の 主筆たり し ドクトル • モフハ トの 福音 的 信仰の 缺乏に 於て 在る ので は あるまい 乎。 我等 はやれても 

一 i 昔 的 信仰 缺乏の 結 として 仆れ たくない。 成功 失敗 は 問題で はない が、 信仰 冷却 は 重大問題 である 一 

願 ふ 神の 恩惠に 由り 研究 誌が 最後まで 十字架 贖罪の 信仰の 維持 者と して 其 使命 を完 うせん こと を。 


二月 二十 六日 (金) 晴 今日 も 亦 或る 田舍の 若き 婦人に して 信仰 を 起せし 者の 結婚 問題 を 持 込ま 

れ 其の 處 分に 窮 した。 彼等に 對し 深き 同情な き 能 はすで ある。 今日の 日本に 於て 基督 敎の 信仰が 無い 
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のみなら す 普通の 法律 觀念 さへ ない。 日本人の 大多数 は 未だ 人權の 重ん すべき を さへ 知らない。 より 

高き 生涯に 入らん とする 若き 婦人 等に 對し 同情 を 懷く者 は 殆んど 無い。 村長 も小學 校長 も 彼等の 味方 

と 成って やらない。 實に 憐れな 社會妝 態で ある。 自分と して は 彼等 を 全能者の 聖 手に 委ね まつる ほか 

に 彼等 を 助く る途を 知らない。 實に 辛ら い 事で ある。 今 曰までに 幾度 もあった 例で ある。 日本に 於け 

る傳 道の 困難 は 此邊に 在る。 

二月 二十 七日 (土) 曇 孫 女の 爲 にお 雛 様が 飾られた。 罪のない 美く しい 習慣で ある。 唯 其內に 

偶像 的 分子の 在る に 困 まる。 叉飮 酒の 習慣 を 標榜す る 器具の 在る に 苦しむ。 到底 偶像 的 飮酒國 の 習惯 

である。 萬 事が 其の 汚染 を 被らざる を 得ない、 困った ものである。 〇 大正 十 四 年 我 對外收 支 計算なる 

者 を 見る に、 支出 は 六 億 九 百萬圓 で、 牧人 は 四 億 七 千 七 百萬圓 である。 而も 支出の 內に 外債 利 拂及償 

還 金の 一 億 五 干 萬が 有り、 収入の 內に 外债の 一 惊 三千 一 一 百 萬圓が ある。 卽ち 新たに 外债を 起して 奮 外 

债の 利子 を拂 つたので ある。 まことに 憐 むべき 身代で ある。 若し 之が 大帝 國の 身代に 非す して 一 個人 

の 家計で あると すれば、 身代限り は 目前に 迫って 居る のであって、 心細い 次第で ある。 而 かも 日本人 

の 內に斯 かる 危險狀 態に 於て 在る 者が 澤 山に 在る。 卽ち 新たに 借金して 舊ぃ 借金の 利子 を拂 つて 居る 

者が 澤 山に 在る。 之で は 國も亡 ぶれば 家 も 亡ぶ。 然るに 滅亡 を 恐れて 謹愼 する 者 はなく して、 皆な 目 

前の 安樂 を 漁りて 其 日々々 を 送って 居る。 此 儘で 行けば 日本 國の 經濟的 破滅 は確實 である。 實に 恐ろ 

しい 事で ある。 然し 斯く 吿 したれば とて 眞 面目に 耳 を 傾けて 聽く者 は 一 人 もない。 困った もので あ 

る 0 


二月 二十 八日 (日) 晴 午前 は 二百 人、 午後 は 百 七 八十 人の 來會 者が あった。 午前 は 馬太傳 二十 

七 章 四十 五節 以下の H リ H リラ マサ バ クタ 一一 の聖 語に 就て 述べた。 其 完全なる 註解 は 詩篇 第一 一士 1 

であると 信す るが 故に、 其篇を 朗讀し 之に 略 註 を 加へ て 說敎に 代へ た。 實に 意味の 深い 言葉で ある。 

聖書 を 以て 聖 J 曰 を 註解す るより 他に 途 がない。 午後 は 耶利米 亞記第 七 章 を 講じた。 若し H レ ミヤが 令 

,4 や 

の 基督 敎界 を觀 るなら ば 同一の 激烈なる 言 を發 する であらう と 曰うた。 「H ホバの 殿な り、 H ホバの 

殿な り、 H ホバ の 殿な り」 と 云うた 當 時の ユダヤ人と、 「基督 敎會 なり、 基督 敎會 なり、 基督 敎會な 

り」 とい ふ 今日の 基督 信者と よく 似て 居る。 預言 書を眞 面目に 讀ん で、 今日の 歐 米の 敎會 並びに 所謂 

基督 敎國を 許す 事 は 出来ない。 

三月 一日 (月) 暴 || 久 振りに て 橫濱に 行いた〕 カビ テン 山树 の案內 にて 岸壁 繁留の 外國船 數隻を 

見た。 其 內に英 あり、 佛 あり、 米 あり、 パナ マ あり、 其 何れもが 優秀 船であって、 我國に 之に 匹敵す 

べき もの はない と 云 ふ。 多くの 事を考 へさせられた。 物質的に 見た る 日本の 貧弱 國 たる は 否む こと は 

出来ない。 〇 京都 白 川に 卜居す る 山 口 菊次郞 君よりの 書翰に 曰く 

代 はれば 變る 世の中、 昔時 淡水魚 中の 王と して 高價 なりし 鲤は 今日 百匁 三十 五錢 にて、 魚の 最下に 

位する 泥 の 百匁 五十 錢に 及ばす。 蓋 は 高 價の鲤 にて 利 せんと 各地 盛に 養魚場に 鲤を養 ひし 生產の 

過剩 たらん。 今日 大學ゃ 專門學 校 卒業生の 剩餘と 均しく 世の 需要 は 中學叉 は小學 卒業 者の 引 張 服な 

るが 如し。 人間と 云へ 魚類と 云へ 上下 顚 倒せり。 混沌た る 思想の 善 化せざる も 故な きに あらす と存 
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候。 『大阪 毎日』 紙上に 曰く、 今年の 大學蓴 門學校 卒業生から 住友が 九十 二 名 採用す るに 申込 一 干 

名、 其 他 之に 準す。 而 して 本年 學士 と稱し 得られ る^の 數四萬 人に 上る と、 學校敎 育が 生活の 方便 

にならぬ m 點に逹 したり 云々 と 有 之 候。 沈思 默考致 候。 

面白い 觀察 である。 「第一 に 金. 第二に 金 を 得る 爲の學 問」 との 立場より 施し 来りし 日本の 敎 育が玆 

に 至りし は 面白い 現象で ある。 金に 爲 つても 爲ら ないでも 露现を 知る 爲に 施されし 敎 育なら ば、 此悲 

境に 至らす してへ れんだの である。 

三月 二日 (火) 晷 n  5^ 亂 多忙の 一 日であった。 校正、 オルガン 直し、 他に 雜 多の 用事 を 持 込まれ、 

隨 分と 頭 腦を惱 ませた。 讀 書はセ イス 敎授 のべ ンに 成りし ヒッ タイト 論 一 篇を讀 みしに 止まる。 自分 

も 時には 一 個の 世話 燒き 爺，. と 化せざる を 5^ ざる を 悲しむ。 

三月 三日 (水) 曇 桃の節句 である。 孫 女の 爲に雛 を 飾って やり、 赤飯 を 炊いて 祝うた。 三十 年 

來我 に 臨み. L 初めての 春であった。 〇 金井淸 君露國 より 歸り、 其 實況に 就て 話して 吳れ、 非常に 面 

白かった。 勞豊 露國は 人類の 歴史に 於け る 未曾有の 冒險的 大試驗 である。 多分 遠から すして 大 失敗と 

して 終る であらう。 然し 一度 は 行って 見る 價 値の ある 試驗 である。 共 產黨の 誠意に 對 して は 尊敬 を拂 

はざる を 得ない。 金 井 君の 南 露 旅行 談は 殊に 面白かった。 襄海 横斷、 トル キス タン 鐵道 旅行 等 は 古代 

史 研究に 趣味 を 有する 自分に 取って は 甚だ 羨ましかった。 然し 坐して 友人の 旅行 談を 聞いて 之 を 我が 

研究に 資する 事が 出来て 感謝で ある。 


カス ビヤン ァ ラル オタ ザス シル ダリ ャ 

砂の 都の 跡ぞ戀 しき。 

三月 四日 (木) 半晴 以赛亞 三十 章 を 以て 此日を 始めた。 不相變 忙しい 日であった _ 。英文 雜誌ィ 

ンテ リゼ ンサ， '第一 號が 出た。 是で 一 一個の 雜 誌の 主筆と 成った ので ある。 老いて 益々 旺 なりと 云 はん 

乎、 或は 無謀な りと 云 はん 乎、 自分に は 判 斷が附 かたい。 然し 乍ら 老年に 及びて 新たに 雜 誌を發 行し 

て 家に 孫が 生れし に 等しき 喜びで ある こと は事實 である。 何れに しろ 家の 內も 外も賑 かなこと である。 

是で 生涯の 內に雜 誌を發 行した 事が 三度で ある。 第一 は 明治 三十 年に 『東京 獨立雜 誌』 を、 第二に 同 

三十 三年に 『聖書 之 研究』 を、 而 して 第三に 今年 今 曰に The  Japan  Christian  lutdli^ncer を。 

斯くて 自分の 生涯. に 於て 主たる 仕事 は 雜誌發 行であった ので ある。 悪い 仕事で はない。 我が 救 はる \ 

は 仕事に 因る ので はない から、 之で 一 生 を 終り たれば とて 悲しむ に 足りない。 

三月 五日 (金) 雪 神戶 より 樂器 技師 を 招き 在米 友人の 寄附に 成る 大 オルガン を 修繕して 貰 ひし 

所、 今日 仕上がって 嬉しかった = 是で 先づ樂 器に 不足が 無くなって 感謝で ある" 此日巿 ^インテリ ゼ 

ンサ ー 社に 於て 小 やかなる 初 號發行 祝 貿會を 開いた。 我等の 祝賀 會は 勿論 同時に 感謝 會 であった。 

「エホバ 建た まふに あら ざれば 建つ る 者の 勤勞は 空し」 である。 彼に 建て k 頂く ので ある。 我等 は 道 

具た るに 過ぎたい。 
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三月 六日 (土) 晴 家族に 咳 を 病む 者 多し、 自分 も 其 一人であって 困難した。 用事 は 多くして 目 

が 眩む やうで ある。 世 は 暗黑 であって 援助 と 慰藉 を 求 む る 者 は 無數 である。 日本人 特有の 信義 は 絶え 

ん とし、 人々 殊に 靑年は 己が 利益 を 求め、 得れ ども 喜ばす、 得 ざれば 怒る。 彼等に 裏切らる &と 知り 

つ K 爲 すべきの 善を爲 さねば たらぬ。 毎日の 新聞紙 は惡 事と 不信 行 爲とを 以て 充っ。 議會 は黨爭 止ま 
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すして 混亂 である。 唯 赤ん坊と 遊ぶ 時の み； 大國の 平和が ある。 

三月 七日 (日) S 泥濘に 拘 はらす 三百 人 以上の 來會 者が あった。 朝 は 「キリストの 死と 埋葬」 

に 就て、 午後 は テモテ 後書 三 章に 依り 「世界の 現 歌と 某 赞敎」 と 題して 語った。 餘り滿 足なる 說敎で 

はなかった が 少したり と も 純 福 昔 を 語 つたと 思 ふ。 

三月 八日 (月) 晴 孫 女の 寫 3 呉 を 撮る 爲に 母と 祖母と 自分と 三人 附添 にて. is 中に 行いた。 鈸冶橋 

外 森 川 iip 典^ 主人の 常に 變ら ざる 熱誠 を罩 めた る 撮影 を 受けて 偸 快であった。 〇 英文 雜 誌が 出て 責任 

が增し て 困難で も あれば 亦 偸 快で も ある。 京都 ド ク トル 佐 伯よりの 左の 書翰の 如き 犬に 我意 を强 くす 

る 0 

陳ば今 囘は可 驚 御 奮發を 以て 英文 基督 敎雜 誌御發 行の 由、 日本人で さ へ 英文でなくて は讀 めぬ と 云 

ふ 幾 百 千の 人、 米國に はありと 云 ふ 今日、 又 加 之 地の 端にまで 傳 道せ よと 命じ 給 ひし 主ィ H スの仰 

せに 對 しても 誠に 相當 はしき 御 企に て、 近 顷氣味 善き 一大 現象と 感 佩の 至りに 不堪 候" 小生 も購讀 

^の 一 人と たりて 又 之 を汎く 英米 諸 邦に 在る 友人に も 購讀勸 誘 仕るべく 候。 


願 ふ 友人の 此 期待に 背かす して 潔き 正しき 雜 誌を糙 綾し 得ん こと を。 

三月 九日 (火) 晴 昨夜 大に感 する 所 あり、 今朝 は M: 時に 起きて 英文の 原稿 を 書いた、 そして 夜 

に 到る まで 書き 镜 けた。 

三月 十日 (水) 雨 三年 振りに て 三越に 行いた、 不相變 虚榮の 市で ある。 此 世の 人 等が 金 を 欲し 

がる は 無理で ない 事 を 知った。 歸 つて 以赛亞 書 三十 一 章 を 讀んで 別世界に 在る を 感じた。 

三月 十 一日 (木) 晴 雜誌 第三 百 八 號を發 送した。 永久に 好き もの は 矢張り 聖書で ある。 之に 依 

て 同志 を 求め、 之に 依て 國を 立直す。 此は 試め されし 途 であって、 最も 確實 なる 途 である。 何 を 魔め 

て も 之れ 丈け は 止める こと は 9,1 來 ない。 倍加 運動よ 社會 事業よ と 云って 騷ぐ 者は騷 ぐが 宜ぃ、 自分 は 

聖- 書ー點 張りで、 永久 を 期し、 國を救 ひ 世界 を 動かす であらう。 

三月 十二 日 (金) 朝 は 日本 文の 原稿 書きに 從 事した。 午後 は インテリ ゼンサ ー 社に 行いた。 以赛 

亞書 三十 一 章と ナイル 河の 地理 を 研究した。 赤ん坊が 留守に なり 家が ヒッ ソリ した。 小犬の パ &が肺 

炎に 摘り 家畜 病院に 送った。 神の愛 を 以て 人に も獸 にも 對 さねば ならぬ。 〇 近頃 切に 感 する 事 は 日本 

に 離 問 者の 多い 事で ある。 大抵の 騷動は 離間 者の 煽動に 由て 起る。 自分の 經驗に 由る も 自分に 反き 去 

りし 者 は 大抵 離間 者の 術中に 陷 つた 者で ある。 そして 離間 者が 基督 信者 殊に 敎會 信者に 多い と 聞い て 
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は 更らに 驚く" 然し 如何と もす る 事が 出来ない。 斯う 云 ふ社會 叉敎會 である。 惡評、 龜 誣、 離間が 彼 

等 多数の 食物で ある。 彼等 は是れ なくして は 生^し 得ない ので ある。 そして 離間 さる k は不偷 快で あ 

るが、 然し 堪えられ なく はない。 一人の 友 又は？ R 子 を 奪 はるれば、 神 は 之に 代りて より 善き 友 叉 は 弟 

子 を 下し 給 ふ。 此攀を 資 驗 して 我等 は 言 ふ 「サタンよ 勝手に 離 間 せよ、 汝は 我より 神が 許し 給 ふ 以上 

の 者 を 奪 ふこと は出來 ない」 と。 

三月 十三 日 (土) 半晴 久々 振りに て 英國雜 誌 『第 十九 世紀』 を 手に した。 是は具 翁 や ハックス 

レ ー が 議論 を鬪 はした 雜誌 である。 之 を 手に して 今昔の 感に 堪えない。 其 二月 號に 植物 學の 大家 D . 

H • スコ ット 氏が 植物 學の 立場より 進化 說を 主張す る 論文 を讀ん だ。 敎會の 基督 敎に 反對 する のが 此 

雜誌 元来の 特徵 であって、 今 も尙ほ 之を繼 緩す る を 見る。 第 二十世紀の 今日 生物 各種 特別 造化 說を痛 

擊 する を 見て、 今尙ほ 英國に 於て 此說を 頑固に 維持す る 者 ある を 知る。 進化 說を 主張す るに 方り て敎 

會 在来の 信仰 を 多少な りと も 嘲 けらねば ならぬ と は 自分 等に は 到底 解らない。 

三月 十四日 (日) 雨 朝夕 共に 盛會 であった。 朝 は キリスト 傅の 最後と して 「キリストの 復活」 

に 就て 講じた。 六ケ 敷い I? 題で ある。 然し 信仰の 立場より 見て 必要 缺く ベから ざる 茵處 である。 キリ 

ストの 復活 を 信じ 得すして 基督 敎が與 ふる 最大の 慰藉 は 得られない。 午後 は 耶利米 亞記第 八 章 を 講じ 

た。 忙 はしい 一 曰であった。 


三月 十五 日 (月) 半晴 昨日の 働ら きに^く 咽喉 を 痛め、 半日 床に 就いて 休んだ。 東京 附近の 或 

る讀 者より 左の 如き ハ ガキが 達して 嬉しかった。 

三月 號 『不用 人間』、 金言なる 哉、 至言なる 哉、 實に斯 くも 的確に 現代の 急所 を 突け る 言 無 之 候。 

毎度 三十 錢の 研究 誌に て御敎 育を受 くる 數々、 幾 百圓の 書籍 代を拂 ひて 何等の 慣値 なき 時、 僅少 

の 代價の 研究 誌 は實に 人類の 至寶、 自分の 生命の 糧に有 之 候。 

さう かと 思へば 合本 一 一十 册 餘に對 し百圓 以上の 代價を 同時に 拂 込んで 來る讀 者 も ある。 如何に 見ても 

研究 誌 は 不思議なる 雑誌で ある。 

三月 十六 日 (火) 晴 寒氣 W 來。 和英 兩 文の 原稿 を 大分 書いた。 自分に 取り 原稿 を 作る は 借金 を 

返す と 同じで ある。 毎月 期日が 来れば 原稿 を 催促され る、 其 時 是れが 無ければ 恥 を か、 せられる。 そ 

れ 故に 何時 原稿 取りが 来ても 恐れない やうに 準備して 置かねば ならぬ。 今日の 所 和文の 方 は 四 ヶ月 分 

位ゐは 準備して あ る。 英文 の 方 はま だ始 つた 計り で あるから 貯蓄 も 至 つて 尠 ない。 然し 是と て も 遠 か 

ら すして 二三 ヶ月 分の 貯蓄 を爲し 置く の 必要が ある。 サ ー と 云うて 狼 狼す る やうで は 駄目で ある。 常 

常彈 藥を豐 富に 溜めて 置かねば ならぬ。 如此 くにして 何年 も 綾いて 滯 りなく 雜 誌を發 行す る 事が 出來 

るので ある。 曾て 故植 村正久 君に 首うた ことがある 「僕 は 未だ 曾て 原稿 日に 原稿 を 揃へ なかった 事と、 

印刷屋の勘{1^^日に勘定を怠った事はなぃ」 と。 同 君 は 凡ての 事に 於て 自分 を 嫌 はれた やうで あるが、 

此事 丈け では 自分に 感心され たやう に 見受けた。 何れに しろ 過去 三十 年間 此 習慣 を 鑌け來 つた。 ぺ ン 

が 自分 の 手から 落つ る も 最早 遠 いこと では あるまい。 其 時まで 之を續 けた いもので ある。 
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三月 十七 日 (水) 晴 以賽亜 書 二十 二 章 十五 丄 一十 節が 今日の 慰藉であった。 今日の 日本人の 家 

庭に して 秦亂 して ゐる 者の 多き を 知って 驚いた。 I： 時の に此ん なに 紊れた 乎 想像に 苦しむ。 それに 

しても 有 島 武郞は 惡ぃ例 を 遣した ものである。 今や 許 多の 有 島 事件が 社 會の备 方面に 於て 演ぜられつ 

つ ある。 此 分で 進み 行けば 日本の 近き 將來に 深く S ふべき ものが ある。 

三月 十八 日 (木) 晴 肩が 凝りて ぺ ンが 執れす、 咽喉が 痛んで 話しが 出来す、 只 呆然と して 一 日 

を 送った。 喻久娠 りに てゴ ー デ，' の 書に を 觸れ、 信仰の 光 を：^ 亂 せる 心の 屮に投 入れられ、 蘇生の 

感 があった。 舊 いと は 云へ 此 先生に 本當の 信仰が あった。 今の 祌學者 等の 書いた 物 を 讀んで 唯 頭腦が 

歧 惑せ しめらる、 のみで ある。 只 少しく 學者 らしくなる 計りであって、 其 外に 何の 得る 所がない。 人 

類の 最善 は 第 十九 世紀 を以 つて 一一 一一 n 盡 された ので は あるまい 乎。 第一 一十 f 紀に 入りて 世 は ハ ッ キリと 末 

世に 入った やうな 感 がする。 

三月 十九 日 (金) 曇 英文 原稿 を携 へて インテリ ゼンサ ー 社へ 行いた。 一同の 元氣 E 盛で ある。 

世界 改造の 希望 漲る。 然し 元^ や 希 SHI で 事が 成る ので はない、 祌の大 能に 由て 成る ので ある。 我等 は 

神の 御 計 箦を宜 ぶる に過ぎない、 而 して 祈って 其 成就 を 待つ のみで ある。 〇 昨夜 巢 鴨に 大火 あり 七 百 

餘戶燒 けた。 不安 極まる 世で ある。 殊に 花の 都の 東京 は然 りで ある。 

三月 二十日 (土) 雪 東京と して は 珍ら しき 大雪で ある。 柏木 女子 靑年會 の例會 である。 雪と 諸 


學 校の 卒業 準備に て 出席者 二十 四 五名に 過す。 自分 は 女學生 等と 共に ブライアントの 「森の 讚美歌」 

を讀ん だ。 〇 近頃 仕事が 多い 爲に神 を 信す る ことが 勘い ので 困 まる。 少しく 油斷 すると 自分 も 事業 宗 

の米國 人に 成って 了 ふ。 事業 は實は 成っても 成らないでも 宜しい ので ある。 神の 遣 はし 給へ る 其獨子 

を 信す る 事、 其 事が 信者の 唯一 の 事業で あらねば ならぬ。 事業 は 之 を 風に 委ね 自分 は キリストの 十字 

架 を さへ 仰いで 居れば 可い ので ある。 願 ふ 今復た 此の 奮き 福音に 還らん こと を。 

三月 二十 I 日 (日) 晷1| 集會變 りなし。 此日 婦人 九 人 (多く は女學 生に して 卒業して 國に歸 る 

者) 男子 一 人に、 彼等の 懇請に 從ひ バプテ ス マ を 施し、 伊藤 一 隆、 靑木 庄藏、 長 尾 半 平等の 長老 諸氏 

に立會 つて 貫うた。 以弗所 書 四 章 三 二 節 「キリストに 在りて 祌汝等 を赦し 給へ る 如く 汝等も 互に 赦す 

べし」 との 言を條 件と して 簡 短なる 式 を 施した。 三位の 名 は 用 ひなかった。 使徒 行 傳ニ章 三 八 節、 同 

十九 章 五節 等に 依り 單に 「主ィ H ス キリ ストの 聖 名に 由て」 バ プテ ス マした。 一 同 强き感 に 打 たれた コ 

斯 かる パプ テス マ は 自分 も 受けた しと 云 ふ 者が 他に も 在った。 勿論 聖公會 たどに は 全然 認められない 

式で ある、 然れ ども 我等 はィ H ス 様が 此 席に 在し 給 ふこと を 疑 ひ 得なかった。  - 

三月 二十 二日 (月) 暴 n 朿京 高等 女子 師範 學校 本年度の 卒業生に して 我が 聖書 研究 會々 員た る 者 

の 送別 懇話 會を 開いた。 總數十 人、 例年 以上の 多數 である。 同校 本年度の 本科 卒業生 は 凡て 九十 

一 人であって、 其內 十四 人が 研究 會員 であると は 注意すべき 事實 である。 叉 理科 卒業生 一 一十 一 人中、 

何れ かの 敎會に 出席して 基督 敎を 求め ざ. る 者 は 僅かに 六 人で あると M く。 而 かも 入學當 時敎會 出席者 
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は 僅かに 三人で あつたが、 卒業の 今日は 六 名 を 除く の 外 は 悉く 信者 叉 は 求道者に 成った ので あると 云 

ふ。 文部省 直轄の 學校 にして 其 敎師は 一  二人 を 除く の 外 は 悉く 不信者 叉 は 不信者よりも 逸 かに 惡 しき 

背敎 者で あるに も拘 はらす、 斯 くも 多數の 卒業生が 信仰 を 懐い て 母校 を 出る と は實に 不思議で ある。 

文部省 も、 不信者 又は 背 敎者達 も、 キリストの 福 昔の 擴張 を妨 ぐる こと は 出来ない と 見える。 

三月 二十 三日 (火) 半晴 樱井 ちか子 女史の 愛孫 倉 辻 明毅君 永眠の 報に 接し、 本 鄕彌生 町に 遣 族 

を 訪問し 同情 を 表した。 食 迂君は 有望の 若き 音樂 者であって、 大手 町 時代に 幾度 も 我等 を 助けて 吳れ 

た。 老女 史は 北海道 時代よりの 信仰の 友であって、 彼女に 對し 深き 同情に 堪えなかった。 〇 新聞紙 は 

引 核き いやらしき 記事 を 以て 滿っ。 疑獄、 牧監、 自殺と 云 ふ 類で ある。 世 は 日に日に 暗黑の 密度 を 加 

へつ.^ ある。 此 時に 際し 我等の 間に は 聖き天 國の歡 びが ある。 一昨日 バプ テス マ を 受けし 少女の 一人 

よりの 感謝の 書面の 一 節に 曰 ふ 

イエ ス キリストに 合ふ爲 にバプ テス マ を 受けた 私 は 三月 廿ー 日、 之が 記憶すべき 新生の 日で あり、 

又 命日で ございます。 此 世の 生命 欄から 黑 わく をつ けられた 日であります。 心の中 だけで 此 I を 去 

つたので はありません、 誰が 見ても 此 世の 人ではなくなる のであります。 此日は 確かに 死亡の 日で 

あります。 あ、 W し 私 はこの 死の 峠 をい つ 越え たかを 知りません。 確かに 先生の 御手が 私の 頭に か 

かった 瞬間に 越えた ので はない かと 思 ひます。 峠を越え た 印に うけた バプ テス マだった と 思 ひます 

…… 昨日の 朝の 集會に 罪の 赦 しの 福音 を 承 はりまして 「キリス トに 在りて 神汝ら を赦し 給へ る 如く 

汝ら S に 赦す べし」、 之が 私たちに 续 された 爲 すべき 事で. ある こと を 知りまして 感謝 に 堪えません 


云 々o 

他に も 之と 同じ やうな 感謝に 充溢れ たる 書面が 達した。 自分の 耳に は 其 時に 歌った 第 百 三十 七 番の讚 

美 歌が まだ 響いて 居る。 

つみのこの 身 は いま 死にて 

きみの いさ ほに よみが へり 

きょき しもべの かすに いる 

そのみ しるしの パプ テス マ 

帝 國議會 の 議員 や 復興 局の 役人な ど は 此聖き 歡びは 少しも 知らないの である。 

三月 二十四日 (ち 半晴 舂裴 未だ 去らす 不愉快で ある。 今日は 結婚 事件が 三箇 あった" 結婚 は 

人生の 最大 事件で ある、 殊に 近代 人に 取り 然り である。 結婚に 對 して 自分の 意見 を徵 せられて 何ん と 

か 答へ すば ならす、 さりと て ドクトル • ジョン ソン や トマス • 力 ー ライルの 結婚 觀を 以て 答へ た 所で 

近代 人 は 到底 承知し ない。 何故に 日本の 武士道に 由り もっと 簡 短に 解決し ない 乎、 自分に は 少しも 解 

ら ない。 今日の 日本人の 結婚 問題 程く どい、 いやらしい 者 はない。 

Ire- 

三月 二十 五日 (木) 晴 今や 猫 も 杓子 も 洋行す る。 聞く 虚榮の 巿佛國 巴 里に は 五 千の 日本人が 滯 

在す ると。 我等 は此上 西洋文明 を 輸入す る 必要 はない。 旣に 輸入せ し 物 を 消化して 我等 自身の 新 文明 

を 作るべき である。 殊に 基督 敎を 研究す る 爲に歐 米に 行く 必要 はない。 歐米 自身が 今や 東方より 新 光 
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明の 來 らんこと を 待ちつ k ある。 今日 歐 米に 基督 敎を 求む る は 暗 m 一の 裡に光 を 探る と 同然で ある。 論 

より 設據 である、 基督 敎 研究の 爲に 洋行して 不信者と 成って 歸 つて 来た 者 は隨分 多い， 愼 むべき 事で 

ある。 〇 訪問客の 多い 日であった。 其內で 最も 樂 しかった の は 千 葉 縣鳴濱 村の 海 保 竹 松 君であった。 

君の 農村 改良の 意見 並に 試み は大に 自分の 同情 を惹 いた。 今や 問題 は 信仰 箇條 でない、 信仰 實行 であ 

る。 信 e はいくら 深く 理想 はいくら 高く とも，； K 行 を 以て 試みられざる 信仰 は 執る に 足りない。 我等 は 

殆んど 三十 年間 鳴濱 村に 傳道を 試みて、 今 その 實行を 見る に 至りし を 感謝 せざるを得ない。 まことに 

1 村 を 救 ふの 途は全 國を救 ふの 途 である。 


三月 二十 六日 (金) 曇 雪 を 見た、 不順の 氣候 である。 例年の 通り 柏木 日曜 學 校の 生徒 等が 自.. K 

の 誕生日 を 祝 ふて 吳れ た。 今月 二十 日で 滿六 十五 歳で ある。 神の 恩惠に 由り 健康で 樂 しき 仕事に 毎 

m を 送る ことが 屮： 來て 感謝の 至りで ある。 ィ ザャ、 プラト ー、 カントと 云 ふやうな 大 先生に 敎 へられ 

ながら、 希望の 光に 充 されて 老年 を 送る の樂 しさよ。 青年時代より 壯年 時代 を 終る まで 人生の 暴風 は 

激しく 身に 當 つたが、 老年に 入りて より 浪は靜 まったら しく、 至って 平穏の 航海 を績 けつ」 ある。 今 

口 も亦樂 しく 研究 雜誌 四月 號の 編輯 を 終った。 

三月 二十 七日 (土) 晴 爽ー 11- 强し。 基督 敎會に 於て は 信^の 奪い合 ひが 今稱ほ 依然として 行 はる。 

^^:き信者が屮1來れば他の敎會に_|^らる、 の虞れが甚だ多ぃ。 日本 武士の 爲すを 恥と する 所の 事 を 英米 


人並 に 英米 流 の 基督 信者 は爲し て 少し も 咎めな いらし く ある。 自分 等 に は 到底 解し 得な いこと である，. 

彼等 は 之を稱 して 傳道 上の 帝阈 主義と 云 ふさう であって、 之を實 行す る こと を^に 惡 いと 思 はな いら 

しく ある。 然し 是れ では 敎會 の衰 へる が當然 である。 若し 神が 斯 かる 行 爲を 祝福し 給 ふなら ば 彼は祌 

に 非す である。 何れに しろ 氣 持の 惡ぃ 事で ある。 〇 チ H ムバ ー ス 百科 字典 第 七 卷が丸 善より 配達に な 

つた。 其內 より マ タイ 條、 マ カ傳. ミルトン、 バウ 口、 パレス チン 等の 諸 項 を 讀んで 犬に 得る 所が あ 

つた。 

三月 二十 八日 (日) 青 集會變 りなし。 學 期の 替り 目に て 多くの 舊き額 は 消えて 多くの 新ら しき 

額 を 見る。 悲しく も あり 嬉しく も ある。 此 日は久 振りに て 講演 を 休まして 貰 ひ、 眞の 休日ら しく 感じ 

た。 塚 本と 畔上 とが 立派に 代理 を 勤めて 吳れ た。 自分 は 何時 止めても 後 は 大丈夫で ある ことが 判明つ 

て 感謝であった。 

三月 二十 九日 (月) 晴 甥 姪の 誕生日 を 祝し 併せて 姪の 高 女 卒業 を 祝す る爲に 家族 一同と 共に 某 

所に 會 食した。 嗣子 は 嬰兒が 代理した。 滅多に 爲 さぐる 圑欒 である。 甥 姪 を 我家に 引取って より 玆に 

十 年、 先づ 差した る 落度な くして 保護者の 責任 を充 たし 得た こと を 感謝す る。 實に 重い 責任で ある。 

0 政治 界は大 阪松島 遊廓 事件 を 以て 揉めて ゐる。 復興 局 疑獄 事件が 進行 最中なる に玆に また 新たに 醜 

事件が 現 はれて、 日本の 社會は 頭の ノ S より 足の 跣に 至る まで 健全なる 所な きに 至った ので ある。 悔改 

めざる H 本 國に引 綾き.！^ 判が 臨みつ」 ある。 其 底止す る 所 は何處 なる 乎 判らない。 神の 正義の 判が 
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行 はれつ 、あるので あると 思へば 感謝で ある。 

厶厶厶 厶厶 <3<JA<1A<1<"  <a<J 厶 厶 厶厶厶 <5<1 厶厶 △< "厶  <1<J 

三月 三十日 (火) 晴 此日八 人の 訪問客が あった。 其內八 人まで が 結婚 問題 を 齎らして 來た。 自 

分 は 聖書 學 徒であって 結婚 媒介 人. に 非す といく ら斷 つても 彼等 は 承知し ない。 彼等 は 結婚に 餘 りに 熱 

心であって、 他人の 困る を 顧る の 餘裕を 持たない。 自分 は 唯 事の 善惡 を判斷 する 事が 出来る、 其 他 を 

知らない。 そして 自分が 纏め 得た 結婚 は 未だ 曾て 一度 もない。 近着の 百科全書に ミルトン 小傳 を讀ん 

で彼が大詩人でぁりしが故に此世の事に就て最も拙劣でぁったとの！？^-を知って大に自己を慰めた。 詩 

人、 哲學 者、 預言者 等が 此^の 事に 拙劣なる は當然 である。 此 世の に 巧妙なる 宗敎家 達に は ミルト 

ン、 ブラト ー、 ィザャ 等の 心 は 判明らない。 俗人に 馬鹿にされる 者で なければ 神の 高い 深い 事 は 判明 

ら ない。 然るに 天の 事 を 語る ベ き 使命 を 授け られた る 者 を 捕 へて 地の 事 を 行 はし めんと する 此 世の 人 

等の 淺ま しさに 驚く。 然れ ども 彼等 は 地の 事に 一 せ 懸命な ので ある、 故に 强く 彼等 を 責めない。 

三月 三十 一日 (水) 晴 勘定日であった。 結婚 問題 は 一 もなかった。 主として 雜誌 校正に 從 Iss- し 

た。 塚 本、 畔上、 石 原、 自分と 四 人 揃うて 甚だ 賑か であった。 柏木に 信仰 は 在る が 祌學的 知識が 無い 

と 云 ふ 人 ありと 聞いて 少しく 片 腹が 痛かった。 神 撃 はない 乎 も 知らぬ が 聖書 は 少し 知って 居る と 思 ふ- 

そして 又 祌學の 代りに 神學 以外の 事 を 知って 居る と 思 ふ。 日本に 於け る 實際傳 道に 神 學の用 は 至って 

^い。 


四月 一日 (木) 晴 春が 終に 来た。 心を寬 かにす る 必要が ある。 それに は 人生の 惡事を 思 はすし 

て 善事 を 思 ふ 必要が ある。 赤ん坊 は 笑って ゐる、 櫻 は かんとして ゐる。 學者は 俗事 を 度外視して 研 

究に從 事して ゐる。 ブラト ー や カントの 心 を 以て 眞理の 探求に 從事 すれば 人生 は 永久の 赛 である。 斯 

く 思うて 今日 も 亦 比較的に 幸福なる 一 日 を 送った。 

四月 二日 (金) 晴 古い ゴ ー デ ー 著 『聖書の 研究』 を 持 出し 之 を 護んで 大に 能力 を 加 へられた。 

彼 は 聖書 學者 で ありし のみな らす 哲學者 であった。 彼の .： 于宙人 生の 說 明に 偉大に して 深遠た る ものが 

ある。 現代に 於て は 到底 見る 能 はざる 本當 の神學 者で ある。 我等の 此 『聖書 之 研究』 が瑞西 人なる 此 

老 先生に 負 ふ 所 如何に 多 かりし よ。 ゴ ー デ ー 先生 微 りせば 此雜 誌は靳 くも 長く は辏 かざりし と 云うて 

差閊 がたい。 〇 兮の 時代に 不平 人間の 多き 事よ。 殊に 少しく 敎育 ある 靑 年に 於て 然り である" 彼等 は 

其 心に 於て 堪え難き 不 滿を藏 す。 斯 かる 人達が 次の 時代 を 作る 乎と 思へば 實に 恐ろしく ある。 

四月 三日 (土) 雨 田 村直臣 君の 牧 する 巢 鴨敎會 設立 五十 年 記念 感謝 會の 催し あり、 自分 も 出席 

して 一 場の 感想 を 述べた。 明治 初年の 多くの 活ける 歷史に 接して 感慨無量であった。 徂し 過去 を 顧み 

る は 基督 信者の 快し とせざる 所で ある。 。ハウ 口 と 同じく 我 も 亦 「後に 在る もの を 忘れ、 前に 在る もの 

を SI- み、 神が キリスト イエスに 由り て 上へ 召して 賜 ふ 所の 褒美 を 得ん と檫 準に 向 ひて 進むな り」 であ 

る (ピリ ピ書三 章 十三、 十四 節 7 過去 は 如何 あっても 可い、 善事 は 凡て 未来に 於て 在る。 我等の RI 

前に 無限 の 希望 を藏 する 無限 の 未来が 置か る & を 思 へ ば、 過去 を 顧る の 必要 は 無くなる。 自分 は 小な 
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る預曾者として無限の未來を&^^！みっ ，^ 一  生 を 終らう と 思 ふ。 

四月 四日 (日) 晴 麗 はしい 復活祭 日であった。 伹し當 硏究會 に 於て は 例に 由て 祭 禮は行 はな か 

つた。 然し 朝 も 午後 も 多く 復活に 就いて 語った。 自分 は 朝 は 路加 傳 一章 二 六— 三 八 節、 同 二十 章 三 四 

—三 六 節、 列 王 下 六 章 一 三— 一 八 節 等に 由り 「天使の 存在」 に 就いて 話した。 話す に 甚だ 困 錐なる 題 

目であった。 午後 は 羅馬書 八 章 一八 —二三 節に 由り 「復活の 意義」 に 就いて 講じた。 此日 同じ 集會に 

於て 一 つの 讚美歌 を 二度 歌 ふの ブマを 演じた。 後に 之 を 知って 非常に 恥 かしく 感じた。 百 三十 人 程の 

聽 衆の 一 人が 自分に 一 寸 注意して 吳れ V ば 避く る ことの 出 來る問 違であった。 然れ ども 其 人の 一 人 も 

無った 事 を 知って 非常に 情なく 感じた。 先生が 知らす して 爲す問 違 を 正さん とする 勇氣を 有つ 人の 一 

人 もない 事 を 知り、 是 では 弟子と 云 ふ 者の 全く 賴り にならない 事が 感ぜられて 非常に 悲しく あった。 

然し 自分の 爲 した 問 違で あ る、 人 を怨む 事は屮 Z 来ない。 

ひた 

四月 五日 (月) 晴 友人 茶に 招かれ 伊豆 湯 河原に 行いた。 溫条に 浸る も 偸 快で あつたが、 友人の 

清 話 を 聞く は 更に 倫 快であった。 我が 日本に は 剛毅の 人 は 全く 絶えた と 思うた が、 兹に其 一人 を發見 

して 大に 我が 志を强 うした。 

四月. K 日 (火) 半晴 彼に 伴 はれて 熱 海に 遊んだ。 5- 豆 半 €5 の 赛 景色 は 我心 を 奪 はん 計りで あつ 

た。 に 翻す る 山の 傾斜面に 樱 花が 松の 綠に 交りて 1  尺く 所 は 世界に 二と は 無き 景色であった" 午後 湯 


河原の 旅 宿に 歸り、 計らす も 德富蘆 花 君の 訪問 を 受けて 非常に 嬉しかった。 

四月 七日 (水) 晴 友人に 伴 はれ 馬車 を驅 りて 眞 i 港に 遊んだ。 其 附近の 貴 船 神社 境內 にて 相模 

灣を 望みながら 辨當を 認めた。 久し振りの ピクー 一 ック である。 旅 宿に 歸り蘆 花 君に 昨日の 訪問 を 返し 

た。 君の 口より 直に 往年の トルストイ 訪問 談を 開き 非常に 面白かった。 自身 翁に 會せ しが 如くに 感じ 

た。 翁 は盧花 君に 告げて 曰うた との 事で ある 「日本 は 何故に 今や 衰亡に 瀕せる 西洋文明 を 探 用し つ、 

AAA  △△<"<!<"△△ 厶 厶厶厶  厶. a<l 厶 厶厶厶  <1<3 厶厶 厶厶、 厶厶厶  ノ，， -,  - - 

あるか、 日本 は 西洋文明に 依らす、 自 から 新たに 文明 を 作るべき である」 と。 是れ 翁が 今より 二十 年 

前に 發 せし 言であって、 意義深き 忠告であった と 一一 K はざる を 得ない。 蘆 花 君 は 日本 唯一 の トルストイ 

アンで ある。 君 ありし が 故に 日本 は此第 十九 f 紀の大 預言者に 問く 結ばれた。 我等 は此 事に 就き 君に 

深謝 せざるを得ない。 

四月 八日 (木) 晴 午後 二 時 柏木に 歸 つた。 多くの 郵便物が 待って 居た。 英文 雜 誌に 對し 海の 內 

外より 多くの 反響が 達した。 其發 行が 電報 を 以て 紐 育 イブ 一一 ングボ スト 紙に 報ぜられし 事 を 知った。 

如此 くにして 旣に # 界の 注意 を惹く に 至って 偸 快であった。 

四月 九日 (金) 半晴 南風 强く 塵埃 揚る。 我が 聖書 硏究會 婦人 會員 中の 最 年長者 吉川 義子 刀自 永 

眠の 報に 接し、 原 宿に 彼女の 遣 骸に對 し 告別の 敬意 を 表した。 彼女 は 美 はしき 信仰の 持主であった。 

大手 町 以来の 熱心なる 會 員であって、 彼女の 老 額を聽 衆の 內に 見る は 自分に 取り 犬なる 慰藉 叉 獎勵で 
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あった。 彼女 は 備後福 山の 人であって 二十 年 以上の 聖公會 所屬の 信者であった。 然れ ども 數年 前に 東 

京に 移られて より は 日曜日 毎に 我が 集會に 出席 せられて 大 なる 滿足を 感ぜら る、 やうに 受けた。 我 

等 は 彼女 を 呼ぶ に r 吉 川のお 老母さん」 の 名 を 以てした。 余 は 一 日 彼女に 問 ふて 曰うた 「お祖母さん、 

私の 說く 所と 貴女の 敎會 の說く 所と 其 根本に 於て 違う 所はありません、 贵女は 何故 貴女の 敎會に 出席 

せす して 私の 集會に 来られます 乎」 と。 時に 彼女 は 笑 を 含んで 曰うた 「先生 少し 違ゐ ます。 敎 會の說 

く 所に 生命が ありません、 責君は 同じ 事を說 かれます が、 其內に 生命が あります」 と。 彼女 は 自分よ 

り 九 歳の 年長者であって 今年 七十 五 歳で あつたと 記憶す る。 天 國の實 在 を 信す る こと 己が 故 鄕の實 在 

を 信す るが 如く、 常に 歡喜を 以て 死に 就いて 語られた。 斯 かる 次第で あれば 今 彼女の 遣骸 に^ を 告げ 

たが、 少しも 死刖れ たやうな 感じ は 起らなかった。 多分 聖國に 於て 我を迎 へて 吳れる 者の ：2： に、 際立 

て 兄え る 者 は 我が 愛する 吉 川のお 老母さん であらう。 まことに 福 ひなる 事で ある。 唯 然し 今日 以後 我 

が聽 衆の 內に 彼女の 姿 を 見る 能 はす、 我が 講演の オル ソド キシ ー を保證 して 吳れる 者の 無くなり しこ 

と を 悲しむ。 聖公會 の 監督 や 其 他の 敎職は 我 を 拒否す る も、 亩川老 姉の 如き 平信徒の 我が 信仰に 裏書 

して 吳れる 者の ありし を 知って 我が 志を强 くせし こと 幾何な りし 乎 を 知らない。 世に 貴き 者と て 老熟 

せし 信仰 婦人の 如き はない。 彼女の 靈永 へに 主の 國に 在りて 安 かれで ある。 

四月 十日 (土) 曇 久 振りに て 讀書氣 分に なり、 ィザャ 書 三十 七 章、 エレ ミヤ 記 九 章の 研究が 出 

來て樂 しかった" 我が 幸福 はすべ て 我が 小なる 書齋に 於て 在る。 一歩 我家の 門 を 出 づれば 限りなき 危 

險は 我が 前に 橫 たはる。 敎會は 人 を 集めん が 爲に我 を 看板と して 使 はんとす る。 人 は 皆な 我 を 利用せ 


ん として 我 を 助けん としない。 默示錄 朴ニ章 十五 節に 曰く 「犬 及び 魔術 を爲す 者、 凡て 誡言を 好みて 

.si 妄を行 ふ 者 は 城の 外に 在り」 と。 「城の 外」 を 「家の外」 と 讀んで 事實其 通りで ある。 油斷 ならぬ 

^の 中と は 日本 今日の 狀態 である、 殊に 油斷 ならぬ は 基督 敎會 である U 〇 四月號 成る、 例に 由り 感謝 

と 祈禱を 以て 發 送した。 

四月 十 一日 (日) 晴 樱花滿 開、 魔 はしい 春の 聖日であった。 市內は 花見 客と 航空べ ー ジヱ ン卜 

とに 賑 はった" 飛行機の 東京 襲撃が 演ぜられつ、 あった" では 朝 は r 惡 魔の 存在」 に 就て、 午後 は 

耶利米 iS 記 第 九 章に 就て 語った。 惡 魔の 智慧と 力と に當 るに 聖書の 外に 武器な しと 語った，。 まことに 

祌と 其聖言 に賴 りて 「串-難 を受 くれ ども 翁せ す、 詮方 盡れ ども 望 を 失 はす、 迫害 るれ ども 棄られ す、 

跌倒 るれ ども 亡びす」 である (哥林 多 後 gl 章 八、 九 節〕。 悪魔 は 偽 はりの 兄弟と なりて 我等の 問に 入 

り來 り、 我等の 內を紊 し、 我が 羊 を 奪 ひ 去る も、 我 は 神に 依りて 强し である。 斯 くして 多く の^な 事 

が ある も、 希望と 感謝と を 以て 日々 を 送る ことが 出 來て大 感謝で ある。 

四月 十二 日 (月) 晴 昨日の 講演に 對し 左の 如き 反響が 達した。 

前略、 本日の 研究 會 上の 御 話 「惡 魔の 存在」 之 程 私に 恐怖 を 感じさせ たもの は 今まで 只の 一 度 も あ 

りません。 御 話 聞き 居る 内、 目の前に 惡 魔の 影が 見え、 憎らし さの 餘り拳 を 幾度 か 振 上げました U 

幸 ひ其惡 魔に 勝つ の 武器 を 最後に 頂きました ので、 勇 氣と悅 びに 滿 ちて 歸 りました。 

悪魔！ 彼 は實に 恐ろしい 奴で ある。 彼 は 立派の 信者の 形 を 取りて 聖徒の 間に 現 はれ、 彼等 を キリス 
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ト 並に 相 五より 離 問し、 共 M 合 を 破壊して 悅ぶ。 今年に 入りて より 我が ffl 體も 亦如此 くにして 善き 二 

三の 羊 を 彼れ 惡 魔に 奪 ひ 去られた。 其 事 を目擊 する 我が 心の 辛ら いこと よ。 而 かも 羊 は 奪 ひ 去らる i 

は 知らないの である。 悪魔の 驚くべき 奸智は 其處に 在る。 

四月 十三 日 (火) 晴 肉の 父の 命日で ある。 例年の 通り 謹んで 之 を 記念した。 〇 新たなる 興味 を 

以て 創世記 第一章 を 研究した。 如何に 見ても 驚くべき 記錄 である。 神の 一一 =11 として 見る より 他に 途 がな 

い。 之に 科 學的價 値な しとの 近代 人の 申 分 は 取る に 足りない。 之 を 天文 學 並に 地 赏學と 併せ 讀んで 深 

遠の 意義が ある。 此 察に 關 する 瑞 西の 學者 アガシ、 ギヨ ー、 ゴ I デ ー 等の 敎 を 感謝 せざるを得ない。 

彼等の 名 を 記述す る さへ 深い 歡 喜の 種で ある。 

四月 十四日 (水) 晴 北風に て 寒し。 藤本 醫學 博士 再婚し、 其 結婚式 を 司った。 新 夫人 は 所謂 信 

者に 非す と雖も 良淑 なる 日本 人なる が 故に、 玆に 我等の 信仰に 循ひ、 喜んで 此 式を擧 げた 次第で あ 

る。 勿論 聖書 あり 祈禱 あり 酒 無き 結婚式であった。 今日までに 我等の 同志が 所謂 不信者 を迎 へて、 其 

婦人 達が 熱誠なる 信者と 成りし 實例 がいくつ も あり たれば、 今 囘の事 も 亦 同一 の 結果に 終る 事と 信す 

る。 「善人 是れ 信者」 と 見る 方が、 「敎會 の 人是れ 信者」 と 見る よりも 遙に 正確で ある。 

四月 十五 日 (木) 晴 塚 本と 共に 千 葉 縣山武 郡 鳴 濱村本 须 賀に往 いた。 海 保 竹 松 君 主唱の 廣村組 

合.^3;扉4ボ成祝賀會に屮1席し 一 場の 演說 を爲 さんがた めであった。 來會者 四百 人 以上あった。 自分の 演 


說に對 して は 置々 「ノ ー」 の聲が 揚がって 隨 分と 困 まら せられた。 禁酒 を實行 すれば 毎年 何十 萬圓と 

云 ふ 金が 浮揚る と 云へば r ノ ー」 と やられる。 自治 獨立は 宗敎に 基礎 を 置く 所の 精神 修養に 待たねば 

ならぬ と 云へば 「ノ ー」 と來 る。 「ノ ー」 と 云 ふ爲の 「ノ ー」 であって 辯 明の 爲 しゃう が 無き に は 困 

つた。 後に 聞けば 此日聽 衆の 多き は 彼等が 自分の 演 說を聽 かんが 爲に來 りしに 非す して 自分の 後に： m 

ぜられ し 浪花節 を 聞かん が爲 であった との 事で、 村落に 於け る 自分の 價 値の 如何に 掛 きか を 示されて 

大に覺 る 所があった" 歸途東 金 町に 信仰の 友の 一 團を 訪問し、 此は 聖き會 合であって、 失望 は 感謝に 

變じ、 櫻i^/春の夕暮れの汽車に乘り、 夜遲く 柏木に 歸 つた。 

四月 十六 日 (金) 晴 過去 十 年餘り 柏木 圑の 一人と して 親交 を 續け來 りし 所の 福 田襄三 君、 今囘 

明治 學院祌 擧部を 卒業し たれば、 更ら に神學 研究 を繽 けんが 爲に 今日 渡米の 途に 就かれた。 君 は 今 は 

神學士  (B  .  D) であり、 敎會 公認の 教師で あれば、 其點に 於て は遙 かに 我等 以上で ある。 或は 我等 

の 一 人と して 獨立傳 道に 從事 せらる、 ならん と 期待せ しも、 今 囘敎會 に 入りて 其 公認 敎師と 成られし 

こと は 君の 爲に 計り 却て 幸福な りし 事と 信す る。 敎會の 立場より 見た る 無敎會 團體は 甚だ 不安なる 所 

であれば、 福 田 君の 如き 敎會關 係の 深き 者が 我等の 仲間 を 去り 敎會と 行動 を 共に せらる. -事は 無理 か 

らぬ 事で ある U 

四月 十七 日 (土) 晴 ffi^ 書に- 讽兒を 顧みよ と敎 へて あるが 故に 自分 も出來 得る 限り 孤 兒を顿 みた 

枝り である。 然れ ども 八 r- 日まで 孰れ も 不結果に 終り 痛 歎の 至りで ある。 孤兒は 導く に 最も 困難なる も 
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ので ある。 自分と 雖も 生みの 父の 代理 を爲す こと は 出来ない。 然るに 孤兒 より は 生みの 父の 愛 を 要求 

せらる、 ので ある。 そして 之に 應 する 能 はすと て 彼等の 叛き 去る 所と なる。 斯んな 辛ら い 役目 はない Q 

時に 之 を 思 ふて 人生に 失望す る。 

四月 十八 日 (日) 曇 朝は滿 員の 集會 であった 。バウ ロ傳 研究の 第一 囘 として 使徒 行傳 第一章 十 

五節 以下 を 「人の 選びと 神の 擇び」 と 題して 講じた。 午後 は 八 分の 集會 であって、 耶利米 亜記 第 九 章 

の 後半 部 を 講じた。 諸學 校の 新學 年の 開始に 由り て 我が 研究 會の會 員が 急に 增 した。 殊に 著しき 現象 

は 上流 社 會の靑 年男 女に して 其 親逹は 基督 敎を賤 しめ 又は 棄 てし 人た るに 拘 はらす 競うて 我が 敎を 聽 

かんとて 集り 來る 者の 多き 事で ある。 斯 くして 神 は 小 供に 信仰 を 起して 親 達の 不信に 報 ひ 給 ふ。 不信 

の 日本に 於ても 勝利 はや はり H ホバ の 神に 歸 する。 有難い 事で ある。 

四月 十九 日 (月) 晴 英文 雜 誌の 原稿 を 作らん として 苦心した。 外國 より 强き 反響 ありて 愉快で 

あった。 我等の 國は此 世に 在らす と 雖も廣 き 世界 は狹き 日本よりも 善く ある。 叉在獨 逸の 內村 醫學士 

より 興味 多き 書翰と 彼 地 製作の 小品 を 途り來 りて 勘から す 家庭の 歡喜を 促した。 i な 事 は澤山 あるが 

快き 事 も 亦 it  くない。 

四月 二十日 (火) 晴 南風 強く、 塵埃 揚り、 不愉快なる 日であった。. 單に 赤ん坊の 健康が 案ぜら 

れた。 此日 また 强く 神に 倚る の 必要 を 感じた。 自分が 努めた 所で 何も 爲し 得ない、 唯 全能者に 依 親み 


て、 彼 をして 自分に 在りて 自分の 爲 すべき 事を爲 して 頂くべき である。 斯 くして 自分 は 老いても 能力 

の 不足 を 感じない ので ある。 自分に 省みて 自分が 擔ふ 責任 は 到底 負 ひ 切れない、 然し 乍ら 「汝の 齢に 

循ひ 我が 恩 惠汝に 伴 ふべ し」 と 誓 ひ 給 ひし 神に 依頼み て 我 は 死に 到る まで 有效 的に 働く ことが 出来る。 

何時に なりても 懐く ベ き は 信頼の 福 昔で ある。 

四月 二十 一日 (水) 晴 後藤 子爵が 六十 九 歳の 高齢 を 以て 我が 政界の 淨化 運動 を 開始され しと 聞 

いて 同感に 堪えなかった〕 其 成功 は 甚だ 覺束 なしと 雖も、 氏の 意 氣に對 して は 深き 尊敬な き 能 はすで 

ある。 政治 は國 民を改 むる にあら ざれば 革む る 能 はす、 そして 國民は 其 靈魂を 救 はる、 にあら ざれば 

淨 化されす。 後藤 氏 は 源を淨 めすして 流れ を淨 めんと する ので あれば、 事の 成らざる は 殆んど 明白で 

ある。 然し 試む る は 試みざる に 勝 さる。 氏の 爲に 成功 を 祈る。 

四月 二十 二日 (木) 晴 英文 四 枚 を 書きし 外に 何事 を も爲し 得なかった。 只 上よりの 能力 を 待望 

むば かりで ある。 

四月 二十 三日 (金) 晴 自分と 殆んど 同 齢の 人に して 家産 を 作って 令 や 死 を 待つ 者が あり、 爵位 

を 得ん とて 奔走す る 者 ある を 聞い て 感慨に 堪えない。 自分 も 若し 神が 御用の 爲に捕 へ て 下さらな かつ 

たなら ば 同じ 運命に 終った ので あらう。 全く 神の 恩惠 である〕 時には 貧 を 歎き、 不遇に 泣いた 事が あ 

るが、 今と なりて 見れば 是等 凡てが 彼が 自分 を 世より 絡ち、 キリストの 國に 引き寄せ 給ふ途 であった 
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ので ある。 赏に 感謝で ある。 自分が 選らんで 取った 途 ではない、 祌に餘 依な くせられ て 入った 途 であ 

る。 禍 ひなる 哉 成功者 叉 幸運 者と 一一 一一 n はざる を 得ない。 肘 產も耍 ら ない、 詩 位 も 要らない、 只 キリス 卜 

と共に 幾分な りと も 十字架 を擔 はせられ、 彼の 聖 名の 爲に 困し む 事が 出 來て大 感謝で ある。 

四月 二十四日 (土) 雨 八 東樱滿 問で ある。 齒 痛で 惱ん だ。 柏木 女子 靑年會 の 婦人 達と 共に 前囘 

に 引つ き ブライアントの 『森の 讚美歌』 を讀ん だ。 肉 は 病み 靈は惱 むこと ありと も、 爲 さねば なら 

ぬ 事 は 如何に かして 爲す ことが 出来て 感謝で ある。 義務と 思へば 辛ら く あるが、 特權と 思へば 樂 しく 

ある。 人生 赏は祌 の恩惠 に， 俗す る 事で ある。 神より 能力 を 賜 はりて 其 御 業に 從 事せ しめらる、 事で あ 

る。 「M ホバは 仁愛、 公義、 公道 を 行 ひ 給 ふ 者で ある」 と 云 ふ (耶利 米 亞記九 章 二 四 節)。 彼 は 我等 

を 待た すして 是 等の 事 を 行 ひ 給 ふ。 我等 は 只 彼が 行 ひ 給 ふ 事に 少しく 參與 さして 頂く まで ある。 彼 

の 公義の 大 流に 我が 小舟 を 浮べ て 之と 共に 流る i 事 を 許して 顶 くまでに ある。 

四月 二十 五日 (日) 暴 _1 朝 は 二百 五十人、 午後 は 百 五十人 餘の 出席者が あった。 午前 は ピリ ピ書 

三 章 一— 十一 節に 由り 「。ハウ a の 家柄」 と 題して 語った。 午後 はテ モ テ 前書 六 章 十 節に 由り 「金錢 を 

愛する は 諸惡の 根本な り」 と 云 ふ 事に 就いて 話した。 齒 痛に 惱 むに 拘 はらす 平常通りに 語る ことが 出 

來て 感謝であった。 此 tH 九州. 幅 岡 市に 於て は 『s* 書 之 研究』 讀者 九州 大食が 開かれた。 之に 對し 自分 

より は 「キリスト ゴジ シン タイ カイ ヲッ カサド リタ マ ハ ン コ トヲィ ノル」 と 打電せ しに、 「セ ィ カイ 

一一 テカ ミノ サカ エア ガリ シヲ カン シ ヤス」 との 返電が あ つ た。 


四月 二十. K 日 (月) 雨 雷鳴り、 雹降り、 風„|^れ_!^ぃ曰でぁった。 齒痛と疲勞とにて終日床に就 

いて 休んだ。 引 綾き 小 問題に て惱 まさる。 然し 乍ら 我が 心に は大 問題が 横た はる。 それ は此 世の 問題 

に 非す、 人に 關 はる 問題に 非す、 神と 宇宙と 實在 とに 關 はる 問題で ある。 只斯 かる 問題に 就て 語る 人 

なき を 悲しむ。 今や 話題と 云へば 低い ツマ ラナ ィ此 世の 問題で ある。 家計 整理と か 農村 改良と か 云 ふ 

のが 其 最良の 部分に 屬す るので ある。 宗敎 問題と 云へば 會堂 建築、 敎勢擴 張 位ゐが 其の 頂上で ある。 

ふ， i ひ 

r 汝の 住居 は 俗人の 中に 在り」 である。 願 ふ 今日と 雖も ソクラテス、 プラト ー、 ァ リスト テレス、 力 

ン卜、 へ ー ゲル、 フィヒテ 等と 共に 此 世の 人 等と は 全然 別の 世界に 樓息 せんこと を。 

四月 二十 七日 (火) 晴 人生 最も 辛ら い 事 は 子 を 育て、 其 子の 叛く 所と なる 事で ある リ 之に 類し 

て 辛ら い 事 は 弟子 を敎 へて 其 去る 所と なる 事で ある。 幸に して 第一 の 不幸に は 遇 はない が、 第二の 不 

奉に は 幾度 も會 うた。 そして 幾度 會 うても 辛ら さは 少しも 減じない。 子 は 幾人 有っても 其 一 人 を 失 ふ 

は 一 子 を 失 ふが 如くに 辛ら く あるが 如くに、 弟子 は 幾人 有っても 其 一 人 を 失 ふ は 一 人 弟子 を 失 ふが 如 

くに 辛ら く ある。 然し 是れ亦 人間 通有の 經驗 であって、 自分 計りが 免 かる i こと は 出来ない。 そして 

艾人 問の 經驗 は祌 御自身の 御經驗 である。 

H ホバ 語り 給 ふ、 一一 一一 〔あり 曰く、 我れ 子 を 養 ひ 育し に 彼等 は 我に 叛 けり。 牛 は その 主 を 知り 驢馬 は 其 

主人の 厩 を 知る、 然れど イスラ H ル は識ら す、 我が 民 は曉ら ざるな り 
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と ある (ィ ザャ書 一章 二、 三 節 )o そして 我等に 臨みし 辛ら き 經驗に 由り、 幾分な りと も 神の 御 心 を 

推察し 奉る 事が 出來 ると 知りて、 我が 痛みの 無益なら ぬ を 知る。 そして 我 自身が 彼に 叛き まつりし 者 

の 一人で ありし を 知りて、 我 は 我に 叛 きし 者 を 悉く 赦 さねば ならぬ 事を隨 る。 斯 くして 神 を 信じて 凡 

ての 辛ら い 事が 感謝に 終る は實に 感謝すべき 事で ある。 

四月 二十 八日 (水) 晴 獨逸 ミュンヘン 巿 有名の 出版業者 にて ヨハネス. ミュラ ー、 アル ベルト. 

、ンュ ワイツ ヱ ル 等の 著書 を 出版す る A  . ァ ルバ ー ス 君より 友情に 充ち たる 書面が 達し 非常に 嬉し かつ 

た。 此んな溫かぃ手紙を近頃受取った_9^-はなぃ。 書面は特に 『英和 獨語 集』 Alone  with  God  and 

me を 讀んで 其 感想 を 述べし ものであった。 r 此 書を讀 むは バッハの 音樂を 聞く やうであった」 との 

事で ある。 自分と して は是れ 以上の 讚 辭を受 くる こと は 出来ない。 さすが は獨 逸人で ある。 彼等 は 深 

く考 へる 民で ある。 自分 は澤 山に 書 を 著 はした が、 獨 逸人 程 自分の 眞意を 解して 吳れた 者 はない。 英 

人 は 全體に 東洋人 を 見く だし、 米國 人に は靈 魂の 深い 事 は 全然 解らない と稱 して 可な りで ある。 自分 

は 自分の E 心 想を獨 逸人に 解って 貰 ふ爲に 英文に 緣 つたので あると 思へば 不思議に 堪えない。 ァ ルバ ー 

ス君は アル ブス 山の 麓ス タルン ベ ル ゲル 湖の 畔の 森の 中に て 余の 小 著 を 手に して 一 曰を费 したりと 云 

ふ。 實に 親切なる 讀方 である。 斯 かる讀 者 を 一 人 得る 爲に 一 書を5^版する充分の價値がぁる。 余の 一 

子が 今や 獨 逸に 在りて 余の 爲に 多くの 友人 を 作りつ & ある は、 彼に 取り 其 父に 對し 最大の 孝養で ある。 

人生 は惡ぃ 事ば かりで ない、 時には 斯ん な聖ぃ 嬉しい 事が ある。 自分の 一 生 は 神. に惠 まれた る 一大 p 

1 マンス と 見る が適當 であると 思 ふ。 


四月 二十 九日 (木) 雨 咽喉 痛に て 昨夜 來發 熱し 今日は 床に 就いて 休んだ。 思 ひ を歐洲 アルプス 

山の 北 麓に 向けて 馳 せた。 床 中 彼 地の 友人に 送らん が爲に ー篇の 英詩 を 草した。 日本に 於て 到底 世界 

的の 大 運動 は 起らない。 日本人 は それが 爲 には餘 りに 狹少 である。 世界人 類 を 思 ふの 心 はや はり 西洋 

人に 有って 日本人に 無い。 實に歎 か はしい 事で ある。 然し 同志 を廣く 世界に 求む る ことが 出来て 感謝 

である。 

四月 三十日 (金) 晴 寒風 依然として 去らす 珍ら しい 天候で ある。 昨日より はや、 快し。 近頃 京 

城に 移りし 我が 若き 同志の 一 人より 左の 如き 通信が あった。 

京 城の 日曜日の 朝の 電車 は 聖書 讚美歌 を 手に した 朝鮮の 人の 多く 乘り 合せます こと は 著しい 事で ご 

ざいます。 然し 日本人の 敎會に 行って 見まして 讚美歌 持たぬ 人、 甚 しき は 聖書 も 讚美歌 も 持たぬ 人 

が あり、 聖書 も 新約 丈け の 人が 非常に 多く、 又 入口に 立って 世話して ゐ らっしゃる 方が、 人って 來 

る 人に 「讚美歌 あげ ませう か」 と 言って ゐ らっしゃる 御 親切に は 聊か 呆れた 事でした。 

若し 信仰の 事に 於て は、 今日の 所、 全體 に、 日本人の 方が 米國 人よりも 善くあるなら ば、 其 如く 朝鮮 

人の 方が 日本人よりも 善く ある やうに 見える。 日本の 信者 はなまい きで、 聖書 は 知らない くせに 知つ 

て 居る やうな 風 をして、 敎會に 行く にも 聖書 を 持って行かない。 我が 研究 會を 訪れる 人で 聖書 を 持 <；^ 

て來 ない 者 は 大抵 は敎會 信者で ある。 誰が 此ん な惡ぃ 風儀 を 作った ので あらう 乎。 敎會の 牧師 達に 依 

つて 此惡風 を 改めて 貰 ひたい。 
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五月 I 日 (土) 晴 漸くに して 溫ぃ 風が 吹いて 來て氣 持が 快くな つた。 再び 元の 仕事に 就く 事が 

巾： 來て 感謝で ある。 今日 血壓を 計って 貰 ひしに 一 〇 八であって、 自分の 年齢と して は 至って 低く、 其 

4^-面に於ては先づ以って安心でぁる。 

五月 二日 (日) 晴 第會變 りなし。 自分 は 咽喉 未だ 全癒せ す、 主なる 講演 は 塚 本と 畔 上に 爲 して 

赏ひ、 自分 は 僅かの 感想 を 述べ、 最後の 祈禱を 捧げし に 止めた。 今日 も 亦 十人餘 りの 入 食 者が あった。 

若し 我等の 集會 が敎會 であるならば 純然たる 平民 敎會 であって、 有給 的敎師 又は 藝術的 音 樂者は 一 人 

も 居ない 事 を 高調した。 我等の 問に 職業的 神學士 なく、 孰れ も 純然たる 平信徒で ある こと は 柏木の 一 

大 特徴で ある。 斯んな 嬉しい 事 はない。 Rev. は 日本語で は 「坊主」 と譯 する。 そして 坊主の 宗敎程 

いや ， 

.膨 らしき もの はない。 

五月 三日 (月) 晴 英國 炭坑 夫總 同盟に て 强く心 を 動かされた。 是は 由々 しき 世界の 大事 件で あ 

る。 其 結 * として 勞资の 世界的 大爭鬪 が 起らぬ とも 限らない。 一大 戰爭が 終って 更らに 又より 犬なる 

戰爭が 起り つ 、ある。 の悔改 より 来らざる 平和が 長く 綾き やう 害がない。 

五月 四日 (火) 晴 米國歸 りの 或る 讀 者の 訪問 を 受け、 彼 地に 於て 『聖書 之 研究』 が 多くの 惡事 

を？ レ つつ あると 開い て 甚だ 不愉快で あ つ た。 其 人 は メソヂ スト 敎 會所屬 の 信者で あるとの 事で あつ 


た。 余輩の 不思議に 思 ふ は、 何の 善事 を爲 さす 唯惡事 をのみ 爲 しつ、 ある 乎の 如くに 報ぜら る k 此雜 

誌が 初 號以來 許 多の 讀者を 彼 地に 有し、 そして 今猶 少しも 減す るの 兆候な く、 又斯く 報す る 人 自身が 

其讀 者で ある 事で ある。 若し 惡ぃ雜 誌で あるならば 今日 直に 購讀 を. y めて 貰 ひたい。 殊に 敎會關 係の 

人達に は 余 W より 進んで 疲讀 を勸吿 する。 是は敎 會に關 係な き 人達 を 目的に 發 行す る雜誌 である。 日 

本人が 日本人に アツ ピ ー ル する 雜 誌で ある。 半日 本人の 敎會の 人達に 喜ばれな いのは 勿論で ある。 

五月 五日 (水) 晴 ィザャ 書 三十 四 章 同 三十 五袁 を以 つて 此日を 始めた。 偉大なる 章で ある。 小榑 

新聞より 北海道 並に 札 幌に關 する 感想 を徵 せられ、 忌 博な く 之 を 述べ て 後に 至って 不愉快に 感じた。 

然し 心に 思 ふ 事 は 外に 之 を 言 表 はすが 忠實 である。 之に 由て 札幌 と絕緣 しても 惜しく はない。 唯不思 

義 なる は 世に 自分と 札幌 との 關 係が 非常に 深い 者で ある 乎の 如くに 思 ふ 人の 多い 事で ある。 然し それ 

は事實 でない。 過去 四十 年間 札幌は 自分の 事業に 對し 何等の 同情 を 表した 事 はない。 唯一 二の 舊 友が 

あ う. た に ん 

友誼 的 同情 を 表 し て 5. 犬れ たま で ぐ ある。 其 他の 事に 於て 札幌と 自分と は 赤の 他人で ある。 

五月 六日 (木) 晴四 ヶ月 程 か、 つて 漸く G  .  A  • ス ミス 著 『ィザ ャ書講 解 第一 卷』 の 再 精 讀を了 

つた。 自分の 知る 範圍に 於て 最良の ィザャ 書 註解で ある。 全卷 M 五 二 頁 中 ツマ ラナ ィ頁は 一 頁 もない。 

H グ ルドの 紫 書 知識 に 力，' ライルの 精神 を 加へ た 者で ある。 註解 書と 云 へ ば 全體に 乾燥 の ものである 

が、 此 註解 書 丈け は マ コ ー レ ー の歷 史を讀 むが 如くに 面白く ある。 再讀 して 三讀 したくなる。 人に 敎 

ゆる 事 を 止めて 自分 獨り 學んで 居たならば、 さぞ かし 樂 しい 事で あると 思 ふ。 何れに し. ろ舊 著の 復讀 
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の 方が 新著の 熟讀 よりも 面白く 成りし を 見て、 自分 も 老人 の 階級に 入りし 事に 氣附か ざる を 得ない。 

五月七日 (金) 雨 末世の 福音 宣敎 師獨 逸人 A  • コッフ と 云 ふ 人の 訪問 を 受け、 友誼 的 訪問と 思 

ひ、 胸襟 を 開いて 談話す る內に 普通の 宣敎師 的 根性 を發 揮し、 自分に 向 ひ 自家 宗義の 宣傳を 始め たれ 

ば 直に 退出 を 乞 ふた。 實に 呆れた る 次第で ある。 人 を 初めて 訪問して 未だ 交際 を も 重ねざる に 宗義宣 

俾を始 むる と は 紳士 道の 上より 見て 無禮 である。 而 かも 西洋の 宣敎 師は斯 かる 事 を 爲すを 少しも 恥と 

しない。 宗義の 眞僞は 問題で ない、 禮 節の 問題で ある。 まだ 三十 歳に なった 計りの 靑年 傅道師 が、 年 

長者の 自分に 向 ひ、 斯 かる 態度に 出る と は 日本人と して はとても 許す 事が 出来ない。 斯 かる 宣教師の 

下に 立つ 日本の 信者 諸氏が 彼等が 日本に 在りて は斯 かる 無禮を 再び 演ぜざる やう 忠吿 せられん 事 を 望 

む。 ^れ にしろ 宣敎師 の 訪問 程 厭な 者 はない。 今日は 獨 逸人と 云 ふので 騙された ので ある。 斯 んな宣 

敎師が 居る 以上 は 日本に 基督 敎の擴 まらな いのは 少しも 怪しむ に 足りない。 

五月 八日 (土) 晴 使徒 行 偉 問題に 頭を惱 まして ゐる。 諸家が 何れも 說を 異にして ゐる。 自分と 

して は 今猶チ ュ ー ビンゲン 學 派の 首領 F  • C  • バウルの 解 釋を棄 てる 事が 出来ない。 何れに しろ 行傳 

を 文字通りに 受取る 事 は 信仰 上の 大危險 である。 聖書 學 上の 大 問題で ある。 

五月 九日 (日) 晴 集會變 りなし。 朝 は 使徒 行傳九 章に 依り r ハウ 口の 改信」 に 就いて 語った。 

^^^sるに甚だ六ケ敷ぃ問題でぁった。 午後 は 耶利米 亞記第 十 章の 前半 を 講じた。 昨日 口中の 手術 を 受け 


終日 床に 就いて 休んだ が、 今日は 平日 通り 講壇に 立つ 事が 出来て 感謝であった。 義務 を果 すに 足る の 

カは與 へらる、 ものである。 健康 を 害 ふ を 懼れて 義務 を 怠るべき でない。 祌は 必要なる 力 を 賜 ひて 義 

務を 遂行し 能 はしめ 給 ふ。 有難い 事で ある。 〇 札 幌獨立 基督 敎會 牧師 金 澤常雄 君よりの 書簡に 曰く 

…… 札幌の 俗化 も 最早 救 ひ 難い 程度であります。 クラ ー ク 先生 は 泣き 給 ふでせ う。 …… クラ， -ク先 

生の 胸像の 除幕式 を 行 ふは洽 かも 豫言 者の 碑 を 建る が 如きであります。 何と なれば 今や 大學內 に 同 

先生の 信仰 も 精神 も 忘れられ 棄られ て 居る からであります。 云々 

自分 も 同感で ある。 それが 故に 自分 は今囘 の 五十 年 記念祭に 出席せ ざる 事に した。 たぶ 「お祭り」 

である。 學者ゃ 志士の 出席すべき 所でない。 嗚呼 墮 落せる 哉 我が 札幌 よ。 

五月 十日 (月) 晴 雜誌 五月 號を發 5^ した。 久 振りに て 藤井武 君の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 君 

の 基督 敎會觀 察が 自分の それと 全然 符合す るに 驚いた" 此上 は敎會 と斷絕 する より 他に 途 がない と 語 

り 合うた。 宣教師が 自分 等の 發行 する 英文 雑誌 を 甚く 嫌 ふと 聞いて 至極く 尤もで あると 思うた。 然る 

に 是は在 朝鮮の 宣敎師 の 一 團が之 を歡迎 すると 聞いて 之に も 亦 驚いた。 今や 彼等 を案內 して 日本 内地- 

を 視察し つ k ある 總督府 外事 課の 小 田 君より 笹子發 の 左の 電報が 達した。 

御 寄贈 下されし ジャパ ン. クリスチャン. インテリ ゼ ンサ、 朝鮮 外人 敎育 家內地 視察 圑 員に 渡せ レ 

所、 皆な 感心して 拜讀 し、 卽 座に 購講 申込 者 五名 あり、 歸鮮の 後 申込む 者多數 あり、 御 好意 を 深く 

感謝す、 小 田 

と。 長い 電報で ある。 之に 由り て 凡ての 宣教師が 我が 敵に あらざる を 知りて 嬉しかった。 
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五月 十一 日 (火) 曇 バウ 口の 故鄕 たる キリ キヤ 並に タル ソの 地理 歷史に 就いて 護んだ。 此地ぁ 

り て 此人 ある は當然 である。 

五月 十二 日 (水) 雨 アム ン セン は 彼の 飛行船 ノルゲ 號 にて 北極 を 目 ざして 進みつ、 ある。 近代 

の 快事と は此 事で ある。 英 國の總 罷業に て 世界 全 體が氣 を 腐らしつ i ある 際に、 此の 壯擧に 由り て 全 

世界の 人 氣を引 立つ i ある アム ン セン の 功績 は絕大 なりと 謂 ふべ しで ある。 

五月 十三 日 (木) 曇 若き ダス ンチォ 作 『クオ ヴ アデ イス』 の 活動 寫眞を 見た。 其 規模の 大 なる 

に 驚いた。 如此 くにして 敎會ゃ 宣教師に 依らす して 活動せ ま 典に 由て 基督 敎は廣 く 我 國に宣 偉せられ つ 

つ ある。 然し 劇化せられ たる 基督 敎の 初代 歷史 である。 そして 叉 伊太利 人の 作で あれば 天主 敎的 趣味 

を帶 ぶる は 4:: む を 得ない。 勿論 事實は それと は 大に異 つて ゐ たに 相違ない。 若し 自分が 監督したなら 

ば もっと 事赏 らしき 畫を寫 したで あらう と 思うた。 何れに しろ 一 度 見て 置く 充分の 慣値 ある 活畫 であ 

る 0 

五月 十四日 (金) 曇 塞氣加 はり 復び 俎缝を 作った。 好本督 君英圃 より 歸り 友人 四 人と 共に 君と 

き 食した。 英國 4^, に 歐洲の 近況に 就て 聞き 大に鼙 ぶ 所があった。 アム ンセ ン 北極 橫斷 飛行に 成功せ り 

との 新聞記事 を讀 み、 人類の 爲に 祝せ ざる を 得なかった。 此は^ 界の 平和的 征服であって、 人類の 確 


實の 所得で ある。 シ ー ザ ー、 ナボレ オン、 モルトケ 將 軍の 功績 は 到底 此ー 探險 家の それに 及ばない。 

アム ンセ ン萬 歳、 彼の 外に ナン セ ンを產 ぜし小 邦 那威萬 歳で ある。 

五月 十五 日 (土) 曇 寒氣引 續き强 し。 未だ 曾て 見し ことなき 不順の 氣候 である。 口中 治療の 爲 

に 何事 も 成らす、 毎日 無爲に 暮らして 居る。 

五月 十六 日 (日) 晴 第會變 りなし。 朝 は 「異邦 傳 道の 開始」 と 題し、 使徒 行傳 十三 章に 由り、 

バウ n の傳道 旅行の 大略 並に 其 第 一 節の 意義 を fil じた。 午後 は 哥林多 後書 一 一章 十七 節に 由り、 常に 正 

直 を 語る の 困難と、 正直な り 得る の途に 就いて 語った。 卽ち 正直で あらねば ならぬ と 思 ふ 丈け では 正 

直た る 事が 出来ない。 バウ 口の 如くに 「誠實 に 由り、 神に 由り、 神の 前に キリストに 在りて」 のみ 常 

に 正直た る 事が 出來 ると 語った。 講演の 結果 如何 は 知らす と雖 も、 講師に 取り 講演 其 物 は 常に 偸 快で 

ある。 聖書 研究 會が 敎會 化せられ すして、 常に 純然たる 研究 會 として 存 せん 事に 努力す る。 それが 敎 

會 化せられた 時 は、 それが 死んだ 時で ある。 信仰 團 體が榮 えんが 爲には 今日の 敎會と 絡 交す る ことの 

必要なる を 益々 切に 感 する。 

五月 十七 日 (月) 晴 又 復無爲 の 一 日であった。 善き 說敎 を爲 さんと 欲すれば 神に 祈る、 然れば 

善き 說敎 を爲す ことが 出来る。 善き 論文 を 書かん と 欲すれば 神に 祈る、 然れば 善き 論文 を 書く こと i 

出来る。 準備々々 と稱 して 準備 丈け では 善き 說敎も 出来す、 善き 論文 も 書け ない。 何事 も 祈りで ある- 
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善き 書籍 を 求めん と 欲して 祌に 祈る。 蕃き 品物 を購 はんと 欲して 神に 祈る。 「汝等 我 を 離れて 何事 も 

爲す能 はざる なり」 である。 そして 祈りの 特權の 我に 在る あれば、 我 は 如何なる 責任 を擔 ふても 恐れ 

ない，〕 

五月 十八 日 (火) 晴 今日 も 亦 自分で は 何事 も 爲す能 はす、 神が 自分 を 以て 爲 さんと 欲し 給 ふ 事 

のみが 成る ので ある 事に Js^ 付いた。 斯んな 事 は旣に 能く 判明って ゐ べき 害で あるのに、 今日に 至って 

新に 敎 へられね ばなら ぬと は 自分の 鈍き に 呆れざる を 得ない。 「人 は 凡て 生れながら にして 天主 敎徒 

である」 と は 西洋の 諺で あるが、 自分が 何か爲 さねば ならぬ と 焦せ る點に 於て は 自分 も 亦 天主 敎 徒で 

あり、 米國 人で ある こと を 否む こと は 出来ない。 願 ふ 本 當のブ II テス タン 卜と 成りて、 自分の 計畫ゃ 

努力に 一切 倚らざる に 至らん 事 を。  • 

五月 十九 日 (水) 晴 引 緩き 口中の： m 療 にて！^ まさる、 然し 健康 を 得る 爲の 苦痛なる が 故に 我慢 

する" -M の 爲には 少年の 時より 困難した。 一生涯の 惱 みであった。 然し 自分に 取りて は 其 必要が あつ 

たので あると 信す る。 〇 此人 はと 思 ふ 人が 信者に ならす、 また 信仰 を棄 てる。 此んな 人が と 思 ふ 人が 

信仰に 堅く 立って 動かない。 信仰の 事 は實に 意外で ある。 誰が 信者であって、 誰が 不信者なる 乎 は 後 

に 成って 見なければ！： 明らない。 但し 信仰 を說 くの 必要なる 事 丈け は 確かで ある。 神に 依て 用 ひられ 

て 或 人 を 益せ すして は.： y まない。 然し 豫 想と 事 實 とが 餘 りに 違 ふが 故に 度々 ビ ックリ する。 


五月 二十日 (木) 曇 今日は 醫師の 都合に て 口中の 治療 を 休み、 一日の 慰安 を 得た。 依て 朝より 

夜に 至る まで ベン を 手に して 働き、 澤 山に 英文 原稿 を 書いて 樂 しかった。 叉 四月 二十 五日に 九州 福 岡 

に 於て 開かれし 九州 讀者 大食の 委細の 報告が 達し、 之 を讀ん で淚が こぼる、 程 嬉しかった。 ャッ パリ 

九州 人で あると 思うた。 東北人 や 北海道 人の 到底 及ぶ 所でない。 國を思 ふの 念 はャッ パリ 九州 人の ：2： 

に 最も 強く ある。 維新の 際に 九州 人が 日本の 天下 を 取った に は 充分の 理由が ある。 日本の 精神的 革命 

も 亦 九州 人を以 つて 始まる ので あらう。 自分の 如き 今日まで 東北、 北海道に 曜 目したり し 者 は 今に 至 

つて 目が 醒めた。 東北 並に 北海道の 駄目な 事が 今に 至って 判明った。 今より 東北より 西南に 眼 を轉す 

るで あらう。 北海道に 與 へんと せし 精力 を 九州に 注ぐ であらう、 そして 殘る 短き 生涯に 於て 今日まで 

の 失敗 を 償 ふで あらう。 思へば 無理 も 無い ことで ある。 九州 は 日本 立國の 基で ある。 日本の 文化 は 九 

州より 始 つたので ある。 九州 は 首 頭であって 東北 は 尻尾で ある。 北海道の 如き は 尻尾の 端で ある。 近 

頃 北海道に 大 失望せ る此 際、 九州より 此の 善き 報知に 接して、 新たに 世界 を發 見した ように 思 ふて 偸 

快 極まりなし である。 

五月 二十 一日 (金) 雨 朝日 新聞 英文 附錄 Present  Day  Japan なる もの を 見て 驚いた。 實に龙 

ち Vx 

大 なる 英文 雜誌 である。 我が 英文 雜誌 インテリ ゼン サ，" とは克 くも 異 つて 居る。 彼の 紹介す る 日本が 

眞の 日本で ある。 商賣と 快樂の 追求の 外 は 何もな き 日本で ある。 正義 も 武士道 も 有った もので はたい. - 

全然 米國 化された る 日本で ある。 そして 惟り 朝日 新聞 のみでない、 凡ての 日本人が 外國 人に 紹介 せん 

と 欲する 日本 は 同様の 日本で ある。 實に歐 になって 了 ふ。 此上 精神的 日本と 云 ふが 如き 者 を 紹介 せん 
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と 欲する 事の 如何に 馬鹿らしき 事よ 0 

五月 二十 二日 (土) 雨 或る 敎會 通より 東京 諸敎會 衰退の 狀況を M いて 驚き 且 悲しんだ。 有力な 

る敎會 にして 無牧 なる 者 齢 からす、 而 して 之 を充 たさんと 欲して 候補者 を 得る 能 はすとの 事で ある。 

外國宣 敎師は 何百 人 も 居る が 彼等 は 何の 用 をも爲 さない。 求道者 は 盛んに 起る も 彼等 を迎 へ て敎 ゆる 

の 敎師が 無い。 基督 敎が 渐く國 1^ に歡迎 せらる &に 至りし 頃に は 之に 應す るの 準備が 無い と は 實に情 

けなき 狀態 である。 如斯 くにして 敎會は 消滅して 他に 精神的に 口 本 を 救 ふ途が 開かる k ので は ある ま 

い 乎。 

五月 二十 三日 f 日) 雨 集會變 りなし。 朝 は 行 傅 十三 章 11 一二 節に 由り r ハウ II のク プロ 嶋傅 

m 一」 に 就て 語った。 午後 は 男女 青年 二 人餘 りに 對し耶 利 米 亞記第 十 章 後半 部 を 講じた。 雨天に 關は 

らす聽 衆に は殆 んど變 化がなかった。 

五月 二十四日 (月) 雨 口中の 治療 其 他に て 障害 多き に拘 はらす、 終に 雜誌 六月 號を 書き上げて 

感謝であった。 如何に 見ても 自分が 作る 雜誌 ではない、 「或る 他の 者」 が i«I 分 を 使って 作り 給 ふ雜誌 

である。 もはや 滿ニ 十六 年に 近づきつ i ある。 政府 ゃ敎會 より 傣袷を 受けて 爲 した 仕事で 無い こと を 

思 ふて 一 暦 有難く ある。 官吏 ゃ敎會 者に は獨立 信者の 有難 味 は 解らない。 月々 俘 給 を 貰 はなければ 不 

安心の やうな 人に は 神の 活 きて 居た まふ 事 は 解るまい と 思 ふ。 生活の 安定 を保證 せらる k に 非れば 働 


くことの 出来ない やうな 米國 流の 基督 信者に は 到底 自分が 經 過し 來 つた やうな 人生の 快味 は 解し 得ら 

れな いと 信す る。 

五月 二十 五日 (火) 曇 左の 書面が 達した。 

拜啓、 貴 雑誌 『聖書 之 研究』 初號 よりの 讀者 でありました 私の 父 (丸 山 玉 次郞) は 五月 號を 最後の 

曰 の 前日まで 讀み、 去る 十七 日永 年の 疾病の ため 永眠いた しました。 亡父の 意志 を繼 いで 私 は繼續 

して 貴誌に 依って 行きたい と 存じて ゐ ます。 貴誌に 由り 祌の 攝理の 致す 所 を 感じ、 永年の 信仰の 讀 

物と し て 最後 ま で 手に して ゐた 貴誌に 對し、 私が 亡父 に 代り 感謝と 共 に御禮 * 上ます。 長 野 縣豐科 

町 丸 山 秀樹。 

實に 感慨無量 である。 一 一十 六 年間の 誌 友 を 失った ので ある、 そして 彼の. 遣 子が 繼 いで 讀 者た らんと 欲 

する ので ある。 大 感謝で ある。 

五月 二十 六日 (水) 半晴 忙 がしい 事で ある 。雑誌 並に 出版物の 校正 は 緩々 とやって 來る。 新た 

に 原稿 を 作らねば ならぬ、 舊ぃ 原稿 を 訂正せ ねばならぬ。 少女 は來 つて 心の 苦痛 を訴 へる、 之 を も 聞 

いて やらねば ならぬ。 其 他 種々 雜 多の 用事が ある。 其 問 を 竊んで 哲學ゃ 聖書 研究 書類 を讀 む。 午睡 も 

貪る。 唯 知る 全能の 父が 我 を 助け 又 護り 給 ふ 事 を。 今日は 特に 北海道 十 勝嶽爆 發に關 する 記事 を讀 み- 

强く 我心 を 痛めた。 天 然と 見れば； 大然 である。 警告と 見れば 警告で ある。 此 天災が 有っても 無くって 
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も 北海道 人は悔 改めねば ならぬ。 況して 有った に 於て を や。 

五月 二十 七日 (木) 半晴 十 勝 嶽爆發 に 次ぎ 秋 田 縣男鹿 半島 北 浦 町に 於け る 貯水池 決 遣の 慘 害が 

あった。 叉 今朝 靑森 地方に は强 震が あつたとの 事で ある。 昔し の豫言 者 をして 曾 はし めたならば 是れ 

祌の大 なる 警告で ある。 然し 近代 人 はそんな 事 を 信じない。 彼等 は 天災 を 恐れても 罪を悔 改め やうと 

は爲 ない。 今日は 日本海々 戰々 勝 第一 一十 一 囘紀念 日と て， 東京 は 其 祝賀に て 持 切った。 

五^«;ニ十八日 (金) 曇 英文 雜 誌に 對し 西洋人の 讀 者より 績々 と 同情の 書面が 達し 甚だ 愉快で あ 

る。 さすが は 西洋人で ある。 彼等 は 自己 を攻擊 されても 正當 なる 攻擊は 喜んで 受け、 又攻擊 した 人 を 

尊敬す る。 余の 宜敎師 嫌 ひなる を 承知しながら 余 を信賴 して 吳れる 宜敎師 の 在る を 聞かされて 甚だ 濟 

まなく 思うた。 { 且敎 師の內 にも 正しい、 眞に 日本 を 思 ふ 人の 在る 事 は事實 である。 何れに しろ 英文 雜 

誌 は 善き 企 計であった。 之に 由って 敵と 味方と が 判明し、 今後 西洋人の 間に 微から す眞の 友人 を 得る 

ことが 出来て、 彼等と 共に キリストと 曰 本との 爲に 働く であらう。 

五月 二十 九日 (土) 雨 我が 一一 目 ふ 事 を 聞かす して 反抗し、 後に 到って 失敗し、 終に 我に 援助 を 乞- 

ひし 者、 今日までに 隨分 多くあった。 そして 今猶ほ 聽容れ すして 反抗す る 者が 絶えない。 彼等の 反抗 

を 目撃す る 事が 大 なる 苦痛で ある。 然し 如何と もす る 事が 出来ない。 反抗 は 近代 人の 生命で ある。 殊 

に宗敎 道德の 敎師に 反抗す る 事 を 英雄的 行爲 なりと 彼等 は 思 ふ。 斯 かる 場合に 於て 我等 は パゥロ に 傚 


ふて 「斯 くの 如き 者 を サタンに 交す」 より 他に 途 がない (コ リント 前書 五 章 五節)。 實に 辛ら い 事で 

ある。 

五月 三十日 (日) 雨 大雨に 拘 はらす 午前と 午後と にて 四百 人の 來會 者が あった。 殊に 午後の 靑 

年 組が 會 毎に 盛んになりつ、 ある。 午前 は行傳 十三 章 十三— 四 一 節に 由り 「ピ シデャ の アン テ オケに 

於け る バウ U の傳道 說敎」 に 就いて 語った。 午後 は 「日本 最初の 新敎宣 敎師」 と 題し、 琉球那 覇に八 

十 年 前に 上陸せ し 洪牙利 人べ ルナ ド •  H アン. ベ テル ハイムの 略傳に 就いて 述べた。 我が 札幌 同窓の 

0C0O0  0  0O00000O00OOO0O000  000000OO0000O00CO00C 

一 人 志 賀重昂 君が 北の方 札幌の 五十年祭に 行かす して、 南の 方琉 球に 往 いて 此 英雄的 宣教師の 上陸 紀 

0O0000O00O0O00OOCOCO0O00O 

念會に 臨んで 吳れた 事 を 厚く 同 君に 感謝 せざるを得ない。 クラ ー ク 先生 は 偉ら いがべ テル ハイム は 先 

生よりも 遙 かに 偉ら く ある。 今より 八十 年 前に 單獨、 帆船で 琉 球に 来って 傳 道し、 琉球 語に 聖書 を譯 

した 此洪牙 利 生れの 猶太 人に して キリストの 僕たり し 人の 功績 は實に 偉大なる ものである。 舊 ぃ宣敎 

師の內 には斯 かる 人が あった。 尊敬 せざるを得ない。 今 は 居ない。 

五月 三十 一 日 (月) 曇 梅雨の 空で ある。 月末の 支拂 日で ある。 世に金を要求する者の多きに^^! 

く。 今や 金 錢愁は 正 當の愁 として 認められ、 何人も 此 愁を充 たさんと して 少しも 恥ない。 今や 實 際に 

金 を 獲る 爲の 人生で ある。 然し 此 間に 在りて 「金錢 を 愛する は 諸惡の 根な り」 との 聖書の 敎に 服從し 

て 世 を 渡る は 甚だ 與味 多く ある。 此事 を爲し 得なければ 基督 信者で たい。 希伯來 書. H 二 章 五、 六 節が 

非常に 有難く ある。 
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六月 I 日 (火) 曇 夏服 準備の ために M を 衣ん かと 思 ひ W ひ、 甚だ 不愉快であった。 昨朝 發 行の 

『大阪 毎日 新聞』 に、 『創 基 五十 年の 北海道 帝！： 大學』 との 題 下に 左の 記事が 見えた。 

内 村 鑑三氏 は、 五十年祭に 出て 来なかった。 聖靈 「行く 勿れ」 と吿 げたんだ らう。 詰 襟で 化 學の敎 

師の やうな、 しかして、 らんらんと 眼 を 光らせる 豫 一一 一一 n 者が 列席せ す、 政治の 倫理 化 を說く 後藤 子が 

上客で は、 この 學校も 平凡に なった 云々 

と。 まことに 聖靈が 自分に 今度 は 札幌に 行く 勿れと 命じ 給うた。 そして 行かないで 善い 事 をした。 行 

けば 大 なる 恥 を かく 所であった。 日本 全國の 人が 札幌 丈け に は 精神的 偉力が 存 つて ゐ ると 思うた。 然 

るに 平々 凡々、 俗人 以下に 俗化した 事 を 見て 失望した。 札 幌は其 精神 を 失 ふて 其 存在の 理由 を 失うた 

ので ある。 然し 乍ら クラ ー ク 先生 を 遣り 給 ひし 神 は^ 在し 給 ふ。 彼 は  <lr 後 更に クラ ー ク 先生、 又は 先 

生 以上の 人 を 遣りて 我が 愛する 札 幌を设 興し 給 ふと 信す る。 奮い 人達に は 望みが 絶えた。 然し 神は必 

す 新ら しい 人 を 起して 北海道に 關 する 我が 半 百年の 祈禱 を！！ き 給 ふと 信す る。 「夜 は 旣に央 て 日 近づ 

けり」 である。 俗化 は 旣に其 極に 達し たれば、 義の 太陽 は 遠から すして 我が 愛する 札幌の 空に も 昇る 

であらう 0 

六月 二日 (水) 半晴 此日末 永 敏事對 中島 靜 江の 結婚式 を 司った。 末 永 は 角 害 時代よりの 弟子で 

あって、 醫學 者と して 米 國に十 年 留學し 信仰 を 守って 今日に 至った 者で ある。 中島 は 過去 八 年 問の 忠 

實 なる g| 講 者であった U 純粹 なる 信仰的 結婚であって、 彼等の 幸 幅と 共に 我等 一同の 幸福 を 祈った。 


六月 三日 (木) 半晴 我等 兩人， 鎌 倉扇ケ 谷に 江 原 萬 里と 彼の 家庭 を 訪問した。 一日の 善き 休養 

であった。 

六月 四日 (金) 晴 午後 七 時 二十 分 東京 驛發 にて 大阪に 向 ふ。 好 本督君 同車す。 久々 振りの 大阪 

行きで ある。 

六月 五日 (土) 晴 朝 七 時 卄四分 京都 驛に 下車す。 友人の 迎ふ 所と なる。 山 口 菊 次 郎君の 案： s: に 

て 新 默のケ ー ブル 力 ー を 利用し、 比 叙 山に 登る。 何等の 足勞 なくして 四 明 ケ嶽に 達す。 久々 振りに て 

平安 城と 琵琶湖と を 足下 に^む。 昔ながら の偉觀 である。 序に 延曆 寺を訪 ふ。 傳敎 大師， 辨慶、 護 良 

親王、 法然、 日蓮 等の 古事 を 想 は せらる。 自分に は 寺院よりも 森林が 慕 はしく ある。 正午 少し 過ぎ 下 

山し、 下 加 茂に ドクトル 佐 伯 を 訪問し 晝 飯の 接待に 與る。 又 同志 社に 海老 名 彈正君 を 訪問した。 舊友 

と談 する の感 あり、 時の 移る を 忘れた。 明治 十六 年 同 君 を 上 州 安中に 訪問した 時の 事を囘 想した。 今 

より ra 十三 年 前で ある。 君 は 今年 七十 歳、 自分 は 六十 五 歳で ある。 信仰の 方面 を 異にする と雖 も、 全 

生涯 を 日本 國と キリストとの 爲に 費した 事 は 同一 である。 令 や 舊友或 ひ は 逝き、 或 ひ は 引退す るに 際 

し、 猶ほ 健康 を惠 まれ、 青年時代の 志望 を懷 いて 變ら ざる を 相互に 祝した。 三時 半 京都 驛を發 し、 四 

時半 大阪 着、 直に 中 之 島公會 堂に 開かれた る 故 今 井 樟太郞 永眠 二十 年 記念 會に 出席した。 故人の 舊知 

關係 者に して 招かれし 者 八十 餘名、 自分 はチ ー フス ピ，' 力 ー の 任に 當り、 故人の 事業 精神 並に 志 51- に 

就いて 述べた。 一 同 晩餐の 饗應に 與る。 會 終りて 後 兵^ 縣蘆 に 行き、 今 井 {ハ^ の 客と 成った。 多事の 
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一 日であった。 

六月 六日 (日) 晴 午後 三時 大阪天 滿敎會 に 於て 故 今 井 樟太郞 の爲に 記念 講 演を爲 した。 「il 顧 

五十 年」 と 題して 語った。 他人が 自分の 聖， 書 研究に 同情せ ざり し 時に、 獨り 後援者と 成って 吳れし 故 

人の 友誼 を 同 想した。 來會者 三百 人 以上 あり、 氣持 好き 集會 であった。 閉會 後、 「聖書 之 研究」 讀者 

有志の 晚餐會 を 堂 島 ビル ヂング に 催う した。 出席者 二十 人、 备自 感想 を 述べ、 是れ 又有ハ 倫なる 會 合で 

あった。 此夜又 藶屋今 井家の 客と 成った。 

六月 七日 (月) 晴 今 井家 主人に 案內 せられ、 甲 山の 麓 甲 陽 公園に 遊んだ。 阪神 人の 娛樂 機關の 

完備せ るに 驚いた。 彼等が 金 を 欲しがる の は 無理で ない と 思うた。 夜 七 時半より 蘆 屋敎會 に 於て 演說 

會を閒 いた。 牧師 長 谷川 敞 l_f; 司 會の 下に 「傳道 成功の 秘訣」 と 題して 語った。 來會者 三百 人、 昨日 以 

上の 氣持 好き 會 合であった。 會後 又復讀 者會を 開きし に、 四十 人餘の 出席者 あり、 感想 祈禱盡 きす、 

^れ を惜ん で散會 した。 

六月 八日 (火) 晴 朝 八 時 蘆 屋を發 し、 大阪 にて 特別急行に 乘換 へ、 名 古 屋常治 君と 同車し、 束 

海道の 初夏の 風景 を 眺めながら、 夜 八 時半 東京 驛に 着いた。 九 時 過ぎ 家に 歸り、 先づ 第一 に 孫 女の 安 

否 を 問うた。 今日 初めて 寢 返が 5,1 来たと M いて 嬉しかった。 友 は 天下 到る 所に 在る。 京都 も大 阪も祌 

戶も i^:: な 我が 交友の 領分で ある。 日本 全國が 我が ホ ー ム である。 神が 賜 ひし 犬なる 特權 である。 


六月 九日 (水) 晴 旅の 疲れに て 何事 を も爲し 得す、 只！ I- 々の內 に 一日 を 送った。 他人 を 益 せん 

と 欲すれば 自分が 根 せざるを得ない。 外出： 淑說は 後の 結果が 恐ろしく ある。 

六月 十日 (木) 晴 雜誌 第三- h:! 十 一 號を發 送した。 三 In 號以來 旣に第 十 一 號に 達した。 何時に な 

つたならば 終る ものに や。 記者 も 倦ます 讀者も 倦まない。 福音で あるから である。 〇 旅の 疲れ 少しく 

癒え、 今日は また 讀 書が 始まった。 旅行 中 は 傅 道師氣 分で、 家に 歸 つて 故の 學 者ぐ iKr に 成る。 自分に 

取りて は學 者に 成った 時が 幸 一 i の 時で ある。 

六月 十 一日 (金) 晴 窒內 八十 六 度の 磬 さであった。 今度 大阪 へ往 いて 見て、 日本の 首都が 震災 

の 結 架と して 東京より 大阪に 移った 事が 解った。 東京 は 今 は單に 思想 (现窟 ) の 都であって、 實 行に 

於て は 到底 大阪に 及ばない。 大阪に 於て 信仰 は 盛んで あると は 言 ひ 兼ねる が、 然し 十 萬 圓の會 堂 を 建 

んと 欲して、 相談 は 直に 纏まり、 寄附 金 は 直に 集まる。 東京に 於て は 三 萬 圓の會 堂 を 建つ る 事 は隨分 

困難で ある。 而已 ならす、 議論- rC 出して 相談 は 容易に 纏らない。 そして 實 行の 大阪に 於て、 議論の 東 

京に 於て よりも 信仰 は確實 である やうに 見受 た。 隨 つて 思想の 惡化も 大阪の 方が 東京 程甚 しくない。 

3： れ にしても 日本！； の 爲に賀 すべきで ある。 關東ゃ 東北 や 北海道が 惡 化しても、 關西 なり 九州な りが 

比 絞 的に 健全で あれば、 それ 丈け 日本 國が 健全なる ので ある。 そして 近頃に 至り、 『聚 書 之 研究』 が 

急に 關西、 §： 國、 九州に 於て 讀者 を增 した ie^ は 著しい 事で ある。 
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六月 十二 日 (土) 晴 t. 雨 あり。 疲勞 未だ 去らす、 生産 的に は 何 靠も爲 し 得なかった。 只 マクギ 

フ ハ ー トーキ？ 『使徒 時代 中、 パゥ tl に關 する 數十 頁を讀 み、 啓發 せらる.^ 所 掛からす。 此日 獨逸老 

大哲 學者ル ー ドル フ . オイケン 氏が 或る 友人に 書 を 寄せて 英文 雜誌 インテリ ゼンサ ー に對し 深厚なる 

同情 的 现解を 表する 一一 目 を 讀んで Si からす カ附 けられた。 昨日 或る 友人より 在 横濱の 米國宣 敎師の 一 圑 

は 村が 書いた ものと あれば、 其 何たるに 拘 はらす 一 切 眼 を觸れ ない と 聞いて 少しく 不快に 感ぜし 折 

なりければ (彼等が 此く する は 尤もな りと 雖 も)、 老 大哲學 者の 同情 は 一 層 有難く 覺 えた。 我と 偕な 

る 者 は 我に 敵す る 者よりも 大 なりで ある。 

六月 十三 日 (日) 雨 冷たき、 置陶 敷き 厭な 天氣 であった。 それに も拘 はら. f 講堂 は 朝 も 午後 も 

殆 んど滿 員であった。 自分 は 朝 は 使徒 行傳第 十四 章に 由り パゥ tl のガラ テャ俾 道の 大意に 就いて 話し 

た。 午後 は 過る 日攝津 廣屋に 於て 爲 せる 講演 を 繰返した。 不 相變樂 しき 聖日であった。 多 數の靑 年男 

女 に 福 昔 を 吹 込む に 優 さ る 幸福 はな い 。 之 を爲す は 政府 の 大官 又は 敎會 の 大 監督た る に 勝 さるの 名譽 

叉 功績で ある。 パゥ 口と バルナ バは 「弟子 等の 心 を 堅く し、 其の 常に 信仰に 居らん こと を勸 め、 叉 多 

くの 艱難 を歷て 我等が 神の 國に 至る 可き こと を敎 ふ」 (ニニ 節) と あるが、 自分 等 も 同じ 事 を 勸め又 

敎 へつ、 ある。 

六月 十四日 (月) 雨 引 綺き陰 の 天候で ある。 マク ギフ ハ ー トの 『使徒 時代 史』 に、 H ルサレ 


ム會議 に 於け る バウ 口の 立場に 關 する 著者の 說 明を讀 み、 同情 同感に 堪えなかった。 著者が 今の 敎會 

に對 する 自分の 立場 を 辯 明して 吳れて 居る ので はない 乎と 思うた。 三十 年 前の 米 國には 如 此き思 ひや 

り 深き 學者 があった。 今の 米國 人と 來 たら 話しに 成らない。 二者の 間に 隔世の 感が ある やうに 思 はれ 

る。 〇 引辏き 多くの 愤 める 人 等より 悲しき 書面 を 受取る。 彼等 は 自分 を 煩悶 治療の 專門醫 である やう 

に 思うて ゐる らしく ある。 聖書 を 研究 せんと 欲する ので はない、 目前の 悲痛 を 癒して 貰 ひたいの であ 

る。 彼等の 內に 有夫の 婦人 多き は 著る しき 事實 である。 今日の 日本に 於て 家庭が 如何に 紊亂 して 居る 

乎が 察せら る。 

六月 十五 日 (火) 晴 引 續き大 なる 興味と 同情と を 以て 『使徒 時代お』 を讀ん だ。 バウ 口の 傳道 

成功の 秘訣 は演說 說敎に 於て あらす して、 個人と しての 接觸に 於て あつたとの 說に 全然 同意せ ざる を 

得ない。 使徒 行 傳は傳 道歷史 であるが 故に、 公的 行爲に 就て 記す 所が 多くして、 私的 行爲に 就て 述ぶ 

る 所が gl ない。 故に 行傳 のみに 由て 初代 傳 道の 有様 を 知らん と 欲して、 我等 は 犬なる 誤 護に 陷 るの 危 

險が ある。 そして 敎. 皆 は全體 に此危 險に陷 つたので ある。 米國 宣教師が 自分の 早い 頃の 傳透を 嘲け り 

て 「火鉢 傅 道」 と稱 せし、 其傳道 法が パゥ U の 主なる 傳道 法であった ので ある。 彼等が 若し ハ ー ナク 

ゃマク ギフ ハ ー トの書 を精讀 したならば、 自分と 同じ様に 座談 的 傳道を 試みた であらう。 米國に 於て 

も 學者は 宣教師と は 遠うた る 意見 を懷 いて ゐる。 

六月 十六 日 (水) 晴 西洋で は 聞かないで 日本に 於て 盛んに 行 はる、 事 は 老人が 若手に 檐 がる & 
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_ ^である。 日本に 於て は此 車の 爲に身 を 亡した 老人が 澤山 におる。 两鄕 隆盛、 犬 養 毅、， 究沛勝 人、 句 

怫 上人 等 は 告な此 災禍に 福った 者で ある。 實に 恐るべき 事で ある。 「火 將」 と 呼ばれ-: y 生と-:.: めら れ 

つ k ある 問に、 つまらない 人に 擔 がれて、 彼等の 權牲 となりて 身 を 亡す ので ある。 n,.^ に.々 ^ ぃ國 であ 

る。 名 を 舉げ功 を 立た 後に、 後輩に 擔 がれて 其 亡す 所と なる 危險の ある 國 である。 此國に 在る 者 は 死 

んで 墓に 人る まで は 安心 は 出来ない。 

六月 十七 日 (木) 晴 「東北 を 日本の 尻尾」 と 早： りたり とて、 北の 友人より 小言が 來たリ 之に 

對 して 左の 一 宵 を 以て 辯 解した。 

愛子 を 尻尾の はしと 晉 り て 

資 めねば ならぬ 親の 苦 し さ。 

東北に 誠赏が ある、 然し 見識がない。 愛國 心と 世界 觀念 とが 非常に 缺乏 する。 

六月 十八 日 へ 金) 晴 五月 二十 二日 獨逸 ミュンヘン 發、 若き 内 村より 彼の フラウへの 乎 紙の 一節 

に ni  く、 

此問ァ ルバ ー ス さんに スキ燒 を 御馳走した。 その ァ ルバ ， "ス さんから 手紙が 來て、 お父さんから 手 

紙 を K つ たと 云つ て大 fjl" び であった。 丁度 スト ラス ブル グの シュ ワイツ ヱルの 留守宅 を 訪問し に 行 

く：：！ に 受取った から^ん なに 手紙と 寫眞を 見せて 來る とか 書いて あった。 誠によ い 人で ある。 

断くて 獨逸 も、 今 は 怫蘭西 領のァ ルサス 口 ー レ I ンも 我國と 同然で ある。 友人 は^ 界 到る 所に 在る。 


今 rri は义、 我が 海軍の 士官と 水兵が 死 を 胃 して 英船ネ ，-プ ルス 號の乘 組 員 全部 七十 三人 を 救 ひし 記事 

を讀み 日本 國の爲 に 祝した。 日本人は戰^^^に計り强ぃ のではなぃ、 人 を 救ふ爲 にも 强 いので ある。 之 

に 引替 へ て 昨年 大西洋に 於て 日本 汽船 來ー i 丸が 遭難した 時に、 或る 英國 船が 之 を 知りながら 救 は ざり 

しに 較べて、 日英 孰れが 實際 的に 基督 敎國 である 乎、 大 なる 疑問で ある。 ィ H スが 「善き サ マリヤん」 

の 例 を 引きて ユダヤ人 を 誡め給 ひしゃう に、 彼が 今 在し 給 ふなら ば 「善き 日本 水兵」 の 例 を 引きて、 

常に 基督 敎的國 民なる を 以て 誇り 我等 を賤 視め來 りし 英國人 を 責め 給 ふで あらう。 

六月 十九 日 (土) 曇 梅雨の S である。 左の 如き 書面が 達した。 

私 は 土 iLi の 山の 中で 貧しい 生活 をして 居る ものであります。 毎月の 『聖書 之 研究』 誌 を 待ち兼ねて 

ゐて、 むさぼる 様に 拜 見して 居ります。 山奥の 貧しい 私 を硏究 誌と 天然と が どんなに 慰め、 力 づけ 

て 下さる かわかり ません。 こんな 山奥で キリス トを 信す る 事が 出来まして 何ん ぼう 嬉しい か 知れ ま 

せん。 淚が こぼれます。 『大阪 毎日 新聞』 で 先生の 寫眞 を拜昆 しまして 嬉し さの 餘り失 禮をも かへ 

り 見す 書きました。 御赦し 下さい ませえ。 

イエ スは曰 ひ 給うた 「汝等 貧しき 者 は 福 ひなり、 祌の國 は 卽ち汝 等の 所有 なれば 也」 と。 四國の 山の 

中に て 貧しき 生活 を營 みて キリ ス トを 信す る 者 は、 東京の 中央に て 文化 生活 を 送りながら 神と キリ ス 

ト に 關し許 多の 疑 を懷く 近代 人よりも 遙 かに 幅 ひで ある。 

六月 二十日 (日) 半晴 我家の 純正 を 維持す る爲 に^から す 苦心した。 此惡 しき 世に 在りて 惡魔 
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は 小なる 隙 問より 入って 來る。 油斷 はならない。 藥會は 滞りなく^ ました。 朝 は 「割 鱧 問题」 と名づ 

けて 使徒 行傳第 十五 章の 大意 を 述べた。 パゥ a の論爭 は 我が 論爭 である。 所謂 H ルサ レム N ま議は 自由 

福 昔が 制度 的 基督 敎と 衝突した 第一 の 場合で ある。 故に 其 中に 無限の 興味が あるので ある。 午後 は路 

加 傅 十 章 一 一 五節 以下に 依り、 此 たび 英船ネ ー プルス 號の 船員 全部 を 救 ひし 日本海 軍々 人 を 善き サ マリ 

；,. S でら 

ャ 人に 擬 へて 語った。 我 も 聽衆も 感極まって 泣かざる を 得なかった。 

六月 二十 I 日 (月) 曇 好本督 君の 英國歸 還 を 途る爲 の 送別 會を インテリ ゼ ンサ ー 社員 一 同と 共 

に 丸 ビル 九 階 精 養 軒 食堂 に 於て 催した。 內に 大阪の 山 本 忠美君 も 加 はり 甚だ 偸 快な る會食 で あった。 

ra 圍 騒然たる 大食 堂の 一 隅に 卓に 就いて 山縣 五十雄 君が 比較的に 長い 感謝の 祈禱を 捧げた。 是れ 多分 

此食 堂が 開かれて 以来の 始めての 事であった らう。 隣 の 酒 i 芴に 於て は 日本の 貴婦人が 一 人で ホヰス 

キ ー を 飲んで 居る 際に 我等 は 感謝の 食事 を 共に した。 米 園に 傚 ひたる 此バ ベルの 塔の 階上に 於て 我等 

は 信仰 を 一一 一一 c 現 はして 悼ら ざり し を 感謝す る。 

六月 二十 二日 (火) 晴 驟鷉の P i フに 善き 鳥籠 を 買うて やった。 彼の 喜び 叉 从族 一同の 喜びで 

ある。 彼れ 南米より 我家に 来りて より 玆に十 有 五 年、 然るに 未だ 本當の 鳥籠の 內に 接った 事が なかつ 

たリ 今日 初めて t 龍ら しき 籠の 內に 飼って 貰 ひ、 彼は大 得意で ある。 鳥 も 十五 年 偕に 居れば 愛する 家族 

の 一人で ある。 彼が 眼の 色 を 變へ翼 を 伸ばし、 クック ッと i わる 其聲を 聞く からに 彼の 飼主まで が 嬉し 

くなる。 善き 慈善 を爲 して 樂 しく ある。 


六月 二十 三日 (水) 曇 南米 コ ロム ビヤ 國の 地理 歴史 を 護んで 大 なる 興味 を覺 えた。 此は 日本人 

に 取り 善き 發展の 地で は あるまい 乎。 日本 本國に 三倍す る 國土を 有し、 而 かも 其 人口 は 僅かに 七 百 萬 

に 過す。 物產豐 富、 赤道に 近く 位ゐ すると 雖も、 地 高き が 故に 氣候溫 和に して 文明 生活に 適す、 我が 

同志の 或 者が 斯 かる 地に 注いて 我が 理想 を實 現して 貰 ひたい。 外に H クヮ ドル あり、 ベル ー あり、 ボ 

リ ビヤ あり、 南米の 太平洋 海岸 丈け でも ョ 本人 發展の 地 は 充分で ある。 世界 は廣 し、 失望 は 無用で あ 

る 0 

六月 二十四日 (木) 晴 英文 雜 誌の 校正 を爲 し、 邦文 雑誌の 編輯 を爲 した。 前者 は 神と i の爲で 

ある。 後者 は 神と 貧者の 爲 である。 貧者 は獨り 在りて 他に 祌の 福音 を聽く 機會を 持たざる 者 を 指して 

云 ふ。 主として 地方に 在る 單獨 なる 無敎會 信者 を 指して 云 ふ。 『聖書 之 研究』 は 主として 彼等 を 目的 

として 發行 せらる k 雜誌 である。 敎會 信者、 基督 敎 男女 靑年會 員、 其 他す ベて 浮氣 なる 淺簿 なる 人達 

に は 讀，， レで貰 ひたくない。 

六月 二十 五日 (金) 晴 高等 敎育を 受け、 外國 にまで 行いて 研究 を 積みし 日本人に して、 今に 至 

つて 羅馬 天主 敎會に 入る 者が あると 聞いて 驚く。 而 かも 彼等の 內の或 者が 數年叉 は十數 年余の 聖書 講 

演に 列し、 自 から 余の 弟子 を以 つて 任す る 者で あると 聞いて は 更に 驚く。 彼等の  一一 一一 E ふ 所 を 聞く に、 

r 內村 先生の 說く 所と 天主 敎會 の說く 所と 其 差異 は 紙 一 枚で ある」 と。 實に 驚くべき 誤解で ある。 余 
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自身 は 二者の il に 天地の ャ； Ji の 在る 事 を 知って 居る。 此^5^-に關し近頃余の許に來りし無學の 一 少女の 方 

が是 等學士 連よりも 遙 によく 槊理を 解して 居る。 彼女が 余に 書き送りし 書簡の 一節に 曰く 

柏木の 樂 しいお 集りの ある 事 は 知らす して 私 も 今少しに て 天主 敎會に は 入る 處で ありました。 私 

共の 家から 二 丁 程 はなれて 天主 敎會が 御座います。 此 一 月より 二月の 屮 旬まで 父が 病氣を 致さす、 

その後 養生の 面倒 を 見が てらに 溫 泉に も參ら すに 居りましたならば、 まことの 福音 も 心得す に 今 頃 

はろ ざり お をかぞ へつ k 暮 さねば ならぬ 事と 相 成り、 まことに あぶない 處で 御座いました。 此事思 

ひめぐ らし 神様の 御 めぐみに 唯 有難く 感謝 致します。 

「智者 安くに 在る、 學者 安くに 在る、 此^の 論者 安くに 在る …… 神 は 智者 を愧 しめんと て 骨の かな 

る 者 を 選び 給 ふに 非す や」 である。 


六月 二十 六日 (土) 曇 古 我 良 周 君 朝鮮 旅行より り、 京 城に 於け る 『聖書 之 研究』 讀 者の 名 薄 

錄を 示して れた。 之に 依る と 讀者は 凡て 四十 八 名であって、 其 內に中 學校髙 等女學 校の 教師が 十 人 

あり、 牧師 (紙 合、 本 基督、 日本 メソヂ スト、 ホ ー リネス、 救^軍) が 十二 人、 其 他 官吏、 會社 員、 

法院 判事、 中枢 院 勤務 等で 多數は 所謂 中流 以上の 人達で ある。 余の 知る 在京 城の 讀者 にして 古 我 君の 

名簿に 錄 してない 者が あるが 故に 尙此 他に も 有る 箏は 確で ある。 之に 由て 見る に 『聖書 之 研究』 は 諸 

敎派^^階級に行渡って居る。 誠に 喜ばしき 事で ある。 若し 自分が 京 城に 行く ことが 出來 て、 讀者會 を 

開くならば 、 さぞ かし 樂 しき 堪會を 持ち 得 る 事 で あらう。 


六月 二十 七日 (日) 晴 本學年 最後の 聖日であった。 朝は滿 員、 午後 は 百 六十 人の 集會 であった。 

朝 は 約翰傳 S: 章： i=g: 節に 就て 說敎 した。 「靈と 眞とを 以て 靈 なる 祌を拜 せざる ベから す」 と 云 ふ 事に 

就て 語った。 「眞」 とは此 場合に 於て は 「誠 實」 叉 は 「實 行」 であると 云うた。 實 行是れ 有力なる 祈 

禱 である。 此 祈禱を 以てする にあら ざれば 聖靈の 恩賜に 與る能 はすと 云うた。 意味 は 平凡で あつたが、 

必要なる 說敎 であった と 思 ふ。 午後 は 加 拉太書 三 章 一— 三 節に 依りて 「新 敎と 舊敎の 區别」 に 就て 述 

ベた。 天主 敎會の 人々 が 「内 村 は 紙一枚に て 天主 敎に來 るべき 人で ある」 と 云 ふとの 事 を 聞いて、 其 

全 然然らざる 理由 を 述べた。 余と 灭主敎 との 差 は 紙 一 枚 所 か、 二者の 間に 天地の 差が ある。 余が 今の 

新 敎會を 嫌 ふ 理由 は 新教なる が 故に 非す して、 新敎 でありながら 舊敎 化しつ k あるが 故で ある。 余 は 

新敎 諸敎會 に入來 りし 天主 敎的 精神 並に 行 爲を攻 むる ので あると 云うた。 畢竟す るに、 自己の 幸福 や 

安全 を 欲する 者 は 天主 敎に 行くべし。 自已は 地獄に 落されても 神の 正義の 成らん こと を 欲する 者に 非 

ざれば、 余^と 偕に 歩む 能 はすと 云 ひて 會員 全體の 決心 を 促した。 今や 所謂 知識階級の 人々 にして 新 

敎を 去りて 舊敎に 走りし 者 あるに 際し、 此警 吿を發 する の 必要が ある。 去る 者 は 去るべし、  輩 は 彼 

等 を 4- めんと しない。 然し 乍ら 內 村と 天主 敎とは 近い 者で ある やうに 思 ふ は 犬なる 誤解で ある。 余 は 

ル ー テル、 ッヰン グリ、 カル ビンと 偕なる 者であって、 天 主敎に プロテスト 卽 ち反對 する 者で ある。 

余 は 死す とも 天主 敎に 入らない、 天主教に 入る 位ゐ ならば 基督 信者に ならなかった。 本學期 最後の 講 

演 として 誡に氣 持の 好き ものであった。 
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六月 二十 八日 (月) 曇 バビロンに 行いた。 書籍 を 買ふ爲 に。 他に 用 は 無い。 恐ろしい 所で ある" 

自分の 如き 者 も 中元と 暮には 支拂に 少し は忙 がしい。 但し 世人の 如くに 塵埃 を 浴びて 奔走す るの 必要 

なき # を 感謝す る。 

六月 二十 九日 (火) 晴 久 振りに てル ー テル 傳を讀 み 氣が淸 々した。 彼 は 最も 徹底した る 信仰の 

所有者であった。 パゥ II の； i 昔 を 解せ し 第一人者であった らう。 パゥ の 直弟子と 雖もル ー テル 程 彼 

を 解し 得なかった であらう。 ル ー テル はパゥ 口の 再来と 稱 して 可なる 大 信仰 家であった。 自分 も 今よ 

り 四十 年 前に 此 信仰 を 聞いて 起った 者で ある。 然るに 敎 會に此 信仰な く、 爲 めに 彼等 は 自づと 舊ぃ道 

德敎 にあと もどりす る 虞れ が ある。 唯 キリスト を 信す るに 由ての み 救 はると 云 ふので ある。 責 に大膽 

極まる 信仰で ある。 今の 敎會者 や 宣敎師 などの 到底 信す る ことの 出来ない 信仰で ある。 願 ふ 全^界が 

我に 反對 する も 我はル ー テルの 信仰に 立ち 得ん こと を。 

六月 三十日 (水) 雨 休暇が 來 りし やうに 思 はれ、 ベン を 投じて 讀 書に 耽って ゐる。 今日は 使徒 

時代 史を百 頁 程讀ん だ。 多くの 六 かしい 問題 を 提供 せらる。 時に 或 ひ は 信仰 を 動かさる \ 事 ありと 雖 

も 天主 敎徒 ゃ聖 公き々 員に 成りて 一 定の 信仰 箇條を 奉戴す るよりも 遙 かに 增 しで ある。 自由 研究に 由 

OO0000O0000C0 

ての み活 きたる 信仰 は 得らる。 

七月 一日 (木) 曇 主ィ H スは 我が 義、 我が 續、 我が すべてに ある。 彼 は單に 我が 先生で はたい _ 


彼 は 我に 神た るの 價値 ある 者で ある。 近代主義 者に 此 事が 解らない。 彼等 は歷 史的に 彼 を 知らん と 欲 

して 信仰の 深みに 達し 得ない。 敎會 にも 反對 であるが、 モデル -ー ズ ム にも 反對 である。 

七月 二日 (金) 曇 引續き 使徒 時代 史 研究。 バウ 口に 對 する 同情が 益々 厚くな り、 自分 もや、 彼 

と 同一 の 立場に 在る 事が 刺 明って 大に 慰められた。 

七月 三日 (土) 晴 那須利 三郞翁 東北 巡遊より 歸り、 山形 縣鶴 岡に 於け る 訪熊太 郎君の 傳 道ぶ 

りに 就き 委しく 傳 へて 吳れ、 淚が こぼる、 程 嬉しかった。 前號に 於て 爲 せる 「東北 は 日本の 尻尾な 

り」 との 目 は 取消さねば ならぬ。 祌は 到る 所に 福音の 善き 證明者 を 有し 給 ふ。 人の 力で はない、 神 

の 能で ある。 聖靈に 由り、 ィ H スを 主と 呼び まつる 事が 出来て 我等に 他に 何の 資格な きも 彼の 善き 證 

明 者と 成る ことが 出来る。 人生 何が 幸福な りと て 救主ィ H スを發 見して 福音の 役者と なりし に 優 さる 

幸 一 i はない。 其 意味に 於て 訪君は 最も 惠 まれた る 人で ある" 

七月 四日 (日) 雨 朝 丈け 集會を 催う した。 來會者 堂に 滿 ちた。 塚 本はコ リント 後書 五 章 三 節に 

就て 講じた。 自分 は 同 四 章 十六 節 以下に 就て 少し 計り 感 する 所 を 述べた。 世に は 逆境の どん底に 在り" 

病 は 癒されす、 內 外の 迫害 は 止まざる に拘 はらす、 信仰 は 益々 進み、 傳 道心に 燃 ゆる 兄弟 姉妹の 在る 

事 を 述べた。 竟る 所信 仰 は 境遇の 結 raK ではない、 聖靈の 働ら きで ある。 病が 癒されて 信す るので はな 

い、 癒されす して 之に 勝ち得て 餘り あるので ある。 基督 敎は 境遇 改善の 途 でない、 外なる 境遇に 超越 
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する 衷 なる 力で ある。 其點に 於て 眞の 幅 昔と 近代 式 の米國 流の 基督教と の 間に： 大地の 差が ある。 我 が 

信仰の 兄弟 姉妹の 內に、 最も I 湫の 毒なる 境遇に 在りながら、 讚美の 聲 高らかに、 日々 の 生涯 を 送り 他 

に 歡びを 分ち つ k ある 者の 有る を 知りて 感謝に 堪えない。 福音 は 古い 昔の事で ない、 今 働ら く 能力で 

ある。 まことに 祌は 令、 昔よりも 遙 かに 著る しく 此， に 於て 働ら き 給 ふ。 

七月 五日 (月. 一 曇 某 哲敎會 はパゥ 口の 敎の 誤解より 起った ものであるとの マク ギフ ハト 氏の 說 

に； 1： 意せ ざる を 得たかった。. バウ 口の 信仰 は餘 りに 深く して、 之 を 解し 得る 者 は 極く の少數 者で あつ 

た。 而 かも 彼の 人格が 餘 りに 惮大 なりし が爲 に、 何人も 其 感化 を 蒙らざる を 得なかった。 玆に 於て か 

人 は 彼の 敎を 誤解し つ k も 彼の 記 臆 を 留めん とした。 斯 くして 成った ものが 敎會 の敎義 であって、 信 

仰の 自由 を^ 縛す る 强き繩 となった。 まことに パゥ n に 取り 迷惑 干 萬と 云 はざる を 得たい。 バウ 0 を 

正 當に解 するならば 今日の 敎會は 有り 5£ たいので ある。 近代の 歴史的 研究に 由て 此 事が 明白に 成って 

有難く ある。 〇 山形 縣の 或る 信仰の 友が 多くの 困難の 內に 在りながら 喜んで 村落 傳 道に 從 事し つ、 あ 

ると 聞き たれば、 左の 一首 を 送りて 彼に 對 する 我が 同情 を 表した。 

苦しみ は內と 外より 寄せ 來る も 

讚美 は 高し 屮：： 羽の 村里 

之と M 時に、 本誌 前號揭 戦の 「宽北 は 日本の „^ 尾な り」 との 暴言 を 取消す。 


七月 六日 (火) 半晴 雜誌 校正 を 待て ども 来らす、 故に 讀 書の 外に 孫 女と 遊んだ。 むづ かしい 歷 


史 研究 の あいまに 小兒と 遊ぶ は 何よりも 好き 樂 しみで ある。 

七月 七日 (水) 暴 n 札幌 より 金^ 常 雄 君の 来訪 あり、 如何にして 最も 有效 的に 北海道に 於て クリ 

ス チャンと しての 使命 を たさん 乎との 問題に 就て 相談 を 受けた。 結局 我等 は敎會 制度 を 離れ、 個人 

個人に 獨 立し 信仰 を 養 ひ、 又 相互に 助け 勵 まし、 成るべく 靜 かに ィ H スの 弟子た るの 途を 歩むべし と 

の議に 一 致した。 墮落を 極めた る 北海道に も 少数の 神に 選 まれた る 者が 在る。 彼等 を敎へ 導く のが 我 

等の 責任で ある。 御 役人 ゃ此 世の 勢力 者 等 はどうな つても 可い。 然し 「祌の 赤子」 を棄て はなら たい。 

我等 は是 等の 「貧しき 者」 の爲に 生き 又 倒かなければ ならない。 斯く 語りて 感謝 を以 つて 別れた。 

七月 八日 (木) 晴 久 振りに て羅馬 書が 戀し くたり、 其 第 十 章 を通讀 して 大 なる 慰めと 力と を 得 

た。 殊に 第 九 節が 有難かった。 「汝 もし" にて 主ィ H スを言 表 はし 又 心に て 神の 彼 を 死より 輕 らし、 

を 信ぜば 救 はるべし」 と。 「心に 信じ 口に 表 はせば 救 はるべし」 と 云 ふので ある。 怫敎の 言葉 を藉り 

て 云 ふなら ば 信じて 發 する 「南無」 の 一 言に て 救 はるべし と 云 ふので ある。 さうな くて はならない。 

研究 も 修養 も 要った もので はない。 信、 表、 簡 短の 極で ある。 之に 由て 聖霊が 降る。 行爲 が自づ から 

出来る。 平安と 歡喜 は玆に 在る。 感謝の 極みで ある。 

七月 九日 (金) 晴 大 なる 興味 を 以て マク ギフ ハト著 『使徒 時代 史』 を讀み 了った。. 其 六 七 二 頁 

を 一 字餘 さす 精讀 した。 近頃 此んな 面白い 書 を 讀んだ こと はない。 其 バウ 0 觀の 如き 滿 腔の 同情 を 表 
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せざるを得ない。 此 著を爲 した 故に 著者が 敎會 裁判に 訴 へられた と 云 ふの だから 驚く。 彼の 屬 した 米 

國 長老 敎會と 云 ふの はそんな 敎會 である。 自分の 如き も I おし 敎會に 属して ゐ たなら ば 勿論 異端 論の 故 

を 以て 訴 へられた に相逮 ない。 然れ ども 此 書が 多數の 識者に 由て 讀 まる k 書で ある を 知って 著者 を訴 

へし 敎會が 多数の 歸依を 失 ひつ V ある は 明かで ある。 異端の 故 を 以て 自分 を責 むる 宣敎師 達 は 先づ此 

書 を 護んで 見る がよ い、 彼等 自身の 立場が 如何に 脆弱なる を覺 るで あらう。 自分と 雖も 凡ての 點に於 

て 著者と 一 致す る 能 はすと 雖も、 然れ ども 大體に 於て 著者の 觀 察の 誤 まらざる を 承認 せざるを得ない。 

今 口の 敎會 が學 者の 裁判に 於て 其 根本の 立場 を 否認 せられし は 誤りな き 事で あると 思 ふ。 

七月 十日 (土) 晴 雜誌 第三 百 十二 號が 出た。 昨年 三百 號祝 ひを爲 してより 玆に滿 一年で ある。 

或 ひ は 四百 號に 達する ので あるか も 知れない。 驚くべき もの は 聖書で ある。 他の もの は 減 びても 是れ 

丈け は 亡びない。 どうお へても 自分 は 善き 仕事 を擇ん だので ある。 〇 栃木縣 人の 或る 部分の 道 德心低 

落の 實例を 聞かされて 慨歎に 堪えなかった。 斯 くまで 低い と は 今に 至る まで 知らなかった。 或 點に於 

て は 日本人 中 最低の 民で あると 云うて 可から う。 然し 彼等の. 2: にも 祌に擇 まれた る 少数の 民 ある を 知 

つて 感謝に 堪えない。 失望の 中の 感謝で ある。 

七月 十 一日 (日) 晴 畔上 と共に 講擅を 勤めた、 來會者 二百 五十 餘名。 今年 は 夏期 轉 地の 企な く、 

t!? に 心が 至って 平安で ある。 朝起きて 小兒を 母 难に乘 せて 犬の パ 口と 共に 近所 を 散歩す る。 午後 は 

涼風に 吹かれながら 讀書 する。 小 兒の笑 額と 學^ の S ム 想と ありて 我が 日々 の 生涯 は 至って 幸福で ある。 


七月 十二 日 (月) 晴 好本督 君の 慫慂に 因り 支那 傅 道 參加を 復活す る 事に 決し 非常に 嬉しかった- 

斯 かる 事 は 結果 を 目的と して は爲す こと は出來 ない。 「汝の パン を 水の 上に 投げよ」 との 敎に從 ひ、 

成功 を 眼中に 置かす して 從 事すべき 事で ある。 それにしても 世に は 助けられたい 人が 多くして、 助け 

たい 人の 徵 ない に は 失望す る。 世界 傳道參 加と 云 ふやうな 事 を 持 出しても 之に 應 ぜんと 欲する 者は滅 

多に ない。 「我が 事業 を 助けて 吳れ」 「我が 敎會を 助けて 吳れ」 と 云 ふ 者の みで ある。 實に 厭に 成つ 

て 了 ふ。 

七月 十三 日 (火) 半晴 今日 も 亦  一二の 敎會 問題 を 持 込まれて 困らせられた。 敎會 はどう 見ても 

厄介物で ある。 今や 「敎會 と 云 ふ もの は 無い 方が 宜 いので はありますまい 乎な！」 との 言 を 度々 敎會 

の 人達より 聞く。 彼等の 多くが 敎會 を持餘 して ゐる容 子で ある。 敎會は 彼等の 進歩 を 妨げ 發展を 阻害 

する。 實に氣 の 毒 千 萬で ある。 然し 乍ら 自分より 進んで 敎 會を廢 せられよ と勸 める こと は 出来ない。 

駄目と は 知りつ、 も 親 まるれば 敎會 は敎會 として 助けて 上げねば ならない。 辛ら いっとめ である、 然 

し辭 する； si^ はない。 敎會は 今日まで 未だ 曾て 一同 も 自分 を 助けて 吳れた 事 はない が、 自分 は 今日まで 

幾： 1 も 敎會を 助く るべ く餘 儀な くせられ た。 そして 敎會に 不信者 极 ひに せらる.^ の だから 面 €1 い。 

七月 十四日 (水) 晴 庭前の 木薩に 椅子 を据 へ、 涼風に 吹かれながら 讀 書した。 思 ひ を 二 千年の 

昔に 馳せ、 聖徒の 努力 を 想像し、 同情の 念 を 禁じ 得なかった。 祌畢的 キリストと 歷 史的 ィ H ス との 區 
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別 を 認めざる を 得なかった。 前；： は參考 として 惯 ある 者、 後者 は 直に 傚 ふべき 者で ある。 ィ H スは 

敎會 並に 祌學 の创 作者に あら ざり し 事 は 3: よりも 明白で ある。 

七月 十五 日 (木) 晴 氣溫 九十 度に 達し 暴い 日であった。 俗用 を辨 ぜんが 爲に バビロンに 行いた コ 

プリ マ ス 兄弟 派の 宜敎師 某氏の 訪問 を 受けた。 相 方の 注意に 因り 事 無き を 得て 感謝であった。 自分 は 

勿論 プリ マ ス 派の 信條に 服す る 者に あらざる 事 を 明白に 述べた。 歐米人 はおれ も 生れな がらの セクタ 

リ ヤン (宗派 者) であれば 我等 東洋人 は 自己の 立場 を 守る 必要から して、 彼等 歐米宜 敎師に 接して お 

の 、、ゲ か ら 宗派 者た ら ざる を 5^! ない と 述べた。 實 際の 所、 寅敎師 に 基督 信者と し て 目 せらる、 事 は 大 & 

る 迷惑で ある。 彼等に 信者と して 認められない 一?^ が眞の 信者た る 何よりも 善き 證據 であると 思 ふ。 

七月 十六 日 (金) 晴 暴氣引 綾き 強し。 支那 傳道參 加 を！： (仅 し、 今日 前年 同様の 金額 を 支那 內地 

傅 近會 社に ii り、 非 《s に氣 持が 好かった。 之に て 甘 肅省蘭 州と 山 西 省 平 陽と に 於て 引 綾き クリス チヤ 

ン の醫： 帥が 我等に 代って 支那 人に 醫療を 施して 吳れる 次第で ある。 神が 此小 慈善 を繼辏 すべく 我等の 

志を勵 まし、 叉 必要なる 此 世の 財貨 を 賜 ひし 事 を 深く 感謝す る。 

七月 十七 日 (土) 晴 引つ き： 者い 日であった。 少し 計りの 讀書 を爲 した 外に 他に 何も 爲し 得な 

かった； 一 人の 來客 もな く、 只 孫 女と 遊んだ のみであった。 E  •  F  • スコットの 『第 ra 幅 昔 書 論』 並 

に R たセ ー ベ^グの 『默 示と インス ピレ ー シ ヨン』 に 多くの 默 想の 资料を 供せられ た" 


七月 十八 日 (日) 晴 集會變 りなし。 畔 上が 「聖書 知識の 制限 性」 と 題して 語り たれば、 自分 も 

之に 對 して 所感 を 述べた" 聖書 は； 大然の 事、 哲學の 事、 其 他の 事に 就き 示さ f る 事 甚だ 多し と雖 も、 

然し 祌の 何たる 乎に 就て は 明示して 餘 りが ある。 我等 は 宇宙 萬 物の 根本に して 其 支持者なる 神が 我等 

を 愛する 父で ある こと を 明示され て 他に 何もの を も 知らん と 欲しない の で あ ると 述べ た。 

七月 十九 日 (月) 半晴 久 振りに て 片瀨江 之 島に 遊んだ。 相 も變ら ざる 俗 地で ある。 唯 {41 氣が新 

鮮 なる 丈け であって 他に 何の 善き 事 もない。 多くの 社會的 研究 を爲 して 歸 つた。 我家に 優 さる 所 ある 

なしで ある。 

七月 二十日 (火) 晴 引きつ^き 暑い 日であった。 過去 五十 日間 澤 山に 高等 批評 系の 書を讀 み、 

益す る 所 も 甚だ 多かった が、 損する 所 も 亦^くなかった。 然るに 今日は 計らす も宗敎 改革 時代の 偉人 

の傳 記を讀 み、 故の 福音 的 信仰に 立歸る ことが 出来て 嬉しかった。 批評 は壞っ こと 多くして 建つ る 所 

は殆ん どない。 冷酷 無慈悲なる 宣敎 師の敎 會を壤 つに は 益が あるが 其 他に 何の 益す る 所がない。 我が 

信仰 はや はり 改革者の それで ある。 基督 敎の 中心 點を。 ハウ B の羅馬 書に 於て 見る 信仰で ある。 其處に 

我が 信仰 を 据える 時に 我が 靈 魂が 安全で ある。 之に 比 ベ て 見て 近代の 神學者 が 提供す る 信仰の 如き、 

之 を 信仰と 稱 する 丈け の價値 もない。 ル ー テル、 メラン タトン、 ハイデル ブル グ敎義 問答の 著者 等の 

信仰が 慕 はしく ある。 
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七月 二十 j 日 (水) 曇 久しく 自分の 講演 を聽 きし 人に して 近顷 反抗の 態度に 出し 者が、 其 友人 

に 書き 贈りたり しと 云 ふ を 開く に、 「僕が クリスチャンに 成る も 成らぬ も 僕の 勝手で ある」 と。 斯く 

曾 ひ 得る 所 を 見る と * 此人は 未だ クリスチャンに 成らたかった ので ある。 人 は 欲んで クリスチャンと 

成る こと は出來 ない、 成ら ざらん と 欲する も 成ら しめらる、 ので ある。 人 は 全能者に 餘儀 なくせられ 

て クリスチャンに 成る ので ある。 信仰の 此：. i 密が 解ら すして 信仰 を 語る こと は出來 ない。 成る も 成ら 

ぬ も 勝手で あると 云 ふ 人 は 未だ 成った 事の ない 人であって、 多分 一 生涯 成らす して 終る ので あらう。 

信者に 成らう と 欲へば 成れる と 思 ふ 人の 如き、 自分の 講 演會に は 一 切來て I 只 ひたくない。 

七月 二十 二日 (木) 曇 在留の 米國 人が 英文 雜 誌に 載せた る 自分の 論文 を 讀んで 怒って ゐ ると 聞 

いた。 然し 自分の 攻撃 を 待つ まで もない、 米國 今日の 狀態 は實に 言語 同 斷と云 ふより 他 はない。 東京 

朝日 新聞 一 1 ュ ー ョ ー ク 特派員 十九 日發の 電報 は 大略 左の通り である。 

驚くべき 殺人事件が テキサス 州フホ ー トウ ォ ー スの敎 會で行 はれた。 それ は フランク 。ノリスと 呼 

ぶ 進化論 反對 運動 (フ ハ ン ダメン クリスト 派) の 急先鋒で 同地の 有名なる 牧師が 去る 土曜日 神聖な 

敎會の 中で 政見 を 異にする 同地の 有力者 チップ を 三 發のピ ス トルで 鉄 殺した 事件で 流石の 米 國人も 

あっけに 取られた。 然も 牧師 は卽日 保釋を 許され、 日曜日に は 血 なまぐさい 殺人の 現場で ある その 

敎會に 狼 まって 来た 無慮 六 千の 善男善女に 說敎を 試み、 これに 感動して 悔ひ 改めた 男女が 五名 あつ 

た。 そして 說敎が 終る と 多くの 信者 はこの 人殺し 牧師の 前に ひざ まづ いて その 手に キッスし、 ある 


ひ は 感激の あまり 彼 を抱搬 するとい ふ 奇妙な 光景が 見られた。 更に この 殺人事件の 報が 傳 はると 一一 

ュ ー ョ ー クの 第一 浸 禮敎會 では 早速 殺人 牧師 ノリスに 招待 狀を發 して 說敎 を賴み 牧師 は 来月 一 日當 

. 地に 乘り 込んで くると いふ 騷ぎ である。 

勿 論 新聞 電報 のこと であるから 其 全部 を 信す る こと は 出来ない が、 然し 之に 類した る 事の 他に 在りし 

こと を 知る が 故に、 之 を 全然 無根の 報道と して 棄る こと は 出来ない。 事玆に 至って 米 園の 基督 敎は墮 

落の どん底に 達した と 云 ふべき である。 基督 敎 在って 以來斯 んな亂 暴の 行 はれた こと はない。 我等 は 

米 國の爲 に 泣き、 基督 敎の爲 に 慨歎に 堪えない。 

七月 二十 三日 (金) 曇 午後 大 雷雨が あった。 空 氣は淸 まり 炎熱 は 去り、 暫時に 天地が ー變 した 

かの 如くに 感じた。 夏の 東京に 在りても 斯 かる 恩惠が 下る。 衆人と 共に 苦しみ 叉 喜ぶ 其 偸 快 は 特別で 

ある 0 

七月 二十四日 (土) 曇 涼風 吹き 快き 暴 中の 一 日であった。 ゴ —デ ー 先生の コ 口 サイ 書 論を讀 み、 

叉 復舊き 信仰に 立歸る ことが 出来て 嬉しかった。 歷 史的 ィ ヱ スを 知った 丈け では 感謝と 歡 喜と はない。 

宇宙 萬 物 を其聖 手に 握り 給 ふ 今 在 まし 給 ふ 救主ィ H ス キリスト を 信じ、 彼 を 心に 宿し 奉る まで は 信仰 

らしい 信仰 はない。 近代の 批判的 聖書 研究 は澤 山の 事を敎 ゆるが、 此 根本的 眞 理を傳 へない。 其內に 

在りて 深き 學識の 立場より 活ける 主 キリスト を傳 へて 吳れ るゴ ー ヂ ー 先生 は實に 我が 大 なる 恩人で あ 

る。 今日まで 幾度 か 此瑞西 画の 先生に 援 けられし ことよ。 自分が キリストの 國に往 いて 深き 感謝 を 表 
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さねば ならぬ 人の 內の 一人 はたし かに ゴ ー デ ー 先生で ある。 人世 實は眞 の キリスト を 示して 吳れた 人 

に 勝 さる 恩人 はない ので ある。 〇此 日、 三十 年 前に 名 古屋に 於て 知己に 成りし 米 國美普 敎會の 宣敎師 

G  i . モルフ 氏の 訪問 を 受けて 嬉しかった。 彼 は 愛蘭 系の 米 人で あるが 故に、 アングロサクソン 族 

の 英米人の 如くに 傲慢で なく、 能く 日本人 を 解し、 我等に 對し 深甚の 同情 を懷 き、 見る からに 氣 持の 

好き キリ ス 卜に 在る 愛する 兄弟で ある。 米國宣 敎師の 内に 斯 かる 人が ある 乎と 思 へ ば 意外に 感 する。 

彼の 今日の 訪問 は 友誼 的 訪問であって、 普通の 米 國宣敎 師が爲 すが 如くに 余に 說法 せんが 爲で なかつ 

た。 まことに 珍ら しい 宣教師の 訪問であった。 我等 は數囘 固き 握手 を 交へ て 再會を 約して 別れた。 モ 

ルフ君 は 八 マ は 米國ヮ シ ン トン 州に 在りて 彼 地の 日本人 を援 け、 彼等の 爲に鬪 ひつ X あるので ある。 

七月 二十 五日 (日) 曇 蒸 暴い 日であった。 朝 は 嫁 本と 共に 講壇に 登り 共に 舊約ホ ゼァ書 第二 章 

を 講じた。 今日 も 亦 珍ら しい 外國宣 敎師の 訪問 を 受けた。 彼 は 我が 南洋 委任 領土に 傳 道す る獨逸 宣敎 

師 エルネスト. ウルリッヒ 君であった。 厚い 福音 的 信仰 を 有し、 さすが は獨 逸人 丈け ありて 敎養 深く、 

博き 同情の 人であった。 一面して 主に 在る 愛すべき 兄弟で ある ことが 判明った。 依て 此機會 を 利用し、 

世界 俾道協 贊會を 代表し、 少額の 寄附 を爲 して、 我等に 代って 南洋 人に 傳 道して 吳れる やうに 彼に 依 

賴 した。 美 はしき 信仰的 交際であった。 ウルリッヒ 君の 容貌まで が 南洋 土人 化して ゐるを 見て 感激に 

堪えなかった。 宣敎師 たる 者 は斯く あらねば ならぬ。 日本に も斯 かる 宣教師が 欲しく ある。 


七月 二十 六日 (月) 半晴 用事 一先 づ片附 き、 休養 を 得ん が爲に 例の 淺間 山麓 杳掛に 来た。 柏木 

と は 打って 變 つた 靜肅の 地で ある。 星 野 温泉の 主人の 熟き 歡迎を 受けて 有難かった" 多分 今年 も亦此 

所で 善き 休みが 得らる \ であらう。 山 田鐵道 君が 同道して 吳れ た。 今夜より 柏木に 於て は 夏期 講演 會 

で や-つじ や- リ  もったい 

が 開かる。 若い 人達に 本 城 を 委ねて 自分 は 出 養生 をす るな ど、 は勿體 なき 次第で ある。 

七月 二十 七日 (火) 晴 輕 井澤に 行いた。 相 變らす 虚榮の 市の 夏の 都で ある。 澤 山の 宣敎師 の 遊 

んでゐ るの を 見た。 二 里 を 隔て 沓掛は 靜肅の 里で ある。 此 所に 在りて 自分の 爲 にも 他人の 爲 にも 克く 

祈る 事が 出来る。 夜、 山 莊の靜 けさに ゥ イリヤ ム • チンデ ー ルの 略傳を 讀んで 感じた。 彼はル ー テル 

と 同時代の 人であって、 ル ー テルが 獨 逸に 爲 した 事を英 國に爲 した。 チンデ ー ル は英國 民に 英語 聖書 

を 供した、 そして それが 故に 殉敎の 死 を 遂げた。 英國 民の 今日 ある は 決して 偶然の 事で ない。 斯 かる 

愛國 者が 出て、 國 民の 良心 を 其の 根本に 於て 潔め たからで ある。 彼れ チンデ ー ルの 生涯 は 余が 今日 輕 

井澤に 於て 見た 多数の 英米 宣教師の それの やうな 安樂 吞氣な 生涯でなかった。 彼 は 全生涯 を 誤解と 冷 

遇と 嫉視との 內に 終った。 そして ル ー テルの 獨逸語 聖書に 優る も 劣らざる 英語 聖書 を英國 民の 爲に作 

つて、 永久に 彼等の 福祉 を 計った。 偉大なる 人よ。 英國 民の 大恩 人であって、 全人 類の 誇りで ある。 

七月 二十 八日 (水) 半晴 スコットランド 國 最初の 宗敎 改革者 パトリック. ハミルトンの 傳を讀 

み、 大に學 ぶ 所があった。 彼 は 二十 四 歳に して 殉教し、 革 正 運動の 基礎 を 築いた。 英國と 云 ひ、 蘇國 

と 云 ひ、 斯 かる 尊き 聖徒の 血 を 以て 救 はれた ので ある。 之に 较 ベて、 日本の 基督 敎の 如き、 兒戲の 類 
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であると 一一 目 はれても 仕方がない。 自分の 一 生の 如き、 チンデ ー ルゃハ ミルトン の それに 较べ て、 何の 

價値 もない 事が 判明る。 國に眞 の 宗敎を 供す る は 容易の 事で ない。 唯 聖書 知識 を 供した 丈け で 國は救 

へない。 其爲に 生ける 犠牲と 成らねば ならぬ。 貧困 や 迫害 を 歎つ 位ゐ では 到底 キリ ストに 在りて 國を 

救 ふ 者と 成る 事 は 出来ない。 それにしても 福音の 爲に 少し にても 苦しむ 事が 出来て 感謝の 至りで ある 

七月 二十 九日 (木) 雨 著書の 校正に 全日 を 送った。 チンデ ー ル、 ハミルトン 等の 俾記 を讀 み、 

福音の 爲に 苦しむ の 必要 を 切實に 感じた。 福音 を說く 丈け では 國をも 民 を も 救 ふ 事 は 出来ない。 キリ 

ストに 傚 ひ 民の の 爲に履 ひの 血と 淚とを 流さねば ならぬ。 キリ ストの 苦難の 缺 けたる 所 を 補 はねば 

ならぬ。 彼の 靈を 宿して 此 罪の 世に 在りて 苦しむ のが 當然 である。 パゥ が 曰 ひしが 如くに 「生く る 

は キリスト」 である。 (ピリ ピ書 一章 廿 一節)。 人生 を樂 しむ 爲の 生命に 非す、 自身 小なる キリスト 

となりて 自分 相應 の 十字架 を擔 ふて 世の 罪 を 顋ふ爲 の 生命で ある。 

七月 三十日 (金) 晴 朝 は沓掛 滞在中の 東京 府 第五 高等 女學 校の 生徒 五十 餘 名に 對し 基督 敎の話 

を爲 した。 基督 敎は人 をして 其 罪 を 知らし め、 彼 をして 心の 根抵 より 謙遍 ならしむ る爲に 必要で ある 

と說 いた。 「さう 說 かるれば 私 も 信者に 成りた くあります が、 然し 實 際に 拜 見した る 基督 信者の 方々 

は 他人の 非行 を擧 ぐる 事に 熱心であって、 か \ る 方々 はどうして 祌樣の 前に 出て 祈禱 なさる、 乎、 私 

に は 其 事が 解りません。 斯 かる 實 例を澤 山に 示されて、 私 は 信者に 成りた くも 成り 得ない ので ありま 

す」 と は 生徒 監の某 女史の 感想であった。 彼女に 對し 厚き 同情な き 能 はす、 又 彼女が 信者に 成り 得な 


い 充分の 理由が あると 思うた" 〇 午後 七時輕 井澤に 行き、 彼 地集會 堂に 於て 井上^之助 君の 薹灣 生蕃 

傳道 後援 會の 催しに 係る 集會に 出席し 講演の 役 を 務めた。 來會者 二百 餘名、 內に十 名 程の 外國人 (宜 

敎師 たらん) を 見受けた。 土人 敎 化の 必要 並に 福音 宣傳の 幸福に 就き 一 時間 程 話した。 断くて 朝 は 所 

謂 不信者に 對し、 夜 は 所謂 信者に 對 して 語った。 そして 自分に 取りて は 不信者に 語る は樂 しくあって 

信者に 語る は 辛ら くあった。 純 日本人の 誠 實に訴 ふる 方が 外國 式の 基督 信者に 語る よりも 遙 かに コ ン 

ジ 一一 アル (意氣 適合〕 である。 然し 友人 井上 伊之助 君の 事業 を 助ける と 思 ひ 我慢して 行った。 其 結果 

として 後 はガッ カリと 疲れた。 敎會の 人々 に 向って 語る こと は 成るべく 免して 貰 ひたく ある。 此夜東 

京 帝 國大學 の 小 野 塚 博士の 山莊に 客と 成った。 

七月 三十 一日 (土) 晴 朝 八時輕 井澤 を發し 歸途に 就いた。 車中 東京の 或る日 本 基督 敎會の 牧師 

某 君と 席 を 隣に し、 種々 の 事 を 聞いた。 其內 に故植 村正久 君が 自分 を 嫌 はれし 事、 叉 其 理由 を 聞かさ 

れて 故人に 對し 同情に 堪えなかった。 遠から すして 君 も 我 も 主の 薹 前に 立つ ことで あれば、 其 時に 离 

事 は 明白に 成る であらう。 植村 君に 對し 殆んど 終生の 尊敬 を拂 ひ、 君と 共に 日本 今日の 基督 敎 をして 

全然 外國 人の 手 を 離れて 獨 立なら しめんと 欲し、 多くの 友人の 忠吿を 退けて S 々君に 提携 を 申込みし 

自分が、 何故に 斯 くまで 同 君に 嫌 はれし 乎、 自分に は 今 尙ほ未 解の 問題と して 淺 るので ある。 然し ど 

うで も 可い。 萬 事は聖 3 曰で ある。 君 を も 亦 誰 をも怨 まない。 〇 午後 二 時 柏木の 家に 歸り、 孫 女の 笑顔 

に 接して すべての 問題が 解けた。 「嬰兒 の 如くに 成ら ざれば 天國に 入る 能 はす」。 玆に 大祌學 博士 以 

上の 大敎師 が 我が 爲に 備えられ たので ある。 
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八月 一 日 (日) 晴 窒內 九十 ra 度と 云 ふ 本年 第一 の酷酱 であった。 それに も拘 はらす 朝の 集會に 

二百 名 近くの 出席者が あった。 自分 は ピリ ピ書 一章 ニー  節 「我が 生ける は キリスト、 死す る は 我に 益 

たり」 に 就いて 說敎 した。 午後より 夜に かけての 暑氣 甚だしく、 唯 之に 耐 ゆる 外に 何事 も爲し 得な か 

つた" 然し 多くの 人の 爲に 福音 を 說く爲 に 山 を 下り 來り、 彼等と 苦熱 を 共に する 事の 犬なる 精神的 滿 

足なる を 感じた。 

八月 二日 (月) 晴 昨日 來 「黑 色靑年 聯盟」 と 肩書きし たる 三人の 訪問 を 受けた。 無政^主義 を 

唱道す る爲の 運動費 を 寄附せ よとの 事であった。 自分 は 基督 敎の 敎師 として 斯 かる 運動に 携 はる 事 は 

出来ない と 述べても 容易に 承知せ す、 彼等の 要求 を謝絕 する までに は隨 分の 努力 を 要した。 世に は 色 

色の 聯盟が あると 見える。 敎會 聯盟が あり、 基督 敎靑年 聯盟が ありて 自分 は 何の 關係 もな く、 時々 其 

圖々 しさに 困らせら る、 が、 今日は 叉 黑色靑 年 聯盟に 困らせられた。 然し 何れの 靑年 聯盟 も 寄附 金 募 

集に 熱心なる 丈け は變 りない と 見える。 自分が 是 等の 人々 に對 して 言 ふ 事 は 唯 次ぎの 一 事で ある。 卽 

ち 「諸君 も 私と 共に 日本人で ある、 故に 誠 實と獨 立と を 重んじ、 諸君の 主義 方法に 贊 成し 得ざる 者の 

桉助を 求め 給 ふ 勿れ。 諸君の 動機 は諒 とする、 然し 方法 は 私の それと は 正反對 である」 と" 斯 くして 

彼等の 日本人の 良心に 訴 へて 彼等の 要求 を 免して 貰 ふ。 然し 時々 彼等に 釣 込まれて 彼等の 使役す る 所 

とたり て 臍 を嚙ん で悔ゐ る。 


八月 三日 (火) 晴 暑 巾の 校正 日で ある。 苦惱の 一 日であった。 然し 印刷者の それに 比 ぶれば 輕 

き苦惱 である。 讀む人 は 暴 中の 雜誌 製作の 苦痛 を覺 えて 貰 ひたい。 ベ ンを 執る 者、 活字 を 組む 者、 流 

汗澇： i 化たり である。 〇 午後 六 時半 激震が あった。 ス復 現世の 不安 を 感ぜ しめられた。 

八月 四日 (水) 晴 暑熱 去らす 堪え難き 苦痛で ある。 小兒 高熱 を發 し、 苦熱 以上の 苦痛で ある。 

〇 內村 醫學士 より 獨逸ォ ー ベル ァ メル ガウ 發の緣 ハガキ に 左の 如く 記して あった。 

…… 今日は 受難劇 を 以て 聞 ゆる ォ， 'ベ ルァ メル ガウ 訪問、 雨に 降られ 乍ら も 大いに 偸 快 さ を 感じ ま 

す。 質樸なる 風俗 も 米 人の金に 大分 不純に なりて 来たと か。 行く 所と して アメリカ人の 拜金宗 に 犯 

されざる 所な し、 なげか はしき 事に 存じます。 

アメリカ 人の金、 全世界 を 亡びに 導きつ、 ある もの は 之で ある。 何れの 國の愛 國者も 凡て 之 を 排斥せ 

ん として 居る。 恐るべき 者 は 之で ある。 

八月 五日 (木) 晴 小兒 の病氣 快方に 向 ひ、 稍 や 愁眉 を 開いた。 弱き 幼な き 者の 苦しむ を 見る は 

自分が 苦しむ より 遙 かに 辛ら く ある。 斯 くして 神が 我等の 罪に 苦しむ 狀を 見た まふ 其 御 心が 察せら る 

るので ある。 「其 獨子を 賜 ふ 程に 世 を 愛し 給へ り」 と 云 ふが 卽ち此 御 心で あると 思 ふ。 

八月 六日 (金) 半晴 雜誌 八月 號の 校正 を 終った。 初 刊以來 此んな 暑い 校正 を爲 した 事 はない。 

殊に 家族と 共に 小 兄の 看護 を爲 しつ、 ありし 間に 爲 せし 校正であって 特別に 骨が折れた。 例に. m つて 
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例の 通り 「校正 恐るべし」 である。 

八月 七日 (土) 曇 昨日 小雨 あり、 今日は 久 振りの 淸 涼の 一 日であった。 新聞紙 は 相 變らす 厭な 

記事 を以 つて 充っ。 爭議 叉爭議 である。 國は國 と ハサ ひ、 民 は 民と 爭 ふ。 何時 また 世界 戰爭が 始まる 乎 

判らない。 內 にも 外に も 人 は 人の 敵で ある。 支那 人 は 支那 人の 敵で ある、 日本人 は 日 木 人の 敵で ある- 

基督 信者まで が 相互の 敵で ある。 令 日 此際ゴ ー デ ー 先生の 「H ぺソ書 論」 を讀み 非常に 有難く 感じた- 

神の H ク レジ ャに 於ての み 本當の 平和と 一 致と が ある。 そして それが 兮 日の 所謂 基督 敎會 でない は 

明白で ある。 

八月 八日 (日) 半晴 朝の 集會に 二百 名餘の 出席者が あった。 塚 本が r ィ H スに對 する 惡ロ」 と 

云 ふ 題に て 話した。 〇 獨逸ミ ン へ ン 市の £ 版 業者 A  • ァ ルバ ー ス^より 第一 一岡の 書簡が 達した。 十三 

頁の 長文で ある。 自分が 彼に 送りし 乎 紙と 孫 女と 共に 撮りし 寫廣 とが 口 マン •  II ランド、 一一 イチ H 夫 

人 (彼女 は 今や 八十 歳の 老齢で あると 云 ふ)、 其 他 スト ラス ブル グ、 バ ー ゼル、 ベ ルン 等の 知名の 文 

士 思想家 等の 問に 持 廻 はられし との 事で ある。 歐洲に 在りて は 5,1 版 業者 は 著者と 對 等の 交際 を 爲す者 

であれば、 ァ ルバ ー ス 君に 由て 自分が 歐洲の 大文舉 者 達に 紹介され つ、 ある 次第で ある。 ァ ルバ ー ス 

君 は 又 深い 思想家であって、 同時に 最も 忠實 なる キリストの 僕で ある。 彼 は 言 ふ 「實體 は 宇宙に 非. K 

我等 クリスチャンの 衷に 宿り 給ふィ H ス • キリスト なり」 と。 彼 は 叉 全般的 基督 敎を排 し、 具 體的基 

督敎 を稱揚 する。 彼 は 曰 ふ 


具體的 基督 敎は タル ソの 猶太 人 バウ 口 の 基督 敎 である。 阿弗利加 カルタゴ の 修辭學 者ァゥ ガス チ ン 

の それで ある。 獨逸 マンス フエ ルトの 百姓の 子ル ー テルの それで ある。 丁抹 國コぺ ン ハー、 ゲンの 敬 

神 家 を 父母に 持ちし キル ケゴ ー ルの それで ある、 而し てまた 日本人た る內 村の それで ある。 

と。 まことに 名譽の 至りで ある。 ァ ルバ ー ス 君の 如き 人に、 以上の 人 等と 共に W び稱 せらる \ は敎會 

より 神學 博士の 稱號を 貰 ふよりも 遙 かに 大 なる 名 譽 である。 「信 孤なら す 必す有 隣」 と稱 すべき 乎。 

八月 九日 (月) 暴1| 今 曰 もまた 涼しい 日であった。 斯 かる 日が あるから 下界の 人 は 助かる。 高 知 

縣の某 地より 左の 如き 通信が あった。 

…… 常に 田舍に 居る 私共に 對し此 上な き 喜ばしき 福音 を 御傳へ 下さる 事 を 深く 感謝 致します。 當地 

は 小さい 村落で 幸か不幸か 煩琪 な敎會 や、 それに 關 する 何物 もありません ので、 只 月々 送らる \ 貴 

誌に よって 一 同が 養 はれて 居ます。 一 週 三 IT 、つ. - 同信 六 七 名の 者の 家 を 廻り 持ちで 集 食し、 常に 主 

と 先生と が 中心に て 慰まれて ゐ ます。 

余輩 は 他に も斯 かる 集會の 在る を 知って 居る。 大敎會 は 作り 得すと 雖も、 斯 かる 小 集會が 中： 来れば 充 

分で あ. る。 初代の H ク レジ ャ (敎會 ) なる ものが 斯 かる 第 會 でありし 事 は 新約聖書が 明かに 示す 所で 

ある。 本誌 は 主として 斯 かる 人達 を 目的と して 發行 せらる \ ものであって、 余輩 は 敎會の 人達に 嫌 は 

る.^ 事 を 反って 喜ぶ 者で ある。 

八月 十日 (火) 晴 振りに て テモテ 前書 全部 六 章 を精讀 した。 偉大なる 書で ある 。バウ 口が 書 
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いた 乎 否 は 別問題と して、 聖書の 中に 含まれて 少しも 恥 かしから ぬ 書で ある。 之 を羅馬 天主 敎會 ゃ英 
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國聖 公會の 制度 を 維持す る爲の 書と 見る が 故に 厭に なって 了 ふと 雖も、 斯 かる 書で ない 事 は 平信徒 の 

常識 を 以て ー讀 して 明かで ある。 一章 十二— 十七 節、 六 章 十一— 十六 節の 如き 實に 雄大と 稱 せざる を 

得ない" 

八月 十 一日 (水) 晴 引績き 暑い 日であった。 テ トス 書 を通讀 した。 雜誌 第三 百 十三 號を發 送し 

た U 〇 基督 敎界の 人物の 一人と して 植村正 久氏小 崎弘道 氏と 併び 稱 せらる \ の 苦し さよ。 自分 は 元々 

そんな 者で はない。 自分 は レ ベレン ド (敎師 ) ではない、 自分 は 只 一人の ィ H ス の 弟子で ある。 自分 

は 敎會を 作らん として キリ ス トを 信じた ので はない、 自分 一 人が 救 はれん と 欲して 信じた ので ある。 

そ し て 其 信仰 を吿白 した る 結果と し て 多くの 人々 に 敎師と して 仰がる、 に 至りし は 自分 に 取り 不幸 此 

上 な し で ある。 自分が 宣敎師 に 遠ざか る は 主として 彼等に 愛せられ ざらん が爲 で あ る 0 宜敎師 に 愛 せ 

られて 彼等の 敎會に 引 込まれて 其 坊主に 爲ら れん 事 を 恐れて ある。 自分 はァ モス、 H レ ミヤ 流の 信 

者で ある。 何 よりも 敎職 たる を 恐れ 且 忌み嫌 ふ 者で ある。 

八月 十二 日 (木) 晴 又復磬 い 日であった。 テモテ 後書 を讀 みし 外に 何事 も爲し 得なかった。 苦 

熟と 鬪 ふが 唯 一 の 仕事であった。 

八月 十三 日 (金) 晴 小 兒の病 を 癒さん が爲に 家族 四 人 打 揃 ひて 淺間 山麓の 山 莊に來 た。 久 振り 


もった :. 

にて 涼風に 觸れて 一 同 蘇生の 感 があった。 此 所に またべ ンが 動く であらう。 避暑の 爲の 避暑 は 勿體な 

くして 自分に は爲し 得ない。 病 を 養 ふ爲か 仕事 をす る爲 かで ある。 願 ふまた 此 涼しき 所に 於て 我 主の 

爲に 何事 か爲し 得ん 事 を。 

八月 十四日 (土) 晴 山莊 涼の 一 日であった。 校正、 文通、 讀 書を爲 した。 祌の聖 意 (みこ、 

ろ) と 云 ふ 事に 就て 考 へた。 何事 も 人の 意志が 成る の， ではない。 縱令 帝王の 意志たり と雖 も、 叉は議 

會の 決議に 現 はれた る國 民の 意志たり と雖 も、 それが 成る ので はない。 成る もの は 神の 聖意 のみで あ 

る。 縦し 自分が 全力 を盡 すと 雖も人 一 人 を 信者に 成す こと は 出来ない。 自分 は 唯 祈って 神が 彼に 信仰 

を 起す を 待つ のみで ある。 人の 無能に 對 して 神の 全能が ある。 そして 人 は 思 ひ 煩 ひて 其 生命 を 寸陰も 

仲べ 得ざる が 故に、 彼 は 憂慮 を 去って 唯 祈って 待望むべき である。 兹に 於て か 毎日 新聞紙 を 讀んで 世 

の 成 行 を 推測す るの 如何に 馬鹿らしき 事なる 乎が 解る。 それよりも 聖書 を 讀んで 神の 聖意 を識 るの 遙 

かに 優され る を 知る。 

八月 十五 日 (日) 晴 山 莊に簡 短なる 聖日の 禮拜を 行うた。 來會者 二十 五名 程、 內に 東京 富士見 

町敎會 の關係 者が 多かった。 讚美歌 祈禱の 後に H ぺソ書 第一 一章 を讀 み、 其 十四 節 以下に 就いて 感想 を 

述べた。 信者 は 一 體 であるに 止まらす 新ら しき 一 人で ある、 one  new  man であるとの 大 なる 眞理 

に 就て 語った。 我等 は 何を廢 しても 聖日の 祈禱 讚美 を廢 する 事 は 出来ない。 敎會關 係の 如き 問 ふ 所で 

ない。 
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八月 十六 日 (月) 半晴 髙原の靈^^に勵まされて近頃に珍らしき程健くことが出來た。 自分の 人 

格 や 品性に 愤ら すして 自分 を 去る 者 多き 由 を 間 かされて 斯 かる 人達に 對 して 氣の 毒の 感に 堪えな かつ 

-  あさ 

た。 此國に 理想的 人物 を 漁りて 止まざる 人の 多き を 歎ぜざる を 得ない。 何故に 直に 祌 にして 人なる キ 

リス トイ H スに 到りて 無上の 滿足を 感じない ので ある 乎。 自分の 如き 者 を 完全の 人な りと 思うて 頼り 

来りし 攀が其 人達の 不覺 ではない 乎。 自分は自分の著書に.£りて自分の罪人なるを表^:したる外、 自 

分の {尤 全 を 表明した 覺ぇは 更らに 無い。 故に 自分に 賴る 人に は 今日 直に 自分 を 去って 貰 ひたい。 唯 日 

本人と して 君子の 道に 順って 去って 貰 ひたい。 自分の 要求す る 所 は 唯 それ 丈け である。 

八月 十七 日 (火) 霧 休養の 一 日であった。 塚 本 東京より 來， リ、 山 田鐵道 偕に 在り、 淺間 山麓 柏 

木と 異ならす。 原稿、 校正、 通信 等 平常の 通りに 行 はる" 唯 苦 熟の 鬪 ふべき なく、 萬 事よ く涉り 至つ 

て 幸福で ある。 輕 井澤と は 掛け はなれ、 近代 人、 ブル ジョ ァ、 宣敎 師の惡 感化 は 少しも 蒙らない。 先 

づ以 つて 惠 まれた る 境遇で ある。 

八月 十八 日 (水) 雨 輕 井澤に：；；： つたり 叉復熊 本の ミス ，リッデルの 款待に 與 かった。 幾度 會ぅ 

一 」 も 謙遞な る 偉ら い 婦人 で あ る 。 彼女 が 英國 婦人 で あり 聖公會 の 信者で ある 事 を 忘れる。 彼女が た 

日本 二十 萬 人の 癞病忠 者の 母で ある 事の みが 自分の 目に 映す る。 少しな りと も 彼女の 事業に 參與す る 

事が 出來て 感謝で ある。 〇 リッデル 女史 を辭 して 故島 田三郞 氏の 遺族 を訪 ひ、 玆に小 婦人 會が 開かれ、 


信仰と 日本の 敎 化と を 語り、 七 時 沓掛の 山 莊に歸 つた。 輕 井澤に 淸き義 しき 一面の ある 事 を 疑 ふこと 

は 出来ない。 

八月 十九 日 (木) 半晴 昨夜 大雨、 今日 冷氣 到る。 日本の 現狀 にっき 多くの 恐るべき 事 を 聞かせ 

らる。 若し 此儘 にて 進行せば 亡 國の外 はない。 然し 神 在 まし 給 ふ。 今日まで 導き 給 ひし 彼は此 先き も 

導き 給 ふ。 クリスチャン は社會 を社會 としての み 見ない、 神が 導き 給 ふ 者と して 見る。 社會 以上の 勢 

力の 働ら きを 望み 且 信す。 故に 社 會の惡 事 を 聞かされても 心 を 落さない。 

八月 二十日 (金) 曇 高原の 冷氣 去らす、 却て 低地の 幸福 を 思 ふ。 手紙 書きが 重なる 仕事で あつ 

た。 是 れ叉爲 さねば ならぬ 事で ある。 手紙 を 書いて 一 人に 語る よりも 原稿 を 書いて 萬 人に 語る の 優 さ 

る を 思 ふこと ありと 雖も、 叉 一人 一 人に 語らねば ならぬ 場合が ある。 手紙 を 書く ために 時々 山に 來る 

必要が ある。 

八月 二十 I 日 (土) 曇 長 野 在留 加奈太 メソヂ スト 派の 宣敎師 グー 一 H ル •  ノルマン 氏の 依賴 に. H 

り 夜 七 時半より 輕 井澤 日本人 敎會に 於て 講演 を爲 した。 來會者 堂に 滿ちー 一 百 四十 人 有った との 事で あ 

る。 五十 年 前の 札幌に 於け るゥ イリヤ ム • s . クラ ー クの傳 道に 就て 述べた。 序に 日本の 基督 敎は主 

として 日本 政府が 招聘せ し 外 國敎師 に 由て 傳 へられた ものであって、 外國 派遣の 宣教師に 由て 傳 へら 

れ たもの は 其 次ぎに 位ゐ すべき ものであるとの 事 を 述べた。 故に 縦し 今日 外國 宣教師が 悉く 日本 を 去 
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ると も 日本に 於て 基督 敎は 決して 消えない、 日本の 基督 敎は 支那 印度 等の それと は 異なり、 日本人の 

基督 敎 であって 外國 人の 基督 敎 でない 事 を 語った" 宣教師に 賴 まれながら 斯 かる 講演 を爲 して 氣の毒 

に 思うた が事實 であるから 止む を 得ない。 一 時間 半の 講演 を 聽衆は 動きな き 注意 を 以て 聽 いて 吳れ た。 

日本の 輕 井澤に 在りて 「日本人 敎會」 と 云 ふが 如き、 實に氣 持の 惡ぃ 事で ある。 

八月 二十 二日 (日) 半晴 昨夜 輕 井澤 友人の 〔尿に 一泊し、 朝沓 掛に歸 り、 例の 通り 朝の 禮拜を 行 

うた U 出席者 二十 人、 塚 本司會 し、 我が 意に 適 ふ 外人 臭味の なき 會 合であった。 

八月 二十 三日 (月) 曇 內に 在りて 原稿 書きに 從 事した。 歷史は 預言で あると 云 ふ 事に 就て 考へ 

た。 預言 は國 民人 類に 關 はる 神の 聖意 である。 そして それが 事實 として 現 はれた る ものが 歷史 である。 

歷史は 人の 行動で ない、 神の 聖 意の 實 現で ある。 そして 其 聚意を 前へ 以 つて 俾 ふる 者が 預 言 者で ある。 

八月 二十四日 (火) 半晴 自働車 一 臺を雇 ひ、 之に 家族 一同 六 人を乘 せて 霧の 輕 井澤に 行き、 宣 

敎師 並に 東京 人の 夏の 都なる 此 町の 盛況 を 見せた。 一同 一度 見た 丈け で澤 山で ある。 我等 は斯 かる 所 

に. まる を 欲せす との 感を懷 いて 掛の山 莊に歸 つた。 柏木が 東京の 郊外で あるが 如くに 沓掛 は輕井 

澤 の田舍 である。 それ 丈け 不便で、 精神的に 淸潔 である。 

八月 二十 五日 (水) 半晴 昨夜 大雨、 今朝 霽る。 山莊に 在りて 雜誌 編輯 自分 受 持の 分 を 終る。 孫 


兒は 遊びに 疲れて 側に 安々 と寢て 居る。 裏山の 小屋に 於て は 塚 本 は 遠近の 敎友 五六 人 を 相手に して 聖 

書の 講義 を爲 して 居る。 〇 南洋 瓜哇 在住の 敎友加 藤 長 次 郎君 山 莊に訪 来り、 彼 地の 風土 物產 等に 就き 

種々 と 話し 吳れ、 犬なる 與 味を覺 えた。 殊に 島民 三千 五 百 萬が、 マ レイ 人 支那 人ァラ ビヤ 人の 刖 なく 

曰 本人 を 尊敬し、 亞細亞 の獨立 與隆を 日本の 先導に 期待し つ k あるとの 事 を 聞いて 感激に 堪えな かつ 

た。 日本 は 日本の 爲に 重要なる ので はない、 亞細 の 爲に然 か あるので ある。 西に は 支那 あり、 南に 

は馬來 群島 ある 日本 は大に 其方 面に 發展 すべきで ある。 太平洋の 此岸に 此樂土 あるに、 何 を 好んで 排 

^を 犯して 彼岸に 仲 びんと する 乎。 ジ ャバ、 ス マトラ、 ボル ネオ、 セレ べス、 一一 ュ ー ギ 一一 ー、 ハルマ 

ヘラ 等、 其 多く は 未墾の 地で ある。 ^界 は廣く ある。 神 を 信じて 世界 を 家と すれば、 日本人 發 展の餘 

地 はま だ 幾らでも ある。 


八月 二十 六日 (木) 晴 久 振りの 晴： 大 である。 或 人に 何れの 職業が 信仰 維持に 最も 困難で ある 乎 

と 問 はれ たれば、 傅 道で あると 答へ た。 まことに 傳 道に 從 事して 信仰 を 落さない 人 は 偉ら い 人で ある。 

多分 傅 道 界 ほど 靈的惡 事の 行 はる &社會 は 他に あるまい。 其點に 於て 政治 界 商業界 は 逸 かに 增し であ 

る。 傅 道師が 相互 を嫉み 苦しめる を 見て は堪 へられない。 若し 之が 基督教で あるならば 直に 之 を棄て 

たく 思 ふとの 觀 念が 起る。 自分の 如き も 幾た びか 此 誘惑に 襲 はれた。 そして 今日と 雖も敎 役者 界に屮 Z 

て 信仰の 動搖が 始まる 事が 厘々 ある。 基督 敎の 敎師と 成りて 單 純の 信仰 を 維持す る 1;^ の m 來るは 全く 

神の 恩 に. m る。 最も 同情 を 表すべき は 傳道師 の 立場で ある。 彼 は ：！： 人よりも 自己の 信仰 を 維持す る 
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爲に戰 ふ 者で ある。 

八月 二十 七日 (金) 晴 新聞紙 は 左の 海外 電報 を 載す。 

ハ ー バ ー ド大學 名 譽總長 チヤ，' ルス • ゥ イリヤ ム . H リ オット 氏 は 二十 三日 當地 (メイン 州ノ— ス 

ィ ー ス r パ ー) に 於て 逝去した。 行年 九十 二 歳。 

感慨に 堪えない。 是で 古い 米國は 全く 去った ので ある。 殘るは 今や 全世界 を 毒し つ、 ある 新しい 米國 

である。 自分 は H リオ ット 氏に 唯一 囘 東京 三 田四國 町の 惟 一 協會に 於て 會 うた 事が ある。 氏はュ 一一 タ 

リア ン敎會 の 巨頭であって、 自分と は 信仰 を 異にする 人で あつたが、 然し 氏に 對し 深い 尊敬 を 拂はざ 

る を 得なかった。 詩人 口 ー H ル、 同 ロング フ H  口 ー、 改革者 ガリソン、 哲 學者ジ ヨン. フィスク、 說 

敎師パ ー 力 I、 へ ー ル 等の 惮人を 出せし ュ 一一 テリ ヤン 敎は 決して 賤しむべき 者で ない。 自分の 如き 多 

くの 善き 感化 を 彼等より 受けた る 者で ある。 兹に 彼等の 最後の 代表者た る H リ オット 氏の； _ ^に 接し、 

遙 かに 新 英洲の 山河に 向って 深厚の 吊 意 を 表せざる を 得ない。 

八月 二十 八日 (土) 晴 高原の 溫 度窒內 にて 八十 四 度。 人生 有難い 事 は 多く あるが、 最も 有難い 

事 は 神が 在 まし 給 ふと 云 ふ 事で ある。 神 在 まし 袷 ふが 故に 正義 は必す 成り 不義 は必す 敗る。 善 は必す 

赏 せられ 惡は必 す 罰せら る。 政治家の 政略の 如き 省みる に 足りない。 神 は 厳格に 公平で あり 給 ふ。 余 

の 短 かき 生涯に 於て すら ビ ス マ ー クゃ 伊藤博文の 如き 世界的 大 政治家と 稱 せらる i 人々 の 政略が 全然 

失收に 終る を目擊 した。 議會の 決議の 如き 何の 效カ もない。 神 在 まし 耠ふ。 實に 誠に 有難い 事で ある。 


八月 二十 九日 (日) 晴 天 IT れ、 爽快なる 初秋の 一日であった。 米國コ ロム ビヤ 大 *. 經濟 史敎授 

シム コ， ヰ ツチ 氏 著 『ィ H ス の 了解に 就て』 を讀ん だ。 ィ H スを歷 史的に 了解 せんと 努めし 最善の 試み 

であると 思 ふ。 イエ スの 時代 を 精 知し、 其 內に彼 を 置いて 兒て、 彼 を 明瞭に 解す る ことが 出来る。 其 

他の 了解 はすべ て祌學 的であって、 之に 一致の 有り やう 苦 はない。 そして 我主ィ H スを 解す る 爲の史 

料の 比較的に 豐 富なる を 神に 感謝 せざるを得ない。 ジ ヨセフ ハ スと アポ タリファと はィ H スを 解す る 

に 方て 必耍缺 くべ からざる 資料で ある。 之 を 度外視して ィ H スと其 蝠昔を 解す る こと は出來 ない。 シ 

ム コ. ヰ ツチ 氏の 書 は 暗示に 富める 小 著述で ある。 さすが は 露西亞 人であって、 其 見方が 新鮮で 且 深淵 

である。 米國人 なぞの 到底 及ぶ 所でない。 〇 禮拜を 行うた。 來會者 四十 人、 51^ 本司會 し、 自分 はコリ 

ント 前書 九 章 十六 節 以下に 就いて 語った。 眞の 同情 は 自己が 他に 成りて 考 ふる 事で ある。 彼 を 客觀し 

て 自己の 主張 確信 を 以て 臨む が 如き、 決して 彼 を 救 ふの 途 でない 19_f を 述べた。 大 たる 眞现を 語った と 

思 ふ。  . 

八月 三十日 (月) 半晴 敵に 勝つ の 唯一の 途は之 を 愛する にある 事 を 今更な がらに 感じた。 敵 を 

惜んで 彼 は 依然として 敵と して 存す るので ある。 英 佛が獨 逸に 勝って 益々 獨逸を 恐れる の 類で ある。 

愛 は 勿論 服從 でない、 叉 安 協で ない。 愛 は 心に 惡意 を懷 かす、 敵の 最善 を 計り 且 祈る 事で ある。 敵意 

を懷く 事が 犬なる 苛責 である。 我等 は 愛 を 以て 敵意 を逐屮 i し、 先づ 自己に 勝ちて 然る 後に 敵に 勝つ ベ 

きで ある 0 
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八月 三十 I 日 (火) 半晴 山莊 は困雜 する。 八疊 に六疊 に四疊 半に 三 疊と云 ふ 小屋で ある。 其 内 

に 幼 兒を屮 心に 七 人の 衆 族と 同宿 者と が まる。 其內に また 時々 來 客を迎 へる。 其內に 在りて 讀書校 

正 編輯 をす る。 幼 兒の寢 た 時に 一 家靜 寂に 人る。 談話 は 凡て 低聲 にて 行 はる. - 其 時が 執筆 默 想に 最も 

善き 時で ある。 山莊 生活 は 簡易 生活で ある。 天幕 生活に 少しく 勝 さるに 過ぎない。 愛の 養成に 最も 適 

して ゐる。 一年 一度 之 を 行 ふ は 肉 體の爲 のみなら す靈 魂の 爲に 好く ある。 石油 織に て 竈 を 作り 其，？： に 

山より 拾ひ來 りし 枯木 を 燃て、 土釜 を 以て 米 を 炊て 一 同 食す る あたり、 實に现 想 的で ある。 隣り の輕 

井澤で 外 國人ゃ 上流 社會の 人達が コック を 伴ひ來 りて 都 料理に 文化 生活 を營 むに 較べて、 淺 §1 山麓の 

我等の 生活 はや k 原始的であって、 それ 丈け 淸潔 である。 

九月 一日 (水) 晴 大震災 第三 周年で ある。 杳掛に 於て 一 同、 輕 井澤に 於て  一 M、 小集會 を？ 1 い 

て 記念した。 感慨無量であった。 祌を 信じて 災禍 を轉 じて 福祉と なすこと が出來 ると 述べた。 〇 輕井 

澤の 市街に 於て 英國 官ー 敎師 某に 會 うた。 彼が 自分 を 子供 极 ひに する を 見て 憤慨した。 英國 人の 傲慢 無 

禮は 今に 始めぬ 事で あるが 彼等 を 相手に して 基督 敎の傳 道の 絕對 的に 不可能なる を 感じた。 我等 口 本 

の 信者 は 協力して 是 等の 宣敎師 に 一 日 も 早く 日本 を 去って K はねば ならぬ。 彼等が 日本に 在る 問はキ 

リストの 聖 名が 汚さる、 のみで ある。 

九月 二日 (木) 曇 露人シ ムコ. ヰ ツチの イエス 觀を讀 みて 大 なる インス ピレ ー シ ヨン を 得し 後に、 


また 露 人 一一 コ ラス. ァ ルセ 一一. -フの 『祌祕 主義と 東方 敎會』 に 於て 犬なる 光明に 接しつ、 ある。 ロシ 

ャ人は 東洋人に 最も 近い 西洋人で ある。 故に 设も 能く 東洋人 を 解す る。 彼等 は 東洋人の 如くに 感す る" 

彼等の * 督敎は 英米人の それと 異なり、 東洋人の 信仰 を 表現して 誤らない。 今や 露 西 mi 帝 國の破 壌に 

由り て、 高贵 なる：！ シャ 人が 全世界に 散亂 し、 其高贵 なる 思想と 信仰と を廣く 人類の 間に 散布し つ. - 

ある は 神の 大 なる 攝 理と稱 せざるを得ない。 恰 かも 百 五十 年 前に 東羅 馬帝國 の 破壞に 由り て 東方 文 

化が 西歐に 移り、 文藝 復興、 宗敎 改革 を 起した と 同じで ある。 露西亞 革命に 其 意味に 於て 文明 的 意義 

が ある。 我等 は 此際大 に ロシア 人に 學び、 新 文明 を 作り、 新 信仰に 入るべき である。 英米人の 物質的 

文明、 機械的 信仰に は 我等 は旣に 厭き raK た。 

九月 三日 (金) 霧 引接き ァ ルセ-一 ー フの 希臘正 敎會の 根本 精神に 就て 讀ん だ。 英米 宣教師に. m 

つて 半 亜 細亞的 迷信と して 俾 へられし 此敎會 に、 深い 慕 ふべき 神祕 的眞理 の^す るを敎 へられて、 意 

外に 感じた と 同時に、 爾ぅ あるべき が當然 であると 思うた。 喻萬事の簡潔を愛する大和^^^族が正敎會 

の 表號的 複雜に 堪え 得る やが 疑問で ある。 正 敎會が 日本人の 問に 榮 えん 爲 にはビ ュ ー リタ ン的單 純 を 

採る、 ゼ. 嬰が あると 田；^ ふ。 

九月 四日 (土) 雨 暴風雨であった。 雜誌 校正 を 了った。 〇 正敎 會の敎 義に循 へば、 キリストの 

施し 給 ひし 救 は 全人 類 全 宇宙に 及ぶ 救で あつたと 云 ふ。 自分 も 度々 さう 思うた。 若し 信者の 爲 のみの 

救であった ならば、 誰が 信者で ある 乎との 問題が 起り、 終に 何人も 救 はる-^ 者な しと 云 ふに 至る。 萬 
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人 救^ 說は 我が 救 を保證 する 爲 にも 必要で ある。 キリストの 復活 を以 つて 宇宙 萬 物 の 改造が 始まった 

と n5- て、 基督 敎の 宇宙 的 意義が 明かに 成って 有難く ある。 西欧の 基督 敎は 救を侧 人に 限る の倾 きがあ 

つ て、 それが 爲に 信者 を 偏狭なら しめた 事 は事實 である。 

九月 五日 (日) 晴 二十 人餘 りの 同志と 共に 聖日 を 守った。 馬太傳 十一 章 二十 五節 以下 を 主題と 

して 感想 を 述べた。 敵 を 愛し、 自己 を識 りて 愁と 名譽に 死す るが 唯一 平安の 途 であると 語った。 

こ もろ 

九月 六日 (月) 半晴 午後 大雨。 小 諸に 行いた。 病床の 小 沼 五兵衛 君 を 見舞うた。 同 君 方に て 木 

村 熊 二君に 會 うた。 木 村 君 今 は 八十 一歳の 高齢で ある。 耳 は 聾せし と雖も 元氣は 旺盛で ある。 國を思 

ひ キリスト を 愛する の 情に 至って は 純 武士 的で ある。 君 はたし かに 基督 敎界の 元老で ある。 君に 對し 

我國 の 信者 全 體が舉 つ て 尊敬 を 表す べきで ある。 

九月 七日 (火) 曇 秋の 講演の 準備 を 始めた。 相 變らす 面白く ある。 いつに 成っても 變ら ぬは聖 

書の 眞理 である。 之に 永久の 興味が ある。 斯 かる 仕事 を 神より 與 へられて 感謝の 至りで ある。 墓に 入 

る 日まで 興味の 衰 へざる 仕事で ある。 實に 有難く つて 耐ら ない。 〇 瑞西 ゼネバ 在留、 政務官 前 田 多 門 

君よりの 書面に 曰く 

…… 外 國に對 し 誇る 所 少き吾 日本の 事物 中-, 是 のみ (英文 雜誌 インテリ ゼンサ ー) 誇り を 以て 示し 

得る を大 なる 喜びと 致 居候。 但し 示された る 外人 は、 初め 吾が 示す ものが 歌 麿に あらす、 廣重 にあ 


ら すして、 彼等の ものと 自信して 居る 基督 敎其物 を 日本の 自慢と して、 特に その 爲に雜 誌まで 作り 

て、 見せつ けらる- -に會 ひ、 一寸 驚き を感 する 樣に 御座 候 得 共、 よく 理由 を說明 致し 內容を 見せ 候 

後 は 成程と 納得 仕 候。 

まことに さう 有るべき である。 基督 敎の 西洋 逆輸出 は 我等の 豫 ねて 計 畫 して ゐた所 であるが、 然し 小 

規模な りと 雖も、 少しく 行って 見れば、 その 決して 容易で ない 事が 判明る。 然し 逆輸出 は早晚 やらね 

ばなら ぬ 事 は 疑 を容れ ぬ。 

九月へ 日 (水) 晴 無事 平穏の 一 日であった。 宿の 主人 曰く  r 內 村さん の 御 弟子に なれば 生涯 は 

無難 だ、 然しうまい 事に は當ら ない」 と。 明言と 謂つべし。 但しうまい 事に 當 つても ますい 事に 當っ 

て 之 を 失 ふ 虞が ある。 而 して 又，" まい 事に 當ら ない とも 限らない。 自分の 弟子 を 以て 住する 人の 内に 

商賣榮 え、 地位の 益々 高き 者 も ある。 さう けなした もので ない。 內村宗 に歸依 すれば 事業 は必す 失敗 

と は K らな い。 成功した 場合 も ある。 考 へて 貰 ひたい。 

九月 九日 (木) 晴 輕 井澤に 近 江 八幡の ポリス 君を訪 うた。 英文 雜 誌に 對し 深き 同情 を 表して 賞 

ふて 有難かった。 今や 英米人 中 基督 敎を棄 て k 佛敎 にあ こがる K 者 多し と 聞いた。 斯 かる 人達に 對し 

我等 日本の 基督 信者より 基督 敎を說 いて やる の 必要が ある。 それにしても 自國に 基督 敎の 崩れつ 、あ 

る を 知らす して、 我等に 之を敎 へんと 試みつ.^ ある 宣敎師 の 心が 解らない。 
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九月 十日 (金) 曇 蒸 I 者し。 澤 山に 原稿 を 書いた。 了解 を 以て 羅馬書 九 I 十一 章 を 護んだ。 解る 

やうで 解ら す、 解らない やうで 解る のが 人生で ある。 凡ての 生命が 然り である。 ハツ キリと 理學 的に 

說 明し る もの は 生命で ない。 勿論 人生で ない。 共 心 持 を 以て 是 等の 三-; 1ネ を讀 めば 其 意味 は 明瞭で あ 

る〕 

九月 十 一 日 (土) 半晴 無爲の 一 日であった。 爲 さねば ならぬ 事 を爲す 時に 成功が あり、 爲す必 

耍の なき^ を爲す 時に 失敗 多き ことに 就いて 考 へた。 何事 も爲 すべく 餘债 なくせら る k まで 待って 爲 

すが 成功の 秘訣で ある。 

九月 十二 日 (日) 半晴 秋晴れの 麗 はしき： H であった。 淺問 八ケ嶽 より 雲霧 去りて、 其 雄姿 を 仰 

ぐ を 5^ て 爽快であった。 此日 久^り にて 何の 菜會 もな く、 自分に 取り 完全の 安息日であった。 大 なる 

興味 を 以て Hastie ビ Theology  of  the  reformed  cluu.ch を讀ん だ。 著者の 英國々 敎會 (聖 公會) 

の 批判が 痛快であった。 ッヰン グリ、 カル ビンの 精神 を 以て 始まりた る 日本 基督 敎會、 組合 敎會、 バ 

プチ スト 敎會 等に、 ヘス チ ー 氏が 此 書に 於て 主張す るが 如き 精神が あったならば、 自分 も 彼等と 行動 

を 共に する 事が 出来た であらう。 カル ビンが 設けし 制度の みが 在って、 其 精神が 失せて 了った こと は 

實に痛 歎の 至りで ある。 

九月 十 一 二日 (月) 晴 山 莊の溫 度 八十 七 度に 達し、 稀れ に 見る 暑さであった。 終日 原稿 書きに 從 


事した。 萬 人救扬 說に大 なる 慰安 を 感じた。 

九月 十四日 (火) 晴 山 を 去る 準備に て 多忙で ある。 一ヶ月の 粗 住、 粗 衣、 粗食 は 一同に 取り 善 

き 習練であった。 參考 書と て は 皆無で あるが、 聖書が ある 丈け で 說敎も 出来れば 雜誌も 書け る。 孫 女 

の 健康 を 氣遣ふ 外に 何の 心配 もな く、 まことに 福 ひなる 日であった。 山 を 下れば 多くの 厭な 事が 待つ 

てゐ る。 然し 福 昔を說 きつ、 之に 當 るので あるから 心配 はない。 然し 變貌の 山に 於て ぺテ n が 主に 曰 

ひしが 如くに 「主よ 此 所に 居る は 善し」 である (馬 太 十七 章 ra 節)。 

九月 十五 日 (水) 半晴 午後 大雨。 朝 八 時 家族と 共に 山莊 を引拂 ひ、 午後 二 時 柏木の (欺に 歸 つた „ 

家 を 離れて より 三十 三日、 不在 中の 重なる 屮 I 來事は 無政府主義者の 襲 擊を數 1^ 受けし 事と、 飼育の 力 

ナリヤ. おが 死んだ 事であった。 其 他 はすべ て 平安であった。 不足 だらけの 山莊を 去りて 我家に 歸 りて 

の. Tii  _.-ー  てん  、 

殿様の 御殿に 歸 つた やうに 感 する。 殊に 書齋に 入りて テ ー ブルに 對 する 時 は 地上の 天國 である 

九月 十六 日 (木) 曇 老哲學 者 オイケン 永眠の 海外 電報 を讀ん で悲ん だ。 彼 は 自分の 如き 者に ま 

で 深き 同情 を 表して 吳れ た。 『余 は 如何にして 基督 信者と 成りし 乎』 の 獨逸譯 の 出し 時に、 第一 に 之 

を 讀んで nJK れた 者の 一人 は 彼であった。 义 今年 英文 雜誌 『インテリ ゼンサ ー』 を 出せし 所、 之に 對し 

てまた 深厚の 同情 を 表して 吳れた 事 は 本誌 讀 者の 能く 知る 所で ある。 彼 は 近代に 於け る 唯一 の 基督 敎 

的 折 C 學 者であった。 齢 八十 歳に して 大業 を 遣して 逝いた。 實に 尊敬すべき 人で ある。 吊 電を其 遣挨に 
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送り、 ^_站かに哀悼の意を表した。 

九月 十七 日 (金) 大雨 雨 を 犯して 英文 雜誌 社に 行き、 久 振りに て 編輯 會議を 開いた。 そして 徐 

徐 として 識者の 同情 を 得つ，^ ある を 見て 喜んだ。 數は 少しと 雖も其 感化 は 多分 『研究』 誌 以上で あら 

う。 ま. ことに 感謝の 至りで ある。 

九月 十八 日 (土) 曇 秋に 人って 早々 訪問客の 襲来が 始まった。 「西 田 天 香と は 如 M なる 人 か 先 

生の 御意 見 を 伺 ひたい」 と 云 ふ 者、 朝鮮に 於て 或る 女 學校を 米國宣 敎師の 手より 獨立 したれば、 其 基 

本 金 慕 に應 じて 9K れと云 ふの 類で ある。 日本に 純粹 なる 「訪問」 なる もの は 滅多にない。 大抵 は自 

己の 爲に 計る 爲の 訪問で ある。 故に 厭に 成って 仕舞 ふ。 何故に 世界人 類の 爲に 相談に 来ない の 乎。 

九月 十九 日 (日) 晴 歷 はしい 秋晴れの 聖日であった。 朝は畔 上と、 午後 は 塚 本と 高 壇 を 共に し 

た。 朝 は 來會者 二百 五十人、 空席な しの 盛會 であった。 自分 は 「理想の 實現」 と 題し、 ィザャ 書 二 章、 

九 章、 十一 章に 依り 人類の 理想の 「H ホバの 熱心 之 を 成し 給 ふべ し」 と ある 通り、 神の 大 能に 由り 實 

現さるべき 事に 就て 語った。 午後 は 百 五十人、 「聖書の 全體」 に 就て 述べた。 創世記 第一章と 默示錄 

の 終りの 二 章と を讀 み、 聖書が 永遠に 始まり 永遠に 終る 書で ある 事 を 述べた。 今秋 第一 の例會 であつ 

て 相 變らす il^ 持 の 好い 集會 であった。 會 員に は 何 の 通知 を發せ ざり しも 各自 待ち設けたり と の 氣分を 

W つて 爭 ふて 出席した。 自分に 取りても 三十 年 以上 も 繼鑌し 来りし 此集會 が 今秋 も 亦 勇み 進んで 之 を 


始 むる 事が 出来て 感謝 此上 なしで ある。 「H ホバ を俟ぱ K む 者 は 新たなる 力 を 得ん、 また 驚の 如く 翼 を 

張りて 昇り、 走れ ども 疲れす、 步め ども 倦まざる べし」 とは此 事で あらう (ィ ザャ書 四十 章 三 一 節 )o 

九月 二十日 (月) 晴 久摄 りに て 疲勞の 月曜日で ある。 歡鴨宫 下に 田 村直臣 君を訪 うた。 不相變 

基督 敎界 の現狀 にっき 多く を 開かせられた。 聞く 事 凡て 意外なら ざる はなしで ある。 此社界 に は 依然 

として 寛容 もなければ， 能の 赦 しもない。 兄弟 相 苦しめ、 相 排斥す るの 狀態 である。 是 では 敎 勢の 振 は 

ざる は 無理 はない。 我等 は 「營の 外」 に 出て 我等の 信仰 を 維持す るまでで ある。 

九月 二十 I 日 (火) 半晴 朝鮮 京 城 高 橋 慶太郞 君より 左の 如き 通信が あった。 

昨日 (十七 日 ：>  當 地に 於て 『聖書 之 研究』 讀者會 を 基督 敎靑 年會 社交 窒に 於て 開き 申 候。 會 する 者 

二十 九 名 (內鮮 人 五名)、 官吏 あり、 敎員 あり、 牧師 あり、 救世軍 士官 あり、 醫師 あり、 會 社員、 

銀行員、 商人、 理髮 店主な ど、 內村 先生と 研究 誌と を 中心として、 祈り、 歌 ひ、 語りて 盡 きす、 屮 

に は 第一 號 よりの 愛 讀者も 二三 あり、 何れも 研究 誌に よりて 勵 まされ、 慰められ、 カ附 けられた る 

者、 敎會敎 派 を 超越して 集まれる 者、 全く 研究 誌の 力に 候。 再會を 期し 感謝の 裡 に散會 致し 候。 

九州 讀者會 に 次いで 朝鮮 讀者會 開かる。 此 次ぎ は何處 にや。 斯 くして 到る 所に 讀者會 を 見る に 至って、 

ー^^着 いたる 精神 的 (仅與 が 全國に 始まる ので は あるまい 乎。 何れに し ろ 感謝す ベ き^で ある。 

九月 二十 二日 (水) 雨 孫 女 正子の 第一 0 誕生日で ある。 先づ 少額の 金 を 鎌 倉 保育 闻に 送り、 保 
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あと  こ はめし 

育 者な き孤兒 達に 我等の 喜び を頒 つて 貰った。 餘は 日本 流に 强飯を ふかし、 家族 一同 之に 與 りて 彼女 

の强 健なる 成長 を 祈った。 

でき 

我家に を さなき 者の 生て より 

天下の 幼兒は 悉く 我が 孫と して 見 ゆ。 

そして 彼等が 生長す る 頃に は 日本 國は 如何なる であらう 乎との 心配が 毎日 我が 胸に 浮ぶ。 孫 を 愛する 

O00O0OO  000O0000000000O  0  00  O0OOO00OOO000O0O000 

の 愛 は 此國を 善く 爲 さんと する の 努力に 終らねば ならぬ。 是 等の 愛すべき 幼 兒の爲 に 善き 國を 遣して 

0  0  0  0  0  0  0 

逝かねば ならぬ。 

九月 二十 三日 (木) 雨 兩雜 誌の 原稿 成 作で 多忙で ある。 日本人に 向って キリストの 福音 を說 き、 

歐米人に{1:って基督敎殊に非戰的平和の實行を要&^!する" n 本人 は憐 まざる を 得すと 雖も、 歐米人 は 

之 を 怒らざる を 得ない。 彼等 欧米人 は 基督 敎を 信す ると 稱 して 之 を 行 はない C 彼等 は戰爭 を 惡 なり 

と 認めす、 公 々 然と 之 を 行 ふ て 恥ぢ ない 。 彼等が 戰爭を 止む るまで は 我等 は 彼等の 遣 はす 宣敎師 を 公 

^と 一 it けて 可な りで ある。 

九月 二十四日 (金) 雨 正敎會 祭司 某 君の 懇請に 由り 辭 する に途 なく、 雨 を 冒して 茨城 縣の 或る 

村落へ 講演に 行いた。 正敎會 所屬の 信者の 催しに か k る 講演 會 ならん と 早合點 して 行きし が 自分の 誤 

りであって、 實は 普通の 村の 靑年會 であった。 雨 を 冒して 村の 小學 校に 集り 来りし 遠近の 人々 凡そ 四 

百 人あった。 「宗敎 と 人生」 と 云 ふ 題に て 話した。 宗教の 何たる 乎に 就て 論す るに 方て 餘 りに 熱心に 


成りし が爲 に、 聽衆 中の 老人 達より 「あれで は 我等に 洗禮を 授けて 敎會に 引 込む 手段に 成る から 止め 

て 貰 ひたい」 との 抗議が 出た。 自分 は 勿論 そんな 心算で 一一 百うた ので はない、 唯宗 敎を說 いた 丈で、 特 

に 自分の 宗 敎を說 いたので ない と 辯 解した が容 れられ なかった。 然 らば 「禁酒」 でも 說 かん 乎と 申出 

た 所、 「それ は 猶更ら 困 まる」 との 事であった。 宗敎は 困 まる、 禁酒 も 困 まるとの 事故、 自分 も：^ だ 

困 まって 止む を 得す 「土壤 を 愛する の 愛」 と 云 ふ 事に 就て 語り、 それで 先づ 無事に 閉會 する ことが 出 

来た。 實 に風變 りの 講演 會 であった。 自分の 長い 生涯に 於て 斯 かる 講演 會に 臨んだ 事 は <fr- 度が 初めて 

であった。 然し 決して 無意味でなかった。 日本 今日の 社 會狀態 を 能く 語る ものである。 宗敎 禁酒の 必 

要は 感す るが 餘り强 く 言 ふて 貰 ひたくない。 殊に 村會 議員と 云 ふやうな 有力者の 感情 を 害して 貰 ひた 

くない。 何事 も 通俗的に 穏便に 行って 貰 ひたいと 云 ふので ある。 實に 微溫っ こい、 不徹底 的な、 瀬惰 

な精祌 である。 斯んな 事で 改革の 實の 擧らな いのは 勿論で ある。 之に 由て 見ても、 日本 全國 殊に 其 東 

北が 亡國の 危險に 瀕して ゐる事 を 認めざる を 得ない、 實に 堪え難き 悲歎で ある。 此事を 思 ふて 其 村に 

"、が & 

長居す る 心 も 起ら す、 疲れる と は 知りつ、 も 其 日の 內に 家に 歸 つた。 幸に 汽車 中に、 往 きも 一 伐り も 米 

國 レフ ホ ー ム ド敎會 宜敎師 ミラ ー 君と 席 を 隣に し、 米國の 近代 思想、 並に 同 君の 我國に 於け る 長い 年 

月の 實驗談 を 聞き、 大に敎 へられ、 十 時 問の 汽車 旅行 を 有益に 過す ことが 出来て 感謝であった。 今後 

我が 講堂 以外に 於け る說敎 講演 は 成るべく 丈け 爲さ るべ しとの 決心 を 一 暦强 くした" 

九月 二十 五日 (土) 半晴 昨日の 講演 旅行に て 大分に 疲れた。 宗敎を 聞けば 洗禮を 授けられて 敎 

會に引 込まれる ので はない かとの 心配 を 村民にまで 起させる やうに 爲 した 人達 は ！i である 乎。 歐米宜 
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教師に 使役 せられて 信者 狩 集めに 從事 する 我國の 職業的 俾道師 等で は あるまい 乎。 斯くて 彼等 は 自己 

も 大圏に 入らす、 亦 人々 の 前に 天 國の門 を 閉づる 者で ある。 我等 は此 事に つき 村人 を責 むる よりも 是 

等の 淺 慮なる 傳道師 等 を 責めざる を ない。 傳道は 人 を 救 ふ 事であって 敎會員 を 作る 事で ない。 沃饒 

なる 神の 畑 を 荒す 者は是 等の 職業的 俾道師 である。 福音の 爲に、 日本 國の 爲に是 等の 人々 に 反省 を 促 

がさ る を 得ない。 . 


九月 二十 六日 (日) 半晴 午前 午後と も 凡そ 二百 人の 集會 であった。 午前 は 詩篇 百 三十 三篇、 馬 

太傳 十八 章 十九、 二十 節に つき 「團 合一 致」 の 幸福に つき、 午後 は 創世記の 大意に 就て 語った。 「我 

As し 

が ，：i^」 に 於て 語る の 如何に 易く、 如何に 樂 しき 事よ。 外に 講演して 身心 を勞 する よりも 遙 かに 益で あ 

る。 〇八マ や 社會に 於て 不思議なる 審 件が 起り つ k ある。 三十 五 年 前に 自分 を 不敬 漢と 罵りて 社 會に訴 

へし 帝 大名 gji 敎授、 責埃 院議 員、 文學 博士 井上哲次郎 氏が 不敬 漢 として 一 部の 人より 攻撃せられ、 社 

會の 問題と 成りつ i ある。 それ は 同氏が 其 著書に 於て 三種の神器に 關し 不敬 的 意見 を 述べて ゐる 故で 

あると 云 ふ。 事の 可否 は 知らす と雖 も、 變れ ば變る 世の中で ある。 三十 五 年 前に 誰が、 井上哲次郎 氏 

が 不敬 漢 として 日本の 社會 より 攻撃 せらる & 時が 到来す ると 思うた 乎。 然し 是が 世の中で ある。 んマ 日 

の 忠臣が 明日の 國贼 である。 井上 氏 は 三十 五 年後の 今日、 人に 不敬 漢 として 责 めら る & 事の 如何に 不 

偸 快なる 乎 を 覺られ たで あらう。 同氏に 對し 同情に 堪 へない。 


九月 二十 七日 (月) 晴 復 たび 夏が 來た。 窒內溫 度 八十 度。 來客 多し。 內に麇 島 縣德之 島に 十 年 

間 獨立傅 道せ る 小 沼 (元 松 本) 太平 君が あった。 彼 地に 於て 福 昔が 根ざせる 實見談 を 聞いて 非常に 樂 

しかった。 敎會ゃ 宣敎師 に 無視せ られつ \ ある 間に 斯 くも 確 實 なる 傅 道 上の 功績の 擧るを 見る に 至つ 

て 感謝の 至りで ある。 神 は 我等 を 以てしても 亦 或る 永遠 性を帶 びた る 善き 事 を 爲し給 ひつ k ある。 多 

分 他の 所に 於ても 同様の 事が 爲 されつ 、あるので あらう。 

九月 二十 八日 (火) 晴 三菱造船會社技師桝本重 一 氏は本月せニ日山陽線に起りし鐵道大椅^5^^の 

犧牲 者の 一 人であった。 彼の 家 は 日蓮 宗 であるが、 彼の 妻 は 基督 敎 信者で あり、 彼れ 自身が 亦 過る 一 

ケ 年程频 りに 求道 心 を 起し、 自分の 著 誓を讀 み、 自分 を 慕 ひ吳れ しとの 理由に 因り、 諸 友人の 勸 めに 

由り、 自分が 其 葬儀 を務 むる ことにな り、 市ケ 谷敎會 牧師 金 井 爲ー郞 君と 共に、 今日 午後 二 時より 靑 

山會 館に 於て 基督 敎 式の 葬儀 を 行った。 三菱、 海軍省、 鐵 道省關 係の 會葬者 多く、 會衆 四百 人 餘りぁ 

つた。 自分 は 路加 傳 十三 章 一— 五節に 由り 「災難 是れ 神の 警告」 なりと 云 ふ 事に 就て 語った。 知ら ざ 

る 人達に 對し、 知らざる 人に 代って 語る ことで あれば 隨 分と 骨が折れた。 然し 一 に は 犠牲者 全部 三十 

八 人の 葬 懷を行 ふと 思 ひ、 二に は 信仰の 立場に 堅く 立ちて 動 かざりし 未亡人の 志 を 遂げん 爲に、 來 

得る 限りの 力 を 注いで 此六ケ 敷き 任務に 當 つた。 そして 金 井 牧師 並に 唱歌の 任に 當られ し 若き 兄弟 姉 

妹 達と 協力して 滯 りなく 責任 を 果たす 事が 出来て 感謝であった。 是れ亦 神と 日本 國 とに 對し爲 さ ざれ 

ばなら ぬ 義務で あつたと 思 ふ。 〇 歸 途上 漉 谷に 此 たび 八十 八 歳の 生みの 母 を 喪 はれし 舊友松 村 介 石 君 

を 訪れ、 君に 對し 深厚の 同情 を 表した。 今より 二十 年 前に、 余の 父が 眠りし 時に、 松 村 君 は 海老 名彈 
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ず-君と 共に 招かざる に 腿つ けて L 犬れ た。 そして 自分と 共に 墓地まで 棺の 前に 歩んで 吳れ た。 其 事 を 思 

ふて、 今日 松 村 君に^ ふて 胸が 一杯に なり、 咽んで 雙が 出なかった。 親の 死 目に 際し 表して 貰った 同 

情 は 生涯 忘れる 事が 出来ない。 八 /ほ は 松 村 君に 對 しいさ k か 恩 を 酬ゐた 次第で ある" 

九月 二十 九日 (水) 晴 四 五日 来の 連- 1 の 講演 說敎で 大いに 疲れ、 何事 も爲し 得なかった。 唯澤 

山に ベルグ ソン 哲學を 讀んで 休養に 代へ た。 近頃に 至り 益々 敎會の 宗敎の 無能 を 感じ、 其 神學者 等に 

由て 書かれた る 書籍 を讀 むことの 全く 無用なる を覺 り、 敎會 以外の 學 者の 書いた 書物 を讀 みたくな つ 

た。 其點に 於て オイケン や ベルグ ソンの 方が、 祌學 者よりも 遙 かに 有益で ある。 又 近頃に 成り 孟子 を 

tii 出し、 是れ亦 非常に 面白く ある。 最近 哲學を 護んで 感 する jES- は、 其の 3： れ もが 行爲を fsi ん じて 知識 

を輕ん する isH じある。 行 爲に资 する 爲の 知識であって、 知識 を 得る 爲の 行爲 でない。 H だれ 主ィ H スの 

敎へ 給うた 所であって 哲學は 唯此舊 ぃ敎義 を科學 的に 證 明す るまで 2- ある。 

九月 三十日 (木) 雨 引 緩き 多忙で ある。 老い たれば とて 人 は 許して 吳れ ない、 色々 と 面倒の 事 

を 持 込んで 來る。 自分 を學 者と して 取扱って eK れる者 は 滅多にない。 人 を 救 ふ爲の 牧師 か 宣敎師 であ 

ると 思 ひ、 學問 以外の 事 を 持 込んで 自分 を 困らせる。 此世は 到底 俗^界た る を 免れない。 雁に なって 

了 ふ、 然し 仕方がない。 

十月 I 日 (金) 0 人 あり 北海道 其 地より 来る。 キリストの 臨 ありて 今日 本の 或る 宮様と たり 


て 在し 給 ふ。 先生 宜しく 此 事を唱 へ、 大々 的 政治 運動 を始 むべ しと 云 ふので あって， 純然たる 宗敎狂 

である 事が 判明った から、 靜に 論して 歸 した。 恐るべき は 再臨の 敎義 である" 此敎義 程 多く 狂人 を 出 

した もの はない。 日本に 於て 再臨 を 說くは 甚だ 危險 である。 此 深き 美 はしき 敎 義は當 分の 間我國 人に 

秘め 置かねば なるまい。 實に 慨歎すべき 事で ある。 

十月 二日 (土) 晴 ボイス • ギブソンの 著に 由り オイケン 哲學を 復習した。 實に 解し 易き 偉大な 

る哲學 である。 本質的に 基督 敎哲學 である。 基督 敎に哲 學的某 礎を與 へた 者と 云 ふ 事が 出來 る。 宇宙 

の 本體は 理想 を 行って 知る 事が 出來 ると 云 ふので ある。 爾 うなくて はならない。 斯 かる 哲學 者で あつ 

たが 故に、 自分の 如き 者の 書いた もの を 舆味を 以て 讀ん で吳れ たので ある。 感謝に 堪 へない。 

十月 三日 (日) 晴 厘ら かなる 秋晴れの 聖日であった "朝 は 八 分、 午後 は殆 んど滿 員の 集會 であ 

つた" 朝はョ ハネ傳 七 章 七 節 其 他に 基き、 「知と 行」 に 就て 語った。 行 は 確實に 知る 爲の途 である。 

單に 知って 而 して 後に 行 ふに 非す、 行って 而 かして 後に 知る ので ある。 叉 行 ふて 神に 接して 其 援助に 

與 るので あると 云 ひて、 オイケン 哲學の 原理の 說明を 試みた。 午後 は 青年 男女 二百 餘 名の 集會 であつ 

て、 堂 は 鋭氣を 以て 盈 つるの 感 があった" 前囘の創世記にっ ^^き今日は出埃及記の大意並に中心的眞 

理を 紹介した。 殊に 此 書に 由り モ， "セ 傳を學 ぶの 必要 をカ說 した。 自分まで がァ マ スト 時代の 若さに 

返った やうに 感じた。 靑 年に 聖書 を 說く程 人 を 若返らす る 事 はない と 思 ふ。 モ ー セ の 生 立 並に 青年 時 

代に 就て 述べて 自分 は 今日す つかり 若返って 仕舞った。 
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十月 四日 (月) 晴 平！ の 一 日であった。 外に は 種々 の 混亂の ある を 聞く、 然し 幸に して 目下の 

所、 我等 同志の 問 は 平和で ある。 平和の 破る k 場合 は 大抵 は 敎會關 係より 来る。 敎會は 爭鬪、 紛糾、 

混 亂の巢 である、 之に 接して 我等 は其惡 影響 を 蒙らざる を 得ない。 我等 は 君子の 交際 を 求む る、 そし 

て 敎會は 何んで あっても 君子 道の 行 はる、 所でない。 人 「日 も 某 敎會の 敎師某 君の 訪問 を 受け、 彼の 敎 

會の 內狀を 聞かされて 身の 毛が よ 立つ 程 恐ろしく 感じた。 

十月 五日 (火) 晴 九州 甘ぶ 地の 日本 メソヂ スト 敎會 牧師 某氏と 朝鮮 咸與道 某 地の 長老 敎會 牧師 某 

氏と 相 前後して 来訪し、 大に學 ぶ 所があった U 朝鮮人の 方が 日本人よりも 遙 かに 眞劍 である。 日本人 

は 政略に 長け、 IfJ^ も 容易く 最も 多くの 信者 を 作らん と 欲して、 其 手段 方法 を 聞かん と 欲する に對 して、 

朝 Si 人 は 今日まで 自分の 著書より 受けし 利益に 就て 感謝し、 併せて 將來の 友 誰 的 指導 を 求めた。 日本 

の 敎師は 如何に 見ても 此^の 才子で あり、 朝鮮の 牧師 は キリストの 福音に 生きる 聖徒で ある。 信仰的 

に 見て 朝鮮 は 日本 內 地よりも 遙 かに 有望で ある。 九州に 在りて は 敎會員 は 僅に 三十 人で ありて 米國宜 

教師の 指揮 を 仰ぐ と 云 ひ、 朝鮮に 在りて は 敎會員 は 三百 人であって、 外國 宣敎師 より は 全然 獨立 せり 

と 云 ふ。 二者の 間に 雲泥の差 ありと 謂 ふべ し。 

十月 六日 (水) 雨 蒸 暑い いやた 口であった。 出 埃 及 記に 就て 考 へた。 莊嚴 偉大た る 書で ある。 

其記事 を ^5^的^5^^ ^と見る が 正當 であると W 心 ふ。 救 は 凡て 神より つ。 我等 は 自分で 何事 も 爲す能 は 


す、 然れ ども 祌が爲 し 給 ふ 場合に は 驚くべき 事 を 爲し耠 ふ。 紅海の 橫斷、 マナの 雨 降 は 少しも 不思議 

で た い 。 聖書 學 者の 學說を 離れ て 聖書 を 解す る 事の 如何に 美 はしき ことよ。 

十月 七日 (木) 曇 昨夜々 半より 今朝に かけて、 ヘス チ丄者 『レフ ホ ー ムド 敎會の 神學』 の 第 四 

章 を讀ん だ。 我が 信仰の 根本 を强 めら れた。 レフ ホ ー ム ド敎會 の承繼 者た る 「日本 基督 敎會」 の敎師 

達に 此 信仰が あったならば、 彼等が 琪 細の 事に 就き爭 ふ を 止めて、 世界人 類の 靈 化の 爲に其 全力 を 注 

ぐに 至る であらう と 思うた。 彼等の 凡てに 此 書の 一 讀を勸 めざる を 得ない。 

十月 八日 (金) 雨 久 振りに て會 心の 聖書 研究に 入る 事が 出来て 樂 しかった。 自分に は、 政治 は 

勿論の 事、 社會 改良、 慈善、 傅 道まで が 向かない。 何れも 多少 現， 味が 混る からで ある。 唯 聖書の 研 

究 のみが 出世間的で、 淸 潔で、 神聖で ある" 義俠 心に 驅られ て 時々 此 世の 事に 携 はりて 恆に 後悔す る" 

聖書 以外の 事 を 以て 此世を 益 せんとす るが、 自分が 恆に陷 る 過で ある。 

十月 九日 (土) 雨 孫 女の 病氣で 心配した。 老夫婦 附添 ひに て 赤十字社 病院に 行いた。 彼女 を 護 

る 天使が 天に 在りて 天父の 聖額を 見て ゐ ると は 知りながら も 心配に 堪 へない。 此は 多分 嬰兒の 安全 を 

計る ために 神が 我等の 心に 植附け 給 ひし 本能で あらう。 在 獨逸內 村 醫學士 より 善き 音信が あった" 

十月 十日 (日) 晴 朝 は 百 六十 人、 午後 は 二百 人の 集會 であった。 朝 は 使徒 行 傅 十五 窣 rn ルサ 
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レム 會議」 に 就て、 午後 は 利 未 記 大意に 就て 講じた。 孰れ も 力の 要る 講演であった. リ 兩囘の 塚 本の 講 

演も 有力であった。 我等の 第會に 於て 歌 は 拙劣で、 又 別に 社會 事業ら しきもの は 行 はない が、 聖書の 

講義 丈け は 優秀で あると 思 ふ。 萬 事に 於て 優等た る 事 は 出来ない、 唯 神の 一一 一一 n 丈け に 於て は 豊富な らん 

こと を 期す。 そして 此 目的 を 達し 得て 感謝の 至りで ある。 

十月 十 I 日 (月) 曇 雑誌 十月 號を 發途 した。 第一 號が 明治 三十 三年の 發 行であって、 今月で 滿 

1 一十 六 年で ある。 今日は 民數紀 略の 初めの 半分 十八 章 を通讀 した。 まことに 莊嚴 偉大なる 書で ある。 

之 を 讀んで 身の 震 ふを覺 ゆ。 此 書に 依て 神の 長るべき 者で ある 事が 敎 へらる。 キリストなる 巖の 影に 

隱れ たくなる。 そして 此 長れ が 起ら すして 十字架の 有難 味 は 解らない。 

十月 十二 日 (火) 晴 民数紀 略の 終りの 半分 を讀ん だ。 偉人 モ ー セに對 し 甚大の 尊敬と 同情と 無 

き 能 はすであった。 舊約 聖書の 研究 は 我が 靑年 時代 を 想 ひ 出さし め、 我が 餘生を 全部 此爲に 送らん と 

の愁を 呼び 起さし む。 令より 後 は 個人 並に 地方に 對 する 奉仕 は 斷然之 を 謝絶し、 墓に 入る 日まで 此硏 

究に 我が 续餘の 生涯 を 費さん との 決心 を 起した。 

十月 十三 日 (水) 晴 民數紀 略の 研究に 多大の 與 味を覺 えた。 二十 年 問 も 書架に 仕舞 ひ 置きし ブ 

ュ ー ケ ナン • グレ ー の該書 註釋が 今に 至って 用を爲 し、 自分に 1 りて は 多くの 新ら しい 見解 を 得て 嬉 

しかった。 高等 批評と 云 ふて 決して 侮って はならない。 多くの 困難い 問題が 之に 由て 解決 せらる。 民 


數紀 略の 面白味 を 如らない 者 は 未だ 聖書の 貴 さ を 味 はうた 事の ない 者で ある。 〇 札幌 より 宫部 博士の 

來訪 あり、 連れ立ちて 舊ぃ 同窓の 一人なる 渡 瀨寅次 郎君 を 其 病床に 見舞うた。 祈禱を 共に して 別れた。 

五十 年 前の 事が 思 ひ 出されて 三人 淚を 禁じ 得なかった。 人生の 夕暮に 近づいて キリストの 幅 音 ほど 我 

等 をカづ くる もの はない。 

十月 十四日 (木) *15 百 萬 長者に 成りたい 者、 爵位 を赏 ひたい 者、 貴族院 議員に 成りたい 者、 實 

に^ は樣々 である。 而 かも 斯 かる 者が キリス トの名 を 以て 呼ばる-人達の 內に 在る と 聞いて 更に 驚く- 

然し 乍ら 自分の 如き も 今 は 幸に して 斯 かる 物 を 求めざる に 至った が、 素々 斯 かる 賤 しき 望 を懷 かざる 

者ではなかった。 唯； 1; の 恩惠に 由り て 之 を 求めざる に 至った ので ある。 何事 も恩惠 である" 恩 惠に由 

S 'つ こ 

ら ざる 自分 も 亦. 利 慾の 人、 虚榮の 奴であった。 消え 行く 影 を逐ふ 人達 を 見る 毎に、 自分に 降りし 恩 

惠の大 なりし を 感謝 せざるを得ない。 

十月 十五 日 (金) 曇 英文 雜誌 『インテリ ジ H ンサ ー』 十月 號に 自分が 書いた 「基督 敎と 怫敎」 

と 題す る 短文が 强く讀 者に 訴 へたと 見え、 知名の 人達より 同意 贊 成の 辭を 受取りつ K ある。 基督 敎と 

佛敎と は 同じく 亞細亞 に 起った 宗敎 であって 愛と 無抵抗主義と を 根本と する。 故に 一 一 者 は 相互の 敵に 

非す して、 共 反 對に强 き 味方で ある。 雨 敎徒は 互に 手を携 へて、 西洋の 侵略に 當 るべき である、 卽ち 

愛 を 以て 凡ての 事に 爭鬪を 事と する 歐羅巴 =亞 米 利 加 主義に 當 るべき であると 云 ふの が 論 皆で ある。 

斯くて 自分 は 宣敎師 並に 基督 敎會と は 益々 遠 かりつ. M める 間に、 他の 方面に 於て 貴き 强き 同志 を 得つ 
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つ ある。 今や 西洋 殊に 英米が 東洋 を 排斥し つ. - ある 時に、 東洋人 は 愛 を 以て 結合し、 西洋人の 無禮倣 

慢に應 する の 必要が ある。 問題 は 基督 敎對 佛敎 ではない、 東洋 對 西洋で ある" 而 かも 惡を 以て 惡に抗 

する のでない、 善 を 以て 惡に 勝つ ので ある。 

十月 十六 日 (土) 雨 陰 菅 ないやな 日であった。 朝 M 時に 起き 英文 原稿 を 書いた。 英語 を 以て 我 

が 思想 を 言 表 はす 事 を 忘れないで 有難った。 此日久 々振りに て 隣家の 中 田 重 治 君の 訪問 を 受けた。 多 

くの 珍ら しき 話 を 聞いた。 內に同 君が 植村、 田 村、 松 村、 內 村の、 世！？ で 云 ふ 「基督 敎界の 四 村」 を 

請み 込みし 大和歌 一 首が あった。 左の 如し 

植替は 過ぎて 田 は 刈りお さめられ 

松 は みどりに 內は有  一 i 

まことに 名歌で ある。 ホ リネス 敎會 監督 中 田 君なら では 作り 得ぬ 歌で ある。 植村君 は 逝き、 田 村 君 は 

日本 基督 敎會 に歸復 し、 松 村 君 は 道 會に榮 え、 內村は 有 福に 暮らす、 之で 基督 敎界 は平穩 無事で ある- 

但し 內 村の 有 福と 云 ふ は 意味が 不明で ある。 彼が 大地 主と 成った 事で ない に 相違ない。 或は 中 田 監督 

紹介の 傳道 寄附 金に は 成るべく 應 する やうに 努めて 居る が 故に、 同 君が 自分 を 有 福と 見て取った のか 

も 知れぬ。 或は 敎會 {ー且 敎師 より は 厘毛の 補助 を 受けない が 故に さう 見られる のか も 知れない。 然し 何 

れ でも 可い、 常に 生活の 困難 を訴 ふる 事な くして、 恩惠の 生涯 を績 ける 事が 屮 I 来て 感謝で ある。 此世 

の 所有の 高 は 別と して 內村 は實に 「有 幅」 である。 主ィ H スが 何々 は 「福 ひなり」 と 云 ひ 給 ひし 其 意 

味に 於て 有 福で ある。 中 田 監督 は 好き 歌 を 作って 吳れ た。 たぐ 田 村 君の 田が 奮き 日本 基督 敎會に 刈り 


牧 めら れた事 は淺念 至極で ある。 同 君 をして 獨立獨 歩の 生涯 を 終らし めたかった。 然し 今と 成りて は 

仕方がない。 淺るは 松 村と 內村 である。 二人 丈け は敎會 に降參 せす して 終る であらう。 一首 を 作った- 

植 さりし 田 面に 秋の 風 吹きて 

みどり は 深 かし 內の 松ケ枝 

十月 十七 日 (日) 曇 午後 晴。 集會變 りなし。 午前 は ガラテ ャ書ニ 章に 由り、 前囘の 使徒 行傳十 

五 章 を 補 はんが 爲に 「H ルサ レム 會議の 裏面」 に 就て 述べた。 午後 は 「民 數紀 略の 大意」 に 就て 語つ 

た。 思 ふやう に 語り 得すして 殘 念であった。 然し 語る は 語らざる よりも 遙 かに 增 しで ある。 「我れ 若 

し 福音 を宣べ 得すば 禍 ひなる 哉」 である。 

十月 十八 日 (月) 晴 「米 國人は 日本人に 宗敎 を敎へ 得る 乎」 と 題す る 英文 を 書き終った。 「敎 

へ す」 と 結んだ。 之 を 英文 雑誌の 來月號 に 載せて 外國 人に 示す であらう。 如此 くにして 我が 所信 を 

世界に 向って 發 表す る 事が 出来て 感謝で ある。 之 も 不完全ながら も 英文 を 書く 1^ を 習って 置きし お蔭 

であると 思へば 有難い。 

十月 十九 日 (火) 晴 疲勞 去らす、 何事 も爲し 得なかった。 唯古哲 ブラト ー の 有神論 を 讀んで 其 

壯大 なる に 驚いた。 二 干 二百 年後の 今日、 人類 を敎 へて 愆ら ない。 大 なる 思想 を 世に 提供す る は大な 

る 事業で ある。 米國 流の 大 活動の みが 大事 業で ない。 今日の 所謂 基督 敎界の 如き 其點に 於て 到底 昔の 
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希 職人に 及ばない。 〇 今日 も 亦 『東京 朝日 新開』 の押賣 りに 會 ふて 困難した。 購讀 しなけ わば 夜來て 

家 を 打 毀す ぞと云 ひて する。 是が 帝都 今日の 狀態 である。 氣 持の 惡ぃ 所で ある。 

十月 二十日 (水) 晴 プラト ー の 倫理 論に 就て 讀み大 にカ附 けられた。 人 は 皆な 神の 傀儡で ある、 

王たり ェ たり 擇ぶ所 はない、 唯 各自の 役割 を 善く： M すべきで あると。 まことに 其 通りで ある。 汝は斯 

く爲さ るべ からすと 他人の^ 話を燒 いて はならない。 王た る 者 は 忠實に 王た るべき である、 商た る 

^は 忠實に 商た るべき である。 唯 各自の 上に 神が 在して 其の 聖意 を遂 ぐるが 爲に使 はれて ゐる事 を 忘 

れて はならない。 異敎 の哲學 者の 敎 ふる 所は遙 かに 歐米. 5n; 敎師 等の 敎 ふる 所に 優 さる。 讀 むべき は 矢 

張り 古書で ある。 

十月 二十 I 日 (木) 晴 四時 間 を 費し 佛國製 ヴィク 卜ル • ュ ー ゴ ー 作 『レ ー ミザラ ブル』 の映畫 

を 2^ た〕 悲劇の 速 緩であって 心 脇の 痛み を感 する 程であった。 大作で は あるが 共 人生 觀は 全然 ラテン 

人稷 的で、 隨 つて 羅馬 天主 敎的 である。 新敎 的の 壯 健なる 所が： i けて ゐる。 然し 乍ら 映畫の 技術に 驚 

くべき 者が ある。 年毎に 著る しき 發 達の ある を 見る。 之 を 能く 用 ひれば 大 たる 敎 育機關 である。 

十月 二十 二日 (金) 晴 兩雜 誌の 編輯に 全日 を 費した。 〇 孟子に 左の 一一 一一 II を 讀んで 感じた。 

郭 全から す、 兵 甲 多から ざる は、 國の災 に 非ざる なり。 田野 辟け す、 貸 財聚ら ざる は國の 害に 非 

11? ろ ふ  . 

ざるたり。 上に 禮 なく、 下に 禮 たければ、 賊民 興りて、 喪る こと 日な けん 矣。 


偉大なる 言で ある。 聖書の 敎を 待つ まで もない、 二 千 二百 年 前の 東洋に 此敎 があった。 然るに 之 を 顧 

すして 今日に 至った ので ある。 「賊 民與 りて 喪る こと 日な けん」 の 一一 一一 II を 讀んで 我 國の將 来が 憂慮に 堪 

へない。 

十月 二十 三日 (土) 晴 引鑌き 小兒の 養育に 困難す る。 僅か 二 貰 三 四百 匁の 體驅の 健康 を 維持せ 

んが爲 に 我が 腦漿を 絞らる。 人間の 生命の 如何に 貴き か 判明る。 小兒が 無事に 成長す る は 全く 神の 

恩惠に 依る。 祈らざる を 得ない。 

十月 二十四日 (日) 半晴 集會變 りなし。 唯 如何た る 理由に や 朝の 集會の 出席者が 二三 十 人 減じ 

た。 一は 午後の 會に廻 はった のと、 二に は 少しく 會員资 格を嚴 重に した 爲に退 會者を 生じた 故で あら 

う。 そうで あれば 反って 感謝で ある。 朝 は 使徒 行 傅 十六 章  一 I： 十 一 節 を 「福 昔 歐洲に 渡る」 と 題して 

講じた。 午後 は 民 數紀略 十三 章 十四 章に 現 はれた る 信仰 生涯の 危機に 就て 語った。 ニ囘 とも 氣持 好き 

集會 であった。 〇 雜誌 『日本 及 日本人』 十月 十五 日號に 東京 帝 國大學 名 譽敎授 學士院 部長 貴族 員 議員 

正三位 勳 一 等 井上哲次郎 氏が 皇室に 對 する 不敬の 故 を 以て 諸方より 痛搫 せらる &を 讀んで 不思議に 感 

じた。 其 内に 左の 一一 一一 I： を さへ 見た。 

神武 天皇 卽位 以來ー 一千 五 百 八十 六 年、 其の 間 時の 汚隆 世の 治亂 なきに あら ざれ ども、 未だ 嘗て 祖宗 

の聖 德を誣 罔し 奉りし もの ある を 開かす。 叉 未だ 嘗て 神器の 威 尊 を 冒 浸せる もの ある を 聞かす、 

其 の 之 あ る は實に 彼 の 哲次郞 のみ 云々 
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と。 多分日本臣2;^こして之ょりも强ぃ攻擊を加へられたる者はぁるまぃ。 然るに 此 井上哲次郎 氏 こそ 

明治の 二十 ™I 年顷、 自分 を 第一 として 基督 信者 全體の 不敬の 罪 を 天下に 訴 へた 人であった 事 を 知って 

實に 今昔の 感に堪 へない。 三十 五 年 前の 日本 第一 の 忠君 愛國 者が 今日の 日本 第一 の 不敬 漢 として 目せ 

らる、 と は 信ぜん と 欲して 信す る 能 はざる 不可思議 である。 自分の 如き 井上 氏の 痛 擊に會 ふて、 殆ん 

ど 二十 年の 長き 間、 日本 全國に 枕す るに 所な きに 至ら しめられし 者に 取て、 井上 氏 今 罔の 不敬 事件 は 

唯^5^とは如何しても思はれなぃ。 何に か 其內に 深い 意味が ある やうに 思 はる。 斯く首 ひて 今日 井上 氏 

に對し 怨み を 報 ひんと 欲する のでない。 自分の 場合に は 痛 擊は壯 年 時代に 臨んだ のであって、 之に 由 

りて 蒙りし 傷 を 癒す の 時が あった。 然し 井上 氏の 場合に 於て は 老年に 於て 之が 臨んだ のであって、 傷 

を 癒す の 時の 甚だ 短き を 思 ふて、 其 事 丈け は 氏に 對し 深き 同情 無き 能 はすで ある。 願 ふ 井上 氏が 此際 

男らしき 學者 らしき 態度に 出られ、 立派に 此 難局 を 切拔 けられん こと を。 

十月 二十 五日 (月) 半晴 他人の 妻と 死す る 事が 今尙 流行す る。 有 島 は 厭な 例 を 遺して 逝いた。 

口 ラヂォ を 以て 淨瑶璃 や 淸元を 聞かされる 民が 斯 かる 行爲に 出る は怪 むに 足りない。 淫とは 特に 

他人の 妻 又は 夫の 愛 を 奪 ふ 事で ある。 人に 對 する 罪と して 是れ 以上の もの はない、 近代 人 は 知らす 識 

ら すの 間に 罪の 此 どん底に 陷 りつ X ある。 慨歎の 極みで ある。 


十月 二十. KB  (火) 睛 木 村 淸松君 世界一周旅行より 歸り、 其 訪問 を 受け、 種々 の 實見談 を 聞き、 


面 c く且 有益であった。 大抵 は 自分が 想像した 通りであった。 世界 は 善くたり つ k あるか 惡 しくな り 

つ \ あるか は 判明らない が、 神が 活 きて 在して、 其聖 意が 行 はれつ \ ある 事 は 明かで ある" 〇 長き 間 

病に 惱 める 或る 信仰の 友より 左の 如き 曾 を 贈って 來た。 

病 を 治す 爲に 信仰 を もつ のでな く、 信仰 を もつ 爲に 病が 與 へ られ たので ある 事 を ハツ キリと 天父に 

由って 解ら されて からもう 一 年を經 ました。 絕對的 信 賴と從 順との 生活の 有難 さ樂 しさ も 次第に 深 

く 知りつ 、あります 云々。 

此は 最も 健全なる 信仰で ある。 斯 かる 信仰 を 賜 はる は 優 かに 病 を 治して 戴く 以上の 幸福で ある。 我 も 

人も斯 かる 信仰に 入りた く ある。 

十月 二十 七日 (水) 晴 不養生 を爲 し、 昨夜 は 睡眠 を 失 ひ、 今日は 何事 も爲し 得す、 貴き 一 日 を 

無益に 過して 甚だ 濟 まなく 思うた。 攝生は 犬なる 義務で ある。 肉體を 傷める は 靈魂を 汚が すに 劣ら ざ 

る罪惡 である。 〇 或る 地の 或る 婦人より 左の 如き 感想が 達した。 

私が 『聖， 書 之 研究』 を愛讀 いたす 様になり ましてから 彼是 十五 年 程になります。 …… 私 は 母の 信仰 

により 十 歳の 時に 小 兒洗禮 を 受け、 十八 歳の 時に 信仰告白 を 致しまして 〇〇 日本 基督 敎會 の會 員に 

成りました。 其 後 『聖書 之 研究』 を愛讀 致す 前まで は 私の 信仰 は生溫 いもので ありました。 が 研究 

誌 を 讀んで 居ります 內に 段々 と 私の 信仰が 變 つて 參 りました。 今までの 生温い 暖昧 であった 事が 神 

様に 對 して 何とも 申譯 のない と 云 ふ 様になりまして、 私の 魂に 夜が 明けまして 美しい 太陽が 昇って 

參 りました。 そして 本當に 十字架 上の H ス樣を 仰ぎ見る 事が 出来ました。 それ以来 云々 
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と。 以上 は 自分に 取り 有難い 證明 である。 自分 を 以て 「旣 成敎會 の破壞 者な り」 と 云 ふ神學 博士の 方 

方に 斯 かる 實例を 參考 して 貰 ひたい。 

十月 二十 八日 (木) 雨 臺灣某 地に 明治 大學 出身の 「學識 高大」 の 某 敎會傅 道 師臺灣 人 某氏と 云 

ふが 在る。 共 人が 其 附近に 居る 本誌 讀 者の 一 人に 語りし 事 は 左の通りで あつたと 云 ふ。 

ハ ー それ だからい けない。 あの人の 雑誌 を 私 も 昨年まで 讀 んでゐ たが、 どうしてもい けたいから 廢 

讀 して 了った。 あの人 は 聖書 を大に 誤って ゐる 者で ある。 敎會に 排斥され た 結果 あの人 は 無 敎會と 

いふ 異說を 立た ものである。 あの人の 說は實 に 冒瀆が 甚だしい。 聖書に 依る と 古 來敎會 はあった も 

ので ある。 內村は 其 旨に 背いて ゐる。 それ は內 村が 元 敎會と 衝突した 爲に 基づく。 決して あの人の 

說を 信じて はならない。 

と。 そして 尙澤 山に 自分 を攻擊 したとの 事で ある。 朝鮮に 於ても 同じ 攻乘を 加 ふる 宣敎師 並に 傳道師 

が澤山 あると 朝鮮人 某氏より 聞いた。 今に 至って 自分で 自分 を 辯 護し ない。 唯 幾た びか 本誌で 言うた 

厶  <1<1厶<<1<1<1 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶<1 厶  <"厶<1 厶厶厶 AAA 厶 

やうに、 敎會の 信者 達 は 成るべく 此雜 誌を讀 まざる やう 自分より 彼等に 勸吿 する。 『聖書 之 研究』 は 

主と し て 敎會外 の 人に 聖書 知識 を 供給す る を 以て 目的と する。 故に 敎會の 人達に は 成るべく 讀んで 貰 

ひたくない。 敎會 に拂斥 さる. 1 事 は 自分の 最も 幸福と する 所で ある。 

十月 二十 九日 (金) 曇 ヨシ ユア 記 を 讀み大 たる 力 を 得つ、 ある。 聖書 を素讀 する 丈け で 充分で 

みこ ゝろ 

ある。 別に 註解 書 は 要らない、 殊に 舊約 聖書に 於て 然り である。 聖書に 神の 聖意 を讀 んで此 世の 事 は 


どうで も 可くなる。 新聞紙 は 唯 目を通う す 丈け であって、 注意 を惹 くに 足る 記事に は 一 も 見當ら ない „ 

十月 三十日 (土) 半 毒 校正と 講演 準備と にて 相 變らす 多忙であった 。今日 家族の 者に 語った、 

西 一 了 法師 は 「願く は 花の 下にて 我れ 死なん、 その きさらぎの 望月の ころ」 と 歌った が、 自分 は 講壇の 

上 か、 テ ー ブルに 對しぺ ンを 以て 原稿 を 作りつ、 ある 間に 死にたい と。 多分 神 は 自分の 此願を 納れて 

下さる であらう。 如何で もよ い 問題で あるが、 語った 事 を 記して 置く。 

十月 三十 I 日 (日) 快 瘤 聖日に して 天長節で ある。 朝 は 七 分 通り、 午後 は滿 員の 集會 であった- 

使徒 行傳 十六 章と、 申命記 大意と を 講じた。 殊に 午後の 青年 本位の 集 會が偸 快で ある。 人に 何ん と 評 

せられ やうと、 自分自身に は 毎日 曜日の 集 會が無 間の 幸福で ある。 縦し 此上 五十 年の 活動 期限が 與へ 

られ やうと も、 自分の 爲 さんと 欲する 仕事 は盡 きないと 思 ふ。 盖 當り來 年の 末までの 講演の 題目 は旣 

に 定まって ゐる。 

十一月 一日 (月) 晴 巿內に 於て は汎 太平洋 學術 會議が 開かれつ、 ある。 目下の 自分に は關 係の 

無い 問題が 議 せられつ & あるが 故に、 自分が 傍聽に 出かける 必要 はない。 然し 斯 かる 重要なる 會議が 

我が 國に 於て 開かる、 に 至りし は 祝すべき 事で ある。 日本人 は學 術に 於ても 歐米 人の 後に 落つべき も 

のでない。 必すゃ 西洋の 學 者の 氣が附 かざる 所に 氣が附 き、 世界の 知識に 大 なる 貢 獻を爲 すで あらう- 
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十一月 二日 (火) 晴 朝早く 起きて ヨシ ユア 記 を讀み 了った。 勇ましい 書で ある。 殊に 十三 章 一 

節に 感じた。 「ヨシ ユア 旣に 年邁 みて 老いたり しが、 エホバ 彼に 曰 ひ 給 ひけら く、 汝 は年邁 みて 老い 

たるが 尙ほ 取る (征服す〕 べき 地の 殘れる もの 甚だ 多し」 と。 我等 各自 も 亦 年老いて 尙 征服すべき も 

の K 甚だ 多き を感 す。 然れ ども 祌は 我が 後に 來る 人達 を 以てして 征服 を完 うし 給 ふと 信す る。 〇 伊藤 

一 隆氏 と共に 再び 舊 同窓の 一 人た る 渡 瀨寅次 郞氏を 彼の 病床に 訪 うた。 コ リ ン ト 前書 十五 章 五十 節以 

下を讀 み、 祈禱を 共に して 辭し 去った。 過去 五十 年が 夢の やうに 浮んだ。 明治 十 年 は 昨日であった、 

そして 我等 各自の 此 f の 仕事 を 終へ て祌の 召しに 應ぜ ねばならぬ 時が 近づいた。 然し 自分 は ヨシ ュ ァ 

と共に 曰 ふで あらう、 「他人 は 知らす、 我れ と 我家と は エホバに 事 へん」 と (約 書 亞記卄 四 章 十五 

節)。 

十 I 月 三日 (水) 晴 雜誌 『日本 及 日本人』 十 一 月 號に叉 復文 學 博士 井上哲次郎 氏に 對し 多くの 

攻擊 文が 載せて あるが、 其內に 左の 言 を 見た。 

元 來曲學 阿^で 来た 男で、 基督 敎攻擊 も人氣 取りの 爲 にし、 學者 として 生命が 長かった の も 巧みに 

泳いだ からで ある。 云々 

嘗 つて は 我が 國體 擁護と 忠君 愛國 の學說 を專賣 特許に したる 井上 博士、 今 は 反って 阈體 を冒瀆 する 

不敬 を 以て^に 問 はれん とする に 到った の は、 何ん たる 皮肉で あるか。 併し 偽物 は 何時か 終に 其 化 

の 皮 を 表 はす。 彼の 國體 擁護と 忠君 愛國の 議論 は賣 名の 爲め であり、 曲學 であり 阿世であった 事が 

今更ら 顯 然と 剔抉され たの は 痛快 至極 だ。 


三十 五 年 前に は 不敬の 故 を 以て 井上 博士に 痛罵 嘲弄 せられし 我等 基督 信者 は 語らん と 欲して 語る を 許 

されす 怨を 呑んで 今日に 至り、 或は 眠りに 就きし 者 もあった が、 今日に 至り 我等なら すして、 前き に 

は 博士と 共に 我等 を 迫害せ し 人 等が、 今や 彼に 對 して 前述の 如き 富 を發 する を 見て、 我等 は 自己 を 辯 

護す るに 及ばす、 辯 護 は 之 を 「時」 に委 ぬれば 足る との 事 を 益々 切に 感ぜ しめらる。 敢て玆 に 井上 博 

士に對 し齒を 以て 齒に 報いん とする のでない。 唯 博士の 知る が 如くに、 人生に ネメ シスなる 者が あつ 

て 、 縱令 微弱 た る 基督 信者な りと 雖も、 時 到れば 其 無罪 は 無罪と して 認めら る \ こと を兹に 吿 ，：n す る 

次第で ある。 

十一月 四日 (木) 曇 夜雨。 十一月 號の 校正 を 終った。 トルストイ 論文 集の 中より、 「無抵抗に 

就て」、 「宗敎 と 道 德」、 「宗敎 と 道理」、 「何故に 人 は 自己 を痲 揮す る 乎」、 「殺す 勿れ」 の五篇 

を讀ん だ。 何れも 大 論文で ある。 論 3ほ 明晰なる こと 水晶の 如しで ある。 其^に 幾度 か 「敎會 クリス チ 

ヤン」 なる 詞の使 はれて ゐるを 見た。 「敎會 信者」 なる 詞は 自分が 初めて 作った ものであると 思うた 

が、 自分よりも 遙か 前に 杜 翁が 使って ゐるを 見て 犬に 心 を 安んじた。 彼に 在りても 「敎會 クリス チヤ 

ン」 は惡ぃ 者で ある。 彼 は 基督 敎の 最も 惡ぃ敵 は 基督 敎會 であると 言 ふて 居る。 故に 此 事に 就て 余 を 

攻擊 する 敎會の 人達 は先づ トルストイ 翁 を攻擊 すべきで ある。 トル ス トイ 論集 を 讀んで 何人も 敎會を 

尊崇す る こと は 出来ない。 

十 一 月 五日 (金) 晴 知人 友人の 間に 病人が 多い。 同窓の 渡 瀨寅次 郎君、 同志の 山 口 菊 次 郎君、 
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3： れも 重態で ある。 其 他 病院に 在る 者、 病床に 臥す る者擧 げて數 ふべ からすで ある。 疾病 必 しも" sS の 

結 ならす と雖 も、 少く とも 神の 養 吿 たる は 明かで ある。 疾病の 由て 来りし 原因 を 探りて 大に覺 る 所 

が ある。 そして 其 原因 を 取 除いて 大抵の 場合に 於て 疾病 を 癒す ことが 出來 ると 思 ふ。 

十 I 月 六日 (土) 曇 忙 がしい 日であった。 札幌 時代の 舊友 5： 藤 一隆、 宮部金 吾の 兩君 我家 を訪 

ひ、 自分と 三人 ii 坐して 今や 危篤の 狀 態に 於て 在る 渡 瀨寅次 郎君の 萬 一 の 場合に 於て 我等の 採るべき 

途に 就て 協議した。 結 極 自分が 舊友を 代表して 责 任に 當る 事に 議決し、 其 旨 を 夫人に 通じた。 斯 かる 

協議 を爲 さねば ならぬ に 至りし に 由て、 我等の 生涯の 夕 慕の 近づいた 事 を 知ら しめらる。 悲しい 職務 

であるが、 然し 避け 難き 責任で ある。 

十 一 月 七日 (日) 半晴 集會變 りなし。 朝 は 「ピリ ピ 書の 一瞥」 と 題し、 該 書の 要點を 講じた。 

是 は前囘 の行傳 十六 耷の パゥ & の ピリ ビ傳 道の 研究 を 補 はんが 爲 であった。 午後 はョ シ ュ ァ 記の 大意 

を 講じた" 此書を 讀んだ 事の ある 人の 尠ぃ聽 衆に 說明 する のであって 甚だ 骨が折れた。 前週 は 多く 此 

世の 俗事 を 持 込まれ、 それが 爲に 心の 平安 を擾 され、 今日は 思 ふやう に 熱心が 注がれす して 残念であ 

つた。 聖書 を講， f るに 方て、 俗事に 携 はる 程 惡ぃ事 はない。 

十一月 八日 (月) バビロンに 行いた。 長らく 求めつ、 ありし リス 二 アビ ズ著 r 怫敎 時代の 印度 

5-」 を 探し 當て XJI つた。 其 他 は 全く 無益の 一 日であった。 國と社 會の事 を 思 ふ 時に 我心 は混亂 する。 


自分 の 完全な る 平和 は 聖書 の 研究に 於ての みある。 然るに 舊友 ゃ敎會 信者 等が 度 々此 平安より 自分 を 

引出して 多くの 苦痛 を與 へる。 惡ぃ 人達で ある。 

十 一 月 九日 (火) 晴 近- 顷 切に 感 する は、 日本人が 依然として 宗敎 〔狄を 馬鹿にする 事で ある。 

彼等が 宗敎を 必要と する 時 は、 一 生に 唯一 一； II ある。 靑年 時代に 苦學 する 時と 死に 臨んで 平安 を 求む る 

時で ある。 其 他の 時に 於て は 彼等 は 宗敎を 無視し、 厄介物 視し、 成るべく 之に 携は ざらん と努 む。 斯 

かる 次第で あれば、 彼等に道を說くは甚だ1ポの進まぬ^?^^でぁるが、 然し 祌の 命で あれば 4- む を 得ない。 

大抵の 場 八！： は無效 であると 知りつ、 も キリストの 靈 に. 强 ひられて 之に 從事 する。 

十 一 月 十日 (水) 曇 汎 太平洋.. h 議 を傍聽 した。 人類 學 部の 講演が 面白かった。 

十一月 十一 日 (木) 雨 靑 山學院 講堂に 於て 農學 士渡瀨 寅次郞 氏の 葬儀が 行 はれた。 自分 は 札 K 

. 時代の 誓犮を 代表し 一 場の 感想 を 述べた。 1^ は 自分と！！ 窓 同信の 友で あつたが、 自分の 傳 道に は 何の 

興味 を も 有 たれなかった。 _ ^京 在住 四十 年 gl、 一  囘も 自分の 第 會には 出席せられ なかった。 然し 自^ 

は^に 對し此 お 後の 義務 を盡す ことが 出来て 感謝で ある。 然し 惟り 渡瀨！ If おに 止まらない、 札幌の 同窓 

にして 自分の 裹 業に 同情 を 表して sK れた者 は 五 人に 過ぎない、 其點に 於て 渡^ 君 は 決して；^ 外で な 

かった。 口 本人 全體 が宗敎 を 要する は 唯 最後の 場合で ある。 そして 自分が 斯 かる 怨 一一 一一 ^ がまし き 事 を 

金曰 き 列ぬ る を！ て、 彼等が m ハロ同 昔に 「彼 は宗敎 〔鬼に 應 しからざる 一一 一一 1： を 發す」 と 言 ひて 自分 を .iir むる 
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を 能く 承知し てゐ る. U 然し 德不 德は刖 として 自分 は兹 に 感慨 有 の 儘 を 書き記 さぐる を ない。 但し 礼 

^  M 窓が 今日に 至り IE 分 を 使 ふて 吳 れる _s ^を 感謝す る。 

十 I 月 十二 日 (金) 晴 昨：：： の 葬 俊に て 疲れた。 {n 界、 實 業界 宗敎界 の 人と 云 ふ 人達に 對し 

自分の 誠實を 述べた のであって、 非常に 氣 持が 惡 かった。 此 ゆの 人達に 赤誠 を 示す 程 辛ら い 事 はない。 

十一月 十三 日 (土) 晴 少しく 平靜に 役した。 ギフ ホ —ドの 『羅馬 書 註解』 に 九^ 一— 

五節の 解釋を 読み、 舊き：^仰を喚起せられて嬉しかった。 「彼 (キリスト〕 は 萬 物の 上に 在りて，々 

讚美 を 得べき 神な り」 と は 我が 信仰で ある。 此は 聖書 屮、 敲も 明， H に キリストの 神なる 事 を 示す 一一：  一 I： で 

ある。 My れ ある 事 を 神に 感謝す る。 

十 一 月 十四日 (日) 晴 集會變 りなし。 朝 は 九分、 午後 は滿 員の 禁會 であった。 使徒 行傳 十七 章 

一 —卜 節 並に テサ 口 一一  ケ 前書 一 章に 由る 「パゥ n のテサ 口 一一  ケ偉 道」 と、 約 書 亜. 書 七、 八 章 を 以てす 

る 「アイの 攻略」 と を 講じた。 疲勞 未だ 癒えす、 思 ふやう に 語れなかった。 然し 高 境に 立つ ことが 出 

來て 感謝であった。 个= も 亦 3 に 我が 救 主の 活 きて 在し 給 ふ 事 を 感じた。 

十 I 月 十五 日 (月.) 晴 -ぉ 一風 到る。 バビロンに 行いた。 俗人 ゃ敎會 52 者に 會 ふて ィャに 成って 仕 

舞 ふ。 今の 社會全 體に對 して 絕交 を宜吿 したくなる。 或は 旣に絕 交して ゐ るの かも. S れ ない。 舊友も 


新 友 もあった もので ない、 彼等 は^んな 俗人で ある" 卽 ち 人に 讚 めら る、 事を大 なる 事と 田 化 ふ 人 等で 

ある。 斯 かる 人 を 友人と 持っても 何の 〔佳に もなら ない。 天に 在ます 活 きたる キリストが 我が 友で あつ 

て 下さる。 彼れ 一 人に 友と 成って 戴いて 此^の 友 は んな 失っても 少しも 惜 くたい" 

十一 or 十六 ョ 、火) 晴 ^14. スタン レ. I. ジョン ー 'ス 氏 著 Tlie  Christ  cf  the  lu 一  liau  lica 一  1 を 

讀み 始めた。 自分の 半^紀 問の 主張 を 述べ て 吳れた 書で ある やうに 思 はれる。 「キリ ス トは 西洋文明 

と： 吶立 せす」 と 云 ひ、 「キリ ストと 基督 敎とは 同 一 の ものに 非す」 と 云 ふ。 東洋 を 代表す る 印度 はィ 

ェ スを迎 ふる も、 西洋文明 叉 は 敎會の 基督 敎を 受けす と 云 ふので ある。 勿論 さう である。 唯ケに 至り 

西洋人が 此 事を唱 ふるに _ 至った 事 を 多と する。 自分の 終生の 主張が 今や 輿論と ならん とする の 曙光が 

見えて 歡喜 に堪 へない。 或は 宗敎の 事に 於て は 日 木なら で 印度が 東洋の 先導者と 成 る の f も 知れな い 一 

孰れで も 可い。 眞の キリストが 傅 へられ さへ すれば 可い。 日本人の 全 體に輕 佻浮簿 なる， 到底 基赞敎 

の 改造と 稱す るが 如き 大^業 を 5^ たす^は 出來 まい。 

十 I 月 十七 日 (水) 曇 文學 博士 井上哲次郎 氏が 不敬 著書の 故 を 以て 社會に 責められ、 終に 贵族 

-ぉ^ 選 議員の 榮 職を辭 する に 至れり との 事 を 今日の 新聞紙に 讀み、 感慨無量であった。 若し 天上の 我 

が 生みの 父が 此事を 聞いたならば、 さぞ かし 同一 の 感に打 たれる であらう。 n 本人 中 我 {V 展の 一 族 程 井 

上 氏に 苦しめられ たる 者 はない。 先妻 加壽 子の 如き、 此の 苦痛 を 呑んで 死に 就いた ので ある。 そして 

自分 を.，^ 敬 漢と稱 し 篤り、 二十 年 社 より 葬りし 其 井上 氏が 三十 五 年の 後に、 M じく. 个敬漢 と 幾ら 
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れて、 社^より 葬り去られん として 居る は實に 不忍議 である。 「人 を議 する 勿れ、 汝も議 せらる ベ 

し」 と 云 ひ、 「仇 を 返す は 我に 在り、 我れ 必す之 を 報 ひんと 主日 ひ 給へ り」 と 云 ふは斯 かる 事 を 言 ふ 

ので あると 思 ふ。 井上 氏に 對 して 氣の毒 千 萬で あるが、 然し 宇宙の 法^が 然 らしめ たので あるから 止 

む を 得ない。 それにしても 自分自身が 同じ 罪 を 犯さ る やうに 努めなければ ならない。 

十一月 十八 日 (木) 晴 同窓同級の友なる麇^：^第七高等學校前校長岩崎行親君が來るニ十三日古 

0 の齡に 達す る の で 祝賀の 會が 催さる 、由に 就き、 自分 も 魔 島 ま で往 いて 之に 列席 せん と 思 ひしが、 

他康と仕^*とが之を許さす、 依て 今日 演說の 原稿 を 草して 同 君の 許に 这 つた。 友人 中に 七十 歳に 達す 

る：^ ある を 知りて 自分 も 老人に 成った 事 を 知る。 然し 毎日の 仕事に 逐 はれて 年の 邁むを 忘れる。 近頃 

に 至り 五十 年紀 念と か、 七十 年 祝賀と か 云 ふ ものが 頻々 とやって 來 るので、 頻 りと 老人 風が 吹いて 甚 

だ^ 氣味惡 く感 する。 The  christian  is  always  a little  child  (基督 信者 は jrol に小兒 である)。 歲を 

数 ふる は 財を箅 ふると 同様の である。 On  and  on! (進め、 進め) である。 

十 I 月 十九 日 (金) 晴 英文 雑誌の 論說を 書いた。 午後 は 近郊に 出 養生 中の 孫 女 を 見舞うた。 世 

界の大 問題 を取极 ひ、 同時に 亦：：： 几 女の 幸福 を計畫 す。 大 にもな ら すば な らす小 にもな ら すば ならない。 

そして 大 にあれ、 小に あれ 爲 すべきの 義務 を 果たさねば ならぬ。 

十 I 月 二十日 (土) 晴 在 獨逸祐 之より 興味 溢る、 通信が あり 身 振 ひする 程 嬉しかった。 彼が 善 


き 信仰の 友を與 へられ、 ^界 的敎 化に 深き 興味 を 持た しめらる &に 至りし 事 を 知りて、 實に言 ひ盡さ 

れぬ 感謝であった。 キリスト を 信す る 親と して、 其 子の 靈 魂の 歌 態が M 取 も 案じられる。 他の 事 はどう 

であっても、 信仰 を 失 はれて は堪 へられない。 然るに 神 は 我等の 日夜の 祈り を 聽き給 ひて 稷々 の奇し 

き 手段 方法 を 以て 彼の 靈魂を 守り 給 ふ。 有難く つて 耐ら ない。 願 ふ 子々 孫々 に 至る まで 我.； M に キリス 

トを崇 むる 信仰の 絶え ざらん こと を。 

十一月 二十 一日 (日) 晴 多忙の 聖日であった。 午前 は r ァ テンスに 於け る バウ 口」 に 就て 語り、 

午後 は 傳道會 とし、 昨日 獨逸祐 之より 来りし 通信に 由り、 アル ベルト. シュ ワイツ H ルの 阿弗利加 傅 

道に 就て 語り 寄附 金 を 募りし 所、 二百 六十 八 を 得て 感謝であった。 直に 之 を クリス マス 贈物と して 

シュ ワイツ H ルの會 計 主任に 途る ことにした。 な，' 日 も 亦 北大 總長佐 藤昌介 氏の 出席 あり、 晝食を 共に 

し、 昔 を 語り、 將來を 計りて 偸 快であった。 

十一月 二十 二日 (月) 晴 多摩川の 畔の 友人の 家に 養生して ゐる孫 女 を 見舞うた。 彼女の 恢復し 

つ \ ある を 見て 喜んだ。 歸途 或る 婦人の 昨日 講堂に て 病に 權 りし 者 を 見舞うた。 歳が 邁 むに 循 つて 用 

事は增 し、 責任 は 重くなる 計りで ある。 然し 福 昔 はま だ澤 山に 說 かざる ベから す、 自分 はま だ 弊れ て 

はならない。 神 は 最後まで 自分 を 支えて 下さる と 信 やる。 

十 一 月 二十 三日 (火) 雨 雜誌 編輯に 全 曰 を 費した〕 多くの 不思議なる 事 を 聞かせら る。 我が 所 
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に 書 を 研究に 來る； i< ^にして 其 子女 を 天主 敎の學 校に 送りて 少しも 怪しまざる 者が ある。 叉文舉 博士 

井上 ST ナヘ 郞氏 を.，^ 敬の 故 を 以て 失脚せ しめし 文部省が 其 直轄の 下に 在る 學 校の 生徒に 西洋の ダンス を 

敎 へて 之 を 公衆の 前に： M ぜ しむとの^ である。 ^の 中の 事 は M が 何やら 自分に は 解らない。 ^仰 は w 

である 乎、 忠君 愛國は 何で ある 乎、 解らない。 唯^に 附隨 して 其 惡評を 蒙らなければ. W いので あらう" 

或は 米國が 亡ぶ る 前に 曰 本が 亡ぶ るので ある 乎 も 知れない。 或は 岩 倉、 大久保 等に 反對 せし 火 两 鄉に 

ゃは り iylw^  C 明が ぁ つ た の かも知 れな い 。 

十一月 二十四日 (水) 晴 感謝の. 5： に雜誌 十二 バ號の 原稿 を 書き終った。 是 でん/年 も 亦 滞りな く 

無 維に < f 部を發 行す る^が 屮：： 來る。 ^ 康 さへ 許せば まだ 3： 十 年 も 綾け る 事が 出来る。 此んな 化 樂が他 

に M 處に 在る 乎。 倦す、 苦しから す、 人 を 益し、 自分 を 益す。 是が 完全なる 仕事で ない 乎。 政治で も. 

實業 でも、 然り风 T 究 でも、 聖書の 研究に 校べ て、 つまらない 仕事で あると 云 はざる を 5：: ない。 今日 も 

或る 社パ彝 通より 政ュ m 界-: 示敎界 の 行き：^; 1 り の 狀 態を聽 かされて 、 自分 の 如何に 惠 まれた る 者な る 乎を感 

ぜ ざる を 得なかった。 お：； い！？ にフ レ デリック • ゴ ー デ ー 先生の 寫眞を 掛けて、 之 を 仰いで 常に 先生に 傚 

ひ 我が ：セ， を 1,? 書の 研究 を以 つて 終らん と 欲する。 唯往々 にして 宗教. 冢視 せられ、 々の此 ゆの 問題 

を 持 込まれ、 我が 平安 を 妨げられて 迷惑す る。 宗敎 家に 非す、 神の 言なる 紫 書の 研究者で ある。 二者 

の 間に I 一 泥の せ， n が ある。 

十一月 二十 五日 (木) 曇 阿弗利加 洲怫領 コンゴ ー 國 リムべ レネ ー に 土人の 爲に 病院 を 設け、 併 


せて ii 昔 偉 播に從 事し つ k ある、 祌學 者に して 昔樂家 併せて 醫師 なる アル ベルト ，シュ ワイツ H ルの 

事業に 對し 心ば かりの 贊成を 表せん が爲 に、 內村樂 書 研究 會を 代表し 少額の 寄附 金 を 送って 非常に 嬪 

しかった。 昨た やの クリス マ スには 持 地 夫人 を 通う して 獨 逸の 贫兒に 少しば かりの 贈物 を 送る を 得しが I 

今年 は 阿 = ^利 加に 人の；： 几 童 療養の 爲に 我等の 心 を 向ける ことが 出来て 犬なる 感謝で ある。 額 は 少なり 

と雖も (八， 年 も 昨年と：！ 1： じく 三百 圓以： ^である) 口木 人が 歐洲 人の 傳道 事業に 參加 する？ であるが 故 

に 其 意味 は 深お である。 想 ひ 見る、 赤道 直下の、 i 巴 蕉の葉 を 以て 葺 きし 病 舍に 於て ドクトル • シュヮ 

イツ H ルが 我等の 同情の 印に 添 ふ 我が 書翰 を讀む 時に、 彼の 心 は 如何ば かり 慰めら る、 ことで あらう- 

我等 は 常に 博士の 著書に 敎 へらる、 者で ある。 時に 少しく 彼に 報 ゆる 所な くんば あらす。 一子 祐 之の 

歐洲 §m 吊が 機會 となりて 斯 かる 事業に 參加 する を 得る は M たる 幸 幅ぞ。 


十 I 月 二十 六日 (金) 晴 午前 は 講演の 原稿 を 書き終り、 午後 は 孫 女 を 伴れ て 多摩川 遊 1? に 遊ん 

だ。 お や ペリカン 爲を 見て 樂ん だ。 猿の 群が 金網の 內で生 #兢 (半す る 狀態を 見て 悲ん だ。 人類 も 神 

の 道 を 知らざる 者 は 之に 類す る 生涯 を 送 るので あると 思へば 悲しみに 堪 へない。 近頃 益 々 切 に感す る 

事 は 西 作文 明の 決して 基督 敎 文明に あらざる 事で ある。 一 一 者 は 相反す る 者であって、 其 兩立は 不可能 

である。 ゅ界 た戰 ゆが 此 -を 最も 明かに 證 明した U キリス 卜の； if?! 曰に 基ゐ する 新 文明が 現 はる、 にあ 

ら ざれば 文明の 破滅 は 何よりも 確かで ある。 唯 歎すべき は r= 本 國が此 事 を 知らす して、 猶ほ此 上に も- 

西洋文明 を 採用 せんと 爲 しつ、 ある 事で ある。 西洋文明 是れ 滅亡 文明で ある。 スべ ングラ ー 博士が 一ず 
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ふが 如し" そして 西洋文明の 一面と して 認めら る &敎會 の 其」 督敎も 亦 旣に其 終： お を 確かめられ たる 者 

である。 

十 I 月 二十 七日 (土) 晴 ^はしき 小 ^日和で ある。 々の 山茶花、 か、 き 亂れ、 ^にも K さるの ^ 

けさで ある〕 ベ ンを 走らせて 多忙であった。 伍し 內 にも 外に も 病人の 多き を 悲しむ。 一人が 治りたり 

と 思へば 他の 者が ^1 む。 近^ 醫 學の效 が 疑 はれる。 多分 開 闘以來 今日 程 病人の 多い 事 は あるまい リ 

痛 歎の 極みで ある。 

十 一 月 二十 八日 (日) 晴 午前 も 午後 も殆 んど滿 員の 會 であった。 午前 は行俾 十七 章に 於け る 

「ァ テンスに 於け る バウ 口の： M 說」 に 就て、 午後 は r 士師記 大意」 に 就いて 語った。 不 相變樂 しき 會 

合であった。 架 書 到る 所に 此^の 人の 知らざる 不思議の 露 理が 伏在して ゐる。 之 を 探り出して 語る が 

犬なる 偸樂 である。 我等 は^ 日毎に 此豐 かなる 饗 筵に 與 りて 感謝に 堪 へない。 此日叉 寸暇 を 得て 同窓 

伊藤 一 隆 氏の 禁酒 事業 五十 年紀念 會に屮 I 席して 簡 短なる 感想 を 述べた。 

十 I 月 二十 九日 (月) 晴 疲勞の 一 日であった。 縫に もぐりて 休んだ〕 新聞紙に 昨日の n 曜日 

を 以て 終りし 目 お の 馬恭寶 上 高が 一 一 百 五十一 一 萬で あると 読んだ。 若し 此金を 支那 义は 阿弗利加の 

傅 道に 使 ひしなら ば、 さぞ かし 日本の 國 威が 投るだ らうと S やった。 競馬に 使 ふ 金 はあって も 慈善 や 傅 

道に 使 ふ 余 はない。 然し 此 事に 就き 日本人ば かり 青； める 事 は出來 ない。 過る 夏 米國ヒ ラ、 デ ルヒャ に 於 


て 行 はれし 拳闘に 於て、 米國 人が 入場料 並に 賭 金と して 使 ひし 金高 は 三千 萬 弗 (六 千 萬 翻) を 越えし 

ならん との 事で ある。 孰れ も s§ の 世の 出来事で ある、 米國も 日本 も此 事に 就て は 何の 擇ぶ所 はない。 

斯 かる 世に 在りて、 我が 同志が 我が ー實の アツ ピ ー ル (哀訴) に應 じて 阿弗利加 俾 道の 爲に立 所に 數 

百圓の 寄附 を爲 して 吳れた 事 は 感謝の 至りで ある。 

十一月 三十日 (火) 晴 朝起きて 霜 を 庭に 昆た。 柿の 葉 は 落ちて 實は 小なる 提燈の 如くに おに 垂 

る。 朝日に 對し 左の 如くに 口す さんだ。 

秋 は 秋と して 善し、 夂 A は 冬と して 善し。 春 は 春と して 善し、 夏 は 夏と して 善し。 貧 は 貧と して 善し、 

富 は 富と して 善し。 老は老 として 善し、 若 は 若と して 善し。 神に 依り 賴 みて 如 M なる 時期 も 如何な 

る 境遇 も 善から ざる はなし。 多分 死 は 生 丈け 善く、 或は 生 以上に 善く あらん。 

十二月 一日 (水) 雨 神の 御惠 みに 由り 幼な き 者 其 病 を 癒されて 家に 歸 つた。 一同の 大 感謝で あ 

つた。 最小 者の 爲に 丁冢擧 りて 努力した、 それが 爲 めに 健康 以外に 他の 多くの 恩 惠に與 る 事が 出来た。 

若し 一 國の 政治 も 其 貴族 や 富豪の 爲 ならす して、 最 貧者 叉 は 最小 者の 爲に行 はる- - ならば， 國 5^ 全體 

が 思 はざる 大恩 惠に與 るで あらう。 強者の 爲に 計って 弱者の 爲に盡 す 程 幸 ひなる 事 はない。 

十二月 二日 (木) 晴 サム エル 前書 を讀 んでゐ る。 非常に 面白い。 此上 聖書の 外に 何 をも讀 むの 

必要 を 感じたい。 そ は 聖書が 取极ふ 以上の 問題 を 取扱 ふ 書 は 他に ないから である。 殊に歐米の！^書學 
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者の 省い た 書 を讀む に 及ばない。 彼等の た 多數は 信仰の ない 人 等で あるが 故に、 彼等の if 誉の a- 方 は 

大抵 問 遠 つ て ゐ るに 相違な い 。 自へ の 仰 の 赏 驗を以 つ て ^書 を讀む 文け で 充分で あ る。 

十二月 I 二日 (金) 晴 雜誌 校正に 全 n を 費した。 今日 或 人より 聞いた^ であるが、 今；！ の 井上 折：： 

次郞氏 脚に 就き 氏に 封し 一 人の 同情者な き は實に 不思議で ある。 三十 五 年 前の 自分の 場合に 於て は、 

少数な りと 雖 も- 公 然と 自分 に 同情 して 自分 を 辯 護して 吳れた 者が あった。 然るに 多く の 隨從者 を 有 

せらる」： 上 氏に 對し 一 人の 立って 公然と 氏 を 辯 護す る 者な き は 何たる 悲慘义 無慈悲で ある 乎。 此世 

の 友と は 此んな 者で ある 乎と 思 ひ、 井上 氏に 對し 同情に 堪 へない。 井上 氏 八：' 日の みじめ さは 到底 三む 

五 年 前の 自 八つの そわに 比すべく もない。 自分の 方が 氏に 比べ て^かに 幸 幅であった。 

十二月 四日 (土) 晴 装^ 到る。 不相 變日嚯 ほの 準備に て忙 はし。 新聞紙の 報道に m れば 漆洲の 

大政： m 〔氷 ii- は 近き 將來に 於て 太平洋に 第一 一 H 世界 戰 (辛が 闘 はるべ しと 云 ひ、 叉露國 大政， 治.： > ぶ 廿_ ^は 之に 

次 い で 英米 の 火 經^ 戰が闘 はるべし と預 言 せし と 云 ふ。 戰- 印义戰 一が で あ る 。 戰 (+ を錢す る爲の 戰 (サ で 

あった 過般の ゆ 界.^ 戰 一が は 後から 後へ と 大戰举 を 起しつ 、ある。 人 ii が戰 爭を錢 せんと すれば 戰爭は 

おの 

益々 起る。 祌 を！：！ じ 敵に 讓り戰 ^を爲 さぐれば、 戰爭 は自づ から.^ み、 敵 も 亦 終に 亡ぶ。 此ん な確實 

た る- 个 和と 勝利 のへ；^ あるに 拘 はらす、 戰ふ にあ ら ざ れ ば 勝 つ 能 はす と：^ す る 所誚 文明 人 の 心根の 淺ま 

しさに 驚かざる を ない。 


十二月 五日 一日) 晴 午前 は .PC: 五十人、 午後 は 二百 五六 十 人の 集會 であった。 午前 は 「基督 敎と 

两洋 文明」 と題して？^^敎を試みた。 西洋文明 は 其 根本に 於て は 基督教と 相戾る 者で あるとの 趣意 を述 

ベた。 ャ後は講堂に溢る.^靑年9?^女に向ひ舊約|^書路得記の大意を述べた。 之 を 「イスラ H ルの 女た 

风 r」 と稱ん だ。 貝 原 益 軒が 之 を讀ん だなら ば、 さぞ かし 驚いた であらう と言うた。 兹に 基督 敎 化され 

たる 東洋 思想が 實 際に 行 はれた ので ある。 路得 記の 美 はし さは 西洋人に は 解らない、 東洋の 基督 信者 

を 待って 其眞 意の 在る 所を鬧 明す る 事が 出来る。 相 も變ら ざる 忙 はしい 樂 しい 日であった。 

十二月 六日 〈月」 曇 休 移 日に 係 はらす 雜誌校 ：.^- を 了った。 其 他 々と 用事が ある。 休日と て は 

ない。 或は n ；:^ M で あると 云 ふ 事 も出來 やう 。 

十二月 七日 -火) 曇 夜 大雨。 . ^入 甘 水 氏の 結婚 披露 會 あり、 招かれて 帝圃 ホテルに 行いた。 無 酒 

实會 で あ つ て fi: 分 等に 取りて 氣持 好き 會合 であった。；^ 多に 斯 かる \ま 合に 出席 せざる * とて 训 世界に 

在る が. g  くに 感じた。 

十二月 八日 (水) 半晴 咽^ にて 何も 爲 し^なかった。 然し M も爲し 5£ ぬ 時に 信仰 生涯に 立 還 

つて 反って 幸福で ある。 事を爲 すため の 生 一 ^でない、 信じて 祌を 知る 爲の 生涯で ある。 活動 活動と 稱 

して 依り 頓む を. g ら ざる 米！； 流の 生涯 は 神 を 離る i 化，々 遠き に 至る 生涯で ある。 祌が屢 々疾病 をドし 

て 我が身に ズ レ —キを 加へ 給 ふ はまこ とに 感謝す ベ き で あ る。 
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十二月 九日 (木) 晴 寒氣强 し〕 サム エル 前書 十四. n より 二十 丁眾 まで を 情んだ。 サゥ， と ダビ 

h の 話であって、 3： 陰んでも 其 フレッシュ (生々) さ を 失 はない。 十七 章の ダビデ 對ゴ リア テの記 

事の 如き . ^者が 此 ゆと 戰ふ 時の 狀態を 書いた 者と して 萬^ 盡 きざる クラシック (, ^典) である。 - 

, に 近代の 考 I 的 研究に 由り、 ペリ シーア 人の： E たりし 乎が 略 ぼ sns るに 至って、 ゴ リア テ對 ダビ 

テの 一騎 打の 意味が 益 々深くなる。 〇 午後 牛 込神樂 坂に 石 黑忠直 翁を訪 M し、 今より 六 七十 年 前の.，. 

學ぉ究 の 困 鄭 に 就て 聞き、 多くの 貴き 教訓 を 受けた。 翁の 前に 出て は 自分の 如き は 一 靑年 である。 常 

に 他人の 先生にば 力り 成って 居る 自分の 如き 者 は、 度々 自分より 遙か 年長者の 前に 出て 訓導して 貰" 


十二月 十 曰 (金) 晴 ¥M:K 學 文庙， 屮の ケムブ リツ ヂ大學 支那 學敎授 ガイルス 氏 著 『支那の 

i を 蒙 大に學 ぶ 所があった。 殊に 陶淵明 作 i 素き が tsl の 内 I も 美く しい 者 

の 一 であるとの 意見 を讀ん で、 今更ら ながらに 其の 觀 察の 適切なる に 敬服した。 東洋 こホ— ム なしと 

の說は 今に 至り 全然 之 を 打消さ，. る を 得ない 。或る 意味に 於て 『歸 去來』 はホ ー ム、 ス ヰ！、 ホ 1 

ム 以上の 謹 歌で ある。 束洋 に 東洋 流の ホ丄が ある、 唯 之 を キリストに 聖め てい， く I が ある： 

キリスト を迎へ て 東洋 は 西洋 以上の 文明 を 作る ことが a: 來る との 信念が 益々 確實 になった。 

十二月 十一 曰 (土) 晴 雜誌 十二月 號を薦 した。 是れで 今年 も亦滯 りなく 全部 靈する ことが 


出 來て大 なる 感謝で ある。 靜 かに 聖書 を 研究し、 靜 かに 研究の 結果 を 紹介して、 日本！； に 對し大 なる 

善事 を 成就す る 事が 出来る。 政治 ゃ社會 事業に 關與 して 永久 的に 何の 益す る 所 はない。 我が 共働 者 は 

形し と雖も 少しも 憂へ ない。 自分 は 自分の 領分に 於て 獨り キングで ある 事 を 確信す る 。 

十二月 十二 日 (日) 晴 集會變 りなし。 午前 は 「基督 敎と 東洋 文明」 に 就き、 午後 は 撒 a! 耳 前書 

大意 を 述べた。 此日 瑞典國 大學巿 ウプサラの 牧師 ドクトル • ヘルマン. ネアン， デル 氏の 訪問 を 受けた。 

ケ：-;^^1なる北歐の基督的紳士でぁって、 一面して 深き 親み を 感ぜざる を 得なかった。 歐洲に 於け る 第二 

：" 敎 改革の 必要 を 持 出せし 所、 氏 は 自分の 思 ふ 通りに 思 ひ 居る 由 を 答へ た。 氏 は 曰 ふ r 歐洲 人全體 

.ム 必要 を 認めて 居る、 然れ ども 斯 かる 改革の 欧洲 人に 由て 行 はれす、 歐洲 以外、 多分 n 本より 始ま 

るので はない 乎と 思 ふて ゐる」 との 事であった。 意外の 事 を 開いて 自分 は 驚いた。 氏 は^ 辭を言 ふや 

うな 人で ない、 然るに 氏の 如き 名士より 此事を M いて、 自分 は此事 を. 5^ ぐる 爲に 神が 氏 を 自分の 許に 

送って 下さった ので はない 乎と 思うた。 氏 は 頻りに 自分に 歐 洲に來 りて 日本に 於て 說 いて ゐ ると 同じ 

福 昔を說 かんこと を勸 めた。 自分 は 答へ て 口うた、 若し 自分が 歐 洲に往 いて 欧洲 人に 第二の 宗敎 改革 

を 促す ための 一助と 成るならば 自分 は往 くこと を辭 せす と。 氏 は 改革の 方法の 委細 を 尋ね、 最後に 自 

分の 寫眞を 撮り、 快談 一時間 半に して 歐洲に 於け る W 會を 約して、 ^き 握 乎 を 交へ て 別れた。 實に夢 

の やうな 話で ある。 或は 夢が 事實 となりて 現 はる、 や も 知れぬ。 間く 瑞典 園に 於ても 『余 は 如 3： にし 

て 基督 信者と なりし 乎』 の瑞典 譯を讀 みし 者多數 ありて、 自分 は 彼！； に 於て 旣に 多數の 同情者 を 有す 

と。 因に 記す、 ネアン デル 氏 は 瑞典國 赤十字社 を 代表し、 過般 行 はれし 日 木 赤 ト字社 設立 第五 十年紀 
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念會 に^ 席せ ん爲 に遙る 々 々渡.^ された の である。 

十二月 十三 日 (月」 曇 昨ロの瑞典^^士との會昆で非常に疲れた。 ！：-ルれでは歐洲に；^きて第ニの 

宗敎改 革 促進 運動に 4 タ 加す るなら ば 疲れて 死んで 了 ふと 思うた。 n 本に 在りて 靜 かに チ = ま で 通り 働 

くの が 唯一 の途 である こと を i{ やった。 1： とか 改革と か 聞く と、 直に 氣が 立って，， J ふ。 歐 洲に往 いて 新 

敎 徒と 羅馬； 大主教 徒との 問に 挾って、 自分の 主義 を 主張す るなら ば、 それ こそ 磨 n の 間に 人って 潰さ 

わるまで ある U 自分の M 情 は 勿 41 新教徒 の 上に 在る。 然し 乍ら 他人 の i" 嘩を 自分に EM ふ は 腹で あ る。 

歐米 人が 敎會的 X 哲敎を 全然 衆 つるまで は 本當の 信仰 は 起らない。 其の 如何に 困難なる は 歐米を 知 る 

者の 能く 知る 所で ある。 若 かす 日本に 在りて 無 敎會的 基督 敎を實 行して 之 を に； 小さん に は。 幸に 英 

文機關.^.|の有るぁり、 之 を 以て 我が 立場 を 海外に 示す ことが 出來 る。 

十二月 十四日 一 火) 雨 雜ゅ④ 編輯に 全日 を 費した。 眼が 疲れて 困難で ある。 然し み：： f: みはす が 

故 に ^5し5:^な いで はない。 や， 上降ド の 御 重態 を 御 案じ 巾 上げる。 

十二月 十五 日 (水) 雪 お"；： 小" 时立 第一 高等 女 學校第 四 年生 二百 五十 餘名、 敎頭 並に 其 他の 職： IR に 

引率せられ、 共」 哲敎の 話を聽 かんとて 我が 聖書 講堂に 来る。 共に 讚美歌 五十 九桥 六十 番を歌 ひ、 次ぎ 

に 生 ii^ 總代 §： 人の 感話 あり、 終りに 自分 は 馬 太傳ー 一章と 路加 傳ー 一章と を讀 み、 クリスマス の 意義に 就 

いて 一 時 問に 涉る 講話 を 試みた。 一 同靜肅 に謹聽 して 吳れ た。 斯 くして 家に 居ながら た 傅 道が 出來て 


感謝であった。 第一 府立 高 女の 生徒が 我敎を 聞かん とて 此 所に 来りし は 之で 第三 囘 である。 そして： i: 

を贯 一ぬ る 毎に 興味 は增す 計りで ある。 公立 學 校の 生徒が 職員に 引率 せられて、 禮を 厚う して 敎理を 聞 

かんとて 泥濘 を 冒して 訪ね 來 ると 云 ふので ある。 * 督敎は 日本に 在りて 斯 くまで 進歩した。 敎會 で 爲 

十が 如くに 自 から 進んで 信者 製作 に 努力す る 必要 は 少しもない。 日本人 は 敎會の 基督教 を 嫌 ふけれ ど 

もィ H ス キリスト は 之 を歡迎 する。 昔の 儒者 は c5 ながらに して 天下の 靑年を 自己に 引附 けた。 基督 敎 

の敎師 にも 此權 威が 無くて はならない。 所謂 招聘に 應 じて 我れ より 屮 I て敎 ふる 時 は旣に 過ぎた。 今よ 

り 後 は 彼等より 來て 我が 敎を受 くべき である。 是れ 東洋人が 敎を 受け 父 之を授 くる 途 である。 敎師は 

之 を 呼び寄せ、 敎師又 招かる K を 名 * とする は：： 疋れ西 作 人 殊に 米國 人の 爲す 事であって、 我等 日 木 人 

は斯か る 惡風を 全然 排斥す ベ き で ある。 <! も 又 生徒 總代 の 感話を 聞い て キリストの 精神が 如何に 深く 

我圃 人の 間に 泌み 込みし 乎 を 知らされて 感謝であった。 

十二月 十 六日 (木) 曇 聖上 陛下 御 重態の 報頻々 として 到り 「同心 を 痛め 奉った。 我等 草莽の 臣- 

如何にして 御 同情 を 表し 巾 上げて 〈且 しき や を 知らない。 只 全能^の 前に 我等の 苦痛 を訴 ふるのみ であ 

る。 それと 同時に 「祌ょ 我等の 愛する 此日 木阈を 護り 給へ」 との祈禱が心の輿底ょり^？^屮：；づるを禁じ 

得ない。 

十二月 十七 日 (金) 晴 孫兒の 病氣が 殆んど 全治し、 * 族 一同 元氣附 いた。 ^の 病兒 にして 治疲 

の资に 乏しき 者の 爲に少 額 を獻じ て 我等 の 感謝 の 意を^^- し た。 健康 の 小兒の 面を眺 むる に 勝 さ る 快事 
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はない。 天 國が 我が 面前に 開展 されし やうに 感 する。 外出して 玩具 を 買 求め、 其 笑 額 を 見ん として 家 

路を 急ぐ 其 快 樂は實 に 特^で ある。 此は單 なる 「煩 惱」 ではない、 神が 萬 物 を 愛し 給 ふ 其 愛が 我等に 

附 けられし 者で ある。 r 汝惡 者なる に 善き 賜物 を 其 子 (孫) に與 ふる を 知る、 沉 して 天に 在ます 汝 

等の 父 は 求む る 者に 善き 物 を予へ ざらん 乎」 との イエ スの 御言 葉の 深き 意味 は 人生の 斯 かる 實驗に 由 

て 解る ので ある。 子 を 持って 知る 親の 恩、 孫を與 へられて 知る 神の愛と 言 はん 乎。 まことに 有難い 事 

である。 

十二月 十八 日 (土) 暴 1! 降下の 御 不例 益々 良しから す、 七 千 萬 同胞と 共に 深き 憂愁に 沈む。 家庭 

の 祈禱は 主として 此 一 事に 注 紫 さる。 斯 かる 場合に 於て 日 木國は 一 大.； 1^ 族なる を 感得す る。 治者と 被 

治者で ない、 父と 其 子供で ある。 我國に 元始 時代の 此の 美 はしき 關 係の^って ゐる事 を 感謝す る。 願 

く は その 永久に；：^ 綾 せん 事 を。 

十二月 十九 日 (日) 晴 昨夜 北海道 新 英洲を 思 出させる やうな 大 吹雪が あった = 東京に は 稀れ な 

る 事で ある。 〇 今年 最後の 研究 會 であった。 朝 は 「基督教と 日本」 に 併せて 「歳末の 感」 に 就て 語つ 

た〕 感滿 ちて 後 は 少し ボン ャリ とした。 午後 は サム エル 前書 十七 章に 於け る 「ダビデ 對ゴリ ャテの 格 

岡」 に 就いて 話した- ゴリ ャテは 西方の 物質主義 を、 ダビ テは 東方の 信仰 主義 を 代表して、 相對 して 

闘って、 東方 卽 ち.^ r. 日で 云 ふ 東洋の 代表者が 勝った 所以 を 述べた。 斯 かる 活氣 ある 問題に 就いて 述べ 

て 心 は 熱せざる を 得なかった。 午前 午後 共に 先づ滿 足なる 講演であった。 是 で先づ 今年 も 一 囘も缺 か 


す ことなく、 樂 しき^ 書 講演 を 終る を 得て 感謝の 至りで ある。 後 幾 ハ牛綺 くこと であらう。 縦し 百年で 

も 苦しくない。 敎會 や-〕 n; 敎師に 使 はる k にあら すして、 自 から 願うた 此 業に 從 事す るので あれば、 其 

興味 は； 時に 成っても お  1, きない。 斯んな 有 雉い^ はない。 ヒ たび 人 問に 生れ 來て も： 1： じ此 業に 從^ す 

るで あらう。 

十二月 二十 to  (月) 晴 两 館の 眼科 醫 虎渡 乙 松 君 永眠の 報に 接して 悲しんだ。 界は 最も 忠實 なる 

同志の 一 人であって、 我等に 取りて は 北海の 鎭 であった。 君 去りて 北海道に 行く は  一 億劫に なつ 

た。 惜しい 人物であった。 

十二月 二十 一 日 (火) 曇 ^.^末の？5勘.：^を^した。 隨分 面倒で ある、 然し 此 I に" is る 間 は.^. む を 

得ない。 拂ふ 丈け 拂 へ ば 神 はまた 瞥- かに 與へ給 ふ。 そして： 引き 與 へ らる 卜 E 问は與 ふる 高よりも 多く 

ある。 其 意味に 於ても 與 ふる は 受 くるよりも； i ひで ある。 0 今日；！^ 志と 談 じた 事で ある、 日本に^^て 

基 哲敎は 怫寺的 其」 督敎と 爐 者 的 基督教と に^れつ 、ある" 愛^ち おなさけ に 依る * 督敎と 道義に 依る 

某- 督敎 に刖 れつ、 ある U 日 木に 於て は 佛敎は 全體に 町人の 宗敎 であり、 儒 敎は 武丄の 道であった。 そ 

して 敎會の 基督 敎は 寺院の 怫敎の 代りに 町人に 迎 へ られつ k あり、 無敎會 主義の 基督教 は 儒 敎の 場所 

を 取りつ & ある。 M れ にしろ 近代の 基督 敎會が 著る しくお 寺 化し た^は-， はれぬ^ 實 である。 之に 對 

して 我等 は嚴 格なる 道義 的の、 純ピ ュ— リ タン 的の « 督敎 の發逹 を^ら たければ ならない。 
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十二月 二十 二日 (水) 晴 冬至で ある、 二階の 橡 側より 日の出 を 見た。 莊嚴 であった。 此んな 者 

は 他に はない。 鎔けた プラチナの 光 を 以て _&徑 八十 六 萬 六 干哩の 火の玉が 虚空の 深みより 昇り 來 るの 

である。 此は 柏木の 二階より 見る も、 太平洋の 中央 或は アルプスの 頂上より 見る と 同じ 太陽で ある。 

あさ 

之 を 「我が 玉」 と 見て 差 支がない ので ある。 今日 <F 頃 三越 や 天 賞 堂の 店に 於て 寶石を 漁る 馬鹿者 ども 

の 心が 憐 まれる。 晝は 太陽、 夜 は オラ イオン 星と 大犬 星と 小犬 星、 そして 死んだ 後 は 永遠の 神の 國、 

是 等が 彼の 恩寵に 由り 我が 有で あると 知りて、 人生 他に 何物 を 求む るの 必要な きを 感 する。 

十二月 二十 三日 (木) 晴 丸 善へ ヒャ カシに 行いた。 購 ふべき 書物に 見當ら なかった。 英文の 西 

比 利 亜 地圖 一 葉と 支那 小史 一 冊 を 買って 歸 つた。 歳末に 際し 相變 らす此 世の 小事に 累 まりて 心努 する、 

然し 萬 事 を 彼に 委ね まつりて 安心で ある。 今年 も亦爲 すべき • は 凡て 爲 して 了 ひ、 拂 ふべき 勘定 は 凡 

て拂 うて 了った。 之で 先づ 今年 も 亦 愛の 外に 何の 負 ふ 所 はない。 

十二月 二十四日 (金) 晴 聖書 研究 會 午後 之 組の 委員 慰 勞會を 開いた。 其 内 醫學士 §： 人、 文學士 

一人、 外 一 人で ある。 彼等 は 喜んで 玄 關番、 書籍 販寶部 等の 賤 役に 當 つて 吳れ る。 實に 感謝の 至りで 

ある。 今や 研究 會 全部が 平信徒 的で ある。 其： s: に 一 人の レ ベ レ ンド (免許 を 得た る 敎師) 又は 祌學生 

しろ 3i 

は， i5 ない。 又^^門の音樂者が居なぃ。 全部が 素人で ある。 其點に 於て まことに 氣 持の 好い 参 合で ある" 

會計は 少しの 剩餘金 は あるが 不足 は 少しもない。 まことに 平和なる 平信徒の 團合 である。 


十二月 二十 五日 (土) 晴 今日 午前 一時 二十 五分 大正 天皇陛下 崩御 せらる。 恐龍に 堪 へない。 同 

時に 昭和と 改元 せらる。 近頃 頻りに 思 ふ 事 は 日本 を單に 日本と して 見て はならない 事で ある。 日本 は 

世界の 日本であって. 特に 東亞の 日本で ある。 東京 はヒ マラ ャ山 以東の 亞細亞 東方 全部の 都で ある。 

日本の 人口の 親密なる は、 之を以 つて 蒙古、 西 比 利 亜 等 人口 稀薄の 地域 を充 さん 爲 である。 沿海州、 

勘 察 加州、 ベ ー リ ング海 沿岸 アナ ヂ ー ル 地方の 廣大 たる 地域が 日本人の 來住 活動す る を 待ちつ、 ある。 

是が爲 に 日本人 は 武力 を以 つて 是 等の 國土を 占領す るに 及ばない。 勤勉なる 平和の 民と して 自然の 擴 

張 を 待つべき である。 神 は 人を此 世に 遣 はし 給 ふに 其國の 民と しての み 遣 はし 給 はない、 世界の 民と 

して 遣 はし 給 ふ。 叉 政治的に、 又は 法律 的に 自分の 領土で ない 國は 自分の 國 でない と 思 ふべ からす。 

己が を赦 されて 神の 子と 成りし 者 は、 神の 有 は 自分の 有と 思 ふて 不可な し。 「萬 物は汝 等の 所 Br 

汝等は キリストの 所屬、 キリスト は 神の 所屬 なり」 である。 此 精神的 萬 物 所有 權の 自己に 賜 はりし を 

認めて、 我等 は眞の 世界的 膨脹の 途に 就く ので ある。 斯く云 ひて 我等 は 世界的に 犬なる 者と 成らん と 

欲する ので はない。 然れ ども 此 無慾 の 態度に 自己 を 置い て 我等 は 膨脹 せ ざらん と 欲す る も 得な い の で 

ある。 日本の 將來 に悲觀 すべき 事 多し と 云 ふ は、 其 外部の 飲 態に 就て 云 ふので ない、 其內 部の、 精神 

的 態度に 就て 云 ふので ある。 日本人に 若し 神 を 信す るの 信仰が あるなら ば、 それ 丈け で旣に 世界的に 

偉大なる 民に 成った ので ある。 願 ふ 昭和の 日本に 於て 此の 根本的 大革 正の 我が 國民の 間に 起らん こと 

を。 日本人が 歐米 人に 傚 ひ、 何事 も 經濟、 何事 も 物質、 文化、 文明と 云 ふ 間 は 決して 歐米人 以上に 達 

する こと は 出来ない。 口 本人 特有の 勢力 は 精神で ある。 之 を 化する に キリストの 聖靈を 以てして、 我 

等 は 世界 第一 の 民と 成る ことが 出来る。 支那 人、 蒙古 人、 滿洲、 西 比 利- 亞の諸 族の 長兄と 成りて、 彼 
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等 を 導いて、 相共に叱界：^取^等の；；^^と成る ことが出來る。 之に しても 最も 火 切なる 事 は 我が 同胞に 深 

く^^書知識を注人する^でぁる。 自分と して は 年號は 改まる も 自分の 爲 すべ き isf は變ら ない。 此餘 

すべき クリス マス の 口に 此事を 書き記す。 


十二月 二十 六日 (日) 晴 說闇第ニ曰でぁる。 午前に 一 同築會を-你した。 5:席者-,=五十人= 皇.：至 

に對し心ょりの御：：E情を^^し奉り、  人 地の 祌の御 保護の t お t く 其 上に 加 はらん を 祈った。 同時に 义祌 

が 特に 此國を 護り 給 ひて、 之を以 つて 大 なる 御 榮光を 顧 はし 給 はんこと を 祈った。 我等 各自 は 獨り救 

はれん と 欲して はならない、 n 本國 と共に 救 はれん と 欲しなければ ならない。 n 木 は 決して ツマ ラナ 

イ^で はない、 4,、 なる 大職を 負 はせられ たる 圃 である。 神 は必す 凡ての 闲 難を排 して 日本 國 をして 共 

. 人 職 を赏行 せしめ 給 ふと： する 云々 と 述べた。 此 U は 特に 「愛 國的 日曜日」 であった。 

十二月 二十 七日 (月) 晴 撒； W: 斗 後書 を 護み 終った。 久扳 りに て 王と しての ダビデの 生 泥に 就い 

て讀 み、 おへらる、：； r が 多かった。 缺點 多き 此ダ ビデが 神の 御前に は 「我が 愛する ダビデ」 でありし 

事 を 知りて、 rtn 分 も 亦 大いに カ附 けらる。 仰 は 多くの を掩 ふの 能力で ある。 

十二月 二十 八日 (火) 晴 年末の 事と て 俗事に 逐 はれ、 我心 マルタの それの 如くに 入亂 る。 神に 

使 はれん とせす、 自 から； f 務を 果たさん とする が 故に、 爲す事 多く は 無效に 終る。 信者に 實は 募れ 氣 


へ R に 成る 必 -el- は 少しも 無い。 彼 は 常に 春の のどけ さに 於て 在らねば ならぬ。 自分が 善人たり 義人た る 

の必. おは 無い、 善も義 もす ベて 之 を 「彼」 に 於て 求めねば ならぬ。 他人の 缺點を 責めつ、 自分 も： M じ 

缺 點に陷 いる。 淺 ましき K りで ある" 

十二月 二十 九日 (水) 半晴 二つの 雜 誌の 校正で 忙しかった。 何時まで 之が 續 くので あらう。 多 

分 死ぬ まで 綾く ので あらう。 前 田 多 門 君 並に (发 族歐洲 滞在より 歸り、 彼等 を 見舞 ひ、 相互の 健在 を 祝 

した。 八， nl はまた 久 板り にて 藤井武 君の 訪問 を 受け、 夕食 を 共に し、 過去と 現在 を 語り、 是れ 亦大な 

る 慰めであった。 去る 者 も 多 かれ ども 留まる 者 も 亦 徵 くない。 敵 は 思うた よりも 操く、 味方 は 思うた 

よりも 多い。 只懼る 生涯の 終りに 方り て闲 難が 減少して、 我が祌を信する信仰の^^：-へんことを。 然し 

乍ら 祌を 信じ、 彼れ 勝ち 給 ふが 故に 我 も 亦 勝つ ので あれば 止む を 得ない。 唯 願 ふ n に 日に 「我れ」 は 

滅 じて 「彼れ」 が 我が 衷に 在りて ハ俭々 增し給 はんこと を。 

十二月 三十日 (木) 晴 昨夜 珍ら しい * があった。 預言 寺の 二階へ 角鸱 がー； ^舞-ひ 込んで 來 たか 

ら之 を： 捕に した。 番人の音吉は^^末に 「ふくろ」 が 舞 ひ 込んだ ので あるから 吉兆で あると 云うた〕 

然し 自分 は 「み、 づく」 は 夜の 鳥で あるから 暗い 惡 魔が 飛び込んで 來 たと 見て 見えぬ 事 は 無い と 云う 

た。 然し 吉凶 何れで も 可い。 珍ら しい 見舞 客の 事と て、 今朝 は * に 在る 丈け の 鳥類 學書を 引出して 大 

に 彼 を 研究した。 又 孫 女に 彼 を 示して 大に 彼女 を悅 ばした。 そして 夜に 入って 彼 を 放って やった 所 翼 

を 仲べ て 喜んで 飛んで 往 いた" 彼 は 鼠 類 を 多量に 食す るが 故に 益 A である。 動物 闕 たらす ばハ S 育 は 困 
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難で ある。 歳末の 善き 慰みであった。 それ 丈け でも 吉兆で あ る〕 〇 有名なる ジ ヨセフ • アンガス 著 

TWE  BIBLE  HAND-goK の 改版 を貿 求めて 嬉しかった。 自分の 學生 時代に 讀んだ 書であって、 舊友 

に會 する が 如くに 感じた〕 英語に 依って 聖書 を 研究す る 者に 取りて は 最も 便利なる 書で ある。 其 初版 

は， たより 七十 三年 前に 出た のであって、 今日に 至る も 其 價値を 失 はな い。 此 種の 著書 の ：2： で 恐らく 之 

に さる 書 は 他に 有るまい と m 心 ふ。 改版 は ドクトル . S  .  G  • グ リンの 手に 爲り、 近代の 研究の 結 某 

を牧 む。 英語 を 解し 5^ る 人に は w 人に も勸 めた き 書で ある。 代價は rara 拾錢 であって、 東京 九 段 向山 

堂に て 求む る 事が 出來 る。 

十二月 三十 一日 (金) 晴 雜誌 一月 號の 校正 を濟 ました。 玆に亦 恩惠の 一年 を 終る。 不相變 多く 

の 心. W もあった が、 すべてが 〔俭 となって 終った。 幼兒の 健康が 囘 i 仪 して 舊年を 送る ことが 出来て 何よ 

りの 感謝で ある。 此上 幾年 此 世にながら へやう とも 同じ 恩惠の 生涯 を 繰 返す まで ある。 唯 信じて 主 

の 命に 從 ひて 歩む まで ある。 此^ は 無き ものと 思 ひ、 神と 自分と 二人 丈け 在る と m ぬひ、 彼に 絕對的 

服從を パネ りつ &殘 る 生涯 を 送るべき である。 


九 一 一七 年 (昭和 一 一年) 


一月 一日 (土) 晴 無風 靜肅の 元旦であった。 年貿狀 も來ら す、 年賀 客 も 無く、 まことに 全國的 

喪中の 新年であった。 中古 時代の 大 學的 神學者 アン セル ムとァ ベラ ー ドに 就て 請んだ。 アン セル ム 

は 曰うた r 现， 禅せ ん爲に 信ぜよ、 信仰 ありて 後の 知識で ある」 と。 ァ ベラ ー ドは 曰うた 「信ぜん が爲 

マ ., ン ダ.. 'ン タリ 

に 理解せ よ、 知識 を以 つて 信仰の 基礎 を 作らざる ベから す」 と。 今日で 云へば アン セル ムは 聖書 主義 

者であって、 ァ ベラ ー ドは 近代主義 者で ある。 然れ ども 二者 孰れ も 眞理の 半面 を 主張す るに 過ぎない- 

眞现は 信仰で あり 同時に 义 理解で ある。 聖靈が 我等の 衷に 降りて 眞理を 示し 給 ふ 時には 我等 は 同時に 

信ぜ しめられ 叉现 解せ しめらる。 十二^ 紀の 昔に も 今日と 同じ やうな 學派 があった。 然れ ども 其頭腦 

の 偉 さに 至りて は 近代 人 は 到底 中古 人に 及ばない。 アン セル ム、 ァ ベラ ー ド、 ァ クイ ナス、 ベ ルナ ー 

..ト …… 何ん と 偉ら い 人達で ありし よ。 中古 時代 は 周 園が 暗黑 でありし 丈け、 其 中に 輝きし 光 は 大き か 

つた。 

一月 二日 (日) 晴 朝 ー囘の 集會を 開いた、 來會者 百 五十人。 塚 本 は 詩篇 第 百 二十 一 篇に 就て、 

自分 は ピリ ピ書 一章 六 節に 就て 感想 を 述べた。 r 汝の 心に 善き 業 を 始め 給 ひし 者 は 之 を主ィ H ス キリ 
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ス トの！：：までに全ぅし給ふべしと我れ深く！；：^^」 と 云 ふので ある。 神 は 一 度び 恩 惠をド して 之 を 取 上 

げ給 はす 必す 終りまで 之を繼 して 御 救扬の 目的 を 達し 給 ふと 云 ふので ある。 カルビ ン 主義に 云 ふ 所 

の 「恩 た个 動說」 である。 一 たび 神に 選 まれた る： ii<? は 永久に 雍られ すとの 信仰で ある。 此：；^仰がたく 

して 永久 不拔の 平安 はない。 人 も 悪魔 も 自分 を 神の 恩 ま 心の 把 51 より 引離す こと 能 はす、 又 自分の 犯す 

-ei^ さへ も， H 分より 救扬の 特權を 奪取す る 能 はすとの 信仰で ある。 舊ぃ 信仰であって 近代 人の 不問に 附 

する；^ 仰で あるが、 然し此信仰こそ！^^者の依て顿む救扬の|さ」ぁる。 人 は 衆て、 も 祌は棄 たま はない、 

敎きは 破門しても 祌は 破門し 給 はない。 自分で 自分に 朵れ 果て k 自暴 自梵の 失ば 1^ に K ゐる とも. t は 菜 

たま はない と 云 ふ 信仰で ある。 實に 尊い 有難い 信& である。 そして 是れ^ 書が 充分に 保！； ほして 吳れる 

信仰で ある〕 此 信仰に カ附 けられて 今年 も 進まん と 欲すと 述べた。 

I 月 三日 (月) 晴 舊 友ドづ トル • パ ー が つて 吳れた 多くの 書籍の 內に 有名なる H ミ ール • ス 

1 ケッ スル著 「巴 里に 於け る 屋根裏 住ゐの 折：： 學^」 の 一 冊 を 看 出した。 正月の 讀物 として 屈强の もの 

と E 心 ひ、 昨夜 以來讀 んでゐ る。 實に 面，：：： い 書で ある。 佛蘭两 にも 斯んな 美 はしい 基督 的 紳士が 居る 乎 

と 思 ひ、 意外に 感じた。 赏に 我意を得 たる 書で ある。 自分の 實驗錄 である 乎の 如くに 思 はる、 節が 多 

い。 社會ゃ 敎會に 輝かん とせす して、 唯 n 常の 生涯に 多大の 幸 幅と 滿 足と を感 する 生涯で ある。 所謂 

「何んでも たい 人の 一 代 記」 である。 然し 中 一 U き、 興味 律々 として 靈 きざる 書で ある。 自分 も 「何でも 

ない 人」 の 一 人で ある。 勿論 偉人で たい、 敎師 でも 神學 博士で もない。 ノ ー ボデ ー である。 其 者が 彼 

の 實験を 書いた 故に 不幸に して 少しく； f 名に 成った ので ある。 自分 は All  Attic  philcscpher iu  To- 


f である。 懍 かしい 哉此 著者。 佛蘭西 人の 書いた もの を 今日までに 大分に 讀ん だが (凡て 英譯に 

て〕 斯んな 面，； Z い 書 を 讀んだ こと はたい。 

一 月 四日 (火) 晴 「屋根裏 博士」 の 善き 感化の 下に 今 IM も 亦 幸 幅なる 日 を 送った。 人に 菩 人と 

して、 善良なる 敎師 として、 偉人と して^ 人と して 認めら る、 の 必要 は 更に 無く、 凡人、 小人、 偽善 

^. 悉く 可な りであって、 自分 は 自分の 幸福 を 人 や 社會ゃ 敎會に 求めす して、 自分自身に 於て 求めて- 

眞の幸 幅のお る 事 を 感じた。 素々 人の 先生と 成りて 自分の 爲に 弟子 を 作りて 社 會に名 を 揚げ やうと m 心 

ふて 始めた 傳道 でない。 何 か 自分の 力 相應に 人に 善を爲 さんと 欲する より 始めた 仕事で あれば、 それ 

が爲に 一 人な り 二人な りが 眞の幸 幅 を 5^ たりと すれば、 それで 自分の 目的 は逹 したので ある。 それが 

今日の 如くに 多くの 人に 先生と 仰がれ、； 母 週 毎月 時 をお めて 彼等 を敎 へねば ならぬ やうに 成った の は 

自分の 不幸 此上 なしで ある。 自分と して 自分に 對し 不平 を 懊く者 は  一 0!も2^く去っ て世只ひたぃ。 自分 

は 彼等の 敬 t お 追從を 要しない。 自分 は 神の 恩惠に 由り 單獨で 有り得る。 人望 は 有難た 迷惑で ある。 去 

れょ 去れよ、 往 けよ 往 けよ である。 き 分 も 亦 元の. 「屋根裏 博士」 に 成りた く ある。 自分が 死す とも 爲 

す能はざる事は、自から自分の^;-子を以て住する人達の機嫌を取りて彼等の追從を維持せん事でぁる^ 

舊 い も 新 らしい も あつ た 者で たい、 ィャな 者 は 往 けよ 往け よ で ある、 そし て 自分 を し て 單獨 の 幸福に 

飽かしめ よで ある。 

一月 五日 (水) 晴 麗 はしい の やうた U 和であった- 昭和の 瑞 相と でも 云 は-つか。 今年 最初の 
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校正 を爲 した" 比較的に 完全な ラヂォ を据附 けた。 珍ら しさに 澤 山の 昔 曲 を 開いた d 其內で 「勸進 帳」 

の長哏 を： f 取 も强く 感じた。 辨慶の 心中が 察 しられて 淚が 零れた。 分の 內 にも 强ぃ： W 本人が ある。 斯 

かる 昔：^ を 聞かされて 感動 せざるを得ない。 富 樫左衞 門の 武士の けが 嬉しかった U キリスト も 之 を 

愛で 給うた に 相違ない。 斯んな 心 を 日本人に 賜 ひし 神に 感謝す る U 

I 月 六日 (木) 半晴 正月の 休みに て氣が 緩み、 うとうとして 一 曰 を 終った。 地方の 讀 者より 多 

くの 感謝の 書面 を 送って 吳れて 有難った。 琉 球より、 土 佐の 南端より、 大阪市 巾より 感謝に 溢れた る 

書 狀が逹 した。 普通 一般の 年始 狀 ではない。 子が 親 を 思 ひ、 弟子が 師を慕 ふ 赤心の 發露 である U 人が 

何ん と 評しても 自分 は 特に 神に 惠 まれた る 者の 一 人で ある こと を 疑 ふ 事 は 出来ない。 左の 三 首の 如き- 

歌人 も 到底 及ばざる 歌なら ざる 歌で ある。 

現し 世の 毀譽褒 肝-をよ そに して 

聖書の 硏究に ひたる 君 かな。 

二十 五 年 三百 號を 突破せ り 

さらに も 祈る 先生の 意 氣。 

先生に 敎を 受けて いつまでも 

深き 眞理を またびて しがな〕 

一月 七日 (金) 雨 ペン を 執りて 今年の 仕事 を 始めた。 聖書の 講 解に 從 事して 自己に 立歸り 若返 


りする やうに 感 する。 新聞紙 は 支那 漢 口に 於け る英 國人逐 放の 報を傳 ふ。 由々 しき 大事で ある〕 之が 

爲に 東洋に 大戰亂 を 見る に 至る や も 計られす。 

一月 八日 (土) 半晴 暖ぃ 春の やうた 日であった。 大分に 仕事が 出来た。 友人 は 皆ん な 失っても 

可い との 覺 悟が 出来て 嬉しかった。 滿六 十六 歳の 春まで 待たねば 此覺 悟が 出来なかった 乎と 思へば 自 

分の 意氣地 無し さが 今更ら の やうに 感じられる。 今まで は 自分に 取り 友人 を 失 ふ 程 恐ろしい 事 はな か 

つた。 それが 爲に隨 分と 辛ら い 經驗を 嘗めた。 然し 今に 至って 解った、 友人 を 失 ふ 事 は 決して 惡ぃ事 

でない 事が 解った。 一人で も 友人 を 留め置 かんと 欲する 其 心が 旣に 束縛であって、 それの 有る 問は自 

由の 神に 自由に 事 ふること は出來 ない。 絕對 的單獨 になり て 初めて 神と 一 一人に なりて 思 ふ 存分に 彼の 

聖旨に 從ふ 事が 中 H 來る。 我主ィ H ス が單獨 にて 死た まひし やうに、 我れ も 只 一人と なりて 死た く ある。 

I 月 九日 (日) 暴 H 午後 晴る。 本年 最初の 研究き 例會を 開いた。 午前 は 百 三 四十 人、 午後 は 二百 

人足ら すの 集會 であった。 午前 は塌 本と、 午後 は畔 上と 高 壇 を 共に した。 午前 は 使徒 行傳 十八 章に 依 

り r ハウ 口の コ リント 傅 道」 の 一部に 就て 語った。 彼が 自活の 途を 計らん が爲に 天幕 製造に 從 事した 

事が 傳 道の 第一歩であった 事 を 述べた。 午後 は 「撒 母 耳 後書の 大意」 の 上半 部 を 語った。 ダビデ 王の 

情 性、 彼が 犯した 姦淫の 大罪、 彼に 臨みし 刑罰と 赦 しに 就て 述べた。 不 相變忙 はしい 樂 しい 日で あつ 

た。 我等に 取りて は 毎 聖日が 正月で あり 祭日で ある。 日曜日と 聖書 講演な くして は 人生の 味がない。 

此は 我が 生命で ある。 死ぬ るまで 行る ので ある。 
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一月 十日 (月) 暴 1! 塞い =1 であった〕 ボン ャリ して 何事 も 出来なかった。 只 孫 女 を アヤす のと， 

ヮ— ヅヮス の 短. 篇 『離 菊』 を 役^す るの が 主なる 仆 _ss- であった。 どうせ 月曜 E は た n である。 然し 

毎週 此日 を棄 ざる を 得ざる 說敎師 の 苦 C 力 を 知って 貰 ひたい。 然し 知って „JK れる者 は 滅多にない。 

一月 十一 日 (火) 雨  一 =^ 猇を發 送した。 阿弗利加 大 險 唯一の 獨立國 アビシ ニヤの 地 现歷史 に 就 

いて 請んだ。 舊ぃ 基督 敎國 である。 夫れ.^ け歐洲 IS 闽に 尊敬せられ、 獨立を 維持して 居る は +311: ぶべき 

である。 腐っても 舰の 竹と. ムふは アビシ 一一 ャの；^^..」ぁらぅ。 其點に 於て ウガンダ、 マダ ガス 力— の 運 

命 は實に 歎すべき である U 

一月 十二 日 (水) 半晴 ルツ 子デ— である。 彼女 去りて より 滿卜^ 年で ある。 夫婦 伴れ 立ちて 雜 

司ケハ 介に 「： 冉た會 ふ 日まで」 の 碑 を 訪れた。 そして W きの 口 は 大分に 近いた。 其 H まで 御國に 於て 彼 

女の 靈魂を 平 (女に 保ち 給 はんこと を 墓前に 祈った" 

その 靈は祌 の 御 阈に安 しと は 

知れ ども 盡 きぬ 我が" おかな 

である。 途 m 鸭宮ド に 田 村直臣 君を訪 うた。 多くの 善き^ 惡 しき 事 を 聞かされた" 老人 はや はり 老 

人の 話が 面 く ある。 

一月 十三 日 (木) 晴 今日 も 亦 基督 信者： E 志が 相互 を 誹り 陷 いれる 事實を 聞かせられて 實にハ $ 持 


が惡 かった。 某： 督敎界 は 今 H に 至る も 依然として 地獄で ある。 靑 年會、 女子 靑 年き、 禁酒き • 敎會は 

勿論の 事、 皆な 然ら ざる はなし。 彼等 は 不信者ら しく 爭 ふて 勝たん と 欲する。 キリス 卜ら しく 負けて 

勝つ の 秘訣 を 知らない。 彼等 は 相互 を敎 界に訴 へる、 社會 に： 評へ る、 そして 敵 を 葬りて 自分が 勝利の 

あ. ゥそひ  ？ いは ひ 

地， 化に 立たん と 欲する。 それ故に 爭鬪が 絶えない。 彼等 は反對 者に た、 き 伏せら る k 事の 福祉 を 知ら 

ない。 實に氣 の 毒なる 人達で ある。 自分の 如き も 彼等に た、 き 伏せられ て 眞の 幸福に 人る 事が 出来た。 

基督 敎社會 よ り た k き 出さる、 ま で は眞 の 平安、 幸 幅 に 人る ことの 屮：： 來な い 事 をす ベ ての 人に 知って 

貰 ひたい。 

一 月 十四日 (金) 晴 ョハ ネ第 一 書 五？ 一 〇 節 を 讀んで 感じた。 「彼れ (イエス キリス ト) は 乃 

ち眞祌 また 永生な り」 と ある。 まことに 貴い 深い 一一 一一 口で ある。 人：' や キリス 卜の 神性 論の 如き 人の 省る 者 

たし、 然し 乍ら 宇宙 人生の^に して 之に 勝 さりて 贯大 なる 察 はない。 聖書 は此 所に も 亦 キリ ス 卜 は！  1 呉 

祌 なりと 明，：：： に 曰 ふて ゐる。 自分 も 亦 長らく 此事を 忘れて ゐた事 を 思 出して 渐愧に 堪えない。 〇 郊外 

に 散歩し、 道の 中央に なげ 3,1 して ありし 電線の 斷片に 躓きて 倒れ、 すんでの 事に 大 怪我 をす る 所で あ 

つた。 年老いて 躓いて 倒れ、 それが 原因と なって 死んだ 者 は 幾人 も ある。 自分 は 个日其 災難 を 免れて 

感謝で ある。 其 斷片を 取 除いて {_ ^に歸 つた。 

I 月 十五 日 (土) 曇 勞 働の 一 ほ であった U 木 脇 園 子 女史の 訪問 を 受け、 舊 きを 語って 樂 しかつ 

た。 明治 初年 以來 交際 を蠛 けて ゐる 信者 の $1 人 は獨り 彼女 位ゐの 者で ある。 我が 札幌 時代の 同窓： IE 級 
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の 友 藤 w 九 三 郎^の 義姉であって、 直接 問 接に 共同の 事に 携 はって 今日に 至った ので ある。 

一月 十六 日 (日) 晴 暖ぃ春 日和であった。 朝 は 七 分、 午後 は滿 員の 集會 であった。 。ハウ n のコ 

リン ト傳 道の 綾き と 撒母环 後書の 大意の 後半 を 講じた。 自身に 取り 何れもれ 力 力 を 要する 講演であった。 

聽 衆の 忍耐 を も 多と せざるを得ない。 毎囘 聖書の 連鑌 講演 を聽 かせら る &に拘 はらす 彼等 は 時 を 定め 

て 席に 就き、 二 時間の 長き に 渡り 靜 かに 謹 聽す るので ある。 講演 中に 席 を 離る k 者の 如き は、 敎會信 

者の 傍 聽者を 除く の 外 は 絕對に 無い と 云 ひ 得る 程で ある。 〇 英支關 係 は 益々 赏大に 成りつ k ある。 之 

に 由り て 如何なる 世界的 大事 件が 起る か 判明し ない。 不安なる 世界で ある。 

一月 十七 日 (月) 曇 自分が 雜 誌に 書いた 事に 對し 種々 の 非難が 奮い 知人 叉 は 友人より 達する。 

之に 對し 自分の 返辭は 大抵 左の 如くで ある。 

小生が 公け にした 意見に 對 して は、 若し 責 むべき 所が あるならば 公け に 責めて： 卜さい。 私書 を 以て 

公言 を 責めす 叉 之に 答へ ざるが 紳士 道で あると 思 ひます。 故に 若し 御所 とならば 紙上で 御 答へ 致 

します。 それまで は 御返辭 致しません、 左様 御 承知 を 願 ひます。 敬具 

公私の 別 を 明かに せす して 公平なる 議論 は S£ 來 ない。 然し 大抵の 人 は 公人の. 言葉尻 をつ かま へ て 彼 を 

詰る を 好む。 困った ものである。 

I 月 十八 日 (火) 曇 年 は 改まりても 人 は 改まらす、 諒闇 中なる にも 拘 はらす、 帝 國議會 に 於て 


は 政治家 共が 小なる 問題 を捉 へて 互に 相 攻めつ、 あるが 如くに、 我等の 間に 於ても、 是も亦 神の 御 眼 

より 見れば、 いと も 小なる 問題の 爲に 兄弟 相鬩 ぎつ ^ ある を 見る。 此 はたし かに 惡 魔が 神の 子供の 間 

に 働きつ、 ある 證據 であって、 我等 は 彼れ 惡 魔に 取合 はす、 神の 御 一一 一一 n なる 聖書に 親しみ、 讚美と 祈禱 

とに 我等の 靈 魂の 平靜を 計るべき である。 人が 何ん と 曰 はう と 如何で も 可い。 钩く者 は 神であって 人 

でない。 人 は 無い ものと 思 ふて 行けば それでせ いので ある。 

一 月 十九 日 (水) 晴 英文 雜誌 原稿の 製作に 全日 を 費した。 馬 太傳ー 一十一 一章 g: 十一 一節 一. 汝等 キリ 

ス トに 就て 如何に ふ 乎」 を 主題に して 書いて 見た。 英文 を 以てする 時に 日本 文 を 以て 言 ふ 能 はざる 

事 を 言 ひ 得て 少しく 滿足 である。 外 國人ゃ 官； 敎 師に納 けて 貰 ふ爲に 書く のでない からべ ンは 自由に 走 

る。 彼等に 嫌 はる i は 自分の 豫め 期し 又 望む 所で あるが 故に、 ペン を 手に 取りて 無人の 里 を 行く が 如 

くに 惑 じて； 51 快で ある。 

I 月 二十日 (木) 晴 不生産的の 一 日であった。 生まん と 欲して 生む 事は屮 Z 来ない、 然し 生まね 

ばたら ぬ 時には 必す 生ま しめらる、 故に 心配す るに 及ばない。 只 何事 をも爲 さすして 貴き 一 日 を 送る 

時に、 造物主に 對 して だ濟 まなく 感 する。 

一月 二十 I 日 (金) 晴 不相變 ィャな 事 を 見せられ 义 聞かせら る。 世 は 依然として -sis- の 世で ある。 

蟲 くひ 鍺 くさり 盗人 穿つ 所の 世で ある。 斯 る^より は んで 何の 善き もの を も 得る 事 は 出来ない。 神、 
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キリスト、 |1^書でぁる。 之に 鎚り、 之に 親み て 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平 {.iK が ある。 神 キリストに.；： y 

りて 我 を 愛し 給 ふ。 其^ さへ 刺 明 すれば、 議會ゃ 社 會ゃ敎 會は如 3： でも 町い U 

一月 二十 二日 (土) 半晴 龙み  1- 强し。 自分に 叛 きし 多くの U 木 人が、 ル ー テルが 法王に 叛 いたと 

様に； * 敢 なる 行爲に 出た と 思 ふ 人が ある やう なれ ども， それ は 違って 居る。 n 本に 於て 基督 敎の 

教師に 叛く程 容易い 事 はない。 それに 社會上 並に 經-啊 上の 損失 は 何も 作 はない。 大抵の 場合に 於て 其 

反對 が事實 である。 故に 彼等 は 小なる 现 由の 爲に叛 くので ある。 そして 叛 いた 後に 彼等が 何 か 偉ら い 

事を爲 した 乎と 云 ふに、 そんな 例 を 兑た事 はない。 之に. H て 観る に、 彼等 は敎^ に叛く 前に 祌と 福音 

とに 叛 いたので ある。 彼等 は！ 者で はなく して 露理の 落第 者 である。 彼等が 若し 自分の 此 貢 を 怒 る な 

ば、 パ ー テルの 如くに、 叛く 外に何か 勇敢なる 行 を廣现 のために ほすべき である。 さう すれば 自分 

は 彼等の 爲に 真ぶ。 

一月 二十 三日 (日) 晴 引 續き寒 い 日で ある。 兩； S の 集 會に變 りなし。 寒氣强 しと 雖も 出席者の 

诚少を 見ない。 午前 は 「バウ p の 剃髮」 と 題し、 行傳 十八 章 十八 節 を： _| じた。 午後 は 列 王紀略 上の 人 

意を述 ぶる に 方り、 ソ II モ ン傳の大要を；^lsった。 ニ講 とも 自分に 取り 趣味の 深い 者であった。 § や 省 を 

講 する 度び 毎 に此 ゆの « ひ を 忘れ て 感謝 で あ る 。 

一月 二十四日 (月) 晴 塞氣 更に 嚴し。 英文 雜 誌の 糙 緩に 就て 苦心した。 大體に 於て 自分に 於て 


引受ける 事に 決心し、 山縣 五十雄 君の 承諾 を 得た。 始める 時に 同 君と 自分との 間に 或る 友誼 的 誤解の 

あった 事が 今に 至って 明白に 成った。 然し 悲 まない。 之が 爲に 或る 善事 を爲し 得た と 信す る。 神 は 時 

時如斯 くにして 我等 を 「欺き」 我等 をして 其 聖旨 を 遂げし め 給 ふ (耶利 米 亞記廿 章 七 節參考 )。 我等 

それが 爲に 時に 不快 を感 する 事 ありと 雖も、 神に 「欺か」 れ 彼に 使 はれて 反って 感謝す る。 「凡ての 

事 働きて 益 を爲す 也」 である。 

一月 二十 五日 (火) 曇 二つの 雜 誌の 責任 を 全部 擔は ねばなら なくなり 大分の 重荷で ある。 六十 

六歲の 春を迎 へたる 者に は 少し 重過ぎる やうに 思 はる。 然し 止む を 得ない、 叉 心配す るに 及ばたい。 

「汝の 力 は汝の 齢に 添 ふべ し」 と 主 は 曰 ひ 給うた。 自分が 負 ふので はない、 神が 負 ふて 下さる ので あ 

る。 さう 思へば 重荷に 反って 與 味が ある。 


一月 二十 六日 (水) 晴 雨 雑誌の 原稿 を 終り たれば 心 少しく 緩やかに なり、 宗敎 問題 を 忘れて、 

ヴィク トリ ャ學會 の 報 * 書に 北氷洋 のリャ コ フ 一 名新シ ベリ ャ 群島の 地理 物産 等に 就て 讀ん だ。 荒 

漠 たる 氷の 大洋に 我が 北海道 又は 九州 四 國大の 象牙 鍍 山の 島が あると 聞いて 驚く。 此 小なる 地球の 財 

源 はま だ 容易に 義 きない。 其 他 スピッツ ベルゲン、 グリ ー ン ランド 等の 大 陸大の 島々 にどん な 財貨が 

潜んで ゐ るか 解らない。 人間 は 勝手 放題に 神の 蓄へ給 ひし 物资 を消盡 する が、 祌は まだまだ 巨大の 富 

を 藏し給 ひて 萬 物 復興の 時に 倫へ 給 ふ。 地球の 運行の 或る 變 動に 由り、 北極 圏内の 米が 凡て 解く る 時 
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に、 其 下から どんな 喪が 現 はれる であらう。 神が 人類 を 救 はんと 欲し 給 ふ 時に 其 手段 方法 はいくら で 

も ある。 讀み 様に 由て は 地理 學の 研究 も 亦 我等に 多くの 希望 を與 へる。 面， H い^ 界 である リ 

一 月 二十 七日 (木) 曇 塞い ィャナ 曰であった。 少しく 風邪に 冒され 何事 も爲し 得なかった。 但 

し 福音の 眞理に 就て 考へ、 神の 恩惠に 由り 之 を 1^ する に 由り 世界人た る を 得し を 思 ふて 感謝した。 我 

が 殘餘の 生涯 を 日本なら で 全^界に 此大； i 昔を傳 ふる 爲 めに 送らん と 思 ふて 樂 しかった U 然し 此んな 

0000000000000000000  0-00 

大望 を 懐く 者 は 日本中 極く，/, \ 少數 であるが 故に、 自分 一 人で 之に 當 るの 覺 悟を以 つて 臨まねば なら 

0 

ぬ 0 

I 月 二十 八日 (金) 晴 咽喉 痛 激しく、 床に 就いた〕 流感に 褪 つたので ある。 

I 月 二十 九日 (土) 晴 昨夜 疼痛 强 くして 眠られす、 久 振りの 苦惱 であった。 萬 事 を 放棄し、 唯 

病と 鬪ふ のみであった。 

I 月 三十日 (日) 晴 珍ら しき 寒さで ある。 今日は 講演 全部 を 休んだ。 是れ亦 珍ら しき 事で ある。 

說敎師 が 咽喉 痛で 苦しめら る. -は 止む を 得ない。 彼の 場合に 在りて は 咽喉 を 錐で 刺さる \ やうに 感す 

る。 然し； i 昔の 爲の 疼痛で あると 思へば 忍ぶ に 大分 樂 である。 敎 友中醫 術の 技能 を 有する 者が 交 はる 

交 はる 投 けて eK れたリ 


I 月 三 卜 I 日 (月) 晴 少しく 快し。 大嵐が 我が身 體を吹 捲って 去クた 後の やうに 感 する。 貴重 

なる 数日間 を ii£ 中に 過したり と 雖も惡 い 事 計りでなかった。 第一 に 眼が 休まった。 第二に 此^の 惡ぃ 

事 を 聞かされなかった。 第三に 家族 並に 親友の 心 切 を 一 層 深く 感じた。 

二月 I 日 (火) 晴 昨夜 も 亦 咳嗽 甚だしく、 眠られす して 苦しんだ。 今日は 床を屮 I で、 少しく 雜 

誌の 校正 を爲 した。 

二月 二日 (水) 半晴 { 氷 族 殆んど 全部 小兒に 至る まで 風邪に 観り、 {ぉ は 大混雜 である。 恐ろしい 

病氣 である。 我等の 活動力 を 全部 奪 ひ 去る。 不愉快 極まりなし。 京都 山 口 菊 次 郎君 永眠の 報に 接して 

悲ん だ。 君 は 自分の 武士 的 方面 を 最も 深く 知って 吳れた 人で ある C 

二月 三日 (木) 晴 誰も 彼 も 皆ん な 病人で ある。 醫業は 繁昌す る 事で あらう。 そして 病氣 よりも 

恐ろし いのは 病氣の 恐怖で ある。 神に 依賴 むの 心なく、 故にた 醫師に 頼まん とする。 病 須に追 立ら 

れる 不信の 徒 を 見る 丈け で 憐れで ある。 

二月 四日 (金) 晴 全 〈ま擧 つて 風邪 氣分 にて 不偸快 極まりなし。 此癘氣 の 一日 も 早く 消え去らん 

事 を. 祈る。 今や 何よりも 欲しき もの は 水で ある。 南洋の 空より 低 氣壓の 見舞 ひ吳 れん 事 を 待つ。 市民 
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何十 萬と 云 ふ 者が 兹に恩 惠の雪 か 雨に 惠 まれん とて 待ちつ V ある。 

二月 五日 (土) 雪 漸く 雪 を 見た。 全市民の 歡喜 である。 是で 何十 萬と 云 ふ 病人が 助かる ので あ 

る 0 

二月 六日 (日) 晴 雪の 朝で ある。 東京 全市が 淨 化された。 暫時たり とも 朝夕 共に 高 壇に 現 はる 

る 事が 出来て 感謝であった。 朝 は 阿弗利加 リム バ ルネ ー に 於け るァ ルバ ー ト. シュ ワイツ H ル の 傅 道 

に 就き、 午後 は 故 オイケン 博士に 自分が 呈 せし せ辭に 就いて 語った。 英米人に は 殆んど M の 關係も 無 

き 自分が 歐洲 大陸、 殊に 獨 逸に 於て 知名の クリスチャンと 益々 深い 關 係に 入りつ、 ある は實に 不思議 

である。 英米人と 自分と は 何に か 根本的に 異ふ 所が あると 見える。 此上 彼等と 深い 友誼に 人らん と 欲 

して 努 むる も 無益で あらう。 神の 定め 給 ひし 所で ある、 如何と もす る 事が 出来ない。 

二月 七日 (月) 晴 御大 葬當 曰で ある。 家に 在りて 靜肅に R? 意 を 表した = 敎會の 機關雜 誌に 自分 

の 事 を 色々 と 批評し ある を讀 んで氣 持が 惡 かった U 譽 めら る、 は 幾らろ、 丈け 氣 持が 惡く ある。 自分 

は此 世と 敎會 とに 對 して は 死んだ 者で ある。 彼等と 何の 干與 なき 者で ある。 故に 彼等に 全然 忘れて 貰 

ひたい。 然し 乍ら 敎會 信者と 雖も 人間で ある。 彼等に 對し人 問 相 常の 敬意 丈け は 表せざる を 得ない。 _ 

キリストに 於け る 兄お 姉妹と して 彼等 を信賴 する 事 は 出来ない が、 神の 象に 像り て 造られし 人間と し 

て 彼等 を 尊敬 せざるを得ない。 彼等 は 自分 等 無敎會 信者に 對 して 是れ丈 けの 尊敬 を さ へ 表し 得ない が- 


自分 等と して は 神に 對 する 義務と して 彼等に 對 し是れ 丈け の 尊敬 を 表せざる を 得ない。 

二月 八日 (火) 晴 病 少しく 癒え、 漸く テ ー ブルに 對し ペンが 執れる やうに 成り 感謝で ある。 恐 

ろしい もの は 流感で ある。 半月 以上に 涉り 全家 族の 幸福と 活動力と を 全部 奪 ひ 去った。 然し 得る 所 も 

亦掛 くなかった。 身體は 痛んだ が、 腦と 心と は 休んだ。 信者の 生命 は 活動に 在らす して 信頼に 在る 事 

を 叉復更 めて 敎 へられた。 「靜 かにして 待望 まば j である。 自分が 働く ので はない、 彼が 自分に 在り 

て 働き 給 ふので ある。 此事を 繰返し 繰返し 敎 へられん が爲 めに は、 繰返し 繰返し 不能 的狀 態に 置かる 

るの 必要が ある。 此 はいつ でも 病の 床より 起き 上って 後の 感想で ある。 〇 久 振りに て讀 書が 出來、 中 

古史 を 復習した。 聖べ ルナ ー ド、 十字軍、 特に 詩人 ダンテに 就て 讀ん だ。 舊ぃ 友人に 遭 ふて 其 敎を受 

くる やうに 感じた。 何ん と 云 ふても 中古 時代 は 偉ら い、 殊に ダンテ は 偉ら い。 道德的 信仰的に 見て 沙 

翁、 ゲ ー テ よりも 遙 かに 偉ら い。 彼 は 哲學的 神學的 詩人で ある。 中古 文明の 焦點 である。 二十世紀 今 

日 は 中古 以上の 暗黑 時代で ある。 此 時に 方り 此屮古 時代の 預言者 的 詩人に 風 V ぶ、 斯んな 有益なる 事 は 

ない。 何 を IS いても ダンテ は挙 ぶべ しで ある。 今日の 米 國宗敎 家の 思想の 如き、 之を學 ばないでも 何 

の 損失 もない。 

二月 九日 (水) 半晴 先帝 陛下の 大葬 儀が 終った。 終る や 否や 政黨 の 政 權爭奪 戰が始 つた。 日 

本 國民は 皇室に 對 して は忠赏 であるが、 相互に 對 して は 甚だ 不忠 賞で ある。 彼等 は國民 相互に 親しむ 

のが 皇室に 對し 忠誠 を 表する 最上 最善の 途 なる 事 を 知らない。 皇室に 對 して は 謹厳、 相互に 對 して は 
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不信 實 極まる ので ある。 斯 かる 謹厳が 3 呉 正の ものである 乎、 自分に は 如何にしても 解らない。 〇 昨日 

に 引 綾き ダンテ 俾を 護んだ。 彼に 對し 情に 堪 へない。 不幸の 人であって、 然し 惠 まれた 人であった。 

ァリ スト— トルの 頭腦と H レ ミヤの 心情の 持主であった。 斯んな 人物 は 千年に 唯の  一 0:^ 界に現 はる 

るの みで ある。 餘 りに 偉ら くして 此^の 人 等に は 到底 解らない。 然し 彼の 心に 成って 見れば、 彼 は 解 

する に錄も 易き 人物で ある。 ダンテ を 少しな りと も 解し 得る 心を與 へられし 事 は、 此 I の 供す る 如何 

なる 名 譽に與 かる 以上の 幸 幅で ある。 ダンテ を 友と し 得る 幸福 は殆ん ど。 ハウ E1 を 兄弟と 呼び 得る それ 

と 同等で ある。 

二月 十日 (木) 半晴 雜誌 二月 號を 發途 した。 第三 百 十九 號 である。 讀者は 少しも 減らない 容子 

である。 講談社の 『キング』 の 發行部 數百萬 以上と 云 ふに 較べて 九 牛の  一 \ ^であるが、 然し 我が g: 干 

一 一 百 部 は 彼の kn 萬 以上の 永久 的 勢力で ある こと を 信じて 疑 はない。 彼が 毎月 各 新聞紙に 大々 的 廣吿を 

揭 ぐるに 對 し- 我 は廣吿 料と して ー錢 も支拂 はざる 丈け でも、 彼が 我に 及ばざる 事 萬.々 なる を 知る。 

社 食の 歡迎を 求めざる のみなら す 反って 之を賤 み、 敎會 宣敎師 等に 嫌 はる.^ を 喜び、 人 を 憚らす して 

难祌を 長れ て 進む、 斯 んな樂 しい 事 はない。 十字架の 福音 を唱 へながら 終りまで 此 偉で 行く のみで あ 

る 0 

二月 十一 日 (金) 晴 風邪 漸くに して 癒え、 今日は 久 振りに て バビロンに 行いた。 種々 の 悲しい 

話 を 聞かされた U 殊に 財界 不 の 話 を M かされ 氣の 毒に 堪 へなかった。 我等 キリストの 僕に 取りて は 


景氣 もなければ 不景氣 もない。 神 は 何時でも 無くて ならぬ もの を 與へ給 ふ。 然し それ 以上 を 與へ給 は 

ない。 故に 縱し 遠から すして 恐慌の 大 洪水が 臨む 事が あっても、 我等 は 箱舟 を與 へられて 其 災禍 を 免 

かれる で あ ら う と 信. で る" 何れに しろ 日本 今日の 經 濟狀態 は隨分 危險な る もの で あると 思 はれる。 

二月 十二 日 (土) 晴 久 振りに てべ ンが 執れて 有難かった。 警醒 社 老人の 訪問 を 受け、 出版界の 

種々 の 事情 を 聞き、 其 意外なる に 驚いた。 此 人の 著書 は 何 萬 部 も賣れ たらう と 思 ふ 者が 責れ方 甚だ 惡 

しく、 未だ 初版 を も 賣り盡 さすと 云 ひ、 叉 出版界の 寵 兒と籬 はれし 著者が 案外に も 不遇に 苦しんで ゐ 

ると 聞き、 凡てが 意外 叉 案外であった。 それ 等に 較べて 自分の 如き 最も 幸福なる 著者の 內に算 へらる 

べき 者で ある こと を 思 はすに は 居られなかった。 何れに しろ 自己 を *1 に 推奨 せんとして 成れる 著書 は 

凡て 失敗で ある。 キリストの 聖 名の 揚 らん 事 を 第一 の 目的と して 爲 されし 出版 は 凡て 成功で ある。 

殊に キリスト 拔 きの、 自分勝手の 基督 敎を唱 へし 著書 は 商賣上 成功と 見做されし 者 も、 凡て 盡く 失敗 

であった。 竟る 所、 日本の 出版界に 於ても 活ける 眞の 神が 働き 給 ふ を 見る。 神 は 侮るべき 者に 非す で 

ある。 神 を 馬鹿にして 如何なる 天才と 雖も 永く 成功す る 事 は 出来ない。 シャム (偽物) は シャムと し 

て 現 はる。 恐るべき 事で ある、 有難い 事で ある。 

二月 十三 日 (日) 晴 通常の 通りに 朝夕 ニ囘高 壇に 立つ ことが 55 來て偸 快であった。 朝 は 「現代 

思想と 基督 敎」 と 題し、 今や 歐米 基督 敎國に 於て 眞の 信仰の 絶えつ ト ある こと、 叉我國 在留の 歐米宣 

敎師の 間に 驚くべき 異端 が唱 へられて、 彼等 は 之 を 少しも 不思議と 思 はざる こと、 今や 彼等と 我等と 
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は 信仰の 根本 を 異にする が 故に 共同 一 致の 不可能なる 事 を 明白に 述べた。 午後 は 列 王 紀略上 十 章より 

十七 章まで、 ソロモン 王の 落、 彼の 王國の 分裂、 ユダヤ 史の 南北朝時代、 預言者 エリヤの 出現 等に 

就いて 講じた。 誠に 興味 多き 研究であった" 聖書の 講演 を爲 さすして 日 隈日は 無意味で ある。 之れ あ 

りて 我が 存在に 理由 ある を感 する。 午前 は 百 二三 十 人、 午後 は 二百 人- 4 上の 粲會 であった。 我等 は 今 

や 西洋人より 基督 敎を聽 かんと 欲せす して、 彼等に 之を敎 ふるの 必要が ある。 人 r ゃ旣に 基督 敎 逆輸出 

の 時代に 達した、 西洋人 傳道を 試みざる ベから すと 言 ひて 來會 者に 訴 へし 所、 彼等 は卽 座に 五十 圓餘 

りの 寄附 金を爲 して 此スク ー リング アツ ピ ー ルに應 じた。 誠に 頼もしき 人達で ある。 我等 は 英文 雜誌 

を 此の 西洋人 傅 道の 機 關と爲 さんと 欲する ので ある。 

二月 十四日 (月) Ei 新 唇を舊 曆に算 ふれば 今日は 我が 誕生日で ある。 今より 六十 六 年 前、 文久 

元年 酉年の 二月 十四日に 自分 は此 世に 生れ 來 つたので ある。 思へば 不思議で ある。 多くの 敵と 味方と 

を 作って 今日に 至った。 岩 倉 具視、 伊藤博文、 大喂重 信と 云 ふやうな 祌、 キリスト、 来世と 云 ふが 如 

き 事に は 全く 沒交涉 の 人 等と 同時代に 此 世と 此國 とに 在り、 彼等の 無 神、 物質的 傾向に 對 して 鬪ひ、 

鬼に も 角に も 信仰 を 維持して 今日に 至った。 隨分 面白い、 辛ら い 生涯であった。 然し 神の 恩惠に 由り 

勝利の 生涯であった 事 を 信じて 疑 はない。 多分 彼等が 忘れら る \ 後 ま で 日本 は 自分 を 記憶して 吳れる 

であらう。 それ は 勿論 自分が 彼等より 偉ら かった からで はない、 神が 彼等よりも 自分に より 永久 的な 

る 事業 を 授けて 下さった からで ある。 日本 國は 彼等が 植附 けた 物質的 文明の 故に 破滅に 向って 進みつ 

つ ある 時に、 神が 自分 をして 唱 へしめ 給 ひし キリ ストの 一 i 音が 幾分な りと 破滅の 速度 を 緩めつ & ある 


と 信す る。 思へば 實に 維新の 靑年 政治家 輩は亂 rlH^ 事を爲 したので ある。 基督 敎拔 きの 西洋文明 を 日 

本に 輸入して、 毒消し 無しの 毒物 を 日本に 輸入した ので ある。 斯んな 人達 を 維新の 功勞 者と して 崇め 

し 日本 國民は 後に 至りて 其 不明 を 恥づる 事で あらう。 斯く言 ひて 自分が 彼等に 崇めて 貰 ひたいと 云 ふ 

ので はない。 日本人 は 今や 精神的に 死んだ 民で ある。 其 證據に は、 今日 今頃 第五 十二 囘帝國 議會が 開 

會中 であるが、 議會が 有る か 無い 乎 を 人が 疑 ふ 程に 靜か である。 萬 事が 黨 首に 由て 決まる のであって 

議論 もなければ 反對 もない。 ^界 歷史は 今日までに 未だ 曾て 斯ん な議會 のあった 事を錄 さない。 然し 

何人も 之 を 不思議と 思 はない。 全國 民が 死 的 沈默を 守る。 日本 國に 今や 自由 は 絶えた ので ある。 自由 

と 云へば 主權 者に 對 する 謀叛との み 思 はしめ し是 等の 政治家が 此死的 狀態を 招来した ので ある。 然し 

之 を 救 ふの 途は 唯一 つで ある、 奮い キリストの 福音で ある。 之 を さへ 說 いて 置けば 是 等の 此 世の 智者 

に 由り て國が 一 度 亡びた 後に でも、 再び 福音に 由り て 國は起 上る であらう。 其 時に 本當の 維新が 我が 

愛する 此 日本 國に臨 むで あらう。 此事を 書き終りて 後に 家族と 共に 夕食に 赤釵を 戴き、 我が 第 六十 六 

囘の 誕生日 を 祝した。 小なる 正子 は 在 歐洲の 嗣子 を 代表した。 叉 近頃 東京に 移轉 せし-お 手縣花 卷の齋 

藤宗ー 一郎 君が 丁度 家に 居 合 はし たれば、 同 君に 全國の 友人 總代 として 食卓に 就いて 貫った。 

二月 十五 曰 (火) 曇 二 瓶要藏 君の 訪 ra: を 受けた。 君 はま だ プロテスタント 敎の心 髓、. S ち キリ 

スト 喷雜の 眞理を 充分に 握られない やうに 見受 くるが、 然し 君の 眞劍 味に 對 して は 深き 同情 又 尊敬な 

き 能 はすで ある。 神 は 必す君 を 導いて 光明の 域に 達せし め、 平安の 生涯に 入らし. め 給 ふと 信す る。 君 

と 自分との 共同 一 致 點を發 見して 互に 相援 けんこと を 約して 別れた。 
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二月 十六 日 (水) 雨 英文 原稿 書きに 全日 を 費した。 日本 文 を 書く よりも 少しく 面白く 且つ 樂で 

ある。 〇 或 人の 訪問 を 受け、 其 人 は 北海道に 特種の 學校を 建ん と 欲する が 故に、 寄附 金 をす る 代りに 

掠毫 して n おれとの 事であった" 自分の 書いた ものが いくら 位ゐで 賫れる 乎と 尋ねし 所、 時惯は 大抵 二 

字 一 枚で 一 一十 五 簡位ゐ であらう との 事であった。 今日まで 自分の 揮毫に 對し 未だせ て 一 囘も謝 禮を取 

つた 事がない から、 其 代惜を 知る を 得し は 今日が 初めて あった。 一 一字 一 枚で 二十 五圓 取れる ものな 

らば、 是は傳 道 金 を 得る に 最も 善き 方法で あると 思うた。 何れに しろ 自分の 惡筆 にも 代 債が あると 聞 

いて 嬉しかった。 今より 後 は 矢 鍵に 揮毫す る こと を 止めて、 之に 對し 時價 を徵牧 して、 之 を 世界 傳道 

參加资 金の 內に加 へ るで あらう。 家に 在って 時には 善き 報知に 接する。 

二月 十七 日 (木) 半晴 人生 多忙で ある。 多忙と は 大抵 小事に 多忙なる を 云 ふ。 小人が 怒る ふく 

れ面を 見ねば ならぬ。 小人の 持來る 小事に 携 はらねば ならぬ。 今や 何人も 幸福を求めて 止まない。 そ 

して 我等が 彼等に 之 を 供せ ざる 事 を、 彼等 は 我等の 彼等に 對 して 犯す 大罪 惡 であると 思 ふ。 彼等 は祌 

の 事 を 思 はない、 或は 我等が 彼等の 幸福 を 供す る 事が、 我等が 神に 對 する 我等の 責任 を 果たす 事で あ 

る と 思 ふ。 靳ん な ィ ャ な 人世に 在り て 人生 實に 多忙 で ある。 

二月 十八 日 (金) 半晴 舊ぃ敎 友の 一人なる 長 野 縣小諸 町の 小 沼 五兵衛 君が 昨朝 五 時 永眠せ りと 

の 報に 接した。 去る 二日に は 京都の 山 口 君 去り、 昨日 は 乂小沼 君が 逝いた。 長命 は恩惠 なりと 云 ふ も 


舊 知の 去り 逝く を 目撃す る は 辛ら い 事で ある。 孰れ も 後半生 を 『聖書 之 研究』 を 信仰の 指導者と して 

送られた 人達で ある。 彼等の 靈 魂が 天父の 御 許に 在りて 平安な らん 事 を 祈る。 

二月 十九 日 (土) 暴 _| 毎 曰 何 か 一つ 位 ゐづ、 新しき 責任が 殖える。 自分が 基督 敎の 敎師 であると 

云 ふので. 犧牲と 責任 を 要する 仕事 は 3： でも 持 込まれる。 そして それ を辭 する 事は屮 I 來な いと は 情け 

ない 事で ある。 自分 は 自分の 仕事の 爲に 何人に も 賴む事 は 出来す、 自分 は 何人に 賴 まれても 幾分な り 

と 之に 應 じなければ ならない。 まことに 割の 惡ぃ 生涯で ある。 〇 久 振りに て英國 J.  a バ，' トソ 

ン . ス コット 氏より 文通が あって 樂 しかった" 氏 は 信仰 家で はない が、 自由 公道 を 愛する 尊敬すべき 

英國 人で ある。 英國 人の 内で 自分の 同志と 稱 すべき 者 は 氏 一人で ある。 氏 は 曰 本に 關 する 其 著書に 於 

て 「日本の H リャ」 として 自分 を英國 人に 紹介して 吳れた 人で ある。 此 たび 勞働黨 に 加入して 新たに 

雑誌 を發行 せんとす るが 故に 投書して 吳れ との 事であった。 取敢す インテリ ゼ ンサ ー 一 年分 を 送り 遙 

かに 彼の 依 賴に應 じた。 英國々 敎會 の英國 であると 思へば 堪 へられぬ 程ィャ であるが、 力 ー ライル や 

ラスキン の英國 であると 思 へ ば 甚だ 慕 はしく ある。 

二月 二十日 (日) 暴 H 兩囘の 集 會に變 りなし。 朝 は 「現代 思想と 基督 敎」 の 第二 间を 講じた。 基 

督敎は キリスト である。 「天の 處」 は旣に 完成され た、 此^ を 化して 天國と 成さん とする のでない と 

云 ふ 事 を 述べた。 善き 幅 音を傳 へたと 思 ふ。 午後 は 列 王紀略 上の 第 十七 章に 由り rn リャ 傅」 の 第一 

囘を 講じた。 靑年 ER 女 二百 人 以上に 此 古き 話 を 語る は實に 愉快であった。 久 振りに て充實 せる 聖日で 
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あった。 

二月 二十 I 日 (月) 曇 目下 帝 國議會 へ 提出 中の 宗敎 法案に つき 意見 を 聞いて 貰 はん 爲に 貴族院 

議員 某 君を訪 うた。 斯んな 事に 少しな りと も携 はりて 少しく 恥 かしく 思うた。 翻って 思うた、 斯 かる 

法律 は 自分 等の 爲には 全く 不要で あり 且 迷惑で あるが、 世に は斯 かる 法律 を 要する 所謂 宗敎 家が 澤山 

に 有る ので あらう。 彼等 を 取締る 爲に それが 必要で あると 云 ふなら ば、 之に 服す るまで 1- ある。 何れ 

にしろ 文部省 の 認可 を 得る まで は傳 道が 出来なくなる と は實に 情けな い 次第で ある。 政敎は 益々 分離 

すべき 者で あるのに 日本で は 政治の 方より 宗敎 に干涉 せんとして 居る。 時代錯誤と は此 事で ある。 

二月 二十 二日 (火) it 東京に は 珍ら しき 大雪で ある。 英文 雜 誌の 發 行人 變更 屆を爲 さん 爲に雪 

を 犯して 丸 之 内の 警視 廳に 行った。 久 振りに て 大江戶 の 雪景色 を 見て 樂 しかった。 之で 先づ 英文 雜 

誌 -The  Japan  Christian  Intelligencer が 自分 の 手に 移された ので ある。 人が 隱 罟す る 頃に 新たに 

大 責任が 手に 落た ので ある。 主の 命じ 給 ふ 所と 信じて 之に 當 るまで ある。 

* し！！ 

二月 二十 三日 (水) 晴 歴 はしき 雪の 朝で ある。 終日 を 英文 雜 誌の 編輯に 費した。 時間と 努力の 

犬なる 犠牲で ある。 此んな 事と 知れば 去年 之に 携 はらなかった と 思 は せらる。 然し 今と なりて 止む を 

得ない、 上より 新たなる 力 を 仰ぎつ k 之に 從事 する。 我國の 今日 を 思へば 上と 下と なく 失筌 のみで あ 

る。 明るい 喜ばしい 事 は何處 にもたい。 然し 神 は 在し 給 ふ、 其 事 其れ 自身が 大 なる 光明 又歡 喜で ある。 


今日、 鹿 兒島縣 某 地の 一 婦人より、 本誌 二月 號卷 頭に 揭 げし 孟子の 言に 由り 死地より 甦りし 通知に 接 

し、 眞理の  一 一一 一一 a の 如何に 大勢 力なる 乎 を 感じた。 金 を 獲る 爲に 働く は 厭で あるが、 靈魂を 救 ふ 爲に犧 

牲を拂 ふ は 少しも 惜しくない。 今日は 忙 はしく して 聖書 も ダンテ も 一 行 も讀み 得な か. つた" 

二月 二十四日 (木) 晴 雜誌 原稿 製作に 苦心した、 ペンが 動かな くって 困難した。 舊 くよりの 苦 

心 困難で ある、 墓に 入る 日まで 續く 困難で ある。 此 ために 生れて 來 たので ある。 然し 苦しい 時には 依 

然として 苦しく ある。 之に 由て 誰でも 唯 一 人た &り とも 能力と 慰安 を 得るならば それで 凡てが 償 はる 、 

ひま  — 

ので ある。 今日は 仕事の 暇に 天文 學者コ ペル -ー カスの 小傳を 讀んで 慰められた。 彼はル ー テルと 同國 

同時代の 人であって、 ル ー テルが 靈界に 於て 爲 したと 同様の 改革 を 學界に 於て 爲 したので ある。 ル ー 

テル は義の 太陽なる キリスト を靈的 宇宙の 中心と 見た。 二者 孰れ も 中心の 發 見者であって、 中心の 新 

發見は 萬 事の 變革 である。 

二月 二十 五日 (金) 雪 忙 がしい 月であった。 月 は 短 かく、 其 上 流感に？ 惟り、 更に また 英文 雑誌 

を 引受けた ので、 新たに 之を發 行す る 丈け の 面倒であった。 友人の 援助が あって 有難たい が 凡ての 責 

住 は苜分 一人で 擔 はざる を 得す。 其 上に また 基督 敎 主義の 農學校 設立の 計畫 あり、 聖書 知識 普及の 爲 

の大 出版の 相談 も あり、 友人の 著書 出版の 紹介 も あり、 某 公立 學 校に 於け る 基督 敎 講演 引受の 事 も あ 

つた。 其 間に 舊來 の雜誌 講演 を繼續 せざる ベから す。 パゥ II がー 一一 一口 ひし 通り 「誰か 弱くして 我れ 弱から 

ざらん 乎」 である。 六十 六 歳の 春を迎 へて 戰鬪は 益々 激烈で ある。 自己に 顧みて 到底 堪 ゆる 能 はざる 
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を 思 は せらる。 然し 自分が 戰 ふので はない、 主 キリストが 自分に 在りて 戰ひ給 ふので ある。 自分 は戰 

闘の 傍觀者 である、 そして 主の 戰鬪 なる が 故に 勝利 は確實 である。 故に 日々 命ぜられ しが 儘に 働く、 

のぞ 

そして 仕事 は 次ぎへ 次ぎへ と 進む。 時に 閑暇 を 得て ダンテ や 天文 書を观 く。 面白い 生涯で ある。 


二月 二十 六日 (土) 曇 今朝 また 雪 を 見た。 忙 がしい 週間の 終りに 滞りな く 明日の 說敎を 書 上げ 

る審が 來て 感謝であった" 十 ：11 はまた 怫敎 熱が 高まり、 佛敎と 釋迦牟 尼に 就て 考 へた。 如何 見ても 

釋； i は 偉ら い 人であった。 ル ー テルの やうな、 而 かも ル ー テルよりも 偉ら い 改革者であった。 若し 彼 

が 今日の 日本に 居たならば 其 佛敎徒 を 責めて 止まぬ であらう。 基督 敎 徒が キリス トを 忘れし 以上に 佛 

敎徒は 釋迦牟 尼佛を 忘れた と E ケ弋 自分に 取り 基督 敎の 研究に 次ぎ 興味 最も 多き 者 は 佛敎の 研究で あ 

る。 原始 怫敎の 今日の 寺院 佛敎と は 全然 異 つた 者で ある 事が 判明つ で、 寺院 を 嫌 ひつ \ も 敎祖 自身 を 

尊敬す る 事が 出来て 喜ばしく ある。 

二月 二十 七日 (日) 曇 郊外の 泥濘 甚だしき に拘 はらす 集會 通常と 變 りたし。 朝 は 塚 本と、 午後 

は畔 上と 高 壇 を 共に した。 自分 は 朝 は 「現代 思想と 基督 敎」 の 第三 囘を 「生ける キリスト」 と 題して 

講じた〕 今生き 給 ふ キリストと 個人的 關 係に 入らす して 眞の 基督教の 信仰の 無い 事 を 語った。 午後 は 

列 王紀略 上の 第 十八 章に 由り フー リャ 傅」 第二  を 講じた。 H ホバ の豫言 者對バ ー ルの豫 言 者の 對抗 

に 就いて 語り、 語る 自分 も 大に敎 へられた。 不相變 多忙の 日曜日であった。 不完全ながら も 凡ての 責 


任に 當る 事が 来て 感謝であった。 

二月 二十 八日 (月) 晴 左の 意見書 を 印刷に 附し、 文部大臣、 宗教 局長、 貴衆兩 院議 員、 合せて 

八 百 二十 九 人に 宛て 郵便 を 以て 發途 した。 餘 計な 事を爲 したやう に 思 はる k 乎 も 知ら ざれ ども、 此の 

場合 爲 さねば ならぬ 事と 思ひ斷 行した。 生れて 初めての 經驗 である" 政治家 達 は 之 を 受取って 笑って 

ゐる だら う。 多分 之 を 開封す る 者 は 極めて 少數 であらう。 國 家の 大事で あると は 言 ふ もの、、 其 大事 

なる を認 むる 者 は 極 々少数で あらう。 

宗 敎 法案に 就て 

私 は宗敎 を敎ゅ る 者で ありまして 政 治 を 知ら ない 者 で あります。 然 る に 今 间宗敎 法案 なる 者が 帝 

國議會 に 提出 せられて 我國に 於て 宗敎 が爲政 家の 監督 を 受けん として 居る と 云 ふ 事 を 聞きました 故 

に、 兹に 私の 立場より 此 問題に 就いて 一 首す る 事 を 許して 戴きます。 

ベ ンジャ ミン • フランクリンが 曾て 曾うた 事が あります 「政府の 保護 を 受け ざれば^ 在し 得ざる 

やうな 宗教 は 存在せ ざる を 可とすれば、 斯 かる 宗敎に は 保護 を 供へ すして 之を廢 減に 歸せ しむる に 

如かす」 と。 誠に 明言で あると 思 ひます。 世に 自存 性 を 有する 者に して 眞の 宗敎の 如き はあり ませ 

ん。 此は 如何なる 勢力の 保護 を も 待た すして、 自由に 發 達し 得る 者であります。 之に 反して 偽の 宗 

敎 程^い 者はありません。 此事を 知って 政治が 宗敎に 干渉す るの は 如何に 愚かなる 事で ある 乎が 判 

明ります。 政治家が 宗敎の 爲に爲 し 得る 至上 善 は 全然 之 を 放任す る 事であります。 勿論 非 倫 不德を 
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取締る の 必要 はあり ますが、 それ は 普通の 法律に 依て 取締る 事が 出来ます、 特別に 宗敎 法を設 くる 

の 必要はありません。 

今や 政敎 分離 は 文明 的 政治の 原則であります。 そして 宗敎が 政治に 千涉 する 害が 大 たる 丈け、 そ 

れ 丈け 政治が 宗敎 に干涉 する の 害 は 大きく あります。 故に 西洋 諸國に 於て は 一 一 者の 分離 をして 益々 

明白なら しめんと して 居ります。 然るに 我國に 於て 第一 一十 世紀の 今日に 於て 新に 法律 を 設けて 宗敎 

を 取締らん とする は、 此 はたし かに 文明の 逆行であります。 憲法が 旣に 自由 を與 へた 宗敎 に、 幾分 

. ^りと も 政治の 制裁 を 加 へんと する は、 此 はたし かに 時代錯誤でありまして、 政治の爲に計る，^害 

多くして 益少き 事であります。 甚だ 失禮 なる 巾 分であります が、 文部省 は 其 直轄の 諸學 校に 於て す 

ら敎師 生徒の 思想の 惡化を 制止す る 事が 出来ない のであります。 其 文部省が 敎 育よりも： 史ら に闲難 

な る 宗敎を 其 支配 の 下に 置いて 之 を 取締り 得 ると はどうしても 思 はれません。 

更に 一 つ 私 は 曾 はして 戴きた くあります。 此 法律案 を 編んだ 人々 は失禮 ながら 宗教の 何たる 乎 を 

知られた 人々 であり ませう 乎。 私 は 犬なる 疑を懷 きます。 私 は 今日まで 殆んど 四十 年間、 同胞の 間 

に 傅 道して 來 たもので あります が、 日本 政府の 官吏 叉 は 民間の 政治家に して 眞に 宗教 を 解した 人に 

滅多に 遭うた 事はありません。 彼等 は 私共 宗敎に 生きん と 欲する 者の 眼より 見 ますれば、 所謂 「此 

世の 人達」 でありまして、 神の 事、 靈 魂の 事、 来世の 事 等に 就て は 純然たる 門外漢であります。 そ 

して 斯 かる 人達に 由て 編まれた る宗敎 法が 能く 日本人の 宗敎を 取締り 得 やうと は 私に はどうしても 

E 心へ ません。 私 は 法案 其 物の 爲政 家の 善意に 出た る 事 を 信じて 疑 ひません が、 然し 宗敎 信仰の 立場 

より 見て 斯 かる 法案 は 今日の 場合 撤囘 して 貰 ひ 度く あります。 或は 叉 法律と 爲す 前に 一 度 廣く國 民 


の 輿論に 問 ふて 然る 後 再び 提出して 貰 ひ 度く あります。 昭和 一 一年 一 一月 十八 日 

三月 一日 (火) 晴 訪問客 多くして 多忙であった。 其 間に 校正 を爲 し、 讀 書した。 愛蘭 土 キルと 

云 ふ 所の 英國々 敎會の 牧師 T  .  S  . ベリ ー と 云ふ學 者の 著 はした 「基督 敎と 佛敎」 と 題す る 書 を讀ん 

だ。 此は 三十 年 前に 讀んだ 書であって、 今 は W 讀で ある。 舊ぃ 書で あるが 其の 唱 ふる 所 は眞理 である 

と 思 ふ。 釋迦の 人格の 偉大 を 認めざる を 得すと 雖も、 其 敎理は 基督 敎の それに 比べて 消極的であって 

不備 であると 思 ふ。 3： れ にして も佛敎 研究 は 非常に 面 く ある。 

三月 二日 (水) 漸く インテリ ゼンサ ー の 校正が-おんだ。 隨 分の 骨折であった。 然し 爲し 得て 

感謝で ある。 「汝の 能力 は汝の 齢に 循ふ」 である。 贵 任が 加 はれば 之に 循 ひて 能力が 加 はる。 心配す 

るに 及ばない。 

三月 三日 (木) 曇 今日は 一 曰 校正と 原稿 書き を 休みて 讀 書に 從 事した。 T  • ァー ミテ ージ •  口 

ビンソン 著 『H べソ 書の 註釋』 に 稀れ に 見る 好 良の 註解 書を發 見して 感謝であった。 英國々 敎會に は 

時に 斯んな 偉ら ぃ學 者が 居る。 其 儀式 制度 は膨 であるが、 共 敎師の 中に 偉人の 居た 事 を 拒む 事 は出來 

ない。 兹に 彼等に 對し 衷心よりの 尊敬 を 表する。 

三月 四日 (金) ft 夜 雪 降る。 雜誌 校正に て 頭腦を 1^ めた。 英文 雜誌 三月 號 が出來 た。 期 まで 
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に 作る 爲に大 なる 努力 を 要した。 八 百 部 刷った。 若し 是れが 全部 賣れ るなら ば 犬なる 成功と 一一 一一 n はざる 

を 得ない。 日 木に 於て 純 英文 雜誌 を發行 して 五 百 以上の 讀者を 得る こと は 甚だ 困難で ある。 

三月 五日 (土) 雪 去る 一日 木 村 熊 二君 八十 四 歳の 高齢 を以 つて 永眠せられ、 今日 其 葬儀が 牛 込 

敎會に 於て 營 まれ たれば * 自分 も屮 Z 席して IS 君に 對し 敬意 を 表し、 合せて 知人 を 代表して 少し 計りの 

感想 を 述べた。 然し 田 村直臣 君、 田 島 進； _1 ^等が 故人に 關 する 熱き 心情 を 注がれし 後で あれば、 自分の 

感想 は 誠に 役目 的に 聞え、 巾譯が 無った。 何しろ 明治 六 年に 基督 信者に 成られた 人であって、 我國基 

# 敎界の 長者であった。 弘 化に 生れて 昭和に 眠り、 奮き 日本 を 新しき 日本に 梨ぐ 功勞 者であった。 

三月 六日 (日) 半晴 兩囘の 集 會に變 りなし。 午前 は 使徒 行 傅 十八 章 十八 節 以ドト 九 章に 至る パ 

ゥ D の エペ ソ傳 近の 研究の 準備と して 「福音 エペ ソに 人る」 と 題して H ベ ソの 地现的 並に 歷 史的 地位 

に 就て 語った。 少しく 學究 的であって 會衆全 體に對 して は氣の 毒の 感 があった が、 然し 之を感 賞して 

„Ji- れる人 もあって 感謝であった。 午後 は 列 王 紀略上 十八 章 四 一 節 以下に 由り H リャ傳 第三 囘を 講じた。 

エリヤ 雨 を 祈る 段であって、 多く 語るべき 事が あった。 

三月 七日 (月) 晴 H べソ 書と 支那 佛敎史 と を讀ん だ。 憲政 會と政 友本黨 との 野合 的 聯盟の 事 を 

ひ、 朝 は 氣持惡 しく、 日本の 將來に 就て 失 §1- した。 特に 神の 大 能の 此國の 上に 加 はらん^ を 祈った。 

夜、 主婦と 共に 「乃 木將 軍」 の薩摩 琵琶の 放送 を 聞き、 是れ亦 甚だ 氣 持が 惡 かった。 所へ 關 大地震 


の 新聞 號 外が 来り、 大 ショック を 感じた。 何やら 神が 日本の 今日に 就て 怒って ゐ給 ふやう に 感じた U 

震 害の 程度 如何に 由って は 我國の 大事で ある。 

三月へ 日 (火) 暴 n 夜雨 ふる。 終日 關 西の 大地震に て 心を惱 ました。 其 中心が 阪神でなかった 丈 

け は 幸福で あつたが、 其 災害の 甚大で ありし 事 は 痛心に 堪 へたい。 關 東の 地震と 等しく 天災 其 物は大 

刑で はない が、 之に 見舞 はれて、 それが 爲に國 民が 難儀す る は 罪の 結 鬼で あると 云 はざる を 得ない。 

日本の 如き 天災 國に 在りて は 其 國是を 之に 順 じて 定めねば ならぬ。 卽ち 之に 國家的 保 險を附 ける 積り 

で 萬 事 を 行 はねば ならぬ。 非戰的 平和主義の 必要なる は玆に 在る。 外敵と 戰 ふよりも 天然と 戰ふ爲 に 

値へ ねばならぬ。 〇此 日英 文雜 誌の 外 國發送 を 終った。 僅かに 百 二三 十 部であった けれども、 初めて 

の 事であって、 家族 總掛 りに て 大分に 苦心した。 

三月 九日 (水) 雨 春暖 到る、 Bll 風雨であった。 久し振り にて 閑暇 を 得 たれば 舊 稿の 整理 を 行う 

た。 籠に 一 一はい の 屑 紙 を 得た。 自分な がらに 書物の 多き に 驚く。 〇 一 一 瓶耍藏 君の 個人 雜誌 『宗 敎』 に 

左の 如き 記事が 見えて 非常に 不快 を 感じた" 

最も 發 達した 新教に は 御利益 主義 は あるまい と 云 ふ 人が あるが、 否々 もっと 甚だしき 御利益 主義が 

ある。 それ は 丁度 淨土 眞宗の 様に 基督 を 仰いだならば それで 凡ての 罪 は赦 されて 天國に 入る 事が 出 

來る。 凡ての 罪 も 汚れ も 其 ま k で 宜しい。 何う せ 人 は 如何に 修養し 努力した 所で 自分の 行で 救 はれ 

るので ないから 只 救 はれた と 信す るなら ば それで 宜しい と 云ふ大 なる 御利益 主義が ある … … 是れ^ 

一 九 二 七 年  £ 八 一一； 
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像敎の 僅かの 御賽錢 でゥン と金 儲け を させて 貰 ふと 云 ふ 心の 發 達した ものであって、 宗敎と 道德の 

大 なる 敵で ある。 

實に思 切った る霄 方で ある。 キリ ス ト仰瞻 の 信仰 を靳 くも 淺 薄に 解す る 二 瓶 君の 心理 狀 態が 自分に は 

何う しても 解ら たい。 是れ では 同 君と 自分との 共同 事業 は 何れの 方面に 於ても 不可能で ある。 

三月 十日 (木) 晴 少しく 他人の 爲に 奔走した。 賴 まるれば 辭 する 事 は 3,: 来ない。 其 間に 種々 の 

事 を敎 へらる。 米國 流の 基督 敎は人 を 自己 本意に 爲 すに t„ ^だ 有力で ある 事 を 認めざる を 得ない。 實に 

惡 ぃ宗敎 である。 其點に 於て は 佛敎の 方が 遙に增 しで ある。 今日 も 佛敎史 を復讀 して 大に 慰められた。 

日本人 全體が 米 國{ 一  n; 敎師 の 傳 ふる 基督 敎を 受納れ ざ る は 神に 感謝す べき 事で ある。 

三月 十一 日 (金) 晴 雜誌 第三 百 二十 猇を發 送した。 いつの 間に か 三百 猇を 二十 號 突破した。 ほ 

かに 英文の 妹が 出来た" M だか 夢の やうで ある。 r 是れ 主の 爲し 給へ る 所に して 我等の 眼に 不思議に 

見える 也」 である。 引 緩き H べソ 書の 研究が 非常に 面白く ある。 中年 時代に 幾度 も 研究した 書で ある。 

老年の 善き 慰めで ある。 斯んな 面白い 研究の 材料 を與 へられて、 何年 生きても 人生に 倦む こと は ある 

まい。 佛敎史 の 復讀も 亦 非常に 面白く ある。 今日は 原稿 も 亦 少し 書け た。 

三月 十二 日 (土) 晴 宗敎 法案 消滅の 兆候 見えて 嬉しかった、 然し まだ 安心 は 出来ぬ。 然し 何う 

決る も： Jjjjj したる 事 は 無い と 信す る。 祌の聖 意 は必す 成る。 官吏 や 政治家 は 少しく 之 を 早める か 遲らす 


るに 過ぎない。 信仰の 立場より 見て 此 はどうで も 可い 問題で ある。 唯 少しく 刺戟と 成りて 面白い。 

三月 十三 日 (日) 雨 大雪に も拘 はらす、 雨 罔の 集 會に殆 んど變 りがなかった。 郡部の 惡路 を见 

して 集り 來る 若き 婦人 達に 對し 殊に 感謝せ ざる を 得なかった。 我が 聖書 研究 會は當 初より 天候に 由て 

其 盛衰 を 支配され なかった 事が 特質で ある。 今日の 如きが 其の 最も 好き 實例 である。 青年 男子 は 勿論 

のこと、 上下 貧富の 別な く 大雪 を 踐んで 大抵 時間までに 出席して 吳れ た。 是れで こそ 神の ヱク レジ ャ 

の感 がする。 朝 は 使徒 行傳 十八 章廿四 節— 十九 章 七 節に 由り r ァボ 口の 出現」 と 題して 講じ、， 午後 は 

列 王紀略 上の 十九 章に 由り 「エリヤ 傳」 第 四囘を 演じた。 實に氣 持 好き 雪の 聖日であった。 

三月 十四日 (月) 半晴 不相變 精神的 疲勞の 曜日であった。 久 振りに 舊 約の エステル 書 を讀ん 

だ。 意味深長の 書で ある。 神なる 文字 を さ へ 一 囘も用 ひざる 此書も 亦た しかに 神の 聖書の 中に 加 へら 

る ベ き 充分 の 價侦が あ る 。 遠 か ら すして 之 を 我が 研究 會 に 於て 講 する で あらう。 

I 二月 十六 日 (水) 曇 寒い ィャた 日であった。 宗敎 法案 握り潰し 確 實の報 を 新聞紙に 讀んで や、 

安心した" 然し 其 他の 事に 於て 日本 今日の 狀態は 其の 凡ての 方面に 於て 混亂 である。 國家其 物の 將來 

が 案じられる。 北米 加州 帝國 平原 コ ー チ ュ ラ より 信仰 復興の 昔 信に 接し、 此 はたし かに 喜 信であった-) 

ての 事 非なら ざるな き 今の 世に 、聖霊の 働く 所の みは 凡ての 事 可なら ざる はたしで ある。 新聞紙 は 

ィャな 事の みを傳 ふるに、 我が信仰の友は善き12^^のみを傅ふ。 
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三月 十七 日 (木) 曇 數 ヶ月；；^ りに て 銀」 M に 行った。 完全なる 盧榮の 街に 化した のに 驚いた。 貪 

ふ 事、 飮む 事、 着る 寧、 近代 人の 求む る 所 は 只 それ 丈け である。 淺 ましき 限りで ある。 或る 友人の 紹 

介 を はて、 丸 之 內 工業 俱樂 部に 於て 大阪 商船 會 社の 催しの 東方 阿弗利加 11 拓の 活動 寫眞を 見た。 野獸 

生活、 マガ ヂ 曹達 湖、 ヴィク トリ ャ大 湖の 實況等 見物であった U 然し講堂の{<^^氣流通惡くして堪 へ難 

く、 巾途 にして 辭し 去った。 日本 紳士の 時間 を 守らす、 空氣に 注意せ ざる は 昭和の 今日と 雖も、 昔し 

に 少しも 異ならない。 市中に 往 いて 服に 止まる 事 は 惡ぃ事 計りで ある。 自分の 如き は 極東の バビ Q ン 

東京 に おる 資格 は 無 い 者で あると 思 ふ。 

三月 十八 日 (金) 曇 午後 六 時半より 靑山會 館に 於て 宗敎 法案 反對 基督 敎大會 が 開かれ、 自分 も 

反對 者の 一 人と して 出席し、 一 場の 演說 を爲 すべく 除满 なく せられた。 聽衆は 一 千 人 もあった らう。 

中 E ホ ー リネス 敎會 監督 司會 し、 演說者 は 救世軍の 山窒軍 平氏と 自分との 外 は、 主として 日本 * 督敎 

會の 人々 であった。 久 振りの 市內の 出演であって 餘り^ 持が 好くなかった。 二十 五分 問 計り 朗讀 演說 

を 試みた。 聽衆は 拍手 を以 つて 迎 へて 吳れ た。 然し 半ば 此 世の 事 を 語る のであって、 自分に は 甚だ 不 

似合に 感じた。 是れ で先づ 「お 役目」 を 一 つ ra^ たした のであって、 又と 復 たび 斯 かる會 合に は 額 を 出 

さ 5>- らんと 欲する 

三月 十九 日 (土) 雨 昨夜の 演說 にて 大分に 疲れた。 馬鹿な 事 をした やうに 思 ふ。 半日 休んで 午 


日脚いた。 ベン を 執って 英文 原稿 を 書いた。 財界に 大動亂 が 起り つ. - ある。 ノアの 洪水の 襲来で あら 

う。 忍へば 恐ろしく ある。 然し 國 民が 神に 叛 いた 結果が 玆に 至った ので あれば 止む を 得ない。 神 は 方 

舟の 中に 我等 信す る 者 を 救 ひ 給 ふと 信す る。 如何に 見ても 今の 若 槻內閣 は 未だ 曾て 見た ことのない 惡 

い： s: 閣 である。 然し 事の 玆に 至った 深 因 は 他に 在る、 ^藤、 大喂 等、 所謂 維新の 元 動に 於て 在る。 彼 

等が 播 きし 不信 不實の 種が 此惡 しき 果を 結んだ ので ある。 或は 更に 言 ふべき であらう、 罪 は 彼等 を 欺 

きし 西洋の 政治家に 在る と。 何れに しろ 浮 虚が風 を 生んだ ので ある。 大風 を 生んで 國家を 吹 倒さん と- 

して ゐ るので ある。  嚓叉 噫。 - 

三月 二十日 (日) 雨 午後に 至りて 雪 も 加 はり 稀に 見る ィャ な天氣 であった。 にも 拘 はらす 集會 

は 平常と 多く 異ならす、 不相 變恩惠 溢る &の 聖日であった。 但し 一昨夜の 公 開演 說が崇 り、 疲勞 癒え 

すして 充分の 元 氣を發 揮し 得すして 殘 念であった。 午前 は 使徒 行傳 十九 章 八 節 以下 二十 節までに 依り 

「エベ ソ俾 道の 成功」 に 就て 語り、 午後 は 世は擧 つて キリスト を 憎む 者 なれば、 キリストに 從 つて^ 

界 到る 所に 信者 は 或る 種の 迫害 を 免 かれざる こと、 そして 信者が 世に 勝つ の 唯一 の 武器 は祈禱 である 

事に 就て 述べた。 〇 一 昨夜の 演說に 就き 聽 衆の 內に 在りし 米國 宣敎師 某氏より ィャ味 たっぷりの 手紙 

を 受取り 不愉快であった。 米阈 宜敎師 が 自分 を 解し 吳れ やう 害 はなく、 斯 かる 怨言 は 當然 の 事な りと 

は 云 ふ もの 、、 彼等と 接觸 せねば たらぬ 所に 以來 自分 を 引出さ る やう 基督 敎界の 諸氏に 注意せ ざる 

を 得たい。 自分 は 信す る 所を言 はざる を 得す、 言へば { 且敎 師に當 る。 自分に 取り 敎會の 催しに か \ る+ 

菜會に 引出さ &る& 事 は 迷惑 至極で ある。 キリストの 愛の 故に 敎會は 自分 を 放任し 置かれん こと を 祈. 

1 九 二 七 年  H 八 七 
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三月 二十 一日 (月) 晴 農 商務省 高等官 某氏に 伴 はれ、 友人 一 圑 と共に 茨城 縣友 部に 在る 日本 高 

等 國民學 校 を 訪れた。 校長 加 藤寬治 君の 親切なる 案內に 依り 校內 隈なく 視察す る を 得て 大に敎 へらる 

る 所があった。 如何にして 最も 有效 的に 我國 農家の 子弟 を敎育 せん 乎と 云 ふの が 問題で ある。 そして 

加 藤 校長 はたし かに 多くの 滿 足なる 解答 を與 へつ k あると 信す る。 何れに しろ 日本 國 根本的 救 辨を計 

る爲の最も有び.^;なる試みでぁると思ふ。 なまじ かな 神學校 を^く るよりも 遙 かに 增 しで ある。 自分に 

も 若し 年齢と 资カ とが 有るならば 行って 見た き 仕事で ある。 此所 にも 亦 一 場の 演說 を爲 すべく 餘 儀な 

くせられ、 一時 半辭 して 汽車に て 水戶に 到り、 常 磐 公園に 烈 公の 遣 跡 を 尋ね、 梅花 を 賞し、 夜 八 時 柏 

木に 歸 つた。 久 振りの 短 旅行であって、 心身 共に 善き 休みであった。 夕暮に 利根 川の 鐵橋を 渡り たれ 

ば 一 首 を 作った。 

梅が 香に 憂へ は 失せて 身 は輕く 

利根 川 渡る 春 の 夕暮 

三月 二十 二日 (火) 晴 巿內は 銀行の 取 付 並に 支拂 停止 等に て騷 がしく ある。 家に 在りても 種々 

の 小 問題 起り、 是れ 亦. 處理 する に 仲々 面倒で ある。 如何に 見ても 塵の 世で ある。 主が 顯 はれ 給 ふまで 

は忠 難の 速 緩で ある。 左の 如き 張 紙 を 玄關に 張りつ けた。 

說敎、 演說、 論文 等の 御 依頼 は 一 切 御 引受 不 t 候。 


a 叉、 社會、 宗敎其 他の 運動に は 一 切 參加不 仕 候。 

內村鑑 三 

近代 人に 對 して 冷淡に 成ら ざれば 舊 代人 は 其 天職 を 果たす 事が 出来ない。 結婚式 を擧げ るから 來て吳 

れ るか 又は 祝 文 を 書いて 達って 吳れ とか、 迷 鏡 を I 貝った が 能く 昆 えない から 見える 方法 を 示して 吳 

れ とか、 書 畫の展 覽會を 開く から 數枚 揮毫して 送って 吳れ とか、 勝手 放題 を 言 ふて 來る。 「神の 國と 

其義」 に 就て 協力 を 申込んで 來る者 は 一 人 もない。 凡てが 神と 聖書と 敎師と を 自己の 爲に用 ひんと 欲 

する 人達で ある。 いくら 抑 へても 疳瘊が 起らざる を 得ない。 

三月 二十 三日 (水) 晴 彼岸の 中日で ある、 內村 家名 物の 牡丹餅が 出來 た。 愛の 餞った 餅で ある- 

三十 年 以上、 春と 秋と に 之 を 作って 吳れた 主婦に 感謝す る C 我等に 勞 働と 家庭の 快樂の 外に 何の 快樂 

もない、 然し 是れ ありて 他に 快樂を 求めない。 社交、 觀 劇の 快 樂等は 我等に は快樂 でない。 〇 此日例 

年の 通り 高等 女子 師範 學 校の 本年の 卒業生に して、 我が 聖書 研究 會の會 員た る 者の 5；$! 刖會を 今 井 館に 

於て 開いた。 達ら る、 者 は 四 名であった。 彼等 は 何れも 善き 信者と 成りて 我等の 許 を 去りて 各地に 散 

在して 其 職に 就く。 女 學生中 最良 分子で ある。 外國宣 敎師に 接せざる が 故に 其 信仰 は 日本式に して、 

質素に して 堅實 である。 總现 大臣 や 大學總 長に 成らす とも、 是 等の 學 生に 聖書 を敎 ふる を 得て、 我が 

人生の 目的 は 達せられたり である。 〇 英文 雜 誌の 編輯 を 終った。 前 月より は 大分に 樂 であった。 單獨 

で ボッ ボッと 行ので あって、 至 つ て 面白く ある。 
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三月 二十四日 (木) 曇 今や 基督 敎を 利用 せんと 欲する 者が 澤 山に 有る。 我等 は 彼等に 利 川 せら 

れて はならない、 叉 彼等 を 利用して はならない。 眞の 求道者に あらざる 以上 は 成るべく 彼等 を 兄： 极 

ひに 爲さ る やう^め なければ ならない。 今や 我國に 於て も 其- -督敎 が 落せ るの 結 aK として 多くの 信 

^までが 昔の 儒道 を懷 かしく E 心 ふやう に 成った。 入.^ かも 西洋 醫に 失敗 多き が 故に 漢法醫 が復與 したと. 

同じで ある。 まことにん，' 日の 敎會の 基督 敎 よりも 昔し の II 敎怫敎 の 方が 遙 かに 增 しで ある。 歎すべき 

の 極みで ある。 

三月 二十 五日 (金) 春恶 くして 梅 は.， 咲いても 樱は まだ ゆ、 きさう にもし ない。 今年 程 春の 待た る、 

歳 は， 人し くなかった。 人 を 離れて 天然に 歸 りたく ある。 家に 在りて は 星學が 唯一 の 天然 研究で ある。 

書^け それ 丈け 淸 きもの は此學 科で ある。 そして 望遠鏡がなくても、 肉眼で 大分に 天 をの ぞく 事が 

出來 るから 偸 快で ある。 帝 國議會 では 代議士 達が 鐵拳 を掷 つて 亂鬪 しつ.^ ある 問に、 コ ペル 一一 カス、 

ブラ— へ、 ケプラ ー、 ハ ー シェル 等の 大 天文 學 者の 事跡 を考 ふる は 坐して 天堂に 昇りし が 如き 感がぁ 

る 0 


三月 二十. KB  (土) 雨 校正と 原稿と で 多忙であった。 人生に 多くの 六ケ 敷い 問題が ある。 如何 

たるん と雖も 悉く 之 を 解決す る 事 は出來 ない。 小 問題 は大 問題 丈け それ 丈け 六ケ 敷く ある。 然し 全能 

の祌は 悉く 能く 之 を 解決し 給 ふ。 そして 彼に 解決して 戴いて 事と して 善から ざる はなしで ある。 故に 


何事に 就ても 祈禱が 必要で ある。 小の 小なる 事まで 神に 敎 へて 戴かなければ ならない。 人に 會ふ 時、 

紛失した 物 を 探が す 時、 文章 を 書く に 方り 適當の 文字が 見附から ぬ 時、 祈禱が 必要で ある。 大事に 臨 

ん では 勿論で ある。 先般の 宗敎 法案 反對の 時の 如き、 一 日に 數囘此 事の 爲に 祈った、 そして 凡てが 祈 

つた 通りに 成った。 聖書の 意味の 解らぬ 時に、 祈って 善き 解釋を 得た 事が 幾度 あつたか 知らない。 歳 

を 取る に 順 ひ、 信者の 生涯 は 只 祈る 事の みで ある 事 を 益々 切 實に感 する。 

三月 二十 七日 (日) 半晴 朝 は 使徒 行傳 十九 章 二十 一節 以下に 由り 「パゥ 口、 エベ ソを 去る」 の 

段 を II じた。 彼が 到る 所に 騒擾 を 起す の 因と なった 事に 就て 述べて 彼に 對し 同情に 堪 へたかった。 午 

後 は 列 王 紀略上 第一 一十 一 章に 由り H リャ傳 第五 囘を 講じた。 去る 十八 日の 公開 演說が 今に 摘 ほ 祟りて 

充分に 元 氣を發 揮し 得すして 淺念 であった。 〇 世に 自分 を 先生と して 奉りながら 自分の 命 ふこと に少 

しも 從 はざる 者の 多き を 歎げ く。 近代 人が 人 を 先生と して 仰ぐ は 彼 をして 己が 意志の 實 行に 裏書き せ- 

しめん 爲 である。  先生の 勸吿 に從 ひて 生涯す る 者 は 滅多にない。 先生 を 馬鹿にする 仕 打であって 憤慨 

に堪 へない。 然し 近代 人の 天性で あるが 故に 如何と もす る 事が 出来ない。 聖日に も斯 かる 感想 を 起さ 

ざる を 得ない 事を悲 む。 

.0 の.！' し ら 

三月 二十 八日 (月) 晴 麗 はしい 春の 日であった。 獨 りで 井 之 頭 公園に 散歩した 。東京 郊外の； §^ 

展の 甚だしき に 驚いた。 柏木 は 今や 1  口ん ど 東京の 中心で ある 事に 氣が附 いた。 〇 米國メ ソヂス 卜敎會 

派遣 宜 敎師 某氏より 自分の 米國 並に 米 國官： 敎師 に對 する 態度に つき 激烈なる 反較の 書面が 達した。 直 
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に斯 かる Kit 鹿ら しき 態度 を棄て k 彼等 官： 敎師と 和合 一 致せよ との 勸吿 であった。 かも 敎師が 其 生徒 

を 論す や う なる 書 振で ある。 多分 日本 メソヂ スト 敎會 所屬の 邦人 敎師等 は { 且敎師 等 に如此 くに 极 はれ 

てゐ るので あらう。 

三月 二十 九日 (火) 晴 古本の 整 现を爲 した。 必要の 書籍が 段々 と少 くなる。 終に は 聖書 文け あ 

れば 足りる 時が 來 るので あらう。 〇 米 圃宜敎 師の或 者 は 自分に 書 送って 云 ふ 「君 は 人 を 蹴る 馬な り」 

と、 或る 他の 者 は 曰 ふ 「君 は 靑年を 惑 はし、 歷史を 偽 はる 者で ある」 と。 如何で も 可い。 然し 雜誌著 

書の 註文 は鑌々 と 達し、 gsl 曰 研究 會人會 者 は殖る 一方で ある。 そして 全國 並に 海外に 於て まで、 自分 

の 書いた ものに 由て 信仰 復興が 起り つ k あるとの 報知が 所々 より 到る。 矢張り 自分の 方が 宜敎師 より 

も 遙に惠 まれた る 人で ある。 

三月 三十日 (水) 雨 舊約 エステル 書 を 研究した。 多くの 興味 ある 歷 史的 並に 文學的 問題 を 喚起 

する。 古代べ ル シャ史 を復讀 する の 必要が ある。 ra 十 年 前に 讀んだ ロー リン ソン 著 『古代 七 大帝 國 

史』 が 八 r 'に 至って 用を爲 す。 然し 學 問の 爲の學 問で ない。 隱れ たる 弱い 信者 を 敎へ且 慰む る 爲の學 問 

である。 敎會ゃ 社 會とは 何の 關 はりある なしで ある。 神 は隱れ たる 所に 働き 給 ふ。 其 弱き 人達に 先生 

と 云 はれ 兄弟と 呼ばれる 事が 最大の 譽れ叉 喜びで ある。 益々 此 世に 死し、 敎會 には惡 人と 云 はれ、 社 

會國 家に は 無視され て、 此の 隱れ たる 低き 人 等に 由て 成る 平和の 國に 安住 せんと 欲する。 此雜誌 も 素 

素斯 かる 國の 人達に 讀んで 貰 はん 爲 である。 


三月 三十 一 日 (木) 半晴 暖かい 日であった。 兩雜 誌の 校正が 主なる 仕事であった。 支那の 動亂 

が 目下の 大 問題で ある。 其 裏に 大 なる 聖 手が 顿 ぃてゐ ると 信す る。 罪 を 支那に 計り 着せて はならない。 

西洋 諸國、 殊に 英國が 今日まで 支那 を 侮辱した 事を考 へねば ならぬ。 西洋 本位に のみ 世界 歷史 を考へ 

て 我等 は大 なる 誤謬に 陷 いる。 そして 祌は 支那と 共に 日本 を 救 ひ 給 ふで あらう。 

四月 一 日 (金) 半晴 インテリ ゼンサ ー 誌の 校正 を 了った。 三月 號發行 部数 八 百 十七 部、 全部 賣 

切れと なった。 印刷 費 百 三十 七圓 八十 錢、 一 冊に 付き 十七 錢、 卽ち賣 上げ 代金 を以 つて 印刷 費 を 償 ふ 

に 足る。 大 なる 成功で ある。 外に 編輯 雜費 百圓を 要す。 是は 兄弟の 寄附 金 を 以て 補充す。 斯くて 此小 

なる 仕事 も 亦、 何人に も 愛の 外に 何の 負 ふ 所な くして 繼緩 する 事が a-z 來て 感謝で ある。 

四月 二日 (土) 暴 n 敎友 某の 結婚式 を 司った。 彼に 取って は 再婚であった。 新婦 は 初婚であった、 

然し 所謂 基督 信者でなかった。 自分 は 彼女に 向 ひ 左の 如き 質問の 言を發 した。 

あなた は 日本 婦人と して、 あなたが 敎 へられし 日本 國の 婦道に 循ひ、 此 人に 嫁ぎて 其 妻と なり、 彼 

を 敬 ひ、 彼に 從ひ、 彼 を 助けて、 あなたが 日本 婦人た るの 義務 を盡 さんと せられます か、 又 其 決心 

を 神明と 諸 友人の 前に 誓 ひます 乎。 

之れ に 封し r 然り」 との 答 を 得 たれば、 玆に 普通の 簡單 たる 基督 敎 式に 由り 此 式を濟 ました。 是れが 

我等の 信仰 を 尊重して 我等の. s: に來 らんと 欲する 者を迎 ふる 最も 正直なる 途 であると 信す る。 そして 
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大抵の 場合に 於て、 如斯 くにして 迎 へし 人々 は、 喜んで 我等の 同信の 友と なり、 永く 我等の 親友と し 

て^るの である。 我等 は 所謂 「信者」 のみが 眞の 信者で ない 事 を 知る。 

四月 三日 (日) 半晴 集會變 りなし。 朝 は 使徒 行傳 二十 章 一— 十二 節に 依り、 「トロア スの集 

會」 に 就て 語り、 午後 は 列 王紀略 下の 第二 章に 依り 「H リャの 昇天」 に 就て 述べた。 ヱ リャが 大風に 

乘 りて 天に 昇れり と ある は、 奇跡に 非す して 旋風に 棬 揚げられ たので あると 云うた。 英雄の 死狀 とし 

て 太閤 秀吉、 クロム ゥ エル、 ベ ー ト ー ベン 等の 死 方 を參考 として 述べた。 春 来りて 珍客 多く、 三 ハ介文 

？ ん ち や う さ 

子 は米國 マウント ホ リヨ ー ク 女子大 學を 卒業して 歸 朝し、 京 城 金？ i 濟君は 十 年 振りに 上京し、 夜に 人 

りて 其 訪問 を 受けて 是 れ又樂 しかった。 但し 週間に 聖書 以外の 用事 多き 爲に 日曜日の 講演に 充分の 力 

を 入れる 事が 出来す して、 夫れ 計り は续念 至極で ある。 续餘の 生涯 は 聖書 計りで 送りた きもので ある。 

四月 四日 (月) 雨 支那 動 亂の結 raK として 米國 宣教師 全部 五 干 人、 支拂 を引拂 つて 本！； に歸 還す 

る 由 を 新聞紙に 讀 みて 大に考 へさせられた。 玆に歐 米 宜敎師 が 支那 を敎 化する 能 はざる 明かなる 證據 

が擧 つたので は あるまい 乎。 日本人 を さへ 見下して 止まざる 大抵の 宣敎師 が 如何に 支那 人を賤 しめし 

乎 は 推察す るに 餘 りが ある" 歐 米の 傅道會 社が 百年 支那に 傳道を 試みて、 終に 之 を 放棄せ ざる を 得 ざ 

るに 至った に は 3： か 深い 理由がなくて はならない。 神 は 東洋 を 守り 給 ふ。 西洋宣 敎師に 依らす して 他 

の 方法 を以 つて 之 を 救 ひ 給 ふで あらう。 


四月 五日 (火) 大雨 雑誌の 校正 を 終った。 今より 十日 間が 我が 時間で ある。 英文 雜誌 引受け 以 

來忙 がしい 日を繼 けた。 少しく 休まして 貰 ひたい。 

四月 六日 (水) 雨 疲勞 出で、 其爲 にや 憂 lit の 一日であった。 エベ ソ 書と 天文 學 を讀ん だ。 時に 

は 天文 學の 方が 聖書よりも 靈 魂の 力と なる。 天文 學に は敎會 とか 宜敎師 とか 云 ふやうた ィャな ものが 

ない。 凡てが 純 眞理で 純學理 である。 世ば なれの したる 宏遠なる 學問 である。 ハ ー シ H ル 父子、 ァラ 

ゴ等 孰れ も瑪敢 なる 眞理の 探究者で ある。 面白く 天文 學を 人に 敎へ 得る 者 は 犬なる 傳道師 であると 思 

ふ。 自分 も 其 一 人に 成りたかった。 

四月 七日 (木) Ei 志 賀重昂 君の 逝去 を 聞いて 悲ん だ。 君 は 自分よりも 二 年後の 舊札幌 農 學校卒 

業 生であって、 該 校が 生んだ 大人物の 一 人であった。 地 现學に 於て は 世界的 權 威であって、 羨ましき 

程の 地理 知識の 所有者であった。 自分に 對 して は 常に 同情 を 持って 吳れ た。 但し 君が 酒豪 を以 つて 自 

から 任じ、 終に 君の 貴重なる 生命 を 短から しめし 事 は 歎じても 猶ほ餘 りが ある。 君の 級より 多くの 有 

爲 なる 人物 を 出せし と雖 も、 其內の 一人 も クリスチャンに 成らなかった。 聞く 彼等 は 東京 出發に 際し、 

札幌に 行いて 決して クリスチャンに 成らざる べしと 誓 ひたりと。 然し 其 事 は 彼等に 取り 善い 事 計りで 

はなかった。 彼等 は それが 故に 敎會 {ー且 敎師 の惡 感化 を 免 かれしと 雖も、 純 基督 敎の 供す る 取 A 感化 を 逸 

した" 若し 志賀 君が 自分と 共に 日本的 基督 敎の 唱道に 當 つて 吳れた ならば 自分 等 は どれ 程 助った 事で 

あらう。 同 君の 逝去 を 聞いて 感慨に 堪 へない。 〇此 日 身體の 具合 少しく 宜く、 家族の 者に 伴 はれて 久 

！ 九 二 七 a-  !■ 九 K 


H  の 生涯  I； 九 六 

久 振りに て 上野 向島 を 見た。 k 野 は 花の 見頃であった。 向島 は 荒れ Ei^ て、 見る 影 もなかった。 昔懷か 

しき 百花 園 を 訪れて、 洪水、 震災、 煤煙に 禍 ひされて 俊 かに 昔の 跡 を 七む る を 見て 悲しかった。 左の 

一 首 を 園の 主人に 書 いて 歸 つた。 

火と 水と 西の 文化に 荒れ はてし 

園の 昔の 跡ぞ戀 しき 

四月 八日 (金) 晴 十八 年 問布哇 ホノルルに 牧食 せらる k 組合 敎會敎 師堀貞 一 君の 訪問 を 受けて 

樂 しかった。 君の 傅 道に 依り 京都 同志 社に 於て 信仰の 大 復興 ありし を 聞き 大に 我が 志を强 うした。 舊 

い 俾道師 の 內には 時に 昔の 誠意 埶 i 情 を 見る ことがある。 君 は 自分と 同じく 文久 元年 酉年の 生れで あつ 

て算へ 年の 六十 七 歳で あると 云 ふ。 信仰に 於て は 自分より 一 年上の 五十 一 歳であって 傅 道 界の老 武者 

である。 

四月 九日 (土) 晴 今日は また 本 間重慶 君の 訪問 を 受けた。 基督 敎界の 古い 事 ども を 語り合 ひ、 

面. m かった。 敎界の 元老 中に 敎會 合同の 說が叉 亦 持 上った と 聞いて 喜んだ。 然し 其 實現は 容易の 事で 

あるまい 〇 志 貿重昂 君の 吿刖 式が 靑山齋 場に 於て 行 はれ たれば、 之に 參 列して、 君の 柩の 前に 低頭し、 

1 撮の 香を燒 いて 歸 つた。 札幌 時代の 事が 思 出され、 人生の 短 かさが 一 層 深く 感ぜられ、 <H1 曰の 感に 

堪 へたかった。 


四月 十日 (日) 晴 麗 はしき 花の 聖日であった。 朝 は 使徒 行傳 二十 章 十七 節 以下に 由り て 「バウ 

II の吿^ 演說」 と 題して 話した。 午後 は ヱ ス テル 書の 紹介 を爲 した。 主としてべ ルシャ 王國の 地理 歷 

史の 講演であって、 信仰に は 沒交涉 に 思 はれて 餘り氣 持が 善くなかった。 此日 男子 一 人、 女子 五 人に 

對し、 彼等の 切なる 申出に 由り、 信仰 試驗の 上、 男女の 長老 十餘 人に 立 合って 貰 ひ、 彼等に バプ テス 

マ を 授けた。 ハ母年 ー囘授 くる 事に 成って ゐ るので あって 今年 も 亦た 之 を 執行した 次第で ある。 簡 短に 

して 謹嚴 なる 式であって、 一同 强き感 に 打 たれた。 パプ テス マも此 如くに して 授受 すれば、 たしかに 

神の 嘉尙 する 所と なると 信す る。 此日 は此事 ありし が 故に、 特に 春の 太陽と 共に 輝いた。 

四月 十一 日 (月) 曇 久 振りに て舊約 H ヅラ書 を讀ん だ。 聖書 は何處 を讀ん でも 靈 魂の 強き 力で 

ある。 

四月 十二 日 ヌノ 晴 主婦と 共に 湘 南に 一日の 淸遊を 試みた。 海は靜 かに、 山 は 美しかった。 然 

し 夕暮に 家に 歸 つて 孫 女に 笑み を以 つて 迎 へらる、 は、 海よりも 山よりも 樂 しかった。 人 を 動かす 者 

はや はり 人で ある。 小兒 一 人は大 天然よりも 美 はしく 且つ 强く ある。 〇 一 昨日 バ プ テ ス マ を 受けし 者 

は 何れも 大 なる 喜びに 充 たされつ、 ある。 其內の 一人の 小 女 は 書 を 送って 曰 ふ 

先生 本當に 有が たう ございました。 有が たくって、 嬉しくて たまりません。 こんなに 卑しい 私に 

は、 分に過ぎたる 多分な 御 惠みを 前以てい ただいた 樣な氣 持で ございます。 あ、 主の 御惠 みはなん 

と 深い 事で ございませう。 どうして これからの 生涯、 このお 報 ひ をし ないで 居られ ませう。 
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叉 他の 婦人よりの 感謝の 曾 葉 は 左の 如し 

…… つもる 我が 罪 を赦 されて H ス キリス トを 仰ぐ 時、 行く 道 難い 我が 先き 々 々を も 感謝と 勇 氣にカ 

增 して 眺める が 出来る やうに なりました。 此 I の 苦しみ 何で ありませ う。 私共 はすで に 死して キ 

リ ストと 共に 復活 させて 頂いた ので 御座います。 主の み 名 を 汚さぬ 我等の 聖ぃ 生涯 を 送らん 此 日の 

門出 を いつまでも 忘る &事 は出來 ません。 

大 なる 決心 を 以て 受けし パブ テス マに 以上の 如き 喜びが 伴 ふ。 受 くべき 道に 由て 受 くれば バプ テス マ 

は 信仰 上 甚大の 效カ たる 事 を 疑 はない。 

四月 十三 日 (水) 晴 父の 命日で ある、 彼の 眞 影に 花 を 供へ て紀 念した。 彼 若しん 「在らば 滿 九十 

六 歳で ある。 自分 は 彼の 後 を 承け て Is- にも 角に も內 村の 家 を 更に 一 代繼 緩す る 事が 出来て 神に 感謝す 

る。 我家 は 小なる 上 州 武士であって 正直の 外に 何の 取 所な き 者で ある。 人に は 常に 騙され 易く、 貸 は 

ありても 借り はない。 唯 不幸に して 自分 は 父よりも 廣 く^に 知られ、 それ 丈け 彼に 及ば ざり しを悲 む- 

彼の 靈の： 大に 在りて 安 からん こと を 祈る。 〇 今日は 或る 事に 由り 取 越苦勞 する 事の 如何に 惡 しき 事な 

る 乎 を 際った。 「明日の 事 を 思 ひ 頃 ふ 勿れ、 一日の 苦勞は 一日に て 足れり」 との 主の 御 一一 一一 n 葉が 强く我 

が 霊魂に 響いた。 世人が 擧 りて 「手お くれ」 を 恐れる が 故に、 自分 も 彼等に 傚 ひて 先へ 先へ と 心配す 

る は實に 腑甲斐なき 次第で ある。 遲れて も 宜しい、 自分 は クリスチャン として 世に 傚 はす、 安心して 

其 時 ま で 萬 事 を 主 に 委ね まつるべき である。 主よ 我が 信な き を 憐み給 へ 。 


四月 十四日 (卞ン 0 夜雨 降る。 寒い ィャな 日であった。 澤 山に ィャな 事を讀 まされ 叉 聞かさる、 

支那の 事、 臺灣 銀行の 事、 實に 聞く に堪 へない。 道德は 地を拂 うたと 云 ふ位ゐ では 足りない、 道德は 

公然と 否定 せらる。 何事 も 利害 觀 念に 由て 決せら る。 政治、 法律、 宗敎 までが、 義に 由て 議 せられす 

して 利に 由て 定めら る。 愈々 世の 終末が 近づいた ので ある。 唯一 つ 永久に 動かざる 者が ある。 神が 据 

え 給 ひし キリストの 國 である。 今の 敎會を 離れた る 神の 國 である。 

四月 十五 日 (金) 雨 新聞紙 は 恐ろしくて 讀 むに 堪えない。 支那 のみでない、 日本 も 何時 崩れる 

乎 判明ら たい。 「義人 あるな し 一 人 も あるな し」 と は 日本 國 今日の 狀態 である。 凡ての 人が 政略の 人 

である。 どう すれば 最も 安全なる 乎、 其 事 をのみ 考 ふる 人で ある。 正義 是れ 至上 善 也との 確信 を 有つ 

人に 一 人 も 見當ら ない。 是れ では 國は 立たない。 日本人 全體が 今や 經濟 をのみ 思 ふて 正義 を 求めない _ 

危ぃ 哉で ある。 然し 我れ 自身 は 神の 言なる 聖書の 研究に 於て 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 を感 する。 

四月 十六 日 (土) 晴 臺灣 銀行 救濟 策で 政界 も 財界 も大變 である。 此 世の 富 は 風前の 燈 である。 

1 步を 誤れば 大 恐慌の 襲来 を 免 かれす と 云 ふ。 然 かし 信す る 者 は 平安で ある。 大 洪水 来らば ノアの 方 

. ^が與 へらる。 祌は 御自身 を 愛する 者 を、 如何なる 場合に 在りても 救 ふの 途を澤 山に 有ち 給 ふ。 令 日 

は 或る 信仰の 姉妹より 思 ひ 掛けな き 所に 我が 福音の 傳 はりつ & ある を 聞かされて 犬に 元氣附 けられた _ 

純正 の 日本人 は 日本的 基督 敎を 要求す る。 
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四月 十七 日 (日) 晴 麗 はしい 聖日であった。 今年の 復活祭で ある。 朝 は 九分 通り、 午後 は 殆ど 

滿：！ E; の集會 であった。 殊に 若き 婦人の 增 すのに 驚く。 午後の 集會の 如き、 婦人が 遂に 男子 以上の 數に 

達した。 不思議なる 現象で ある。 朝 は r ミ レ トスより M ルサレ ム まで」 と 題して、 バウ 口 の 最後の M 

ルサ レム 上りに 就て 述べた。 午後 は H ス テル 書 第一章 を 「女王 ヮシ テの沒 落」 と 題して 講じた。 ヱ ス 

テル 書 は 聖書 中講 解す るに 最も 困難なる 書で あると 思 はれる。 〇 若 概內閣 遂に 辭 職す。 實に氣 持の 惡 

ぃ內閣 であった。 然し 何人が 內閣を 組織しても 今日の 時局 を 救 ふ は 非常に 困難で ある。 是れ より 重大 

事 作 は 綾 出す るで あらう。 然し 祌の聖 皆 が 終に 成って 萬 國が救 はる k は 確かで ある。 我等 は 世々 の 磐 

に頓 りて 何が 来ても 安心で ある。 

四月 十八 日 (月) 晴 久 振りに て 宇都 宮に 行いた。 齋藤宗 二 郎君が 同道した" 例に 由り 靑木義 雄 

君の 迎 ふる 所と なり、 用事 を辨 じ、 他に 同地の 友人 一人と 共に 四 人 連れ立ちて 汽車に て 氏 家 町に 至り、 

それより 田舍 自動車 を驅 りて 喜 連 川に 至り、 其 地の 薬師 堂 並に 城 山の き亂れ たる 櫻 を 見た。 內に山 

櫻の 古木の 多い のが 嬉しかった。 此日熱 田 村 挾 間 田に 取って返し、 其 處に靑 木 君の 家に 一 泊した。 夜 

家族に 小 學敎員 二 名 を 加へ たる 小 集會を 開き、 齋藤 君と 自分と 感 話を爲 し、 祈禱を 共に し、 靜 かなる 

林間の 寢に 就いた。 

四月 十九 日 (火) 晴 朝 八 時 自動車 を 驅り熱 田 村の 廣々 したる 田 畝の 間 を 走り、 仁 井田 驛 より 烏 

山鐵 道に 乘り、 烏 山に 行いた。 爲 沙門 山より 那珂川 流 谷の 風景 を SI- み、 ライン 河 も斯く あらんと 思 は 


る. - 程の 眺ぱ in じあった。 山 を 降りて 烏 山中 學 校に、 角 害 時代の 敎友黑 木 耕 一 君 を 訪れた。 勿ち 君の 捕 

ふる 所と なり、 全校 敎員 生徒 を大 講堂に 集め、 其 高 壇より 一場の 演 說を爲 すべく 賴 まれ たれば、 喜ん 

で 之に 應じ、 四十 分 餘の卽 席 講演 を 試みた。 終って また 田舍 自動車 を驅 り、 附近の 景色 を 探り、 それ 

より 一 路八里 宇都 宫 まで 疾走して 愉快であった。 其處に また 軍道の 樱 花の 盛り を 眺め、 四時 發 汽車に 

て 六 時 少し 過ぎ 柏木に 歸 つた。 快き 春の 短き 旅行であった。 

四月 二十日 (水) 曇 八重 樱の滿 開で あ. る。 年に一度の 麗は しさで ある。 又ぢ きに 散りて 來年ま 

で ひ：： たねば ならぬ と 思へば 情けなくなる。 蹇灣 銀行 は 休業し、 憲政 會の 若擬 内閣 は 仆れ、 政 友 會の田 

中 內閣は 成る。 泣く 者と 喜ぶ 者と である。 政治家の 生涯 程 憐れな 者 はない。 

四月 二十 I 日 (木) 0 南風 强 くして 惜しき 櫻が 散った。 十五 銀行 休業して 市中 は大騷 ぎで ある。 

明ュ S 十 年 設立の 所謂 華族 銀行であって、 泰山の 安き に 置かれた りと 思 はれし 此大 銀行が 戶 を閉ぢ たの 

であれば、 全國舉 つて 大 衝動 を 感じた の は 無理で ない。 此 世の 富の 倚る に 足らざる は此 一事 を以 つて 

も 知る 事が 出来る。 松 方系时 力の 本 據と思 はれた る 財界の 此 堅城 さへ、 時 到れば 如此 きで ある を 知つ 

て、 「麓く ひ銹 くさり、 盜人 穿ちて 竊む 所の 地に 財貨 を蓄 ふること 勿れ」 との 主の 敎訓の 永久に 尊き 

ことが 斯 かる 場合に 最も 切實に 感ぜられる。 如何なる 理財家 も キリストに は 及ばない。 我等 は 彼に 倚 

り まつりて 常に 安全で ある。 
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四月 二十 二日 (金) Hi 塞冷歸 る。 緊急 勒令を 以て 銀行 支拂猶 豫の發 表が あった。 國 家の 大事 件 

である。 s:-k に U 仰 絶えて 經濟的 信用が 失せん として ゐる。 實に 危險ぃ 事で ある。 然し 我等 は 安全で 

ある。 原稿 編輯に 平安の 一 日 を 過した。 

四月 二十 三日 (土) 唐 八重 樱は 御殿 櫻の 代る 所と なった。 モラ トリ ャム發 布せられ て 財界の 波 

ふこ iil 

は 一 時靜 まった、 然し 此後 何が 來る乎 判明らない。 然し 我と 我家と は 主と 其 御言に 賴 りて 平安で ある。 

今日 も 亦 例日の 通り 働いた。 孫 女の 生 立 を 見る が 何よりの 喜びで ある。 〇 米國ァ マスト 大學歷 史敎授 

L  •  B  • パ 力 ー ド 氏の 「歷史 に 由る 救 ひ」 の 一 篇を 讀んで 呆れた。 此 はパゥ B の 「信仰に 由る 救 ひ」 

に對 しての 駁論の 如き 者で ある。 我が シ イリ ー 先生の 信仰、 今や 彼の 母校に 有るな しで ある。 今や 米 

國に キリストの 福音 絕ぇ たりと 言 ひて 多く 誤らない。 

四月 二十四日 (日) 晴 財界 大動亂 の 問に 平常の 通り 平穩の 聖日 を 守り 得て 大 なる 感謝であった。 

讚美歌 第一 一 百 三十 一 一番 を會衆 一 同聲を 合せて 歌うた。 

おほそら はまき さられて 地 はく づ る- -時 

つみの 子ら はさ わぐ とも 神に よる 我ら は 

こころやすし 神に よりて やすし 

松 方 系の 大 銀行た る 十五 銀行で すら、 時 到れば 休業の 悲運に 會ふ。 此 世の 萬 事 凡て 如此 しで ある。 唯 

だ 神に 依る 者の み 安し である。 此日 午前 は 使徒 行傳ー 一十一 章 一 七丄 一七 節に 依り 「ハウ 口 對 M ルサレ 


ム 敎會」 に 就き、 午後 は ヱ ス テル 書 一 一章に 依り 「H ス テル 女の 立身」 に 就て 述べた。 殊に 午後 はュダ 

ャ 美人に 就て 語り、 軟き 問題に 堅き 敎訓 を與へ 得た と 思 ひ、 少しく 滿 足であった。 

のぼり i 

四月 二十 五日 (月) 晴 新たに 開通の 小 田 原 電車に 乘り獨 りで 多摩川 岸の 登戶に 散歩した。 梨と 

桃との 花盛りであって、 野良 歩行に は 持って来いの 日であった U 然れ ども 歳 を 取って、 內の 世界に 興 

味 多くして、 外の 世界 は餘り 面. H くない。 今や 自分の 說 くやうな 基督 敎を說 く 者 を 西洋に も 日本に も 

な いのは 不思議で ある。 若し 敎會の 人達が 自分 は ドンな 基督 敎を說 く 乎 を 知ったならば、 彼等 は 決 

して 自分に 講演 や 說敎を 頼まない であらう。 知らぬ は佛 である。 彼等 は 自分 も 亦 彼等と 等しく^ 界改 

良家の 一人で あると 思 ふて 居る。 失禮 ながら 彼等 は 聖書 を 知らす 亦 自分 を 知らないと 思 ふ。 


四月 二十 六日 (火) 晴 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 訪問客の 多い 日であった。 不相變 大抵 は 「賴 

む」、 「與 へよ」 の 訪問で ある。 然るに 或る 北海道の 信仰の 姉妹が 責き 香油 一 瓶に 熱き 感謝の 意 を罩め 

て 之 を みやげに 訪問して 吳れ て、 我が 堅き 心 も 融けて、 時節に 適 ふ 心の 緩 かさ を 感じた。 殊に 北海道 

に 熱き 信仰の 兄弟 姉妹の 其處此 所に からす 在る を 聞かされて、 昔し 懐かしく、 感謝の 淚を 禁じ 得な 

かった。 信仰的に 見た る 北海道 は 日本の 尻尾で あるとの 自分の 惡ロ は兹に 取消 さ る を 得ない。 

かぐ  ふる r 一と  おと づれ 

#1 はしき 我が 故鄕の 音信に 

堅き 心の 融けし 今日 かな。 
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四月 二十 七日 (水) 晴 少しく 閑暇に 成った。 佛敎 界の誉 宿 曉烏敏 君より 思 ひ 掛け もな く 二月 十 

日 H ルサレ ム 發の螯 面が 達し 强き感 に 打 たれた。 ゲッ セ マネの 園に 探 集せ し 美しき 花 を 押 葉に したる 

者に 添えて 左の 如くに 中越され た。 

十二月 國を 出て 印度 佛跡 をめ ぐり、 三月 九 口 キリス 卜の 跡 をめ ぐるべく こ k に來 ました。 こ、 まで 

私 をして 來 さした の は あなたで ある 事 を 思 ひました。 靑年 時代に 求 安錄と 獨立雜 誌と によらな かつ 

たら 私 は 今 こ、 に來 なかった でせ う。 改めて 先生に 御禮を 中し ます。 

某 督敎の 宣敎師 等より ィャ 味た つぶりの 手紙 を 受取りつ & ある 此頃 、音信 久しく 絕 えたる 佛敎界 の 長 

老 より、 斯 かる 書簡 を、 而 かも 我が H ルサ レムより 受取って 感慨 無 1 である。 所詮 我 國の淨 土 佛敎徒 

は 我が 信仰の 兄弟 姉妹で ある。 彼等が a; の 阿彌陀 は主ィ H ス キリスト である 事 を 知って 吳れる 時に、 

世界に 基督 敎の大 改革が 始まる ので あると 思 ふ。 

四月 二十 八日 (木) 半晴 ル ー ドルフ .ゾ —ム著 『敎會 歷史の 大要』 を讀み 始め、 非常に 面，： "か 

つた。 小なる 大 著述で ある。 敎會 歷史と 云へば 大抵 は 乾燥無味な 者で あるが、 是れ 計り は 面白い、 生 
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血の 流が. る i 歷史 である。 基督 敎が羅 馬 帝國に 勝った の は 其の 信者の 力に 由った ので はない、 福音の 

眞现其 物に 由った ので あるとの 觀察 は實に 深い 觀察 である。 叉 一一 ケャ 會議に 於け るァ タナシ ウス の 立 

場の 辯 護 は 我が 衷心の 贊成を 表せざる を 得ざる 者で ある。 此書は 今より 四十 年 前、 自分が ァ マ ス卜を 

出た 年に 成った 者で ある。 そして 自分が 言 はんと 欲する 所の 事 を 明. H に 簡潔に 述べて ゐ るに 關 はらす 


敎會は 其 聲を聽 かすして 今日に 至った。 自分の 聲 なぞに 耳 を 傾けざる は 勿論で ある。 著者 は獨逸 ライ 

プチ ッヒ大 學法學 の敎授 であった。 神學 博士 叉 は敎會 の敎師 でなかった。 故に 彼の 曰 ふ 所に 重味が あ 

るので ある。 

ひるね むさぼ 

四月 二十 九日 (金) 半晴 兩雜 誌の 校正で 多忙であった。 時候 溫 かく、 午睡 を 貪った。 覺 めて 懐 

かしき 我家に 在る に氣附 いて 嬉しかった。 死 は 多分 午睡の 如き もので あらう。 覺 めて 見れば 樂 しき 國 

で 在る のであって、 其處に 多くの 知人、 友人、 同志に 迎 へらる k であらう。 死 は 死滅で なくして 移動 

であるに 相違ない。 唯 各自が 新たに 之を實 験す るので あって、 誰も 歸り來 つて 其 實驗を 語って 吳れる 

者の 無い 所に 不思議が ある。 而 かも 與味も 亦 そこに 在る ので ある。 

四月 三十日 (土) 晴 四月 も 亦玆に 過ぎ去る。 仕事に 逐 はれて 年月の 過去る を 忘れる。 斯 くして 

1 生 を 終り 得ば 實に 幸福で ある。 不幸の 極と は 閑で 困る と 云ふ隱 居の 生涯で ある。 時の 移る を 知ら ざ 

る 小兒の 生涯で あらねば ならない。 今の所、 自分に 閑 はない。 いくら 働いても 足りない。 老境に 在る 

などと は. 多に 田 5 はない 0 

五月 一日 (日) 晴 つ、 じ滿 開、 初夏の 美 はしき 聖日であった。 午前 は 使徒 行傳 二十 二 章  一— 二 

一節に ある バウ ti の 自已辯 護の 演 說を說 明した。 午後 は H ス テル 書 第三、 第 四 章に 由り r ハ マ ンの惡 

計」 と 題し、 ぺ ルシャ 古代の 宮廷の 裏面 を 窺 ひ、 其 肷壞の 所以 を 研究した。 興味 ある 歷 史的 並に 心理 
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學的 研究で あつたと 思 ふ U 午前 午後 を 通う して 正味 三百 人の 出席で ある。 之に 由て 見る と、 會員中 平 

均 二百 人は缺 席す るので ある。 少し 氣を緩 むれば 研究 會もぢ きに 敎會 化せん とする。 西洋に 「人 は 生 

れ ながらに して カトリック 敎徒 である」 との 雷が あるが、 之 を 一一 一一 c ひ 直せば 「人 は 生れながら にて 敎會 

信者で ある」 と 云 ふこと に 成る。 どこかに 敎籍を 置けば それで 安心で あるとの 心が 起る と 見える、 困 

つた ものである。 

五月 二日 (月) 1©  { 我に 在りて 倒いて 休んだ C 働く と は 自分に 取りて は 聖書 を說く 事で ある。 そ 

して 其 事に 當る のが 唯一 の 快樂乂 休養で ある。 其 他 は 凡て ボゼレ ー シ ヨン (煩 ひ) である。 今日は 英 

文雜 誌の 校正 を 終り、 一 先づ 肩の 荷 を 下した。 銀行 休業に 就き 多くの 悲しき 話 を 聞かされる。 同情に 

堪えない。 此^ は 之 をい くら 善くな した 所で、 煎じつ める 所 此んな 所で ある。 米國 流の 基督 信者 は M 

に 由て 斯 かる 慘事を 慰めん とする のか 自分に は 解らない。 

五月 三日 (火) 雨 法學士 宇佐美 六郞 天津より 歸 任し、 支那に 關 する 多くの 意味 深き 觀察 を裔ら 

して 訪問して 吳れ 大いに 敎 へられ 叉考 へさせられた。 支那に 於け る英國 人の 失脚、 英米 宣敎師 の 引 上 

げ、 平定の 見込な き 戰亂、 何れも 東洋 全體の 安危に 關 はる 重大問題 である。 且又 支那 在留 中、 支那 獨 

特の 基督 信者ら しき 獨立 信者に 一 人 も 出會せ ざり しとの 事の 如き、 以 つて 支那に 福音ら しき 福音の 說 

かれし 事な き證據 の 一 として 受取る 事が 出来る。 神が 支那の 傳道を 日本人に 委ね 給 ふ 時が 遠から す 到 

<"△,-:△< ：厶 厶厶厶  <1厶 

來す るので は あるまい 乎。 


五月 四日 (水) 半晴 雑誌 校正 を 終った。 一先 づ寬 いだ。 ゾ ー ムの敎 會歷史 に 中 古史の 善き 復習 

を爲 した。 相 變らす 俗事に 愤 まさる、 然し 是れも 亦 善き 修養で ある。 敎會の 元老に して 所屬の 敎會ょ 

り 冷遇 せらる、 者 II からざる 由 を 聞かされて、 同情に 堪えざる と 同時に、 敎會の 決して 相互 援助の 機 

關 にあらざる 事の 感を强 うせられた。 

五月 五日 (木) 晴 家族の 者と 共に 郊外に 遊んだ。 櫻の 名所 小金 井に 水道工事が 施されて、 其 風 

致の 全く 壞 たれし を 見て 悲しんだ。 之に 引替へ 井 之 頭 公園の 面目 ー變 せし を 見て 喜んだ。 其. s: に 近代 

人と モダ ン ガ ー ル とが 幾 組と なく 相 並んで 逍遙す る を 見て 異様に 感じた。 一 一十 世紀 文明と は 此んな も 

ので あらう。 此日 臨時 帝 fil 會に 於て は國 家の 浮沈に 關 はる 財政 的大 議案が 提出され た。 思へば 人生 

は 噴火口の 上に ダン ス して 居る やうな ものである。 

五月. K 日 (金) 半晴 夜 驟雨 あり。 英文 雜誌發 送 を 終った U 「證明 は 最善の 傳道 なり」 との 思想 

に 支配され、 全日 を 快く 過した。 政界 財界の 内情 を 聞き 身慄 ひする 程 恐ろしかった。 日本の 前途が 案 

じられ る。 惟 其爲に 祈る のみで ある。 

ち ひま 

五月七日 (土) 晴 明日の 講演 準備が 主なる 仕事であった。 合間に オイケン 哲學を 復習した。 夜 

ラヂォ に 昔の 日本 義士 烈婦の 行跡 を 語る 浪花節 並に 筑前 琵琶 を 聞き 大に氣 を 引 立ら れた U 外國 宣敎師 
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等に は 到底 此氣分 は 解らない。 彼等 は 之 を野蠻 思想と 稱し、 其 消滅 を 要求す る。 然し 此誠實 を 措いて 

日本人に 何の 善き 所 はない。 我等 は 何 を 棄ても 之 を 築て はならない。 近代 人が 同胞の 思想 を 日々 惡化 

しつ V あるに 對し、 琵琶 や 三味線 を 以てする 古い 日本 音樂 が、 古い 日本 道德を 維持す る を 喜ぶ。 

五月 八日 (日) 晴 麗 はしの 聖日であった。 高 壇 は 芍薬と アヤメと 力 ー ネ ー シ ヨンと を以 つて 飾 

られ た。 午前 も 午後 も滿 員の 集會 であった。 午前 は 使徒 行傳 二十 二 章 二十 三 章の 中心的 眞理を 「苦難 

と傳 道」 と 題して 語った。 信仰 を以 つて 之に 當れば 苦難 是れ 最上の 傳道 であると 述べた。 午後 は H ス 

テル 書 第 四 章 を！ i じた。 モルデカイの 確信、 H ス テル 女の 謙 邏 なる 勇氣に 就て 語り、 語る 者 も 聽く者 

と共に 勢力 附 けられた。 最も 樂 しき 聖き 一 日であった。 

五月 九日 (月) 晴 引續き オイケン 哲學の 復習に 大 なる 慰藉 を 受けた。 是れが 本當の 基督 敎哲學 

である。 滿 腔の 尊敬 を 表せざる を 得ない。 〇 或る 奮い 兄弟より 富士見 町敎會 分裂の 報 を 聞き、 非常に 

驚き a 悲ん だ。 何とか 之 を 阻止す る 事 は出來 なかった であらう 乎。 敎會論 は^として、 故植村 正久君 

に對し 同情に 堪 へない。 

五月 十日 (火) 晴 雜誌 五月 號を發 送した。 引續き 四千 三百 部 を 印刷した。 大抵 は 責盡す 見込 

である。 ！：. 疋れ 以上の 讀者は 要らない。 秀英舍 中形 荷物 自動車 ー臺 にて 運び 得る 程度で ある。 〇 最近の 

『一 i 音 新報』 所載 「富 士見町 敎會々 員の 決裂」 と 題す る 社說の 終りに 左の 如き 文字 を 見た。 


た^こ \ に 明かに して 置きた いのは、 其の 決裂の 動機が、 たと ひ 巳む を 得ざる に 出た る もので あつ 

て も、 希く は 其の 結果と して、 所謂 無敎會 主義者ら に、 凱歌 を 上げし むる やうな 事態に、 立ち至ら 

ざら しめ ざれと いふ 一 事で ある。 

と。 此は 杞憂で あると 思 ふ。 無敎會 主義者と て クリスチャン である 以上、 他人の 困難に 在る を 見て 凱 

歌 を 上ぐ る やうな 事 は爲し 得ない。 若し 爲 せば 祌は 我等の 心より 聖靈を 取上げ 給 ふ。 主義 は 主義で あ 

る、 士道 は 士道で ある。 我等 は 震災 以来 富 士見町 敎會に 引 綾いて 臨みし 不幸に 對し、 蔭ながら 厚き 同 

情 を 表し 來 つた 事 は事實 である。 若し 今囘の 不幸に 對し 凱歌 を 上ぐ る 者が あるならば、 それ は 自分の 

如き 無敎會 信者で なくして 同 敎會と 敎派を 共に する 人達の 內に 在る ので はない 乎と 思 ふ。 それ は 何れ 

にしても、 主義 は 主義と して、 信者 は 相互の 困難に 際して、 各自の 主義に 敬意 を 表しながら 相互 を 助 

けたき ものである。 然ら ざれば、 主義 はいくら 立派で も、 敎會は 如何に 堅固で も、 神の 聖靈は 其 上に 

下らない。 

五月 十 I 日 (水) 晴 阿弗利加 ラ ム ベ ルネ丄 二月 三日 發、 ドクトル A  • シュ ワイツ H ル の 書面が 

達した。 我等の 少しば かりの 傳道 寄附 金に 對 する 懇切なる 感謝の 辭 である。 氏の 如き 信仰的 勇者の 事 

業に 寸毫 たりと も參 加す る を 得る は此 上な き特權 である。 今後と も 氏 を 通う して 我等の 同情の 暗黑大 

陸の 民に 及ばん こと を 祈る。 〇 內村 聖書 研究 會々 員に して 塚 本 虎一 一 君 指導の 下に 新約聖書 ギリ シャ譜 

を 研究し つ K ある 者が、 今や ABC の 三級に 分れて 女 合せて 五十 九 名 ある。 今夜 今 井 館に 於て 彼等 

の 親睦 會が 開かれ、 ギリシャ 語の 暗誦 ありて 盛會 であった。 ギリシャ 語 研究 會 であるより は 寧ろ 信仰 
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養成 會 であって、 美 はしき 信仰的 W 體 である。 ぎ 時 か は 思 はざる 所に 其 結果が 現 はる k 事と 信す る。 

有難い 事で ある。 

五月 十二 日 (木) 晴 朝 は 初夏の 日光 を 浴びつ、 落 合方 面 を 散歩した。 其 發展の 著る しきに 驚い 

た。 或る 事より して 人の 得意に 成る 事の 如何に 恐ろしい 乎 を 思 は しめられた。 人に 譽 めら れ、 持 上げ 

られて 其 人の 生涯 は 終了で ある。 力，" ライルの H ドヮ ー ド • ァ ー ビ ングを 弔 ふの 單 文が 此 事に 關 する 

最も 善き 誠め である。 そして 最も 憎むべき は 人 を 持 上げる 人達で ある。 彼等 は 人 を 持 上げて 0{+ める 

と稱 して) 其 人 を 殺す 者で ある。 我等 は此 俗人 國に 在りて、 凡ての 手段 方法 を盡 して 是 等の 小人 W を 

身に 近寄らせざる やう 努力すべき である。 

五月 十三 日 (金) 曇 人生 最も 辛ら い 事の 一 つ は、 人に 或る 事 を 注意して 其 注意が 納 れられ す、 

終に 自分の 豫 測が 適 中して 其 人が 不幸に 陷る、 其 苦痛 を 見せら る 、場合で ある。 豫言の 適 中 は 好し と 

する も、 惡 しく 適 中す る は 堪え難き 悲しみで ある。 そして 更らに 悲しき は 注意せ し 自分が 彼の 失收の 

責任 を擔 はせられ、 實際 的に 其 補償の 義務 を 負 は せらる k 事で ある。 近代 人 は 他人の 勸吿は 決して 之 

を納れ す、 そして 納れ ざる 結 菜と して 失敗 すれば、 失敗の 責任 は 之 を勸吿 者に 負 はしめ て 平然たるの 

である。 然し 斯 かる 場合に 於ても 「惡 に抗 する 勿れ」 である。 惡は其 自滅 を 待つ より 他に 之 を 除く の 

途 がない。 悲 刺の 人生で ある。 


五月 十四日 (土) 雨 四月 二十四日の 獨逸 ミュンヘン 發、 內村醫 學士の 信書に 曰く 

愈々 明日 ミュンヘンに 永 の^れ を 告げます。 スピ ー ル マイヤ ー 先生、 ァ ルバ ー ス さん 以下、 去り 難 

き 人の み 多くして 誠に 辛い のであります。 然し 私 は 初から ミュ ン へ ンに 入り 終りまで 一 人の 先生に 

ついて 學んだ 事が 素敵に よかった 事 を 喜んで 居ります。 こ k の 多くの 精神病 學 者に 認められて、 將 

來 小さい 乍ら も 一 人の 世界人と して 眞理を 探求す る 基礎が 出来た 事が 最大の 牧穫 であった と 恩 ひま 

す。 他面 アル バ ー ス さん を 介して 多くの 精神的の 友人 を 獲、 世界 を 吾が 同胞と し 得る に 至った 事 は 

亦 得難き 事柄で ありました。 云々 

是れで 一 先づ 彼の 敎 育が 濟ん だので ある。 人 一 人の 敎育は 容易の 事で ない。 六 歳より 三十 歳まで 學校 

生活 を繼 けねば ならぬ、 そして 又 終りまで 學 ばねば ならぬ。 我 を 知り、 我國を 知り、 世界 を 知らねば 

ならぬ。 そして 神と 人類との 爲に斃 る. 1 まで 働かねば ならぬ。 有難い 名譽の 生涯で ある。 

五月 十五 日 (日) 晴 午後 雷雨、 降 f 包 あり。 集會變 りなし。 午前 は 使徒 行 傳廿四 章に 由り 「パゥ 

口 を.； sj^ きし 人々」 に 就き、 午後 は エステル 書 五— 八 章に 由り 「ハ マン 對 モルデカイ」 に 就て 話した。 

兩囘 とも 骨の 折れる 講演であった。 「好き たれば こそ」 である。 他の 理由で 毎週 此 責任 は擔へ 得たい。 

五月 十六 日 (月) 晴 市中 を步 いて 大きな 休業 銀行の 建物 を 見て 多くの 事 を 思 はせられ る。 十五 

銀行 閉ぢ、 川 崎 造船所 は 他人の 手に 渡らん とし、 松 方 系の 財團 れんと す。 何だか 夢の やうで ある、 

然し 事實 である。 變 るが 人生で ある。 昨日の 富豪が 今日の 乞食で ある。 其 事 を 目前に 見せられながら 


人 は 富 を 作らん として 一 生 懸命で ある。 悪魔 は 能く も 人類 を 騙した ものである。 

五月 十七 日 (火) 半晴 =1 本に 紳士 道の 行 はれない に は 驚く。 他人の 權利を 尊重す る 心の 薄い 事、 

然り 殆んど 無い 事 は、 文明 國 孰れの 國に 於ても 見る 事のお 來 ない 程で ある。 是れ では 政治が 腐敗し、 

財界が 秦れ る の は 少しも 無理で ない。 此 非純士 的社會 に 在りて 虞 直の 生 涯を 送る 事 は 非常に 困難 で あ 

る 0 

五月 十八 日 (水) 雨 困って ゐる 人の 多い には闲 つて 了 ふ。 何して 彼等 を 助けて 善き 乎、 其 道 を 

知る に ra しむ。 淺ぃ宗 敎が行 はれて ゐる 結果と して、 大抵の 信者 は 神に 助けて 戴く 途を 知らす して ief 

らに 人に 助けて 貰 はんと 欲する。 獨 立と は獨り 立つ と 云 ふ 事で はなく して、 人 を 離れて 祌 と共に 立つ 

ことで ある。 そして 神が 人 を 以て 助け 給 ふ 場合に は、 我より 進んで 人に 賴ま すして、 神が 人 を 遣 はし 

て 彼 をして 我 を 救け しめ 給 ふ。 如此 くにして 信者 は 誰も、 如何に 弱き者と 雖も獨 立で あり 得る ので あ 

る。 敢て按 助の 勞を 避けん が爲 にかう 云 ふので はない。 是れが 本當の 信仰の 途 であるから である。 

五月 十九 日 (木) 半晴 相 變らす 小事に 忙殺 せられて 大事に はる 事が 出来す して 困難す る。 此 

國に 於て は宗敎 家と は 不幸の 人 を 助く る 者と 定 つて ゐる。 字宙 人生の 大眞理 を 握りて、 暗き 世界 を 照 

ら さんと すと 云 ふやうな 事 は、 日本人 全 體には 意味の 無い 事で ある。 故に 彼等に 宗敎 家と 稱 せらる.， 

事 は、 彼等 同様に 大事 を棄 て、 小事に 勤む 人と 成る 事で ある。 實に 辛い 事で ある。 彼等の 或 者 は 自分 


を r 國寶」 たりと 稱 して 爆 揚る、 そして 自分 を 利用して 幾分な りと 彼等の 事業 (多く は 金儲け 事業) 

を 助けし めんと する。 實 に油斷 がなら ぬ。 此を思 ひ 彼 を 想 ひて 聖書の 言が 思 ひ 出される。 

牧者た き 羊の 如く 人々 惱み叉 散々 になり し 故に、 イエ ス之を 見て 憐み給 ふ (馬 太 傳九章 三 六 節)。 

五月 二十日 (金) 半晴 自分の 說敎を 殆んど 二十 年間 閜き繼 けし 或る 兄弟が、 今日に 至り 初めて 

自分 を 解したり と 云ふ吿 白を爲 せりと 聞いて 驚き 且つ 悲ん だ。 一 一十 年 問 聞いて 貰 はねば 解つ て 吳れぬ 

乎と 思 へ ば 悲しくなる。 五 年 十 年 聞いて 終に 解ら すして 自分 を棄 去る 者が 夥多 ありし は 少しも 怪 むに 

足りない。 多分 自分が 解らない ので は あるまい、 自分 を 捕へ 給 ふ キリストが 解らない ので あらう。 キ 

リ スト を 解らん とせす して 自分 を 解らん とする が 故に 誤解 は 何時までも 結んで 融けない ので あらう。 

然し 何年た つても、 縦へ 一人な りと も 解って 貰へば 大 なる 幸福と 見做さねば ならぬ。 凡ての 人に 永久 

誤解 されても それまで、 ある。 

五月 二十 一 日 (土) 曇 平凡の 一 日であった。 

五月 二十 二日 (日) 曇 集會變 りなし。 朝は畔 上と、 午後 は 塚 本と 高 壇 を 共に した。 朝は久 振り 

にて 說敎を 試みた。 題 は 「罪の 赦 しの 宗敎」 と 云 ふので あって、 馬 可 傳ニ章 一— 十二 節、 羅馬書 六 章 

十二  — 十四 節 等に 依りて 述べた。 午後 は H ス テル 書の 研究 を 完結した。 七 同に 涉り隨 分 長い 講演で あ 

づた。 然し 話す 者 も 聽く者 も 非常に 面白かった。 思 懸けな き牧 獲であった。 他の 事に 於 は 多くの 不足 
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は あるが、 集會 と雜誌 丈け は 大體に 於て 滿足 であると 云 はざる を 得ない。 

五月 二十 三日 (月) 半晴 休養の 月曜日であった。 古い ゴ ー デ ー 先生と デリッチ 先生 を 招待して、 

少しく 聖書の 講 赣を 聞いた。 古い 先生 は學 ぶに 善く ある。 今の 祌學 博士 は 大抵 は 聖書 を も宗敎 をも敎 

ゆる 资格 なき 者で ある。 今や D . D は ドン キ ー • ドライバ ー の表號 である。 祌學 博士 是れ 驢馬の 厭 者 

と 云 ふ 事で ある。 〇 英語に Wheedle と 云 ふ詞が ある。 ロ說 落す とか、 機嫌 を 取りて 釣 込む とか 云 ふ 

意味の 詞 である d 人 を譽め 立て 彼 を 己が 意に 從 はしむ る 事で ある。 そして ホヰ ー ドラ ー とは斯 かる 事 

を 爲す者 を 云 ふ。 そして 今日の 日本に 此 種の 人物の 多き に 驚く。 高等 敎育を 受けた 立派の 人達に 斯う 

云 ふ 人が 澤山 にある。 自分の 許を訪 ふて 斯んな 事 を 曰 ふ、 

先生 は 明治の 日本が 生んだ 傑物であって、 西鄉 隆盛と 共に W び稱 すべき 我國 の國資 であります。 斯 

かる 方 を 僅か 少数の 人々 の敎師 として 存す事 は 國 家社會 の爲に 最も 惜む べきであります。 先生 を廣 

く 社會に 紹介し、 御高 說を廣 く 公衆に 聽 かしむ る 事 は、 誠に 社會國 家の 爲に 必要であります 云々 

斯く  \vlleedle、 卽ち譽 め 立てて 置いて 然る 後に 曰 ふ、 

それです から、 どうぞ 私供が 此 たび 開かん とする 講演 會に 是非共 御 出席 下され 一 場の 御 講演 を 願 ひ 

ます 

とか、 或は 曰 ふ 

どうぞ M か 私供の 雜 誌に 御 寄贈 を 願 ひます。 私共の 發行 する 雑誌 は 御 承知の 事と 存じます が、 發行 

部數 何十 萬に 達します。 之に 由て 御意 見の 在る 所 を 全國に 知らす 事が 出来ます。 何分 私共の 微衷 御 


推察 下され、 何なりと 御高 見 御：^ らし 下さい 

と。 凡て 斯 くの 如し。 うっかり すると 釣 込まれる。 そして 厘々 しく 名 を 新聞紙に 廣吿 せられて 彼等の 

金儲け 事業 を 助け しめらる。 實に惡 ぃ社會 である。 少しも 油斷が 出来ない。 拜み 倒し 政策で ある。 利 

を以 つて 釣る か 名を以 つて 誘 ふので ある。 そして 立派な 紳士が 斯んな 卑しい 事を爲 す。 どうして 宜し 

き や 解らない。 腹 も 立つ が、 時には 日本 國が 可愛 相に 成る。 之で は 到底 長く は續 くまいと 思 はれて 心 

配に 堪えない。 

五月 二十四日 (火) 雨 疲勞 未だ 癒えす して 困難した。 思 はざる 時に 此 世の 人達に 此 世の 問題 を 

持 込まれて 惱 まされる。 「御先 生 様 は宗敎 家で あらせられ るから 人の 爲に 成る 事なら ば 何んでも 御世 

話 下さる」 と 云 ふので ある。 實に 困って 了 ふ。 「我に 汝 等の 知らざる 事業 あり」 と 云うた 所が、 解つ る 

て も 吳れす 免し て も 吳れな い 。 宗敎と は 人 を 助ける こ と で あ ると 彼等 は 深く 思 ひ 込ん でゐ る。 此の 惡 

智ぃ 日本の 社會 を切拔 けて 行く の は 容易の 事で ない。 然し 其內に 一種の 滑稽がない ではない。 

五月 二十 五日 (水) 半 t 自分ながら 用事の 多い のに 驚く。 毎朝 床 を 出て 何から 手を附 けて 宜し 

.1^  P  あと 

や 判らない。 故に 手當り 次第に 行る。 故に 多くの場合に 於て 爲 すべき 事 を 後に して 爲 さねば ならぬ 事 

を 前にす る。 郵便が 來る 毎に 或る 新しい 仕事 を 持 込まれる。 渐くー  っ片附 いたと 思 ふと 他の 仕事が 殖 

える。 讀 みたい 書籍が 澤 山に 在り、 考 へたい 事柄が 澤 山に 在る が、 讀む 時と 考 ふる 時と は 至って 僅か 

である。 何れも 米國 流の 「爲 せ、 爲せ」 である。 「我 を 助けよ」、 「我が 運動に 參加 せよ」 である。 
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「他人 を 狩 立て 彼等 をして 自分の 事業 を擧 げしむ る 事」 それが 信者 不信^の^ なく、 近代 人の 日々 の 

生涯で ある。 彼等 は 其れが 爲に 朝早くより 夜遲 くまで 奔走す る。 彼等 は斯 かる 者 を 「腕利き」 又は 「活 

動 家」 と稱 ふ。 そして 彼等に 捉 つたら 最期で ある。 彼等 は 己が 意志 を 押し通さねば 止まない。 彼等の 

執念深い 事 非常で ある。 斯 かる 社 會に 在りて 他人に 妨げられす して 平靜 なる、 意味の 有る 生涯 を 達ら 

ん とする は 非常に 困難で ある。 此 世と 絕緣す るより 他に 途 がない、 實に 悲しい 事で ある。 


五月 二十 六日 (木) 半晴 兩雜 誌の 編輯 一先 づ 終り、 原稿 全部 を 印刷所に 送り たれば、 玆に 少し 

く 閑 を t: て、 故の 聖書 研究に 入った。 デリッチ 先生と H  ，ワルト 先生に 就き ソ a モンの 『雅歌』 を觀べ 

た。 自分に は H ブル ト 先生の 註解の 方が 解り 易く、 自分の 實驗に 能く 合 ふやう に 感ぜられた。 何れに 

しろ 『雅歌』 は舊約 聖書 中 意味の 最も 深い 書で あると 思 ふ。 其點に 於て は 多分 ヨブ 記 以上で あらう。 

信仰の 奥 殿に 入った 者に あら ざれば 此書は 解らない であらう。 そして 少しな りと も 此書を 解し 得る は、 

毛 利 叉 は 島津、 三 井 又は 岩 崎の 家に 生れた よりも 遙 かに 以上の 幸福で ある。 

五月 二十 七日 (金) 曇 夜雨 降る。 此歡の 事 を 忘れ、 朝より 晩に 至る まで 働いた。 〇 大阪 の讀者 

某 君より 左の 通俗が あった。 

拜啓仕 候、 此 度の 研究 誌上に 志 賀重昂 先生 御 逝去に 關 して 御 記述 有 之 候處、 私が 去る 明治 三十 年 早 

稻 田に 於て 志賀 先生より 地理の 講義 を聽き 居候 當時、 同 先生 は 母校の 御 自慢から 能く 內村 先生の こ 


とも 批評せられ たる 中、 多く は 忘却 致 候へ 共、 左の 御言 葉 丈け は 確に 記憶 致 居候 

世間で は 殆んど 羊 頭 を か、 げて 狗肉 を賣 るが、 內村君 は 狗頭を か &げて 羊肉 を寶る 人で ある 

と。 內村 先生の 志賀 先生 御 追憶の 件 を拜讀 し、 私 も 先生 を 追慕の 餘り右 御 報 中 上 候 次第に 御座 候、 
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讀ん で淚が こぼれた。 志 賀君は 基督 信者ではなかった が、 自分の 隱れ たる 友人であった。 基督 敎會の 

敎師 達に し て 自分に 關 し志貿 君と 正 反對の こ と を 一一 百 ふ 者 多き 間に 在り て 、 斯く 自分 を 辯 護し て 吳れた 

と 聞いて 感謝に 堪 へない。 志貿 君の 靈、 天父の 國に 於て 安 からん こと を 祈る。 

五月 二十 八日 (土) 半 青 五月 二日 佛國 ベルダン 發、 內村醫 學士の 端 書に 曰く 

In さても./, \ ベルダンの 戰 跡の 荒涼 凄慘 たる、 山野 形を更 めて ぺ トンで 堅めし 要塞 を 見る のみに 

して、 山形た きもの 多し。 殊に 兩軍 奪取の 目的と たりし ボ ー、 ド ー モ ンの兩 砲臺然 り。 佛 四十 萬、 

獨 六十 萬の 戰 死者 を 出せし 所、 至る所 恐ろしき ものば かりなり。 「文明 人と 稱 する 人々 よ、 お前 等 

は 何 をして 居る の だ、 自ら 死 穴 を 掘って 居る 事 を 知らない のか」 と 云った やうな 首 葉 は ベルダンに 

於て 最も 痛切に 感じます。 云々 

誠に 然り である。 歐 米の 戰跡を 見て 彼等 歐米 人の 禽獸 性が 明白に 示さる。 歐米 文明 是れ 自殺 文明で あ 

△  厶厶ム 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

る 事 を 我等 は 忘れて はならない。 

五月 二十 九日 (日) 晴 初夏の 麗 はしき 安息日であった。 朝 は 九分 通り、 午後 は滿員 の集會 であ 
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つた。 朝 は 「祈 禱の效 力」 と 題して 說敎 した。 無私の 祈 禱の聽 かる k 事、 それ故に 自分の 事 は 他人に 

祈って 貰 ふ 事の 必要なる 事に 就いて 語った。 午後 は前聖 口の 朝の 說敎 たる 「罪の 赦 しの 宗敎」 を 繰 返 一 

した。 多少 變 へて 話した が、 繰 返 は 自分の 性分に 合 はす、 甚だ まづ かった。 滿 足なる 說敎 講演 を爲さ 

んと 欲せば 新たに 之 を 作らねば ならぬ。 骨 は 折れる が 自分に は それが 必要で ある。 止む を 得ない。 敎. 

會に賴 まれて 說敎 して 後で 種々 なる 惡評を 加 へらる &に較 ぶれば、 自分の 集會 で毎囘 新たに 草稿 を 作 

るの 勞は惜 むに 足りない。 外を斷 はれば、 內の爲 に 如何に 骨が折れても 失 ふ 所は數 ふるに 足りない。 

五月 三十日 (月) 晴 不相變 す 疲勞の 一 日であった。 昨日の 說敎 に、 詩篇 六十 五篇ニ 節に 由り 神 

を 「祈 をき、 給 ふ 者」 として 紹介した 事 を 思 ひ、 大 なる 慰め を覺 えた。 エホバと 呼びて ユダヤ人の 神 

と 思 はれ、 ゴッドと 呼びて 米國人 ゃ英國 人の 神と 思 はれて 度々 祈る 氣に 成らない。 然れど 「祈 をき、 

給 ふ 者」 よと 呼びて 親しく 近づき 易き 者と 思 ふ。 然り 我が 祌は 「祈 をき」 給 ふ 者」 である。 傲慢 無禮 

なる 米英 人の 祌 でない。 無理 を以 つて 我に 迫る 敎會 の祌 でない。 我が 祈禱 をき k 給 ふ 者で ある。 斯か 

る 神に 朝夕 祈る 事の 出来る は大 なる 特植 である。 

五月 三十 一日 (火) 晴 獨 りで 井 之 頭 公園に 遊んだ。 花 は 散りて 人 は gi  く、 氣持 好き 散策で あつ 

た。 〇 三 谷 隆信君 は佛國 より、 玉 川 直 重 君 は 加州より 歸國 し、 兩氏 共に 當分 東京に 止まる との 事で あ 

れば 柏木の 團 體は賑 かになる 一 方で ある。 我等 求めざる に祌は 我等に 多く 有爲 なる 會員を 賜 ふ。 願 ふ 

協力して 彼の 榮光を 揚げん 事 を。 


六月 I 日 (水) 晴 研究 誌 校正で 多忙であった。 

六月 二日 (木) 晴 自分が 曰 本 基督 敎會へ 入會を 申込んだ と 云 ふ嗥が 立った と 聞いて 驚いた。 そ 

んな 事の 有り やう 害がない。 それ は 多分、 自分が 富 士見町 敎會が 非常に 困って ゐ ると 聞いて 同情に 堪 

へす、 自分で 宜しければ  一 二 II 位ゐ 講壇 をお 手傳 ひしても 宜しと、 敎界の 或る 有力者と 談話の 序に 述 

ベ し 言が 轉 々傳 はって さうな つたので あらう。 それ は 全然 關東流 の義俠 心の 問題であって、 敎 會人會 

申 込な ど、 は 何の 關係も 無い 事で ある。 口 やかましい 敎會の 人達に めったの 事 を 言 ふ 事 は 出来ない。 

以來 基督 敎界に 於て は 義侠な ど は 禁物で ある。 戰國 時代の 「人 を 見れば 敵と 思へ」 と 云 ふが 今日の 我 

國の 基督 敎界に 於て 把るべき 唯一 の、 又 最も 安全なる 途 である。 然し 此んな 事で は 基督 敎が此 國に於 

て榮 えない の は 一一 一一 E ふま でもたい。 

.K 月 三日 (金) 曇 舊約 聖書の エズラ 書に 大 なる インス ピレ ー シ ヨンに 接して 感謝であった。 聖 

書に 於て は 一一 一一 a 語に 結す る 安 慰 を 得る が、 所謂 基 # 信者に 就て は 言語 に絕 する 苦難に 接する。 彼等に 先 

生と して 仰がる k 時が 苦難の 始 である。 初めに 崇拜 せられ、 其 次ぎに 幾年と なく 疑 はれ、 多くの 者 等 

に 背き 去られ、 極めて 少数の 者 等に のみ 諒解 せらる。 此事を 思 ふて 幾度 も傳道 說敎は 止めた くなる。 

唯 「或 者」 に强 いられて 止む を 得す 傳 道す るので ある。 人類愛に 勵 まされて 傳道 する 者 は 遠から す 之 

を廢 する であらう。 愛で も 義務で もない。 sheer  compulsion である。 神に 徵發 されて 正む を 得す 戰 
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= 々の ii- 涯  五 二  o 

場に 臨む ので ある。 ヨブの 首が 思 出さる、 

それ 人の I に 在る は 戰鬪に 在る が 如し 

又 其 日は赌 人の 日の 如し 

奴 僕の 暮を冀 ふが 如く 赌 人の 其價を 望む 如く 

我 は 苦しき 月 を 得させられ 

憂き 夜を與 へらる。 (ヨブ 記 七 章 一— 三 節 )o 

六月 四日 (土) 曇 梅雨の 天候で ある。 三日 續 いて 友人 問の 「お勤め」 を爲さ しめられて 今日は 

大分に 疲れた。 聖書の 先生が 牧師の 任に 當 るので あって、 勞 多くして 功 齡 し。 然し 時には 避く る こと 

が 出来す、 勇氣を 鼓して 之に 當る。 辛ら いお 役目た る を 免 かれない。 古代史の 研究に 我が 疲れし 靈を 

休めた。 

六月 五日 (日) 雨 大雨に も關 はらす 集會 平常と 盖 したる 變 りなし。 世界 傳道 日曜日と して 此日 

を 守った。 朝 は 馬 太 傳六章 一 九丄 一 一 節、 路加 傳 十六 章 一 —九 節に 由り 「金の 價値」 と 題して 話した。 

題 丈け に 談話 は餘り 振はなかった。 要點は 「不義の 財 を 使って 永遠の \乇 に 友 を 得よ」 と 云 ふので あつ 

た。 午後 は 阿弗利加に 於け る ドクトル • シュ ワイツ H ルの 事業 を 紹介した。 シュ ワイツ H ル 後援 會を 

作りて 大に 氏の 事業に 贊成を 表する 事に 定めた。 寄附 金と して 二百 圓餘を 得た。 但し 慈善 は 自分 獨り 

で 之 を 行 ふ は 偸 快で あるが 人に 之を勸 むる は 不愉快で ある。 然し 時には 之を勸 めざる を 得ない。 


六月 六日 (月) 半晴 久し振り にて 田 村直臣 君の 訪問 を 受けた。 不相變 す 基督 敎界の 事に 就き 種 

種の 事 を 聞かされた。 其の 殆んど 凡てが 自分 達の 全然 知らざる 事で ある。 基督 信者が 相互 を 責め、 詰 

り、 排斥す る 様 は 聞く に堪 へない。 日本人 や 支那 人が 基督 敎に 入らな いのは 無现 はない。 斯ん な宗敎 

ならば 舊ぃ 佛敎ゃ 儒敎の 方が 遙 かに 善い。 自分の 如き 彼等に 不信者 呼 はり せらる \ 事 を 少しも 厭 はな 

い。 彼等が 要求 するならば 基督 信者の 名 は 何時でも 返納す る。 「君 は それでも クリスチャン である 乎」 

と 云 ひて 彼等 は 相互 を畿 りつ k ある。 そんな 社會に 自分 は 入りたくない。 自分 は 日本の 基督 信者に 絶 

交されて 少しも 苦しくない。 然り絕 交されん 事 を 欲する。 然り實 際、 絕 交的狀 態に 於て 在る。 

六月 七日 (火) 半晴 『研究』 誌 六月 號の 校正 を 終った。 口 1 リン ゾン、 ラゴ ー チン 等の 古代べ 

ル シャ史 を 復習して 大 なる 興味 を覺 えた。 自分が 若し 史家と して 立つ を 得るならば 古代 西方 亞細 亞史 

であらう。 然し 自分の 史學 なる 者 は 聖書 研究に 资料を 供す る爲の 者で あるが 故に、 深い 者で な いのは 

勿論で ある。 何れに しろ 歷史は 自分に 取り 與味 最も 深き 學問 である。 

六月 八日 (水) 晷 n エズラ、 ネへ ミヤ 雨 書 研究の 必要 上、 古代 ペルシャ 电， の 復習 を繼 緩した。 今 

ロはゾ & ァス トル 敎の敎 典 ゼンド アベスタの 概略 を 復習した。 三 十 年 前に 讀 みし 書籍 の 復讀で あって、 

舊 くも あれば 新ら しく も ある。 世 離れした る 面白き 研究で ある。 〇 米國 マウント ホ リヨ ー ク 女子大 學 

を 昨年 卒業して 近頃 歸朝 せし 三 谷 文 子の 訪問 を 受け、 其在學 中の 米國觀 察談を 聞き 非常に 面白かった Q 
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殊に カン サス州 & 1 レ ンスに 於け る米國 土人 學校を 視察せ し 彼女の 實見談 が强く 自分の ハ ー 卜に アツ 

ビ ー ル した。 銅色 人種に 我が 滿 腔の 同情 を 表せざる を 得なかった。 玆に 米國の 高等 敎育を 受けながら、 

其 純 日本人の 靈魂を 失 はすして 歸 つて 來て 吳れた 女性が あって、 心の底より 嬉しかった。 

六月 九日 (木) 晴 七 八兩月 分の 兩雜 誌の 編輯 を 始めた。 何 は 不足しても 原稿の 豐 富なる は 感謝 

である。 敎 ztl ゃ敎會 信者 は 自分 を 使 ひこ そ すれ 少しも 援 けて は 吳れ ない が、 祌 は敎會 以外の 人達 を以 

つて 裕 かに 自分 を 援け給 ふ。 今日は H ズラ書 第 九 章に 仉 せて、 歷史 以前の ァリ ヤン 人種の 信仰に 就い 

て 研究した。 

六月 十日 (金) 晴 平凡の 一 日であった。 番 町の 高 田 女 熟 を 訪れて 其 生徒 ra 十餘 人に 平凡の 話 を 

gi かした。 信仰 其 物が 大 なる 知識で ある。 信仰な くして 學 問に 對し本 當の與 味と 一 生 懸命と は 起ら な 

い。 信仰 を學 問と 離して 考 ふる は 大 なる 問 遠で あると 云 ふやうな 事 を 話した。 自分に は 平凡であった 

が、 聽 いた 女學生 達に は 平凡でなかった 乎 も 知れない。 但し 到る 所に 話し を爲 せらる.^ に は 困却す る Q 

六月 十 一日 (土) 晴 暑い 日であった。 雑誌 六月 號を發 送した。 讀 者の 多き 事 はどうしても 東京 

が 第一 である。 そして 東京に 讀者を 有する は 全國に 有する と 同じで ある。 日本に 於て 雜誌 を發行 せん 

と 欲すれば 柬京を 除いて 他に 場所がない。 東京 人 を 排斥す る 事 は出來 ない。 


六 月 十二 日 (日) 半晴 兩 罔と も盛會 であった。 遠方 並びに 海外の 讀者 にして 出席す る 者 齢から 

す、 嬉しかった。 午前 は 使徒 行俾 二十 四 章 二十 七 節 を 「カイ ザ リャの 禁錮 二 年」 と 題して 講じた。 主 

として バウ P 年代記 確お の 研究であった、 然し 其內に からす 靈的 慰安 ある を 認めた。 必 しも 乾燥 無 

味の 研究でなかった。 午後 は H ズラ書 研究の 準備と して 「世界 歷史と イスラ H ル」 と 題し、 古代史と 

舊約 聖書の 關 係に 就て 話した。 骨の 折れる 講演であった。 靈的 知識 を 供す る 前に 知的 材料 を 給す る 事 

が 努力で ある。 然し 必要に して 避くべからざる 順序で ある。 我が 研究 會が 時々 學 校の 敎 場と 化す る は 

止む を 得ない。 

六月 十 三日 (月) 半晴 久 振りに て 塵埃 を 冒して 日本 橋の 丸 善に 行いた。 書物の 數は 多し と雖 も- 

自分が 讀 まんと 欲する 者 は殆ん どなく、 一  時間 以上 探索の 後に、 近頃 有名なる ウィル • ヂュ ラント 著 

「哲學 の 話」 他 一書 を 求めて 歸 つた。 熟々 思 ふに 十九 世紀 は 二十世紀に 較べて 遙 かに眞 面目なる 世紀 

であった。 十九 世紀に 於て 讀んだ やうな 眞 面目なる 著書に 今や 接する 事が 出來 ない。 近代 式と 云へば 

あ？ 

凡てが 「和製」 と 云 ふが 如くに 淺 薄で 粗雜 である。 殊に 信仰の 書類の 然る を 見る。 書店 を 漁りて 世界 

思想の 全體に 著る しく 底 下せる を 感ぜざる を 得ない。 

六月 十四日 -火) 晴 「哲學 の 話」 に プラト ー の 傳記を 讀んで 今更ら ながらに 彼の 偉ら さ を 感じ 

た。 此人を 知らす して 人生の 深い 一 面 を 知らす して 終る ので ある。 ィ H ス の 精祌を 以て プ ラト ー の理 

想が 世に 行 はる」 時に 黄金時代が 臨む ので ある。 プラト ー を 知らす して 哲學 の贵 さと 有難 さは 判明ら 
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六月 十五 日 (水) 晴 兩雜 誌の 發 行と 編輯との 問に 少しぐ 變化を 見ん と 欲し、 朝 七 時に 柏木 を發 

し、 日光 線 今 ガ に 下車し、 そ > より 自動車、 電車、 馬車に て、 栃木 縣， M 谷 郡 藤 原 村 t がの 温泉 こ 着い 

たの は 曰 暮れ 近くであった。 鬼 怒 川の 溪 谷に 沿 ひ、 舊會津 街 管 行き、 神の 1 き 給 ひし 塞 を覽す 

るので あって、 „ 刈 世界に 在る が 如くに 思うた。 鬼 怒 川の 支流なる Ifc 川の 岸より 湧出す る溫 泉に,， し、 

爽快^り なしであった。 ャマメ の 攘燒に 空腹 を充 たし、 清き 山氣に 包まれて 安き 眠に 就いた。 靑木 P 

雄 君が 案內 した。  /  ，ォ g 

六 月 十六 日 (木) 半晴 入浴 數； r 午前 十一 時 馬車に て 歸途に 就いた。 今 市に て 尊德翁 二へ 呂金次 

郞 の墓を见 舞 ひ、 此の SQf 的 偉人 ife し、 我 S 心よりの II した。 英文 を 以て f 世界 

に^ 介せ し 名譽は 自分の 擔ふ 所で ある。 墓に 若し 耳 あらば 一 言 云 ふて 見た く 思うた。 更らに 樂翁公 松 

平 も 中守定 1^ の 事瀾を 尋ねん と 欲し、 午後 八 時 福 島縣白 河驛に 着いた。 南 湖 公園の 畔に 投宿した。 

六月. r 七日 (金) 半晴 白 河の 關、 感 忠銘、 白 河 城 趾等を 見た。 殊に 嬉しかった の は 白 一 ^な 民の 

氣 ^ の 全體に 我意に 叶へ る 事であった。 驛 の赤憬 より 自動車の 運 轉士、 旅館の 主婦に 至る まで こ 日本 

人 Is 意 ある を 見受けた。 名 公の 感化 る 乎 i ふ 5 しかった。 正午 S 靠 列車 S 

じ 四 時半 家に 歸 つた。 三日間の 好き 淸 遊であった。 柬京 のみが 日本 國 でない。 山に は 神の 造り，、" ひ 


し IK 然が ある、 田 舍には 聖人の 感化が 殘る。 以 つて 此 國に關 し 我が 消えん とする 希望 を 恢復す るに 足 

る。 時々 東京 を 去りて 地方 を 探る 必要が ある。 

六月 十八 日 (土) 曇 旅疲れに て 何事 も爲し 得す、 ^まなく 思うた。 但し 多くの 貴き 見聞 を 得た 

事 なれば 止む を 得ない。 近頃の 新聞紙の 惡 いのに は 驚く。 今日の 報知 新聞の 如き 讀 むに 堪えない。 之 

を 若き 人 等に 讀 ませる 事 は 出来ない。 斷然 配達 を斷 つた。 今や 新聞紙 は總掛 りに なりて 國家を 滅亡へ 

と 導きつ > ^ある。 昔の ユダヤの 僞 りの 預言者と 同じで ある。 

此 地に 驚くべき 事と 憎むべき 事と 行 はる。 預言者 は 偽 はりて 預 言 をな し、 祭司 は 彼等の 手に より 

て 治め、 我 民 は 斯る事 を 愛す 

と あるが 如し (耶利 米 亞記五 章 三十 節)。 「預言者」 を 新聞記者と 讀み、 「祭司」 を 政治家と 讀ん で、 

日本 現下の 狀態其 儘で ある。 

六月 十 日 (日) 半晴 午前と 午後と 共に 滿 員の 盛 食であった。 午前 は 「ハウ C 對ァグ リッパ 王 

其 一」 と 題し 使徒 行傳 二十 五 章を讀 み、 之に 對 して 簡 短なる 註解 を 加へ た。 午後 は rn ズラ 書の 大 

意」 と 題し、 同書 初めの 六 章の 要點を 述べた。 旅の 疲勞 未だ 去ら ざり しに 關 はらす、 半ば 滿 足の 集會 

であった。 〇 紐 育 市發行 の THK  WORTb-s  wcliK 雜誌 に 、 米 國學生 間 に 行 はる 無神論 運動 の 强烈な 

る 有 樣を讀 み 驚き 且 呆れ返った。 之に 依て 見ても、 米國は 決して 宗敎を 世界に 敎 ゆべき 國 でない 事 は 

明白で ある。 斯 かる 國 より 宗敎を 學ぶは 日本の 大 恥辱で ある。 そして 神 は 遠から すして、 米國 人より 
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傅 道の 特權を 取上げ 給 ふと 信す る。 現に 支那に 於て は 旣に此 事を實 行し 給うた。 五 千 人の 米國 宣敎師 

は 全部 彼國 より 引上げた。 同じ 事が 印度に 於ても 日本に 於ても 近き 將來に 於て 行 はる k であらう。 そ 

れ にして も 我等 同志 の資 任の 重大なる を感 ぜ すに は 居られない。 

六 月 二十日 (月) 晴 不相變 す無爲 無能の 月曜 曰であった。 少し 計りの 讀 書と 雜誌 編輯 を爲 した。 

我が 如,？ -書 研究 會 員の 一人なる 石 河 光哉 君の パレスチナ、 ァラ ビヤ、 メソ ボタ ミヤ 旅行 談を 聞いて 面白 

かった。 我が 仲間の 內 より 一 人の 大膽 なる 旅行家の 出た る こと を 感謝す る。 今後 は更 らに大 旅行 を 計 

畫實行 せられん こと を 望む。 

六月 二十 I 日 (火) 晴 〈¥ 族の 者 を 伴れ て 杉 並 村に 齋藤宗 二 郎君の 田園 的ホ ー ムを訪 うた。 樂し 

き 友誼の 交換であった。 

六月 二十 二日 (水) 晴 梅雨晴れの 快き 日であった 。来客 多く、 ペンの 仕事 は涉ら なかった。 臺 

it の 一 讀 者より 左の 如き 書面が 達した。 

私 は 祌學校 四 年間で 學ん だ祌學 知識 は 先生より 得た る それに 及ばない。 先生 は 無敎會 主義者と して 

一般に 知られて 居る が、 先生 は 決して 眞 誠の 敎會を 非難す るで はなく して、 現代の 腐敗せ る 敎會を 

指す ので あると 思 ふ。 先生の 無敎會 主唱の 裹に眞 正の 敎會 成立 は 何よりも 確實 である。 願く は 先生、 

天 國に歸 る 前に 一 度 我が 察 灣に 於て 御 講演 を 願 ひ 度い ので 御座 ゐ ます。 私 は 先生と 面觸は 一 囘もな 


い、 又 先生の 寫眞 とも 相 面した 事 はない。 けれども 精祌は 密接 一 致して 讀者 諸君と 共に 我主ィ ェ ス 

を 讚え 度い のであります。 貴誌に 餘 地が あれば 此 感想 を 御 載せ 下さい。 臺灣新 竹州峨 眉敎會 堂、 湯 

鼎 紅 

朝鮮に 於て、 臺灣に 於て、 自分と 人種 を 異にする 人々 の 問に、 1K; の 兄弟 姉妹 ある を 知りて 感謝に 堪え 

ない。 我內 地に 於て、 斯 くも 好く 自分 を 見て 吳れる 敎會の 教師 は 滅多にない。 自分 を 自分の 言葉 以上 

に 解して 吳れる 人 は、 之 を 我が 眞の 同志と 稱 せざるを得ない。 

六月 二十 三日 (木) 晴 大 なる 與味を 以て ネへ ミヤ 書 を 研究し つ、 ある。 今日は 其 第 S 章より 六 

章まで を讀ん だ。 〇 歐洲 よりの 歸途に 於て 在る 內村 醫學士 昨日 健康に て サイべ リャ 丸に て 桑 港 出發の 

電報、 同地の 古庄 弘 君より 達し、 家族 一同 一一 一一 口 ひ盡 されぬ 歡 びであった。 到る 處 にて 彼を欽 待し 吳れし 

我が 在外の 諸 友人に 對し 深き 感謝な き 能 はすで ある。 〇 夜、 今 井 館 聖書 講堂に 於て 同志の 茶話 會が他 

され、 談、 米英 宜敎師 の 我等 口 本の 基督 信者に 對 する 傲慢 無 II の 態度に 及び、 之に 處 する 一 の途 とし 

て、 彼等と 語る 場合に 成るべく 英語 を 用 ひざる 事 を 提議した。 余 は 左の 決議案 を 提出して 一 同の 贊成 

を 求めた。 

我等 は 我國に 三年 以上 滞在す る 米英 人に 對 して 英語 を 用 ひざる こと を 約す 

と。 そして 屮 Z 席 者 大多数の 赞成を 得て 偸 快であった。 歐洲 大陸 人 は 米英 人と 異なり、 大體 に謙遞 であ 

り、 我等と 語る に 成るべく 我等の 國 語を以 つてす る。 余の 知る 獨、 佛、 瑞の宜 敎師は 努めて 日本語 を 

以て 我等と 語る。 米英 宜敎師 は然ら す。 彼等 は 幾年 日本に 在留す る も 成るべく 日本語 を 用 ひざらん と 
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欲し、 我等に 課する に 彼等の 國語を 以てし、 我等が 之 を 語り 得ざる を 我等の 大 なる 恥辱なる が 如くに 

見做す。 彼等 は 我等が 殊更ら に 日本語 を 以て 話掛 るを以 つて 彼等に 對 する 犬なる 無禮 である 乎の 如く 

に 思 ふ。 斯 かる 次第で あれば、 我等 は 彼等と 對 する 場合に 彼等の 國語を 用 ひざる 事 を 主張し、 日本に 

在りて は 日本語 を 用 ひる は 彼等に 取り 人 問と しての 普通の 禮俄 である 事 を 知らし むべき である。 事 は 

小事なる が 如くに 見えて 決して 小事で ない。 日本の 基督 信者が 米英 宣敎師 に對 する 時に 斷然 英語 を 用 

ひざる に 至りて、 敎界の 風儀が ー變 すると 信す る。 是れ 日本 基督 敎獨 立の 第一歩であって、 最も 大切 

なる 一 步 である。 若し 彼等が 强 いて 日本語 を 用 ひざらん と 欲するならば 彼等の 意に 任すべし と雖 も、 

我等 は 彼等に 對し 日本語 を 以て 語るべき である。 彼等 は 英語 を 以てし、 我等 は 日本語 を 以て 語る も少 

しも 不便 はない。 聞く、 歐洲に 於て 英 人が 佛 人と 對話 する 場合に 此途を 取る と 云 ふ。 卽ち敎 育 ある 英 

佛人は 大抵 相互の 國語を 解す ると 雖も、 彼等 は 自己の 國語を 以て 語る を 常と するとの 事で ある。 我等 

も 日本に 於て 外國 人に 對 する 時に 同一 の途を 取るべき である。 彼等 米英 人が 我等に 對 する 時に 英語 を 

川 ひる を 妨げす と雖 も、 我等 は 彼等に 對し斷 乎と して 我等の 國語を 以て 語るべき である。 

六月 二十四日 (金) 曇 朝 は 四時に 起きて 原稿 を 書いた。 ネへ ミヤ 書 第 八 章 を 研究した。 夜 は 小 

石 川の 或る 老婦 人に 夕飯に 招かれ、 古い 昔の 話 を 交換した。 曰く 「人生 濟んで 見れば 如何で も 可い の 

である。 神 を 信じ 義を 求めた る 丈け で 他は考 ふるに 及ばす」 と。 

六月 二十 五日 (土) 雨 七月 號の 編輯 を 終る 。明日 を 以て また 今年度の 講演 を 終る。 後に 來るは 


十一 週間に 涉る 長き 夏 休暇で ある。 思へば 樂 しく ある。 然し 休暇と 云 ふて 遊ぶ 事で はない、 仕事 を變 

へる 事で ある。 働く 事に 於て 休暇 も 平常と 少しも 異なる 所 はない。 但し 雑誌の 原稿 は數月 分旣に 書き 

了って あり、 講演 を爲 すの 義務なければ、 仕事の 自由 選 擇を爲 す 事が 出来る。 鳥 か、 魚 か、 歷史 か、 

哲學 か、 思へば 樂 しい 事で ある。 


六月 二十 六日 (日) 曇 午前 午後 共に 聽衆 溢る、 計りの 盛會 であった。 午前 は 前 囘に續 き 使徒 行 

傳ニ 十六 章に 於け るァグ リッパ 王に 對 して 爲 せる パゥ の 演說の 耍點に 就いて 述べた。 殊に 神士 とし 

ての バウ a に 就いて 語った。 第二 十九 節の 「この 縲拽 なくして」 の 一句が 强く 我等の 心に 響いた。 午 

後 は 「H ズラの 使命」 と 題し H ズラ書 終りの 章 並に ネへ ミヤ 書 第 八 章に 依りて 述べた。 我等の 聖書 

研究 會が 祭司に して 學士 たりし H ズラの 事業の 繼糗 なる 事 を樓述 した。 之に て 今年度の 講演 を 終った。 

昨年 九月 第三 日曜日 を 以て 始め、 唯一 同 風邪に て 休みし 外、 悉く 高 壇に 登る 事が 出来て 感謝で ある。 

嫁 本、 畔上 と共に、 三人 揃 ふて 隨分澤 山に 聖書 知識 を 供給した。 日本中に 柏木の 聖書 講堂の 如くに 澤 

山に 聖書 を敎 ゆる 所 は 無い と 信す る。 然し まだ 後 十年經 つても、 百年 經 つても、 我等が 言 はんと 欲す 

る 所は盡 きない。 永久 倦まざる 樂 しき 事業で ある。. 感謝 を以 つて 今 學期を 終る。 希望 を以 つて 來學期 

を 待つ。 

六月 二十 七日 (月) 曇 昨日 自分の 講演 を聽 きし 者の 一人より 左の 如き 通信が あって 大に カ附け 
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られ た。 

「キリスト 敎は现 論の 說 明で なく 體 驗の證 明で ある」 —祌の 力の 斯 くも 大きく 人 に 現 はれる もの 

かと 忍 ひました。 今日 先生に 現 はれた 力 は。 ハウ 0 に 現 はれた 神の 力の それで ありました。 お 話の 後 

の 三十 分 問 私 は 全く 主の 前に 平伏して 泣き 緩け ました。 未だ 嘗て 今日の 如く 「復活の ィ H ス」 に 打 

たれた_^^^はぁりません。 ァグ リッパ 王と ベ ス トスに 解し 得なかった パゥ 口の 演說否 復活の イエ スを 

一 干 八 百 七十 年後の 今 新しき 事資 としてい と 小さき 我々 に 示し 給 ひし 恩惠！ 只々 感謝であります。 

ぺ テ 口  Ms  .  A 

六月 二十 八日 (火) 半晴 朝 五 時に 起き、 校正 並に 編輯に 從 事した。 夜 は 靑山會 館に 於て 催され 

し 明治神宮 聖域 擁護、 淀 橘 二 業 指定 地踐止 同盟 大演 說會と 一一 ム ふに 出席し、 「我が 子の 爲を思 ふて」 と 

題し、 一場の 演 說を爲 した。 頭 山 滿氏を 以て 代表 せらる k 玄洋 社の 人達と 同盟しての 演說會 であって、 

奇異に も あり 亦 倫 快に も 感じた。 基督 敎の 側より は 自分の 外に 益 常 政 助 1^、 久布 白落實 女史の 人達が 

參 加した。 久 振りに て廓淸 運動に 參 加して 惡くは 感じなかった。 我が 聖書 研究 會の淸 潔 を 守る 爲に此 

出浪は 必要であった。 聽衆は 一 干 人 もあった らう。 功 を 奏する や 否 は^ 問题 として 爲 さねば ならぬ デ 

モンス トレ， "シ ヨンで あつたと 思 ふ。 

六月 二十 九日 (水) 晴 昨夜の 演說 でが つかり 疲れた。 休 so が 今 nl の 唯一の 仕事であった。 頭 山 

滿氏 と共に 高！^ • に 登った と は 自分に 取り 珍無類の 經驗 であるが、 然し 基督 敎界の 元老と 共に 立つ より 


は遙 かに 偸 快であった。 宗教 こそ 異なれ 頭 山 翁 は 誠 實厂徹 の 純 日本人で ある。 基督 敎界の 人達の 疑心 

滿々 たると は 全く 別種の 人物で ある。 日本の 基督 敎界に 何が あっても 肝膽相 照らす の誠實 はない。 昨 

夜 は 計らす も 舊ぃョ 本に 歸っ たやうな 氣持 がして、 今日は 疲れ は 疲れたが、 基督 敎演說 に 出た 後に 感 

する やうな 得 もい はれぬ 悔いと 不愉快と はなかった。 

六月 三十日 (木) 晴 校正の 一 日であった。 夜、 明治神宮 外苑 內 日本 靑年會 館に 於て 柏木 靑年會 

の 懇親 晚餐會 が-催され、 自分 は 塚 本、 畔上 と共に 正客と して 出席した。 來會者 九十 餘名、 其內 三十 八 

名が 婦人であった。 石 河 光哉 畫们の 興味 津々 たる パレスチナ 旅行 談 あり、 一同 歡を盡 して 九 時 散會し 

た 0 我が 聖書 研究 會は其 靑年團 に 於て 殊に 强く ある。 彼等 を 以て 我が 信仰 は必す 後世に 傳 はるで あら 

う 。 今日 ま で 青年 は 幾度 か 自分 を 失望 さした が、 今度と 云 ふ 今度 は 我が 希望 を充 たして 誤らない と 信 

する 0  . 

七月 一 日 (金) 晴 終 曰 哲人 アリス ト ー トルと 偕に 在った。 實に 偉ら い 人で ある。 彼が 解ら すし 

て眞 理は摑 めない。 所謂 哲學 的平靜 なる もの はァ 翁の 立場に 在りて 獲ら る。 r 眞理 は汝に 自由 を 獲さ 

す」 との 主の 御 一 W 葉 を 思 出さ る を 得ない。 〇 內村醫 學士を 運べる 郵船 サイ ベリ ャ丸は 我が 國土 へと 

近づきつ k ある。 今日 歡迎の 無線 電報 を發 した。 

七月 二日 (土) 晴 暴い 日であった 。今 曰 も 亦 ソクラテスに 就いて 請んだ。 人と して は 最大で あ 
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づ たらう。 如何 見ても 祈 n 學の 始祖で ある。 人より 神に 達せん とすれば 彼の 取った 道、 卽ち 哲學に 依ら 

なければ ならない。 若し クリ ス チヤ ン たり 得すば フ ィ ロソフ ハ ー たるべき である。 自分が クリ ス チヤ 

ン であるに 拘 はらす、 S 々哲學 者 以下に 墮落 する は 恥 かしき 窮り である。 

七月 三日 (日) 半晴 集會 はニ囘 共に 塚 本に 委ねた。 自分 は 少しく 彼の 首 を 補 ふの みであった。 

午前と 午後と 合せて 二百 人 程の 來會 者が あった。 暑氣强 くして 多く 語り 得なかった。 〇 夜、 ラヂォ に 

て 桃 川 若 燕の 「肉 付の 面」 の 講談 を 聞いた。 實に 偉ら いもので ある。 之 を 最上の 能辯 術と いふ 事が 出 

來る。 其 ：2： に 高い 理想と 堅い 道德 とが ある。 口 本の 講談師 はたし かに 日本人の 說敎師 である。 自分な 

どの 到底 及ぶ 所でない。 米英の 宜敎師 などに 日本人 全 體が耳 を 傾けざる は 分り切った 事で ある。 それ 

にしても m 本人 を 足： 卜し、 我等に 何の 善き もの \ 無き やうに 我等 を 极ひ來 りし 彼等が 日本人 を敎 ゆる 

の资 格な き 事が 益々 明白に 成って 来た。 

七月 四日 (月) 晴 逗子を 經て相 州 三 浦 郡 油 壺の帝 國大學 臨海 試 驗所を 訪れ、 水產 動物 學 研究の 

狀を 見て 昔 懐かしく 思うた。 诲膽と 海 盤 車と 舟蟲 とが 依然として 動物 學 者の 研究 物なる を 見て 驚いた。 

自分が 四十 何年 前に 研究に 取掛 つた 事が +に 猶ほ學 者に 研究の 題目と して _J ^るので ある。 人間 は 百年 

を 費して 海膽 一 つ を 知り 悉す 事が 屮 Z 来ない ので ある。 神と 天然に は 到底 敵 はない。 { 糸の 姪と 三 谷 文 子 

とが 同行した。 前者に 取り 善き 見學 であり、 後者に 取り 善き 參考 であった。 逗 子より 三 崎まで、 相 摸 

湾に 沿 ひ、 坦途を 走る 自動車 旅行 は 愉快であった。 


七月 五日 (火) 曇 暑氣强 くして 雜誌 校正の 外 は 何事 も爲し 得なかった。 引 續き澤 山の手 紙を受 

取る も 之に 返辭 する 事が 出來 すして 困難す る。 萬々 止む を 得ざる 場合の 外 は 自分に 親展 を 送る 事は廢 

にして 貰 ひたい。 自分の 殘る 精力 は 主として 之 を 福音の 眞理 供給の 爲に用 ひたい。 其 他の 事に 於て は 

自分 は旣に 死んだ 者と 見做して 取扱って 貰いた く ある。 

七月 六日 (水) 雨 內村祐 之 世界 旅行より 歸 宅の 前日で ある。 歡迎の 準備に て 何かとた く 多忙で 

ある。 自分 も 四十 年 前に 自分の 雨 親に 同じ やうに 迎 へられた。 四十 年後に は 彼 も 亦 同じ やうに 彼の 子 

を迎 へる であらう。 斯くて 子孫 代々 博く 知識 を 海外に 求めて 國と 人類との 爲に盡 したき ものである。 

七月 七日 (木) 雨 內村祐之米國を經て歐洲硏學ょり歸る。 家挨の者を率ゐて彼を橫濱3^頭に迎 

へた。 友人の 出 迎も亦 多かった。 正午 少し 前に 一 同 連れ立ちて 柏木の 家に 歸 つた。 人生 歡 びの 極と は 

斯んな もので あらう。 彼の 身に 度々 危險が 臨みし も 不思議に 助かりし 話 を 聞き、 我等の 不斷の 祈 薄の 

效果 ありし こと を 認めざる を 得なかった。 積る 話 は 聞け ども 盡 きす、 全世界が 我國 である 乎の やうに 

思へ た。 殊に 歐 にも 米に も 友人の 多く ある を 聞いて 不思議に 思うた と 同時に 亦 言 ひ盡 されぬ 感謝で あ 

つた" 孫 女が 初めて 其 父に 會 ふて パパ ー と 言 ひながら 彼に 近づく 狀は 人情 美の 奥に 達して 淚ぐ ましき 

程 美く しかった。 
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七月 八日 (金) A 若 主人 歸朝 祝賀の 爲の來 客 絶えす 〔氷 は 非常に 娠 はった。 孰れ も 「お 芽 出た う」 

と 云 ふて 吳れ る、 「祌に 感謝し ます」 と 云 ふて 吳れる 者 はない。 我等に 取りて は 此日は 祝日で はなく 

して 感謝 日であった。 神の 恩 惠を考 ふる 時に 胸が 一 杯に なって 言葉が 出ない。 今日 も 昨日 同様 獨 逸の 

話を以 つて 持 切りであった。 彼國に 基督 的 紳士 淑女の 多く ある を 聞いて 心强く 思うた。 今日は 亦 朝 早 

く 起きて ネへ ミヤ 書の 精讀を 終った。 最後の  一 一一 一一 n が强く 我心に 訴 へた。 「我 神よ 我 を 憶 ひ 仁慈 を 以て 

我 を 待 ひ 給へ」 と。 愛國 者の 最後の 言 は是れ 以外に ない。 國 人に は 忘れられても 可い、 唯 神に b へて 

戴きたい。 我が 節を赦 し、 我が 缺 けたる を 補 ふて 戴きたい。 眞に國 を 思 ふ 者 はネへ ミヤ 記 を精讀 すべ 

きで ある。 彼 はたし かに 聖書 偉人の 一 人で ある、 且つ 甚だ 愛すべき 人で ある。 

七月 九日 (土) 半晴 日本に 所謂 「お 家騷 動」 の 多き を悲 む。 多くの 家に 是れ ある やうに 見える。 

そして 騒動 は 大抵の 場合に 於て 弟妹が 家の 長男 卽ち總 領に對 する 反對に 由て 起る やうで ある。 次男と 

母と が 組み、 他の 弟妹 を 率ゐて 長男に 當 るが 常で ある。 彼 は 狂な り 愚な りと 稱 して 其 總領權 を 傘 はん 

とする、 卽ち彼 を 魔 摘 せんとす る。 そして 彼の 妻が 彼と 彼等との 問に 入りて 苦しむ ので ある。 自分の 

知る 日本の 家庭に して 此 式の 騷 動に 禍 ひせら る k 者が 隨 分に 多い。 然り 我家 も 亦 之に 禍 ひせられ たる 

者の 一 つで ある。 其 原因 は 多分 我國の 家庭 制度の 惡 しきに 因る ので あらう。 之が 爲に 日本人の 精力 は 

如何程 減殺 せらる、 乎 判らない。 實に 悲歎の 極みで ある。 騒動の 動機 は 十中八九まで 財產 問題で ある。 

「お 家騷 動」 は 富家の 附 物と 言 ふても 可い 程で ある。 路加 傳 十二 章 十三— 十五 節が 多分 此 騒動 を 誠む 

る 爲の敎 であらう。 


七月 十日 (日) 半晴 午前 一 囘集會 を 催した〕 來會者 は 堂に 溢れた。 嫁 本 は r ィヱ ス對 イス カリ 

ォテの ュダ」 に 就て 講じ、 自分 は 少しく 彼の 講演 を 補うた。 來會者 一 同 我家の 新 歸朝者 を 祝して 吳れ 

た。 世に 不幸 多き に、 我家に のみ 幸福が 臨みし やうに 思 はれて 甚だ，： t まなく 感じた。 然し 乍ら 世人の 

多數は 我等 は 何故に 歡 ぶ 乎 其 理由 を 知らな いで あら う。 我等 は 身の 幸福の 爲 には歡 ばない 積り である ？ 

彼の 霧 魂が 安全に 守られて、 彼が 彼の 父母の 信仰 を 維持して 歐 洲留學 より M- つて 來て 吳れ たから 喜ぶ 

ので ある。 ん マ や 所謂 歐米 基督 敎國に 滞在す る は 信仰 上大 なる 危險を 冒す ことで ある。 多くの 日本の 靑 

年は歐 米に 留學 して 其の 基督 敎的 信仰 を 失った。 獨 逸の 大學に 遊んで 信仰 を 維持す る 者 は 信仰的 勇者 

として 認めら る。 靳 かる 危險の 間 を 過ぎて、 神と キリストと を 見失 はすして、 而 かも 精神病 學と云 ふ 

が 如き 懷疑を 起し 易き， 學科を 修めし に拘 はらす、 父母の 信仰 を棄 すして、 其 懷に歸 つて 來て吳 れた其 

歡 びと 感謝！ 我等に 取りて は 世に 之に 比ぶべき もの は 無い ので ある。 神 を 失 ふて 其 他 何 を 得ても 大 

大的 損失で ある。 「汝 (神) の 我心に 與へ給 ひし 歡喜は 彼等 (世人) の 穀物と 酒と (財産と 名 春と) 

の 畳 かなる 時に 勝 さりき」 と ある は 此事を 言うた ので あらう (詩篇 四篇七 節)。 

七月 十一 日 (月) 曇 午後 六 時より 東京 驛前丸 ビル 九 階 食堂に 於て 內村 聖書 研究 會 有志の 講師 慰- 

勞を 翁ね て 內村醫 學士歸 朝 歡迎會 が 開かれた。 出席の 男女 會員百 名 を 超え、 研究 會 有って 以来の 盛會 

であった。 若し 此 世の 地位 を 云 ふなら ば 博士 何 名、 學士十 何 名、 校長、 代議士、 商人、 會 社員と 云 ふ 

類であった。 何れも 社會に 於て 重要の 地位 を 占む る 人達であって、 我が 研究 會が此 世の 立場から 見て 
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も 如何に 有力なる 者なる 乎は此 夜の 此會 合に 由て 知る 事が 出来た。 我等 は自 から 進んで 勢力 を 作らん 

と は 決して 爲 さない が、 ^時の 間に か斯 かる 團體が 自然に 出來 たので ある。 大 なる 不思議と 云 はざる 

を 得ない。 出席者 代表の 歡 迎の辭 あり、 之に 對 して 若內村 並に 老內 村の 答辭 あり、 丸 ビル 階上に 於て 

祈 禱を以 つて 開れ たる 此會 合が 同じく 亦 祈禱を 以て 閉られ たの は 午後 九 時半であった。 小さき 正子 も 

亦 家族の 一人と して 出席し、 大衆に も 怖す、 會の 閉づる 少し 前まで、 彼女の 半 言葉と 手眞 似と を以っ 

て會衆 一 同の 歡樂 を赞 けた。 

七月 十二 日 (火) 引續き 毎日 獨 逸の 話 を 聞いて 居る。 偉ら ぃ國 である。 アメリカ などの 到底 及ぶ 

所でない。 アメリカが 亡びて 後まで 獨 逸は存 るで あらう。 而 かも 其 科學ゃ 研究に 於ての み 偉ら いので 

ない、 其 信仰に 於て 偉ら いので ある。 英國の 商業 も 米 國の金 錢も獨 逸の 靈魂を 滅す事 は 出来ない。 そ 

れは 世界の 寶 である。 第二の 宗敎 革命 はや はり 獨 逸人 を 以 つて 始まる であらう。 〇 夏期 休みに 人り 一 

年中の 疲勞が 出て 來た やうに 思 はれ、 毎日 熟睡 を 貪って ゐる。 詩の 第 百 二十 七篇ニ 節の 「斯くて エホ 

バ その 愛しみ 給 ふ 者に^, を 與へ給 ふ」 の  一一 一一 口 葉 が 思 ひ 出さる。 

七月 十三 日 (水) 半晴 暑い 日であった。 少し 計りの 編輯 を爲 した 外に 何も 爲し 得なかった。 新 

聞 紙はジ ュネ ー ブに 於け る 軍縮 會議と 大阪に 於け る 松 島 事件の 公判に 就て 傳 へて ゐる。 此 世の 政治家 

眾の爲 す 事は大 となく 小と なく 兄 戲に非 ざれば 詐偽 である。 然し 孰れ も 罪が 罪 を 裁く 刑罰であって 其 

内に 深き 意味な くんば あらす である。 


七月 十四日 (木) 晴 第一 高等 學校獨 逸 語敎師 H ミ， -ル . ュ ンケル 氏 永眠し、 其 葬儀が 魏町 151： 平 

河 町獨逸 東亞 協會に 於て 執行 はれた。 自分 も 出席して 同氏に 對し 敬禮を 表した。 自分が ュ ンケル 氏 を 

知る に 至りし は祌戶 ジャパ ン • クロ-一  クル 前 主筆 故 a バ ー ト • ヤング 氏 を 通う してであった。 兩氏共 

に 正直なる 善き 人であって 厚く 自分 を 信じて 吳れ た。 且又 兩氏 共に 基督 敎には 寧ろ 反對の 人であった 

が、 自分の 信仰に 對 して は 敬意 を 表して 吳れ た。 ク a 一一  クル 紙が 今日に 至る も 大抵の 場合に 於て 自分 

を 辯 護して れ るの は兩 氏の 自分に 對 する 好意的 態度 を 示す ので ある。 今日の ュ ンケル 氏の 葬 懐 は 無 

宗教 的 葬儀であった。 祈禱 なし、 讚美歌な し、 說敎 なし、 唯 故人の 履歷と 功績と を 述べ、 之に 加 ふる 

に 美く しき 昔樂を 以てする のみで ある。 純理 主義者の 葬儀と 稱 すべき 者で あらう。 自分に 取りて は甚 

だ 物足りなく 感じた。 然し 故人の 主義 を 重 じての 葬儀で あれば 其 意味に 於て 責く ある。 歐米 基督 敎國 

に 在りて は 敎會が 腐敗せ る 故に ヤング 氏ゃュ ンケル 氏の 如き 立派の 人格の 人が 無宗敎 家と して 其 一 生 

を 終る ので ある。 我が 日本に 西洋の 敎會の 基督 敎を 採用す る 害は斯 かる 實 例に 由て 明かに 示さる k の 

である。 

七月 十五 日 (金) 晴 引糗き 暑い 日であった。 中元に て 親しき 友人の 訪問 多く、 樂 しかった。 讀. 

書はゼ カリヤの 預言 を 三 章 讀んだ 計りで ある。 澤 山に 孫 女と 遊んだ。 彼女が 「鬼ごっこ」 を覺 えし 故 

に、 老夫婦 は 彼女に 呼 出されて 其 相手をさせられる。 學問 として は 小兒の マインドの 發達を 見る のが 

非常に 面白く ある。 
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七月 十六 日 (土) 晴 {豕 族の 者 を 海濱に 送って 〔¥ は 淋しくな つた。 柏木 は 暑く して 込 人った る 研 

究は 何も 屮 Z 来ない、 然し 信す る 事と 祈る 事と は 出来る。 此 日出 雲 松 江、 眞言 宗靈感 寺 住職 釋快裕 氏の 

訪問 を 受け、 二 時 問 餘に涉 り 宗教の 事を談 じた。 基督 敎の神 は 理の神 か 智の神 かとの 質問に 對し、 自 

分 は 答へ て 曰うた、 「理の 神に も 非す 智の 神に も 非す、 愛の神な り、 故に 愛 を 行 ふての み 知る 事が 出 

來る。 佛敎に 理論 多し と雖 も、 基督 敎は簡 短 明瞭に して、 愛 を 行 ふ 者に は 何人に も 解る」 と。 氏 は 左 

の 句 を 遺して 辭し 去った。 

阿字 不滅、 四 恩の 道に 人り ぬれば、 liax は 極樂、 身 をば 無量 壽 

と U 氏 は 印度に 六 年間 佛跡を 尋ねられし 人の 由に て、 一見して 敬すべき 親しみ 易き 人と 見受けた。 

七月 十七 日 (日) 晴 朝 一 囘集會 を 催う した。 來會者 百 五十 名餘。 若き 內村は 夜汽車に て 札幌に 

赴 任した。 過去 十日 間、 家 は 彼の 故に 賑 はうた。 遠から すして 眞劍の 仕事が 始まる であらう。 人生 は 

榮 華で もなければ 享樂 でもない。 眞 面目に 眞劍に 働く 事で ある。 成るべく 新聞記者の 筆に 上らざる や 

うな 單 純なる 生涯 を 送る 事が 旰^ である。 

七月 十八 日 r 月) 晴 日 は 小 兒と其 若き 母と を 诲濱に 送った。 家 は 火の 消えた やうな 靜 けさに 

人った C  .li^ligc 者 を 涼しい 所に 送って、 自分まで が 涼しく 感 する。 暑い 寒い は 素々 心の 問題で ある。 

自分 一 人が 涼しく あると も 少しも 涼しくない。 自分 は 暴く あると も、 自分に 頼る 者が 凡て 涼しく ある 


と 思へば、 自分 も 本當に 涼しく ある。 今日は 家に 淺 りて 少しく ペンの 仕事が 出来た。 

七月 十九 日 (火) 晴 朝起きて 先づ 第一 に 舊約西 t 雅の 預言 を 請んだ。 偉大なる 言で ある。 如斯 

き 言 を 此 世の 文 學に 於て 見る こと は 出来な い。 三 章 十四 節 以下の 如き 我が 心 を 躍らし む。 斯 かる 書が 

あれば、 他に 讀物を 求む るに 及ばす、 我が 終生 を 預言 書の 研究に 費して 猶ほ 飽き 足らぬ と 思 ふ。 預言 

者の 一 百に 勵 まされて 終日 働いた。 家の 內 の 大掃除 を爲 した。 種々 と 俗事に 携 はりし も 嫌氣が 催しな か 

つた。 

七月 二十日 (水) 晴 朝起きて ナホ ム書 を讀ん だ。 古い 昔の 響きが あって 懷 しかった。 

H ホバ は 怒る 事 遲く 能力の 大 なる 者な り 

罰すべ き 者 をば 必す赦 す こと を 爲し給 はす 

O00O0OOO000000OO 

ェ ホバ の 道 は 旋風に 在り 大風に 在り 

00000000 

雲 は 其 足の 塵な り 

と は 四十 年 前に 米國 流資屮 我が 心 を 躍らせし 曾で ある ( 一 章 三 節 )o 斯んな 壯大な 言 は 聖書の 外に 何 

處 にもない。 〇 正午 相 州 葉 山に 來た。 二三 日 問. 冢族 と共に 海風に 吹かれん 爲 である。 海濱 生活 は 二十 

何年 娠り である。 惡 くない。 「海よ 海よ 我を廣 くせよ」 である。 唯 都人が 来って 風儀 を 紊すを 悲しむ。 

男女 裸體 にて 砂上に 寢轉 ぶの 狀は、 豫 ねて 聞く 米 國紐育 市外 スタ ー テン 島に 於け る米國 男女の 狀其偉 

である。 我等 は 舊き敎 友山树 船長、 藤本 醫 博と 隣し、 頗る 居心地 好く ある。 
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七月 二十 一日 (木) 晴 ォバ 、、テ ャ の 預言 を讀ん だ。 ヂュ ランの 『哲學 の 話』 に カン ト篇 を讀ん だ。 

澤 山に 敎 へらる & 所があった。 哲學 者と 言へば 矢張り カントで ある。 彼の 哲學が 偉大なる 計りで ない、 

其 動機が ノ ー ブルで ある。 哲學も 他の物と 同じ やうに 其 價値は 其 目的に 由て 定まる。 カント は 人と し 

てノ ー ブルな りしが 故に 彼の 哲學も 亦 高遠で あつたので ある。 〇此 日 藤本 醫 博に 伴 はれ、 久里濱 に 近 

頃捕瘦 せられし 八 頭の 抹香鯨 を 見た。 灣. T は 血の 海と 化し、 臭 氣堪へ 難く あった。 然し 互大の 獲物で 

あった。 海中に 死んだ 計りの ii を 見た の は 今度が 初めて ある。 往復 十八 里の 三 浦 半島の 自動車 疾走 

は 偸 快であった。 山水 明媚の 半島と 稱 せざるを得ない。 横 貌賀の ホシグ の 小母さんと 此邊 を逍徉 した 

事 を 思 出した。 人 は 失せて 山水 は存 る。 彼女が 傳 へし 蝠音は 何時か 此美 はしき 半島 を 化して 神の W と 

成す であらう。 

七月 二十 二日 (金) 晴 暑い 日であった。 然し 淸 風に 吹かれながら 大に讀 み、 大に 働いた。 『哲 

學の 話』 を數十 页讀ん だ。 〔永 を 離れて 来客な く、 俗事 を 忘れ、 頭 腦とぺ ンの 仕事が 涉る。 

七月 二十 三日 (土) 晴 引鑌き 酷暑で ある。 ハバ クタ 書 第三 章 を讀ん だ。 聖書 中 最も 莊大 なる 言 

の 一 である。  • 

その 時には 無花果の 樹は花 ゆ、 かす、 

葡萄の 樹には 果なら す、 


橄權の 樹の產 は 空しくなり、 

た U た くひ も G 

田圃 は 食糧 を 出さす 

圈には 羊 結え 小屋に は 牛な かるべし。 

然れ ども 我 は エホバ に 由り て樂 しみ 

我が 拯 救の 神に よりて 喜ばん。 

主 H ホバ は 我 力に して 我 足 を 鹿の 如くなら しめ 

我 をして 我が 高き 處に 歩まし め 給 ふ。 

衣食 足りて 禮節を 知る と 云 ふの が 世間 普通の 道德 である。 然し エホバ の 道 は 衣食に 缺 乏して 靈魂 をし 

て 喜ばしむ。 彼に 依りての み 完全に 境遇に 勝つ ことが 出来る。 〇 夜、 柏木に 歸 つた。 

七月 二十四日 (日) 曇 涼しき 善き 曰であった。 集 會に百 五十人 程の 出席者が あった。 畔 上と 共 

に 高 壇 を 司った。 不 相變樂 しき 聖日であった。 自分 は 日蓮 上人の 龍 之 口 法難と ィ H ス の髑髓 山上の 死 

を 比較して 話した。 前者 は奇積 的に 死 を 免 かれ、 後者 は 死に 附 されて 之 を 免 かれ 得なかった。 日蓮 宗 

は 死 を 免 かれて 起り、 基督 敎は 死に 會 ふて 生れた。 玆に 人間の 敎と 祌の敎 との 區 別が ある。 眞の神 は 

我等 をして 患難 を 免 かれしめ 給 はない、 之 を 通過せ しめ 給 ふ。 我等に 幸福 を 約束し 給 はない、 忠難を 

下して 靈魂を 完成し 給 ふ。 神の 恩惠を 身の 安全 幸福に 求む る宗 敎は淺 ぃ宗敎 である。 今の 米國 流の 基 

督敎 は其處 まで 墮 落した ので あると 語った。 
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七月 二十 五日 (月) 曇 新聞紙 は 文學者 芥川龍之介 氏の 毒藥 自殺 を 報す。 自分 は 氏 を 知らす と雖 

も、 氏に 對し 深き 同情た き 能 はすで ある。 有 島の 場合に 於け ると 同様に、 近代 思想 は 人 をして 玆に至 

らしめ ざれば 止まない。 神な し、 義務な し、 責任な しと 云 ふ。 近代 人が 死 を 急ぐ は當然 である。 人の 

1^ と 云 ふよりも 寧ろ 思想の 罪で ある。 近代 思想 は あたら 人間 を 殺しつ K ある。 


七月 二十 六日 (火) 半晴 再び 海 濱に來 た。 風 は 涼しく あるが 地は雜 杏して ゐる。 然し 社 會が全 

く異 るが 故に 殆んど 無人の 地に 在る が 如し。 我れ 汝を 知らす 汝我 を識ら すと 云ふ狀 態で ある。 大實業 

0. 大政 治 家の 刖莊が 軒 を 列ね て 景勝の地 を 塞ぐ。 之 を 見て 自分の 如き 者 は 日本 市民に 非す、 日本の 

事に 就き 心配す る 资格も 義務 も 無き 事を感 す。 海 も 彼等に 屬し山 も 彼等に 屬す。 國は 彼等の 有 なれば 

我れ 之に 關 する 要な しと 思 ふ。 斯う 思へば 心が 輕 くなる。 そして また カント 先生に 引かれる。 「我が 

上に は 星の 空 あり、 我が 衷には 道義の 法 あり」 である。 海 も 山 も、 國も地 も、 之 を 株屋 や 政治屋に 譲 

る。 我に は i 仝の 星と 神の 道と が ある。 それ故に 我 は 彼等 以上に 滿足 する。 此 世の 巨魁の 城廓の 如き 刖 

莊を 見る 時に 我に 此感が 起る。 何も 彼等 を 羨んで はない。 

七月 二十 七日 (水) 晴 涼風に 吹かれながら 能く 休んだ。 何に か少 しづ、 生產 しつ、 ある。 全く 

無 生産の n: とて は 殆んど 一 日 もたい。 若し 何も 爲し 得ない 時には 主 を仰瞻 る。 そして 其 事 それ 自身が 

大 たる 事業で ある。 


七月 二十 八日 (木) 晴 ペルシャ 帝國 勃興 史を 背景と して ィザャ 書 g: 十 章より 四十 九 章まで を讀 

んで 新ら しき 敎訓と 慰藉と を 得た。 暑い 日であって、 小兒 と共に 海に 遊びし 外に 何事 を も爲し 得な か 

つた。 

七月 二十 九日 (金) 唐 ィザャ 書 四十 九 章 五十 章を讀 み、 是れが 我が 主 ィヱス キリストの 聖書で 

あった 事が 判明って 心が 晴々 した。 殊に 五十 章 六 I 九 節 を 讀んで 我が 教主の 心が 推 量られて 奇 しき 平 

和が 我心に 臨んだ。 

我 を 鞭據っ 者に 我 背 を 任 かせ 

我が 鬚 を拔く 者に 我頰を 打た せ 

恥と 唾と を 避く る 爲に面 を 掩ふ事 をせ ざり き。 

之 を讀ん で淚が こぼれた。 キリストの 苦難と は 此れで ある。 此 苦難な くして 彼の 歡喜 はない。 少しな 

りと も此 苦難に 與る 事が 出来て 感謝の 至りで ある。 此 事が 解って 他に 何も 知りた くな くた る。 獨り海 

岸に 行き、 浪 打つ 際に 足 を 浸しながら、 ハ ン デルの 『救 主』 の 初めの 一節 を 幾度と たく 口す さんだ。 

ccnlfort  ye,  co ョ fort  ye,  iny  people  ； 

Saith  your  God. (四十 章 一 節)  . 

七月 三十日 (土) 晴 暴 熟に 苦しむ、 然し 涼を趁 ふが 故に  一 苦しむ ので ある。 義務 を趁 ふて 暑 
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は自 から 忘れられる。 引 綾き ィザャ 書 五十二 章 五十 三 章 を讀ん だ。 全世界の 文 學に斯 んな者 は 無い。 

之 を 解 せんが 爲に 全生涯 を舊 約の 研究に 費す だけの 充分の 惯 値が ある。 預言者 H レ ミヤの 事から キリ 

ストの 事に 思 ひ 及んで 發 せられた る 一一 一一 n であらう。 人生の 凡ての 悲劇と 喜劇と は此ニ 章の 中に 在る。 ボ 

ルテャ や ショウ ペン ハウ H ルゃ 一一 イチ H に此 章が 解らなかった 故に 彼等の 如き 嘲笑 又は 悲觀哲 學が出 

たので ある。 自分 は Christian であって Cliristian  opti ョ ist である。 唯の optimist でない、 chris- 

tian optimist である。 

七月 三十 I 日 (日) 晴 久々 振りの 集會 なしの 曰 曜日であった。 ィザャ 五十 H 章より 五十八^ ま 

で を 請んだ。 その後に 『哲學 の 話』 の^に ショ ー ぺ ン ハウ H ルの 哲學の 梗概 を讀ん だ。 祌のー 百と 人の 

哲學を 較べて 後者の 如何に プ ー ァ (貧弱) なる 乎 を 感ぜす に は 居られなかった。 基督 敎國に 在りて 斯 

んな 憐れなる 哲學を 編み出さなければ ならぬ 乎と 思 ふて 不思議に 堪 へなかった。 然し 是れ 皆な 主と し 

て 基督 敎會の 罪で ある。 眞の 基督 敎が唱 へられたならば 斯んな 哲學の 出づる 必要 はない。 寂滅の 湼槃 

を 目的と す る 佛敎は 基督 敎 に 勝 さる 宗敎 であるとの 意見に 至って は 基督 敎を 全然 誤解 せる 者の 宗敎戳 

と 云 はざる を 得ない。 〇 若き 內村 札幌 より 歸 省し、 彼 地の 様子 を 語り、 多少 北門の 我家の 爲に 開かれ 

し を 知りて、 懷舊の 念に 耽った。 

八月 一日 (月) 晴 兩雜誌 校正の 爲に 朝早く 柏木に 歸 つた。 車中 ィザャ 書 五十 七 章より 六十 章 ま 

で を讀 み、 時 問の 立つ の を 知らなかった。 隣席に は 逗子鎌 倉より 東京に 屮 I 勤す る 者の 物惯 相場 を 語る 


を 耳に せし も、 預言者の 聲を 打消す 事 は 出来なかった。 家に 歸り 校正に 從事 する あ ひまに ィザャ 害 の 

註解 書 を^いた" 

八月 二日 (火) 晴 二週間 目に て 塚 本に きひ 御殿場 富 士岡莊 に 於け る 日本 基督 敎 女子 靑年會 同盟 

期 修養 會の 實況を 聞いた。 會期は七月ト六日ょり廿六：：！まで ^-ぁって、 講師 は 無 敎會の 塚 本 虎一 111;、 

3 本 基督 敎會の 金 井 爲ー郞 君、 同 鄕司储 雨 君、 日本 メソヂ スト 敎會の 松 田 明三郞 君で あつたと 云 ふ。 

全國來 集の 女子 青年 は 百 K 十 人であって、 內無敎 會の塌 本に 就て 學 ばんと する 者が 六十 人、 日 基の 金 

弁 君に 四十 人、 同鄕司 君に 二十 五 人、 メソヂ ストの 松 田 君に 十五 人で あつたと 云 ふ。 實に 奇異なる 現 

• 象 である。 米國宜 敎師の 指導の 下に ある 女子 靑年會 の集會 に、 塚 本の 如き 無敎會 主義者が 招かる k さ 

へ 不思議な るに、 來會の 女子の 多数が 彼の 許に 走りたり と は 更に 不思議で ある。 斯 くして 日本に 在り 

. て も 支那に 在る と 同様に、 米國 宣教師の 信用 勢力 は 地に ちつ、 ある 事が 判明る。 彼等が 如何に 威張 

らうが 會 衆が 承知し ない。 無敎會 主義 は 宣教師 並に 敎會 者に は 蛇蝎の 如くに 嫌 はれつ k あるが、 公衆 

に は歡迎 されつ k ある。 宣敎師 は 嫌々 ながら も 無敎會 主義者 を 彼等の 指導の 下に 開かる，^ 集會に 講師 

として 招くべく 餘俊 なく せられて、 彼等の 勢力の 衰退 を 表しつ k ある。 

八月 三日 (水) S 小雨 あり。 關 WI の 或る 女子 師範 學校敎 論 某 女史より. 2： 村 聖書 研究 會に對 する 

長い 攻撃の 書面 あり、 其 内に 左の 如き 文字が あった。 

初め 有 島 武郞は 憎い 奴 だとた^ 内 村お 生のお 首 葉 を 尊んで ゐ ましたが、 此頃 切りに 思 ひます に、 や 
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たらに 御 自分と 意見が 外れて くると 絕交 絶緣、 汚れた 物を芥 雨に 人れ- - ばもう.； や {.a の 何れに も 消失 

してない と覺？ « される かの 如く 御と りなし になった 先：^ が 有 島 氏 をつ まり 殺した の だと 1* ム ふ^な 考 

へが 浮んで 來 ました。 計らす も 〇〇〇〇 先生と 此說は 一 致しました。 

疋は隨 分な 酷評で あると 思 ふ。 有 島 氏と 絶交した 覺 えなく、 彼と 我と は お 後 ま で 好意的 交際 を繼 けて 

來た事 は事實 である。 若し 氏が 死 を 決する 前に 自分の 所に 相談に 來て „>、 れ たなら ば、 或は 之 を 喰 止め 

得た と 思 ふ、 共 車 は^として 自分が つまり 有 島 氏 を 殺した ので あると 言 ひ 放つ 人が、 自分 を 先生と 呼 

ぶ 人の^に 在る と 聞い て 不思議に 堪 へない。 然し 縱し其 事が 事實で あ つ たとす るも^:^分は失g」しな い 0 

親鸞 上人 は 曰うた、 「縱し 自分が 二十 人の 女 を 姦し- -rc 人の 人 を 殺した とする も、 彌陀の 木 願 を 信す 

るに 由て 扬 かる」 と。 自分 も 亦，： ni 分の 爲 した 善惡に 由て 靡 判 かる」 に 非す、 賤1^の キリ ス 卜を！^^する 

に. E て 救 はる、 ので あれば、 自分 も 亦 安心して 可な りと 信， f- る。 つまり 如 M でも. い 問題で ある。 

八月 四日 (木) 0i 昨夜 大雨、 屋根 漏り 夜屮大 騒動 を； 汲 じた〕 其 跡，：：： 附に^ U か、 つた 。雑誌の 

校正 を 終った。 其 他雜用 多し。 L 港 中 之に 當 るの 健 を與 へられて、 大 なる 感謝で ある。 此日 端西ジ ュ 

ネ， 'プに 於て 英米 日 三 强國の 軍縮 會議 決裂に 終れり の 報 あり。 是れで 先年の ヮシ ン トン 會議 までが 無 

效に 成って 了った ので ある。 人間の 催した 平和 會議が 成功に 終った 例 は^ 界歷 おに 於て 朱 だ 幹って 有 

りし 事な し、 其 反對に 平和 會議の 後に 大戰 爭の始 つた 例が 多い。 今度の 軍 lis き議も 英米 衝突の 因 を 成 

し、 第ニの世3^戰-^^^を招くに至らざれば幸でぁる。 世界平和 は 神の 聖業 である。 彼 は 之 を 人 問に 譲り 

給 はない。 今度の 會議の 結 は 當然の 成 行で ある。 


八月 五日 (金) 半晴 用事 一た づ片附 きたれば、 夕刻 W び 海 濱に來 た。 忙 がしい 五日 間であった。 

然し 凡ての 責任に 當る 事が 出來て 感謝で ある。 但し 其 貴 任の 大部分が 家 や 親類の 事であって； 大下 宇宙 

の 事で 無い 事 を 悲しむ。 如何に 見ても 口 本 は 小人 國 である。 「自分 を 救って 買 ひたい、 助けて 貰 ひた 

い」 と 云 ふ 人の み 多き に 驚く。 其 上に 米英 流の 進歩せ る 自分勝手 主義が 加 へられた ので あるから 堪ら 

ない。 

八月 六日 (土) 晴 衣食 足りて 禮節を 知る と 云 ふは必 しも 眞理 でない。 世に は 足り 過ぎる 程に 衣 

食に 足りて 禮節を 知らない 者が 澤 山に 在る。 近代の 所謂 上流 社會の 人達が それで ある。 無禮 極まる 者 

にして 是等 上流 人士の 如き はない。 葉山の如き避5^^地に來りて明かに此事を示さる。 其 反對に 衣食に 

不足す る 人に して 心からの 紳士 淑女 の尠 からす， ある 事 を 自分 は 克く知 つて ゐる。 近代の 上流 社會 の 人 

達 は野蠻 人に 化桩 した 者と 稱 する 外 はない。 

八月 七日 (日) 晴 藤本 醫 博の 借家に て 小 集會を 開いた。 ィザャ 書 十一 章に 由り、 世界平和の 實 

現に 就て 話した。 スぺ ンサ ー 哲學の 梗概 を讀ん だ。 實に 偉ら ぃ哲學 者であった。 自分の 如き 若し 敎會 

に 毒せられ たる 英國に 生れたならば 小なる スぺ ンサ ー 叉 は ハックス レ ー に 成った であらう。 彼が 英國 

の 敎會と 其 基督 敎を棄 た に對し て は 深甚の 同情な き 能 はす である。 彼の 父祖の 宗敎 は- 與敢 なる 獨立 心 

となりて 彼に 存 した。 彼 も 亦 純なる ビ  一 一 1 リタ ン的 信仰の 產 である。 
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八月 八日 (月) 晴 人^に成っ て欲しぃ^?:5-にして、 成る可能性の無ぃ事がぁる。 そして斯かる場 

合に 於て 祈禱の 必要が 起る ので ある。 「神に 在りて は 能 はざる 無し」 である。 祌は 不可能 をして 可能 

たらしめ 給 ふ。 el 分の 生-独に 於て 斯 かる 實 例を澤 山に せしめられた。 それ故に 如何なる 場合に 遭遇 

しても 失^ しないの である。 〇 夜 柏木に 歸 つた。 

八月 九日 (火) 晴  ー2$^たび{豕の留守桥と成った。 暑ぃ：：：でぁった。 然し三百萬の巿民と共に苦し 

むので あると E 心へば 凌ぎ 易かった。 

八月 十日 (水) 晴 い 口であった。 雜誌 八月 號を發 送した。 第三 百 二十 五號 である。 三百 號を 

以て 終る 苦の 此 誌が 又 (mlc 號の §： 分の 一 生き延びた。 何時まで 繽.； もの やら。 今朝 詩篇 百 十九 篇 八十 

九 節に 於て 左の 首 を讀ん だ。 

ェ ホバ ょ聖言 は 永 へ に 天に てお まれり 

と。 永へ に變る ことなき 聖ー 一目で ある、 故に 之に 携 はりて 永へ に變ら ない。 實に 有難い 事で ある。 

； J しあつ いや 

八月 十 一 日 (木) ft 蒸 暑い 厥な 日であった。 支 邦 内地 傳道會 社へ 我等 今年 分 寄附 金 五 百 問 を 送 

つた。 斯くて今年も亦突はしき事業に參加する^3^-が出來て感謝でぁる。 聞く 我等の 寄附 金の 使 S せら 

る i 山 西お 平陽府 ウィル ソ ン紀念 病院 は 今や 支那 醫師の 監督の 下に 經營 せらる と。 本誌 讀者 諸君の 贄 


成 を 得て 末永く 隣邦 胞の 爲に此 寄附 を 綾け たく ある。 序に 記す、 今年 末までに は 阿弗利加 リム バネ 

1 に 於け る ドクトル • シュ ワイツ H ル 氏の 醫療 事業に 金干圆 丈け 送りた く ある。 旣に 四百 圓餘 猫り あ 

れば、 其餘を 幾分な りと 補 はれん 事 を 諸兄 姉に §H む。 與 ふる は 受く るよりも 福 ひで ある。 祌の有 を 1： 

に 獻げ て 聖靈 の 恩 赐に與 る 、 斯ん な 幸！ i な る i3T はない。 

.^-月十ニ日 (金) 晴 引 緩き 家の 掃除 を爲 した。 夏期の 善き 仕事で ある。 舊ぃ 日本人 は 凡て 夏の 

仕事 を 持った。 家の 整理が それで ある。 日本 婦人 は 夏 は 洗濯して 冬に 對 する 準備 を爲 した。 

彼女 は 家人の ために 雪 を 恐れす 

な， 0 

そ は その 家人み な蕃 紅の 衣 を 着れば なり 

と 箴言 三十 一 章に 在る は 東洋 婦人の 夏の 勤勉 を 謳った 言と して 解すべき である。 そして 婦人に 限らす 

男子 も亦然 りで ある。 夏 は 仕事 を變 へれば 可い、 必 しも 〈豕を 離れて 外に 遊ぶ に 及ばない。 病氣 療養の 

場合 を 除く の 外 は、 夏期 勞働は 必要で も あり 亦 健康で も ある。 

八月 十三 日 (土) 晴 一先 づ 用事 を 終り たれば 復 たび 海 濱に來 た。 孫 女と 砂山 を 築いて 遊んだ。 

夜 {豕 族の 者に 敎 へて 曰うた。 

我等 クリ ス チャン に來 世の 希び 卞： なくば 我等 は此 世の 人 等と 多く 異なる 所 はない。 此 f に 不完全 多き 

は 知れ 切 つた 事であって 之 を 見 たれ ばと て 少しも 驚く に 足りない。 此 世の 不平 不滿足 を來世 の 希望 

を以っ て 補充す るの が クリスチャン である。 我等 は Hr に 日に 天 國の榮 光 を 望んで 不滿 の內に 感謝 に 

一九二 七 年  五£ 九 


：； "々の 生涯  五 KO 

溢る、 生涯 を 送るべき である。 信者の 得に 常に 讚美歌が 絶えて はならない。 人が 我等 を 侮辱した 位 

ゐで いら 立つ やうで は 信^た るの^ 斐 はない 云々。 

新く 語り合 ふて 我等 は 笑 額を以 つて 寢 に 就いた。 

八月 十四日 (日) 晴 朝 は 自分で 小 供の 日曜 學校を 開いた、 之に 少數の 大人が m 席して 小 供と 共 

に 聖日 を 守った。 安息の 一 日であった。 

八月 十五 日 (月) 晴 夏 は 半ば を 過ぎた、 然し まだ あと 一 ヶ月 ある。 暴 さの 長いの は 東京 附近の 

大缺點 である。 秋が 待た る、。 秋に 人って 何 を 講ぜん 乎と、 口々 其 事 を 思 ふて 樂 しく ある。 H ぺソ書 

か、 コ リント 後書 か、 ソ B モンの 雅歌 か、 ィザャ 書か、 M レ ミヤ 哀歌 か、 何れも 舆味津 々として 盡き 

ない。 聖書 を il する 丈け で 俗 味が 之に 伴 は ざれば さぞ 樂 しい 事で あらう。 福 昔の 美 はし さよ、 之に 反 

して 俗事の 蔽ら しさよ。 福 昔の 俗化した る 者が 敎會 である。 最も 善き 者が 俗人の 混 人に 依て 最も 惡し 

き 者に 化する ので ある。 敎會に 化する の 虞れ あるが 故に 福 昔の 官ー傳 を 止める 事 は 出来ない。 敎會 化せ 

ざる 幅 音、 それが 最大の 欲求 物で ある。 然し 之 を 錢る事 は 非常に 難く ある。 

八月 十六 日 (火) 晴 半睡 半 醒の內 に 一 日 を 送った。 伹し 朝の §璧 曰 を 讀む時 丈け は^で ある。 三 

TO: 日來 詩篇 第五 卷第 K;! 七爲 以下 を讀 みつ」 ある。 詩篇 中 最善 部分で あると 思 ふ。 百 十篇、 百 十三 篇、 

百ト 五篇、 百 十八 篇、 百 十九 篇、 百 二十 ー篇、 百 二十 七篇、 百 三十 三 篇、. 百 三十 七篇、 百 三十 九篇、 


孰れ も寶 玉の 文字で ある。 某督 信者の 心理 狀態其 儘で ある" 是れ 以上の 讚美歌 あるな し、 祈禱文 ある 

な し で あ る 0 舊約 聖書 は 基督 信：！！ <? に 要な しと 云 ふ 人達 はま だ 詩篇 の 花 蜜 を 味う た ことの 無い 人達で あ 

る 0  . 

八月 十七 日 (水) 晴 引 綾き；^ い 日であった。 雨 雑誌の 編輯 校正 を爲 した。 孫 女の ゆ 話 も すれば 

支那 g: 惊萬 人の 自由 も 辯 護す る。 二者 共に 同一の 精神に 出る ので ある。 「此の 小さき 者 一人 を 躓す る 

より は 磨石 を 頸に 懸けられて 海に 投 入れら れんこと、 其 人の 爲に宜 かるべし」 と 主 は 曰 ひ 給うた。 ^ 

が 見て 以 て 小 問題と なす 者が 大 問題 で ある C 歐米 人が 支那 を 愚弄す る を 見て 我が 血 は 沸へ 返る ので あ 

る。 ^かも 我が 孫； IH が踐附 けられし やうに。 

八月 十八 日 (木) 晴 幸； i の 道 は 所有 を增 すに 非す して 欲を滅 やる に 在る 事 を 熟々 感じた。 斯く 

して 幸 幅 は 自分で 增 減し 得る こと を 知つ て 感謝す る。 何も 欲しくな くな つ て 我 は 幸福の 絶頂に 達する 

ので ある。 然れ ども 無欲の 狀態 たる、 "：^ れ自 から 求めて 得らる. - もので ない。 聖靈を 受けて 欲 を 驅追 

して 戴いて 達し 得らる、 狀態 である。 故に 祈禱に 由て 體 得し 得ら る 、 狀態 である。 神 は 或 時 は 幸福 を 

增し給 ふ、 或る 他の 時 は 我欲 を 减じ給 ふ。 そして 減 欲の 幸福 は增； i 以上に 幸 幅で ある。 

八月 十九 日 (金) 晴 朝 詩篇 第 七十 三篇 を讀ん だ。 M んと云 ふ 美く しい 詩で あるよ。 まことに 信 

者の 生涯 其 儘 を 歌うた 詩で ある。 惡 人の 生涯 を畫 いて 
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彼等 は 死ぬ るに 苦しみな し 

其の 體カは 反りて 强し 

と 云 ふ 所 は、 バ ン ヤンが 共著 『惡 人傳』 に 於て 惡 人の 死を畫 くに 方て 賴り し^.? であらう。 

鋭よ 彼等 は惡 人な り 

常に 安らかに して 其 富 增し加 はれり 

と ある も事赏 である。 信； の懷 疑は斯 かる ま 柄 を 見せ しめられて 起る。 然れ ども 懐疑 は 「我れ 祌の 

所に 行きて 彼等の 結局 を 深く 忍へ るまで」 であった (十七 節 )o 祌の^^所に人りて人生を思ひし時に 

思想 は 一 變 したと 云 ふ。 懷 疑に 始まりし 歌 は 確信 を 以て 終る。 

我 は 主 M ホバ を 避 所と し 

其 もろもろの 事跡 を，〕！：. 傅 へ ん 

と 一一 一一 C ひ 終る。 我が 日々 の實驗 も亦然 りで ある。 

八月 二十日 (土) 晴 朝 柏木に 歸 つた。 人 を 離れて 神と 偕に 漸く さっと 造り上げし 美 はしき 人生 

觀は 人と 接する や 忽ちん、 き 壊されて 了 ふ。 ^人 は 殆んど 其す ベて が 悲観 主義者で ある。 共醫 おも 政 

治 家 も 宗敎家 も 皆ん な 悲観 主義者で ある。 「危ぶない、 駄目 だ、 是れ では 可ない」 と 彼等 は 口 を 揃へ 

て 言 ふ。 然れ ども 我等 何人も 善くす る 道 を 知らない。 彼等 は 唯危險 落 を 叫ぶ のみで ある。 其 點に至 

ると 神の 人 は界、 ふ。 神の 人 は 危險を 知る と 同時に 之 を 避く るの 道 を 知る。 彼 は 根本的 樂観 主義者で あ 

る。 彼 は 世に 多くの 事の 在る を 知る が、 同時に 善事の 惡事を 超越し つ.^ ある を 知る。 此 世の 智慧の 


常に 消極的な るに 代 へ て 神の 智慧 は 常に 積極的で ある。 斯くて 神の 人 は 世の 人の： s: に 在りて^ りたき 

不快 を感 する ので ある。 

八月 二十 一日 (日) 晴 三週間振りにて柏木の我^^^に臨んだ。 來會者 百 名 以上あった。 畔 上の 

後 を 受けて 一 場の 感想 を 述べた。 學 んで而 して 時に 之 を 習 ふ は喜悅 でも あり 亦 休養で も ある。 八， 年の 

休暇 中に 聖書 並に 哲學を 復習して 大に 休み 亦 犬に 得る 所があった。 そして 大 宗敎 大哲學 の敎 ゆる 所 は 

其 根本に 於て 一 致して ゐる、 卽ち萬 iss^ 物 悉く 可な りと 云 ふ 事で ある。 造化の 終極 は 善、 人生の 結末 

は 一幅、 是れ 信仰^ 學の 等しく 唱 ふる 所で ある。 詩篇 百 五十 篇、 卽ち其 最後の 一 篇が此 事を唱 ふ。 

ェ ホバ を ほめた、 へよ 

その 聖 所に て祌を ほめた、 へよ 

その 能力の 現 はる i 穹蒼 にて 祌 を 讚稱 へ よ 

氣息 ある 者 は皆ャ ハ を ほめた  > "へよ 

汝等 H ホバを ほめた. - へよ。 

然るに 世 は 如何、 人 は 如何、 彼等の 心に 映す る 萬 物の 終極 は 不明に あら ざれば 絕望 である。 彼等の 話 

柄 は病氣 である、 不景氣 である。 心配なる 悲しい 事ば かりで ある。 神と 人、 偉人と 小人と は斯 くも 異 

うかと 思 はれる。 信者 不信者の^ は兹 にある、 喜觀 する か悲觀 する か。 悲觀 する 者 は 聖書に 精通し、 

多く 信仰 を 口にする も事實 上の 不信者で ある 云々。 以上の 如く 述べ て 自分 を 慰め 又會 員を勵 ました。 
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八月 二十 二日 (月) 晴 尺に は、 姊に 基督 信者に は、 死ぬ 時まで 敵 は 絶えない。 彼 は 生きて ねる 

間 は 或る 敵 を 持たねば ならぬ と は 悲しい 事で ある。 然し 普遍的^. 冗で あるか ら^む を 得ない。 敵 は 人 

生の 必要物で ある、 是 なくして 進歩 もなければ 完成 もない。 姊に 祈？： S の 如き、 其の 最も 切 赏 なる は 敵 

に惱 まされて 發 する ものである。 詩篇が よく 其 事 を 示す。 「我が 敵の 前に 饗筵を 設け」 と 云 ふ (第二 

十三 篇 )o そして 人 は 神に 近づけば 近づく 程 多く 强ぃ敵 を 持たせら る k ので ある。 愛 を 懐きながら 敵. 

を 持たせら る &とは 不思議で あるが、 然し 明， H なる 人生の 事實 として 之 を 受取らねば ならぬ。 そして 

此の 不可解の 樂資の 說明は 神の愛に 於て 在る ので ある。 〇 夜、 海 の 借家に：^ つた。 

八月 二十 三日 (火) 晴 南^^^ょり吹き來る熱風の故に蒸3:ぉくして眠られす困難した。 然し高原の 

避：^ 地に 在りて 好まし からざる 訪問客に 惱 まさる、 より はより 少き闲 難で ある。 近 スピ ノ ー ザの 怖 

を讀 み、 ユダヤん は 闽を失 ひて より 聖書が 彼等の 國と 成った との 記事 を讀ん で大に 感じた。 誠に 聖書 

は美國 (うまし ぐに) である。 ユダヤ人の みならす、 凡て 土地な き、 產 なき、 地位な き 者 は 聖-書 を 其 

國と 成す 事が 出來 る、 そして §め 一書 は 産物 豊富なる 國 である。 其 住民と なりて 我等に S の 不足す る 所 は 

たい。 之に 政治 { 糸の 作った 法律、 制度 等な きが 故に 完全なる 自由が ある。 自分の 如き、 過去 半 百年 其 

住：^ であって、 北 ひ 股り なき 恩惠. Li 接した 者で ある。 此枇の 財 產名譽 はなき も、 聖書 画の 住民た る を 得 

て、 誠に 幸福なる 生涯 を 送った。 故に 此 叱の 新聞紙 雜誌 著書 等の： はない、 聖書 丈け で 山で ある。 

八月 二十四日 (水) 晴 早朝 東京より 久布白 落實、 田中芳 子- 跑 女史の 訪問 を 受けた。 淀 橋 町々 會 


議員の 總選舉 に 城 民 雄 氏 を 推 腐せられ たしとの 事であった u 勿論 承諾した。 如何に I ち-書 隱者 であれば 

とて、 町政の 紊 亂を餘 所に 見る わけに は 行かぬ リ 

八月 二十 五日 (木) 晴 夏 は玆に 終らん として 居る。 今年の 夏 は 老妻と 共に 孫 女の 守り をして 暮 

らした やうな ものである。 一 生に 一度の 經驗 であって 實に樂 ぃ經驗 であった。 孫 女 は 遠から すして 其 

父母と 共に 札幌に 行く ので あれば 其 前に 祖父 祖母 正子の 三人 生活 を營 むは まことに 幸であった。 彼女 

の靈 魂に 遣俾 以外の 多くの 美點 ある を 見る。 敎 育其宜 しき を 得ば 彼女 も 亦 我祌の 恩惠 の 器と して 多く 

の 人 を 幸； i に爲 すで あらう。 


八月 二十 六日 (金) 学晴 相 州 葉 山に 於て 在る 。昨夜 少しく 雨 あり、 草木 蘇生す。 涼風 到り、 

り 支度に て 多忙で ある。 ジョ ー ジ. アダム • ス ミス 著 『ィ ザャ 書の 解説』 第一 ー卷の 復讀を 始め 感興 極 

まりなし。 實に 聖書 解釋 上の 大 著述で ある。 二十 年 前に 初めて 之を讀 みし 時より は 二十 倍の 興味 を以 

つて 讀む。 二 干 五 百年 前の 舊 記が 躍如と して 我が 目に^る、 を覺 ゆ。 斯 んな大 著述が 我が 書齋に 潜み 

居りし 乎と 思へば 感謝に 堪 へない。 ィザャ 書 四十 章 以下の 解說 である。 ィ H スの御 生涯の 預言 的 背景 

の 研究で ある。 此んな 面 白 い 研究の 復 たと 他に 在る ベ き耶 である。 

八月 二十 七日 (土) 晴 氣引 綾き 强し。 朝 貪 前に 山树 船長と 共に 葉 山^ 莊 地を檢 分した" 到底 
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我等の 割込む ことの 出來る 地で ない 事が 判明った。 「土地 は汝 等に 場す」 である。 此世 限りの 彼等が 

此^ を 多く 樂 しみ 得る は 當然 である。 其 反 對に來 世 を 賜 は る ベ き 者が 今 世を與 へられざる は、 是れ亦 

當然 である。 大^ 莊を與 へらる k よりも 神の 人 ィザャ の 預言 を 少しな りと 解し 得る 方が 遙 かに 幸福で 

あると 船長に 語った。 仍し來 世 を も 獲得し 得すして、 財界 恐慌の 爲に全 財産 を 失 ひし 前大 富豪 某の 大 

^莊 が、 シ ヨン ボリと、 淋しげ に、 人類に 或る 大敎 訓を與 ふるが 如くに 立って ゐるを 見る は 皮肉で あ 

つた。 〇 孫 女、 母と 祖母と に述れ られて 柏木に 歸 つた。 老人 一 人 海濱の 借家に されて、 復び 元の 哲 

學者に 成った。 

我が家の 天の 使 は 舞 ひ 去りて 

祖 〔乂々 ， 々御钣 と i- ぶ聲は な し 

小兒の 居ない 人生 は 詰らない ものである。 

八月 二十 八日 (日) 晴 朝簡 短なる 讚美 祈 禱會を 11 いた。 聖書 を讀む 事と 之を說 明す る 事の 外に 

何の 面白い 事 はない。 政治、 社會、 文化 事業、 凡て 何ん と 詰らない 事で ない 乎。 此んな 事の 爲に短 か 

い 一 生 を る 人達の 心が 利 明らない。 殊に 一 たび 福音 を 味 ひし 人達に して、 復た 前の 社會 事業に 歸り 

し 人達の 心 は 更らに 判明らない。 新聞紙の 記す 事な ど は 凡て 如何で も 可い 事で ある。 眞の 人間に 聖書 

の 外に 請 物な しと 云 ひ て 少しも 過 首で な い 。 勿論 此事 は敎會 信者た る 事で な い 。 

八月 二十 九日 (月) 晴 英文 雜誌編 募に 終日 か、 つた。 近頃に ない 多忙の 曰であった。 然し 多忙 


に 由て 人生の 不快 を 忘れる。 人生 實は 多忙なる 程 幸福の 事 はない。 

八月 三十日 (火) 雨 久 振りの 强 雨であった。.； 1^ に 在りて 雜誌 校正に 從 事した。 避暑客 概ね 去り、 

町 は閑靜 になった" 午後 晴れ、 相 模灣を 隔て、 富士山 麓に タ 陽の 春く を眺 むる は 美しかった。 自分 も 

寂 家 < に 堪えた くな り、 明日 此地を 引 上ぐ る 事に 決した。 

八月 三十 I 日 (水) 曇 葉 山 借 { 豕引拂 ひで 多忙であった。 海 濱滯在 は 自分に は餘り 休養に ならた < 

かった、 然し 小 兒ゃ女 共に 多少の 休み を與 ふる を 得て 滿 足であった。 葉 山の 天然よりも 其 人氣の 方が 

自分に は氣に 入った。 鎌 念と 狡べ て 見て 雲泥の差 である。 三 浦 大介朝 比 奈三郞 の 感化が 续 つて ゐるゃ 

うに 思 はれた。 夏 毎に 都會 人士の 襲擎を 被る に關 はらす 此氣風 を：. i: する は 不思議で ある。 夜、 海濱を 

引拂ひ 柏木に 歸 つた。 

九月 一日 (木) 晴 大震災 四 週 年で ある、 感慨に 堪えたかった し 久 振りに て 塚本畔 上と 共に 雜誌 

校ず -に從 事した。 訪問者 多し。 其： s: に淸水 さえ子、 夫 繁三郞 を 失 ひ、 小兒 二人 を携 へて メキシコより 

歸 りて 訪れる あり、 同情に 堪 へなかった" 其 他 { 豕に歸 りて 多くの 悲しき 事 を 聞かせら る。 唯一 っ滋賀 

it の 或る 舊き讀 者より 来れる 左の 書簡 は 始めより 終りまで 喜びの 音信であった。 

拜啓。 時下 尙续 暑嚴 しきの 砌 貴下 愈々 御 勇健に 渡らせられ 大慶 至極に 有 之 候。 降而 小生 無事 消光 在 

罷候間 乍 悼 御 休心 下され 度 候。 
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就て は 小生 多年 『gsl 曰 之 研究』 を 讀し、 贵下の§^書常識の廣大に驚き巾し居り候へ共、 その 敎會 

攻擊の 一事に 至って は、 こ は 老師が 敎界に 於け る 地位 據 得の 爲 めに する 或る 政治的、 野心 的 手段な 

らざ るかと、 永年 尊敬のう ちに も 聊か 輕侮！ M 味に 邪推 致し， is り 候爐、 最近 敎會の 內情を 知る に 及び 

餘 りの 意外なる に 驚き、 いっそ 佛 敎に歸 らん かと 思 ひつめ たる 結^、 なるほどと 合點 行き. E. し、 心 

からなる 贵下 尊敬の 念の 愈々 高まりつ k あるの 感有之 候。 就て は 永年 貴下の 門に 敎へを 蒙りし に拘 

らす、 今日 迄の 我が身の 爲せ る不靈 鈍根 を 懺悔、 謝 の 意 を 表する 爲 兹に赏 下に 迄 御 通 吿申上 候。 

キリス ト敎 は！： 十く から 我國 に傅播 され 巾し 候 も、 恐らく は 貴下 出で 給 はすば 其 福音ら しき キリ ス ト 

の 福音 は傳は ざり し と^じ 巾し、 贵 下と 同時代に 生き、 貴下より 直接 敎を受 くると 云 ふ は 何たる 祌 

の 有難い お引合せ かと、 さめ/ i\ と 感淚を 催し 巾し 候。 

就て はこれ を 機 緣に親 驚 同行の 信仰の 眞髓が 結局 その 簡潔なる 南無 阿 彌陀佛 の 六つの 字に 歸す るが 

如く、 キリストの 信仰 を せんじつめた 屮 心的 信仰に 就て 引 緩き 御敎示 賜り 度、 今後と も宜 敷く 懇願 

いたし 候。 敬 其 

八月 廿九ロ  〇 〇 〇 〇 

€： 村 鑑三殿 

誠に 有難い 昔 信で ある。 多分 自分に 對し、 此 書簡の 發 信者と 同一 の 態度 を 取る 者が 他に も あるで あら 

う。 自分の 福 昔は受 くる も 無敎會 主義 は 之 を 斥く る 者の ii からす ある 事 を 自分 は克く 知って 居る。 然 

し； i 音と 無敎會 主義と は關 係の 無い もので はない。 否な、 深く 其 源を究 むれば 二者 は 同一 の 精神に 出 

る ものである。 何にも 旣成敎 會に對 し 反旗 を 翻す ので はない、 眞理其 儘 を 主張す るので ある。 無敎會 


が 解ら すして 幅 昔 は 解ら すと 言 ひ 得る。 

九月 二日 (金) 晴 涼しい 好き ョ であった」 家族 一同と 共に 毅冶橋 外 森 川に 於て 寫眞を 撮った。 

分 相别れ るからで ある C 

九月 三日 (土) 晴 玄關に 左の 如き 張 紙 を屮： した。 

新聞 雜誌 記者 諸君に は 御面會 致しません" 

政治、 社會、 宗敎 等の 運動へ 御 誘導の 儀 は 御 遠慮 下さい。 

自衛の 爲に 必要 である。 此 の 人達 は 己が 事業の 促進の 爲には 他人の 事業の 妨害 を 構 は な い 。 

九月 四日 (日) EI- 朝 は滿堂 溢る、 の集會 であった レ内村 醫學士 は歐洲 滞在中の 宗 敎的實 見、 並 

に 阿弗利加に 於け る アルべ ルト. シュ ワイツ H ルの傅 道 事業に 就て 話した。 此日 人の 屮 Z 入 多く、 甚だ 

騒し き 聖日であった。 日本人 は 我が 同志に 至る ま で 未 だ 安息日 を 守 る の 途を知 ら ない。 彼等 は 此日を 

交際の 曰と して ゐる、 神に 獻 げたる 神聖の 日と 爲 ない。 實に 困った ものである。 此日叉 或る 事より し 

て 日本 を 我が 愛人と して 愛する の 幸福に 氣附 いた。 此は 青年時代に 於て 我心 を 燃した 愛で あるが、 老 

年に 至って 之 を 復活す るの 必要 を感 する。 日 木と は 日本 政」 射で もなければ 日本人 全體 でもない。 口 本 

と 云 ふ 或る ラ/ Eysterkns  ！ srsollality である。 之 を 愛し 之に 仕へ て 我 は 無上の 幸福 を感 する ので ある" 
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九月 五日 (月) 晷11 世に は 自分の 有する 少し 計りの 此 世の 勢力 を 用いて 失望す る 者が ある。 近頃 

も 當淀橋 町々 會 議員 選擧に 際し、 自分 をして 其 候補者 を 推 f おせしめて 失 耽した 人達が あった。 彼等 は 

自分の 勢力 を 誤算した ので ある。 自分に 多少の 勢力 は 無いで はない が、 此 世の 人望 を 買 ふやうな 勢力 

はない。 自分の 名 を 用いて 金 を 儲けん と 欲する 者、 叉 は 勢力 を 得ん と 欲する 者 は 失敗す るに 定 つて ゐ 

る。 其 人達に 對 して 甚だ 氣の 毒で あるが、 彼等の 誤解 誤算より 出た る失收 であるから 上む を 得ない。 

彼等 自身に 信仰が なきが 故に、 彼等 は 信仰の 勢力の 何たる 乎 を 知らない。 そして 斯 かる 人達が 敎會者 

の內に ii  くないから 驚く。 

九月. ！へ 日 (火) 雨 村 醫學士 其 家族 を 率ゐて 札幌に 向け 出發 した。 家 は 朝より 大混雜 であった。 

小なる； 止 子 と^れる のが 非常に 職であった。 暫時 の^れと は 知りながら、 彼女な くして 如何して 柏木 

の.：； 豕が 成立す る 乎と 思 ふ 程 辛ら かった。 老夬^！は勿論のこと、 女中 家僕に 至る まで 此 小なる 靈 魂の 愛 

に 華 かれた。 女中の 一 人 は札幌 まで 附 添うた。 夜 卜 時^の 上野 5,1 發に 多くの 友人が 見送って 吳れ た。 

我が 故鄉へ 行く ので あり、 又 多くの 友人が 彼 地で 迎 へて 吳れ るので あれば、 心配の 必要な き は 判り 切 

つ てゐ る。 「正子の 北海道 行 を 送る」 と 題して 左の  一 ； が进 つた U 

あれるな よ 龍 飛、 ，2 神、 中の 潮 

我がい とし 孫 海 渡る たり。 

九月 七日 (水) 雨 陶 敷い 日であった。 孫 女 去って 後 は 何事 も 乎に 附 かす、 只 老夫婦 共に 地圖 


を披 き、 汽車の 時間表と 照し 合 はして 彼女の 跡 を 追うた。 弱い 人間で ある、 然し 天性で あるから 4- む 

を 得ない、 之 を押隱 すに 及ばない。 久しから すして 此 弱き は 取 去らる、 であらう、 そして 復た 見る 日 

を樂 しみに 平常の 仕事に 就く であらう。 美 はしの 愛情で ある、 是れ あって こそ 生く るの 甲斐が あるの 

である。 

九月 八日 (木) 雨 益 富 政 助 君に 伴 はれ、 畔上 と共に 明治 神宫 外苑 日本 青年 館の 大 講堂 を檢 分し 

た。 之 を 日曜日 毎に 借 受けて 我が 聖書 研究 會を 再び 巿內に 於て 開かん が爲 である。 理事 者の 親切なる 

待 過 を 受けて 我等の 心 は大に 動かされた。 時勢 はー變 した。 基督 敎靑 年會に 計る の 必要 はない。 日本 

青年の 公共 機關 たる 此純 社交的 團體が 我等 を歡迎 して 吳れ るので ある。 斯 かる 事を考 へて 孫 女 去って 

後の 我が 堪へ 難き 淋しみ を 慰めた。 寂！ i を 癒す の 唯一 の途は 公共 的 事業に 携 はるに ある。 

九月 九日 (金) 雨 秋雨 蕭々 として 淋し。 我がい とし 孫 は 如何して 居るな らんと 其 事の み 氣遺は 

れる。 過去 二 年間 育兒 學に沒 頭して、， 今更な がらに 自分 等の 此 事に 熱心な りしに 驚く。 若し 全世界の 

△  △△△△△△ 厶厶 <"<3厶<:<3<<<3 厶 AA 厶 <"△ 厶厶厶 AA 厶  .  - 、 ， «  - , 

小兒 を如此 くに 愛する 事が 出来たならば さぞ 幸福で あるで あらう。 〇 今日、 日本 靑年館 (基督 敎靑年 

會 館に 非す〕 と 左の 如き 契約 を 結んだ。 舊き 研究 會 員の 一 人なる 益 富 政 助 君が 兩 者の 間に 立ちて、 之 

を 成立 さして 吳れ たので ある。 

一 、 日本 青年 館 は內村 聖書 研究 會に 對し每 日曜 午前 十 時より 十二時まで 其大 講堂 を 使用す る 特權を 

與 ふる 事。 
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二、 右 使用料 金 を  一 0; 金 〇〇圓 とし、 內村は 其 拾 囘分宛 を 前納す る 事。 

其 他 細則 七 ケ條に 及ぶ。 何れも 我に 取り 有利 的條 件であって、 日本 靑年 館が 研究 會に對 し、 如何に 好 

意 的 態度 を 取って 吳れた 乎が 判る。 斯くて 再び 神の 言葉が 帝都の 中心に 於て 說 かる. -の途 が 開けた の 

である。 

九月 十日 (土) 晴 久 振りの 晴天で ある。 午前 四時 第二 皇女 御 誕生 遊ばさる。 益 富 君 並に 家の 主 

と共に 日本 青年 館に 行き、 大 講堂 借受の 手緩き を^ました。 新 天地が 我等の 前に 開かれし やうに 感 

じた。 友人 孰れ も 我が 前途 を 祝して sK れた。 夜 は 十五夜の 滿 月であった。 家庭 祈 禱會を 終へ て 後に 淺 

れる 少数の 家族と 共に 月見の 宴 (實 は圑 子と 樊 茶の 會) を 開いた。 まことにお 芽出度い 日であった。 

斯くて 孫 女 去りし 後の 寂蕩を 慰めた。 

九月 十 一日 (日) 晴 滿員 以上の 集會 であった。 詩篇 第 百 三 篇を畔 上に 讀んで 貰 ひ、 夏期の 仕事 

並に 讀 書に 就て 話した。 孫 女の 守り をして、 神が 自分に 具へ 給 ひし 愛の 深き に 自分な がらに 驚いた。 

若し 此愛を 凡ての 小兒に 注ぎ 得るならば 自分 は大 慈善家に 成り 得る ので ある。 唯 自分勝手なる、 自分 

の 孫に は 注ぎ 得ても 他人の 孫に は 注ぎ 得ない ので ある。 然れ ども 神が 聖靈を 注ぎ 給 ふ 場合に は、 自分 

の 孫 を 愛する が 如くに 凡ての 小兒を 愛し 得る に 至る。 ^に 新ら しき 愛 を 神より 仰ぐ に 及ばない、 神が 

自分に 旣に 具へ 附け給 ひし 愛に て 充分で ある。 神の愛に 勵 まされて 此愛を さへ 放出し 得れば 足りる の 

であると 語った。 其 他 聖書が 唯 一 の 書なる 理由 を 述べた。 


九月 十二 日 (月) 青 嚴 しい 暴 さで ある。 書 齋の溫 度 九十 二度、 頭腦の 仕事 は 何も 出來 なかった" 

但し G  .  A  . スミ ス著 『ィザ ャ書講 解』 第一 ー卷第 十八 章 を 護んで 非常に 感じた。 傅 道に 從事 する 者 は 

何人も 再 讀三讀 すべき 章で ある。 米英の 宣教師の 大多 數は此 章の 傳 ふる 大敎訓 を 全然 無視して ゐる、 

夫れ 故に 傳 道の 效果 が擧ら ない ので ある。 如何に 見ても ス ミス は 近代の 英國 (蘇 蘭 土) が 産んだ 大敎 

師の 一 人で ある。 

九月 十三 日 (火) 曇 昨夜 豪雨が あった。 盲人 信仰 會の 事業 報告 を 聞いて 喜んだ。 會員は 信仰に 

燃えて ゐる。 St 靈の 降る 所に 盲人 は遙 かに 服 開き 以上で ある。 幸. も 不幸 もあった もので ない。 歡 喜に 

溢る k 盲人の 兄弟に 會 うて 羨ましく 思 ひ、 自分 も 亦 新たに 眼 を 開かれし やうに 感じた。 之 を 思 ふて、 

無牧で 歎いて ゐる 敎會の 如き 實に氣 の 毒の 至りで ある。 何故 直に 神の 御 許に 行いて 我が 盲人の 兄弟の 

やうに X 布 望と 歡喜 とに 滿 されない のか。 

九月 十四日 (水) 大雨であった。 英文 雜 誌の 編輯 を 始めた。 ィザャ 書 五十 三 章の 復習に 我が 神 魂 

を 奪 はれた。 キリスト 傳を 裏書きす る もので 之れ 以上の もの はない。 ナザレの ィ H スは 誠に 預ー 一目 者に 

由て 約束 せられし イスラ H ルの メシャ にして 人類の 救 主で ある。 〇 横 井 時 雄 is の 永眠 を 知って 悲ん だ- 

同 君 は 我が 壯年 時代の 無二の 友であった。 共に キリストの 福 昔 を 以て 日本 國を救 はんと 誓うた。 然る 

に 信仰の 根本に 於て 異なる 所が あり 終に 別れざる を 得ざる に 至って 非常に 悲しかった。 君が 傅 道 を 去 
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つて 政治に 人り しが 抑々 1^ の 不幸の 始めで ありし と 思 ふ。 其 才能に 於て、 人格に 於て 到底 自分な どの 

及ぶ 所でなかった 此 人が、 代議士と な-りて 國を救 はんと せられし 時に、 我が 失 §111 は譬 ふるに ものな し 

であった。 今 曰 君の 大分 縣刖府 に 於け る 永眠の 報に 接し、 感慨無量、 現 はすに 一一 百 葉な しで ある。 但し 

君の 靈魂 はたし かに キリ ストの 許に 行いた と 信す る。 彼 所に- 冉會 して 往事 を 語る であらう。 

九月 十五 日 (木) 半晴 雜誌 編輯が 一 日の 仕事であった。 讀書も 亦 大分に 爲 した。 其 他に 種々 と 

他人の 仕事に 携は しめらる。 學 校の 建設、 敎會の 整理、 講師の 派遣、 就職の 相談、 遺稿の 編 慕、 …… 

斷 つても 斷 はり 切れない。 哲學 者にば かりに 成って 居られぬ。 眞理は 偉大で ある、 俗事 は 微小で ある。 

何故 も つと 凡ての 人が 眞理の 探究に 熟 注しない の で ある 乎。 

九月 十. K 日 (金) 曇 暑氣 未だ 去らす。 塚 本と 共に 日本 青年 館 を 訪れ 種々 の 打合せ を爲 した。 見 

れば 見る 程 講堂の 完備せ るに 驚く。 其 使用 を 許されし は大 なる 特權と 云 はざる を 得ない。 之に 由て 福 

昔 は 一 層 高く 日本 全國に 響き渡る であらう。 

九月 十七 日 (土) 曇 北海道 行き を 前に 雜誌 編輯に て 多忙で ある。 之 を 了へ すして 何事 を も爲す 

ことが 出来ない。 〇 敎會の 人達が 相互 を誡 むる に 「無 敎會 主義者に 乘 ぜられ るな」 との 一一 一一 n を 以てする 

と 聞いて 奇態に 思うた。 自分 は 人の 知る 如く 無 敎會の 一人で あるが、 他人の 不幸 や 失 肷に乘 じて 事 を 

爲さ うと はしない 積り である。 基督 信者で あるから 計りで ない、 日本人と して そんな 賤 しい 事 は爲し 


得ない。 乘 すると か乘 ぜられ ると か、 そんな 言葉が 用いられる 間 は 敎會の 決して 榮 えない 事 を保證 す 

る。 神の 守り 給 ふ 敎會は 如何なる 人 も 其 困難に 乘 する 事 は 出来ない。 又 武田信 玄に盥 を 送りし 上 杉 謙 

信 を同國 人と して 持つ 我等 日本の 無敎會 信者 は、 敎會の 不幸 失敗に 乘す るが 如き 事 は 心に 恥 ぢて爲 す 

事が 来ない。 我等 は 不振の 敎 會を援 けんと はすれ、 其 弱き に乘 じて 我が 增大を 計らん とする が 如き 

は絕 對に爲 さない、 叉爲し 得ない。 

九月 十八 日 (日) 雨 新 秋 最初の 常規 の集會 であった。 雨天に も關 はらす 重なる 會員は 大抵 出席 

し、 朝 は 九分 通り、 午後 は殊 んど滿 員の 集會 であった。 朝 は 讚美歌 三十 五番 を 以て 始め、 午後 は 二百 

七十 三番 を 以て 終った。 自分 は 朝 は ィザャ 書 四十 六 章 一— 四 節に 由り 「偶像と 眞神」 と 題して 語った Q 

午後 は 馬 太 傳十章 三 二、 三 三 節に 由り 「信仰 維持の 方法」 と 題し、 人の 前に 我が 信仰 を 一一 一一 口 表 はすの 必 

要なる 事 を 述べた。 夏 を 我が 小 家族と 共に 暮らして、 秋に 人り て 我が 大家族に 會 する を 得て 歡 喜の 至 

りで ある。 殊に 何百 人と 云ふ靑 年男 女に 接する は 偸快此 上な しであった。 聖書 講演 は 我が 生命で あつ 

て、 許 多の 若き 男と 女と は 我が 弟妹で あり、 子女で ある。 彼等に 聖書 を敎 へて、 我 も亦敎 へられ、 ま 

た樂 しく 生く るので ある。 

九月 十九 日 (月) 0i 朝 米迦書 を通讀 した。 小 以賽亞 書と 稱 すべき 書に して、 力 ある 慰め 多き 預 

1 一 lie 書で ある。 章 一— 四 節、 六 章 六— 八 節、 七 章 五 —八 節、 同 十八— 二十 節、 孰れ も 偉大なる 美 はし 

き 言で ある。 ra 十 年 前に ァ マ ストの 寄宿 舍で 獨り讀 んだ是 等の 預言 書が 老後の 今日に なりて 非常に 役 
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に 立つ。 斯んな 書 は 他に はない。 有難い とも 何ん とも 云 ひやう がない。 〇 德富蘆 花 氏の 逝去 を 聞いて 

悲ん だ。 自分と 同時代の 日本人の 中で 彼 は 最大の 文學 者であった。 氏と 自分と は宗敎 上の 信仰 は異っ 

たが、 其 他の 事に 於て 一 致の 點が 多かった。 非戰 主義に 於て、 對米 意見に 於て、 氏と 自分と は 同 一 の 

步調を 取った。 彼の 名 は 明治 大正の 文豪と して 世界 文學史 に傳 はるで あら う。 

九月 二十日 (火) Ei 九 年 振りに て 札幌に 向って 出發 する。 我が 故 鄕に歸 る やうな 心 持が する。 

明治 十 年 九：；！：、 汽船 玄武 丸に て 品 川 沖 を出發 してより 滿 五十 年で ある。 午後 一時 上野 を 出た。 秋 は 北 

に 進む に循ひ 益々 く、 田 は 到る 所に 色 づき、 氣持 好き 汽車 旅行であった。 

九月 二十 一日 (水) 晴 夜 は 靑森縣 に 入って 明けた。 陸 奥灣に 昇る 日出 を 見た。 津輕 海峡の 渡海 

は かにして 克く 休んだ。 函 館より 札幌 まで 九 時 問の 汽車 旅行 は隨分 辛ら かった。 火山 灣 沿岸 は 舊き 

北海道の 跡 を 留めて 嬉しかった。 小拇に 着けば 彼 地の 敎友 並に 札幌 より 淺見 仙 作 君 並に 內村醫 學士の 

^,1 迎を 受けた。 夜 十 時 少し 前 札 幌驛に 着けば、 佐 藤 大學總 長、 宮部 敎授を 始めと して 舊友敎 友 三十 餘 

名の 出迎を 受けた。 直に 大學 の自顿 車に 乘 せられて 若 内 村の 新 家庭に 入った。 やはり 日本 國中、 自分 

を斯 くの 如きに 歡迎 して 吳れる 所 は 札幌を 除いて 他に は 有る ま い。 

九月 二十 二日 (木) 晴 秋晴の 好天 氣 である。 充分に 北海の 秋 を樂ん だ。 終日 家に 在りて 旅行の 

十 K. れを めた。 交々 新聞記者の 訪問 を 受けた。 此 所では 彼等に 會 はぬ わけに は ゆかぬ。 境遇の 變 はり 


し 故 か、 孫 女 は 思 はざる 所に 祖父の 見舞 を 受て眞 の 祖父と は 認めぬ らしく ある。 夜、 舊ぃ豐 平 館に 於 

て、 佐 藤 大學總 長、 宮部、 南の 兩名譽 敎授、 高 岡札幌 市長の 晩餐 歡迎を 受けた。 斯くて 夢の やうに 札 

幌に 於け る 第一 日 を 過した。 柏木に 於け ると は 全く 異 つた 生涯で ある〕 

九月 二十 三日 (金) 晴 朝自卿 車を驅 り、 內村醫 學士の 家族 を乘 せ、 札幌 神社、 豐平 橋、 舊農學 

校 跡、 创成 川の 畔 にて ra 十九 年 前に 自分が バプ テス マ を 受けし 跡な どを訪 ひ、 彼等に 自分に 關 する 札 

幌の 名所 舊跡を 示した。 殊に 萬感 湧き 来りし は 南 二 條西六 丁目の 所謂 「白 官邸」 の 跡であって、 是れ 

自分 達當 時の 青年が 初めて 設けし 基督 敎の 說敎 所で ある。 半 西洋風の 二 軒 長屋であって、 其 半分 を 借 

りて 玆に 初めて 札 幌獨立 基督 敎會を 起した ので ある。 自分が 初めて 聖書 を 講じた のも此 所であって、 

自分の 生涯の 仕事の 發祥 地と も稱 すべき 所で ある。 其 長屋 は 依然として 存し、 自分 等が 借 受けし 半分 

は 今 は 建具屋と なりて 布す る を 見た。 午後 K 時より 札 幌獨立 敎會の 役員 會に 出席し、 牧師 選定に 關す 

る 相談に 與 つた。 無敎會 主義者の 自分が 其 事に 關し 善き 意見 を懷き やう 害な く、 然し 自分の 關係 深き 

此敎會 に對し 深き 同情 を 寄す る は 勿論の ことなれば、 主義と 情との 間に 挟まれて @1 からす 困難した。 

會議は 寓事を 神の 指導に 仰ぐ 熱心なる 祈 禱會に 化した。 そして 多数の 兄弟 姉妹 は 熟 誠を罩 めて 祈った" り 

近頃 見た 事の ない 眞劍 なる 祈禱會 であった。 

九月 二十四日 (土) 晴 札幌獨 立敎會 講堂に 於て 北海道 『ssn 之 研究』 讀者會 を 開いた。 來會者 

百 名 以上、 遠き は 北 見、 函 館より 態々 來る者 もあった。 來會 者の 感想 述懷は 相次いで 盡き す、 午後 二 
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時に 始めて 五 時に 至り 惜しき 會合 を閉ぢ た" 敎會 行詰りの 談は 到る 所に 問く が 聖書 研究者の 團體 のみ 

は 希 tlnl 春の 海 を 行く が 如しで ある。 

九月 二十 五日 (日) 晴 朝と 夜と ニ囘、 札 幌獨立 敎會に 於て 說敎 した。 朝 は 四百 人餘、 夜 は 五 百 

人 程の 聽衆 があった。 朝 は 「福音の 奥義」 と 題し、 加 拉太書 一 一章 一 一十、 一 一十 一 節に 依りて 話した。 說 

敎は餘 り 振はなかった。 夜は滿 堂に 溢れた る聽 衆に 對し 「日本と 基督 敎」 と 題して 我が 執 一誠 を 披瀝し 

た。 信仰に 愛國 心が 混ぜし が 故に 說敎は 愛國的 能辯と 化した。 自分で 自分 を 抑へ 切れなかった。 自分 

に 取り札 幌 ならでは 爲す能 はざる 演說 であった。 


九月 二十 六日 (月) 快晴 札幌に 於て 在る。 昨日の ニ囘の 壇上の 勞働 にて 今日は 大分に 疲れた。 

訪問者 は 絶えなかった。 夜ュ ー ゴ ー 亭に 於て r 內村鑑 三 謝恩 獎學 資金」 の 受領者 六 人の 歡迎晚 餐の饗 

應を 受けた。 受領者 總て八 人、 內 一 人 は 死亡し、 一 人 は 滿洲に 在りて、 札幌に 在る 者 は 六 人であった „ 

孰れ も 農學部 出身 又は 在學の 優等生であって、 自分の 提供せ る 少額の 獎學金 を 受けて 吳れた 事 は 自分 

に 取り 此 上な き名譽 であった。 一同 先づ 撮影し 、次いで 夕食 を 共に して 卓上 談話に 快樂を 貪った。 玆 

に 「札 幌内 村會」 を設 くる 事に 議決した" そして 將來會 員 結合して 相 共に 活動 せん 事 を 約した。 自分 

に 取り 生れて 初めての 經 験であった。 斯んた 嬉しい 事 はない。 此 事を爲 すため 丈け に 札 幌に來 る 充分 

の 甲斐が あった。 


九月 二十 七日 (火) 晴 孫 女 漸くに して 再びな づき 偸 快であった。 急激の 變 化に 由り、 ヂ， -. チ 1 

を 新ら しき 場所に 認め 得なかった ので あるら しい。 小兒 心理に 大人に 解し 難い ものが 多い。 午後 二 時 

三十 分より 北海道 帝國 大學大 講堂に 於て、 佐 藤總長 司會の 下に、 特^に 自分の 爲に 開かれし 演說會 に 

出席した。 此日 午後 特に 此演說 會の爲 に 全校の 休 課が 宣告せられ、 職員 生徒 擧 つて 大 講堂に 集って 吳 

れた。 聽衆は 堂に 溢れ、 干 五六 百 人あった らうと 思 はれた。 拍乎暫 らく 止ます、 少しく 面喰らった 態 

であった。 題 は Boys  be  amtjitious であった。 故 w  •  s  . クラ ー ク 氏の 有名なる 吿训の 言葉で ある。 

之に. 註解 を 加へ て 自分の 意見 を 述べた。 一時間 半 以上の 演說に 大聽衆 は 鳴を靜 めて 聞いて 吳れ た。 終 

つて 壇上に 於て 全 大學を 代表す る 佐藤總 長と 自分 の 間に 堅き 握手の 禮が行 はれ、 全衆大 拍手 を 以て 之 

を 祝して 吳れ た。 自分が 舊ぃ 母校より 受けた 最大 名譽 である。 〇 夜 九 時 五十 分發の 汽車に て 歸途に 就 

いた。 友人 多數の 見送り を 受けた。 相 變らす 孫 女と 別る. - のが 最も 辛ら かった。 

九月 二十 八日 (水) 晴 朝 七時函 館に 着いた。 津輕 海峡の 渡航 は 稀れ なる 平穏であった。 船中 知 

人 多く、 さすがに 北海道 旅行なる ことに 氣附 いた。 午後 一時 四十 分 靑森發 急行列車 にて 東京に 向うた Q 

車中 小島、 後藤、 須田 諸君の 日本 聖公會 の敎職 並に 名士 あり、 快談に 時の 過ぐ る を 忘れた。 

九月 二十 九日 (木) 雨 朝 八 時 上野に 着いた。 主婦 並に 畔 上の 迎 ふる 所と なった。 九日 間 連 綾の 

旅行と 勞 働と にて 身體は 綿の 如くに 疲れた。 終に 床に 就て 休んだ。 然し 有意義の 傅 道 旅行であった。 
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我が 生涯が 新たに 始 つた やうに 思 はれた。 〔尿 族 一 同 活氣附 いた。 

九月 三十日 (金) 晴 不在 中に 悲しき 出来事が 起った。 二十 一 曰に n 鶴の 口 1 フが 死んだ。 メキ 

シコ より 我家に 来りて より 玆に 十七 年、 家族の 一人と して 我等と 偕に 生存した。 毎朝 オハ ョ ー を以っ 

て 家人 を迎 へた。 克く 己れ を 愛する 者 を 知った。 夏 毎に 彼 を 家に 遺す は 犬なる 心が & りであった。 牛 

年の 夏の 暑氣 におけ たりと 見え、 犬なる 疲勞を 見受けた。 色々 と 手を盡 したが 終に 起た す、 飼主の 聲 

を 認めつ &、 主婦の 懷に 抱かれながら 終に 絕息 したとの 事で ある。 北海道より 家に 歸 りて 此事を 聞い 

て 熱い 淚を 禁じ 得なかった。 禽とは 曾へ 十七 年間の 友人で ある。 我等の 苦痛 を 慰めし 事幾囘 なりし 乎 

を 知らす。 ルツ 子の 逝きし 年に 我家に 來り令 日に 至りて 逝く。 何やら 彼に 不滅の 生命の 在りし やうに 

感 する。 彼の 皮 を 刹 製に して 永く 保存す る 積り である。 愛惜 何ぞ 堪えん。 植。 

十月 一日 (土) 晴 校正 並に 講演 準 倫で 多忙であった。 北海道 行きが 祟って、 其 補惯が 容易で な 

、 0 

レ 

十月 二日 (日) 曇 東京 青山 明治神宮 外苑 內 日本 青年 館に 於け る 第一 II の 聖書 研究 會を 開いた。 

來， & する 者 五 百人餘 り、 千 五 百 人を容 る&大 講堂の 眞ん 中に 密接に 座に 卽き、 柏木に 於け ると 同様の 

靜肅 にして 充實 せる 會合を 催う した。 開 會に當 り 常務 理事 田 澤義錦 君の 歡迎 の辭 があった。 此會館 は 

外人 は 勿論の こと、 富豪に も賴る ことなく、 全然 日本 靑 年の 獻身 努力に 由て 成った 者で ある、 之に： s: 


村 書 研究 會の 如き 會合 を迎 ふる は此館 建設の 目的に 適 ひ、 會員ー 同の 滿足 する 所で あるとの ことで 

あった。 畔 上先づ 講じ、 續 いて 自分 は ィザャ 書 研究の 第一 囘 として 「ィ ザャの 紹介」 と 題して 語った。 

北海道 旅行の 後 を 受け、 疲勞 未だ 癒えす して、 滿 足の 講演 を 爲す能 は ざり しも、 瑞祥の 下に 此會合 を 

始 むる を 得て 大感 謝であった。 

十月 三日 (月) 晴 長旅 を 加へ たる 大集會 の 連 緩に てガッ カリ 疲れた。 復 たび 聖書の 研究に 還つ 

て 疲れたる 靈と 肉と を 休めた。 聖書の 研究で ある、 大 運動で ない、 只 講堂の 廣 きを 求めた 丈け である Q 

會員 中此機 會に乘 じて 大に敎 勢 を 張らん と 欲する 者 ある を 見て 憂慮に 堪 へない。 如 此きは 敎會的 精神 

であって、 此 精神 ありて 福 昔の 衰退 は 必然 来る。 犬なる 警誡を 要する 次第で ある。 

十月 四日 (火) 半晴 疲勞 少しく 癒えた。 雨雜 誌の 校正に 從 事した。 地方 傳 道より 蒙る 損害 は 多 

大 である。 之 を 補 ふに 隨 分の 努力 を 要する。 〇 瑞典國 物理 學者 スグン テ，' • ァー レー 一 ウス 氏 逝去の 報 

を 新聞紙に 讀ん で悲ん だ。 氏 は 六十 八 歳であって 自分より 二 年の 長老で ある。 氏の 大膽 なる 宇宙 創造 

說は 曾て 自分の 血 を 湧かした ものである。 ヘルムホルツ、 グイ ズ マン 等と 共に 學界の 偉人で ある。 リ 

一一 ー ゥ スを 生んだ 瑞典は 時々 斯 かる 學界の 偉人 を產 す。 偉大なる 國 である。 

十月 五日 (水) 小雨 疲勞 未だ 癒えざる に 全日 を 兩雜誌 校正の 爲に 費した。 引檨き 校正 恐るべし 

で ある。 然し Is^ にも 角に も雜 誌が 出來 るから 不 思議 で あ る 。 
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十月 六日 (木) 半晴 忙 がしい 一日であった。 朝先づ 第一に 舊約 ホゼァ 書の 終りの 三 章 を讀ん だ。 

次ぎに 『研究 誌』 の 校正 を爲 した。 次ぎに 叉 英文 雜 誌の 校正 を爲 した。 斯くて 渐 くにして 今月分の 兩 

雜 誌が 自分の 手 を 離れた。 編輯と 校正との 問に 北海道が 挾まって 苦しかった。 然し 兎にも角にも 雜誌 

が 出来て 感謝で ある。 勿論 嫁 本と 畔上 とが 助けて 吳れ たから 出來 たので ある。 其 他 種々 と 人の 相談に 

與 つた。 疲れたる 頭 腦は是 より 彼へ と 使 ひ 廻され る。 宇宙人 生の 大 問題 を考 へる 時 は 少なくなる、 然 

し 此事を 止める こと は 出来ない。 大抵の 人 は 自分 を學 者と して 見て 吳れ ない。 牧師 か 傳道師 の 類で あ 

つて、 俗事に 携 はるべき^ であると 思 ふらしく ある。 人生、 實 はどう 成っても 可いで はない 乎。 靈魂 

が教 はれて 天國に 行く 事 さへ 出来れば 他の 事 は 如何で も 可いで はない 乎。 結婚、 財産、 事業、 孰れ も 

如何で も 可いで はない 乎。 然し 基督 信者と 云 ふ 人で も、 此 地が 第一 であって、 天國 など は 末の末の、 

問題で ある。 無理 もない。 是 は米國 人の 基督 敎 であって、 日本の 基督 信者 は 大抵 は米國 信者で ある。 

我が 幸福 は 夜に 入りて 是 等の 人達 を 離れて、 獨り 机に 對し、 ベ ンを 執りて 其 日の 「日々 の 生涯」 を 記 

く 時に 來る。 

十月 七日 (金) 晴 久 振りの 休息 日であった。 サイ ス敎授 著 r ィザャ 時代」 を復讀 する の 外、 何 

事も爲 さなかった。 札幌獨 立敎會 並に 北海 全道の 上に 聖靈の 降らん が爲に 有志の 特刖祈 禱會を 開いた。 

我が 愛する かの 地方の 上に やや 犬なる 恩惠の 雨の 降らん として ある を 感じた。 


十月 八日 (土) 雨 平安の 一日であった。 少しく 原稿が 書け た。 信仰が 活動と 思 はる、 時！！ 我靈 

は 混亂 で ある。 然し 信仰 は 活動 に 非す し て 静か なる 信頓 である。 米國式 の 信者より 見れば 無爲 Q 生 1^ 

であるが、 實に 深い 充實 せる 生命の 持續 である。 我が 贖 主 を 措いて 他に 何物 を も 要せす と 云 ふ 生涯で 

ある。 信仰 を 殺す 者 は 米 國宣敎 師の傳 へし 「多忙の 信仰」 である。 之 を 除かす して 本當の 信仰 は 起ら 

ない。 

十月 九日 (日) 晴 昨夜 大雨 今朝 快晴、 美 はしの 聖日であった。 外苑 大 講堂の 集 會に六 百 人 程 

の 出席者が あった。 塌本は 『雜馬 書 十一 章 一— 十 節に 依り、 「七 千 人の 遺れ る 者」 に 就いて 講じた。 自 

分 は ィザャ 書 研究 第二 囘 として 「ィザ ャと其 時代」 と 題して 話した。 講演 は惡 しくはなかった が、 只 

會衆 一 同の 未だ 場慣れざる より 調和が 取りに く、、 聖會 として は不滿 足の 點が 多かった。 何れに しろ 

新ら しき 試みで ある。 成功までに は 時日 を 要する。 未だ 俄かに 失望すべき ではない。 

十月 十日 (月) 晴 田 村 直 臣君を 訪問し 君の 幼稚園 を 見せて 貰った。 實に 天下一品 である。 社會 

も國家 も如此 くにして 救 ふべき であると 思 はせられ た。 又 例に 由って 色々 の 事 を 聞かされた。 只 驚く 

の 外はなかった。 自分 達 は 一 心 不亂に 唯 奮い 聖書 を 世に 紹介 せんとの 決心 を 固う せられた。 〇 札幌の 

嫁より 「思 ふ 事な き 北海の 秋」 と 云 ふ 句を途 つて 来た。 之に 附す るに 何 か 善き 上の句 は 無いだら う 乎 

との 事であった。 依って 目下の 石 狩 平野に 於け る 彼女の 樂 しき 新 家庭 を 思 ひやり、 左の 如くに 作り直 

して 返して やった。 
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i 仝 は 澄み 平野 は 遠し， 安し 

思 ふこと なき 北海の 秋 

之に らに 一首 を 加へ て 遣 はした 

孫 去りて 家 は 林し くな りに けり 

いざ 銜 起せん 東海の 秋 

こんな12^^で札幌柏木§1の通信が娠って居る。 


十月 十 I 日 (火) 曇 濕叙 多き 嫌な 日であった。 

問 雜誌ー 一つ 作る 事が 出来て 自分ながら 不思議に 思 ふ。 

給 ふので ある。 


兩雜 誌を發 送した。 多事の 一 ク 月であった。 其 

自分が 作る ので はない、 主が 自分に 在りて 造り 


十月 十二 日 (水) 半晴 引 緩き 休 蘩の 一 曰であった。 北海道： 汲說 旅行の 疲勞が 容易に 除れ ない。 

自分に 取り 高價の 旅行であった。 〇 年末が 近づき、 結婚 時期に 成り たれば、 自分 も 亦 多少 之に 關 係せ 

しめらる。 之に 社交 上 信仰 上の 問題が 絡まり^だ 五月 蠅ぃ 事で ある。 「それ 洪水の 前、 ノア 方舟に 人 

る ru まで は 人々 飮み食 ひ 嫁ぎ 娶り などして 洪水 來り 悉く 之を滅 すまで 知ら ざり き、 如此く 人の子 も 亦 

來 らん」 と あるが 如く、 結婚 は 世の 終末まで 人世の 最大 事と して 績 くので あらう。 然し 「^る 時は娶 

らす 嫁がす 天に 在る 神の 使者 達の 如し」 と あれば、 天國は 結婚の 無き 所なる を 知りて、 その 實に福 社 

なる 所なる 事が 知らる k ので ある。 まことに 結婚 問題 程 現世ら しき 問題 はない。 俗 氣紛々 と は 實に此 


問題 を 云 ふので ある。 馬 太 傳廿ニ 章 三十 節、 同 廿四章 三 八、 三 九 節。 

十月 十三 日 (木) 小雨 淋しい 秋の 曰であった。 孫 は 北海道に 其 父母と 共に 在り、 甥は學 校の 遠 

足に て 在らす、 姪 は 親類へ 泊り に 行いた。 殘るは 老夫婦 二人、 多く 語る 事 もな し。 唯 信仰の 兄弟 姉妹 

の 訪れる ありて 神の 御 事業に 就て 語る、 まことに 福なる 事で ある。 願 ふ 末の 終りまで 聖國 の爲に 働き 

得ん こと を。 三 谷 民 子 女史 明日 女子 學院 校長と して 就任す るとの 事 なれば 彼女 を勵 まし 自分 を も 慰め 

ん ために 左の 一 首 を 書き送った。 

荷 は 重し 我に 代りて 負 ひ 給 ふ 

主 ありと 知れば 我 は 恐れす。 

十月 十四日 (金) 半晴 久 振りに て 新 渡 戶稻造 君 を 訪問した。 古い 札幌 時代の 事 を 語って 樂 しか 

つた。 同 君 等と 共に 汽船 玄武 丸に て 品 川 沖より 彼 地に 運ばれた の は 今より 滿 五十 年 前であった。 君と 

自分と は 人生の 全く 異なりた る 行路 を 歩んだ。 然し 今に 尙ほ 異ならざる は 學校 時代に 受け し氣 風で あ 

る。 札幌 5£ 身に して 世人に 最も 多く 噂 さ k る」 は 新渡戶 君と 自分と 故 有 嶋武郞 君と 三人で あるとの 事 

である。 奇態な 組合せで ある。 三人 共に 農學士 であって、 農學 以外の 事で 噂 さる、 の は 不思議で ある- 

但し 有嶋 君の 終焉が 美しくなかった のが 殘念 である。 

十月 十五 日 (土) 曇 寒い 日であった。 引續き 講堂の 事に 就いて 困 しめらる。 I に は 善き 講堂が 
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あって 聽衆 なくして 困 まる 敎會が 多く あると 聞く が、 自分 達は聽 衆が 有り 過ぎて 適當の 講堂な くして 

苦る しめらる。 時には 此 際斷然 講演 を廢め やう かと も 思 は せらる。 雜 誌を以 つて 數干 人に 語り 得ば、 

それで 充分で ある。 聽衆を めて いかにも 勢力で も 張らん と 欲する やうに 思 はる &は 心外 千 萬で ある- 

會衆 取締りの 爲に 講演の 質 を 低落す るの 虞れ が ある。 或は 講演 廢 止が 滿 足なる 解決で ある 乎 も 知れな 


十月 十六 日 (日) 曇 雨模様。 集會は 至って 靜肅 に、 且又 稍 満足に 行 はれて 感謝であった。 聽 衆 

は前囘 より 少しく 多く、 六 百 人 を 越えた であらう。 畔 上前 講し、 自分 は 「ィ ザャの 名に 就て」 述べた。 

ィザャ と 云 ふ 名の， 2： に 「H ホバ救 を 施し 給 ふ」 と 云 ふ 贵き幅 昔の 籠れる こと を 述べた。 善き 福音 を 語 

つたと 思 ふ。 會 員外の 傍 聽者は 五十人であった。 孰れ も傍聽 料を拂 つて 聞いて 吳れた 人であって、 熱 

心なる 同信の 人達であった。 其 內に此 世の 地位と 知識に 於て 卑しから ざる 人が ®t くなかった。 柏木に 

來 得ない 人で 此 所に 來る 人が 大分 ある。 近頃に なき 氣持 好き 集會 であった。 

十月 十七 日 (月) 曇 終日 に 在りて 休んだ。 聖書に 親んで 此 世の 交際 や 知識が 厭になる。 どう 

でも 可い _ -に 成る。 人生の 最大 問題 はそんな 事で ない。 「亡ぶ る此 世、 朽ち 行く 我 身」、 どうな つて 

も 可い。 親むべき は 神、 學 ぶべき は 彼の 言、 彼と 是れ ありて 萬 事足れり である。 

十月 十八 日 (火) 晴 麗 はしき 秋晴れの 日であった。 澤 山に 校正 を爲 した。 相 變らす 俗事に 惱ま 


さる。 人 は 自分が 老人で ある 事を考 へて „v 、れ ない、 色々 と六ケ 敷い 問題 を 持 込んで 來る。 眞瑰 の爲に 

一時間 を 養せば 俗 時の 爲に十 時 問 を 費 さ しめらる。 之 を 思へば 悲しくなる。 アダム • ス ミス 著 

『ィザ ャ書講 解』 第二 卷の •  冉讀を 八 巧に 始めて 今 U 漸く 終った 次第で ある。 是れ では 大學 者に は 到底 

成り 得ない。 

十月 十九 日 (水) 半晴 讀書、 校正、 訪問に 全日 を 終った。 今にな り 青年時代に 讀んだ 書が 非常 

に 役立つ。 靑年 は讀書 時代で ある、 此 時に 讀 ますして 深き 印象 を受 くる 時代 は 再た び來 ない。 今や 新 

らしき 書 を讀む 必要 を 感じない、 古い 誊を讀 む 丈け で 充分で ある。 殊に 預言 書が 面白く ある。 G • A 

ス ミス か オレリ (orelli) の 著 を 手に して 居れば 終 c: 倦怠 を 感じない。 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 ァ モス、 

ホセ ァ、 ミカ、 何れも； f き 先生で あり、 善き 友人で ある。 二 干 五 百年 前の 彼等 こそ 我が 眞の心 友 なれ 

である。 

十月 二十日 (木) 半晴 主婦と 共に 久々 振りに バビロンに 行いた。 三度 自動車 (乘 合) に乘 り、 

二度 雷 車に 乘 つた。 物を賈 ふの 六ケ 敷き よ。 賣 子は賫 るに 巧みに して 滅多に 買手の 利益 を 計って 吳 

れ ない、 唯賣 りさへ すれ ば^いと 思 ふ。 吳服店 は 何れも 花嫁 姿を以 つて 賑ふ。 今日の 日本人に 取り 人 

生の 花 は 花嫁で ある。 終日 バ ビ n ンを 彷徨 ひて ノ ー ブルなる 事に 一 つも 出會 はない。 純の 純た る 肉欲 

の 市で ある。 書店に 立 寄り G  •  B  • グレ ー 著 『ィ ザャ 書の 註解』 と 有名なる a バ ー ト ソン • ス ミ スの 

『イスラエル の預 一一 一一 口 者』 と 一 ；册買 求めた。 斯んな 本が 東洋の バ ビ 口 ンに 於て 得らる、 から 不思議で あ 

一 九 二 七 年  五 七 七 


= 々 .i  ii- 涯  五 七 八 

る。 自 分の 如き 者 は舊き 聖書に 引 込んで ゐれば 可い ので ある。 此^の 事に は、 政治 は 勿論の こと、 社 

會述； i にも、 敎會の 大舉傅 道に も顏を 出す 必要 はない。 

十月 二十 一日 (金) * 晴 兩雜 誌の 編輯に 全日 を 費した。 相 變らす 面倒の 仕事で ある  >  然し廣 く 

全圃 並に 全^界に 對 して 語る 途 である。 之に 全力 を 注がねば ならぬ。 同時に 叉 「事業」 と 思 ふて はな 

らぬ。 「樂 しみ」 であらねば ならぬ。 自分 以外の 或 者が 自分 を 以て 爲し給 ふ 事で ある。 只 彼の 聖 手に 

^1:分を_1^ね奉れば可ぃのでぁる。 事業、 活動、 敎化 …… 自分 はそんな 事を爲 さない 積り である。 聖書 

に 現 はれた る，： H 由 的 眞理の 1^ かなる 研究で ある。 目下 流行の 「大 {lE.iwJ に は 何の 關係 もな き 事で ある。 

十月 二十 二日 (土) 晴 編輯と 原稿と にて 終 曰 働いた 。倒いて 凡ての 苦痛と 寂寥と を 忘れる。 働 

くに 勝 さる 幸； i はない。 人生、 成る 事が 凡て 善き 事で ある。 All  that  is,  is  l-igllt. 神が 萬 事に 於て 働 

き 給 ひつ、 あるから である。 人 は 常に 神の 聖業を 妨げつ、 あるが、 祌は 人に かま はす 之 を 進め 給 ひつ 

つ ある。 故に 彼に 依 賴む者 は # 上の 萬 事 を 顧慮す る ことなく 唯 神の 國を 指して 進むべき である。 新聞 

紙 は 1= んど讀 むに 堪えない。 實際 上、 聖書 丈け 讀んで 居れば 充分で ある。 

十月 二十 三日 (日) 半晴 日本 青年 館大 講堂に 差 支 あり、 屮 講堂に 於て 集會を 開いた。 來會者 六 

百人餘 り、 in んど 11 堂に 充滿 した。 塚 本と 自分と で 高 壇 を 塞いだ。 自分 は 「預言と 異象」 と 題し、 更 

に預 一一； 一 1： 總 論を績 けた、 外に は 某 私立 大學 の大 運動が 行 はれ、 內の大 講堂に は 某 派の 尺八 大： 汲 奏會が 催 


されて i5 た。 其 に 在りて 三階の 中 講堂に 於て 我等の 聖書 研究 會が 靜肅に 開かれた ので ある。 妨害と 

云へば 妨害で あるが、 民衆と 共に 此 公園と 公館と を 使用す ると 思へば 却て 氣持 好く ある。 パゥ 口 もコ 

リント や H ぺソに 於て 斯 かる 周 圍の內 に 福 昔を說 いたので ある。 21^ 衆 的の キリストの 福音が 民衆 雜沓 

の 間に 說 かる、 は 決して 不相應 の 事で はない。 「エホバ は其聖 殿に 在 まし 給 ふ、 世界の 人 其 前に か 

にすべし」 と 一 K ふ は眞理 であるが、 「大 なる 哉ェ ぺ ソ 人の アル テミ スょ」 と 群衆が 叫ぶ 屮に キリ ス ト 

の 福音が 說 かれた の も事實 である。 其 事 を 思 ふて 今日の 聖書 講演 は 自分に 取りて は 特に 興味が 多 かつ 

た。 〇 世に は 自分 を 犬なる 勢力家と 見て、 自分 を斃 して 日本 第一 にならん と 欲する 者が あると 聞いて 

驚いた。 自分 は 決して 勢力家で ない。 自分の 在る 事 を 知らない 者が 此淀橋 町に さへ 澤 山に 居る。 東京 

の 大店 や 銀行に 行いて、 其 店員で m 分 を 知って 居る 者に 滅多に 出會 はない。 自分の 機 關雜誌 は、 和文 

の 者が 四千 三百 部、 英文の 者が 七 百 部 賣れる 丈け である。 そんな 者が 大勢 力 家で あり やう 害がない。 

故に 自分の 如き 者 を 幾した 所で 日本 第 一 に 成れる 苦な く、 縱し亦 人が 自分 を 凌いだ 所で 自分 は 何の 痛 

痒 を 感じない。 自分 は 日本 第五 か 第 六 か、 或は 更らに 末席 を 以て 滿足 する 者で ある。 自分 は廣吿 しな 

い、 人の 自分の 所に 來るを 促さない。 叉 若し 自分が 立つ 能 はざる に 至らば、 神が 自分に 隱退を 命じ 給 

ふと 信じて 喜んで 隱退 する。 自分に 「地位に 嚙り附 く」 愁 もなければ 必要 もない。 若し 東京 を逐 はる 

るなら ば 仕事 を 疊んで 北海道に 行き、 孫 女と 共に 餘生を 送る。 何百 人 何千 人と 云 ふ 人 を 相手に して 暮 

らすは 自分の 性質に 合 はない。 自分 を斃 さんと する は、 する 人の 勝手で あるが、 幾しても 別に 益 もな 

かるべく、 亦 幾した 所で 大 なる 手柄で も あるまい。 最早 六十 七 歳の 老人で ある。 「吹かね ど 花 は 散る 

もの を」 である。 そして 亦、 神が 自分 を 要し 袷 ふ 間 は-: 于宙 が總掛 りに 成りても 自分 を 斃す事 は 出来な 
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い。 ケ R まで 幾：！ か斃 されん としたが 斃 されす して 今 曰に 至った。 今日まで 自分 を 護って 下されし 祌 

は、 終りまで 護って 下さる であらう。 I 死さん とする 者 は is して 見る が 可い。 自分 は 辯 護 もしなければ、 

勿論 抵抗 もしない。 唯 終りまで 靜 かに 神が 自分に 命じ 給 ふと 信す る 事を爲 す。 基督 敎の敎 師の內 に、 

人 を 「打った、 く」 とか、 「打つ ちめ る」 とか 云 ふ 言葉の 用いら る- -を 聞いて 不思議に 堪 へない。 

ひのいり 

十月 二十四日 (月) 晴 山茶花 ゆ、 き 初め、 冷氣加 はり 本當の 秋に 成った。 美く しい 夕陽 を 眺めな 

がら &バ ー ト ソン . ス ミスの 『ィ ス ラ H ルの 預言者』 を讀ん だ。 然し 何よりも 善き 事 は 何 をも爲 さす 

して 祌の恩 惠を默 想す る 事で ある。 仕事で はない、 信仰で ある。 仕事 是れ 信仰な りと 思 はる-今の 世 

に 在りて、 仕事に 追 はれて 信す る機會 掛 きを 悲む。 我等 をして 此悲 むべき 狀 態に 伴 来りし 者 は 主と し 

て米國 人で ある。 米 國人は 仕事 を 知って 信仰 を識ら ない。 米圃 人に は 働か ざれば 信仰 はない。 米國人 

は 信仰的 生活の 根 抵を壞 つ 者で ある。 

十月 二十 五日 (火) 晴 玆に 騒がしき ーケ； ^を 終る。 春と 秋と は 人の 浮かれる 時期で ある。 隨っ 

て 心に 落附 きがたい。 凡ての 人が 活動 せんとす る。 深く 考 へて 厚く 信ぜん としない。 詩 百 二十 篇の首 

が ra^ ひ 出さる。 

禍 ひなる 哉 我 は メセク と 偕に 病り 

ケ ダル の 幕屋の かたはらに 住めり 

我が 靈魂は 平和 を 憎む 者と 偕に 住めり 


我 は 事々 に 平安 を 求む 

然れど 我れ 語 ふ 時に 彼等 は 爭鬪を 叫ぶ り 

運動、 活動、 キヤ ムぺ ー ン (政治 宗教の 擴張 運動) …… 實に騷 々しき 事で ある。 斯 かる 族 を稱 して メ 

セク 族、 ケ ダル 族と 云 ふので あらう。 太鼓に ラッパ、 ビラ 撒き、 電車 廣吿 …… 3 呉 现は此 くして 宜俾す 

べきで あらう 乎。 

語らす 一一 一一 II はす 其聲聽 えざる に 

其 響 は 全地に 普く 

こと^  はて 

其 言 は 地の 極にまで 及ぶ 

と 云 ふの が 露の 傳道 法で あるに 相違ない (詩 十九 篇三、 四 節)。 


十月 二十 六日 (水) 晴 久 振りに て 約 翰默示 錄を讀 み、 其 第一章の 意味が 能く 解って 嬉しかった" 

聖書 は實驗 の 書で あるが 故に、 其 意味 は 生涯 の 終りに 近づいて 益々 明お になる。 まことに 有難い 第で 

くるしみ ，0 ケ  なや 

ある。 その他に 或る 病める 兄弟 を 見舞 ひ、 彼れ 及び 彼の 家族と 苦痛 を頒 つた。 又 事業に 難む 或る 兄弟 

の 困苦 を 聞いて、 同情の 淚を 注いだ。 叉 婚約 成立 を 喜ぶ 或る 少女の 訪問 を 受けて 彼女に 祝賀の 握手 を 

與 へた。 「悲む 者と 共に 悲み、 喜ぶ 者と 共に 喜ぶ」 である。 詩人 ゲ ー テ：： ： く  r 此悲 みと 此 喜びと は 何 

の爲ぞ や」 と。 奇妙なる 人生で ある〕 
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十月 二十 七日 (木) 半晴 札幌 を.^、 つて 滿 一ヶ月で ある。 其 疲勞が 未だ 全く 取 去られない 。家族 

は 毎 H 孫 女 の^さで 持 切りで ある U  雜 誌の 編輯 を 終った。 犬なる 與味を 以て 默示錄 第二 章と 總 論と 

を讀ん だ。 羅馬 帝國に 於け る 基督 敎 勝利の 預言と 見て 此 書に 興味 津々 として 盡 きざる 者が ある。 

十月 二十 八日 (金) 曇 默示錄 三、 ra、 五 章 を讀ん だ。 實に 雄大なる 章で ある。 其 意味 は 大抵 解 

つたと 思 ふ。 何時か 神の 許し 給 ふ 時に 之 を 講じたい ものである。 〇 「內 村さん は 聖書に は 明から う、 

然し 世 問の 事に は 暗ら い」 と 言 ひて、 長の 問 自分の 言に-斗に 傾け ざり し 者が、 終に 此 供の 事業に 失肷 

して 投助を 乞 ひに 來る 者が 殆んど 毎日の 如くに ある。 彼等 は 信仰 は此 世の 事業に は 3： の關係 もな き 事 

と E 心 ふ。 彼等 は 「事業 は 事業な り」 と 云 ひて 事業に 從事 する 時には 全然 世間 並の 道 を 採る。 そして 失 

收 する 時には、 時 旣に遲 しで ある。 長の 問 馬鹿にせられながら、 後に 援助の 任に 當ら しめらる k 自分 

の 不幸 を 歎かざる を 得ない。 〇 以上の 不愉快に 引替へ、 偸 快なる は札幌 通信で ある。 小なる 正子 曰く 

「ヂ ー ヂ ー、 ハ ー、 シャ、 ボ ッボ、 ィ ナイ」 と， 之を釋 けば 「ぉ祖 〔乂 さんが 禿 頭の 昔吉 と共に 汽車に 

乘 つて 東京に 歸 つて 今 はゐ ない」 と 云 ふ 事で ある。 ヂ ー ヂ ー 之に 答へ て 曰く  r ヂ ー ヂ ー、 マ ー マ ー、 

ィ ナイ、 マイ-一 チ、 H ン H ン」 と。 毎日 淋しく 泣いて 居る との 意で ある。 小兒 言語 は簡 短に して 意味 

深遠で ある。 

十月 二十 九日 (土) 曇 默示錄 第 s: 章を讀 み、 天に 在りて 福 昔の 勝利の 確證 せらる、 を 今更な が 

らに 知ら しめられ、 大 なる 慰め 义 力であった。 如何に 見ても 默示錄 は 世と 鬪ふ 信者 を 慰む るに 絕大の 


能 ある 書で ある。 〇^ は 々逼： 3 する。 失業者の 多き に 驚く、 义 破産者 も續々 と ある) 病人 は 驚く 計 

り に 多く、  I 相は晚 秋の 景色より も 情：^ で あ る 〕 然し (トら 主 を i£ じ て ^露 を 賜 はり し 者 は此裡 にあり 

て 額 色 輝き、 希 衷に 溢る を 見る" 人の 眞の 幸福 は 其 健 礙义は 所有に 依る に 非す， 其 俗 仰に 因る を 見 

る。 今日 或る 不幸なる 若 妻が 其 子 を 伴れ て 訪れし を 見て、 此感を 深く せしめられた」 

十月 三十日 (日) 曇 小雨 あり。 此 日横濱 にて は 大觀艦 式 行 はれ、 神宮外苑 にて は 相撲、 野球， 

庭球 其 他の 遊戯が 行 はれて 雜杏を 極めた" 其 €： にあり て 我が 書 研究 會 は 靑 年館大 11 堂 に 於て 靜肅 に 

開かれ、 塚 本は羅 "51 書 十一 章に. m り 「イスラ H ルの 不信」 に 就き、 自分 は ィザャ 第一章 大意 を 「エホ 

バ の大 訴訟」 と 題して 講じた。 來會者 前 囘同樣 六 百 人餘 あった。 內 に傍聽 者が 十 一 人 あり、 其. r 敎 

會に關 係 ある！ <； が 十八 人、 メソヂ ス卜敎 N ゆが 二人、 バ プチ スト 敎< ^が 三人、 日本 聖公會 が 三人、 口 本 

基督 敎會が 四 人、 組合 敎會 が； 人、 ホ リネス 敎會が 二人あった. リ 孰れ も 规.： 止の 傍 聽料を 少ォ附 し>  靜 

肅に 聞いて 吳れ た。 外に 新たに 入會 者が 一 一十 六 人あって、 是れで 外苑 リ Z 張以來 新入 今-者が 百 一 ード六 人 

である。 所謂 「立派」 の 人達に して、 柏木に 來る事 を 憚りし 者が！！ からす 入會 したら しく、 喜んで 可 

いか、 悲しんで 可い か 解らない。 孰れに しろ 今日の 所、 硏究會 は 所謂 「盛ん」 である" ルれが 東京の 

「名物」 の 一 と 成ら ざらん こと を 祈る。 眞の 福音が 廣ぐ なくして 深く 傅 へられん 事 を 祈る。 救靈 事業 

としての みならす 愛國 的行爲 として 祝福 されん こと. を 祈る。 

十月 三十 一日 (月) 晴 秋， れの 好大ハ 船であった〕 休みながら 働いた。 多くの 做に 此 「H 々の 生 
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涯」 が讀 まれる ので あると 思 ふと ペンが る。 日本の やうな 國に 於て は 絶對的 沈默が 最も 安全で ある 9 

然し 沈 默は敵 を 作らない が、 味方 も 作らない。 我が 赤心 を嚷 せば 之に 應 する 者 も 少し は ある。 誰か 3： 

所 かで 贫 しい 孤 獨の 一人 を 慰む る を 得ば、 百 人 千 人の 敵 を 作る も 可な りとの 決心 を 有た ざれば • 自己 

を 世の さらし 物と なす^ は 出来ない。 時には 思 ふ、 どうせ 憎まれ 序で ある、 澤 山に^ まれて 少しな り 

と 愛され やうと。 然り 愛せられす とも 可い、 書かざる を 得 ざれば 書く ので ある。 

十一月 一日 (火) 晴 默示錄 七 章 一— 八 節 を 研究した。 忙しい 日であった。 地代； t 憤の 爲の 近隣 

^2地人のき合を我.3^に開ぃた。 借地 人 同盟して 地主に 當 つたの は 自分の 生涯に 於て 初めての 經驗 であ 

る。 決して 持の 好い もので ない。 バ ビロンに 行いた、 圆 タク 自動車の 邋轉士 に 見す々 々& されて 不 

當の 料金 を 取られて 不愉、 快 千 萬であった。 或 人の 家政 困難の 場合に 臨むべく 餘懷 なくせられ、 その 如 

W に 恐ろしき ものなる 乎 を 示されて 感慨無量であった。 地獄 は來^ を 待つ まで もな く、 旣に此 世に 在 

る 事 を 13- せしめられた。 〈I に歸 りて 其 反對に 信仰の 歡 喜に 溢る k 或る 高貴の 婦人の 訪問 を 受け、 神 は 

我國の 上流 社會に 於ても；^ 仰の 善き 證明者 を 有し 給 ふ 事 を 示されて 非常に 心強く 感じた。 信仰の 在る 

所に は歡 喜と 希び S と あり、 無き 所に は 悲痛と 失望と ある 事 を 殆んど 同時に 示されて 今更ら ながらに 信 

仰の 贵さ を覺 えた。 夜 は 無邪氣 なる 或る 女學 者の 訪問 を 受け、 笑談に 一 日の 苦痛 を 忘れた。 彼女 曰く 

つ s: 村 先生 は 最も 怖くない 大 なる 赤ん坊で ある」 と。 斯う ほ拔 かれて は 生 額 色な しで ある。 

十一月 二日 (水) 晴 好晴の 一 日であった〕 英文 雜 誌の き 社說を 書いた。 百科全書に ス ピノ ー 


ザ 傅と 萬 有 神敎の 一項 を讀ん だ。 無 生産 的の 一 日であった。 唯心ゅく：^"りに山茶花へ^^く麗はしの秋の 

日 を樂ん だ。 〇 人 は 全體に 基督 を 信 すれば 立身も^ 來す金 も 溜らす と 云 ふが、 基督 を 信ぜす して、 或 

は 彼 を 離れて、 落 ぶれ 叉破產 した 者の 實例 は澤 山に 在る。 信仰 は 靈魂を 救 ふ而已 ならす 身 を 守り 產を 

保つ。 信仰と 幸 幅と は 決して 關 係の 無き 事で ない。 自分の 如き、 今日の 平安 ある は 全く 信仰のお 影で 

あると 云 はざる を 得ない。 

十 一 月 三日 (木) 晴 第一 囘の 明治 節であった。 主婦と 共に 小 田 原な 行 電車 を試乘 した。 三 谷 文 

子が 我等の 娘の 代现を 務めて 。おれた。 多摩川、 相模 川、 酒 勾 川の 三流 を橫斷 する のであって 其 沿岸の 

秋色に 掬すべき 者が あった。 新 宿より 二 時 にて 小 田 原に 達し、 それより 箱 根 口お 本に 至り、 人 浴し、 

晝 食し、 王廢の 瀧、 早 雲 寺 を 見物し、 黄昏 頃 同一 の 電車に 入り 八 時 柏木に 歸 つた。 滅多に 試みざる 淸 

遊であった。 終日べ ンを 執らす、 俗事に たづ さはら す、 それ 4^ けで もま ことに 有益なる 一 日であった， 

十一月 四日 (金) 雨 雜 誌の 校正が 主なる 仕事であった。 財界の 不景氣 の 結 菜 を 我が身 邊に 於て 

も nf- る。 聖書 研究社 までが 其 影響 を 受けて 收入 減少の 故に 困難す る。 知人 中、 事業の 衰退に 惱む者 多 

くして 同情に 堪えない。 然し 大體に 於て 信仰に 堅く 立つ 者 は 失敗 を 免 かれ、 縱し亦 困 迫す る も 能く 之 

に 堪えて 行く。 百 人 は汝の 右に 仆れ、 r 人 は 充に斃 る、 然れ ども 災害 汝の 身に 及ばざる べしで ある。 

然り、 縱し產 を 失 ふこと ある も 靈魂を 喪 はない。 其 事が 最大の 幸福で ある。 
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十一月 五日 (土) 雨 敎會 者が 我等 無 敎會者 を 篤る 赏 なりと 云 ふ を 聞く に 「彼等 無 敎會者 は 3： を 

爲 して； る 乎、 何も 爲 さないで はない 乎」 と。 赏に 恐：； i の 至りで ある。 我等 は 會堂を 建す、 學校を 起 

さす、 社會 事業に 從事 しない。 故に 何も 爲 さない. と 云 はれても. S. 譯が 無い。 然し r 爲す 事」 が 信者た 

るの 必要 條件 であると 思 はない。 イエス は敎 へて 曰 ひ 給うた、 「神の 遺 はし &者を 信す る 事、 是れ卽 

ち 其 (神が 要求し 給 ふ) 業な り」 と (ョハ ネ傳六 章 一 ， 一九 節〕。 我等 は 3： を爲 さなく とも 神の 遺 はし \ 

者卽ち キリ スト を 信じて 居る 接り である。 そして 神 は 其 信 を 我等の 事業と して 受けて 下さる こと を 同 

く il^ じて 疑 はない。 そして 又、 我等が 彼 を 信す る 以上 は、 我等 は 全然 無爲 無能で ない。 自分の 如き、 

他人に 劣らす 隨分 毎日 多忙で ある。 三十 年 問^ 綾して まめ， 書を阈 人に 敎 へた。 著書の 一 5^ さは 自分の 身長 

程 ある。 說敎演 說はニ 干 囘も爲 したで あらう。 共 他、 111； 胞の爲 に 毎日 使 はれる。 「M をも爲 して 居ら 

ぬ」 と は 如何しても 思へ たい。 唯 事業の 種類が 異 ふ.^ けで ある。 自分 は 金 を 募る 事が 大嫌 ひで あるか 

ら、 金の 要る 事 は爲し 得ない。 殊に 外國 宣教師に 金錢の 補助 を 仰ぐ 事 は 死んでも 能ない。 何 ト 萬圆價 

ひする 會堂 はおたぬ が、 小なる： t 堂 は 日曜日 毎に 聽衆 を以 つて 溢れる。 然 し 我等 無 敎會者 は 之 を 事業 

と稱 はない。 我等の 事業 は 事業に 非す して 信仰で ある。 故に 「何も 爲 さない」 と 云 はれても 苦しくな. 


十 I 月 六日 (日- 晴 好晴の 秋日和であった" 外苑 大 講堂に 差 支 あり、 集會は 柏木に 於て、 常例 

に循 ひ、 午前 午後の 二； 3； に 分ち て iS いた。 午前 は 二； era: 十 人。 午後 は- tc 九十 人の 來ノき 者が あった。 午 

前 は 「信仰の 始終」 と 題し、 コ リント 後書 五 章 十八 節 以下 を、 午後 は 「信仰と 失収」 と 題し ャ コブ書 


一章 十二— 十八 節 を 講じた。 ーケ 振りに て懷 かしき 柏木の 聖書 講堂に 歸り來 り、 舊き會 員の 安否 を 

問 ひ、 溫 かき 樂 しき 會合 であった。 

十 I 月 七日 (月) 半晴 休息の 月曜日に 非す して 其 反對に 校正の それであった レ 北海道 行きの 崇 

りが 未だ 拔 けす、 仕事が 跡へ 跡へ と 後れて 行く。 仕事に 逐 はる、 程 厭な 事 はない" 今日の 如き 責任の 

鞭に 打た^ ながら 一 口 を 終った やうな ものである。 

十 一 月 八日 (火) 晷 _1 多忙の 日であった。 漸くに して 兩雜 誌の 校正 を 終った、 例月より 四日 遲れ 

て 居る。 其 他此， の 小事に 引 廻 はされ る。 彼等 は老傳 道師を 自己の 爲に使 ふに 少しも 遠慮し ない。 彼 

に傳 道せ しめんと せす、 自己の 利益 叉 は 便宜の 爲に彼 を 使 はんとす る。 氣の 毒なる 人達で ある。 何故 

に 天下の 爲め、 人類の 爲、 萬 物の 造 主なる 神の 爲を思 はない ので ある 乎。 自分の 目に 映す る 日本 國は 

依然として 小人 國 である。 不愉快 干 萬で ある。 

十 I 月 九日 (水) 晴 靜 かなる 息の 一 日であった。 訪問者 は 三人あって、 其 一 人 は 花嫁に 成ら 

ん とする 婦人で あり、 他の 一 人 は 花婿に 成らん とする 男子であった。 十 一 月 は 結婚で 賑ふ。 自分 は 初 

代 基督 敎 信者の 迫害者 羅馬 皇帝 ネ ー B の 傳記を 護んだ。 興味 多き 研究であった。 彼 を 知る 事 は 新約 聖 

書、 殊に 約 翰 默示錄 を 解す る 上に 於て 必要で ある。 〇 前獨逸 皇帝 ヴィル へ ルムは 言 ふ、 今より 十年以 

內に 第一 一の世 界戰爭 は鬪か はるべし と。 英國 自由 黨總理 „1 イド • ジ ョ ー ジは言 ふ、 聯合 阈が 今日 有す 
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る 常備 は大戰 前世界 各國の 有せる 常備軍 を 合せた る 者よりも 多くして 總計ー 千 萬 人に 達すと" 米國 

海軍大臣 ウイ ルバ ー スは言 ふ、 人が 神に 成る まで は 戰爭は 止ます と。 斯くて 大戰 最中に r 此戰爭 は戰 

举を錢 する 爲の戰 (米な り」 との 基督 敎界 の主戰 牧師 達が 唱 へし 言 は 全然 裏切 られ たので あ る 。 

十 I 月 十日 r 木) 晴 一 ッ樯如 水 館に 於て 催う されし 靑木家 (庄藏 君) の 結婚 披露き に 招かれて 

出席した。 相 變らす 花嫁花婿の 前に 着席 させられ、 演說而 かも 最後の 演 說を爲 させられた。 幸 幅なる 

家庭 を 作る 途は 至って 簡短 である。 第一 に主ィ H ス キリスト を 主人公と して 家に 迎 ふる 事、 第二に 絕 

對的 禁酒 を實 行す る 事で あると 述 ベ た。 祝詞と し て は 激烈 に 過ぐ ると 思 ふ 人達 も 大分 あ つたら しく あ 

る、 然し 自分と して 今夜 此事を 高調せ すば られ なかった" 来客 は純士 淑女 二百 名 以上あった。 

十一月 十一 日 (金) 晴 兩雜 誌の 發送を 終った。 昨夜の ネ上 說敎で 疲れたと 云 ふて は申譯 ない が、 

それ は事實 であった。 多に あんな 社會へ 出た 事が 無く、 又 之に 對 して 語った 事がない から 疲れる の 

も無现 はない。 自分の 立場から 見れば 交際 社 會程變 な もの はない。 之に 入って 魚が 陸に 上った やうに 

感す る。 交際. の 立場より 見れば 自分の 如き は 更に 變んな もので あらう。 

十一月 十二 日 (土) 晴 內村祐 之 第三 卜 一同の 誕生日で ある。 赤釵を 炊き、 遙に 彼の 爲に 祝し 且 

祈った」 何 十 年 振りで 孝經 を讀ん だ。 依然として 偉大なる 書で ある。 殊に 近代 人 は 之 を 精 讀熟讀 する 

の 必要が ある。 其. c に 深い 眞理が ある。 夫 孝 德之本 也と は 今日と 雖も 動かすべからざる 眞理 である G 


人， より 六十 年 前、 我が 父の 口より 學んだ 所で ある。 

十 一 月 十三 日 (日) 晴 山茶花 滿開、 風 無く、 雲な く、 筢 好の 秋日和であった。 築會を 外苑 大講 

堂に 催う した。 男 四百、 女 三百、 總計七 百と 云 ふ集會 であった (玄 關番の 報告に 由る)。 傍聽は 三十 

七 人、 其內 十一 人が 敎會 員であった。 自分 は ィザャ 書 一章 二— 九 節に 依り、 「罪の 本源」 と 題して 講 

の * 

じた。 罪の 本源 は 神に 對 する 不孝で あると 言うた。 基督 敎に 忠孝な しな ど 言 ふ 者 は 聖書 を靦 いた 事の 

無い 者の 一一 一一 n ふ 事で ある。 ィザャ 書 は 不孝 を責 むる 言 を以 つて 始まる。 そして 祌に對 して 孝なら すして 

親に 對 して 孝なる 能 はす。 孝道の 某： 礎 は 之 を 聖書に 於て 見る。 

十一月 十四日 (月) 晴 自分に 取て は 休日で ある。 他人に 取りて は： 日 明けの 忙 がしい 日で ある。 

故に 彼等 は 遠慮なく 訪問す る。 そして 彼等の 持來る 主なる 問題 は 相變ら す金錢 問題と 結婚 問題で ある。 

但し 左 近義弼 君が キリスト 神性 問題 を 持って 訪問して 吳れ たの は 有難かった。 〇 昨日 一 人の 少女に 其 

母 立き の 上、 バプテ ス マ を 授けて やった。 彼女の 禮狀は 左の 如し。 

先生、 今日は 私 一人の 爲に態 々バプ テス マの 式 をお 擧げ 下さいまして 誠に 有難う 厶 いました。 「人 

の 前にて 我 を 否む 者 を 我 も 亦 1K に 在す 我 父の 前にて 否まん」 と 云 ふ 裂 語、 叉 「此式 は祌樣 自らが 司 

つて 下さる のであって、 天の 使 達 も 一 ぱいに 此 所に ゐて 下さる」 とおつ しゃひました 事 等 忘れられ 

ません。 神様に 忠實 なる 婢 として 私の 一 生涯 を 捧げて 參 ります。 …… 敎倉 員になる 爲 でない 洗禮を 

〇 G  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C 一  ゥ 0  0  0  f- つ 0 

受けさせて 戴いた 事が ほんとうに うれしく 御座います。 
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十 I 月 十五 日 (火) 小雨 或 is?- よりして 基督 敎界 の實 際を观 ふの 機 會を與 へられ、 其 意外なる を 

て 驚き ぼつ 痛 歎した。 M. 化れ では^ 靈が 降らす して 敎會が 衰微す るの は 無理で ない と 思うた。 〇 ラヂ 

ォに筑 前琵哲 「太 田 道灌」 を 聞いた。 

孤 鞍 雨を衝 いて 茅 茨 を 叩く、 少女た めに 贈る 花 一枝。 少女 一一 一一 口 はす 花 語らす、 英雄の 心緒 亂れ て絲 

の 如し。 

實に 美く しかった。 近代 人の 都なる 東洋の バビ 口 ン に比べて、 古い 昔し の江戶 城が^ ばれた。 

十一月 十六 日 (水) 雨 默示錄 十七 章より 二十 章まで を讀ん だ。 其 意味 は 能く 解らない としても、 

其 偉大 さ を 感ぜす に は 居られない。 犬なる バビ C1 ン が，！^!: かる &狀は 莊嚴譬 ふるに 物な しで ある。 聖 

書の 意味 は 何の 註解に も 依らす、 本文 其 儘 を精讀 する 時に 最も 善く 解る。 

十 一 月 十七 日 (木) 曇 引 綾き お 弟子さん 達の 結婚 問題に 惱 まさる。 永久の 惱 みと 稱 すべきで あ 

らう。 

十一月 十八 日 (金) 晴 毎日 ラヂォ に 桃 川 如 燕の 義士 傳を 聞きつ、 ある。 まことに 善き 說敎 であ 

る。 大抵の 牧師の 說敎 より も^かに 有 叉 有力で ある。 寅 敎師敎 會の會 員たら すと も 口 本 武士の 一 人 

たらん と 欲する 心が！ ！$來 る。 自分 は 日本に 武士 ありし 事、 又 少数な りと も 今 摘 ほ ある 事 を 神に 感謝す 


る o 

十 一 月 十九 日 (土) 曇 米國 より 近頃 日本に 來 りし 若き 敎師サ 水教の 訪問 を 受けた。 彼 地の 或る 

有名なる 博士が、 日 木に 於て 傳道を 開始す る 前に 先 づ内村 を 訪れて 其 指蕩を 仰げと 同 君に 勸め たとの 

事であった。 斯 かる 博士が 米國に 在る と 聞いて 自分 は 茶 だ 不思議に 思うた。 米國 はさす がに 大國 であ 

る、 自分の 米國嫌 ひな ど 眼中に 置かない 人が ある。 然し 以上の 若い 宣敎師 も 今より 十 年 問 日本に 居る 

ならば 所謂 「宜 敎師」 と 成りて 自分の 如き 者に 指導 を 乞 ふが 如き 事 は 一 切爲 さないで あらう。 宣敎師 

-の善 いのは 初めの 二三 年で ある。 ー夏輕 井澤に， 居れば 大抵 は n=: 敎！； 化」 せられて、 日本人 を 疑 ひ、 

賤 しめ、 W び 前の 外國 人と なる が 常で ある。 然し 其 事 は 別と して、 今 口 は キリストに 於け る 兄弟の 愛 

を以 つて、 此遠來 の 客人 を迎 へた。 

十一月 二十日 (日) 晴 外苑 大 講堂に 於け る 雄き は： 史に聽 衆を增 し、 七- fC 人 を數， r 人 越えた との 

報 4:: があった。 傍聽は 五十八 人、 盛 會と稱 すべき^で あった。 伍し 自分の 講： 奴 は だ 振はなかった。 

に i 週は餘 りに 多く 俗 に携は しめられ、 それが 祟った ので あると 思 ふ。 ィザャ書丁鞏^  十七 節 を 

「偽 はりの 宗敎」 と 題して、 其 大意 を 述べん とした。 俗^5_-を以って自分を说はし^人逹の，5;§ゃ大なり 

である。 幸に 塚 本が B マ 書 十 一 章の 一 部 を 「。ハウ 口 の敎 會觀」 と 題し 講じて „4<れ しが 故に 大に 助かつ 

た。 M れ にしろ 明治 祌宮 外苑の 日曜日の 朝が 我が I*, 書 硏究會 の 爲に娠 ふ は 愉快で ある。 
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十一月 二十 一日 (月) 曇 完全の 休養 日であった。 來客ー 人 もな く、 隨って俗^^^に觸れす、 心 平 

IS にして- 5^41 が 犬に けた。 幸 幅なる  一 r= であった。 

十一月 二十 二日 (火) 半晴 組合 敎，^ 所 屬米國 女官. 敎師パ ー メリ— 老 嫁より、 自分の 英文 雜誌社 

說に對 し 厳しい 詰責の 書面が 達した。 宜敎師 の た 自分 は斯 んな惡 人で ある 乎と m 心 ふて 大に考 へさせ 

られ た。 米 國人は 婦人で も 人 を 詰る に 遠慮 はない。 日本人の 眼に は赦 すべから ざる 傲慢 無禮と 見える 

事で も 彼等 は 勝手に 富 ふ。 彼等と 嘴して 不偸快 干 萬で ある。 然し 神様が 味方に 立って 下さって 事實 

を 以 て 自分 の 言 を 辯 明し て 下 さ る か ら有雄 い 。 宣敎師を 敵 に 持 つ ；^s- は 覺悟 の 前 で ぁ る 。 時 々 斯ん な 乎 

紙が 舞 込んで 日^の 沈 を 破って OK れ るから 有難い。 

十 I 月 二十 三日 (水) 晴 コ リント 後書 五 や：：！ M 節 二 節の 研究 を以 つて 此曰を 始めた、 誠に 福 ひな 

るるであった。 义少. I くへ— ゲル 折 n 學 を^き、 相變ら すん なる 刺激. を 受けた。 思想 を 奮起せ しむる^ 

にして 此哲學 の 如き はない。 之に 勵 まされて 此日澤 山に ベ ンが 動いた、 詩が 屮 Z た、 歌が 湧いた。 偉大 

なる 尊敬すべき へ ー ゲル 生かな と 言 はざる を 得なかった。 

十一月 二十四日 (木) 晴 コ. -ント 後書 五 章 三、 四 節と へ ー ゲル 哲學の 一 頁 とが 我が 令 日の 靈魂 

であった。 ケ井館 書 講堂 は 改築 屮で 邸内 は 大混雜 である。 外苑 大 講堂に 不便の 點 多く、  W び 柏 

木へ 退却の 計 蜜 中で ある〕 靜肅 なる 研究 はや はり 小 講^门^ に^る。 大 講堂に 大猿會 を 問いて 敎派 樹立に 


從靠 して ゐる やうに 思 はる K は 心外 千 萬で ある。 r 汝の， ぎ を 谷に 設けよ」 である。 公衆の 爲を思 ふ 時 

に 此の 職業的 政治家 ゃ宗敎 家の 注視に 上る、 此んな 麼な事 はない。 斯く 書きつ、 ある 間に、 大工 はコ 

ン コ ンと、 ブリキ 屋は カンカンと 聖書 講堂の 改築 を 急ぎつ、 ある。 

十一 „«:  二十 五日 (金) 晴 コ リント 後書 五 章 五— 八 節 を 研究した。 偉大なる 言で ある。 「我等の 

最も 欲 ふ 所 は 身 を 離れて 主と 偕に 居らん 事 也」 と バウ a は 曰 ふ。 卽ち 「死んだ 方が 善い」 との 事で あ 

る。 バウ の 宗敎は 明かに 來世 的であった。 故に 深く して 廣 くあった。 今の 基督 信者 は然ら す、 彼等 

の 宗敎は 明かに 現世 的で ある。 敎會 同盟、 平和運動、 M ルサ レム 會議、 何れも 現世 運動で ある。 此の 

小なる 世界 を 己が 勢力 範 園に 入れん とする ので ある。 沟に 小さい、 詰らない 欲望で ある。 來世 問題で 

ある。 人間の 領域 を 現世 以外に 擴張 する にあら ざれば、 人間ら しい 人間の 出現 を 見る こと は 出来ない。 

此 世の 事は實 はどうで も 可い 問題で ある。 「觅 にも 角に も 死た る 者の 輕 りに 達せん こと を」 と は バウ 

a 最大の 志願であった。 我等 は 今日 バウ n 式の クリスチャンたり、 米國 宜敎師 式の 低い 賤 しい 敎會信 

者た るべ からすで ある。 彼等に 何ん と 非難 されても！ 


十一月 二十 六日 (土) 晴 コ リント 後書 五 章 十 節の 研究 を 以て 此日を 始めた。 

そ は 我等 キリストの 臺 前に 現 はれて、 善に も あれ、 惡 にも あれ、 各自 身に 在りて 爲 したる 所に 

循ひ 報いら るべ ければ 也。 
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玆に 未来の 裁判の ある 事が 明かに 示されて ある。 身に 在りて 爲 したる 事 は 悉く 報いら ると 云 ふ。 沟に 

有難い 事で ある。 認められざる 小なる 親切 も 其 時には 報いら る。 其 時 堪え難き 失望 は 悉く 癒さる。 惡 

い 事の 爲に 罰せられる 計りで ない、 善い 事の 爲に賞 めら る。 キリストに 糊 かれる のであって、 此んな 

有難い 事 はない。 〇 興業銀行 總裁小 野 英ニ郞 君の 永眠 を 聞いて 悲ん だ。 今より 四十 二 年 前、 明治 十七 

年 十一月、 君と 同船 同室して 太平洋 を 渡り、 君 は オベルリン 大學 に、 自分は費」^;に行ぃた。 當時 紅顔 

の靑 年が 後に 我國 財界の 柱石と 成った ので ある。 . 天職 を 異にせる が 故に、 其 後 深い 交際はなかった。 

然し 相 冗に 對し 好意 を懷 いて 今日に 至った。 同 君の 二 女 米 子さん は內村 聖書 研究 會の 熱心た、 る會 員で 

ある。 

十一月 二十 七日 (日) 晴 麗 はしの 安息日であった。 大 講堂の 集 會に七 百 人 以上の 來會 者が あつ 

た。 其內 七十 七 人が 傍 I- 者であって、 何れも 规则 通りの 傍聽 料を拂 ふて 聽 いて 吳れた 人達であった。 

敎會員 も 多数あった。 聖公 會の會 員の 多い 事 は 著しい 事實 である。 自分 は ィザャ 書 一章 十八、 十九 節 

を 講じた。 i§ の 消滅の 福音 を 語る 事であって 實に偸 快であった。 審判と 正義と を 語らねば ならぬ 場合 

があって、 之 を 魔す る 事 は 出来ない、 然し 是れ實 に 辛ら い 役目で ある。 自分 も 藤 なれば 人に も 厭 がら 

れる。 然し 此んな 嬉しい 事 はない。 今日は 其 嬉しい 事を爲 して 實に 嬉しかった。 敎會の 人達が 自分に 

就いて 言 ふ樣 に、 自分 の 敎會ゃ 宗派 を 立つ る爲に 說敎す る 積り でない。 此んな 嬉しい 福 昔が あるが 故 

に、 之 を 人に 傳 へたくな り、 それが 爲 に說敎 する ので ある。 いくら 宣敎師 に 嫌 はれても 此 福音 を述ぶ 

る 事を錢 める 事 は 出来ない。 「我 若し 福音 を 述べ 得すば 禍 ひなる 哉」 である。 


十一月 二十 八日 (月) 半晴 姪 を 伴れ てバビ B ンに 行いた。 丸 善に て 哲學書 を g: 册買 ふて 歸っ 

た。 市中に 出る は 生命が けの 仕事で ある。 

十一月 二十 九日 (火) 雨 来客の 多い 日であった。 多くの 不愉快なる 問題が ある。 米國宣 敎師某 

婦人と 詰問の 端 書 を 取 交 はして 居る。 日本人より 常に 「然 り、 然り」 との 返答 を 受けて 其 一 生 を 送り 

し 彼女 をして、 今日 玆に 日本人に 對 する 禮儀を 以てする の途を 知らし むる は 至難の 業で ある。 彼等 米 

國人は 今年 全部 支那より 退却せ ざる を 得ざる に 至りし 深き 理由 を考 へ ない。 米 國人は 東洋人の 禮儀を 

解し 得ない。 殊に 米國 婦人の 無 禮と來 たら 特^で ある。 支那 人 は 彼等に 去って 貫って 善い 事を爲 した 

と 思 ふ、 日本人 も 何故 此 事に 就て 支那 人に 學 ばない の 乎。 

十一月 三十日 へ 水) 曇 新 M 紙 は 松 方 公爵 家の 沒 落を傳 へて 言 ふ 「松 方 公き の ふ 辭爵を 申し出 づ、 

米鹽の 资も擲 つの 決心、 松 方 一 門 悉く 丸裸」 と。 實に 夢の やうで ある。 聖母 マリヤの 讚美歌に 

權柄 ある 者 を 位より 下し、 富める 者 を 徒し く 返らせ 給 ふ (ルカ 傳 一章 五 二、 五三 節) 

と ある は 實に其 通りで ある。 今や 自分の 方が 松 方 公 以上の 富者で あると は 如何なる 滑稽 ぞ。 

十二月 一日 (木) 半晴 忙 がしい 校正 日であった。 
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十二月 二日 (金) 半晴 コ リント 後書 一章 十三— 十五 節の 研究 を以 つて 此日を 始めた。 备 節パゥ 

P の 心屮を 披瀝して 餘 りが ある。 同情の 淚を 禁じ 得なかった。 

十二月 三日 (土) 晴 西 野人 德君 十一月 七日 英巿。 ン ドン 發の 通信に 曰く 

私 は ロンドンに 參 りまして から 早ゃ數 週間になります、 隨分 種々 の 事 を 感じさせられます、 英 人に 

Anglo-sssn  Superiority の 心の 强ぃ 桌、 大學の 優等生 は 宗敎界 に 向 はす、 科學、 實 業に 向 ふ 事、 

そして 之 等 有 爲の靑 年が 渐次敎 會宗敎 から 遠 かりつ.^ ある 事、 等が より 明かに 見えます。 彼等 はモ 

ッ ト く充實 した 生きた 宗敎を 求めて 居ます。 

其 本國の 英國ゃ 米國に 於て 棄 てられつ， - ある 敎會 宗教が 日本に 於て 採用され やう 害が たい。 何にも 我 

等 日本の 無敎會 信者が 敎 會を壞 すので ない、 時勢が 旣に敎 會を置 去りに したので ある。 我等 は 敎會の 

外に 出て 「時」 と共に 歩みつ k あるので ある。 

十二月 四日 (日) 晴 外苑 大 講堂に 於け る 集會は 相變ら す盛會 であった。 男 四百 人 女 三百 人と 云 

ふので あったらう。 傍聽は 五十二 人あった。 塚 本 は 馬太傳 十六 章 一 六— 一 八 節に 由り 敎會 問題 を 論じ 

た。 實に 痛快であった。 自分 は 序に 米 國寅敎 師の此 問題に 關し 自分に 表せし 反對を 紹介した。 

十二月 五日 (月) 晴 記すべき 事 を：. S す。 


十二月 六日 (火) 晴 兩雜 誌の 校正 を 終った。 

あと 

十二月 七日 (水) 晴 札幌の 孫へ 長い 乎 紙 を 書いた。 後で グスタフ • クル ー ゲル Gustav  Krue- 

ger の イン ガ ー ソル 講： 汲 を 請んだ。 靈魂 不滅 論 を哲學 史的に 述べた 者で ある。 敎 へらる & 所が 多 かつ 

た。 哲學の 目的 は 人の 靈魂を 敎會の 束縛より 釋放 つに 在りとの 意見に 全然 同意 せざるを得ない。 敎會 

を 最善の 物と 思 ふ位ゐ 間違った 考へ はない。 其點に 於て ブルノ ー、 シ ャフッ ベリ ー 侯と 全然 同意で あ 

る。 哲學は 敎會の 敵で ある。 

十二月 八日 (木) 曇 休息の  一介であった。 コ リント 後書 六 章 四 ー 十 節の 研究 を 始めた。 パゥロ 

は 自己に 臨みし 忠 難の 數々 を 述立 つる 時に 熟して おの づ から 歌 を 作る。 此 箇所が それで ある。 莊 美で 

ある。 彼の 偉大 さは 斯 かる 所に 判明る。 此 r 忠 難の 歌」 を 作り 得し 人は此 世の 人ではなかった。 愛す 

ベ き 尊き。 ハ ゥ 口 よ。 

十二月 九日 (金) 雨 無爲の 一日であった。 

十二月 十日 (土) 曇 米國に 於て 外 國傳道 魔 止 論が 識者の 間に 唱 へらる \ と 聞いて 尤もなる 事と 

思- 「た」 
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十二月 十 一日 (日) 晴 麗 はしの 初冬の 聖日であった。 外苑の 大 講堂に 七 百 六十 名 程の 聽 衆が あ 

つた。 自分 は 「平和 實 現の 夢」 と 題して ィザャ 書 一章 一— 四 節に 合せて ミカ 書 四 章の 初めの を講 

じた。 題目が 美 はしい 丈け に 充分の 氣乘 りが して 樂 しかった。 此日 聲樂家 黑澤貞 子 孃が近 藤 沖 子孃の 

ピアノに 合せて 讚美歌 第三 百 十七 番と第 四百 四 十四 番 を獨唱 して 吳れ た。 實に 美く しかった。 ^^-專の 

生涯に 惡ぃ事 も 無いで はない が 善い 事の 方が 遙 かに 多い。 今日の 聖 口の 如きが 夫れ である。 斯 かる， 1^ 

勢の 兄弟 姉妹に 我が 講演 を靜聽 せられて、 全世界が 我が 味方で あるので はない 乎と 思うた。 

十二月 十二 日 (月) 晴 綱 嶋佳吉 君の 友誼 的訪 問 を 受けて 樂 しかった。 舊 知相會 する 時に 有敎會 

も 無敎會 もない、 唯 ひとへ に 主の 聖 名の 揚 らん 事 を 願 ふ。 

十二月 十三 日 (火) 晴 記すべき 事な し。 

十二月 十四日 (水) 半晴 雨雜 誌の 發 送^み、 來月號 の 編輯 始まらす、 一日の 閑 を 得て 休んだ。 

十二月 十五 日 (木) 半晴 横濱 聖書 研究 會の 自分、 壤本、 畔上を 主賓と する 晚餐會 に 臨み 其 懇切 

なる^ 應に與 つた。 

十二月 十 六日 (金) 半晴 大東 文化 學院 講師 某氏が 基督 信者なる 自分が 果して 愛國 者なる 乎を究 


めん 爲に 『聖書 之 研究』 を 二十 年 問 毎 號讀ん で吳れ たと 聞いて 淚が 出た。 さすが は 我國の 志士で ある。 

斯んな 人 は米國 などに は藥 にした くも 無い。 

十二月 十七 日 (土) 晴 聖書に 親しみ、 樂 しき 一日 を 送った。 

十二月 十八 日 (日) 雨 外苑 大 講堂に 於け る 最後の 講演 會 であった。 雪 まじりの 雨天に も拘 はら 

す 七 百 人 計りの 聽衆 があった。 前 囘に引 續きィ ザ ャ書ー 一章 一 丁  SI 節に 加へ 同 十 一 章 一 —— 七 節に 就き 

「平和 實 現の 途」 と 題して 講じた。 之で 巿內 出演 を 終り 再び 柏木に 歸る 事に した。 

十二月 十九 日 (月) 曇 寒い 厭な 曰であった。 

十二月 二十日 (火) 晴 寒氣强 し。 忙 がしい 日であった。 ぎ 時に 成ったならば 休める だら うと 自 

分に 問へば、 「墓に 入って から」 と 答へ る。 生きて ゐる間 は 休めない。 唯 小事に 逐 はれて 世界の 大思 

想 を 窺 ふ の 機會斟 きを 悲む。 

十二月 二十 一日 (水) 晴 編輯に 全日 を 費した。 是れで 先 づ<1 マ 年 書くべき 物 を 書き終った。 又來 

年で ある。 死ぬ まで 健康の 續く 限り 書く ので あ ら う。 
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十二月 二十 二日 (木) 疲れて 何も 5,: 來す、 火に 倚りて 休んだ。 斯 かる 時に 奮き 善き 信仰に 立 歸る。 

生ける 救 主 を 仰 て 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 を享樂 する。" 

十二月 二十 三日 (金) 雨 柏木 聖書 講堂の 改築が 漸く 出来 上った。 隨 分の 骨折りであった。 二 干 

圓程か k つた、 然し 會 費の 剩餘 金を以 つて 之 を 償 ふ 事が 出来て、 會 員に は 少しも 出費 を 掛けす して 感 

謝であった。 〇 夕の 六 時より 外苑 靑年館 食堂に 於て 柏木 靑年會 の クリス マ ス晚 餐會が 催う された。 會 

する 者 老若男女 合せて 八十 九 人であった。 自分の 感想と して は 「常に 若く ある 祕訣」 を 述べた。 其 一 

は 常に 澤 山に 笑 ふ 事、 其 二に は 常に 强ぃ敵 を 持つ 事で あると 云うた。 後で 惡ぃ事 を靑年 達に 敎 へたと 

E やった。 能く ュ I モア を 解せ ざる 人達に ュ ー モア を 語る は危險 である。 然し 事實 は事實 であって、 時 

に は 之 を 匿す 事が 出来ない。 

十二月 二十四日 (土) 晴 クリスマス ィ ー ブ である。 全世界に 散在す る 友人の 爲に 祈った。 老境 

にんり てクリ ス マス の 倫樂を 忘る、 然し 生れし キリ ストに 非す して 生ける キリ スト を 思 ふて 心は埶 5 す 

る。 ^つて 在り 給 ひし 彼で ない、 今生き て 働き 給 ふ 彼で ある。 彼が 我が 喜び 我が 望みで ある。 聖書 講 

堂の 改築が 今日 全く 竣り、 大 なる 感謝で ある。 之が 我が 今年の 祌 よりの クリスマス プレ セン 卜で ある。 

外苑 大 講堂 以上の 贈物 で あ る 。 

十二月 二十 五日 (日」 晴 諒闇 明けの 今年 最後の 聖日であった。 柏木 聖書 講堂に 於て 午前と 午後 


と 二 組に 分ち て 集會を 開いた。 合せて 百人餘 りの 會衆 があった。 ホ ー ム氣 分が して 却て 幸福で あつ 

た。 〇 北海道の 或る 老 姉妹よりの 通信に 曰く 「今 クリス マ ス 祝日に 恩師に 感謝の 意 を 表し 祌を 讚美す 

る爲に 町内 歳暮 救濟に 洩れた る 哀れなる 婦人に 聊か 米 五 升叉老 姐に 古着 一 枚 を內村 先生の 御名に 依り 

て贈與 いたします」 と。 有難い 贈物で ある。 

十二月 二十 六日 (月) 晴 諒闇 明けの クリスマス 祭日で ある。 日本 も遂ぇ 「基督 敎國」 に 成って 

了つ てん.'：：！ 東京 全市が クリスマス を 祝し つ k ある。 傳道も 何もあった もので ない、 お祭りが 曰 本 を 基 

督敎 化しつ. - ある。 如此 くにして 歐米 諸國も 基督 敎 化された ので あらう。 「基督 敎の お祭り 化」 であ 

る、 預言者 や 使徒達が 聞いたら 泣き 且 怒る であらう。 八... より 遠から すして、 日本に 於ても 西洋 諸阃に 

於け るが 如くに、 無神論 を唱 へ、 基督 敎に叛 くが 眞理に 最も 忠實 なる 途 となる であらう。 paganiza- 

ticn  of  Christianity 基督 敎の 偶像 敎化、 此んな 歎すべき I* はない。 そして 之 を 許す のみなら す 却て 

得意と する 敎 ノ％ は眞の 基督 敎の 大敵で ある。 

十二月 二十 七日 (火) 晴 書籍 一 頁も讀 むことの 出來 ない 多忙であった。 日曜 學校 生徒の クリス 

マ ス があった。 罪の無い 歡樂 のつ どひであった。 〇 自分 等の 聖書 研究 を 無敎會 主義 宣傳 の爲の 運動と 

E る 宜敎師 並 に 牧師の 多い に 驚く。 彼等 は 宗派 心 を 離れた る 純 眞现の 研究 は 有り得な き 事と 思 ふて ゐ 

る やう で あ る 。 縱し 宗派 心の 絕對 的に 無い 人 は 無い として、 其方 面 をのみ 高調して 他の 方面 を掩 ふて 
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了 ふ は 決して 愛の 道で ない。 自分 等が 斯く言 ひたりと て 彼等が 其 主張 を 改めな いのは 確かで ある。 自 

分 等 は 神に 自分 等の 心を鑑 ていた く 事と、 未來 をして 自分 等 を 判 かしむ るより 他に 途 がない。 

十二月 二十 八日 (水) 晴 斯う 云 ふ 事 を 思 は しめらる、 羅馬： 大主敎 は どんな 敎 であっても 特に 

行の 敎 である 事 は 確かで ある。 之に 反して 所謂 プ n テス タント 敎は 特に 一一 一一 口 葉の 敎 である。 天主 敎は隱 

れて 善を爲 すに 對 して、 プ P テス タント 敎 は宜傳 攻撃 至らざる なしで ある。 言葉、 言葉、 一一 =11 葉、 それ 

が プロ テス タン ト敎 である。 如斯 くにして 天主 敎も滅 なれば プ 口 テ スタン ト 敎も賊 である。 我が 现想 

は兩 者の 長所 を 取った ものである。 卽ちブ & テス タント 敎の 信仰 を 天-王 敎 的に 靜 かに 行 ふ ものである" 

〇 聖書 之 研究 誌 一 號の 校正 を 終った。 多忙の 期 節と て隨 分の 努力であった。 ヂンス モア 著 『ダンテ 

傳』 を观く 事が 出来た。 ダンテの 缺點の 一 節 を讀ん で大に 慰められた。 彼に も 此缺點 があった 乎と 思 

ふて 犬に 安心した。 彼が 今日 生きて ゐ たなら ば 彼 は どんなに 社會 ゃ敎會 に攻擊 せられた であらう。 彼 

は 決して 聖人でなかった、 故に 贵 いので ある。 彼 を 「詩聖」 と 呼んで 完全なる 聖人な りと 見做す は大 

なる 間違で ある。 大 なる 自己矛盾 は 天才の 特徵 である。 Because  I  am  large  (我 は 廣且大 なれば な 

り) と 詩人 ホヰッ トマ ンは言 うた。 

十二月 二十 九日 (木) 晴 主婦と 共に 市內に 行きて 今年 最後の 俗事 を濟 ました。 是れで 自分 等の 

クリス マ スが來 たので ある。 午後 は 滿洲の 大賀ー 郎君が 近頃 授かりし 理學 博士の 證書を 見せに 來た。 

大いに 君の 爲に 祝した。 夜 は 女史 連の 訪問が あった。 多くの 事 を 談じ腹 を 抱へ て 笑った。 甥の 岡 田 八 


郞は札 幌に新 家庭 を 訪問し、 孫 女に 迎 へられし 様子 を 細々 と 書いて 来た。 それ 丈け は 羨ましかった リ 

用事が 濟んで 肩の 荷が 下り て 笑聲が 自づと 揚がる。 樂 しき 歳の 暮 である。 

十二月 三十日 (金) 晴 俗事 一 先 づ片附 き、 大分に ベ ンが 動いた。 和文 も 英文 も 書け た。 聖き仕 

事 を 妨げ る 者 は 俗事 である。 是れ微 りせば 神に 頼る 人生 は天國 である。 忌む ベ き 憎む ベ き は 俗事で あ 

る-〕 

十二月 三十 一日 (土) 晴 玆に 昭和 二 年 一九二 七 年 を 送る。 文久 元年 一八 六 一年に 生れて より 第 

六十 六囘の 除夜で ある。 身體も 齢の 割合に 健康で ある。 諸 勘定 も 悉く 拂ひ 得て 一 錢も負 ふ 所 はない。 

働かん と 欲する アム ピション は 勃々 として 湧いて 盡 きない。 知識欲 も鐵 である。 今日は 少しく 地質 學 

の 歷史を 復習した、 只 孫 女が 離れて 居る ので 淋しい。 來年は 餘事を 減じて 聖書 研究 を增 さう と 欲 ふ。 

つい 此 世の 事に 携 はって 餘 計な 苦み を 買 ふ。 人に 釣 出される、 檐 がれる、 そして 負 は.^ とも 可い 責任 

を 負 はせられ る。 そして 怒れば 信者ら しくない と 言 はれて 責められる。 此 世の 子等 は慧く ある。 彼等 

に 成るべく 接せざる が 上策で ある。 然し すべてが 感謝で ある。 彼等 以上に 慧き 神様が 守って 下さる。 

故に 騙されながら も 大體に 於て 成功す る。 自分の 如き 者 は 此奸惡 の 世に 在りて 信仰で 勝つ より 他に 勝 

っ途 はない。 ハ レ ルャ ー ァ， - メン。 
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九 一 一八 年 (昭和 三年) 


一月 一日 (日) 晴 元旦の 聖日であった。 午前、 午後 合せて 二百 五十人 程の 出席者が あった. り 自 

分 は兩囘 共に 詩 第 百 三十 六篇に 由り 「感謝の 心」 と 題して 話した。 沟に氣 持の 好い 講演 會 であった。 

朝 床の 內で 大聲に 札幌に 居る 孫 女の 名 を 呼んだ もの だから、 昨日より 泊 込みの 姪 第 一 號が 一 句 を やつ 

た。 

元旦 や 先づ正 ちゃんと 叫ぶ 聲 

と。 自分 は 之に 下の句 を 加へ て霄 うた 

やつ  ど-..' 

あとの 奴ら は怎麼 にで も なれ 

ひど  よ 

と。 それで は餘り 酷い との 抗議が 出た から、 之 を 詠み 直して 云うた。 

それより 外に 樂し みはなし 

と。 こんた あん 梅に 樂 しく 一  日 を 送った。 

一月 二日 (月) 曇 今年 最初の 休息の 月曜日であった。 遊ぶ 代りに 原稿 を 書いた。 夕暮頃 K ちゃ 

んが 訪れた。 M の爲 かと 訊いて 見たら 「先生の 額が 見た くな つたから」 と 答へ た。 彼女 は 今年 は 家 持 


に 成る ので あるから 澤 山に 先生の 顏を 見て 置く が宜 いと、 少しく 講釋を 聞かして 還へ してやった。 相 

變ら す數百 通の 年賀 狀を 貰った。 貰って 小一 一一 一 口 を 云 ふて は惡 いが、 孰れ も 平凡で 奇拔の もの は 一 通 も 見 

當ら ない。 「謹賀新年」 より 他に 書く 事が 無い と は 情けない。 昔し は 一 通 か 一 一通 か 善き 詩 か 歌が あつ 

たが、 今年 は 夫れ もない。 時代の 平凡 化と 稱 すべきで あらう。 

一月 三日 (火) 晴 歷 はしの 新年 第三 曰で ある。 半日 働き 半日 休んだ。 夜 は 主婦と 共に 某 女史に 

タ 釵に 招かれ、 十 一 人の 女史 を 相手に 語った。 滅多にない 事で ある。 老人に も 正月の 來た 事が 判明る。 

I 月 四日 (水) 晴 渐 くにして 英文 雜誌 一月 號の 原稿 を 纏めた。 之に 由て 年末が 如何に 多忙で あ 

つた 乎が 判明る。 今 曰から が本統 のお 正月で ある。 哲學 か、 魚類 學か、 ダンテ 研究 か。 何れに しろ 極 

樂は 書齊に 在って、 山に も 海に もない。 所々 の 敎會の 高 壇より 無敎會 主義の 攻撃が 蟲 くと 聞く。 然し 

自分自身 は 敎會を 助け はする が、 之を攻 養 は爲 ない 積り である。 殊に 敎會 員の 自分の 集 會に來 る 事 は 

成るべく 斷 つて ゐる。 無敎會 主義 をして 斯く 軍： 大 問題たら しめし 原因 は 多く は 敎會其 物に 在る と 言 は 

ざる を 得ない。 若し 敎會 が溫 かい 居 心の 善い 所であるなら ば、 之に 動搖の 起り やう 害 はない。 自分 達 

より 進んで 敎會を 毀った やうな、 そんな 卑しい 事は斷 じて 爲 さない 積り である。 

一月 五日 (木) 晴 休み 正月で ある。 詩 冩 十六 篇 より 十八 篇 までと ダンテ を 少し 讀んだ 丈け で 他 

に 何も 爲 さなかった。 無爲 休息の 一 日 は 蓄積の 一 日で あつたと 思 ふ。 〇 或る 地方の 或る 敎 友よりの 年 
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始 狀の內 に、 かの 地方の 敎會の 人達が 自分 を 誹謗す る 言が 記して あった。 

內村 氏の 福音 は是 とする。 然し その 無敎會 主義 は、 彼が 社會 に宗敎 上の 政治的 野心 を 遂げん とする 

パラドックス である。 或は、 敎 會に對 する 私怨 を 公憤に 脚色した る 主義で ある。 

研究 誌 は 所謂 内村宗 の宣傳 であり、 自我の 擴張 であり、 獨善 主義の 禮讚 であり、 文化的 ドン キホ ー 

テ イズムで あり、 神 祕的來 世 夢 遊 患者の 記述であって、 彼の 博識が これ を粧 飾して ゐ るの だ。 

恐ろしい 奴で 恐ろしい 雜誌 である。 それ だから 敎會の 人達に 自分の 所に 来るな、 自分の 書いた 物を讀 

むな と 云 ふので ある。 敢て 問ふ此 批評家 は トル ス トイ、 カァ ライル、 ホ ヰット マン、 カント、 シ ュ レ 

1 ゲル、 フィヒテ 等の 書いた 物 を讀ん だで あらう 乎。 若し さうならば 此んな 批評 は爲 すまいと 思 ふ。 

然し 此んな 事 を 云うた とて 何の 役に も 立たない。 

一月 六日 (金) 晴 敎會の 人達に は 嫌 はる、 が、 彼等の 從 事して ゐる 事業に 對し相 變らす 寄附 を 

八叩ぜ らる。 そして 彼等が 喜ん で 受けて 吳れ るから 有難い。 然 し 之 も 自我 擴張 の 手段で あると 云 はれて 

は 情けない。 或は 事業の 爲に 「貰って 置いて やる」 と 云 ふの 乎 も 知れない。 然し それでも 宜しい。 

I 月 七日 (土) 半晴 昨夜 ラヂォ で 柳 田國男 氏の 「榕の 話」 を 聞いた。 非常に 面白かった。 今日 

は In 科 字典に 由り 力 メリャの 項 を 護んだ。 力 メリャの 名 は ヒリ ビ ン 群島に 傳道 せし 天主 敎宣 敎師 cf 

1 一 lelluH より 出しと 云 ふ。 茶の 樹はカ メリャ • ティ フ H ラ であって 椅の 一 種で ある。 秋の 樱 なる 山 茶 

花 は 秋の 椿で ある。 椿の 果はォ レブ 油に 次ぐ 優良なる 油 を 生す。 美と 實 用と を 鼓ね たる 有用 植物で あ 


る。 東方 iSi 細 亞の產 であって 其 精華と も稱 すべき 乎。 其 最も 貰 讚 せらる、 種類 を Camellia  japonica 

(日本 椿) と稱 する は 殊に 懊 かしい。 

一月 八日 (日) 啻 兩囘の 集會に 三百 三十 人の 來會 者が あった。 自分 はゼ カリヤ 書 十四 章卄、 „^ 

一 節に 依り ？, 俗 差刖の 徹駿」 と 題して 語った。 新たに 齢 を 加 へ て 更らに 死と 來 甘に 就て 考 へ た。 此 

事に 就て は 聖書の 語 其 儘 を 信す るより 外に 途 がない。 そして 夫れ が眞理 であらねば ならぬ。 自分に 取 

りて は 現^ は旣 に濟ん だと 同然で ある。 そして 今より 後に より 犬なる 生涯に 入る ので ある。 ダンテの 

言へ るが 如くに 「より 高貴なる 戰鬪」 に 人る ので ある。 其 準備の 爲に此 一生 を途 つたと 思へば 感謝の 

極みで ある。 

1 月 九日 (月) _« 主婦と 共に 巿內に 行いた。 借 切り 自動車 を 二十 哩 飛ばした。 近頃に なき 大旅 

行であった〕 爲に 一 日 を 潰し、 有益なる 事 は 何もな さなかった。 漸くに して 英文 雜 誌の 校正 を 終った- 

I 月 十日 (火) 曇 雜誌ー 月 號を發 送した。 平穏なる 途は 怒らない 事で ある。 何人に 對 しても 何 

時で も 馬鹿にな つて 居れば 怒らす して 濟む。 斯くて 平穏なる 途は 至って 容易で ある。 然し 怒る は 怒ら 

る i 人の 爲に 利益で ある。 故に 時には 止む を 得す、 己が 平穩を 犠牲に 供して 怒る ので ある。 然れ ども 

怒らる k の 利益 を 全く 知らざる 近代 人に 對 して 怒る は 矢 を 太陽に 向って 放つ が 如し、 故に 爲 さぐる に 

如かす。 故に 「笑って 肥れ」 の途を 取らん と 欲する。 然し それで は 自分勝手で 甚だ 濟 まない やうに 感 
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する。 

一 月 十 一日 (水) 晴 溫 かい 春の 様な 日であった。 或る 青年が 衞生會 館に 於け る 自分の 口 マ 書の 

講義 を聽 き、 平安に 死んだ 其 實狀を 彼の 姉なる 人よりの 手紙に 由て 知り、 大に勵 まされ、 カ附 けられ 

た。 自分 も亦斯 くの 如くに して 死ぬ 事が s 來 ると 思へば 限りなき 感謝で ある。 若し 幅 音に 此 力がない 

ならば 之 を 5^  くの 必要 はない。 國家 社會を 善く 爲す ための 福 昔で ない、 天國の 希び ギ； を與へ て 人 をして 

平安に 死なし むる 爲の福 昔で ある。 縱令ー 人な りと も 自分の 說 きし 幅 音に 由り て 平安 を以 つて 死に 就 

きし を 知りて、 自分 は 無益に 一 生 を 送ら ざり し を 知って 有難く つて 堪らない。 

一月 十二 日 f 木) 曇 ルツ 子デ ー である。 少し 計りの 慈善 を爲 して 彼女 を 記念した。 再び 彼女に 

會ふ 日が K 々と 近づきつ、 ある。 今日は 久し振り にて 彼女 永眠 直後に 讀 みし 來世 並に 永生に 關 する 書 

物 を 取 出し、 之 を復讀 して 犬に 我が 信仰 を强 めた。 若し 榮 光の 来世が 無い とすれば 人生 程つ，^ らな. i 

もの はない。 然し 有りて 之に 入る の特權 を賦與 せられたり とすれば、 此^の 事 はどうで も宜 い。 ルツ 

子 は 實に惠 まれた る 女であった。 

一月 十三 日 (金) 晴 夕 七 時より 中 野 伊藤 一隆 氏に 於て 北海道 並に 札 幌の爲 にす る 本年 最初の 祈 

禱 きが 悩され た。 會 する 者 七 人、 內に大 島 正 健 氏と 自分と、 他に 計らす も札幌 より 宮部金 吾 君が 來ら 

れ、 玆に 期せす して 五十 年来の 信仰の 友が 祈 禱の爲 に 一 窒に會 したので ある。 我等 孰れ も 七十に 達し、 


又は 垂ん とする 老人で あるが、 神の 前に 跪いて は 孰れ も小兒 である。 老 博士 も 老實業 家 も 小兒の 如く 

に アバ 父よ と 呼びて 祈った。 まことに 稀に 見る 祌聖 なる 光景であった。 我等 七十 歳に 達して 益々 キリ 

44 る 

ストの 聖 名に 依て 爲す 祈禱に 效驗の ある 事 を 知った。 祈禱 終へ て 後の 雜談は 全で 五十 年 前の 北海道の 

雪の 內の それの 繰返しであった。 古い 舊ぃ 北海の 荒浪を 渡りし 航海 談 であった。 腹の 底より 湧出る 歡 

聲 であった。 誰か 知る クリスチャン フ レ ンド シップの 深さと 聖 さと を。 キリストの 前に 跪く 所に 於て 

OO0OO0OOCOOOOOOO 

のみ 本統の 友人 關係は あるので ある。 

一月 十四日 (土) 晴 押 川 方義氏 永眠の 報 を 聞いて 悲ん だ。 明治 初年よりの 我國 基督 敎先 達者の 

一 人で ある。 才能に 餘 りに 長け たるが 故に 一 時傳 道を拋 ちて 實 業に 從 事し、 代議士に 成られし も、 は 

を 去る 前に は 再び 舊の 信仰に 還 へられ 平安の 內に 眠られし と 聞く。 自分との 關係は 寧ろ 淺 いもので あ 

つた。 氏 は 自分に 對ひ 「政治的 野心 は ra^ して 無き 乎」 と 置々 押して 聞かれた。 「無し」 と 確答せ し 時 

に 氏 は 不思議に 思 はれし 様子であった。 今より 十四 五 年 も 前であった、 氏と 親しく 會談 せし 時に (そ 

れが 最後の 會談 で. あった)、 氏 は 自分に 問 ふて 言 はれた 「君 はま だ 行って ゐる 乎」 と。 聖書 を說 いて 

居る 乎との 謂であった。 「然 り」 と 答へ し 時に、 氏：^ 研究 誌 一年 分の 講讀 料を拂 つて 吳れ た。 それ 以 

來、 氏 は 政治 實 業に 活動し、 自分 は 聖書に 閉 籠って 來た。 何れが 幸 ひなり し 乎 主 知り 給 ふ。 本 多 君、 

植村 君、 横 井 君、 押 川 君と 交々 逝いて 跡 は 寂寞で ある C 然し 主は活 きて ゐ給 ふ。 我等 は 恐れな く 進む 

ベ きで ある。 
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一月 十五 日 (日) 雪 午後 晴る。 ニ囘に 分ち、 四百 人餘 りに ィザャ 書 二 章 六— 十一 節 を 「繁榮 と 

栽 判」 と 題して 語った。 講 堂の 取締 充分なら す、 講： が、 はや k 失敗であった。 引 綾き 傍聽 人が 妨害の 因 

である。 全然 彼等 を斷 はる 譯 にも 行かす、 今に 猶ほ 困って ゐる。 

一 月 十六 日 (月) 晴 北米 カナダ 在住の 邦人 某 君 (農夫ら しき 人〕 より 左の 如き 書面が あった。 

…… 私 は 不幸に. して 貧、 子供 も 多く、 夫れ に 十一 月廿 八日に 右足 を 折り、 今 も 床に 居ます が、 神 は 

私の 様な 者 も 祝福 成し、 日々 の 糧も與 へられ、 叉 足の 折れた に 依て 一 層 神の愛 を 知り、 只 日々 感謝 

の €： に暮 して 居ます。 今囘日 人の 朋友から 少し 負傷に 對 して 金を惠 まれた 故、 平常 望んで 居た 書籍 

二三 册 購入し 度い と 思 ふて 本日 郵便 爲替で 七 弗 送りました。 金の 着 次第、 別紙の 書物 を 送って 被 下 

様 御 願 致します。 

農夫が 足 を 折った の は 全 財産 を 失 ふに 等しく ある。 其 内に 在りて 書籍 を購 ふて 信仰 を 養 はんとす る。 

祌が 偕に 在し 給 ふ 所に 此餘裕 が ある。  . 

一 月 十七 日 (火) 晴 昨夜 札 幌の宫 部 金 吾 君が 我家に 泊って 旲れ た。 五十 三年 間の 友で ある。 共 

に パプ テス マ を 受けて より 玆に滿 五十 年、 彼 は 札幌に 在りて 獨立 信仰 發祥の 地 を 守り、 我 は 外に 出て 

その 宣傳の 任に 當ら せられた。 舊 き農學 校の 同室に 在りて 共に 祈りて 始めし 信仰が 玆に 到りし を囘顧 

し、 感慨無量、 談は 談と盡 くべ くもなかった。 只 相互に r 實に 不思議だった ね ー」 を 幾 囘も繰 返す の 

みであった。 我等 は實 際に 六ケ 敷い 仕事 を爲さ しめられ たので ある。 〇 此日 午後 目黑に 二十歳の 娘吉 


原ヒ II 子 を 彼女の 病の 床に 見舞うた。 彼女の 平和なる 額に 大 なる 慰め を 得た。 彼女と 彼女の 兩 親と 自 

分と M 人に て簡單 なる 聖餐 を 共に し、 パン を頒ち 葡萄 汁を飮 み、 主の 聰 ひの 惠みを 感謝し て^れた。 

我等 は キリストの 聖國に 於て 再び 此聖き 集 會を繰 返す であらう。 我が ルツ 子の 臨終の 光景 が 眼に 浮ん 

だ。  . 

一月 十八 日 (水) 雨 去る 十五 日の 日曜 R に 札 幌の新 家庭に 於て、 彼 地の 研究 誌 讀者會 が 開かれ、 

今日 其 委細の 報告に 接した。 會 する 者 三十 人、 內に無 敎會は 勿論、 獨立、 組合、 聖 公會、 メソ. チ スト、 

日 基、 ホ ー リネス 等總 ての 敎會が 代表され た。 其 內に各 敎會の 柱石と 稱 せらる & 人達が あつたとの 事 

である。 午後 二 時半に 始まり、 「其 處此處 からの 眞 心からの 感話 綿々 として 盡 きす、 爲 めに 知らす 識 

らす五 時半 顷 まで 時 を 移した る も 誰 一 人 去る 者 もな く」 との 事であった。 斯くて 此處 にも 亦 計らす し 

て敎會 合同が 實 現した ので ある。 信者が 聖書 中心に 集まる 時に 此 一 致が ある。 自分 を 「旣成 敎會の 破 

壞者」 と 呼ぶ 人 は 誰か。 來り 見よ である。 我等の 間に は 敎派は 忘れられ、 只 愛の 交際が あるの みで あ 

る。 報吿 書の 終りに 曰く 

集會 後に 正子 樣は 例に なき 大 機嫌で、 御手に 繪 ハガキ 鶴の 嘴の 上に 小 供の 乘 つて ゐ るの を 御 持ちに 

なり 「、 チヂ から ヂヂ から」 と 大喜びで 皆ん なに 見せて 居られし を拜 見して、 喜び は 正子 様にまで 及 

ん だとて 大喜びし ました 

と。 之で は ヂヂ破 顏快笑 を 禁じ 得ない。 
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I 月 十九 日 (木) 今年 も 亦 東京 府立 第 一 高等 女學校 g: 年生 一 一 百 三十 名が 基督 敎 研究の 爲に 我が 聖 

44 る 

書 講堂に 来た。 讚美歌 あり、 代表者 五 人の 宗敎 上の 感話 ありて、 全で 基督 敎の 菜會の 様であった。 斯 

敎の 普及の」 II まで 至りし を 思 ふて 驚かざる を 得なかった。 自分 は 「宗敎 の 三 要素」 として、 祌、 靈魂、 

來 I を 救へ、 共 大要に 就て 話した。 終りに 一 同に 代り ィ ェ ス キリストの 祌に對 ひ、 簡 短なる 祈 禱を捧 

げて此 意義深き 會合 を閉ぢ た。 

一月 二十日 (金) 晴 近 顷殆ん ど； 母 日の やうに 知人 叉 は 姻戚の 死去の 報知に 接する。 如此 くにし 

て 何時か は 我が 顺 桥が來 るので ある。 此ゅ はまこと に 死の 谷で ある。 此んな 不安の 所に 我が 希 ひ 1- を繁 

ぐ こと は屮： 來 ない。 

I 月 二十 一日 (土) 晴 詩篇 三十 七篇を 護んで 非常に 感じた。 之 を 「人生 實驗の 歌」 と稱 すべき 

であらう。 全篇 四十 節 を 二十 一句に 別ち、 其 各 句が 信仰 上の 大事 實 である。 五節 六 節 を 合せて 成れる 

一 句の 如き、 第 八 節の 初めの 一 行の 如き、 第二 十五 節の 如き、 孰れ も 我が 實驗 として 語る 事が 屮 I 來る。 

斯 かる 首 葉を以 つ て； 母 日 養 はる \ 信者 は 實に 幸なる 哉で ある。 

1 月 二十 二日 (日) 晴 午前 は滿 員の 奥會 であった。 rief 獨の 勢力」 と 題し、 ィザャ 書 六十 三 章 

11 六 節の 精神 を 述べた。 午後 は 七 分の 继會 であって、 同一 一章 二士 一節の 「鼻より 氣息 する 者」 に 就 

いて 話した。 兩 ：！ 共に 自分と して は滿 足なる 講演ではなかった が、 然し 何 か 二三、 福 昔の 犬なる 眞理 


を 語った と 思 ふて 自己 を 慰めた。 永い 間の 聖書 講演であって、 不滿 足なる 事 は幾囘 となく あつたが、 

神 の 御 憐憫 を 蒙り て 今日 に 至る まで 之 を^ 續 する 事が 出来て 感謝 の 至り で あ る。 遠 か ら すし て 之 を褎 

めねば ならぬ 時が 來 るので あるが、 其 時 は さぞ かし 悲しい 事で あら ふと、 今より 考 へて 恐ろしく ある Q 

i め つ 

I 月 二十 三日 (月) Eli 或る 敎會 では 『聖書 之 研究』 を 呼んで 「豆 莢雜 誌」 と 云 ふと 聞いた。 ま 

ことに 好い 名で ある、 採って 以 て 此雜誌 の 名と なした く ある。 信者が 讀 むに は 足 らす豚 が 食 ふ ベ き 豆 

莢 雑誌で. あると 云 ふ。 それで あるから r 讀む 勿れ」 と 今日まで 長の 年の 間、 敎會の 人々 に 忠告し 來っ 

り * か-ひ 

たので ある。 然し 幸か不幸か 此豆 莢雜誌 を讀む 者が 絕 えない ので ある。 今年 も讀 者の 數が 少し 增 した 

らしく ある。 余輩 は敎會 外の 豚に 豆 莢 を 供す るを以 つて 滿足 する 者で ある。 噫、 來る 勿れ、 讀む 勿れ、 

敎 きの 聖徒よ、 而 して 余輩に 休息と 餘 裕を與 へよ。 余 W をして 1^ の敎師 たらしめ よ。 聖徒 を 謝絶す る 

の 特權を 余輩に 與 へよ。 「i^ 莢雜 誌」！ 有難く 此名を 頂戴す る。 

一月 二十四日 (火) 晴 牛津 大學 前敎授 A  •  H  • セ イス 著 『考 古學と 高等 批 1^』 を讀ん だ。 百 一 一 

十八 頁の 小 著述で は あるが、 舊約 書 を 研究す るに 方て 最も 有益なる 書の 一 つで あると 言 はざる を 得 

な い 。 T り 三十 年 前 にセ イス 氏の 著書 を 大分に 讀ん だ。 此書は それ 等の 著書の 摘要と 稱 して 可なる 

あて 

^1^ で ぁ る 。 高 等 批 評 は 主 と し て 聖 書 の 文 學 的 研 究 で ぁ る が 故 に 當 に な ら な い 。 之 に 對 し て 考 古 學 は 科 

，的 事實で あって 信頼す るに 足る。 そして 考古學 に 依て 見た 舊約 g\ ^書 は 堅 い 某 礎の 上に 立 つ 書で あ る Q 

原お は 左の通り である." 
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Monumeut  Facts  aucl  Higher  CJritical  Fancies.  By  A.  H.  sayc?  LJ」.D.,  u.  D. 

束 京 九 段 向山 堂 書店に 於て 得らる。 定慣は 郵稅を 合せて  一 ^五十 一 錢 である。 此 道の 人に 取りて は冉 

讀三讀 の 慎 依 ある 書で あると 思 ふ。 

I 月 二十 五日 (水) 晴 「日々 の 生涯」 は 年より は s: 頁に 止めん と 思 ひし 所、 今月 も 亦 思 はす 

舊の八 頁に 成って 了った。 自分の 生涯 を 記く のであって、 讀者 の 精讀を はす 程の もので ない 事 を 能 

く 承知して ゐる。 さり 乍ら 研究 一方で 他に 何の 變化 もない 此雜 誌に、 何 か 肩の 凝らぬ もの を 加 ふると 

すれば 此位ゐ の ものである。 そして 單に 自分の 日記で は 無い 積り である、 日記 體に 緩り たる 修養 談で 

ある 積り である。 臆 說は記 かす、 實驗 をのみ 錄す 積り である。 無益の 記事で はない と 思 ふ。 


一月 二十 六日 (木) 半晴 朝より 来客 絡え す、 差した る 仕事 は 何も 爲し 得なかった。 此 世の中 を- 

思へば 善事と て は 一 も あるな く、 萬 事 悉く 非な りで ある。 然し 乍ら 神 は 在し 給 ふ、 彼 は 罪の 此世を (番 

判き て 光明と-正義と を 招来し 給 ふ。 そして パゥ a が 曰へ るが 如くに、 彼 は 義の冕 を 凡て 彼の 顯 はる... 

を 慕 ふ 者に 與へ給 ふ (テ モテ 後書 ra 章 八 節)。 人と 云 ふ 人が 凡て 短き 此 世の 生涯の 爲に其 全力 を 注ぎ 

つ 、ある を 見て、 彼等 は 凡て 狂 ふて ゐ るので は 無い 乎と 思 はれて 困る。 

一月 二十 七日 (金) 晴 此^ は 總て惡 く ある、 然し 祌は 善く ある、 そして 彼に 倚る 者 は總て 善く 


ある。 我等 神に 倚賴 みて 惡き 世に 在りて 善く ある 事が 出来る。 此 事に 就き 他 は 他で あり、 自分 は 自分 

である。 此 事に 就て 丈け は强 ひて 努めて 責任と 恩 惠を頒 つ 事が 出来ない。 地獄の 火の 中に 在りながら 

天 國の淸 涼を樂 しむ 事が 出来る のが 信仰の 力で ある。 まことに 有難い 事で ある。 されば 吹け よ 荒れよ 

である。 我が 磐なる 神の 懐に 抱かれて、 暴風 荒れ狂 ふ 今日の 此^ 界に 在りて 春の 長閑 さに 常に 極樂鳥 

の 囀づる 聲を聽 きながら、 問斷な き 平安の 生涯 を 送る 事が 來る。 

一 月 二十 八日 (土) 雨 我 聖書 研究 會々 員の 一 人、 東京 女子大 學々 生なる 吉原ヒ B 子 今日 永眠し， 

其 父より 左の 電報 を 受取った。 

主の 前で 再た 皆ん なと 會 ひませ うと 家族に 語り、 醫師 看護婦に 至る まで 握手、 サ ョ ナラと 挨拶し、 

苦悶の 內 より 更に ハ レル ャの曾 葉を淺 し、 今 最後の 眠りに 入りました。 午後 五 時 十五 分。 吉原 

此は 死で はない、 眠りで もない、 美國 指しての 旅立で ある。 如此 くにして 二十歳の 短命 は 百 歳の 長壽 

よりも 遙に 貴く ある。 之 を 名 づけて 恩惠の 死と 云 ふ。 キリストに 導かれて 光の 國に 渡った からで ある 9 

我等 も 彼女の 聲に 合して ハ レルャ と 叫ぶ。 

一月 二十 九日 (日) 半晴 泥路 にも 拘 はらす 午前と 午後と 合して 前 囘同樣 四百 人の 聽講 者が あつ 

た。 午後の 青年の 組が 殊に 盛んであった。 午前 は 「波 上の 歩行」 と 題し、 馬太傳 十四 章 ニニ— 三 三 節 

を、 午後 は 「理想と 實際」 の 題 下に ィザャ 書 二 章より 六 章までの 大意 第一 同 を 語った。 愛國 者と して 

見た る ィザャ を 紹介す る は 非常に 愉快 であった。 今日の 敎會 では 預言と 愛 國とを 語らざる が 故に、 之 
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を自分特ぉの領分として說く_5^^が^來て安心且滿足でぁる。 時に 思 ふ、 若し 舊 約の 預言 書の み を說く 

ならば、 敎會に 就て 語る 必要が なくして さぞ かし 善く あるで あらう と。 高尙 なる 武士道 を說 くやう で 

あって、 爽快い.^ りなし である。 

一月 三十日 (月) 半晴 疲勞 ボン ャリの 月曜日であった。 日曜日に 餘 りに 多くの 人に 會 ふが 故に、 

曜 n に は M ん にも 會 ひたくない。 唯獨 りで 尻て、 此^ 以外、 人間以外の|5^-に就て考へたぃ。 太古の 

バ ビ 口 ン史、 バウ n の 來ゅ觀 等に 注意 を惹 かれる。 

一 月 三十 一日 (火) 晴 玆に また 今年の 第一 月 を 終る。 晦日であって 人 は 「掛け取り」 で 多忙で 

ある。 同胞より 「取れる 丈け 取って やれ」 と 云 ふので ある。. 鬼の やうな 人達で ある。 人生の 目的 は 金 

を るに 在りと 敎 へた 人 は 誰で ある 乎。 日本の 將來が 案じられる。 近き 將來が 案じられる。 〇 米國ォ 

レゴ ン州ボ ー トラ ンド 在住 某 君よりの 新年 書耿 に. ffl れば、 君 は 今より 1 一十 四 五 年 前に 九州 某 地に 於て 

『聖書 之 研究』 を 手に し、 それが 機會と 成りて 基督 信者に 成り、 後、 渡米して 彼 地の 美 以敎會 に 人り、 

ヶは其 有力なる 信者と して 沿岸 到る 所に 傅 道し つ \ あるとの 事で ある。 同 君の 如き 人の 他に も 多く 有 

る 事 を 肖 分 は 知って 居る。 然るに 自分 を敎會 の破壞 者， こ 見做し、 『聖書 之 研究』 の購 續を禁 する 敎會 

の 監将、 牧^、 長老 達の ii からす 有る を 聞きて、 自分 は 其现. H を 知る に 困し む。 自分 は 自分の 方より 

敎會 のん 達に は 成る ベ く 研究 誌を讀 まざ る やうに 勸 めて 居る。 叉 敎會の 人が 自分の 第 會に 來らざ る や 

う tz" て；^  vUl ラ じて^る。 然し 乍ら 自分 等の 努力が 空しく して、 時に 彼等が 自分 等の 感化に 觸れる 


や う な 場合が あ れ ば 、 彼等に 成 る ベ く 彼等 所屬 の 敎會に 忠實な る やうに 勸 めて： I15 る。 斯くー 百 ひて 自分 

は敎會 者に 親愛して 貰 ひたいので はない。 然れ ども 「名譽 の ある 所に は 名 * あれ」 である (口 マ 書 十 

三 章 七 節.)。 自分 は 無敎會 信者で あるが、 日本人で あるが 故に、 凡ての 人 を 敬 ふの 心 を 以て 敎會の 人 

を も 敬 ふ 積り である。 

二月 一 日 (水) 晴 装い 日であった。 校正が 始まった。 南米 ブラジル 國の 地理 歷史 を讀ん だ。 ま 

だ 廣ぃ國 が ftf つて ゐる。 地球 はま だ 若く ある。 人口 增殖を 心配す るに 及ばない。 外に シベリア も ある、 

力 ナ ダもぁ る。 希望 を以 つ て 安心して 發展を 計る ベ き である。 

二月 二日 (木) 曇 兩雜 誌の 校正 日で ある。 英文 雜誌は 今月 限りと へば 行 先き が 見えて 樂 しく 

ある。 今日の 日本に 「困って ゐる 人」、 卽 ち金錢 的に 行 詰って ゐる 人の 多い に 驚く。 斯んな 人が と 思 

ふ 人まで が 食 债に困 しんで ゐ ると 聞いて IK 驚す る。 是れ では 社會が 其根抵 より 崩れつ k ある は 無现で 

な い 。 日本人 全體の 不信が 彼等 を して 玆に 至ら しめたの である と 思 ふ。 敢 て 富裕と 云 ふに は あ ら すと. 

雖も * 負 俊に 困し む 必要 はない。 r 汝は 多くの 人に 貸す 事 を 得べ し、 然れど 借る 事 あら じ」 と は祌を 

信す る 者に 彼が 約束し 給 ひし 祝福で ある (中 命 記 十五 章 六 節)。 負 倩に 困し むは 滅亡の 前兆で ある。 

最も 警戒す ぺ き 事で ある。 

二月 三日 (金) 半晴 校正と 原稿 書きに て 全日 を 終った。 聖書 を 手に して 書くべき 事は盡 きない Q 
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^は 通選擧 にて 騒がしく あるが、 我. iM は 太古の 如くに 靜か である。 も愛國 心が 無い からでない、 

愛 K の 方向が 違 ふので ある。 神と 自由と 永生と を 知ら ざ る國民 の選擇 は無效 であると 思 ふからで ある。 

何も ケチ を附 ける ので はない が、 普通 選 舉も亦 今日の 日本に 於て は 失敗に 終る であらう。 文明の 基礎 

を 作らないで 文明 を 植えん とした 結 菜が 玆に 至った ので ある。 

二月 四日 (土) 晴 寒明けの 立春で ある。 誠に 樂な 寒中であった。 信仰 を 離れた る 商人 赏業 ク扒に 

して 恥 かしき 事業の 失敗 を 直ぬ る 者の 續々 と 有る を 見て、 信仰の 單に靈 魂 の 事 に 非ざる 事 を 熟 々 と感 

ぜ しめらる。 自分の 視る 所に 由れば 長引く 我國の 財界 不振の 原因 は道德 的であって、 經^^的でなぃ事 

を。 此は 多分 日本人の 靈魂を 改造す るまで は 取 除く 事の 出來 ない 不幸 事で あらう。 何もかも 經^ と霄 

ひ 来りし 日本人 全體の 心的 狀 態が 彼等 をして 玆に 至ら しめたの であらう。 罪 は 勿論 明治時代の 政治家 

にある、 そして 亦 彼等 を 偽 はりの 道に 誘 ひし 學 者に 在る。 「預言者 は 偽 はりて 預言し、 祭司 は 彼等の 

手に よりて 治め、 我 民は斯 かる 事 を 愛す」 と エレ ミヤが 曰 ひし は斯 かる 事 を 一一 一一 口うた ので あらう。 

二月 五日 (日) 晴 午前 午後 共に 二百 人餘 りの 聽衆 があった。 講堂が 叉 復狹^ を吿げ 困った 者で 

ある。 午前 は 「人生の 最大 問題」 と 題し 路加 傳 十六 章 十九 節 以下に 由り 「イエ スの 死後 生命 觀」 の 第 

一 H を 講じた。 午後 は ィザャ 書 第二 章の 大略 を r 實 際の ュダと H ルサ レム」 の 題 下に 話した。 雨囘共 

に 稍ゃ滿 足なる 講演であった。 fi 演終 へて 後 は 頭が ボン ャリ して 仕舞 ふ 程に 疲れる。 然し 問題が 問題 

であるから 直に 元 氣に復 する。 世に は 衆議院議員に 成りたい とて 其 勢力 を 消費す る 人達が 澤山 にある 0 


彼等に 比べ て 見て 自分の 方が 遙 かに 慧く あると 思 ふ。 

二月 六日 (月) 雪 訪問者 一人 もな し。 獨 りで 靜 かに 兩雜 誌の 校正 を 了った。 講演 は 四 五 百 人に 

語る 爲め、 雜誌は 四 五 千 人に 語る 爲 である。 昨日 は 腦を使 ひ、 今日は 眼 を 使うた。 福音の 爲 である、 

疲勞を 厭 はない。 然るに 餘 りに 宗敎 をのみ 多く？ 5^ いて 倦怠 を感 する、 故に 校正 了へ て 後に 辣と鐸 とに- 

就いて 讀ん だ。 健全なる 變 化であった。 

二月 七日 (火) 晴 雪晴れの 好天 氣 であった。 宗敎を 忘れん が 爲に考 古學と 魚類 學とを 讚んだ。 

斯か る储 全なる 趣味 を與 へ られし 事 を 感謝す る。 

二月 八日 (水) 晴 北風 寒し。 英文 雜 誌の 校正 を 了った。 肩より たなる 重荷が F り、 新たに 自由 

が 臨んだ やうに 感じた。 珍ら しく 魚類 學書を 取 出し、 八目鰻 並に めいら 鳗に 就いて 讀ん だ。 下等動物. 

では あるが、 世界的 大學 者が 其 研究に 沒 頭した 跡 を 尋ねて、 造化 は： E 處を 探っても 眞理の 無盡藏 なる 

に 驚いた。 夜 は 一 一 ト年問 加州 バ ー クレ ー に 在住せ し舊き 信仰の 友なる 信 州 小 諸 町の 佐 野壽君 夫婦の 訪 

問 を 受け、 一 ^以来 有りし 事に 就て 語り合 ひて 樂 しき 時 を 過した。 變ら ざる 友 は 幾年 經 つても 變らな 

い。 斯 くして 天國 まで 同行す るので あらう。 

二月 九日 (木) 晴 詩篇 第五 十五 篇を以 つて 此曰を 始めた。 其 十二— 十四 節が 自分の 言の 如くに 
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感 ぜ られ た。 詩篇 全部が 信者の 一一： 一" である。 善き も惡 しき も 信者 の S す る は 悉く 其內に 言 表 はされ 

て ある やうに 見える。 〇 好天 I 飒を 利用し、 丸 善書 店に 行き J  .  E  • 力 ー ペン タ ー 著 『ョ ハネ 書類』 一 

名 『默 示錄 並に 第 四 福 昔 書の 研究』 外 一書 を 購入した。 斯 かる 書籍が 宗敎 書店なら ぬ 丸 善に 於て 得ら 

る& から 不思議で ある。 魚類 學 書類 を 求 めんと して 行い て神學 書類 を 得 て歸 つた 次第で ある。 

二月 十日 (金) 半晴 聖研 tij 三百 三十 ー號 を發途 した。 今年に 人って 叉设 少しく 發行 部數が 殖え 

た。 九州、 朝鮮、 察|^等西南方面に讀者が^^^に殖ぇた_5!が著しき現象でぁる。 本誌 は 長の 問、 束 北 七 

分西南 三 分 の 割合 で ぁ つ た が 、 近 顷 に 至 り 半 ばす る に 至 り、 や & と もす れ ば 西 が 束を凌駕 せ ん 

とする 形勢で ある。 我國の 精神的 中心 は 依然として 西に 在る が 故に、 西方の 發展は 最も 好ましき 事と 

云 はざる を 3^ ない。 

二月 十 一 日 (土) 雪 英文 雜 誌の 終刊 號を發 送した。 是で先 づ篾荷 を 一 つ 卸した ので ある。 擔は 

卡 ，-」 も 可い m 荷で あった 乎 も 知らない、 然し 終に は擔 はすば なら ぬ m 荷と 成った 故に、 最 を竭 して 

擔 うたので ある。 そして 檐ひ 通う す 事が 出来て 感謝で ある。 祌 のみ 萬 事 を 知り 給 ふ。 彼に チズね まつり 

て 萬 事 は 安全で ある。 より 小た る雜 誌の 始末 を附 けて より 大 なる 雜 誌に 善き 終結 を與 ふるの 練習 を爲 

したの 乎 も 知れない。 始 むる は a! くして 終る は 難く ある。 願 ふ 神の 恩 惠に甶 りて 我が 長子 『聖書 之硏 

究』 を 立 1^ に 終る を 得ん こと を。 


二月 十二 日 (日) 晴 雪 後の 惡路 に拘 はらす 午前 午後と 合せて 三百 五十人 程の 參會 者が あった。 

午前 は 前 同に 引 綾き 路加 傅 十六 章 十九 節 以下に 示された るィ H スの 死後 生命 觀に 就て 述べた。 彼 は 或 

事に 就て は 人が 思 ふよりも 狹く、 或 事に 就て は 人が 思 ふよりも 廣 しと 一一 百うて 其 例 を 示した。 午後 は 

「M ルサ レムの 婦人」 と 題して ィザャ 書 第三 章の 要點を 述べた。 午前 は 主として 大人の ため、 午後 は 

青年の 爲 の集會 である。 午前の 嚴肅 なる、 午後の 活氣 ある。 聖日 毎の 靈的大 饗宴で ある。 

二月 十三 日 (月) 晴 チ H ムバ ー ス 百科 字典 第 十 卷卽ち 最後の 卷が 配達に 成り、 多くの 精 讀资枓 

を 供し、 知識の 饗 .1 に與 りつ  ある。 英國 百科 字典の 如くに 龙大 ならす 能く 各項の 要 點を與 へ、 

自分 位ゐの 知識 程度の 者 を 益す る こと 多大で ある。 人を敎 ゆる 事 多くして 敎 へ ら る.^ 事少き 自分の 如 

き 者は斯 かる 大敎師 を 座右に 供へ て 時々 刻々 指導 を受 くる 必要が ある。 第 九卷に 於け る プフラ イデ レ 

ルの 物せ る Schleiermacher 並に アルフレッド • ワレスの 筆せ る Spiritualism の 二 項の 如き 孰れ も 

千金の 價滅 ありと 言 はざる を 得な い 。 宇宙人 生 の 最大 問題に 就き 敎 へられ 叉敎 ふるに 優 さる の 幸， 一 i は 

ない。 第 十 卷は八 百 十九 頁の 大冊で 其 代價は 僅かに 十 一 圓、 中學 校の 授業料 一 學期 分に 過す。 讀 書の 

恩惠 も亦大 なる 哉。 

二月 十四日 (火) 雪 舊 暦に 由る 我が 誕生日であった。 六十 七 年 前、 文久； 兀年 酉年の 八 /=、 今の 

本鄉 IHU 興 砂 町 三十 番地、 當 時の 松 平 右京亮 邸に 於て、 男子 生れたり との 報に 接して 我が 父 は 喜んだ 事 

であらう。 彼 は 其 嬰兒が 六十 七 年後に 斯ん なに 成らう と は 少しも 思はなかった であらう。 自分 も亦斯 
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う 成らう と は 少しも 欲はなかった。 全能者に 餘儀 なくせられ たので ある。 聖 3 曰 をして 成らし め 給へ と 

一一 一一 口 ふより 他に 怎麼 する 事 も 屮 Z 來な い 。 

二月 十五 日 (水) 晴 久々 振りに て 日本銀行に 往き、 英文 雜誌 魔刊の 手緩き を濟 ました。 是で先 

づ雜 誌が 元の通り 一 つに 成りて 肩の 荷が 非常に 輕 くな. つた 次第で ある。 小なる 雜誌 では あつたが 何し 

ろ 世界 を 相手に する 者で あつたが 故に 賁任は 非常に fei! くあった。 之を踐 めて 生命 はたし かに 十 年位ゐ 

延びたら うと 思 ふ。 此ん な危ぃ 仕事 を 試む る 者 は 日本人 中に 自分 を 除いて は 他に 一 人 も あるまい。 祌 

我 を 助け 給 ひて 無事に 之 を 終らし め 給 ひし は大 々 的 感謝で ある。 

二月 十六 日 (木) 曇 普通 選擧 で全國 到る 所 驟擾を 極む。 自分 も選擧 權を與 へられて 如何にして 

之 を 使用 せん 乎と て 苦心す る。 

清き 一 票 は 有 る も 之を與 ふ ベ き 淸き政 治 家 は 無い、 故に 棄權す る 。 

倒 巧者 は 春で 描く 程 ある、 然れ ども 人物 は 一 人 も 無い、 故に 名 譽の棄 權と肚 を 決めた。 

是れが 今日の 純た A る 日本人の 聲 である。 大いに 考 へさせられる。 

二月 十七 日 (金) 半晴 日向 都 城 日本 基督 敎會 牧師 園 部 丑 之 助 君より 左の 如き 書面が 達した。 

本 月の 誌上に 「日々 の 生涯」 攔 縮 少の御 希望の 由 承 はり 候 得 共、 寧ろ 擴 大して こそ 可 然と 存じ 候。 

同志の 友人の 經験は 不思議に も 研究 誌 を 第一 頁より 護む より は 「日々」 ffi から 讀み 初む る 様 見受け 


られ 候。 論理 を 後に、 實際 生涯 を 先き に 致し 度き が 人情の 然 らしむ る 所 かと 存候 云々。 

他に も 同一 の 意見 を 申 越されし 誌 友が あった。 彼等の 意見に 從 ふより 他に 途 がない。 筆 執る 者の 生涯 

は^だ 單 調なる ものであって 變化 とて は 殆んど あるな く、 讀み、 語り、 書く より 他に 殆ん ど爲す こと 

なき 生涯なる が 故に、 之を讀 者に 傅へ たれば とて 何の 興味 も 無 かるべし と 思 ひ、 時々 薛簡を 思 ふ 次第 

である。 然し 益 あるとの 事 なれば 糙績 する まで f ある。 讀者 諸君の 御 加禱を 要求す る。 

二月 十八 日 (土) ま ^は 引 綾き 選 擧で騷 いで ゐる、 然し 自分 は 之に 對 し^に 輿 味 を 持たない。 

1 A 厶<3<1厶<"ん<1 厶厶丄 △△△△△△ ム.1厶<1<3厶 △ 

そ れ は 自分 が 政 治 を媳 ふからで ない、 爭 ふべき 大 問題の 無い 選擧 に關與 する 必要が 無い からで ある 

今や 何れの 政 黨も其 政策と して 發 表する 所の もの は 何れも 似たり寄ったりであって、 何れの 政 黨に與 

みする も 其の 爲 さんと 欲する 所にたい した 變り はない。 故に 何れの 政黨が 勝た う も 結局 多く 異なる 所 

はない。 何故 もっと 大 問題 を 提げて 爭はな いので ある 乎。 軍備 大 縮小と か、 國家的 禁酒と か、 米國の 

排日 法に 對 する 排米 法案と か、 數へ 来れば 大 問題 はいくら でも ある。 然るに 之 を 措いて 何人も 唱へ得 

る 政策 を 揭げて 多数の 投票 を 得ん とする やうな、 そんな 政治 運動に 自分 は參 加す る 事 は 出来ない。 何 

れ にしろ 自分の やうな 者は此 世の 問題に は 凡て 携 はらざる を 可とする。 宗敎家 は 政治に 携 はるべ から 

すと 云 ふに は 深い 理由が ある。 彼 は此世 以外の 事 を 取扱 ふ 者で あるから である。 「我 國は此 世の もの 

に 非す」 とィ H ス がー 一一 一口 ひ 給 ひし 通りで ある。 

二月 十九 日 (日) 晴 兩 罔の 集 會に變 りなし。 朝 は 馬 太傳廿 ニ章廿 三— 三 三 節 を 本文と して r 復 
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活と其 後の 狀態」 て ふ 題目の 下に 語った。 隨 分と 骨の 折れる 講話であった。 午後 は ィザャ 書 第三 章 十 

一二 節 以下に 依り、 前 囘に引 緩き、 「H ルサ レムの 婦人」 に 就て 語った。 事 は 考古學 の 研究に 涉り、 是 

れ亦餘 り 信仰 を勸 むる に 足る 講演でなかった. - 說敎に 非す 研究なる が 故に、 或 時 は學究 的なる は 止む 

を 得ない。 然し； i 昔を說 くは樂 しくあって、 其 他の 事を說 くは樂 しからざる は事實 である。 何れに 

しろ、 世 は 政治 運動に 熱狂し つ、 ある 此 際に、 我等 數 百の 同志が 此 聖日、 或は 未来の 天國を 語り、 或 

は 太古の 歷史を 探る は、 如何に 樂 しく、 如何に； i ひなる よ。 斯 かる 時に 我等 は 詩篇 十六 篇六 節の ず を 

我が 首と して； Z す さまざる を たい、 「準繩 は 我が 爲に樂 しき 地に 落ちたり、 〈且べ 我れ 善き 嗣業を 得 

たる 哉」 と。 

二月 二十日 (月) 晴 普通 選擧 最初の 投粟 R である。 一時 は 棄權と 決心した が、 翻って 思うた、 

是れ 故- 嶋田三 郎君、 同 河 野 巾 氏、 場 崎 行 雄 君 等の 政界の 淸士が 努力 窗 闘して 國民 の爲に 得た 權 利で 

ある。 之 を 理想的に 用 ふる 能 は ざれば とて 使用せ ざる は、 是 等の 諸 士に對 して. &譯 なき 次第で あると。 

斯く思 ひ 返して 輕微 のレゥ マチス を 病む 重き 足 を 引 きづりながら 投 所に 行き、 朝 報 社 時代の 同僚な 

る K 政黨 公認候補者 斯波 W 吉 君に 我が 一 票 を 投じた。 民政 黨が他 黨に勝 さりて 特刖に 善い と E 心うた か 

ら でない。 若し 投票す ると すれば、 我區の 候補者 中、 自分の 知る 範 園に 於て 斯波君 以上に 確實 なる 人 

を^ 出す 事が az 來 ないから である。 政治 は此 世の 事であって 到底 完全 を 期す る 事 は 出来ない。 今日 棄 

權 しなかった 事 は惡ぃ 事ではなかった と 思 ふ。 


二月 二十 一日 (火) 晴 選擧の 結果 を 知らん と 欲して 人々 は 緊張して ゐる。 「投！ 11^ 箱より 正義 は 

生れす」 と 力 ー ライルが 曰うた が 其 通りで ある。 投票の 結 2^ は 如何で あらう とも 日本が それが 爲に善 

くなら ない 事 は 確かで ある。 自分に 取りて は 一 人の 少女 を： 大國に 送る 方が、 大政 治 家 を 議會に 送る よ 

りも遙 かに 興味が 多い。 〇 札幌 通信に 曰く 

•is ちゃん は 誰も 敎 へない のに. i え や (女 屮) のこと はネェ ヤサンと 言 ひ、 決して 威張った 门は きか 

す、 F から 出て 賴んで 居ります。 御飯の 前に は叮 障に おじぎ をして ァ ー メ ンと屮 します 云々 

と。 是は 好い 兆候で ある。 ァ— メンと 云 ふ は 信仰で ある、 女中 を 敬 ふ は行爲 である。 ァ ー メンを 口に 

唱 へながら 下の 者 を，. 勞ら ざる 者 は 基督 信者に 非す、 亦 我が 子に も 孫に も あらざる 也。 

二月 二十 二日 (水) 晴 井戶の 改築 を 行った U 温泉に 二三 日 遊ぶ 位 ゐの代 價を以 つて 我が家に 在 

りて 地下の 淸水 を飮み 得る に 至った。 大快樂 の 一 である。 民 數紀略 二十 一章 十七 節 を W 心 ひ 出さ る を 

樽ない。 

時に イスラ H ル此歌 を 歌へ り：：： く 「井の 水 よ^き あがれ、 汝等 之が 爲に 歌へ よ」 と。 

職人 共の 善く 働く に 感心した。 

二月 二十 三日 (木) 晴 近 .0 は i 母 日 〔糸 中總掛 りで 英文 雜 誌の 前金の 殘 りを讀 者に 返途 しつ、 ある 

隨 分の 面倒で ある。 然し 研究 誌 錢刊の 時の 下 格 古と して 甚だ 有益で ある。 ニト八 年来 讀者拂 込の 前金 

は； ts? に 保^して あるから、 刊の 時に： 、にも 損害 を 掛けたい 積り である。 願く は 立派に 之 を 終ら 
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ん： をと は 口々 の 祈りで ある。 

二月 二十四日 (金) 晴 總選擧 は 終った。 然し 事 は 決 {1 ら ない、 而已 ならす 反って 惡 化した。 ケ 

より 後 は 勢力 相 伯仲す る 一 一大 政黨の 競爭軋 機で 口木 國 1^ は 苦しまねば ならぬ。 然し 如 M なつ て も 我等 

は 動かない 積り である。 我等の 安定の 某 礎 は 政府 义は敎 ノ％ に 於て ない。 ゆに 同情 はする が、 平安の 源 

を 彼等に 求めない。 

二月 二十 五日 (土) 或る 工場に 働いて ゐる 或る 讀 者より 「豆が ら雜 誌と いふ 方に」 と 題して 左の 

平民 歌 を 送って 吳れ た。 

一 、 まめがら 雜 誌と 言 へ ば官 へ 

わたし やからで も棄 てられぬ 

からで 血と なり 肉と なる 

そんな 雜 誌が どこに ある。 , 

1 1、 まめがら 雜 誌で 太る の は 

尺 や 豚 かの 類な りと 

い ふ 人々 はい はしゃん せ。 

わたし や 豚です 犬け むし 


たんのと りえ もな き 者 なれば 

お 米の 御飯 はもった いない。 

まめがら なりと も あさります。 

三、 飢えた る 者 は 藁し ベ さへ も 

おいしい/ \ と たべられる。 

神の めぐみ を 何ん とせう C 

かしこい 人の 言 ふこと に 

耳 を かさす に 歩み ませう。 

我が はらからよ 兄？ S よ 

天國 さして 參り ませう。 

H ス様 血潮 を 信じつ &。 

實 にも 贵 いこの 雜誌 

汝の 成長 祈る ぞゃ。 

此 はまこと に 貴い 同情で ある。 此んた 同情の ある は 「豆 莢雜 誌」 はじめられぬ。 

二月 二十 六日 -日) 晴 集 會に變 りたし。 伍し 午後 は 平常より 大分に 淋しかった 
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研究に は is; 合であった。 午前 は 「永生の 基礎」 と 題し ルカ 傳 二十 章 三 七、 三 八 節 を 講じた。 近代 哲學 

が 漸く さっと ィ H スの 永生 觀に 達した と說 いた。 自分と して は 甚だ 満足なる 解釋を 主の 此 言葉に 與へ 

たと 思うた。 午後 は 「潔め られし エルサレム」 と 題し ィザャ 書 TO: 章を說 明した。 多く 聖書 を 知らざる 

若き 人達に 此說 明を爲 すは隨 分六ケ 敷かった。 孰れに しても 骨の 折れる 眞劍の 仕事で ある。 政 黨の人 

達が- M 被 何十 拇ビ ー ル 何千 本 を 飲んで 選舉に 於け る 勝利 を 祝したり と 云 ふと は 金く 質 を 異にする 仕事 

である。 祌の御目の前に人に窮りなき生命を與 へんとする仕^？？-でぁる、 故に 之を爲 して 後に ガッ カリ 

疲れる は 無理 はない。 然し 祝 幅され たる 仕事で ある。 

二月 二十 七日 (月) 晴 多くの 面，： n い 書面に 接する。 太平洋 上に 於て 認められ たる 或る 若き 船員 

よりの 音信に 曰く 

へ， 私 は 北太平洋 を 東に 向 ひつ、 あります、 非常に 塞く あります。 風 は 激しく 波 は 山の 如くで ありま 

す。 然し 私の 魂 は 深く 救 主に 錯をド して 動きません、 感謝の 歌 は 常に 上ります、 暗き 夜の 當 直に 立 

つ て 北の 烈風に 讚美の 歌 を 太平洋に 吹き散らします。 M の 見る ものな き 生活であります が 晴れの 夜 

の は 何と 美 はしく 壯大 であり ませう。 オリオン 星座 は 慰め 強めます、 シリ ヤスと キヤ ペラ は靑く 

輝いて 希^ を與へ て吳れ ます。 總て 主に 在りて 可から ざる はなしであります 云々。 

誠に- ましい 生涯で ある。 「海よ 海よ 我を廣 くせよ」 である。 陸に 在りて 小 競 爭を爲 し、 同胞 相攻む 

るに 比して 何ん と 幸福なる 生涯で ない 乎。 世界 は廣 し、 小なる 島 帝 國に壽 司 漬けに なりて 押 潰される 

必要 はたい。 廣ぃ廣 い 祌の國 に 行く 前に 廣ぃ^ 界が ある、 有難い 事で ある。 三 首が 浮んだ。 


モら  て 

上 は 空、 下 は 際な き 太平洋 

カナダの 原野 指して 我れ 往く。 

ォ リオ ン の帶に 引かる、 シリャ スを 

目標に 渡る 暗黑の 淵。 

ふき t 

ァラ スカ ゃァリ ュ ー 卜 島 を 吹 捲く る 

風に 船舷 打た せつ & 進む。 

二月 二十 八日 (火) 晴 久々 振りに て 詩篇 第 七十 ー篇 を讀ん だ。 有難 淚を 禁じ 得なかった。 是れ 

老人の 祈 禱の歌 で あ る。 靑年 時代に 讀ん だ 時に ^ に 有難 味 を 感じな か つたが、 今日 之 を讀ん で  一一 K 々 句 

句 悉く 我が 言たら ざる は 無い。 殊に 第 十八 節の 如き、 我が 今日の 祈禱 である。 

神よ 願く は 我れ 老いて 頭髮 白くなる とも 我 を 離れ 給 ふ 勿れ。 

我が 汝のカ を 次代に. 〕 凡 傅へ、 汝の大 能 を 世に 生れ a; る 凡の 者に 宣傳 ふるまで 我 を 離れ 給 ふ 勿れ。 

信者に 取りて は 長命 は 神に 奉仕す る爲 に^まし く ある。 我に 猶ほ 宣傳 ふべ き 多くの. 幅 音 あれば、 其 御 

事 を 終る まで 我を此 世に 淺し 給へ と 祈る まで める。 

二月 二十 九日 (水) 半晴 英文 雜誌 廢刊に 由り 寛ぐ こと 甚だしく、 毎日 少し づ、 の 閑 を 得て 和 蘭 

領 東印度の 地理 を讀 みつ、 ある。 實 に廣大 なる 領土で ある。 本國の 六十 倍で ある。 ス マトラ 一 嶋 丈け 

で 日本よりも 大きく、 九州 四 國位ゐ の嶋嶼 は幾箇 でも ある。 實に 南洋の 樂 天地で ある。 如何にして 之 
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を il 發す ベ き 乎 は^ 界 の 問题 として^って ゐ る。 平和の 方法 を以 つて すれば 日 木 人が 之に 携 はり はな 

いと も 限らない。 w れ にしても 地球 はま だ 若く ある。 失望す るに 及ばない。 

三月 一日 (木) 半晴 Y  •  對 X  .  K さんの 結婚式 を 行った。 自分が 行った 第三 十六 S: 目の 結 

婚 式であった。 第- 11； に 成りし ^庭に 生れし 子 はん， 年 大學に 人る との 事で ある。 式 の^に はおも^ 

得で たる 自分に 取り： j:!^ だ 卞：； しき 勤めで あるが、 或る 場合に は 之を辭 する 蔡が m 來 ない。 徹頭徹尾 酒精 

1 滴 を も 川 ひざる ijilw 式であった。 

三月 二日 (金 一 雨 1£ かたる 休. リ むの 一 = であった。 此の ニニ 來 「基督 敎の 中心 點」 に 就いて 考 

へた。 それ は 『羅馬 薯の 硏究』 に 於て 述べし が 如くに、 羅馬 書：： 一-せ f より 八袁の 問に 於て 在らねば なら 

ぬと：；；！ する。 自分 を 其^に si^ いて 聖書 を て、 すべてが 明瞭に 成る。 基督 敎は 何んで あっても^ 法 又 

は规則 乂は敎 g 又は 依 文で ない。 信仰 を以 つて 受 くべき 神の 恩惠 である。 若し 他人 を以 つて 自分の 立 

場 を辯遵 せんと するならば 自分 は。 ハウ 0 、 ァゥ ガス チン、 ル，' テル を 引合に 出す まで ある。 若し 古 

への 人の 巾に {IE 分の： Ei:^ の. ^を,^ さんと するならば、 自分 は桌 心、 法然、 親鸞 を 指名す るに 

SS しない。 二 まにして HI ふなら ば、 自分の！：； E 仰 は 「自分が どんな 惡人 であるに もせよ：：：！ すれば— 然り 

唯；^ する^に 由て 救 はる」 と 云 ふ ir^g: である。 故にん/日の 米 ^渡来の 基督 敎とは 大分に 趣き を與 にす 

る を！ ^1 めざる を 得ない。 


三月 三日 (土) 晴 「雛祭り」 である〕 然し 孫 女が ゐな いので ツマらない。 雜誌 校正が 一 日の： H 

isH じあった。 樂 しく 一  生 を 送る の 秘訣 は 善い 人 を 見て 惡ぃ人 を 見ざる 事で ある。 縦し 善人 は 干 人屮の 

一 人で あると も、 目 を 其 一 人に 注げば りの 九- k;: 九 卜 九 人まで が 善く 見えて 樂 しく ある。 そして 一人 

の 善人の 爲に 我が 全力 を ：-;i ぐ の 充分 の 價恢が あ る。 人 を 集國と 見る 時 に 我が 熱心 は衰 ふ。 其. 2： の 善き 

一人 を 我が 目當 として 我に； 大使 を 接待さん と 欲する 熟 心の 湧き 屮 I づ るを覺 ゆ。 

三月 四日 「日) 晴 朝 は 馬太傳 十八 章 十 節に 由り 「活動の 來^」 と 題し、 午後 は ィザャ 書 第 六 章 

の 研究， 備 として 「： 架 召」 に 就いて 語った。 兩 0; とも や、 滿足 なる 集會 であった。 全體に 渉り 來會者 

の 眞劍な るに 驚く。 斯か る 露 劍味は 敎# に て は 見る 能 はすと 聽衆中 の 敎會通 は 云 ふ。 若し さう で あ 

ると すれば 感謝 の 至 り で あ る 。 

三月 五日 (月) S 束 京に は 稀に 見る 大雪で ある。 終：：：： 爐邊に 坐して 讀 書した。 來人 稲と 其 鎖 

布と 文明と が 興味 多き 研究の 題目であった。 來 人種 は 島！： 人種で ある。 ゅ界 の七大 島中、 大英阈 を 

除く 外の 一一 ュ ー ギ 二，、 ボル ネオ、 マダ ガス 力 ー、 ス マトラ、 日 木本 土 はすべ て馬來 人種の 住所で あ 

る。 n 水 人 は 半ば 蒙古 人 稀 で卞ば 爲來 人種で あ る。 そして：！： 木 人 の 氣 質に 確かに 馬來 人種 特有 の 氣質 

を兑 る。 馬 來 人種 を 知らす して 曰 本人 は 解らない。 〇 數年 此の 雜誌を 讀み來 りしが、 他に より 善き 機 

關を^ 出し たれば 魔讀す るから 發途を 止めて 吳れと 或 人より 云 ふて 來 た。. I 尸 通の 情と して は 快くな か 

つたが 彼の 爲め亦 我が 爲を思 ふて 害んだ。 彼が 滿足を 得た る を 喜び、 我が 責任の それ 丈け 輕く 成った 
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事を虚 〔ん だ。 斯 かる 場合が 時々 ある、 そして 其 場合に は 自分 も バウ 口と 共に 曰 ふ 「我れ 之 を 宴ぶ 且常 

に^ばん」 と (ピリ ビ書ー 章 十八 節 )o 但し 此 E 一  人の 葡き讀 者 を 失って 新たに 三人の 讀者を 得た。 

喜んで，： 4 いか 悲ん で宜 いか 自分 に は 解らない" 

三月 六日 (火) 晴 歷 はしき 雪の あしたであった。 皇女 久 宮様の 御 重症 を 御 心配 巾 上げた。 雜誌 

三月 號の 校正 を 終った。 雜 誌が ー简に 成った 爲に 編輯 校正に 力を入れる 事が 出來、 前の 通りに 主幹た 

るの 職務 を 十分に 盡す 事が 出 來て滿 足であった。 無现は 決して 爲す もので ない。 雜誌ニ 筒 はたし かに 

無现 であった。 思 ひ 切って 其 一 を； 殷刊 して 善 き^を 爲 した。 

三月 七日 (水) 晴 紫-い であった。 馬來 群島の 地理 動物に 就て 請んだ。 生涯の 方針に 迷 ふ 或る 

若い 人に 言 ふて 開かした。 「世 を 征服し やうと 思 ふて は 可ません、 之に 奉仕 せんとしなさい、 さう す 

れば アナ タの 運命が 開けます。 成功 是れ 征服と 思 ふから 人生 は 辛ら く 思 はれる のであります。 成功 是 

れ 奉仕と 知れば M 人 も 成功し 得られる のです。 アナ タも亦 多くの 近代 人と ！：！： じく 近代 思想に 毒せられ 

て、 他 を 征服して 御 自分に 幸福 を 求めん と 欲して 居られた のでありません 乎」 と。 彼 は 之に 由って 大 

分に巩：^ったらしく、 喜んで 歸 つて 行った。 自分も人に說敎して亦大ぃにハ^-らしめられた。 

三月 八日 (木) 晴 皇女 久 宮今隨 御隱れ 遊ばされ 一同 1^ に 咽んだ。 全國 -れ と 悲みを 共に す、 悲し 

くも あり 又 美 はしく も ある。 〇 方面 を 異にせる 友人 一 一人より 先般 行 はれし 總選擧 の： S: 慕 を 聞き 呆れ ざ 


る を 得なかった。 若し それが 事實 ならば 日本 國は 精神的に 旣に 亡びて ゐ るので ある。 此上之 を 救 はん 

と 欲する が 如き 無益の 業と 稱 せざるを得ない。 ^人が 自分の 如き 者 を 迂閥千 萬の 奴と 見る は^しむ に 

足りない。 大 洪水 將 さに HI 前に 迫らん としつ、 ある やうに 思 はる。 自分 丈け は _ 寄 しとして 子々 孫々 を 

如何せんと H わ ふて 憂慮に 堪 へない。 

三月 九日 (金) ft 基督 敎は 3： ん である 乎と 尋 ぬるよりも 基督 敎は 何を敎 ゆる 乎と 探る 方が 遙か 

に有效 である 寧に 氣附 いた。 基督 敎の 爲に戰 ふて 多くの 無益 有害の 戰ひを 闘 はざる を 得ない。 然れど 

も某督 敎の敎 ゆる 眞理の 爲に戰 ふて、 戰 ひに すべて 意義が あって、 亦敵と味方とを兑刖くるに！^^：リめで 

ある。 如此 くにして 今の所 謂 基督 信者 又は 基督 敎會 なる 者の 多く は キリ ストに 反く 者なる 事 もよ く 判 

明る。 遲れ たりと 雖も此 事が 判明って 犬なる 感謝で ある。 

三月 十日 (土) 雨 淺 草敎會 牧師 永 井 直 治 君の 新約聖書の 新 日本 譯に 序文 を 寄贈した。 大 なる 喜 

び 又名譽 であった。 一 一十 五 年 前に 自分が 爲 さんと 欲せし 事業で ある。 而 して 自分が 爲す能 はざる^ を 

永 井；^ が爲 して 吳れ たので ある。 何人が 爲 しても 可い ので ある。 自分 は 少しな りと も 聖書に 對 する g: 

味 を 我が 同胞の に 喚起す る 事が 出来て 感謝で ある。 

三月 十一 日 (日) 曇 雨後の 泥 路に拘 はらす 午前 午後 合せて 三百 人 少し 以上の 來會 者が あった。 

午前 は r ィ H スの 永生 體に 就て」、 午後 は 「基督 敎は 何を敎 ゆる 乎」 と 題して 語った。 前は靈 肉の 關 
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係 に 就 て ；^j? る の で あ つ て 隨分 と W 維であった" 後 は « 督敎の 根 木 は 自己に 死して 自已 なき 愛の神の 子 

となる 事で あるとの、 何人に も 解し 得らる. - 明，：：： なる M 现を述 ぶる のであって、 述 ぶる は 易く ありし 

と 同時に、 效 ra^ も 亦 多かった と 思 ふ。 某： 督敎の 根本 程 明瞭なる もの はない、 唯 之を實 現す るの が 非常 

に 困難で ある。 それが 爲の 人生、 敎義、 制度、 其 他の すべて あるに 相違ない。 〇 雜誌 第三 百 三十 二 

號を發 送した。 部數 は又復 少し 增 したら しい。 敢て擴 張 を 計りし にあらざる に。 

三月 十二 日. (月) 半晴 昨夜までに 六 に涉り ラヂォ に. E る文學 博士 鳥居 龍藏 氏の 人類 學 及び 考 

古风ハの講^？を^ぃた。 自分に 取り 近頃 此んな 有益な 講話 を聽 いた^ はない。 自分の 有する 人類 學の知 

識が 之に 由て 生きて 來 たやう に感 する。 實に 驚くべき 科學 である。 之に 由て 人類の 過去 並に 將來 に關 

する 思想が 一 變 せざる を 5^ ない C 人類 は アダムと ヱ バ とを以 つて 始まった 者で あると は、 いくら 紫 書 

に 書いて あるに せよ 如 M しても 信す る 事 は W 來 ない。 斯 かる； 一;^ 仰 を 今 口に 强 ひんと すれば 唯 一 笑に 附 

せられて 斥けら る、 までの 東で ある。 然し 乍ら 鳥居 博士が 明 {H に 示されし 通りに (氏 は-大主教 信者で 

あると 開く) 近代 人類 乎 は モット 深い 意味に 於て 架 書の 人類 觀を證 明す る。 人類 は 特殊の 動物で ある 

その 宗敎心 は^く 旣に 3： 十 萬 年 前の 舊 石器時代に 於て 發 達せし 事、 人類の 長い 發 達の 歷史に 於て 

攝 として 認め 得べき 節が 幾囘も ありし isT 是等は 自分が 八/罔 鳥居 博士より 學 びし 貴き 知識であって、 

^か らす 自分 の 信仰 を 袖うた 事 は 確か で あ る。 〔7 おに ラ ヂ ォ を 据附け て 以來、 今度 程 其 有難 味 を 感じた 

事 はない。 


三月 十三 日 (火) 晴 英文 雜誌 J  •  C  • インテリ ゼンサ ー 錢刊に 就き 在英 阖 オクス フホ ー ドの好 

本督 君より 左の 如き 通信が あった。 

拜啓、 J  •  r  .  I 木パ 限りと 知りまして、 英人讀 者 中より 惜 まれます。 その 一 人よ り^に 金 一 ギ 一一 

1 (十 一 同 餘) を 些少 乍ら 御手 許へ 志の しるしと して 御 送り： 卜さい と 巾して 來 ました。 或る 一 英人 

は n 水からの J . C . I に 接して 木當な 信仰 を 非常に 強められ たと 感謝し ました。 宣敎師 連の 間に 

は 害 ばれませんでした。 その 一 人 は 全く 私の 宅へ 來 なくなりました。 然し 支那. s: 地 傳道會 社 (其 本 

社 は英國 に 在り) の 役人の 人々 に は 喜ばれました 云 々 

と。 斯くて 我が 英文 雜 誌が 英國に 於て 善き 讀者を 持ちし 事 を 感謝す る。 米阔に 於ても 有名なる 呼 P 論 家 

ボル トネ ー • ピゲ 口 ー 氏の 如き は 熱心な る愛讀 者で あ つ た。 一一 一一 口 ふまで もな く 之 を 嫌つ た 者 は 主と し て 

寅 教師であった。 殊に 自分と 全然 信仰の 立場 を 異にする メソヂ ス ト敎會 並に 組合 敎會の 宣教師 達で あ 

つた。 

三月 十四日 (水) 曇 中 園の 或る 敎會 では 自分の is? を 「彼 は 架 書學 者で あるが 信仰 家で ない」 と 

云 ふて ゐ ると 或 人より 知らして 來た。 誠に 結構で ある。 何故 モッ 卜 思 ひ 切って 彼 は クリスチャン に 非 

すと 云 ふ て 吳れ ぬ 乎。 敎會に 信者と し て 認めら れ ない 率 は 多くの 點に 於て 幸福 で あ る。 自分 は 来 だ 曾 

て  一 ：！ も 自分 を 信仰 家と して 認めて „ - たれと 敎會に 賴んだ 事 はない と 思 ふ。 〇 人が 自分 を 憎む 時に 其 人 

を佾み 返せば 其 人の 爲 にもなら す 叉 自分の 爲 にもなら ない。 其 場合に 其 人の 爲に 祝福 を 祈って やれば、 

彼の ハ化 にもな り 亦 自分の ハ仗 にもなる。 そして 此心を 以て 凡ての 人に 對 すれば 憎まる.， 事が 少しも 苦痛 
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でなくなる。 愛 は 憎の 消火 劑 として 最も 有效 である。 

三月 十五 日 (木) 晴 富 士見町 敎會員 卜 部 幾太郞 氏の 故 横 井 時 雄 君 訪問 記に 同 君の 言と して、 左 

の 一一 一 111 が 見えた。 

僕 は、 斯うして 病床に 在る けれども、 植村君 や、 內村 君の こと は 一 曰 も 忘れた 事 はない。 植村 ^と 

內 村 君と は 口 本に 於いて； _ 取 も 大切なる 人で ある。 此の 兩君は 事赏に 於て 日本 を 指導して 居る ので あ 

る。 けれども 日本人 は 此の 重大なる i5H 莨 を 知らない。 間 はこの 事實を 知らない けれど、 兩 Jli; は 日 

本の 國 家に 無くて ならぬ 指？， お 者で ある。 

之れ を 讀んで 自分 は淚が こぼれた。 何も 横 井 君が 植村 君と 一緒に 自分 を 讚め て SK れ たからで ない、 死 

に 到る まで 自分 を 憶えて ゐて吳 れた事 を 知る からで ある。 横 井 君 は 自分の 壯年 時代に 於け る 最良の 信 

仰 上の 友んで あった。 共に 日本 國を キリストに 伴れ 來 らんと 幾度 か 誓った 人であった。 然るに 君の 政 

治界に 入りし に 由り 此 親しき 關 係が 結えた。 そして 爾來 今日に 至る まで 自分に は 横 井 君に 代 はるべき 

友人がなかった。 實に 寂寥の 極みであった。 然し 自分 は 爾来 一 度 も 君の 誠意 を 疑った 事 はない 穣 りで 

ある。 君が 傅 道 を 去りて 政治に 入りし に は、 君の 立場と して は 同情すべき 充分の 理由が あつたの であ 

る。 谈舊 何ん ぞ堪 へん。 . 

三月 十六 日 (金) 晴 春寒 未だ 去らす。 感冒 性 肺炎に 観り 死せ る 者、 s 態に 在る 者が 知人の に 

尠くな い。 危險 なる 生命で ある。 何時 死ぬ 乎 解らない。 今朝 重態に 在る 敎友を 見舞 はんとして 自動車 


あし.；"  s ふべ 

に乘り 彼の 家に 向 ふ 問に、 「朝に 道 を 聞いて 夕に 死す とも 可たり」 との 古の 支那の 聖人の 言 を 幾度 か 

我 口 に 繰返した。 

三月 十七 日 (土) 晴 高等 師範 學校ー 人、 同 女子 師範 一：； 人、 東京 女子大 學ー 人、 合せて 五 人、 何 

れも 本年の 卒業生に 今日 バプ テス マ を 授けた。 例に 由り 簡 短なる 嚴肅 なる 式であった。 我等に 取りて 

はバプ テス マ は 入信の 必要 條件 でない、 故に 志願者の 切望に 由ての み 授ける。 是はィ H ス と共に 愛の 

生涯 を 途リ、 彼と 苦難と 榮光を 共に せんとの 祈願 決心の 表彰で ある。 敎權 的に は 何の 意味 も 無い。 そ 

れ 丈け 神聖で 意味深長 である。 

三月 十八 日 (日) 晴 麗 はしの 日であった。 午前 午後 共に 集會は 大分に 娠 かであった。 午前 は 

** じ 

前 同に 續き 「ィ H スの榮 光體」 に 就いて 述べた。 近代 精神科 學を 混へ たこと、 て 說敎が 講義に 化し 自 

分ながら も 恩惠の 言葉と して は 受取れ なかった。 然し 信者 は 毎日 己が 復活 體を 構成し つ 、ありとの 見 

方 は 熟考の 價値 ある 者で あると 思 ふ。 午後 は r ィ H スは 如何なる 意味に 於て 祌の 子なる 乎」 と 云 ふ 題 

を以 つて 語った。 簡短 明瞭に して 二百の 靑年 男女に 對し 解し 易き 善き 說敎 を爲 したと 思 ひ 嬉しかった。 

三月 十九 日 (月) 晴 ルツ 子 第三 十 g:K の 誕生日で ある。 今 は 地上に 在らす と雖も 彼女が 生きて 

ゐる事 は確實 である。 故に 毎年 彼女の 誕生日 を 記念す る。 此日 例年の 通り 御茶 之 水 女子高 等 師範 學校 

,、7 年度の 卒業生に して 我 聖書 研究 會々 員たり し 者の 送別 會を 曰 講堂に 於て 問 いた。 来き 者 十六 名、 
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.5: 六 名が 卒業生で ある。 孰れ も キリ ストの^ 名 を 恥と せす して 其 職に 就くべき を 誓うた。 誠に I 湫 持の 

好き £^ 會 であった。 如斯 くにして 送りし 生徒 は 八，' n までに 既に 數 4- 名あった、 そして 其 多數は 各地に 

在りて；^^仰を維持してゐる、 誠に 赖母 しき：^ 人達で ある。 全然 無宗敎 の 官 立 學校 よ り 斯 くも 一 母 年 善き 

信者 を途 出す と は實に 不思議 である。 

三月 二十日 (火) 晴 愈々 本當の 赛が來 た。 午前 九 時半 東京 驛發の 特<^6 列車に て 塚 本と 二人で 大 

阪に 向つ て出發 した。 久；^^りの東海道ドりでぁっ て沿近の風景に深ぃ懷みを感じた。 夜 八 時半 大阪堂 

ビル ホテル 内に-. „ ^附 いた。 然し 關 ffi バ ビ n ン の 眩 さと 騷々 しさに て 夜中 眠られなかった〕 

1 二月 二十 I 日 (水) 晴 ：- 前い 時より 巾 之， i ゥ公會 堂の 三階に 京阪神 『^書 之 研究』 讀者會 が 開か 

れた。 來會者 百人餘 り、 遠く は 淡路、 美 作より 來 りし 者 もあった。 塚 本先づ 「基督 敎 道德」 に 就いて 

講じ、 次ぎに 自分 は 「i,^ 書の 中心」 に 就いて 話した。 來會者 は 全 注意 を以 つて 聽 いて れた。 十二時 

一先 づ閉 會、 寫眞を 撮り、 晝食を 共に し、 直に 感話 祈禱に 移り、 語る 者 祈る 者 相次いで 間斷 なく、 叫 

時 少し 前に 六 時 に涉 る充實 せる 會合を 終った。 我等 一 一人 も敎 へらる、 所 甚だ 多かった， - 閉 後 敎ハ乂 

二人に 案 €： され、 自動車で 市中 を 見物した。 奮い 大阪 消えて 跡な しであった。 ホテルに 歸り、 友人 叫 

人と 夕食 を 共に し、 八 時 四十 分發の 夜行に て 歸途に 就いた。 疲れ切つ たる 身體 は寢臺 車に ホテル 以上 

の： if; 息 を はた。 


三月 二十 二日 (木) 晴 沼 にて」 i£ を 出た。 んの： 寫に淸 姿 を 現 はす 富 士の麓 を 走りながら 食堂 

車に 朝食 をした. -め、 ^だ， 刃體 なく 覺 えた。 九時朿 京驛に 着けば 迎 ひの 者より 牟 m 熊 醫師 永眠の 報 

を 聞いて 痛く 心を乘 たれた。 ：-;n 見ぬ 間の 樱 かなで ある。 叫ト八 時間の 道 旅け も 亦 悲歎 を以 つて 終 

つた。 

三月 二十 三日 (金) 晴 午後 二 時 iffi 曰 講堂に 於て 牟 の 葬儀 を 執行った。 畔 上司 會し、 自分 は 

El 太傳 二十 五-! Ic 十二 一節 以下に 由り、 11；? の醫師 としての 美 行に 就いて 語った。 會葬者 百 名 以上 あり、 孤 

んな 葬儀であった。 〇 式 を 終へ て 書 齋に歸 れば礼 幌の宮 部 氏より 「野澤 君 今朝 心臓に て 死す」 との 電 

報 を 受取った。 死者の 多き 事よ。 農 學士野 澤 俊 次郞^ は 水產學 者であって、 札 幌獨立 敎會の い，^ 員 

である。 近頃 信仰 を 復興 せられて、 奮って 敎 に 立た る、 巾 を 聞いて 喜びし が、 今その^^に接して悲 

しみに 堪 へない。 斯くて 舊友舊 知 相次いで 逝く、 我が^ 任の 益々 重き を覺 ゆる。 我 は  一 H も 長く 化き 

て 諸氏に 代って 働かねば ならぬ。 悲歎に 沈むべき 時で たい、 銜 起すべき 時で ある。 「神 我 を 助け 給へ」 

と 叫ばざる を 得ない。 

三月 二十四日 (土) 半晴 沈默は 金で あると 云 ふが、 金なる 沈默 は絶對 的沈默 にあら す、 惡 を？^ S 

ら ざる 事で ある。 不平 を 語らす、 悲痛 を 語らす、 殊に 他人の 惡事を 語らす、 人生の 暗き 半面に 就いて 

は 能 ふ 限り 沈默を 守る。 それが 金の 沈默 である。 然れども喜びの福音は之を聲を張り上げて；^！叫る、 我 

が感謝と歡喜とは之を；^！^って撣らす、 H: たれ 悪樂 でない 善事で ある。 ゆに は 沈 默の惡 鬼が 居る。 如何な 
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る 場合に も 語らす、 沈默を 守る を 能と し、 語る を 危險視 し、 他人 をして 語らし めて、 自分 は！^? るの 危 

險を 避けて 默す るの 利益 を牧 めんと する 自己中心の 沈默 〔旅が 多い。 斯 かる 沈默は 金に も 非す、 銀に も 

非す、 銅に も 非す 鉛に も あらす、 泥で ある、 ^を 失 ひたる 鹽 である。 金の 沈默に 合せて 泥の 沈 默の有 

る こと を 忘れて はならない。 

三月 二十 五日 (日) 半晴 午前 午後 合せて 三 •。 人 少し 以上の 來會 者が あった。 自分 は 前週の 大阪 

行 並に 葬儀 等に て 疲れて いついの 講 演は屮 ：來 なかった。 午前 は 馬 太傳十 一 章 一 一八— 三 〇 節に 依り 感想 

を 述べた。 午後 は大 阪講： g の 背景 並に 大略 を 話した。 兩 同 共餘り 振はなかった が 岀むを S ^ない。 講壇 

に上り5^^丈けが^しでぁったと云はねばならぬ。 〇 春が 來て 少しく 歌氣 分に なり、 一 首 を 認めて 札 

幌の 出張所に 送った。 題 は 「札 幌の赛 を 想 ふて」 である。 

いとし 孫 摘み取る 春の 初花 は 

昔し ながらの 我が 友と 知れ。 

此んな 事で 疲勞を 癒さん とする。 或 人 は 曰 ふ、 孫 を 可愛がる は i> 碌の 兆な りと。 或る 他の 人 は 曰 ふ、 

ん問味 を 現 はして 喜ばしと。 どちらで も.；. 且し い。 


三月 二十. K 日 (月) 雨 疲勞を 冒して 雜誌 編輯に 從 事した。 一方に 利益 を 供 すれば 他方に 損失 を 

招く。 全 國に與 ふべき 精力 を 一 地方に 與 へて" 化， は 部分的であって、 損 は 全般的で ある。 地方 屮 H 演は容 


易に 爲 すべき 事で ない。 

三月 二十 七日 (火) 曇 近頃 讀んだ 面 い 書の 一は 英國々 敎會 老功の 敎師 H.R.L シェパ ー ド 

著 The  Impatience  of  a  Parson  (堪え 切れぬ 牧師の 感想) と 題す る 書で ある。 著者 は 其母敎 會に對 

し 篤き 尊敬 を懊 くと 同時に、 其 弱點を 指摘して 悼る 所がない。 東京の 或る 聖公會 の敎師 が此書 を讀ん 

で 後に 「之 は 内 村に 讀 ましたくない」 と 云うた との 事に 巾て 其 內容の 一 班 を 窺 ふ 事が 出来る。 自分 は 

英國の 一友 人より 送って 吳れ て、 自 から 求めざる に 此敎會 攻撃の 書 を讀ん だ。 自分が 唱 へたと 同じ 事 

を 今や 敎會内 の 人が 公然と 唱 ふるに 至った。 そして 此 書が 英國に 出で k 數 月なら すし て 數十版 を 重ね 

たと 聞いて、 保守的の 英國に 於て すら 敎會反 對の聲 が 如何に 高い 乎が 判明る。 敎會は 今や 其 根本より 

改造せられ ざるべ からす、 然ら ざれば 長く 其 地位 を 保つ 事が 出来ない。 シ H パ ー ド 氏の 反對の 如き 決 

1^て無现な亂1^.^な反對でなぃ。 深い 信仰と 厚い 同情の 上に 立つ 最も 合理的の 反對 である。 此聲 に聽か 

すして 敎會は 縦し 時勢の 置 去に Nt! ふと も訴 ふるに 所 はない と 思 ふ。 我 画の 基督 敎の 敎師 達が 各自 一 本 

を購 ひて 精讀 せられん 事を勸 む。 東京 九 段 向山 堂 書店に て 得らる。 惯は ニ^で ある。 

三月 二十 八日 (水) 晴 疲勞 未だ 去らす 何事 も爲し 得す、 唯 カイ ムの 『イエス 傅』 第五 卷の 初め 

の 五十 頁 を讀ん だ。 舊 しと 雖も 何ん と 言 ふても；； 取 大のィ H ス傳 である。 人間と しての ィ H スを 尊敬す 

るの 餘り、 幅 音 書の 記事 を 自由に 取 松す る 所 は、 とても 他 書に 於て 見る 能 はざる 所で ある。 斯 かる 大 

著述の 價 は自 から 讀んで 見ねば 判明らない。 カイ ム を讀 ますして ィ H ス傳を 語る 勿れと 言 ひたくな 
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る。 然し 彼の 立場 は容 に 採用す る 事 は出來 ない。 

三月 二十 九日 (木) 半晴 -s: 村翳學 士學會 にや： 席せ ん爲に 半年；，^ りに て 上京した。 老夫婦の 歡喜 

譬 ふるに 物な しであった。 勿論 第一 に； f 取 少^の 安否 を 聞いた。 彼女の 元氣 旺盛 と^いて 他 は^ん ど 聞 

くの. おなしであった。 肉 鋭の 情と は 此んな ものである。 其 魂と 肉體 との^ かなる^ さ へ 見れば 他 は 

;^siるの要なしでぁる。 〇 東京 女子 撃院 卒業式に 屮 Z 席し 卒業 演 ss^ を爲 すの 名 譽に與 つた。 ^し の少 

女に；？！ i る に は餘り に 年が り 過ぎて だ 具合が 悪 か つ た。 大浪說 も 出来す、 去れば とて 小 謹 では 彼 

等が 滿 足せす、 高壞に 立って は 見た もの k 如何 言 ふて 〈几し き や 解から すして 頗る 苦心した。 一 一一： 一の 平 

凡 を 述べて 壇 を 降った〕 撃 校に 對 して だ^また く 感じた。 

三月 三十日 (金) 小雨 親子三人久し振りで相會して^.5は盡きなぃ。 可笑かった事、 腹の立った 

事、 闲 つた 事、 稷々 様々 である。 然し 萬 事の 下に 人生の 劍 味が ある。 M か 永久 的 事業 を爲 さねば な 

らぬ 事、 其點に 於て は 親 も 子 も 一致して 居る。 其方 法 は 各自の 揮む 所に 從ふ、 然し 3： を爲 しても 浮ぐ ボ 

であって はならない。 我等 は 日本人で ある、 クリスチャン である。 卑しい 條ぃ事 丈け は爲 さたい 積り 

である， - 

三月 三十 一日 (土) 雨 何も 差した る 仕事 を爲し 得なかった。 先 = 來サ ルモンド、 力 ー ベン タ ー 

グイ ズ ゼケル 等の 著書に. m りョ ハネー i 昔 書の 著作者の 誰なる 乎に 就て 讀 みつ 、あるが、 何の 結論に も 


達しない。 唯 議論な しに 福音書 を 讀んで 其 威 嚴に打 たれざる を 得ない" 誰が 著いた にしろ 其 イン スピ 

レ ー シ ヨン の 書た る 事 は確實 である。 然し 我 を 救 ふ 者 は敎會 でもなければ 聖書で もない、 活ける キリ 

ストで ある。 に 彼に 接し まつりて 聖書 論 は 如何で も 町い。 彼が 萬 物 を 支配し、 我 を 導き 給 ふ。 それ 

以上に 我 は 3： も 知らん と 欲しない。 有難い 事で ある。 

四月 一 日 (日) 曰 i 午前 午後 を 合せて 三 "fng: 十 人の 來會 者が あった。 午前 は 「キリストの 敎會」 

に 就いて 語った。 キリストの 敎會と 基督 敎會と は 遠う。 キリストの 敎會は 彼の 御 敎に從 ふ敎會 であつ 

て、 其 意味に 於て 今の 敎會は キリストの 敎會 でない、 新たに 之 を 起さぐ るべ からすと 述べた。 午後 は 

「ィザ ャの聖 召」 の 第二 囘を 講じた。 沟に氣 持の 好き 靑年 男女の 集會 であった。 〇 札幌 出身 農 學士木 

村 德藏氏 念 性 肺炎に て 昨夜 死んだ。 氏 は 生物 學 者であって、 其 知識の 廣ぃ 事に 於て は 同窓 中 第一 であ 

つた。 朱 だ 大いに 爲す 有る の 身を以 つて 逝いた。 實に 惜しい 事 をした。 逝く 者の 多き 事よ。 

やつ ぁソ  ，？り 

四月 二日 (月) lOi 强ぃ 奴は壓 しゃがる、 弱い 奴 は 怨み やが る、 そして 上と ド とより 我 を 苦しめ 

やが る。 我は獨 りで 彼等に 勝つ こと は 出来ない、 然し 活ける キリスト は 彼等よりも 强く ある。 彼に 頓 

りて 我 は强ぃ 奴に も 弱い 奴に も 勝つ ことが 屮： 來る。 實 際の 所、 信者に 取りて は 〔：^ い 奴の 方が 强ぃ 奴よ 

り も 恐ろしく ある。 然し キリスト は； S い 奴よりも 强く ある。 彼に 頼りて £5 い 奴に 勝ち得て 我 は M 人、 に 

も 勝つ ことが 來 る。 
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四月 三日 (火) 雨 終日 ベン を 取って 働いた。 或る 洋行 歸 りの 敎 友に 左の 如くに 語った。 

：= 本 を^く 爲る 方法 はいくら でも ある。 然し 之 を 行 ふ 事が 出来ない。 此 政府、 此 政黨、 此 新聞紙 を 

以 つてして は、 日本 國の爲 に 何の 善き 事 も爲し 得ない。 孰れ も 第一 に 自己の 利益 を 求む る 者で ある、 

國 の爲に 自己 を 忘れる と 云 ふが 如き 政治家 又は 新聞記者が 居 やうと は 思 はれない。 今の所、 日本 は 

其 滅亡 を 待つ まで ある。 然し 神 は 日本 を 愛し 給 ふ。 そして 我等 小な りと 離 も 祌の聖 意を爲 して 置 

けば、 祌は其 意に 適 ふ 時に、 必す之 を 用 ひて 此國を 救 ひ 給 ふと 信す る。 今日の 日本に 於て 政：！ E 運 

動 や 社 伶 運動に 從 事して 何の 善き 事の 出來 やうと も m わ はない。 唯 コッコ ッと 獨り靜 かに 働いて 永遠 

の 磐の 上に 堅き 事業 を 築き、 神が 之 を 祝福し 給 ふ 時 を 待つ まで ある。 私の 生涯の 實驗が 私に 此智 

栽 を與 へて 吳れ た。 

と。 善き 勸吿 を爲 したと 思 ふ。 

四月 四日 (水) 晴 雜誌 四月 號の 校正 を 了った。 千葉縣 九十 九里濱 百年 板り のぎの 大漁と 聞き 驚 

き H. 立： んだ。 近年 不 fgj^ きなりし が 故に 鰯 は旣に 減ぜし 乎义は 遠洋に 去った ので あらう と 思うた。 然 

し 其 推测は 常らなかった。 鰯の 大群 は 日本の 東岸 を 見舞った。 我國は 依然として 世界 第一 の 水 產國で 

ある。 共 他の 离 $1 如斯 しで ある。 我等が 失 tlW せる 時に 神 は屢々 大恩 惠を 降して 我等 を 力 附け給 ふ。 

四月 五日 (木) 晴 農 學士木 村德藏 氏の 葬儀に 列し、 式 辭を述 ぶる の 役目 を 務めた。 他に 伊藤 一 

降、 新 渡戶稍 造、 森 本 厚吉 等の 舊札幌 農學校 同窓 諸氏の それぞれ 役割に 當 らる& あり たれば， 全く 札 


幌 葬の 観が あった。 斯 くして 同窓 相 共に 舊 友の 死 を？？ ふ は 悲しく も あり 亦 美 はしく も ある。 我等 同 一 

の 母校より 生れて 順を逐 うて 神の 召に 應 じて 去る。 然れ ども 孰れ も 多少に 拘 はらす 有意義の 生涯 を 終 

へ て 去る は 感謝に 堪 へない。 

四月 六日 (金) 晴 主婦と 共に 銀座に 行いた。 人間の 多き に 驚く。 其の 一人一人が 問題 を 持って 

ゐ ると 思へば 不思議で ある。 若し 彼等が 我が 聖書 研究 會 員であって、 一 々問題 を 持 込んで 来たならば 

何ん と 恐ろしいだ らうと 思うた。 彼等 は 誰に 何を敎 へられて 結局 何う 成る であらう 乎と 思へば 心配 無 

き 能 はすで ある。 餘 計の 心配で あると 彼等 は 言 ふで あらう。 然し 市中に 出て 其 大衆 を 見て 色々 の 事 を 

忍 はせられ る。 銀座の 眞中 にて 親子 三人 一 圑と 成り、 巿內 一 圆 自動車に 乘り、 芝の 友人 を訪 づれ、 夕 

食の 馳走に 與り、 八 時 柏木に 歸 つた。 珍ら しい 經驗 であった。 

四月 七日 (土) 半晴 庭の 櫻が.， せいた。 全日 を 故 横 井 時 雄 君 追悼 演說 草稿 書きの 爲に 費した。 亡 

き 友人に 對 する 善き 奉仕であった。 近頃の やうに 弔 ひ演說 を爲す こと はない。 橫井 君の 場合に 於て は 

奉仕より も 寧ろ 謝恩 である。 君 を 憶 ふて 懷舊の 感に堪 へなかった。 

四月 八日 (日) 晴 釋迦の 誕生日に 加へ て キリストの 復活 日で ある。 百花 吹屮： し、 歷 はしの 春の 

聖日であった。 朝 は 「復活祭の 意義」 に 就いて 語った。 復活祭 は 過去の 出来事の 記念日に 非す、 今生 

つかさど  スタ チづク  ダイナミック 

きて 萬 物 を 宰り給 ふ キリストの 證 明日で あると 言うた。 基督 敎は靜 止 的に 非す、 活動的で ある 事の 主 
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意 を 述べた。 午後 は 「ィ ザャの it 刀！！」 第三 囘を 講じた。 聽 衆に 解った 乎 否や を 知らす と雖 も、 兩囘共 

に大 なる E; 现を 述べた 精り である。 述ぶ るに 一 囘 僅かに ra: 十五 分で あるが， 草稿 を 作る 丈け が 優に 一 

日の 仕事で ある。 自分に 取りて は 隨 分 高愤の 仕事で ある。 其 前の 準備と 其 後の 休息の 時日と は 別で あ 

る。 序に 記す、 今 口 は釋迦 第二 干 WW 九十 g; 囘の 誕生日で あると 云 ふ。 

四月 九日 (月) 暴 n 疲勞 の： 曜日であった。 半口" i£ に 就いて 休んだ。 ブル ー モン デ ー に は 萬 事が 

ブル ー に 見えて 困 まる。 全體に 勝利の 生涯が 此日 丈け は 敗北の やうに える。 一週に 必すー n 斯 かる 

日の ある は 止む を 得ない。 

四月 十日 (火) 雨 雜誌 第三 三 三 號を發 送した。 第三 -K:: 號祝ひ を 行って から 旣に 次ぎの .r" 號の 一二 

分の 一 を經 過した。 いつまで 經 つても 威 きないの は 福 昔で ある。 健康 さへ 緩けば 何時までも 繼 くる 事 

が出來 る。 〇 此 R 若き 内 村 は 札幌へ 向って 出發 した。 彼 を 上野 驛に 見送り、 ^途 公園に 佛蘭西 美術展 

覽^ を 3- た。 其內に 唯一 品 自分の 目 を惹く 物が あった。 それ は レオン • ボナ ー 作 『ヨブ』 の油綺 であ 

つた。 其 前に 立って 自分の 兄弟に 會 うたやう に 思うた。 獨りハ ン デルの 『メ シャ 曲』 の 中の IKnow 

tr-lt  IMy  Redeemer  livetli (我 は 知る 我が 贖 主 は 生く) を：： すさん だ。 婦人の 裸體畫 多き 佛蘭 丙 綺畫 

の に、 ：C "と 皮ば かりの 我 友 ヨブの 裸 體畫を 見て、 佛蘭 丙と 雖 もさす が は キリス 卜の 國 なる を 知りて 

非常 に 心强く 感じた。 此畫を 態 々佛蘭 ffi より 日 木 ま で 運 び來 りし 丈け で 此展 覽會を II く爲 の 充分の 價 

侦 があった と 言 ひ 得 やう。 斯くて 祌は 近代 人 を 喜ばす 爲の 此虚榮 の^の 小 模型 を iB^": 小に 開かし めて、 


其 首难に 『ヨブ』 を 置いて 此 不信の 民 を 敎へ給 ふ。 此 世の 文明 はすべ て如此 くにして 聚用 せらる、 の 

であらう。 

四月 十 一 日 (水) 晴 若き. s: 村 去りて 〈豕 は- 冉び 淋しくな つた、 然し. む を 得ない。 彼 をして； a 事 

を爲 さしむ る 爲には 彼 を 活動の 地に： く 必要が ある。 我等 は (承の 便宜の 爲に 住所 を 定めない、 天職の 

ある 所：； だれ 我が ホ ー ム である。 自分 は 柏木に りて 此 n も 亦 終：：： ペン を 執り て^いた。 唯一 二 腹の 立 

つ 事が 出來て 困った。 

四月 十二 日 (木) 晴 過去 m 年間 我家に 奉公した 女中 石川舂 江が 暇 を 取って 實 家に 歸 つた。 彼女 

は 大地震で 燒け屮 I されて 着の 身 着の ま K で 我家に. 來た。 そして 去る 時には 先づ 一 通りの 衣類 を 具へ、 

身 體 も 非常に 良く 發 育して 去った。 そして 夫れ よりも Is- らに 善き 事は澤 山に 神の 敎を敎 込まれて 去つ 

た。 讚美歌 を 歌 ふ 事 は 家中で 第一 难 であった。 我等 は淚 を. 以 つて 彼女 を 送った。 彼女に 代って 來 りし • 

者 は 石 川 縣能登 國鳳至 郡 穴 水 町 在の 川ド ミカ と稱す る 十五 歳の 小 女で ある。 彼女も亦§:^;- 年問我.！}^ に 

働く であらう。 そして 肉 體も靈 魂 も 良く 發 達して 彼女の 〔豕 に歸 るで あらう。 斯 くして 女 屮の出 替りは 

決して 小審 でない。 我家に 取りて は有效 なる 傳道 事業で ある。 幾人の 婦女が 如斯 くにして 我等の 傳道 

を 受けた 乎、 數へ 壷す 事が 出来ない。 尙ほ 一 人の 女中 は 孫 女 を 守りて 今や 札幌に 在る。 彼等 は 皆な 家 

の 者で ある。 我等と 彼等との 間に 強き 愛情が 釀成 する。 甚 ぶべき 事で ある。 
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四月 十三 日 (金) 晴 故 〈几 之 君の 第二 十一 同界 天日であった。 昔士" を 伴 ひ、 雜司ケ i^? に 彼の 墓 を 

訪 づれ、 墓前に 祌の 祝福 を 祈った。 自分の 今日 ある は 全く 彼のお 隆げ である。 一一 一一 C ふまで もな く 彼は自 

分の； f 取 大恩 人で ある。 若し 自分が 此 ゆに 於て 何 か 善き を爲 したならば、 其 功勞の 大部分 は 彼に 1- す 

べき ものである。 自分の 船が 加 はれば 加 はる 程、 自分の 父 の^さが 解って 來る。 自分が 神の 阔に 人つ 

て 一に 會 ひたき 人 は 彼で ある。 

四月 十四日 (土) 晴 午後 二 時より 山會 Ms に 於て 故 橫井時 雄^の 追惊： 浙^ きを， 同^の 同鄕同 

敎會の 人達、 卽ち德 富 猪 一郎、 小崎弘 道、 浮 田 和- ir 綱 岛佳吉 の？ ^ 氏と 共に-催 うした。 來會者 六 七 百 

人 あり、 意義 ある 第會 であった。 仉し橫 井 君 を 知る 者 割合に 欺く、 爲に同 君の ために 辯す る も 感動す 

る 者 ii きは殘 念であった。 時勢 はたし かに ー變 した。 新時代が 新 信仰、 新 精神 を _耍 求す る は無现 でな 

い。 徒らに 過去の 記憶 を 呼 起す に 及ばす、 死者 をして 死者 を 葬らし めて、 我等 は 永久に 新ら しき 活け 

る キリストに 從 ふべき である。 是れ やがて 死者の 死 を 完成う する の途 である。 舊き 知人と 共に 久し 振 

りに 同じ 高 境に 立ちて 彼等の 老いし を 見る に附 けても 自分 も 亦 老いし 事 を 知りて、 それの みは 悲し か 

つた" 

四月 十五 日 (日) 晴 昨日の 屮リ你 にて 疲れ、 今日は 我が 講： 淡 を 休み、 高 壤は之 を 塚 本、 畔 上に 委 

ね、 自分 は^かば かり 感想 を述 ぶる に. めた。 來き者 ra 百 人 少し 足らす 程、 雨囘 共に 盛んであった。 

勞多くして功少きは^^書硏究以外の講浪叉は演說でぁる。 然し 是れ 亦爲さ るべ からす、 殊に 昨日 は 


少しく 故橫井 君の 爲に辯 じ、 君に 對 する 負^の 幾分 か を IS ひしゃう に 感じ、 其 事 を 思 ふて 今日は 疲勞 

の 内に も 菊 持が 好く あった。 

四月 十六 日 (月) 半晴 彼岸 樱は 葉樱と 成り、 八重 櫻 は ゆ、 屮：； した。 書齋 よりの 眺め は 特^で ある。 

gl 五日 來蘇格 蘭 土 の 一 一大 學者 ロバト ソン • ス ミスと G  •  A  • ス ミ ス (二 大ス ミ ス ) の 言 者 研究 に 由 

り义復 大いに 敎 へられつ、 ある。 何ん と 云 ふても 蘇 格 蘭 土 は 偉ら い。 多 分^界 最大の 國 である だら う Q 

縱し其 研究 は 獨逸程 深くない として、 其 精 祌は遙 かに 潔く、 其 信仰 は遙に 高く ある。 學 ぶべき は 確か 

に此 11 と 民と である。 兩 大スミ スに 由り 一 一千 六 百年 前の 預言者が 今 物言 ふ 者と なった。 斯んな 生きた 

註解 者が 他に 何 處にゐ るで あらう 乎。 幅 ひなる 哉、 ジョン •  ノックス を產 じた 蘇 格 蘭 土よ。 汝に 由て 

全人 類は设 後まで 敎 へられ、 又 導かる、 であらう。 

四月 十七 日 (火) 半晴 或 人に 日本 は將來 どう 成る だら う 乎と 訊かれた から、 多分 五十 年以： s: に 

亡 ぶ る だら うと 答 へた。 どう 云 ふ 風に 亡ぶ る の 乎と 訊かれた から、 政 治 的に 非す 經 it 的に 亡ぶ るの で 

あらう と 答へ た。 丁度 今日の 埃 及 か 土 古の やうに 成る ので あらう。 利權が 大抵 外國 人、 殊に 米國人 

の 乎に 渡り、 日本人 は 毎年 彼等に 莫大 の 利子 を拂 ふに 至る であ ら う と 答 へ た〕 多分 自分 の 此預言 は當 

るで あらう。 然し 我等 眞の神 を 信す る 者 は 滅亡の 禍を免 かる、 であらう。 亡 は經濟 的に 現 はる &が、 

其 原因 は 信仰的で あるから である。 
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四月 十八 日 (水) 半晴 新^紙 は引績 き. 政ら しき 事 を？ S 山に 傅へ る。 一として 亡 W の 兆なら ざる 

はなし、 之 を m 心 ふて 我心^に 沈む。 唯一 つ ^害が 祌の救 ひを傳 ふる あり、 それの みが 唯一 の 慰めで あ 

る。 ペン を 執りて；. i 昔 を ゆに 俾 ふる 時に 我心に 光明が ある。 其 他の 時に 暗黑 園 を ^ む. 不快 此 上な 

しで ある。 

四月 十九 日 、木) 晴 都 は 八重^の 花 成-りで ある。. 小石 川，：！ 山に 故 ^ 村 加 靡 子の 慕を昆 舞うた U 

彼，^^ 逝 い て 玆 に 滿 ： ： ； 1 八 年 で ぁ る 。 其時葬式 の ！^^敎を 爲 し て 自分を 慰 め て 3；< れ た の が 故横井時 雄1_?； で 

ある。 其 横 井 iJi; の爲に 自分が 一 週 仏 M に 追 演：^ を爲 して 聊か 常時の 恩義に 報いた 次第で ある。 故人 

义 故人で ある。 三十 八 年で^ は殆ん どー變 する。 人生 は沟に 夢で ある。 唯 「H ホバの 道 5 み is りなく 

存 つなり」 である。 

四月 二十日 (金) 雨 色々 の 此^の 問題で 惱 まされた。 人生 時には 厭に 成って 了 ふ。 自分より 永 

遠の： i 昔 を頒與 せらる k 事を以 つて 滿足 せす、 色々 の 此^の 問題 を 自分の 所に 持 込む 者 ある を 見て 憤 

慨に堪 へない。 何故に 國家 人類に 關 はる 大 問題 を 持 込まない の 乎。 近代 人の 問題の 殆ど 凡てが 個人 問 

題なる に： 木れ ざる を 得ない。 

四月 二十 一 日 (土) 晷 _1 土曜日で あるから 凡て 面 會を斷 り、 〔氷に 在りて 讀み： a 働いた" 外 は て 

運動で ある。 政治 界は 勿論の こと * 宗敎界 も 凡て 運動で ある。 佛敎徒 は H 本 を佛敎 化せん とて 運動し、 


基督 敎徒は i# 督敎 化せん とて 運動す る。 それが 爲に大 集會は 次ぎから 次ぎへ と 開かれる。 然し 乍ら 自 

分 達 は 何れの 運動に も 加 はらない〕 常に 働いて ゐる 積り であるから、 特^に 運動 を 起す の 必要 を 認め 

ない。 只 何れの 運動に も 引き込まれない やうに &戒 する。 然し それが 仲々 困難で ある。 故に 毎日 運動 

員 追 拂ひ策 を 講じて ゐる。 物騒なる 世の 屮 では ある。 

四月 二十 二日 (日) 雨 風雨に も拘 はらす 兩囘の 集會に 差した る變 りなし。 會 同 講演者 を 信 

じて sK れるは 感謝の 至りで ある。 午前 は ホゼァ 書の 研究 第一 囘 r ホゼァ 書の 紹介」 を 講じた。 午後 は 

ィザャ 書 六 章 五— 八 節 を解釋 した。 二度 共 1  一一 c 書で あるが、 若い 人達が 主として パゥ II の 書簡 を講す 

るが 故に、 自分は預言書を取极ふi^^fにした。 舊 約に 於て 新約 を讀む 事が 自分の 特に 喜ぶ 所で ある。 殊 

にィ H スの プロトタイプ (原型) たる ホゼァ を 講 する は 自分に 取り 義務 を 超えて 愉樂 である。 此 日計 

らすも 礼 幌宮部 博士の 出席 あり、 會後 種々 の 事に 就き 語り合うた。 札幌と 柏木と は  一 の 兄弟で ある Q 

日本的 某 督敎の 確立 を 希 ふ 者 は 凡て 此事を 承知して 貫 ひたい。 

四月 二十 三日 (月) 晴 相變ら す疲勞 ボン ャリの 月曜 H であった。 口 本に 於て は 政 友會の 犬と 民 

政黨の 猿と が 政權の 取合 ひで 闘って ゐる 際に、 米 國のニ 飛行 t ウィルキン スと アイ H ル ソンと は 北極 

橫斷に 成功した。 人類の 爲に爲 すべき 大事 業が 許多國 民の 努力 を 待ちつ X あるに、 政界の 此 醜態 は 聽 

くも pi 吐の 種で ある。 n 本人 は 敵 を 倒す の 術に 長 じて 卅， 1 界を 善くす るの 途を 知らない」 故に 毎日 凄い 

蹶 らし い 事 を 繰返しつ X ある。 
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四月 二十四日 (火) 晴 引 緩き 寒い 曰であった。 今日 も 亦 善い 事 も 惡ぃ事 もあった。 然し 算 へて 

見れば 善い 事の 方が 惡ぃ 事よりも 多かった。 毎日 實は其 通りで ある。 然るに 忘恩 的なる 我等 は 善い 事 

は 凡て 忘れて 惡ぃ 事の み 記憶に. むる ので ある。 今日 殊に 善かった 事は久 板り にて ヨハネ 第一 書 第 一 

章  一 —g: 節 を A  .  E  • ブルック の 註解 書に 請んで 令更ら ながらに 其 意味の 深さ を 感じた 事で ある.〕 之 

が 解って 他の 事は怎 うで も 可くなる。 他の 問題 は 凡て 小の 小なる ものである。 政治問題、 社 \%1 問題、 

敎育 問題、 個人 問題 は 勿論の 事、 凡て 怎ぅ でも 可い 題で ある。 「元始より 在りし 生命の 道」、 是さ 

へ 解れ ば^は 怎ぅ でも 可い。 之 を 求めないで 他の もの を 求めん とする 人の 多き に 呆れざる を 得ない。 

然り、 自分まで が 時々 之れ 以外の もの を 求めて 得ざる を 歎く を 知りて 自分に 朵れ ざる を 得ない" 

四月 二十 五日 (水) 晴 口 本人 は 頻りに 露國の 共産主義 を 恐れる が、 米國の 物質主義の 恐ろし さ 

を 知らない。 共産主義 は 物質主義が 其 極端にまで 達した 者で ある。 故に 露 國も米 圃も其 根本の 精神に 

於て は问 じで ある。 日本 を禍 ひする 點に 於て は 米國は 露國と 少しも 異ならない。 何れに しろ 恐ろしい 

事が 全^界に 臨みつ，. ある。 日本が 若し 共禍災 より 免 かれんと 欲すれば 舊の 鎖國狀 態に 還る より 他に 

途 がない。 a シャに 傚 ふ も 滅亡、 アメリカに 傚 ふ も 滅亡で ある。 アメリカ 主義 は a シャ 主義. えけ それ 

丈け、 然り、 見やう に 由って は a シャ 主義 以上に 厭 ふべ く ある。 時に 米國 化された る 日本人 を 見て 身 

、s ^ひする 程 厥に 成る P 傲慢で、 圖々 しくて、 淺 薄で、 何事で も 自身の 欲 ふ 所 を 押 通す のが 成功で ある 

あか 

と 思 ふ 所 は、 彼等が 「文化され たる 野蠻 人」 たる を證し 得て 餘 りが ある。 米國宣 敎師は 日本の 敎化を 


叫ぶ と雖 も、 彼等に 日本人に 傳 ふべき 敎が 無い。 故に 彼等 は 徒らに 社會 運動に 奔走す るの みで ある。 

彼等の 祖先の 信仰に 對 して 彼等 は 純然たる 背敎 者で ある。 キリストの 福音 を 忘れた る 彼等 米國 宣敎師 

が 日本 を敎 化し 得 やう 箸がない。 そして 彼等の 所謂 「敎 化」 運動が 成功して、 日本が 米國 の， 5 くに 成 

つた 時 は、 日本が 亡びて 仕舞 ふ 時で ある。 自分 は カトリック 敎 徒に 成る ことが 出来ない やうに、 米國 

人の 敎會に 入る ことが 出来す、 彼等と 共に 日 木の 敎化 運動に 從事 する こと は 出来ない。 若し 日本が 生 

きんと 欲すれば、 精神的に n シャと 絡ち しゃう アメリカと 絶たねば ならない と 思 ふ。 斯く云 ふ 自分が 

今 を 去る 事 丁度 五十 年 前、 明治 十 一年 (一 八 七 八 年) 六月 一 一日に 米國 宣敎師 M  •  C  • ハリ ス 氏より バ 

プ テス マ を 受けた の は 不思議で ある。 それ は 丁度 日本人が 孔子 や 孟子に 敎 へられ 乍ら、 八；' 日の 支. 那に 

對し 精神的に 尊敬 を拂 はない と 同じで ある。 キリ ストの 福音 は 今や 米國を 去りて nn 本に 移りつ .1 ある 

と B じふ。 


四月 二十 六日 (木) 曇 氣候 不順に て 病人 多く、 自分 もレゥ マチス 再發し 歩行に 困難す る C 我 を 

六十 七 年 問 運び 吳れ し此 足で ある、 之に 對し 深き 感謝な き 能 はすで ある。 手 はま だ 健全で ペン を 捩る 

に差閊 なし。 腦も 明晰、 眼 も 必要の 讀 書に 堪ゅ。 未だ 老衰した りと 稱 すべから す、 唯 思 ひ 切って 俗事 

を 避けねば ならぬ。 若し 友人が 自分 を 聖書の 先生と しての み 取扱って 吳れ るなら ば 自分 は 至 つ て 健康 

で 幸； i である。 〇 札幌 時代の 同窓 同級の 友、 魔 島 造 士館前 校長 岩 崎 行 親 君 今日 死去せ りとの 電報に 

接し、 痛 歎に 堪 へたかった。 君 は 自分と 宗敎を 異にせし も、 自分の 或る 方面 を克く 解し 吳れる 人で あ 
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つた。 殊に 明治の 二十 六 七 年頃、 自分が 京都に 在りて 屐も闲 ^せし 頃、 自分と 貧闲を 共に し、 互に 相 

按け、 相 慰む るの 友であった。 今や 此人 にして 逝く、 人^の 寂漠を 一 脊 强く 感ぜざる を 得ない。 

四月 二十 七日 (金) 晴 靜 なる 新 綠のー 曰であった。 ヨハネ 第一 書 一章 七 節の 研究に 强き 感動 を 

受けた。 「我等 若し 祌の 光に 在ます が 如くに 光の 屮に i ノまば 我等 互に 交際す る を？：：、 ：= 其 f ィ H スキ 

リストの 血す ベての 罪 より 我等 を 潔む」 と。 深い 深い  一一 -E 葉で ある。 いくら 味うても 其 意味 を盡す 事が 

屮ぃ來 な い。 斯んな 深い 言葉 の 意 咏を 少 しなり とも 解る 事 の 出来た 特權は 內閣總 现大 ほ たるよりも 遙に 

大 なる ものである。 〇 友人お 崎 行 親 ^？; 逝いて 麇 島との 電信 頻繁で ある。 人生の 大部分 は 結婚と 葬式で 

ある。 同時に 喜び 又 泣かねば ならぬ。 喜劇と 云 はん 乎、 悲 刺と 云 はん 乎。 

四月 二十へ 日 (土) 半晴 衆議院 は 相 變らす 泥^た る狀 態で ある。 日本 全體が 政治的に 思想 的に 

である。 何の 方面 を兑て も 〈$ い 事 は 一 もない、 唯愛の祌を！：^するの みでぁる。 然り、 萬 事 萬物悉 

OOO0-OOOO 

く 可な りと 唯 信す るの みで ある。 

四月 二十 九日 (日) 半晴 今上 降下 第一 0: の 天-お 節であった。 午前と 午後と 合せて 叫： 人以 卜： の 

<& 衆が あった。 午前 は ホセ ァ硏究 第二！！ として r ィ H スと ホセ ァ」 に 就て 述べた。 寧ろ 平 の 講演で 

あった。 然し 基督 敎 研究の 大切なる 一 面 を 傅へ たと 思 ふ。 午後 は 「ィザ ャの聖 召」 第 丘：！ を 講じた。 

ィザ ャ書六 章 九 —十三 節の 研究であって、 預 一一： E 的 精神の 根本 を 語った と 思 ひ、 非常に 氣 持が 好く あつ 


た。 一 日に ニ大 講演 を 爲す事 は 出来ない。 午前が 惡 るければ 午後が 善く ある。 然し 一 11 なりと も氣持 

の 好 き 講演 を 爲す事 が 出來て 感謝で ある。 聽 衆の 內 に 自分 を大 先生と 思 ふ 人が あると 思 ふと 甚だ 氣障 

りで ある。 故に時々彼等を失&^!さしてゃるのは善き事でぁる。 今 口 も 午後の 集會 で、 會 衆の 火 部分 を 

追拂 ふに 足る やうな 大說敎 をして 見たい と 語った。 

四月 三十日 (月) 晴 相 變らす 疲れた、 半日 床に 就いて 休んだ。 聽者 は演說 は. 頭腦 と共に 腰と 足 

と 疲らせる ものである 事 を 知らないで あらう。 それ は 全身に 力を入れ るからで ある。 一度 說敎 すると 

或る時 は 腰が 立たぬ 程 疲れる ものである。 然し こんな 事 を 一一 一一 n うたと て 同情して 吳れる 者 は 滅多にない、 

又 同情して 貨ふ 必要 もない。 人に 賴 まれて 爲 るので ない、 神に 命ぜられ て^むな く爲 るので ある。 故 

に 或 時 は ョ ブ と共に 言 ふ 

それ 人の ゆに 在る は戰鬪 にある が 如くなら す や、 又 其 人は赌 人の 日の 如くなら す や。 奴 僕の 暮を冀 

ふが 如く、 赌 人の その 賃銀 を は S むが 如く 云々 (ヨブ 記 七 章 一、 二 節) 

しら y 

と。 祌の僕 はまこと に 奴 僕であって、 唯 命ぜら る を爲 すより 他に M 事 を も 爲すを SI: す、 亦 何物 を 

も 報 賞と し て Slii み 得ない ので ある。 

五月 I 日 (火) 雨 M かの 原因で 結膜 屮： 血 を 起し、 終日" に 就て 休んだ。 多分 差した る 事で ない 

であらう。 讀書を 終す ベ く餘 儀な くせられ て 無聊 を 慰む る 爲に舊 い 漢詩 を 暗誦した。 其 €： に 懐か し い 

ものが 隨分 多く ある。 牛 若 丸 を 詠 じた 詩に 
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R  * の 生！ S  六 五六 

他年 錢拐 峰頭の 險 

： 二  を 叱』 あする は是 れ此聲 

と 云 ふの が ある。 义太 E 道 灌を詠 じた 詩に 

少女 言 はす 花 語らす 

英雄の 心緒 亂れ て絲の 如し 

と 云 ふの が ある。 自分の 衷に純 日本人が 在って 斯 かる 場合に それが 出て 來る。 カトリック だと か、 メ 

ソヂ スト だと か- バプテスト だと か 云 ふよりも 遙 かに 善く ある。 日本人の 詩歌の， に 純 日本が 好く 現 

はれて ゐて、 アメリカ 主義 ゃィ タリ ャキ： 義が侵 人 I 來る人 「日、 古い 純なる 日本 主義が 非常に 懐かしく 

ある。 

五月 二日 (水) 雨 引 綾き 終日 床に 就て 休んだ。 誠に 良き 休&^ であった。 足の 厥 も 引き、 眼の 赤 

昧 もた 分に 薄らいだ。 休みに 勝 さる 療法な しで ある。 健康に 義務が 伴 ふ。 他康 であれば 義務 を 菜 さね 

ばなら ぬ。 然れ ども 一 朝^に， 他れば 魏 務が赦 されて 我 は自. E の 身と 成る。 今 曰 も」 i£ に 在りて 李 白を吟 

じ、 ヲルヅ ヲスを 講じた。 亦 北氷洋 ゃ裘 海の 動物 を想屮 Z した。 湖水 動物 學を 研究した らば さぞ 面，： n か 

000000000000OOO0O0OOOO0OOOOOO0 

らうと E やった。 結膜の \^ 細 血管が 二三 本 破裂した 爲に 我が 思想界が 斯 くも 一 變 した。 多事なる 此 世に 

て輕ぃ^^氣程幸幅なる者はぁるまぃ。 

五月 三日 (木) 晴 古い ギフ ホ I ドの羅 馬 書 註解 を 引出し 第 九 章の 分 二三 頁を讀 み、 我が 舊き信 


仰に 立歸 りて 歡喜 極まりなし である。 H レ クシ ヨンで ある、 豫ぉ である、 我が 信仰の 眞 髓は是 である。 

祌に豫 め 救 ひに 定められ すして 我が 救 はる、 理由 は 一 もない。 自分が 若し 救 はる k ならば、 自分に 救 

はる、 の 何の 資格な くして、 祌の 至上 意志に 由って 救 はる &の である。 此 信仰に のみ 眞の 平安が ある。 

自分 は此 信仰に 由って 初めて 救 ひの 喜びに 入った 者で ある。 近代 神 學に此 信仰がない、 故に 其內に 

「凡て 人の 思 ふ 所に 過ぐ る 平安」 がない。 世 は 政爭で 混亂を 極めて ゐる此 際に、 自分 獨 りに 斯んな 喜 

びが あ つ て 甚だ 勿體 なく 感 する。 

五月 四日 (金) 晴 半 起 半 床の 一 日であった。 舊ぃ 註解 書ゃ歷 おに 眼 を 爆ら して 心 を 慰めた。 舊 

い 物 は 凡て 善く ある。 舊ぃ 信仰 は 殊に 善く ある。 本當の 信仰 は 十九 世紀 を以 つて 盡 きたので は ある ま 

い 乎と 思 はる k 節な きに 非す。 二十世紀に 入りて より 靈 性的に 何の 善き もの 出し を 知らない。 此 はは 

滅亡に 定められ たる 物で ある 事が 益々 明かに 成って 來る。 そして 最後に 神の 特刖の 恩惠に 由て 救 はる 

るので ある。 是れ舊 い 聖書の 見方であって、 間違 ひない 見方で あると 信す る。 斯く 信じて 日々 の混亂 

狀態 を目擊 して 絕 しない。 日本の 政爭、 支那の 戰争、 孰れ も 東洋 破壞の 兆候で ある。 然し 祌 在し 給 

ふ。 イスラ H ルを 守る 者 は 微睡み 給 はない。 パラダイス は 最後に 實現 する。 ハレルヤ I。 

五月 五日 (土) 晴 庭は阜 月の 花盛りで ある。 今日 も 亦 神の 御 選み に 就て 考へ、 心に 大 なる 平安 

を覺 えた。 彼の 奴 僕と して 召された ので あれば、 彼に 從 ひまつる の 外、 自分の 事に 就いて 何事 も 思 ひ 

烛 ふに は 及ばない。 祌は 自分の 罪まで を處 分して 下さる。 唯 順 ふ、 それの みで 盡 きる。 
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五月 六日 (日) 晴 朝 は 二百 五十人、 午後 は 百 五十人の 集會 であった。 自分 は 朝 丈け 高 壇に 立ち 

て 午後に 休んだ。 「家庭の 不幸」 と 題して ホセ ァ書 第一章 を 講じた。 若き 預言者に 對し 深刻の 同情 を 

禁じ 得なかった。 生涯の 內に 一度 は 講じた くあった 此書 である。 我れ 年老 ひて 預言者の 元 氣を傳 ふる 

能 はすと 雖も 試みざる に 勝る 努力で あると 思 ふ。 キリストの 再臨 を 背 として 讀 まざれば 預言 書の 解 

らざる^；^を切實に感する。 

五月七日 (月) 半晴 聖書 は 之 を 神の 書と して 讀 まざれば 至って 詰らない 書で ある。 美文と して 

は 沙翁ゲ ー テに 及ばざる 遠し。 哲學 として は プラト I の 方が 遙に 面白い。 歷史 として はへ P ド ー トス、 

ク セノフ ホンに 及ばない。 然し 乍ら 神の 聖旨 を傳 ふる 書と して は 聖書 は 確かに 世界 唯一 の 書で ある。 

そして 人生、 實は 神の 聖 il3 を 知る に-後 さるの 知識なければ、 他の 書は讀 ますと も 聖書 丈け は讀 まなけ 

れ ばなら ぬ。 そして 齢が 邁 むに 循ひ、 他の 書を讀 むの 興味が 段々 と 減じて、 聖書に のみ 親しまん と 欲 

する は 自然の 情で ある。 哲學、 詩歌、 科學、 凡て 興味な きに 非す と 雖も、 聖書の 與味は 特別で ある。 

五月 八日 (火) 暴 _| 新 綠の麗 はしき 日であった。 足の 痛み 殆んど 去り、 久 振りに て 近所 を 散歩し 

た。， 人口 ー H ルのー 句に 一一 一一 ：！ ふが 如くに 「皋 月の {仝 の 一 日に 51^ さりて 樂 しきもの や ある」 である。 紅 

紫の 躑蹈に 松の 綠、 それ 等に 合せて 楓櫸 の艷々 しき 青葉、 得 も 一 百 はれぬ 風情で ある。 何んだ か 唯 生き 

て 居る のが 勿體 なくなる。 キリストの 福音 を もっと 說 きたくなる。 聖書の 講演 を爲す 丈け では 物 足り 


なくなる。 神の愛を思ふ時にもっと/^\傳道が爲したくなる。 多分 健康の jtff を 心配す る ことたく 進ん 

で 愛の 爲に盡 す 事が 反って 健 廢の途 である 乎 も 知れない。 

五月 九日 (水) 半晴 久 振りに て バビ。 ンに 出掛けた。 コ 一時 問に て 柏木の 靑 葉の 家に 歸 つた。 新 

聞 紙 は 報じて 一 K ふ、 昨 昭和 一 一年の 日本 國の 死亡 數は百 一 一十 萬 九 干 十三 人で あると。 卽ち大 阪大の 一 市 

が 全滅した と 同じで ある。 如何に 大 なる 地震と 雖も斯 くも 莫大なる 死亡者 を 出さない。 そして 今年 も 

亦 殆んど 同數の 死亡者 を 出す ので ある。 人世 一名 「死の 里」 である。 そして 斯 かる 世界に 住みながら 

死 を 思 はすして 生の み を 思 ひ、 死の 準備 を 成す 信者 を 嘲け る 者 多き は 不思議で ある。 世に 死 程 普通な 

る もの はない。 日本 丈け で 毎年 百 二十 萬、 如何なる 疫病と 雖も單 なる 死 程 猖獗を 極めない。 故に 直に 

悔 改めて 死の 爲に 準備せ よ。 

五月 十日 (木) 曇 雜誌 第三 百 三十 四 號を發 送した。 〇 腰に 灸を すゑて 貰った。 足 痛み を 癒す に 

最良の 方法で あらう。 古い 福音に 加へ て 古い 療法が 最も 良くなる。 老人の 獨 立に 就て 考 へた。 若い 時 

に は 老人より 獨立 せねば ならぬ やうに、 老いて は 若い 人より 獨立 せねば ならぬ、 人より は 何人よりも 

獨立 せねば ならぬ、 そして 絕對 的に 神に 頼らねば ならぬ。 墓に 入る 日まで 獨立 であらねば ならぬ。 獨 

立 は 神が 賜 ふ 最大の 賜物で ある。 願 ふ 今日まで 之 を 賜 ひし 神、 最後の 日まで 之 を 賜 はんこと を" 

五月 十 一 日 (金) 曇 、久 保驛 新築 落成し、 柏木への 出入が 便利に なり、 研究 會來會 者の 爲に悅 
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んだ。 之で 柏木が 大 東京の 殆んど 中心と なった 次第で ある。 r 內 村が 人生の 競爭に 負けて 柏木に 引 込 

んで 了った」 と 或る 雜誌 記者が 冷評した の は 二十 年の 昔であった。 今や 柏木よりも 奥の 奥が ある。 柏 

木に 在りて はトテ モ隱遁 者の 名 稱を受 くる 事 は 出来ない。 然し 此 世と 關係尠 き點に 於て 柏木に 在る も 

隱遞者 同様で ある。 〇 英！； ョ，" ク市聖 カスバ ー ト敎會 牧師 R  •  G  • パイン 氏より 英文 雜誌 インテリ ゼ 

ンサ ー 践刊に 就き 厚き 同情 愛惜の 書面が 達した。 英 人中、 而 かも 國 敎會敎 職の 内に 斯ん な溫 かい 廣ぃ 

人が ある 乎と 思 ふて 不思議 且 感謝に 哄 へなかった。 早速 感謝の 返辭を 送った。 

五月 十二 日 (土) 雨 荒れ模様 である。 心 は 主に 在りて 平安であった。 有名なる 英語 大群 典ゥ H 

ブス タ ー 點典 の 發刊第 百年 に 當る由 を 新聞紙に 讀み 今昔 の 感に堪 へなかった。 自分 も 英語 を讀 始め て 

六十 年に 塞ん とする が、 其 問 辭典と して 賴 りし 者 は 主として ゥ ェ ブ ス タ ー であった。 今 HI まで 幾册讀 

破した 乎 知らない。 聖書 を 除いて ゥ H ブス タ ー 辭典 程 自分に 親しき 書と て はない。 今日 彼が 初版 を 出 

t ひお 二 

せし 時の 序文に 合せて 一 八 四 三年 版に 附 せられし 彼の 傳記 を讀 み、 親友 を 想起す が 如くに 感じた。 殊 

に 彼が 齡 五十 歳に して 福 昔 的 信仰に 入りし 時の 事蹟の 如き、 古い 米國 人の 信仰的 實驗の 一例と して 貴 

くも あり 亦懷 かしく も ある。 古い 米國は 新しい 今の 米 國とは 全く 別の 國 であった。 

五月 十三 日 (日) 雨 今日 も 亦 朝夕 合せて 四百 人 以上の 人に 對 して 二 囘の敎 話を爲 した。 朝はホ 

セァ書 一章 並に 二 牽に現 はれた る 神の 「審判と 救扬」 に 就いて 述べた。 祈禱の 際に 感極まりて 高 境の 

上に て 淚が零 れて 後で 聽 衆に 對し 甚だ 恥 かしかった。 男淚は 流さない 積り であるが 今日 丈け は 例外で 


あった。 は 聽衆を 叱り 勝ちで あるのに、 今朝 丈 は 心に 緩みが 出て、 淚に 咽んで 女々 しい 事 を爲し 

たと 田 わ ひ 後で 非常に 後悔した。 然し ホセ ァ書を 講じて 泣かない 事 は 仲々 困難で ある。 午後 は 英語 大辭 

典の； 者 者 ノア . ゥ H ブス タ ー の 生涯 殊に 信仰に 就いて 語った。 靑年 男女に 對し 善き 說敎 であった と 思 

ふ G 

五月 十四日 (月) 晴 今日が 甲 東大 久保利 通 公が 魏町紀 尾 井町に 於て 兇刃に 幾れ し滿 五十 年で あ 

る と 聞き 今昔 の 感に堪 へなかった。 自分 は 札幌 に 在りて 其 報 を 聞いて ビック リ した 事 を ハツ キリと 記 

憶して" i? る。 實に 偉ら い 人であった。 維新の 平和的 大政 治 家であって、 若し 公が 長命され たなら ば 日 

本の 八， 曰 は 全然^の 國 であった らう。 自分が 基督 敎に 人り しと 同じ年であって、 自分 は 大久保 利 通 公 

が ^さ れ し 其 年 に キリストに 敕 はれた の で ある。 

五月 十五 日 (火) 曇 能 登より 来りし 女中 病に 罹り、 止むな く國 元に 歸 つた。 當 家へ 来る 前に 病 

源 を 作ったら しく、 實に 可愛 想であった。 然し 此 事に 關し、 彼女の 肉親の 者と 數囘 交涉 し、 我國 僻陬 

の 地に 舊ぃ日 本道 德 の 儼然とし て 存す る を 見 て 欣喜 に堪 へなかった。 米歐人 に 由 て 建ら れし 敎會な ど • 

に 於て は 到^ 見る 能 はざる 溫ぃ 義理 人情が 越 山 能 州の 農家の 間に 在る。 我等が 其 少女の 一 人に 爲 せし 

少し 計りの 親切 を、 彼等 は 異常の 恩惠 として 感 する を 見受けた。 如斯き 深い 感 恩の 表情 を 近頃 見た 事 

はな い" ^女に 代りて 四國 の田舍 より 是れ亦 善き 女中が 來て 吳れ た。 彼女 も 亦 「基督 信者」 でたい 事 

は， 力 論で ある。 當家に 於て は 「信； iSU の 女中 は 禁物で ある。 
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五月 十六 日 (水) 曇 久 振りに て 朝飯 後の 散歩 を 試みた。 赤道 直： 卜 I： 弗 利 加に 於け る ドクトル • 

シ ュ ワイツ H ルの 土人 療養 事業へ 我が 書 研究 會 よりの 第二次 寄附 金と して 英貨 五十 磅 (五 百 贰拾參 

圆 餘) を 送る 事が 出来て 感謝であった。 同情 は^ 界的 人類 的なる を 要す。 受 くる 人の 爲 でない、 獻ぐ 

る 者の 爲 である。 義務で ある 又特權 である。 信者 唯一 の道樂 である-" 

五月 十七 日 (木) 曇 程度 もな く 舊ぃモ ー セス • スチ ユア ー トの 『羅馬 書 註解』 を讀ん だ。 いく 

ら讀ん で も麼 きなかった (弱い ig 力の 許す 限り)。 五 十 年 前 に 得た 自分 の 信仰 を 百年 前 の 敬虔な る 大 

畢者 (彼 は米國 人であった) に說 明し 解釋 して 貧 ふので あって、 斯 んな樂 しい 事 はない。 元 罪、 受肉、 

1. 豫定、 臨、 舊ぃ 古い、 ra: ぃ强ぃ 信仰であった。 百年 前の 米 阈は純 信仰の 所在地であった。 自 

分 は 幸に して それ を 貰った のであって、 今や 米國に 消えて 自分に 殘 つて ゐる事 は 感謝に 堪 へない。 令 

日の 米國の 基督 敎敎師 で、 スチ ユア ー トの 著書 を、 自分が 今日 爲 した 如くに 奪 心的 與味 を以 つて 

讃み 5$ る 者 は 幾人 も あるまい。 自分に 取り 誠に 福 ひなる 事で ある。 

五月 十八 日 (金) 曇 昨夜 有志の 傅 道 研究 會を條 うした。 來會者 八十 人、 二 時 問に 涉る 緊張せ る 

會 合であった。 大いに 傳 道の 任に 當 らんと 巾 出る 者が 續々 あった。 聖書 研究 會々 員 中、 直接 間接に 或 

種の 傳道を 行 ひつん ある 者 は 決して 尠 くない 事が 判明した。 我等 は 今日より 更に 部署 を 定めて 直接 傅 

道 を 開始 せんこと を 決議した。 獻金を 募りし に 三百 六十 圓餘を 得て 感謝であった。 


五月 十九 日 (土) 半晴 骨に は 内 村 先生の 缺點を 知って ゐ ると 稱 して 大 なる 事 を 知って ゐる やう 

に 田ん ふ 人が ある。 然し^ 村 先生の 缺點を 知る 事 は 決して 大 なる 事で はない。 是は 誰に でも 知る 事の 出 

來る 事で ある。 彼の 妻子 は 能く 知って ゐる、 彼の 家に 奉公す る 下女 も 下男 も 能く 知って ゐる、 然り彼 

れ 自身が 何人よりも 遙に 能く 知って ゐる。 內村 先生の 缺點を 知り たれば とて 其 人 は 天國に 入る 事 は 出 

來 たい。 それよりも 自身の 缺點を 知る 方が 其 人に 取り 遙に 利益で ある。 人 は 神の 完全と 之に 對 する 己 

が f 完全 を 知 つて 救 はる、 のであって、 人が 少しな りと 偉ら い 人で あると 思 ふ 人の 不完全 を 知 つて 救 

はる、 の でない。 自分 は 世に 自分の 缺點を 知って ゐ ると 稱 して 誇り 額に 其 事 を 語る 人 ありと 閜 いて、 

不思議に 思 ひ 且又た 可 笑く つて 堪らない ので ある。 

五月 二十日 (日) 晴 集會變 りなし。 朝 は 「人の 愛と 神の愛」 と 題して ホセ ァ書ニ 章の 精神 並に 

十 一 章 七— 九 節 を 講じた。 午後 は 「余の 手に 渡りし 最初の 聖書」 の 題 下に 如何にして W  .  S  . クラ ー 

ク 氏が 五十二 年 前に 聖書 を 札 幌の學 生に 傅へ し 乎、 其 事廣に 就て 話した。 神の愛と 攝理に 就て 語る 事 

であって、 いくら 語っても 種の 盡 きざる を覺 ゆ。 

五月 二十 一日 (月) 晴 郊外の 某 地に 遊んだ、 然し 休養に はたらなかった。 家に 在って 靜に救 主 

を 念す るに 優 さる 休養 はない。 
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五月 二十 二日 (火) 晴 新聞紙 は 報じて n ふ 「共 產黨 事件 起； *、• け ふで grrn 十 名、 學生百 十 名、 

少年 S り 五名」 と。 實に 悲しい 事で ある。 然るに 近所の 書店 Ei 上に 大々 的廣吿 が揭 げらる、 曰く 「マ 

ルクス、 H ンゲ ルス 全集」 と。 斯くて 共産主義 を宜 傅す る 書籍の 出版 贩賫は 許されて、 之に 感化され 

て 共産主義者と 成りし 者 は 起訴され て 罰せられん として ゐる。 自分 は 政治 を 知らない 者で あるから 政 

治 を 彼れ 是れ 批評す る 资格を 持たない。 然し 罪の 種 を 播く事 を 許して 置きながら * 其 果を穫 取る 者 を 

する 政府の 遣 ロは怎 うしても 解らない。 法律と あれば 止む を 得ない が、 自分 は是 等の 犯人、 殊に 靑. 

年少 年 等がず 愛想で 堪らない。 彼等 を 罪 惡に誘 ふ 書籍 類の 屮 Z 版販 費を禁 する 事 は 出来ない の であらう 

五月 二十 三日 (水) 半晴 朝より 晚 まで 人の 爲に盡 した。 喜ぶ 者と 共に 喜び、 悲しむ 者と 共に 悲- 

んだ。 社交 術に 不得手なる 自分に 取り 隨分 苦しい 事であった。 然し 是れ亦 時には 爲 さねば ならぬ 事で 

ある。 此 R 自身に 取り 嬉しい 亊は 一 八 六 三年 版の ジ ヨン. フ ホ ー ブ ス の 羅馬書 註解 を 得た 事で ある。 

玆に また 善き 信仰の 糧を 得た。 充分に 饗 應に與 らんと 欲する。 〇 北海道の 某敎 友よりの 書面の 一端に 

曰く 

御蔭様で 表 張れる 敎會屋 では 不景氣 で 困って ゐる 所に^ 張らざる 店 (會 堂) 持たぬ 行商人 的 無敎會 

者 は 大景氣 で 我々 如き 末の末 までが 寸暇 もな き 位ゐ傳 道に 忙は しいの で大 感謝であります。 

と。 是も亦 一 つの 見方で ある 乎 も 知れない。 何れに しろ 福 昔の 品物が 北海道に 於ても 克く 捌ける の は 

喜ばしき^ である。 


五月 二十四日 (木) 雨 或 人より カトリック 敎會の 某 高僧が 自分が カトリック 信者た らん 事 を 祈- 

つて ゐ ると 聞いた。 自分 はまた、 自分が 「日本 基 5^ 敎會」 に 入らん こと を 祈って ゐる某 米國宣 敎師の 

在る 事 を 知って ゐる。 然し 自分 は 其 祈り は 孰れ も聽れ ざる 祈りで あると 信す る。 自分 は カトリックに- 

は 勿論の こと、 「日 基」 にも、 メソヂ ストに も、 バプテスト にも、 組合に も、 監督に も、 西洋 輸 人の 

敎會に は 何れに も 人らぬ であらう。 近頃に なり、 自分の 非常に 驚く こと は、 日本の クリスチャンが 大 

體 に新敎 と舊敎 と、 卽ちプ n テス タン トと カトリックとの 區别を 知らない 事で ある。 新教の 信者に し 

て 其 子弟 を舊 敎の學 校に 入れて 少しも 危險を 感ぜざる 者が 多い。 彼等 は兩 者の 間に、 信仰 上の 根本的 

相違の ある 事 を 知らない。 其點に 於て 舊敎の 信者 は遙 かに 新敎の 信者 以上で ある。 彼等 舊敎徒 は克く 

新 舊の別 を 知る。 彼等 は 信仰の 事に 就て は 新教徒 を 信じない。 敢て カトリック を 諱み嫌 ふに は 非す と- 

雖も 差違 は 差違で ある。 四百 年間の 大爭鬪 を 經て人 マ 日に 至りし 基督 敎の此 一 一大 枝の 區^ を 知らないと 

は 無知 も亦甚 しと 言 はざる を 得ない。 余 自身 は 死す とも 「再び カノ ー サに 行かない」 決心で ある。 

五月 二十 五日 (金) 晴 人 は 基督 敎を 信す るまで は 至って 平穩 である。 基督 敎を 信じて 擾 亂的狀 

態に 人る。 世と 爭ふ のみなら す 信者 相互と 爭 ふに 至る。 更らに 進んで 内心の 分離が 起る。 內 にも 外に 

も 劇烈なる 爭鬪が 起り て 終生 辏 いて 止まない。 主が 言 ひ 給 ひし 事 は 文字通りに 事實 である。 

地に 平和 を 出さん 爲に 我れ 来れり と 思 ふ 勿れ， 平和 を 出さん とに 非す 刃 (爭鬪 ) を 出さん 爲 に來れ 

り。 夫れ 我が 来る は 人 を 其 父に 背かせ 云々 … … 人の 敵 は 其 家の 者なる べし 
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と (マ タイ 傳十章 三 四— 三 六 節)。 戰爭 叉戰爭 である、 そして 信仰が 强 ければ 强き 程戰爭 が 激しくな 

る。 カトリック はプ B テス タント 相互の (卡鬪 の 激しき を 言 ふが、 夫れ は 後者の 信仰が 前者の それに 比 

ベて 遙 かに 強烈で あるから である。 M レ ミヤ、 パゥ ：！、 ル ー テル 等の 生涯が (.^ 鬪連 緩の 生涯で ありし 

理由 は兹に 在る。 


五月 二十 六日 (土) 半晴 R/ 日 は 準備の 土曜日であります、 -凼 會御斷 はり 致します」 と 云 ふ 看 

板 を 玄關に 懸けて 置いても 少しも 構 はす 面 會を巾 込む 人が 斟 くない。 彼等 は 何れも 自分 丈け に は會ふ 

て 吳れる だら うと 思 ふて ゐる らしく ある。 世界の 文明 國の 中で 日本 ほど ヅ ダラな 國は 無い と 思 ふ。 此 

國 では 規則 は 行 はれない のが 普通で ある。 面會日 を^く る も 殆んど 無益で ある。 何事 も 情 實で行 はる Q 

晝は 何時 来客が あるか 判らす、 故に 落着いて 事 を爲す 事が 出来ない。 故に 人の 寢靜 まる を 待つ より 他 

に途 がない。 餘り嚴 しく 規 の 實行を 迫れば 冷血 者と して 嫌 はれ 非難 せらる。 是 では 大國 民と 成る 事 

は 出来ない、 大事 業 は 起らない。 自分の 如き 今日 も亦此 世の 小事に 追 はれ 一 頁の 讀書 さへ も爲し 得な 

かった。 憐む べし 大家の 大著 述も亦 茫然と して 机上に 橫 たはる のみであった。 

五月 二十 七日 (日) 半晴 集 會に變 りなし。 朝 は ホセ ァ書三 章 並に H ぺソ書 五 章 一、 二 節 を 「祌 

に效 ふべ し」 と 題して 講じた。 クリスチャンの 模範 は 神 御自身であって 人で ない 事 をカ說 した。 午後 

は 「w- 幌に 於け るピ ュ ー リ クン 主義」 と 題し、 五十 年 前の 信仰生活の 實況を 話した。 午前 は 解 釋的說 


敎、 午後 は實験 談を績 けて ゐる。 大體に 於て 滿 足なる 集 會 である。 

五月 二十 八日 (月) 晴 或る 信賴 すべき 米國 通信に 左の 記事が 見えた。 

最近の 發 表に 依れば 前年度に 於け る 宗教 的 趨勢に 樂觀を 許さ る 者 あり。 卽ち 長老 派の 如き 全米に 

亙り 九 干 二百 九十 九の 敎會が あるが、 其內 三千 二百 六十 九の 敎會は 一人の 悔改者 もなかり き。 更に 

パプ 4- スト 

浸禮 派の 八 千 七 百 六十 五の 敎會 內、 三千 四百 七十 ra 敎會は 悔改者 を 認めなかった。 更に 又 一 萬 六 干 

五 百 八十 一 の メソヂ スト 敎會 の內、 四千 六 百 五十 一 敎會は 一 人の 悔改 者な かりき。 若し 此 率に 從へ 

ば 全米 一 一十 萬の 敎會 にして 六 萬 は 一 名の 悔改者 を も 出さ りし 譯 である。 

と。 此は 樂觀を 許さ る 所ではない 大に 悲観すべき 狀態 である。 全米 國の 敎會の 殆んど 三分の 一 が 一 

ケ 年に 一 人の 悔改者 を 起さない との 狀態 である。 是れが 若し 二三 十 年間 緩けば、 米國に 於て 新敎 主義 

の 敎會は 全滅で ある。 此は實 に 由々 しき 大事で ある。 米 本國に 於て 如此 し、 彼等が 派遣せ し 宣教師に 

由って 建設され し 日本の 諸 敎會が 同様の 衰返を 示す は 少しも 怪 むに 足りない。 今や 米國に 於て 敎會の 

基督教 はたし かに 下り坂の 狀態 である。 彼等に 效 ふて 我等 も 亦 滅びざる を 得ない。 今日 も 米國某 地に 

開かれし 或る 宗敎 大會に 日本 代表者と して 出席せ る 某 婦人に 左の 一 首 を 書き送った。 

忘るな よ 黄金 花^く アメリカに 

無き 故鄕の 大和心 を 
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と C  n 本人 は 自今 米國 人より 基 餐敎を 受けざる のみなら す、 之 を 我等より 彼等に 傳道 する 爲の 準備 を 

AAAAAAAAAA 

今より 爲 さねば ならぬ。 
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五月 二十 九日 (火) 晴 共產 主義 を i? へて 或る 學校 を： 逐 はれて 八.' や 身を容 る、 に 所な き或學 生の 

訪 il を 受け、 彼に 對し 同情の 淚を 禁じ 得なかった。 彼に 湖々 と 我が：. を說 きし 所、 彼の 傲然たる 態 

度 は 改まり、 彼 も 亦 其 服に 淚を 浮べた。 来りし 時の 彼と 去りし 時の 彼と は 全然 训 人の 観が あった。 彼 

を I 別す るの 人 は 在りても 彼 を敎へ 慰め 導く の 人 は 無い ので ある。 彼 とても 一人の ra 木 人で ある。 道 を 

以て 論せ ば^んで 改む るので ある。 文部^の 人達 は 4, 日の 靑年を 指導す る 祕訣を 知らない やうに 見え 

る。 歎すべき の 極みで ある。 尤も 自分に 取りても 彼 を 半時 間程說 得する 爲に 一 日の 精力 を 全部 消費し 

たやう に 感じた。 

五月 三十日 (水) 晴 札幌 時代の 信仰の 友 中 村 邦 佐 氏の 埋骨 式 を靑山 墓地に 司った。 ra 十五 年 前 

の^が 思 出された。 彼 も 亦 立派に 死んで。 4<れ た。 今日の 埋骨 式の 如き 葬式で はなく して 一 の 感謝 會で 

あった。 〇 近頃 ジ ェ ムス • ォ ー ル著 『基督 敎 的祌觀 並に 宇 {.S 觀』 の (说讀 を 始め、 舊ぃ 親友と 會す るが 

如くに 感じ 非常に 偸 快で ある。 頁 毎に 「然 り然 り」 と 言 ひて 1" く 計りで ある。 基督 敎を 哲學 的に 研究. 

し Hi 辯^す る 事 は 決して ッ マラない 事で ない。 我等の 信仰 は 深き 知識の 上に 立ち 得る 者で ある。 我等 

はォ ー た 生に， た B ほ學 ぶべき 事が 多く ある。 英語 を 解し 得る 信者 は 何人も 精讀 すべ き 書で あると 信 

する。 

五月 三十 一日 (木) 晴 溫度 八十 二度、 眞： 炭の 暴 さであった。 主婦と 共に 郊外 成 宗に齋 藤 宗ニ郎 


君の 莓畑 を訪ひ 二十 餘 種より 成る 莓の 馳走に 與 つた。 同 君の 莓は 天下一品 である。 愛の 勞 働の 結 菜で 

ある。 日本 國中 多分 之よりも 聖ぃ 地の 産 は あるまい。 齋藤 君の 如くに 聖書と 畑と をのみ 相手に して ゐ 

たなら ば さぞ かし 幸福で ある だら うと 思うた。 

六月 I 日 (金) 曇 明日 並に 明後日の 準備、 雑誌 校正、 来客 接待 等に て 多忙であった。 其 間に 宗 

敎哲 學の大 問題 を考 へて ゐる。 全く 無益なる 日 は 一 日 も 無い。 何 か 一 つの 永久 的價 値の ある 事 を爲さ 

しめらる。 ッ マラない 事 は 支那の 戰爭と 日本の 政治と である。 所々 方々 より 自分の 入信 五ト 年に 對し 

祝福 を 送って 吳れ る。 其 第一 は 言 ふまで もな く 札幌の 若夫婦で ある。 其他臺 湾より、 京都より、 靜岡 

より、 東京 は 勿論の 事、 溫 かい 深い 意味の 祝辭を 送って 吳れ る。 自分が キリストに 在りて 新たに 生れ 

し 日 は、 斟 からざる 人達に 取り 間接に 彼等の 靈的 誕生日であった からで ある。 「人、 キリスト にある 

時 は 新たに 造られし なり」 とパゥ 口が 言 ひし 通りで ある。 信者に 取りて は 此日は 肉體の 誕生日よりも 

遙 かに 貴く ある。 

六月 二日 (土) 雨 朝 まだ 床に 在りし 時に、 何者か 婦人の 聲で 讚美歌 第 百 四十 四番 「神の 人よ」 

を 歌 ふ 者が あった。 誰な らんと 主婦と 共に 語り合 ひ、 或は 姪 第二 號 ならん と 思 ひしが、 彼女と して は 

聲が 少しく 老 たりし を覺 えた。 依って 猶ほ耳 を 澄して 聞けば 紛 ふべき なき 聖書 會 員の 一 人 某 夫人で あ 

つた。 寢衣 のま、 出て 续 りの 部分 を 聞き、 終へ て 後に 戶を 開いて 彼女 を迎 へて 謝す。 玆に 美く しき： 白 

合 花に 合せて 彼女の 祝詞 を 受け、 此 記念すべき 日を迎 へた。 〇 先づ 手初めに 我が 同窓 同級 同室 同信の 
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友 な る 在 札 幌理學 博士 ドクトル 宫部金 吾 氏に 向けて 左の 電報 を發 した 

平和 あれ、 五十 年 問； jf; と共に 信仰の 道を步 みし こと を 神に 感謝す 内 村 

午前 十一 時、 東京 在住の 同時の 受洗 者、 新 渡戶稻 造、 廣井 勇と 自分と 併せて 三人、 之に 加 ふるに 我等 

の 兄 分なる 伊藤 一隆、 大嶋正 健の 兩君を 加へ、 總て五 人、 大雨 を 冒して 靑山 墓地に 會し、 故 

ハリス 氏の 墓前に 詣り、 花環 を 供し、 自分 は 詩篇 第 九十、 九十 ー篇を 英語に て朗讀 し、 續 いて 伊藤 君 

が 熱心 溢る &の 祈禱を 搾げ た。 「願く は 我等 今、 此 所に 會 する が 如くに、 墓の 彼方に 於て、 一人 も？！ 

れ なく 會 する 事 を 得しめ 給へ」 と 君が 祈りし 時に、 我等 一 同强 調せ るァ ー メ ンを以 つて 應ぜ ざる を^ 

なかった。 實に 永久 忘る、 能 はざる 聖き會 合であった。 〇 柏木に 歸り、 午後 二 時より 男女 十一 人の 志 

tilt.- 者に バプ テス マ を 授けた。 授けし 自分に 取り 叉 受けし 人達に 取り 善き 記念と して 淺る であらう。 祝 

電所々 より 達し、 又 愛の 贈物 も斟 からす、 自分に 取り 誕生日 以上の 大 祝日であった。 

六月 三日 (日) 曇 午前 午後 共に 盛んなる 集りであった。 午前 は 「曠野 の^き」 と 題し ホセ ァ書 

二 章 十四 ー 七 六 節 を 11 じた。 入信 第五 十 年の 聖日に 此解講 を爲し 得し 事 を 感謝す る。 午後 は 塚 本の 後 

を 承け、 「余 は 如何にして 聖書 を學 びし 乎」 と 云 ひて 自分の 學生 時代に 於け る 經驗に 就いて 談 じた。 

六月 四日 (月) 暴 n 舊友 ra 人 某所に 夕食 を 共に した。 腹 を 抱えて 笑った。 語っても 語っても 盡き 

たい" 共に 學び 共に 祈りし 者、 今 は 半ば 去りて 半ば 淺る。 大笑の 裏に 深き 悲しみが 潜む。 舊きは 最早 

語るまい ぞ。 「後に 在る もの を 忘れ 前に 在る もの を. ば 111 み」 である。 過去 を 顧す して 前に 置かれた る 


德 準に 向 ひて 進む。 〇 本誌 初號 よりの 讀者 にして 我が 信賴 する 信仰の 友なる 山形 縣關山 在 沼澤の 奥山 

吉治 君よりの 祝詞に 曰く 

今日は 先生 入信 五十 年に 相當 する 尊き 記念すべき 日なる を 思 ふて 私 は 見えざる 御手が 現在の 我國の . 

上に 働きつ -1 ある 事 を 有り-^ と 目に 見 ゆる 樣に思 はれます。 私 は 之に よりても 救の 確實と 希望の 

達成と 愛の 御計畫 とが 生き/ \- と 認められて 感謝です。 願く ば 恩寵 永 へ に 先生と そのす ベての 者の 

上に あらん 事 を 感謝と 共に 祈って 止まない のです。 六月 二日 朝の 祈り を 終へ て。 吉治 

六月 五日 (火) 曇 聖書 研究 會々 員 百 四十 人が 自分 を 上野 精 養 軒に 迎へ、 人 信 五十 年の 祝宴 を 開 

いて 吳れ た。 其 内 最も 舊きは 受洗 當 時の 立會人 大嶋正 健、 伊藤 一 隆のニ 氏、 孰れ も 七十 歳の 老人で あ 

る。 最も 若き は Y さんと N さん、 學習院 女 學部を 出た 計りのお 孃 さんで ある。 某 博士 を 筆頭に 某 學士、 

某 陸軍 少將の 感想、 最後に 古老 二人の 自分 受洗 當 時の 實見談 が あり、 之 を 聞き 居る 自分 は 感慨に 頭腦 

も轉 倒せん 計りであった。 成るべく 聞かぬ やうに して 努めて 冷！^ を 保った。 神の 爲し給 ふ 事 は 如何な 

る小說 よりも 不思議で ある。 其內 伊藤 氏の 自分に 關 する 實見談 の 如き、 五十 年後の 今日、 自分の 今日 

初めて 知った 事で ある。 r 祌樣、 もう 是れで 充分です、 此上貴 神の 聖業を 承た ま はるに 及びません、 

私は感 溢れて 心が 狂 はんとします」 と 言 ひたくなる。 五十 年 前の 昔と 今日、 而 かも 其 席上に て、 自分 

を 信者に 爲 さんと て附 纏った 人と、 其薩に 立って 祈った 人が 其 實現を 述べた と 聞いて は、 不思議 も不 

思議、 何やら 奇踌を 目前に 見る やうで ある。 基督 敎界の 觀察廣 き 益 富 政 助 君 其 感想 を 述べて 曰く、 

「未だ 曾って 斯んな 會合を 見た る 事な し」 と。 モウ 澤 山々々、 是れ 以上に は 堪えられない。 
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六月 六日 (水) 半晴 大分に 疲れた。 雜 誌の 校正と 少し 許りの 讀 書の 外、 何も 爲し 〔付なかった。 

東京で は 宗敎家 大< ^開かれ、 支那で は 張 作霖の 死が 傳 へられ、 萬 事 混沌たり である。 柏木で は 昨夜の 

懇親き の 感想で 持 切りで ある。 出席の 或る！！ 人より 左の  一 4：= を 送り 来った。 

よろこびのう たけに 出て 敎へ 子が 

心の 花の 色も增 すらん 

我等 は 幸福 に 過ぎて 勿體な い 。 

.1:: 月 七日 (木) 曇 去る 二日 自分より バプ テス マ を 受けた 婦人の 一人の 夫が 式に 立 合 ひし を機會 

として. 一 i 音の 眞现に 達せし 由 を、 此惠 まれた る 夫婦の 吿， 口に 由て 知りて 堪え 切れぬ 程 嬉しかった。 

くて バプ テス マ は 二重に 惠 まれた ので ある。 自分の 生涯に 於て 斯 かる は 初めて 5- ある。 多分 他に も 

;t 多に 無い 事で あらう。 夫なる 人が 高等 敎育を 受けた る 知識階級の 人で あるから 更らに 著る しく あ る 。 

祌 の御惠 みに 由り 六月 一 一日が 更らに 一 層 記念すべき 日と 成った。 

六月 八日 (金： 一 半晴 札幌 老人 組の 祈禱會 であった。 我等 は 札 幌の爲 に、 北海道の 爲に、 g: 本國 

の爲 に、 世界人 類の 爲に 祈る。 叉舊友 各自の 爲に名 を 指して 祈る。 祈る 時に 五十 年 前の 靑年 時代の 我 

等と 少しも 異ら ない。 そして 生涯の 終りに 近づいて 祈禱の 益々 熱心なる を覺 ゆ。 


六月 九日 (土) 半晴 今日は 又哲學 熱が 復興し、 殆んど 終日 哲學書 を耽讀 した" 殊に ティ レ ー 著 

『哲 學史』 の カント 篇が 非常に 面白かった。 哲學の 目的 は 神を發 見す るに 在りと 云 ふて 問 遠ない と 思 

ふ。 r 汝祌を 探りて 彼 を 求め 得 ざらん や」 である (ヨブ 記 十一 章 七 節)。 哲學は 人間の 知識な りと 云 

ひて 之を賤 むべき でない。 是れ 亦祌の 賜物であって 感謝して 受 くべき である。 プラト ー の 有神論、 力 

ントの それ、 孰れ も 莊大雄 美で ある。 人類の 所有せ る 最大の 寶 である。 〇 雜誌第 三百 三十 五 號を發 送 

した。 信仰 五十 年號 である。 

六月 十日 (日) 晴 午前 午後 共盛會 であった。 午前 は 「民と 其 祭司」 と 題して ホセ ァ書第 四 章の 

要點を 述べた。 第三 節の 「海の 魚 もまた 絶えん」 との 預言者の 言が 自分に 取り 殊に 興味が 多かった。 

午後 は 青年 達に 「天職 發 見の 途」 に 就いて 話した。 日曜日 毎に、 午前と 午後と ニ囘、 柏木の 一隅に 聖 

書 研究者の 行列 を 見る は 甚だ 美く しく ある。 

六月 十 一日 (月) 晴 終 曰 カント 先生と 共に 在った。 午前 は 『倫理の 基礎』 を 復習した。 今更ら 

ながらに 其莊大 なる に 打 たれた。 六ケ 敷い やうで 決して 六ケ 敷い 書で はない。 哲學と は 云 ふ もの i、 

常識 ある 者に は 誰に でも 解るべき 議論で ある。 「至上 善 は 快樂に 非す 善き 意志な り」 と 云 ふので ある、 

故に 至上 善 は 何人に も 得らるべき 者で あると 云 ふ。 哲 學を以 つて 唱 へ られ たる 大福 昔で ある。 玆に 〈2; 

富、 智 愚の 差別が 全然 撒 魔せられ たので ある。 人と 云 ふ 人 は 何人も 至上 善 を 其 有と する 事が 出來 ると 

云 ふので ある。 此 んなノ ー ブルなる 人生の 見方 はない。 。ハウ 口 の 福 昔 も それまで ある。 午後 はゥ H 
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ンレ —教授の 著に 成る 「カント 傳」 を 請んだ。 之に 由て 大哲學 者 は 其 終生の 事業と して 彼の 父 a! の 信 

仰に 折；： 學的 基礎 を据た 事が 解り、 莊 美の 感に打 たれた。 孝行に も 色々 種類が あるが、 此んな 偉大なる 

孝行 はな い 。 基督 敎國 の 孝行に 儒 敎に 於て は 到底 想像す る 事の 出来な い 偉大なる ものが ある。 

六月 十二 日 (火) 曇 バビロンに 行き、 少しの 用事 を濟 まし、 丸 善に 立 寄り、 マ タス. ムラ ー 英 

譯 カントの 『純 粹现性 批判』 を 求めて 歸 つた。 半日 之を讀 綾け た。 M  . ムラ ー の 序文が ス テキの 大論 

文で ある。 それ を 請んだ 丈け で 自分の 小さき 頭腦が 一 杯に 成った。 力 ン ト 折！： 學は 自分の 思うた やうた 

浙 n 學 である。 平民 折：： 學 である。 平民の 常識 を 折；： 學 的に 緩った ものである。 故に 平民に 解し 得らる、、 

叉 彼等が H ン ジ ョ ィ (享樂 ) し 得る 哲學 である。 更らに 進んで プ a テス タン ト 主義の 基督 敎的 哲學で 

ある。 カトリック 敎 會の學 者が 之 を 嫌 ふに 由って 刹 明る。 何時か ムラ ー の カント 論 を和譯 して 研究 誌 

に揭 げたい ものである。 

六月 十三 日 (水) 雨 神宮外苑 靑年 館に 於て 內村 聖書 研究 會靑年 組の 晚餐會 が 開かれた。 來會者 

m 十五 名、 內殆ん ど 半數が 婦人であった。 自分の 信仰 五十 年 を 祝 ふて 吳れ るの が 主なる 目的であった。 

数人の 述懷談 が あり、 昔樂 あり 唱歌 ありて 相變ら す樂 しき 集會 であった。 只 各自 感充 ちて 語る の 時 問 

なき を 歎す るの みであった。 我等 は 只 主に 在りて 聖書 を以 つて 語る のみで ある。 甚だ 物足りなく 思 ふ 

が 、 それ は 我等の 感想が 普通 の 葉を以 つ て 言 表 はす には餘 りに 深いから である. - 


六月 十四日 (木) 曇 蒸 熱い 日であった。 雜誌 編轉が 主なる 仕事であった。 預言 寺に モア ブ 婦人 

會 の例會 があった。 來會 者ト七 人で 盛なる 會 合であった。 夜、 ！^：書講堂で鐡道省事務員四十人餘りの 

「心の 會」 の會 合が あり、 舊友益 富 政 助 君に 賴 まれ、 自分 は 基督教の 大意に 就いて 話した。 聞く 全國 

に涉り 官設 鐵道從 業 員 は 二十 萬 人に 達し、 彼等の 家族 を 合 はせ て ffi 百 萬 人の 大衆で あると、 此 大衆に 

キリス 卜の 幅 音 を 紹介す るは大 なる 事業で あ る。 益 富 君 の 努力に 天父の 祝福の 裕 かに 加 はらん こと を 

祈らざる を 得ない。 

六月 十五 日 (金) 雨 蠻陶 しき 梅雨の 空で ある。 半 n 原稿 を 書き、 半日 雜務を 取った。 知人 友人 

巾に 困る 人の 多き に 困る。 如何にして 彼等 を 助けて 直しき や、 其途を 知る に 困し む。 但し 祌 在し 給 ふ 

事 を 知りて 安心す る。 3： は觅も あれ 祌の聖 意 は 成る。 餘は 小問题 である。 人生 怎ぅ 成らう とも、 萬 事 

が 萬 全に 終る 事 丈け は確實 である。 それ だから 安心で ある。 

.1 八月 十六 日 (土) 雨 今日 も 亦 視力の 許す 限り 祈：： 學 を讀ん だ。 善き 修養で ある。 大哲學 者と 云へ 

ば 凡て が 眞劍眞 面 ほの 人で ある。 そして 彼等の 大多數 が 神の 探求者で あ る。 彼等 は 大抵 敎會 の 宗敎家 

等に 無神論者と 呼ばれた、 然し 乍ら 彼等 は 大抵 宗敎 {(4 以上の 敬神 家であった〕 哲學 者が 壊った， t は敎 

會の祌 であった。 宇宙の 祌、 良心の 神で 無かった。 哲學其 物が 凡ての 利益 問題 を 離れての 眞理の 研究 

である。 其點に 於て 遙 かに 敎會の 宗敎 以上で ある。 敎會は カトリック 敎會を 初めと して、 組合、 監督、 

長老、 メソ. チ スト、 バプテスト、 凡てが 自敎八 の 利益、 勢力 を 第一 に S く  g. 體 である * 故に 哲學 者が 
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^ん で. まざる 所で ある。 

六月 十七 日 (日) 曇 朝の 集 會に瑞 西國べ ルン 巿新敎 々會 牧師 オト ー • マ ー ルバ ッハ 氏が 來ら れ、 

會 衆に 對し獨 逸 語の 演說を 試みられた。 稼 本通譯 し、 自分 も 之に 應 へて 善き 國際的 好意 交換であった。 

つ いて 自分 は r 淺き 悔改」 と 題し ホセ ァ書第 六 章の 大意 を 講じた。 滿 員の 集き であった。 午後の 集 

會に變 りなし。 自分 は前囘 につ き 「天職 發 見の 途」 に 就いて 述べた。 今の 時に 當り 最も 有效 的に 國 

に盡 さんと 欲せば 宜しく 起って 福 昔宣傳 者た るべ しと 喝破した。 來會の 靑年達 に 少しく 氣の 毒に 思 う 

たが I* 實 だから 止む を 得ない。 日本の 危險 は祌の 一一 =11 の 缺乏に 在る。 外 國官； 教師に 倚らざる 基督 敎の {ー 且 

傅 は我國 目下の 最大 要求で ある。 

六月 十八 日 (月) 卑晴 朝、 床より 躍り 出 づるゃ 左の 一首が 口より， 迸った。 

，の 幸幌に 恩惠讀 みこむ ァ メリ 力の 

をし へ に 我 は 1^ き果 にけ り 

昨夜 床に 就く 前に カント 先生の r 偷现の 基礎」 數頁 を讀ん だからで ある。 の 幸福 や 成功に 眞 理の證 

明 を 求む る 米英 人の 敎が どれ 程^ 界 人類 を 毒した 乎 知れない。 自分の 如き 米英 實利 主義の 犧牲 者の 一 

人であった 事 を 思 ひ、 悲愤 慷慨に 堪へ 難き ものが ある。 

六月 十九 日 (火) 雨 面會 日で あり、 色々 の 人の 訪問 を 受けた。 內に 自分の 說く 信仰 を 全然 間違 


つて 解し、 堅く 取って 動かざる 者 ある を 見て、 大いに 我が 心 を 痛められた。 ル ー テルの 改革が アナバ 

ブチス ト黨の 熱狂者 を 生んだ やうに、 自分の 獨立 信仰が 多くの 狂信者 を 生みし 事 は 實に歎 はしき 次第 

である。 之 を 思 ふて 我が 生涯の 事業 は 全然 失肷 でなかった 乎と 思 ひ、 耐え 難き 苦痛で ある。 狂人 を 作 

る 爲の傳 道ではなかった と 思 ふ。 然し 乍ら 强ぃ 信仰 を傳 へて 狂人の 現出 は 免 かれない。 狂人 を 出す 位 

AAAAA  A-AAAAAA-AAAAAAAAAA 

ゐの 信仰でなくて はならぬ と 言 ひ 得ないで もない。 

六月 二十日 (水) 雨 引續き 多くの 六ケ 敷い 問題 を 持 込まる。 辭 する 事 は 出来す 非常に 苦心す る- 

夜ラ. チォに 我が 尊敬す る 舊知英 人ジョ ン. バチ H 1 ラ ー 君の 『蝦夷に 五十 年間』 を 聞き 今昔の 感に堪 

へなかった。 殊に 日 高の 平 取に 於て アイ ノ 土人の 犬が 其 尻尾 を豺 狼に 喰 取られた りと の 話 は 實にバ 先 

生 獨特の 傑作なる を 知りて 獨り腹 を 抱えて 笑った。 

六月 二十 一 日 (木) 曇 夜 感謝 祈 禱會に 合せて 傳道會 が 開かれた。 來會者 五十 餘名。 侗人傳 道の 

效 にっき 多くの 實験談 が あり、 甚だ 有乂 i であった。 我等 は 組織的に 俾道 運動 は 行って ゐな いが、 各 

自其持 場に 於て 有力なる 倾人傳 道 を 行って ゐる 事が 判明って 感謝であった。 

六月 二十 二日 (金) 雨 陰！^: i なる 厳な 日であった。 原稿 を 三枚 書いた 外に 何事 を も爲し 得た かつ 

た。 
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六月 二十 三日 (土) 曇 興味 最も 多き 研究題目 は 書と メタフィジックス (形 以上 學) である。 

二者 共に 人生の 根本 問題で ある。 其 一 を缺 いて 何事 も 解らない。 そして 其 孰れ をも敎 へざる 我 國の敎 

育が 入.. -國民 をして 今日の 危險狀 態に 陷 らしめ たの は 少しも 不思議で ない。 今や 政" 肘、 議き、 新聞紙が 

總掛 りに 成りて 國民を 奈落の底へ と 伴れ 行きつ k ある。 然し 眞の神 を 信す る 者 は て 助かる であらう。 

六月 二十四日 (日) 雨 蒸昝ぃ 苦しい 日であった。 今年 上半期の 最後の 聖日であった。 午前 は講 

堂 一杯の «會 であった。 ホセ ァ書 十一 章 を 「イスラ ヱルの 罪」 と 題して 講じた。 姦淫の 扉. は 愛の 蹂 ii 

の- aii- である、 故に 最大の 罪で あると 云 ふの が要點 であった。 午後 は 八 分 通りの 奥會 であった。 「幸福 

を瘦 るの 途は 幸福 を斷 念す るに 在り」 と 云 ふ 事 を 話した。 〇玆 に 又 今年の 半分 を 終った。 兎に角 相變 

らす澤 山に 聖書 を 講じた。 毎日 曜日に 二 囘づ、 ー囘も 休まなかった。 咽喉 や 足が 痛む こと はあった が、 

^書 講演 を 休む 程で はたかった。 何しろ 幸福なる 事で あるし 

六月 二十 五日 (月) 雨 稅の 高い のに 驚く。 今年度 前半期の 家屋 稅が參 拾九圓 拾五錢 で、 町稅の 

附加稅 が 七 拾 甙圓四 拾武錢 である。 卽 ち町稅 として 本稅の 十八 割 六分强 を徵牧 せらる、 ので ある。 此 

ん な亂暴 の稅が 世界の 何處に 在る で あらう 乎。 若し 自分が 基督 敎 の 敎師 で なくして 法律家 で あつたな 

らば 自分 は杜會 公衆の 爲に 大いに 爭 ふて 見た く ある。 然し 此 地位に 在りて 爭ふも 無益で ある。 然れど 

も斯 くも 高率 の稅を 課して 國 民の 繁榮が 期待 せらる、 乎大 なる 疑問で ある。 不平 を唱 ふるの で はない、 

國 のへ" に 歎く の である。 


六月 二 ト 六日 (火) 雨 澤 山に 膜な 事 * 惡ぃ事 を 聞かされる。 斯 かる 場合に 最も 善き 事 は 一生 懸 

な 叩 に 卿く ことで ある。 福音 は いくら 說 いても 足りない。 死ぬ まで 働き 通う して 憂愁に 勝 つ に 如かす で 

ある。 故に 此 日より 夏期 講演の 準備に 取掛 つた。 何處で 之を爲 すの かま だ目當 がない， 然し 何 處でゃ 

つても 宜しい、 唯クョ クョと 人生 を 歎く より 遙 かに 善く ある。 また 思うた、 批界の 三 大人物と 云へば 

乍： 一 う 見ても ソ ク ラ テ ス とパ ゥ！ 1 と カン トと である。 是等 三人 物 を 知る は 全人 類 を 知る に 勝 さるの 利益 

である。 そして 幾分たり とも 彼等 を 知る を 得て 人生の 幸福 此上 なしで ある。 我が 老後の 樂 みと 云 ふ は 

是等三 大人物に ハ 化.々 接近 せんと 努む るに 在る。 

六月 二十 七日 (水) 雨 此^の 中元が 近づき、 色々 の 俗事に 追 はれ、 無意義に  一 E を 送った。 實 

に 俗 氣紛々 たる 社會 である。 何人も 生きん と 欲して 悶ゅ。 r 此 世ながら の 地獄」 ではない、 此 世が 實 

こ地默 である。 不信 國の 運命と して 誰も 彼 も 借金に て 苦しむ。 日本 國令 日の r 繁榮」 も 借金に 由て 維 

つ， ひ 

持 せらる。 公債々 券の 寶 出しが 至る所に 行 はる。 辜な き 子孫 をして 之 を 度 はし めんと する。 實 に罪惡 

比 上な しで ある、 憤慨に 堪えない。 然し 如何と もす る 能 はす。 世 は 助けら れんと 欲する 者の みに て 進 

んで 助けん と 欲する 者 は 殆んど 見 営らない。 萬 事が 行詰りで ある。 一首が 浮んだ。 

日に日にと 亡び 行く 世の 狀を 見る 

心の 痛み 堪え難き かな 
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六月 二十 八日 (木) 曇 我が 同胞の 間に プッシュ (押し通す 力) の鈔 きに 驚く。 何人も 他人の 後 

に隨て 行かん と 欲して、 自 から 危險を 冒して 新 領土 を 開拓して 國 力に 資せん としない。 凡てが 眞似事 

である。 ィ 一一 シ H チ ー ブ (發 意) がない。 是 では 駄目で ある。 人が 皆ん な 死んで ゐる。 引 きづら れて 

行く のみで ある。 峯 引力がない。 本當の 信仰の 無い 事が. 主なる 原因で あると 思 ふ。 

六月 二十 九日 (金) 雨 御 任 かせ まう す。 自分の 事ば かりで ない、 毎日 持 込まる、 數々 の 他人の 

事 を も 凡て 御 住 かせ まう す。 弱い 自分に は是 等の 重荷 を 檐ふ事 は 到底 出來 ない、 故に 之 を 凡て 彼に 御 

任 かせ まう す。 日本人と して 人に 「不人情」 と 云 はる、 事 は 非常に 辛ら く ある。 然し 乍ら 人情に 厚き 

事、 必 しも 有效 的に 人 を 助く る途 でない。 自分の 如き 度々 カントの 所謂 「病的 愛」 に 引かれて 人 を 誤 

つた 事が 幾度 も ある。 故に 勇んで 御 任 かせ 申す が 最善の 途 である。 人に 何ん と 云 はれても！ 〇 久振 

りに て 田 島 進 君の 訪問 あり、 基督 敎は旣 に 完成され たる 救拯を 信す る 事で あると 云 ふ 事に 就いて 談じ、 

幅 音 的 信仰の 眞髓に 觸れ、 新生 命の 復ぴ 我が 全身 全靈に 漲る を覺 えた。 倫理的 基督 敎叉 は社會 改良 的 

基督 敎は 鈍い 間 怠い 基督 敎 である。 自分 は元來 そんな 者 を 信じた ので はない。 キリストの 福 昔 は 勿論 

完成され たる 救扬 一の 提供で ある。 それで あるから 之 を 信じて 自由の、 生々 したる、 喜樂に 溢る、 人と 

成る ので ある。 

六月 三十日 (土) 雨 兹に また 今年の 半分 を 終り、 また 雨と 五十 年 記念の 六月 を 終る。 多事の 一 


ケパ であった。 カント 曰く  r 哲學 を學ぶ 前に 先 づ哲學 者と 成れ」 と。 まことに 深い 観察で ある。 パゥ 

口 も 曰うた であらう、 「基督 敎を學 ぶ 前に 先づ クリスチャン たれ」 と。 哲學を 學ぶは 比較的に 容易で 

ある。 闲 難なる は 公平無私、 頭腦 明晰の 哲學 者た る 事で ある。 クリスチャン たる も 亦 同じで ある。 何 

お -。 し ろ 

れ にしろ 興味い 者 は 永久 的眞理 である。 新聞記者に 取扱 はる、 事柄 は 之 を 腦裡に 入れざる を 可とす。 

七日 一日 (日) 曇 午前 午後 合せて 三百 五十人 程の 出席者が あった。 相 變らす 二度 高 壇に 立った。 

アム ン センと 極地 探險に 就いて 話した。 殊に 靑 年に 取り 善き 說敎 であった と 思 ふ。 〇 相 變らす 方々 よ 

り 援助の 依賴 を巾來 る。 然し 自分の 意見 を 採用して 吳れる 者 は 一 人 もない。 何れも 己が 意見 通りに 援 

けて 貰 ひたいと 云 ふので ある、 そして 之 を 担めば 愛が 足りない 不人情で あると 云 ふに 定 つて ゐる。 然 

し援 けても 援け 甲斐 の な い 事 は克く 判明 つて ゐる、 そして 失敗に 終れば 亦 更らに 援助 を 巾 込ん で來 る。 

實に 困った 人達で ある。 是れが 日本人の 國民 性で あると へば 其 前途が 甚だ 危ぶまれる。 怒つ て 可い 

か 泣いて 可い か 判明らない。 

七月 二日 (月) 半晴 加州 バ ー クレ I 市 在住の 佐 野壽君 夫妻の 歸米を 達らん が爲 に、 預言 寺に 於 

て少數 有志の 送^ 晚餐會 を 開いた。 會 する 者 主として 舊 太平洋 敎友會 の會員 達であった。 加州 在住者 

g: 人、 東洋 汽船々 長 二人、 其 他 米 國に關 係 ある 人達であった。 太平洋 彼岸に 我が 信仰の 友の 絕 えざる 

事 を 感謝す る。 此日 疲勞を 犯して 畔上 と共に 雑誌 校正に 從 事した。 休暇 は 名のみ にして 忙 がしい 事 は 

平日と 少しも 異ら ない。 
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七月 三日 (火) 雨 相 變らす 俗事 を以 つて 攻 立ら れ、 永久 的の 事 は 3： も爲し 得なかった。 引續き 

面倒なる は i^: 督敎 である。 如何なる 信仰 を 持っても 「駄 H だ」 と 云 ふ 人が ral 方 八方に 在る。 どれが 

眞の 基督 敎 なる 乎 今に 至る もま だ 判明らない。 然し 自分自身に は 事 は 至って 明，：： である。 基督 敎はキ 

リストで ある。 それ 以上に この 事 かの 事を爲 さう と 欲 ふが 故に 數々 の 迷が 起る ので ある。 十字架に 釘 

けられ 給 ひし キリ ストの 外に 何の 效 rai^ をも^ 徴をも 見 ざらん と 欲して 眞の 平安が ある。 党る 所惡 いも 

の は米國 流の 實利 主義で ある。 r 汝等休 徴を兑 ざれば 3 ぜ ざるべし」 と 主が 曾 ひ 給 ひし 其 心の 狀 態で 

あ る " 米國 から 來た 仰 は 全部 誤 つ て ゐ ると 見て 違 は 無い と 思 ふ。 

七月 四日 (水) 雨 此 世の 問題と 云へば 殆んど 凡てが 金錢 問題と 結婚 問題と である。 自分の 如き 

者 さ へ も 毎日 此 問題に 惱ま さる。 自分 を 嫌 ふ 敎會の 人達で も此 問題の 爲には 遠慮なく 自分 を 訪問す る。 

「祈つ て 下さい」 と 云 ふ は 「寄附して 下さい」 と 云 ふィゥ フ H ミズ ム (雅語) である。 そして 此俗 31^ 

紛々 たる 世に 在りて、 唯一 つ 俗氣を 全然 離れた る は プラト ー、 カント 其 他の 大哲學 者の 哲學 である。 

ひた 

哲學を 學ぶ爲 に 非す、 高い 淸ぃ 签氣に 浸る 爲に 彼等の 思想に 接する 必要が ある。 基督 敎會が 地上の 天 

國 であると 云 ふ は 全く 虚偽で ある。 其點に 於て ヒ ュ ー ム や カン トの 哲學の 方が 遙 かに 天 國 らしく ある 

七月 五日 (木) 晴 久 振りの 晴天で ある。 睥上 と共に 七月 號雜 誌の 校正 を 終る。 新聞紙 は 奇怪な 

る 記事 を 以 つて 充 たさる。 曰く 「圓 本の マルクス 豫約學 生は黑 表に 載せて 調査」 と。 同時に 廣吿 欄に 


は 「マルクス、 H ンゲ ルス 全集 三版發 行、 愈ズ 切迫る」 との 改造 社の 大廣吿 が 載せら る。 さう かと 思 

ふと 「思想 善導の 名で 豫算の 分捕、 大藏省 各省の 肚 を見拔 く」 と 云 ふ 記事が ある。 更らに 又 「學 生の 

思想 善導に 宗敎を 利用、 視學官 會議に 指示した 文部省の 新 方針」 と 云 ふの も ある。 混沌 叉暗黑 である 0 

怎 うなる もの やら 少 し も 判明ら な い 0 

七月 六日 (金) 半晴 「キリスト は 生きて ゐ給 ふ」 との 言 を 口にして 床 を 出た。 偸 快なる 一日で 

あった。 大 なる 舆 味を以 つて 久々 振りに て 論語 を讀ん だ。 ソクラテス 程 深く はない が、 深い 常識に 富 

んだ 書で ある。 「政 を爲 すに 德を以 つて すれば 北辰の 其 所に 居りて 衆 星の 之に 向 ふが 如し」 と。 實に 

尊い 一一 一一 口で ある。 我國歷 代の 總理 大臣 達 は 此事を 知って ゐ るので あらう 乎。 基督 敎は嫌 ひで もまい から 

儒敎 の 此敎 を實行 して 貰 ひたい ものである。 

七月 七日 (土) 半晴 內 村醫學 士が歸 朝して から 今 曰で 滿壹 年で ある。 時の 經 つの は 早い もので 

ある」 0 某宗 软學校 出身の 某 基督 信者で、 米國 シカゴ、 HI ル、 ハ ー バ ー ド大學 等に 學び、 後 歐洲に 

渡り 獨逸某 大學に 研究 を 緩け し 某に して、 今 は 高等 乞食と 成 つて 時々 自分の 家 を も 訪れる 者が ある、 リ 

今朝 計らす も玄關 にて 彼に 出會 し、 彼の 身上 話し を 聞き 大に敎 へらる \ 所があった。 自分 は 彼に 對し 

感慨 を 述べ て 言うた 

君が 受けし 敎育は 僕が 受けし 敎 育の 十倍 以上で ある、 其 君が 時々 僕より 施 與を受 くるに 至った の は 

實に 不思議で ある。 思 ふに 是れ 君の 才能の 不足に 因る に 非す、 君の 信仰の 冷却 叉 は 放棄に 因る ので 
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あらう。 君 は 渡米 前に ュ 一一 テリ ヤンに 成った と 云 ひ、 海外に 於て 主として 社 會學經 濟學を 修めた と 

云 ふが、 其 事が 旣に 君の 信仰の 冷却 を 表して ゐ ると 思 ふ。 君が 若し キリストとの 親密の 關係を 維持 

して ゐ たなら ば 今日の 悲境に 陷ら なかった であらう。 故に 君に 勸む、 今日 直に 復 たび キリストに 歸 

り 袷へ、 彼 を 君の 救 主として 仰ぎ 給へ、 そして 縱令 三日間な りと 雖も 感謝の 生涯 を 送りて 君が 此世 

に 生れ 来りし 意義 あらしめ 給へ。 信者に して キリスト を 離る る は 恐ろしい 事で ある。 僕と 雖も今 口 

キリス トを 離れるならば 君と 同様に 浮浪の 身と 成る ので ある 云 々 

と。 靳く云 ひて 平素よりも 小し 多くの 寄 與を爲 して 彼 を 送り 歸 した。 我家の 門 をく り 行く 彼の やい 

ろ 姿 を 見て 憐愁 同情の 淚を 禁じ 得な か つ た。 

七月 八日 (日) Bi 午前 午後 合せて 三百 人餘 の來聽 者が あった。 自分 は 午前 丈け 「天 地の 道と 神 

の 道」 と 題して 語った。 三度 A  . シュ ワイツ H ルの 「基督 敎と 他の 世界的 宗敎」 を讀ん だ。 實に 深い 

見方で ある。 カント 哲 學に發 足した 見方であって 多分 本當の 見方で あらう。 神と 正義 を 愛す る 者 は 何 

人 も 之に 同意 せざるを得ない。 

七月 九日 (月) 曇 蒸 暑い 厭な 日であった。 ガラテ ャ書五 章の 研究 を以 つて 始め、 「實利 的 * 督 

敎」 の ー篇を 草し、 ティ レ ー の 哲學史 に フィヒテの 篇 を讀ん だ。 外に 札 幌の孫 女に 繪カ ー ドに 添えて 

短き \f ^紙 を 書いた。 有益なる 一 日であった。 


七月 十日 (火) 曇 雜誌 七月 號を發 送した。 十三 年間 預かり 居りし 主婦の 姪 岡 田 花 枝、 塚 本 虎二 

氏の 斡旋に て 醫學士 梅田薰 との 婚約 成立し、 今日 結納の 取 交 はし あり、 一先 づ 安心した。 他人の 子 を 

育つ る は 我 子 を 育つ る 以上に 六ケ 敷く ある。 祌の 御守りに 由り 今日まで 先づ靠 無くして 姻戚の 責任 を 

盡す 事が 出 來て大 なる 感謝で ある。 

七月 十 I 日 (水) 曇 暑く つて 何も 出来たかった。 唯 『英 百』 に ルッソ ー 傳を 請んだ。 弱い 偉ら 

い 人で ある。 佛 國文學 者の 好き 標本で ある。 我國 にも 彼に 類す る 文士 は澤 山に 在る。 然し 彼れ 程に 熱 

烈に 人類 を 愛する 文士 は 一 人 も 見當ら ない。 此 不完全 極まる 人の 著書に 由て ベ ス タロヂ ゃフレ ー ベル 

の 如き 教育家が 起り、 哲學者 カントが 彼の 倫理 哲學の 根本 を 得た 事 は實に 不思議で ある。 ルッソ ー は 

愛すべき 弱い 大 思想家で ある。 眞理は 之を唱 へし 人の 品行に 由て 鑑定すべき でない。 或る 場合に 於て 

は 最も 不 完全なる 人が 最も 犬なる 眞 理を傳 へた。 

七月 十二 日 (木) 半晴 雜誌 編輯に 全日 を 費した。 多くの 來 客に 接した。 宇宙人 生の 大 問題 を 取 

极ふ 時に 我 は 若返る。 此， の 事業に 從 事した 人達の 老衰の 兆 を 示す 者 多き に比べ、 自分に 猶ほ 信仰 熱 

哲學 熱の 消えざる は 感謝に 堪 へない。 まことに 自分に 取りて は 最後が 最善の 時で ある。 死の 充分の 準 

備 の出來 るまで は祌は 自分 を 御國に 召し 給 はない と 信す る。 

七月 十三 日 (金) 曇 札幌 にて 第二の 孫 女が 生れし との 電報に 接した。 一同の 大喜びで ある。 女 
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子なら ば 桂 子と 命名す ると 豫め 定めて 置いた。 「桂 子を迎 ふ」 と して 左の 一 首を產 の 母に 書き 贈 

つた。 

北の 海 野 山 いろどる 桂 花  . 

幹 は 天まで 根 はま ま で 

因に n ふ、 かつら、 學名 cel.cidiphylum  japouicmii は 北海道の 名木で ある e 幹 は 長く 又 太く、 花 は 

溫雅 にして 北海の 山野 を 彩る。 能く 我家の 理想 を 表 はす ものである。 

七月 十四日 (土) 半晴 蒸 い 日であった。 六ケ 敷い 事 は 何も 出来す、 扇風機の 援けを 借りて 少 

し 許りの 事を爲 した。 唯ガ ラテャ »s 章 以下、 基督 敎 倫理の 研究が 非常に 面白かった。 學而 時習 之 亦 

不說乎 である。 老年の 快樂は 靑年 時代 に 學 びし 事 を復讀 攻究す るに 在る。 

七月 十五 D3  (日) 晴 久 振りの 晴天であった。 集會は 午前の 一 囘に滅 じた。 來會者 堂に 溢れた G 

西 岡 虎造 氏司會 し、 畔上 主なる 講演 を爲 し、 自分 は 「實利 主義の 基督 敎」 と 題し 簡 短なる 感想 を 述べ 

た。 相 變らす 緊張せ る 集き であった。 我等の 集會に 何が 有っても 無くっても、 俗氣 丈け は 無い 積り で 

ある。 バウ n がテサ D 一一  ケ 前書 一 一章 四、 五節に 曰 へ るが 如くに 

我等 神の 選び を 得、 一 S 音 を 傅 ふること を 託 ねられた るに 因りて 語るな り、 此は人 を悅ば す るに 非 

す、 我が 心 を 察し 袷 ふ 神を悅 ばす る 也。 

と。 純 露理 なりと 信す る 事を述 ぶる 時に、 我に 熱心が 起らざる を 得ない。 久 振りに て 午後の 集會 たか 


りければ 其 時間 を 利用して 心行く 計りに カントの^ 理哲學 を讀ん だ。 聖書 を 除いて 此 んな淸 い、 讀ん 

で氣 持の 好い 讀物は 無い。 まことに 此 おに 際し 頭腦の 無上の 淸涼劑 である。 斯 かる 良劑を 我等に 賜 

ひし 神に 感謝す る。 

七月 十. 一 へ 日 (月) 晴 引辏き 暑い 日であった。 差した る 事 は 何も 爲し 得なかった。 今日の 日本に 

義務の 爲に 義務 を爲 さんと 欲する 者に 殆んど 見當ら ない のに 驚く。 大抵の 人 は 義務 は 之 を 避けて 他人 

をして 之を檐 はし めんと する。 そして 馬鹿正直の 者の み 之を擔 はせられ て苦勞 する。 立派の 人まで が 

義務 責任 は 悧巧に 逃げる。 然り 彼等 はう まく 逃げる が 故に 「立派な 人」 に 成った ので ある。 呢 はれた 

る國 なる 哉と 言 ひたくなる。 彼等に 傚 ふて 逃 廻る 譯 にも 行かす、 然れ ばと て 無暗に 責任 を 擔ふ譯 にも 

行かない。 厄介な 國 である。 

七月 十七 日 (火) 半晴 熱風 吹きす さみ 不愉快 極まる 日であった。 朝より 訪問客 多く、 面會 にて 

In んど 何事 も爲し 得なかった。 何れも 援助 を 求む るん のみであった。 其 內に某 政 黨所屬 某 代議士の 家 

挨 のん があった。 自分 は 彼女に 吿げて 曰うた 

正義 第一 です。 政略 は 其 後の 事です。 家を齊 ふも國 を： m むる も 道 は 一 つであります。 政略 を 第一 と 

し、 然る 後に 之に 正義の 美名 を附 せんとす るが 故に 萬 事が 齟齬す るので す。 思 ひ 切って 正義 を 行つ 

て御覽 なさい、 善き 方法 は自 から 示されます。 御 解かり になり ました 乎？ 

と。 叉 某 敎會所 靄の 某 牧師より 彼が 牧 する 敎會を 去らざる を 得ざる に 至りし 事情 を 聞かされ、 今更ら 
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ながらに 敎會の 俗化の 甚 しきに 驚いた。 叉 一 人の 若き 未亡人の 二 兒を携 へて 亡夫の 遺骨 塊 葬の 爲に遠 

路遙々 上京せ し 者の 訪問 を 受け、 同情の 淚を 禁じ 得なかった。 其 他 凡て 此 くの 如しで ある。 斯くて 坐 

して 生きた 社 會學の 研究が 出来て、 それ 丈け は 幸 ひで ある。 

七月 十八 日 (水) 雨 昨 H の暖 風に 引 代へ 今日の 慈雨 はまこと に 有難かった。 澤 山に 原稿が 書け 

た。 天國 は， す 日 之 を 我が 衷に 建設し 得る ことが 解かって 感謝で ある。 聖靈に 由り 我心に 神の愛が 注が 

れる 時に 天國は 我に 臨む ので ある。 世の 終末 を 待つ まで もない、 今日 此 身に- 大 國が赏 現す るので ある。 

此んな 有難い 事 はない。 

七月 十九 日 (木) 曇 今年 も 亦、 赤道 直下 阿弗利加に ドクトル ：ンュ ワイツ H ル醫 療傳道 事業と、 

支那 5： 地 傅道會 社の 同一 事業へ 『聖書 之 研究』 讀者を 代表し、 各金五百餘^を送る|9^-が出來て大なる 

感謝であった。 大海の 一滴に 過す と雖 も、 斯 かる 世界的 大事 業に 參加 する を 得て、 世界的 同 愦心を 養 

ふこと が 出來、 幸 一 i 此上 なしで ある。 他の 人達 も 若し 我等と 同じ 行動 を 取らる、 ならば、 我等と 同じ 

幸福に 與る 事が 出来る。 此 世の 如何なる 快樂も 阿弗利加の 黑ん 坊や、 支那の 苦リ 4^ 等に 冷水 一杯 を與ふ 

る 深き 聖き 快樂に 及ばない。 慈善 道 樂も玆 に 至って 其 絶頂に 達せり と 云 ふべき である。 〇 ライプ 一一 ッ 

ッの 原子論 を 復習した。 驚くべき 宇宙 觀 である。 近代の 電子 論に 克く 似て ゐる。 天が下に 絕對 的新說 

とて はない と 見える。 


七月 二十日 (金) 雨 温度 七十 度に 降り 非常に 凌ぎ 易くな つた。 雜誌 八月 號の 校正が 主なる 仕事 

であった。 之を爲 さすして は 夏休み は 始まらない、 苦しい 事で ある。 然し 幸福で ある。 自分 を 先生と 

呼ぶ 者の 內に 信仰的 傲慢 病に 權る者 掛からざる を 知り、 大いに 心を惱 まされる。 時には 思 はせられ る、 

キリストの 一 i 音は此 上我國 人に 說 くに 及ばす、 說くは 甚だ 危險 である、 寧ろ 儒者 中 江 藤樹、 哲學者 力 

ン トを說 くに 如かす と。 謙遜の 道 を さへ 辨 へざる 者 は、 罪の 赦 しの 福音 を聽く 資格 を 有たない。 外國 

宣敎師 は 福音の 安 賣りを 成して どれ 程 日本人の 靈魂を 亡した 乎 刺 明らない。 自分 も 亦た 大いに 愼 まざ 

る を 得ない。 

七月 二十 I 日 (土) 雨 再度の 梅雨で ある。 溫度 六十 七 度、 土用と して は 珍ら しき 冷氣 である。 

午後 畔上 と共に 故 辯 護 士西山 其 星の 遺骨に 對 して 葬儀 を 行った。 若き 未亡人と とけな き 一 一人の 遣兒 

に對 して 同情に 堪 へなかった。 夜、 坂 本船 長の 訪問 を 受け、 海上 生活の 危險と 之に 處す るに 信仰 を以 

つてす るの 實驗談 を 聞き、 死生 孰れに 對 する も 神に 倚る 身の 幸福なる を しみじみと 感ぜ しめられた。 

我が 說く 福音に 由って 或は 安らかに 死んで 吳れる 者が あり、 或は 萬 事 を 神に 委ね まつりて 危 きを 免 か 

れし者 ある を 知りて、 我れ 自身が 祌の證 明に 與 りし やうに 思 はれ、 實に 有難かった。 

七月 二十 二日 (日) 曇 午前 ー囘滿 堂の 集會 であった。 何 は 何んでも 毎 も集會 丈け は 盛んで ある。 

前 同 同様 西岡畔 上と 高 壇 を 共に した。 「罪と 完全」 と 題して 話した。 人 は 何人も 完全 を 期して 起た ね 

ばなら ぬ、 は 人類の 特有 性で あると 唱 へて、 罪 を 犯して 平氣 である 近代 人に 傚って はならぬ と 語つ 
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た。 隨分 精力の 要る 說敎 であった。 〇^ 立の 困難に 就いて 或 人に 語った。 獨 立は簡 短なる 事で ない、 

骨の 折れる 複雜 なる 事で ある。 他人の 補助 を 受けない 丈け で獨 立に は 成らぬ。 單獨の 力で 事業 を 進め 

ねばならぬ。 それに は 種々 の 設備が 必要で ある。 殊に 多方面より 妨害が 起る。 自分の 場合に 於て 獨立 

の 妨害 者 は 決して 外國 人ではなかった" 我が 同胞であった、 我が 骨肉であった。 信仰の 事に つき 何等 

の 理解 を も 持たざる 人達であった〕 此 不信 國に 於て 信仰の 獨立を 行 ふ 事の 如何に 難き 乎 を 今更ら なが 

らに 切， 實に 感ぜ しめらる。 神の 施し 給 ふ 奇跡に 由る にあら ざれば 到底 爲す能 はざる 事で ある。 

七月 二十 三日 (月) 曇 何かと 取込みで ある。 皆ん な 小なる 個人 問題で ある。 大眞 理の閬 明傳播 

に參加 せんとして 申 3r つる 者 はない。 之 を 思 ふと 悲しくなる。 二十 二 年間 米國に 在留して 或る 事業に 

從事 せし 敎友某 君の 訪問 を 受け、 その 米國 事情の 實見談 を 聞き、 非常に 面白かった。 世に 若し 完全に 

金錢 化された る國が あると すれば、 それ は 支那と 米國 とで あらう。 支那 人に 金と 知識と を 持たせた 者 

が 今日の 米國 人で ある。 凡ての 問題が、 宗敎、 政治、 法律、 社會、 凡ての 問題が 金で 決定 せらる、 と 

の 事で あれば、 事 は 至って 簡短 である。 米國に 較べて 日本 は 決して 惡ぃ國 でない。 只此上 日本人が 米 

國 人に 宗 敎道德 の 事を學 ばざる やう 努 むる 事が 最も 大切で ある。 伹し 日本 も 非常の 速度 を以 つて 米國 

化されつ、 ある は 蓋 ひ 難き 事實 である。 支那と 米 國と云 ふ 世界一 一大 金 錢國の 間に 介在す る 日本 は危き 

立場に 居る 者で ある。 

七月 二十四日 (火) 半晴 七月 の 「幅 音と 哲學」 とに 對 して 或る 讀 者より 反對を 申込んで 来た。 


福音 は聖 靈のバ プ テ ス マを受 くるに 由て 之 を 信す るので あるから 此 世の 知識た る 哲學の 援助な ど藉る 

必要 は 無い との 事であった。 多分 此人 はま だ眞 面目に 哲學を 研究した 事の 無い ので あらう。 勿論 哲學 

にも 種々 あるが、 本當の 哲學 は本當 の 宗敎 丈け 貴 いもの で あ る 。 自分 の 信仰の 基礎 を 築い て 吳れた 者 

は獨 逸の 學者 ユリウス • ムラ ー であって、 彼の 大著 『罪に 關 する 基督 敎の 敎義』 は 基督 信者の 實驗を 

哲學 的に 攻究した 者で ある。 聖ァゥ ガス チン、 トマス. ァ クイ ナス、 ダンテ、 シュ ライエル マ ヘル 孰 

れも 大哲學 者であった 事 は 人の 能く 知る 所で ある。 力 ン ト哲學 に 由て 基督 敎的 信仰が ド レ程强 めら る 

る 乎 は、 眞 面目に 之 を 學んだ 者の 何人も 肯定す る 所で ある。 自分の 經驗に 於て ヒ ュ ー ムの 哲學に 由つ 

て 自分の 信仰 を 一 度破壞 されし 事が、 之 を 建 直す 爲に 非常に 必要であった こと を 認めざる を 得ない。 

哲學を 恐れ、 或は 之 を 諱み嫌 ふやうた 信仰 は賴 むに 足りない。 自分 は 常に 思 ふ。 哲學を 嫌 ふ 人 は 大抵 

は 數學を 嫌 ふ、 そして 數學を 嫌 ふ 人が 神の 深い 事 を 探り 得る ゃ大 なる 疑問で ある。 人の 性質 は 直線 を 

引かして 見れば 判明る との 事で ある。 頭腦の 如何 は 心に 關係 なき 事で はない。 研究 誌の 讀者は 凡て 哲 

學と數 學とを 重ん する 人であって 欲しい。 

七月 二十 五日 (水) 晴 久 振りの 晴天で ある。 主婦と 共に 札幌に 向って 出發 した。 彼女に 取り 最 

初の 北 侮 道行きで ある。 自分に 取りて， 十 1 ー询 目， である。 


七月 二十 六曰 (木) 曇 昨日 午後 一時 主婦と 共に 札 幌に向 ひ 上野 を發 した。 子と 孫と に會 ひ、 同 
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時に 彼 地に 在る 信仰の 友 を 助けん 爲 であった。 此 日朝 六 時靑森 着、 連絡船 飛鸞 丸に て津輕 海峡 を 渡り、 

正午 両館 着、 彼 地の 敎友數 名の 歡迎を 受けた" 半日 を 根 崎 海岸に 費し、 夜 十 一 時挥び 汽車 中の 人と 成 

つた。 思へば 是れが 自分の 第 十二 囘の 札幌 行きで ある。 過去 五十 年間、 四 年に 一 囘づ. -札幌 に 行いた 

割合で ある。 九州に 行きし 事 は ニ囘、 四 國には 唯一 囘 渡りし のみ。 自分 は 如何に 見ても 北方の 人で あ 

る 0 

七月 二十 七日 (金) 晴 午前 四時 シ リベ ッ嶽の 慰に 朝日 指す 頃に 目を覺 した。 余巿川 沿岸、 積 丹 

岬， 忍路、 高嶋の 景色、 孰れ も 昔 を s§ ぶ ものであった。 八 時 札幌に 着き 多數敎 友の 歡迎を 受けた。 孫 

女の 笑 額に 長旅の 疲勞を 忘れた。 日本中に 数百 萬の 女兒 ある 中に、 此ー小 女の みが 何故 我等の 心を惹 

く か、 其 现由は 解らない。 

七月 二十 八日 (土) 晴 乾燥せ る 南風 吹 止ます 氣持 宜しから す。 孫 女と 遊ぶ 外に 爲す 事な し。 夜、 

宫 部 氏 方に 札 幌獨立 敎會の 役員 協議 會に 列席し、 牧師 招聘の 事に 就き 相談に 與 つた。 此敎 會は怎 うし 

て も 維持して 行かす ばなら す、 神 は 必す之 をして 榮 えしめ 給 ふ 事 を 感じた。 

七月 二十 九日 (日) 晴 朝、 獨立 敎會に 於て 禮拜 說敎 をな した。 ィザャ 書 四十 章 六— 八 節 等に 由 

り 【^に 變ら ざる 者」 と题 して 說敎 した。 過去 五十 年間の 北海道の 變化は 非常であった。 然し 變らざ 

る 者 は 人の 心で ある。 同じ 靠惡が 行 はれ、 同じ 醜聞 を 耳に する。 そして 之を改 むる 者 は 決して 富の 增 


加で もた ければ 亦 生活の 安定で もない。 天が下に 人の 靈魂を 善く 爲す途 は 唯一 つで ある。 それが 故に 

我等 は 今日と 雖も猶 ほ 古き 昔の 福音 を說 いて 恆に 新ら しき 仕事 を爲 しつ k あるので ある、 云 々と說 い 

た。 

七月 三十日 (月) 半晴 天候 四日 來 少しも 變り なし。 乾燥せ る 南風 塵 を 揚げ 甚だ 不愉快で ある。 

然し 東京の 蒸 暑き に比べて 遙 かに 增 しで ある。 終日べ ンを 採って 働いた。 奮い 札幌に 居る と は 少しも 

思 はれない。 今 居る 所 は カトリック 街であって、 主なる 家屋 は敎會 附屬の ものである。 此 所に 純 日本 

流の 基督 敎會を 起さん とする が 如き、 今と なりて は 不可能 事の 如くに 思 はる。 然し 乍ら 獨 立の 純福眘 

を唱 ふるの 必要 は 今 も 昔と 少しも 異ら ない。 東京 同様、 時 を 獲る も 得ざる も 古き キリストの 一 i 音を說 

くべき である。 

七月 三十 一日 (火) 半晴 札幌に 在りて 八月 號の 校正 を爲 した。 何處に 至る とも 此事 丈け はなさ 

ねばたら ぬ。 北大に 佐 藤 總長を 訪問した。 老總 長の 頑健と 大學の 發展を 見て 喜んだ。 五十 年 前 を 思 ひ、 

雲泥 の 差 ありと 稱す べきで あ る。 

八月 I 日 (水) 晴 家族の 者 を案內 し、 自動車 を 雇 ひ 札幌を 見物した。 南 二 條西六 丁目の 所謂 

「白 官邸」 は 礼幌獨 立敎會 最初の 會堂 である。 今 は 町家と なり 小なる 建物 は 昔の ま、 に殘 つて ゐる。 

其 他、 創 成 川の 畔、 自分が 五十 年 前に バプ テス マ を 受けた 所の 跡、 四 十七 年 前に 農 學士の 學位を 授か 
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つた 當 時の 诚武 堂、 今日の 通稱 時計 臺、 何れも 記隨の 跡なら ざる はなし。 札幌は 自分に 取り 舊き エル 

サ レム 又は メッカで ある。 其 山 も 川 も聖き 記念 を留 む。 夜、 豊平 館に 舊友を 招き 晚餐會 を 開いた" 佐 

藤 北大 總長、 宮部 南の 兩名譽 敎授、 內田瀞 君の 四 人が 來て 吳れ た。 卽ち 第一 期 卒業生が 二人、 第二 期 

が 三人であった。 平均 年齢 六十 九 歳い 自分が 最 年少者であった。 共に 寫眞を 撮り、 學生 時代の ィ タヅ 

ラ話 にて 花が へ き、 共に 腹 を 抱へ て 笑った。 

.tf- 月 二日 (木) 晴 小拇に 行き、 田 母 神 老人 設置の 獨立 基督 敎 希望 館 を 訪れた。 老兄は 札 幌獨立 

敎會に 生れ、 獨立 主義に 基き、 福音 的 信仰 を 維持し 来りし 點に 於て 能く 自分に 似て ゐる。 斯 かる 信仰 

の 兄弟 を斯 かる 所に 見て 大いに 我が 志を强 くせられ た。 敎會の 衰退 も 榮盛も 其 原因 は 明白で ある。 復 

活 して 今や 天に 在りて 萬 物 を 宰り給 ふ キリス トを崇 むる 乎 否に 於て 在る。 活ける 救 主の 在 まし 給 ふ 所 

に 衰退の 在り やう 害 はない。 小 樽に 下車した の は 二十 年 振りで ある。 其變化 發展の 著しき に 驚いた。 

\ 月 三日 (金) 晴 夜、 獨立敎 會の祈 禱會に 出席した。 會員 中に 一 i 昔 的 信仰の 燃 ゆる もの ある を 

ln3- て 驚き： 感謝した。 昨年来 東京に 在りて 同志と 共に 同敎會 の爲に 祈りし 其 效果が 之に 現 はれた ので 

あると 信す る。 信者の 數は 減じ、 集 會は振 はすと も眞の 信仰が 興り さへ すれば それで 祈禱の 第一 の 目 

的が 達せられ たので ある。 獨立敎 會が振 は ざり し 原因の、 一時 十 年の 長き に涉り 組合 敎會 流の、 人物 

本位の、 社會 的、 キリストの 十字架 拔 きの、 似而非なる 基督 敎の其 高 壇より 說 かれし 事に 在る ことに 

會員 一同が 氣附 きし 事 を 見て 非常に 嬉しかった" 何にも 異端 征伐 をす るので はない が、 罪の 履 ひの 福 


昔を說 かすして 敎 會の衰 ふる は當然 である。 風を播 いて 風 を 穫るは 天然の 理 である。 そして 其 事が 今 

日 判明って 感謝の 至りで ある。 再 ぴ嘉き 種 を 捲い て 嘉き果 を穫り 取る であらう。 此夜舊 友 宮部金 吾 氏 

の 家に 泊った" 

八月 四日 (土) 晴 引鑌き 雨な く 南風 强し。 夜、 札幌內 村會の 招待 を 受けた" 病氣 不在 等に て 出 

席 者 は 自分 を 加へ て 僅に 四 人であった" 今 田淸 二君の 水產經 濟學、 澤 田英吉 君の 園 藝學、 石 塚 喜 明君 

の土壤 學に關 する 研究 觀 察の 談話 を 聞き 非常に 面白かった。 斯 かる 若き 學者達 を 友人と して 持つ こと 

の 如何に 幸福なる 乎 を 感じた。 

八月 五日 (日) 晴 前 日曜 同様、 獨立敎 會の敎 壇を受 持った。 本式の 敎 壇に 立つ ことであって、 

敎 職なら ざる 自分に 取り 頗る 困難であった。 五十 年 前に 自分が 其 設立者の 一 人と 成りて 創めた 敎會で 

は あるが、 敎會は 矢張り 敎會 である。 之に 長所 も あれば 短所 も ある は 止む を 得ない。 そして 敎會を 助 

けんと 欲すれ ば 自分 も 多少 な りと も敎會 者と ならねば ならぬ。 其處に 苦心が ある。 然し 愛の 故の 苦心 

である。 此日 「純 福音に 就いて」 と 題して 說敎 した" 來聽者 は 前 同よりも 多く、 百 人 程あった。 -s: に 

仙臺 東北 學院總 長 ドクトル • スネ に、 テル 並に 其 家族が 居られた」 

八月 六日 (月) 晴 札幌は 引讀き 塵埃の 都で ある。 恰 かも 蒙古の 原野に 在る が 如し。 東京が 雨に 

て 苦しむ に 引替へ 此地は 雨 無き に 苦しむ。 久 振りに て 旱天に 雨 を むの 實験を 持たせられた。 北海道 
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議會 議員 選擧 にて 全道 今や 政 爭場裡 と 化す。 是が 進歩の 途程 であると 云 ふの だから 止む を 得ない。 

八月 七日 (火) 晴 赤ん坊の命名式を行った。 北海道產の名木カッラに因み^^^子と命名した。 詩 

篇第百 一 一十 七篇 を朗讀 し、 彼女の 爲に 祝福 を 祈った。 後に 家族 一 同 五 人に 親戚の 者 一 一人 を 合せて 豊平 

館に 感謝の 晝食を 共に した。 館 は 今より 五十 年 前、 自分が 札 幌農學 校在學 中に 成った ものである。 其 

古い 建築物に 於て 我が 孫の 出生 祝賀の 筵 を 催す ことが 出來 たと は 不思議の 因緣 である。 赏に 「ュ ホバ 

家 を 建て 給 ふに あらす ば 建つ る 者の 勤勞は {4i 广デ …： ig よ 子等 は M ホバ の 予へ給 ふ嗣" il にして、 li の實 

は その 報 ひの 賜物な り」 である。 自分の 生 の宋， 期が 此ん なに 成らう と は 夢にも 思はなかった。 

八月 八日 (水) 晴 獨立 敎會の 婦人 會が 開かれた 。自分 は 路加 傳第十 章の 意義 を 話した。 マルク 

の 過誤 は 自力で 主の 敎訓を 行 はんと 欲する にあった。 マリヤ の 長所 は 主に 賴 りて 之 を 行 はんと 欲する 

にあった。 差違 は 僅少の やうで あるが、 實は^：^大でぁる。 訓誡 を 自分で 行 はんと 欲する のと、 4-" 船 

りて 行 はんと 欲する との 問に 天地の 差が ある。 道德と 宗敎と の^は 兹に 在る。 我等 は 其 意味に 於て マ 

ルタ たらす して マリヤた るべき であると 語った。 來會の 婦人 二十 人、 其 間に 眞 信仰の 存 する を 實 見し 

て大に 心を强 うした。 

八月 九日 (木) 晴 朝、 食前に 郊外の 田圃の 間 を 散歩した。 渡り鳥の 略が 畑に 餌 を 漁 さる を 見て、 

學生 時代の 事 ども を 想 出した。 衷 よりの 聲は 曰く、 「主義 は 主義で ある。 主義 は 主義と して 貴く ある。 


主義 は 成功す る も失欧 する も、 榮 ゆる も衰 ふる も 貴く ある。 高き 主義の 爲に勞 苦して 一 生 を 終る に" 5^ 

さるの 名譽 はない。 成功、 成功と 稱 して、 事物の 眞償を 凡て 其 結果に 由て 定 むる 近代 人の 心根 は賤む 

べき 哉」 と。 石 狩の 原野に 降 立つ 鴨の 群 を 見ても 此んな 思想が 湧出る。 夜 九 時半、 敎友 牧野 實枝治 君. 

獨 立敎會 牧師 候補者と して、 視察の ため 東京より 來る。 君 を札幌 停車場に 迎 へた。 

八月 十日 (金) 半晴 殆んど 終日 敎會に 在った。 夜 祈 禱會を 問いた。 自分が 司會 した。 路加 傳十 

一章に 由り、 「祈 禱の 忍耐と 目的」 に 就いて 話した。 來會者 五十 餘人、 盛會 であった。 札幌に 来れば 

自分 は 純然たる 敎會の 牧師で ある。 愛の 矛盾と 云 はん 乎。 

八月 十 一 日 (土) 半晴 北海道に は 稀れ なる 暴氣 である。 東京よりの 敎友 三人の 訪悶 あり、 新宅 

は 大分に 娠 はった。 明日の 講演の 準備に 全日 を 費した。 

八月 十二 日 (日) 晴 牧野 實枝治 君の 來桉を 得て 朝の 集會： li 盛會 であった" 來會者 二 名 以上 あ 

り、 札幌にては稀れなる宗敎的集會でぁったとの！^^^でぁる。 自分 は 「基督 敎的 道德の 大意」 と 題して 

山上 之 垂訓の 研究の 第一 囘を 講じた。 禮拜 說敎を 止めて 聖書 講演と なして 自分 も 聽衆も 益す る 所が 多 

かった と 思 ふ。 矢張り 力 ある 者 は 聖書の 言で ある。 之を說 明す るに 優 さるの 傳道は 無い と 思 ふ。 但し 

日本人が 神の 言 を 聞いて 奮然 起って 福音の 眞理の 爲に盡 す は猶ほ 遠い 將來の 事で あると 思 ふ。 今日 講 

演の 後に 獻金を 募りし に、 一 一 百 人より 僅かに 十三 圆を 得た のみであった。 無代 價で 福音 を 聞かん と 欲 
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する 者 は 多し と雖 も、 進んで 福音の 普及 を 助けん と 欲する 者 は 滅多に無い。 此事を 思 ふて 失 §S する。 

然し 忍耐す るまで s,- ある。 

八月 十三 日 (月) 晴 數 日間 働き 通う して 大分に 疲れた。 今日は 家に 在りて 休んだ。 札幌 の大發 

展に伴 ひ、 其 人間 は 昔の 北海道 人に 非す 大分に 狡く 成りし 事が 判明った。 彼等 は 内地人 同様に 人 を 利 

用す る 事に 巧みに して 人の 爲に盡 す 事 を 知らない。 彼 も 亦 純然たる 現代人と 成りつ & ある。 日本 改造 

の 希望 は 北海道に 在りな ど、 は 今や 到底 云 ふ 事 は 出来ない。 唯 東京に 在りても 札幌に 在りても キリス 

ト の 十字架 の 福音 を 宣傳 ふるまで. ぐ ある。 狡い、 擦れつ からしの み增殖 して 行く 我國の 戕態は 歎す ベ 

きの 限りで ある。 

八月 十四日 (火) 晴 主婦と 共に 北海道 大學に 內村醫 學士得 任の 精神科 研究室 並に 病室 を ig た。 

凡てが 新式であって、 見る からに 氣 持が 好く あった。 忠者 六十 名 乃至 八 卜 名 を 收容し 得べ しと 云 ふ" 

犬なる 慈善事業 である。 傳道 丈け それ 丈け 貴く ある。 我家の 繼承 者に 斯 かる 事業 を與 へられし 事 を 神 

に 感謝した。 

八月 十五 日 (水) 晴 秀英舍 へ 九月 號の 原稿 を 送った。 何處へ 行いても 此事 丈け は 毎月 爲 さねば 

ならぬ。 内 村醫 H^J- 士 並に 牧野 牧師と 共に 三ん 伴れ 立ちて お 山溪溫 泉に 行いた。 明治 十 一 年に 行いて 後 

に 八， 囘が 初めての 同所 行きで ある。 五十 年 問に 土地 は 一 變 した。 豊平川 沿岸 は 村落 相次ぎ、 小山の 鎮 


まで 耕さる、 -を 見た。 天然の 仙境 は 今や 北海道 人の 歡樂 地と 化した。 見る 者 は 北海道 紳士が 藝 妓に戲 

れ るのと、 聞く もの は 彼等が 彈く 三味線の 音で ある。 是 が發展 であり 開發 である。 地より 湧出る 熱湯 

は 昔と 變ら たい、 然し 之に 浴 せんとて 群がる 者 は モ ボとモ ガと である。 自分 は 之 を 見て 何も 聖人 振つ 

て 歎 聲を發 したい" 却って 久 振りに 彼等の 亂 舞の 狀を 目撃して 少 からす 興味 を覺 えた。 此夜 五十 年 振 

りに て 豐平 川上 流 の 水 音 を 聞きな がら 床に 就いた" 

八月 十六 日 (木) 晴 孟蘭 盆で ある。 溫泉場 は 一 層の 騒擾 を呈 した。 朝より 三味線の 音 を 聞かさ 

れ た。 半日 我慢して 午後 一 一時 半發の 汽車に 乘 つて 札 幌に歸 つた。 第二の ホ ー ムの 有難 さが  一 i? 强く感 

ぜられ た。 クリスチャン はホ ー ム 以外に 快樂を 求む る 必要 は 少しもない。 我が ホ ー ムが溫 泉 以上の 樂 

園で ある。 縱 し亦ホ ー ムが なくと も 我心が 我が 天國 である。 其處に 信仰 を以 つて 我が 救 主 を迎へ 奉り 

て、 我に 人の 凡て 思 ふ 所に 過る 歡樂が ある。 

八月 十七 日 (金) 晴 午前 九 時を以 つて 獨立 敎會の 講堂 を 借 受け、 全道 『聖書 之 研究』 の讀 者き 

を 開いた" 來り會 する 者 五十 入あった。 天鹽十 勝より 来る 者 もあった。 初めに 祈 禱會を 開き、 次いで 

講演 會に 移った。 『聖書 之 研究』 の讀み 方に 就いて 話した。 次いで 質問 あり、 感話 あり、 祈禱 ありて、 

正午 一 先 づ閉會 した。 午後 は 有志の 感話 祈禱會 あり、 午後 七 時半より 一 同獨 立敎會 の 祈 禱會に 出席し、 

自分が 司會 して 「世界 傳 道の 精神」 と 題して 述べた。 世界 傅道參 加の 義務 青 任に 就いて 述べ 最後に 傅 

道 金 を 募りし 所、 來會者 六十 人より 金 一 一十 五圓ー 一十一 一 錢の應 募が あって 感謝であった。 
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八月 十八 日 (土) 晴 南風 吹きす さび 北海道に は 稀なる 暑氣 であった。 昨日 同様 午前 九 時より 讀 

者會を il いた。 會員ー 同 晝飯を 共に し、 胸襟 を 開いて 語った。 敎會 問題 を 話題と して 提出せ し 所、 一 

同意見 一致し、 恰 かも 同一 敎會 の會 員で ある 乎の 如くに 感じた。 一同の 希 Sif; は 札幌に 聖書 講堂の 設け 

ら れん 事であった。 そして むらく は 獨立敎 會の高 壇が その 爲に ffl ひられん 事であった。 さすれば 讀 

者會々 員 は 立 どころ に 全部 其會員 たるべし との 事であった。 主 は 萬 事 を 知り 給 ふ。 聖意 をして 成らし 

め 給へ である。 

八月 十九 日 (日) 晴 窒內溫 度 九十 一度と 云 ふ 暑さであった。 獨立 敎會に 於て 二度 說敎 した。 朝 

は 柏木の 石 原 兵 永と 高 壇 を 共に した。 來聽者 二百 人餘 りあった り 讀者會 に 引 辏き此 暑さで 隨分 苦し か 

つた。 ん 「や 札幌の 地が 豪雨 を渴 望す る 如くに、 其 信者 は 福 昔を渴 求して ゐる。 故に 自分の 如き 此 地に 

來 つて 炎暑に 際しても 休む に 暇な しで ある。 願 ふ 祌が此 上と も此老 ひたる 僕に 健康 を 賜 はん 事 を。 東 

京の 姪より 左の 如き 書面が あった。 

御殿場 の 修養 會は e やった より 有益で ご ざ い ました。 柏木 育ちの 信仰に 他の 色々 な もの を 見せて いた 

だきました。 来て 居られた 講師の 中には 昨年 塚 本 先生と 議論な すった 方々 もあった 樣で、 別に 聞い 

て も 見ませんで したが、 話が 敎會 問題な どに なった 時、 色々 うた クン かれる 事が 多く ご ざ いました。 

彼等 は內村 先生方 は 挑戰的 だとよ く 申され ましたが、 私 は敎會 問題に たると すぐ 內村 先生 塌本 先生 

を かつぎ 出す 彼等 こそ 挑戰的 だと 思 ひました。 私 はた、 M 默 つて みん た 聞いて 歸 りました が 仲々 面白 

うご ざいました。 お 目に か 、つて 娄 しくお 話し 上げます 云々 


と。 札幌 では 諸 敎會の 信者 達と 聖書 を屮 心に 厚い 懇親 を 重ねつ」 あるに、 御殿場に 於て は敎會 の敎師 

達が 自分 や 塚 木の 名 を 引出して 敎會 問題 を鬪 はしつ k あると 聞い て 不思議に 堪 へない。 然し 怎ぅ でも 

可い。 自分に はそんな 事に 頭を惱 ます 暇 はない。 夜 は 亦 牧野 氏と 共に 高 壇に 登った。 「弱くして 強き 

基督 信者」 と 題して 話した。 來聽者 百人餘 りあった。 三日間の 暴 中の 勞働を 終へ てガッ カリと 疲れた-) 

八月 二十日 (月) 晴 引 鑌き嚴 しい 暑さであった。 今や 何よりも 欲しき もの は 雨で ある。 然るに 

天 は 晴れ渡って 雨氣は 皆無で ある。 祈って 雨 を 獲られぬ もの かと 思うた。 札幌は 今や 灰の 都と 化し、 

石 狩 平原の 草木 將 さに 枯死 せんとす る狀 態で ある。 山火事 所々 に 起り、 損害 莫大で ある。 日本 南部 は 

雨 多き に 過ぎて 苦しみ、 北部 は 雨な くして 喘ぐ。 新聞紙 は 報じて 云 ふ。 明治 十六 年 以来 四十 六 年 振り 

の 旱魃で あると。 之に 加 ふるに 對支 問題の 紛糾す る あり、 爲替 相場の 暴落 を 見る。 氣 持の 惡ぃ 事で あ 

る。 此 時に 際し 斯う 云 ふ 事 を 思うた、 ち、 今日の 日本に 於て 金の 必要なる は 快樂を 得ん が爲 でない、 

恥 を か-^ ざらん が爲 である。 日本人 は 金 使 ひの 惡 しき 者 を 辱 かしむ る。 旅館、 料理屋 凡て 然り。 一度 

家の 門 を 出づれ ば、 同胞の 間に 在りながら 金な き 者 は 犬 猫の 如くに 极 はる。 厭な 國 であると。 

八月 二十 一 日 (火) 半晴 雨 降らん として 降らす、 蒸 暴し。 前の 聖書 研究 會々 員、 今 は 北海道 廳 

事務 {R 地方 課長 粟屋 仙吉 君に 自動車 を 以て 案內 され、 先づ 第一 に札幌 市外 眞駒内 種畜 場を訪 ひ、 場 長 

農 學士相 原 金 治 君の 欽待を 受け、 畜類 飼育の 實況を 示され、 晝 食の 饗 應に與 り、 快談ニ 時間に して 辭 

し 去った-〕 更らに 疾走す る 事 六 里に して 野幌 野生 林に 至り、 玆に 义道廳 技師 石 原 供 三 君の 懇切なる 待 
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遇に 與り、 深く 林 中に 入り 懷 かしき 處女林 其 物に 接し- 昔の 石 狩 平野が？ r ばれて 樂 しかった。 歸途月 

兹種羊 場を訪 づれ、 羊 群の 牧者に 導かる &狀を 見て、 是れ亦 美 はしき 平和の 活畫 であった。 朝 十 時に 

家 を 出で、 陽 入る 頃： 冉び北 十二 條の 家に 歸 つた。 疾走 十六 里餘 り、 誠に 善き 修學 旅行であった。 

八月 二十 二日 (水) 晴 家族の 者 を 伴 ひ、 札幌 郊外 右山と 藻 岩山の 間に 建ら れ たる 札幌溫 泉に 半 

日 遊んだ。 歸途 市中に 「內 村鑑三 先生 說敎、 札 幌獨立 敎會」 と麗々 しく 書かれた る大 看板の 立てられ 

たる を 見て 非常に 氣 持が 惡 かった。 夏期 休養に 来た 自分に 對し 少しく 遠慮して 吳れ たなら ば 可から う 

と 思うた。 又他敎 會に對 しても をと なしく 無い 仕方で あると 思 ふ。 大 看板 を揭 げて爲 した 俾 道に 成功 

した 例 は 無い。 自分の 友人 達 は 自分 を 持 上げ て 却って 自分の 仕事 を壞 ちつ k あ る の で あ る 。 

八月 二十 三日 (木) 半晴 家に 在って 休んだ。 米國 提出の 小戰條 約に 由り 肽界に 戰爭が 絶える で 

あらう と は 誰も 信じない。 否な 其 反對に 世界 戰爭 以上に 慘 剿なる 大戰爭 が 起らん としつ k ある は 甚だ 

事實 らしく ある。 ^^^,ぎの大戰爭は主として{4|中戰らしくぁる。 飛行機より 爆彈を 投下す る 事に 由て 大 

都市の 壌滅を 見る であらう との 事で ある。 戰爭は キリスト 再臨の 時まで 止まない と は 聖書の 明かに 示 

す 所であって、 人類の 歷史が 其 通りに 進行す るので あると 信す る。 北海道に 滞在して 感 する 事 は、 土 

地の 發展に 驚くべき もの あると 同時に、 人の 靈 性の 物質的で 低い 事で ある。 其點に 於て 東京 は 低し と 

雖も、 北海道に 比べて 遙に優 さると 思 ふ。 北海道 を以 つて 日本 固の 精神的 覺醒を 行 はんとの 自分 等の 

年 時代の 夢 はまこと に 夢と して 消え失せ たと 云 ひて 間違ない と 思 ふ。 然し 乍ら 全能の 神 は 在し 給 ふ。 


北海道の 此 物質 化 も 亦 聖意を 行 ふ 上に 於て 何 か 意義 ある 事で あると 信す る。 失 して はならない、 祈 

り且 最善 を靈 さねば ならぬ。 〇 札幌は 何んで 有つ て も 無くっても 東京に 較べ て 至って 吞氣な 所で 有る 

事 は事實 である。 長く 滯在 すれば 訪問客 殆ん どなく、 自 から 進んで 働か ざれば 休む に は 持って来いの 

場听 である。 北海道 人 の 此氣質 は 彼等の 冬眠 よ り來 たも ので あらう との 或 人 の 觀察 は 多分 本當 で あ ら 

八月 二十四日 (金) 曇 久 振りに て少 許りの 雨 を 見た。 草木 爲に 蘇生せ りの 観が あった。 午後 目 

下 札幌滯 在中の 仙臺 東北 學院總 理スネ ー グ ー 氏の 訪問 を 受けた" 奮い 米國 宣敎師 であって、 實 に立诚 

な 士で ある。 一面して 敬愛せ ざる を 得なかった。 丁度 宮部 博士 も 居 合せ たれば 三人 兄弟の 愛 を以っ 
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て 語った。 我等 は 英語 を以 つてせ すして 日本語 を以 つて つた スネ ー ダ ー 氏 は 明治 二十 一年 來 卽 

ち滿 四十 年間 仙臺に 在留せられ しと 云 ふ。 其 持久力の 强き、 採って 以 つて 模範と たすべき である。 久 

振りに て 本當 の 宣敎師 に 接して、 我心の 和らぎ 且廣 くせられ しを覺 えて 大 なる 感謝であった。 

. ^月 二十 五日 (土) 晴 柏木 を 出で、 より 滿ー ヶ月で ある。 多事の 一 ヶ月であった" 所謂 休養に 

は 少しも 成らなかった。 到る 所に 義務 責任が 待って ゐる。 幾え 渴 きたる 靈魂は 生命の 糧と 水と を 求め 

てゐ る。 之 を la- て 自分の 休養 を 計る こと は 出来ない。 殊に 札 幌獨立 敎會を 救 はねば ならぬ。 之 を 其 成 

行に 任 かす は 我が 一 生の 目的に 反す。 元々 舊札幌 農學校 寄宿 舍の 我が 窒. に 於て 始まりた る獨立 運動の 

結 菜 である。 そし て 五 十 年後 の 今日、 同窒 の 友た る 宮部 氏と 自分と が 主 ，こ し て 其 任 に 當ら ざる を 得 ざ 
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るに 至った ので ある。 攝理と 云 はんか、 運命と 云 はん 乎。 昨日 舊友 二人 相會 して 此事 を談 じて、 感慨 

無量、 共に 熱禱を 捧げて 手 を 握って 別れた 次第で ある。 我等 は 唯 主の 命に 從ひ 「我等 は 無益の 僕、 た 

だ爲 すべき 事を爲 したる 也」 と 云 ふまで ある (ルカ 傳 十七 章 十 節)。 


八月 二十 六日 (日) 晴 引續き 札幌に 於て 在る。 毎日の 炎天 酷 暴で ある。 氣候は 少しも 北海道ら 

しくない。 獨 立敎會 に， おて 今年 第五 囘の說 敎を爲 した。 題 は 「武士道と 基督 敎」 であった" 聽衆百 五 

六十 人 あり、 題に 合うた る聽 者で ある を 見う けた。 會 終って 後に 宫部 氏と 共に 豐平 墓地に 藤 田 九三郞 

君の 墓 を 見舞うた。 彼 は 我等の 同級 同信の 友であった。 大いに 金 を 儲けて 我等の 傳道を 助けん と 欲し 

たれ ども、 其 目的 を 達せす して 逝いた。 「君 今 在 さば」 との 歎聲を 我等 は 彼の 墓石 を 撫でながら 發せ 

ざる を 得なかった。 札幌に 在りて 山 も 川 も 草 も 木 も 感慨の 種なら ざる はない。 

八月 二十 七日 (月) 晴 郊外 琴 似 村に 東京の 友人 某所 有の 土地 を 見た。 耕作の 甘 藍、 玉葱、 砂糖 

大根、 玉 5:^ 泰 等の 旱魃 に^む を 見て 悲しみに 堪 へなかった。 農家の 貧困 耿態を 見て 强く心 を 痛めた。 

舊ぃ露 西 亞帝國 の 農奴 を 想 S さ しめられた。 是 では 札 幌小樽 等の 繁榮は 虚偽の 繁榮 であると 云 はざる 

を 得ない。 北海道に 來 て感. する 事 は 政府 事業の 外に 見るべき 者の 無き 事で ある。 政府の 補助 を 離れて 

今日と 雖も 北海道 は 元の 荒 錢に歸 る は確實 である。 如何に 初期の 開發に 補助が 必要で あれば とて、 六 

十 年の 長き 間 中央政府の 厄介に 成りて 今猶獨 立す る 能 はざる 北海道 は憐 むべき 地方で あると 云 はざる 


を 得ない.。 農家の 視察 を 終へ て 後に 同地 字 ハツ サブに 品 川 義介君 を その 白雲 莊に訪 ひ、 歡迎を 受けて 

夜に 入りて 札幌の 家に 歸 つた。 

月 二十へ 日 (火) 晴 宫部 氏と 共に 同級の 友南老 博士 を 其 南 十八 條のホ ー ムに 訪問した」 種々 

の 昔話し に樂 しき 一 一時 問 を 過した。 歸途獨 立 敎會の 牧師館に 滯 在中の 前 礫 川 日本 基督 敎會 牧師 牧野 赏 

枝 治 君 を訪ひ 三人 鼎座して 懇談の 結果、 同 君 を 獨立敎 會敎務 主任と して 招聘す る 事の 相談 纏まり、 自 

分 は 一 一年間より 長から ざる 期間に 敎務 顧問と して 同 君 を 助く る 事を諾 し、 兹に 一 年 以上に 涉る此 奮き 

敎會の 難問題の 解決 を 見て 犬なる 感謝であった。 是で 自分が 此 たび 札 幌に長 滞留せ し 主なる 目的 を 達 

し、 喜ばしき 次第で ある。 札 幌獨立 敎會は 今日まで 幾囘 となく 他の 宣教師 的敎會 に吸牧 せられん とし 

たが、 神の 御 助けに 由り 今日まで 獨立を 維持す る を 得、 今 同 も亦此 災厄 を 免 かる-事 を 得し は大 なる 

感謝で ある。 此敎會 が 何時までも 「敎會 ならざる 敎會」 として 存在 せんこと を 祈る。 

, ^月 二十. 日 主 5： 南風 吹きす さび 塵埃 立ち、 暑い 不愉快た る 曰であった。 何事 も爲し 得す- 

唯 暑さの 去る を 待つ まで あった。 札幌の 夏に 此んな 藤な 日が あらう と は 思はなかった。 午後 獨立敎 

會の 役員 會に 出席し 其 相談に 與 つた。 r 敎會 ならざる 敎會」 を經營 する の 如何に 困難なる 乎 を 感じた- 

旣 成敎會 の 運命の 旣に 定まって ゐるは 明白で あると 思 ふ。 此上は 純聖靈 的敎會 の 現 はれん 爲に 祈り 且 

努めねば ならぬ。 鼓に 困難 も ある 亦 希望 も ある。 
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入 月 三十日 (木) 晴 引 綾き 暖風 吹き 暴氣强 し。 關 西に 在る 聖公會 の敎師 にして 自分の 同情者な 

る 某 君よりの 書面に H く 

私が 伊勢 桑 名に 居ます 間に 實に 苦しい 思 をし ました。 同地に 在りし 三 敎會の 一 を司牧 せられし 某氏 

は 私が 先生の 御 著書 並に 雜誌を 熱心に 讀ん で 居る 事 を 知られて 最も 熱心 に 先生に 對し誹 誇 の 毒矢 を 

放 たれる のでした。 其 有 樣は恰 かも 「之 程假 面を剝 いで もま だ 彼の 正體が 分らぬ か」 と 云 はぬ ばか 

り、 赏 にあの 位ゐ 情けなく 思った 事はありませんでした 云 々 

と。 多分 此んな 事が 常に 彼地此 地に 行 はる、 のであって、 實に 止む を 得ぬ 次第で ある。 是れが 目下の 

我 園の 基督 敎界 の狀 態であって、 それが 故に 敎會は 至る所に 振 はない ので ある。 敎師が 相互に その 假 

而を剝 いで 其 正體を 明かに せんとして 居る ので ある。 若し 神が 凡ての 信者の 假面 を^ぎ 給うたならば 

如何で あらう、 誰か 其 前に 立ち 得ん やで ある。 祌は克 く 我等 各自の 正體を 知り 給 ふ、 その 醜き 人な 

る を 知り 給 ふ。 然るに 彼 は 我等 を 見 給 はすして キリスト を 見 給 ふ、 キリストに 在りて 我等 を 見 給 ふ、 

故に 我等 何人も 神の 前に 立ち 得る ので ある。 自分 は $e に 思 ふ、 信者が 相 万； を 誹謗す る 程 愚かなる 事 は 

無い と。 尤も 聖書に は 愚かなる 事 を 「祭司 (牧師) と爭 ふ」 と 云 ふ (ホセ ァ書四 章 四 節)。 宗教家と 

爭ふ 程つ まらない、 馬鹿 氣 切った る 事 はない。 宗敎 家の 間に 在る やうな 爭ひは 科舉者 並に 哲學 者の 間 

に 見ない。 宗 敵と は實に 能く 云うた ものである。 願 ふ 神の 子たら ん爲に 我等 何人も 宗敎 (M たら ざらん 

事 を。 

月 三十 一日 (金) 雨 北海道に 來て 以来の 初めての 雨ら しき 雨で ある。 三十 五日 間 照り 緩 けら 


れし 後の 雨で あれば 有難 さ 限りなし であった。 終日べ ンを 採って 働いた。 

九月 I 日 (土) 雨 震災 第五 週 年で ある。 早い やうで 遲く ある。 此 の 事 は 何が 善くあって 何が 

惡く ある 乎 少しも 判明らない、 唯祌を 信す る 事の み 善く あると 一一 百 ひ 得る。 叉 人に 賴 つて 確實 なる 事 は 

何も 爲し 得ぬ。 唯 自分 一 人で 爲し 得る 事、 それの みが 確實 である。 社 會の屮 I 來事 は、 大 政府の 爲す事 

までが、 正氣の 沙汰と 受取り 得ぬ 事が 多い。 依然として 狂うた る 人類で ある。 我が 靈 魂に 神を迎 へま 

つりて 其處に 神の 國の 建設 を 計る までの 事で ある。 

九月 二日 (日) 曇 引 緩き 獨立敎 食に 於て 說敎 した。 朝の 集會は 來聽者 百名內 外に 過ぎなかった、 

然し は 取 も靜肅 なる 緊張せ る集會 であった。 「札 幌獨立 敎會の 某 礎」 と题 して 述べた。 楚 書の 研究、 幅 

音 主義、 知識の 尊重の 鼎 足の 上に 立つ 敎會 であると 說 いた。 客分と しての 自身が 此高 壇より 之 を說く 

は 偕 越の 謖を免 かれない と 思うた が、 然し 創設者の 一人と して 今日 之 を 高調して 置く の 必要 ありと 信 

じたれば、 思 切って 爲 した。 夜の 集會は 朝の 集會 以上に 盛會 であった。 來聽者 二百 人ば かり。 自分 は 

r 敎會と 幅 昔」 と 題して 話した。 

九月 三日 (月) 半晴 舊友石 狩 河 を 訪れた。 札幌 より 創 成 川に 添 ひ ガソリン 機關 車に 牽 かれて 軌 

道 を 走る 事 北に 三 里に して 茨戶 太に て 河に 達する ので ある。 昔の 雄大なる 大河 は 今 は 泥の 流に 變り、 

河岸の 樹木 は研拂 はれて 荒 寒 一の 狀態、 見る からに 憐れで ある。 神が 人類の 良友と して 造り 給 ひし 河流 
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は 人の si- 悪に 因り 其 柳 敵に 化した。 石 狩 河 はん：. は 洪水 を以 つて 石 狩 平原 を 脅威し つ K ある。 開墾に 由 

て 得し 廣大の 美田 を 保護 せんが 爲に、 ^3|{大 の 費用 を 投じて 治水工事 を 施さぐ る を 得ざる に 至った。 祌 

を 長れ す 天然 を 愛せす して 爲 した^ 拓は 此んな 者で ある。 舊友石 狩 河に 對し 同情 無き 能 はすで ある。 

舟 を 雇 ひ 河流 を横斷 する 事 一 ー囘、 憤慨に 充 ちて 家に 歸 つた。 

石 狩の 河 を 渡りて 知りに けり 

蝦夷 は 開けて 殺されに けり 

九月 四日 (火) 晴 北海道 帝 國大學 職員に して 基督 信者た る 諸氏に 由って 特に 自分の 爲に I ュ平館 

に 於て 設けられし 晚餐會 に 臨み 諸氏の 懇 S なる 待遇 を 受けた。 會 する 者 佐 藤 總長を 初めと して ト七 人、 

.2: に 日本 基督 敎會 に屬 する 者 最も 多く、  メソヂ スト 敎會 之に 次ぎ、 獨立 敎會は 第三 位に 在った〕 北大 

職員 中 基督 信者 は 二十 四 人 あると は 善き 記錄 である。 祈禱を 以て 食事 を 始め、 祈 禱を以 つてき 合 を 終 

つた。 斯 かる 會 合が 札幌に 於て 催う されし は 今囘が 初めて あると 云 ふ。 自分に 取り 之れ 以上の 感謝 

と 名譽と はない。 佐藤總 長の 紹介の 辭に 次いで 自分 は 一 篇の 朗讀演 說を爲 した。 

九月 五日 (水) 晴 小樽に行ぃた。 酷く暑ぃ日でぁった。 夜田母祌氏の希&^！館に於ぃて演說會を 

？ 1 いた。 來聽者 一 一 百 人 程あった。 然るに 暑さに 堪へ すして 「北海道 特産物の 一 として 見た る 獨立的 基 

s」 と 題す る： 淑說の 原稿 を讀む 丈け で 終った。 甚だ 物 足らな く 思うた が 止む を 得なかった") 此夜希 

筌 館に 泊った。 


九月 六日 (木) 半晴 引鑌き 暴し。 十二時 札 幌に歸 つた。 疲れて 半日 寢た。 北海道に來て怪，^^し 

く 思 ふ 事 は、 澤 山に 說敎 させられ、 敎勢擴 張 を 助けさせられ るが、 敎義に 就いて 未だ #て 一 囘も 質問 

を 受けた 事の 無い 事で ある。 又 何人も 己が 事業に 對し て贊成 を 求む るが、 何人も 自分の 事業に 贊 成せ 

ん とて 中 出し 者の 無い 事で ある。 自己中心 は我國 基督 敎界 全體の 精神で あるが、 北海道に 於ても 其少 

しも 變ら ざる を 見る。 與 ふる は 受く るよりも 福 ひなり と あるに、 日本の 基督 信者 は 多く 受 くる を大な 

る 成功で ある 乎の やうに 思 ふて 居る らしく ある。 彼等の 問に 信仰の 燃えざる 现由 は兹に 在る 事に 彼等 

が氣附 か. な いのは 不思議で ある。 

九月 七日 (金) ft 昨夜 雷雨 あり。 獨立敎 會關係 者に して 自分より パプ テス マ を 受けん とて 巾 出 

し 者 七 人 あり、 今日は 其 人々 の 信仰 狀態 尋問に 從事 せし 所、 その 全體に 健全なる を 知りて 嬉しかった。 

聖靈は 想 はざる 所に 働きて 救扬の 奥義 を 示し 給 ひつ M ある。 傳 道の 效果 にっき 失望すべき 理由 はない。 

九月 八日 (土) 晴 溫氣 八十 度 以上、 札幌 の避潘 地に あらざる ことが 明白に 成った。 避暑に 就て 

は 今年 も 亦 違算 失敗であった。 涼を逐 ふて 來て其 他の 事 を爲さ しめられた。 それで 可い ので ある。 

九月 九日 (日) 曇 獨立 敎會に 於て 今夏 最後の 說 敎を爲 した。 引接く 靈的勞 働の 後の 事と て 碌な 

事 を 語り 得なかった。 午後 同 敎會に 於て 男 二人、 女 六 人に バブ テス マ を 授けた。 相變ら す靜肅 なる 美 
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はしき 式であった。 自分 達に 五十 年 前に 注がれし と 思 はる、 同じ 井戸の 水 を汲來 りて 此聖式 を 施した。 

實に 感慨無量であった。 馬 太 傳三章 十三 節 以下 を讀 み、 之を說 明して 然る 後に 此 任に 當 つた。 

九月 十日 (月) 曇 蒸 暑し。 引 綾き 惠 まれぬ 天候で ある。 大疲勞 の 月曜日であった。 聖書 學 者が 

六 週 問に 涉り 牧師の 用 を 務めさせられ たので あるから 疲れる の も 無理 はない。 此夏讀 まんと て 持來り 

し カント、 プラト ー は 一 頁も讀 ます 其 儘 持歸る 次第で ある。 如何にして 人 を 信者に せん 乎、 如何にし 

て 敎會を 盛んに 爲 さん 乎との 問題に 囚 はれて、 宇宙人 生の 大問 题を考 ふる 暇 は 少しもない。 是れ では 

自分の；^ 仰まで が 噴 落す る。 宗教家と は 人 を 助く る 者な りとの み 思 ふ 人達 の^に 在りて、 思想 を 練ら 

んと 欲する が 如き 贅澤の 如くに 思 はる- -は 止む を 得ない。 

九月 十 I 日 (火) 半晴 少しく 涼味 を覺 えた。 石 狩の 夏が 此ん なに 惡 くな つたに は 理由が ある。 

人 問が 天然の 林 を伐盡 したから である。 山林 濫伐 は 大罪 惡 である。 其 刑罰と して 數 知れぬ 不幸 災難が 

臨む は當然 である。 美 はしき 天然の 林 を 伐り、 之を以 つて 紙 を 製造し、 有害な 新聞 雜誌 書籍 を 作りて 

人の 靈魂 を破壤 す。 如此 くにして 此世は 日に日に 滅亡に 近づきつ ト ある。 

九月 十二 日 (水) 曇 巿內 並に 郊外 を 散歩した。 敎會に 於て 自分の 送別 會と 牧野 實枝治 君の 歡迎 - 

ゆと が 合せて 開かれた _」 ぽ 〈實 に充 ちた る會 合であった。 是で 札幌に 於け る 今年の 仕事が 濟ん だ。 四十 

六 年扳り の 暑さであって 東京の 夏 以上の 苦しい 夏であった。 然れ ども 獨立 軍の 大切なる 城廓の 危 きを 


見て、 来って 之を援 けたので あれば^に 苦痛に は 感じなかった。 

九月 十三 日 (木) 雨 終日 家に 在って 休んだ。 少し 讀 書が 出来て 嬉しかった。 孫 女 は 曰 ふ 「ぉ祖 

父ち やん、 獨 りで ぉ歸り (東京へ)、 ぉ祖 ぼち やん は殘 ておいで」 と。 酷い 事 を 言 ふ 奴で ある。 さう 

言う ておいて 後で 御 氣嫌を 取る。 然し 何時 ま でも 此んな 事 をして 居れば 終に 本當の 老人に 成つ て 了 ふ、 

柏木に 歸 つて 又 秋の 仕事 を 始めねば ならぬ。 舊 約の ィザ ャかァ モ スか ミカ か、 又は 新約の ャ コブ か、 

選 擇の區 域 は廣く ある、 問題 は 大きく 叉 深く ある。 老人に 成り 終ら ざらん が 爲に孫 を 離れて 眞理を 友 

とする の 必要が ある。 孫よ 安全 なれ、 祖父 をして 再び 福 昔の 戰士 たらしめ よ。 

九月 十四日 (金) 晴 昨夜 大雨。 出立の 準備に て 取 込んだ。 相 變らす 幼き 者 供と 別れる のが 辛ら 

く ある。 然し 任務の 爲 である。 我が 戰 場へ と歸ら ねばならぬ。 バウ 口の エルサレム 行きと 11: 様に 「多. 

くの 忠難我 を 待てり」 である。 墓に 入る 時まで 我に 枕す る 所な しで ある。 弟子 は師に 勝らす、 當然 で 

ある。 

九月 十五 日 (土) 半晴 出立に て 多忙であった。 五十日間3^„9ぃ忙がしぃ面白ぃ日を送った。 た ^ 

の 夏期休暇でなかった。 何か實 質の ある 仕事 を爲 さなければ 休みに もなら ない。 最小の 桂 子 は 笑 ひだ. 

した。 正子 は 智慧 たっぷり である、 面白い 事 限りなし。 彼等と 暫時な りと 別 かる、 は 辛ら く ある、 然. 

しまた 會ふ 日を樂 しんで 別れた。 勿論 祈禱と 讚美歌と があった" 此 所に も亦樂 しき クリスチャン ホ！ 
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ムが ある。 夜 九 時 g: ト分 多くの 友人に 送られて 札幌を 離れた。 

九月 十六 日 (日) 半晴 火山 灣の 南岸に て 夜が 明けた。 駒 ケ嶽の 麓より 眺めた る灣の 鏡面 は 美く 

しかった。 朝 七 時雨 館に 盖き、 湯の 川 時 任 家の 客と 成った。 午後 二 時より 商工 會議 所の 議事堂に 於て 

II 演會を 開いた。 五十 錢の 聽講 料を拂 ひて 來り聽 く 者が 百 三十 人あった。 自分 は r 繁榮の 基礎」 並に 

「宗敎 の 利用に 就いて」 と 題し 一 度に ニ囘の 講演 を爲 した。 函 館に 於いて 未だ 背って 斯 んな氣 持の^ 

い： m 說を爲 した こと はない。 閉會 後、 令 は函 館巿會 議長なる 舊 開拓 使 時代の 同僚 松 下熊槌 君に 自動車 

にて 案內 され、 巿內を 見物した。 勘 察 加より 歸來 りし 漁業 汽船の 荷撝 げする 狀况を 示され、 我が 心が 

躍った。 北海道 產 業の 發 達に 關 する 自分の 青年時代の 理想の 實 現せる を 見た からで ある。 夜に 人り 舊 

い 同窓の 一 人 寺 尾 熊 三 君 を 君の 湯の 川の 家に 訪ひ、 舊古を 語り、 祈禱を 共に して 歸 つた。 充賁 せる 一 

日であった。 

九月 十七 日 (月) 晴 秋晴れの 好天 氣 であった。 此所 にも 亦 多くの 友人に 送られて 朝 八 時速 絡汽 

船津輕 丸に て歸途 に 就いた。 海峡 は 稀れ に 見る 靜 けさであった。 船長 岡 田 亮三郞 君 は 聖公會 所属の 會 

ふから に氣 持の 好い クリ ス チャン キヤ プテ ン であった。 彼 は 兄弟の 愛を以 つて 自分 を迎 へて 吳れ 船中 

隈なく 案-?: して 吳れ た。 丁度 隣室に 大本 敎々 主 出口 和に 三郞 氏が 多くの 隨 行者 を 從 へて 同船して ゐ た。 

然し 船長 は 我が 信仰の 兄弟で あれば 自分 は 大本 敎 以上の 勢力で あると 思うた。 正午 少し 過ぎ 靑森 着、 

1 時 四 卜 分發の 汽車に て 東京に 向った。 車中 知合 ひの 關 西の 某 婦人に 出會 し、 彼女の 苦悶の 一 部分 を 


聞かされ、 四圍の 風光と 共に、 明. R に 內地氣 分に 成った。 北海道に 惡ぃ事 は 多い が內 地で 聞く やうな 

悲慘 なる 行詰り 談は 聞かない。 實に函 館 は 北海道の 終る 所で、 靑 森は內 地の 始まる 所で ある を 感じた。 

此夜 急行列車の 2： に 過した。 

九月 十八 日 (火) 雨 朝 七 時 上野に 着いた。 畔上 外十數 人の 家の 者が 迎 へて 吳れ た。 五十 三 H 掘 

りで 柏木に 歸 つた。 永い 永い 留守であった。 家 は 綺醒に 良く 整 ふて ゐた。 唯 小なる 孫 供が 居ないで 淋 

しく ある。 但し 其 代りに カン 卜 先生、 バ トラ ー 先生、 其 他の 大 先生 達が 居 給 ふ、 それ故に 孫 供が ゐす 

とも やって 行ける。 然し 小なる 正子と ダンス を やった のは樂 しかった。 是れ でん r 年の rp^ 休み」 が 終 

つた。 滿六 十七 歳 六 ヶ月の 老人の 夏休みと して は餘 りに 多事 多忙であった。 然し 働き 得て 感謝で ある。 

今から 亦 秋の 仕事が 始まる。 稀 態な 生涯で ある。 

九月 十九 日 (水) 晴 家に 在って 休んだ。 澤 山に 聖書 を讀ん だ。 叉 哲學熟 も 多少 復興した。 八， か 

らが 自分に 取り 本當の 「休み」 であらう。 然し 柏木に 歸 りて 不相變 不幸 を訴 へらる。 「神 を 信じて 不 

幸に 遭 ふ 害がない。 然るに 不幸に 遭 ふ を 見れば 信仰し ない 方が 善くあった ので はない 乎、 その 說明を 

して 吳れ」 との 類で ある。 祌に對 する 不平 を 自分に 向けて 來 るので ある。 何ん と 答へ て 宜しき や 解ら 

ない。 世に 信仰 を 私的に 考 ふる 人の 多い に は 困る。 信仰 は 公的であって 私的で ない。 宇宙 的 法則の 一 

面であって、 自己の 便宜の 爲の もので ない。 「彼れ 我 を 殺し 袷 ふと も 我 は 彼に 依賴 まん」 と 云 ふが 眞 

の 信仰で ある (ヨブ 記 十三 章 十五 節)。 信仰 を 特に 自己 一人の 爲の ものと 思 ふが 故に、 米國宣 敎師に 

一九二 八 年  七 一三 


敎 へられた る 日本の 基督 敎界に 於け る が 如き 數 限りなき 不平と 不滿 とが あるの で ある。 

九月 二十日 (木) 半晴 蒸 暴し。 北海道より^ 京に 歸 つて 来て 强く感 する こと は 東京に 人 問 の 多 

い 事で ある。 何處に 行いても 人間で ある。 人間 を以 つて 溢れて ゐる。 是れ では 生く るが 非常に 困難で 

ある。 此の 狭き 人間 稠密の 東京に 居て 身 も 心 も ii まらざる を 得ない。 唯 幸に して 我が 衷に 霊界の 無^ 

なる あり、 之 を涉獵 して 我は狹 きに 在りて 廣く ある ことが 出來 る。 今日は 殆んど 終日 フ！ ス卜ン 

チヤ ムバ レンの 『カン ト 講演』 を讀ん だ。 

九月 二十 一 日 (金) 雨 來る 日曜日の 說敎の 原稿 を 書いた。 朝 五 時に 起き 八 時 問に て 書き終った。. 

こしら 

^く 人 は 三十 分に て聽 き、 讀む人 は 二十 分に て讀 む。 丁度 家の 者が 終日 掛 つて 持え て 吳れた 御馳走 を 

自分が 十分 間で 平げ て 了 ふやうな ものである。 故に 聽衆 ゃ讀 者に 對 して 不平 を 鳴らす 事 は 出来ない。 

〇 豫 ねて 丸 善書 店に 註文して 置いた H ドヮ ー ド • ケャ ー ド著 『カントの 批判 哲學』 二 冊が 達した。 真 

救 は 千 二百 In; 以上で、 代價は 僅かに 拾參 M 贰拾 五錢 である。 上等 旅館に 一 日 泊る 丈け の代價 である。 

而 かも 是れ あれば 殘る 一 生 を 最も 樂 しく 送る ことが 出来る。 高い 物 は 肉の 食物であって 安い 物 は 霊の 

それで ある。 我が 目前に 菊 版 大冊 二部の 横た はるを 見て、 我心 は 高貴なる 歡 喜を以 つて 躍る。 

九月 二十 二日 (土) 曇 原稿 書きと 讀書 にて 全日 を 終った。 孫 を 離れて 我が 勞働 窒に歸 つて 我が 

頭 腦の勸 くこと 非常で ある。 いくらでも 書く ことが 出來 る、 いくらでも 讀 むこと が 出来る。 孫との ダ 


ンスも 面， 日かった が、 カントの 批钊 哲學も 面白く ある。 兩 者に 對し 深き 趣味 を 有する 自分 は惠 まれた 

る 者で あ ら ねばならぬ。 

九月 二十 三日 (日) 晴 暴い 日であった。 八 週間 振りに て 自分の 高 壇に 立った。 萬 事 自分の 欲す 

るが 儘 に 行 はれて 甚だ 氣 持が 善くあった。 自分の 知る 範圍に 於て 柏木の 自分の 集會程 善く 訓練され た 

る集會 はない。 此處 では 萬 事が 訓練され たる 軍隊に 於け るが 如くに 行 はる。 午前 は滿 員. 午後 は 八 分 

通りの 集會 であった。 午前 は 『休養と 勞働』 と 題し、 午後 は 『余 は 今年の 夏 何を爲 せし 乎』 との 題 下 

に 語った。 久 振りに て 思 ふ 存分に 語り 得て 感謝であった。 『ホ ー ムに擾 る 所 あるな し』 である。 

九月 二十四日 (月) 雨 讀 書と 雜誌 編輯と で 一 曰 を 終った。 孫と 離れて 淋しく ある。 彼女 も 「淋 

しいね ー」 と 云 ふて 居る と札幌 通信 は 言 ふ。 然し 淋しく つて 用事 は涉 る。 神が 活 きて 働き 給 ふ 事が 

益々 明かに 解って 此んな 嬉しい 事 はない。 r 惡に抗 する 勿れ」 である。 神 御自身が 惡を處 分して 下さ 

る。 唯 時が 少し 長く か- 1 るまでで ある。 神と 偕に 在りて 我が 敵 は 自分が 手 を 下さす とも 徐々 と 亡び 行 

く を 見る。 

九月 二十 五日 (火) 雨 濕め つぼい 厥な 日であった。 聖書 研究 會に 二十 人の 新 會員を 募りし 所、 

今日 旣に 十六 人の 入會中 込が あった。 此分 にて は 直に 定員 剩 過に 成る であらう。 4£ 內の 或る 有力なる 

敎會の 牧師の 言な りと 云 ふ を 聞く に、 今や 信者 は カトリ ク敎會 か 叉 は 内 村 聖書 研究 會に 走りつ 、ある 
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と。 それ は 多分 事實 であらう。 若し 禮拜 本位の 敎會を むなら ば カトリ クに 行く に 如かす、 ：！：^ 仰^け 

を以 つて 足れり とするならば 柏木が 行くべき 所で あらう。 


九月 二十. K 日 (水) 曇 急に 涼しくな つた。 久 振りに て 善き 一 日の 休息 を 得た。 然し 外 は 不相變 

晤黑 である。 新聞紙 は 疑獄 事件の 記事 を以 つて 賑ふ。 東京 市の 疑獄、 横濱 市の 疑獄。 疑獄 は 地獄の 現 

象で ある。 そして 東京 も 橫濱も 地獄に 成って 了うた。 それに は 理由が ある。 然し 理由 を說 いた 所が 誰 

も 信じない。 猶ほ 暗黑は 益々 進み 行く であらう。 今日 聞いた 事で あるが、 郊外の 或る 友人の 庭で 熊蜂 

ふつ &ち  厶厶 <3 厶厶 厶厶ム 厶厶厶 

の 一群が 飼育せ る蜜蛛 を喰盡 したとの 事で ある。 卽 ち^の 敵 は 鋒であって， 人の 敵 は 人で ある。 然り 

基督 信者の 敵まで が 基督 信者で あるから 不思議で ある。 之 を， 像の 世界と 云 ふので ある。 全部が 咒 はれ 

てゐ る。 「我等 此 所に (此 世界に) 在りて 恆に存 つべき 城邑 なし、 唯來 らんと する 城邑を 求む」 であ 

る (ヒ ブライ 書 十三 章 十四 節 )o 暗 黑の裡 に 希望の 大 光明 ありで ある。 

九月 二十 七日 (木) 晴 秋晴れの 好 曰 和であった。 或る 友人が 雜誌 『虹』 九月 號に 載せられ たる 

渡 邊善太 君の 自分に 關 する 批評 を 示して 吳れ た。 それ は 左の 如し。 

私 は 前き に 「何故： r 村鑑三 氏の 集 會には あんなに 人が 集る だら う？」 とい ふ 質問 を 度々 うけた。 私 

自身と して は.？： 村 派で もない し、 內村 氏の 弟子で もない し、 その 集會に 常に 出席す る 者で もない し、 

其 私宅 を 常に 訪問す る 者で もない。 然し 僅か 一 ニニ！： の その 會 への 5^ 席と、 數 年前函 根で 同氏と 森 


戶辰男 氏と 私と が 講演 をした 當 時の 知識と 三 四 度の 個人的 談話の 經驗 からで 考へ ると、 n 氏の 講壇 

から は 「福音」 が說 かれる からだと 答へ 度い。 「恩寵」 が敎 へられる からだと 云 ひ 度い〕 勿論 そこ 

に は 人の 云 ふ 如く、 同氏 一流の 詩 も あり、 自然 科學も あり、 俗化に 對 する 挑戰も あり、 慷慨 も 悲憤 

も あるが、 要するに それらの もの はお 刺身の つまに 過ぎない。 只 風袋に 過ぎない。 中身 は 「福音」 

である。 人の 魂が 本當に 謙虚に なった 時に のみ 與 へられる 「福音」 であり、 それの みから 流れ出 づ 

る 「恩寵」 である。 基督 敎界の 所謂 大先 J_ 本が、 或は 落伍し、 或は 湖 落した 今日、 獨り 同氏が 尙ほロ 

曜 毎に 五 百の 聽衆 を惹 きつけて 居る 事 は、 吾々 後進の 靑ー 一才に は大 なる 敎訓 である。 

是は 誠に 有難い 批評で ある。 我國 基督 敎界 の敎師 にして 此ん なに 善く 自分 を 見て 吳れた 者の 他に 有る 

を 知らない。 實 に渡邊 君が 言 ふ 通り、 自分 はィ H ス キリストの 恩惠の 福音 を說 いて 來た 積り である、 

其 他は附 たりで ある、 有っても 無くっても 可い 事で ある。 そして 縱令ー 人たり とも 自分の 所 說の眞 * お 

を 看破 し て 吳れた 者 の ある 事 を 感謝す る 。 

九月 二十 八日 (金) 晴 知人 某の 事業に 關 する 所用 あり 一 曰 を 費して 靜岡縣 田 方 郡 西 浦村久 lli へ 

行いた。 江 之 浦 灣を經 て 富士山 を眺 むる 風景 は 世界一 品で あると 思うた。 松 島な どの 到底 及ぶ 所でな 

い。 北海道 を 見た 眼で 内地の 此邊を 見て、 矢張り 日本の 最 美は內 地に 在る こと を肯 はざる を 得ない。 

義務 は^として 秋晴の 好き 一 日の 淸 遊であった。 

九月 二十 九日 (土) 曇 n 本國は 依然として 官尊民卑の 國 である。 官 權に賴 りて 何事 も 爲し得 ざ 
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る はなく、 一市 たる 丈け の權 利を以 つてした 丈け では 何事 を爲 すに も 面倒で あり、 不利益で あり、 

た抵の 場合 は 不可能で ある。 そして 政治の 腐敗す るの も、 敎 育の 實 の擧ら ざるの も、 社會 全般が 日に 

曰に 喷 落す るの も 凡て 之が 爲 である。 此は 實に國 家の 盛衰に 關 する 重大問題 である。 然し 直さん と r が 

して 直す 事が 出来ない。 但し 自分自身 は 不利益 を 忍び、 不可能 を覺 悟して 官權に は賴ら ないで あらう。 

九月 三十日 (日) 雨 午前 は 八 分 通り 午後 は滿 員の 集會 であった。 若き 婦人の 會 員の 殖て來 るに 

は^く。 米圃问 様、 終に は 婦人の i!^ 會と 成り はせ ぬ 乎と 思 ふて 心配す る。 此日特 書すべき 事 は、 『聖 

金曰 之 硏究』 發刊 常時、 書記の 役 を 務めて 吳れ、 其 後 二十 何年 問 交際の 絶えし、 今 は 栃木 縣烏山 屮學校 

の 英語 敎師 たる 木 耕 一 君が 信仰に 目 醒めて 歸 つて 来て 吳れた 事であった。 彼 は 午前の 集會の 前に 立 

ちて 个 n= に 至りし までの 終麼を 語り、 彼れ 自身が 淚に 咽び しと 共に、 會衆 一同に 深き 感動 を與 へた U 

柏木に 於て は 稀れ に 見る 悔改 の吿 ねであった。 午後 二 時 少數敎 友の 立會の 下に 自分 は 彼に パプ テス マ 

を 施した。 栃木 縣靑 木義雄 君の 如き、 態 々来て 立食うて 吳れ た。 誠に 嬉しき 聖 式であった" 如 此きバ 

プ テス マに 誰も 反對 しゃう 害 はない。 天に 於て 天使の 問に 犬なる 喜びが あつたと 信す る〕 我等 は 地上 

に 於 て 其 喜 び を 分 つ た ま で ^ある。 

十月 一日へ 月) 晴 麗 はしき 秋日和であった。 〔I に 在りて 休んだ。 玄關に 左の 如き 張 紙 を 貼った。 

1、 fs^ 敎 演？？ 御 依 顿に應 じません。 

二、 雜誌新 問 記者 諸君に は 御面會 致しません。 


コー、 政治 は 勿論、 敎會 宗教の 諸 運動に は參加 致しません。 

此く爲 して 自分の 平安 を 守らねば ならぬ。 我 門 を 一 歩 出れば 萬 事が 混亂 である。 自動車、 自轉 車、 荷 

馬車が 馳 せちが ふ。 誰もが 人 を 突き倒しても 自 から 生きん と 欲する。 遠慮 會釋 などあった もので ない。 

恐ろしい 世界で ある。 故に 朝早く 人の 起きざる 前と、 夜遲く 人が 寢靜 まった 後の 外 は 成るべく 門外に 

M ぬ やうに して 居る。 

十月 二日 (火) 晴 同窓 同級の 友、 東京 帝 國大學 名譽敎 授ェ學 博士 廣井房 君 昨夜 突然 永眠した。 

直に 彼の 家を訪 ひ、 彼の 1^ たき 額に 手 を當て &實に 感慨無量であった。 五十 年 前に 彼と 同時に バプテ 

スマを 受け、 共に 福 昔宣傳 の爲に 働かん 事 を 誓 ひし も、 彼 は 日本 第一 の 築港 學の權 威と 成り、 直接に 

傅 道に 携 はらざる やうに 成り、 其方 面に 於け る 事業 は 自分が 一 人で爲さ^^るを得ざるに至り、 堪え難 

き 淋しみ を 感ぜし 事であった。 是れで 札 幌農學 校 第二 期 卒業生 十 人の 內、 六ん まで 世 を 去りて、 淺る 

は 僅かに 四 人で ある。 それ を 思 ふて 更ら に大 なる 淋しみ を感 する。 然し 我が 救 主は活 きて ゐ給 ふ。 彼 

と 偕に 働く ので あれば 我 は落膽 して はならない。 然し 肉 は 弱し。 今朝 舊 友の 死 額に 接して 今日は 終日 

悲歎に 沈んだ。 唯今 日 も 亦 有力なる 新 會員七 八 名 を 得て 大いに 元氣附 けられた。 

十月 三日 (水) 雨 朝 五 時に 起き、 明日 行 はるべき 舊 友ェ學 博士 廣井 尊君の 葬儀に 於て 讀 むべき 

感想の 原稿 を 書いた。 萬感 胸に 迫りて 幾度 か 落る 淚を 拭うた。 叉 訪問者 多く、 人生の 實際 問題の 解決 

を 求められて 困難した。 聖 J 曰の 註解 二三 頁 を讀 みし 外に、 他に 何事 を も爲し 得なかった。 唯 夕食後に 

一九二 八 年  七 1 九 


= 々の * 涯  七 二  0 

女學 者の 文 子さん が やって 來て 一 時 問 程 色々 な 問題に 就いて 話して 面，：：： かった。 神 は 今猶ほ 奇跡 を 行 

ひ 給 ふ 事 を 天然 科 * の 立場より 話し合って 大いに 我が 信仰 を 助けた。 

十月 四日 (木) 雨 廣井男 君の 葬儀 を 巿ケ谷 仲の 町の 君の 自宅に 於て 行った。 番町 敎會前 牧師 綱 

島 佳吉 が 司會の 任に 當り、 其 他 萬 事に 涉り 我等 を 指導して sK れた。 同窓の 友 大島正 健 君と 伊藤 一隆 

君と 亦 儀式の 一部 を檐 任して SK れ、 自分 は豫 ねての 故人の 依 噸に從 ひ、 flseral  sermon  (葬儀の 說 

敎) を 試みた。 實に 辛ら い 役目であった。 棺 前に 立ち、 萬感 胸に 迫りて WR 淚を 禁じ 得なかった〕 五十 

年来の 信仰生活の n 顧で ある。 彼 は 如何にして 大 土木 學 者に 成りし 乎、 自分 は 如何にして 福 昔の 戰士 

に 成りし 乎、 其 徑路を 述べて 我が 心臓 は 崩れん 計りに 震へ た。 近頃 此んな 感慨 多き 說敎 を爲 した 事 は 

ない。 如此 くにして 舊友 は績々 と^を 去りて 我 は 其 葬 镜を行 は しめられる。 辛ら い 重い 責任で ある。 

後で ガッ カリと 疲れた。 

十月 五日 (金) 雨 昨日の 廣井 氏の 葬儀に 於て 自分の 讀み 上げた 感想文に 對し、 會葬 者の 一 んに 

して 同氏の 親族の 或る 婦人より 長い 感謝の 書面が 達した。 其 .2: に 曰く 

生、 八/日 私が Isi^ 見 致しました 先生 は、 いつも 柏木の 講壇の 上で 御 話 を 遊ばす 先生で はなく、 もつ 

ともつ と 私達に 近い、 本當に 人間と しての 先生で 御 鹿い ました。 熟い 々 々淚を 流しつ k 語られた 先 

生の 御 一一 一一 口 葉 を 誰も々 々どの 様に うれしく うか つたこと で 御座いませう。 …… この 淚 こそ は 人間 ィ 

H スの 流し 給うた 淚 であり、 眞の クリスチャン の 流す 淚 であります。 この 潔い 熱い 淚を 流し 得ぬ 者 


よ、 たと へ 可で あらう とも 少く とも クリスチャン ではない、 人間で はない と ひました  この 御 

葬隨に 列して、 他の何處で ぐ も5^られぬものを與 へ られましたことを、 何よりも 嬉しく 思 ひました" 

云々 

イエ スは其 友 ラザ& の 墓に 於て 淚を 流し 給へ りと ある" 自分 とても 舊 友の 葬儀 を 行って 淚を 流せし は 

當然 である。 然し 乍ら 滅多に 流さ る 自分の 淚を 感情 鋭き 婦人 達に 見られし は殘念 至極で ある。 然し 

あの 場合、 4- む を 得なかった。 

十月 六日 (土) 晴 3： ん となく 疲れた。 佛國 の大昆 蟲學者 J  •  H  • フハ ー ブルの 毘蟲の 本能に 關 

する 意見なる もの を 讀んで 大いに 我が 意を强 うした。 フ ハ ー ブル は アガシと 偕に ダ ー ヰンの 進化 說に 

は反對 であった と 云 ふ。 自分 も 近頃 は 大分に ダ ー ヰン 主義 を 疑 ひ 出した。 是は 勿論 敎會 者に 喜ばれん 

爲 でない、 純然たる 學 問の 立場から である。 

十月 七日 (日) 雨 大雨に も拘 はらす 午前 は 八 分、 午後 は 九分の 集會 であった。 聽 衆の 熟 心なる 

に 驚く。 皆な 巿の 内外の 遠方より 來 るので ある。 午前 は 「死に 關 する 聖書の 敎示」 と 題して 語った" 

六ケ 敷い 問題であった。 聽 衆に 解った か 否や を 知らない、 然し 語らねば ならぬ 事で あると 思うた から 

語った。 午後 は 「神の 在る 證據」 に 就いて 語った が 甚だ 振はなかった。 頭が 疲れて ゐ たからで ある。 

來會 者に 對し氣 の 毒であった。 
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十月 八日 (月) 雨 暴風雨であった。 家に 在って 外國の 友人に 手紙 を 書いた。 英語 を 使 ふの が 段 

^ と 困難に 成 つ て 來た。 其 他 に澤 山に プラト ー を讀ん だ。 聖書の 次ぎに 偉ら い 書 はソク ラ テ ス の 哲學 

問 答で あると 思 ふ。 

十月 九日 (火) 晴 昨： = と は 打って 變 つての 天氣 であった U 郊外に 友人 某の 病氣を 見舞 ひ、 然る 

後に： ニケ W 振り にて バ ビ ロンに 行いた。 北海 (m へ は 行いて も 行きたくない 所で あ る と E やった。 這 々 の 

體 にて 柏木に 逃げて 歸 つた。 

十月 十日 (水) 晴 朝 五 時に 起き 十二時まで 掛 つて 二度 分の 講演 を 書いた。 萬 事が 元の 調子に 歸 

りつ. - あって 感謝で ある〕 七：^ 以來餘 所に 働きし が 故に 調子が 狂 ひ、 何ん とたく 異様に 感じた。 我が 

事業 は 人に 露 现を敎 ゆる 事であって、 人を勸 めて 信者に 成す 事で ない。 我が 本領 は 研究で ある、 說敎 

でない、 然るに^ 人 は 我 を 說敎師 として 用 ひんと する。 惡ぃ 人達で ある。 

十月 十一 日 (木) 半晴 金が 有って 信仰と 道德が 無くして 亡び 行く 人と 家の 許 多 ある を目擊 して、 

今更な がらに 神の 審判の 正しき に 驚く。 信用 は 金に 有りとの 日本人 全體の 立場が 今や 根抵 より 崩れつ 

つ ある。 然し 止む を 得ない、 薩長 土 肥の 政治家 等に 由って 導かれて 來た 日本人で ある、 玆に 至る は當 

然 である。 伹し我 國の攀 であると 思へば 情けない。 夜 傅 道會を 開いた。 山形 腐 小 國鄉、 福島縣 茨木 街 

道に 於け る 一 一組の 傅 道隊の 報丰" があった。 多少の 成 效を牧 めし 事 を 感謝した" 


十月 十二 日 (金) 半晴 愛らしき 山茶花が. 喚 55 し 本當の 秋が 来た。 雜誌 十月 號を發 送した。 明治 

三十 三年 十月 第一 號を發 行して、 今月で 滿ニ 十八 年で ある。 今に 猶ほ倦 きないの は 不思議で ある" 主 

婦は甥 姪 を 伴 ひ 參州岡 崎へ 父 a; の 墓參に 行いた。 

十月 十三 日 (土) 半晴 詩篇 第 十八 篇とゾ ー ムの 『敎會 歷史』 を讀ん だ。 人世の 色々 の 事 を 思 ひ 

感慨 措く 能 はざる 所の ものが あった。 世に 基督 敎の 信仰 を 馬鹿にする 者が 澤 山に 在る が、 其 人 等が 徐 

徐に 滅び 行く の を 見て 恐ろしくなる。 「神 は慢 るべき 者に 非す」 である。 審判 は 覿面に 行 はる。 神の 

在し 給 ふ確實 の證據 である。 それにしても 「準 繩は 我が 爲に樂 しき 地に 落ちたり、 宜べ 我れ 善き 嗣業 

を？， £ たる かな」 である (詩 第 十六 篇六 節)。 

十月 十四日 (日) 晴 麗 はしき 秋の 聖日であった。 午前 午後 を 合 はせ て 四百 人に 少し 足らざる 來 

者が あった。 兩囘 共に 充實 せる 集會 であった。 朝の 組で は 舊約ォ バデャ 書の 研究 を 始めた。 午後 は 

「神に 關 する 思想」 の 第一 囘 「無神論と 不可思議 論」 を 講じた。 此 世に 惡ぃ事 厭 ふ 事は澤 山に 有る が、 

聖書と； i 昔と を說 いて ゐる時 丈け は天國 である。 殊に 今日の 如くに 木犀 香り 山茶花 i< く 秋日和に 此事 

を爲 すの 樂 しさと 云うたら ば譬 ふるに 物な しで ある。 

十月 十五 日 (月) 半晴 家に 在りて 休んだ。 讀 書の 好 時節で ある。 澤 山に 聖書と プラト ー とを讀 
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んだ。 我が 靈 魂の 飽足れ るを覺 えた。 故ェ 學 博士 廣井 f 舆君 の 遣 一一 百 に. S り 金 五 百 圆を其 遣 族より 聖書 研 

究 社へ 寄附して „4< れて 有難かった" 奮い 同窓の 友に して 如此 くに 我が 事業 を 記念して 吳れた 者 は 今日 

まで 唯 彼れ 一 人 ありし のみで ある。 其 事 を 思 ふて 悲しくな ると 同時に、 彼に 對し 深甚の 感謝な き 能 は 

すで ある。 

十月 十六 日 (火) 晴 面會 日で ある、 澤 山に 厥な 事 を 聞かされた。 厩な 事 を 聞く のが 宗敎 家の 役 

z: である やうに 思 はれる。 世に 憐れなる 者と て 官職 を 離れた る 役人と 財 產を失 ひたる 金 持の 如き はな 

い。 彼等 は 水 を 離れた る 魚 叉 は 木から 落ちた る 猿の 如き 者で ある。 人生 成る 勿れ 官吏の 身、 fn: 年の 苦 

樂 他人に 依る である。 又 祖先の 遺産に 巾って 生活す るが 如き 危險 はない。 天秤棒 を擔 いで も 可い から 

獨立 人た るべき である。 自分の 如き、 早く 官吏 生涯 を 離れ、 神と 自己との みに 由って 生涯し 來 りし 幸 

福 は 實に大 なりと 云 はざる を 得ない。 

十月 十七 日 (水) 曇 茨城 縣稻敷 那高田 村が 4r 囘禁酒 村と 成りし 其 起因 は 今の 村長 根本 益 次 郎君 

が：： いい s!、 自分の 演 說を聽 いて 基督 信者に 成りし に 在ろ との 記事 を 或る 雜 誌に 讀んで 衷心より 嬉し か 

つた。 自分 は 無敎會 主義の 主唱 者であって、 惡事の外に何の善事を爲さ^-りしと敎會者ゃ宣敎師に思 

はる、 時に、 斯 かる 報知に 接して 何やら 少し 生き甲斐 があった やうに 思 はる。 今日は また 新 潟の 奮き 

敎友大 橋正吉 氏の 訪問 を 受け、 彼 地に 於いて 四十 年 前に、 自分が 敎會者 並に 米 國宣敎 師の强 き 反對の 

問に 播 きし 信仰の 種が 今に 至りて 實を 結びつ、 あると 聞いて、 是れ亦 犬なる 感謝の 種であった。 長い 


生涯の 間 神に 導かれて、 其 終りに 近づいて 善き 報知 を 聞かさる &は、 斯んな 嬉しい 事 はない。 神が 自 

分を義 として 下さる、 自 から 進んで 辯 明す る 必要 は 少しも 無い。 彼に 我が 5 非を赦 して 頂き、 萬 事 を 彼 

に 委ね 奉る。 謗られても 嫌 はれても 何でも無い。 未来の 光明 を 目指して 毎日 進む のみで ある。 

十月 十八 日 (木) 雨 暴風雨の 氣味 である。 終日 ペン を 採って 働いた。 少しく 過勞を 恐れた。 

五 年 問 交際の 絶えし 或る 奮い 信仰の 友が 歸 つて 来て 吳れて 嬉しかった。 他の 子供達 も 皆ん な 何時か 歸 

つて 來 るので あらう と 思 ふと 嬉しく つて 堪らない。 人生 惡ぃ事 計りで たい、 善い 事 も ある、 失望 は 無 

用で ある。 加州の 敎友 某が フル ー ッの罐 詰を澤 山に 送って 吳れ た。 是も亦 善い 事で ある。 

十月 十九 日 (金) 晴 上 州 高 崎 光明寺に 主婦と 共に 先祖の 墓に 參 りた。 朝家 を 出て 夜に 入って 歸 

つた。 是れ亦 日本人と して 爲 さねば たらぬ 義務で ある。 墓參を 終へ て 後に 烏 川の 畔に 至り、 遙 かに 榛 

名碓 氷の 連峰 を 眺めながら 我 少年 時代の 事共 を 思 ひ 出した。 柳 川 町に 我が 父の 家の 跡 を 尋ねた。 初め 

て 手 習に 行きし 白井老 先生の 邸宅の 前 を 過ぎた。 熊 野 神社 は 我が 迷信 時代の 崇拜 物で ある、 此日 丁度 

其の 祭禮 であった。 凡てが 六十 年 前の 事共で ある。 山の 形 は變ら す、 川 は 依然として 流る、 其 內に我 

が 少時の 友なる 淡水魚 類 は 棲む。 唯 釣 漁に 耽る 我を誡 めし 父の 聲を 聞かない。 喧我も 亦 上 州 人で ある。 

此んな 者に 成らう と は 夢にも 想はなかった。 今の 高 崎 聯隊 正門 前に ありし 藩黌 にて 東京より 招きし 小 

泉 先生より 學 びし ABC が 後に 役に立って、 日本 全 國にパ ゥ0、 ァゥ ガス チン、 ル ー テルの 唱 へし キ 

リ ストの 福音 を傳 ふるに 至った ので ある。 感慨 何ぞ堪 へん。 
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十月 二十日 (土) 暴 n 自分の 寄いた もの、 校正に 全日 を 費した。 不相變 面， 日くない 仕事で ある。 

然し 校正 は 仕上げであって 之 を 他人に 任 かす 事 は 出来ない。 目の 盲す るまで 此 事を爲 さすば なるまい。 

然し 他の 事を爲 すので はない、 ィ H スと其 愛と を 語る 書物の 校正 を爲 すので ある。 それで あるから 樂 

しい。 〇 近-頃に 成りて 自分 を 離れし 人達が ボ ッボッ と； 冉び 還り 来て 吳れて 是れ亦 非常に 樂 しく ある。 

八， 日 も亦斯 かる 歸還 者の 一組が あった。 今に 皆ん な 還って 來 て吳れ るので あると 思 ふ。 

十月 二十 一日 (日) 雨 雨天に 拘 はらす 午前 午後 共に 殆ん ど滿 員の 集會 であった。 ォ バデャ 書の 

研究と 自然 祌敎に 就いて 講じた。 午後 は 塚 本が 主 住で 自分 は 袖 助で ある。 集會は 善き 機械の 如くに 何 

の 故障 もな く運轉 する。 斯 んな惠 まれた る 集會は 日本中 他 にないと 思 はる。 敎會と 云 ふ 敎會が 成る ベ 

く 俗 社會に 接近 せんとて 努む るに 對し、 我等 は 之 を 避け 之より 遠 からん とする に拘 はらす、 斯 くも 善 

き會 衆が 泥 路を厭 はす 此邊 鄙の 所に 集り 来る は 不思議で ある。 神樣 御自身が 彼等 を 連れ 来り 給 ふと 信 

する より 他に^ へ ぢ がない。 

十月 二十 二日 (月) 晴 叉復 草臥れた。 古い スチ ユア ー トの羅 馬 書 註解 を 取 出し、 第 九 章の 豫定 

論の 邊を 通讀 し、 疲れたる 靈 魂に 能力 を與 へた" 依然として 貴き は 古い ピ ュ ー リタ ン祌學 である。 之 

に tr へ て 近^ 人の 神學の 如き 半 錢の價 値 もない。 


十月 二十 三日 (火) 雨 聖書 研究 會 への 入 會志は W 者が 依然として 結えない。 內に敎 會所屬 の 信者 

の 多い に 困却す る。 挥考 三者 を 促し、 最後に 牧師の 承認 を 得て 許可す る 事に して ゐる。 敎會は 何 をし 

てゐ るの 乎。 願 ふ 我等 をして 其會 員の 靈 魂の 氣附を 取らし めざらん 事 を。 時々 敎會の 長老 役員 等より 

聞く 所で ある 「私供 は 牧師に 信仰 を 養 はれん としません、 それ は 聖書 之 研究に 依ります。 敎會に は 唯 

籍を 置く 丈け です。 福音 は 之 を 今の 敎會 より 得られません」 と。 我等に 取り 好い 迷惑で ある。 敎會に 

再考 三考を 促す。 

十月 二十四日 (水) 曇 引 辏き惠 まれない 天候で ある。 濕っ。 ほい 重苦しい 厭な 日であった。 朝 第 

一 に 詩篇 第一 一十一 ー篇 を讀ん だ。 讀ん で淚が こぼれた" 十字架の 上の ィ H スを 詠んだ 詩で ある。 そして 

凡て 彼 を 信す る 者の 生涯 を 歌 ふ 歌で ある。 患難と 孤獨と 祈禱と 希望と 勝利、 此んな 詩が 聖書 を 除いて 

他に 何處に 在る 乎。 此 詩の 解る 者が タリ ス チャン であって、 解らない 者 は 監督で も神學 博士で も タリ 

ス チャンで ない。 此詩を 我 詩と して 味 ひ 得ん が爲に 怎んな 困苦に 遭うても 可い。 新聞と 雜 誌と は 悉く 

i を 語り、 之 を 目に 觸る、 だに 氣持惡 しき 時に、 古い 聖書の 有る ありて 不朽の 生命に 接し 得る は 祝 i 

一一 目"^ に盡し 難しで ある。 〇 先週 上 州 高 崎に 行いて 以來 色々 の 追想に 耽ける。 若し 維新の 革命が なくし 

て 西洋文明が 入って 來 なかったならば 自分 は 今頃 怎ぅ 成って ゐ たらう と 想 ふ。 自分の 世界 は 八 萬 一 罕 

石の 小 藩で、 家 は 五十石の 小 武士、 まことに 振 はない 身分であった らう。 勿論 キリストの 福音に 接す 

る機會 もた く、 叉 ソクラテス、 プラト ー、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 カン 卜 を も 知らす して 一生 を 終 

つたで あらう。 さう 思へば 維新 革命 や 西洋文明 を咒 うて はならない。 矢張り 明： H 大正の 世に 生れて 來 

一九二 八 年  七 二 七 
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たの は 幸福であった" 神と 時代と に 感謝せ ねばならぬ。 

十月 二十 五日 (木) 曇 昨日 同様の 天候で ある。 此 世の 智者が 智慧 食け して is 境に 陷 りし 者の 狀 

態 を 幾つ ともなく 毎日 見せられて 同情 又憐 察に 堪 へない。 彼等の 或 者 は 自分 を 指して 「あの人 は 信仰 

は 堅い が 世間の 事に 暗い」 と 言 ひ 通して 來 つた 人達で ある。 その 人達が^ 間の 事に 失， 肽 して 自分の 如 

き 者にまで 此 世の 事に 關 する 援助 を 要求す るに 至って、 皮肉 も玆に 至って 其 極に 達せり と稱 すべきで 

ある。 *1 に 「智慧 馬鹿」 と 云 ふ 事が あるが、 キリストと 其 福音 を 馬鹿にする 人 程 馬鹿な 者 は 無い と 思 

ふ 0 


十月 二十 六日 (金) 曇 朝 藤 一隆 を 其 病床に 訪れた (差した る 病に 非す)。 彼と 共に 詩篇 第二 

士 ー篇 並に 一 不三篇 を 讀んで 其 眞意を 味うて 感謝した。 我等 人生の 夕暮に 達して 何よりも 樂 しき は 祌 

の 言 其 儘を讀 むこと である。 殊に 第一 一十一 ー篇の 如き、 燭髏 山に 參 して 主 を その 十字架の 上に 仰ぎ まつ 

み ォ.， ノ. 

るが 如くに 感す る。 此世 はどうで も 可い と感す る。 目覺 めて 後に 主 を其聖 姿に 於て 拜 する を 得ば 他に 

何の 求む る 所 はない。 〇 九州の 或る 老 姉妹より 心 を 1^ めた る眞綿 入りの 布團 一枚 を 送って 吳れ た。 彼 

女 は 昨年 も 同一 の もの を 送って 吳れ て、 今度の 分と 併せて 上下 二 枚に 成り、 夜晝 共に 用 ひて ゐる。 彼 

女の 愛 心 報 ふべき 何物 を も 持た ざれば、 左の 一首 を 送りて 我が 心よりの 感謝 を 表した。 

？.! き 愛の！  t に 老いの 身 を 


夜晝 となく 包む 嬉 し さ。 

世に 名譽は 色々 あるが、 貧しき 友に 斯く惠 まる、 名 譽は叉 特別で ある。 自分 は 正 一 位 大動位 公爵たら 

ん よりも 此名譽 の 方を擇 む。 尤も 自分の 如き 者 は 爵位 は 望ん で も 得られな いのは 言 ふま でもな い 。 

十月 二  4" 七日 (土) 半晴 終日 凡 神 論と 其 主唱 者ス ピノ ー ザに 就て 讀み 書き 考 へた。 實に 偉ら い 

人で ある。 カント 以上に 哲學 者の 模範で ある。 彼の 哲學に は 首肯し 難い 點が 多い が、 彼の 人物に 對し 

ては滿 腔の 敬崇を 表せざる を 得ない。 最大の ユダヤ人と 云へば パゥ ロ乎ス ピノ ー ザ 乎で ある。 孰れ 劣 

らぬ 宇宙 的 偉物で ある。 偉ら い 人 も 在った ものである。 

十月 二十 八日 (日) 雨 午前 午後 合せて 西 百 人 程の 來會者 あり 巾 分な き集會 であった。 午前 は 

r テ マ ン の 智慧 負け」 と 題し、 前 囘に續 き ヤコ ブ對 H サ ゥの對 照に 就いて 語った。 午後 は 凡 神 論哲學 

者ス ピノ ー ザに 就て 話した。 ス ピノ ー ザの 略 傳を述 ぶる に當 り、 彼に 對 する 同情 を禁 する 能 はすして- 

終に 規定の 時間 を 越 ゆる 一 一十 分に して 漸く 止む る を 得た" 時間 厳守の 研究 會に 於て 滅多に無い 事で あ 

る。 最も 哲學 者ら しい 哲學 者スビ ノ ー ザ を 紹介す るので あって、 我が 親友 を 紹介す る やうな 熱心 を禁 

じ 得なかった。 斯くて 日曜日 毎の 聖き 偸樂は 何時まで 經 つても 盡 きないの である。 

十月 二十 九日 (月) 雨 横濱 見物に 行いた。 カピ テン 山桝 に案內 され、 モ ー トル ボ ー 卜に て港內 

を縱 横に 乘 廻り、 雨中の 善き 水上 ドライブであった。 三溪 園に 遊び、 新 グランド ホテルに て晝 食の 馳 
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走に 與り、 故齋 藤 梅吉 君の 遺族 を 訪問し、 黄昏 頃 柏木に 歸 つた。 久 板り にて 日本が^ 界と 接する 此港 

に 至り 一 寸 「洋行」 したやう に 感じた。 今 n の 自分に 取り 是れ 以上の 洋行 を爲す 必要 はない。 英、 佛、 

伊、 米 等の 大 船舶の 岸壁に 槃 がる を 見た 丈け で 充分で ある。 我が f 界は我 胸中に 在る。 其 處にス ピノ 

1 ザ や カントが 來て敎 へて 吳れ る。 何も 海外まで 押出して 益なら ぬ此 世の 知識 を 求む る 必要 はない。 

十月 三十日 (火) 雨 面會 日で ある、 相 變らす 多くの 厥な 事 を 聞かせられた。 日本人の 大多數 は 

^學老 でもなければ 宗敎 家で もない 、 煩悶 者で あ る。 そして 彼等に 取り 宗敎は 彼等の 饭悶を 取 除く 爲 

の 者で ある。 故に 彼等に 煩悶な き 時には 彼等 は 宗敎家 を 訪づれ ない。 感謝の 捧 物を以 つて 神に ると 

云 ふやうな 事 は 今の 日本人に は 滅多にない。 今日は 共產 主義 を懷 くが 故に 某 校 を 退校され た 或る 有爲 

の 青年の 訪問 を 受けた。 同情と 理解 を 以て 彼に 話せし 所、 彼 は 感謝して 辭し 去った。 自分 は 彼に 於て 

何の 危險 をも發 見し 得なかった。 一 人の 友人と して 愛と 長者の ォ ー ソリチ ー を以 つて 臨めば 彼 は 喜ん 

で 我が 說論を 受けて 吳れ る。 多分 今の 敎育 家に 此 二つの ものが： i けて ゐ るので あらう。 

十月 三十 I 日 (水) 晴 朝の 五 時半より 夕の 五 時半まで 倒いた。 校正 叉 校正で ある。 少しも 面白 

い 事 はない、 唯 自分の 書いた 物の 誤字 を 拾 ふので ある。 誠に 自分 も 亦勞働 者の 一 人で ある。 然るに 或 

る 人 等に は 先生 先生と 呼ばれて 持 上げられ、 說敎を させられ、 儀式 を 司らせら る。 そして 若し 何に か 

彼等の 氣に合 はぬ 事を爲 せば 聖人が 罪 を 犯した やうに 責めら る。 此んな 割の 惡ぃ事 はない。 今の 日本 

人が 宗敎ゃ 道德の 敎師に 成る 事 を 厩が るの は 無理 はない。 此國は 遠から すして 普通 道德の 饑饉の 故に 
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亡ぶ るので は あるまい 乎。 

十一月 一日 (木) 晴 今日 も 亦 校正で 終った。 然し 校正よりも 厭な 事が 此 世に は澤 山に 有る。 今 

日 も 亦麼た 事を澤 山に 聞かされた。 多く は 金が 欲し さに 行った 失欧談 である。 實 業と 云へ、 名 は 立派 

であるが、 金が 欲し さの 事業と 云へば 恥づ べき 事業で ある。 其 事の 爲に 失敗した の は 其 人の 靈 魂の 永 

遠の 幸福の. 爲に 却って 祝すべき である。 何れに しろ 暗い 社會 である。 眞の 指導者 は 一 人 も 見 當らた い _ 

故に 人生の 失 耽 者 は 綾 出して 止まない。 

十一月 二日 (金) 雨 市外 荏 原 町中 延 四百 莊に * 長 尾 半 平 君 並に 畔上 と共に、 故 伊藤 幸 次 郎君の 

葬儀 を 司った。 同 君 は 富 士見町 敎會に 敎籍を 置かれし 信者で あつたが、 過る 四 五 年間 我が 聖書 硏究會 

に 忠實に 出席 せられし 關 係から、 自分 等が 此 任に 當 つた 次第で ある。 君は實 業界に 功績 多き 人で あり 

しと 同時に、 隱れ たる 善行に 富み ィ H スの 謙遜なる 弟子と して 其 波瀾 多き 生涯 を II かに 終られた ので 

ある。 自分 は 「人生 は 何の 爲 なる 乎」 との 問題に 就き 所思 を 述べ、 之 を 伊藤 君の 生涯に 當 はめて、 聊 

か 同 君 並に 遺族に 對 する 自分の 同情 敬意 を 表した。 

十 一 月 三日 (土) 晴 秋日和の 麗 はしき 明治 節で ある。 昔し の 天長節が 思 ひ 出さる。 ラヂォ に 頼 

山^ 作 「下 筑後 河」 の 詩吟 を 聞き、 我が 舊 時の 勤王 心が 復興した。 

勤 王諸將 前後 沒。 西陲僅 存臣武 光。 
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丈夫 耍貴知 順逆。 小貳大 友何狗 鼠。 

千載！^ 黨骨 亦朽。 獨冇 苦節 傳芳 芬。 

米歐宣 敎師ゃ 共 パン を 食 ふて 恥と 思 はざる 敎會 信者 等に は 此意氣 は 解らない。 口 本 武士の 此 精神が キ 

リ ス ト 化せられて 初めて 國を救 ひ^ 界を 動かす に 足る の 信仰が 起る ので ある。 今や ョ 本人 普通の 道 を 

知らない 口木 人の 多き に 驚き入る。 そして 其れが 基督 信者、 甚 しきに 至って は 自分の 弟子と 稱 する 人 

の ：2： にある に 驚く。 今日の 日本の 家庭より 不良 性の 子女の 績出 する は 主として 之が 爲 である。 之 を 思 

ふて 殆ん ど絕 する。 然し 乍ら 日本に 道 德は絕 えても 神は活 きて 在し 給 ふ〕 そして 神 は 審判 を 行 ひ 給 

ふて 正義 は 依然として 行 はる。 誠に 有難い 事で ある？ 

十一月 四日 (日) 晴 朝夕 共に 相變ら す盛會 であった" 午後の 組に は 女子が 遂々 男子よりも 多く 

なった。 米國 式に 成り さう で 心配す る。 今日は 殊に 皇室 サン "チ， 'であった。 朝 は 「明治 節と 御大 典」 

午後 は 「日本 國 存在の 理由」 と 題して 語った。 日本 國の 世界に 於け る 特殊の 地位と 使命と に 就て 述べ 

た。 美 はしの 聖日であった" 

十一月 五日 (月) 晴 外へ 遊びに 行く 代りに 家に 在りて 靜に ペンと 紙と を もて 働いた。 此方が 遙 

に 優 さる 休養 で あ る。 働いて 疲れる と 云 ふ は 實は內 なる 能力 を 消 養す るからで ある。 之 を 補助す るの 

道 は單に 境遇の 變化を 求む るに 非す、 心より 上よりの 新たなる 能力 を 仰ぐ に 在る。 獨り靜 かに 全能者 

を 念す るに 優 さる 善き 休養の 途は 無い ので ある。 〇 黃昏頃 或 人の 招きに 應 ぜん 爲に 主婦と 共に 自動車 


に乘 りて バ ビ 口 ンに 行いた。 多少 得し 所 ありし に拘 はらす、 バ ビ D ン 城の 雜 踏眩耀 の 內 に.，、 りて は 死 

ちち 一 

の 街に 在る が 如くに 感じた。 東京に 在りて は 柏木の 一角 を 除いて 他に 自分の 居るべき 所 はない。 

十一月 六日 (火) 晴 日本 基督 敎會の 敎師達 は 「內 村鑑ニ 氏の 矛盾」 と 題し、 自分が 今夏 札幌獨 

立 敎會を 助けし 事 を 被と して 頻りに 自分に 喧っ て 懸からる \ を 見る。 世に 人の 矛盾 を唱 へ る 程 容易い 

事 は 無く * 叉 之に 答へ る 程 馬鹿 氣 切った る 事 はない。 敎會の 批評家 達 は 詩人 ホイット マ ンの 有名た る 

一句 を 知って ゐらる 、だら う。 

我に 矛盾 あり、 我は大 たれば 也 

と。 但し 矛盾の 有無 は怎 うで も 可い として、 敎會の 今日の 狀 態は怎 うで ある 乎、 敎會に 活ける キリス 

ト の 福音が ないで はない 乎、 それが 爲 めに 日々 衰微して 行く ではない 乎、 自分 等 の 無敎會 論は怎 う で 

も 可いで はない 乎、 先づ御 自分 達の 敎會を 善くせられ たらば 如何？ 先日 も 富 士見町 敎會の 長老 日疋 

君が 自分 を 電車 中に 擁し、 冗談 半分であった 乎 も 知らないが、 頗る 熱心に 「內村 君 どうぞ 我が 日本 督 

督敎會 へ 養子に 成って 来て 吳れ ない 乎」 と 云 はれた。 之に 對し 自分 は 好意 を以 つて 答へ た 「養子に は 

行けません、 然し 助けに なら 行きます」 と。 自分 は 斯う 答へ て 決して 矛盾した と は 思はなかった。 又 

近頃 淺草 敎會 (日 基 派) 牧師 永 井 直 治 氏の 改譯 聖書 出版に 參與 して 善き 事を爲 したと 思うた。 是等は 

^んな 矛盾で あると 云 ふなら ば、 自分 は 喜ん で 矛盾 を 行 はんと 欲する。 自分 等 は 無敎會 主義 を唱 ふる 

が、 それよりも 多く キリストの 福音 を唱 へる、 それ故に 神 は 自分 等の 事業 を 祝福して 下さる。 日本 基 

督敎會 の 敎師達 は 自分 等の 唱 ふる 福 昔 を毅擊 する 事が 出来る 乎、 出来るならば 行って 見られよ。 叉 何 
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故 カトリ ク敎の 跋扈 を 矯めん と 爲られ ない の 乎。 カトリ クは構 はんで 置いて 信仰の 根本に 於て は 同 一 

であるべ き 自分 等 を E の 鱸： 仇に せらる、 其 心根が 自分 等に は 解らない。 自分 は是 等の 人達に 對し 此れ 

以上の 辯 明 を 試む るの 必要 を 認めな い 。 

十一月 七日 (水) 曇 H  •  S  . チヤ ムバレ ンの 「プラト ー と カントの 比較 論」 の 初めの 五 十 頁 を 

讀ん だ。 近 顷此ん な アップ リフ チン グ (心 を 天へ 引上げる〕 な 書 を 讀んだ 事 はない。 學 問の 本 當の價 

値が 解った。 折：； 學 者と 成る 事 は 傳道師 と 成る丈け それ 丈け 責き、 然り それ 以上に 貴き 業で ある 事が 解 

つた。 敎會も 無敎會 もあった もので ない、 そんな 所は遙 かに 通り 拔 けて 人の 人た る 道に 達すべき であ 

る〕 偉ら い プラト ー と 偉ら い カント、 自分 も哲學 者に 成りた くた つた。 

十一月 八日 (木) 曇 今日は 佳き 日であった。 朝起きて 第一に ク H 1 力 ー のフ ー ヴァ. "が 羅馬天 

主 敎のス ミス を壓倒 的多數 (四 五 ー對八 〇) を以 つて 敗りて 米國 大統領に 選擧 されたり の 新聞紙の 記 

事 を讀 み、 世界人 類の 爲に 祝し、 大聲喚 呼した。 腐れたり と雖 もさす が は米國 である。 カトリ ク 信者 

を 白堊 館に は 入れない。 歷史は 逆行し ない、 世界の 政 權を羅 馬 敎廳の 支配 叉 は 感化の 下に 置かない。 

斯 くして 日本に 於ても 羅 馬の 勢力 は 挫折して、 其 誘 ふ 所と 成る 者が 跡を絕 つに 至る であらう" 〇 醫學 

士梅田 薰對岡 田 花 枝の 結婚式 を 司った。 花 枝 は 主婦の 里方の 姪に して 過去 十 一 年 問 我家に 引取って 保 

育せ し 者で ある。 玆に緣 .：！J!- に對 する 我が 責任の 一 部 を果し 得て 大 なる 重荷の 我 肩より 下りし を覺 えた。 


十 I 月 九日 (金) 曇 結婚式の 翌日で ある、 說敎を 五度爲 した 丈け 疲れる。 〇 若し 今囘の 米國大 

統領 選舉に 於て カトリ ク敎 徒の ス ミスが 當 選した たらば、 ^界 の感 史は少 くと も 四百 年後 戾 りした の 

であって 人類の 不幸 此上 なしで ある。 此事 にして 成らん 乎、 是れ實 に プロテスタント 敎國の 「カノ ー 

サ行き」 であって 此 主義の 爲に血 を 流せし 幾 百 萬の 英霊 をして 地下に 慟哭せ しめたの である。 然し 神 

は斯 かる 不祥事 を 許し 給はなかった。 ス ミ ス に 對しプ &テ スタン ト 中の プ 口 テスタ ン トと稱 せらる \ 

ク H 1 力 ー 派の フ ー ヴァ ー を 起し、 彼に 未曾有の 大勝 利を與 へて 第 十六 世紀の 宗敎 改革の 效果 をして 

空しから ざら しめ 給うた。 世界人 類に 取り 斯んな 幸福た 事 はない。 唯 不思議に 堪 へな いのは 日本の 基 

督 信者に して 彼等の 多 數は新 敎諸敎 會に屬 すと 雖も、 自分と 此歡喜 を 共に する 者 殆んど 無き 事で ある „ 

彼等の 無學に 因る と は 云 ふ もの、 實に 憤慨 に堪 へざる 次第で ある。 

十 I 月 十日 (土) 半晴 京都に 於て 今上陛下の 御卽位 式が 行 はれた。 此日 自分 は 家に 在り、 午後 

三時 ラヂ ォ受 器の 前に 立ち、 家族、 召使 一同と 共に 京都よりの 放送に 和して 萬 歳を唱 へた。 

十一月 十一 日 (日) 半晴 午前 も 午後 も滿 員の 集會 であった。 「米國 に 於け る羅 馬力 卜 リク 敎の 

大敗」 を以 つて 集會は 振った。 

十一月 十二 日 (月) 晴 姪が 新郎と 共に 京 城に 向って 去り 家 は 急に 淋しくな つた。 恰 かも 十七 年 

前に ルツ 子が 天に 向って 去った 時の やうに 感じた。 世の 親 達が 娘 を 他家に 嫁がせて 後に 感 する 言 ひ 難 
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き 淋しみ の斯 くや あらんと 思 ひ、 同情に 堪 へなかった。 〇 終日 家に 在り 昨日 來の 疲勞を 癒さん と 努め 

た。 米國に 於け る 今囘の 共和 黨の 大勝 利が 我が 犬なる 喜び 叉 慰めであった リ 

喜び を 共に する 人な き國に 

獨 り 喜 ぶ 福 音 の 勝。 

一 日 に 酒と 羅馬を 葬りし 

我が 隣 國の壯 なる 哉。 

縱し 身に は 不平 數々 ありと する も 

0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0  0 

世界 は 擧げて 我が 主義の 國 U 

世界に 於け る 我が 主義 信仰の 大勝 利で 萬々 歳で ある。 餘の 事は怎 うで も 可い。 米 國民は 米國の 政府 又 

は敎會 よりも 偉ら く ある。 彼等が 投票箱に 對 する 時に 眞劍眞 面目の 民と なる。 それ故に 彼等の 投票が 

貴重た るの である。 他の 國で はさう は 行かない。 

十一月 十三 日 (火) 雨 姪 去って 引 綾き 淋しく ある。 昨年 孫 女 去って 後の 淋し さに 次ぐ の 淋し さ 

である。 家に 在りし 間 は 幾度と なく 怒り もし 叱り もした が、 さて 去った となると 何 か 我が 衷に大 なる 

空虚の 生ぜし やうに 感 する。 然し 人間 は 誰も 最後に は 唯一 人に 成らねば ならぬ。 そして 死に 臨んで良 

I え 4 其 極に 達する 時に 完全に 神と 偕に 在る 事が 出来て、 天の 大衆の 仲間入り をす る 事が 出来る ので あら 

う。 其 時までの 歸 去来で ある。 我慢せ ねばならぬ。 


ト 一月 十四日 (水) 半晴 口 本の 家庭に 於て 外戚が 勢力 を 持つ は 其 家の 滅亡の 原因と 成る 事 を 切 

實に 感じた。 源 家 は北條 氏の 故に 亡び、 豐臣も 亦 淀 君の 故に 亡びた。 此んな 例 は 日本の 歷史に はいく 

ら でも ある。 此事を 知らないで 米國 人の 女 本位 を 日本に 適用して、 國と家とは悉く亡びて了ふに-：！^-っ 

てゐ る。 自分の 知る 幾多の * 庭 は 此危險 に 在り、 又旣に 滅亡して 了うた。 歎す るに 餘り ありで ある。 

而 かも 目の 醒めぬ 者の 多い に 驚く。 

十 一 月 十五 日 (木) 大雨 不相變 色々 の 事 を 心配す る。 國の 事、 家の 事、 子の 事、 孫の 事 を 心配 

する。 然るに 主 は 明かに 我に 吿げ給 ふ、 「汝は 何事 を も 心配す るに 及ばす、 只 我が 福音 を說 くべ し、 

さらば 凡ての 事 善き に 運ぶ であらう」 と。 我れ 彼に 答へ て 曰 ふ 「主よ 誠に 然り、 我れ 然か爲 さん」 と _ 

斯く 答へ て 平安 我心に 臨み、 我 は 再び 歡 喜の 人と 成った。 ハレルヤ、 ァ ー メン。 

十 一 月 十六 日 (金) 曇 萬事ズ ダラなる 此國に 在りて 腹 を 立てす に 一 日 を 達る 事 は 非常に 困難で 

ある。 或る 北 地方で お； ll<? の 一 圑が敎 會を脫 して 「怒らす して 祈る 會」 と 云 ふ もの を 作った との で 

あるが、 自分の 如き も 其會に 人り たき 者で ある。 然し 乍ら 自分に 取り 腹 を 立ざる 最も 善き 方法 は 聖書 

の 研究と 幅 昔の 闈明 に 沒 頭す る 事 である。 そして 全く 此 世の 事 を 忘れて 天 の 事 永遠の 事 を 思 ふて 心が 

平靜 なる 事が 出来る。 然し 乍ら 人た るの 自分の 權利を 守る 爲に 時々 不義 不信 を 怒らざる を 得な いのは 

悲しく ある。 他人の 權利を 尊重せ ざる 事に 於て 信者 不信者の 變り はない。 多くの場合に 於て 信者と 稱 

する 者が 最もす うすう し い 人達で ある。 
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十一月 十七 日 (土) 晴 ブリキ 屋が來 て fl 堂の スト ー ブ を据附 けて 吳れ た。 是で 冬の 準備が 成つ 

た。 今日 も 亦 H  •  S . C の 『プラト ー、 カン 卜 比 絞』 の數十 n を讀ん だ。 如何なる 大饗宴 も 之に は 優 

さるまい と 思うた。 Idea,  Eidos;  ;i  pi-icri,  t\  posteriori;  plurality,  unity;  illltinonly 等に 關 はる 

大 議論で ある。 與味津 々として 盡 きざる を覺 えた。 一首が 浮んだ。 

^りなき 眞理樂 しむ 老いの 身の 

生く る 興味の 絶 ゆる 暇な し 

資に 有難い 事で ある。 

十一月 十八 日 (日) 雨 集 會雨囘 共 平常通り。 午前 は 第六囘 にて ォバ ヂャ 書の 講義 を 終った。 一 

先づ 安心で ある。 午後 は凡祌 論の 續 きを 講じた。 關 西の 或る 聖公會 の 牧師に して 自分 年来の 信仰の 友 

よりの 書面の 内に 左の 如き 記事が あった。 

研究 誌 は 何時も 忠實に 書店が 送達して 吳れ ます。 只今 八十 老母が 此ん なの を 見せて 去りました。 

おしめしの ざっしに むね をう ち むらの 

かんじ もつ よくしん とこた ゆる 

御 一 笑までに。 轉記 御免 を 蒙ります。 云々 

敎<&.?： にも 此んな 善い 讀 者が ゐ るから、 或 一派の 敎師 達が いくら r 內村 氏の 矛盾」 を唱 へても 彼の 事 

業 は 動かない の である。 有難いで はない 乎。 


十 一 月 十九 日 (月) 雨 發送 係の 報告に 由れば 本誌 来月より 叉 復增刊 せねば ならぬ と。 澤 山に 惡 

口され、 之に 對 して 別に 辯 明 を 試みざる に、 讀者は 減ぜす して 却って 增 して 來 ると は 不思議で ある。 

唯 地方の 基督 敎 書店 で 正確に 金を拂 うて 吳れ ない 者が あって 困 まる。 

十一月 二十日 (火) 晴 叉 復齒醫 者 通 ひが 始 つた。 殘るは 上顎 二 枚、 下顎 五 枚と 云ふ狀 態で ある。 

其內 完全なる 者 一 枚 もない。 自分が 齢の 割合に 元氣 であるが 故に、 人 は 自分 を 老人と して 認めて 吳れ 

す、 遠慮な しに 自分 を 使 ふ。 然し 乍ら 若し 彼等が 自分の 齒を 見るならば 自分が 正に 六十 八 歳の 老人な 

る を 知る であらう。 そして 自分の 弱き を 許して 吳れ るで あらう。 然し 事實は 決して 雨う でない。 彼等 

は 自分 を 強い 正義の 鬪士 であると 思 ひ、 自分に 缺 點を認 むれば 思 ふ 存分に 自分 を やっつける。 其 事 を 

思 ひ 情なくなる 時が ある。 日本に 宗敎 道德の 先生の 出な いのは 無理で ない。 何人も 此んな 割の 惡ぃ地 

位に は 立たん としない。 然し 今 曰の 日本人 なぞに 憐 まる、 の は 厭で あるから、 いくら 割が 惡 くても 此 

儘で 押 通す 積り である。 

十一月 二十 一日 (水) 曇 自分の 弟子と 稱 する 人に して 普通の 日本人 道德を 守って 吳れる 者の：：.^ 

だ 掛ぃ事 を 知りて 悲歎に 堪 へない。 此國に 在りて は 基督 信者と 言へば 米國 流の 氣儘 勝手なる が 常で あ 

つて、 嚴 格なる 武士道 德は 若し 行 はる、 とすれば、 信者の 問に 於て よりも 寧ろ 不信者の 問に 行 はる i 

は tf 念 至 極で ある。 然 し 信者 不信者 の 別 はない、 八：' や 日本に 於て K 面目に 道 德を語 る は 野暮の 絶頂で 

一九二 八 年  七三 九 


:n 々の 生涯  七 no 

ある。 然れども神在し給ひて此無宗敎無道德の民をも無|^に正義の道に驅遣り給ひっ、ぁるから有難 


十一月 二十 二日 (木) 晴 輕微の 風邪に， ％ り 不愉快で ある。 北海道 空 知 郡 北 村の 長 谷川 松 七 老人 

永眠の 報に 接して 悲ん だ。 嗣 r 壽吉 氏よりの 書面の 一節に 曰く 「老父 生前に は 『聖書 之 研究』 を愛讀 

し、 確かと 主ィ H ス キリストに 信賴 し、 爲に行 先き を 明かに せられ、 臨終の問際まで主の^^^名を呼び 

て 祈りつ けし は 云々」 と。 兹にまた潔き 一 人の靈魂が我に先立ちて^^國へ往ぃた。 地 は それ 丈け 淋 

しく： 大は それ 丈け 賑 かに 成った ので ある。 

十一月 二十 三日 r 金) 晴 H 本に 取り 目下の 直大 問題 は對支 問題で ある。 若し 此 問題が 滿 足に 解 

決し 得なければ 日本に 由々 しき 一 事件が 起る であらう。 米國に 於け る 共和 黨の 大勝 利と 支那に 於け る 

南京 政府の 出現と は 日 木の 安全 を 脅す 事 非常で ある。 日本 國民 は此 事に 氣附 いて ゐ ない らしい。 そし 

て此 難局に 當 りて 日本 を 指導し 得る 政治家 は 今の 處見 當ら ない。 日本に 歷 史哲學 者が ゐ ない、 故に 斯 

かる 場合に 世界の 大勢に 處す るの 道 を 示す 者がない。 縱 しあっても 國 民に 之に 傾ける 耳と 心と がない- 

困った 者で ある。 自分 は 日本の 衰運に 傾く を 見る に 忍びない。 時には 地圑駄 踏んで 悲しむ、 然し 益な 

しで ある。 嘹 我が 靈 魂よ 福音へ、 福音へ！ 

十一月 二十四日 r 土 一  曇 近所に 東京 藥學 專門學 校の 大 建築が 成り 今日は 其 開校式で、 朝より 花 


火 を 打 上げられ、 大いに 勉强を 妨げられた。 病 を 除く 爲の學 校の 開校式で あれば、 祌經を 痛め、 安 

を妨 ぐる やう な 事 は 遠慮して 貰 ひたく 思うた。 然 し 先方 をして 言 はし むれば 我等が 日曜日 毎に 讚美歌 

を 歌 ふ も 同じで ある。 相互に 赦 すより 他に 途 がない。 

十一月 二十 五日 (日) 晴 兩囘の 集會變 りなし。 不 相變澤 山に 語った。 福音の 爲とは 云 ふ もの、 

こんなに 喋って 可い もの かと 思 ふた。 然し 一 週に 一 日で あるから 害は尠 いで あらう。 過去 五十 年間に 

如何に 多く 喋った ことよ。 舊ぃ 友人に して 專 門に 人った 人達 は 喋べ られ ない と 云 ふて 歎く 者が あるが、 

自分 も 若し 魚類 學 にで も落附 いたならば 喋らす して 濟ん だで あらう。 禍 ひなり し 乎、 一 i ひなり し 乎、 

判明らない。 

十一月 二十 六日 (月) 晴 今の 日本に 於て 道 德は大 禁物で ある。 今日の 日本人が 嫌 ふ ものにして 

道德の 如き はたい。 彼等 は 宗敎を 聞きたがる、 道德を 離れて 唯 信仰に 由って 救 はると 聞いて 彼等 は大 

恐悅 である。 然れ ども r 汝此 事を爲 すべし. 此 事を爲 して はならぬ」 と 聞いて 彼等 は 憤然として 怒る， 

彼等 は 道 德とは 叱 かられる 事で あると 思 ふ。 道德は 神の 道であって 恩 惠に與 るの 道で ある 事 を 知らな 

い。 故に 今日の 日本人に 道 德を說 く 時に 彼等と 絕交を 期して 說 かねば ならぬ。 日本人 は 元 來此ん な 惡- 

い 民でなかった。 道德 的に 權威 の 無き 文部省 敎 育が 彼等 を して 此ん な惡ぃ 民に 爲 らしめ たので あると 

思 ふ。 
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十一月 二十 七日 (火) 晴 終：：：： ペン を 執って 働いた。 三 b: 人の 来客に 接した。 训に 面， 日い 事 は 何 

にも 無い。 唯 プラト— • カント 哲學の 奥義 を學 ぶのと * 北海道の 孫 供の 消息 を 聞く のが 人生 第一 の 偸 

樂 である。 國ゃ 社き の 事 を 語る も 益な し。 偶々 好き 諧謔 を 出せば 誤解 せられて 身に 禍を 招く の 虞れ 

が ある。 讀 寄と 沈默 とが 最も 安全で ある。 怖い 者 は 人 問で ある、 愼 むべき 者 は 言葉で ある。 

十一月 二十 八日 (水) 晴 風邪に て 氣分惡 し。 此 日より 御大 禮 観兵式 參 加の に 上京せ る 第一 師 

團 横須賀 重砲 兵 五， もの 宿泊 を 我家に て 引受く る 事に なり、 「預言 寺」 の八疊 二 部屋 を 提供し、 全家 舉 

つ て 彼等 を歡迎 する ことに 成り、 甚だ 偷快 である。 武士の 家に 武士 を迎 ふるのであって 斯 んな樂 しい 

0-OCOOOOOOOOO  O0O0000000O0000OO0O0  ■ - 

事 はない。 但し 飲酒 丈け は斷 はりし 所、 特に 禁酒の 兵士 を 割當て k 吳れて 有難かった。 斯 かる 場合に 

日本人の 美點が 悉く 現 はれて 嬉しく ある。 若し 宜之 君が 居 給 ひしなら ば さぞ かし 喜ばれた 事で あると 

思 ふ。 花 は ST 人 は 武士、 非戰論 は^として 武士 相 身 五の 情 は 實に美 はしい 者で ある。 

十一月 二十 九日 (木) 曇 風邪 未だ 癒えす して 床に 就いて んだ。 今 口に 至って 漸くに して 自分 

に 判明った 事 は 獨逸國 衰退の 理由で ある。 ル ー テル を 生んだ 此國に 今日と 雖も 何處に 深い 床しい 活け 

る 信仰が 殘 つて ゐ ると 思うた のが 自分の 間違であって、 實 際の 今日の 獨逸は 信仰的に は蟬 の脫殼 であ 

る。 まことに 一一 イチ H がー 一-一 II へる が 如くに 獨逸 は旣に 衰退 的國 家であって、 當 分の 問 この 國 より 永遠 的 

に價値 ある 者 は 出ないで あらう。 そして 日本 國 今日の 精神的 衰退 も 半ば 獨 逸の 惡 感化に 原因す ると 見 


るの が當然 であらう。 信仰に 冷淡で、 知識 を以っ て 信仰の 缺乏を 補 はんとす る 傾向 は 全然 獨逸 的で あ 

る。 人類の 精神的 復興 は 依然として 之を英 民族の 指導に 待たざる を 得ない。 英人嫌 ひの 自分が 終に 此 

吿白 を爲さ る を 得ざる に 至りし を 悲しむ、 然し 眞理 であるから 止む を 得ない。 祌の聖 意 をして 成ら 
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しめよ である。 但し 英 -i- 族で ある。 英米の 敎會 又は 職業的 宗敎 家で ない。 

十一月 三十日 (金) 晴 風邪 未だ 癒えす、 信 州穗高 行を斷 念した。 齋藤宗 次 郎君に 演說 原稿 を携 

へて 代って 行いて 貰うた。 残念であ るが 止む を 得ない。 科 辭典に ぺスタ B ヂ傳を 復習し、 彼に 對し 

同情な き 能 はすであった。 彼 は 世事に 竦く、 學校 經營の 術に 缺 けた。 故に 學校 とて 一 として 失敗なら 

ざるはなかった。 彼 は 偏人と して 社會 と敎會 とに 厭 がられた。 而 かも 此 人が 同じ 偏人 系の ルッソ ー と 

共に 近代 普 1 通敎 育の 基礎 を 作った ので ある。 寧ろ 偏人た る も 社交 人 又は 敎會 者た る 勿れで ある。 

十二月 一日 (土) 晴 寒氣 と共に レゥ マチスが 起り 不愉快で ある。 齢は爭 はれない。 淺念 だが 止 

む を 得ない。 『日印 協會々 報』 に マハトマ ー • ガン ヂ ー の 略 傳を讀 み、 彼に 對し 尊敬 を 表せざる を 得 

なかった。 印度なら では 起らざる 大人物で ある。 誠に 亜 細 亞の救 主として 祌が 遣り 給へ る 人で あらう 0 

日本な どに は 到底 此 種の 人物 は 起り 得ない。 徂しィ H ス の 小なる 弟子 は 彼れ ガン ヂ ー よりも 大 なりと 

云 ひ 得 やう。 無抵抗主義 は 勿論で ある。 羅馬書 三 章 同 七 章、 哥林多 後書 五 章に ある やうな 信仰に 立つ 

時 に 英國も 米國も 恐る V に 足りない。 自分 は - 亞細亞 はや はり キリストの 純 福音 を以 つて 歐 米に 勝つ ベ 

き 事 を 信す る。 
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十二月 二日 (日) 曇 信 州 行 を 止め 家に 在りて 休んだ。 久々 振りの 自分の 安息日で ある。 一年に 

一度 か 二度の 外 は 無い 事で ある。 高 壇 は 之 を 塚 本に 委ね、 自分 は 人を敎 へす して 人に 敎 へられた。 塚 

木が 講堂に 於て 敎 へつ、 ありし 問に、 自分 は 部屋に 籠りて；； スチ ユア ー ト 並に J . フォ ー ブスの 註 

解 書に 羅馬書 三 章 を 研究した。 其 三 章 二十 五節 二十 六 節が 怎ぅ 見ても 基督 敎の 中心 點 である。 之が 解 

つた 者が 基督 敎を 解った 者で ある。 我が 信仰の 基礎 は兹に 在る。 實に 偉大なる 深遠なる 一一 M 葉で ある。 

神 は キリストに 在りて 人類の 罪 を 凡て 赦し 給うた。 人 は 今 は 唯 信 すれば 救 はる、 ffll し 信ぜ ざれば 救 は 

れな いと 言 ふので ある。 

十二月 三日 (月) 雨 一週間 我家に 宿泊せ し 重砲 聯隊 附 兵士 五 人 今日 引上げて 歸隊 し、 家 は 急に 

淋しく たった。 彼等 は 何れも 靜肅 なる 愛すべき 青年であった。 日本 陸軍の 誇りと する に 足る 兵士で あ 

つた。 斯 かる 人達 を 我家に 迎 ふる を 得て 犬なる 喜びであった。 主婦の 如き、 彼女の 武士 氣 質が 急に 發 

露して、 病氣を 忘れて 兵士 を 接待す 狀は 見る からに 嬉しかった。 我等の 遺 傳性は 士道に 於て ある。 我 

等 は 牧師と 云 ふが 如き 寺の 坊主に 似た る 職務 を 執る 時に 爲す事 悉く 拙劣なる を 免 かれない。 然れ ども 

武士と しての 責任 を充 たす 時に 我等の 爲す 事に 少しも 無理がない。 我等 は 軍人と 成るべき であった。 

宗敎 家と して 牧師 祌學者 等に 批評 せらる と は 何ん と禍 ひなる 事で あらう。 日本 武士が 最も 嫌 ふ； |p は 寺 

、： <1<"厶<1 厶厶 △ 厶厶 

院と敎 倉、 坊主と 牧師と である。 


十二月 四日 (火) 半晴 久 振りに て ベンゲルの グノ モン を观 いた。 依然として 最善の 新約 架 書の 

註解で ある。 多分べ ン ゲル 丈け で 他に 註解 書 を 使 はない 方が 有利で あらう。 何故に 日本に ベ ン ゲルの 

忠實 なる 譯 者が 出ない ので ある 乎。 社會 事業 を 後に 廻しても、 日本人に ベンゲル を 解せ しむる の 必要 

が ある C 

十二月 五日 (水) 晴 北海道 帝 國大學 々生 大騷 動の 報 を 新聞紙に 讀み 驚き 且悲ん だ。 大學 の大恥 

辱で ある。 大學 生の 總 ストライクと 云 ふ 様な 事 は 日本に 未だ 曾て 無い 事で ある。 精神 敎 育の 模範 を以 

つて 稱 せらる、 此大 學に此 不祥事 ありと は實に 奇怪 千 萬で ある。 之 を 悉く 學 生の 罪に のみ 歸 する 事 は 

出来ない。 科學 研究に のみ 偏して、 信仰 修養の 如き、 愼んで ロを絨 して 語ら ざり し 其敎師 達の 責任 も 

亦 問 はねば ならぬ。 苟も 我が 母校と 稱 する 此 校に 此 不祥事 ありと 聞いて 實に 感慨無量 である。 

十二月 六日 (木) 啧 霜 を 見た。 風邪が 略 ぼ 癒えて 偸 快で ある。 世に は 基督 敎の 體驗を 有する と 

あ 二！  i 

云 ふ 人が ©く ない。 今日 もさう 云 ふ 人の 訪問 を 受けた。 其 人 は 或 時 頭に ピンと して 光の やうな もの、 

閃き を 受けた、 そして 其 時から して 基督 敎が 明かに 解かる やうに 成った と 云 ふ。 叉 犬なる 星の 如き 光 

が 目の前に 飛ぶ を 見た と。 自分 は 其 人に 答へ て 云うた 「自分 はそんな 經験を 曾って 一 囘も 有った 事 は 

たい。 自分 は 宇宙の 大道に 由り キリストの 十字架に 行くべく 餘儀 たくせられた のであって、 パゥ 口が 

ダマ ス コ 途上で 見た と 云 ふやうな 犬なる 光 (半 物理的の) に 接した 事 はない」 と。 其 人 は 不思議に 思 

うたら しく、 自分の 如き 者 は 何か大 なる 體 験に 由って キリス トを 知る に 至った と 思 ふて 居たら しく あ 
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る。 さう 思 ふと 自分の 信仰 は 凡人の それで ある。 何にも 特^の 默 示に 與 つたので はなく、 カントの 所 

IS る 「天の 星と 心の 道義と」 に 由って キリスト を 知る を 得た ので ある。 そして 凡人 的で あるが 故に 安 

全で ある。 全 宇宙が 崩る k まで は 崩れない 信仰で ある。 然し 斯んな 事 を 云 ふて ゐては 人に 有難 がらる 

る 事 は出來 ない。 

十二月 七日 (金) 半晴 十二月 號の 校正 を 終へ た。 仕事 は 仕事であって 左程 貴い 者で ない。 貴い 

^は キリスト である、 彼 を 有して 他に 何が なくと も 不足 はない。 仕事に 逐 はれる と 云 ふが 如き は米國 

流の 基督 信者の 爲す桌 であって、 我等 は 彼等に 傚うて はならない。 然るに 自分自身が 時々 其 質の 信者 

と 成る は巾譯 なき 次第で ある。 

十二月 八日 (土) 晴 御大 典の 奉祝が 未だ 全く 終らざる に 北海道 大學の 騷動は 益. V 紛糾 を 極め、 

支那に 於け る 排日 運動 は 益々 盛なる らしい。 實に蹶 らしい ±1 の 中で ある。 J  .  E  • 力 ー ペンク I の 約 

翰默 示錄； 論 を讀ん でゐる 問に、 其廿 一章 五節 「視ょ 我れ 萬 物 を 新たに 爲 すべし」 と ある は 「我れ 新 

たなる 萬 物 を 作るべし」 の 意味で ある 事に 氣附 いた。 此 世界 は 改造 せらるべき 者に 非す して、 「先の 

灭と 先の 地と は旣に 過ぎ去り」 と あるが 如く  (一節) 一度 は 全く 滅びて 新ら しき 世界が 與 へられて 其 

內に 神の 圃が現 はる k との 意味で ある やうに 見える。 多分 其れが 本當の 意味で あらう。 

十二月 九日  <  日 I 曇 例の 通り ニ囘高 壇に 立つ 事が 出来て 嬉しかった。 午前 は 詩篇 第二 十五 篇の 


槪要 並に ァモ ス書 研究の 第 一 囘 として 「テ コアの 牧者 ァ モ ス」 を 講じた。 午後 は 基督 敎々 義 研究の 繚 

きとして 「宇 帘萬 物の 話」 と 題して 語った。 如何に 疲れても 神と 神の 聖書と に 就て 語らす に はねられ 

ない。 我が 唯： の 喜び は玆に 在る。 是れ ならば いくらでも 來ぃ である。 

十二月 十日 〈月) 晴 休息の 爲に ヨブ 記 三十 八 章 三十 一節 を 研究し、 其爲に 殆んど 全日 を 費した。 

汝昴 宿の 鏈索を 結び 得る や 

參 宿の 繁繩を 解き 得る や 

此 一 節の 内に 古今の 知識が 悉く 籠って ゐ ると 言 ひ 得る。 我が 有する 凡ての 參考書 を 引出して 見て まだ 

知り 得ない 事が 澤山 にある。 玆に； 大地の 持主なる 祌に大 饗宴 を 招かれた るが 如くに 感じ、 終日の 歡樂 

に 耽りて 感嘆 極まりなし であった。 

十二月 十 I 日 (火) 曇 雜誌 十一 一月 號を發 送した。 自分に 取り 罪惡の 一 は 時々 書物 を讀 過ぎる 事 

である。 昨日 來 聖書、 折" 學、 天然 科學と 手當り 次第に 讀 みし 結果と して 今日は 少しく 頭痛 を 病み 不快 

であった。 讀 書に 際限がない。 知識 を增 して^に 慧く はならない。 それよりも 靜 かに 信す るが 遙 かに 

增し である。 信す る、 賴る、 仰瞻 る。 そこに 本 當の知 B 慧が あり、 能力の 源が ある。 讀書は 好い加減で 

止， める に 若 かすで ある。 

十二月 十二 日 (水) 曇 人 は 無敎會 主義の 信仰で 死ぬ 事が 出来る 乎、 其 事が 犬なる 問題で ある。 
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そして 「出来る」 と 事實に 由て 證 明され たので ある。 近頃 北海道の 長 谷川 松 七 老人が 此 信仰 を以 つて 

立派に 死んで 吳れ た。 今 また 或る 姊 妹よりの 左の 通信に 接して 犬なる 感謝で ある。 

私宅のお 隣に 柏木の 會員沖 鐡次郞 氏が お 住居で 御座いました。 一 ヶ月 餘 りの 肋 膜 病に て 昨朝 昇天 遊 

ばされ ました。 昨日 午後 奥様より 委しい お 話 を 承 はり 感謝に 胸が 一 ばいに なりました。 兩 一一： 日 前い 

よいよ 危篤と いふ 事で、 日頃 先生のお 敎へを まだ 充分 基赞敎 のお 判りに ならない 奥様に 對 して 吳々 

もお 傳へ 遊ばし、 死後の 事、 凡て を 神様に お任せして 生活す る樣に 祈れ 祈れと 中され て 昨朝 七 時に 

は 萬歲を 三唱 致し 「ハ レ ルゃ 嬉しい 々 々 々」 と 幾度 も 繰返して 實に 平和の.？： に 眠られた との 事で 御 

座い ます 云々。 

しに- 

是は 死で はない、 凱旋で ある。 自分 等の 傳 道の 結果と して 斯 かる 死 狀を 一 たりと も實 現す る 事が 出來 

たと すれば、 凡ての 苦勞は 充分に 償 はれる ので ある。 傳道は 素々 人の 靈魂を 神の 國に途 る爲の 仕事で 

ある。 此 事に 成功 すれば 他の 事は怎 うで も 可い ので ある。 

十二月 十三 日 (木 J 曇 三 週間 振りに て 外出した。 輕微の 風邪で も 平癒が 遲ぃ、 老人と なりし 確 

證 である。 少しく 隱居氣 分に 成る の 必要 を 感じた。 義務に 强 ひられす して 遊び半分に 働く を 云 ふ。 甚 

だ勿體 ない が 齢が 齡 だから 止む を 得ない。 

十二月 十四日 (金) 晴 東京 附近の 或る 聖公會 では 自分 を稱 ぶに r ゲ ヘンナの 子」 の掉名 を以っ 

てす るとの 事で ある。 地獄の 子と 云 ふこと であらう。 然るに 不思議の 事に は 其 敎會の 牧師が 『聖書 之 


研究』 の讀 者であって、 其 記事が 度々 彼の 說敎の 内に 現 はれる との 事で ある。 或 人が 何故 ゲへ ンナの 

子が 出す 雑誌 を讀む 乎と 彼に 訊， 問した 所、 彼 は 答へ て 曰うた との 事で ある。 「其れと 是れ とは^ 問題 

である」 と。 地獄の 子 も 時には 眞理を 語る、 故に 彼の 書いた 物 を 讀んで やる との 事で あらう。 誠に 有 

難い 事で ある。 然し 乍ら 自分 は斯 かる 人達の 日本 魂に 訴 へて 言 ひたい r ゲへ ンナの 子の 書いた 者に 目 

を觸 る」 は 男らしくない、 ぉ錢 めた さい」 と。 何故 日本 聖公會 の 監督 は敎 書を發 して 其 教師 並に 信者 

たる 者の 『聖書 之 研究』 の 購讀を 禁じない の 乎。 然し 監督 は 自分 如き 者 は 之 を イダ ノア (無視) して 

ゐ るので あらう。 敎會 者の 心理 は 自分 共 に は 到底 剌らな い 。 

十二月 十五 日 (土) 雨 冷たい 厭な 日であった。 眼 を 休めん 爲に 殆んど 何も 爲 さなかった。 久振 

りに てべ テ 口 後書 を讀み 大いに カ附 けられた。 ぺ テロが 加特利 敎會の 使徒なる が 故に 我等 は 彼 を 疎ん 

じ 易く ある。 然しべ テ 口前 後書に 學 ぶべき 多くの 貴き 眞理が ある。 ぺテ 0 は 自分の 青年時代の 特 愛の 

使徒であった。 自分の 氣 質に 大分に 彼に 似た 所が あるから である。 カトリック を 嫌 ふが 故に ぺテ n よ 

り 遠 かる 必要 はない。 

十二月 十六 日 (日) 半晴 集會變 りなし。 午前 は 詩篇 第二 十六 篇 並に ァ モス 書 一章 二 節 を 講じた。 

牛 後 は 二百 人 以上の 青年 男女に 向 ひ、 塚 本の ョ ハネ傳 研究の 後 を 受けて ヨブ 記 三十 八 章 三 一 に 依り 

「昴 宿と 參 宿の 話」 と 題して 話した。 朝 は 歷史、 午後 は 天然 科學 であった。 聖日 毎に 何ん と樂 しき 事 

よ" 敎會を 離れての 聖書の 研究 ほど 樂 しきもの は 無い-。 
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十二月 十七 日 (月) 晴 例の 通り 憂 彩； の 月曜日であった。 子と 孫と は 北海道に、 姥は 朝鮮に、 甥 

は學 校に、 其 上 主婦 は病氣 にて、 自分 獨 りで 家 を 守った。 靳 かる 時には 新聞の 記事が 一 歷强く 心 を 痛 

め、 生きて ゐる のが 詰らなく 思へ る。 宗敎 改革 史にゥ イリヤ ム . チンデ ー ルの傳 記を讀 みて 大いに 我 

心 を 慰めた。 彼 は英國 人に 英譯 聖書 を與 へ、 それが 爲 に. 十二 年問國 外に 流浪し、 終に 羅 馬力 卜 リック 

敎 徒の 紋 殺す る 所と なった。 然るに 彼の 功績 は 英語の 有らん限り は盡 きす、 又英譯 聖書の 有らん限り 

は 英語 國民 全體は 再び カトリックに 成らない。 聖書 を國 民に 與 へんと 欲して 容易に 彼等に 受けられ ざ 

るはチ ンデ ー ルの 場合に 照らし 見て 明かで ある。 純福昔の敞は政"^:と敎會とでぁる。 や の俾 播に從 

事す る 者 は 生前 に 其 功績 を 認め ら る  事 を 期待し て はならない。 

十二月 十八 日 (火) 晴 年末の 来客 多く、 應 接に 忙しかった。 朝 は 第一 にべ テロ 後書 三 章 十 I 十 

三 節 を 護んだ、 S  く 「主の：！： の來 る事盜 人の 夜來 るが 如くな らん。 其 日に は 天は大 いなる 響き ありて 

去り、 體質盡 く 焚 毀れ、 地と 其 中に 有る 物 皆な 焚 f おきん …… 然れ ば汝等 神の 日の 來るを 待ち 之 を 速に 

せんこと を 務め、 潔き 行を爲 し、 神 を 敬 ふべき 事を爲 すべきに 非す 乎」 と。 斯く讀 みて 後に 新聞紙 を 

11 けば、 左の 如き 大文字の 見出し を 見た、 S  く 

美く しい 夫人 令攘 がべ マ 夜 華やかた 舞踏、 外務大臣の 奉祝 夜會、 おらが 首相 も 大いに 若返って 踊る 

と。 使^べ テ n と 田 中 首相 外務大臣と M れが眞 理を敎 ゆるに や。 


十二月 十九 日 (水) 晴 北風 強く. 寒い 日であった。 雜誌 原稿 締切と 硏究會 諸 勘定 仕拂で 多忙で 

あった。 是も獨 立 傅 道の 一 部分であって、 而 かも 最要 部分で ある。 ミツ シ ョ ンゃ敎 \ 皆 叉 は 此^の 横 者 

から は 一 文 も 仰がす して キリ ストの 福 昔を傳 へす ばなら す、 そして 此 不信者 國に 在りて 二十 年 以上 も 

斯 かる 事業 を 繼續し 得て 感謝の 至りで ある。 今や 自分に 欲しき 物 は 何も あらす、 孫 供に は旣に 彼等の 

註文 以上の クリス マ スを 送出して 安心で ある。 今から が 自分の クリ ス マ ス である、 そして 其れ は n リ 

ン 卜 後書 五 章 一 一 一 節で ある。 曰く 

祌、 罪 を識ら ざる 者 を 我等に 代りて 罪と なせり、 是れ 我等 をして 彼に 在りて 神の 義 たる こと を 得 

しめん 爲 なり。 

正子の クリ ス マ ス はお 人形 樣、 お 祖父 ちゃんの クリ ス マ スは此 一 節、 そして 凡ての 人の クリ ス マスが 

O00OOOOOOOOOOO 

最後に 此 一節に 歸す るので ある。  . 

十二月 二十日 (木) 晴 塞氣强 し。 我國に 於て は 殆んど 二 ヶ月に 涉り大 饗宴 相次ぎし 間に、 東 隣 

の 米國に 於て は 共和 黨大 勝利 を 博して 更 らに數 年に 涉る 大繁榮 が保證 せられ、 西 隣の 支那に 於て は 函 

政府 は 着々 と 基礎 を 岡め、 日本 を 除く 諸外圃 との 新條約 締結 も顺 調に 進行し、 今日は終に英國政"^^ 

の 新政^ 承認 を 見る に 至った。 此は 東洋、 殊に ョ 本に 取り 由々 しき 大事であって、 或 ひ は 日本が 東洋 

に 於け る 優秀 描 を 失 ふに 至る 緖と 成らない とも 限らない。 信仰の 立場より 見て 怎 うで も宜き 事で ある 

が、 世界の 大勢 を觀 るの 明な き 政治家 等に 導かる k 我！； の 憐れ さ を 痛感 せざるを得ない。 神 は 何 かの 

△ 厶厶 <3<"厶<3厶<"厶<1 厶厶 ュ厶\ 厶 厶厶ム 厶厶厶 AA<I<-A<IAA<3  A  A  AAA 

根本的 抓惡の 故に 日本 を 罰し 給 ひつ」 あるので はない 乎と s はれて 心配に 堪 へたい" 
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十二月 二十 I 日 (金) 晴 久 振りに て 朝日 を 浴びながら 獨り戶 山ケ原 を散步 して 偸 快であった。 

近隣 悉く 俗化せ しと 雖も 唯此 原と 祈禱の 森との み 元の 儘に 殘 りて 感謝で ある。 〇 r 內村 敎會」 の 信者 

が 出來、 其 傳道師 までが 出来て 心痛 堪へ 難しで ある。 是れ 勿論 自分が 作った 者で ない 1 人に 賴ら ざれ 

ば 信仰 を 維持す る 能 はざる 者 供が、 自分の 意志に 反して 斯 かる 者と 成りつ & あるので ある。 「人に 生 

れ ながらに して カトリック 信者な り」 とは斯 かる 事 を 言 ふので ある。 そして自分がカトリ ック信^！^ょ 

り も 嫌 ふ 者 は r 內村 敎會」 の 信者で ある。 そして 「內村 敎會」 の 信者と 成る 者 は 皆な 直接 間接に 敎會 

の 感化 を 受けた 者で ある。 純粹の 日本人 は、 殊に 日本 武士 は敎會 人た るの 途を さへ 知らない。 

十二月 二十 二日 (土) 自分 一 人 は 至って 幸福で ある。 然るに 自稱 弟子 達に 非常に 困 しめらる。 

^を 誤る 者 は 弟子で ある。 へ ー ゲルが 其師 カントの 說を 誤って 傳 へし やうに、 法然 上人の 弟子 どもが 

彼等の 師に數 限りなき 迷惑 を 懸けし やうに、 弟子 は師を 誤って 後世に 傅へ、 そして 後世 は 弟子に 聽ぃ 

て、 眞 の. 師を 知らん と 欲しない。 世に 之よりも 大 なる 悲劇が あらう と は 思 はれない。 然し 幸に して 自 

分 は 自分の 思想 信仰 をべ ンに 留めて 置いた から、 後世 は 自分の 書いた 物に 由って 直に 自分 を 知って 吳 

れ る で あ ら う。 然し 直接 自分 に 就い て 學んだ 人達が 全然 自分 を 誤解し て 居る 事 を 知る 時の、 その 辛 さ 
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は譬 ふるに 物な しで ある。 師 として 最も 幸福なる 事 は、 直弟子 は 一 人 も 持たない 事で あらう。 〇樱 井 

ちか子 女史 高齢 を以 つて 永眠し、 今日 本鄉 組合 敎會に 於て 行 はれし 其 葬镜に 列席した。 女史 を 初めて 

知りし は 明治 十二 年函 館に 於て ぐあって、 爾来 間歇 的な りと 雖も 交際 は 結えす して 今日に 至った。 明 


治 大正に 活動した 偉大なる 婦人の 一 人であった。 

十二月 二十 三日 〈日」 晴 朝 は 七 分 通り、 午後 は滿 員の 集會 であった。 此 日を以 つて 今年の 集會 

を 終る。 滯 りなく 五十 三囘の 集會を 催う した。 相 變らす 幸 ひなる 一 年であった" 身體は 疲れる が 心 は 

聖日 毎に 若 やぎて 止めん と 欲して 止める 事が 出来ない。 今日 も 或る 有力なる 敎會の 有力なる 會 員の 入 

會 ありて 喜ばしく も あり 悲しく もあった。 斯か. る 信者 を 失 はざる を 得ざる 敎會 に對し 深き 同情 を 表し 

た。 勿論 幾度 か 勸吿を 試みて 止む を 得す 入會を 承諾した 次第で ある" 祖し當 方の 敎に飽 足らす して 他 

の 敎會に 行く 信者 も ある ことなれば * 此 事に 關 して は 敎師相 見 互で ある。 

十二月 二十四日 (月) 曇 夜雨。 聖書 研究 會 男女 青年 組の クリス マ スを 催う した。 別に 餘興は 無 

つたが 我等 相應の 意義深き 集會 であった" 松 村 ェ學士 の 飛行機の 話 は 殊に 面. H かった。 主として 大學 

程度の 女 學生百 三十 名の 會 合であって、 見る からに 樂 しかった U 

十二月 二十 五日 (火) 雨 我が 信仰生^に 於け る 第五 十： i: クリスマス である。 第一 囘を 共に 守り 

し 者 八 人の 內五 人は旣 に^ を 逝り、 淺りは 僅かに 三人に して 而 かも 離れて 共に 此日を 守る 能 はす。 人 

生、 之 を 顧みれば 詰らない 事 極まりなし" 然れ ども 前 を 望めば 希 ひ 1；： 滿々、 榮 光の 主 は 我 を 待ち 給 ふ。 

み な いひ あら 

我れ 世に 在りて 彼の 聖名 を認 はし たれば、 彼 は 約束に 從ひ 我の 名 を 父の 前に 認 はし 給 ふと：^ する。 

一 九 一 一八 年クリ ス マ スと 題して 
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第五 十囘 獨り迎 ふる クリス マ ス 

樂し くも あり 悲しく も あり。 

更らに 「今年の 元旦」 と 題す る 一 首 を 加 ふ。 

元日 ゃ先づ 正 ち やん， こ 叫 ぶ 聲 

今年 も 去年と 變る ことたし 


十二月 二十 六日 (水) 曇 夜 某所に 於て 聖書 研究 會々 員 長老 連の 有志 クリスマス 晚餐會 を 開いた。 

出席者 男女 五十六 名、 何れも； 貢 任 ある 地位に 立つ 人であって、 之に 由って 見ても 我等が 敎會 側で 云 ふ 

が 如き 基督 敎界の 流浪 人 で 無い 事が 判明る。 十數 名の 卓上 感話 あり、 眞 に充實 せる 上品 な る 會合 で あ 

つた。 〇 此夜 小山 內薰 氏の 死 を 聞いて 驚いた。 氏 も その 青年時代に 於て は 熱心なる 聖書 研究 會 員の 一 

人であった" 然れ ども 夙く 信仰と 自分 を 雜れ、 背敎 者を以 つて 自 から 任じ、 役者 藝人を 友と して、 信 

仰の 事 は 之 を 小說を 作る の 材料と 成す に 過ぎなかった。 そして 彼と 共に 自分の 所に 来り 聖書 を學ん で 

終に 信仰 を 離れた 所謂 1  ス才は 許 多 ある。 小山 內と云 ひ 有 島と 云 ひ敦へ 来れば 悲歎の 種たら ざる はたい" 

彼等 を 思 ふたび 毎に、 日本 現代の 青年、 殊に 大學生 等に は、 尊き キリストの 福音 は 再び 敎 へま じ-と 思 

ふ。 

十二月 二十 七日 (木) 晴 多数の 訪問者が あった。 何れも 六ケ 敷い 問題 を 持っての 訪問であって、 


應 接に 非常に 骨が折れた。 唯 一 人 《: さんが 手製の 美く しい スリッパ .1を|^らして純然たる感謝の訪問 

を爲 して 吳れて 有難かった。 其 上に 伊藤 一隆の 病 重く、 彼 を 病床に 見舞 ふて 辛ら い 役目 を 務めた U 苦 

しい 歳の 暮 である。 

十二月 二十 八日 (金) 曇 咽喉の 痛み 强く、 今日は 面 會を斷 つて 休んだ。 然し 來客は 跡から 跡へ 

と 絶えす、 彼等 を 追 返す 事 は 非常に 辛ら かった。 日本人 は 何故に 平常 は 無沙汰して、 暮に柙 迫って、 

中 合せた やうに 一度に 押 懸けて 來 るの 乎。 彼等の 內に 差した る 用事の 無き 者が 信仰 談と稱 し、 わかり 

切った る 事 を 長たら しく 話して 行く 者も龄 くない。 そして 善き 事 を 聞かして 吳れる 者 は 滅多に無く、 

訪問の 序に 一身上の 困った 話 を 聞かして 自分の 判斷を 仰がん とする。 故に 來客 面會は 苦勞の 種で あつ 

て、 一 人 を 送り 歸 して ホット 一 念す るが 常で ある。 西洋に 有る やうな 友誼 的 訪問なる 者 は 日本に は 無 

い。 何ん と 憐れなる 國 でない 乎。 

十二月 二十 九日 (土) 晴 咽喉 痛に て 全身 疲れ、 今日は 終日 病人であった。 然し 押して 雜誌 校正 

を 了った。 娃 第一 號 去りて 第二 猇が來 て 我等 を 慰めて れる。 公け の 仕事が 濟んで 私しの 仕事に 取掛 

つた。 故 ルツ 子の 名に 由り 少 許りの 慈善 を爲 して 樂 しかった。 逝け る 子 を 思 ひ、 其 者に 代って 義務 を 

茶た す、 此んな 美く しい 純なる 心 持 はない。 愛する 者の 居る 所に 我心 は 通 ふ。 時々 見えざる 上なる 國 

に 心 を 引かる \ は 好き 事で ある 、 
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十二月 三十日 (日) 晴 講演の 無い 日曜日であった〕 滅多に無い 事で ある。 獨り廣 い 講堂に 坐し 

て 祈った。 特別の 神聖 味が あった。 身 體に大 なる 疲勞 を覺 え、 差した る 事 は 何も 爲し 得ない。 斯 かる 

場合に 唯 信す る。 主ィ H スを 仰ぎ見る。 彼が 我がい さほし 我が 事業で ある。 年末に 際し 多くの 友人が 

多くの 物 を 贈つ て "JK れる。 主として 食品で ある。 然るに 憐む べし 老人に 之 を 消化す るの EE 力がない。 

唯 徒ら に 之 を 眺めて 壯年 時代 を 追想す るの み で あ る。 

十二月 三十 一日 (月) 晴 姪 第二 號に伴 はれて バビロンに 行いた。 大晦日の バビロン として は 至 

つて 靜 かであった。. 不景 氣の爲 であらう。 チ ー 一一 ー の 詩篇 註釋 とカァ ライルの 肖像 繪ハガ キを賈 うた。 

^に 欲しい 物 は： E もない。 〇 玆に又 舊年を 送る。 過去 を 顧みて 滿足 なる もの は 何もない。 爲 した 事業 

は 悉く 不滿 足で ある。 之 を 想 ふさへ 不愉快で ある。 過去 を 振り かへ りて 生れ ざり し 方が 遙 かに 增 しで 

あつたと 思 ふ。 唯 一 っ滿 足なる 事が ある、 神の 一 子が 人類の 爲に 死に 給 ひし 事で ある。 此 事の みは 完 

全の 善で ある。 そして 此事を 知りて 我事と して 信じ 得し 事、 之に 勝 さるの 幸 幅 はない。 過去 六十 八 年 

の 生涯に 於て 何 一 つ 善事 を爲さ りしと 雖も、 此事を 信じ 得た 丈け で 生れた 甲斐 は 充分に ある。 羅馬 

書 一章 十七 節で ある。 是は 社會の 事で もなければ 人類の 事で もない、 自分の 事で ある。 他人に 傳 道す 

る 爲の福 昔で な い 、 自分が 救 は る.^ 爲の 福音で ある。 故に 敎會ゃ 宣敎師 に 何ん と 言 はれ やうが 信仰 を 

める 事が 出来ない ので ある。 サョナ ラー 九 二八 年！  - 


九 一 一九 年 (昭和 四 年. 


一月 一日 (火) 晴 一 夜 明 くれば 新年で ある。 朝起きて 正 ちゃんと 三 四 度 呼んだ。 家の 者が 彼女 

に 代って ァ ー ィと 答へ た。 然し 勿論 それで は 物足りなく 思うた。 豫 ねての 計畫 通り 此日相 州逗子 海岸 

に 来た。 咽喉 痛 を 癒さん 爲 である。 三 四の 友人が 歡迎 して れた。 海風に 吹かれて 深呼吸が 出来て 有 

難かった。 主婦 は 病の 故に 来る 能 はす、 久 振りに て 旅館の 一室に 獨り閉 籠った。 祈 禱の爲 に 好く ある。 

I 月 二日 (水) 晴 海濱の 旅館 は 三 元日の 爲に賑 はった。 目的の 休養 は 得られなかった。 多くの 

珍ら しき 人に 會ふ。 自分の 旣に舊 時代の 人で ある 事に 氣附 く。 心臓肥大し 體カ疲 勞の由 を 某 大家に 指 

摘せられ、 服薬して 床に 就いて 休んだ。 

I 月 三日 (木) 晴 近来 稀なる 寒氣 であった。 柏木より 主婦 来り、 旅館が 少しく ホ ー ム らしくな 

つた。 松 居 松葉 氏、 マクドナルド 孃、 德富 愛子 女史 等、 他所で は會 へぬ 人達に 合うた。 多くの 事に 於 

て敎 へられる。 唯 交際が 休養 を妨 ぐるの 虞れ が ある。 伍し 最善の 休自 は 神 を 信す る 事 なれば、 其れ W 

外に 休養 を 求む る 必要 も あるまい。 
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I 月 四日 (金) 曇 終日 室に 在りて 休んだ。 是れ でも 一 日 一 生で ある 乎と 思 ふて 甚だ-科 またく 感 

じた。 心 を鎮. めて ヒ ブライ 書 五 章より 十 章まで を通讀 した。 其 意味が 克 く！： 明った。 斯 かる 場合に 於 

て體を 休めん が爲に 何も 爲 さない 事が 神に 事 ふること である。 自分の 健康 を氣遺 ふて 吳れる 友人 は. 云. 

ふ 「君 は 何事に も 一 生 懸命に 成る から 不可ない、 モ ッ ト吞氣 になれ ない 乎。 君 は 小事に 至る まで 氣息 

を 切らして 談 する」 と。 自分 は 之に 答へ て rn ふ 「一生懸命に 成らざる 問題に 就て は 全然 語らざる を 可 

とす」 と。 彼等 は 答へ て 曰 ふ 「其れ だから 駄目 だ」 と。 困った ものである。 

I 月 五日 (土) 晴 朝食 中に 東京 長 尾 半 平氏よりの 電話に 由り、 伊藤 一隆 昨夜 永眠の 由 を 聞き、 

全身に 強い ショック を 受けた。 今日は 終日 其 事に 就き、 叉 明後日 行 はるべき 葬儀に つき、 心を碎 いた。 

然し 我れ 自身 此事 にっき 落膽 して はならない と 思うた。 成るべく 長く 生きて 神と 人類との 爲に盡 さね. 

ばなら ぬ。 唯舊友 相次いで 逝く に會 ふて 餘り氣 持の 宜しから ざる は事實 である。 

一 月 六日 (日) 晷 _| 西風 强く、 海 は 波高く、 濱は砂 を 上げ、 不偸 快なる 日であった。 終日 窒に篛 

り、 5- 藤 一隆 を 葬る の辭を 草した。 書くべき 事が 餘 りに 多くして 却って 意 を盡さ る を悲ん だ。 重い 

辛ら い 責任で ある。 

I 月 七日 (月) 晴 朝 十 時半 逗子 を發 し、 錄倉 にて 新 渡 戶稻造 氏と 落 合 ひ、 共に 東京に 行いた。 


舊ぃ！ 1： 窓の 友 伊藤 一隆の 葬儀に 列し、 重要なる 役目に 當 らんが 爲 であった。 車中 跡から 跡へ と 懷舊談 

が 緩 出し、 時の 經 つのが 判明らなかった。 午後 二 時半より 靑山會 館に 於て 葬儀が 營 まれた。 塚 本の 司 

會、 畔 上の 詩篇 第二 十二 篇の 朗讀、 自分の 式辭、 新 渡戶の 感想と 云 ふ 順序であった" 玆に また 「札幌 

葬」 が 行 はれた のであった。 來會者 七 百人餘 り、 我が 仲 問の 葬儀と して は盛會 であった。 中 田 羽 後 君 

は 聖歌 を以 つて、 井深 梶之助 氏 は 祈 禱を以 つて 此聖 儀に 參 加して 吳れ た。 伊藤に 相應 はしき 意義深 長 

の 葬 儘であった。 自分 は 健康 未だ 全から す、 其夜逗 子に 歸 つた。 

I 月 八日 (火) 半晴 昨日の 葬儀に て 疲れた、 半病人の 態に て 休んだ。 カを貯 へて は 復た使 ふ。 

此 くして 一 生 を 終る ので ある。 然し 凡ての 璣會を 用 ひて 我が 救 主の 御榮を 揚げん とする。 自分 は怎ぅ 

成っても、 怎ぅ 批評 されても 構 はない。 唯 キリストの 十字架 を 仰ぎ見る。 新年に 際し 受取りし 多くの 

書簡の 中に、 朝鮮の 或る 讀 者より 送 来りし 者が 最も 强く 自分の 心に 響いた。 其 一部分に 曰く 

日本の. 法律 は 我等 鮮人を 幾重に も 縛ります。 しかし 國 民なる が 故に、 又 基督 者なる が 故に 無條 件に 

服從 します。 聖書に より 主により て 私 は 自由 人と して 何物に も 拘束され ません。 敎會 にも 政府に も 

であります。 主に ありて 私 は 私の 國を 見出しました。 我等 朝鮮人 は 日本人 を 嫌 ひます、 然し 不思議 

な 事に は 日本人の 中に 幾人 かの 友 を 持って ゐ ます。 これ は 所謂 日鮮 同化と 云 ふ 虛僞者 速の 計 畫に依 

つたので ありません、 我等の 主ィ H ス キリ ストに 依ってであります。 まこと 彼 は 平和の 君で ありま 

す。 云々 

朝鮮 統治の 任に 當る 日本 官吏 は鮮 人の 此 心の 狀態を 解し 得る であらう 乎。 鮮 人中に 一 兵な しと 雖も、 
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此 忍耐と 祈 禱の心 ありて 彼等 は將來 大いに 爲す 有る の 民で ある 事 を 見逃す. こと は出來 ない。 

一 月 九日 (水) 晴 身體の 具合お しく. 散歩 を 試みし も _ 走した る 疲勞を 感じたかった。 癒えれば 

復た 元の通りに 働く までぐ ある。 バウ B が 言へ るが 如くに 「我に 取りて は 生る は キリスト、 死る は 益 

なり」 である (ピリ ピ書 一章 廿 一節〕。 生る は キリストの 生涯 を糗 くるまで 1^ ある、 故に 所謂 人生の 

樂の あり やう 害がない。 「然れ ど 我が 肉體に 留まる は汝 等の 爲に 必要な り」 であって、 長壽は 自分 

の爲 でな く、 他人の 爲に 必要なる ので ある。 然し 乍ら 日々 惡 化し 行く 我 國の献 態 を 見て、 生る の 決し 

て歡樂でたぃ5?^-を染々と感ぜしめらる。 

一月 十日 (木) 晴 朝鮮の 敎 友よりの 年 貿狀の 他の 一節に 曰く 

生！ 私 は：^ 仰の 初期に 於て 第 七日 安息 敎會の 宣教師から 「君 は 神の 安息日なる 土曜日 を 守らね 

ば 救 はれす」 と 言 はれました。 信仰に 弱き 私 は それ を眞 面目に 取りて 長い間 (三年 程) 苦しみ まし 

た。 その (：5 時 先生 は n  I マ 書、 福音書、 ガラ テャ書 等の 研究 を 出され、 自分 一人の 爲 めの やうに 思 

はれました。 其 時 先生が 私に 示された 事 は 「我等の 救 はる、 はィ H ス キリスト を 信す るに 依る、 決 

して 決して 律法の 行に 依る にあら す」 とのこと で 御座 ゐ ました。 私は讀 みつ K 幾度 も 机 を 打って 喜 

びました、 而 して 私 は 此の 律法へ 後戾 りする 安息日 敎會の 信者 及び 其の 敎 役者た ちと 福 昔の 爲に戰 

ひました。 今 も 凡ての 律法 主義と 戰 ひつ、 あります。 此の 事が 主に 對 する 義務で あり 叉 恩師に 對す 

る 報 ひで あると 思 ひます。 


誠に 然り である。 自分の 說く； i 昔が 直接に 自分に 聽 く^よりも、 遠く 離れた る 朝鮮に 於て 解 せらる > - 

を 聞いて 喜ぶ。 敎會 他な し 福音の 律法 化 又は 理學 化された る 者で ある。 其 意味に 於て 我等 は 徹底的に 

無敎會 信者で あらねば ならぬ。 

一月 十一 日 (金) 晴 逗子滯 在 十日 間、 足 部の 履れ は 去り、 咽喉 痛 は 癒えた。 驚くべき は 空氣と 

靜 養の 效果 である。 柏木に 歸り 何百 本と 云 ふ 年賀 狀を 整理した。 意義 ある 者は數 通に 過ぎす 餘は 何れ 

もお きまりの 「賀正」 叉 は 「謹賀新年」 である。 多分 「我れ 汝を 忘れす」 との 意味で あらう、 故に 感 

謝して 受 くべき であらう。 然し 乍ら 日本 國 浮沈に 關 はる 大 問題 を 前に 控えて 「謹賀新年」 では 甚だ 物 

足りな く感 する。 

I 月 十二 日 (土) 晴 ルツ 子デ ー である。 彼女 逝きて より 滿 十七 年で ある。 彼女 は 深く 彼女の 兩 

親の 心の il^ に 葬らる。. 彼女の 生涯に 就て *L に 知らせる の 必要 は 少しもない。 若し 彼女が 此 世に 於て 倒 

くなら ば 我等 を以 つて 働く。 愛する 者の 死は餘 りに 神聖であって、 唯 沈 默を以 つての み 之 を 語る 事が 

屮 I 來る。 

一月 十三 日 (日) 晴 今年 最初の 集會 であった。 午前 午後と も滿 員の 離會 であった 午前 ほ 中年、 

午後 は 青年の 所謂 「粒 揃 ひ」 の聽 衆であって、 一 大家族 團樂の 如き 者で ある。 我等 は 之 を 敎會と 呼ば 

ない。 又は 基督の 名 を 冠せられ すと も敢て 故障 を 申立 な い 。 唯 感謝と 歡喜 に 充 ちた る會衆 で ぁ る is^- は 
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事實 である。 午前 二 時間、 午後 二 時 問、 此 感謝の 饗 筵が 繼繽 せらる、 ので ある。 

一月 十四日 (月) 曇 疲勞の 月曜日であった。 老 デリッチ 先生の 註解 書に ヒ ブライ 書 九 章 廿六節 

の 上半 部 を 請み し 外に 何も 進物がなかった。 〇 自分が 嫌 ふ 事に して 近頃 世に 謂 ふ 所の 「宣 傳」 の 如き 

はない。 宜傅は 「我が 品 を 買へ」 とか、 又は 「我が 如くに 成れ」 と 云 ふ 事で ある。 米國 宣教師に 依て 

無遠慮 にも 盛ん に 行 はる i 基督 敎 の 傳 道なる も の は此種 の 宣傳で あって、 實に 憎む べき 嫌 ふ ベ きもの 

である。 「我が 如くに 成りて 救 はれよ」 と 云 ふので ある。 傲慢 無禮此 上な しで ある。 そレて 自分の 信 

する 無敎會 主義まで を如此 くに 取扱 ふ 人 ありと 聞い て 憤慨 極まりなし である。 自己の 所信 を唱 ふる は 

止む を 得ない、 然れ ども 他人 を 自己の 宗派に 引 入れん と 欲する 根性 は 毛頭 有って はならない。 成る ベ 

く 人の. 所信 を 重んじ、 眞理に 就ての 一致 を 計る も、 黨派敎 派 を 作らざる やうに 充分に 努力せ ねばなら 

<:<3<1<1<1<1<"<3<3<1<3<"<" 厶  厶厶 厶 <"<3<1<3厶厶<1<.1 厶 <3<"<1<3 厶 

ぬ。 自分が 常々 言 ふ 事 は、 米 固 流の 基督 信者た らんよりも、 伊 藤 仁齋 又は 中 江藤樹 流の 儒敎 信者た る 

方が 遙 かに 增し である。 

产、 つろ 

一月 十五 日 (火) 晴 暖かい 舂 日和であった。 心身 共に 寛いだ。 相 變らす 小事の 爲に惱 まさる。 

善と 云へば 小善に 限る と 思 ふ 基督 信者の 多い に は 困る。 眞理を 究め 之 を 世に 傳 ふるが 最大の 善事で あ 

る 事に 氣附 かす、 自分の 如き 者に 此 世の 小事 を 持 込んで 之に 携 はらしめ て 意に 介せ ざる 人達の 多い に 

は 呆れる。 斯 かる 人達に はヒ ュ，' ムゃ カン トは 愛の 人な りと は 思 ひ 得ない ので ある。 小 敎會の 牧師 や 

靑年會 の 幹事 位ゐが 彼等の 稱揚 する 善人 叉 は 愛の 人で あるから や.^ 切れない。 今日の 日本に 於て 基 


敎の 敎師と 成った 事は大 る 不幸と 諦める より 他に 途 がない。 

一月 十六 日 (ち 一 晴 或る 米國宣 敎師の 自分に 關 する 批評が 面白い、 曰く 「內 村さん の 信仰 は 正 

しいが 彼は傳 道の 邪魔 をす る」 と。 然し 若し 信仰が 正しいならば 邪魔 をされ る 宣敎師 と敎會 とが 正し 

くないの ではない 乎。 若し 信仰が 正しく あれば、 大敎會 が 自分 如き 者に 邪魔され やう 害がない。 自分 

は 單獨で 立ち， 多くの 敎會叉 は 傳道團 に反對 される が、 彼等に 邪魔され ると は 思 はない。 彼等の 隨分 

と 思 ひ 切った る反對 あるに 關 はらす 自分の 傳道 は豫想 以上に 發展 する。 信仰が 正しき 以上 は 他人の 邪 

魔 反對は 却って 利益であって 妨害で ない。 自分 は敎會 並に 宣敎師 に此簡 短なる 理由が 解らない 事が 解 

ら ない。 

一月 十七 日 (木) 曇 手元に 在る 總 ての 參考書 を 引出して 蝉蝣 (かけろ ふ EP ぽ selidae) に 就い 

て讀ん だ。 實に 面白い 昆蟲 である。 六 ヶ月 乃至. 三年 間 を 仔蟲狀 態に て 水中に 過し、 愈々 成蟲 となりて 

水上に 現 はるる や、 長く して 一週間、 多く は數 時間に して 其 一生 を 終る と 云 ふ。 まことに 人生 其 儘 を 

表 はす やうな 心 持が する。 神 や 天使の 立場より 見て 人の 一, 生 も亦蜉 跪の それで ある。 七十 年と 七日 又 

は 七 時間と 多く 異なる 所 はない。 然るに 神は此 瞬間 的 生物 を 造る に 精巧 を 極め 給うた。 之に 二 對の複 

眼と 三 箇の單 服 を 供へ て 其 短 時 問の 生命 を 極度に 樂 ましめ 給うた。 叉 之に 二百 餘種 ありて 時に， 或は 世 

界は 蜉蝣 族の 爲に 造られし にあら す やと 思 は せらる。 長き が 故に 尊から す 短き が 故に 卑しから す、 神 

が 造り 給 ひしが 故に 尊し。 美く しき 短 かき か i ろうの 生涯 を 研究して 大いに 考 へさせられる。 
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I 月 十八 日 (金) 晴 渐く サット 年始 狀に對 する 返辭を 書き終った (極く 必要なる 分の み)。 隨 

分の 仕事で ある。 樂 しかるべき 年末と 年始 は 交際の 繁忙の 時期と 成る。 何とか 之を改 むる 方法 はない 

もので あらう 乎。 〇 近頃 知人 友人の 死に 携 はる 事 多くして、 多く 死に 就て 考 へさせら る。 此 世の 事 は 

凡て 死で ある、 死 叉 死で ある。 然し 乍ら キリストの 福音 は 生の 福音で ある、 生义 生で ある。 「キリス 

卜 死 を， 廢し、 福 昔 を もて 生命と 壞 ざる 事と を 明かに せり」 である。 故に 信者 は 死に 就て 考 ふる 必要 は 

ない、 然り 死に 就て 考 へて はならない。 彼 は 死なざる 者に 爲られ たので あれば、 生に 就ての み 思 ふべ 

きで ある。 「我 は 永久に 死せ す、 H リャの 如くに 昇天すべし」 と 言 ひて 間逮 はない ので ある。 さう 思 

ふて 心が， 附々 した。 

一月 十九 日 (土) 曇 新 渡 戶稻造 氏 宅 今隨强 盗に 襲 はれし 由 を 開き、 帝都の 不安 を ー曆切 實に感 

じた。 赏に 奸惡の 世で ある、 IT も 外 も暗黑 である。 その 萬 事が 强盜 式で あるから 堪えられない。 政治 

も 外交 も實業 も、 然 り宗敎 までが 高壓 的に 直接行動に 屮 Z なければ 成功 覺束 なしと 云 ふので あるから 呆 

れる。 此事を 思 ふて 終日 氣 持が 惡 かった。 

I 月 二十日 (日) 晴 集會變 りなし。 健康 未だ 全から す、 半分 以上 壤 本に 乎傳 つて 貰って ゐる。 

朝 は 詩篇 第三 十篇の 大意 を 講じ， 午後 は 「造化の 順序」 と 題し、 創世記 第一章の 綾き を 述べた。 健康 

に 多少 害 があって も 聖日に 聖書 を 語らす して は 居られない、 是れ 我が 生命で あるから であ る 。何も 聖 


人 振って 然か云 ふので はない。 聖書 は 今 は 我が 道樂 である (甚だ 勿體 ない 一一 目方 なれ ども .}。 故に 聖書 

を 語れば とて 自分 は 何人に も譽 めて 貰 ひたくない。 自分が 聖書 を說く が 故に 牧師 傳道師 と 云 ふが 如き 

宗敎 家と して 見ら る、 は 迷惑 至極で ある。 多分 宗敎 法案 通過 後 は 自分 は 聖書 を說 くの 資格 を 失 ふので 

あらう。 自分 は 其 時 は 喜んで 法律に 從ふ 心算で ある。 何れに しろ 自分 は 宗敎を 信す る の であつ て、 

「宗教」 を說 くので はない から、 「宗教」 を 取締る 爲の 宗教 法の 下に 立つべき 者で ない。 エリ シャ. 

ム ルフホ ー ドが 言へ るが 如くに 「基督 敎は 宗敎に 非す」 であって、 佛敎ゃ 神道と 同視 せらる X やうな 

基督 敎は僞 はりの 基督 敎と稱 す ベ き で あ る " 「宗教 法案 我に 何の 關係 あるな し」 と 云 ひて 可い ので あ 

る 0 

一月 二十 一日 (月) 曇 『倫敦 タイ ムス』 週刊 本年度 第一 號が 達し、 之 を通讀 して 犬なる 興味 を 

覺 えた。 さすが は 世界 犬の 新聞で ある。 其 取扱 ふ 問題が 大抵 世界的で ある。 阿弗利加 カラハリ砂漠の 

問拓、 イン フル H ンザ 病の 病 源 研究、 南極 探險、 ァフガ 一一 スタン 叛亂と 云 ふやうな 問題で ある。 叉 

「過ぎに し 年の 挽； s」 と 云 ふが 如き 人生 問題の 提示で ある。 之 を 護んで 稍 や 世界人に 成った やうな 感 

じがす る。 今年 屮の 好き 讀物 であらう。 

一月 二十 二日 (火) 曇 宗敎 法案 通過 反對 運動に 參加 せざる 事に 決心した、 そ は 自分 等に 敎會な 

く、 自分 等の 信仰 は宗敎 と稱す ベ き 者で ないから で あ る。 宗敎 法に 由って 聖書 研究 會を 禁ぜられて も 

4^, む を 得ない、 义宗敎 でない 事 を 認められて 宗敎法 の 外に 立 つ 事が 出來れ ば： 史らに 幸福 である。 何れ 
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に しろ 此際 敎會 並に 敎會 の 基督 敎 より 刺 然 差別 さ る れ ば 幸福 此 上な しで ある。 

一月 二十 三日 (水) 曇 遂.. i> 家に 水道が 来た。 東京 市の 水源地 所在の 淀 橋 町に 住む 事 三十 年に し 

て 渐く此 文明の 恩惠に 浴す る 事が 屮 I 來 たので ある。 淸水を 得る ことが 此の 長年 月の 苦心であった。 淨 

水 を 近くに 眺めながら 之 を 飲む 事が 出来なかった ので ある。 人生に 之に 類した る 事が 澤 山に 在る。 祌 

の 生命に 浸りながら 之 を 飲まざる 人が 許 多 ある。 

I 月 二十四日 (木) 晴 自分と 自分の 仕事に 就き 不平 を懷 き、 自分 を 離れ 去る 者 は 今に 至る も 絡 

えない。 然れ ばと て 世に は 自分よりも 完全なる 者 は 多く 無い と 見え、 時 を經て 再び 歸 つて 来る 者も齡 

くない。 人が 人 を 見る 間 は 完全 は何處 にも 見當 らたい。 不完全なる 人 を 通う して 完全なる 神 を 認めて 

こそ 初めて 完全の 滿 足が あるので ある。 叉 他人の 不完全の みが 眼に 映って、 自己の 不完全に 心 を悔さ 

ざる^に 神の 完全が 解り 得 やう 害がない。 そして 自己が 罪人の 首で ある 事が 解って 始めて 神の 完全が 

解り、 同時に 叉 如何た 人の 罪で も赦す 事が 出来る ので ある。 

一月 二十 五日 (金) 晴 東京 は 今や 盗賊 横行の 都市で ある。 今年に 入りて より 初めの 十九 日間に 

强：^ 三十 件、 竊盜 三千 五 百 件あった との 事で ある。 我等 東京の 住民 は 毎朝 起きて 昨夜の 無難 を 相互に 

祝， する 有様で ある。 昔の 東京に 於て は、 强盜が 一 人 現 はるれば 全市の 驚駭を 起し. 其 逮捕 を 見 ざれば 

止まなかった。 然るに 今日の 東京に 於て は强 は 毎日の 出来事であって、 犯人の 捕 はる、 事 は 甚だ 稀 


れ である。 斯 くして 日本の 東京 も 米 國の紐 育 又は シカゴと 同様の 所と 成りつ、 ある。 所謂 文明の 進步 

は 罪惡の 減退で ない、 反って 其增 進と 發展 である。 此狀態 を 目前に 見て ベ テロ 後書 三 章 十 節 以下 等に 

現 はれた る 聖書の 敎 示の 誤らざる を 知る ので ある。 

I 月 二十 六日 (土 一  半晴 昨日 左 近義弼 君の 新年 訪問 を 受け、 君の 默示錄 研究の 結果 を 聞かせら 

れて、 大いに 我が 信仰 を 高め 叉强 めら れた。 神が 君の 如き 聖書 學者を 日本に 賜 ひし 事 を 感謝した。 そ 

れが爲 にや 今日は 久 振りに て 頭腦が 働き 出し、 大分に ペンが 動いた。. キリストの 十字架と、 其 結果と 

して 神が 信者に 賜 ふ 永遠の 福祉 を 念 ひて、 死の 恐怖 は 去り、 人生に 光明 溢れて、 生く る こと 其 事が 幅 

祉の 極と 成る。 社會 改良、 人類 改造 を 待つ まで もない、 今日 此時 讚美の 里に 在る を覺 ゆ。 

I 月 二十 七日 (日) 曇 寒氣强 くして 病人 多く、 朝 は 百 五十人 餘、 午後 は 二百 人足ら すの 會 衆で 

あった。 詩篇 第二 十八 篇と、 進化論と 基督 敎 第一 囘を 講じた。 「キリストの 愛 我を勵 ませり」 であつ 

た。 皇后陛下 御 父君 久邇 宮殿 下 御 年 五十 七に て 熱 海 御 別邸に て 薨去 ありし 由 を 夜に 入って 聞いた。 

「永久の 御刖 離」 と 聞いて 強く 我心に 響いた。 

一月 二十 八日 (月) 雪 三十 五六 日 目で 濕潤を 見た。 美 はしの 雪で ある。 半日 スト ー ブの 傍で 聖 

書 を讀ん だ。 最善の 休養で ある。 支那に 於け る 日本の 地位 は 益々 惡 しく ある。 氣が 揉めないで はない- 
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然し 我が n を 屮>_ つべき 問題で ない。 ィ H スキ リス トが活 きて ゐ給 ひて 萬國を 裁判き 給 ひつ k あるから 

芋 舒 I 

一月 二十 九日 (火) 半晴 引 緩き 寒 氣に闲 しめらる。 此んな 事で は 駄目 だと 思 ふが 致し方がない。 

〇 我等の ii に 於て さへ 十字架 拔 きの 基督教が： ぜられ 又 i? へらる i に は 驚く。 他人 は 知らす として €： 

村の 共 上 蝥敎は 十字架 屮 心の 基督 敎 である。 人 は IJi- の 自覺に 巾： 發せ すして キリ ス トに 至る こと は 出来な 

い 。 E だは 基将敎 に 在り て は餘 りに 明 白なる^ 實で あ る。 然るに 今や 基督 敎會に 於 てす ら此 基礎的 事實 

が强 調せられ ない、 故に 徹底した る强 健なる 借 仰が 起らない。 他 は 知らす、 「我 はィ H スキ リストと 

彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 何 を も 知る まじと 心 をお めたり」 である (コ リント 前書 二 章 二 節 )0 

一月 三十日 (水) 晴 自分に 有る もの は キリス 卜の 十字架の 福 昔で ある。：： だれ は 自分が 神より 賜 

は リ し 最大 の 賜物 で あって、 自分 はまた 惜氣 たく 之 を 他人に 與 へ た 積り で あ る。 然し 乍ら 此， の 人^ 

は 幅 昔を大 なる 賜物と 思 はない。 幅 昔 は 昔であって、 之に 何か此 世の 赏 物が 加 はらなければ 貴き 賜物 

であると は 思 はない。 故に 自分の 如き、 此 世の すべての 所有 を棄て 五十 年問獨 立の 福 昔を說 いた 積り 

であるが、 それが 爲に 自分の 同胞より 何の 報酬 を も 要求す る 事が 出来ない。 與 ふるの 義務が あって 求 

むる の樓 利の 無き 者で ある。 然れ ばと て 幅 音 以外に 是れぞ と 云 ひて 與へ 得べき もの を 有せす、 自分で 

他人の 厄介に 成らす して 生活す るの が 精 一 杯で ある。 此|5^^を思ふて自分の如き者のん，：；；の：1:本に生き 

てッ マラな き事窮 りなし である。 然し 祝福 其. z: に 在りで ある。 人生の 至上 善 を 他に 供して 何も 與へざ 


る 者で ある 乎の 如くに 极 はる。 此 世の 善き 物を以 つて 報 ひられざる のみなら す、 善き 名を以 つても^ 

ひられない。 僅かの 會費を 取れば とて 信者の 膏血 を 絞る 者と して 裁ら る。 幾度 か 寄附 金に 高き 利息 を 

附 して 拂戾 すべく 餘儀 なく せられた。 然し それで 可い ので ある。 無代 價で與 へられた 福音で あれば 無 

代 價で與 ふるのが 當然 である。 但しで ある、 但し 我が 說 きし 福音に 對し 人が 物を以 つて 我に 感謝 を 表 

する 時に 大 なる 注意 を 要す、 そ は 多くの場合に 於て 其 人 は ビル (勘定書) を以 つて 我に 迫る からで あ 

る。 キリ ストの 福 昔に 實價 ありと 認 むる 人 は 今日の 日本に は 極々 稀れ である。 

一 月 三十 一 日 (木) 半晴 日毎の 主 もなる 仕事 は 寒さ 防ぎであって、 夜毎の 主なる 仕事 は 泥棒 防 

ぎで ある。 そして 帝國議 會開會 中なる が 故に、 新聞紙に 於て 每日 いやらしき 亡國的 記事 を讀 ませら る- 

若し 輿論 を 起す ことに 由って 國が救 ひ 得る ものなら ば、 今な りと 雖も髙 壇に 立ちて 正義 を 叫びた く 思 

ふ ことがある。 然し 日本に 輿論なる もの はない。 叉 日本人に 正義に 由って 動く の敎 育が 施されて ゐな 

い。 それ故に …… あと は 言 はす もがな である。 

二月 一日 (金) 晴 復 たび 少し づ、 ベンが 動き 出して 感謝で ある。 ペン を 執って テ， 'ブルに 對す 

る 時に 我が 地上の 最大 幸福が ある。 世に 我れ と 我が 事業と を 誹謗す る 者 多く あると 閱く。 誠に 幸福で 

ある。 それが 故に 今 以上に 人が 我が 許に 集 ひ 来らない ので あらう。 そして 若し 誹謗 者の 目的が 達して 

1 人の 我が 敎を乞 ふ 者な きに 至る 時に、 我 は 全然 我が 責任より 免 かる V を 得て 眞の 休息に 就く 事が 出 

來 るので ある。 何事 も 神の 恩惠 である。 我 を 惡み嫌 ふ 者の 辨謗は 其 內の大 なる もの、 一 である。 
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二月 二日 (土) 晴 新約^^：書を讀んで常に感する事は、 その 此 世の 書で ない 事で ある。 そして 此 

書に 親んで 自分まで が 此^の 者で 無くなる を覺 ゆ。 基督 信者 は 此^より^ たれた る 者で あれば、 何事 

に拘 はらす 此 世に 合はなくなる は 止む を 得ない。 彼が 此 ゆに 在りて 常に 獨りボ ツチなる は當然 である。 

ヒ ブライ 書 十三 章 十四 章の 言が 思 ひ 出さる、 曰く 「我等 此 所に 在りて te に^つべ な城邑 なし、 惟來ら 

ん とする 城 S を 求む」 と。 

二月 三日 (日) 晴 集 會ニ囘 共に 平常の 通り。 但し 久邇宫 喪 儀に て 御 遠慮 申 上げ 讚美歌 を 魔した。 

我等の 槃會 として は 甚だ 物足りなく 感じた。 自分 は 亦 養生 法の 怠慢から 身體に 二三 ケ所 故障が 起り、 

ra^ ふやう に 語る 事が 出来す、 甚だ 线 念であった。 然し 高 壇に 登る 事が 出来て 感謝であった。 

二月 四日 (月) 晴 今日 も關 西の 或る 醫師 にして 新ら しき 基督教の 發 見者の 訪問 を 受けた。 それ 

は 「我卽 基督」 と 云 ふので あって、 其說く 所に 循 へば 基赞他 なし 我で ある、 叉 基督 敎と佛 敎とは 其 根 

本に 於て 一 である、 斯 くして 奇積拔 きの 科學と 一 致す る 基督 敎を 現出し 得べ しと 云 ふので あって 自分 

の 贊成を 得た しとの 事であった。 自分 は 其 人に 自分の 信す る 基督 敎は それと は 全く 反對 である 由を述 

ベて 渐 くにして 彼を歸 へした。 然し 此ん な說を 立つ る 人 は 此醫師 の 外に も 許 多 見受ける。 佛敎 と科學 

とに 合致す る 基督 敎とは 多くの 日本人 を引附 ける 思想で あると 見える。 然し そんな 者の 有り やう 害が 

ない。 彼等 は 此んな 事を唱 へて 近代 人の 蹈 きの 石 を 除かん と 欲するな らん も、 そんな 人間 細工の 敎を 


以 つて 人 を 救 ふ 事 は 出来ない。 自分 は 常に 左の 方程式 を 採る 者で ある。 

二月 五日 (火) 晴 バ ビ 口 ン へ行ぃた。 此の世に在る間は全然此市と關係を絕っことは中^^なぃ。 

然し 其關 係た る や 段々 と 減少し つ、 ある。 自分の 眼に さ へ 汚く 見える 東洋の 此バ ビ a ンは 神の 聖き御 

眼に は 如何にけ がら はしく 見える 事で あらう。 寒氣嚴 しくして 身體の 所々 に 故障が 起り 闲難 する。 幸 

にして 敎友 中に 夫れ夫れ 專門醫 が あり、 彼等の 治療 を 受けて 平癒の 途に 就く 事が 出来て 感謝で ある。 

二月 六日 (水) 晴 ーケ 程 か、 り、 毎朝 少 しづ、^ みて、 グロ ァグ 氏の 註解 書に 依り 新約 ヤコ 

ブ 書の 研究 的 復讀を 終った。 ヤコ ブ書は 自分の 青年時代の 特 愛の 書で あつたが、 ル ー テルが 此書を 評 

して 「藁の 如き 書で ある」 と 云うた 其 言に 迷 はされ て 之に 對 する 興味 を 失った。 然し 今度 復び之 を 精 

讀 して、 その 決して 薬に 非す 純金で ある 事が！： 明って 非常に 嬉しかった。 此は 多分 新約 聖霄の 屮で最 

初に 書かれし 書であって 基礎的 福音と でも 稱 すべき 者で あらう。 ィ H スの 山上 之 垂訓に 能く 似た る敎 

であって 最初の 基督 敎の 如何なる ものな りし 乎を傳 ふる 最も 責き 書で あると 思 ふ。 先づャ コブ 書に 由 

つて 鍛鍊 されて 聖書の 研究に 人り て 我等の 判斷は 誤らない と 思 ふ。 

二月 七日 (木) 晴 雜誌 校正刷り を 待て ども 来らす、 何事に も 手が 附 かす、 唯 無益に 時 問 を 消費 
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する のみで ある。 三十 年 問 同じ 事 を爲し 緩：！： て 今に 至る。 他の 事なら ば 迚も 堪 へられない、 扉の 赦し 

の 幅 昔 を {-= 一ぶ る 事で あるが 故に 何時まで 經 つても 麼 きないの である。 〇 說 敎强盜 第一 一世が 逮捕された 

とて 東京 市 郡に 歡 呼の 聲投 る。 然し 强盜 彼れ 自身 は 至って 平氣 である。 親子丼 二つ を 平げ て I リ の §H 

置 場で 高い びきで 眠って ゐ ると 云 ふ。 惡人は 良心に 责 めら れて 不安に おの、 くと 云 ふは嘁 である。 本 

當の惡 人 は 本當の 善人 丈け それ 丈け 平安で ある。 否な、 碗し き 人に 忠苦 多し であった、 平安の 點に於 

て は 惡人は 善人 以上に 幸； i である。 人生の 面白い 事實 である。 

二月 八日 (金) 晴 校正 漸く 濟ん だ。 原稿 も 少し 書け た。 疲れし 身 體を驅 しつ、 使 ふので ある。 

二月 九日 (土) 晴 春 曰 和であった。 大いに 寬 いだ。 衆議院に 於て は， 政 黨は政 友 會と大 や：： 戰を 

交へ つ i ある。 勝敗 は 既に 定まって ゐ るので あって 論 33 に 注意す るまで もない。 正義 正論で 勝つ ので 

ない、 陣笠の 頭數で 勝つ ので ある。 つまらない 政治で ある。 

二月 十日 (日) an 寒氣强 し。 共の 爲 にや 集會平 常よりも 少しく 淋し。 自分 は 朝 は 詩篇 第三 トニ 

篇に 就いて、 午後 は 「怪しい： 督敎」 と 題して 語った。 微；^ ながら 相 變らす 神の 恩 鹿の 幅 昔を說 いた 

と 忍 ひ、 それ 丈け は 感謝で ある。 我郎 其」 将 であると か、 奇 の 無い 基赞敎 であると か、 怫 耶兩敎 根本 

を：^ うすと 云 ふやうな S 哲敎 は^しい 基 籽敎 である、 之に. 斗を倾 くるの 必要なし と言うた。 稱々 の異 

說が行 はる.^ が 故に 「聖徒が 一 たび 傳 へられし 信仰の 道の 爲に カを盡 して 戰ふ」 の必耍 が 起る (ュダ 


書 三 節)。 人 を やたらに 異端視して はならない が然れ ばと て 明白なる 信仰の 根本の 侵さる" を 見て、 

之 を 放任して 置く 事 は 出来ない。 そして 如斯 くにして 福音の 眞理が 明 a に 成る ので あれば、 此事 ある 

は 却って 感謝すべき である。 

二月 十 一日 (月) 晴 紀元節で ある。 雜誌 を發遂 した。 上 落 合 聖書 研究 會の 集會所 落成し、 今日 

其の 感謝 會を 開いた。 來會者 五十 餘名 あり、 まことに 意義深き 會 合であった。 玆に畔 上が 柏木 を 離れ 

て獨 立して 聖書 研究 を繼辏 する に 至った ので ある。 會員旣 に 七十 五名 あり、 前途 甚だ 有-まで ある。 新 

宅が 一軒 出来た のであって 甚だ 心 强く感 する。 柏木の 獨 立が 旣に確 宛した る 以上、 術 次 同志の 獨立を 

計らねば ならぬ。 如斯 くにして 全 國に獨 立 聖書 研究 會を 見る に 及んで 日本に 於け る 基 # 敎の 徹底 せる 

獨立を 見る ことが 出來 るので ある。 

二月 十二 日 (火) 曇 二日 續 きの 講演と 演說で 今日は 大分に 弱った 。半日 ffi 健に あって 休んだ。 

ラヂォ に 農林 省 岸 田久吉 氏の 熊の 話 を 聞いて 面白かった。 聞く 準備と して 家に 備付け の 凡ての 動物 學 

書 を 涉獵し 熊 族の 事に 就いて 讀ん だ。 內地產 の 「月の輪熊」、 北海道 產の ヒグマ (羅？ ) 序に 熊の 從 

i 弟 位に 當る タヌキ (狸) 等に 就いて 讀んで 昔し 懷 かしく 感じた。 時には 聖書、 道德、 哲學を 離れて 

天然 を 友と する は 我が 靈 魂の 爲 にも 甚だ 有益で ある。 

二月 十三 日 (水) 晴 雨な きこと 六十 日、 {4i 氣 乾燥して 寒氣强 し。 毎 曰爲す 事な くして 唯 春の 到 

1 九 二 九 年  七 七 一一 一 


口 々の 生涯  七 七 四 

來を 待つ のみで ある。 ■ 

二月 十四日 (木) 晴 慈善 は 善き 事で あるが 行 ふに 最も 難い 事で ある。 我が 所有 を 人に 與 ふる 事 

であるが 故に、 此んな 容易い 事 は 無い やうに 見える が、 それ は與 ふる 事 丈け が 容易い のであって、 之 

を受 くる 人の 益 を 計る は 非常に 困難で ある。 單に 惻隱の 心より 爲 された る 慈善 は 益よりも 多く 害を爲 

す と 言 ひて 間違ない。 然 らば 如何なる 場合に 善を爲 すの 確信 を以 つて 慈善 を 施し 得る 乎と 云 ふに、 神 

が 之 を 命じ 給 ふ 場合に 於て と 云 ふより 他に 途 がない。 そして 祈つ て 待てば 斯 かる 場合が 必す供 へらる 

るので ある。 我が 所有 を 擧げて 神に 獻げ、 その 正當に 使用 せられん 事 を 祈れば、 彼 は 必す其 使用の 方 

法 を 示して 下さる。 要は 分厘まで も 我が 有と して 保存せ ざる 事で ある。 額の 大小に 依らす、 何時な り 

とも 全部 を獻 ぐるの 覺悟を 定め、 命令の 下る まで は 神聖に 之 を 保管すべき である (ル カ傳 十九 章廿三 

節)。 

二月 十五 日 (金) 晴 自分 を 離れる 者 は 相 變らす 無いで はない が、 それと 同時に 一度 離れて 與び 

歸り來 る 者 も »t くない。 殊に 近頃 さう 云 ふ 人が 多い やうで ある。 今日 もさう 云 ふ 人が 一 人あって 非常 

に 嬉しかった。 彼 は 十 年 以上 も 離れて ゐ たが、 今日 再び 會 うて 親しく 信仰 を 語る 事が 出来て、 失 ひし 

子 を W び 得し 父の 心も斯 くや あらんと 思 ふ 程 嬉しかった。 

二月 十六 曰 (土) 晴 老 デリッチ 先生の 註解に 依り 詩篇 第一 篇 第二 篇を讀 み、 古い 元の 信仰に 立 


歸り 大いに 力 を 得て 嬉しかった。 古い 書 は 何時 讀ん でも 善く ある。 獨逸 にも 前に は 斯んな 偉い 先生が 

ゐ たので ある。 然るに 今の 獨 逸人と 云うたら 甚だ 頼りに ならない。 彼等の 間に 大學者 はいくら でも 居 

るが、 基督 信者の 深い 事 を 知る 者に は 滅多に 見當ら ない。 彼等 は 孰れ も 研究家であって、 キリストの 

救 ひに 與 つて 其の 謙遜なる 僕と 成りし 者で ない。 獨 逸の 基督 敎は 今や 過去に 屬 する。 獨 逸が 生んだ 大 

敎師は <fr- ゃ自國 人に， i ぜられ て、 我等 遠き 異國の 民を敎 へつ k ある。 我等 は 福音 を 古い 獨 逸人に 受け 

て、 之 を 我等の 有と なして、 新ら しい 獨 逸人 を 敎 へて やらねば ならぬ。 米國 人と 云 ひ、 獨 逸人と 云 ひ" 

何ん と憐 むべ き 背信の 民で はない 乎。 

二月 十七 日 (日) 晴 溫度 昇り、 風の 無い、 近頃に 無い 好き 日であった。 ニ囘 合せて 三百 五六 十 

人の 來會 者が あった。 朝 は 詩篇の 三十 三篇 を、 午後 は 創世記 第一章、 人の 創造の 記事に 就て 講じた。 

聖書 を？ I いて 高 壇に 立てば 病氣は 全く 忘れて 了 ふ。 然し 濟 めば 例の 通り 疲勞 を覺 える。 昔の 劍術士 が 

道場に 入れば 若返る と 同じで あらう。 どうせ 朽ち 行く 我 身で ある。 生命の 福 昔を說 いて、 それで 生命 

が 縮まる とて 少しも 意に 介す るに 足りない。 社 會の爲 ではない、 勿論 敎會 の爲 ではない、 神の 爲と云 

へば 畏れ 多し、 然した しかに 我が 爲 である。 「我れ 若し 幅 昔を說 かすば 禍 ひなる 哉」 である。 福音 を 

說 かすば 生きて ゐる 甲斐が なくなる。 福 昔を說 いて 凡ての 苦痛 を 忘れる。 別に 偉ら 振って 言 ふので な 

い。 まことに 爾 うで あるから 爾ぅ言 ふので ある。 詩篇 三十 七篇 五節の 言葉が 强く 我心に 響いた。 

汝の途 を エホバ に 委ねよ、 

彼に 倚賴 まば 彼れ 之 を 成就げ 給 はん。 
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「エホバ 汝に 代って 成し遂げ 給 はん」 と。 實に然 りで ある。 自分が 進んで 兎や角と 心配す るに 及ばな 

い。 神が 自分に 代って 成就して 下さる。 何ん と 有難い 事で はない 乎。 

二月 十八 日 (月) C® 昨夜 五十 曰 振りに て 小雨 あり、 東 日本 全體の 喜びであった。 惠 みの 雨と は 

此事 である。 近來 頻りに。 ハ ゥ a のコ n サイ 書が 思 ひ 出され、 キリ スト を理學 的に 解釋 せんとす る 者の 

淺は かさ を 歎きつ、 ありし に、 今日 丸 善より A  •  T  •  a バ，" ト ソン 近著 『パゥ 口と 知識階級 • コ ロサ 

ィ書』 と 題す る 書の 配達 を 受け、 犬なる 熱心 を 以て 之 を讀み 始めた。 世に は 自分と 思想の 根據を 共に 

する 者 ある を 知りて 甚だ 心強く 感じた。 コ 口 サイ 書は當 時の 所謂 基督 敎 合理化 を 企てし 者の 主張の 攻 

擊 であって、 其 意味に 於て 殊に 貴い 書で ある。 まことに ラ ム セ ィ 博士が 曰 へ る 如くに 「パ ゥ 口 自身が 

最大の 哲學 者」 であった。 彼に キリスト 中心の 宇宙 觀 があった。 我等 はコ 。サイ 書 を 研究して バウ 口 

の此 {千{ 由觀を 我等の 有と なすべき である。 

二月 十九 日 (火) 晴 强 風に て關東 平原 は 黄塵 を 揚げ、 不愉快 極まる 日であった。 帝 國議會 の 記 

事 は相變 らす讀 むに 堪えない。 正義の 聲 は揚ら ないで はない が、 大事の 所に 來 ると 凡て 有耶無耶の 裏 

に 葬らる。 見渡す 所、 日本中に 我家の 事業の 如くに 永久に 堅實 なる もの はない。 我等 は 今や 何人も 羨 

まない。 我等 は 日本人 中で 最も 惠 まれた る 者で あると 思 ふ。 總理 大臣、 贵族 院議 員、 大 博士、 何人も 

羨ましくない。 人生の 終りに 近づいて 何 か 永久 的に 意味の ある 事 を爲さ しめられし を識 りて 感謝に 堪 

えない。 老夫婦 は 毎日 此事を 繰返して 相互 を 慰めて ゐる。 若し 慾 を 言 ふなら ば 愛する 孫 女と 共に 居り 


たい。 然し 此缺陷 を 補 ふために 毎日 曜日に 何百と 云 ふ 信仰 上の子 や 孫が 我家に 集ひ來 る。 「エホバに 

感謝せ よ， 其 慈愛 は りなければ 3」 である。 

二月 二十日 (水) 晴 西洋の 諺に 「紳士 を 作る に 三代 かいる」 と 云 ふ 事が あるが、 クリスチャン 

を 作る にも 數代 叉は數 十代 か \ る は 確かで ある。 パゥ ロはダ マスコ 途上、 瞬間に して 基督 者と 成った 

やうに 書いて あるが、 彼 はべ-一 ャ ミンの 族ヒ ブライ 人中の ヒ ブライ 人であって、 彼が 基督 者と 成る 下 

地 を 作る までに 數 十代 か、 つて ゐる。 勿論 一 代に て キリストの 救に 與る こと は出來 るが、 然し 基督 者 

相應の 實を擧 ぐるまでに は少 くと も 數代か k る ものと 覺 悟して ゐ ねばならぬ。 此事を 知つ て 我等 は自 

己の 進歩の 遲々 たるに 失望せ ざるの みならす、 他人の 不完全 を責 むる に 寛容なる 事が 出来る。 日本に 

プ 口 テスタ ン ト 主義の 基督 敎が傳 つて まだ 百年に 成らない。 我等 は 相互の 不完全に 就いて 失望し 叉 は 

賁 魔して. H ならない。 

二月 二十 一日 (木) 晴 キリストに 逆 ひし 者 は 亡び、 キリスト を 離れし 者は榮 えし やうで 終に 衰 

ふ。 近頃に 至り 事 實を以 つて 明かに 此事を 示されて 恐ろしく 感 する。 まことに キリスト は 聖書が 示す 

が 如くに 死して 睡り、 今や 生きて 世界 を 其 足下に 征服し 給 ひつ、 あるので ある。 基督 敎は 敎理 でない、 

生ける 事實 である。 萬 物の 主なる キリストに 服へば 起り、 反けば 倒れる ので ある。 背 敎者は キリスト 

を 離れて 自己に 對し 差した る惡 事を爲 したりと 思 はない が、 實は 己が 身を滅 したので ある。 明治 大正 

の 日本に 於て キリスト を 無視し、 嘲け り、 古草 鞋を棄 るが 如くに 棄 てし 政治家 文士 は數 ふるに 遑 なき 
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程 多く ある。 そして 彼等が 順を逐 ふて 審判 かる、 を 見る。 實に 恐ろしい 事で ある。 

二月 二十 二日 (金) 晴 少しく 赛め えて 来た。 貴族院で は 首相 問責 案なる ものが 可決され、 首相 

E 屮義ー 氏の 爲 した 事が 甚だ 善くない と 云 ふこと に 成った。 我家で は 雑誌 三月 號の 原稿が 纏って 之 を 

印刷所に 送った。 全體 事の 善惡を 多數の 投票で 決める と 云 ふの は 不思議の 制度で ある。 此んな 事で 國 

が 治まる 乎、 甚だ 疑 はしく ある。 然し 竞る所 人の 意見が 成る に 非す して 神の 聖旨が 成る ので あるから 

有難い。 自分の 短き 一 生の 間に 於て すら 露、 獨、 填の 大帝 國さ へ？ W れて 了った。 他 は 推して 知るべし 

である。 議會の 決議の 如き 實は 水上の 泡と 見て 間違 はない ので ある。 

二月 二十 三日 (土) 半晴 春風 到る。 主婦と 共に 阿弗利加 野獸 生活の 活動 映畫 「サンバ」 を 見た。 

最 好の 動物 研究で ある。 然し 自分に 取りて は野獸 と共に 映 出せられ し 土人の 生活 狀 態の 方が 遙 かに 面 

白かった。 是 等の 人々 を クリス チヤ ンに 成す のが 阿弗利加 傳 道の 目的で ある を 思 ふて リビ ング ス 卜ン 

ゃシュ ワイツ H ルの 事が 思 出された。 地上に まだ 爲 すべき 事が 澤山 にある。 獅子、 犀、 象、 麒麟、 斑 

馬、 河馬 等よりも 遙 かに 面白い 者 は 矢張り 人間で ある。 

二月 二十四日 (日) 晴 北風 塵 を 揚げて 寒し。 其爲 にや 來會者 平日よりも 尠く、 三百 人餘 りで あ 

つた，」 朝 は 「科學 と i; 敎」 と 題し、 午後 は 創世記 二 章に 就いて 話した。 51^ 本が 聖書に 依り 福 昔 を說ぃ 

て吳れ るので、 自分 は 時々 聖書の 側面 觀を述 ぶる ことが 出来て 大いに 助かる。 聖書 研究 は 多方面で あ 


る。 單に純 福音 を宣る 計りで は 足りない。 物理 學も、 人類 學も、 考古學 も、 學 問と 云ふ學 問、 知識と 

云 ふ 知識 を 時に 悉く 引合 ひに 出さねば ならぬ。 單 純なる 十字架の 福 昔 を廣ぃ 堅い 土臺の 上に 築かねば 

ならぬ。 其 慮に 努力と 忍耐と が 要る。 樂 しき 而 かも 骨の 折れる 仕事で ある。 

二月 二十 五日 (月) 晴 引 續き嚴 寒で ある。 空氣 乾燥し、 塵埃 揚り、 咽喉に は 最も 惡 しく ある。 

それに も拘 はらす 老夫婦 共に 是れ 丈け の 健康 を 維持し 得て 犬なる 感謝で ある。 毎日 少し づ&此 世と 離 

れ 行いて 感謝で ある。 此^に 對 する 與 味が 段々 と 薄らいで 行く。 此んな 世 は 何う 成っても 可い と 思 ふ。 

但し 孫 供の 事 を 思 ふと 心配す る。 彼等が 成長す る 頃に は 何ん なに 惡ぃ 世に 成る 乎、 其 事 を 思 ふと 心痛 

に 堪えない。 唯眞の 神の 道 を 遺して 行く まで ある。 我 も 人 も 眞の神 を 知り、 彼 を 崇め まつらす して、 

他に 何ん な 善き ものが あっても 眞の 福祉 は來 ない。 故に 他人 は 知らす、 我と 我が家と は ヨシ ユアの 言 

を 以て 立つ であらう。 卽ち 

汝等は 如何なる 宗敎、 如何なる 主義 を も 奉ぜよ、 然れど 我と 我家と は 共に M ホバに 事 へん (ヨシ 

ユア 記 卄四章 十五 節) 

と。 そして 我が 愛する 凡ての 同志が 我等に 傲 ひて ィ H ス キリストの 御 父なる 眞の祌 に 事 へん こと を 切 

望す る。 


二月 二十 六日 (火) 晴 引續き 北風に て 寒し。 塚 本 今日 文部省 當局 某氏と 會 見し、 若し 目下 帝國 

1 九 二 九 年  七 七 九 


B 々の 生涯  七 八 〇 

議會 提出の 宗 敎圑體 法案に して 法律と 成りし 場合に、 內村 聖書 研究 會の 如き は 如何に 极 はる. - やと 零 

ねし 所、 某氏の 意見に 依れば、 當 研究 會 は圑體 結. 社の 主觀的 要素な きもの なれば 之 を圑體 として 認め 

す、 故に 若し 则體 として 屈 sr つる こと ある も受附 けざる べしとの 事であった。 自分 達も豫 ねて さう と 

- 思 ひ りし も、 常 局の 人より 此言を 聞い て大に 安心し 且 喜んだ。 自分 達 は 如何なる 意味に 於ても 宗敎 

的 團體を 作らん と 欲する 者で ない。 其點に 於て メソヂ スト 敎會 とか 叉 は 組合 敎會 とか 云 ふ 者と 全然 素 

質 を 異にする。 自分 達の 基督 敎は 宗教に 非す、 自分 達の 集會は 敎會に 非す、 故に 自分 達 は宗敎 法の 制 

裁 を受く べき 者に 非す と 信す る 。そして 自分 の此 信念が 旣に 今日の 政府 當局 の 人に 通 ぜし事 を 知って 

感謝に 潘 へない。 多分 敎會內 には當 局の 此 態度に 對し强 い 反對を s.5r つる 者が あるで あらう。 然し 自 

分 達と して は 飽くまで 圑體 結社の 意志 を 懐かす、 信仰 は 飽くまで 單に 靈的關 係と して 持續 せんと 欲す 

る。 何れに しろ 如斯 くにして 敎會と 自分 達との 15! 別が 判明して 嬉しく ある。 善い 乎惡ぃ 乎は训 問題と 

して 自分 達 は 佛敎の 管長 達と 共に 宗敎 家と して 极 はれたくない。 金杯 銀杯の 下賜に 與 かるの 資格な き 

^として 自分 達の 信仰 を 進めて 行きたい。 

二月 二十 七日 (水) 晴 舊友大 嶋正健 君 を 招き、 夕食 を 共に し、 後舊 時を談 じて 樂 しかった。 廣 

井^ 一勝 旣に 去りて 餘す舊 友 は 僅に 數人、 淋しく も あれば 貴く も ある。 信仰、 科學、 哲學に 就いて 語り、 

我等 は 五十 年 前と 根本 思想に 於て 變ら ざる を 知りて 感謝す る。 我等 は 近代 人と 事物の 見方 を 異にする。 

靈と 物との 根本的 相違 を 認める。 善 惡の道 は 一 目 瞭然であって、 之 を 問題と 成さない。 叉義に 基ゐせ 

ざる 愛を說 かない。 キリストの 十字架 拔 きの 基督 敎を 否認す る。 故に 學說を 異にする 事 ある も 信^ を 


共に する。 縱令 一人たり と 雖も斯 かる 友人の ft? 存 する を 感謝す る。 そして 北海道に 一 二人、 內 地に 二 

三人、 未だ 斯 かる 友人の 地上に 在る を 知りて 感謝す る" 

二月 二十 八日 (木) 曇 小雨が あった。 終日 校正と 原稿 書きに 從 事した。 今や 讀む 事よりも 書く 

事が 多く ある。 そして 讀む事 は 主として 復讀 である。 新 著述 は 至って ッ マラな く ある。 叉 聖書の 外に 

與味は 段々 と 無くなる、 併し 聖書の みは 非常に 面白く ある。 宇宙人 生の 根本 問題 を 取扱 ふからで ある。 

殊に 偸 快なる は 文部省の 御 役人まで が 自身 を宗敎 家と して 見て 吳れ ない と 云 ふ 事で ある。 自分の 仕事 

を宗敎 法に 觸れ ない ものと 見て 吳れる 事で ある。 自分 並に 同志 は 何時何時までも 此 立場に 居る であら 

う。 墮 落して 監督 管長の 類と なら ざらん 事を努 むる であらう。 聖書 研究 會が 腐敗して 敎會に 化せざる 

やうに 凡ての 注意 を拂 ふで あらう。 

三月 一 日 (金) 半晴 昨夜より 今朝に かけ 久々 振りに て 雨が 降った。 萬 物 蘇生し、 草木と 共に 喜 

ん だ。 若し 此雨を 金 を 出して 買 は なければ なら ぬ ならば 三 井 岩 崎 の 富 を 以て し て も 到底 能 はぬ。 若し 

東京 市に 一 一三 億の 金 を 寄附す る 者が あるならば 大 慈善家と して 持 はやさる. 1 ならん も、 神が 此膏雨 を 

降し 給 ふ も 彼に 感謝す る 者 は 滅多にない。 此 不信 忘恩の 民に 何ん な禍が 臨んでも つぶやく 事 は 出来な 

い。 膏雨 と共に 春暖 到り、 今日は 蟄居の 老 主筆 も ステッキ を 採って 夕食後の 散歩に 出掛けた。 

三月 二日 (土) 雨 校正と 讀 書の 一 日であった。 何も 爲し 得ざる 時 は 信す る。 そして 信者に 取り 
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信 は 殺 大事 業で あるが 故に 有難い。 宮城 縣本吉 郡 氣仙沼 町が 大火の 爲め 殆んど 全滅の 災禍に 罹りし 由 

を 聞いて 同情に 堪 へなかった。 同所 は 明治の 六 年頃 我 父宜之 君が 登 米縣參 事と して  一 二 年 滞在せ し 所 

であって、 自分 も 八 九 歳の 少年と して 彼の 膝下に 在った。 當 時を囘 顧し、 宜之 君に 代り 少額 を 贈りて 

同情 を 表した。 

三月 三日 (日) 晴 寒風 吹かへ し、 復た 冬が 来た。 寒い 冬 は 容易に 立 去ら. ぬ、 然し 喜びの 舂は必 

す來 る。 それまでが 忍耐で ある。 今日は 三百 二三 十 人の 集會 であった。 朝 は 詩篇 第三 十 TO: 篇と 佛敎對 

基督 敎を、 午後 はへ ブライ 書 十二 章 九 節に 由り 「靈 魂の 父」 に 就て 講じた。 相 變らす 靜肅 にして 緊張 

せる 桀會 であった。 我等 は 佛敎を 尊重す る も佛耶 兩敎の 融合の 如き、 とんでもない 事で あると 述べた。 

前囘 より 今囘に 涉り此 たび ェ學 博士 田 中 龍 夫君と 信仰 上 分離せ ねばなら ぬに 至った 理由 を 間接に 述べ 

たので ある。 

三月 四日 (月) 晴 今日の 最大 事件 は 何と 云 ふても 米國華 盛頓に 於け る 新 大統領 フ， 'バ ー の 就 

式で ある。 さぞ かし 簡素 嚴肅の 事で あらう。 來 らんと する 四 年、 多分 八 年間の 米 國の繁 榮は想 ひやら 

れる。 何ん と 云 ふても 米國 である。 今より 當 分の 間 世界の 最大 强國 である。 米國 人より 信仰 福 昔を學 

ぶの 要な く、 其 金銀 は 靈魂を 腐らす 者で あるが、 然れ ばと て 其 世界的 強大 を 疑 ふ 事 は 出来ない。 一時 

は 自分の 第二の 故國 であった 此國 の爲に 祈らざる を 得ない。 願く は 其 前途に 祝福 あれ、 人類 を 益す る 

こ， こ 成るべく 多くして 害する こと 成るべく 齢 かれと。 若し 能 ふべ くんば 肉に 於て 旺ん なる が 如くに 靈 


に 於ても 盛ん なれと。 

三月 五日 (火) 曇 惡ぃ 日であった" 聖書 研究社 舊 社員 山 岸 壬 五、 越後 栃 尾の 宅に 於て 永眠せ り 

との 報に 接し、 終日 憂愁に 沈んだ。 彼 は 明治 二十 二 年 以来の 人生の 同伴者であった。 幾度 か 離れて 幾 

度 か 合うた。 そして 『東京 獨立雜 誌』 が 亡びて 『聖書 之 研究』 が 興る や、 彼 は 最初の 事務員と して 最 

も 困難なる 際に 我等 を援 けて 吳れ た、 そして 大正 十一 年まで 我等と 密接の 關係 を繼續 した。 又 自分の 

生涯に 於て 第 一 高等 學校 不敬 事件の 時に 自分の 傍に ありて 自分と 患 苦 を 共に して 吳れ、 其 他幾囘 とな 

く 自分と 苦 樂を頒 つた。 今や 此 生涯の 侶伴 を 喪 ひて 寂 塞の 感の堪 へ 難き ものが ある。 恐る 自分が 彼に 

與へ しもの、 彼が 自分に 與へ しもの を 償 ふに 足ら ざり し 事 を。 若し 『聖書 之 研究』 が 世 を 益せ しなら 

ば、 其 功 勞の大 なる 分 前 は 山 岸 壬 五に 屬 すべき ものである。 祈る 彼の 靈の 天父の 懷に 在りて 永久に 安 

からん こと を 0 

三月 六日 (水) 曇 春寒 引 績き强 し。 今日 も 山 岸の 事 を 思 出し 熱い 淚が 胸の 奥より 湧出る。 「ィ 

ェ ス涕を 流し 給へ り」 である。 情 は 道理と は 別の ものである。 泣かん と 欲せざる に 泣く と は 不思議で 

ある。 昨年より 今年に 懸け、 親しき 友 を 喪 ひし 事、 山 岸を以 つて 第 四 人で ある。 是で當 分 御免 を 蒙り 

たい。 〇 北海道の 或る 炭 山の 坑夫 某 君よりの 書面に 曰く 

： … • 當 地に 聖公會 の 二三の 信者 是 れ あり 候 も 事實に 於て 異れる 道 を 迪れる 者に 候へば 眞に 語るべき 

友 もな く、 弧 獨實に 淋しき 場合 も 有 之 候 も * 月々 訪れ 來る 研究 誌の 指導に 依り 上よりの 能力と 慰安 

一 九 二 九 年  七 八 一一 一 


u 々め-生涯  七 八 gl 

とを與 へられ 希望の 日 を 送り 居候。 今更ら 巾まで もな き 事に 御座 候 も 信仰と は 敎會對 吾、 牧師 對吾、 

«^ 父 先生 對吾 でもな く、 主なる 基督 對 吾との 關 係なる 亊を 近時 深く 敎 へられ 殊に 歡び 居り 候。 今日 

の 所 小生 は 七 人の 家族と 一 ニニの 求道者と 共に 毎日 曜日 を 期し 微かに 主の 福 昔 を學び 居り 候。 御 著 

『後世への 最大 遺物』 に 依り 敎 へられた る聖 生涯の 一端 を迪 らば やと X 布 求 致し 居り 候。 云々 

如 斯き讀 者 を 主眼に 『聖書 之 研究』 は發行 せらる、 ので ある。 

三月 七日 (木) 晴 寒氣 去らす 螯居狀 態を繼 綾す る。 毎日 相變ら す、 人殺し、 强盜、 不 景氣、 議 

食に 於け る黨 人の 嘴に 就て 聞かせら る。 氣 持の 惡ぃ 事で ある。 近代 人 は 頻りに 宗敎の 必要 を說 くも、 

彼等の 內 何人も 宗 敎を體 得して 其 宜傳の に當 らんと 欲する 者 はない。 有 爲の靑 年 は 凡て 政治、 經濟、 

理科、 工科、 醫 科に 行く、 然れ ども 犧牲 多くして 牧人の 斟ぃ 宗教に 行かない、 それで ゐて 宗教家の 惡 

評を澤 山に 爲る、 それで あるから 國家社 會は惡 くなる 計りで ある。 宗敎家 を 馬鹿にしながら 宗 敎の必 

要を唱 ふ、 それが 近代 人の 近狀 である。 此 儘で 進んで 國が 終に 亡びなければ、 それ こそ 不思議で ある。 

(宗敎 なら ざ る 宗敎 に 就て 云 ふ) 

三月 八日 (金) 半晴 コロ サイ 書 並に 詩篇の 研究に 有益なる 一日 を 送った。 札幌 より 二 孫の 寫眞 

到 來し會 心の 笑み を 禁じ 得なかった。 聖書と 小兒、 地上の 天阈 である。 〇 內 治と 外交に 就き 新聞紙に 

記載され ざる 多くの 恐ろしき 事 を 聞かせら る。 若し 本當 ならば 大變 である。 知らぬ が佛 である。 萬 一 

大 洪水が 到來 するならば 神 は 我等 信す る 者 を 方 % を 以て 救って 下さる であらう。 故に 安心して 命ぜら 


れし 職務に 從 事すべき である。 

三月 九日 (土) 晴 少しく 春 見えて 來た。 仕事の 問に 加奈 太の 地现歷 史を讀 んで大 なる 與味 を覺 

えた。 玆に 日本に 二十 倍す る 大國が 太平洋の 彼岸に まだ 殆んど 未開の 儘に 存 つて ゐる。 人口 は 一 千莴 

r たらす であって、 初代の 合衆國 位の ものである。 其 一州た る 英領 コ ロム ビヤ は 日本の 二倍であって、 

日本の 二倍 以上の 富 源 を 有って ゐる。 之 を 他人の 國と 思へば 情けない が、 我 國と思 ふて 思 ひ 得ないで 

ない。 「萬 物は汝 等の 有な り」 である。 信仰に 由り て天國 のみなら す、 世界 を 我 有と なす 事が 出来る- 

狭い 日本で は 我 有と て は 言 ふに 足らす、 我が 意見と て は 全然 行 はれない が、 キリストの 靈に 生きて 世 

界の 市民と なりて、 英領 コ ロム ビヤの 炭坑 森林、 ァ ルバ— タ、 サスカチワンの 原野 を も 我が 領土と し 

て 共 開 發を樂 しむ 事が 出来る。 世界 は 今 猶ほ廣 く ある。 日 木に 寸地を 有せす とも 坐して 世界の 王た る 

* が 出来る" 

三月 十日 (日) 晴 麗 はしの 初春の 聖日であった。 ニ囘 合せて 三百 三 四 卜 人の 來會 者が あった。 

例の 通り 塚 本と 共に 前後して 高 壇に 立った。 福 昔を說 くので あって 倫现道 德を說 くので ない。 自分 は 

朝 毎に 詩篇の 大意 を 語る のであって. 全身 を 之に 投 込む 事が 出来て 樂 しく ある。 

三月 十 I 日 (月) 半晴 雑誌 三月 號を發 送した。 印^ 部數 四千 五百部、 昨年の 今月より は 二百 部 

め增 加で ある。 干 五百部に 減じたならば 錢刊 しゃう と豫 ねて 思 ふて ゐ たが、 途々 さうなら すして 濟み 
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さう である。 此不；；；^國に在りて、 而 かも 多くの 基督 信者にまで 嫌 はれて、 是れ 丈け の 部數を 捌き 得る 

は 不思議と 云 はざる を 得ない。 第三百號^^^刊の計賓は破れて第三^五十猇に達せんとしてゐる。 人間 

業で はな い と 自分 は 信す る、 然し 他人 はさう は 思 ふま い 。 

三月 十二 日 (火) 晴 昨夜 烈風、 「預言 寺」 の 瓦 を 飛ばし 大分の 損害であった。 羅馬書 五 章 十八 

節に 由り 復又萬 人 救濟の 事に 就き^へ た。 何れに しろ 救 はる.. - 者の 少数なら す 多数なる は 確かで ある。 

若し Panta でなければ pclloi である。 キリストの 噴 ひの 死に 由って 全人 類が 神の 恩惠の 光に 也 ま 

る、 に 至った 事 を 疑 ふ 事 は出來 ない。 咒詛は アダムの 裔 より 取 除かれた。 今や 人が 欲んで 自 から 滅ぶ 

るより 他に 彼が 亡ぶ る途 はない。 我等 は 午 は恩惠 充溢れ る 世界に 接んで ゐ るので ある。 

三月 十三 日 (水) 晴 西南の 風强 く、 黄塵 空 を 覆 ひ、 氣分惡 しき 事 甚だし。 其 他人 生の 細事に 惱 

まさる。 r 喷^ 仰雜き 者よ」 と 自分で 自分 を 責めざる を 得ない。 〇 眞理は 何人が 說 いても 眞理 である 

から 有難い。 縱し 自分 は惡 人で あり 偽善者 であっても 自分の 說 きし 眞理は 自分と 共に 滅びない から 有 

難い。 そして 自分の 如き 者が 或る 眞理を 說く爲 に 使 はれし は 有難い 極みで ある。 若し 自分の 不完全が 

自分の 說 きし n 呉 理を盡 く滅す 者で あるならば * そんな 辛ら い 事 はない。 然し 祌は 敎會の 批評家の 如く 

に 無慈悲で あり 給 はない から 有難い。 

j 二月 十四日 (木) 晴 引 絞き 寒い 風と 塵埃の 一 日であった。 東京の 氣 候が 一 變 したやう に 思 はる。 


少しづ、^^きながら_^^:の到來を待っのみでぁる。 東京 市の 淨化 運動 も 失敗に 終る らしく、 此世は 引 核 

き暗黑 である。 自分の 見る 所では 地上で 幸 幅の 國と 云へば カナダと-一 ュ ー ジ ー ランドと である。 土地 

は廣 く、 资； i は 多く、 民は斟 くして 國は 治まる と 云ふ狀 態で ある。 軍備 を 最小限度に 減 縮す るまで は 

國の 繁榮は 望み 得ない。 其點 から 見て 日本の 繁榮 は當分 見込がない。 然し 天に 寶を 積む 者に はそんな 

事 は 如：^ でも 可い。 叉 積まない 者に も 如何す る 事も屮 I 來 ない。 

三月 十五 日 (金) 晴 寒 氣引績 き 強し。 今年 二月 末の 日本 帝國 々俊 現在高 は 五十八 億 W 千 萬圓で 

あって、 前 e: 末に 比し 三千 二百 八十 萬 圓の增 加で あると 云 ふ。 自分の 知る 範 園に 於て 我！： の國 俊の 減 

じた 年と て は 曾って ない。 毎年 增 して 行く のみで ある。 多分 百億 圆 に 達する は 遠き 將來 では あるまい- 

惠 まれた る 人と 國とは 貸す 事 ある も 借る 事な き 者で ある。 モ ー セが イスラ H ル の 尺 を 祝福せ る 言に 曰 

く 

汝は 多くの 國民に 貸す こと を 得べ し、 然れど 借る こと あら じ (.& 命 記 十五 章 六 節) 

と。 そして 今日 猶ほ イス ラ H ルの民 (ュダ 人) は諸國 のおに 货 して ゐる。 日本 國 にも 莫大の 金 を 貸し 

てゐ る。 多くの 家が 借金の 爲に 亡びし が 如くに 多くの 國も亦 借金の 爲に 亡びた。 惜金は 決して 小事で 

ない。 我 國も画 僙の爲 に 亡びない とは^らない。 殊に 最も 悲慘 なる は 我等の 愛する 孫 供が 此大 借金 を 

負 は せらる、 事で ある。 其 事 を 思 ふ て 借金 政策 を 採つ て 意に 介せ ざる 政治家 供の 如何に 重き 罪人な る 

乎が 判明る。 「磨石 を 類に 懸けられて 海の 深 ％ に投 入れられん 事 其 人の 爲に宜 かるべし」 と ある は、 

是 等の 政治 に 適用す ベ き 言で ある (ル カ傳ト 七^ 一 一節)。 
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三月 十六 日 (土) 晴 引續き 北風 强 くして 寒し。 A  •  T  .  ロバ ー ト ソン 著 『バウ a と 知識階級 一 

名コ & サイ 書の 略 註』 を讀み 了った。 近頃 讀んだ 最も 面白い 書の 一 である。 近年 流行の r 枓學と 宗敎」 

に 口を出す 者に 一 讀を勸 むる。 科學の 上に 基督 敎を 建てん とする 試み はパゥ の 時代に も旣に 在った 

ので ある、 そして 其れが 失敗に 終った の は 云 ふまで もたい。 コ サイ 書は此 種の 異端 を說 破す るに 適 

切なる 書で ある。 

三月 十七 日 (日) 晴 集會變 りたし。 叉復 講堂の 狭隘 を感 する、 實に 困った ものである。 多數に 

來て貰 ひたくない 我等の 所に は 来り、 貰 ひたがる 敎會に は 行かない-。 人生の 凡ての 事が 如斯 しで ある。 

札幌に 於て は 研究 誌讀 者の 例會が 今日 彼 地に 於け る 新宅に 開かれ、 電報の 交換が あった。 彼 地 諸敎會 

き 員 中の 有力者 (信仰的) より 成り、 今 は 一 つの 堅い 信仰的 兄弟 圑と 成ったら しく、 まことに 有難い 

事で ある。 他の 事に 於て は 何事 も 板 はすと 雖も、 一 i 昔 的 信仰の 事に 於て は 凡てが 滿足 であると 云 ひて 

差 支ない と 思 ふ。 

1 二月 十八 日 (月) 晴 山 岸 壬 五の 遣 骨 到来し、 熱き 误を以 つて 之を迎 へた、 然し 哀むも 益な し、 

過去 を 忘れて 平常の 通り 我が 任務に 就かん と 決心した。 彼が クリスチャン として 靜に 眠りし 事 を 聞い 

て 安心した。 キリストの 僕と して 希望 を以 つて 死んで 吳れ さへ すれば 餘は 如何で も 可い。 有嶋ゃ 小山 

内の 如くに、 いくら 高く 名 を 揚げても 背敎 者と して 死なれて は堪へ 難き 失望 又落膽 である。 壬 五の 遺 


骨の 上に 手を按 いて 天父の 懷に 還りし 彼の 靈 魂の 平安な らんこと を 祈った。 老年の 悲しき 事の 一 であ 

つた。 〇 昨日 來シ ョ— ペン ハウ H ル の悲觀 主義 哲學 を讀 み、 その 如何に 馬鹿 氣 切った る哲學 なる 乎 を 

今更ら ながらに 感じた。 全體幸 一幅と か 不幸と か 云 ふ 事 を 問題に する から 間違って ゐる。 幸 不幸の 問題 

でない、 義 不義の それで ある。 朝に 道 を 聞き、 其 日に 之 を 行へば、 夕べに 死す とも 可な りで ある。 力 

ントの 「道義 的王國 としての 宇宙」 の 方が 遙 かに 强く 自分の 理性に アツ ピ ー ル する。 

三月 十九 日 (火) 半晴 久々 振りに て 大雨 を 見た。 天地が 一 變 したやう に 感じた。 敎會の 或る人 

達が 內村 聖書 研究 會は 講演者の 人格 を以 つて 人 を引附 けつ \ あるに 對し 敎會は 福音 を以 つて 人 を 救 は 

ん としつ k あると 唱 ふる 由 を 聞いて 異様の 感に打 たれた。 自分 等 は 人格、 敎會は 福音？ 若し さうな 

れば 何故 自分 等が 衰 へて 敎 會が榮 えない ので あらう 乎。 自分 等 は 自分 等の 人格に 依らす して 福音に 依 

りたれば こそ 今日の 祝福に 與 つたので あると 信す る。 そして 若し 敎會が 嚴密に 福 昔に 依りし ならば 今 

日の 衰退 を 見なかった らうと 思 ふ。 然し 如何で も 宜しい、 自分 等 も 福音に 頼れば 敎會も 之に 倚る が宜 

しい。 そして 何人に 由って でも 可い から 眞の 福音が 說 かれ、 神の 御 榮が擧 つて 欲しい。 

三月 二十日 (水) 曇 自分が 主人役 を 務め、 司會 者と なりて 山 岸 壬 五の 葬儀 を 今 井 館 聖書 講堂に 

於て 執行した。 友人 男女 六十 餘 人が 列席して 吳れ た。 自分の 子の 葬式 を 司る やうな 心地が した。 淚を 

呑む のが 主なる 努力であった。 彼が 善き クリスチャン として 死んで 吳れた 事が 何よりも 有難かった" 

彼の 遺骨に 對 して 過去 ra 十 年が 一 時に 我が 胸に 浮び 出した。 夢の やうな 一 生で ある、 然し キリス 卜に 
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事 へ て 夢で はなく して 充實 せる 一 生で ある。 長壽は 善しと して 跡から 跡 へ と 舊友を 葬る の 辛ら き 事よ。 

然し 山 岸 を 葬る は 分けて 辛く あった。 彼 は 我が 最も 舊き 弟子であって 我が boy であった。 今や かしこ 

に加壽 f.^ ゃル ツ子 は 彼 を歡迎 して ゐる であらう。 

三月 二十 一日 (木) 晴 甥の 岡 田八郞 明治 學院中 學部を 卒業し、 主婦と 共に 其 式に 列した。 自分 

が 初めて 明治 學院を 訪れた の は 明治 二十 五 年 (？) であって、 今日が 第二 囘で 三十 七 年の 後で ある" 

凡てが 一 變し、 昔の 影 一 もな しで ある。 總理の 田 川 大吉 郞氏、 並に W 臨 運動 當 時の 同士 オルト マ ン氏 

と 握手した。 其 他 知人 は 一人 も 見當ら なかった。 八郞は 主婦の 生家 岡 田 氏の 主人であって、 十二 年間 

我家に 同居せ る 者で ある。 岡 田家が 京都 室町 敎會 (日 基 派) に關係 深く ありし が 故に、 彼 を 明治 學院 

に 託せし 次第で ある。 

三月 二十 二日 (金) 晴 原稿 書きの 一日であった。 近頃に 至り ヤコ ブ書 一章 二 節の 意味が 明. n に 

成 つ て窮 りなき 喜び である。 「我が 兄弟よ 若し 汝等樣 々の 試 誘に 遇 はぐ 之 を 喜ぶ ベ き 事と すべ し」 云 

云と。 試 と は 三 節の 「信仰の 試み」 であって 所謂 不幸 艱難で ある、 そして 是れ實 に 喜ぶべき 事で あ 

る 、 之に 由って 品性が 磨かれ 靈魂 が 完成 せらる、 から で あ る。 之に 反して 幸！ i 安樂 は靈魂 を 惰弱 に し 、 

品性の 上進 を妨 ぐる。 人生の 目的の 震 魂の 完成に ある を 知りて 不幸 艱難 ほど 善き 物の 無い 事が 判明る リ 

されば 凶い li^ は歡迎 すべきで ある。 今日まで 淺 薄なる 米英の 宣敎師 等に 誤られて 幸福 を 追求め て 不幸 

を 忌み嫌 ひし 事の 愚か さよ。 艱難に 堪へ、 之に 勝つ 位で は 足りない、 之 を 喜ばねば ならぬ。 そして 人 


生の ^りに 近いて 此 事が 判明って 感謝で ある。 最大の 異端 は 人生の 目的 は 最大 幸福 を 得る に 在りと 云 

ふ 事で ある。 

三月 二十 三日 (土) 晴 仕事の 暇 を 見て、 武藏野 館に 『キング ォブ キング ス』 の映畫 を^た。 實 

に條 たたる 作" i である。 王の 王 はナザ レ の大 エイ H ス であると 云 ふので あって、 彼の 生涯の 主なる 屮 I 

來事 を映畫 化した ものである。 *1 は 如何に K 落しても ィ H スを 忘れない、 そして 人生の 指導 を 彼に 仰 

がんとして 居る。 そして 日本人 までが 靜肅 謹嚴、 聖者に 對 する 敬虔 を以 つて 此畫 を賞翫 しつ k ある。 

自分 も 亦 其 或る 部分に 對 して 感謝 同情の 淚を 禁じ 得なかった。 人類の 王 は 我が 靑年 時代より 我が 靈 魂- 

を 委ね まつりし ィ H ス である を 知って、 此 不信 國に 在りて 肩幅 廣く感 する。 如此 き^ 界的 大映 畫は 一 

度觀て 置く 充分の 價 値が ある。 

三月 二十四日 (日) 半晴 暖ぃ 春の 聖日で ある。 集會變 りなし。 塚 本 は 朝 は 卒業 說敎 を爲 すべく 

賴 まれて 東京 女子大 學へ 行いた。 石 原 兵 永が 彼に 代って 前講を 勤めて 吳れ た。 自分 は 朝 は 詩篇 三十 六 

篇を、 午後 は 「マリヤの 選擇」 と 題して ルカ 俾十章 三 八 節 以下 を 講じた。 〇 讀賫 新聞 宗敎攔 に 左の 如 

き 記事が 見えた。 

內村鑑 三 氏が 自ら 自己の 運動 は宗敎 でない と 公言した のに 對 して 宗界 一 般が膛 目して 居る。 

多分 さう であると 思 ふ。 然し 「運動」 と 云 ふ は 間違で ある。 自分 は 運動 はしない。 それで あるから { 示 

敎 でない と 云 ふので ある。 社會に 勢力 を 持た うとし ない つ 「我 國は此 世の ものに 非す」 である。 
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三月 二十 五日 (月) 曇 第五 十六 帝 國議會 終る。 宗 敎園體 法案 は 共 他の 多くの 要 法案 と共にき 

議 未了の 俊に 葬らる。 自分等には何れも直接何の關係なき；s^-ながら、 去りと て 誠に 呆氣 ない 次第で あ 

る。 政治の 事 は 自分 等に は 少しも 判明らない。 之に 裘と 表が あるら しい。 阈の爲 めと 云 ふ裘に 自己の 

爲と云 ふ 濃い 暗い 影が あるら しい。 之 を サタンの 業と 見て 大抵 問 違 はない と 思 ふ。 叉 呆れ る^に は 政 

治. おの 問に 反 對黨の 美點を る 眼が 少しも 無い、 我れ 悉く 可に して 彼れ 悉く 非な りで ある。 凡.！ れ では 

i に 峰の 絶えな いのは 無现 はない。 


三月 二十 六日 (火) 曇 諸 學校學 期の 替り 目で あり、 隨 つて 我が 架 書 研究 八！： 員に して 退會 して 國 

元に 還る 者と、 上京して 新たに 人會 する 者と にて、 その 送迎に て應接 問は賑 はった。 然し 引 綾き 人る 

者 は 3r つる 者よりも 多く、 我等の 責任 は增す 計りで ある。 何時までも 主として 靑年を 相手に する 自分 

は惠 まれた る 者と 稱す べきで あらう。 自分と 同年の 他人 を 見れば 隨 分の 老人に 見受 くるが、 自分 丈け 

では まだ 全くの 靑 年の やうに 思 はれる。 多分 靑 年の 先生と して 我が 一 生 を 終る ので あらう。 

三月 二十 七日 (水) 小雨 朝より 半日 か、 つて m 月號 第一 頁の 原稿 を 書いた。 問題が 問題 丈け に 

にいに； 暇 を 痛めた" 「ィ H スと 宇宙」、 赏は人 問が 取极ふ 問題に して：： だれ 以上の もの はない。 そし 

て此 問題 を 取扱 ふ 事が 出來た 丈け が大 感謝で ある。 半日 は 愚か、 數 曰か、 つても 惜しく はない-) 此曰 


叉 我家に 於て モ アブ：^ 人/皆の 並會が 催された。 

三月 二十 八日 (木) 半晴 友人の 紹介に 由り 駿河臺 に 新築の 基督 敎 女子 靑年會 館 を參觀 した。 實 

に 立派なる 完備せ る 建物で ある。 近代の 米國を 東京に 於て 見る やうに 感じた、 但し 此 新式の 建物に 於 

て舊 式の 基督 敎を說 く の屮 I 來 ない 事 を も 感じた。 萬 事が 肉體と 知能の 發 達の 爲に 出来て ゐる、 靈魂 

の 爲に盡 すの 餘 地がない。 米國 に舊 い 能力 あ る 福音が 殆ん ど 絶えん として ゐるは 無理 で ない。 我等 は 

舊 い 日本 家屋 で 古い ； i 昔 の 隆盛 を 計る であらう。 

三月 二十 九日 (金) 小雨 詩篇 三十 七篇の 解釋を 書きながら 其 教訓に 循 つて 歩む の 必要 を 深く 感 

じた。 世に 惡 人の 跌屋 する を 見て 心 を 背 立るな、 怒るな、 憤るな と 云 ふ敎訓 である。 我が 途を エホバ 

に 委ねて 安心して 世渡りす る 事で ある。 社 會も敎 會も神 が 天に 在まして 主宰し 給 へ ば 善き に 導か る 、 

に定 つて ゐる。 「彼れ 之 を 成し遂げ 給 ふべ し」 である。 誠に 有難い 敎 である、 そして 事實 である。 

三月 三十日 (土) 曇 主；^ 風邪に てまに 就く。 自分 は 今日は 終日 ピリ ビ書 第一章 ニー  節に 就て 考 

. / た。 「我に は 生く る は キリス 卜」 と 云 ふこと である。 生く る は キリス 卜の 御 生涯 を 繰 返す ことで あ 

る。 愛の 爲 めに 苦しみ、 義の爲 に 苦しめら る、 ことで ある。 決して 幸福の 生涯で ない、 不幸の に 幸 

福 を 看 出す 生涯で ある。 又 思うた、 基督 敎は 今日の H 本人に は餘 りに 善き 敎 である。 善き に 過ぎて 彼 

等 は 之より 害を受 くる こと 益を受 くるよりも 多い やうに 見受け る。 彼等 は 愛を說 かれて 愛せん とする 
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よりも 愛せられん とする。 キリスト 再臨の 如き 大敎義 に 接して 彼等の 多數は 宗教 狂に 成る。 彼等に は 

？-败 格なる 敎か 慈悲 一 方の 阿 彌陀敎 の 方が 遙 かに 適して ゐる やうに 見える。 如何して 宜き乎 時には 解 

ら なくなる。 十 年 以上 國 人に * 督 敎を說 いて 見て 時には 懐疑の 雲に 蔽 はる k は事實 である。 

三月 三十 I 日 (日) 曇 春休み の爲 にや 來會者 平常より 少く、 三百 人に 滿 たたかった。 復活祭 當 

HI であった。 然し §5! 活に 就て 多く を 語らなかった。 平常 度々 之に 說き 及ぶ からで ある。 自分 は 朝 は 詩 

篇 第三 十七 篇の 第一 囘を、 午後は基督敎は宗敎にぁらざる理由を！^；書に依って述べた。 無敎會 主義者 

が 無 宗敎的 信仰 を 述べて 事 は 徹底した る 次第で ある。 然し 戲談 ではない 事實 である。 聚 書に 於て は宗 

敎 なる 文字 は行傳 二十 六 章 六 節と、 ヤコ ブー 章 廿六、 サ七 節に 唯 ニ囘用 ひられて ゐる のみで ある。 而 

かも 善き 意味に 於て に 非す 惡 しき 意味に 於て である。 ィ H スも 弟子 等 も其說 きし 敎を 決して 宗敎と 呼 

ばなかった。 それ は 祌の國 の福昔 で あ つ て 宗敎 でなかった。 ii 昔 が 宗敎 でなくなる 時に 元の 純潔に 還 

るので ある。 

四月 一日 (月) 雨 相 變らす 疲れた。 種々 の 事を考 へさせられた。 然し 竟る所 心の 平安に 落附ぃ 

た。 朝鮮の 學生 某が 歸國に 際し 暇 乞に 來て 吳れ た。 彼 は 東京 在留 九 年間、 唯の 一 囘も 我が 聖書 研究 會 

への 出席 を. S ら なかった と 云 ふ、 そして 大 なる 決心 を以 つて 朝鮮に 歸 つて 信仰の 爲に闘 はんとして マ W 

た。 彼を^^って自分は喜びの淚を禁じ得なかった。 ィ H スの 言が 自づ から 脣に 浮んだ。 


iKr^ まことに 汝 等に 告げん、 イスラ H ルの 中に 未だ 斯 かる 篤き 信仰に 遇 はざる 也 

と r マ タイ 傳八章 十 節〕。 信仰の 事に 就て は 朝鮮人 は 全體に 日本人 以上で ある やうに 見える。 多分 我 

がー 一一 H 卬が朝 人の 中に 根ざして、 然る 後に 日本に 傅 はるので あらう。 少數の 朝鮮 學 生を敎 へる 爲め丈 

け に 聖書 硏究會 を 起す の 價 値が あ つ た。 

四月 二日 (火) 小雨 校正の 暇に 論語 里仁篇 を通讀 した。 カン 卜 か 力 ー ライル を讀む やうに 感じ 

た 

よみ 

惟仁 者 は 能く 人 を 好し 能く 人 を惡む 

と- -ム ふ。 氣， の^い 言で ある。 ドクトル • ジ ヨンソンが 「能く 人を惡 まざる 者 を 友と せす」 と 曰 ひし 

. 1  あて 

と； Z じで ある。 惡 まざる 者 は 愛せす、 悪まざる 者の 愛は當 にならぬ 愛で ある。 

朝に 道 を 聞けば 夕に 死す とも 可矣 

多分 人領 -i 由って 發 せられし 最も 大 なる 言の 一 であらう。 自分 は 曾って 孔子の 言 を 引いたり とて 米國 

宣教師に 叱られた 事が あるが、 孔子の 此 言の 如き 到底 彼等 宣教師に 解らない 事 を 後に 至って 知った" 

今日の 官敎， 師敎會 に是れ 丈け の 意氣は 到底 見當ら な い 。 自分 は 聖書 の 言 同様 に 此 言 を 重ん する 者で あ 

る。 其他贵 mi なる 敎訓に 富む。 東洋人た る 者 は 何人も 論語 を讀 まねば ならぬ。 

四月 三日 (- ^ン 曇 寒氣 未だ 去らす、 長い 冬で ある。 倫敦 タイ ムスに ォ ー レル. ス タイン 氏の 中 

央 -fw 細 12^, 探險 記を讀 み、 非常に 面白かった。 キリスト 在^ 頃に 今の 新-ま 卽ち 東卜ル キス タンに 西兩 
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文明 を 合せた る 文化が 盛んに 行 はれた との 事で ある。 之に 由って 其 後の 鬼洋 文明の 起原が 大分に 說明 

され、 日本 文明の. S 來 までが 明かに 成る 譯 である。 人類の 歷 史上 大發 見と 云 はざる を 得ない。 人類の 

進步に 何の 關係も 無 かりし 者と 思 ひし 此亜 細： =0^ 大 睦 中心の 地が # つて 東西 兩洋を 紫ぐ 連鎖の C お 節たり 

\ 1 - ■  h  )  i  I  .  こ：  -  AA'AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 

し を 知りて 事の 意外なる に 驚かざる を 得ない。 日本が 當 らんと する 役目 を 東 卜ルキ ス タ ン が 千 九 百年 

A<"<3<3A<"<3<"<" 厶厶厶 厶< "厶厶 

前の 昔に 旣に 完全に 勒め たので ある。 

四月 四日 (木) ft 內村 醫學士 昨夜 札幌 より 來た。 爲に 〔象 は久报 りに て賑 つた。 常に 共に 3$ たら 

ば さぞ かし 善から うと 忍 ふ。 然し 父 は 信仰 を 傅 ふる 爲に、 子 は 疾病 を 瘢す爲 に 別れて 居らねば ならぬ。 

幸福 を樂 しむ 爲 めに 非す、 義務 を * たす 爲の 生涯で ある。 然し 時に 相會 ふて 語る の 快 樂を賜 はる、 感 

謝に 堪 へない。 

四月 五日 (金) 晴 渐く サット 庭の 彼 5li 櫻が 、咲き出した。 遲ぃ赛 である、 然し 来たから 嬉しい"，" 

〇 口木 國は八 「猶ほ 依然として 官尊民卑のお 役人 國 である。 此國では官吏に成らざれば！^が利かたぃ。 

日本人 は n では 獨立 だの 平民主義 だのと 唱 ふる けれども、 實は 彼等に 取り 政府 程 安心で 有利な 所 はな 

いので ある。 故に 何人も 官吏の 地位に 嗨附 かんとす る。 政黨が 政權を 離れ 得す、 反 對黨が 倒閣 運動に 

熟 心なる も 皆な 之が 爲 である。 日本人 は 来 だ 純 平民た るの 尊 さ を 知らない。 爵位 を 貰 ふて 嬉しがる や 

1、  厶厶 AAA 厶厶  <"<<:<1<3<"<"<"<3<<-<3<<3厶*3 厶 <<3厶<1<"<3 厶 *1*-<1 

うな づ兒 て ある。 斯 んな國 民に 獨立 的 基督 敎を與 へんと し て 生涯 を 送りし 自分の 馬鹿 さ 加 滅を憐 まざ 

る を 得ない。 


四月 六日 (土) 半晴 死ぬ ことが 怖い 內は 幸福 はない。 死ぬ ことが 怖くない 計り か樂 しくなる に 

至って 眞の 幸， 幅に 入る ので ある。 此世は 幸 幅の 有るべき 所でない、 不幸 は 其 持 前で ある。 此 世に 於て 

幸福 を樂 しまん とする は 不可能 を 企つ るので ある。 クリスチャンに 殊更に 不幸 患難の 多 いのは 彼 をし 

て 世を騰 はしめ て、 死 を 一 暦歡迎 せしめん 爲 である。 勿論 米國 宜敎師 などに は 此理は 解らない。 其 £1 

に 於て は 我 國の淨 土宗の 僧侶の 方が 遙 かに 上で ある。 

四月 七日 (日) 雨 午後 晴る。 櫻の 聖日であった。 午前 午後 合せて 三百 人 少し 以上の 來會 者が あ 

つた。 詩篇 第三 十七 篇第 二十 五節と 「基督 敎 の三大 問題」 を 講じた。 新會員 ii かちす、 基督 敎の 初歩 

を 講 する の 必要が ある。 敎會と 我等と 單に 敎會の 事の みならす、 信仰の 根本 を 異にする 事が 明瞭に な 

り、 今より 後 は 福音 の 眞理を 辯 明す る 上から 敎會に 當らざ る ベから すと 述べた。 敎 會に對 して 今や 寬 

容の境 を 出て、 排 邪の 域に 入らねば たらぬ。 遠から すして 日本 福音 聯盟なる 者が 起る であらう。 但し 

米歐 人の 異端 を 受けざる のみな らす 其金錢 を絕對 的に 受け ざる 事が 旰要 である。 

四月 八日 (月) 曇 親子 三人 連立ち て 花の 上野に 名寶展 覽會を 見た。 內に 見るべき 者が 澤山 にあ 

つた。 殊に 眼に とまりし は 太 閣秀吉 を 怒らした 明國册 封の 卷物 である。 「爾を 封 じて 日本 國王 となす」 

と、 實に 無禮千 萬の 巾 分で ある。 然し 日本人 を 愚弄せ し 外 國人は 此書を 送りし 明 萬 曆帝ー 人に 限らな 

い。 「雨 を 任じて 日本 敎會の 監督と なす」 と 云うた 外國 の宗敎 家が あった、 そして 怒らす して 之を受 
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けた 日本人が あった。 秀吉は 日本人ら しい 日本人であった。 彼 を 愛せざる を 得ない。 〇 上野 を 去りて 

村 醫學士 に 伴 はれて. M 布 赤十字社 病院に 五斗 醫學 博士に 自分の 身體の 精密なる 檢査を 受けた、 そし 

て 心臓に 大 なる 異狀の ある 事 を 明かに 示された。 初めて 自分の 身體の 危險狀 態に 在る を 知った。 何時 

か 一 度 は 受けねば ならぬ 宜吿 であって、 敢 へて 驚く に 足らす と雖 も、 玆に 我が 生涯の 事業 を 一 部 魔せ 

ねばならぬ 時期の 到来せ し を 知りて 感謝と 共に 感慨無量であった。 虚弱に 生れし 自分が 火體に 活動の 

六十 八 年の 生涯 を 送りし は大 なる 恩惠 で ある。 今より 後 * 働く 生 涯を 止めて 信す る 生 を 送 る で あ ら 

う 。 最後 の 數 年が 最も 幸福 平安 の 生涯で ある で あらう。 

四月 九日 (火) 曰 雲 村 醫學士 札幌に 向け 52 發 した。 如何にして 衰弱せ る 心臓 を 平安に 保たん 乎 

が 主なる 問題であった。 自分の 身體に 罅が 人った 事が 刺 明って 一 つ 善い 事 は 說敎演 說司式 等の 依頼 を 

斷 はるに 充分の 现. e を 有った 事で ある。. 水い 間 情 實に强 いられて 斷 はり 切れ ざり し 依頼 はヶは 公然と 

斷 はり 得る 资格を 得て まこ とに 幸， 幅 で あ る。 敎會ゃ 靑年會 の爲に 今日まで 如何程の 勢力 を 無 5^^, に消餐 

せ.： 乎 を 思 ふて 淺 念に 堪 へない。 

四月 十日 (水) 曇 夜雨。 休養の 一 曰であった。 全體の 容態 宜し。 自分の 身 體に藥 の 善く 利く に 

驚く。 平 人の S 量の 半分 WF にて 充分の 效を 奏す。 禁酒 禁煙の 結 * であると 思 ふ。 有難い^ である。 

四月 十 一 日 (木) 曇 引續き 無爲靜 養の 一 日であった" 下 K の 浮腫が 殆んど 消えて 愉快であった。 


E 心へば 此病は 今度 初めて 起った ので はない。 大正 八 年 秋、 大手 町 衞生會 講堂に 於て ヨブ 記 十九 章を講 

ぜし 時に 起った のが 此 障害で あつたので ある。 自分 は 身體の 凡ての 器官に 注意 を拂 つて 來 たが 心臓 丈 

けに は 不注意であった。 そして 病 は 思 はざる 所に 起る のであって、 知らざる 問に 此屮 心的 器官が 侵さ 

れてゐ たので ある。 然し 祌の恩 惠のー i 音を唱 へ つ 、ありし 間に 起り し 病で あると 思へば 大 なる 慰めで 

ある。 

四月 十二 日 (金) 雨 終日 床に 就いて 休んだ。 容態 は 好 良で ある、 高 壇 は斷 念せ すば なるまい。 

然しべ ンが まだ 残って ゐる、 失 $11： する に 及ばない。 殊に 信者 最大の 奉仕 は 信す る 事で ある。 何事 も爲 

し 得なくなる 時に 最大の 事業が 始まる ので ある。 此んな 有難い 事 はない。 最後に 最善と は此 事で ある。 

願 ふ 最期に 最善 を 遂げて 最善の 傳 道を爲 さん こと を。 

四月 十三 日 (土) 晴 宜之君 第二 十二 囘の 昇天 記念日で ある。 君 は 七十 六 歳に て 逝かれた。 自分 

が 其 齢に 達する に はま だ 七 年 ある。 內村 家に 長壽の 血統 あれば 或 ひ は それまで 此 世に 在る のか も 知れ 

ない。 此日 伯爵 後藤 新 平氏 逝去した。 自分 は 同氏に 二三 囘會 ふの 機 會を與 へられた、 然し 不幸に して 

氏の 偉ら い 所 を 見せられなかった。 氏が コ &ムゥ エル 式の 政治家で 無った 事 は 確かで ある。 基督教に 

對 して は 伊藤博文 公大 隈重信 侯 同様に 贊成を 表せられ パト ロナ ィズ (庇 保) せられた が、 罪 を 悔いて 

キリストの 僕た らんと 欲する やうな 氣分 は毫頭 見せられなかった。 其點に 於て は 氏 も 亦 純然たる 東洋 

流の 政治家であった、 卽ち氏 も 亦 「信者た るに は餘 りに 偉ら 過ぎた」 ので ある。 日本が 偉ら い 國に成 
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るに は 藤大隈 後藤 の 諸 公と は 全く 本質 を異 にす る 政 治 家を產 出す る ことが 必要で ある。 

四月 十四日 (日) 晴 」i£ に 就いて 休んだ。 高 壇 は 全部 塚 本に.^ ねた。 自分の 病氣に 就き 會員擧 つ 

て 厚き 同情 を 表し 吳れ 感謝に 堪 へない。 彼等の 內に 有力の 醫師數 人 あり、 孰れ も 全力 を 注いで 治療 を 

計って 吳れ る。 自分 如き 者に 取り 勿體 ない 特權 である。 凡ての 事が 共に 働いて 益 を 爲す事 を 信じて 疑 

はない。 〇 新聞紙に 左の 如き 記事が 見えた" 

文 部将で は學 生の 思想 善導に つき 極々 對策を 講じて ゐ るが、 案外 成績が 揚がらな いので、 な r 度 は 思 

想に は 思想 を もっての 主義に 翁き 喻 物的 思想に 對抗 する 精 祌枓學 の 普及 敎授に 骨 を 折る ことにし、 

新學 期から 各 大學に それぐ 日本 文化、 東洋 文化 を發揚 せしめる 哲學 倫现宗 敎歷史 等の！ i 座 を 設け 

近く 擔當 敎授を 選 び 開始す る ことにな つた 云々。 

と。 我等が怪んで止まざるi^^fは、 文部省が 唯 物 思想 は 西洋 思想であって、 之に 對抗 する 精神科 學は 

洋に 限る と 思 ふこと である。 西洋に 東洋 以上の 強烈なる 反 唯 物 思想の 有る 事に 文部省の 人々 は 氣が附 

かないの である 乎。 彼等 はヮ ルヅヮ ス、 ブラウ II ング、 テ II ス ン等を 知らないの である 乎。 彼等 は 基 

督敎の 聖書が 唯 物 思想に 對 する 唯一 の對抗 力なる 事 を 知らな いのは 悲しむ に堪 へたり である。 自分 は 

斷 言して 博らない、 文部省の 此計畫 は 又 失敗に 終る こと を。 今 R の 唯 物 思想 は 佛敎史 や 日本 思想 史 

位ゐの もの を 以て 撲滅し る やうな、 そんな 弱い者で ない。 文部省が 基督 敎を 輕ん する 問 は 思想 惡化 

を妨 止す る 事 は 巾 Z 来ない。 


四月 十五 日 (月) き 稀に 見る 好天 氣 であった。 終日 床に 在りて 休んだ。 夜寢る 前に 此欄を 書く 

外に 何も 爲 さす、 全然 不生産的の 一 日であった" 然し 神に 導かれて 斯 かる n も 亦 無意義の 日で たい" 

自分 は 何も 爲 さない が 彼 は 自分の 上に 或 事 を 爲し給 ひつ、 ある。 論語 雍也篇 より 左の 一節 を 拾 ふて 嬉 

しかった。  さ 

子 仲 弓 を 謂 ふ 曰く、  If 牛の 子薛 くして 且角 あらば 用 ふること， ％ らんと 欲すと 雖も山 其れ 諸 を舍 

んゃ。 

H レ ミヤ 記 三十 一 章 一 一七— 三十 節までと 同じ 意味の 言であって 深い 眞理 である。 

四月. r 六日 (火) 晴 病に 罹って 常に 困 まら せらる、 事は醫 者の 間に 和合 一致の ない 事で ある。 

宗敎 家と 同様に 醫者も 亦 大抵 は 自己本位 である。 醫者も 亦 牧師 傳道師 同様 他の 醫者を 排斥す る。 困し 

む 者 は 其 間に 立つ 患者で ある。 牧師が 人が 自己の 敎會に 人る 以上 は 其 人の 善 惡を問 はざる が 如くに 醫 

者 も 亦 患者が 自己の 治療 を受 くる 事 を 第一 とし、 その 治る 治らぬ は 第二 第三の 問題と する" 信仰 道德 

を說 く宗敎 家で さへ 然り とすれば、 其 他の 者を責 むべき でない と は 謂 ふ もの 、、 ^侶 や 牧師 は然 りと 

しても 醫者は 彼等 以上であって 欲しい。 醫術は 昔し 流に 仁術であって 欲しい、 卽ち 串) 者 本位であって 

自己本位で なくって 欲しい。 

四月 十七 日 (.^)  i 八重 St- き 百花 爛漫の 春と 成った。 今や 自分の 體が 唯一 の 研究 物で ある。 

血の 循環、 尿の 排出、 浮腫の 出現 並に 消 減、 昔し 習 ひし 解剖 學と 生理 學を 喚起し、 我れ と 我 體を觀 察 
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する は 興味 多き 研究で ある。 詩篇 一三 九篇 十四 節が 心に 浮ぶ。  . 

我れ 雨に 感謝す、 我 は 長るべく 奇 しく 造られたり。 雨の 事跡 は 悉く 奇し、 我が 靈魂は 審に之 を 知 

れり。 

友人 等 は 自分 以上に 自分の 病に 就いて 心配して 吳れ る。 斯 かる 場合に 自分が 友人に 如何に 富んで ゐる 

乎に I 浙附 く。 有難い 事で ある。 

四月 十八 日 (木) 0 自分の 見る 所では 目下の 重大 事件 は 不戰條 約 批准 問題で ある。 其 解決 如何 

に. S つて は 日本に 大內亂 が 起る 乎、 然ら ざれば 世界に W び 世界 戰爭が 起る の 危險が ある。 多分 日本が 

其建國 以來此 んな大 問題に 逢着した 事 は あるまい。 田 中 內閣に は 其 解決 は 出来まい、 其 後に 來る 內閣 

も 同じで ある。 勿論 自分が 總理 大臣と 成り たれば とて 同じで ある。 未来 如何、 神の み 知り 給 ふ。 單へ 

に 祖國と 世界人 類との 爲に 祈る。 

四月 十九 日 (金) 曇 寒冷 また 歸り來 る、 稀 態な 天候で ある。 病氣は 讀んで 字の 通り 氣 である。 

を 快くして 病 は 快くた る 箸で ある。 然し 自 から 欲んで 氣を 快くす る 事 は 出来たい。 神より 聖 靈を受 

けて、 希望と 感謝と 歡 喜に 充 ちて、 卽ち 浩然の 氣 以上の 氣を 受けて 病 は 根本的に 癒さる、 ので ある。 

此 意味に 於て 箴言 十七 章 一 二 一節の 言 は 犬なる 眞理 である。 

心の 樂し みは 良薬たり、 

霎 魂の 憂 ひ は 骨 を 枯らす 


如何なる 名醫の 如何なる 投薬 も 到底 神より 来る 「心の 樂 しみ」 に 及ばない ので ある。 

四月 二十日 (土) 雨 引鑌き 休養が 主なる 仕事であった。 休養 は無爲 でな くして 變化 である。 仕 

事を變 へる 事で ある" 自分に 取りて は靈的 研究 を 一時 廢 して 物的 研究に 就く 事で ある。 幸に して 靑年 

時代に 學 びし 天然 學が大 なる 用を爲 す。 今日は 北極 環內の 土地 開發、 我が 千島 近海に 於け る大 ii  (ォ 

ヒ ヨウ 鲽) の 漁 璲に關 する 記事 を 讀み大 なる 與味 を覺 えた。 小なる 地球の 富 源 は 容易に 盡 きない。 世 

界の 市民と しての 自分 は此 地に 關 しても 無限に 等しき 希望 を懷 く。 

四月 二十 一日 (日) 晴 强風 にて 折角 ゆ、 いた 八重 櫻も臺 なしで ある。 引續き 休講した。 塚 本、 矢 

內原、 石 原の 三人に 高 壇を受 持って 貰うた。 來會 者に 變 りなし、 斯 くして 二三 ヶ月 綾く であらう。 自 

分の 病氣は 昨年 夏 札幌に 於て 休ます して 働いた のが 主なる 原因 を爲 したので あると 思 ふ。 精 祌疲勞 で 

ある、 それが 內臓 障害と して 現 はれた ので ある。 

四月 二十 二日 (月) 晴 昨日 は 休講した ので 今日は 疲れざる 月曜日であった。 此んな 事 は 滅多に 

無い 事で ある。 日曜日と 云へば 講演と 云 ふので あった。 それが 何十 年も續 いたので ある。 誰に 賴 まれ 

たので もない、 また それが 爲に實 際に 益 を 受けた 者が あった 乎 否や を 知らたい。 然し 或る 要求が あつ 

て、 誰に も 命ぜられ ざるに、 日曜日と 云へば キリストの 福音 を說 いたので ある。 若し 自分が 或る 宣敎 

師的敎 食の 役者であった ならば、 さぞ かし 彼等に 澤 山に 賞め られ名 譽神學 博士 位ゐ には爲 された であ 
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らう。 然し 何も 要らない、 之が 爲に天 國に往 き 得すと も 可い." 幅 音 を 語る 事、 其 事 は 快 樂叉歡 喜で あ 

つた。 

四月 二十 三日 (火) 晴 自分の 病 は 醫學の 方で 云 ふなら ば神經 性心臟 障碍と 云 ふので あらう。 故 

に 何よりも 靜肅が 大切で ある。 聖書 や 哲學は 害を爲 さない が、 俗事 は 非常に 惡 しく ある。 永の 問^々 

ながら 此 事に 當 つたから、 せめて 最後の 數 年間 此 事より 絕對 的に 許して 貰 ひたい。 自分に 絕對 的安靜 

を與 へ て 吳れる 人 は それ 丈け 自分 を 助け て 吳れる 人で ある。 何故に 自分より 神の 恩惠 の 福 昔 以外の 事 

を M かんと 欲する ので ある 乎？ 

四月 二十四日 (水) 晴 出入りの 職人に 僅か 計りの 心 附を爲 し、 之に 加へ て 無抵抗主義の 福音 を 

說 きし 所、 r 是れ 天下の 眞理 なり」 と 云 ふて 喜ぶ を 見て 自分 も 亦 非常に 嬉しかった。 斯 かる 傳 道の 方 

が 高 壇の 上より 爲 す說敎 よりも 遙 かに 有 效 であるまい 乎と 思うた。 今日まで 我家で なした 最も 有效の 

傳道は 下女 傳 道であった。 彼等の 多數 が， 幅 音の 歡喜 を懷 いて 我家 を 去った。 下男 下女に 對し 行爲を 

つて 傳 道し 得ない 者 は タリ ス チャン の 名 を 冒す ベから すで あると 思 ふ。 

四月 二十 五日 (木) 晴 渐 くサッ ト本當 の信賴 すべき 春が 來た。 長い 厭な 冬であった。 極地 探險 

の 主たる 目的 は此 氣候變 化の 原因 を 探る に 在る と 云 ふ。 生命 を捐 つる 價 他の ある 事業で ある。 我國の 

新聞紙 を 見て 大抵 は 厳な 事の み を 聞かさる \ が外國 新聞 は然ら す、 サハラ 沙漠 横斷鐵 道の 計畫、 ナイ 


ル * ナイ ジャ ー 雨 大河 沿岸の 灌漑 事業の 成功、 極地の 經齊的 利用の 計畫 並に 部分的 成功、 何れも 氣持 

の 好い 話で ある。 日本に も讀 者に 大々 的 希望 を與 ふる 新聞紙が 出て 欲しい。 然し 多分 今の 日本人より 

之 を むは 無理で あらう。 先づ福 昔、 然る 後に 自然 的 事業の 勃興で ある。 


四月 二十 六日 (金) 半晴 暖風 到り、 氣持惡 し。 倫敦 タイ ムス 所 報に 由れば 去月 二十 八日 英國バ 

プ テスト 敎會大 說敎師 F  •  B  . マイヤ ー 氏 永眠せ しと 云 ふ。 彼 は 彼の 八十 一 歳の 生涯に 於て 一 萬 五 千 

11 の 說敎演 說を爲 したりとの 事で ある。 到底 自分な どの 及ぶ 所でない。 自分の 過去 五十 一 年間の 基督 

信者と しての 生涯に 於て 毎週 一 囘敎 壇に 立ちし とすれば 凡そ 二 干 七百囘 である。 多分 三千 五六 百囘或 

は 四千 囘は聽 衆に 對 して 立った 事で あらう。 日本人と して は 好い レ コ ー ド であると 言 はざる を 得ない- 

マイヤ ー はスパ ー ジ オン、 ジ ヨセフ. パ ー 力 —等の 友人で あつたとの 事であって、 彼等と 共に 反國敎 

派の 勇士であった。 斯 かる 大 說敎師 を 有ち し 英國に 福音の 榮 ふる は 故 無き に 非す である。 

四月 二十 七日 (土) 晴 初夏 新 緣の麗 はしき 日であった。 斯んな 曰 は 一年に 一日 か 二日より 以上 

はない ので ある。 詩人 口 ー H ルの 言 ふ 

.what  is  more  IJeinltiful  than  a-  (lay  in  IV.Lly 

と 云 ふので ある。 左 近 氏の 勸告に 由り 無 肉 菜食の 食用 療法 を 始めた。 其れが 故に か 尿の 排出 量が 急に 

增 加した、 多分 好結果 を 見る であらう。 西洋 は 其宗敎 のみなら す 食物まで が 間違って ゐる 事が 段々 に 
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明白に 成って 來る であらう。 西洋. < ^に 傚 ひ 肉食 を 採用せ し 事が 日本人の 身體を 如何程 痛めし 乎 測り 知 

るべ からすで ある。 

四月 二十 八日 (日) 晴 引續き 講演 を 休んだ。 高 壇 は 塚 本、 藤本、 齋 藤の 三 君が 引受けて 吳れて 

甚だ 盛んであった。 出席者 も 平常に 異ならす、 萬 事 都合 好く 運んだ。 多分 自分が 居 なくなっても 此通 

りに 進行す るので あらう。 何も 心配に 及ばない、 有難い 事で ある。 常に は 反對を 表せら る、 敎會の 人 

までが 今度の 自分の 病 氣に對 し 同情して 吳れ ると 聞いて 心より 嬸 しかった。 「凡ての 事 働きて 益を爲 

す」 である。 數 年の 間 庭に 植附 けし 藤が 今年 初めて 花 を 持ち、 九 房^いた。 一首が 浮んだ。 

ら みどころ 

我家の 紋所なる 藤の 花  . 

へ いて 我 身の 幸 を 知らす る。 

四月 二十 九日 (月) 半晴 晩春の 天長節であった。 若き 陛下の 爲に 天よりの 祝福 を 祈った。 病が 

利 明して 以來 多くの 思 はざる 人々 より 見舞 を 受けて 心より 嬉しかった。 斯 かる 場合に 眞の 友人が 現 は 

る k のであって、 それ 丈け でも 感謝で ある。 聖 意なら ば是 等の 友人の 祈 禱が聽 かれて 猶ほ 當分此 世に 

存ら へて 働き 得る であらう。 「生く る は キリスト」 である。 古き 罪の 赦 しの 福音 を宣傳 ふるまで ぐ あ 

る， - 

四月 三十日 (火) 晴 庭 はッッ ジの滿 開で ある、 其. s: を獨 りで 漫歩す る は 限りなき 快樂 である。 


病氣 であれば こそで ある * 義務の 束縛より 一 時 解放され たやうな ものである。 倫敦 タイム スと 紐育リ 

テラ リ ー . ダ イジ H ストと が 善き 輕き讀 物 を 提供して 吳れ る。 厭な 兆候が 一 一三 ある 外に 差した る 苦痛 

はない。 それ 丈け は 感謝で ある。 

五月 一 日 (水) 小雨 今日 も 亦 好き 休息 を 得ん として 努力した。 幾分 成功して 嬉しかった。 今や 

自分の 健康 恢復の 爲に 全力 を 注いで ゐる。 自分が 治れば 直に 他人の 病 氣の爲 に 心配せ ねばならぬ。 此 

世 は 病の 世で ある。 貧者と 同じく 病 者 も亦汝 等と 共に 常に 在るな りで ある。 自分が 病む 乎、 他人の 爲 

に 病む 乎、 二者 孰れ を か 取らねば たらぬ。 鼷な 世で ある、 然 かも 别に 死にた くもない と は 不思議で あ 

る 0 

五月 二日 (木) 晴 天皇陛下へ ガ ー タ ー 勳章贈 進の ため 英國 グロ スタ ー 公 殿下の 入京 あり 市中 は 

大分に 賑 つた 由で ある。 自分の 關係 する 英國は 主として 信仰と 思想の 英國 であるが 故に、 外交的 日英 

交 藤 には餘 りに 趣味 を覺 えない。 然し 英國と 親んで 其 最善 の 思想に 觸れ ざる を 得ない から、 日 英 親善 

は其點 から 見ても 喜ぶべき 事で あると 思 ふ。 ミルトン、 力 ー ライルの 國を迎 ふると 思へば 自分の 心 も 

躍らざる を 得ない。 

五月 三日 (金) 雨 休養の 床に 就きながら 活ける 主 キリストの 今 在し 給 ふ 事に 氣附 き、 大 なる 慰 

安 又獎勵 であった。 彼れ 在 まし 給へば 我が 病 何 か あらんで ある。 如何なる 名醫の 名薬 も 彼の 癒しの 能 
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力に 及ばない。 亦 我が 存在の 理由 も此 能力 を 信じ 之 を 人に 傳 ふるに あれば、 彼れ 若し， 猶ほ 我が 奉仕 を 

要し 給 ふなら ば 我が 全癒 は確實 である。 幾囘か 忘れ 幾 囘か思 出す は キリスト 現存の 事實 である。 復活 

して 今猶ほ 信者と 偕に 在し 給 ふ 彼 を 判然と 認 むる 時に 我 は 新ら しき 人と 成る を覺 ゆ。 

五月 四日 (土) 雨 寒い 濕 つぼい 日であった。 好き 休養 を 得た。 浮腫の 全身より 減じ 行く の を 見 

るの が 何よりの 樂 しみで ある。 所謂 健康の ブレ ー ク ダウン (破損) である。 我が 生涯に 於て 今日まで 

に旣に 六七囘 あった 事で ある。 然るに 神の 御惠 みに 由り 何れも 無事に 切- 拔 ける 事が 出来た。 多分 今度 

も 亦切拔 ける 事が 出来る であらう。 ^に此 上長 壽を 望む にあら ざれ ども、 世の 惱む 者の 爲に此 上と も 

神 の 恩惠の 福音 を說 きたく あ る。 

五月 五日 (日) 晴 寒い 日であった。 引 綾き 休講し、 高 壇 は 塚 本 を 主任と し、 其 他の 同志に 委ね 

た： 來會者 午前 は 百 六十 二人、 午後 は 百 六十 五 人あって、 平常と 少しも 異ならす、 自分の 休講 は會の 

動靜に 少しも 變 化な きを 見て 喜んだ。 「內 村でなくて はならぬ」 と 云 ふやうな 人に は 來て貰 ひたくな 

い、 .2： 村の 說 いた 福音なら ば 誰が 說 いても 聞きたい と 云 ふ 人に 限り 来て 貰 ひたい。 そして 斯 かる 福音 

を說く 人の 旣に多 數出來 たのと、 之 を 聞かん と 欲する 者の 許 多 ある を 知りて 感謝に 堪 へない。 

五月 六日 (月) 晴 帝 大敎授 某の 若き 妻 君に して 按摩 術を覺 えし 者が 態々 來 つて 之 を 我が 全身に 

施して 吳れ、 好結果 を斜て 有難かった。 彼女 は 曰うた 「私 は 人の 家に 嫁して 此術を 施すべき 舅姑た く. 


今 幸に して 老 先生に 施して 感謝であります」 と。 自分 は 此言を 聞いて 胸の 中が 淚で 一 杯に なった。 何 

だか 昭和の 日本に 生きて ねる ので はたい と 思うた。 キリ ストの 福音に 孝道な しと は 誰が 言 ふの 乎。 此 

は マリヤが 價 高き 膏 油を以 つて ィ H スの足 を 塗りし に 等しき 謙遞 ではない 乎。 

五月七日 、火) 休む 事の 外に 何も 爲 さなかった。 長の 年月の 間 高 壇に 立ちて 疲れし 箇所 は 足 

と 要と である。 そして 全身に 休養 を宜吿 して 先づ 第一 に 休息 を 申出 づる 部分 は 下肢で ある。 彼等 は 全 

身 を 支えて 今日に 至りし も、 其 功 勞は腦 と 心臓と に 奪 はれて、 自身 は 有って 無き に 等しき 者なる 乎の 

如くに 极 はれて 來 たので ある。 彼等に 對し 同情に 堪 へない。 恰 かも 家の 主婦の 如き 者で ある。 重い 責 

任は獨 りで 擔ひ、 名 譽は之 を 主人に 讓る。 今に 至って 知る、 最もいた はるべき 部分 は 下肢で ある、 腰 

と 退と 脛と 足と である。 そして 自分の 場合に 於て 彼等 は 完全なる 休息 を 要求し つ、 ある。 尤も 至極な 

る 要求で ある。 休めよ 我が 腰よ、 我が 足よ。 我 は 長の 間、 汝等を 虐待し 來 りし を 悔ゅ。 割の 惡ぃ 地位 

を 「像の 下の 力 持」 と 云 ふが 足が 其れで ある。 責き頌 むべき 足よ。 

月 \ 日 0 病 を 治さん と 欲すれば 氣が 急いて 治らない" 治らす とも 此 儘 で 可な りと 思へ 

ば 心 平らかに して 反って 治療 を 助く。 自分の 年輩で 自分よりも 重態に 於て 在る 者が 數多 ある。 彼等に 

比べ て 自分 は 甚だ 幸福なる 者で ある。 何も 感謝で あらねば ならぬ。 「我れ 如何なる 狀に 居る も それ を 

以て 足れり とする 事を學 ベり」 とパゥ 口 は 曰うた (ピリ ピ書四 章 十 一 節)。 自分 も 亦 今日の 健康 狀態 

を 以て 足れり とせねば ならぬ。 
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五月 九日 (木) 曇 久し振り にて キリスト 再臨の 信仰の 光 を 以て 聖書 を讀み * 時の 徙 るの を 知ら 

なかった。 羅馬書 八 章 十九 節 以下、 ピリ ピ書三 章廿、 廿 一節、 コ& サイ 書 三軍 三、 四 節、 ヒ ブライ 書 

九章卄 七、 廿八 節、 孰れ も 何ん と 希望に 溢れる 言葉で ない 乎。 是れ なくして 聖書 は祌の 言葉で ない。 

是れ あれば こそ 我等 は 凡ての もの を棄て 聖書に 鎚 るので ある。 キリス トの 再臨 は ユダヤ 思想であって、 

之 を 除いて 基督 敎が淺 るので あると 云 ふ 人達 は 聖書の 敎を其 眞髓に 於て 味うた 事の ない 人達で ある。 

昔の 大聖 書 學者達 は 大抵 熱心なる •  科 臨 信者であった。 今 自分の 机の 上に 左の 註解 書が 横た はる。 

フ ラ ン ッ ニァ リツ チ希 伯來書 註解 

ジョン. フホ ー ブス 羅馬書 註解 

E • H . ギフ ホ ー ド羅馬 書 註解 

監督 ライ トフ ー ト^ 羅西書 註解 

共 他 いくらでも ある。 現代の 米 獨神學 者 等の 著書に 目 を 注ぐ 必要 は 少しもない。 信仰の 無い 知識 は聖 

書 研究に 害 ありて 益な しで ある。 

五月 十日 (金) 雨 雜誌 五月 號を發 送した。 此 義務 丈け たりと 果す 事が 出来て 感謝で ある。 个曰 

も 亦 聖書の 研究に て 好き 休み を 得た。 ヒ ブライ 書 十 一 章 十三— 十六 節 を 研究した。 アブ ラハ ムは實 に 

信者の 始祖で ある。 彼の 一 生が 信仰の 一 生であった。 信仰に 由つ て { 豕鄕を 出で 信仰に 由って 約束の 地 

に、 りし も 之 を 己が 所有と する を 得 やして 神が 之 を 其 遠き 子孫に 與へ給 ふ 時 を 待った。 信仰に 由り て 

1 子の 生まる、 を 待ち、 信仰に 由り て 之を獻 げた。 信仰 叉 信仰で ある。 「地に 在りて は自 から 賓旅な 


り 寄寓； なりと 言へ り」 と ありて、 全生涯に 涉 りて 地上に 己が 家鄕 なる 者 を 得なかった。 そして クリ 

ス チャンの 生涯 も亦ァ ブラ ハ ム の それと 等しく 信仰の 生涯で あらねば ならぬ。 「我等の 國は 天に 在り」 

であって、 池 上に 我國 我家なる 者 はありて はならぬ 害で ある。 此 地に 安泰の 家 を 得て 百年の 生涯 を最 

大 限度に 樂 まんと する 現代 式米國 流の 基督 敎は 聖書の 敎とは 其 根抵を 異にする 者で ある。 

五月 十 一 日 (土) 半晴 北海道 大 學農學 部に 於け る 「內 村獎學 資金」 の 今年の 受領者 は 農業 生物 

學科人 學の柳 原 正 君なる 3 曰大學 並に 御 本人より 通知が あって 例年の 通り 嬉しかった。 大正 九 年に 始ま 

り 今年に 至る まで 旣に十 人で ある。 內 大正 十一 一年の 受領者 小山 一 郎君が 死亡して 淺る九 人が 有力なる 

研究者と して 働いて ゐる。 一同 「札 幌. s: 村會」 の會 員であって、 自分の 名譽此 上な しで ある。 「內村 

全集」 發 行より 受けし 初めの 千 圓が此 事を爲 したので あって、 全集 は 夙く 錢刊 せし も. 此 小なる 捧物 

は 毎年 此 喜び を 自分 並に 家族 一 同に 與 へ つ- - ある。 

五月 十二 日 (日) 半晴 引續き 休講した。 其 結果と して 身體の 具合 は 追々 と宜く ある。 出席者 三 

百 八 人、 高 壇は大 嶋文學 博士  (正 健)、 鈴 木 俊 郎君 並に 塚 本に 由て 占領され た。 內 村の 高 壇に 非す し 

て 古い 聖書の 福音の 說 かる、 所た る 事が 愈々 明白に なって 感謝で ある。 若し 自分の 休講に 由って 忌む 

べき 內村 崇拜 者が 一 人で も 退いて 吳れ るなら ば 幸福 此上 なしで ある。 〇 近代 醫學の 大缺點 は 病 を發見 

する の 術に 長す る も 其 大部分 を 癒す の途を 有せざる 事に ある。 病人に 取りて は 病 を 示されて 之 を 癒さ 

れ ざる 程 辛ら い 事 はない。 癒す の途 なしと ならば 病 を 示さざる に 如かす。 癒す 能 はざる 病 を 指摘して 


曰々 の 生涯  八 ニー 

近代 醫學は 人に 徒らに 恐怖 を 懐かしめて 病の 增進を 助けつ & あると 思 ふ。 恐怖 は 毒素 を 生じ 病の 上に 

更らに 病 を 起す。 然し 醫學に 限らない、 政治、 宗敎、 經濟等 悉く 然り である。 病 を 知って 之 を 癒す の 

術 を 知らす と は 人事の 全般に 涉る悲 むべき 事實 である。 我等 信仰 を 說く者 は 除く 能 はざる 罪 を 摘發し 

て はならない。 

五月 十三 日 (月) 晴 安 靜の途 を 得る に 苦しむ。 肉類 を 食って はならぬ、 散歩して はならぬ、 人 

に會 うて はならぬ、 氣を いら 立て はならぬ、 ならぬ 攻めで ある。 殆んど 生きて ゐて はならぬ と 云 ふと 

同然で ある。 さう までして 生きねば ならぬ と 思 ふと 可笑しくなる。 夜に 人って プラト ー の 『レ パブ リ 

ック』 に 於け る ソクラテスの 對 話を讀 んで會 心の 笑 を 禁じ 得なかった" 之 を總理 大臣 初め 貴 衆 兩院の 

議員 方に 請んで 聞かせて 上げた くな つた。 政治家た る 事が 餘 りに 馬鹿 氣 切って 彼等が 總辭職 を申屮 r つ 

るに 至り はしまい 乎と 思うた。 我が 新渡戶 博士に 勸む、 第 七 書 四 九 二 節 以下 を 彼等に 講じて やって は 

如何！ 實にカ ー ライル 以上の 深い ュ ー モアで ある。 痛快と 云 ふよりも 寧ろ 淚が 出る。 

五月 十四日 (火) 半晴 好き 休養の 一 日で あつたし 徐々 と 恢復の 徵が現 はれて 来る を 見る。 今に 

至って 此數 年来 如何に 身體を 虐待し 来った 乎 を 見る。 其 償 ひに 今年の 九月まで 說敎 講演 を全廢 する 事 

に 定めた。 世に は、 殊に 基督 敎界に は、 沈默の 利益 を唱 へて 公演 は 之 を 他人に 委ね、 自己 は 常に 聽講 

批 si- の 地位に 立つ 者の 多き は 憤慨に 堪 へない。 自分の 如き は斯 かる 人達の 犠牲に 供せられ し 者の 一 人 

である。 縱へ眞 理の爲 め、 福 昔の 爲 めと は 云 ふ もの，^、 自分の 愚直 を憐 まざる を 得ない。 まことに ソ 


クラ テスが 言 ひし 通り、 「正直者が 此姦惡 の 世 を 無事に 通過し 得る は 神の 特^の 恩惠に 由らざる を 得 

す」 である。 

五月 十五 日 (水) 曇 今日 も亦澤 山に 肉 體の病 を 診察 せられた。 止む を 得すと は雖も 決して 氣持 

の 好き 事で ない。 「肉の 事 を 思 ふ は 死なり 靈の事 を 思 ふ は 生命な り」 であって、 病の 爲 なりと 雖も肉 

の 事 を 思 ふ 時に 我靈は 塵に 就かざる を 得ない。 ソクラテス は靈 魂の 健全 を 計らん が 爲には 快 樂名譽 は 

勿論の こと、 健康 (肉體 の) の 事 も 第 一 問題と して はならぬ と 曰うて 居る。 病 を 犯して はならない が 

病に 全 注意 を 奪 はれて はならない。 我國は 天に 在りて 我 本領 は我靈 魂に 於て あらねば ならぬ。 

五月 十. 1 八日 (木) 雨 引鑌き 好き 休養の 一日であった。 醫師は 心臓 極度の 肥大で あると 云 ふ；^、 

自分 は 精神 極度の 疲勞 として 感 する。 神經 衰弱で はない、 精神 衰弱で ある、 靈 魂疲勞 である。 生意氣 

に 純の 純なる 基督 敎を 我國 人に 與 へんと て餘 りに 一 生 懸命に なりし が 故に、 他人 を も 救 ひ 得す、 自分 

を も 殺して 了った やうに 感 する。 今 は專ら 休養 卽ち 自分の 立直しに 從 事して 居る。 今日は ー氣 にヒブ 

ライ 書と ぺテ £1 前書 同 後書 を通讀 した。 多くの 新ら しい 事 を學ん だ。 初代の 基督教の、 米歐 宣教師が 

我等に 傳 へし 者と は 全く 異 つた 者た る 事が 益々 明かに なった。 幾度 も 人を濟 ふこと を 止めて 自分の 救 

濟に從 事せ ねばならぬ。 今囘の 命令 的 休息 の 如き 自分に 取り 此際 最も 必要なる 者で ある。 

た 人 を濟し はてん とせし 程に 

我 身 はもとの ま 、 の繼橋 
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今日は 自分の 信仰 狀 態に なぞら へ て 幾度 も此 古歌 を吟 じた。 

五月 十七 日 (金) 晴 相 變らす 「再臨 病 者」 の 爲に困 しめらる。 或る 地方の 或る 讀 者より 左の 如 

き 書面が 達した。 

先生、 私 は 此の 私が 再臨の 基督で 有る との 固き 信仰 を 抱いて 來 ました" 約 百 記 第三 十三 章 十九 節よ 

り 同 二十 八 節まで を御覽 下さい、 私に 對 する 預言です。 ヨハネ 傳ゃ默 示錄を 研究して 私 は 自分の 信 

仰の 間違 ひで ない 事 を 知りました。 …… 近日 中 先生の 御 許へ 參上 致しましても 差 支へ 有りません か。 

勿論 一 度 家 を 出奔した W 上 再び 家へ 歸る氣 は 有りません。 一 切 を 捨て 切った 人間です 云々。 

悲しく 成って 仕舞 ふ、 是れ だから 日本人に 再臨 を說く 事が 出来ない ので ある。 今日まで 斯 かる 再臨 病 

者に 幾度 も 遭うた。 責き 再臨の 敎義が 世人に 嘲笑 せらる， -も 無理 はない。 

五月 十八 日 (土) 曇 毎日 愚圖 ついた 厭な 天氣 である。 一生涯 神の 爲に 働いて 何の 特別の 報 貰に 

與ら すと も 決して 彼 を 恨み 奉って はならぬ 事が 判って 嬉しかった-〕 「汝等 命ぜられし 事 を 皆な 爲 した 

る 時 も 我等 は 無益の 僕、 爲 すべき 事を爲 したる たりと 言へ」 と 主が 一一 一一 n ひ 給 ひしが 如しで ある (ルカ 傳 

十七 章 十 節)。 若し 此上 御惠 みに 與る たらば、 それ は 全く 神の 憐愍に 由る のであって、 自分に 惠 まる 

る 資格が あるから でたい。 神の 聖 名の 爲に 働く 事が 出来た 丈け が 最大 最上の 報 賞で ある" 

五月 十九 日 (日) 半晴 來會者 三百 三十 八 人、 三 谷、 塚 本、 鈴 木 (理) の 三 學士が 高 境 を 引受け 


た。 自分 は 兩囘共 祝禱の 任に 當 つた。 六 週間 振りに て 壇 一 上に 現 はれた 次第で ある。 差した る 障り もせ 

す 感謝であった。 但し まだ 當分 講演 は爲し 得ない と 思 ふ。 若い 人達の 面 を 見る 丈け でも 勢力の 我 身に 

加 はるを 覺ゅ。 

五月 二十日 (月) 晴 久 振りの 晴天であった。 半日 床に 就いて 休んだ。 聖書の 望 的 方面が 叉復明 

かにたり、 創世記より 默示錄 までが 一眸の 內に 見えて 歡喜 極まりた しであった。 此 信仰 復興 を來 すた 

めの 病氣 であると 思へば 有難き 極みで ある。 世に 詰らたい 者と て 現世 的 基督 敎の 如き はない。 それ は 

意味の たい 者で ある。 聖書 を 現世 的に 解釋 せんと 欲する が 故に 限りなき 無益 の 註解が 要る の で あ る。 

其 本来の 性た る 來世敎 として 見て、 其 意味 はー讀 瞭然で ある。 プラト， 'の 哲學で すら Telcolcgical 

(目的論 的) である。 現世の 爲の敎 と 見る は 基督 敎を 哲學 以下に 引下げる 者で ある。 自分が 米國 流の 

基督 敎を 心より 忌み嫌 ふ は 主として 其れが 故で ある。 

五月 二十 一日 (火) 晴 容態 佳良、 散歩 も 少し 出 來て痦 しかった。 多くの 親切なる 見舞 狀を受 く 

る其內 に、 東北の 某所より 左の 如き 者が 達した。 

先生 今囘 一 寸旅 行中 研究 誌 を拜讀 して 先生の 御 病氣を 承知 致し 驚き 途中より 失禮 ながら 御見舞 申 上 

候。 小生 は 大正 四 年 先生が 來 〇 せられ 候て より 信仰生活 を 始め 今日まで 幸に 導かれて 信仰 を 績け居 

る 無用の 僕に 御座 候。 神の 御惠は 勿論ながら 先生の 御 恩 は 到底 忘却 致す 事 は 出来す、 益々 恩寵 を 加 

へられ 福音 を 深く 味 はされ 居る ものに 御座 候。 今後 折角 小生の 如き 者の ある を 御 承知 下され、 先生 
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の爲に 日夜 祈らせて 戴き 度 願 上 候。 

斯 かる 貴き 牧穫の ありし 事 は 今日まで 少しも 知らなかった。 傳 道と 云へば 悉く 失敗、 一度 信ぜし 者 も 

後に は背敎 とのみ 思 ひ、 常に 心 を 痛め 居る 際、 思 ひ 掛けな き 所より 斯 かる 通知に 接して 我靈は 甦り、 

我 病 は旣に 癒えし やうに 感 する。 一 人の 靈魂を 救 ふの 器と なりし 事は大 國の內 閣總理 大臣と 成りし 以 

上の 幸福 又光榮 である。 

五月 二十 二日 (水) 晴 引 績き靜 養の 一 日であった。 主なる 問題 は 如何にして 善く 眠らん 乎、 如 

何に して 一 一十 ra: 時間に 澄明た る 尿 一 干 グラム 以上 を 排出 せん 乎 * 如何にして 心臓の 縮小 を 計らん 乎 等 

に 於て 在る。 誠に 1^ ぃ問题 であって 自分な がらに 恥 かしく 思 ふ。 然し 止む を 得ない。 塵に て 造られた 

る アダム の 子で ある。 此^に 在りて は此 幕屋 を强 くして 然る 後の 萬 事で ある。 

五月 二十 三日 (木) 大雨 休みながら 少 しづ、 雜誌 編輯に 從 事した。 獨り靜 に爲す 事で あれば 爲 

し 得ないで はない。 斯 かる 場合に 處 する 爲に 常々 原稿の 書き 溜め をな して 置く が 故に 苦勞 せす して 鬼 

に角雜 誌が 出來 るから 幸で ある。 何れに しろ 自分 如き 者に 休養 程 辛ら い 事 はない。 カントが 曰うて 居 

る 「生命が 要らなくなる 時に 我慢して 生きて ゐ るの が道德 である」 と。 眞に然 りで ある。 たに 生きて 

い る と 云 ふ 事 も 亦 犬なる 事業で あり 叉 義務 で ある。 人生 は 最後 ま で 忍耐と 信仰と で あ る。 

五月 二十四日 (金) 晴 プラト ー を讀 むの が 頭腦の 好き 休みで ある。 基督 以前 三百 年に 斯んな 偉 


い 思想家が あつたと 思うて 驚く。 小なる ユダヤ を以 つて 人類の 仰 は 其 絕預に 達し、 小なる ギリシャ 

を以 つて 其 思想 は 最深を 穿った。 ユダヤと ギリ シャと は！： 1： 時に 學ば ねばならぬ ものである。 キリスト 

と。 ハウ II、 ソクラテスと プラト ー、 光明の ニ對が 殆んど 同時代に！： を 隣して 現 はれた ので ある。 人生 

と 宇宙の 最大 問題に 就て は 人類 は 其 最大の 代表者に 由って 二 干 年の 昔に 旣に 知り 得る 丈け 知り 悉 した 

ので ある C 近代 人 は 僅かに 小 問題 を 取扱うて 居る に過ぎない。 敎育 問題に 就て プラト ー が 其 『レ パブ 

リック』 に 於て 論じて ゐる 所の 如き、 今の 敎育家 達の 到底 及ぶ 所でない。 其 他の 問題に 就ても 然 りで 

ある。 キリストと ソクラテス を敎 へない 大學敎 育 は 取る に 足らす と 一一： 一 n ひて 間違 はない と 思 ふ。 

五月 二十 五日 (土) 晴 祌が 若し モウ 一度 健康 を 賜 ふたら ば モウ 一度、 今度 は 更らに 徹底的に キ 

リストの 再臨 を唱 へたく 欲 ふ。 此は實 に 宇宙人 生の 最大 問題であって、 萬 物の 歸着 する 所、 感 史の總 

まくり で あると 思 ふ。 グラッドストン 翁 の 最後 の 事業 は 監督 バ トラ ー の 著書 を 編 慕し て來世 存在 を證 

明 せんとす るに ありたり と は豫ね て^き 及びし. が、 自分 も 之に 傚 ひて、 生涯の 最後の 让事 として 基督 

信者の 希望の 理由 を 自分の 能力 相應 に立證 したく 欲 ふ。 然し 自分 不相應 に 旣に澤 山に 福音 を 宜 ベ さ し 

て 戴いた ので あるから、 此上更 らに强 ひて 恩惠を 要求す る 事 は 出来ない。 唯聖意 をして 成らし め 給へ 

である。 


五月 二十 六日 (日) 毒 初夏の歷はしき！^；日でぁった。 引續き塚木高$?^を守り、 自分は午前午後 
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共に 十分 程づ、 感 を 述べた。 三百 六十 人の や Z 席 者が あった。 內 七十 四 人、 女お 八 卜 六 人に て 

途々 女の 數が Ef- 以上に 成った。 自分 は 11 演を； むお 二 ヶ月に 渉りし も、 きの 狀況に 少しも 變 りなく 

是 れ で は 自分 が 居 なくなって もき は 依然 として 繼 緩す る ことが 確め られ た。 組 織 立ちた る 敎會を 作ら 

ざれば 猫會は 消えて 了 ふとの 敎會 者の 首 は 間遠で ある。 眞の； i 音の 說 かる」 所に， 制度 教則 はなく と 

も45^^會は依然として繼^^せらる。 其 一 例 を 我等が 作った ので ある。 感謝に 堪 へない。 

五月 二十 七日 (月) 半晴 久しく： ：13- れ であった 『羅馬 書の 研究』 の 新版 (第 六 版) が 出来て 非 

常に 嬉しかった。 ：e んと云 ふても 此書は 我が 著書 中の 中堅で ある。 之に 對 し肖分 は 一 の聖き 誇り を禁 

じ 得ない。 明治大正のロ木に於て神が此著を作すの光榮を敎<^の人に與 へすして無敎會信者の^！分に 

ドし給 ひし こと を 感謝せ ざる を SJ: ない。 此は 監督たり 神學 博士た るに 數等優 さるの 光榮 である〕 日本 

人は當 分の 問此 書に 依りて キリ ス ト の.： i 昔の 何たる 乎を學 ぶで あらう。 大會堂 を 建す とも 此書を 遺し 

て けば 幅 昔 は自づ から 我が 同胞の 間に 擴 がるで あらう。 七 百 頁の 大冊の 新たに 我^に 橫 はるを 見て 

おの 欲の 斩 たに 我心の 底より 舉 るを覺 ゆ。 

五月 二十 八日 (火：) 曇 キルク パトリックの 著 『預言者の 敎』 に H レミ ャ 評論 を 讀み、 彼 H レミ 

ャに對 する 同情 を 新たに した。 世に 不幸なる 人と て 彼の 如きはなかった。 彼の 八十 歳に 近き 生涯 は 失 

t- 土 迫害の 連^であった。 故に 我 は 生れし 乎」 と 彼が 幾囘も 叫びし は 少しも 無现 でない。 若し 人に 

^がないなら ばた 生 程 無意味の もの はない。 然し M レ ミヤの 如き 人の ありし 事が 来世の 在る 何より 


も 善き 證據 である。 實に 最善 は 死んで 後に 來 るに 相違ない。 此^ は 偽善者の 榮 ゆる ゆ I 義 者が 終生 俗 

人 共に 嘲弄 虐待 せらる- -骨 である。 此ん な^ 界の 外に 枇界 がない と 云 ふなら ば 造化 は 大失收 であった „ 

.然 しそんな 事の あり やう がない。 最も 美く しい 世界が 幕 一枚の 彼方に 在る に 相 遠ない。 さう 思うて 

憂世まで が： でなくなる。 一 昨日 舊き敎 友の 一 人 北 澤政高 君が 美 はしき 死 を 遂げた" 死 は 毎日 ある 

本で、 信者に 取りて は 少しも 恐し い 事で ない。 

〇 活動して はならぬ と 醫師は 曰 ふ。 然し 活動の 爲の 生涯で はない 乎、 活動 を 止 むるならば 死んだ 方 

が 可いで はない 乎。 然ら すで ある。 活動よりも 善き 攀が ある、 それ は 信仰で ある。 信仰 は 活動に 代 

ふるに 蕭 禱を以 つてす る 事で ある。 神 をして 代って 活動して 預く 事で ある。 或は 又 神の 御 活動 を 我 

が 活動と して 頒 けて 預く事 である。 故に 信者 は 活動 を 止めて、 信仰に 由って より 大 なる^ を 爲すこ 

とが 出来る。 有難い もの は 信仰で ある。 

五月 二十 九日 (水) 半晴 引き 續き 休養の 一日であった。 隨分 とせの 折れる 事で ある。 何の 自覺 

症狀 もな くして 突然 痲摔で 幾れ る や も 計られす と 云 ふの が 心^病の 特徴で あると 云 ふの だから やり切 

れ ない。 毎日 死ぬ の を 待つ やうな ものである。 然し 乍ら 「人 は 其 天職 を 終る まで は 不滅で ある」 と 云 

ふの が 我等の 信仰で あるから 我等 はビ ク ック 必要 はない。 然し 醫學 はそんな 事 を 認めない から 頻りに 

tt 誡を 逑發す る。 此邊 にたし かに 科學 と宗敎 との 衝突が ある。 そして 病に^つ て 最も 不愉快なる 事 は 

幾分な りと も 不信 の 科 學に讓 歩 せねば ならぬ 事で ある。 
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五月 三十日 (木) 半晴 敎會と は 宗敎的 野心家が 此^に 於て 勢力 を 扶植す る 所な りとの 觀念は 米 

はふ H: 敎 帥に. e つて 此國 に移械 せられ、 今や 大抵の 信者が 抱く 思想で あるが、 實際 はそんな もので ない 

事 は 一一 目 ふまで もない。 若し H ク レジ ャに 意味が あるなら ば、 それ は キリストに りて 生く る 凡ての 信 

者 の 靈的 交際 である。 是は 切っても 切れぬ 緣 であって、 こんな 深い ra; ぃ贵ぃ 關係は 他 にないの である。 

そして 我等 は此 意味に 於ての 敎會の 在る 事 を、 信仰に 於け る 我等の 兄弟 姉妹が 平和 を以 つて 死に 就く 

時に 知る。 兹に死 其 物 さへ 斷っ ことの 出来ない 聖ぃ關 係の 在る を 見る。 敎會は 墓の 彼方此方に 別れて 

C00OO00OOOO00OOCOOOOOOOC0 

：^:;!: 在す る キリストの 血に 由って 牘 はれし 者の 團體 である。 之に制度とか勢カ(.^^ひとか云ふが如き者の 

あり やう 苦がない。 斯 かる 贵き者 を可蔽 らしき 者と なした 敎會 者の 罪 は輕 からすで ある。 

五月 I 二十 一 日 (金) 半晴 近頃 又 很た切 實に感 する 事 は眞の 信者の 上流 社 會叉は 知識階級に 甚だ 

乏しく して、 却って 屮流 以下の 純 平民の 內に 多き 事で ある。 「兄弟よ 聖召を 蒙れる 汝 等を視 よ、 肉に 

循れる 智慧 ある 者 多から す、 能力 ある 者 多から す、 贵き者 多から ざる 也 云々」 の 有名なる パゥ II の 富 

は 今日 猶其 儘事實 である。 近頃 世 を 去りし 我が 聖書 研究 會員北 澤政高 君の 如き 其 好き 實例 である。 身 

は遞信 省の 小官 吏で ありながら 實に 立派な 生涯 を 送り、 立派な 死 を 遂げた。 信仰 維持の 爲には 如何な 

る 襪牲を 拂ふも 厭 はす、 又 隱れて 多くの 效 ra^ ある 傳道 を爲 した。 而 かも 碌な 小 學敎育 を も 受けす、 正 

直の 外に 何の 取 柄 も 無い 人の やうに 見えた。 彼 は 今 は 天父の 家に 於いて 輝いて ゐる であらう。 我等 は 

地上に 在りて 彼の 如 き^を 信仰の 友と して 持ちし こと を 誇りと する。 


六月 一 日 (土) 雨 月が 變 つて 大分に 快く、 や、 自 分らし く 感じた。 二 ヶ月 問の 辛ら い 試練で あ 

つた。 震災 直後に 在米 誌 友の 寄贈に 依る 講堂 備附 Q 大ォ ル ガン の 修綺が 成りて 感謝であった。 之も自 

分の 健康と 同じく 一時 は 失 til- であった が、 共益 商社 樂器 部の 親切に 由り、 完全に 修竊 成りて 犬なる 感 

謝で ある。 活動の 春 は 復び來 るで あらう。 ピリ ピ書ー 章 二三— 二 五節が 斯 かる 場合に 自分が 言 はんと 

欲する 所で ある。 

.1 へ 月 二日 (日) 晴 自分に 取りて 記憶すべき 日で ある。 五十一 年 前に 札幌で ハリス さんより バプ 

テス マ を 受けし 日 は 今 n の 如き 麗 はしき 日であった。 昨年の 今日 青山 慕 地に 於て 奮師の 墓に 花 を 供へ 

し 五 人の 舊 友の 屮で、 二人 は旣に 慕の 彼方に 去った。 朝の 集會に 二十 分 程の 感話を 述べた。 來會者 二 

回 合せて：： 一 百 SI 十九 人、 高 壇 は 引 綾き 塚 本に 託した、 萬；i^f可ならざるはなしでぁる。 

六月 三日 (月) 晴 少しく 元 氣が附 いて 來た爲 にか、 八；' 日は久 振りで 腹が立った。 自分 も 米國宜 

敎師 同様 社會 改良 敎を唱 ふる 者で ある 乎の 如くに 思 ふ 人が 自分の 弟子 を以 つて 自 から 任す る 者の 中に 

在る is^ を 知った からで ある。 自分 は 此^ を 善くす る 爲の福 昔を說 かない 積り である。 自分に 若し 某督 

敎が あると するならば、 それ は 來世敎 であって 現世 敎 でない。 「我等 主の 恐るべき を 知る が 故に 人に 

勸む」 である (コ リン 卜 後書 五 章 十一 節〕。 人 をして キリストの.！^ 判の 座の 前に 遁 るべき 道 を 知らし 

め ん S の 福 昔 を說く ので ある。 そして 斯 かる 一 i 昔 であるが 故に 此^ を 善くす る爲に 多大 の效 力が ある 

ので ある。 現 I 敎は 人を來 骨に 於て 救 はざる は 勿論の こと 現世に 於ても 根本的に は 救 ひ 得ない。 救， 
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軍、 基哲敎 靑年會 等が 極く 淺く 尺の 傷 を 癒す に 止まる を 見て 能く 共 率が 判明る。 何れに しろ 我等の 說 

く 基 脊敎が 政 =5 や 社會に 共惯： を 認めら る る敎で あって はならない。 此， の 人 等に は 無用 視 せら れ て、. 

天に 於ての み赏美 せらる、 者でなくて はならない。 

六月 四日 (火) 半晴 自分の 弟子と 稱 する 人で 自分に 11 典 似る 人の ある を 知りて 嫌？！. ^ に堪 へない。 

に K 似るならば 0 分の 獨立 獨创を se; 似て 貰 ひたい。 自分 は 誰に も霄 似なかった、 故に 自分の 弟子 

と稱 する 人 は 誰に も. 共 師と仰ぐ 人に も、 眞似て„;3^ひたくなぃ。 先生の 爲 した 事 以上の 事を爲 し、 先 

生の 取ら ざり し 方法 を 取り、 先生の 领分 以外に 己が 領分 を 新たに 開拓する、 それが本當の^？子でぁるり 

願く ば 小. z: 村の 一 人 も 出で ざらん^ を。 藤 は；：^ 藤、 屮村は 中 村、 鈴 木 は 鈴 木、 齋 藤は齋 藤た らんこ 

と を 0 

六月 五日 (水) 半晴 快き 休^の In であった。 ユダヤの き 一： 一 " 者と ギリシャの 祈： 平 者と に敎 へら 

れつ 、身心 共に 安き を 〔付た。 新開 は：：： 木の 分 は 相變ら すッ マ ラナく ある。 英國の 政治の 方が 遙 かに 面. 

a く ある。 憲政 は 英國に 行 はる、 も 日本で は 駄目で ある。 それに は 理由が ある、 然し 其 理由 を說 いた 

所で ケ： z の：：： 木 人に は 解らない。 縱し又 解っても 行 ひ 得ない。 自分 は 如何で も 可い が 子孫の 爲に 心配 

である。 

六月 六日 (木 j 雨 今：：： も 亦 肉體に 捩え：！ { を 加 ふる 外に 何お も爲 なかった。 唯 プラト， '研究 を 少し 


績 けた^け である。 まことに 濟 まない 事で ある。 「卞： ょ此 無益の 僕 を憐み 給へ」 と 言 ふまで r ある。 

自分の 今日の 立場に 在りて： E んと 云うても 4^ も 興味 多き 問 题は來 ，問题 である。 是は 何も 死 を 恐れて 

起きる 問題で ない、 自分 を 離れて 宇 {€ 人生に 係 はる 問題と して 攻究すべき 問題で ある。 そして ィ H ス- 

バウ ct は， M 論の こと、 ソクラテス、 プラト ー、 ァ リスト ー トル、 孰れ も 堅く 来世の 在る 事 を 信じたり 

し を 知りて、 大いに 我が 信念 を强 くす る。 斯 かる 問題に 關し豫 藩なる 近代 人に 耳を贷 すに 及ばない。 

哲學的 詩人 テ 一一 スン と共に 「大 なる 水先 案 rt」 に 導かれて、 無限の 大洋へ と 我が 生命の 小舟 を乘 出す 

ベ きで ある。 

六月 七日 (金) 曇 力 試め しの 爲 めに バビ 口 ン へ 遠征 を 試みた。 盖 したる 疲勞を 感じたかった。 

ケ H は 綱 嶋佧士 口；；？； が 尋ねて nJK れた。 先日 はまた 海老 名彈； 止 君 夫婦が 見舞うて 吳れ た。 信者の 愛と 云 ふ. 

よりも 「f^ 土に 對 する 武士の 禮」 と 云 ひたい。 八：' や 基督 敎 信者 は 澤 山に 在る が 稀れ なる は 日本 武士の 

魂 を 失 はざる 信者で ある。 是 等の 舊ぃ 友人 は 孰れ も自. 己の 救 はれん 事よりも 先づ W を 救 はんと 欲して 

信仰に 入りし 人達で ある。 それ故に 特 刖に贵 いので ある。 そして 國は救 ひ 5：： ざり しも キリストに 知ら 

れて其 僕と 成る を 得た ので ある。 彼等に 會 うて 淚で 胸が 一 杯になる を覺 ゆ。 

六月 八日 (土) 曇 加 捩の 外に 何事 もな し。 

.1 八月 九日 (日) 晴 匿 はしい 樂 しき i,- 日であった" 來會^ は 三百 三十 七 名、 男女 殆ん ど同數 であ 
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つた。 ^1^木の講：奴は益々振ふ。 彼の 上に^^ は 益々 裕 かに 招り つ k ある。 自分 は 午前 午後 共に 凡そ ト 

分づ」 感話を 述べた。 "；. -れ. ^け卞 Z 米て 感謝であった。 

六月 十日 (月) 晴 井ノ頭 公開に 散歩 を 試みた。 まだ 少し 無现 であった。 R  •  I  • ネッ 卜ん シソ 

プ述ぶ プラト ー 『レ パプ リック』 の 講義 を 讚み 了った。 三 六 ral 頁の 中 W であって、 プラト ー 研究の 無. 

二の 入門で あると E 心 ふ。 齡七 卜に 誰ん として 此ぉ 2 に 接した と は 恥 かしい 次第で あるが、 自分に 取り 老 

後の 研究 題 ni! として 是れ 以上 の 者 を 者 ふ る こと は 出来な い 。 然し iA- 書 を 前にし て プラト ー を 後に した 

る は 自分に 取り 幸 幅であった。 ブラト ー は 知らす とも 濟 むが、 聖書 は 知らす して は 済まない。 然れど 

も ブラト ー を 知らざる は大 なる 5^ 失、 無風，：.、 恥辱で ある。 今より 死ぬ まで 一生懸命に 學ぶ であらう。 

六月 十 一日 (火) 晴 雜誌 第三 -巧1： 十七！^ を發 送した。 4/ 月 も 亦發送 部数が 少しく 增 したとの^ 

である。 唯 某 脊敎 書" にして 衰 落し 又は 閉店す る 者が あるので 困る。 今日までに 閉店し 又は 取引 を斷 

つた 者が 數軒 ある。 基督 敎 書店なる が 故に 外國宜 教師に 依賴 する惡 い^ 惯が ついて、 其れが 衰退の .ra^ 

丙を爲 すので は あるまい 乎。 八/や 基督 敎 書類の 需要の 益々 多き 此 時に 方り、 基督 敎 書店の 一お 微は其 £ 

に： h: か 深い 理由が 無くて はならない。 

六月 十二 日 (水) 曇 小 一- fn 巾の ミカ 書 を讀ん だ。 偉ら い 書で ある。 一大 福音書で ある」 s: 車 一 

節より i: 節まで、 五 章 二 節より S: 節まで、 六 章 六 節より 八 節まで、 七 章 十八 節より 二十 節まで、 3： れ 


も 慰藉に 充 つる 金玉の 文字で ある。 此んた 文字 は 聖書 を 除いて はド コ にもない。 之 を 知らす して 一 生 

涯を 終る 人達 は禍 ひで ある。 年老い て ^；? に稱り 無爲に 苦しむ 時に 斯 かる 文字 を樂 しみ 得る 我 身の 幸の 

大 なる を 感謝 せざるを得ない。 

六月 十三 日 (木) 曇 ナホ ム書を 請んだ。 今より h: 十三 年 程 前、 米國に 在りて 初めて 此書 を讀み 

し 時の 印象 をん r も猶ほ 忘れない。 

M ホ バ は 怒る こと 遲く其 能力 大 い なり 

また I 則す ベ き 者 をば 必す赦 す 事 を 爲し給 はす。 

OOOOOOOOOCOGCO〇C- 

ェ ホバ の 道 は 旋風に. 1=^ り 大風に 在り 

0O00000O  .  / 

雲 は 其 足の 塵な り ( 一 章 三 節 )。 

预ー百 者 は 詩人で ある、 詩を實 行 する 者で ある。 ナホ ム の 預言に 由って 一一 ネベ の大 市が 覆 減した やう 

に 絲 シ 力 ゴ も 滅び るで あら う。 自分 は 彼の 預賈 全部 を 肉的 文明の 實現 者な る 今日の 米 M に 適用 した 

く ある。 

六月 十四日 (金) 曇 此 度の 病 菊に つきて 特に 見舞うて 同情 を 表して n- 犬れ た 敎界の 人々 は 海老 名 

it 正教、 綱嶋佳 吉^、 本 間重慶 君、 村 田 勤^、 木 村淸松 君、 住 谷 天来 君 (以上 組合 敎會 )、 救^ の 

山 窒軍平 君、 メソヂ ストの 左 近魏弼 君、 日本 基督 敎會の 永 井 直 治お、 W 嶋進 おであった。 外に 堀復ー 

0  (組合)、 田 村 直 君 (日 基)、 ^所 梅 之 助 It;  (メ ソヂ スト) は懇惟  1 の 書-, S を 送って 慰めて" 4<れ た = 
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斯くて 表，：：： する 信仰 筒條は m が、 なる も、 心の底に 深き 一致の 在る 事が 判明って 大 なる 感謝で ある。 殊に 

不忍議 に 忍 ふ は 組合 系の 人々 の屮に 1:1： 情 者の 多い 事で ある。 何ん と 一一 K うても 舊ぃ關 係で ある。 橫 井 君 

が 逝けば 自分の 心が 痛んだ と 同じ やうに、 自分が 病めば 諸氏が 心配して 吳れ る。 I:! じく キリストと^ 

本の 爲に 苦んだ 我等で ある。 同情 相 慰む る は當然 であり 又 美 はしく ある。 

六月 十五 日 (土) 曇 辛ら い 静養の  一 ni であった。 何事 も爲 さすして  一 n を 送る 苦し さは 特別で 

ある。 次ぎの 如き 可 脈な 攀を おへた。 

人を助くるは善ぃ事でぁるが辛らぃ_^!でぁる。 其 人が 恩を感 する は 苦しい 時 丈け であって、 助けら 

れて 苦しみが 無くなれば 彼 は 恩 を 忘れ、 多くの場合に は 恩に 報 ゆるに 怨を以 つ てす るが 普通で ある 0 

故に 人 を 助けん とす るは大 なる 危險を 冒す の で ある。 新たに 敵 を 作く るの 覺 悟を以 てす るに あら ざ 

わば 人 を 助く る 事 は出來 ない。 慈善 は 最大 道樂 であって、 其代愤 たる や 高い 者で ある。 宗良 親王の 

歌が ひ 出さる 

： 诹訪の 海 や 氷 を 渡る 人 の^も 

神し 守らば 危 からめ や 

仉し 多分 P 分 も 幾！； か 同じ-非 を 犯した の で あ ら う、 故に 他人の み を資め て はならない。 

六月 十六 日 (日) 半晴 刚 N ともに 盛會 であった。 併せて 三 Ic 六十 人の 來會 者が あった。 K 女 M 

数で 各- rE 八十 人であった。 自分 は 十分 づっ 感想 を 述べた。 然し 爲 さぐる に 如かす であった." 塚 本の 講 


演、 其 他の 同志の 感想 は 益々 It- つた。 後繼 者は自 から 求めざる に 旣にニ 代 も 三代 も出來 た。 有難い 事 

である。 〇 讀資 新聞 の 宗敎攔 に 左の 如き 記事が 見えた。 

基督 敎界の 長老 株も^ 落して 昔の ra 村 も 孤影 相次ぐ。 植村 逝き、 內村、 田 村 は病褥 に、 たぐ 松 村 は 

道會 に 淺壘 を 守る。 やの 基督 敎界 の 何處 にも 聚靈 の 火 は 燃えて 居ない 云々。 

心配に 及ばない。 キリスト は活 きて 在し 給 ふ。 他の 宗敎は 消えても 彼の 福 昔の みは 失せない。 W 村の 

存在の 如き 如何で も 可い。 

六月 十七 日 (月) 半晴 昨日 ニ囘の 登壇で 今日は 少しく 病が 後戾 した。 當分高 壇 は 禁物で ある 事 

が 判明った。 聽 衆に 對 して 語る 事が 何よりも 惡く ある。 講演の 終りが 来たので あらう、 結構で ある。 

〇 近顷偸 快な 事 は 蘇 格 蘭に 於て 蘇 格 蘭 敎會と 共立 自由 敎會 とが 一 致 合同して 一 大敎會 と 成った 事で あ 

る。 是れで 一 八 四 三年 以来の 大 問題が 解決して 蘇 格 蘭の 基督 信者 は實際 的に 一 圑體と 成った ので ある. 

と 云 ふ。 誠に 羨ましい 事で ある。 

六月 十八 日 (火) 雨 米國 人の 1^ 人觀程 問 違って ゐる者 はない。 人 は アン ゼル (天使) である- 

とか、 sf-JJ の 「より 善き 半分」 であると か 云 ふ は 全く 嘘で ある。 婦人 は どの 點 より 見ても 男子に 及ば. 

ない。 聖書 は 明かに 此事を 示し、 人類の 常識 も 亦 之を認 む。 然るに 婦人 を 「造化の 最後の 作」 なりと 

稱 して 子 以上の： Sj<; と 思 ふは^ 書 天然. g つながらの 明示 を 否，：；^ する ものである。 世に 堪えられぬ 者と 

て米國 婦人の 如き はない。 米國を 誤る 者 は 其 人で ある" そして 米 wi^ 人に 敎へ 導かる V 我が 國の女 
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子は禍ひなる^!^。 或る 米國 人が 感慨 を 述べて 云へ る を M いた 「女、 日本 善くあります、 男、 アメリカ 

善くあります」 と 0 叉 云 ふ 「口木 の^は 其 ^ 人に 在り」 と。 米！：； g 人 程 人ら しくない • 人 はない。 

ニ厶厶 "厶厶 <3<-  <:<:<1<1<1厶〈<:厶厶厶<1<3厶<3厶<- 厶 

そして 米國 婦人に も 劣る 婦人 は、 米！； 人 を K 似ん とする H 木；！ 人で あるつ 

六月 十九 日 一水) 晴 中央線 立 川まで 近頃 開通の 電車に 試乘 した。 少しく 病氣に 障りて 後悔した。 

病お を以 つて 滿足 する 能 はす、 度々 冒險 して 失敗す る。 然し歩く^；？-ょりも乘る^^ょりも、 C: 取 も 惡ぃ事 

は： 浙說 である。 ：g 說をさ へ 謹めば 恢役 は殆ん ど確實 である。 以 つて 自分に 取り； 你說が 八/まで 如何に 大 

なる^2;:荷でぁった乎が判明る。 

六月 二十日 (木) 晴 八ス やに 人り てより 我が 高 壇. に 登りし 老 十八 人の 懇談 晚餐ノ が 問 かれ、 自分 

も 之に 加 はる ことが 屮 I 來て 感謝であった。 斯 くも 多 數の 兄弟 達が 必要の 場合に は 壇上に 現 はれ 5：： ると 

思へば 非常に 心强く ある。 i:;^ 仰 を 語る は聽く 以上に 自己 を 益す る ものである。 說敎の 機 會を與 へられ 

し 時には 喜んで 之に 應 すべきで ある。 

六月 二十 一 日 (金) 曇 蔡ぃ 知人 某に して 基督 敎の 信仰 を 去り、 政治に 入らん として 失肽 し、 實 

業に 從 事して 又 失敗し、 不幸 艱難 相次いで 終に 零落して 自分の 如き 者に すら 援助 を 乞 ふに 至る に 遭う 

て 感慨に 堪えなかった。 彼の 如き 者 を 掛からす 此國に 於て 見る ので ある。 彼等 は マ モン に 事へ ん爲に 

キリス トを 去る を以 て 小事と 見做す、 そして キリス トを 見放して 終に マ モン に 見：^ さ. r^、 虻 も 取らす 


蜂 も 取らす して 憐れなる 生涯 を 終る。 何 を 棄ても キリス ト 丈け は 去って はならない。 

六月 二十 二日 (土) 晴 梅雨晴れの 快き 日であった。 =1 に 日に 少 しづ、 快方に 向 ふ を 見て 感謝す 

る。 どうやら 更に 一期、 生き延びさう である。 キリストの 福音の 最要部 を說き 終って 然る 後に 死た き 

ものである。 我が 研究 會々 員 中の マリヤ、 ヨハンナ、 ス ザンナ 達が 種々 の 方法 を以 つて 此際 自分 を勞 

つて 吳れて 感謝に 堪えない (ルカ 傳八章 二、 三 節 〕。 病に 摧 りて 自分 は此 世の 思 ひしよりも 遙 かに 溫 

かい 所なる を覺 つた。 离事 可なら ざる はなしで ある。 

六月 二十 三日 (日) 曇 三百 七十 七 人の 參會 者が あった。 f 木の 講 淡の 外に 植木 醫學 博士、 緒 崎 

醫學士 の 信仰 證明 があった。 若し 敎會の 人達が 是 等の 證明を 聞いたならば、 我等 無敎會 信者の 信仰の 

如：^ に 純 福 昔 的なる に 驚く であらう。 佛敎 基督 敎は 似而非なる 宗敎 である、 佛敎は 人 木 位なる に 基督 

敎は祌 本位の 宗敎 である。 神の 聖 意の 成らん が爲 めに は 自分 も 人 も 滅びても 可な りと 云 ふが 基督 敎で 

ある 云々。 斯んな 明白なる 徹底した る、 然 かも 學 者の 信仰 吿，： ： は 敎會の 何虚に 在る 乎。 惠 まれた る 無 

敎會 信者よ と 言 ひたくなる。 是はク ti ムゥ H ル、 バン ヤンの 信仰であって、 英國ゃ 米國に 於て は 遠の 

昔に 消えて 了った 信仰で ある。 然し 乍ら 縱令 一 度な りと も此 信仰が 榮 えしが 故に 英米の 今日 ある を 得 

た の で あ る。 人間 本位 の 信仰 は い くら 高 い 信仰 で も其效 た る や 知る ベ き で あ る。 

六月 二十四日 (月) 雨 少 しづ、 編輯に 從 is?- した。 少 しづ. -靜 かに 爲 せば 3： 事も爲 して 爲し 得な 
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い 事 はない。 自分で 爲 さんと する に 非す して 信じて 他者 をして 自分に 在りて 爲さ しめんと する ので あ 

る。 是が 信仰の 途 である。 事業、 事業と 稱 して 追 立てる 近代 人の 途とは 全く 異なる。 神の 加ち 業の 潮流 

に 舟を乘 せて 進む ので あるから、 行路 は 至って 平 =2 じあらねば ならぬ。 

六月 二十 五日 (火) 晴 病 氣に摇 つて 熟々 感 する 事 は、 醫 帥の 仕事の 如何に 闲雑 なる.^、 且叉如 

：!： に 祌 s^^, な る ベ き 乎 と 云 ふ 事 で ぁ る 。 其 の 點 に 於 て 醫棄 は 傳道 と M の 異 な る 所 は な い 。 靈魂 と 肉體と 

は^ 物で ない。 肉 體は聖 靈の宫 であって 靈魂 丈け それ 丈け 神 架で ある。 故に 醫に 從^ す る 者 は 傳道師 

の 心掛け を以 つて 之に 當ら なければ ならぬ、 然ら ざれば 疾病 を 根本的に 癒す 事 は出來 ない。 所謂 r 醫 

者の 不品行」 は 傳道師 の不" i 行 丈け 赦 すべから すで ある。 醫界の 腐敗 は 敎界の 腐敗 丈け 社會國 家に 害 

ぷ母を 及ぼす。 醫 者に 信仰な き は 牧師に 借 仰な き 丈け の 自己矛盾 である。 日本の 醫 術が 信仰と は 何等の 

關係 なき 者と して 發 達し 來 りし は 最も 歎すべき 事で ある。 人 は 純 翳學に 由って 癒されない。 人の 肉體 

は 彼の 靈魂 と共に 癒さるべき 者で ある。 


六月 二十. KB  (水) 半晴 道德と 云へば 六ケ 敷い けれども、 道德は 哲學の 方で 云へば 自己 を 知る 

事、 ：1：5 仰の 方で 云へば 神と 隣人と を 愛する 事であって、 至って 簡短 明瞭で ある。 自分 は 大宇宙の 一 部 

ベリであって 決して 其屮 心で はない、 故に 何事 も全體 (神と 人類) の QF に爲 して、 自分自身 のために 爲 

して はたらぬ と 心に 定めて 萬 事に 當る 事、 其 事が 道德 である。 別に 倫理 道 德と云 ひて 深く 穿 整す るに 


及ばない、 a: 已屮 心を廢 めて 他者 中心に 成れば、 それで 道德は 完全に 行 はる、 ので ある。 W. まの 爲を 

忘れて 自己の 爲を 計る 政治 〔糸が 惡 人の 模範であって、 國 〔I ある を 知って 自己 ある を 忘る 、愛國 者が 善 

人の 校 型で ある。 さう 思 ふて 倫理 道德は 至って 簡短 で あ る 。 

六月 二十 七日 (木) 半晴 叉 復舊ぃ 貴い 信仰の 友が 去った。 十 勝 直 別の 農 學士黑 3 石 四方 之 進 君が 

逝いた。 彼 は舊札 幌農學 校の 第一 期 卒業生であって、 五十 年 以上の 我が 信仰の 友であった" 彼 はカァ 

ライルが 謂 ひし 所の 農 聖人であった、 而 かも 架 人た る を自覺 せざる 聖人であった。 多分 札幌農 學校卒 

業 生の 內で 農 學士た る の 资格を 最も 完全 に 實 現した 者 は 彼 であった らう。 彼の 名 は廣く 全阔に 知れ渡 

ら なかった。 然し 彼 を 知る 者 は 彼に 偉 火 性 を 認めた。 彼の 感化 力 は 北海の 山野と 共に 失せない であら 

う。 彼 は 札 幌獨立 基督 敎會の 柱石であった。 彼と 自分と は 遠く離れて 滅多に 會 はなかった が、 親交 を 

つ けて 今日に 至った。 彼 は 終りまで 『^^_書之研究』 を讀ん で" JK れた。 此次ぎ は キリストの 國で會 ふ 

めで ある 0 之 を 思 ふて 熱い 涙が 胸の 底より f!^ 出る を覺 ゆ。 

六月 二十 八日 (金) 晴 黑岩 1!;; 逝いて 北海道との 電報 交換 頻繁で ある。 昨年より 岩 崎、 廣井、 ^ 

藤、 Mii 石と、 多く もない HE 窓の 友の 巾より 叫 人 を 失った。 半 百年 前に 石 狩 原野に 野馬 を乘廻 はせ し 事、 

义は嫌 ひな 數學の 先生 を 雪 打ちに せし 事 等 を 追想し、 人生の 過ぎて： れば 如何に 短き か を 思 はし めら 

る。 そして 人生 何よりも 贵きは キリストに 在りて 結びし 友：？？！ である。 は樂 しく あり 又 永久に 有益で 

ある。 黑 i お^ を析 It と 讚美歌と を以 つて 彼の 任地な りし n 高 新 冠の 牧場に 送りし 事 は 八，' に 忘れない。 
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其 時 歌 ひし 歌 は 今の m 美 の 三百 二十 三番であって、 我等 は 之をゴ —ル ダンヒルの 譜で 歌った。 自分 

は 今でも 此歌を 歌 ふ 時に 黑お^ を 想 出す。 十 年 前に 彼 を 十 勝 直 別の (鬼に 訪れし 時に も 彼と 彼の 妻 1?^ と 

三人で 此欲を 歌うた。 今 は 其 末節が 意義深き 一一 H 紫と 成った。 

つみと うれ ひ なきみ くにの 

とこし へのむ つび よろこび またん。 

六月 二十 九日 (土) 晴 rs 中 2： 閣 愈總辭 職」 との 號 外に 接し 萬 歲のー 聲が自 づと我 n より 迸つ 

た。 此^の 寧に は 全 然 無關係 の 自分と 雖も此 .1: 閣の^ 緩 丈け に は 如 M にして も贊 成す る 事が 出来ない。 

人， 夕の 我家の {豕 庭 祈 禱會に 於て 我等 は 特に 我が 若き： 大皇 陛下の 上に： 人よりの 智慧と 能力と 裕 かに 降ら 

ん事を 新った。 〇M 〔岩の 葬儀に 對し當 方より 遣 族へ 向け 

我 友の 美 はしき 生涯 を 思 ひ天國 にて W 會を 期す .z:::^ 

と. 鬼 報 を 打ち たれば、 遠路 札幌 より 十 勝へ 司 式の 爲に會 葬せ し M.^: 心より 

葬 無事 濟んだ 遣 族 感謝に 充っ 安心 ありた し 宮部 牧野  . 

との 返電が あった。 クリスチャンの 葬谈は 凡て 如此 しで ある。 感謝、 感謝で ある。 七十 年の 生涯 を U 

仰を以 つて 終り、 父の 〔豕 へと 歸っ たので ある。 感謝 は當然 である。 敎會の 葬儀に 於け るが 如くに、 矢 

1^ に 故人の 功 縝を述 立て 「鳴 呼 悲しい 哉」 と 叫ばない。 

六月 三十日 (日) 半晴 梅雨晴れの 快き § や， 口であった。 人.' H も 亦 三 Kz 三十 ra: 人の 參會 者が あった。 


自分 は 朝 十五 分 午後 二十 分の 感想 を 述べた が、 差した る 疲勞を 感ぜす して 嬉しかった。 先 づ是れ で 秋 

からの 登壇 確實 なりと 見て 可な りと 思 ふ。 重病 を宜吿 せられて より 玆に殆 んど四 ヶ月、 得し 所 多大で 

ある。 信仰の 大 洗濯と 稱 して 可から う。 多分 その 爲の强 行 的 休息で あつたので あらう。 

七月 I 日 (月) 半晴 病氣が 快くな つて 見れば 役た 元の 罪惡の 世であって 腹の 立つ 事ば かりで あ 

i 然し 斯る 世に 生きて ゐ たくない と 思 ふ 時 は 健康に 歸 つた 時であって、 健康の 優れざる 時 は 頻りに 

此^に 生きて ゐ たく 思 ふ は 不思議で ある。 此^がず 厥で あるの が 健康 人の ノル マル • コ ンヂシ ヨン 

(常態 ) で あると 云 ふべき である。 

七月 二日 (火) 曇 久 振りに て 用事が 大分 出来て 感謝であった。 昨： U 來 特に 我が 內村 家の 爲に祈 

つた。 此 .；}^ が此 不信 國に 於て 永く キリストの i£ り 給 ふ (豕 として 残らん 事 を 祈った。 詩篇 第一 二 七篇の 

「エホバ 〔？^ を 建た まふに あらす ば 建る 者の 勤勞は i 仝し く」 の 一句 を 幾囘も 繰返した。 此の の 世に 於 

て 家の 祌聖を 守る は 非常に 困難で ある。 家 は. 2 よりも 外より も^だ 壞れ 易く ある。 祌の 御守り を 仰ぐ 

より 他に 途 がない。 

七月 三日 (水) 雨 友人に 連れられて 干葉 縣金谷 村に 來た。 三時 間の 汽車 旅行に 差した る 疲勞を 

感じたかった。 此地は 明治 二十 ra 年、 かの 第一 高等 學校 不敬 事件の 後に 今の ェ學士 敏山敏 雄 君と 共に 

夏 を 過した 所で ある。 其 時 傅 道した 結果が 後に 隣村の 竹 岡 メソヂ スト 敎會と 成った ので ある。 四十 年 
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後の 今日は 便利の 所と なり、 東京より 毎日 八 S の 汽車の 往復が ある" 久扳 りに て 舊故を 訪れた やうな 

心地して 種々 の^ 想に 耽った。 

七月 四日 (本) 雨 暴風雨で ある。 直前の 鋸 山 は 雲に お まれて 兑 えす、 氣持惡 しき 一日であった- 

携へ來 りし プラト ー 對話 集に 『フィ ー ド』 の 一 篇を讀 み、 古哲 ソクラテスの 靈魂 不滅 論を聽 いて、 身 

は 銀山の 北 麓に 在りて、 心 は 一 一千 四百 年 前の ァテ ン ス に 通うた。 

七月 五日 (金) 曇 朝 七 時 金 谷を發 し、 ず： 午 少し 前に 柏木に 歸 つた。 病 體の試 運轉を 行うた ので 

あって 成 綾好 良と 云 はざる を 得ない。 

七月 六日 へ 土) 雨 鬆陶 しき 梅雨の 天候で ある。 骨 を 折って 雜 誌の 校正 を 終った。 略 ぼ 元の 健麼 

に S お 一って 感謝で ある。 今より 復た 福音 を說 くで あらう。 人は聽 くも 聽 かざる も 福 昔 を 語らす に は 居ら 

れ ない。 少しで も 働け る 間 は 自分 は隱 居す る 事 は 出来ない。 神 は 「老を 養 ふ」 爲の 生命 を 自分に 賜 は 

ら ない d 傳道は 世人の 云 ふ 活動で はない、 クリスチャンに は 無上の 快樂 である、 最上の 藥 である。 此 

事に 就き 近代 醫學に 相談す る も 無益で ある、 それ は 信仰 無き 近代 醫學 は傳 道の 快樂を 知らないからで 

ある 0  . 

七月 七日 (日) 曇 三 十九ん の來會 者が あった」 自分 は 朝はコ リント 後書 五 章 十一 節に 依り 


「主 キリストの 長るべき 事」 に 就き リ 五分 問、 午後 は 「近代 婦人 (殊に 米國 婦人) の 不謹慎なる 服装」 

に 就き 二十 分 間 話した。 先 づ八分 通り 全快した と 云 ふて 可から う。 我が 聖會 にも 米國 人の 野赞 風が 侵 

人し 來 るので 犬なる 警戒 を 要する。 

七月へ 日 (月) 半晴 久 振りに て 日光 を 見た。 醫師 の忠吿 に從ひ 今年 は 北海道に 行かぬ 事に 決め 

た。 辛ら い 事で ある。 孫 見た さに 一 生 懸命に 養生した が 及ばなかった。 

七月 九日 (火) 曇 蒸 熱し。 今や 曰 本人に 日本人の 道 もなければ 西洋人の 道 もない。 彼等 は 今や 

無道 卽ち 不法の 民で ある。 法律の 明文に 觸れ ざれば 彼等 は 何を爲 しても 可い ので ある、 叉 何でもなす 

ので ある。 そして 上流 社會、 知識階級の 人が 此 不法 を敢 てす るから 驚く" 不完全に も 程度が ある。 國 

家が 斯 かる 狀 態に 在りて 何時まで 繼績し 得る 乎 問題で ある。 然し 我等 は 動かたい。 我等 は 人 を 見す し 

て祌を 見る。 神の 御 約束 を 信す る。 

然れど 我等 は 其 約束に 由り て 新しき 天と 新しき 地と を 望み 待り、 義其 中に. 1^ り 

である (べテ II 後書 三 章 十三 節 )o 父 父たら す、 子 子たら す、 君 君たら す、 臣臣 たらす とて、 それが 

世界の 終 ill ではない。 神 は 世界人 類 を t 、扬に 定め 給うた。 大 なる 審判 を 行 ひ 給うて、 滓 を燒盡 して、 

純金 純銀 を 保存し 給 ふ。 

七月 十日 (水) 曇 今日 を以 つて 醫師の 手 を 離れた。 半ケ 年に 涉り 長い 事であった。 療法と して 
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最も 有效 なる は 信仰で ある、 其 次ぎが 常識で ある、 第三が 醫術 である-」 醫術 は祌學 丈け それ 丈け 不確 

寶 である。 時に 之に 依らざる を 得すと 雖も、 之に絕對的信賴を寄する事は3^來なぃ。 殊に 近代的 專門 

翳の 治療 は 甚だ 危險 である、 專門家 は 萬 事 己が 專 門の 立場よ る 見る からで ある。 近代 醫 術の 失 收は主 

として 此幕 門的倾 向に 由る と 思 ふ。 其實 際的效 ra^ より 見て 醫學は 「學」 と稱 する 程度に 達し ゐる ゃ甚 

だ 疑 はしい。 生命に 關 はる 知識で あるから、 ェ學、 機械 學の 如くに 嚴正科 學には 永久に 達し 得ない 者 

であらう 0 

例に 依り 肉體の 疾病 は 靈魂 の 生長であった。 幸に して 意識に 故障 無 かりし が 故に 讀 書と 思惟と が澤 

山に 來た。 書、 殊に 預言 書を澤 山に 讀ん だ、 そして 我が 信仰 を 新たに した。 近頃 此ん なに 聚書 

全體の 意味が 明かに 成った 事 はない。 時には 今日 初め て 基督 敎に 接し たので は あるまい 乎と 思 ふ。 

殊に 明白に 成りし 事 は米歐 人が 基督教 を 知らざる 事で ある。 彼等 は 聖書 を 其 原語に て讀み 得る 丈け 

で 其 精神 は 解らない。 恰 かも 西洋の 所謂 日本 學者 にして、 日本人の 外部 は 委しく 知り 得る と雖 も、 

其 內部卽 ち 日 木魂 は 到底 之 を 捕捉み 得たい と 同然で ある。 聖， 書 は 猶太 人の 書であって、 猶太 人に あ 

ら ざれば 其の 深い 事 は 解らない。 そして 我等 日本人 は 同じく 東洋人で あるが 故に、 西洋人よりも 遙 

か に 能く 猪 太精祌 を 解す る 事 が. 出来る。 思 へば 益に もなら ぬ 西洋人 の 書い た 基督 敎 書類 を 何百 干 册 

となく 讀 みし 事の 愚か さよ。 殊に 所謂 「高等 批評」 なる もの、 大部分 は 聖書 道樂 に過ぎない。 此事 

を 思 ひ、 今日は 病^ 全快 祝. ひとして 書 帘の大 整理 を 行 ひ、 宗敎 書類の 大部分 を 我が身 邊 より 遠け て 

了った。 


七月 十 I 日 (木) 曇 引 續き蒸 碧い 日であった。 昨夜 泥棒に 襲 はれた、 然し 事無くして 濟ん だ。 

相 變らす 盗人 穿つ 可 厭な^で ある。 自身の 病が 癒えて 今日は 他人の 病 を 見舞うた。 ェ學士 飯 山 敏雄君 

病 重し と 聞いた からで ある。 往ぃ て 彼の 家に 到れば 八 r. 曉 1 一時 旣に 永の 眠に 就かれた との 事であった リ 

飯 山 君 は 自分 を 先生と 呼んで 吳れ たが、 自分に 告げす して 羅馬 カトリ ク敎會 に 這 入って 了った。 そし 

て 終りまで 自分の 信仰と カトリ ク敎會 の 信仰との 間に 根本的 相違の ある 事に 氣附 かたかった らしく あ 

る。 彼 は匮々 自分と ル ー テルとの 間 を 裂かん とした、 然し 其 事 は 全然 失 耽に 終った。 君の 自分に 對す 

る 友誼 は 感謝す るが、 君の カトリ ク 入り は 自分の 心に 不快の 種と して 存 した。 信仰 は 自由で あるから 

變 信は咎 むべき にあら すと 雖も、 自分の 敎を 聞いて 信仰に 入った 者が、 カトリ クに 成った と 聞いて， 

何やら 其 人が 自分に 叛 いたやう に 感ぜざる を 得ない。 人生に 不可解の 事が 多い。 飯 山 君の 場合の 如き、 

何と 判斷 して 宜しき や 自分に は 解ら たい〕 

七月 十二 日 f 金) 晴 梅雨晴れ、 暑氣加 はり、 氣持 好き 日であった。 臺灣嘉 義郡溪 ロ林完 光と 云 

ふ 人より 左の ハ ガキが 達した。 

ハ レ ルャ、 讚美 眞祌、 耶蘇 基督の 御 聖名を 奉じて 函を 致せり、 神祕 せられた る 耶蘇 基督の 御 W 臨の 

問題 は兹に 在り、 支那の 山 東 街より 出現した る 最近の 眞 耶蘇 敎會は 卽ち是 也、 虞理を 求む と 欲する 

者に 對 して 之 を 報知せ る， 所以な り。 一九二 九、 七、 一 

偉ら ぃ權 幕で ある。 是れ だから 「再臨」 は ザ 厭に 成って 了 ふ。 そんな 「再臨」 は臺灣 では 榮 えても ョ 

本で は 受けない から 幸で ある。 ^に 謙遜なる 再臨の 信仰 はないで あらう 乎。 W 臨の 信仰と 云へば 大抵 

1 九 二 九 年  八 一 1 一七 


:II 々の 生涯  八 三 < 

は 傲慢 無禮 である。 再臨 敎で なくして 再臨 狂で ある。 是 等の 人達 はゴ ー デ ー、 デリッチ、 フ ホン. ォ 

レリ 等の 大 に 就いて 深い 靜 かなる 搏 臨の 信仰 を學 ぶの 必要が ある。 

七月 十三 日 (土) 晴 氣溫 九十 度、 本年 第一 の暑氣 である。 久 振りに て 講演の 草稿が 書け た、 生 

命に 甦りし やうに 感じた。 自分の 健康が 恢復して 他人の 健康が 氣遣 はれる。 

七月 十四日 (日) 暑氣引 綾き 酷 だし。 二百 六十 九 人の 出席者が あった。 今日 を以 つて 今年の 上半 

年の 講演 を 終った。 自分 は 病の 故に 其 半分 を 休んだ が、 御惠 みに 由り 集會に 少しも 故障な く、 萬事滿 

足に 運んで 感謝であった。 自分の 病 は 萬 事に 於て 善事であった。 殊に 自分の 靈 魂の 爲に 善くあった。 

新ら しき 光が 臨み、 新ら しき 聖書 知識が 與 へられた。 多分 自分の 生涯の 最後の 部分 を 有益に 使 はんが 

爲 であった らう。 斯 くして 鼓 後が 最善で あるで あらう、 そして 又 最後まで 働ら き 得る ので あらう。 與 

へられし 健康 を 唯 「老後 を樂 しむ」 爲には 使 はないで あらう。 

〇 人生に 可 厩な 事、 憤るべき 事、 不公平、 罪 惡は澤 山に 有る、 然し 乍ら 是は 永久に 辏 くべき 事で な 

いから 有難い。 世に 終末が あると は、 是 等の 不倫 快なる 事に 終末が あると 云 ふ 事で ある。 キリスト 

の 福音が 福音た る 理由 は 此事を 明かに 傳 ふるから である。 神が キリスト を以 つて を 審判き 給 ふと 

は 人の 善惡が 明かに せられて、 惡が 亡びて 善が 存 すると 云 ふので ある。 今暫 らくに して 此福 ひなる 

時が 來 ると 云 ふので ある。 其 事 を 思 ふて 不平 は 消え、 平安 頓に 我心 を 占領す る。 信者 は 祝すべき 審 

判の 日 を んで 日に日に 喜び 歌 ふので ある。 


七月 十五 日 (月) 晴 暑氣强 くして 何事 も出來 す、 唯々 時の 經 つの を 待つ のみで ある" 國の內 で 

は濱： z 內閣の 金解禁^ 明 の爲に 諸 株 暴落し て大騷 ぎで ある。 國の 外で は 支那と 露西亜との 間に 葛藤 生 

じ、 或 ひ は 戰ハ. ^ に 成る 乎 も 知れない。 日本の 爲め 又亞細 K:」 の 爲を思 ふて 時には 自分 も國家 民族 運動に 

參 加した く m4 ふ ことがある。 然し 乍ら 夫れ よりも 更らに 善き 事が あるから 聖書に 嚼り附 く を 可とする。 

自分に 取りて は 宇宙人 類 問題の 方が、 國 家民挨 問題よりも 遙 かに 興味 多く ある。 

七月 十六 日 r 火) せ？ 1^ 氣に 苦んだ。 今や 歸國 の途に 就かん として 居る 所の 米國コ ム ビヤ 大學 

在學石 川靜子 女史より 左の 如き 短信が あった U 

米圃 での 最後の- 期 修養に 屮 I て 居ります。 美しい 自然の 中に 起き伏して、 三十の 大學生 ra-re 名、 何 

か 得ん として 暮 して 居ります。 立派な 指導者、 行き 屈いた 設備- 然し 聖書 は 一 冊 もど こに も 貝え ま 

画 際 研究の グル ー プ (組) で 昨日 質問に 答へ て、 日本に は 二 千年 以前より キリストの 精神が 

あつたと. S. し、 學生は 喜び、 先生 達 は 困って ゐ ます。 今夕 は それにつ き 議論が あります。 

是れが 米國に 於け る 基督 敎靑 年の 夏期 修養 會の 實況 である。 來世ゃ 救 ひの 問題で ない、 阈際 問題で あ 

る。 日本に は 二 千年 前より キリストの 精神が 有った と 云 ふので ある。 それならば 何故 宣敎師 を 送って 

來 るので ある 乎。 米 國人は 今や 本當の 基督 敎を 忘れて、 淺ぃッ マラ ナイ 者 を 追求め つ- - ある。 

七月 十七 日 (水) 雨 引續き 暑氣强 し。 心 を 平 かにし、 大 問題 を 考へ、 苦 熟 を 忘る。 今年 は札幌 ^ 
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に 孫 を 見ん として 能 はす、 ，M に^まりて 哲學的 生. 泥 を 送る。 惡く はない。 好々 爺た る も 好 けれども、 

小； E 几の 心に 成りて {Hm 的 眞理を 採る は K らに し。 是れも 病が 持 来たせし 利益の 一 であらう。 

〇 自分 の， 幸； i は 自分の 被 保^の 幸； i を 待って 後に 來る。 自分が 救 はる k 前 に 自分 に 依 賴む者 が 救 は 

れ ねばならぬ。 自分 一 人が 救 はる、 は 救 はれない と 同然で ある。 自分が 快樂を 得る の 困難 は 玆に在 

る、 ii- づ e: 分に 依頼む 者に 快 樂を與 へ て 然る 後に あら ざれば 之 を 自分に 享 くる 事が 出來 ないから で 

ある U そして 斯く ある は當然 である、 & は祌の 心で あるから である。 世に 一 人な りと も 済度せられ 

ざる^の 在る M は 自己 は成佛 する 能 はすと 云 ひし 彌陀の 心も此 心に 異ならな いと 思 ふ。 

七月 十八 日 (木) 晴 暑 tl- 引 緩き 强し。 最近の 調奄 に. S れば内 村 s£ 曰 研究 會目ド の會員 は總數 14- 

百 七 4" 一人で ある、 內男ニ  W 八十 五 人、 女 二百 八.： '六 人、 又 其. SyKZ 十三 人が 大正 十 年 九 以前の 人會 

者で ある。 新陳代謝の 多い に 驚く。 殊に 近頃に 至り、 與 子の 數が滅 じて 女子の 數が增 し、 殊に 高級 學 

".w の學： ^一が メッ キリと 減じた。 口 本 も米國 同様、 宗敎は老人並に；t人の^s^.s?^物に成るのでぁら-っ" 近 

代人に^ら る、 の は 自分と して は 却って 幸福で あるが、 然し 園の 爲には 茶 だ 憂 ふべき 事で ある。 世界 

を 滅す者 は 米國^ 祌 であると 或 人が 云うた が、 實に其 通りであって、 日本の 如き 最も 强く 其惡 感化 を 

受けつ K ある 者で ある。 

七月 十九 日 へ 金) 晴 暑氣嚴 し。 靑年 指導に 經驗の ある 或 人より、 今日の 日本に 於て 靑年 は學校 

を 通る ぉ惡 くた る、 小學 程度が 最良であって、 中學、 高等 學校、 大學と 上級 學校を 通れば 通る 程惡く 


なるとの 實驗を 聞い て 自分に も 思 ひ當る 所が 多かった。 今や 口 本人ら しい 日本人 は 所謂 近代 敎育 を受 

けざる 人の 間に 於ての み 見る ことが 出来る。 文部省 敎育は 主として 人 を 自己本位 になす 爲 めの 敎 育で 

あって、 プラト ー、 孔子 をして 言 はし むれば 無き に 劣る 敎育 である。 日本が 若し 亡 園の 悲運に 會 する 

ならば、 その 所謂 有識 階級の 亡す 所と なる ので あらう" 歎いても 猶ほ餘 り ある 事で ある。 

七月 二十日 (土) 晴 今 隨少雨 あり、 暑氣 少しく 和らぐ。 主婦と 甥と は 山に 行き、 自分 一人 { おに 

在り。 一家 今や 別れて 三 所に 在り、 老人の 家長 獨り舊 家 を 守る。 松 平 伊豆守 家 來内村 至 之 八 代の 孫鑑 

三 兹に在 りとの 叙 分になる。 

七月 二十 一日 (日) 晴 朝  一！： の 講演に 二百 人の 來會 者が あった。 塚 本 は 詩篇 八十 九篇に 依り 

「神の 友誼」 と 題して 語り、 自分 は 其 後に 次ぎ、 神との 友誼 的關 係が 彼が 在し 給 ふ 最も 確實 なる證 據 

であるとの 英國 第一流の； 大文學 者に して 物现學 者なる A • S  .  H ヂング トン 敎授 の說を 紹介した" 蜃 

熟の 候と 雖も 我が 研究 會全體 の 熱心 は衰 へない。 

七月 二十 二日 (月) 半晴 ダビ ッド *バ 口 ン著 『ゼ カリヤ 書の 註解』 を讀 了った。 近 顷此ん な 面 

白い 有益な 書 を 讀んだ 事 はない。 五 百 三十 二 頁の 大冊で あるが、 其內 の六猇 文字の 一字まで を餘 さす 

精 il した。 バ 口 ン氏は ユダヤ人であって 基督 信者に 成った 人で ある、 故に ヒ ブライ 語 は その 母國 語で 

あって、 彼れ 自身が。 ハウ 0 と IE じく 「ヒ ブライ 人中の ヒ ブライ 人」 である、 故に 彼の 架-書の 見方 は歐 
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米祌學 者の それと は 全く 異なる。 彼に イスラ H ルの 魂が ある， 故に 歐米 人の 到底 見る 能 はざる 所 を 見 

る。 彼が 十二 年 問 か k りて 著 はしたり と 云 ふ此書 を讀ん で、 自分 は以來 聖書に 關 して は ヒ ブライ 人以 

外の 異邦人の 著書に は W び^ を觸れ まいとの 感を 起した。 此度 闘ら す も此書 を讀ん で、 四十 年 前に、 

11: じく キリストに 服從 せし ユダヤ人 屮の 大學者 ネアン デルの 『敎會 歷史』 を 讀んだ 時と 同じ 劃時代的 

印象 を 得た。 善き 書 を 得る は 善き 友人 を 得る 丈け それ 丈け 中； ：3； く ある。 玆に此 書に 當 りて 神に 感謝す る 八 

七月 二十 三日 (火) 晴 暴 3:1- 嚴し。 室： s: 九十 二度。 無事に 雜誌 編輯 を 終った。 今から が 本當の 

みで ある。 喷幼 Z 儿 と 共に 在る 能 はすして 失 である。 

七月 二十四日 (水) 晴 引 績き磬 い 日であった。 植物の 爲の 天候であって、 人類 並に 獸類は 之に 

苦しむ のみで ある。 殊に 讀む y  J と 書く こと を以 つて 主なる 仕事と なす 我等に 取りて は 無用 有害 の 天候 

と 言 はざる を 得ない。 然し 乍ら 植物の 繁茂な くして 動物 は榮 えない、 故に 植物 を 益す る 者 は 亦 我 を 益 

する 者で ある。 我 は 植物の 爲に 苦熱 を 忍ぶ と 云 ふて 可な りで ある。 働く 計りが 人生で ない、 堪え忍ぶ 

も亦大 なる 事業で ある。 

七月 二十 五日 (木) 晴 朝家 を 出で、 午後 二 時 例の 休息 地なる 信 州淺間 山の 麓なる 沓掛に 米た。 

二 年 板り に此 地に 來て 夏休みら しく 感じた。 北海道に 孫 を んと 欲して 能 はす、 玆に 自分の 休養 を 計 

つた 次第で ある。 


山 高し 水淸ら かにして 風 涼し 

然れど 及ばす 孫の 笑顏 に。 

然し そんな 弱 根 を 吐いて はならない。 我が 生涯の 最後の 事業に 取掛ら ねばならない。 

此 日米 國 ワシントン にて ra 十六 ケ國 加盟、 不戰條 約 效カ發 生 宣布 式が 舉 行され ると 云 ふ、 誠に 喜ば 

しい 事で ある。 然し 是で 戰爭が 止んだ のでない。 所謂 文明 國の 軍備が 今日 程充實 した 事 は 未だ 曾て 

ない と 云 ふ。 人類が 平和の 主を迎 へて、 戰爭 を嫌惡 して 平和 を 好 愛する まで は信賴 すべき 平和 は來 

ない。 然し 暫時 的な りと 雖も 平和 は歡迎 すべきで ある。 平和運動 は キリスト 再臨の 前兆で ある。 


七月 二十 六日 (金) 曇 淺問 山麓に 於け る 今年の 第一 日であった。 都會に 於け る 一 年間の 疲勞が 

<T ふに 出て 來た やうに 感じた。 目 は 野 花に、 耳 は鶯と 山鳩の 聲 に樂ん だ。 唯 他家の 小兒の 遊ぶ を 見て 自 

分獨り 淋しく 感じた。 聖書と 哲學 丈け では 少しく 物 足らぬ 所が ある。 何 か 死ぬ 前に 一 つの 犬なる 事 を- 

爲 したく 思 ふ 時 も ある。 然し 最も 大 なる 事 は 信じて 待つ 事なる を 知りて、 そんな 考へも 消えて 了 ふ。 

窓 前の 淺間山 は 今や 雲に 掩 はれて 見えない。 隣り の 山莊に 蓄音器が 美 はしき 西洋 音樂を 吹奏す る。 信 

越 線の 蒸 汽機關 車 が 喘ぎ な がら 急勾配 を 上 る 音が 遙か 山岳に 響 いて 聞 ゆ。 日は將 さに 暮れん として 居 

る。 ベ ンを撊 いて 我が 靈 魂の 父なる 天然の 神に 祈る (六 時 五十 五分)。 

七月 二十 七日 (土) 曇 山麓に 於け る 第二 日で ある。 朝 地震 あり、 午後 雷雨が あった。 訪問^！^ー 
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人 もな く、 誠に 靜 かなる 日であった。 家 を 出て 會ふ者 は 人に 非す して 樹 である、 栗で ある、 胡桃で あ 

る、 廣松 である、 其 他 名 を 知らない 種々 の樹 である。 東京に 在りて は 多い 者 は 人で ある、 山に 來 りて 

は 多い 者は樹 である。 そして 多くの 點に 於て 樹は 人よりも 善く ある。 樹は 沈默を 守る、 首 葉と 行爲の 

失錯 を資 めない、 愛が 足りない とて 怒らない、 故に 安心して 之に 對 する 事が 出来る。 樹 と共に 在りて 

身心 共に 休まざる を 得ない。 年に 一 囘人を 離れて 樹 と共に 植物 的 生活 を營 むは 何人の 爲 にも-; く ある。 

殊に 自分の 如く 人 をのみ 相手に 働く 者に 取りて は 林 問 生活 は 必要に して 缺く ベから すで ある。 一 昨年 

の 夏 は 葉 山に モボ、 モガの 小 芋の 如くに 海水に 浸た る を 見た。 昨年の 夏 は 札 幌獨立 敎會の 高 境に 牧師 

の 任務 を 勤めさせられた。 今年 は 三年 振りに て 夏休みら しき 休み を與 へられて 犬なる 感謝で ある。 

七月 二十 八日 (日) 半晴 淺間 山麓に 於け る 第三 日で ある。 今 口 も 雷雨 あり、 晴れて 後に 大火 山 

の 雄姿 現 はお、 莊大 であった。 噴煙 高く 天 に冲 し、 遙 かに 之に めば 莊美 であるが、 近づいて 之に 當 

れば 死で ある。 三 w 日 前に も 或る人が 白晝 人の 見て ゐる 前に 火口に 投身して 自殺 を 遂げた と 云 ふ。 天 

然の 美と 云 ふが 其 裏に は 此んな 恐し い 事が ある。 今日は 集會の 無い 聖日であった。 滅多に無い 事で あ 

る 0 

七月 二十 九日 (月) 半晴 ニ囘の 雷雨が あった。 隣り は 東京 巿會 議員 敎育 〔豕の 岸邊， 一 i 雄 氏で ある。 

其义 i; りが 作曲 (氷の 弘田 龍太郞 氏で ある。 又 谷 一 つ 隔て k 二 高敎授 詩人の 土 井晚翠 氏が ある。 何れも 

數年來 の 山麓 生活の 善き 隣人で ある。 二 里 隔て ^'輕 井澤に 東京 人士の 夏の 都が あるが、 我等 は 其 場末 


の 郊外に 住む やうな ものである。 今日は ジョ H ッ トの英 譯にァ リスト， "トルの 『政治 論』 を讀み 始め 

た、 又マク ギフ ハ ー 卜の 『近代 宗敎 思想の 發達』 の 數十頁 を 請んだ。 讀むii^-が唯 一 の跌樂 である。 大 

敎 師を迎 へ て獨り 林問學 校に 懇切なる 敎 示に 與 るので あって、 大 なる 特 權と稱 せざるを得ない。 

西洋 は 西洋文明に 由って 亡びる ので ある、 之 を 採用して 日本 は 西洋に 先 だち て 亡びる ので ある。 西 

洋 文明に 恐るべき 破壞 性の ある 事 は 何人も ：13- 逃す ことが 出来ない。 其 利益 は 其 害毒 を 償 ふに 足りな 

い。 ラ ヂォ、 飛行機、 孰れ も 5、 奴を與 ふるよりも 害 を爲す 事が 多く ある。 所謂 基督 敎は 西洋化 された 

る キリストの 敎 であって、 是れ亦 多くの 害毒の 伴 ふ 者で ある。 日本 も 支那 も 印度 も 自己に 還ら ざれ 

ば 救 はれない。 西洋に 露 似れば 西洋と 共に 亡びて 了 ふ。 西洋文明 を 採用して 國を救 はんと 欲した の 

が大 なる 過誤であった。 

七月 三十日 (火) 晴 朝釵 前に 獨り 散步 した。 淺 問の 雄姿 を 仰いで 「我れ 山に 向 ひて 目を擧 ぐ、 

我が 援助 は エホバより 來る」 と 叫ばざる を 得なかった。 林 中 露し げき 所に 朝の 祈 禱を濟 ました。 家に 

歸り、 朝飯 を濟 まして .1^ に 就き、 ゼ カリヤ 書 第 九 章 を 研究し、 續 いてへ ー ゲルの 宗敎 論に 就いて 請ん 

だ。 まことに 完全なる 夏休みで ある。 齢 六十 九 歳に 達して 本當の 夏休み を 戴いた と 云 ふて 可から う。 

人.' 日までの 夏期休暇 は 殆んど 凡てが 夏期 傳道 であった。 自分の 爲に 休んで は惡 いとの み 思うた。 然し 

入， 年 は 自分の 爲に 休む が 義務で あると 思 ふ、 故に 努めて 說 敎を爲 さす、 傳 道も爲 ない。 然し 唯 斯うし 

て 生きて ゐ るの が勿體 なく 思 はれて 堪らない。 
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七月 三十 一 日 (水) 曇 雷雨 あり。 外 國の雜 誌に 左の 如き 記事 を讀ん だ。 

カナダの 或る 大學に F と W との 二人の 優等生が あった。 不思議に も 同年 同日の 生れであって、 最大 

名 譽を以 つて 同時に 卒業した。 F は 法律 〔尿に 成りて 成功し、 產を 作り、 美しき 妻を娶 り、 幸 幅なる 

生涯 を 送った。 W は 宣敎師 に 成りて 印度に 傅 道した。 然るに 年 を經て 後に 法律家の F は 妻と 娘と を 

失 ひ、 悲しみに 堪へ すして 自殺 を 遂げた。 宣敎師 の W は 許 多の 人に キリストの 福音 を 傅へ、 感謝 を 

以 つて 其 喜びの 生涯 を 終った。 法律 惡 しきに 非す と 雖も傳 道の 幸 ひなる に 如かす。 單に 幸福の 立場 

より 昆る も傳 道は此 世の 凡ての 事業に さる 云々。 

然り然 りと 自分 も 首 ふ。 政治、 經濟、 科學、 殖產、 孰れ も惡 しきに 非す と雖 も、 傅 道の 優れたる に 及 

ばす。 人生の 終りに 近づきて、 感謝と 滿 足と は傳道 師に餳 し、 他 は 彼に 及ばざる こと 遠し。 

八月 I 日 (木) 半晴 今 曰 も 亦 雷雨が あった。 訪れる 人 一 人 もな し、 全ョを聖書硏究に^^した。 

默示錄 十九 章と 一 一十 章と を 了解 を以 つて 讀み 得て 嬉しかった。 我が 生涯の 最後の 事業と して 默示錄 を 

II じ 得ば 此 上た き滿 足で あると 思うた。 此書 はどう 見ても 聖書の 立場より 見た る此 世の 終末 觀 である。 

故に 聖書 全體が 解らねば 解ら たい 書で ある。 殊に 預言 書の 深き 研究 を 要す。 我が 生涯に 大 たる 事業が 

淺 つて ゐ ると 思うた。 他の 事 は 悉く 棄て i も此事 丈け は 成就した く ある。 

八月 二日 (金) 半晴 雷雨 あり。 八.' n: も亦讀 書に 一 日 を 送った。 基督 敎的 思想 發達 史を讀 むに 方 

つて ス ピノ ー ザの 思想に！！ れ 彼に 對 する 尊敬と 親愛 を 新たに した。 若し カントが プ £1 テス タント 主義 
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の哲學 者であるなら ば、 ス ピ ノ ー ザ は 聖書に 基ゐ する 基督教の 哲學 者で あるまい 乎。 彼の 定命 論は豫 

定の 信仰 を哲學 化した る 者で あるまい 乎。 何れに しろ ュ ダャ 人の 遺 傳と敎 養と を 有つ 者に あら ざれば 

彼の 哲學 を產 出す る 事 は出來 たい。 彼の 汎神敎 は 世の 謂 汎神敎 とは異 ふ。 彼 は 萬 物 は 神な りと は 言 

はない、 神 は 萬 物な りと 云 ふ。 そして 二者の 間に： 大地の 差が ある。 まことに ノ ー バ リスが 言へ るが 如 

く、 ス ピノ ー ザ は 「神に 醉 へる 人」 であった。 神の 內 に 浸った 人であった。 そして 其 神が 彼の 祖先の 

神、 卽ち アブラハム、 モ ー セ、 ィザャ 等の 神で あるから 嬉しい。 

八月 三日 (土) 半晴 不消化 を 起し 終日 怏々 として 樂 ますであった。 誠に 濟 まない 事で ある。 此 

美 はしき 天然の 內に 置かれ、 涼しき 風に 吹かれながら、 自分の 不注意よ りして 此 不快 を 招く。 不養生 

はたし かに 罪惡 である。 それが 爲に身 を 害 ひ 心 を 汚す こと 幾許なる 乎 を 知らす。 大に愼 むべき 事で あ 

る 0 

八月 四日 (日) 晴 朝早く 起きて 嘵の星 を 見た。 高原 特種の 莊觀 である。 昴 宿、 ハイ ャ デス 等の 

冬の 星が 旣に 出揃 ふて ゐる。 土用 半ばに 秋風 ぞ 吹く 位ゐ でない、 土用 未だ 過ぎざる に 冬 天 現 はるで あ 

る。 星 を觀て 後に 温泉に 浸り、 八月 號の 校正 を^ました。 老 記者の 幸福 此上 なしで ある。 午後 大 雷雨 

あり、 終に 我が 借り ゐる 家に 落雷した。 避雷針の 備附 ありし に 由り 事 無き を 得た。 其 瞬間 は 差した る 

事と 思はなかった。 後に 隣人の 見舞 を 受けて 頗る 危險 でありし 事が 判明った。 人生 は 凡て 斯ん たもの 

であらう 0 
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八月 五日 (月) 晴 今年 始めて 輕井 滞に 行いた。 東京の N の 出張所であって、 夏の バビロン であ 

る。 に はんらす して 歸 つて 来た。 米阈雜 誌の 報す る 所に 依れば 合衆國 政府が 國內に 於け る 犯罪 取締 

りの 爲に 費す 金 は 勿 驚 毎年 百 三十 億 弗で あると 云 ふ。 毎年 人： I 十 萬 人に 對し七 人 の^人 犯が 行 はれ、 

ラ ろつ 

英 W に比べ 五十 倍の 多數 であると 云 ふ。 紐 育 市に は 三 萬 人、 市 俄 古市に は 一 萬 人の 前科者が 彷 ^si てゐ 

ると 云 ふ。 實に 恐ろしい 國 である。 米 國人は 今や 黃 金の 海に 游泳して ゐ ると 同時に 盗賊の 巢に 住んで 

ゐる。 此んな 不安な 國は 世界中 何處 にもない。 社會 事業 も W もあった もので たい。 日本 惡 しと 雖も米 

闽程惡 くない。 宜敎師 は 日本より 米國へ 向け. 送らねば ならぬ。 

八月 六日 (火) 晴 久 振りに て 雷鳴な く、 靜 かなる 善き であった。 少しく 秋ら しくな つた。 落 

葉 松 は 黄ばみ 出した。 空 晴れて 淺 間の 歸は 手に 取る やうに 見える。 隨 つて 好き 思想 も 出る。 獨り 天然 

と共に 在る は祌と 偕に 在る と 同じで ある。 今朝 はョ H ルの 預言 書 全部 を 讀んで 其 意味 は 註解 書な くし 

て 能く 判明った。 隣. X の定 ちゃんが 遊びに 来て、 それが若し我家の正ちゃんでぁったならばさぞー，^^ 

つたら うと 思うた。 へ ー ゲル， 捋學 の莊大 なる に 打 たれた。 哲學 組織と して 缺點 多から うが、 思惟の 業 

として 之れ 以上に 莊大 なる 者 は あるまい と 思うた。 此んな 事を爲 して 樂 しき 一 日 を 終った。 

八月 七日 (水) 晴 輕 井澤より 三人の 訪問客が あった。 休暇と は 云 ふ もの i 差した る 事を爲 さす 

して； 母 日 を 〈$| る ことの 勿體 なさ を 痛感す る。 但し 頭腦を 休む る の 結 架と して 良き 思想の 績々 として 浮 

ぴ 出る は事實 である。 時には 休む 事、 遊ぶ 事が 利益で も あり^ 義務で ある。 


\ 月 八日 (木) 晴 山地に 來 てより 滿ニ週 問で ある。 日本 內 地の 夏の 長き ことよ。 或 人より 思想 

惡 化の 實況を 聞き 今更な がらに 驚いた。 自分 を亂臣 賊子と 呼んだ 時は疾 くに 過ぎて、 今や 共 產黨の 露 

國を 模範と して 我國 をして 之に 傚 はし めんと する 日本人が 比較的 多數 あると 聞い て 呆れざる を 得ない。 

書に 「イスラ H ルの 患難の 口」 と 云 ふが あるが、 今や 「日本 民族の ま 難の H:」 であると 稱 して 可 か 

らう。 若し ra 十 年 前に 日 木 人が 自分の 聲を 聞いて キリス トの敎 を 受けて 吳れ たなら ば、 今日 是程惡 く 

成って ゐ なかった と 思 ふ。 

八月 九日 (金) 晴 暴氣引 績き强 し。 昨日 東京の 溫度 九十 六 度 三分であった。 今日 米國ュ ユオン 

神學 校敎授 A .  C  • マク ギフ ハ ト氏著 『近代 宗敎 思想の 發達』 を讀 了った。 三百 十 頁の 中册 であって、 

厶厶  < "厶  <" 厶  <:△ 厶厶厶 AAAAAIAA うちこ は A  A  A  A  A 

博學の 跡歷々 たる ものが ある。 詮 じつめ る 所、 舊來の 敎會の 立場 は 完全に 打壞 されて 了った と 云 ふの 

である。 是 では 無敎會 信者 も 大手 を 振って 横行す る 事が 出来る。 自分 等 を 異端 呼 はりす る敎 参の 人達 

は宣 しく 此書 を精讀 すべきで ある。 自分 等なら すして、 大哲學 者、 大 思想 クぉ 等が 寄って 集って 敎會の 

立場 を 掘 崩した 事を發 見す るで あらう。 敎會の 破 壤者は 敎會. s: に 在る。 彼等 は 其 事に 氣附 かないので 

ある 乎。 

八月 十日 (土) 晴 涼しい 好い 口であった" 此三 ヶ月 程 預言 書の み 讀み來 りしが、 今 曰で 一先 づ 

切上げ、 創 ゆ 記に 移った。 其 第一章 を讀ん だ。 何百 遍讀ん だか 知らないが、 今日は 叉 復其內 にいく つ 
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かの 新しき 意味 を發 見した。 一種 獨特の 宇宙 剖 造 記で ある。 如 此き者 他に 在るな しで ある。 莊嚴 であ 

る。 深遠で ある。 之 を isf.^ る ユダヤ人の 俾說と 見る 敎會の 神 學者は 何者 乎。 窓 前に 煙 を 噴きながら 聳 

ゆる 淺問 火山 以上に 莊嚴 偉大で ある。 

月 十 一 日 (日) 晴 靜 かなる 集會 なしの 日曜日で ある。 秋草が 澤 山に き 出した。 為が 唐松の 

林に 囀って ゐる。 雷が 淺間 山の 歸 近く 轟いて ゐる、 或は 我等 を 見舞 ふか も 知れぬ。 リッチ H ル神學 に 

就いて 一誠んだ。 莊大 にして 健全なる 思想で ある。 英米 敎會の 祌學者 は 全 體に之 を 嫌 ふが、 自分 は 之に 

深甚の 共鳴 を 禁じ 得ない。 所謂 倫理 祌學 である。 義と愛と同情との無ぃ！^に宗敎；^^しと云ふカ ン 卜の 

立場 を 更に 擴張 したる 者で ある。 英米 祌學 一 名 之 を 成功 神 學と稱 して 可から う。 うまく さ へ I 仃 けば 3： 

で も 可い と 云 ふ. 神學 で ある。 故に 英米 宣敎師 は 東洋 に 於 て 多く の 如何 は しき 基督 信者 を 作 つた。 實に 

怪しからん 事で ある。 

八月 十二 日 (月) 晴 相 變らす 雷雨が あった。 ボッ ボッと 訪問客が ある、 俗談 を 交へ る、 敎會談 

にまで 及ぶ。 山に 在り 樹と 鳥と を 友に して 折角 潔め し 心 を？^ さる。 まことに 不倫 快 千 萬で ある。 聞く 

柏木の 留守宅に 於て、 不在 半 ヶ月に して 訪問者 は 僅かに 親類の^ 一人な りしと 云 ふ" 何故に 山にまで 

俗談 を 持 運ばねば ならぬ 乎。 ァ リスト テレスが 曰 ふが 如くに 「人 は 社交的 動物」 であらう が、 時には 

枇間を 忘れる 方が 宜ぃ ではたい 乎。 社會、 敎會と 聞いて 可 厭に なって 了 ふ。 


^月 十三 日 (火) 半 <!& 涼しき 好き 日であった 。訪問者 一人 もた く、 只 隣り の 刖莊の 秋 ちゃんと 

55 ちゃんとが 遊びに 來た 丈け である。 我が 正ち やん は 遠く 北海道に 在りて 呼べ ども 来らす、 それの み 

は 悲しく ある。 自分 は獨り 置いて 貰へば 心が 落附 いて 有效 的に 能く 働く。 今日 もべ ンが 能く 動いた C 

善き 思想 は 窓 下 を 流る.^ 淸 泉の 如くに 滾々 として 湧出て 止まない。 幸福なる 單獨 よ、 願 ふ汝の 我が 終 

生の 友た らんこと を。 

八月 十四日 (水) 曇 プラト ー の靈魂 不滅 論に 關 する ジョ H ット 氏の 評論 を讀ん だ。 然れ ども 凡 

ての 場合に 於て 本文の 方が 評論よりも 遙 かに 面白く 且 コンビ ン シン グ (得心せ しむる) である。 近頃 

は 毎朝 註解な しに 創世記 數 章を讀 んでゐ るが、 其方が 信仰 を 益す る こと 遙 かに 多い。 哲人 ソ クラ テ ス 

の 言よりも 彼の 人格の 方が 靈魂 不滅のより 確實 たる 證據 である。 プラト ー は 尊師ソ クラ テスの 人格 を 

畫き 出して、 彼が 死して 死せ ざる 事を證 明した ので ある。 〇 今日 爲 した 最も 善き 事は輕 井澤から 来た 

郵便配達 夫に 冷した 西瓜 を 一 切れ 振舞って やった 事で ある。 是は 聖書 や 祈 C 學を讀 むよりも 遙に 善き 事 

であって、 キリス トは 喜んで 下さった と 信す る。 モット 澤 山に 斯う 云 ふ 善き 事を爲 したい ものである。 

八月 十五 日 (木) 霧 窓 前の 山 櫻に 渡り鳥 (椋鳥？) の 一群が 集來 し、 以 つて 夏旣に 過ぎて 秋の 

我等 を 訪れる を 知った。 創世記 第 十五 章 以下 數 章に アブ ラハ ムの 生涯に 就て 讀み、 信仰 待望の 生涯の 

如何に 贵き乎 を 八/ 更ら ながらに 感じた。 自分 は 理性 を 離れた る 感情 一 方の 宗敎 は大嫌 ひで あるが、 然 

しァ ブラ ハ ムの 如き 確乎 不拔の 信仰の 上に 立てる 人 を 見て は、 信仰の 理性に 遙 かに 優 さる 官能た る を 
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認めざる を 得な い 。 聖書 は 如何に 見 て も遙か に 哲學 以上 である。 

八月 十六 日 (金) 昨夜 大雨。 輕 井澤 滞在の 熊 本 リデル 老嬢が 態々 訪れて 吳れ た。 宣敎師 にして 態 

態 自分 を 訪れて 吳れる 者 は 彼女 一 人で ある。 實に 立派な 英阈 貴婦人で ある。 七十 四 歳の 自分よりも、 

五 年々 長の 老嬢で ある。 此英國 貴婦人が 其 一生 を 我國の 癩病患者の 爲に獻 げたので ある。 日本の 感謝 

であると 同時に 英國 の名譽 である。 山莊の 書齋に 英語 を以 つて 極 々の 事を談 じた。 「基督 敎は 宗敎に 

非す、 祌 よりの 默 示たり」 との 意見に 一 致して 嬉しかった。 wxt を 約し、 相互の 事業の 成功 を 祈って 

刖れ た。 リデル 孃 と相對 する 時に、 自分の 英國嫌 i など ：！！ 虚 かへ 消えて 跡な しであった。 我等の 問に 

唯 キリス ト と^の 可憐なる 人の み存 つた。 

八月 十七 日 (土) 晴 獨り 山莊に 在りて 講演の 草稿 を 書いた。 參考書 は 無い が 周 園の 天然に 勵ま 

されて ぺ ンは 動いて 止まない。 自分の 親類の 通 一 百に 「鑑 三さん は 基督教の 事に は 明るい が、 世間の 事 

に は 疎い」 と 云 ふの が あるが 實に其 通りで ある。 自分に は 世 問の 事 は 少しも 解らない、 或 時 は 凡ての 

人が 皆ん な 善く 見え、 或る 他の 時には 凡ての 人が 皆ん な惡く 見える。 何が 何やら 少しも 解らない、 故 

.'-1  や そこな 

に 常に 騙され、 常に 行り 損 ふて ゐる。 然し 幸に して 聖書の 事 は 少し 解る。 そして 聖書 を學び 聖書 を 語 

る 時に 自分ら しく 感じて 幸福で ある。 自分に は 到底 社會ゃ 敎會の 人に 成る 事 は 出来ない、 成れば 必す 

失收 する。 時に m 心 ふ、 自分の 如き^ 間の 事に 疎い 者が 如何にして 今日まで 生^へ た 乎と。 ギリシャの 

^學 者テ ー ル スは 洗？ f 婦 にまで 馬鹿にされ たと 云 ふが、 自分 も 多く 彼に 勝らない と 思 ふ。 


.^-月十\日 (日) 晴 生溫ぃ 可歐た 日であった。 然し 朝飯前の 高原の 散歩 は 特^で ある。 獨り靜 

に 思 ふ、 五十 年 以上 も 外 國人を 離れた る 日本 特殊の 基督 敎を唱 へても 其 實を舉 ぐる 事 は 出来たかった" 

奮 友 或は 棄敎 し、 棄敎 せざる 者 も 自分と 共に 步む 者はなかった。 今に 至って 自分 獨り 信仰的 ドン キホ 

テ ー を 演じた ので はない 乎と 思 ひ、 時に 憂苦に 堪えざる 者が ある。 然れ ども 翻って 思 ふ、 凡て 大事 は 

先つ 自己 一人 之に 當ら なければ ならない。 自己が 其 爲に斃 る，^ まで 其 成否 を定 むる 事 は 出来ない。 自 

分に 贄成者 一 ん もなかり しとて 失 して はならない。 善 かれ 惡 しかれ 自分の 懷 きし 信仰の 爲に 斃れね 

ばなら ぬ。 て は 其 後の 事で ある。 斯う 思 ふて 淺間山 も、 八ケ嶽 も、 妙 義も藝 科 も 自分の 決心に 贊 成し 

て „4<れ たやう に 思 はれ、 山 莊に歸 りて 攝 りし 半搗 米と 味 i 。汁と より 成る 朝飯が 更らに 一 1^ 美味かった- 

八月 十九 日 (月) 半晴 終日 雜誌 編輯に 從 事した。 獨逸 飛行船 『ッ H ぺ リン 们』 號八 「日 霞 ケ浦着 

と 聞いて 强き感 に 打 たれた。 グ スコダ ガマ や マゼランの 功績 を 思 出した。 斯 かる 事 を 文明の 劃時代的 

進歩と 云 ふ、 然し 人類の 眞の 進歩に は 少しも 成らない ので ある。 人が 騷ぐ 程の 事で ない。 一人の" 5^ 人 

が悔 改めた 時に 天 に 於て 犬なる 悅 びが あると 云 ふ。 

. ^月 二十日 (火) 日本 基督 敎會の 名 敎師高 倉 德太郞 氏 至る 處に 無敎會 主義 を 攻撃 せらる、 出 ■ 

まことに 結 樺で ある。 其 結果と して 日 基 派の 人が 一 人 も 我等の 集會に 来らざる に 至れば 更に 結構で あ 

る。 敎會の 人達 を 我等の 許より 遂 ひやる 爲 丈け にも 無敎 會主龜 唱道 は 必要で ある。 
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八月 二十 一日 (水) 晴 輕 井澤に 行いた。 さすがに 夏の 都で ある。 多くの 名士と 宣教師に 會 うた リ 

自分 等の 居るべき 所でない。 大 なる バビ 口 ン より 其 粹を拔 いて 小なる バビ n ンに 集めた やうな 者で あ 

る。 遊 iir は 到る 所に 繁昌す る。 殊に ゴルフが 上流 社會 の遊戲 である。 彼等 は 遊ぶ 爲に 夏は此 地に 来る 

ので ある。 夕暮に 山麓の 借家に 歸り來 り 「昨日 到 都 城、 歸 來淚滿 巾」 を吟 じた。 斯く言 ひて 聖人 を i 湫 

取る のでたい、 自分の 粗野 を 表白す るので ある。 

八月 二十 二日 (木) 半晴 冷氣 到る。 歐洲 より 飛行船 郵便が 達して 嬉しかった。 差出人 は 瑞西バ 

1 ゼル^ 外國傳 道館ハ ンス. アン ス タイ ン 君であって、 本 月 十一 一日 同巿 受附、 同 十五 日フリ I ドリ ヒ 

ハ ー ヘン 受附、 同 十九 日 東京着で ある。 獨 逸より 四日 目に 東京に 着き、 ゥ イリヤ ム • テルの 國 なる 瑞 

两 より 眞田幸 村の 同なる 信 濃まで 廻送の 日數を 加へ て、 十日に して 通信が 達した ので ある。 世界 は狹 

くな りつ k ある。 

八月 二十 三日 (金) 半晴 昨夜 大雨、 朝 晴れ 爽快。 當沓掛 より 程遠から ぬ 上 州 富 岡に 牧師た る 我 

が 信仰の.； 5< たる 住 谷 天 來君は 自分と 同じく 上 州 人であって、 自分と 里べ ひ漢學 者で ある。 先日 自分より 

無聲無 韻の 詩 一首 を 達り たるに 對し 今日 氏より 本當の 詩が 到来した。 自分の 詩 は 「高 崎 城 を 過ぎて」 

と 題して 左の 如くであった。 

光陰. W 矢 七十 年 世 變時移 今昔 感 


不棄 h 州 武士 魂 獨據 聖書 守 福 昔。 

之に 對し 谷！ の 返 詩 は 左の 如くであった。 •  ， 

學道 說敎 七十 年 物 變星移 歎 逝 川 

秋々 尙在 武士 魂 獨窮聖 經宜福 昔。 

烏 鬼匆々 七十 年 桑田 碧 海 驚變遷 

獨抱上 州 武士 魂 尙據 聖書 福音 宜。 

海老で 鲷を 釣った とは此 事で あらう。 縱令 一 人たり とも 武士 魂 を 解し 得る 敎會の 牧師の 我國に 存在す 

る を 感謝す る。 序に 「上 州氣 質」 と 題す る 駄句 一 首 を 載す。 

天地 を 劈く ばかり 鳴る 神の 

あと は 空 井に か i る 明月 

八月 二十四日 (土) 曇 冷 1浙 来る。 自分の 此 所に 居る 事が 判明して 急に 來 客が 殖えた。 病 氣の爲 

に は 宜しくたい、 然し 鮮慮 多き 此 世に 在りて は絕對 的安靜 は 望まれない。 樹と 鳥と 詩と 歌と 聖書と 希 

腺 哲學と 丈， けで ：！： を 送る 譯に 行かない。 然し 自分の 仕事 も ある ことなれば 健：^ が 大いに 氣遣 はる. -。 

欲しい 者 は 平和で ある、 「平和よ、 平和よ、 くしき 平和よ」 である。 

八月 二十 五日 (日) 半晴 今 囘我圃 訪問の 大 飛行船 『ツエ ペリン 伯』 號、 其 他の 事實に 由り 獨逸 

復與の 兆が 明かに 見えて 嬉しく ある。 何しろ ル， - テルの 獨逸 である、 此國の 興亡 は 我が 立場に 關 係す 
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る。 ブ D テスタ ント 主義 は 亡びない、 n 本に 於て 更に 發達 を遂 ぐるで あらう。 獨逸萬 歳、 プ 口 テスタ 

ン 卜に 義萬歳 である。 

八月 二十 六日 (月) 曇 引 緩き： 州淺問 山の 南 麓^ 掛に 在る。 四 園 はメッ キリと 秋 景色に 成った。 

外より 觀た 天然 は赏に 美く しく ある。 然し 少しく 其裘を 窺へば 慘憎 たる 狀の實 に堪へ 難き ものが ある. > 

殊に：： 比 蟲界の 生,！^ 兢 (舟と 來 たらば 見る に 忍びざる 者が 多い。 蜘姝、 蜋、 虻、 ^、 蛾、 蝶、 其 他 

i! 々様々 の蟲 類が ガ； に 相 欺き、 相殺し、 相 貪む の 狀は實 に 地獄 其 物で ある。 善美 どころではない、 醜 

惡の 極で ある。 そして 人 問 社會も 多く 之に raji ハら ない と 忍 ふ。 文明 文化と 稱 する は 僅かに 其 表面に 過ぎ 

ない。 皮！ 枚剝 げば 其 下に は 醜惡の 見る に堪 へざる 者が ある。 惡み、 嫉み、 斃し、 奪 ひ、 殺す。 人 問 

も 亦 3 比蟲と 多く 異ら ない、 然り、 多くの 昆蟲 以上に 殘虐 である。 夕暮 毎に 網 を 引いて 生 W を 捕 ふ 蜘蛛 

の 如き 男 も 女も澤 山に 居る。 如斯 くにして 天然 は 決して 人類の 善き 敎師 でない。 我等 は 天然に 學 ばす 

して 神に 學ば ねばならぬ。 他 を 殺して 自 から 生く るので はない、 自己の 如くに 他 を 愛する ので ある-" 

此！ z 記 を 書きつ、 ある 問に 一 疋の淺 間 蟻が 自分の 足に 這 ひ 上り、 强く 之を楚 した。 痛き こと 極まりな 

し。 兩足 共に 害 蟲に楚 されし 痕 にて 一 杯で ある。 一 首 あり 

淺間 山麓の 風は淸 けれど 

虻と 蟻と に 整 さる 苦し さ。 


八月 二十 七日 (火) 晴 R 本 は 大體に 小人 國 である、 其 基督 敎界 なる 者 は 主として 小人の 社會で 

ある。 斯 かる！： と 社 <t: とに 在りて 何人も 小人に 成り 了らざる を 得ない。 玆に 於て か 我等 は 何 かの 方法 

に 依り 偉大 性 を 養 ふの 必要が ある。 直に 偉人に 接する が 最良の 方法た るに 相違な しと 雖も、 小人 國に 

偉人の ゐ やう 普な く、 依て 止む を 得す 之 を 史上に 探る より 他に 途 がない。 そして 幸に して 神 は 幾多の 

偉ん をん 類に 賜 ひ、 彼等が 遺せし 思想と 事蹟と に 於て 彼等に 接する の 機會を 我等 各自に 與へ 給うた。 

断く して 我等 何ん も 小人と して 一生 を 終る 必要 は 少しもない。 朝に 聖書、 ル ー テル、 ミルトン を讀 み- 

シ に 孔子、 へ 。ド ー タス、 プラト ー を繙 きて 我等 は 毎日 偉大 性 を 養 ふこと が出來 る。 同時に 注意す ベ 

きは大 新聞と 稱 する 實は小 新聞、 大雜 誌と 稱 する 小 雜 誌に 成るべく 目 を觸れ ざる 事で ある。 殊に 小人 

との 接觸を 避く る 事で ある。 小人 は 貧者、 無學 者、 無智 者の 謂で はない、 宇宙人 生の 缺點が 見えて 其 

美點 を！？ I め 得ない 者で ある。 惡 魔が 小人の 模範であって、 祌が 偉人の 典型で ある。 日 木に 偉人 は 無き 

も 小 W が 在る。 有難い 事で ある。 

八月 二十 八日 (水) 晴 秋 は 高原 を 訪れ、 爽快 窮まりな き 日であった。 東京より 書記 役の 石 原 兵 

永^ 來り、 手紙の 返辭を 大分 片附 けて。 I 犬れ た。 杖を庞 いて 杏掛驛 まで 散步 した。 秋 天に 淸姿 を聳 ゆる 

淺間山 を 仰ぎながら 色々 の 事を考 へた。 其 一 は 以来 死ぬ 時まで 新約 書 は 語ら じとの 事であった。 新 

約 を 語れば こそ 敎會と 衝突す るので ある。 新約 を 語らす 舊約を 語れば 自分 も氣 持が 好く， 敎會 と爭ふ 

機會も 起らない。 創世記より マ ラキ， 書まで が 自分 獨特の 領分で あると E わへば、 平和 の^に 神の 御 fpni を 

語る ことが 出来る。 旣に羅 馬 書の 研究 を 終った 以上、 舊約に退却したりとて思ひ^^す所はなぃ。 ケ よ 
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り 後 ゆ 論 多き 新約 は 之 を 爭論を 愛する 敎會 者に 讓り、 自分 はモ ー セ、 ダビデ、 ソロモン、 預言者 達に 

往く であ" う。 誠に 好き 思附 きで あると m 心 ふ。 

.i- 月 二 ト."^ 日 (木) 晴 蟋蟀が 鳴き 出し 全く 秋 景色に 成った。 輕 井澤より 大分に お 客が 取れて 賑 

かであった。 山 は^々 と 淋しく 成りつ、 ある。 註解な しの 聖書の 味讀が 非常に 有益で ある。 

八月 三十日 (金) 晴 冷氣遽 かに 到る。 主婦 は 月末 勘定 支 拂の爲 に 柏木に 歸 つた。 自分 獨り 山に 

殘 され、 创世記 第五 章と 云 ふ 難物 を 相手に  一 R を 送った。 人生の 夕 幕に 臨んで 益々 切 實に感 する は 時 

問の 贵 i な 事で ある。 其 一時 問 を 最も 有益に 同胞 並に 後^の 爲に使 ふ 事が 出来る。 然るに 此 事に 氣附 

かないで 訪問と 稱 して 時 を 無益に 消費せ しむる 人の 多き を 歎かざる を 得ない。 時 は 金な りと 云 ふて 足 

りたい、 時 は 生命で ある、 殊に 老人の 時 は 文字通りに 一 刻 千金で ある。 神よ ボゼレ ー シ ョ ン (煩 困) 

より 我 を 救出し 給へ と 祈らざる を 得ない。 

\ 月 三十 一 日 (土) 半晴 ^に爲 す 事な く、 聖書 考古學 と シリャ 地理 を 研究した。 乾燥無味な 研 

究 では あるが、 舊約 聖書の 側面 觀 として 重要で ある。 信仰 養成の みが 聖書 研究の 目的で ない。 地现と 

史 に 精通 せ ざ 比 *は深 い 眞现 は解ら な い 。 我等は囊々 ァ ラ ビ ャ 砂漠 の 砂を 嚼む の 必要 が ぁ る 。 

九月 I 日 (日) 0 震災記念日 である。 六 年 前に 輕 井澤に 在りて 遙 かに 東天の 火焰に 赤らみし を 


囘想 する。 實に 恐ろしい 日であった。 此は 天譴で あると 言 ひて 近代 人に 笑 はれし を 思 出す。 日本に 取 

り大々 的打擊 であった 事が 今に 至って 益々 明かに なった。 其 刑罰であった 最も 明白なる 證據は 日本人 

が 之に 由つ て 少しも 悔 改めす 益々 奢侈に 流れた 事で ある。 擊 たれて 改めざる 時に 天罰の 天罰た る 事が 

明かになる ので ある。 今に 至つ て 節約 を唱 ふるま でもな く 今頃 は旣 に勤儉 の！：^ に 成って ゐる 害で ある。 

然し 他 を 責めても 仕方がない、 自分 丈け なりと も 天意に 合 ふ 者と 成るべき である。 

九月 二日 (月) 晷 _| 靑山 日本 基督 敎會 牧師 川 添 萬壽得 君の 訪問 を 受けて 有難かった。 君 も 腦神經 

の 疲勞を 病み、 五月 以來高 壇 を 休まれ 居らる k と 聞き 同情に 堪 へなかった。 精神的 事業の 苦勞は 知る 

人ぞ 知る である。 何ん とも 云 ひやう のない なやみで ある。 他人に 自己 を 奪 ひ 去らる k のな やみで ある。 

唯一 人で 堪へ ねばならぬ なやみで ある。 川 添 君に 會 うて 同病 相憐 むの 心が 起り、 君に 同情す ると 共に 

大いに 自分が 慰められた。 

九月 三日 (火) 半晴 有名なる ジョン •  R  • シ ー レ— 敎授 著の 基督 傅 ECCE  HOMO  C 此人 

を^よ、 理想の 人) を讀み 始めた。 面， 曰くって 止められない。 初めの 百 二十 頁 を 綾け ざまに 請んで 了 

つた。 シ. ー リ ー 氏 は 英國の 史學の 泰斗であって、 牧師 叉 は祌學 者で ない。 故に その 觀る 所が 平信徒 的 

で 公平で ある。 而 かも キリス 卜に 對 する 敬虔の 念に 至って は 如何なる 敎職 にも 一 步 を讓ら ない。 其英 

文 は 典型的で ある、 以 つて 英文 學 研究の 資料と 成す に 足る。 一八 六 五 年の 出版であって 自分の 四 歳の 

時に 初めて に 出た 者で ある。 英國 人に 由って 著された る 最善の 基督 傳 であらう。 永く 其 名 を 聞いて 

一 ん •■ 九 年  <K 九 


H  ^< の * 涯  八 六 o 

居て 今日 初めて 之 を讀み 始めた。 誠に. E. 譯 ない 次第で ある。 英文 を 解し 得る 基督 信者 は： 1： を讀 ますと 

も此書 丈け は讀 むべき であると 思 ふ。 

九月 四日 (水) 0 午後 雷雨 あり。 ペンと 原稿紙 を 相手に 今日 も 一日 を 過した。 福 昔 を 說く事 は 

少しも 苦勞 でない が、 それが 機會と 成りて 種々 の 人事に 携ら せらる、 のが 厭で 堪 らたい。 今 n の： 《 本 

人に 純眞理 とか 純 信仰と か稱 すべき 者 はない、 凡てが 人と 人との 關係 である。 故に 信仰と 共に 多くの 

面倒なる 問題が 起る。 我等の 集會に 於て さへ 二つ か 三つ、 何 か 厥な 問題の 絶えた 事 はない。 敎會を 嫌 

ふと 稱 する 彼等まで が 明白なる 敎會を 作り つ、 ある。 眞の 無敎會 信者た るの 如何に 難き よで ある 3 

九月 五日 (木) 雨 主婦 柏木より 歸る。 ヨハネ 傳八章 一 11 一節が 新たに 心に 浮び 嬉しく つて 堪 

らす、 ベン を 取って テ ー ブルに 對し、 終日 か& つて 感想 を 記いた。 いくら 心に 決ても 新約に 還らぬ 譯 

に は 行かぬ。 罪の 赦 しの 福 昔 は 新約に 於て 在る。 敎會 と宗敎 家の キリスト は 要らたい が、 人の 友な 

O00OO00OO000OOOOO00 

るィ H スを 離れる 事 は 出来ない。 敎會 化されざる ィ H ス 程 慕 はしい 人 はない。 ィ H スが祌 の 一 子た る 

證據は 彼が 最も 人らしい 所に 於て 在る。 彼 は 敎會の キリストと は 全く 異 つたる 方で ある。 

九月 六日 (金) 曇 大 問題で 休めた 頭 腦を小 問題で 惱 ませら る。 大 問題なら ば 何でも 持って 來ぃ 

である- シ， - レルの r 眞の 神を發 見した 時に 造物主 は 消えて 了 ふ」 たど はまこと に 結構で ある。 然し 

此^の 小 問題に 就て は 何とも 判斷の 下し やうがない。 然るに 大 問題 を 持 込む 者 はなく して、 小 問題 を 


擔 込む 者 は隨分 ある。 鳴 呼 我れ 禍 ひなる 哉で ある。 

九月 七日 (土) 雨 四面 寂と して 聲 なしと 云ふ狀 態で ある。 雨が 降って 鳥 さへ も 出て 来ない。 有 

名なる EcdE  HOMO の 有名なる 第 十四 章を讀 み、 今更な がらに 自分の 價 値な きを 感じた。 主よ 此益 

なき 下僕 を 憐み耠 へと 叫ぶ より 他に 一一 一一 C 葉がない。 自分が 若し クリスチャンの 名 を 冒し 得るならば、 キ 

リ ス トの 足下に 平伏して 罪の 赦しを 乞 ふ 者で あるから である。 そして 此 態度に 出る 者 を 彼 は 決して 逐 

ひやり 給 はない 事 を 知りて 感謝で ある。 『ヱ クシ ，ホモ』 の 第 ト四章 は 何人も 讀 むべき 一 章で あると 

Ij  一一  n する 0 

九月 八日 (日) 雨 冷 氣に襲 はれて 山 は 益々 淋しく たり、 我 .ikf に 女中と 共に 三人に 成り、 今日は 

靜 にして 文字通りの 安息日であった。 朝 は 家の 者 二人に 對し 「キリスト は 何故に 私 を 愛し 給 ふ 乎」 ，-, - 

題す る感 話の 原稿 を 讀んで 聞かした。 本當に キリスト を 知る 時に、 宗教の 先生な どに 決して 成る もの 

でな く、 又 成り 得ない 事 を 痛感す る。 今日まで 教職 見えた 事を爲 したの は 止む を 得ざる に 出た ので あ 

あや t ち 

る。 今に 至り 「主よ 我が 過失 を赦し 給へ」 とも、 「主よ 汝は我 を 欺き 給へ り」 とも 言 ふ 事が 出来る。 

九月 九日 (月) 霧 朝鮮 城津の 徐昌濟 君より 左の 如き ハガキ を 接って 吳れ た。 

泰熔 氏の 主幹 『靈と 眞理』 の內に 曰く 「 …… 日本の. 2： 村鑑三 氏の 著書 を耽讀 した 事 どんなに 有益 

であった 乎 を 知らない C その 時に 余 は 彼の 內に 在り 彼 は 余の におる が 如く、 彼の 言葉 は 余の 心の 
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奥底 ま でに 響 渡った のであった。 其 時に 彼の 偉 火なる 使徒の 呼吸 を 余の 呼吸と しながら 彼に 學んだ 

事 は 今に 到り それ を囘 顧す るの みで も 爽快な 事で ある。 彼に 學んで 基礎 を 据えた 事が 無かった たら 

ば 余の 今日の 基督 敎は 無かった ので あらう。 余 は 彼に 言ひ盡 されぬ 感謝 を感 する 者で ある」 と あり 

ます。 同じ 感想と じ 感謝 を 私 は 同じ 先生に 屮 述べます。 

「偉大 云々」 は^として 是は實 に 有難い 通知で ある。 自分 は此ん なに 深く 自分の 著書 を 讀んで 吳れた 

者の 在る 事 を 今日まで 知らなかった。 そして 其 人が 朝鮮の 人で あるから 殊に 有難い。 自分の 說 きし； i 

音 は 日本. 5： 地 に 於て よ り も 大陸 方面に 於 て より 善き 果 を 結 ぶ で あ ら うと は 自分 の 常に 期待し て ゐる所 

である。 

九月 十日 (火) 雨 山莊に 雨に 降り こめられ 陰 事窮 りたし、 た て 身體を 休める のみで あ 

つた。 去る 八日の 柏木に 於け る 今秋 第一 囘の 集會に 於て 百 六十 七 人の 來會者 あり、 塚 本の 講演の 後に 

自分の それの 代讀 ありて 盛會 でありし との 報知が あった。 

九月 十 一日 (水) 雨 今日 も 亦 雨、 講演 一 囘 分の 草稿と 歐洲へ 書面 一 通 書いた 外に 何も 爲さ たか 

つた。 ジ ヤン • ジャック • ルッソ ー に 就いて 考 へた。 愛すべく 親しむべき 人 は 彼で ある。 彼 は 缺點だ 

ら けの 人であった、 然れ ども 人道の 闘士であった。 彼 は キリストの 一面 を 能く 現 はした 人であった。 

哲學者 カントが 特に 彼に 私淑した 理由が 能く 判明る。 今日歐洲婦人^«!^^史に書を飛してルッソ ーの肖 

像 m お 一 枚の 寄贈 を依賴 した。 力 ン トが爲 した 如く 彼 を 自分の 書 齋に迎 へんが 爲 である。 


九月 十二 日 (木) 雨 引 緩き 雨で ある。 初冬の 寒さが 来た。 湯當 り、 塞さ當 りで 昨夜 は少々 困ん 

だ。 今日は 終日 床に 就いて 休んだ。 外國雜 誌に 目を通う して 英國に 於け る 勞働黨 の 政策が 着々 功を奏 

する を 讀んで 嬉しかった。 戰 (伞廢 止 は 決して 不可能で ない と 信す る。 神 は 凡ての 平和運動 を 祝福し 給 

ふ。 キリストの 再臨 を 班 判 的に のみ 見る 必要 はない。 人が 謹んで 神の 敎に從 へば 冉 臨 は 乎 和 的に 行 は 

る- -に 相違ない。 預言 はすべ て 條件附 きで ある。 叛 けば 判從 へば 恩惠 である。 そして 我等 は搏 臨の 

恩惠 的に 行 はる、 やう 祈り 且努 むべき である。 

九月 十三 日 (金) 半晴 一週 問 振りで 日光 を 見た 。天地が 新たに 生れた やうに 感じた。 〇 我等 此 

所 四 五 年、 年 一度 山形 縣小圃 鄉に傅 道 者 を 送る。 日本々 土で 今日までの 所、 交通の 最も 不便なる 所 

と 思 ふからで ある。 今年 も ニ學士 より 成る 傳道隊 を 達り し 所、 其 第二 信 は 左の 如くであった。 

拜啓、 玉 川で 着いた 曰の 午後 子供の 爲に 集り を 致しました。 新しい 讚美歌 は敎 へないで 去年の をォ 

ル ガンに 合せて 歌 ひました。 割合に 善く 憶へ て 居ます。 叉 善く 話 を 聞いて 吳れ ました" 夕方 二人の 

靑 年と 話 を 致しました。 翌日 朝 叉 子供に 話して 後に 出發、 自働 車で 小國本 村へ 參 りました。 此 所で 

は學 校で 二十 名 許の 子供に 話 を 致しました。 大部分 昨年 最後まで 集りに 出た 子供で 厶 います。 子供 

等の 心に 私共の 話が 深く 印象され て 居る やうです。 

傳 道と 云 ふ 程の 傳道 でない、 然し ィ H スの名 を 聞いた 事の たい子 供ゃ靑 年に 彼 を 紹介す る は 決して 小 

なる 事業で たいと；；： る。 如此 くにして 數 年を經 ば、 必 すゃ此 僻陬の 地よりも； 大國に 或る 果を 結ぶ で 
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あらう。 

九月 十四日 (土) 晴 秋晴れの i^; 大 1^ である。 爽快 霄 はん 方な し。 上 州 常 M の 住 谷天來 せが 尋ね 

て吳れ た。 一 ； 時問談 じて 去った。 聖書、 傳道、 屮江 藤樹、 び 藤 仁 齋、 大， M 中齋、 佐 藤 一 齋、 莊子、 墨 

子等に 就て 話した。 上 州 人が 上 州 人と 語る 時に 3： の 心配 もない、 上 州 人 は 自己 を 包む 事 を 知らない、 

リんな サラケ 出して 了 ふ、 故に 他國 人に 馬鹿にされる。 今日は 山莊に f!g 間 山 を 眺めながら、 栗 J_ ？; や、 

,:z 樺 君 や、 楓 や、 胡桃 君 やに 取！： まれて、 大聲に 宇宙人 生を談 する 事が 屮 Z 来て、 久报 りの 談話の 饗 

宴であった。 

九月 十五 日 (日) 晴 朝早く 小 國傳道 組の 歸途 訪問が あり、 朝飯 を 終へ て 家族 を 合せて 總て五 人、 

共に^^ロを守った。 m 舍傳 道の 必要と 樂 しさ を 語り合うた。 愈々 明日 山莊 引上げと 決した。 火 體に於 

て 善き 休養であった。 七 週間に 涉り 一度 も 公的 築會を 開かす、 それ 丈け でも 大 なる 休養であった。 澤 

山に 讚み、 澤 山に 書いた。 人生 與 へて 計り ゐては 駄目で ある、 時には 全然 受者 にならねば 不可い。 靑 

年 時代より 何んでも 働かねば ならぬ と 計り 思 ひしが 故に， 敎會の 策士に は 利用せられ、 人に は 馬鹿に 

され、 身體を 痛め、 精神 を 疲らした。 それにしても 惡ぃ奴 は 策士 共で ある。 彼等 は 人 を 使 ふに 巧みに 

して、 人に 使 はれん と 欲する 誠實 がない。 彼等 を 放逐す るまで は 信仰 は榮 えない。 

九月 十六 日 (月) 晴 今より 3 を 去りて 五十 日 振りに て 家に 歸 らんと す。 變貌の 山 を 下りて 平地 


にド らんと する やうな 感 がする。 「主よ 此 所に 在る は 好し」 である。 然し 主 は 我と 偕に 在し、 我に 智 

慧と 能力と を 下し 給 ふ。 彼れ 我と 偕に 在して 我 は 恐れす して 地獄 其 物へ なりと も往く 事が 出來 る。 〇 

^後 ニ時沓 掛を發 し、 八 時 柏木に 歸 つた。 

九月 十七 日 (火) 晴 久报 りに て 家に 歸り、 樹は 乏しく 鳥 は 居ない が 奮き 友なる 書籍 は 居て 我が 

歸るを 待って ゐ て吳れ た。 其內 留守中に 到來 したる 新 額 もあって、 今朝 起る 早々 其 數十頁 を 貪った。 

唯ィ ツモながら 人間の 多い のに は 驚く。 今や 大 東京に 五 百 萬の 人口 ありと 云 ふ。 此 大衆の 内に 人り て 

個人性 はド コ かへ 失せて 了 ふやう に感 やる。 大 著述の 援助 を藉 りて 我が-直 魂の 獨立を 維持す るまで 

ある。 

九月 十八 日 (水) 半晴 都 も 山と 異ならす 讀 書の 好 時節で ある。 ィザャ 書 五十 三 章の 研究 並に ル 

ッソ ー 傳の 復讀で 有益た る 時 を 有った。 今曉ー 時 東京に て 震動 を 感じた。 新聞紙に て それ は淺問 山の 

爆發 であった 事 を 知った。 若し 其 麓に 在りし ならば 强く 感じた 事で あらう。 一 夏に 落雷と 噴火と に攻 

めら れて はャリ 切れない。 早く 引上げて 好かった。 自分の 生涯に も 今頃に 成って 少し 運が 向いて 來た 

やうで ある。 

九月 十九 日 (木) 半晴 暴氣 や、 强し。 新聞紙 は 疑獄の 報道 を以 つて 充っ。 日本の 社會に 今や 健 

全なる 所た きが 如し 「賣 勳」 と 云 ふ 熟語 を さへ 見る に 至った。 或 種の 賄赂を 以てする に 非れば 何事 も 
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.爲 し 得ざる が 如し。 大 洪水 將 さに 至らん とす。 然れ ども 我等に イエ スの方 % あり、 我等 は 安心して 洪 

水に 對 する 事が 出来る。 

九月 二十日 (金) 曇 、、テビット • バロン 氏の ィザャ 書 五十 三 章の 解 釋 に 神 魂 を 奪 はれつ、 ある。 

ユダヤ人の 聖書の 見方に 他國 人の 到底 及ばざる 所の 者が ある。 神が 如 此き人 を 起して、 我等に Ml- のキ 

リスト を 示し 給 ふ 事 を 感謝す る。 餘 りに 面白く して 病氣も 何時か 忘れて 了うた。 然し 再び 元の 自己に 

歸る 時に 今日の 自分の 肉體の 決して 一 一三 年 前の それで 無い 事に 氣が附 く。 然し 朝に 道を聽 いて 夕に 死 

すと も 可な りで ある。 ゲ ー テの 如くに 最後まで 光 を 欲求して 一生 を 終るべき である。 

九月 二十 一日 (土) 雨 愈々 長い 夏休みが 濟ん だ。 明日から また 秋の 仕事が 始まる。 もう 一 度 や 

つて 見る ま で^ある。 是が 最後の 努力で ある、 そして 最後で あっても 悲しくない。 人生の 善き 戰を鬪 

ふ 事が 出來 て 感謝 である。 多分 日本人 中、 如何なる 高位 高官 の 人 で も 自分 が 今日 持つ やうな 深い 感謝 

を 持つ 者 は あるまい。 闘 ひ 苦んだ 甲斐が 充分に ある。 

九月 二十 二日 (日) 雨 秋の 集 會が始 つた。 午前と 午後 を 併せて 三百 五六 十 人の 來會 者が あった" 

小 國傳道 隊の傳 道報吿 があった。 自分 は 其 後 を 受けて、 午前 は 「社 會 事業と して 見た る 聖書 研究」 と 

題し、 午後 は 「聖書 研究の 目的」 に 就て 自分の 感想 を 述べた。 各 四十 分 餘に涉 りし も 左程に 疲 勞を覺 

えなかった。 若し 是れで 行けば Z たもので ある。 聖書 研究の 目的 はィ H ス キリスト を 知る に 在り (ョ 


ハネ傳 五 章 三 九、 gl〇 節) と 言 ふて 凡て を 言ひ盡 したので あると 思 ふ。 ィ H スを 知る のが 眞の 生命で 

ある。 ^に 神學 も敎義 もあった 者で ない。 「人なる ィ H ス キリスト」 彼 を 知り 得ば 人 は 凡て 滿足 する 

ので ある。 

九月 二十 三日 (月) 半晴 差した る疲 勞を覺 えなかった。 曰學 者の 道樂 なる 聖書 考古學 に 目 を 

爆ら して 心神の 休養 を 計った。 叉 思うた、 世に 恐るべき 者と て キリスト 拔 きの 西洋文明の 如き はない. 

此は 個人と 國 家と 社 會とを 破壊せ すして は 止まない。 西洋文明 は劇藥 であって キリス 卜の 福音が 其 唯 

一 の 解毒 劑 である。 今 H まで 西洋文明の 滅す 所と 成りし 國家も 人 も 許 多あった。 そして 日本 は 今や 此 

毒 を 多量に 飮 みつ、 ある、 そして 支那 も 日本に 傚 ひ 之を飮 まんと しつ、 ある。 土 耳 古 も ァフガ 一一 スタ 

ンも 同じ 毒を飮 まんと しつ、 ある。 危險 極まりなし である。 キリスト を 斥けて 西洋文明 を迎 へて 自か 

ら死 を^ぎ つ k ある。 之 を 思うて 戰慄 がする。 

九月 二十四日 (火) 晴 或 人が 左の 書 を 送って 吳れ た。 

謹啓 貴誌 讀者 〇〇〇〇〇 儀 去る 八月 卄 六日 午前 七 時 召されました、 行年 卄九 歲。 彼 は 〇〇〇 大舉 

在 學當時 病 を 得て 以來 極めて 弱 身で 厶 いました。 家產を 傾けた 彼の 長兄と 其 家族と を 具して 上京し 

ましたの は 大正 十四 年でした。 某所に 細い 給料で 働き、 よく 一家 を 支へ、 そして 心から 子供 等 を 愛 

して くれました。 彼 は 無 一一 目でした。 彼の 無 一一 目の 說敎は その 兄に 生命 を與 へ、 自らの 病弱と 戰 つて 遂 

に 召されました。 最近 は 特に 聖書 研究に 沒 頭して 始終 祈って 居ました、 そして 何時も 「近頃 は 非常 
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に 愉快 だ」 と霄 つて 話 は 信仰の 事の みでした。 彼の 遺した 書棚に は 先生 や 先生の 周 園の 方々 の 著書 

のみで^ 滿 して 居ます。 よい 費 物を淺 して くれました。 その 兄と 巾 します の は 拙者で 厶 います。 彼 

は 私 及び 私の  一 {象 の爲に 最後まで 苦しみ 續 けました が、 然し 喜んで 倫 快に 犠牲に 成って くれました。 

ケゃ鮮 かに 私に もィ H ス樣の 十字架 復活が 解りました。 彼に 私 を 救 ふ 手引 をして 下さいました 諸 先 

生に 厚く 御禮巾 上ます。 彼の 意思 を繼 いで 『聖書 之 研究』 は 私 宛御途 り 願 ひます。 先 は 御 報せ 巾 上 

ます。 八月 三十日  〇〇〇〇〇〇 

3： ん と美 はしい 手紙で ない 乎。 斯 かる 報知 を 得て 我が 萎た る 心が 生き返へ るので ある。 我等 も 亦歷々 

預 一一：； " 者と 共に 「我 は 徒然に 脚き、 益な く 空しく 力 を 費し ぬ」 と 叫ぶ こと ありと 雖も (ィ ザャ書 ra 九窜 

W 節)、 その 然ら ざる を 知って 大いに 慰めら る k ので ある。 傅 道 は 名 を 揚げて 勢力 を 得る 爲 でない、 

人 を 救ふ爲 である。 そして 一 人たり とも 救 ふ を 得て 凡ての 勞 苦が 充分に 償 はる、 ので ある。 

九月 二十 五日 (水) 晴 柏木の 「樂 園」 にも 多少の ゴタゴ タは絕 えない。 秋 早々 舊會 員の 一人が 

自分の 爲 せる 事に 對し 抗議 を 巾 a: られ、 其 事が 其 退會と 成って ゴタ附 いて ゐる。 然し 今日の 日本人が 

數 百ん 集合して ゴタの 絶 ゆる 譯 がない。 他に は 有っても 「柏木の 聖會」 に 有って はならない と 云 ふ 人 

があるなら ば、 共 人 は先づ 自分で ゴ タの 起らない 集會を 作って 見る が 可い。 人 を 聖人 攻めに する 事 は 

いが 自分で 聖人と 成る 事 は 難い。 今度の ゴ タも 遠から すして 落附 くで あらう。 


九月 二十 六日 (木) 雨 淺閒 山麓より，；！^ に歸 つて 第 十日で ある。 此 十日 問に 豫想 通り 厭な 事が 起 

つた。 我^^書研究會の舊會員の 一 人が 不滿 の數々 を 申出た。 然し 自分 は 彼の 希望 を 採用す る 事が 出來 

ないから、 彼に 退會 して 貰った。 「先生 は *1 界的 偉人で ある、 故に 斯く爲 せ、 斯く爲 して はならぬ」 

と 云 ふので ある。 世界的 偉人の 爲す 事に 彼れ 是れと 世話 を 燒く人 を 自分 は 「超 世界的 偉人」 と 呼びた 

、，。 斯 かる 人 は 世界的 偉人 以上の 偉人で あらねば ならぬ。 然るに 此阈 には斯 かる 「偉人」 の澤山 居る 

に 驚く、 卽ち 「偉人の^^„^を燒く超偉人」 の 多き に 驚く。 偉人た る禍 なる 哉で ある。 然し 偉人 も 超 偉 

人 もあった もので ない、 人に は それぞれ 神より 授けられ たる 仕事が ある。 其 事に 就て は 他人の 容噪を 

許さない。 去る 者 は 喜んで 去って 貰 ふ。 「我に は此濫 にあらざる 他の 羊 あり」 である (ョ ハネ 傅十窣 

十六 節)。 

九月 二十 七日 (金) 晴 久；^ りに て 銀座へ 行いて 見た。 まことに 珍ら しい 所で ある。 格^に 疲れ 

すして 家に 歸るを 得て 犬なる 鋤み であった"〕 柏木 は 超 世界的 偉人の 屮 I 現に 由って 大いに 緊張した。 聖 

書 を 研 究 し た 丈け では 駄冃 である、 聖靈に 降って いたぐ かねば 研究 は 却って 害 ありて 益な しで あると 

云 ふて 呶 鳴った。 然れ ども 人 を 責めて 實は 自分 を 責めた ので ある。 弟子の は 素々 師の 罪で ある。 自 

分の 敎 へやう が惡ぃ 故に、 消極的な、 善に 勵 ますして 他を責 むる に 熱心なる 弟子 を產 したので ある。 

主よ 先づ 第一 に此 益な ぎ 私 を 惠んで 下さいと 祈らざる を 得ない。 山より 歸 つて 休養 は 激動に 變 じた。 

熱心なる 不平 家 は 先生の 健康な ど は 眼中に 置いて 吳れ ない。 それ を 思 ふと 情けなくなる。 
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九月 二十 八日 (土) 晴 今や 無敎會 主義 も 亦 立派な 敎會 主義と なりつ、 ある。 所謂 無敎會 主義者 

にして 敎 會を資 むる のみなら す 相互 を责 むる 者が ii くない。 曰く 「我れ こそ は 本當の 無敎會 主義者で 

ある」 と。 彼等の 或 者 は 斯く言 ひて 無敎會 主義の 張本人なる .2: 村 先生 を も 責めて 得意で ある。 恰 かも 

獨 逸の ァ十バ プチ ストの 徒が ル ー テル を 責めた と 同じで ある。 玆に 於て か 内 村 先生 彼れ 自身が 此等無 

敎會 主義 輩と 鬪 はざる を 得ざる に 至った。 「世界的 偉人」 に 彼れ 是れと 命令 を 降す 此 等の 「超 世界 

的 偉人」、 無敎會 主義 を內村 先生より 奪って 之 を 己が 所有と なす 人々、 自分 は 今より 彼等の 敵と 成つ 

て鬪 はねば ならぬ。 只 恐ろし いのは クリスチャン である、 彼等 は 「聖 名」 の爲 とたら ば どんな 思 ひ 切 

つたる 事で も爲 す。 メラン タトンが 死ぬ 前に 神 學者を 呪った やうに 自分 もん.' t= の クリスチャン を 呪. ひ 

たくた る。 

九月 二十 九日 (日) 雨 蒸 暑い 重苦しい 日であった。 朝 は 二百 人、 午後 は 百 十 人の 來會 者が あつ 

た： 殊に 午後 を 青年の みの 集 會と爲 したが 故に 非常に 氣 持の 好い 生々 とした 集會と 成った。 長老 達が 

モ ッ ト 自己の 爲を思 はすして 靑年 達の 爲を思 ふて 吳れ たなら ば 今日までに 旣に 善き 集會と 成った もの 

を。 〇 此日政 友 食總 裁前內 閣總理 大臣 男爵 田中義 一 氏が 急死した。 

九月 三十日 (月) 曇 七 百 二十 ミリ メ ー トルと 云 ふ大低 il- 壓は 遠く 太平洋の 東に 去って 束 京 は 安 

全であった， - 又 先週 來 柏木に 起り し 低 氣壓も 去って 萬 事 平 穩に復 した。 宮中に は^ 親王の 御 誕生 あり 

一-、 全都： 歡 喜が 漲った。 搗て >- 加へ て 在 神 戶座古 愛子 女史より 「-2: 村 師の御 全快 を 祝 ひ 侍りて」 と 


題す る 左の 一 首が 到来して からす 我が 傷める 心 を 慰めて 吳れ た。 

枯る 、やと 見えし 老松 葉 は 茂り 

のちの みとり そ 色 まさりけ り 

有難し、 有難し、 人生 を はかなます して、 眞理の 光 を 仰ぎつ、 殘る日 を 歡び樂 むで あらう。 

十月 I 日 (火) 晴 近頃 有名なる 蘇 格 蘭 土の 大學者 II バ ー ト. フリント 著 『歷史 哲學の 歷史』 を 

手に入れ (一八 七 SI 年 版で ある)、 今日 其 第一章 總論 六十 二 頁 を 請み、 小なる 自分が 縦へ 一 日な りと 

雖も 世界 大に 成った やうに 感じた。 著者 は 彼が 四十 歳の 時に 此書を 公け にした ので あるが、 此 靑年哲 

學 者が 如何にして 斯んな 博い 知識と 深い 思想と を 得た か、 其 事 を 思 ふて 驚嘆に 堪 へなかった。 思想の 

健全なる 點に 於て 蘇 格 蘭 土人 は 世界 第一 である。 獨 逸人な どの 到底 及ぶ 所でない。 六 百 頁の 大冊で あ 

る、 多分 今より 二 ヶ月 程ュ ッ タリと 大 思想の 饗宴に 與 かる 事で あらう。 フリン 卜 は 力 ー ライルと 同國 

同 郡、 殆んど 同時代の 人であって、 自分の 晩年に 於て 大敎師 として 自分の 書齋を 見舞 ふて 吳れ たので 

ある。 自分が 蘇 格 蘭 土人に 負 ふ 所、 結大 なりと 言 はざる を 得ない。 

十月 二日 (水) 曇 今日 も 亦歷史 學が 唯一の 思考の 題目であった。 斯 んた大 問題に 捉 はれて、 

他の 問題 はどうで も 可き やうに 思 はれる。 之に 關聯 して 「無 敎會 主義の 積極的 半面」 と 云 ふ 事 を考へ 

させら る。 全人 類 を 敎會と 見る のが 本當の 見方で は あるまい 乎。 選民と 非 選民と 信者と 不信者と 區^ 

する のが 間違で は あるまい 乎。 全人 類 を 敎會と 見て キリスト を 其 首長と して 仰ぐならば、 自分 も其會 
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員た る 桌を辭 さない。 無敎會 主義の 積極的 半面 は 全人 類敎會 主義で あらねば ならぬ。 

十月 I 二日 (木) ft 新聞紙 は 「文 敎の 本家本元に 奇怪な 事件が 綾屮 I、 揉 rm しに 惱む 文部^」 と 題 

する 記事 を揭 ぐ。 腐敗が 文部省に 達すれば 疾病が 國 家の 心臓に 達した ので ある。 然し は 今日 始 つた 

事 で たいと 思 ふ。 文部^ に 活 きた 熱烈 の 道 德の無 いのは w 卜 年 前からの 事 で あ る 。 思想 の 惡化は 憎む 

ベ しとす る も、 惡化を 防. する に 足る の 道德を 普及し 得な か つたの は敎 育の 本元た る 文部省 の 罪で あ 

る。 敎育其 宜しき を 得しなら ば 露西亞 の 赤化 運動 の 如き 容ぉ？ に擊 退し 得 べきで ある。 今に 至って 思想 

を以 つ て 思想に 當 ると 稱 する も、 官立 學 校の 何處に マルク ス 主義に 當り 得る 强间 なる 思想が ある 乎 知 

りたい ものである。 耶蘇 敎を^ 迫す る は 容易で あつたが 共產 主義 を 撃破す る は 容易で ない。 そして 文 

部 省 の 御 役人 様 達が 無益 有害 であると 思 ひし 耶蘇 敎 にの み 共産主義 を擊 消す に 足る 思想が あるの で あ 

る。 ケ でも 遲く はない、 御 役人 樣達は 少しく 西洋の 歷史 哲學を 研究され て は 如何" 

十月 四日 (金) 雨 佛國 の歷史 哲學者 モンテス キア 並に ツル ゴ ー の略傳 並に 思想に 就て 讀ん だ。 

斯 かる 大學者 を^しても 大 革命 を 避く る 事が 出来なかった。 民心が 傾く 時には 如何と もす る 事が 出來 

な い も の と 13^ぇ る 。 〇 直接 自分 の 講演 を 聽く事 を 以 つて 大 たる 特權と 思 ふ 人が 多い。 然し 幾年 も 自分 

G 講演 を 聽 いて 少 し も 自分 を 解 つて 吳れ ない 者が 許 多 ある。 それに 反して 遠方に 在りて 自分の 著書 雜 

誌 を？ hi む 丈け にして よく 自分 を 解かって 吳れる 者が 許 多 ある。 西洋の 諺に 「森に 人る 者 は樹が 見えて 

森が 見えない」 と 云 ふ 事が あるが、 實に其 通りであって、 人に 接近して 却って 其 人 を 誤解す るが 常で 


ある。 今 n までに 幾年 も 自分の 膝下に 在りて 自分の 講演 を聽 きし 者に て 自分に 叛き 去った 者は隨 分に 

多い。 それ を 思 ふて 自分 は 人の 自分より 接に 敎を 聞かん と 欲する 者に 會ふ 時に、 全力 を盡 して 彼が 

自分に 接近せ ざらん こと を勸 む。 人，' n も斯く 一) 一！！ ひて 一 人の 「崇拜 者」 を歸 へして 後に 非常に 嬉し かつ 

た。 • 

十月 五日 (土) 晴 暑氣加 はり 夏の 再來を 見た。 今や 我が 聖書 研究 食の 如何に 不 神聖なる 集會で 

ある 乎 は 次ぎの 一 事に 由て 見ても 判明る。 九月 末日の 調 杏に 依れば、 退會者 は總て 四十 七 名であって、 

其 €： 退會 を屈屮 I た 者 は 僅に 九 名 で 、 殘り の 三十 八 名 は會費 五ケ 月 分 未納 の 故に 除名 さるべき 者で ある Q 

若し 規則 通りに 三ケ 月 分 未納者 を も 除名す るなら ば 六十 名 以上 に 達す るで あら う。 此 人達 は 人會す る 

時には 何れも 懇願 至らざる なく 若し 拒絶 せらる k ならば 生く るの 甲斐な しとまで 極 一一 H せし 人達で ある 

が、 其 去る や 1 木の ハガ キを投 する でな く、 唯自づ から 消えて 了 ふので ある。 そして 斯 かる 人達が 每 

月 十 人 や 二十 人 は あるので ある。 實に 情けない 次第で ある。 然し 是れ 昭和時代の 我 國の社 會狀態 を 示 

す ものであって、 殊更ら に此 人達 をのみ 責 むべき でない。 ん；' ゃ禮 儀の 日本、 誠實の 日本 は 跡 を 絶たん 

としつ、 あるので あれば、 我等 キリス 卜 を 主として 仰ぐ 者は斯 かる 社會に 在りて. 腹 を 立てす に、 忍從 

して 感謝の 生涯 を 送るべき である。 ^に は 我が 柏木の 集會の 「盛大」 を 羨む 者 ありと 聞く が、 羨む ベ 

きに 非す して 憐 むべき である 事 を 玆に吿 白す る 次第で ある。 

十月 六日 (日) 晴 麗 はしの 秋の 聖日であった。 來會者 三百 三人あった。 會員は 大分に 整现 せら 
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れつ k ある。 去る 者 は 去り 留まる 者 は 留まる。 當 分の 間 新 會員を 募らす、 目下の 所會： 貝 の 緊縮 を 計り 

つ-ある。 今や 日本人 中 普通の 禮儀を さへ 知らざる 者が 許 多 ある。 彼等 を陶汰 する まで は嚴肅 なる 菜 

會を 有つ 事が 出来ない。 此日塚 本 は ルカ 俾 十六 章に つき、 自分 は ピリ ピ書三 章 八 節に 就て 話した。 

十月 七日 (月) 晴 新聞紙に 英國 首相 マック ドナ ルド 氏の 米國 大統領 フ ー バ ー 氏 訪問の 記事 を讀 

み、 その 歷 史的 意義深 長なる に强き 感動 を 禁じ 得なかった。 世界 歷史に 於け る 平和 思想の 大 進歩 を 表 

す ものと 言 はざる を 得ない。 一 一大 英語 國の 問に 平和的 諒解が 成立して 世界平和 は大 保障 を 得る ので あ 

る。 戰 爭を躞 せす して 人類に 幸福 は 来ない。 神が 今囘の 英米 兩 政府の 努力 を 豊かに 祝福し 給 はん 事 を 

祈る。 

十月 八日 (火) 雨 二三 日來 モンテス キア、 ボル テャ、 コンドル セ 等の 歷 史哲學 に 就て 請んで， 

るが、 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 ミカ、 ホゼァ 等の それに 較べて 何れも 貧弱 極まる 者と 言 はざる を 得ない。 

その 簡明 徹底せ る 事に 於て 預言者 逹の 歷史哲 學は遙 かに 哲學者 等の それ 以上で ある。 人類の 歷 史は聖 

書に 記いて ある 通りに 終る ので あると 信す る。 そして 雨う 見て 我が 心 も 安く、 我が 思 ひも 晴れる。 矢 

張り 聖書 を 除い て 他に 我が 學 ぶべき 書と て はない。 但し 敎會に 依らす して ある。 

十月 九日 (水) ft 詩篇 第三 十二 篇を 研究した。 大いに 敎 へられ 叉 慰められた。 相變 らす內 外の 

新 M 紙に 冬く の-版な 事を讃 ませら る。 平和運動に 對し 多くの 平和 妨害の 運動が 行 はれる。 戰爭を 起さ 


しめて 大儲 けせん とする 營利會 社が 許 多 あると 聞い て 驚かされる。 悪の 勢力 は 依然として 善の 勢力よ 

りも遙 かに 强く ある。 今や 我國に 於ても 道 德を說 いても 實際は 何の 效カ もない。 道 德に附 する 利 ハ兪を 

以てする にあら ざれば 何人も 道 德に耳 を 傾けない。 今や 純 道 德は單 に 美く しき 理想と して 在る のみで 

ある。 之 を 行 はんと 欲する 者 は 滅多になく、 叉 行 ひ 得べ しと は 社 會全體 が 信じない ので ある。 人類の 

△  △ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <!△ 厶厶 <!△  A  A 厶厶厶  < ：厶 △ 厶厶 厶厶 <3厶 

歷史は 最後の 大 審判 を 以て 終る との 聖書の 見方が 實 際に 最もよ く 適合した る 見方で ある。 

十月 十日 (木) 雨 心行く ばかりに ピリ ピ書四 章 六、 七 節 を 味うた。 「何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ」、 

心配す るな、 考 ふるに 及ばす、 祈 禱を以 つて 求む る 所 を 神に 告げよ、 然 かすれば 祌 より 出て 人の 凡て 

思 ふ 所に 過ぐ る 平安、 キリストに 在りて 汝の心 を 守らん と 云 ふので ある。 是 は敎義 ではない、 基督 信 

者の 實驗 である。 斯う すれば 斯うなる ので ある。 人生に 厭な 事 は 山 ほど あるが、 之 を 神に 託して 可な 

ら ざる は 無い。 我に 我が 祈 禱を聽 いて 下さる 活ける 神が ある。 人なる 友人 又は 同情者 は 一 人 も 無くと 

も 可い。 秋雨 蕭々 たる 日に 獨り 床上に 橫 はって 希望の 世界の 我が 眼の 前に 開展 する を覺 えた。 

十月 十 一 日 (金) 曇 久 振りに て 十字架の 信仰に 還り 獨り 心の 衷で 喜んだ。 自分に 若し 「我が 幅 

音」 なる 者が あれば、 それ は 十字架の 福 昔で ある。 我が 平和、 歡喜、 希 §1- はすべ て キリストの 十字架 

に 於て ある、 是れ ありて 他に 何が 無くと も 可い。 今日は また 古い 米國製 ヴィク タ ー 蓄音器の 修籍が 成 

り、 新ら しき 時 以上の 昔が 出で、 之に 古い 聖歌の レコ ー ドを 掛けて、 其 音 を 聞いて 心から 樂ん だ。 歳 

を 取って 何でも 古い 者が 好く ある。 ルツ 子と 共に 歌うた 讚美歌 を閱 いて、 何んだ か 彼女 自身が 還って 
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來 たやう に 感じた。 

十月 十二 日 (土) 雨  一 t 暗い 厭な 日であった。 雜誌 十月 號を發 送した。 我等の 問に も惡 魔の 使者 

が 舞 込み、 流 一 W 輩 語を播 散らして 我等の 平安 を 亂す者 あるら しく、 憤慨の 至りで ある。 然し 集 會が少 

しく 成 I ん になれば、 斯 かる 事 は 此國に 於て 全然 免れ 難く ある。 神の 子供が 平和 を 愛する に 對し惡 魔の 

子供 は 忿爭を 好む。 「然れ ど 此類は 祈 禱と斷 食に 非れば 出る ことなし」 と 主 は敎へ 給うた。 祈 禱 を以 

つて： 逸屮 I すより 他に 途 がない (！ it 太 傅 十七 章 一 一 一 節)。 

十月 十三 日 (日 j 曇 善き 聖日であった。 二百 八十 人の 來會 者が あった。 规則勵 行の 結 菜と して 

會員 總數が 五十人 減じた。 引 綾き 新會 員は當 分の 間 募らぬ 方針で ある。 敎會 信者 全體が 規則 嚴 守の 義 

務を 知らない。 敎會的 精神が 絕ゅ るまで は 嚴肅た る 基督 敎的會 合 を 持 つ - 」 と は 出来な い 。 

十月 十四日 (月) 晴 疲勞と憂l^^iの月曜日でぁった。 郊外 某所に て 半日 遊んだ。 人：' や 我 身の 萬 事 

が 日本式に 歸 りつ、 ある。 洋食 は 食べられな くた つた。 洋服 は 着られ なくなった。 信仰 は 夙く より 西 

洋式 は 嫌 ひであった。 幸に して キリス トは 西洋人で たくして 東洋人で あり 給 ひしが 故に 有難い。 人生 

最大の もの に 就いて 米歐 人に 學 ぶの 必要た しと は 何ん と 有難い 事で あらう。 柿 も 栗 も 純 日本的 物で 

ある。 菊 花董ー る 秋の 野に 之 を 味 ふの 偷快 はまた 特刖 である。 


十月 十五 日 (火) 晴 無敎會 的に 我が 生涯の 事業に 結末 を附 けんと 今日 も 更らに 歩 を 進めた。 自 

分 は 敎# に 類す る 園體を 遣さぬ であら う、 勿 論 後 繼者を 立 て ぬ で あ ら う。 眞理 をして 其れ 自身の 氣 附 

を 取らし むる であらう。 自分 等に は敎會 信者の 心 は 解る が、 敎會 信者に は 自分 等の 心 は 解らない。 彼 

等 は 自分 等 をして 彼等 を援 けしむ るが、 決して 自分 等を援 けない。 信頼が ひの ない 人達で ある。 

十月 十六 日 (水) 半晴 山より 歸 つて 丁度 一 ヶ月で ある。 原稿 は 一 貝 も 書け す、 纏った 讀書も 出 

來す、 唯^な 問題に 頭 腦を惱 まし、 不愉快に 時 を 過した。 東京 は 居る に惡 しき 所なる を 熟々 感 する。 

神 は 田舍を 造り、 惡魔は 都會を 作る である。 幸に して 自分に 取り 主なる 仕事 は雜 誌を以 つて 地方に 在 

り て勞 働す る 人達に 福 昔 を 說く事 であるが 故に 働き 甲斐が あつ て 感謝で ある。 今朝 も 或る 商店 の 店員 

しる  さん. hit ケ、 

らしき 人が 「聖書 之 研究 愛讀 十五 年紀 念」 と 記して 余々 具の 洋杖を 一 本 そっと 玄關に 置いて 去った。 

女中が 其 姿 を 見 留めた 丈で 誰 だか 判明らなかった が 親切の 人 も ある 者 かなと 思 ひ、 老夫婦 は 感謝の 淚 

に 咽んだ。 人の 爲に說 く 福音で はない が、 此んな 事に 巾って 我等の 萎へ たる 心 はカ附 けらる k ので あ 

る 0 

十月 十七 日 (木) 曇 ：s: 村 醫學士 が 今度 愈々 醫學 博士と 成る との 確報 を 得て、 親と して 嬉しくな 

い 事 はない。 然し 彼 も 我 も 世 問の 人が 悅ぶ やうに は悅 ばない。 我等の 悅びは 他に 在る、 彼の 研究の 結 

果が歐 洲學界 の 注意 を惹き つ k ある 事に 於て 在る。 何しろ 自分が 今より ra 十二 年 前に 成らん と 欲せし 

精神病 學 者に 自分の 一 子が 成って 吳れし 事は官 ひ盡 されぬ 感謝で ある。 
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十月 十八 日 (金) 晴 引-粒き.、 テビット • バロン 氏に 敎 へられつ、 ある。 現代 ユダヤ人の 狀 態に 就 

て讀 み、 史の 趨勢が 判明し、 聖書の 意味が 一層 明白に 成って 有難かった。 ユダヤ人 を 知らす し 

て 聖書と 世界 歷史と は 解らない。 玆に 自分の 史眼が 新たに 開けし やうに 覺 ゆる。 

十月 十九 日 (土) 雨 千 九 百年 問 西洋 基督 敎國に 居住して 基督 敎會と 基督 信者との 實狀を 知悉せ 

る ユダヤ人 は 基！^ 敎とィ H スキ リストの 問に 明白なる 15!; 刖を 立て、 前者 は惡ぃ 者、 後者 は 善い 者と 認 

めて ゐ るとの 事で ある。 我等 日本人 とても 同じで ある。 宣敎師 の 持 来れる 基督 敎、 卽ち 西洋 思想に 基 

哲敎の 衣 を 着せた る 者、 それ は惡ぃ 者、 賤しむべき 者、 排斥すべき 者で ある。 之に 反して ィ H スは善 

き 者、 尊むべき 方、 慕 ふべき、 迎へ 奉るべき 者で ある。 基督 敎と キリストとの 問に 判然たる IE!: 別が あ 

る。 我等 も ユダヤ人 同様、 前者に 反對 して 後者に 服從 せんと 欲する。 

十月 二十日 (日) 雨 二百 六十 四 人の 來# 者が あった。 自分 は 「キリスト は 何故に 私 を 愛し 給 ふ 

乎」 と 云 ふ 事に 就て 語った。 此日 午後 七 時より 塚 本 は 彼れ 一人の 責任 を以 つて 巿內 大手 町假 講堂に 於 

て 基脊敎 講演 會を 開く ことに 成った。 彼の 爲に 祝し 福音の 爲に 感謝した。 

十月 二十 一日 (月) 晴 秋晴の 匿し い 日であった。 老夫婦して 又復 郊外に 半日 を 過した。 聖書と 

を 忘れ、 ぎ 飛び、 鳥 叫ぶ 秋の 野に 日光 を タツ プリと 浴びて 黃昏頃 家に 歸 つた" 斯 かる 日 も あら 

ねばたら ぬ。 々類の 爲を思 ふの みが 人生で はたい" 


十月 二十 二日 (火) 半晴 自分の 膝下に 在りて 幾年 も 自分より 敎を 聞いた 人で 少しも 自 .^R の 心 も 

主義 も 解って 吳れ ない 男と 女と ある を 知りて 歎息に 禁 えない。 斯 かる 人達に 由り て 自分が 後世に 偉へ 

らる、 ので ある 乎と 思 ふと 戰慄 する 程 恐ろしく ある。 さう かと 思 ふと 遠く離れて 自分に 一度 も會 うた 

事の ない 人の 內 によく 自分 を 解して ゐて 吳れる 人が あると 思 ふと 嬉しき こと 窮 りなし である。 祌 我が 

信仰 を 護り 給 ふで ある。 

十月 二十 三日 (水) 曇 今日 も 亦 J  •  R  • シ ー リ ー や テオドル • 力 ィムの 提唱す る 「完全の 人ィ 

H ス」 に 就て 考へ大 なる 慰め を 得た。 今日の 如くに 基督 敎界に 不平 家、 ヒ ネクレ 者、 惡人、 偽善者の 

橫 行跌扈 する 時に 方り て、 唯一 の 倚賴は 完全の 人ィ H ス である。 少しな りと も 彼に 似ん 事が 我が 最大 

の 努力で あらねば ならぬ。 信者と 呼ばれす とも 可い、 然り 「信者」 でない 方が 可い。 心 柔和に して あ 

•1 者と たりて 我が 心に 平安 を 獲れば 可い。 人生の 終りに 近づいて、 基督 敎と 基督 信者と が 段々 と 厭に 

なりて、 ナザレの ィ H ス のみが 慕 はしくなる。 或は イエスに 依る ヒュ！ マ-一 テリ ヤン (人道 敎 信者) 

として 死ぬ のか も 知れない。 

十月 二十四日 (木) 晴 無敎會 主義 は 此^に 於て 實行 不可能の 主義で ある。 若し 實行 可能 なれば 

直に 敎會と 成りて 實現 する。 無敎會 主義の 貴 さは 其實行 不可能な るに 於て ある。 キリストの 敎 も亦然 

りで ある。 誰も 山上 之 垂訓が 文字通りに 此^に 於て 實 行され 得べ しと 信す る 者 はない。 不可能 を實行 
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せんとして 努力 奮鬪 する 所に キリス トの敎 の 尊 さが ある。 無 敎會は キリ ス トの 再臨 を 待つ て 其 實行を 

見る 主義で ある。 其れまで は 理想と して 其 部分的 實 現を以 つて 滿足 する。 常々 言 ふ 通り 此 世に 在りて 

完全なる 敎會に 入らん と 欲せば 今日 直に 羅馬 加特利 敎會に 入るべき である。 無敎會 主義 は 理想で ある、 

故に 此 世に 於て 成功 を 期待す る 小人と 俗人と は 之 を 懷く ベから す で あ る 。 

十月 二十 五日 (金) 雨 札 幌獨立 敎會の 顧問た る 事を辭 した。 El;- で敎會 の敎師 達に 攻撃 せらる.^ 

igf が 結えて 大 たる 安心で ある。 


十月 二十 六日 (土) 大雨 南米 アルゼンチン 住の 護 者 井出 三郞 君より 左の 如き 氣 持の 好き 書面 

が 達し、 終 n 心が 廣々 し、 自分が 際限な き 南米 原野の 住民と 成った やうに 感じた。 

先生に 深き W 理を敎 へらる、 事 二十 年、 小生の fK への 梯は 储に此 Panipa の 平原に 骨 を 埋める 事で 

あります。 傳統 的迷朦 より 脫 して 今 天上に 活 きて 在ます 主 の 御 指導に 依て n ！々 感謝と 毎秒 主 の 御 指 

導に 依り 働き 得る 力 は 先生の メ ス が 深く 骨髓に 徹した 爲 であります。 百 干の 議論 は モ ー 自分 共に は 

必. おはた くな りました。 刻々 に 主の 聖 言 は 血と なり 肉と なり 復活 體の 基礎に 肥 ひ 居る は事實 上の 實 

験 で あります。 ：大外 孤客ではありません、 主と 共に 先生の 御 指導と 共 に 此處は 日本 以上の 戀 しい 都 

であります。 一 望 際涯た き アル ゼ ン チン の 平原の 單調は 自分. 共 を强く 天上に 引 張って 行きます。 聖 

書の 露 理が事 實ヒ實 現す るの 時機 もモ —遲く はあります まいと 思 ひます。 猛烈た る 肉 貪 こ 生きる，：^ 


人の 造った 文明 も 其 行詰り は 見えす いて 居ります。 總ては 神 爲し給 ふので あります。 自分 共 は靜に 

祈と 信仰で 此 旅路 を 過ぎ行く 斗り である 事が 判明り まして 感謝であります。 先生の 御 本復 を 祈り ま 

す。 

小なる 東洋の 島 國に六 干 萬と 云 ふ 同胞と 共に 壽司詰 めの やうに 住居し て 身 も 魂 も 萎縮 せ ざ る を 得な い 0 

何故に 南米の 天地に 生き甲斐の ある 生活 を 試みざる。 一 首が 浮んだ。 

パ ムパ スの 草より 出て 草に 入る 

十字架 星 や 我が 生命た る。 

十月 二十 七日 (日) 晴 暴風雨の 後の 快晴であった。 ニ囘 合せて 二百 六十 K 人の 來會 者が あった。 

會 員の 整理が 大分に 就き、 や、 滿 足なる 集會に 成りつ K ある。 今日 を以 つて 午後の 集 會を駸 し、 次會 

より 朝 一 囘と爲 す ことにした。 責任の 大 なる 輕 減であって 大いに 我が 健康の 囘 復を援 くるで あらう。 

朝 は 「人と 天然」 と、 午後 は 「基督教と 忠孝」 と 題して 語った。 若き 靑年 男女に 向って 言うた 「孝子 

の 門より 忠臣 出る が 如くに 孝子の 門より 眞の 基督 信者 出づ。 父母 を 敬 はざる 者の 內 より 眞の 信者の 出 

で やう 害がない。 我國令 日の 基 将敎會 衰頹の 主なる 原因 は 孝道の 何たる 乎 を 知らざる 米國宣 教師が む 

やみに 不孝の 人を迎 へて 之に バプ テス マ を 授けて 信者と 稱 して 敎會に 入れた からで ある」 と。 そして 

自分 は大 なる 眞理を 語った と 信す る。 

十月 二十 八日 (月) 曇 家に 在って 休んだ。 曰 本人 は 特に 情の 民で ある、 情の 塊と 稱 して 可なる 
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者で ある。 理性に 乏しく、 義の觀 念の 如き 殆んど 無い と 云 ふても 可い。 情義と 云 ふて 日本人の 義は情 

の 一 面に 過ぎない。 故に 日本人 は エホバ の 義を說 いても 解らない、 隨 つて キリストの 十字架 は 解ら な 

い。 彼等 は義と は. 怖い 不人情なる 者で あると 思 ふ。 自分の 所へ 敎を 授かりに 來る者 とても 十中八九 は 

愔の 人達で ある。 彼等 は 情の 爲には 何でもす る、 然し 乍ら 情を排 して 義に 味方す る 者 は 滅多にない。 

實に賴 なき 人達で ある。 然し 乍ら 情の 民なる 日本人で あるから 仕方がない。 自分の 常に 心配す る 事 は 

厶厶厶 <<3 厶<3<3 厶  <1<"<"厶  <1<"厶<"<3 厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 <3  A  A  A  A  A"  *^ 

日本人 は淨 瑠璃の 遊郞 遊女の 如くに 國民的 情死 を遂 ぐるので は ある まい^と 

十月 二十 九日 (火) 雨 新聞紙に、 目下 京都に 開設 中の 太平洋 會議に 於て、 濉澤 子爵が 代 讀者を 

以 つて 爲 せる 演 說の內 に、 米國の 排日 法に 關し 全然 我意を得 たる 意見 を讀 み、 痛快の 至りであった。 

日本人 は 禮讓に 厚い 爲め 日本に 來 遊す る米國 人との 會談 では その 問題に 觸れ るの を 遠慮す るから 云 

云 

におり である。 米國人 にたき もの は禮 譲と 遠慮と である。 其點 に 於て 彼等の 大多數 は 野蠻人 で あ る- 

我等 は 基督 敎 宣教師の 内に 於て すら 多 數の斯 かる 野 蠻人を 見た。 彼等 は 我等の 禮讓を 軟弱に 解す る。 

終麼し 難き 人達で ある。 

十月 三十日 曇 四！ i 昔 書の 內で 自分 は ルカ 傅が 最も 好きで ある。 其傳 ふる イエスが 最も 人 

^味に 富んで ゐ るからで ある。 マ クイ 傳は 敎會 的で あり、 マコ 傳は 政治的で あり、 ヨハネ 傅 は 神學的 

であるに 對 して ルカ 傳は 人類 的で ある。 アダムの 子ィ H スの傅 記で ある。 ルカ 傳のィ H スは 婦人の 友 


子供の 友、 貧者の 友、 異邦人の 友、 罪人の 友で ある。 自分 如き 者に 最も 適合す る 友で ある。 殊に また 

著者 ルカが 希臘 流の 歷 史家で あるから 嬉しい。 へ a ド ー タスの 筆法 を以 つて ィ H ス傳を 記いた ので あ 

る。 パゥ& が 「我 福音」 と 云うた の は ルカ 傅 を 指した ので あるとの 說は 多分 眞理 であらう。 何れに し 

ろ 何ん と美し ぃ傳 記が 記 かれた ものであるよ。 全世界の 文學の 内で 多分 斯ん なに 美しく い 書と て は あ 

るまい。 自分が 若し 聖書 中の 唯 一 書 を 自分の 專門 として 研究 するならば 自分 は ルカ 傳を擇 むで あらう。 

乇 ー 一 度 生れて 來て、 今度 は ルカ 傳專門 家と して 一 生 を 終って 見た く ある。 

十月 三十 一日 (木) 半晴 今日は 二つの 善事 を爲 した。 一に は ドクトル： ンュ ワイツ エルの 阿 弗 

利 加 醫療傳 道へ 世界 傅 道 協 赞會を 代表して 英貨 拾薛を 送った。 1 一に は此 たび 我 聖書 研究 會 整理 Q 結 raK 

として 生じた る 不用の 長椅子 二十 脚 を 柏木 村の 小學 校に 寄附した。 遠くの 黑人を 慰め、 近くの 小兒を 

悅 ばした ので ある。 靳 くして 同情 を 遠近に 寄せて 我が 世界が それ 丈け 擴 大した やうに 感じた" 與 ふる 

はたし かに 受く るよりも 福 ひで ある。 

十一月 一日 (金) 曇 世界最大の 科 學的學 者なる 英國 の-一 ュ ー トンと 佛國の パスカルの キリスト 

再臨の 信仰に 就て 讀み 大いに 此 事に 關 する 自分自身の 信仰 を 強められた。 再臨 は 迷信な りと 云 ふ 近代 

人の 套語は 一 顧の 價値 なき 者で ある。 再臨 を 正當に 解して 其の 科學 者の 信仰で あるべき 事が 判明る。 

W 臨 は 歷史と 科學の 唯一 の說 明で ある。 科學が 再臨 を說 明す るので はない、 再臨が 科 學を說 明す るの 

である。 さすが は 一一 ュ ー トンと パスカル である。 彼等 は 科學の 立場より して キリストの 再臨 を 預言せ 
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る * へ ブライ 人 以外の 大預- 言 者で ある。 

十一月 二日 (土) 曇 八：'： n も 亦 美く しい 死の 報告 を 得た。 

先生、 御 多忙の 處 ^だ 失禮と 存じます が、 聖書 之 研究の 一 靑年讀 者 井上 ニ朗 君の 死の 消息に 就いて 

御 報 小：： 巾 上げます。 彼 は 三年 間 病床に 苦痛と 感謝との 日 を 送って； ：5 りました が、 十月 一二 卜 一 日夜 遂 

に 神の 御 許へ 召されました。 彼 は 大正 十二 年 聖書 硏究會 に入會 させて 戴き、 先生の 御 講演、 研究 誌、 

著書 等 を 通して 初めて 神の _i ^在と 主 イエスの 福 苦の 喜びと を 知り、 之 を 唯一 の 力と して 新生 涯を始 

めて 来ました。 丁 昨年 東京 を 去って 九州に 赴き ましたが、 不幸に して (彼 は 幸福 だと 云って ゐ まし 

た) を 得て 鄕 里に 歸り獨 り 母親の 看護 を 受けつ」 主に 信頼して 今日に 至りました。 彼の 死の 數日 

前に 友人の 私に 「私が 死んだら 柏木の 先生 其 他へ 宜しく 屮 上げて くれ」 と 巾し ました" 又 其 夜 「も 

う、 いけたい、 さあ、 やらう」 と豫 ての 死の 時の 相圖 をし ましたので 「エス 樣萬 歳！ 祌樣萬 歳！ 

有難う！ 有難う！」 と 彼と 私と は 交互に 叫びました。 私の 友人が 斯 くも 喜んで 死んでくれ ました 

事 を簡單 たがら 御知らせ 致し、 生前の 御 恩 を 謹んで 御禮申 上る 次第であります。 名古屋 一 一宮 元 信。 

數 多の n 本靑 年の 内に 如此 くに 死に 得る 者 は 幾人 ある 乎 。神様 萬 歳！ 有難う！ と。 最も 聖ぃ 凱旋 

の聲 である。 

十 I 月 三日 (日) 晴 明： m 節で ある。 山茶花ん き 菊花 董 一る 歴 はしの 聖日であった。 朝  一 II の集會 

に 二  •re 四十 人の 來< ^者が あった。 一 同聲を 合せて 讚美歌 第三 十 五番 を 歌った。 自分 は 創世記 第 一 章 を 


朗讀し 之に 自分の 解釋を 加へ た。 今更ら たがらに 其 莊大の 言に 打 たれた。 人を敎 ふるので たくして、 

自分が 神 言の 威力に 飮 まる、 のであった。 今日より は 午後の 集會 なく、 休息の 後に 久 振りに て 戶山ケ 

原に 散歩した。 ねか もよ し 日 人時であって、 久々 振りに て 太陽の 遙か西 山に 春く を 見た。 實に莊 犬で 

あった。 创^ 記 第 H4 丈け それ 丈け 莊大 であった。 一時 雲に 隱れ しかと 思 ひし 太陽 は 再び 雲の ドに現 

はれ、 大 血球の 如き 赤 さを以 つて 靜々 と 山の 彼方に 消えた。 自分の 眼に は淚が 浮んだ。 r サョ ナラ、 

また 明朝 會 ふよ」 と言うた。 我が 愛する 者と 別れし 時 を 思 出して f ある。 若し 今夕の 日 入が 最後の n 

入で あるならば 如何に 辛ら い 事で あらう。 其 如く 死別が 最後の 别れ であるならば 堪 へられぬ 痛み 悲み 

である。 然し 最後で ないから 有難い。 復活の 朝が ある。 搏會は 明朝 日が 昇る 丈け たしかで ある。 今日 

は 午後に 人を敎 へす して、 戶山ケ 原に 太^に 敎 へられた。 此の方が 優 かに 善い。 我が 數 千の 本誌の 讀 

者 は 此の方 を 優 かに 歡ぶ であらう。 

十一月 四日 (月) 晴 今日 も 亦 椋鳥の 樓む 郊外の 某所に 息 ひの 半日 を 過した。 腦は 休み、 心臊は 

靜 まり、 別^界に.；；^ るの 感 がした C 園藝に 堪能なる 敎友 某と 蟲の 事に 就て 話した。 彼れ 曰く； 被蟲は ni 

光 を 愛し、 害蟲は 暗中に 活動す と。 誠に 人間 其 儘で ある。 光と 晝を 好む 人間と、 暗と 夜 を 好む 人間と- 

其 間に キリストと サタンとの 差が ある。 所謂 佞人 奸物は 暗き に 活動す る 人間 社會 の害蟲 である。 そし 

て 彼等の 如何に 多き 事よ。 

十一月 五日 (火) 晴 基督 敎は 内的 實驗 であるより は 寧ろ 外的 事實 であるとの 意見に 强く 我が 注 
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意 を 引かされた。 如斯 くに 見て 基督 敎は科 學と其 立場 を 同じく する ので ある。 內的 實驗は 人々 に 由つ 

て 異なる、 然し 乍ら 外的 事實は 何人が 見ても じで あらねば ならぬ。 自分 は 早くより 斯く 見たかった 

ので ある、 そして 今や 西洋の 學者 にして 斯 かる 意見 を 抱く 者 ある を 知りて 偸 快で ある。 何れに しろ 一 

日 も 早く 基督 敎を 個人的 感想の 混亂 より 救 a5 したく ある。 明晰なる 數學的 頭腦を 有せざる 者 は 基督 敎 

△  < ：厶た 厶 厶厶厶  <3 厶厶厶 A 厶厶 △△<! ム厶厶 △ 厶厶厶 △△<" 

を 解し 得ざる に 至って、 基督 敎會は さぞ かし 潔 めら る、 ことで あらう。. 

十 I 月 六日 (水) 晴 庭の 山茶花 は滿 開で ある、 又 柿 も 熟して 其せ 味を以 つて 一 同 を 喜ばした。 

古い 日本の 菜 子 は W の實 であった との 事で ある。 今日 味 ひし 我家の それの 如き、 如何なる 菓子 錦の 製 

品と 雖も 之に 及ばざる 遠し である。 引 綾き 歷史 哲學の 上より キリストの 再臨に 就て 研究した。 

十一月 七日 (木) 曇 南米 ベル，" の 地理 歷史に 就いて 讀ん だ。 此ん な大寶 庫が まだ 地上に t? つて 

ゐ るので ある。 多分 キリスト 再臨 後の 人類 發展 の爲に 祌が淺 して 置き 給 ふので あらう。 馬 鈴 薯と规 尼 

湼 の本國 である。 今や 一 萬 八 干 人の 日本人が 居る と 云 ふ、 其內に 『研究』 讀者も ある。 インカ 族は大 

和 民 埃に よく 似て 居る と 云 ふ。 チ チカ 力 湖畔に 潔め られ たる 新 日本が 起らない とも 限らない。 世界 は 

まだ 廣く ある、 失望す るに 及ばない。 久し振り にて 俾道祈 禱會を 開いた。 來會者 僅に 十五 人、 然し 乍 

ら聖 氣に充 ちた る會 であった。 祈 禱と感 話と で 半分 も 言ひ盡 さすして 散會 した。 今後 當 分の 間 毎週 木 

日夜 を祈禱 會に當 てる 事に 定めた。 


十一月 八日 (金) 曇 ルカ 傳第八 章を讀 み、 一言半句 も 疑 ふこと なく、 其 儘に 解す る 事が 出来て 

犬なる 感謝であった。 南米 ペル ー の 研究 を辏 けた。 アマゾン 水源、 インカ 族 古代文明、 シン コナ 樹、. 

馬鈴薯 栽培の 起原、 ラマ、 アルパカの 飼育 等、 何れも 興味 多き 研究 問題で ある。 宗敎道 にの み沒 頭 

して 心が 却って 惡 化する の 虞が ある。 祌の 造り 給 ひし 地と 其產を 調べ て 心 は 和らぎ 氣は 仲々 する。 

十 I 月 九日 (土) 半晴 傳道上 有害なる 事と てボビ ユラ リチ ー (人 I ポを 得る 事) の 如き はない。 

人氣 者と なりて 敎師は 死んだ と 同然で ある。 人氣は 今日まで 幾人の 敎 師を靈 的に 殺した 乎 知れない。 

其 事で 有名なる は 力 ー ライルの 親友 H ドヮ ー ド • ァ 1 'ビングで ある。 英國の 上流 社 會は彼 を 持 上げて 

終に 彼 を 狂人に して 了った。 幸福なる は不人 Slil なる 事で ある。 常に 社 會と敎 會とを 敵に 持つ 事で ある。. 

殊に 忌むべき は 上流 社會 並に i 右き 婦人の 人望で ある。 百姓、 町人、 勞働者 を 相手に して 福 昔 は 常に 健 

全で ある。 

十 I 月 十日 (日) 雨 來會者 二百 ra 十三 人、 丁度 頃 合の 集會 であった。 創世記 二 章 を 講じた。 骨の 

折れる 講釋 であった。 博士に もハ ンナ 組の 少女に も 解かる やうに 此 難解の 一章 を 講じなければ ならな 

いので ある。 然し 五十 年間の 研究 思考 の 結果 を述 ぶる ので あれば 自分に 取りて は 偸 快の 業であった。 

創世記 第一章 は 人 を 造化 最後の 作と 見た 見方、 第二 章 は 人 を 造化の 目的と して 見た 見方、 何れも 眞理 

であって、 見落して はならぬ と 辯 じた。 會員が 整理せられ 緊縮せ る 善き 集會と 成りつ、 ある。 
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十一月 十一 日 (月) 雨 晚秋 冷雨の 一 日であった。 敎授ァ ー サ ー • トムソンの 指蕩に 依り 動物の 

生航に 就いて 護んだ。 生物 學 上の 大 問題で ある。 宗敎、 社 會科學 に 深い 關係を 有つ 問題で ある" 鞭 毛 

類、 輪蟲 類、 ヒドラ、 水母 等の 生殖 法に 學び 大に敎 へらる. - 所があった。 信仰の 道 を 古い 聖書に 於て 

のみ 學ん だので は 足りない、 之 を 目前の 天然の 事實に 於て 探らねば 駄目で ある。 一 インチの 何十 分の 

一 と 云 ふやうな 小 蟲の內 に 人類 全部に 行渡って ゐる 生命の 原现が 働いて ゐ るから 不思議で ある。 祌様 

OO0000OOOOOO0OO0O0OO0OOOO 

を 顯微錢 の F に拜 する の も 亦 彼の 喜び 給 ふ禮拜 法で あ る 。 

十 I 月 十二 日 (火) 暴 K 我が 聖-書 研究 會の 整理が 大分に 行 はれ、 柏木 は 再び 元の 平和の 里と 成つ 

た。 人.' 日 は 二 ヶ月 振りに てべ ンが 動き 出し、 歷史、 生物 學、 考古學 等が 狩屮 I されて 四 五 頁の 草稿が 屮 H 

來た。 耽 は 疑獄 事件で 眞暗 m 一で あるが、 我 〔¥ は 福 昔の 光で 希？！ I- に 輝く。 聖書と 天然、 信從と 研究、 祈 

る tf る 老後の 数年 を豁に 其內に 過さん 事 を。 

十 I 月 十三 日 (水) 曇 八，' 日 も亦靜 かたる 有效 なる 一 日であった。 宗敎談 敎會談 を さへ 持 込まれ 

なければ 自分 は： E 時で も 幸 幅で ある。 自分 は 或 者に 强 ひられて 止む を 得す 「宗教家」 に 成った ので あ 

る 。依って 成るべくば 淺る數 年間 「宗 敎.； i¥」 ならざる 生涯 を 送りた く ある。 歷史、 動物 學、 天文 學、 

何れで も. S しい、 嫉：^ と 競 爭と惡 口と 疑 察との 行 はれない 仕事に 就きた く ある。 自分の 書齋に は歐洲 

產 淡水魚 類の 掛圖 が懸 つて ゐる、 毎 口 之 を 眺めて 心 を 慰める。 我が 宗敎 は 11 れ たる 惱 める 靈魂 を 慰む 

る爲 である。 決して、 決して 敎勢を 張る 爲の 者で ない。 宗敎の 先生と して 自稱 弟子 達に 慕 はれたり 棄 


られ たりす る 事の 如 M に 厥ら しきょ。 誠に 宗敎程 善き 者 はなく、 亦宗 敎程惡 しき 者 はない。 

十一月 十四日 (木) 曇 今秋 第二 囘の祈 禱會を 開いた。 第一 同 の 十五 人に 對し 四十 人の 來會 者が 

あった。 「神の 國の 建設」 と 云 ふ 事に 就て 話した。 神の 國は祌 御自身が 建て 給 ふので あって、 人が 建 

つるので ない 事 を 高調した。 其 事に つき 數 人の 祈禱 があった。 恩惠 溢る、 の集會 であった。 如此 くに 

して 我 研究 會 員の 間に 祈禱の 精神の 復興し 来りし 事 を 感謝す る。 

十 I 月 十五 日 (金) 半晴 小 崎弘道 君が 訪問して 吳れ た。 殆んど 半 百年の 舊知 である。 自分より 

五 年の 年長者であって、 基督 敎會 の大 長老 大黑 柱で ある。 一 時間 以上に 涉り舊 新 色々 の 事を談 じた。 

キリス トと 日本と に 就て 談 する 間に 君と 自分との 問に 何の わ だか まりも 無い、 青年時代よりの 舊交を 

温め、 相 冗の 祝福 を 希 ふて 训れ た。 滅多に 與 へられたい 珍客であった。 

十一月 十六 日 (土) 曇 引 綾き ハツ キリし ない 厭な 天氣 である、 柬京 名物の 秋の 小春 は 全る 滑れ 

である。 老境に 入り 益々 祈 禱の實 カを實 験し つ、 ある。 肉 體の病 を 癒す 上に 於ても、 亦 人生の 問題 を 

解決す る 上に 於ても、 祈禱に » さる 能力 はない。 先づ 祈禱、 然る 後に 手段 方法で ある。 そして 熱き 祈 

霧の 後に 手段 方法 を講 する の 方法 は 殆んど 無くなる。 「祈らす とても 神 や 守らん」 と は i である。 祈 

ら なければ 何事 も爲し 得ない。 
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十 I 月 十七 日 (日) 半晴 二百 七十 七 人の 來會 者が あった。 創世記 二 章 十八 節 以下 「女の 創造」 

に 就て： t じた。 結婚の 原理 を說 くので あって、 六ケ 敷い デリ ケ ー トの 問題であった。 少しく 信仰 を 離 

- _  ろ も とな 

れて 講義に 成って 心 許 無く 感じた。 然し 時には 止む を 得ない、 赦 して 貰 はねば ならぬ リ 

十一月 十八 日 (月) 曇 引 綾き 陰鬆 なる 厭な 天氣 である。 世 は 益々 暗黑に 成りつ、 ある。 「夫れ 

不法の 隱れ たる 者旣に 働け り …… 其 時に 至りて 不法の 者 現 はるべし」 とパゥ 口が 曰 ひし 其 時が 近づい 

たやう に 見える。 世に 之に 抗 する 植カ はない。 武士道 も 何もあった もので ない、 然れ ども 「主 イエ ス 

共 臨る 時 發し給 ふ 所の 榮光を 以て 彼を滅 すべし」 と あるから 安心で ある。 其 時までの 忍耐で ある (テ 

サ n  -ー  ケ 後書 一 一章)。 

十 一 月 十九 日 (火) 晴 久 振りの 晴天で ある。 關 ie- 山地の 或る 讀 者より 感謝の 書面 あり、 其內に 

曰く 

「キリスト は 何故に 私 を 愛して 下さる か」、 私 はこの 一 文 程 神が 私達 を 愛して 下さる 理由 を ハ ツキ 

リ 示された 一 i 音に 接した ことがありません。 ！ も 私の 爲に 特に この 一 文 を 編して 下された かの やう. 

に 思 はれて 感謝に 結へ ませんで した …… キリ ス 卜 は 私が 人なる が 故に 愛して 下さる と、 さう である. 

ならば 私 も 幾分 この 特權 にあ づ かり 得る 資格が あると 思 ひます …… キリスト は 私の 衷に 在る 聖 姿の 

故に 愛して 下さる と 云 ふ ：：： 私 は 百日の 雲が  一 ^にして 晴れた やうに 心の底から 湧き あがる 喜び を 

默 して ゐる ことが 3: 來 ません。 


平民 の 福 昔 は 平民 に 受けら る。 宗教家と 學者 の 基督 敎は說 きたくたい ものである。 

十 I 月 二十日 (水) 曇 雜誌 編輯が 始まった。 夕食後に 我が 研究 會々 員の 或る 少女が 遊びに 來て 

ュ ッ タリと 話して 歸 つた。 珍ら しい 事で ある。 r 大 先生」 が 怖くない 少女 は 愛すべき である。 我に も 

亦 優しい 所が ある 積り である、 之に 探當 つる 者 Si きを 悲しむ。 

十一月 二十 一日 (木) 晴 第三 囘祈 禱會を 開いた. 來會者 男 二十 三人、 女 二十 五 人、 題 は 「預言 

研究の 必要」 S お 書の 預言に 精通す る 事の 實際 生活 を營む 上に 於て 如何に 必要なる 乎、 其 事に 就き 談じ 

且 祈った。 小なる 信仰的 會 合であって、 昔の 柏木に 歸 つた やうに 感じた。 讚美歌 第二 百 四十 二番 「あ 

あいのり せん、 いのりに まさる なぐさめ なし」 を 歌 ふて 閉會 した。 

十一月 二十 二日 (金) 半晴 會員 整理の 結果 我が 柏木の 集會が 段々 と 元の 地味の 集會に 成りつ、 

ある を 見て 感謝に 堪 へない。 我が 凡ての 努力 を以 つてす る も 周圍の 感化 は 免 かれ 難く、 何時の間にか 

綺羅 を 纏 ふ 人達の 出入す る 所と なる。 信仰の 事に 於ても 亦然 りで ある。 名が 研究 會 であるが 故に 研究 

が 重んぜられて 信仰が 輕 んぜら る、 の 傾きが ある。 十字架が 鮮明なら ざるに 至る。 罪の 悔改を 耳に せ 

ざるに 至る。 赏に 恐し い 事で ある。 神が 警告 を 賜 ひて 整理 を餘 俄た くせし め 給 ひし 事 を 感謝す る。 

十一月 二十 三日 (土) 晴 北風に て 寒し。 山形 縣の 奥山 吉： m 君より 例年の 通り 自作の 林檎 一 箱 を- 
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途 つて 來た。 之 を 送り 之を受 くる は； E 君と 自分との 問に 行 はれ 来りし 年中行事であって、 其 事が 過去 

三十 年問續 いたので ある。 人 は 來り人 は 去りて 常に 變る 人^ なれ ども、 其. 2： に 變らぬ キリスト にある 

友人が あるから 有難い。 

十 I 月 二十四日 (日) 半晴 二百 M: 十七 人の 來會 者が あった。 創世記 三 章 を 講じた。 六ケ 敷い 講 

演 であった。 新？ S 縣の 某所より 左の 如き 書面が 達した。 

^生 様、 私 はれお 村の 靑 年で 厶 います。 町の 敎會は 遠く、 樂 しく 語る 同信の 友 もな く、 た^-獨り長ら 

くの "射 床に 在る 者で 厶 いますが、 毎月の 『聖書 之 研究』 に 依って 敎 えられ、 深い 喜び を 抱いて ゐま 

す。 かう して 患難の 中に 於ても 喜ぶ ことの 出來 るの は 皆ん な 先生よりの 賜で ある を 思 ふて 感謝に 堪 

えません。 若し 私の 死ぬ こ とが 神様に 取って 必要な ことで あるたら ば 神様 は 私 を 殺し 給 ふ であり ま 

せう、 私 は 喜んで 死ぬ ことが 出来ます。 誠に 感謝で 厶 います。 あまり 嬉しい ので 亂筆 乍ら 厚く 御禮 

*. 上げます。 どうぞ 御 老體を 御大 切に。 敬白。 

讀ん で淚が こぼれる。 多分 如斯き 友人 達に 天國の I： で迎 へらる 、ので あらう。 三十 年 問 此雜誌 を發行 

して 善き 事を爲 した。 感慨無量。 

十一月 二十 五日 (月) 雨 玆に亦 恩惠の 一年 を 送る。 主として 病氣の 一年で あり、 之に 伴 ふ 多く 

のお 失 をせ かる、 事 は 出来なかった が、 其 底に は 常の 通り 恩惠の 深き 川が 流れて、 損失 は叉復 利得に 

終った。 利得と 云 ひて 物 や 數を以 つてす る 利得で ない、 靈に 於け る 利得で ある。 古き， 仰に 追 かへ さ 


れた。 十字架と" 冉臨 とが 再び 明かに なった。 それが 爲には 何 を 失っても 可い。 願 ふ 我が 生涯の 後が 

其 意味に 於 て 最善 最 美た らんこと を。 

め ， ぐ み  *4 じ丄り 

我等の 主ィ H スキ リストの 恩惠 と、 父なる 神の愛と、 聖靈の 交際と， クリスマスと 新年と を迎 ふる 

い つ ま で 

に 際し、 我が 愛する 四千の 讀者 諸君の 上に、 永遠 も 在らん こと を 祈る。 ァ ー メン。 


十一月 二十 六日 (火) 半晴 某敎 友の 北海道 傳道 通信の.^ に 左の 記事が あった。 

〇〇 姉 は 十五の 年に 母 を 失 ひ、 十八の 年から 滿ー ーケ 年中 風 症 を 患 ひたる 父 を 看護して 最後の 水を飮 

ませ、 兩 親の 亡き後 を 引受けて、 而 かも 不漁 糗 にて 千 數百圆 の 負 俊 ありし を纖弱 たる 女の 細腕に て 

之 を 支へ、 看護婦と なり 產婆を 修得し、 不撓不屈の 精神 を もて 精勵 されし 爲め、 十數 年間に 元利 を 

らす 皆^し、 旣往 二十 四 年間に 千數百 人の 產婦を 丁寧 懇切に 取扱 ひ、 恭謙と W 潔を以 つて 已を持 

し、 婦人の 模範と たられし 爲め 本年 一 一月 道廳 長官から 節婦と して 表彰 せられし 程の 婦人に 有 之 候。 

…… 然るに 陽に 此 婦人 を 表 はす 蔭に 人知れ す 働き ある もの は卽ち 『聖書 之 研究』 にて 有 之 候。 彼女 

は 十八 歳の 時から 十 g: 歳の 今日まで 同誌 を 心から 愛讀 し、 敎會と 云 ふ もの も 信者 の 集會も 知らす" 

唯 聖書と 『聖書 之 研究』 誌 丈け の 御蔭で しっかりと キリストに 結び付き たるた め 今日 あるに 至られ 

しと 聞き、 ん r 更の 如くに 感嘆 敬服して 心から 主の 聖名を 讚美 致し 候 云々。 

ハレルヤ！ 彼女 は 所謂る 『研究 誌』 信者で ある。 彼女の 姓名 は 敎會の 統計に 依る 全圃- 一十 六 萬の 信 

者の： s: に 入って ゐな いので ある。 如斯 き敎會 以外の 天 園の 民が 彼女の 外に @i からす 有る を 知りて 我等 
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は 志を强 くす る。 

十一月 二十 七日 (水) 半晴 佛の大 政治家、 第 十九 世紀の 大產 物ジョ ー ジュ. クレマ ンソ ー 長逝 

して 今昔の 感に堪 へない。 彼 は 千 八 百 四十 一 年の 生れであって 自分よりも 一 一十 年の 年長者で ある。 彼 

は その 長き 生涯に 於て 多くの 驚くべき 事件 を目黎 した。 日本 國の 勃興、 米國の 南北 戰爭、 露 土 戰爭、 

殊に 普魯 西の 勃興に 封す る佛蘭 西の 一 時 的 衰退、 最後に 世界 大戰爭 に 於て 獨 逸の 挫折と 佛國の 復仇、 

そして 彼れ 自身の 生涯が 其 大部分に 深き 關係を 有った ので ある。 世界的 偉人と は 彼の 如き 者 を 指して 

云 ふので ある。 殊に 自分に 取り 思 出 多き は此 偉人が 自分の 『余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎』 を 

讀ん で吳れ しとの 事で ある。 彼 は 其 一 冊 を 彼に 贈りし 日本人 某氏に 書 送りて 曰うた 「余 は 日本に 柱い 

て 著者に 會 ふて 意見 を 交換 せんと 欲す」 と。 クレマ ンソ ー は 歐米諸 園に 於て は 無神論者 として 知らる。 

然し 彼 も 亦歐米 知名の 無神論者の 如くに 無神論者に 非す して 無敎會 論者で あつたので ある。 自分の 如 

き 若し 所謂 基督 敎國に 生れし ならば、 無神論者 として 敎會 に极 はれた ので ある。 クレ マ ンゾ— は佛國 

加特 利敎會 又は 英國 監督 敎會 の 信す る 神 を 信じ 得なかった ので ある。 眞に 同情す ベ き 尊敬すべき 人物 

である。 千 ゃ此人 亡し、 寂寥の 感に堪 へない。 第 十九 世紀が 彼と 共に 逝きし が 如くに 感 する。 サョナ 

ラ、 クレマ ンソ ー;;;;、 サ ョ ナラ 十九 骨 紀と言 ひたくなる。 

十 一 月 二十 八日 (木) 晴 喉 痛に て愤ん だ" 妻女が 一 生 懸命に なりて 直して 吳れる 身 體を使 ひ 

すごして 之 を 侮け る、 まことに 濟 まない 次第で ある。 傅 道 者の 妻の 任た る や 第し、 彼女に 對し 感謝と 


同情な き 能 はすで ある。 

十一月 二十 九日 (金) 半晴 近来 毎日 身體 の何處 かに： E か 故障が 起り、 其 解除に 從 事す るので 不 

愉快に 堪 へない。 其 理由の 一 は 市外 發展に 伴 ひ、 其 衞生狀 態が 甚だしく 惡 化し、 健康 を 害 ふの 機會多 

き にある と 思 ふ。 近頃の 柏木の 空氣た る や 言語 同 斷と稱 し て 可な りで あ る。 郊外と は 名の みであって、 

き II- な 

寳は市 雜 杏の 地と 同然で ある。 我等 は 毎日 多量に 死 菌を飮 ませられつ & ある。 何故に 此んな 穰ぃ所 
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に 居らねば ならぬ か 刹 明らない。 多分 中央に 居 を 占めて 全國の 信仰の 友に 生命の 糧を頒 たん 爲 であら 

う。 其 他に 自分の 如き 者が 東京に 居る 理由 は 一 もない。 北海道に 孫 女 と共にべ チカ 園んで 遊ぶ 方が 遙 

かに 增し である。 

十 I 月 三十日 (土) 雨 人 を 信す るは樂 しく ある、 疑 ふ は 苦しく ある。 然れ ども 信す るに 多くの 

危險が 伴 ひ、 疑 ふ は 安全で ある。 故に 身の 安全 を 計らん と 欲せば 日本人 多 數の爲 すが 如く、 物事に 冷 

111 に、 人 は 滅多に 信ぜざる を 可とす。 然れ ども 疑 ひ は 心を狹 隙に なし、 人生の 快味 を 奪 ふ、 故に 愉快 

に、 人ら しく 生きん と 欲せば 危險を 冒して 信す るに 如かす である。 然れ ども 其危險 たる ゃ實に 絕大で 

ある。 殊に 此 日本に 於て 人 を 信 すれば 百 中 九十 九まで は 信頼 を 裏切らる.^ の覺 悟を以 つてし なければ 

たらたい。 情けない 事で ある、 然れ ども 事實 であるから 止む を 得ない。 

十二月 一日 (日) 半晴 昨夜 叉復 食事 を 誤り 睡眠 を 得すして 苦んだ。 然れ ども 神の 恩惠に 依り 今 
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：：： 爲 すべき 事 を爲し 得て 感謝であった。 創^記 第 ra 章 力 インと アベ ル の 比較に 就て 講じた。 塚 本 虎一 一 

^今月 限り 當講壞 を辭 する 事に 就て 報告した。 昨年 畔上 去り 令 年 本 去る。 自分の 爲を 計りて 損失で 

あるが； i 昔と 彼等との 爲を 計りて 利益で ある。 自分 も 善き 援助 者 を 失 ひて  一 老年の 元氣 を發扼 する 
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であらう から 幸福で ある。 靑 年の 時には 老人より 獨 立し、 老年に 人って 靑 年より 獨 立す。 獨立は 神に 

助けら る k の途 である。 少しも 寂 秦 を 感ぜす、 却って： 與氣. の 百倍す るを覺 ゆ。 

十二月 二日 (月」 晴 女 巾の 现惠 (彼女 は 栃木 縣人 である) 我 {| に 奉公す る 事 年と 二 ヶ月、 其 

巾- - 年と 二 ヶ月 は 自分 のん 叩 を 奉じて 札 幌に孫 女 を 守り、 忠實に 任務 を 茶して 今日 無事に 柏木の 家に 歸 

り來 つた。 一家 舉 つて 彼女 を 歡迎し 慰勞に 努めた。 人の 貴き は 其忠實 なる に 於て 在る、 學カ 又は 智養 

に 於て 無い。 彼女の 如き 我國 の特產 物と 稱 すべきで あらう。 二三 日內 彼女の 故鄕に 還る" 彼女の 如く 

に 忠實に 我家に 奉公して =jK れた女 は 他に 幾人 も ある。 我 {豕 の 誇りで ある。 

十二月 三日 (火) 晴 田 村直臣 君より 左の 書面が 達した。 

1^1;: の 御病氣 はいか にす か。 私の 病氣も 日々 快方に 向 ひます が 何分に も 中風と 云 ふ 難病です から、 

幸に 右の 手 は 動きます が 左の 手 は 駄目です。 不自由 此 上ありません。 併し 神の 御 心なれば 何ん の不 

足 もありません、 神より 降りし 「休めよ」 との 命と 信じ、 長き 休みに つく 事に いたしました。 斷.. お 

活 世界より 隠退いた します。 祌は よく 七十； ー歲 まで 御用の 爲に私 を 御用い 下さった と 思へば 感謝す 

る 言 紫はありません 云々。 


之 を 讀んで 自分 は 感淚を 禁じ 得なかった。 r 老 ひたる 兄弟よ、 神の 永久の 平和 汝 と共に あれ」 と 直に 

返辭に 書き 加へ て 贈った。 田 村 君の 如き 若し 政治 界に 入りし ならばた しかに 大臣 級の 人であった。 然 

し 乍ら 基督 敎の 敎師 として 其 一 生 を 終らん として、 玆に 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る此 平安が 有る ので あ 

る。 君 は 5： 藤 博 文 公よりも * 山 縣有朋 公よりも、 君の 友人たり し 原 敬 君よりも 遙に 幸福なる 人で ある。 

單に 幸！ i の點 より 見る も、 政治家た るべ からす、 傳道師 たるべし である。 

十二月 四日 (水) 晴 校正の 一 日で ある。 塚 本が 分離す るに つき、 去就に 迷ふ會 員が あるので 彼 

等に 對し 同情に 堪 へない。 自分と して は 彼等 を 失 ふ は 辛ら く あるが、 然し 特に 塚 本 を 慕 ふ 者 を 留め置 

く譯に 行かす、 彼等 を勸 めて 彼と 偕に 我會を 退かしむ るまで ある。 今日までに 二十 六 名の 退會 者が 

あった。 其內 男子が 三人で 女子が 二十 三人であった。 そして 何れも 二十歳 以上、 三十 歳 以下の 高等 敎 

育 を 受けた る 婦人で あるから 不思議で ある。 嫁 本の 感化の 何れの 方面に 强き 乎が^ はれる。 摘 ほ 年末 

までに は 幾 十 人の 退會 者が あるで あらう。 內村 先生 あがったり である。 

十二月 五日 (木) 晴 武士道 もな く， 紳士 道 もな く、 勿論 基督 道 もな く、 唯愁 道と 戀愛 道との み 

旺盛なる 今日の 日本に 生く る 事の 如何に 氣持惡 しき 事よ。 然れ ども 斯 かる 國に 於ても 遲 かれ 早 かれ 神 

の 審判が 行 はる.^ から 有難い。 〇 今日は 何の 疑 もな く ルカ 傳を讀 み 了って 嬉しかった。 今日までに 何 

遍 請んだ か 剩 ら ない が、 今度 程 故障 疑問な しに 讀んだ 事 はない。 其 記事 通りが 事實 あった 事で あると 

信す る。 之 を 疑 ふ 理由 は 今日の 所 自分に は 一 つもない。 ルカ 傳ニ 十四 章 を 其 儘に 信す る を 得て、 自分 
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の；^ 仰 も 大分に 上達した と稱 して 可から う (神の 恩惠に 由り て〕。 

十二月 六日 (金) 晴 モ アブ 婦人 書の 年末 晝餐會 に 招かれた。 「內村 先生に 叱られた 時」 と 題す 

る^ 上演 說を 試みた" 曰く 

：?：：：!： た 生に 叱られた 時に 先生に 素ら れ たと 思 ふて はなり ません。 焚ら れ たのではありません * 嬌正 

を 促された のであります。 叱られた 時には 氣を 鼓して 先生の 許に 至り 叱られた 理由 を 尋ね、 それ 

が 判明った らば 直にお 改めなさい、 それで 事は濟 むので あります。 然るに 多くの 人達 は 私 をた、 ^ 怖 

い 人で あると 斗り 思 ひ、 先生 は 遠くより 聞く は 宜し、 近づいて 乎 を燒く 勿れと 云 ひて、 何年 敎を閱 

いても、 私に 其の 人の i 典の 先生た るの 機 會を與 へて？^ れ ません。 喧嘩して 始めて 眞の 友人と 成り 得 
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るが 如くに、 叱られて 始めて 眞の 師弟の 關 係に 入る のであります。 思 ふ 存分に 叱って 吳れ ないやう 

た 人 を 先生と して 仰ぐ ベから す、 叉 思 ひ 切って 叱る の特 權を與 へられす して 人の 先生た る 事 は出來 

ません。 今の 人逹 は、 殊に 若い 人達 は 叱らない 先生 を 求めつ i あるが 故に、 一 生涯 先生ら しき 先生 

を 有た すし て 終る の で あ り ます。 

十二月 七日 (土) 半晴 豫 ねて 英國に 註文し 置きし リツ ドンの 『キリスト 神性 論』 と ステヮ ー ト 

並に ティト 共著 『見えざる 字宙』 の 古本が 達した。 孰れ も 五十 年 前の 舊 友であって、 之 を 書 齋に迎 へ 

て 明治 初代の 函 館 在留の 宜敎師 ハリス 氏ゃデ 一一 ング 氏を迎 ふるやう に 感じた〕 キリストの 神性と 死後 

の 生命、 之に 勝 さるの 大 問題 はない。 而 かも 面白半分に 研究す るので はない、 一生懸命に 探求す るの 


である。 十九^ 紀は 二十^紀よりも 遙 かに 露 面目であった。 

十二月 八日 (日) 半晴 二百 六十 五 人の 來會 者が あった。 創^ 紀 第五 章 を 講じた。 其預 一一 H 的 意義 

を說明 せんとして 努めた。 大學の 教授と 高等 女學 校の 生徒 を 一 堂に 集めた 聽 衆に 對 して 此 窣を說 明せ 

ん とする ので あるから 容易の 事で たい 。出来る 人が あるなら ば 行って みるが 可い。 隨 分六ケ 敷い 事で 

ある。 聽 衆が 我慢して 聞いて 吳れ るから 有難い。 

十二月 九日 (月) 晴 獨 りで 靜に 一 月 號の雜 誌 編輯に 從 事した。 左 近義弼 君が 訪れて 自今 投書 を 

約束して 吳れて 心强く 感じた。 西洋の 或る 雑誌に 『神の 恩惠は 我等の 罪よりも 大 なり』 と 題す るー篇 

を 讀んで 奮き 信仰に 立歸 つて 嬉しかった。 是は 勝手に 罪 を 犯しても 安心で あると 云 ふ 事で はない、 人 

類の 如何なる 扉 も キリストの 履 罪の 恩惠を 消す 能 はすと 云 ふ 事で ある。 キリストに 在りて 神の 御 眼の 

屮には人類の§|^は旣に無ぃのでぁる。 彼 を 信じて 我等 は 何時でも の 無き *1 界に 在る 事が 出来る。 是 

で こそ 福 昔で ある。 是れ 以下の 事 を 幅 昔と 稱 する 事は屮 I 来たい。 

十二月 十日 (火) 曇 雜誌 十二月 號を發 送した。 〇 長 尾 半 平氏が 今 囘內村 聖書 研究 會を 退會 して 

富士見 町敎會 に入會 された ので 基督 敎社會 では 大變の 評判で あると 閱く。 然し 當 研究， xtl は敎會 でない 

から 長 尾 君が 去られた とて 誰も 心に 留 むる 者 はない。 且叉 君の 家族 は 依然として 當會に 留まらる i と 

の 事で あれば、 君と 會 との 關係は まだ 絡え たので はたい と 言 ひ 得 やう。 
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十二月 十一 日 (水) 雨 或る 若き 兄弟が 神に 歸 るの 經 驗を以 つて 惠 まれ、 堰き 難き 感謝の 淚を以 

つて 訪れた ので、 自分 も 亦 EI じ淚を 禁じ 得なかった。 此 柏木に は 滅多に無き 事であって、 今日 此 時に 

我等の 內の 一 人に 此言 ひ盡 くし 難き 恩惠の 臨みし を 見て、 恩惠の 慈雨の 一 同の 上に 降りし やうに 感じ 

た。 いくら 善き 聖書の 研究が 行 はれ たれば とて、 此恩惠 が 臨ます して、 我等の 事業 は 凡て 無益で ある U 

自分と しても 此 若き 兄弟に 臨みし 此恩惠 は、 神が 近頃 自分に 賜 ひし 最大の 恩惠 であると 稱 せざる を 得 

ない。 

十二月 十二 日 (木) 曇 今日は 珍ら しく も久々 振りに て 敎會の 高 壇に 登った。 東京 赤坂靈 南坂敎 

會 創立 第五 十 年 祝賀に 加へ て、 其老 牧師 小 峙弘道 君 牧師 就職 第五 十 年 紀念會 が 催され、 自分 も 小 崎 君 

の舊 友の 一人と して 招かれて 祝詞 を述 ぶる 事に なった。 此日 共に 高 壇に 登りし 者 は 海老 名彈正 君、 綱 

嶋佳吉 君、 德富猪 一郎 君 等であった。 他の 諸君 は 敎會關 係、 同 鄕關係 等より 祝詞 を 述べられ たが、 自 

分と 小 崎 君との 關係は 「キリストと 日本」 とに つける 關 係の 外に 他に 無き が 故に、 自分 は 其 立場より 

自分の 感想 を 述べた。 凡そ 二十 分 間に 涉る朗 讀演說 であって、 差した る 思想の 述 ぶべき 者はなかった 

が、 然し 明治 十三 年來 今日に 至る まで 何しろ キリストの 爲め國 の爲め 最善と 信す る 事を爲 さんと て盡 

し來 りたる 事 なれば、 此日 衷心より！？ S き 出る 一 遍の 祝意 を 表せざる を 得なかった。 高 壇 を 降りて 非常 

に 11? 持 善く 感じた。 


十二月 十三 日 (金) 曇 神に 義と 愛との 兩 面が ある。 彼 は 義を行 ふ 時に 苦しみ、 愛 を 行 ふ 時に 喜 

ぴ給 ふ。 我等 神の 僕 も 同じで ある。 義を行 はざる を 得ざる 時に 苦しむ 事窮 りなし、 然し 愛 を 行 ふ 時に 

樂 しき 事 極り たしで ある。 義は之 を 行 はざる を 得ない、 義の行 はれざる 所に 愛が 無い からで ある。 義 

は 愛の 代價 である。 愛 は 義の嚴 しい 丈け それ 丈け 値 貴く ある。 〇 昨日 久々 振りで 敎會に 出て 見て 痛切 

に 感じた 事 は、 敎 會が靈 的に、 循 つて 思想 的に 極めて 貧弱た る 事で ある。 今日の 所、 敎會は 主として 

信者 の 交際 場 で あ る 、 其處 に 熟 心と 深 想と の 多く 有り さう に 見えない。 自分と し て は 今 之 を 憤慨す る 

も！ S なき 事で あれば、 機 會の與 へらる. 1 場合に は 成るべく 之 を 利用して、 自分が 神より 賜 はりし 物 を 

以 つて 少しな りと 敎會の 缺乏を 補 はんと 欲する。 

十二月 十四日 (土) 曇 種々 の 事情の 爲に此 冬 も 亦 札幌に 行いて 孫 女 を 見る 事が 出来た くな つて 

失望の 極みで ある。 樂 しむた めの 人生に 非す、 義務に 殉 する 爲の 生涯で あるから 止む を 得ない。 「神 

よ、 幼け なき 者 を 護り 給へ」 との 祈禱が 我が 心の奥底より 湧出る。 

十二月 十五 日 (日) 曇 二百 五十二 人の 來會 者が あった。 創世記 六 章に 依り 「ノアの 大 洪水 其匚 

を 講じた。 キリストの 再臨 を 中心として 見る 時に 聖書 全體の 意味が 明かになる。 殊に 創世記 は 舊き新 

らしき 書と して 我心に 還る を覺 ゆ。 

十二月 十六 日 (月) 小雨 今の 人 は 全 體に獨 立 を 讚美す るが、 さあ 自分の 獨 立と たると 恐怖して 
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止またい。 体 給 を 離る、 を 馘首と 稱 して、 斷頭臺 に 上げら る、 襄 であると 思 ふ。 彼等 は 人が 己に 爲し 

得 る 最大 の 恩惠 は、 「し をし て 獨 立せ しむ る 事で ある を 知らない。 彼等 は 獨立は 最も 幸福な る 生 0 で あ 

る を 知らない。 故に 獨立 を拨 けて 貨 つて 最大の 恩 惠に與 りし^に；： M が附 かない。 日 木 人 全體が 「祌に 

依る 獨立」 の 美 はし さを覺 るまで は 偉大なる 國 尺と 成る 事 は 出来ない。 

十二月 十七 日 (火) 曇 横濱 海岸 敎會 牧師 笹食 彌吉 君、 多忙の 半日 を 割いて 我家 を 訪問して くれ、 

獨 特の樣 療治 術 を 自分の 身體に 施して くれた" 實に キリストの 愛の 籠れる 治療であって、 終って 

後に 新生 命の 全身に 臨みし やうに 感じた。 斯 かる 技術 を 同 君に 賜 ひし 神に 感謝す る。 此 はたし かに 有 

力なる 傅 道の 一方 法で ある。 自分 は 整 倉 君に 傳道 せらる X の 心を以 つて 今日 同 君の 此 治療 を 受けた。 

十二月 十八 日 (水) 曇 引 緩き 例外の 暖氣 である。 方々 より 愛の 籠りた る クリスマスが 達し、 老 

人大 感謝で ある。 此方に 於て は 今日で 贈るべき は 大抵 贈って 了った。 唯 札幌へ 行いて 孫子と 共に タリ 

ス マ スを 守り 得ない 事を悲 む。 彼女 は 曰 ふ 「お 祖父ち やん は 早く 約束の ゴ ム 毬を途 つて 吳れ ないから 

ズ ル ン坊 だ」 と。 ズ ル ン坊と は札幌 語です るい 奴との ことで あると 云 ふ。 澤山 貰って おきながら ズル 

ン坊と は 酷い、 然し それが 孫た るの 特權 である、 有難い ものである。 

十二月 十九 日 (木) 曇 自分の 行爲を 非難す る 者 は澤山 ある、 自分が 生涯 を 通う して 唱 へし 幅 音 

を 非難す る 者 は 一 人 もたい。 彼等 は 福音が 解ら たい 故に、 人の 瑕瑾 にの み 注意 を 奪 はれて、 神の 大愛 


に 自己 を 忘れる 福祉に 與 かり 得ない ので ある、 氣の 毒なる 人達で ある。 

十二月 二十日 (金) 雨 叉復 食事 を 誤り、 昨夜より 身 體に變 調 を 生じ、 不愉快であった。 何れに 

しろ 老體 である、 自分が 思 ふて ゐる 程の 健康 體 でたい" 天の 父に 萬 事 を 御 委ね まつる ま で^ある。 〇 

此夜今 井 館に 於て 研究 會員 中の 東大 關係 者の 懇話 會が 催された。 敎授. 卒業生、 在學生 合せて 二十 人 

の 出席者が あった。 自分 は 就床で 缺 席し 殘 念であった。 大學と 研究 會 との 關 係の 絶えない 事 を 感謝す 

る 0 

十二月 二十 一日 (土) 晴 今日 も 亦 終日 肉體の 健康の 事に 就て 考 へた。 煎じ詰める 所 人に は、 卽 

ち醫 者に は 身 體と云 ふ 巧妙なる 機械の 狂 ひをュ E す 事 は 出来ない ので ある。 唯 之 を 造り 給 ひし 神の み 其 

病 を 癒し 給 ふ。 自分 も 最後に 信仰 治療 信者に 成りつ k ある。 

十二月 二十 二日 (日) 半晴 今年 最後の 研究 會 である。 二百 四十 九 人の 出席者が あった。 朝 床 を 

蹴って 起き、 食事 を攝 り、 例の 通り 高 壇に 登り、 創 ま 記 六 章 一 —八 節に 就て 講じた" 爲 さんと 欲して 

能 はざる たしで ある。 〇 今日 を以 つて 愈々 塚 本と 分離した。 好意的と は 云 ふ もの k 餘り 喜ばしい 事で 

はなかった。 塚 本 はどう 見ても 新人で ある。 彼の 才能と 信仰と が 近代的で ある。 故に 我が 研究 會々 員 

中 近代 式の 者 百人餘 (其 多數は 若き 婦人) は 彼と 行動 を 共に した。 誠に 適當の 事で ある。 殘 りし は 老 

i  .f 'あ， 1 - l  一 *  -Q  M  メも il^ 

人、，, ^儿 頭、 田舍 物、 奮い 贖罪 信者、 キリスト W 臨翹 者で ある。 故に 塚 本 を 失った 後の 柏木 は 思想 的 
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に は 三 四百 年後 戾 りした やうな ものである。 然し 乍ら 新人 も 救 はざる ベから す、 舊人も 救 はれざる ベ 

からす。 去りし 者に も殘 りし 者に も 神の 恩 惠の裕 かに 加 はらん こと を 祈る。 

十二月 二十 三日 (月) 半晴 -s: 村 聖書 研究き の キリスト 祭 を 行うた。 クリスマス ではない。 會費 

1 圓を 納めて 出席せ る 會員百 八十 名、 盛會 であった U 高 擅に トルワ ルセ ン作 キリストの 聖像の 寫露を 

置え、 花を以 つて 之 を 園み 彼れ 御自身 を此 夜の 司會 者と して 仰ぎ奉った。 彼 を 祭る の途は 外に 向って 

愛 を 表 はし、 內に 向って 互に 相愛す る 事で ある。 阿弗利加、 支那、 東京 市民に 對し 僅か 斗り の 愛の 贈 

物を爲 して 第一 義務の 一部 を果 し、 然る 後に 會員 相互に 對し 愛と 信 賴とを 吐露して、 三時 問に 涉り聖 

き樂 しき 談話 を 交へ た。 硏究會 在って 以來、 此んな 兄弟 的な 樂 しい 會合を 有った こと は 無い。 同一 の 

會 合の 毎年 行 はれん こと を 願うた。 

十二月 二十四日 (火) 晴 我が 聖書 研究 會々 員の 内で、 轉々 として 諸 敎會に 入り、 終に その 孰れ 

を も 去って、 終に 我會 に落附 きたりと 云 ふ 者が ある。 然れ ども 是れ 甚だ 賴り にならぬ 人達であって、 

斯 かる 人達 はまた 遠から す 我 會をも 去って 他に 轉す るので あらう。 そして 斯 かる 人達が 今日までに 幾 

ス もあった。 眞實の 人 は 一 たび 入った 會を 容易に 去らない。 忠臣 二君に 仕へ す、 處女ニ 夫に 見えす で 

ある。 內村 聖書 硏究會 が 不平 家の 集合 所た らん 事 を 欲 はたい。 敎會 員に して 來るも 可な り、 但し 敎會 

と 5^ を 結た すして 來れ。 


十二月 二十 五日 (水) 晴 所謂 クリスマスで ある。 年內の 重荷 盡く 卸り て 眠り 安く、 朝 八 時まで 

床に 在りて 休んだ〕 先 づ札幌 の 孫 女に 電報 を 打った 「マァ チャン メリク リス マス ゴム マリ トド イタ 力」 

そしり 

と。 是 で先づ 「お 祖父ち やん ズ ルン 坊」 との 護 を 彼女の 口より 絕 つた。 人生 甚だ 多事で ある。 先づ拂 

ふべき は 盡く拂 ひ、 與 ふべき は 盡く與 へた (氣 の附 いた 丈け は〕、 但し 愛の 負 愦の拂 ひ 切れな いのは 

一一 目 ふまで もたい。 キリストに 在りて 友交 は 依然として 世界的で ある。 米國 より、 獨 逸より、 佛蘭 西よ 

り 愛の 尋問に 添えて 愛の 贈物が 來る。 ス トラ ス ブル グ 市の マルチン 夫人 (ドクトル • シュ ワイツ エル 

の 書記) より は豫 ねて 頼み 置きし ルッソ ー の 肖像 を 贈って 来た。 彼 は 自今 我が 書齋に 於て カント 先生 

の 側に 座 を 占む るで あらう。 全然 平民. t である、 少しも 聖人ら しき 所がたい。 其れ故に 自分 は 彼 を 好 

む * 平 1£ ^の權 利 主張者た る ルッソ ー を 愛する。 自分 はィ H ス キリストの 僕で ある。 故に 平民で ある、 

ルッソ I ゃカァ ライルの 輩で ある。 自分 は宗敎 家で たい、 勿論 聖人で ない。 但し イエ スの 僕で あるか 

ら 何人に 對 しても 惡意を 抱き 得ない。 玆に 我が 愛孫の 爲に 祈る 其 心を以 つて 全世界の 小 兒の爲 に 祈り 

つ \ 一  丸一 一九 年 を 送る。 


十二月 二十 六日 (木) 晴 休息の 一日であった。 我が 全部 を 彼に 委ね まつり、 我が 欲求と て は 一 

も 無 からん こと を 祈った。 一年の 業務 は 終って、 疲 勞は殘 りし も、 誠に 平穏なる 歳の 暮 である。 神 は 

必要 以上の 金 を 賜 はざる が 如くに 亦 必要 以上の 健康 を 賜 はない。 遊んで 樂 しむ 爲の金 も 健康 も 賜 はな 

い。 然れ ども 必要と あれば 幾許で も 之 を 賜 ふ、 故に 生活に 就ても 健康に 就ても 心配す るに 及ばない。 
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而 して 又、 病氣必 しも 惡ぃ でない。 病氣は 警告で あり、 #氣 の抑壓 である。 病 氣は歷 々我 を 神に 追 

歸し、 我 をして 彼 を 離れ ざら しむ。 人 は 病氣の 害の み を 知って 益 を 知らざる が 故に、 之に 耐 ゆる 能 は 

す、 亦 之 を 疲す事 も 出来ない。 

十二月 二十 七日 (金) 晴 引續き 床に 就きて 休んだ。 少しく 讀書愁 が 起り、 奮き カノン • リドン 

の 『キリスト 神性 論』 を取屮 I し、 其 第二 章を讀 初めた。 疑い もな く大 議論で ある。 今の 神學 書に 於て 

見る 能 はざる 博い 知識と 深い 信仰で ある。 r 舊きは 最も^ し」 である (ルカ 傅 五.！ ；；： 十三 九 節)。 札幌へ 

往 きて 孫 を 見る 能 はざる 悲しみに 對し、 ドクトル • シュ ワイツ H ル の 阿：^ 刺 加 病院に 送りし 寄附 金の 

禮-狀 に 接し、 一首 を 禁じ 得なかった。 

雪 國に孫 見る こと は 叶 はす も 

よそ ケに こ  みつ 

他 國の兒 に 貢ぐ 嬉し さ 

こんな 事を爲 して 老年の 歳暮 を 慰む。 

十二月 二十 八日 (土) 曇 今度 稼 本に 隨て我 研究 會を 去りし 人々 (其 主なる 者 は 若き 婦人) が 退 

會に 際して 巾 越せし 感謝の 辭 は殆ん ど千遍 一律で ある。 曰く 「永々 御敎 導に 與り、 或 者を摑 ませて i„、 

き 云々」 と。 C 一し 乍ら 自分の 立場から 見て、 K 年 も 五 年も敎 えて 「或 者を摑 ませた」 丈け では t:^ だ 物 

足りたい ので ある。 何故 モット 的確と 自分の 說く li 昔の 要點 を摑ん で吳れ なかった の 乎。 其點に 於て 

地方の 『研究』 誌の 讀 者の 方が 遙 かによ く 自分の 希望に 叶 ふて ゐる。 富 山縣の 或る 讀 者の 感謝の 辭に 


曰く 

野生 事兩 三年 前より 『聖書 之 研究』 誌 を 通う して 御 懇切なる 御 教示 を 蒙り、 誠に 有難く 深く 御禮巾 

0O0O  0  0  0  000000  0OO0O  OOO0O  oooooo 

上 升。 特に 信仰の 義、 罪の 赦、 十字架の 奥義、 肉體の 復活、 主の 御 再臨、 最後の 審判 等、 悉く 原始 

の 純一 i 昔に 接し、 日々 に 新たに せられ、 歡 喜に 溢れつ、 ある 事 を 衷心から 厚く 感謝し 奉り 升。 

此人は ハ ッ キリと 自分の 敎を 解って 吳れた 人で ある。 なまじいに 都に.；^ りて 所謂 高等 敎育を 受けし 者 

には此 福音 は 解らない ので あると 見える。 自分 は此 上、 人に 「或 者を摑 ませる」 爲に 自分の 心血 を灑 

ぐに 堪えない。 今時の 「敎育 ある 若き 人々」 に は 自今 自分の 所へ は 來て貰 ひたく たい。 

十二月 二十 九日 (日) 雨 寒い 厭な 日であった。 引續き 床に 就いて 休んだ。 石 原 兵 永に 由って 小 

染會が 開かれた。 來< ^者 三十 人 あり、 善き 福音 的會 合で あつたと 云 ふ。 夏前に 比べて 會員は 二割 方 減 

じたが、 會 費の 總納額 は 三 割方增 した。 まことに 不思議なる 現象で ある。 叉雜 誌の 方も愤 下げ は 却つ 

て 有利であって、 損失で ない らしく ある。 唯 純 福音 を さへ 說 いて 居れば 可い ので ある。 唯 福音の 不純 

なる を 虞るべき である、 餘は 心配 は 絕對に 無用で ある。 札幌 では 內村會 の クリス マス 晚餐 會樂 しかり 

し 由の 通知が あって 嬉しかった。 

十二月 三十日 (月) 雨 引 續き靜 養の 一 曰であった。 靜 養と は 自分に 取りて は、 自分が 働く を 止 

めて 彼 をして 自分に 在りて 働かし むる 事で ある。 彼の 能力なる 天然が 自分の 肉體に 働いて 毒素 を 排泄 

する。 彼 は 良き 醫師を 送りて 病體を 診察せ しめ 給 ふ。 又 全 國の讀 者 にん 叩 じて 此際雜 誌の 前金 を拂 込ま 

一九二 九 年  九 G.V 


E  Jf の 生涯  九 o 八 

しめ 給 ふ。 如此 くして 自分 は 床に 就いて 何も 爲さ ぐるに、 凡ての 事が 自分に 爲 されつ- - ある。 自分 は 

唯 感謝して 彼の 恩 惠に與 りつ \ ある。 是が本 當の靜 養で ある。 消極的の 無 爲の絕 對安靜 でない。 神の 

御 働き を拜 見し つ V 感謝に 溢る、 靜養 である。 

十二月 三十 I 日 (火：) 雨 引續 き^の 內に 休んだ。 醫師は 言 ふ 容態 益々 {且 しと。 少しく 讀書も 出 

來た。 兹に 感謝 を以 つ て 一 九 一 一九 年 を や；！ る。 「エホバ 是 まで 我 を 助け 給 へ り」 である (サム H ル 前書 

七 章 十二 節)。 滿六 十八 年の 地上の 生命、 五十一 年の 信仰生活、 多くの 患難、 より 多くの 恩惠的 救出 _ 

思へば 感謝の 淚 のみで ある。 「七 度 人間に 生れて 國 賊を滅 せん」 に 非す、 百度 人 問に 生れて 十字架の 

い 声、 f 

福音 を唱 へんで ある。 殘る日 は 幾許 ある を 知らす と雖 も、 其 最後の 一 日まで 罪の 赦の 福音 を唱 へんと 

欲す。 神よ 願く は此祈 求を聽 上げ 給へ。 ァ ー メ ン义ァ ー メン。 
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一月 一日 (水) 晴 床上の 正月で ある。 札幌に 於て 第三の 孫 女が 生れた。 元日の 出産と は 芽 度 

い 事で ある。 東京に 於て は畔 上の 『日本 聖書 雑誌』 が 生れて、 之 を 正式に 彼の 手より 受取った" 是は 

よ か 

雜 誌の 摘 孫と 稱 して 可ら う。 孫 又 孫で ある。 自分 も 老人に 成った 者で ある。 讀者 某の 年賀の 辭に 曰く 

古稀の 春 迎へ給 ひて 若 かへ り 

も k の 喜び 重ね ますら む。 

と。 自分 は 之に 答 へ て 曰 うた。 

限りなき 生命 賜 はる 我 なれば 

古稀 も 八十路 も 祌のを さな ご。 

ねし や 5 ぐ わつ 

一月 二日 (木) 晴 今日 も 亦 眠 正月であった。 床の 內で 伊太利の 聖書 學者ジ ョルジ ォ • バル トリ 

の 創世記 註釋 を讀ん だ。 大膽 なる 註釋 である。 大いに 考 へさせられた。 叉考 へた、 十字架 を擔 ふと は 

單に 十字架の 上に 曝 物にされて 槍で 刺さる、 事で ない、 他人の 罪 を 自分の 罪と して 檐ふ ことで ある。 

斯んな 痛い 辛ら い 事 はない ので ある。 然し キリ ストの 僕と して 此 苦しみ は 免 かれ 得ない。 自分 も 今日 

1 九 一一 1 0 年  九 〇 九 


:= 々の 生涯  九 一り 

ま で 幾度 此 苦し みを甞 させられた 乎 知らない。， 人が 自分の 罪と して 指す もの は 大抵 は 自分の 扉に 非 

すして、 他人の として 擔 はせられ たもので ある。 子 は 其師に 優らす である。 人類 全 體の能 を擔ひ 

給ひし者の^5-子たる者が斯く爲さしめらる 、は當然でぁる。 

一月 三日 (金) 晴 引 き^の 上の 正月で ある。 健康 を 得れば 働か しめらる、 失へば 休まして 貰 

へる。 健康であって 休む： i& は 到底 許されない。 墓に 入る まで は 完全なる 休息 は 得られな いと 諦めねば 

たらぬ。 さう m 心へば 癒る も 癒らぬ も！ 1： じで ある。 苦しむ 爲に 生れて 來た 生涯と E 心へば 其れまで である 0 

I 月 四日 (土) 曇 病輕 快、 ^  = 以上 起きて ゐた。 神の 恩 惠の數 々を考 へ、 之に 絞べ て 生涯の 苦 

難の 數 ふるに 足らざる を 語り合 ひ、 靜 たる  一 H を 送った。 

一 月 五日 (日) 晴 今年 第一 の 紫 日で ある。 自分 は 床に 在りて 休んだ。 石 原 兵 永に 由って 簡 短な 

る 禮拜說 敎が行 はれた。 來會者 四十 人、 善き 福 昔 的 集 食で ありし との 事で ある。 石 原に 畔 上の 文才た 

く、  木の 博識 はない、 然し 彼に 强ぃー i 音 的 實驗が ある。 そして 其 實驗が 彼 をして 前 二者 以上に 有效 

な る 自分 の 投助 者た らしむ る で あ ら う。 そして 彼 と 實驗を 同 うする 壯 I の 他に 幾人 も ある を 知りて、 

我が 柏木の 集會の 甚だ 根强 きものなる を識 る。 世に 强 いものと て if m に 出って 植附 けられた る 信仰の 

如き はない。 〇 座 古 愛子 女史の 年 贺の詞 に 刺 題に 因め る 左の 一 首が 記された。 

そ k りたつ 磯の 厳 や 動き 無き 


やまと 島根の 姿な りけ り。 

自分 は ヨブ 記 三十 八 章 十、 十一 節に 因り、 左の 一首 を 駄句って 彼女に 返した。 

荒ぶ 世の 高浪 たけく 寄せ 來るも 

碎 けて 越え じ 法度の 巖を。 

I 月. K 日 (月) 晴 靜 養叉靜 養で ある。 動いて は惡 いので ある。 怒って は惡 いので ある。 感じて 

も惡 いので ある。 無 爲の狀 態に 於て あれとの 事で ある。 生きながら 死んだ 狀 態に 於て あれとの 事で あ 

る。 六ケ 敷い 命令で ある、 然し 醫命 である、 守らねば ならぬ。 斯 くして 亦 今日 も 一 曰 を 送った。 

一 月 七日 (火) 晴 札幌新 家庭に 生れし 第三 女 を 博 子と 命名せ りとの 報知が あった。 博士 號 獲得 

を 記念す る爲 であらう。 之 を 聞いて〕 i£ 中の 老 先生 大いに 元氣 づき、 例の 通り 一首 を 駄句った。 

內村は 博く 愛して 博く 知る 

め iir  ャっ ら ぎ 

征目 正しき 桂 木の 家 

g 子、 桂 子、 子の 三 名 を 詠 込んだ 次第で ある。 此日亦 京 城に 於て 姪 第二 號梅 田夫 人が 女子 を 安產し 

たとの 報知が あった。 芽出度い 年で ある。 

1 月，^ 日 (.^) 晴 今や 保健 上 毎日 排泄の 尿 量 を 測らせら る。 老生 歎じて 曰く 「憐 むべ し 我 はん マ 

は 排尿 器に 化せり」 と。 老婦 彼 を 慰めて 曰く 「何 を 歎き 給 ふ耶、 七十 年間 神の 御用に 使 はれ 給へ り、 
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是れ 以上に 働かん と 欲し 給 ふ、 之 を 慾と や 巾すべき」 と。 老生 答 ふるに 辭 なし。 曰く 「我 若し 今夕 召 

さる K も 感謝して 逝かん」 と。 實に然 り、 愁 にも 程が ある、 七十 年間 喜びの 福 昔を說 かして 戴いて 尙 

是れ 以上 働かして 貰 ひたいと 言 ふは强 慾で ある。 戴ければ 結構、 戴けな くと も 結構で あるべき である。 

I 月 九日 (木) 晴 寒 氣强し 。毎日 主婦の 誠實 なる 看護 を 受けつ、 ある。 斯 かる もの はホ ー ムの 

外に 全^界に ない。 山な す 富 も 之を購 ふこと は 出来たい。 神が 賜 ひし 人生 最上の 賜物と 稱 すべきで あ 

る。 〇 詩 第三 十七 篇廿 五節に 曰く 

我れ 昔し 年若く して 今 老いた れど義 者の 棄られ 或は その 裔の糧 乞 ひ あるく を 見し 事な し 

と。 自分 は 少しく 文句 を變 へて 曰 ふ 

我れ 昔し 年若く して 今 老い たれ ども、 人の 主に 叛き， 父 を 蔑 にし、 師を疎 じ、 不平に 驅られ て 

^^-を起して之に成功せし者を未だ曾て見しことなし 

と。 成功の 秘訣 は 感謝の 心で ある、 義務の 念で ある、 抑え 難き 歡 喜の 情で ある。 是れ ありて 事と して 

成らざる はなし、 業と して 擧ら ざる はない。 悲憤に 始まりし 事業の 失敗 は 必然で ある。 忌忌しい と 念 

ふ 心、 其處に 失败は 根ざして ゐる。 

一月 十日 (金) 晴 雜誌 新年 號が 出た。 頁數は 減じた が 紙質 表装が 改良され て 舊ぃ雜 誌が 若返り 

しゃう に 見えた (自分の 眼に は )o 今まで は 自分、 塲本、 畔上 三人の 合宿所で あつたが、 今囘 各自 已 

れの家 を 持って、 自分 は 獨り古 巢に籙 つた 次第で ある。 家 は 縮めても 尙 少しく 廣 過ぎる やうに 見える 


が、 然し 全部に 涉り 自分の 眼が 行渡り、 之に 對 して 責任 を 食 ふ 事が 出來 るから 非常に 氣持 好く ある。 

殊に 久しく 極端なる 無敎會 主義 (自分の 眼から 見て〕 を唱 ふる 塚 本の 論文 を 自分 主幹の 雜 誌に 見る は 

隨 分と 心苦し い 事で あ つ た。 今や 此事 なく 彼 も 自分 も 自由に 其 確信 を述 ベ 得る に 至って 相互の 幸福 で 

ある。 何も 敎會を 恐れる からでない、 眞理を 直ん する からで ある。 

1 月 十一 日 (土) 晴 引 綾き 半 起 半 臥の 生涯で ある。 多くの 友人 は 其 年賀 狀に 於て 自分が 古稀の 

春を迎 へたと て 祝して 吳れ る。 其 好意 は 謝すべし とする も、 七十 は古來 稀れ なりと 云 ふ は餘り 有難く 

ない。 例に 依り 駄句 一 首 彼等に 酬いて 言 ふ 

古稀な ど k 情けなき こと 言 ひ 給な 

阪 りなき 生命 赐ふ身 なれば 

肉 は 古稀で も 八十路で も、 心 は 希望の 神に 在りて 恆に靑 年で ある。 〇 國 として は 金解禁 當 日で ある。 

=w だ 心配なる 一 日であった。 久 振りに て 注意 を以 つて 新聞紙の 夕刊 記事 を讀ん だ。 斯う なれば 自分 も 

亦 古い 愛國 者と 成る。 金貨 は 之 を 日本銀行の 金庫に 藏 して 置けば 宜しい。 之 を 引出す 必要 は 一 もない。 

H 本國の 經濟的 安お を 祈る。 

I 月 十二 日 (日) 雪 本年 第一の 研究 會 である。 何しろ 壇上に 現 はる、 事が 出来た。 伊豆 久速與 

農學 園々 長 平 林廣人 氏が 來て丁 抹國農 聖人 ダル ン トビ ー の 信仰に 就て 話して 吳れ た。 强く 一  同 を 感動 

せしめた。 「活ける 言葉と は 人の 全身 全 性格 を 通う して 働く 所の 言葉で ある」 と 云 ふので あった。 ま 
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ことに 其 通りで ある。 我等 硏究會 々員 は 今日まで 餘 りに 多く 言葉 を 言葉と して 受け 之 を 我等の 衷に慟 

かしめ なかった。 平 林 君はグ ルン トビ ー が 丁抹を 救うた 途に 依り 日本 を 救 はねば ならぬ と 云うた。 卽 

ち 農業 を 基督 敎的 信仰 化して 救 はねば ならぬ と 云うた。 自分 も 同意見で ある。 新年 早々 基督 敎の實 行 

的 方面が 高調され て 感謝で ある。 今後 更らに 平 林 君の 指導に 依る であらう。 同 君の 講演の 後に 自分の 

「新年の 希望」 を代讀 して 貰 ふて 此 日の 會合を 終った。 自分 は 何の 貢獻 する 所な く 主として 友人の 援 

助に 賴 つた。 此日 東京 女子大 學々 生 一名の 退會 あり、 同時に 帝 大敎授 某氏 外 二 名の 入會 があった。 〇 

ルツ 子デ I である。 心が 引締 る。 彼女の 肖像に 對し啜 泣の 聲が閱 える、 此聲は 復活の 朝まで 緩く であ 

らう。 

一月 十三 日 (月) 晴 氣分惡 しく、 兆候： だ 宜しから すであった。 或は 自分の 此 世の 仕事の 終り 

が來 たので はない 乎と 思うた。 準備 は旣に 出来て 居る、 日本 武士ら しく 事業 を疊 むで あらう。 「我が 

誇る 所 を 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死す るに 如かす」 である (コ リント 前書 九 章 十五 節)。 さう 

何時までも 働ら いて 居らす とも 可い。 命令一下 すれば 我が 萬 事 を 彼に 返還し 奉る、 唯 其 命令の 確然た 

る を 待つ のみで ある。 さう 思 ふと 病みたがら も 我が 意 氣が引 立ち、 まだまだ 働け る やうに も 思 ふ。 主 

婦 側に 在りて 我を勵 ますの 狀、 何ん と 感謝して 宜しき 乎 判明ら たい。 

いと 4t 

一月 十四日 (火) 曇 尿の 排出 益々 惡 しく、 頗る 心配で ある。 若し 是が行 詰まれば お 暇で あるが 

然し 免 かる 、途は 何 か あるで あらう。 4r 日 は 少しく 讀書 慾が 出で、 以賽亜 書 五十 三 章 を復讀 した。 


一月 十五 日 (水) 晴 春の やうな 暖ぃ 日であった。 昨夜 心 臟發作 を 起し 少なから す 苦んだ。 終り 

が 来たので はたい 乎と 思うた。 然し 後で 醫師 より 自分の 心臟 病で はさう 容易く は 死ねぬ と 聞いて 安心 

と共に 失望した。 神の 御用の 殘る 間は自 から 擇 らんで 死ぬ 事 は 出来ない。 

一月 十六 日 (木) 晴 引辏 き暖氣 である。 床の 中で 結 對安靜 である。 

一月 十七 日 (金) 晴 引鑌き 病人で ある。 横 濱の笹 倉 牧師 我家に 泊 込んで 看護して 吳れ た。 一同 

氏の 愛の 深き に 感じた。 是れ では 敎會と 仲直り を爲 さねば たるま い 。 

一 月 十八 日 (土) 晴 病勢 少しく 緩む、 然し まだ 安心 は 出来ぬ。 敎友相 代りて 看護して 吳れ る。 

又相援 けて 高 壇 を績け 吳れる 由で ある。 自分の 今囘 のブレ ー ク ダウン は此爲 であらう。 兄弟 姉妹が 自 

分に 賴 ますして 神と 相互と に賴 らん 爲 であらう。 自分が 再び 高 壇に 立つ 日に は 全く 變 つたる 善き 集會 

であらう。 

一月 十九 日 (日) 快晴 床 中の 聖日で ある。 來會者 二百 二十 七 名 あり、 高 壇 は醫博 植木 良 佐 君と 

自分の 創 成 記 研究 を以 つて 充 たされた。 r 强ぃ內 村 先生」 今 は 醫師に 病 を 宣告 せられて 絶 對安靜 と 云 

ふ獄 尾に 投ぜ られて 弱い 人と 成った。 何事 も 人の 命令に 從 はねば ならぬ 者と 成った。 恰か もべ リシ テ 
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人の 乎に 渡されし サ ム ソ ンの 如き 者で ある。 然し 彼の 靈は 神と 彼の 有で あれば 自由であって 强く ある。 

祌 はまた 彼 を 使 ふて 大 なる 仕^ を爲 さしめ 給 ふで あらう。 

I 月 二十日 (月) 晴 少しく 快方に 向いた、 然し 極めて 少しで ある。 M か此 上に 一 擊を加 へらる 

わば それで 此 I の 萬 事 終る ので ある。 多數の 人が 祈って ゐる、 故にい ま 一度 此難關 を通拔 ける であら 

う。 神の愛と M 時に 人の 愛 も 著る しく 此 かる 場合に 現 はる。 札幌 より 我が 愛する 者が 見舞に 來 ると M 

いて 

後 士心ゃ 渡 嶋津輕 と 4.^ ぐな る 

見舞の 足の 美 はしき かな。 

一月 二十 一 日 (火) 晴 昨夜藤本重太郞；！{^引-;|き不眠の^護をして"4<れ、 僕 昔吉は 隣室に 在って 

祈つ てゐて れた。 

夜 を こめて 看護す る 友、 身を以 つて 

代らん とする 僕、 有難し 

八， n 大分 快し。 札幌 より の^者 来訪の 途に 在る と 聞き 萬 事 一 變 した。 

古稀の 春 病の 床に 打 臥して 

更に 大 なる 夢を見に けり。 


一月 二十 二日 (水) 半 曇 早朝 內村醫 博札幌 より 達す。 

夜毎に 襲来り し 惡魔奴 も 

わか もの 

壯者 故に 逃 去りに け り。 

昨夜 澄 尿 一 干 グラム を 得て 一 安心で ある。 

一月 二十 三日 (木) 晴 夜醫 博と 隠退の 方法に 就いて 談 じた。 洞 爺 湖々 畔、 シ リベ シ山を 右に、 

火山 灣を經 て 駒ケ岳 を 望む 邊は 如何との 事であった。 湖川の 鳞族は 悉く 我が 奮 知、 其處へ 正ち やん、 

桂ち やん、 ちゃんが 時々 遊びに 來る、 まことに 地上の 極樂 である。 そんな 夢， を 見ながら 病苦 を 忘れ 

る ハ" 

一 月 二十四日 (金) 晴 何しろ 原稿 一部分 發送 をした。 苦しい 編輯 n であった。 之 を 日本 武士の 

我^；^と云ふ。 

I 月 二十 五日 (土) 晴 少 しづ、 快し、 然し 重病で ある、 毎夜.； 一; れ族 友人の 不眠の 看護で ある。 祌 

の聖 3曰 に 由り 自分 は 今 死た す、 もう 一 度 癒えて 働く であらう。 


一月 二十 六日 (日) 半晴 來會者 二 kn 二十 二人 あり、 札幌 より 內村醫 博、 金 澤醫大 より は 星野鐵 
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男 君 見舞に 來り 居り、 集會は 大いに 賑 ひたりとの 事であった。 

一月 二十 七日 (月) 晴 自分 益々 快方に 向 ひ、 ^村醫 博 一先 づ札幌 に歸る ことに 成った。 主治醫 

が 自分の 全治 を保證 して 吳れ たからで ある。 此ほ舊 友 新 渡戶稻 造 君が 見舞 ふて 吳れて 有難かった-。 

一 月 二十 八日 (火) 曇 夜雨。 氣分 大分に 宜しく、 半日 床上に 坐して 休んだ。 集會の 靑年贩 起の 

由 を M いて 悅ん だ。 

一 月 二十 九日 (水) 半晴 雨 晴れて 後の 晴天、 春の 様な 暖かさであった。 病苦 も 大分に 去り、 樂 

た：：！ であった。 半日 床の 上に 坐して 色々 な 感想に 耽った。 E 心 はざる 人々 の 同情に 感謝 を 禁じ 得な かつ 

た。 

一月 三十日 (木) 晴 鶴の 舞 ひさうな 春 日和であった。 髮と髭 を 剃り 外面たり とも 健康 を 装うた。 

夜 ^倉 牧師 來 り 靈肉共 に 慰めて 吳れ た。 

I 月 三十 一日 (金) 晴 引 綾き 上天 氣 である。 病人に 取り 無上の 幸！  i である。 善き 事少 しづ、 增 

し、 .5|-しき；；^-少しづ、滅す。 多分 快復に 至る ので あらう。 但し 老人の 身 なれば 不安 全く 去れり と 言ん 

能 はす、 戒を 怠らたい。 


二月 一日 (土)  a" 又復囘 生す るら しい。 床上 無爲に 苦しむ。 奮い 英語の 讚美歌 集 や、 山陽 詩 註、 

古今 集 遠 鏡 等を以 つ て獨り 自己 を 慰める。 紀 I 貝 之の 春の 歌 を 口す さむ。 

袖 ひぢて むすびし 水の こ ほれる を 

春た つけ ふの 風 やと くらむ。 

今年 今日の 自分に 取り 意味の 深い 歌で ある。 ァ ー メン、 然り、 然り である。 「春 立つ 今日の 風 や 解く 

らむ」 である。 

二月 二日 (日) 雪 東京に は 珍ら しき 大雪で ある。 昨夜 ァ ダリン 三 粒に て 七 時間 安眠 を 得た 我 

が 肉 體の藥 品に 過敏た るに 驚く。 神經中 椹の 疲勞 なる は 明白で ある。 〇 大雪に 拘 はらす 來會者 百 六十 

四 人 あり、 藤本 醫博 「基督 敎と キリストの 十字架」 に 就て 語る。 義は 前き にして 愛 は 後で あるとの 幅 

昔 的 眞理の 高調で あつたと 云 ふ。 靑年學 士の發 起に 由り 木曜日 祈 禱會が 開かる i 事に 成った。 出席者 

は 三十 五 歳 以下の 靑年 男子に 限る との 事で ある。 

二月 三日 (月) 晴 節分で ある。 雪晴れの 快晴で ある。 庭の 梅は滿 開で ある。 會員 藤本 重 太 郎君 

歌 を 作って 祝して 吳れ た。 

鬼 は 外 に、 幅 音は內 村に 歸り來 て、 

身體 はまめ に 成る の 節分。 
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どうぞ 斯う 成って 欲しい。 雜誌 二月 號 もどう やら 出來 るら しい。 一 月號賣 行き 旺盛の 由 を 聞いて 悅 ぶ。 

主よ 願く は 今 一 度、 贵 神の 僕 をして 貴 神の 福音の 勝利 を ほ擊 せしめ 給へ。 

二月 四日 (火) 晴 主 治 醫の簡 短なる 投薬と 被 倉 牧師の 施せし 床 浴のお 薩 にて 昨夜 は 十 時間 連續 

の (文 眠 を 得て 今朝 は 大いに 寬 いだ。 まことに 春と 共に 生命が 囘 って來 たらしい。 病氣は 精神 中樞 病で 

あるら しい。 祌 のみ 癒す ことの 出来る 病で ある。 

二月 五日 (水) 曇 小 兒科醫 師入間 田涕倍 君が その 多忙の 身を以 つて 態々 大阪 より 尋ねて 來て吳 

れた。 何ん と 有難い 事で あらう。 色々 と 面白い 話 を 聞かせら る。 i 具の 友人 は 何が あっても、 幾年 經っ 

て も 動かたい。 此んな 貴い 者 はない。 

二月 六日 (木) 大雪 尿量增 し、 睡眠 催し、 愈々 H 役 期に 入った。 先づ以 つて 命 拾 ひ をした と； 

ふので ある。 死の 門口まで 行いた。 恐ろしい ものである。 一概に 死と 云 ふが、 死 は 依然として 恐怖の 

王で ある。 今度と 云 ふ 今度 「H リ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ-一」 を 徹底的に 實驗 した。 そして 我が 愛す 

る 者の 多くが 此 苦痛 を 越えて 他の 世界へ 行いた 乎と 思 ふ 時、 同情 且 尊敬に 堪えない。 柏木の 信仰 復興 

は 絞く。 昨夜 は 博士 級の 人達の、 今夕 は 若き 學士 達の 祈 禱會が 催さる。 實に 有難い 事で ある。 

二月 七日 (金」 晴 危險は 過ぎた が、 囘復に はま だ 前途遼遠 である。 冬眠 を むさぼりつ、 春暖の 


到 來を待 つ ま で ある。 毎日 肉の 健康の ことのみ 思 ひつ、 時 を 過す ことの 心持惡 しき ことよ。 

二月 八日 (土) 晴 天氣 好く、 氣分も 亦 快く、 近頃に たき 氣 持の 好き 日であった。 柏木 は 全體に 

平安の 宿る 所で ある。 此 所に 不安 や 動搖の 働く 時 は 滅多に無 いので ある。 然るに 時々 此 世の 不安の 子 

等が 人來 つて 不安な きに 不安 不安と 懾 くので ある、 そして 終に 本當の 不安 を 起す ので ある。 此 世の 者 

等 は 福 昔 の 絕對 安静 を 知ら ない、 安 靜とは 非常の 政治的 手腕 を以 つて 維持 せらる、 者 で あると 思 ふ。 

然し そんな 者で はない ので ある。 聖靈の 在す 所に 眞 個の 平安が 在る ので ある。 柏木 はこの 二三 年間 何 

ん となく 不安の 所と 化した。 な マ ゃ復び 元の 平安に 歸 りつ & ある。 有難い 事で ある。 

柏木に 動搖 ありと 聞きし かど 

先生 病みて 愈々 安 泰。 

柏木に ありし と 聞きし 動搖は 

ベ ンテコ ステの それにて ありけ り 0 

二月 九日 (日) 雨 寒 雨に 拘 はらす 百 六十 九 人の 來會 者が あった。 舊友大 嶋正健 氏が 自分に 代つ 

て H リャ傳 を 講じて 吳れ た。 敎會か 無 敎會か 知ら ざれ ども 我等が 舊ぃ 信者で ある 事 丈け は 確かで ある。 

我等 は 近代の 「若々 しい 人達」 と 歩調 を 合せて 進む 事 は 出来たい。 夜 また 左 胸が 壓 せられ、 氣 持が 惡 

かった。 猶 未だ 病苦 を脫し 得た のでない。 
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二月 十日 (月) 雨 二月 1^ の雜 誌を發 送した。 創刊 以来 三十 年、 此んな 苦しい 雜誌を 出した 事 は 

たい。 苦 勞は覺 1^ の 上で 始めた 事業で ある。 貧苦、 戰苦 は歷々 嘗めた。 然し 乍ら 死 を氣遣 かひながら 

雜誌を 作った の は 今度が 始めて^ ある。 『聖書 之 研究』 萬 歳と 稱 すべきで ある。 

二月 十 一 日 (火) 半晴 昨夜 叉 役 胸苦しかった。 朝に なって 祈禱に 由って 平 穩に復 した。 病氣は 

氣を 病む ことで ある。 殊に 心臓病 は然 りで ある。 氣 (精神) を 健全に して 肉體は 健全なら ざる を 得な 

い。 Chiistian  Science に 深い 眞现が ある。 先づ 神に 完全に 罪を赦 して 戴かねば ならぬ、 それが 爲に 

は 自分に 罪 を 犯した 人の 罪 を 完全に 赦 さねば ならぬ。 さう すれば 肉體の 健康 も 自づと 復り來 ると 云 ふ 

ので ある。 

二月 十二 日 (水) 晴 昨夜 札 幌宮部 金 吾 君の 見舞 を 受けた。 君 は 近頃 帝國 學士會 員に 成られ、 世 

界的名 の ある 大 核物學 者で ある。 此 人が 我が 青年時代の 同窓 同級 同室の 友であって、 人と して 自分 

を識 つて 吳れる 第一 人 者で ある。 今度の 病氣 にても 自分が 魔 夢に 襲 はれて 苦しむ 時に 知らす 識ら すの 

問に 「宫 部々 々」 と 呼ぶ が 常であった。 肩上げの ある 少年 時代よりの 友人で ある。 而 かも キリ ストに 

在りて 給 ばれて 切っても 切れぬ 間柄で ある。 此際此 友の 見舞 を 受けて、 唯 ra: く 手 を 握る より 他に 情 を 

^^はすの途はなかった。 Christian  Friend と は 此んな 者で ある、 其 聖さ貴 さ を 近代 人 は 知らたい。 

〇 此 n 住 谷 天來： 君の 牧會の 地 群 馬縣富 岡より 見舞に 来て 吳れ た。 詩 三篇を 遣し、 祈禱を 共に して 

吳れ た。 其 ー篇に 曰く 


雪 風 掃， 面砂拂 地。 友愛 s: 十餘年 知。 

惱 一 場 春 不關。 飛來 口へ 見 紅梅 詩。 

自分 は 之に 酬 ゆるに 例の 無韻詩 一 篇を 以てした。 

上 州 無智 亦 無才。 剛毅 木 1^ 易 被 欺。 

唯以 正直 對萬 事。 至誠 依 神 期 勝利。 

二月 十三 日 (木) 晴 兹氣强 くして 病人 惱む。 唯 春風の 来訪 を 待つ のみで ある。 

二月 十四日 (金) 晴 昨夜 舊ぃ 信仰の 友 安井 靜江 女史の 指 尖 接 觸術を 施して 貰 ひ、 著しく 博惱を ■ 

減じ、 安眠 を 得て 大 なる 感謝であった。 世に は 思 ひも 寄らざる 所に 治癒の 術が ある。 それが 正 當の臀 

術で なきに しても 尊重し 感謝 を以 つて 受く ベ き で ある。， 本 當の醫 術 は 本営の 宗敎 と 同じく 成るべく 病 

を 語らす、 病 者の 注意 を 病 以外に 轉 する 事で あらねば ならぬ。 病に 就て 多く 說 明し、 之 を 益々 自覺 せ- 

し むる は、  益々 之を增 長せ しむる 途 である。 病 を 癒す の 途は之 を 忘れし むる 者で あらねば ならぬ。 

二月 十五 日 (土) 晴 自分の 病 氣の輕 くない 事が 市 內の大 新聞に 出 てから、 思 ひも 寄らざる 奮い 

知人より 見舞 叉 は 贈物 を 受けて 大 なる 慰めで ある。 彼等 は 旣に疾 に 自分 を 忘れて 居た の だと 思 ひしに . 

然ら すして 自分の 危機に 陷る 場合に は 自分 を 記憶して 吳れる を 知り、 自分が 曾って 彼等に 爲 せし 小善 

が 如何に 意義深き 事で ある 乎に 氣附、 文字通りに 感泣 せざる を 得た い 。 祌が 再び 自分 を 起し て 下さる 
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以後の，： H 分の 生；^ は さぞ かし 幸福 多き もので あら う。 

二月 十 六日 (日) 半晴 .：«」i£ に 就いて から 滿ー ヶ月で ある。 隨 分と 苦しい 一 ケ：： ：： であった。 醫學 

的に a た 八 r- nc の 自分 は より 健全なる 身體な る e なれ ども、 自覺す る 自分 は疲勞 せ る纖； ：！； な る 自分 で あ 

る。 〇 來會者 二百 二人、 石 原 兵 永前講 を、 文學 博士 大島正 健 氏、 自分に 代り 後講を 務めて 吳れ た。 札 

幌 より 見舞の 爲に 上京して 吳れ た理學 博士 宫部金 吾 氏が 自分の 狀 態に つきその 觀し所 を 述べ 一 同を獎 

勵 して 21- れた。 二者 共に 自分の 長兄であって 自分 以上の 老人で ある。 友愛と は斯 かる 事 をい ふので あ 

る 0  . 

二月 十七 日 (月) 晴 昨夜 も 亦 病魔の 襲来に. S つて 苦んだ。 朝起きて 思うた。 苦痛 は 肉 體の爲 に 

は惡 いが .ciM 魂 の 爲には 善く ある。 自分の 靈 魂の 爲 のみなら す 他人の 靈 魂の 爲に 善く ある。 故に 苦痛 は 

有效 なる 傅 道で ある。 苦痛 は 傅 道 用と して 說敎叉 は 聖書 講演よりも 有效 である。 故に 苦痛 は辭 すべ か 

らす である。 感謝して 之 を 神より 受け、 之 を 取 除き 給 ふ 時まで 忍耐して 之に 耐 ゆべき である。 至上 害 

は 健康に 非す して： IJE 仰で ある。 

二月 十八 日 (火) 快晴 今度の 病氣 に付き 自分 は 初めより 危險 性を帶 びた る 者で あると は 思 はな 

かへ た〕 识脈掉 が亂れ たので 醫師が 重大視し たの は 無理 もない。 之に 加へ て 自分が 常に 死後の 始末に 

注意して ゐ るが 故に、 友人 等が r ソラ來 た」 と 見た の も、 是れ亦 無理 はない。 然し 死 は 死であって、 


死で ない 者が 死で な いのは 止む を 得ない。 自分 は 今度の 病 は 精神 疲勞 より 先づ 第一 に 起った 胃の 障害 

と 其 結 raK であると 思 ふ。 重病で あるに 相違ない が 今が今 召さる &と云 ふ 病で はない と 思 ふ。 治癒の 希 

望の 充分に ある 病で あると 思 ふ。 友人 諸君に 此 事に 關 して 心配して 貰 ひたくない。 但し 七十 歳の 老人 

である。 何時 如何なる 事が 起る 乎 も 知れない。 其 場合に 處 する 途は 聖書に 明かで ある。 

二月 十九 日 (水) 曇 薬用 療法に 賴ら す、 成るべく 天然 療法に 依る 事に 決めて 昨夜 は 比較的に 故 

障な き 一 夜 を 過した。 病に 權 りて 最も 苦しき 事 は 病に 就て 考 ふる 事で ある。 絡 對安靜 と は 病 を 忘れる 

^であって、 是れ醫 師と雖 も クリスチャン にあら ざれば 爲す能 はざる 事で ある。 絶 對安靜 は 人生の 絕 

對滿 足で あらねば ならぬ。 そして 此滿足 は 神の 子ィ H ス キリス トを 信す る ことに. m つての み 得らる。 

二月 二十日 (木) 晴 自 覺症狀 として は 八：' にも 氣 息が 絕 える ので はない 乎と 思 はる、 時が ある、 

然し 臨床 學 的に は 日々 改善の 由で ある。 昨日 は 北大 總長佐 藤昌介 君の 見舞 あり、 又 滿洲、 甲 州、 信 州 

等の 讀 者が 恢復の 爲の 特別 祈 禱會を 開いて ゐ て吳れ るの 電報が 達した。 如何な つても 宜しい。 祌の聖 

32 は必す 成る。 癒 ゆれば 义復 大いに 働く まで ある。 

二月 二十 I 日 (金) 曇 久 板り にて 昨夜 藥品 なしにて 一夜 を 過した。 苦痛 は少 く、 朝の 疲勞も 僅 

かにして 稍々 自分ら しく 感じて 感謝であった。 往倉 牧師 は 越後 傳 道の 途中 三時 問 を 割いて 慰安 を與へ 

て吳れ た。 毫 湾より、 北^^道ょり、 慰勵の 電報 は 達する。 全 ni 本國 が此價 値な き 自分の 爲に 祈つ てん 
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て？. 犬れ る蔡を 知って、 感淚 乾く 問 なしで ある。 

二月 二十 二日 (土) 晴 ^は 總選舉 で大騷 ぎで ある。 自分 は惡 魔と 生命の 取合 ひで ある。 主 イエ 

ス 自分と 共に 在せば 彼に 依りて 自分 は 勝つ であらう。 今； 3； の 病氣は 如何 見て も 自分 等 の 信仰 を 進める 

爲 である。 

二月 二十 三日 (日) 昨夜 も 小惡魔 奴が 大分に 體 中 を 荒れ 廻って 苦しめられた。 遠から す 彼が 

驅逐 せ，？ る k 兆候で あらう。 醫學の 方で は 之 を祌經 痛の 一種と 稱す るので あらう、 然し 其 行動 は 明か 

に 魔性 的で ある。 ルカ 傳八章 一 一六 I 三 九 節が 最もよ く 之を說 明す る。 此 類が 翳： 帥に 治す 事の 出来る も 

のでない。 祈 禱と斷 食に 依らざる を 得ない。 

二月 二十四日 (月) 晴 春暖で ある。 病人に 取り 幸福 此上 なしで ある。 不思 の 攝理に 因り 米國 

製 古い (-onlpouncl  oxyg.eu 療法 を 始めた。 此は 今より 四 卜 年 前 自分が 親友 故 藤 田 九三郞 氏と 共に 日 

本に 紹介した 理學 療法であって、 多くの 人 を 救うた 世界的 民間療法 である。 今度 は 多分 自分 を 救 ふに 

至る のか も 知れない" 之に 由って 救 はれた 者の 一人なる 齋 ii 宗ニ郞 君が 萬 事 世話 をして 之 を 自分に 施 

して 吳れる ことに 成った。 人^ は 不思議の ものである。 

二月 二十 五日 (火) 晴 雜 誌の 編 韓其他 はすべ て 石 原 兵 永に 任 かした。 或は 自分に 取り ヌンの 子 


ョ シ ユアが モ ー セに爲 した 事を爲 すべく 命ぜられ たの 乎 も 知れない。 今月分の 『日々 の 生涯』 は 一 部 

分 は 看護婦の 手に 由って、 淺 りの 一部分 は 自分が 床から 起きて 居り 得る すべての 時間 を甩 いて 書いた 

者であって 頗る 貴い 者で ある。 其 間に 札 幌の孫 女へ ハ ガキを 一 本書いた のみで ある。 


二月 二十 六日 (水) 雨 夜 雪 相 變らす 治療 を續 けて 居る、 成功 を 期す。 主婦の 觸指 療法 實験 上效 

を 奏し 大 なる 感謝で ある。 〇 此 日より 齋藤宗 次 郎君、 執事の 勞を 勤めて 吳れ、 一同 有難く 覺 える、 病 

を 獲て 治療の 外に、 外交官 接待係の 心 要を感 する の は、 世界 文明 國中 日本 國を 除いて は 外に 有るまい 

面う して 齋藤 君は此 任務に 當 つて 吳れ るので ある。 〇 雜誌 編輯に は 石 原 は 責任 を 以て 當 つて 吳れ る、 

四月 號も 何う やら 無事に 出る であらう、 凡て は 感謝の 連續 である。 

二月 二十 七日 (木) 曇 石 原 主治醫 曰く、 令 日の 自分の 脈搏の 様子 は、 發病 前と 殆ん ど異 るな き 

由、 是れ 治療 上 最も 喜ぶべき 徵 候と 稱 せざるを得ない。 然し 床より 起きて 活動に 就く までに は、 まだ 

まだ 前途遼遠 である 。毎日 あちらこちらの 小なる 患部 を 癒さん とて 勉 めつ、 ある。 書籍 は讀 めない が- 

自分の 肉體 とい ふ 驚くべき 神の 祕藏 物に つき、 毎日 有益なる 研究 を鑌 けつ、 ある。 實に 人の 肉 體は其 

靈魂 を 宿す に 足る の 器 であって 宇宙 萬 物 の 中 これよりも 巧妙に 出來 上った もの は 無い と 信す る。 同時 

に 思 ふこと は、 疾病 は 罪 丈 それ 丈 恐るべき こと、 又 避くべき ことで ある。 傳 道に 治療の 伴 ふ は、 當然 

のこと であって、 二者 相 離れて 其 效カを 失 ふので ある。 傅 道と 治療と は 車の 兩 輪の 如く、 刚々 W 對し 
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て 行 はるべき ものである こと を * ケ； 1 熟々 と 感じた。 傳 道の 神^なる 如く、 醫術も 亦 神聖で あらねば 

ならぬ。 醫 者の 不品行と いふが 如き、 傳道師 の 不品行と いふと 问 じく 戰 燥すべき ことで ある。 

二月 二十 八日 (金) 雪 人に は 威 ふべき- 大 ぐぶで ある。 彼方此方に 不快 を感 する-治 りさう で 治 

ら ない。 失 せんとして 希 は 湧き 來る。 神 は 自分より 或る 決心 を 要求し 給 ひつ、 あると 信す る。 囚 

つ て 直ちに 神に 誓 ひ をな した。 然し 神に 對 して 誓 ひ を爲す 時には、 治療 を 待って 之 を 菜すべき でない _ 

直ちに 其實 行に^ 乎すべき である。 依って 今 n まで 幾度 も爲 した 如くに、 今日より 直ちに 之に 着手し 

た。 祌は必 す 神の 爲 すべき 事を爲 して 下さる と 信す る。 それで 善い ので ある、 有難い ことで ある。 

三月 一 日 (土) 晴 遂に 三月 は 来た。 病床の 裡に 五十 n を 過した。 長い 様な 短い 日であった。 昨 

夜 は 主 治醫と 相談の 上、 古い 催眠薬お 一水 クロ ラ ー ル 少量 を用 ひし 所 好 結 raK を 生じ、 本日 は 近來罕 なる 

苦痛の 少ぃ 口であった。 石 原 主治醫 曰く  ^先生の身體にも^i^は臨みっ &ぁると見受くる」 と、 {是 に 有 

り 難い ことで ある、 多分 事實 となりて 現る、 ので あらう。 令 の 末に は、 北海道より 孫が 見舞に 來る 

さう である。 それまでに 床 を 出で i、 彼等 を迎 へたく ある。 其 他 癒えたら ば、 天下の 孫 共の 爲に竭 し 

たく あ る 0 

三月 二日 (日) 曇 身體に 體溫の 漲る を 感じた、 多分 全治の 徴候で あらう、 然し 後に 大 なる 疲勞 

をお えた。 一 口 ^睡眠 的狀 態に 於て あった。 食事 は 三度 共 執れた。 


o 床の 裡に 在って 聖會の 讚美歌 を聽 き、 獨り 心に 和した。 來會者 百 六十 二 名の 由、 純 福音 的の 善き 聖 

會 でありし よしを 聞いて 欣ん だ。 願 ふ、 今一度 生ける 者の 里に 於て、 同志と 共に 活ける 神 を 讚美 せん 

こと を。 願 ふ此病 を機會 として、 我聖會 より、 「世界的 大 偉人 内 村大 先生」 を 戀ひ慕 ふ 者 は 悉く 悅， 奢 

00OOO000O0OO0OOOOOOO 

し、 人に 賤 めら る \ナ ザ レのィ H スを慕 ふ 者の み线 るに 至らん こと を。 

三月 三日 (月) 雨 今度の 疾病に より 身體の 改造 を 期す。 ゴ ー デ ー 先生 同様、 八十 歳 以上まで、 

生きて 聖， 書の 研究 を 緩け たい ものである。 或は 九十 歳で も 可な りで ある。 死ぬ こと は 何時でも 出来る、 

急ぐ に 及ばない。 〇 今度の 病氣に 就き、 日本 國 中の 同志が、 我が 爲に 祈って 吳れ し、 其 偉大なる 力 を 

日に日に 感 する。 全く 祈の 結果に より、 今日まで 存在して 居る ので ある。 

三月 四日 (火) 雨 萬 事故 障な く 進行し つ、 ある。 神の 御 仕事 は、 自分が 働く も 働かざる も、 何 

の變 りなく 進行し つ、 ある。 自分が 働かなければ、 神の 聖 業が 中止 するとい ふ 程、 大 なる 問 遠 はない。 

自分の 倒かない 方が 却って 善い ので あるか も 知れない。 只 床の 裡に 在りて、 靜 かに 祌の御 事業 を拜見 

する、 是亦 信仰の 大快 樂大滿 足で あらねば ならぬ。  . 

三月 五日 (水) 雨 今や 人 は 何人も 愛 を 要求す る、 然して 凡ての 人 は 愛の 人なら ざる はなし、 少 

くと も 凡ての 若き 人達 は 愛の 人で ある、 卽ち戀 愛の 人で ある、 我が 日本 固に 於て、 今日 愛の 人 を 求む 

る こと 決して 難き に 非す である。 難き は 義の人 を 求む るに ある- 義人 は 滅多に無い、 義人 は 堅い 强ぃ 
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人で ある。 若き 人達の 中には 滅多に 見當ら ない。 そして 我等 は 神に よりて、 義人 を 作らん と 欲しつ、 

あるので ある。 愛の 人は棄 てる 程 ある" 欲しい 人 は 義人で ある。 

三月 六日 (木) 霎 寒氣 にて 惱 まさる、 然し 庭の 櫻の 蕾 は 脹らみつ、 ある、 希望 は 目前に 逼る。 

先 づ當分 死なす して 濟 むので あらう、 然し 生 くるとしても 此罪惡 の 世に 生く るので あって， 叉 不愉快 

を澤 山に 見せら る.^ ので ある。 福音 を說 くの は、 自分に は 快樂此 上な しで ある けれども、 之 を 斥け、 

誤解し、 濫用す る 人力の 行爲を 見る の 苦み も、 是亦 堪え難き ものである。 〇 今度 井ほ 督敎界 の 名士 某 君 

が、 民政 黨 公認 代議士と して 選 91 せられし 由 を 聞き、 同氏の 爲に、 成功 を 祝す ると 共に、 若し 內 村が 

同様の 事を爲 したら ば * 骨 問 並に 基督 敎界 は、 何と； t する かと 思 ふ 時、 此 世の 如何に 詰らない 所で あ 

るか を 感ぜ しめらる。 生ける 者の 里に、 活ける 神の 福 昔 を 何時までも 說 きたく ある けれど、 其 生ける 

者の 里と いふの は、 實に 詰らない 所で ある こと を 知って、 若し 人に 神が 其 子に 約束し 給 ひし 来世が 無 

いとするならば、 人生 程 無意義の もの、 なき こと を 感ぜ しめらる。 病床に 在り、 友人に 看護して 貰 ひ 

ながら、 此 感想 を 筆記して 貰 ふ。 

I 二月 七日 (金) 雪 引績き 天候 惡 くして 困難で ある。 〇 或 人 は 言 ふ、 今度 自分が、 こんなむ づか 

しい 氣に摇 りし は、 或 人に 怨 まれて 居る からで ある、 其 人の 怨み を 解く に 非 ざれば 癒るまい とのこ 

とで ある、 或は さう いふ 場合 も 無いで は あるまい。 自分が 他人 を 怨みし 場合に は、 凡て 其 人が 自分に 

封して 犯した 罪を赦 してやつ たから、 其 様に 神様 は 自分が 犯した 罪を赦 して 下さった だら うと 思 ふ。 


然しながら 自分 を怨む 多くの 人々 の 場合 を考 ふるに、 彼等 は 充分の 理由な くして 自分に 見離され たの 

ではない。 充分の 警 吿を與 へ、 忍耐 を 以て 彼等 を 導かん とせし に對 し、 傲慢 以て 自分に 對す。 此處に 

止む を 得す、 彼等との 關 係を斷 たざる を 得ざる に 至りし が 故に、 遂に 其 結果が 自分の 幸福と なり、 彼 

等の 不幸と たったの であると 思 ふ。 彼等が 自分 を怨む 前に、 深く 己に 省る の 必要が ある。 但 自分と 雖 

も 罪の 人であって、 完全の 人に 非ざる は 勿論で ある、 若 理由な くして 怨 まる、 ことがありし ならば、 

神に 在りて 赦 して 貰 ひたい、 但其 事が 何も 今日の 病 氣に關 係 あらう と は 思 はない。 神 はそんな 事で、 

人 を 罰し 叉 は 幸し 給 はない。 彼 は 其 犬なる 愛の 御 目的 を 達せん が爲 に、 或は 鞭ち、 或は 幸し 給 ふ。 斯 

る 場合に、 特別に 罪 を悔 ゆるの 必要 は 無い と 信す る。 唯 病 癒えし 上 は、 前よりも ヨリ 善き 生涯 を 送り 

て、 神を慶 ばし 奉るべき である。 

三月 八日 (土) 雨 寒風 雨 を 達り、 病人 引 續き惱 まさる。 何故に 晴天 来らざる か。 聞く、 東京 市 

內 にて は、 此惡 寒の 爲に、 毎日 百 人づ」 の 生命 は 失 はれつ、 あると いふ。 自分の 如き 病 者の 一人な り 

と雖、 神の 御 護り の 下に、 暖房の 裡に病 體を養 ふ を 得る は、 感謝の 至りと いはざる を 得ない。 只 日毎 

に 春風 騎蕩樓 花の 開く を 待つ のみで ある。 

三月 九日 (日) 晷_| 天候 今猜 晴れ やらす、 管々 たる 狀態 を繼續 す。 〇 今日 柏木の 集會 にて、 藤本 

醫博 前講を 勤め、 鈴 木 虎 秋 自分の 奮 稿 「神の 忿怒と 躓 罪」 を代讀 す。 先づ 以て 柏木 流の 福 昔 的 集會な 

りし 由 を 聞いて 滿 足した。 此日集 會者百 四十 六 名、 內男 八十 三 名 女 六十 三 名の 由、 靑年 男女に 於て 著 
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しき 減少 を 見る とい ふ * さも あるべき ことで ある。 柏木 は 靑年を 排斥し ない けれども * 特に 靑 年に 慕 

はるべき 會合 ではない。 罪の 贈の 福 昔 を 要求す る 者に 非 ざれば、 此處に 來り學 ぶべ からすで ある。 若 

き 人達が、 唯 新 宗敎を 求む る 心より して、 許 多 此處に 集 ひ 来りし は， 双方の 間遠であった。 神の 御攝 

现に據 り、 今度の 自分の 重病に より * 此 事まで が 明白に なって 來て、 感謝の 至りで ある。 凡ての 榮光 

は、 イエス. キリス トの御 父なる 眞の 神に 歸し 奉るべき である。 

三月 十日 (月) 晴後雨 久振 にて、 日光 を 見て 嬉しかった が、 又 空 は 雨と なった。 意地の 惡ぃ 東 

京， い 天 である。 〇 齋藤宗 次郞^ 看護の 任に 當っ て吳れ る。 自分に 取り 同 君 以上の 看護人 は 無い" 自 

分の 信仰と 惱 みと を 知って 吳れ る。 彼 亦 病の 實驗に 富んで 居る、 夫 故に 最善の 看護人 を 作る、 昨夜 以 

來大に 助けられた。 多分 斯る强 敵 を 得て、 病 は 逃げ去る であらう。 八， 口 は 病體も 大分 輕く 感じた。 近 

來に 無く 美味く 食って 朝食 を i& ベた。 〇 三月 號の雜 誌 も 無事に 出た、 引 續き萬 事が 感謝で ある。 

三月 十  一 B  (火) 晴 久々 振の 晴天で ある、 柯 やら 天地が 新たに 造られし 様に 感じた。 特に 病人 

に 取り 然り である。 〇 近頃 强く感 する 事 は、 自分の 身體の 弱き を 痛感す る 時に、 之を强 くす るの 人工 

的 方法 を講 する 前に 先 づ祌に 祈りて、 我が 病體 に、 彼の 生命 を 注いで 下さる やう 祈る ことで ある。 治 

^^其他の方法は其後のことでぁる。 そして に 神 は、 直ちに 力 を 注いで 下され、 我 弱き よりして 强く 

たして 下さる。 ュ 9 療策 一手 段 は祈禱 であると いふ こと を、 益々 切に 感 する。 昨日 以來 幾度 も此 事を感 

じた。 仰 上の 大 たる 獲物で ある。 


三月 士 一日 (水) 晴 大 先生が 病氣に 3 惟り し 苦痛 は、 多分、 天皇陛下が 病に 罹られし 時の 如くに、 

淋しく 且厭 苦い もので あらう。 信者の 人々 は、 大 先生 は、 人生の 事 は 悉く 御存知で あるから、 我々 如 

き 者が 精神 上の 慰藉な ど を 御 提供 申す は 無禮の 極みで あると 思 ふらしく 誰 一 人と して、 友達と なって * 

喜びの 福 昔 を 語って 吳れる ものがない。 只 看護、 物資の 提供 其他此 世の 人の 爲し 得る 援助 を與 へて 吳 

れ るに 止り て、 人生 最も 貴重と する 所の、 精神 上の カを與 へて 吳れ ない。 此 過去 五十 日間 此點に 於て、 

實に 堪えられぬ 寂.！！ を 感じた。 然るに 今日、 或る 老 姉妹が 訪問して 吳れ て、 重病に 褪 つた 時の、 信仰 

維持の 途を敎 へて eK れて、 本當に 有り難かった。 人 は 如何なる 大 先生で あっても、 自分の 通過した こ 

とたき 道の 様子 を 知らない。 自分が 人の 敎師 であるが 故に、 死に 到る までの 道 を 知り 盡 して 居る と 思 

ひ、 誰 一人 之 を 以て 慰めて 吳れる 者な きを 思 ふて、 本當に 人生の 情な さ を 感じた。 然し 今日 始めて 此 

喜びに 接して、 限りなき 感謝 を 禁じ 得なかった。 

三月 十三 日 (木) 雨 i 世 倉 牧師の 紹介に て、 氏の 友人なる、 横 濱眞砂 町 田 中 病院 長 田 中 進 氏の 診 

察 を 受けた。 眞に 常識に 適 ふ 見 立に て、 特に 其 療法た る、 別に 薬用の 必要 もな く、 或る 一 つの 攝生法 

にて、 全部 遠から す 快方に 赴くべし との 診察 を 得て 大に 安心した。 何れに しろ、 生命に 關 はる 病氣で 

なき 由との 見 立であって、 是亦 一同 を勵 して 吳れ た。 信仰の 人の 萬 事の 見方 は、 凡て 希望的で ある。 

且簡單 で 徹底的で ある。 自分の 此 場合に 於て、 斯る 醫師の 診察 を 得し こと は、 大 たる 獎勵叉 慰藉で あ 

る 0 
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三月 十四日 (金) 晴 發病 以来 絡 對安靜 の 牢獄に 投ぜ られ、 五十 日 以上 二階に 籠城して 居た。 其 

問の 不倫 快譬 ふるに 物な く、 多分 病氣 以上の 苦痛と 稱 すべきで あらう。 近世 醫學は 病 を 癒さん と 欲し 

て、 別に 病 以上の もの を 患者に 與ふ るので ある。 病氣が 苦痛で あると は、 病氣 以上に、 醫學が 病 者に 

與 ふる 苦痛で ある。 今日は 六十 日 振で 一 一階 を 降り、 家族と Ins 住を俱 にす る を 得て 言 ひ 難き 喜びで あつ 

た。 若し 之が 爲に、 病の ij^ り 返しが あるならば、 醫學は 勿論 強き 詰責 を 自分に 與 ふるで あらう が、 自 

分 は 人類 幸福の 爲に、 近 I 醫學も 亦 大に此 事に 就き 考 へられん こと を 求めざる を 得ない。 何に しろ 春 

来りて 萬 事が 幸福に なりつ.^ ある。 問題の 解決 者 は 人に 非す して 神と 天然と である。 感謝すべき こと 

である。 

三月 十五 日 (土) 晷 _| 三月の 半ばで ある。 シ ー ザ ー が 暗殺され た 日で 有名で ある。 今より 二 ヶ月 

が 年中 Q 黄金 時期で ある。 其 間に 多分 床を拂 ふこと が出來 やう。 然し 拂ひ 得す ともよい。 病床に 在り 

て 又 病^の 仕事が ある。 如何なる 狀 態に 在りても、 之に 應 じて 神に 仕 ふる 事が 出來 る。 何も 前の 様に 

聽衆 平均 毎 囘五百 人 を 引受け、 四 年間に 亙り 帝都の 中央に 於て、 十字架の 福音 を唱 へし 事の みが 自分 

が 世に 遣され し 事業で はない。 病の 床の 中に 在りて 信仰の 讚美歌 一 篇を歌 ふ 丈で も大な る 事業で ある。 

さう 思 ふて 先づ 心に 平安 を 得て、 然る 後に 恢復 を 計る。 

三月 十六 日 (日) 晴 集會相 變らす 盛んたり し 由 を 聞いて 安心した。 〇 藤本 重太郞 氏の 全力 を盡 


したる 看護 を 受けつ、 ある。 或は 之に よりて てが 解決 せらる、 ので あるかと 思 ふ。 何れに しろ、 難 

し い 病氣 で あ る。 餘り 自分の 感覺 に 依 親し て は な ら な いと 信す る。 

三月 十七 日 (月) 晴 病床に 在る もの、 唯一の 悅は、 自分の 施せし 治療の 途が、 歷然 たる 效果を 

示した 時で ある。 此時新 希望 は 湧き 新 天地 は闢 けし 樣に感 する。 何も 是れ我 一人の 幸福の 爲 ではない _ 

之に 因って、 全世界の 悔 める 人達の 苦痛 を 拭 ひ 去る の 道 を 示された と 思 ふからで ある。 今日 も 其 一 つ 

を 示され、 飛び立つ 程 嬉しかった。 病中の 歡 喜と はこん たもので ある。 

三月 十八 日 (火) 晴 

到 る ベ き 都 は 遠し 今日 もまた 

忍ぶ か 岡に 獨り漂 ふ 

何を學 ばざる 日 はありと も、 忍耐の 美 德を學 び 得ざる 日と て はない。 病の 床に 在りて、 此撵會 の 充分 

に與 へらる、 は、 感謝すべき ことで ある。 

三月 十九 日 (水) 晴 床の 上の 曰 々の 生涯 記すべき ことたし。 尿が 一度に 二百 グラム 出た とて、 

一 家 一 同 歡聲を 揚げた。 

三月 二十日 (木) 晴 病床の 一 日記すべき ことなし。 〇 敎友 藤本 重太郞 氏の 病理 說を聽 き、 其 深 
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遠なる に 驚いた。 彼 は 決して 自分勝手の 荒 廣を唱 ふるもの ではない。 深い 眞现 を懷 くもので ある。 我 

等の 中に、 斯る人 を 賜 はりし こと を 神に 感謝 せざるを得ない。 彼が 社會の 或る 方面に 於て、 非常に 尊 

敬され っ& ある は、 決して 無理で ない。 今や 彼 は 其 全身 を 捧げて 自分に 奉仕し 吳 れつ. 1 ある。 自分 一 

人が 彼 を 取り 切りで ある。 何と 幸福なる 病人で はない か。 

三月 二十 I 日 (金) 晴 引續き 希望の 內に 在る。 

三月 二十 二日 (土) 晴 足 部より 水氣の 去らざる ことに 就て 心配す。 必す適 営の 療法の 示さる、 

こと」 思へ ども 一生涯の 一大 問題で ある こと を 思 はざる を 得ない。 (齋藤 宗次郞 筆錄) 


父の 臨終の 記 

內村祐 之 

此處 に錄す 所の もの は 父の 臨終の 有の 儘の 記錄 である。 吾々 家族の 者に 取って は、 顧みて その 總て 

が 誠に 感慨の 深い ものである けれ 共、 之が 續 者の 方々 に 如何なる 印象 を與 へろ か 私 は 知らない。 叉斯 

かる ものが 發 表せら るべき もので あるか 否か を 知らない けれ 共 「日々 の 生涯」 が 三月 廿 二日 を 以て 終 

つて 居る が 故に、 其 後に 於け る 父の 動靜の 何等 修飾され ない 記 錄は讀 む 人に 由って は 意味の ない 事で 


は 無い と 思って 此處に 書 緩る 事 を 許して 頂きたい。 殊に 三月 廿 三日 病床に 「日々 の 生涯」 の 筆記に 赴 

いた 齋 藤氏の 問に 對 して 「見た 通り を 有の 儘 書いて くれ」 と實 つた 由で あるから 此の 記錄が 却って 父 

の 志であった かも 知れない と 思 ふので ある。 

一 進 一 退であった 病勢が 三月 廿 三日に 急變 したと 云 ふ 事 を、 廿 四日の 午後 吾々 札幌の 一 族 は 上野 驛 

に 着いて 始めて 知った。 然し 今日は 多少 持直した と 云 ふ 事 を 聞いて 稍々 愁眉 を 開きつ、 も 尙心を 曇ら 

せ 乍ら 柏木に 念いだ。 柏木に 着いて 多少 寛いだ 頃、 病室よりの 迎 へで 「もう 心の 準備が 出來 たから 來 

て くれ」 と 云 ふので 一 同で 對 面した。 自分 等 は 父が 思った よりも 元氣 であるのに 驚いた。 父の 喜び も 

大きかった。 殊に 正子の 成長 振り を 非常に 喜んだ の を 見て 自分 等も滿 足した。 開く 所に 依る と 數日前 

に、 正子が 來て 厭が る だら うと 言 ふので わざく 床屋 を 呼んで 延びた 髮を 刈らせた とい ふ 事であった" 

父の 病氣の 中心が 心臓に ある こと は醫學 的の 立場から 見て 疑の ない 事實 であった。 只 嘗て 夜中に 襲 

ひ 来った 發作 的の 心臓 衰弱が 此度は 日中に、 しかも 非常に 强く 表れて、 脈搏の 狀 態から 見ても 其 他の 

一 般 的症狀 から 見ても 甚だ 重態であって 廿 三日 來 强心劑 の 注射が 絕 えす 繼鑌 されて 居た。 父 自ら は此 

の病狀 にも 係らす 非常に はっきりして 居て 最後 迄 间 春 を 信じ、 再び 働き 得る を 信じて 居た が 病の 性質 

からして 苦痛 はな かく 犬なる ものが あった。 

廿 六日 愈々 古稀の 誕生日 を迎 へたと 言って 朝から 病の 苦しみの 中に も 喜んで 居た。 此 日の 午前中に 

今年 元旦に 生まれた 第三 孫 女の いとけ なき 者の 頭に 手 を 置いて これ を 祝福して くれた。 「生命の 溢れ 

てゐ るの は 誠によ いもの だ」 と 一一 一 曰って 感慨 深げ にこれ を 久しく 眺めて 居た。 研究 會の 方々 が 古稀の 祝 

賀 感謝の 會を 催される と 聞いて、 私に 父 を 代表して 出席す る樣 にと 命じたり した。 午後 一時 頃 此日も 
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例の 如く 發作 的の 心臓 衰弱が 嬰ひ來 つて 父の 苦惱を 著しく 增 さしめ た。 父 は 何時もの 樑に 床の 上に 正 

^して 忍耐 冷靜、 よく 死の 苦しみと 戰 つた C この 發 作の 最中に 折から 祝賀の 爲に 集った 人々 に傳 へて 

くれと て、 

「萬 歳- 感謝、 滿足、 希望、 進歩、 正義、 凡ての 善き 事」 

と 云 ふ 短い 言葉 を以 つて 此 時の 心 持 を 表した。 尙附け 加 へ て 言 つた. リ 

r 聖ぼ にかな はば 生 延びて 更に 働く。 然し 如何なる 時に も 惡き事 は 吾々 及び 諸君の 上に 未來 永久 

に 決して 来ない。 宇宙 萬 物 人生 悉く 可な り。 言 はんと 欲する 事盡 きす。 人類の 幸福と 日本 國の隆 

盛と 宇宙の 完成 を 祈る」 

と。 恐るべき 死の 苦しみ。 その 中から 此 言葉が 出た ので ある 事 を 知って 頂きたい。 囘春を 信じつ &も 

此の 一 兩日來 の 强ぃ發 作に、 父は朧 ろげ 乍ら 聖 皆の ある 所 を 感じて 來 たらしい。 基督 者ら しく 日本 武 

士 らしく 死にたい と 一一 百 ふ 事 は 兼々 からの 願 ひであった ので あるが 之が 愈々 現實の 問題と なった と、 父 

が 感じて 来たと 一一 一一 口 ふ 事 を 此の 一 兩日來 尚 園の 者に 殊に 强く 看取され る樣 になった。 然し 此 日の 發作も 

父 を 死に 迄 導かす に 過ぎ去って、 其 後 非常な 平安が あった。 午後 三時 頃 母 を 傍に 置いて 祈った さう で 

ある。 

r 奇接を 以て 此の 病 を 癒し 給へ。 位し 自分の 爲 ならす、 福音 宣傳 の爲に 奇蹟 を 以て 此の 病 を 癒し 

給へ」 

と。 夜 も平靜 であった。 数日 前 迄 は 不眠の 爲に 苦しい 夜 を 送った ので あるが、 病勢が 進んだ 爲か、 或 

は 吾々 が 病床 を 守る 様になった 爲の 安心の 所爲 であるか、 此夜は 時の 經 つのが 久し振りに 早い と 言つ 


て 喜んだ。 前 晩の 如く 夜半から 枕邊に 在った 私に 時折 話し掛けた。 自らの 脈搏 を 觸れて 見て は 色々 醫 

學 上の 話 を 仕掛けた。 

「アルキメデス は 最後の 瞬間 迄 物理 學の 勉強 をした。 自分 も 最後 迄 生理 學の 勉强が 出来る」 

と 言って 此 一 夜 は 甚だ 滿足氣 であった。 

重體 である。 注射 を絕 てば 何時でも 數 時間の 內に 肉の 體は 消えねば ならない 程の 重態で ある。 速 日 

の 闘病に 疲れ果てた 頭 は 言葉 半ばに して 假陲 の狀 態に 入る 事が 此夜は 一 再でなかった。 

「汝が 院長で 黑 人の 看護婦 を 連れて アフリカに 行ったら …… 」 

と 言 ふ 樣な言 葉が 夢と もっかす 現と もっかす に發 せられた。 恐らく 日頃からの 心に 掛けて 居た アル パ 

1 ト . シュ ワイツ H ルの アフリカに 於け る 事業が 頭に 浮んで 来たが 爲 であった であらう。 

廿 七日に なって 病 狀は相 變らす 面白い 方に 向はなかった。 注射 は續 いた。 心の 準備 は 全く 3,1 来て 居 

たものと 思 はれる。 幾度 か 

「醫學 は 未だ 此 の 病氣を 見離さな い か」 

と 尋ね、 私が 答へ 溢って 居る と 

「決して 恐れない から 有の 儘 を 言へ」 

と 却って 私 を 促した。 此の 心の 準備に も 係らす 然し 死 は 之に 直面す る 者に 取って 最も 犬なる 恐怖で あ 

つた。 重い 發 作の 過ぎた 後に 

「靑年 時代から 宗 敎文學 殊に 佛敎 で 死と い ふ 事 を餘り 細かく 聞か された 事 の 害 を 知 つ た」 

と 言 ふ 様な 意味の 言葉が 一 一 一度. 口に 出た 事 を 聞いた。 
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此 日の 午後 一 時半 顷、 例の 如き 心臓 衰弱の 發 作が 殊に 強く 襲ひ來 つた。 誠に 恐るべき 死の 苦しみで 

ある。 吾々 は 昨日の 如く 此日も 此の 發 作が 父の 臨終と なる のでない かと 思った 程であった。 最後の 一 

擊 がん， 來 るか 今來 るかと 言 ふ 様な 息づ まる 様な 瞬間が 綾いた のであった。 然し 出来 得る 限りの 應 急の 

隨 置に 依て 殆ど 止まり かけて 居た 心臓 も 漸くの 事で 多少 恢復の 兆 を 示して 来た 午後 一 一時 頃、 父 は 突然 

聲を 擧げて 

神の めぐみ 主 H スの愛 

ゆたかに 滿っ この 御殿 

と！^ 美 歌 二十 三番の 一節 を 歌， ひ屮 いした。 そして 周 園の 者の 之に 和す る 事 を ん だが 吾々 は 到底 歌 ひ 得 

ないで 只默 する のみであった。 丁度 此日、 父の 古稀 を 祝 ふ爲に 家人の 心盡 しで 赤飯が 出来た ので あつ 

たが、 父 は In くして 更に これ を 三 粒 程 食べたい と 所望した。 そして これ を 二 口、 三 口、 うま 相に 口に 

して 

「これが 最後で あっても よし、 又 二度三度と あっても よし、 しかし 古稀の 祝の 强飯を 食べて 死ねば 

日本 武士と して 此上 なし」 

と 言って 喜んだ。 

漸くの で この 發作 を切拔 けて、 その後に 一時の 少康 があった が、 心臓の 奈弱は 刻々 と 加 はって 行 

つた。 此 夜の 初更に 看護して 居た 藤本 博士に 向って 大切なる 一一 一一 n 葉が 傳 へられた 由で ある。 明けて 廿八 

日の 午前 一 時半、 私が 枕邊に 赴いた 顷には 驚く 可き 程の 心身の 平安が あった。 

「非常に 調和が とれて 居る が これでよ いの か」 


と 私に 向って 尋ねた 程であった。 四時 頃尙 意識 は 明淸で 私の 一一 一一 I： 葉に 對 して 明瞭に 答へ たが、 此 頃から 

呼吸に 僅か 乍ら 變 調が 認められて 来り、 又 深い 眠りが 加 はって 来た 様であった。 靜 かな 隨の靜 かな 眠 

りで ある。 時 を 定めた 注射に 由って この 安らかな眠り を妨ぐ 可き か、 或は この 熟睡 を 最後 迄續 かしむ 

可き かと 一一 目 ふ 事の！： 斷は 最後の 看護 をす る 者に とっての 大 なる 問題であった。 然し 

「誰か 其 生命 を 寸陰も 延べ 得ん や」 

の聖句 は、 前日 來 注射 時に 際して 父が ー搏 ならす；^ らした 所で あつたの を 思 ひ 浮べて、 凡て を 萬 能の 

聖 手に.^ ねて 注射 を 行 はない 事に 決心した。 誠に 醫師 として、 叉 肉 身の 子と しての 大 なる 苦 惱 であつ 

た。 

呼吸の 亂れと 脈搏の 衰へは 時と 共に 增 した。 吾々 は 最早 爲 すべき 所 を 持たない。 總てを 善き に 導き 

給へ と 念す るより 外はなかった ので ある。 斯くて 臨終の 枕邊に 集った 家族の 者と 最も 親しき 友人の 篤 

き祈禱 のうちに 午前 八 時 五十一 分、 眠る が 如く 安らかに、 父 は その 最後の 息 を 引いた のであった。 眞 

に 永き 戰鬪の 全生涯に 比して 最も 對照 深き 平和なる 臨終であった。 
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